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‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥

○

行
政
手
続
法
（
平
成
五
年
法
律
第
八
十
八
号
）
（
第
五
十
四
条
関
係
）

146

‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥

○

政
党
助
成
法
（
平
成
六
年
法
律
第
五
号
）
（
第
五
十
五
条
関
係
）

148

‥
‥
‥
‥
‥

○

行
政
機
関
の
保
有
す
る
情
報
の
公
開
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
一
年
法
律
第
四
十
二
号
）
（
第
五
十
六
条
関
係
）

149

‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥

○

総
務
省
設
置
法
（
平
成
十
一
年
法
律
第
九
十
一
号
）
（
第
五
十
七
条
関
係
）

153

○

特
定
機
器
に
係
る
適
合
性
評
価
手
続
の
結
果
の
外
国
と
の
相
互
承
認
の
実
施
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
三
年
法
律
第
百
十
一

‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥

号
）
（
第
五
十
八
条
関
係
）

155



‥

○

独
立
行
政
法
人
等
の
保
有
す
る
情
報
の
公
開
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
三
年
法
律
第
百
四
十
号
）
（
第
五
十
九
条
関
係
）

156

‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥

○

民
間
事
業
者
に
よ
る
信
書
の
送
達
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
四
年
法
律
第
九
十
九
号
）
（
第
六
十
条
関
係
）

160

○

行
政
手
続
等
に
お
け
る
情
報
通
信
の
技
術
の
利
用
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
四
年
法
律
第
百
五
十
一
号
）
（
第
六
十
一
条
関

‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥

係
）

161

○

電
子
署
名
等
に
係
る
地
方
公
共
団
体
情
報
シ
ス
テ
ム
機
構
の
認
証
業
務
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
四
年
法
律
第
百
五
十
三
号
）

‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥

（
第
六
十
二
条
関
係
）

162

‥
‥
‥

○

行
政
機
関
の
保
有
す
る
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
五
年
法
律
第
五
十
八
号
）
（
第
六
十
三
条
関
係
）

163

○

独
立
行
政
法
人
等
の
保
有
す
る
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
五
年
法
律
第
五
十
九
号
）
（
第
六
十
四
条
関
係
）

‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
167

‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥

○

地
方
独
立
行
政
法
人
法
（
平
成
十
五
年
法
律
第
百
十
八
号
）
（
第
六
十
五
条
関
係
）

171

‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥

○

市
町
村
の
合
併
の
特
例
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
六
年
法
律
第
五
十
九
号
）
（
第
六
十
六
条
関
係
）

172

‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥

○

日
本
国
憲
法
の
改
正
手
続
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
九
年
法
律
第
五
十
一
号
）
（
第
六
十
七
条
関
係
）

174

‥
‥
‥

○

戦
後
強
制
抑
留
者
に
係
る
問
題
に
関
す
る
特
別
措
置
法
（
平
成
二
十
二
年
法
律
第
四
十
五
号
）
（
第
六
十
八
条
関
係
）

176

第
五
章

法
務
省
関
係

‥

○

外
国
法
人
の
登
記
及
び
夫
婦
財
産
契
約
の
登
記
に
関
す
る
法
律
（
明
治
三
十
一
年
法
律
第
十
四
号
）
（
第
六
十
九
条
関
係
）

177

‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥

○

供
託
法
（
明
治
三
十
二
年
法
律
第
十
五
号
）
（
第
七
十
条
関
係
）

178

‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥

○

戸
籍
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
二
百
二
十
四
号
）
（
第
七
十
一
条
関
係
）

180

‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥

○

弁
護
士
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
二
百
五
号
）
（
第
七
十
二
条
関
係
）

182

‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥

○

司
法
書
士
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
九
十
七
号
）
（
第
七
十
三
条
関
係
）

186

‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥

○

土
地
家
屋
調
査
士
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
二
十
八
号
）
（
第
七
十
四
条
関
係
）

187

‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥

○

出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
（
昭
和
二
十
六
年
政
令
第
三
百
十
九
号
）
（
第
七
十
五
条
関
係
）

188

‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥

○

破
壊
活
動
防
止
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
二
百
四
十
号
）
（
第
七
十
六
条
関
係
）

194

‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥

○

売
春
防
止
法
（
昭
和
三
十
一
年
法
律
第
百
十
八
号
）
（
第
七
十
七
条
関
係
）

195

‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥

○

行
政
事
件
訴
訟
法
（
昭
和
三
十
七
年
法
律
第
百
三
十
九
号
）
（
第
七
十
八
条
関
係
）

196

‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥

○

商
業
登
記
法
（
昭
和
三
十
八
年
法
律
第
百
二
十
五
号
）
（
第
七
十
九
条
関
係
）

197



○

外
国
弁
護
士
に
よ
る
法
律
事
務
の
取
扱
い
に
関
す
る
特
別
措
置
法
（
昭
和
六
十
一
年
法
律
第
六
十
六
号
）
（
第
八
十
条
関
係
）

‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
199

○

動
産
及
び
債
権
の
譲
渡
の
対
抗
要
件
に
関
す
る
民
法
の
特
例
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
年
法
律
第
百
四
号
）
（
第
八
十
一
条

‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥

関
係
）

200

○

無
差
別
大
量
殺
人
行
為
を
行
っ
た
団
体
の
規
制
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
一
年
法
律
第
百
四
十
七
号
）
（
第
八
十
二
条
関
係
）

‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
202

‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥

○

後
見
登
記
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
一
年
法
律
第
百
五
十
二
号
）
（
第
八
十
三
条
関
係
）

203

○

犯
罪
被
害
者
等
の
権
利
利
益
の
保
護
を
図
る
た
め
の
刑
事
手
続
に
付
随
す
る
措
置
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
二
年
法
律
第
七
十

‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥

五
号
）
（
第
八
十
四
条
関
係
）

205

‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥

○

不
動
産
登
記
法
（
平
成
十
六
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
（
第
八
十
五
条
関
係
）

206

‥
‥
‥

○

裁
判
外
紛
争
解
決
手
続
の
利
用
の
促
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
六
年
法
律
第
百
五
十
一
号
）
（
第
八
十
六
条
関
係
）

208

‥
‥
‥
‥

○

刑
事
収
容
施
設
及
び
被
収
容
者
等
の
処
遇
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
七
年
法
律
第
五
十
号
）
（
第
八
十
七
条
関
係
）

210

○

犯
罪
被
害
財
産
等
に
よ
る
被
害
回
復
給
付
金
の
支
給
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
八
年
法
律
第
八
十
七
号
）
（
第
八
十
八
条
関

‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥

係
）

220

‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥

○

更
生
保
護
法
（
平
成
十
九
年
法
律
第
八
十
八
号
）
（
第
八
十
九
条
関
係
）

230

‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥

○

刑
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
五
年
法
律
第
四
十
九
号
）
（
第
九
十
条
関
係
）

233

第
六
章

外
務
省
関
係

‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥

○

外
務
公
務
員
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
四
十
一
号
）
（
第
九
十
一
条
関
係
）

235

第
七
章

財
務
省
関
係

‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥

○

相
続
税
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
七
十
三
号
）
（
第
九
十
二
条
関
係
）

237

‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥

○

税
理
士
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
三
十
七
号
）
（
第
九
十
三
条
関
係
）

238

‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥

○

連
合
国
財
産
補
償
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
六
十
四
号
）
（
第
九
十
四
条
関
係
）

241

‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥

○

関
税
法
（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
六
十
一
号
）
（
第
九
十
五
条
関
係
）

242

‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥

○

と
ん
税
法
（
昭
和
三
十
二
年
法
律
第
三
十
七
号
）
（
第
九
十
六
条
関
係
）

243

‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥

○

国
家
公
務
員
共
済
組
合
法
（
昭
和
三
十
三
年
法
律
第
百
二
十
八
号
）
（
第
九
十
七
条
関
係
）

244



‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥

○

国
税
徴
収
法
（
昭
和
三
十
四
年
法
律
第
百
四
十
七
号
）
（
第
九
十
八
条
関
係
）

246

‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥

○

国
税
通
則
法
（
昭
和
三
十
七
年
法
律
第
六
十
六
号
）
（
第
九
十
九
条
関
係
）

248

‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥

○

所
得
税
法
（
昭
和
四
十
年
法
律
第
三
十
三
号
）
（
第
百
条
関
係
）

279

‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥

○

法
人
税
法
（
昭
和
四
十
年
法
律
第
三
十
四
号
）
（
第
百
条
関
係
）

280

‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥

○

消
費
税
法
（
昭
和
六
十
三
年
法
律
第
百
八
号
）
（
第
百
条
関
係
）

281

‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥

○

地
価
税
法
（
平
成
三
年
法
律
第
六
十
九
号
）
（
第
百
条
関
係
）

282

‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥

○

通
関
業
法
（
昭
和
四
十
二
年
法
律
第
百
二
十
二
号
）
（
第
百
一
条
関
係
）

283

‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥

○

清
酒
製
造
業
等
の
安
定
に
関
す
る
特
別
措
置
法
（
昭
和
四
十
五
年
法
律
第
七
十
七
号
）
（
第
百
二
条
関
係
）

284

‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥

○

自
動
車
重
量
税
法
（
昭
和
四
十
六
年
法
律
第
八
十
九
号
）
（
第
百
三
条
関
係
）

285

○

東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興
の
た
め
の
施
策
を
実
施
す
る
た
め
に
必
要
な
財
源
の
確
保
に
関
す
る
特
別
措
置
法
（
平
成
二
十
三

‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥

年
法
律
第
百
十
七
号
）
（
第
百
四
条
関
係
）

286

第
八
章

文
部
科
学
省
関
係

‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥

○

学
校
教
育
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
二
十
六
号
）
（
第
百
五
条
関
係
）

289

‥
‥
‥

○

文
部
科
学
省
著
作
教
科
書
の
出
版
権
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
四
十
九
号
）
（
第
百
六
条
関
係
）

290

‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥

○

私
立
学
校
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
二
百
七
十
号
）
（
第
百
七
条
関
係
）

291

‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥

○

文
化
財
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
十
四
号
）
（
第
百
八
条
関
係
）

293

‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥

○

宗
教
法
人
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
百
二
十
六
号
）
（
第
百
九
条
関
係
）

296

‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥

○

私
立
学
校
教
職
員
共
済
法
（
昭
和
二
十
八
年
法
律
第
二
百
四
十
五
号
）
（
第
百
十
条
関
係
）

297

‥
‥
‥
‥

○

地
方
教
育
行
政
の
組
織
及
び
運
営
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
三
十
一
年
法
律
第
百
六
十
二
号
）
（
第
百
十
一
条
関
係
）

299

‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥

○

著
作
権
法
（
昭
和
四
十
五
年
法
律
第
四
十
八
号
）
（
第
百
十
二
条
関
係
）

300

‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥

○

私
立
学
校
振
興
助
成
法
（
昭
和
五
十
年
法
律
第
六
十
一
号
）
（
第
百
十
三
条
関
係
）

301

‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥

○

技
術
士
法
（
昭
和
五
十
八
年
法
律
第
二
十
五
号
）
（
第
百
十
四
条
関
係
）

302
‥

○

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
著
作
物
に
係
る
登
録
の
特
例
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
六
十
一
年
法
律
第
六
十
五
号
）
（
第
百
十
五
条
関
係
）

303

‥
‥
‥
‥
‥
‥

○

高
等
学
校
等
就
学
支
援
金
の
支
給
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
二
年
法
律
第
十
八
号
）
（
第
百
十
六
条
関
係
）

304

第
九
章

厚
生
労
働
省
関
係



‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥

○

健
康
保
険
法
（
大
正
十
一
年
法
律
第
七
十
号
）
（
第
百
十
七
条
関
係
）

305

‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥

○

船
員
保
険
法
（
昭
和
十
四
年
法
律
第
七
十
三
号
）
（
第
百
十
八
条
関
係
）

306

‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥

○

労
働
関
係
調
整
法
（
昭
和
二
十
一
年
法
律
第
二
十
五
号
）
（
第
百
十
九
条
関
係
）

308

‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥

○

と
畜
場
法
（
昭
和
二
十
八
年
法
律
第
百
十
四
号
）
（
第
百
十
九
条
関
係
）

309

‥
‥
‥
‥
‥
‥

○

戦
没
者
等
の
妻
に
対
す
る
特
別
給
付
金
支
給
法
（
昭
和
三
十
八
年
法
律
第
六
十
一
号
）
（
第
百
十
九
条
関
係
）

310

‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥

○

戦
傷
病
者
特
別
援
護
法
（
昭
和
三
十
八
年
法
律
第
百
六
十
八
号
）
（
第
百
十
九
条
関
係
）

311

‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥

○

戦
没
者
等
の
遺
族
に
対
す
る
特
別
弔
慰
金
支
給
法
（
昭
和
四
十
年
法
律
第
百
号
）
（
第
百
十
九
条
関
係
）

312

‥
‥
‥
‥
‥
‥

○

戦
傷
病
者
等
の
妻
に
対
す
る
特
別
給
付
金
支
給
法
（
昭
和
四
十
一
年
法
律
第
百
九
号
）
（
第
百
十
九
条
関
係
）

313

‥
‥
‥
‥
‥

○

戦
没
者
の
父
母
等
に
対
す
る
特
別
給
付
金
支
給
法
（
昭
和
四
十
二
年
法
律
第
五
十
七
号
）
（
第
百
十
九
条
関
係
）

314

○

心
神
喪
失
等
の
状
態
で
重
大
な
他
害
行
為
を
行
っ
た
者
の
医
療
及
び
観
察
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
五
年
法
律
第
百
十
号
）

‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥

（
第
百
十
九
条
関
係
）

315

‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥

○

労
働
者
災
害
補
償
保
険
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
五
十
号
）
（
第
百
二
十
条
関
係
）

316

‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥

○

児
童
福
祉
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
六
十
四
号
）
（
第
百
二
十
一
条
関
係
）

318

○

あ
ん
摩
マ
ツ
サ
ー
ジ
指
圧
師
、
は
り
師
、
き
ゆ
う
師
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
二
百
十
七
号
）
（
第
百
二
十

‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥

二
条
関
係
）

320

‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥

○

食
品
衛
生
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
二
百
三
十
三
号
）
（
第
百
二
十
三
条
関
係
）

321

‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥

○

理
容
師
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
二
百
三
十
四
号
）
（
第
百
二
十
四
条
関
係
）

322

‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥

○

医
師
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
二
百
一
号
）
（
第
百
二
十
五
条
関
係
）

323

‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥

○

歯
科
医
師
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
二
百
二
号
）
（
第
百
二
十
五
条
関
係
）

324

‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥

○

保
健
師
助
産
師
看
護
師
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
二
百
三
号
）
（
第
百
二
十
五
条
関
係
）

325

‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥

○

薬
剤
師
法
（
昭
和
三
十
五
年
法
律
第
百
四
十
六
号
）
（
第
百
二
十
五
条
関
係
）

326

‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥

○

歯
科
衛
生
士
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
二
百
四
号
）
（
第
百
二
十
六
条
関
係
）

327
‥

○

特
定
独
立
行
政
法
人
の
労
働
関
係
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
二
百
五
十
七
号
）
（
第
百
二
十
七
条
関
係
）

328

‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥

○

労
働
組
合
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
七
十
四
号
）
（
第
百
二
十
八
条
関
係
）

329

‥
‥
‥

○

精
神
保
健
及
び
精
神
障
害
者
福
祉
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
（
第
百
二
十
九
条
関
係
）

330



‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥

○

生
活
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
四
号
）
（
第
百
三
十
条
関
係
）

332

‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥

○

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
業
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
七
号
）
（
第
百
三
十
一
条
関
係
）

334

‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥

○

狂
犬
病
予
防
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
四
十
七
号
）
（
第
百
三
十
二
条
関
係
）

335

‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥

○

検
疫
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
一
号
）
（
第
百
三
十
三
条
関
係
）

336

‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥

○

戦
傷
病
者
戦
没
者
遺
族
等
援
護
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
二
十
七
号
）
（
第
百
三
十
四
条
関
係
）

338

‥
‥
‥

○

地
方
公
営
企
業
等
の
労
働
関
係
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
二
百
八
十
九
号
）
（
第
百
三
十
五
条
関
係
）

340

‥
‥
‥
‥
‥
‥

○

社
会
保
険
審
査
官
及
び
社
会
保
険
審
査
会
法
（
昭
和
二
十
八
年
法
律
第
二
百
六
号
）
（
第
百
三
十
六
条
関
係
）

341

‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥

○

厚
生
年
金
保
険
法
（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
百
十
五
号
）
（
第
百
三
十
七
条
関
係
）

355

‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥

○

歯
科
技
工
士
法
（
昭
和
三
十
年
法
律
第
百
六
十
八
号
）
（
第
百
三
十
八
条
関
係
）

356

‥
‥
‥
‥
‥

○

労
働
保
険
審
査
官
及
び
労
働
保
険
審
査
会
法
（
昭
和
三
十
一
年
法
律
第
百
二
十
六
号
）
（
第
百
三
十
九
条
関
係
）

357

‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥

○

引
揚
者
給
付
金
等
支
給
法
（
昭
和
三
十
二
年
法
律
第
百
九
号
）
（
第
百
四
十
条
関
係
）

368

‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥

○

美
容
師
法
（
昭
和
三
十
二
年
法
律
第
百
六
十
三
号
）
（
第
百
四
十
一
条
関
係
）

369

‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥

○

水
道
法
（
昭
和
三
十
二
年
法
律
第
百
七
十
七
号
）
（
第
百
四
十
二
条
関
係
）

370

‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥

○

国
民
健
康
保
険
法
（
昭
和
三
十
三
年
法
律
第
百
九
十
二
号
）
（
第
百
四
十
三
条
関
係
）

371

‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥

○

国
民
年
金
法
（
昭
和
三
十
四
年
法
律
第
百
四
十
一
号
）
（
第
百
四
十
四
条
関
係
）

372

‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥

○

中
小
企
業
退
職
金
共
済
法
（
昭
和
三
十
四
年
法
律
第
百
六
十
号
）
（
第
百
四
十
五
条
関
係
）

374

‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥

○

じ
ん
肺
法
（
昭
和
三
十
五
年
法
律
第
三
十
号
）
（
第
百
四
十
六
条
関
係
）

375

‥
‥
‥
‥
‥
‥

○

障
害
者
の
雇
用
の
促
進
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
三
十
五
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
（
第
百
四
十
七
条
関
係
）

377

○

医
薬
品
、
医
療
機
器
等
の
品
質
、
有
効
性
及
び
安
全
性
の
確
保
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
三
十
五
年
法
律
第
百
四
十
五
号
）

‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥

（
第
百
四
十
八
条
関
係
）

378

‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥

○

児
童
扶
養
手
当
法
（
昭
和
三
十
六
年
法
律
第
二
百
三
十
八
号
）
（
第
百
四
十
九
条
関
係
）

381

‥
‥
‥
‥
‥

○

特
別
児
童
扶
養
手
当
等
の
支
給
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
三
十
九
年
法
律
第
百
三
十
四
号
）
（
第
百
五
十
条
関
係
）

383

‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥

○

石
炭
鉱
業
年
金
基
金
法
（
昭
和
四
十
二
年
法
律
第
百
三
十
五
号
）
（
第
百
五
十
一
条
関
係
）

386

‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥

○

社
会
保
険
労
務
士
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
八
十
九
号
）
（
第
百
五
十
二
条
関
係
）

387

‥
‥
‥
‥
‥

○

労
働
保
険
の
保
険
料
の
徴
収
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
四
年
法
律
第
八
十
四
号
）
（
第
百
五
十
三
条
関
係
）

389



○

失
業
保
険
法
及
び
労
働
者
災
害
補
償
保
険
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
及
び
労
働
保
険
の
保
険
料
の
徴
収
等
に
関
す
る
法
律
の

‥
‥
‥
‥

施
行
に
伴
う
関
係
法
律
の
整
備
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
四
年
法
律
第
八
十
五
号
）
（
第
百
五
十
四
条
関
係
）

390

‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥

○

柔
道
整
復
師
法
（
昭
和
四
十
五
年
法
律
第
十
九
号
）
（
第
百
五
十
五
条
関
係
）

391

‥
‥
‥

○

建
築
物
に
お
け
る
衛
生
的
環
境
の
確
保
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
五
年
法
律
第
二
十
号
）
（
第
百
五
十
六
条
関
係
）

392

‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥

○

児
童
手
当
法
（
昭
和
四
十
六
年
法
律
第
七
十
三
号
）
（
第
百
五
十
七
条
関
係
）

393

‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥

○

労
働
安
全
衛
生
法
（
昭
和
四
十
七
年
法
律
第
五
十
七
号
）
（
第
百
五
十
八
条
関
係
）

394

‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥

○

雇
用
保
険
法
（
昭
和
四
十
九
年
法
律
第
百
十
六
号
）
（
第
百
五
十
九
条
関
係
）

395

‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥

○

作
業
環
境
測
定
法
（
昭
和
五
十
年
法
律
第
二
十
八
号
）
（
第
百
六
十
条
関
係
）

396

‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥

○

高
齢
者
の
医
療
の
確
保
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
五
十
七
年
法
律
第
八
十
号
）
（
第
百
六
十
一
条
関
係
）

397

○

健
康
保
険
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
十
八
年
法
律
第
八
十
三
号
）
附
則
第
三
十
八
条
の
規
定
に
よ
り
な
お
そ
の
効

力
を
有
す
る
も
の
と
さ
れ
た
同
法
第
七
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
老
人
保
健
法
（
昭
和
五
十
七
年
法
律
第
八
十
号
）
（
第
百

‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥

六
十
二
条
関
係
）

398

‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥

○

社
会
福
祉
士
及
び
介
護
福
祉
士
法
（
昭
和
六
十
二
年
法
律
第
三
十
号
）
（
第
百
六
十
三
条
関
係
）

399

‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥

○

臨
床
工
学
技
士
法
（
昭
和
六
十
二
年
法
律
第
六
十
号
）
（
第
百
六
十
四
条
関
係
）

400

‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥

○

義
肢
装
具
士
法
（
昭
和
六
十
二
年
法
律
第
六
十
一
号
）
（
第
百
六
十
五
条
関
係
）

401

‥
‥
‥
‥

○

食
鳥
処
理
の
事
業
の
規
制
及
び
食
鳥
検
査
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
年
法
律
第
七
十
号
）
（
第
百
六
十
六
条
関
係
）

402

‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥

○

救
急
救
命
士
法
（
平
成
三
年
法
律
第
三
十
六
号
）
（
第
百
六
十
七
条
関
係
）

404

‥
‥
‥
‥
‥
‥

○

原
子
爆
弾
被
爆
者
に
対
す
る
援
護
に
関
す
る
法
律
（
平
成
六
年
法
律
第
百
十
七
号
）
（
第
百
六
十
八
条
関
係
）

405

‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥

○

厚
生
年
金
保
険
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
八
年
法
律
第
八
十
二
号
）
（
第
百
六
十
九
条
関
係
）

406

○

厚
生
年
金
保
険
制
度
及
び
農
林
漁
業
団
体
職
員
共
済
組
合
制
度
の
統
合
を
図
る
た
め
の
農
林
漁
業
団
体
職
員
共
済
組
合
法
等
を

‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥

廃
止
す
る
等
の
法
律
（
平
成
十
三
年
法
律
第
百
一
号
）
（
第
百
六
十
九
条
関
係
）

408

‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥

○

介
護
保
険
法
（
平
成
九
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
（
第
百
七
十
条
関
係
）

410

○

健
康
保
険
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
附
則
第
百
三
十
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
も
の
と
さ

‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥

れ
た
同
法
第
二
十
六
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
介
護
保
険
法
（
第
百
七
十
一
条
関
係
）

411

‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥

○

精
神
保
健
福
祉
士
法
（
平
成
九
年
法
律
第
百
三
十
一
号
）
（
第
百
七
十
二
条
関
係
）

412



‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥

○

言
語
聴
覚
士
法
（
平
成
九
年
法
律
第
百
三
十
二
号
）
（
第
百
七
十
三
条
関
係
）

413

○

感
染
症
の
予
防
及
び
感
染
症
の
患
者
に
対
す
る
医
療
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
年
法
律
第
百
十
四
号
）
（
第
百
七
十
四
条
関

‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥

係
）

414

‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥

○

児
童
虐
待
の
防
止
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
二
年
法
律
第
八
十
二
号
）
（
第
百
七
十
五
条
関
係
）

417

‥
‥
‥
‥
‥

○

独
立
行
政
法
人
医
薬
品
医
療
機
器
総
合
機
構
法
（
平
成
十
四
年
法
律
第
百
九
十
二
号
）
（
第
百
七
十
六
条
関
係
）

418

○

障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律
（
平
成
十
七
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
（
第
百
七
十

‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥

七
条
関
係
）

419

○

社
会
保
障
協
定
の
実
施
に
伴
う
厚
生
年
金
保
険
法
等
の
特
例
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
九
年
法
律
第
百
四
号
）
（
第
百
七
十

‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥

八
条
関
係
）

420

○

厚
生
年
金
保
険
の
保
険
給
付
及
び
保
険
料
の
納
付
の
特
例
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
九
年
法
律
第
百
三
十
一
号
）
（
第
百
七

‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥

十
九
条
関
係
）

423

○

厚
生
年
金
保
険
の
保
険
給
付
及
び
国
民
年
金
の
給
付
の
支
払
の
遅
延
に
係
る
加
算
金
の
支
給
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
一
年

‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥

法
律
第
三
十
七
号
）
（
第
百
八
十
条
関
係
）

424

○

平
成
二
十
二
年
度
等
に
お
け
る
子
ど
も
手
当
の
支
給
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
二
年
法
律
第
十
九
号
）
（
第
百
八
十
一
条
関

‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥

係
）

425

○

平
成
二
十
三
年
度
に
お
け
る
子
ど
も
手
当
の
支
給
等
に
関
す
る
特
別
措
置
法
（
平
成
二
十
三
年
法
律
第
百
七
号
）
（
第
百
八
十

‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥

二
条
関
係
）

426

○

公
的
年
金
制
度
の
健
全
性
及
び
信
頼
性
の
確
保
の
た
め
の
厚
生
年
金
保
険
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
五
年
法

‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥

律
第
六
十
三
号
）
（
第
百
八
十
三
条
関
係
）

427

‥
‥
‥
‥

○

再
生
医
療
等
の
安
全
性
の
確
保
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
五
年
法
律
第
八
十
五
号
）
（
第
百
八
十
四
条
関
係
）

430

‥
‥
‥
‥
‥

○

難
病
の
患
者
に
対
す
る
医
療
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
六
年
法
律
第

号
）
（
第
百
八
十
五
条
関
係
）

431

第
十
章

農
林
水
産
省
関
係

‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥

○

農
業
災
害
補
償
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
八
十
五
号
）
（
第
百
八
十
六
条
関
係
）

432

‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥

○

農
薬
取
締
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
八
十
二
号
）
（
第
百
八
十
七
条
関
係
）

433

‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥

○

土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
（
第
百
八
十
八
条
関
係
）

434



‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥

○

漁
業
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
二
百
六
十
七
号
）
（
第
百
八
十
九
条
関
係
）

440

‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥

○

肥
料
取
締
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
二
十
七
号
）
（
第
百
九
十
条
関
係
）

444

‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥

○

漁
港
漁
場
整
備
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
三
十
七
号
）
（
第
百
九
十
一
条
関
係
）

445

‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥

○

植
物
防
疫
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
五
十
一
号
）
（
第
百
九
十
二
条
関
係
）

446

‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥

○

漁
船
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
七
十
八
号
）
（
第
百
九
十
三
条
関
係
）

447

‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥

○

家
畜
改
良
増
殖
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
九
号
）
（
第
百
九
十
四
条
関
係
）

448

‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥

○

農
業
委
員
会
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
八
十
八
号
）
（
第
百
九
十
五
条
関
係
）

449

‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥

○

農
産
物
検
査
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
百
四
十
四
号
）
（
第
百
九
十
六
条
関
係
）

453

‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥

○

持
続
的
養
殖
生
産
確
保
法
（
平
成
十
一
年
法
律
第
五
十
一
号
）
（
第
百
九
十
六
条
関
係
）

454

‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥

○

家
畜
伝
染
病
予
防
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
百
六
十
六
号
）
（
第
百
九
十
七
条
関
係
）

455

‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥

○

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
（
第
百
九
十
八
条
関
係
）

456

‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥

○

水
産
資
源
保
護
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
三
百
十
三
号
）
（
第
百
九
十
九
条
関
係
）

458

‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥

○

漁
船
損
害
等
補
償
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
二
十
八
号
）
（
第
二
百
条
関
係
）

459

‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥

○

農
地
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
二
百
二
十
九
号
）
（
第
二
百
一
条
関
係
）

460
‥

○

飼
料
の
安
全
性
の
確
保
及
び
品
質
の
改
善
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
八
年
法
律
第
三
十
五
号
）
（
第
二
百
二
条
関
係
）

462

‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥

○

農
業
機
械
化
促
進
法
（
昭
和
二
十
八
年
法
律
第
二
百
五
十
二
号
）
（
第
二
百
三
条
関
係
）

463

‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥

○

日
本
中
央
競
馬
会
法
（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
二
百
五
号
）
（
第
二
百
四
条
関
係
）

464

‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥

○

家
畜
取
引
法
（
昭
和
三
十
一
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
（
第
二
百
五
条
関
係
）

465

○

厚
生
年
金
保
険
制
度
及
び
農
林
漁
業
団
体
職
員
共
済
組
合
制
度
の
統
合
を
図
る
た
め
の
農
林
漁
業
団
体
職
員
共
済
組
合
法
等
を

廃
止
す
る
等
の
法
律
（
平
成
十
三
年
法
律
第
百
一
号
）
附
則
第
二
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
も

の
と
さ
れ
る
同
法
第
一
条
の
規
定
に
よ
る
廃
止
前
の
農
林
漁
業
団
体
職
員
共
済
組
合
法
（
昭
和
三
十
三
年
法
律
第
九
十
九
号
）

‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥

（
第
二
百
六
条
関
係
）

466

○

入
会
林
野
等
に
係
る
権
利
関
係
の
近
代
化
の
助
長
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
一
年
法
律
第
百
二
十
六
号
）
（
第
二
百
七
条
関

‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥

係
）

467

‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥

○

農
業
振
興
地
域
の
整
備
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
四
年
法
律
第
五
十
八
号
）
（
第
二
百
八
条
関
係
）

469



‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥

○

種
苗
法
（
平
成
十
年
法
律
第
八
十
三
号
）
（
第
二
百
九
条
関
係
）

470

‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥

○

独
立
行
政
法
人
農
業
者
年
金
基
金
法
（
平
成
十
四
年
法
律
第
百
二
十
七
号
）
（
第
二
百
十
条
関
係
）

471

○

独
立
行
政
法
人
森
林
総
合
研
究
所
法
（
平
成
十
一
年
法
律
第
百
九
十
八
号
）
附
則
第
七
条
第
三
項
及
び
第
九
条
第
三
項
の
規
定

に
よ
り
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
も
の
と
さ
れ
る
独
立
行
政
法
人
緑
資
源
機
構
法
を
廃
止
す
る
法
律
（
平
成
二
十
年
法
律
第
八

‥
‥
‥

号
）
に
よ
る
廃
止
前
の
独
立
行
政
法
人
緑
資
源
機
構
法
（
平
成
十
四
年
法
律
第
百
三
十
号
）
（
第
二
百
十
一
条
関
係
）

472

第
十
一
章

経
済
産
業
省
関
係

‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥

○

鉱
山
保
安
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
七
十
号
）
（
第
二
百
十
二
条
関
係
）

474

‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥

○

工
業
標
準
化
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
五
号
）
（
第
二
百
十
三
条
関
係
）

475

‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥

○

外
国
為
替
及
び
外
国
貿
易
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
二
百
二
十
八
号
）
（
第
二
百
十
四
条
関
係
）

476

‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥

○

火
薬
類
取
締
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
九
号
）
（
第
二
百
十
五
条
関
係
）

478

‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥

○

商
品
先
物
取
引
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
三
十
九
号
）
（
第
二
百
十
六
条
関
係
）

480

‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥

○

鉱
業
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
八
十
九
号
）
（
第
二
百
十
七
条
関
係
）

481

‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥

○

採
石
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
九
十
一
号
）
（
第
二
百
十
八
条
関
係
）

484

‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥

○

高
圧
ガ
ス
保
安
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
号
）
（
第
二
百
十
九
条
関
係
）

486

‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥

○

航
空
機
製
造
事
業
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
二
百
三
十
七
号
）
（
第
二
百
二
十
条
関
係
）

488

‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥

○

輸
出
入
取
引
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
二
百
九
十
九
号
）
（
第
二
百
二
十
一
条
関
係
）

489

‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥

○

商
工
会
議
所
法
（
昭
和
二
十
八
年
法
律
第
百
四
十
三
号
）
（
第
二
百
二
十
二
条
関
係
）

491

‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥

○

武
器
等
製
造
法
（
昭
和
二
十
八
年
法
律
第
百
四
十
五
号
）
（
第
二
百
二
十
三
条
関
係
）

492

‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥

○

ガ
ス
事
業
法
（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
五
十
一
号
）
（
第
二
百
二
十
四
条
関
係
）

493

‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥

○

工
業
用
水
法
（
昭
和
三
十
一
年
法
律
第
百
四
十
六
号
）
（
第
二
百
二
十
五
条
関
係
）

495

‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥

○

工
業
用
水
道
事
業
法
（
昭
和
三
十
三
年
法
律
第
八
十
四
号
）
（
第
二
百
二
十
六
条
関
係
）

496

‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥

○

特
許
法
（
昭
和
三
十
四
年
法
律
第
百
二
十
一
号
）
（
第
二
百
二
十
七
条
関
係
）

497

‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥

○

実
用
新
案
法
（
昭
和
三
十
四
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
（
第
二
百
二
十
八
条
関
係
）

499

‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥

○

意
匠
法
（
昭
和
三
十
四
年
法
律
第
百
二
十
五
号
）
（
第
二
百
二
十
九
条
関
係
）

500

‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥

○

商
標
法
（
昭
和
三
十
四
年
法
律
第
百
二
十
七
号
）
（
第
二
百
三
十
条
関
係
）

501



‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥

○

小
売
商
業
調
整
特
別
措
置
法
（
昭
和
三
十
四
年
法
律
第
百
五
十
五
号
）
（
第
二
百
三
十
一
条
関
係
）

503

‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥

○

商
工
会
法
（
昭
和
三
十
五
年
法
律
第
八
十
九
号
）
（
第
二
百
三
十
二
条
関
係
）

504

‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥

○

電
気
工
事
士
法
（
昭
和
三
十
五
年
法
律
第
百
三
十
九
号
）
（
第
二
百
三
十
三
条
関
係
）

505

‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥

○

割
賦
販
売
法
（
昭
和
三
十
六
年
法
律
第
百
五
十
九
号
）
（
第
二
百
三
十
四
条
関
係
）

506

‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥

○

電
気
用
品
安
全
法
（
昭
和
三
十
六
年
法
律
第
二
百
三
十
四
号
）
（
第
二
百
三
十
五
条
関
係
）

507

‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥

○

電
気
事
業
法
（
昭
和
三
十
九
年
法
律
第
百
七
十
号
）
（
第
二
百
三
十
六
条
関
係
）

508

○

液
化
石
油
ガ
ス
の
保
安
の
確
保
及
び
取
引
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
二
年
法
律
第
百
四
十
九
号
）
（
第
二
百
三
十

‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥

七
条
関
係
）

510

‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥

○

砂
利
採
取
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
七
十
四
号
）
（
第
二
百
三
十
八
条
関
係
）

512

‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥

○

情
報
処
理
の
促
進
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
五
年
法
律
第
九
十
号
）
（
第
二
百
三
十
九
条
関
係
）

514

‥
‥
‥
‥
‥

○

電
気
工
事
業
の
業
務
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
五
年
法
律
第
九
十
六
号
）
（
第
二
百
四
十
条
関
係
）

515

○

特
定
工
場
に
お
け
る
公
害
防
止
組
織
の
整
備
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
六
年
法
律
第
百
七
号
）
（
第
二
百
四
十
一
条
関
係
）

‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
516

‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥

○

熱
供
給
事
業
法
（
昭
和
四
十
七
年
法
律
第
八
十
八
号
）
（
第
二
百
四
十
二
条
関
係
）

517

‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥

○

石
油
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
事
業
法
（
昭
和
四
十
七
年
法
律
第
百
五
号
）
（
第
二
百
四
十
三
条
関
係
）

518

‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥

○

金
属
鉱
業
等
鉱
害
対
策
特
別
措
置
法
（
昭
和
四
十
八
年
法
律
第
二
十
六
号
）
（
第
二
百
四
十
四
条
関
係
）

519

‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥

○

消
費
生
活
用
製
品
安
全
法
（
昭
和
四
十
八
年
法
律
第
三
十
一
号
）
（
第
二
百
四
十
五
条
関
係
）

520
‥

○

化
学
物
質
の
審
査
及
び
製
造
等
の
規
制
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
八
年
法
律
第
百
十
七
号
）
（
第
二
百
四
十
六
条
関
係
）

521

‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥

○

石
油
需
給
適
正
化
法
（
昭
和
四
十
八
年
法
律
第
百
二
十
二
号
）
（
第
二
百
四
十
七
条
関
係
）

522

‥
‥
‥
‥
‥

○

揮
発
油
等
の
品
質
の
確
保
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
五
十
一
年
法
律
第
八
十
八
号
）
（
第
二
百
四
十
八
条
関
係
）

523

○

日
本
国
と
大
韓
民
国
と
の
間
の
両
国
に
隣
接
す
る
大
陸
棚
の
南
部
の
共
同
開
発
に
関
す
る
協
定
の
実
施
に
伴
う
石
油
及
び
可
燃

‥
‥
‥

性
天
然
ガ
ス
資
源
の
開
発
に
関
す
る
特
別
措
置
法
（
昭
和
五
十
三
年
法
律
第
八
十
一
号
）
（
第
二
百
四
十
九
条
関
係
）

524

‥
‥
‥
‥

○

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
使
用
の
合
理
化
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
五
十
四
年
法
律
第
四
十
九
号
）
（
第
二
百
五
十
条
関
係
）

525

‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥

○

深
海
底
鉱
業
暫
定
措
置
法
（
昭
和
五
十
七
年
法
律
第
六
十
四
号
）
（
第
二
百
五
十
一
条
関
係
）

526

‥
‥
‥
‥
‥

○

半
導
体
集
積
回
路
の
回
路
配
置
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
六
十
年
法
律
第
四
十
三
号
）
（
第
二
百
五
十
二
条
関
係
）

527



○

特
定
物
質
の
規
制
等
に
よ
る
オ
ゾ
ン
層
の
保
護
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
六
十
三
年
法
律
第
五
十
三
号
）
（
第
二
百
五
十
三
条
関

‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥

係
）

528

‥
‥
‥
‥

○

工
業
所
有
権
に
関
す
る
手
続
等
の
特
例
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
年
法
律
第
三
十
号
）
（
第
二
百
五
十
四
条
関
係
）

529

‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥

○

資
源
の
有
効
な
利
用
の
促
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
三
年
法
律
第
四
十
八
号
）
（
第
二
百
五
十
五
条
関
係
）

530

‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥

○

計
量
法
（
平
成
四
年
法
律
第
五
十
一
号
）
（
第
二
百
五
十
六
条
関
係
）

531
‥

○

化
学
兵
器
の
禁
止
及
び
特
定
物
質
の
規
制
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
七
年
法
律
第
六
十
五
号
）
（
第
二
百
五
十
七
条
関
係
）

533

‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥

○

弁
理
士
法
（
平
成
十
二
年
法
律
第
四
十
九
号
）
（
第
二
百
五
十
八
条
関
係
）

534

‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥

○

電
子
署
名
及
び
認
証
業
務
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
二
年
法
律
第
百
二
号
）
（
第
二
百
五
十
九
条
関
係
）

536

‥
‥
‥
‥
‥

○

特
定
放
射
性
廃
棄
物
の
最
終
処
分
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
二
年
法
律
第
百
十
七
号
）
（
第
二
百
六
十
条
関
係
）

537

‥
‥
‥
‥
‥

○

使
用
済
自
動
車
の
再
資
源
化
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
四
年
法
律
第
八
十
七
号
）
（
第
二
百
六
十
一
条
関
係
）

539

○

経
済
連
携
協
定
に
基
づ
く
特
定
原
産
地
証
明
書
の
発
給
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
六
年
法
律
第
百
四
十
三
号
）
（
第
二
百
六

‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥

十
二
条
関
係
）

540

第
十
二
章

国
土
交
通
省
関
係

‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥

○

船
舶
法
（
明
治
三
十
二
年
法
律
第
四
十
六
号
）
（
第
二
百
六
十
三
条
関
係
）

541

‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥

○

船
舶
の
ト
ン
数
の
測
度
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
五
十
五
年
法
律
第
四
十
号
）
（
第
二
百
六
十
三
条
関
係
）

542

‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥

○

水
害
予
防
組
合
法
（
明
治
四
十
一
年
法
律
第
五
十
号
）
（
第
二
百
六
十
四
条
関
係
）

543

‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥

○

船
舶
安
全
法
（
昭
和
八
年
法
律
第
十
一
号
）
（
第
二
百
六
十
五
条
関
係
）

544

‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥

○

陸
上
交
通
事
業
調
整
法
（
昭
和
十
三
年
法
律
第
七
十
一
号
）
（
第
二
百
六
十
六
条
関
係
）

546

‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥

○

船
員
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
号
）
（
第
二
百
六
十
七
条
関
係
）

547

‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥

○

海
難
審
判
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
三
十
五
号
）
（
第
二
百
六
十
八
条
関
係
）

548

‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥

○

建
設
業
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
号
）
（
第
二
百
六
十
九
条
関
係
）

549

‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥

○

通
訳
案
内
士
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
二
百
十
号
）
（
第
二
百
七
十
条
関
係
）

550

‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥

○

建
築
基
準
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
一
号
）
（
第
二
百
七
十
一
条
関
係
）

551

‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥

○

建
築
士
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
二
号
）
（
第
二
百
七
十
二
条
関
係
）

555

‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥

○

港
湾
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
十
八
号
）
（
第
二
百
七
十
三
条
関
係
）

556



‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥

○

船
舶
職
員
及
び
小
型
船
舶
操
縦
者
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
百
四
十
九
号
）
（
第
二
百
七
十
四
条
関
係
）

557

‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥

○

道
路
運
送
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
百
八
十
三
号
）
（
第
二
百
七
十
五
条
関
係
）

558

‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥

○

道
路
運
送
車
両
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
百
八
十
五
号
）
（
第
二
百
七
十
六
条
関
係
）

559

‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥

○

土
地
収
用
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
十
九
号
）
（
第
二
百
七
十
七
条
関
係
）

561

‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥

○

気
象
業
務
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
六
十
五
号
）
（
第
二
百
七
十
八
条
関
係
）

564

‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥

○

宅
地
建
物
取
引
業
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
七
十
六
号
）
（
第
二
百
七
十
九
条
関
係
）

565

‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥

○

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
（
第
二
百
八
十
条
関
係
）

566

‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥

○

航
空
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
二
百
三
十
一
号
）
（
第
二
百
八
十
一
条
関
係
）

568

‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥

○

鉄
道
事
業
法
（
昭
和
六
十
一
年
法
律
第
九
十
二
号
）
（
第
二
百
八
十
一
条
関
係
）

569

‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥

○

臨
時
船
舶
建
造
調
整
法
（
昭
和
二
十
八
年
法
律
第
百
四
十
九
号
）
（
第
二
百
八
十
二
条
関
係
）

570

‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥

○

土
地
区
画
整
理
法
（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
百
十
九
号
）
（
第
二
百
八
十
三
条
関
係
）

571

‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥

○

道
路
整
備
特
別
措
置
法
（
昭
和
三
十
一
年
法
律
第
七
号
）
（
第
二
百
八
十
四
条
関
係
）

574

‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥

○

都
市
公
園
法
（
昭
和
三
十
一
年
法
律
第
七
十
九
号
）
（
第
二
百
八
十
五
条
関
係
）

576

‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥

○

海
岸
法
（
昭
和
三
十
一
年
法
律
第
百
一
号
）
（
第
二
百
八
十
六
条
関
係
）

578

‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥

○

高
速
自
動
車
国
道
法
（
昭
和
三
十
二
年
法
律
第
七
十
九
号
）
（
第
二
百
八
十
七
条
関
係
）

579

‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥

○

地
す
べ
り
等
防
止
法
（
昭
和
三
十
三
年
法
律
第
三
十
号
）
（
第
二
百
八
十
八
条
関
係
）

580

‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥

○

下
水
道
法
（
昭
和
三
十
三
年
法
律
第
七
十
九
号
）
（
第
二
百
八
十
九
条
関
係
）

581

○

首
都
圏
の
近
郊
整
備
地
帯
及
び
都
市
開
発
区
域
の
整
備
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
三
十
三
年
法
律
第
九
十
八
号
）
（
第
二
百
九
十

‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥

条
関
係
）

582

○

独
立
行
政
法
人
都
市
再
生
機
構
法
（
平
成
十
五
年
法
律
第
百
号
）
附
則
第
三
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
な
お
そ
の
効
力
を

有
す
る
も
の
と
さ
れ
る
同
法
附
則
第
三
十
四
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
首
都
圏
の
近
郊
整
備
地
帯
及
び
都
市
開
発
区
域
の
整
備

‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥

に
関
す
る
法
律
（
第
二
百
九
十
条
関
係
）

583

○

近
畿
圏
の
近
郊
整
備
区
域
及
び
都
市
開
発
区
域
の
整
備
及
び
開
発
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
三
十
九
年
法
律
第
百
四
十
五
号
）

‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥

（
第
二
百
九
十
条
関
係
）

584

‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥

○

住
宅
地
区
改
良
法
（
昭
和
三
十
五
年
法
律
第
八
十
四
号
）
（
第
二
百
九
十
一
条
関
係
）

585



‥
‥
‥
‥
‥
‥

○

公
共
用
地
の
取
得
に
関
す
る
特
別
措
置
法
（
昭
和
三
十
六
年
法
律
第
百
五
十
号
）
（
第
二
百
九
十
二
条
関
係
）

586

‥
‥
‥
‥
‥
‥

○

共
同
溝
の
整
備
等
に
関
す
る
特
別
措
置
法
（
昭
和
三
十
八
年
法
律
第
八
十
一
号
）
（
第
二
百
九
十
三
条
関
係
）

588

‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥

○

河
川
法
（
昭
和
三
十
九
年
法
律
第
百
六
十
七
号
）
（
第
二
百
九
十
四
条
関
係
）

589

○

公
共
用
飛
行
場
周
辺
に
お
け
る
航
空
機
騒
音
に
よ
る
障
害
の
防
止
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
二
年
法
律
第
百
十
号
）
（
第

‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥

二
百
九
十
五
条
関
係
）

591

○

土
砂
等
を
運
搬
す
る
大
型
自
動
車
に
よ
る
交
通
事
故
の
防
止
等
に
関
す
る
特
別
措
置
法
（
昭
和
四
十
二
年
法
律
第
百
三
十
一

‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥

号
）
（
第
二
百
九
十
六
条
関
係
）

592

‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥

○

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
（
第
二
百
九
十
七
条
関
係
）

593

‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥

○

都
市
再
開
発
法
（
昭
和
四
十
四
年
法
律
第
三
十
八
号
）
（
第
二
百
九
十
八
条
関
係
）

595

‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥

○

タ
ク
シ
ー
業
務
適
正
化
特
別
措
置
法
（
昭
和
四
十
五
年
法
律
第
七
十
五
号
）
（
第
二
百
九
十
九
条
関
係
）

599

‥
‥
‥
‥

○

海
洋
汚
染
等
及
び
海
上
災
害
の
防
止
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
五
年
法
律
第
百
三
十
六
号
）
（
第
三
百
条
関
係
）

600

‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥

○

新
都
市
基
盤
整
備
法
（
昭
和
四
十
七
年
法
律
第
八
十
六
号
）
（
第
三
百
一
条
関
係
）

602

‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥

○

都
市
緑
地
法
（
昭
和
四
十
八
年
法
律
第
七
十
二
号
）
（
第
三
百
二
条
関
係
）

603

‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥

○

国
土
利
用
計
画
法
（
昭
和
四
十
九
年
法
律
第
九
十
二
号
）
（
第
三
百
三
条
関
係
）

604

○

大
都
市
地
域
に
お
け
る
住
宅
及
び
住
宅
地
の
供
給
の
促
進
に
関
す
る
特
別
措
置
法
（
昭
和
五
十
年
法
律
第
六
十
七
号
）
（
第
三

‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥

百
四
条
関
係
）

605

‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥

○

浄
化
槽
法
（
昭
和
五
十
八
年
法
律
第
四
十
三
号
）
（
第
三
百
五
条
関
係
）

607

‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥

○

貨
物
自
動
車
運
送
事
業
法
（
平
成
元
年
法
律
第
八
十
三
号
）
（
第
三
百
六
条
関
係
）

608

‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥

○

電
線
共
同
溝
の
整
備
等
に
関
す
る
特
別
措
置
法
（
平
成
七
年
法
律
第
三
十
九
号
）
（
第
三
百
七
条
関
係
）

609
‥

○

密
集
市
街
地
に
お
け
る
防
災
街
区
の
整
備
の
促
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
九
年
法
律
第
四
十
九
号
）
（
第
三
百
八
条
関
係
）

610

‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥

○

国
土
交
通
省
設
置
法
（
平
成
十
一
年
法
律
第
百
号
）
（
第
三
百
九
条
関
係
）

614

‥
‥
‥
‥
‥

○

大
深
度
地
下
の
公
共
的
使
用
に
関
す
る
特
別
措
置
法
（
平
成
十
二
年
法
律
第
八
十
七
号
）
（
第
三
百
十
条
関
係
）

615
‥

○

マ
ン
シ
ョ
ン
の
管
理
の
適
正
化
の
推
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
二
年
法
律
第
百
四
十
九
号
）
（
第
三
百
十
一
条
関
係
）

616

‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥

○

小
型
船
舶
の
登
録
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
三
年
法
律
第
百
二
号
）
（
第
三
百
十
二
条
関
係
）

617

‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥

○

都
市
再
生
特
別
措
置
法
（
平
成
十
四
年
法
律
第
二
十
二
号
）
（
第
三
百
十
三
条
関
係
）

618



‥
‥
‥
‥

○

マ
ン
シ
ョ
ン
の
建
替
え
等
の
円
滑
化
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
四
年
法
律
第
七
十
八
号
）
（
第
三
百
十
四
条
関
係
）

619

‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥

○

独
立
行
政
法
人
水
資
源
機
構
法
（
平
成
十
四
年
法
律
第
百
八
十
二
号
）
（
第
三
百
十
五
条
関
係
）

621

‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥

○

独
立
行
政
法
人
都
市
再
生
機
構
法
（
平
成
十
五
年
法
律
第
百
号
）
（
第
三
百
十
六
条
関
係
）

622

○

国
際
航
海
船
舶
及
び
国
際
港
湾
施
設
の
保
安
の
確
保
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
六
年
法
律
第
三
十
一
号
）
（
第
三
百
十
七
条

‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥

関
係
）

623

○

高
齢
者
、
障
害
者
等
の
移
動
等
の
円
滑
化
の
促
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
八
年
法
律
第
九
十
一
号
）
（
第
三
百
十
八
条
関

‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥

係
）

624
‥

○

地
域
に
お
け
る
歴
史
的
風
致
の
維
持
及
び
向
上
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
年
法
律
第
四
十
号
）
（
第
三
百
十
九
条
関
係
）

625

第
十
三
章

環
境
省
関
係

‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥

○

自
然
公
園
法
（
昭
和
三
十
二
年
法
律
第
百
六
十
一
号
）
（
第
三
百
二
十
条
関
係
）

626

○

核
原
料
物
質
、
核
燃
料
物
質
及
び
原
子
炉
の
規
制
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
三
十
二
年
法
律
第
百
六
十
六
号
）
（
第
三
百
二
十
一

‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥

条
関
係
）

627

○

放
射
性
同
位
元
素
等
に
よ
る
放
射
線
障
害
の
防
止
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
三
十
二
年
法
律
第
百
六
十
七
号
）
（
第
三
百
二
十
二

‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥

条
関
係
）

628

‥
‥
‥
‥
‥

○

廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
五
年
法
律
第
百
三
十
七
号
）
（
第
三
百
二
十
三
条
関
係
）

629

‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥

○

自
然
環
境
保
全
法
（
昭
和
四
十
七
年
法
律
第
八
十
五
号
）
（
第
三
百
二
十
四
条
関
係
）

631

‥
‥
‥
‥
‥
‥

○

公
害
健
康
被
害
の
補
償
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
八
年
法
律
第
百
十
一
号
）
（
第
三
百
二
十
五
条
関
係
）

632

‥
‥
‥

○

水
俣
病
の
認
定
業
務
の
促
進
に
関
す
る
臨
時
措
置
法
（
昭
和
五
十
三
年
法
律
第
百
四
号
）
（
第
三
百
二
十
六
条
関
係
）

634

‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥

○

湖
沼
水
質
保
全
特
別
措
置
法
（
昭
和
五
十
九
年
法
律
第
六
十
一
号
）
（
第
三
百
二
十
七
条
関
係
）

635

○

絶
滅
の
お
そ
れ
の
あ
る
野
生
動
植
物
の
種
の
保
存
に
関
す
る
法
律
（
平
成
四
年
法
律
第
七
十
五
号
）
（
第
三
百
二
十
八
条
関

‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥

係
）

636

‥
‥
‥

○

特
定
有
害
廃
棄
物
等
の
輸
出
入
等
の
規
制
に
関
す
る
法
律
（
平
成
四
年
法
律
第
百
八
号
）
（
第
三
百
二
十
九
条
関
係
）

638

‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥

○

南
極
地
域
の
環
境
の
保
護
に
関
す
る
法
律
（
平
成
九
年
法
律
第
六
十
一
号
）
（
第
三
百
三
十
条
関
係
）

639

○

ポ
リ
塩
化
ビ
フ
ェ
ニ
ル
廃
棄
物
の
適
正
な
処
理
の
推
進
に
関
す
る
特
別
措
置
法
（
平
成
十
三
年
法
律
第
六
十
五
号
）
（
第
三
百

‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥

三
十
一
条
関
係
）

640



○

特
定
外
来
生
物
に
よ
る
生
態
系
等
に
係
る
被
害
の
防
止
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
六
年
法
律
第
七
十
八
号
）
（
第
三
百
三
十
二

‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥

条
関
係
）

641

‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥

○

石
綿
に
よ
る
健
康
被
害
の
救
済
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
八
年
法
律
第
四
号
）
（
第
三
百
三
十
三
条
関
係
）

642

第
十
四
章

防
衛
省
関
係

○

日
本
国
と
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
と
の
間
の
相
互
協
力
及
び
安
全
保
障
条
約
第
六
条
に
基
づ
く
施
設
及
び
区
域
並
び
に
日
本
国
に
お

け
る
合
衆
国
軍
隊
の
地
位
に
関
す
る
協
定
の
実
施
に
伴
う
土
地
等
の
使
用
等
に
関
す
る
特
別
措
置
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第

‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥

百
四
十
号
）
（
第
三
百
三
十
四
条
関
係
）

644

○

日
本
国
と
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
と
の
間
の
相
互
協
力
及
び
安
全
保
障
条
約
に
基
づ
き
日
本
国
に
あ
る
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
軍
隊
の

水
面
の
使
用
に
伴
う
漁
船
の
操
業
制
限
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
二
百
四
十
三
号
）
（
第
三
百
三
十
五
条
関

‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥

係
）

646

‥
‥
‥
‥

○

防
衛
省
の
職
員
の
給
与
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
二
百
六
十
六
号
）
（
第
三
百
三
十
六
条
関
係
）

647

○

日
本
国
に
駐
留
す
る
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
軍
隊
等
の
行
為
に
よ
る
特
別
損
失
の
補
償
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
八
年
法
律
第
二

‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥

百
四
十
六
号
）
（
第
三
百
三
十
七
条
関
係
）

649

‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥

○

自
衛
隊
法
（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
百
六
十
五
号
）
（
第
三
百
三
十
八
条
関
係
）

650

○

連
合
国
占
領
軍
等
の
行
為
等
に
よ
る
被
害
者
等
に
対
す
る
給
付
金
の
支
給
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
三
十
六
年
法
律
第
二
百
十
五

‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥

号
）
（
第
三
百
三
十
九
条
関
係
）

653

‥
‥

○

防
衛
施
設
周
辺
の
生
活
環
境
の
整
備
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
九
年
法
律
第
百
一
号
）
（
第
三
百
四
十
条
関
係
）

654

○

武
力
攻
撃
事
態
に
お
け
る
外
国
軍
用
品
等
の
海
上
輸
送
の
規
制
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
六
年
法
律
第
百
十
六
号
）
（
第
三
百

‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥

四
十
一
条
関
係
）

655

○

武
力
攻
撃
事
態
に
お
け
る
捕
虜
等
の
取
扱
い
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
六
年
法
律
第
百
十
七
号
）
（
第
三
百
四
十
二
条
関
係
）

‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
656
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○

会
計
検
査
院
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
七
十
三
号
）
（
第
一
条
関
係
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

第
十
九
条
の
二

行
政
機
関
の
保
有
す
る
情
報
の
公
開
に
関
す
る
法

第
十
九
条
の
二

行
政
機
関
の
保
有
す
る
情
報
の
公
開
に
関
す
る
法

律
（
平
成
十
一
年
法
律
第
四
十
二
号
）
第
十
九
条
第
一
項
及
び
行

律
（
平
成
十
一
年
法
律
第
四
十
二
号
）
第
十
八
条
及
び
行
政
機
関

政
機
関
の
保
有
す
る
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十

の
保
有
す
る
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
五
年
法

五
年
法
律
第
五
十
八
号
）
第
四
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
院

律
第
五
十
八
号
）
第
四
十
二
条
の
規
定
に
よ
る
院
長
の
諮
問
に
応

長
の
諮
問
に
応
じ
審
査
請
求
に
つ
い
て
調
査
審
議
す
る
た
め
、
会

じ
不
服
申
立
て
に
つ
い
て
調
査
審
議
す
る
た
め
、
会
計
検
査
院
に

計
検
査
院
に
、
会
計
検
査
院
情
報
公
開
・
個
人
情
報
保
護
審
査
会

、
会
計
検
査
院
情
報
公
開
・
個
人
情
報
保
護
審
査
会
を
置
く
。

を
置
く
。

②
・
③

（
略
）

②
・
③

（
略
）

第
十
九
条
の
五

第
十
九
条
の
三
第
八
項
の
規
定
に
違
反
し
て
秘
密

第
十
九
条
の
五

第
十
九
条
の
三
第
八
項
の
規
定
に
違
反
し
て
秘
密

を
漏
ら
し
た
者
は
、
一
年
以
下
の
懲
役
又
は
五
十
万
円
以
下
の
罰

を
漏
ら
し
た
者
は
、
一
年
以
下
の
懲
役
又
は
三
十
万
円
以
下
の
罰

金
に
処
す
る
。

金
に
処
す
る
。
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○

国
家
公
務
員
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
二
十
号
）
（
第
二
条
関
係
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
人
事
院
会
議
）

（
人
事
院
会
議
）

第
十
二
条

（
略
）

第
十
二
条

（
略
）

②
～
⑤

（
略
）

②
～
⑤

（
略
）

⑥

人
事
院
は
、
次
に
掲
げ
る
権
限
を
行
う
場
合
に
お
い
て
は
、
人

⑥

人
事
院
は
、
次
に
掲
げ
る
権
限
を
行
う
場
合
に
お
い
て
は
、
人

事
院
の
議
決
を
経
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

事
院
の
議
決
を
経
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
～
十
二

（
略
）

一
～
十
二

（
略
）

十
三

第
百
三
条
第
五
項
の
審
査
請
求
に
対
す
る
裁
決

十
三

第
百
三
条
の
規
定
に
よ
る
異
議
申
立
て
に
対
す
る
決
定

十
四
～
十
六

（
略
）

十
四
～
十
六

（
略
）

（
国
家
公
務
員
倫
理
審
査
会
へ
の
権
限
の
委
任
）

（
国
家
公
務
員
倫
理
審
査
会
へ
の
権
限
の
委
任
）

第
十
七
条
の
二

人
事
院
は
、
前
条
の
規
定
に
よ
る
権
限
（
職
員
の

第
十
七
条
の
二

人
事
院
は
、
前
条
の
規
定
に
よ
る
権
限
（
職
員
の

職
務
に
係
る
倫
理
の
保
持
に
関
し
て
行
わ
れ
る
も
の
に
限
り
、
か

職
務
に
係
る
倫
理
の
保
持
に
関
し
て
行
わ
れ
る
も
の
に
限
り
、
か

つ
、
第
九
十
条
第
一
項
に
規
定
す
る
審
査
請
求
に
係
る
も
の
を
除

つ
、
第
九
十
条
第
一
項
に
規
定
す
る
不
服
申
立
て
に
係
る
も
の
を

く
。
）
を
国
家
公
務
員
倫
理
審
査
会
に
委
任
す
る
。

除
く
。
）
を
国
家
公
務
員
倫
理
審
査
会
に
委
任
す
る
。

（
適
用
除
外
）

（
適
用
除
外
）

第
八
十
一
条

次
に
掲
げ
る
職
員
の
分
限
（
定
年
に
係
る
も
の
を
除

第
八
十
一
条

次
に
掲
げ
る
職
員
の
分
限
（
定
年
に
係
る
も
の
を
除

く
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
つ
い
て
は
、
第
七
十
五
条
、
第

く
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
つ
い
て
は
、
第
七
十
五
条
、
第

七
十
八
条
か
ら
前
条
ま
で
及
び
第
八
十
九
条
並
び
に
行
政
不
服
審

七
十
八
条
か
ら
前
条
ま
で
及
び
第
八
十
九
条
並
び
に
行
政
不
服
審

査
法
（
平
成
二
十
六
年
法
律
第

号
）
の
規
定
は
、
適
用
し

査
法
（
昭
和
三
十
七
年
法
律
第
百
六
十
号
）
の
規
定
は
、
適
用
し

な
い
。

な
い
。

一
・
二

（
略
）

一
・
二

（
略
）

②

（
略
）

②

（
略
）

（
職
員
の
意
に
反
す
る
降
給
等
の
処
分
に
関
す
る
説
明
書
の
交
付

（
職
員
の
意
に
反
す
る
降
給
等
の
処
分
に
関
す
る
説
明
書
の
交
付

）

）

第
八
十
九
条

（
略
）

第
八
十
九
条

（
略
）

②

（
略
）

②

（
略
）

③

第
一
項
の
説
明
書
に
は
、
当
該
処
分
に
つ
き
、
人
事
院
に
対
し

③

第
一
項
の
説
明
書
に
は
、
当
該
処
分
に
つ
き
、
人
事
院
に
対
し
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て
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
旨
及
び
審
査
請
求
を
す
る
こ

て
不
服
申
立
て
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
旨
及
び
不
服
申
立
期
間
を

と
が
で
き
る
期
間
を
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
審
査
請
求
）

（
不
服
申
立
て
）

第
九
十
条

前
条
第
一
項
に
規
定
す
る
処
分
を
受
け
た
職
員
は
、
人

第
九
十
条

前
条
第
一
項
に
規
定
す
る
処
分
を
受
け
た
職
員
は
、
人

事
院
に
対
し
て
の
み
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

事
院
に
対
し
て
の
み
行
政
不
服
審
査
法
に
よ
る
不
服
申
立
て
（
審

査
請
求
又
は
異
議
申
立
て
）
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

②

前
条
第
一
項
に
規
定
す
る
処
分
及
び
法
律
に
特
別
の
定
め
が
あ

②

前
条
第
一
項
に
規
定
す
る
処
分
及
び
法
律
に
特
別
の
定
め
が
あ

る
処
分
を
除
く
ほ
か
、
職
員
に
対
す
る
処
分
に
つ
い
て
は
、
審
査

る
処
分
を
除
く
ほ
か
、
職
員
に
対
す
る
処
分
に
つ
い
て
は
、
行
政

請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
職
員
が
し
た
申
請
に
対
す
る
不

不
服
審
査
法
に
よ
る
不
服
申
立
て
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
職

作
為
に
つ
い
て
も
、
同
様
と
す
る
。

員
が
し
た
申
請
に
対
す
る
不
作
為
に
つ
い
て
も
、
同
様
と
す
る
。

③

第
一
項
に
規
定
す
る
審
査
請
求
に
つ
い
て
は
、
行
政
不
服
審
査

③

第
一
項
に
規
定
す
る
不
服
申
立
て
に
つ
い
て
は
、
行
政
不
服
審

法
第
二
章
の
規
定
を
適
用
し
な
い
。

査
法
第
二
章
第
一
節
か
ら
第
三
節
ま
で
の
規
定
を
適
用
し
な
い
。

（
審
査
請
求
期
間
）

（
不
服
申
立
期
間
）

第
九
十
条
の
二

前
条
第
一
項
に
規
定
す
る
審
査
請
求
は
、
処
分
説

第
九
十
条
の
二

前
条
第
一
項
に
規
定
す
る
不
服
申
立
て
は
、
処
分

明
書
を
受
領
し
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
三
月
以
内
に
し
な
け

説
明
書
を
受
領
し
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
六
十
日
以
内
に
し

れ
ば
な
ら
ず
、
処
分
が
あ
つ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
一
年
を

な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
処
分
が
あ
つ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
一

経
過
し
た
と
き
は
、
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

年
を
経
過
し
た
と
き
は
、
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

（
調
査
）

（
調
査
）

第
九
十
一
条

第
九
十
条
第
一
項
に
規
定
す
る
審
査
請
求
を
受
理
し

第
九
十
一
条

第
九
十
条
第
一
項
に
規
定
す
る
不
服
申
立
て
を
受
理

た
と
き
は
、
人
事
院
又
は
そ
の
定
め
る
機
関
は
、
直
ち
に
そ
の
事

し
た
と
き
は
、
人
事
院
又
は
そ
の
定
め
る
機
関
は
、
た
だ
ち
に
そ

案
を
調
査
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

の
事
案
を
調
査
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

②
～
④

（
略
）

②
～
④

（
略
）

（
審
査
請
求
と
訴
訟
と
の
関
係
）

（
不
服
申
立
て
と
訴
訟
と
の
関
係
）

第
九
十
二
条
の
二

第
八
十
九
条
第
一
項
に
規
定
す
る
処
分
で
あ
つ

第
九
十
二
条
の
二

第
八
十
九
条
第
一
項
に
規
定
す
る
処
分
で
あ
つ

て
人
事
院
に
対
し
て
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
の
取

て
人
事
院
に
対
し
て
審
査
請
求
又
は
異
議
申
立
て
を
す
る
こ
と
が

消
し
の
訴
え
は
、
審
査
請
求
に
対
す
る
人
事
院
の
裁
決
を
経
た
後

で
き
る
も
の
の
取
消
し
の
訴
え
は
、
審
査
請
求
又
は
異
議
申
立
て

で
な
け
れ
ば
、
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

に
対
す
る
人
事
院
の
裁
決
又
は
決
定
を
経
た
後
で
な
け
れ
ば
、
提

起
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

（
私
企
業
か
ら
の
隔
離
）

（
私
企
業
か
ら
の
隔
離
）

第
百
三
条

（
略
）

第
百
三
条

（
略
）

②
～
④

（
略
）

②
～
④

（
略
）



- 4 -

⑤

前
項
の
通
知
を
受
け
た
職
員
は
、
そ
の
通
知
の
内
容
に
つ
い
て

⑤

前
項
の
通
知
を
受
け
た
職
員
は
、
そ
の
通
知
の
内
容
に
つ
い
て

不
服
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
通
知
を
受
領
し
た
日
の
翌
日
か
ら
起

不
服
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
通
知
を
受
領
し
た
日
の
翌
日
か
ら
起

算
し
て
三
月
以
内
に
、
人
事
院
に
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き

算
し
て
六
十
日
以
内
に
、
人
事
院
に
行
政
不
服
審
査
法
に
よ
る
異

る
。

議
申
立
て
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

⑥

第
九
十
条
第
三
項
並
び
に
第
九
十
一
条
第
二
項
及
び
第
三
項
の

⑥

第
九
十
条
第
三
項
並
び
に
第
九
十
一
条
第
二
項
及
び
第
三
項
の

規
定
は
前
項
の
審
査
請
求
の
あ
つ
た
場
合
に
つ
い
て
、
第
九
十
二

規
定
は
前
項
の
異
議
申
立
て
の
あ
つ
た
場
合
に
つ
い
て
、
第
九
十

条
の
二
の
規
定
は
第
四
項
の
通
知
の
取
消
し
の
訴
え
に
つ
い
て
、

二
条
の
二
の
規
定
は
第
四
項
の
通
知
の
取
消
し
の
訴
え
に
つ
い
て

そ
れ
ぞ
れ
準
用
す
る
。

、
そ
れ
ぞ
れ
準
用
す
る
。

⑦

第
五
項
の
審
査
請
求
を
し
な
か
つ
た
職
員
及
び
人
事
院
が
同
項

⑦

第
五
項
の
異
議
申
立
て
を
し
な
か
つ
た
職
員
及
び
人
事
院
が
異

の
審
査
請
求
に
つ
い
て
調
査
し
た
結
果
、
通
知
の
内
容
が
正
当
で

議
申
立
て
に
つ
い
て
調
査
し
た
結
果
、
通
知
の
内
容
が
正
当
で
あ

あ
る
と
裁
決
さ
れ
た
職
員
は
、
人
事
院
規
則
の
定
め
る
と
こ
ろ
に

る
と
決
定
せ
ら
れ
た
職
員
は
、
人
事
院
規
則
の
定
め
る
と
こ
ろ
に

よ
り
、
人
事
院
規
則
の
定
め
る
期
間
内
に
、
そ
の
企
業
に
対
す
る

よ
り
、
人
事
院
規
則
の
定
め
る
期
間
内
に
、
そ
の
企
業
に
対
す
る

関
係
の
全
部
若
し
く
は
一
部
を
絶
つ
か
、
又
は
そ
の
官
職
を
退
か

関
係
の
全
部
若
し
く
は
一
部
を
絶
つ
か
、
又
は
そ
の
官
職
を
退
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
在
職
中
の
求
職
の
規
制
）

（
在
職
中
の
求
職
の
規
制
）

第
百
六
条
の
三

（
略
）

第
百
六
条
の
三

（
略
）

②
～
④

（
略
）

②
～
④

（
略
）

⑤

再
就
職
等
監
視
委
員
会
が
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
委
任
を
受
け

⑤

再
就
職
等
監
視
委
員
会
が
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
委
任
を
受
け

た
権
限
に
基
づ
き
行
う
承
認
（
前
項
の
規
定
に
よ
り
委
任
を
受
け

た
権
限
に
基
づ
き
行
う
承
認
（
前
項
の
規
定
に
よ
り
委
任
を
受
け

た
権
限
に
基
づ
き
再
就
職
等
監
察
官
が
行
う
承
認
を
含
む
。
）
に

た
権
限
に
基
づ
き
再
就
職
等
監
察
官
が
行
う
承
認
を
含
む
。
）
に

つ
い
て
の
審
査
請
求
は
、
再
就
職
等
監
視
委
員
会
に
対
し
て
行
う

つ
い
て
の
行
政
不
服
審
査
法
に
よ
る
不
服
申
立
て
は
、
再
就
職
等

こ
と
が
で
き
る
。

監
視
委
員
会
に
対
し
て
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

（
再
就
職
者
に
よ
る
依
頼
等
の
規
制
）

（
再
就
職
者
に
よ
る
依
頼
等
の
規
制
）

第
百
六
条
の
四

（
略
）

第
百
六
条
の
四

（
略
）

②
～
⑦

（
略
）

②
～
⑦

（
略
）

⑧

再
就
職
等
監
視
委
員
会
が
第
六
項
の
規
定
に
よ
り
委
任
を
受
け

⑧

再
就
職
等
監
視
委
員
会
が
第
六
項
の
規
定
に
よ
り
委
任
を
受
け

た
権
限
に
基
づ
き
行
う
承
認
（
前
項
の
規
定
に
よ
り
委
任
を
受
け

た
権
限
に
基
づ
き
行
う
承
認
（
前
項
の
規
定
に
よ
り
委
任
を
受
け

た
権
限
に
基
づ
き
再
就
職
等
監
察
官
が
行
う
承
認
を
含
む
。
）
に

た
権
限
に
基
づ
き
再
就
職
等
監
察
官
が
行
う
承
認
を
含
む
。
）
に

つ
い
て
の
審
査
請
求
は
、
再
就
職
等
監
視
委
員
会
に
対
し
て
行
う

つ
い
て
の
行
政
不
服
審
査
法
に
よ
る
不
服
申
立
て
は
、
再
就
職
等

こ
と
が
で
き
る
。

監
視
委
員
会
に
対
し
て
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

⑨

（
略
）

⑨

（
略
）
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（
職
員
団
体
の
登
録
）

（
職
員
団
体
の
登
録
）

第
百
八
条
の
三

（
略
）

第
百
八
条
の
三

（
略
）

②
・
③

（
略
）

②
・
③

（
略
）

④

前
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
職
員
団
体
が
登
録
さ
れ
る
資
格

④

前
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
職
員
団
体
が
登
録
さ
れ
る
資
格

を
有
し
、
及
び
引
き
続
い
て
登
録
さ
れ
て
い
る
た
め
に
は
、
前
条

を
有
し
、
及
び
引
き
続
い
て
登
録
さ
れ
て
い
る
た
め
に
は
、
前
条

第
五
項
に
規
定
す
る
職
員
以
外
の
職
員
の
み
を
も
つ
て
組
織
さ
れ

第
五
項
に
規
定
す
る
職
員
以
外
の
職
員
の
み
を
も
つ
て
組
織
さ
れ

て
い
る
こ
と
を
必
要
と
す
る
。
た
だ
し
、
同
項
に
規
定
す
る
職
員

て
い
る
こ
と
を
必
要
と
す
る
。
た
だ
し
、
同
項
に
規
定
す
る
職
員

以
外
の
職
員
で
あ
つ
た
者
で
そ
の
意
に
反
し
て
免
職
さ
れ
、
若
し

以
外
の
職
員
で
あ
つ
た
者
で
そ
の
意
に
反
し
て
免
職
さ
れ
、
若
し

く
は
懲
戒
処
分
と
し
て
の
免
職
の
処
分
を
受
け
、
当
該
処
分
を
受

く
は
懲
戒
処
分
と
し
て
の
免
職
の
処
分
を
受
け
、
当
該
処
分
を
受

け
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
一
年
以
内
の
も
の
又
は
そ
の
期
間

け
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
一
年
以
内
の
も
の
又
は
そ
の
期
間

内
に
当
該
処
分
に
つ
い
て
法
律
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
審
査
請

内
に
当
該
処
分
に
つ
い
て
法
律
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
不
服
申

求
を
し
、
若
し
く
は
訴
え
を
提
起
し
、
こ
れ
に
対
す
る
裁
決
若
し

立
て
を
し
、
若
し
く
は
訴
え
を
提
起
し
、
こ
れ
に
対
す
る
裁
決
若

く
は
裁
判
が
確
定
す
る
に
至
ら
な
い
も
の
を
構
成
員
に
と
ど
め
て

し
く
は
決
定
又
は
裁
判
が
確
定
す
る
に
至
ら
な
い
も
の
を
構
成
員

い
る
こ
と
、
及
び
当
該
職
員
団
体
の
役
員
で
あ
る
者
を
構
成
員
と

に
と
ど
め
て
い
る
こ
と
、
及
び
当
該
職
員
団
体
の
役
員
で
あ
る
者

し
て
い
る
こ
と
を
妨
げ
な
い
。

を
構
成
員
と
し
て
い
る
こ
と
を
妨
げ
な
い
。

⑤
～
⑩

（
略
）

⑤
～
⑩

（
略
）
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○

特
別
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
二
百
五
十
二
号
）
（
第
三
条
関
係
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
目
的
及
び
適
用
範
囲
）

（
目
的
及
び
適
用
範
囲
）

第
一
条

こ
の
法
律
は
、
次
に
掲
げ
る
国
家
公
務
員
（
以
下
「
特
別

第
一
条

こ
の
法
律
は
、
次
に
掲
げ
る
国
家
公
務
員
（
以
下
「
特
別

職
の
職
員
」
と
い
う
。
）
の
受
け
る
給
与
及
び
公
務
又
は
通
勤
に

職
の
職
員
」
と
い
う
。
）
の
受
け
る
給
与
及
び
公
務
又
は
通
勤
に

よ
る
災
害
補
償
に
つ
い
て
定
め
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

よ
る
災
害
補
償
に
つ
い
て
定
め
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

一
～
三
十
一

（
略
）

一
～
三
十
一

（
略
）

三
十
一
の
二

行
政
不
服
審
査
会
の
常
勤
の
委
員

〔
新
設
〕

三
十
二
～
五
十
八

（
略
）

三
十
二
～
五
十
八

（
略
）

五
十
八
の
二

行
政
不
服
審
査
会
の
非
常
勤
の
委
員

〔
新
設
〕

五
十
九
～
七
十
五

（
略
）

五
十
九
～
七
十
五

（
略
）

別
表
第
一
（
第
三
条
関
係
）

別
表
第
一
（
第
三
条
関
係
）

官

職

名

俸

給

月

額

官

職

名

俸

給

月

額

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

食
品
安
全
委
員
会
の
常
勤
の
委
員

九
三
一
、
〇
〇
〇
円

食
品
安
全
委
員
会
の
常
勤
の
委
員

九
三
一
、
〇
〇
〇
円

原
子
力
委
員
会
の
常
勤
の
委
員

原
子
力
委
員
会
の
常
勤
の
委
員

情
報
公
開
・
個
人
情
報
保
護
審
査

情
報
公
開
・
個
人
情
報
保
護
審
査

会
の
常
勤
の
委
員

会
の
常
勤
の
委
員

公
益
認
定
等
委
員
会
の
常
勤
の
委

公
益
認
定
等
委
員
会
の
常
勤
の
委

員

員

証
券
取
引
等
監
視
委
員
会
委
員

証
券
取
引
等
監
視
委
員
会
委
員

公
認
会
計
士
・
監
査
審
査
会
の
常

公
認
会
計
士
・
監
査
審
査
会
の
常

勤
の
委
員

勤
の
委
員

地
方
財
政
審
議
会
委
員

地
方
財
政
審
議
会
委
員

行
政
不
服
審
査
会
の
常
勤
の
委
員

〔
新
規
〕
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国
地
方
係
争
処
理
委
員
会
の
常
勤

国
地
方
係
争
処
理
委
員
会
の
常
勤

の
委
員

の
委
員

電
気
通
信
紛
争
処
理
委
員
会
の
常

電
気
通
信
紛
争
処
理
委
員
会
の
常

勤
の
委
員

勤
の
委
員

中
央
更
生
保
護
審
査
会
の
常
勤
の

中
央
更
生
保
護
審
査
会
の
常
勤
の

委
員

委
員

労
働
保
険
審
査
会
の
常
勤
の
委
員

労
働
保
険
審
査
会
の
常
勤
の
委
員

社
会
保
険
審
査
会
委
員

社
会
保
険
審
査
会
委
員

運
輸
審
議
会
の
常
勤
の
委
員

運
輸
審
議
会
の
常
勤
の
委
員

土
地
鑑
定
委
員
会
の
常
勤
の
委
員

土
地
鑑
定
委
員
会
の
常
勤
の
委
員

公
害
健
康
被
害
補
償
不
服
審
査
会

公
害
健
康
被
害
補
償
不
服
審
査
会

の
常
勤
の
委
員

の
常
勤
の
委
員
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○

一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
九
十
五
号
）
（
第
四
条
関
係
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

第
十
九
条
の
六

（
略
）

第
十
九
条
の
六

（
略
）

２
～
５

（
略
）

２
～
５

（
略
）

６

一
時
差
止
処
分
に
対
す
る
審
査
請
求
に
つ
い
て
は
、
一
時
差
止

６

一
時
差
止
処
分
に
対
す
る
行
政
不
服
審
査
法
（
昭
和
三
十
七
年

処
分
は
国
家
公
務
員
法
第
八
十
九
条
第
一
項
に
規
定
す
る
処
分
と

法
律
第
百
六
十
号
）
に
よ
る
不
服
申
立
て
に
つ
い
て
は
、
一
時
差

、
一
時
差
止
処
分
を
受
け
た
者
は
同
法
第
九
十
条
第
一
項
に
規
定

止
処
分
は
国
家
公
務
員
法
第
八
十
九
条
第
一
項
に
規
定
す
る
処
分

す
る
職
員
と
、
前
項
の
説
明
書
は
同
法
第
九
十
条
の
二
の
処
分
説

と
、
一
時
差
止
処
分
を
受
け
た
者
は
同
法
第
九
十
条
第
一
項
に
規

明
書
と
そ
れ
ぞ
れ
み
な
し
て
、
同
法
第
九
十
条
か
ら
第
九
十
二
条

定
す
る
職
員
と
、
前
項
の
説
明
書
は
同
法
第
九
十
条
の
二
の
処
分

の
二
ま
で
の
規
定
を
適
用
す
る
。

説
明
書
と
そ
れ
ぞ
れ
み
な
し
て
、
同
法
第
九
十
条
か
ら
第
九
十
二

条
の
二
ま
で
の
規
定
を
適
用
す
る
。

７

（
略
）

７

（
略
）
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○

公
務
員
等
の
懲
戒
免
除
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
十
七
号
）
（
第
五
条
関
係
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
不
服
申
立
て
等
と
の
関
係
）

（
不
服
申
立
て
等
と
の
関
係
）

第
八
条

第
二
条
か
ら
第
五
条
ま
で
の
規
定
は
、
懲
戒
の
処
分
を
受

第
八
条

第
二
条
か
ら
第
五
条
ま
で
の
規
定
は
、
懲
戒
の
処
分
を
受

け
、
又
は
弁
償
若
し
く
は
賠
償
を
命
ぜ
ら
れ
た
者
が
、
そ
の
処
分

け
、
又
は
弁
償
若
し
く
は
賠
償
を
命
ぜ
ら
れ
た
者
が
、
そ
の
処
分

に
対
し
、
法
令
の
規
定
に
よ
り
審
査
請
求
そ
の
他
の
不
服
申
立
て

に
対
し
、
法
令
の
規
定
に
よ
り
審
査
請
求
、
異
議
申
立
て
そ
の
他

を
し
、
又
は
訴
え
を
提
起
す
る
権
利
に
影
響
を
及
ぼ
す
も
の
で
は

の
不
服
申
立
て
を
し
、
又
は
訴
を
提
起
す
る
権
利
に
影
響
を
及
ぼ

な
い
。

す
も
の
で
は
な
い
。
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○

国
家
公
務
員
退
職
手
当
法
（
昭
和
二
十
八
年
法
律
第
百
八
十
二
号
）
（
第
六
条
関
係
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
退
職
手
当
の
支
払
の
差
止
め
）

（
退
職
手
当
の
支
払
の
差
止
め
）

第
十
三
条

（
略
）

第
十
三
条

（
略
）

２
・
３

（
略
）

２
・
３

（
略
）

４

前
三
項
の
規
定
に
よ
る
一
般
の
退
職
手
当
等
の
額
の
支
払
を
差

４

前
三
項
の
規
定
に
よ
る
一
般
の
退
職
手
当
等
の
額
の
支
払
を
差

し
止
め
る
処
分
（
以
下
「
支
払
差
止
処
分
」
と
い
う
。
）
を
受
け

し
止
め
る
処
分
（
以
下
「
支
払
差
止
処
分
」
と
い
う
。
）
を
受
け

た
者
は
、
行
政
不
服
審
査
法
（
平
成
二
十
六
年
法
律
第

号

た
者
は
、
行
政
不
服
審
査
法
（
昭
和
三
十
七
年
法
律
第
百
六
十
号

）
第
十
八
条
第
一
項
本
文
に
規
定
す
る
期
間
が
経
過
し
た
後
に
お

）
第
十
四
条
第
一
項
又
は
第
四
十
五
条
に
規
定
す
る
期
間
が
経
過

い
て
は
、
当
該
支
払
差
止
処
分
後
の
事
情
の
変
化
を
理
由
に
、
当

し
た
後
に
お
い
て
は
、
当
該
支
払
差
止
処
分
後
の
事
情
の
変
化
を

該
支
払
差
止
処
分
を
行
つ
た
退
職
手
当
管
理
機
関
に
対
し
、
そ
の

理
由
に
、
当
該
支
払
差
止
処
分
を
行
つ
た
退
職
手
当
管
理
機
関
に

取
消
し
を
申
し
立
て
る
こ
と
が
で
き
る
。

対
し
、
そ
の
取
消
し
を
申
し
立
て
る
こ
と
が
で
き
る
。

５
～

（
略
）

５
～

（
略
）

10

10



- 11 -

○

情
報
公
開
・
個
人
情
報
保
護
審
査
会
設
置
法
（
平
成
十
五
年
法
律
第
六
十
号
）
（
第
七
条
関
係
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
設
置
）

（
設
置
）

第
二
条

次
に
掲
げ
る
法
律
の
規
定
に
よ
る
諮
問
に
応
じ
審
査
請
求

第
二
条

次
に
掲
げ
る
法
律
の
規
定
に
よ
る
諮
問
に
応
じ
不
服
申
立

に
つ
い
て
調
査
審
議
す
る
た
め
、
内
閣
府
に
、
情
報
公
開
・
個
人

て
に
つ
い
て
調
査
審
議
す
る
た
め
、
内
閣
府
に
、
情
報
公
開
・
個

情
報
保
護
審
査
会
（
以
下
「
審
査
会
」
と
い
う
。
）
を
置
く
。

人
情
報
保
護
審
査
会
（
以
下
「
審
査
会
」
と
い
う
。
）
を
置
く
。

一

行
政
機
関
の
保
有
す
る
情
報
の
公
開
に
関
す
る
法
律
（
平
成

一

行
政
機
関
の
保
有
す
る
情
報
の
公
開
に
関
す
る
法
律
（
平
成

十
一
年
法
律
第
四
十
二
号
）
第
十
九
条
第
一
項

十
一
年
法
律
第
四
十
二
号
）
第
十
八
条

二

独
立
行
政
法
人
等
の
保
有
す
る
情
報
の
公
開
に
関
す
る
法
律

二

独
立
行
政
法
人
等
の
保
有
す
る
情
報
の
公
開
に
関
す
る
法
律

（
平
成
十
三
年
法
律
第
百
四
十
号
）
第
十
九
条
第
一
項

（
平
成
十
三
年
法
律
第
百
四
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項

三

行
政
機
関
の
保
有
す
る
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
法
律
（

三

行
政
機
関
の
保
有
す
る
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
法
律
（

平
成
十
五
年
法
律
第
五
十
八
号
）
第
四
十
三
条
第
一
項

平
成
十
五
年
法
律
第
五
十
八
号
）
第
四
十
二
条

四

独
立
行
政
法
人
等
の
保
有
す
る
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る

四

独
立
行
政
法
人
等
の
保
有
す
る
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る

法
律
（
平
成
十
五
年
法
律
第
五
十
九
号
）
第
四
十
三
条
第
一
項

法
律
（
平
成
十
五
年
法
律
第
五
十
九
号
）
第
四
十
二
条
第
二
項

（
合
議
体
）

（
合
議
体
）

第
六
条

審
査
会
は
、
そ
の
指
名
す
る
委
員
三
人
を
も
っ
て
構
成
す

第
六
条

審
査
会
は
、
そ
の
指
名
す
る
委
員
三
人
を
も
っ
て
構
成
す

る
合
議
体
で
、
審
査
請
求
に
係
る
事
件
に
つ
い
て
調
査
審
議
す
る

る
合
議
体
で
、
不
服
申
立
て
に
係
る
事
件
に
つ
い
て
調
査
審
議
す

。

る
。

２

前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
審
査
会
が
定
め
る
場
合
に
お
い

２

前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
審
査
会
が
定
め
る
場
合
に
お
い

て
は
、
委
員
の
全
員
を
も
っ
て
構
成
す
る
合
議
体
で
、
審
査
請
求

て
は
、
委
員
の
全
員
を
も
っ
て
構
成
す
る
合
議
体
で
、
不
服
申
立

に
係
る
事
件
に
つ
い
て
調
査
審
議
す
る
。

て
に
係
る
事
件
に
つ
い
て
調
査
審
議
す
る
。

（
定
義
）

（
定
義
）

第
八
条

こ
の
章
に
お
い
て
「
諮
問
庁
」
と
は
、
次
に
掲
げ
る
者
を

第
八
条

こ
の
章
に
お
い
て
「
諮
問
庁
」
と
は
、
次
に
掲
げ
る
者
を

い
う
。

い
う
。

一

行
政
機
関
の
保
有
す
る
情
報
の
公
開
に
関
す
る
法
律
第
十
九

一

行
政
機
関
の
保
有
す
る
情
報
の
公
開
に
関
す
る
法
律
第
十
八

条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
審
査
会
に
諮
問
を
し
た
行
政
機
関
の

条
の
規
定
に
よ
り
審
査
会
に
諮
問
を
し
た
行
政
機
関
の
長

長
二

独
立
行
政
法
人
等
の
保
有
す
る
情
報
の
公
開
に
関
す
る
法
律

二

独
立
行
政
法
人
等
の
保
有
す
る
情
報
の
公
開
に
関
す
る
法
律
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第
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
審
査
会
に
諮
問
を
し
た
独
立

第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
審
査
会
に
諮
問
を
し
た
独
立

行
政
法
人
等

行
政
法
人
等

三

行
政
機
関
の
保
有
す
る
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
法
律
第

三

行
政
機
関
の
保
有
す
る
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
法
律
第

四
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
審
査
会
に
諮
問
を
し
た
行
政

四
十
二
条
の
規
定
に
よ
り
審
査
会
に
諮
問
を
し
た
行
政
機
関
の

機
関
の
長

長

四

独
立
行
政
法
人
等
の
保
有
す
る
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る

四

独
立
行
政
法
人
等
の
保
有
す
る
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る

法
律
第
四
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
審
査
会
に
諮
問
を
し

法
律
第
四
十
二
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
審
査
会
に
諮
問
を
し

た
独
立
行
政
法
人
等

た
独
立
行
政
法
人
等

２
・
３

（
略
）

２
・
３

（
略
）

（
審
査
会
の
調
査
権
限
）

（
審
査
会
の
調
査
権
限
）

第
九
条

（
略
）

第
九
条

（
略
）

２
・
３

（
略
）

２
・
３

（
略
）

４

第
一
項
及
び
前
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
審
査
会
は
、
審
査

４

第
一
項
及
び
前
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
審
査
会
は
、
不
服

請
求
に
係
る
事
件
に
関
し
、
審
査
請
求
人
、
参
加
人
（
行
政
不
服

申
立
て
に
係
る
事
件
に
関
し
、
不
服
申
立
人
、
参
加
人
又
は
諮
問

審
査
法
（
平
成
二
十
六
年
法
律
第

号
）
第
十
三
条
第
四
項

庁
（
以
下
「
不
服
申
立
人
等
」
と
い
う
。
）
に
意
見
書
又
は
資
料

に
規
定
す
る
参
加
人
を
い
う
。
次
条
第
二
項
及
び
第
十
六
条
に
お

の
提
出
を
求
め
る
こ
と
、
適
当
と
認
め
る
者
に
そ
の
知
っ
て
い
る

い
て
同
じ
。
）
又
は
諮
問
庁
（
以
下
「
審
査
請
求
人
等
」
と
い
う

事
実
を
陳
述
さ
せ
又
は
鑑
定
を
求
め
る
こ
と
そ
の
他
必
要
な
調
査

。
）
に
意
見
書
又
は
資
料
の
提
出
を
求
め
る
こ
と
、
適
当
と
認
め

を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

る
者
に
そ
の
知
っ
て
い
る
事
実
を
陳
述
さ
せ
又
は
鑑
定
を
求
め
る

こ
と
そ
の
他
必
要
な
調
査
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
意
見
の
陳
述
）

（
意
見
の
陳
述
）

第
十
条

審
査
会
は
、
審
査
請
求
人
等
か
ら
申
立
て
が
あ
っ
た
と
き

第
十
条

審
査
会
は
、
不
服
申
立
人
等
か
ら
申
立
て
が
あ
っ
た
と
き

は
、
当
該
審
査
請
求
人
等
に
口
頭
で
意
見
を
述
べ
る
機
会
を
与
え

は
、
当
該
不
服
申
立
人
等
に
口
頭
で
意
見
を
述
べ
る
機
会
を
与
え

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
審
査
会
が
、
そ
の
必
要
が
な
い

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
審
査
会
が
、
そ
の
必
要
が
な
い

と
認
め
る
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

と
認
め
る
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

２

前
項
本
文
の
場
合
に
お
い
て
は
、
審
査
請
求
人
又
は
参
加
人
は

２

前
項
本
文
の
場
合
に
お
い
て
は
、
不
服
申
立
人
又
は
参
加
人
は

、
審
査
会
の
許
可
を
得
て
、
補
佐
人
と
と
も
に
出
頭
す
る
こ
と
が

、
審
査
会
の
許
可
を
得
て
、
補
佐
人
と
と
も
に
出
頭
す
る
こ
と
が

で
き
る
。

で
き
る
。

（
意
見
書
等
の
提
出
）

（
意
見
書
等
の
提
出
）

第
十
一
条

審
査
請
求
人
等
は
、
審
査
会
に
対
し
、
意
見
書
又
は
資

第
十
一
条

不
服
申
立
人
等
は
、
審
査
会
に
対
し
、
意
見
書
又
は
資

料
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
審
査
会
が
意
見
書
又

料
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
審
査
会
が
意
見
書
又
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は
資
料
を
提
出
す
べ
き
相
当
の
期
間
を
定
め
た
と
き
は
、
そ
の
期

は
資
料
を
提
出
す
べ
き
相
当
の
期
間
を
定
め
た
と
き
は
、
そ
の
期

間
内
に
こ
れ
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

間
内
に
こ
れ
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
委
員
に
よ
る
調
査
手
続
）

（
委
員
に
よ
る
調
査
手
続
）

第
十
二
条

審
査
会
は
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
そ
の
指

第
十
二
条

審
査
会
は
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
そ
の
指

名
す
る
委
員
に
、
第
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
提
示
さ
れ
た
行

名
す
る
委
員
に
、
第
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
提
示
さ
れ
た
行

政
文
書
等
若
し
く
は
保
有
個
人
情
報
を
閲
覧
さ
せ
、
同
条
第
四
項

政
文
書
等
又
は
保
有
個
人
情
報
を
閲
覧
さ
せ
、
同
条
第
四
項
の
規

の
規
定
に
よ
る
調
査
を
さ
せ
、
又
は
第
十
条
第
一
項
本
文
の
規
定

定
に
よ
る
調
査
を
さ
せ
、
又
は
第
十
条
第
一
項
本
文
の
規
定
に
よ

に
よ
る
審
査
請
求
人
等
の
意
見
の
陳
述
を
聴
か
せ
る
こ
と
が
で
き

る
不
服
申
立
人
等
の
意
見
の
陳
述
を
聴
か
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

る
。

（
提
出
資
料
の
写
し
の
送
付
等
）

（
提
出
資
料
の
閲
覧
）

第
十
三
条

審
査
会
は
、
第
九
条
第
三
項
若
し
く
は
第
四
項
又
は
第

第
十
三
条

〔
新
設
〕

十
一
条
の
規
定
に
よ
る
意
見
書
又
は
資
料
の
提
出
が
あ
っ
た
と
き

は
、
当
該
意
見
書
又
は
資
料
の
写
し
（
電
磁
的
記
録
（
電
子
的
方

式
、
磁
気
的
方
式
そ
の
他
人
の
知
覚
に
よ
っ
て
は
認
識
す
る
こ
と

が
で
き
な
い
方
式
で
作
ら
れ
る
記
録
で
あ
っ
て
、
電
子
計
算
機
に

よ
る
情
報
処
理
の
用
に
供
さ
れ
る
も
の
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
及

び
次
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
あ
っ
て
は
、
当
該
電
磁
的
記
録
に

記
録
さ
れ
た
事
項
を
記
載
し
た
書
面
）
を
当
該
意
見
書
又
は
資
料

を
提
出
し
た
審
査
請
求
人
等
以
外
の
審
査
請
求
人
等
に
送
付
す
る

も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
第
三
者
の
利
益
を
害
す
る
お
そ
れ
が
あ

る
と
認
め
ら
れ
る
と
き
、
そ
の
他
正
当
な
理
由
が
あ
る
と
き
は
、

こ
の
限
り
で
な
い
。

２

審
査
請
求
人
等
は
、
審
査
会
に
対
し
、
審
査
会
に
提
出
さ
れ
た

不
服
申
立
人
等
は
、
審
査
会
に
対
し
、
審
査
会
に
提
出
さ
れ
た

意
見
書
又
は
資
料
の
閲
覧
（
電
磁
的
記
録
に
あ
っ
て
は
、
記
録
さ

意
見
書
又
は
資
料
の
閲
覧
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合

れ
た
事
項
を
審
査
会
が
定
め
る
方
法
に
よ
り
表
示
し
た
も
の
の
閲

に
お
い
て
、
審
査
会
は
、
第
三
者
の
利
益
を
害
す
る
お
そ
れ
が
あ

覧
）
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
審
査
会

る
と
認
め
る
と
き
、
そ
の
他
正
当
な
理
由
が
あ
る
と
き
で
な
け
れ

は
、
第
三
者
の
利
益
を
害
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
、

ば
、
そ
の
閲
覧
を
拒
む
こ
と
が
で
き
な
い
。

そ
の
他
正
当
な
理
由
が
あ
る
と
き
で
な
け
れ
ば
、
そ
の
閲
覧
を
拒

む
こ
と
が
で
き
な
い
。

３

審
査
会
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
送
付
を
し
、
又
は
前
項
の

〔
新
設
〕

規
定
に
よ
る
閲
覧
を
さ
せ
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
当
該
送
付
又
は
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閲
覧
に
係
る
意
見
書
又
は
資
料
を
提
出
し
た
審
査
請
求
人
等
の
意

見
を
聴
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
審
査
会
が
、
そ
の
必

要
が
な
い
と
認
め
る
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

４

審
査
会
は
、
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
閲
覧
に
つ
い
て
、
日
時
及

２

審
査
会
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
閲
覧
に
つ
い
て
、
日
時
及
び

び
場
所
を
指
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

場
所
を
指
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
審
査
請
求
の
制
限
）

（
不
服
申
立
て
の
制
限
）

第
十
五
条

こ
の
法
律
の
規
定
に
よ
る
審
査
会
又
は
委
員
の
処
分
又

第
十
五
条

こ
の
法
律
の
規
定
に
よ
り
審
査
会
又
は
委
員
が
し
た
処

は
そ
の
不
作
為
に
つ
い
て
は
、
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
な

分
に
つ
い
て
は
、
行
政
不
服
審
査
法
（
昭
和
三
十
七
年
法
律
第
百

い
。

六
十
号
）
に
よ
る
不
服
申
立
て
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

（
答
申
書
の
送
付
等
）

（
答
申
書
の
送
付
等
）

第
十
六
条

審
査
会
は
、
諮
問
に
対
す
る
答
申
を
し
た
と
き
は
、
答

第
十
六
条

審
査
会
は
、
諮
問
に
対
す
る
答
申
を
し
た
と
き
は
、
答

申
書
の
写
し
を
審
査
請
求
人
及
び
参
加
人
に
送
付
す
る
と
と
も
に

申
書
の
写
し
を
不
服
申
立
人
及
び
参
加
人
に
送
付
す
る
と
と
も
に

、
答
申
の
内
容
を
公
表
す
る
も
の
と
す
る
。

、
答
申
の
内
容
を
公
表
す
る
も
の
と
す
る
。
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○

公
益
社
団
法
人
及
び
公
益
財
団
法
人
の
認
定
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
八
年
法
律
第
四
十
九
号
）
（
第
八
条
関
係
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
委
員
会
へ
の
諮
問
）

（
委
員
会
へ
の
諮
問
）

第
四
十
三
条

（
略
）

第
四
十
三
条

（
略
）

２

（
略
）

２

（
略
）

３

内
閣
総
理
大
臣
は
、
第
一
項
第
一
号
に
規
定
す
る
処
分
、
第
二

３

内
閣
総
理
大
臣
は
、
第
一
項
第
一
号
に
規
定
す
る
処
分
、
第
二

十
八
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
命
令
又
は
第
二
十
九
条
第
一
項
第

十
八
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
命
令
又
は
第
二
十
九
条
第
一
項
第

二
号
若
し
く
は
第
三
号
若
し
く
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
公
益
認

二
号
若
し
く
は
第
三
号
若
し
く
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
公
益
認

定
の
取
消
し
に
つ
い
て
の
審
査
請
求
に
対
す
る
裁
決
を
し
よ
う
と

定
の
取
消
し
に
つ
い
て
の
行
政
不
服
審
査
法
（
昭
和
三
十
七
年
法

す
る
場
合
に
は
、
次
に
掲
げ
る
場
合
を
除
き
、
委
員
会
に
諮
問
し

律
第
百
六
十
号
）
に
よ
る
異
議
申
立
て
に
対
す
る
決
定
を
し
よ
う

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
委
員
会
が
諮
問
を
要
し
な
い
も

と
す
る
場
合
に
は
、
次
に
掲
げ
る
場
合
を
除
き
、
委
員
会
に
諮
問

の
と
認
め
た
も
の
に
つ
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
委
員
会
が
諮
問
を
要
し
な
い

も
の
と
認
め
た
も
の
に
つ
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

一

審
査
請
求
が
不
適
法
で
あ
る
と
し
て
却
下
す
る
場
合

一

異
議
申
立
て
が
不
適
法
で
あ
る
と
し
て
却
下
す
る
場
合

二

審
査
請
求
を
し
た
一
般
社
団
法
人
若
し
く
は
一
般
財
団
法
人

二

異
議
申
立
て
を
し
た
一
般
社
団
法
人
若
し
く
は
一
般
財
団
法

又
は
公
益
法
人
が
第
六
条
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
も
の

人
又
は
公
益
法
人
が
第
六
条
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
も

で
あ
る
場
合

の
で
あ
る
場
合

三

第
一
項
第
二
号
イ
又
は
ロ
に
規
定
す
る
理
由
に
よ
る
監
督
処

三

第
一
項
第
二
号
イ
又
は
ロ
に
規
定
す
る
理
由
に
よ
る
監
督
処

分
等
に
つ
い
て
の
審
査
請
求
で
あ
る
場
合

分
等
に
つ
い
て
の
異
議
申
立
て
で
あ
る
場
合

（
内
閣
総
理
大
臣
に
よ
る
送
付
等
）

（
内
閣
総
理
大
臣
に
よ
る
送
付
等
）

第
四
十
五
条

（
略
）

第
四
十
五
条

（
略
）

２

（
略
）

２

（
略
）

３

内
閣
総
理
大
臣
は
、
委
員
会
に
諮
問
し
な
い
で
次
に
掲
げ
る
措

３

内
閣
総
理
大
臣
は
、
委
員
会
に
諮
問
し
な
い
で
次
に
掲
げ
る
措

置
を
講
じ
た
と
き
は
、
そ
の
旨
を
委
員
会
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な

置
を
講
じ
た
と
き
は
、
そ
の
旨
を
委
員
会
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

ら
な
い
。

一
～
三

（
略
）

一
～
三

（
略
）

四

第
四
十
三
条
第
三
項
に
規
定
す
る
審
査
請
求
に
対
す
る
裁
決

四

第
四
十
三
条
第
三
項
に
規
定
す
る
異
議
申
立
て
に
対
す
る
決

（
審
査
請
求
が
不
適
法
で
あ
る
こ
と
に
よ
る
却
下
の
裁
決
を
除

定
（
異
議
申
立
て
が
不
適
法
で
あ
る
こ
と
に
よ
る
却
下
の
決
定
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く
。
）

を
除
く
。
）

五

（
略
）

五

（
略
）
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○

一
般
社
団
法
人
及
び
一
般
財
団
法
人
に
関
す
る
法
律
及
び
公
益
社
団
法
人
及
び
公
益
財
団
法
人
の
認
定
等
に
関
す
る
法
律
の
施
行
に
伴

う
関
係
法
律
の
整
備
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
八
年
法
律
第
五
十
号
）
（
第
九
条
関
係
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
委
員
会
へ
の
諮
問
等
）

（
委
員
会
へ
の
諮
問
等
）

第
百
三
十
三
条

（
略
）

第
百
三
十
三
条

（
略
）

２
・
３

（
略
）

２
・
３

（
略
）

４

内
閣
総
理
大
臣
は
、
第
二
項
若
し
く
は
前
項
第
一
号
に
規
定
す

４

内
閣
総
理
大
臣
は
、
第
二
項
若
し
く
は
前
項
第
一
号
に
規
定
す

る
処
分
又
は
同
項
第
二
号
に
規
定
す
る
命
令
若
し
く
は
認
可
の
取

る
処
分
又
は
同
項
第
二
号
に
規
定
す
る
命
令
若
し
く
は
認
可
の
取

消
し
に
つ
い
て
の
審
査
請
求
に
対
す
る
裁
決
を
し
よ
う
と
す
る
場

消
し
に
つ
い
て
の
行
政
不
服
審
査
法
（
昭
和
三
十
七
年
法
律
第
百

合
に
は
、
次
に
掲
げ
る
場
合
を
除
き
、
委
員
会
に
諮
問
し
な
け
れ

六
十
号
）
に
よ
る
異
議
申
立
て
に
対
す
る
決
定
を
し
よ
う
と
す
る

ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
委
員
会
が
諮
問
を
要
し
な
い
も
の
と
認

場
合
に
は
、
次
に
掲
げ
る
場
合
を
除
き
、
委
員
会
に
諮
問
し
な
け

め
た
も
の
に
つ
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
委
員
会
が
諮
問
を
要
し
な
い
も
の
と

認
め
た
も
の
に
つ
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

一

審
査
請
求
が
不
適
法
で
あ
る
と
し
て
却
下
す
る
場
合

一

異
議
申
立
て
が
不
適
法
で
あ
る
と
し
て
却
下
す
る
場
合

二

審
査
請
求
を
し
た
特
例
民
法
法
人
が
第
百
一
条
第
一
項
に
お

二

異
議
申
立
て
を
し
た
特
例
民
法
法
人
が
第
百
一
条
第
一
項
に

い
て
準
用
す
る
公
益
法
人
認
定
法
第
六
条
各
号
の
い
ず
れ
か
に

お
い
て
準
用
す
る
公
益
法
人
認
定
法
第
六
条
各
号
の
い
ず
れ
か

該
当
す
る
も
の
で
あ
る
場
合
又
は
第
百
一
条
第
二
項
に
規
定
す

に
該
当
す
る
も
の
で
あ
る
場
合
又
は
第
百
一
条
第
二
項
に
規
定

る
も
の
で
あ
る
場
合

す
る
も
の
で
あ
る
場
合

三

前
項
第
二
号
イ
に
規
定
す
る
理
由
に
よ
る
処
分
に
つ
い
て
の

三

前
項
第
二
号
イ
に
規
定
す
る
理
由
に
よ
る
処
分
に
つ
い
て
の

審
査
請
求
で
あ
る
場
合

異
議
申
立
て
で
あ
る
場
合

（
内
閣
総
理
大
臣
に
よ
る
送
付
等
）

（
内
閣
総
理
大
臣
に
よ
る
送
付
等
）

第
百
三
十
五
条

（
略
）

第
百
三
十
五
条

（
略
）

２

内
閣
総
理
大
臣
は
、
委
員
会
に
諮
問
し
な
い
で
次
に
掲
げ
る
措

２

内
閣
総
理
大
臣
は
、
委
員
会
に
諮
問
し
な
い
で
次
に
掲
げ
る
措

置
を
講
じ
た
と
き
は
、
そ
の
旨
を
委
員
会
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な

置
を
講
じ
た
と
き
は
、
そ
の
旨
を
委
員
会
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

ら
な
い
。

一
～
四

（
略
）

一
～
四

（
略
）

五

第
百
三
十
三
条
第
四
項
に
規
定
す
る
審
査
請
求
に
対
す
る
裁

五

第
百
三
十
三
条
第
四
項
に
規
定
す
る
異
議
申
立
て
に
対
す
る

決
（
審
査
請
求
が
不
適
法
で
あ
る
こ
と
に
よ
る
却
下
の
裁
決
を

決
定
（
異
議
申
立
て
が
不
適
法
で
あ
る
こ
と
に
よ
る
却
下
の
決



- 18 -

除
く
。
）

定
を
除
く
。
）
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○

公
文
書
等
の
管
理
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
一
年
法
律
第
六
十
六
号
）
（
第
十
条
関
係
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
第
三
者
に
対
す
る
意
見
書
提
出
の
機
会
の
付
与
等
）

（
第
三
者
に
対
す
る
意
見
書
提
出
の
機
会
の
付
与
等
）

第
十
八
条

（
略
）

第
十
八
条

（
略
）

２
・
３

（
略
）

２
・
３

（
略
）

４

国
立
公
文
書
館
等
の
長
は
、
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に
よ

４

国
立
公
文
書
館
等
の
長
は
、
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に
よ

り
意
見
書
を
提
出
す
る
機
会
を
与
え
ら
れ
た
第
三
者
が
当
該
特
定

り
意
見
書
を
提
出
す
る
機
会
を
与
え
ら
れ
た
第
三
者
が
当
該
特
定

歴
史
公
文
書
等
を
利
用
さ
せ
る
こ
と
に
反
対
の
意
思
を
表
示
し
た

歴
史
公
文
書
等
を
利
用
さ
せ
る
こ
と
に
反
対
の
意
思
を
表
示
し
た

意
見
書
を
提
出
し
た
場
合
に
お
い
て
、
当
該
特
定
歴
史
公
文
書
等

意
見
書
を
提
出
し
た
場
合
に
お
い
て
、
当
該
特
定
歴
史
公
文
書
等

を
利
用
さ
せ
る
旨
の
決
定
を
す
る
と
き
は
、
そ
の
決
定
の
日
と
利

を
利
用
さ
せ
る
旨
の
決
定
を
す
る
と
き
は
、
そ
の
決
定
の
日
と
利

用
さ
せ
る
日
と
の
間
に
少
な
く
と
も
二
週
間
を
置
か
な
け
れ
ば
な

用
さ
せ
る
日
と
の
間
に
少
な
く
と
も
二
週
間
を
置
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
国
立
公
文
書
館
等
の
長
は
、
そ

ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
国
立
公
文
書
館
等
の
長
は
、
そ

の
決
定
後
直
ち
に
、
当
該
意
見
書
（
第
二
十
一
条
第
四
項
第
二
号

の
決
定
後
直
ち
に
、
当
該
意
見
書
（
第
二
十
一
条
第
二
項
第
二
号

に
お
い
て
「
反
対
意
見
書
」
と
い
う
。
）
を
提
出
し
た
第
三
者
に

に
お
い
て
「
反
対
意
見
書
」
と
い
う
。
）
を
提
出
し
た
第
三
者
に

対
し
、
利
用
さ
せ
る
旨
の
決
定
を
し
た
旨
及
び
そ
の
理
由
並
び
に

対
し
、
利
用
さ
せ
る
旨
の
決
定
を
し
た
旨
及
び
そ
の
理
由
並
び
に

利
用
さ
せ
る
日
を
書
面
に
よ
り
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

利
用
さ
せ
る
日
を
書
面
に
よ
り
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
審
査
請
求
及
び
公
文
書
管
理
委
員
会
へ
の
諮
問
）

（
異
議
申
立
て
及
び
公
文
書
管
理
委
員
会
へ
の
諮
問
）

第
二
十
一
条

利
用
請
求
に
対
す
る
処
分
又
は
利
用
請
求
に
係
る
不

第
二
十
一
条

利
用
請
求
に
対
す
る
処
分
又
は
利
用
請
求
に
係
る
不

作
為
に
つ
い
て
不
服
が
あ
る
者
は
、
国
立
公
文
書
館
等
の
長
に
対

作
為
に
つ
い
て
不
服
が
あ
る
者
は
、
国
立
公
文
書
館
等
の
長
に
対

し
、
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

し
、
行
政
不
服
審
査
法
（
昭
和
三
十
七
年
法
律
第
百
六
十
号
）
に

よ
る
異
議
申
立
て
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

利
用
請
求
に
対
す
る
処
分
又
は
利
用
請
求
に
係
る
不
作
為
に
係

２

前
項
の
異
議
申
立
て
が
あ
っ
た
と
き
は
、
当
該
異
議
申
立
て
を

る
審
査
請
求
に
つ
い
て
は
、
行
政
不
服
審
査
法
（
平
成
二
十
六
年

受
け
た
国
立
公
文
書
館
等
の
長
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該

法
律
第

号
）
第
九
条
、
第
十
七
条
、
第
二
十
四
条
、
第
二

当
す
る
場
合
を
除
き
、
公
文
書
管
理
委
員
会
に
諮
問
し
な
け
れ
ば

章
第
三
節
及
び
第
四
節
並
び
に
第
五
十
条
第
二
項
の
規
定
は
、
適

な
ら
な
い
。

用
し
な
い
。

一

異
議
申
立
て
が
不
適
法
で
あ
り
、
却
下
す
る
と
き
。

二

決
定
で
、
異
議
申
立
て
に
係
る
利
用
請
求
に
対
す
る
処
分
を

取
り
消
し
又
は
変
更
し
、
当
該
異
議
申
立
て
に
係
る
特
定
歴
史
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公
文
書
等
の
全
部
を
利
用
さ
せ
る
こ
と
と
す
る
と
き
。
た
だ
し

、
当
該
異
議
申
立
て
に
係
る
特
定
歴
史
公
文
書
等
の
利
用
に
つ

い
て
反
対
意
見
書
が
提
出
さ
れ
て
い
る
と
き
を
除
く
。

３

利
用
請
求
に
対
す
る
処
分
又
は
利
用
請
求
に
係
る
不
作
為
に
係

〔
新
設
〕

る
審
査
請
求
に
つ
い
て
の
行
政
不
服
審
査
法
第
二
章
の
規
定
の
適

用
に
つ
い
て
は
、
同
法
第
十
一
条
第
二
項
中
「
第
九
条
第
一
項
の

規
定
に
よ
り
指
名
さ
れ
た
者
（
以
下
「
審
理
員
」
と
い
う
。
）
」

と
あ
る
の
は
「
第
四
条
の
規
定
に
よ
り
審
査
請
求
が
さ
れ
た
行
政

庁
（
第
十
四
条
の
規
定
に
よ
り
引
継
ぎ
を
受
け
た
行
政
庁
を
含
む

。
以
下
「
審
査
庁
」
と
い
う
。
）
」
と
、
同
法
第
十
三
条
第
一
項

及
び
第
二
項
中
「
審
理
員
」
と
あ
る
の
は
「
審
査
庁
」
と
、
同
法

第
二
十
五
条
第
七
項
中
「
あ
っ
た
と
き
、
又
は
審
理
員
か
ら
第
四

十
条
に
規
定
す
る
執
行
停
止
を
す
べ
き
旨
の
意
見
書
が
提
出
さ
れ

た
と
き
」
と
あ
る
の
は
「
あ
っ
た
と
き
」
と
、
同
法
第
四
十
四
条

中
「
行
政
不
服
審
査
会
等
」
と
あ
る
の
は
「
公
文
書
管
理
委
員
会

」
と
、
「
受
け
た
と
き
（
前
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
諮
問
を
要

し
な
い
場
合
（
同
項
第
二
号
又
は
第
三
号
に
該
当
す
る
場
合
を
除

く
。
）
に
あ
っ
て
は
審
理
員
意
見
書
が
提
出
さ
れ
た
と
き
、
同
項

第
二
号
又
は
第
三
号
に
該
当
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
同
項
第
二
号

又
は
第
三
号
に
規
定
す
る
議
を
経
た
と
き
）
」
と
あ
る
の
は
「
受

け
た
と
き
」
と
、
同
法
第
五
十
条
第
一
項
第
四
号
中
「
審
理
員
意

見
書
又
は
行
政
不
服
審
査
会
等
若
し
く
は
審
議
会
等
」
と
あ
る
の

は
「
公
文
書
管
理
委
員
会
」
と
す
る
。

４

利
用
請
求
に
対
す
る
処
分
又
は
利
用
請
求
に
係
る
不
作
為
に
係

〔
新
設
〕

る
審
査
請
求
が
あ
っ
た
と
き
は
、
国
立
公
文
書
館
等
の
長
は
、
次

の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
を
除
き
、
公
文
書
管
理
委

員
会
に
諮
問
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

審
査
請
求
が
不
適
法
で
あ
り
、
却
下
す
る
場
合

二

裁
決
で
、
審
査
請
求
の
全
部
を
認
容
し
、
当
該
審
査
請
求
に

係
る
特
定
歴
史
公
文
書
等
の
全
部
を
利
用
さ
せ
る
こ
と
と
す
る

場
合
（
当
該
特
定
歴
史
公
文
書
等
の
利
用
に
つ
い
て
反
対
意
見
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書
が
提
出
さ
れ
て
い
る
場
合
を
除
く
。
）

（
独
立
行
政
法
人
等
情
報
公
開
法
及
び
情
報
公
開
・
個
人
情
報
保

護
審
査
会
設
置
法
の
準
用
）

第
二
十
二
条

独
立
行
政
法
人
等
情
報
公
開
法
第
十
九
条
第
二
項
及

第
二
十
二
条

独
立
行
政
法
人
等
情
報
公
開
法
第
十
九
条
及
び
第
二

び
第
二
十
条
並
び
に
情
報
公
開
・
個
人
情
報
保
護
審
査
会
設
置
法

十
条
並
び
に
情
報
公
開
・
個
人
情
報
保
護
審
査
会
設
置
法
（
平
成

（
平
成
十
五
年
法
律
第
六
十
号
）
第
九
条
か
ら
第
十
六
条
ま
で
の

十
五
年
法
律
第
六
十
号
）
第
九
条
か
ら
第
十
六
条
ま
で
の
規
定
は

規
定
は
、
前
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
審
査
請
求
に
つ
い
て
準
用

、
前
条
の
規
定
に
よ
る
異
議
申
立
て
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の

す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
独
立
行
政
法
人
等
情
報
公
開
法
第

場
合
に
お
い
て
、
独
立
行
政
法
人
等
情
報
公
開
法
第
十
九
条
中
「

十
九
条
第
二
項
中
「
前
項
」
と
あ
る
の
は
「
公
文
書
等
の
管
理
に

前
条
第
二
項
」
と
あ
る
の
は
「
公
文
書
等
の
管
理
に
関
す
る
法
律

関
す
る
法
律
（
以
下
「
公
文
書
管
理
法
」
と
い
う
。
）
第
二
十
一

（
以
下
「
公
文
書
管
理
法
」
と
い
う
。
）
第
二
十
一
条
第
二
項
」

条
第
四
項
」
と
、
「
独
立
行
政
法
人
等
」
と
あ
る
の
は
「
公
文
書

と
、
「
独
立
行
政
法
人
等
」
と
あ
る
の
は
「
公
文
書
管
理
法
第
十

管
理
法
第
十
五
条
第
一
項
に
規
定
す
る
国
立
公
文
書
館
等
の
長
」

五
条
第
一
項
に
規
定
す
る
国
立
公
文
書
館
等
の
長
」
と
、
同
条
第

と
、
同
項
第
二
号
中
「
開
示
請
求
者
（
開
示
請
求
者
が
」
と
あ
る

二
号
中
「
開
示
請
求
者
（
開
示
請
求
者
が
」
と
あ
る
の
は
「
利
用

の
は
「
利
用
請
求
（
公
文
書
管
理
法
第
十
六
条
第
二
項
に
規
定
す

請
求
（
公
文
書
管
理
法
第
十
六
条
第
二
項
に
規
定
す
る
利
用
請
求

る
利
用
請
求
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
を
し
た
者
（
利
用
請
求
を

を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
を
し
た
者
（
利
用
請
求
を
し
た
者
が
」

し
た
者
が
」
と
、
同
項
第
三
号
中
「
法
人
文
書
の
開
示
に
つ
い
て

と
、
同
条
第
三
号
中
「
開
示
決
定
等
に
つ
い
て
反
対
意
見
書
」
と

反
対
意
見
書
」
と
あ
る
の
は
「
特
定
歴
史
公
文
書
等
（
公
文
書
管

あ
る
の
は
「
利
用
請
求
に
対
す
る
処
分
に
つ
い
て
公
文
書
管
理
法

理
法
第
二
条
第
七
項
に
規
定
す
る
特
定
歴
史
公
文
書
等
を
い
う
。

第
十
八
条
第
四
項
に
規
定
す
る
反
対
意
見
書
」
と
、
独
立
行
政
法

以
下
同
じ
。
）
の
利
用
に
つ
い
て
公
文
書
管
理
法
第
十
八
条
第
四

人
等
情
報
公
開
法
第
二
十
条
中
「
第
十
四
条
第
三
項
」
と
あ
る
の

項
に
規
定
す
る
反
対
意
見
書
」
と
、
独
立
行
政
法
人
等
情
報
公
開

は
「
公
文
書
管
理
法
第
十
八
条
第
四
項
」
と
、
同
条
第
一
号
中
「

法
第
二
十
条
中
「
第
十
四
条
第
三
項
」
と
あ
る
の
は
「
公
文
書
管

開
示
決
定
」
と
あ
る
の
は
「
利
用
さ
せ
る
旨
の
決
定
」
と
、
同
条

理
法
第
十
八
条
第
四
項
」
と
、
同
条
第
一
号
中
「
開
示
決
定
」
と

第
二
号
中
「
開
示
決
定
等
」
と
あ
る
の
は
「
利
用
請
求
に
対
す
る

あ
る
の
は
「
利
用
さ
せ
る
旨
の
決
定
」
と
、
同
条
第
二
号
中
「
開

処
分
」
と
、
「
法
人
文
書
を
開
示
す
る
」
と
あ
る
の
は
「
特
定
歴

示
決
定
等
」
と
あ
る
の
は
「
利
用
請
求
に
対
す
る
処
分
」
と
、
「

史
公
文
書
等
（
公
文
書
管
理
法
第
二
条
第
七
項
に
規
定
す
る
特
定

開
示
請
求
」
と
あ
る
の
は
「
利
用
請
求
」
と
、
「
法
人
文
書
」
と

歴
史
公
文
書
等
を
い
う
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
利

あ
る
の
は
「
特
定
歴
史
公
文
書
等
」
と
、
「
開
示
す
る
旨
」
と
あ

用
さ
せ
る
」
と
、
「
法
人
文
書
の
開
示
」
と
あ
る
の
は
「
特
定
歴

る
の
は
「
利
用
さ
せ
る
旨
」
と
、
「
の
開
示
」
と
あ
る
の
は
「
を

史
公
文
書
等
を
利
用
さ
せ
る
こ
と
」
と
、
情
報
公
開
・
個
人
情
報

利
用
さ
せ
る
こ
と
」
と
、
情
報
公
開
・
個
人
情
報
保
護
審
査
会
設

保
護
審
査
会
設
置
法
第
九
条
か
ら
第
十
六
条
ま
で
の
規
定
中
「
審

置
法
第
九
条
か
ら
第
十
六
条
ま
で
の
規
定
中
「
審
査
会
」
と
あ
る

査
会
」
と
あ
る
の
は
「
公
文
書
管
理
委
員
会
」
と
、
同
法
第
九
条

の
は
「
公
文
書
管
理
委
員
会
」
と
、
同
法
第
九
条
第
一
項
中
「
諮

第
一
項
中
「
諮
問
庁
」
と
あ
る
の
は
「
諮
問
庁
（
公
文
書
等
の
管

問
庁
」
と
あ
る
の
は
「
諮
問
庁
（
公
文
書
等
の
管
理
に
関
す
る
法

理
に
関
す
る
法
律
（
以
下
「
公
文
書
管
理
法
」
と
い
う
。
）
第
二
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律
（
以
下
「
公
文
書
管
理
法
」
と
い
う
。
）
第
二
十
一
条
第
四
項

十
一
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
諮
問
を
し
た
公
文
書
管
理
法
第
十

の
規
定
に
よ
り
諮
問
を
し
た
公
文
書
管
理
法
第
十
五
条
第
一
項
に

五
条
第
一
項
に
規
定
す
る
国
立
公
文
書
館
等
の
長
を
い
う
。
以
下

規
定
す
る
国
立
公
文
書
館
等
の
長
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
に
お
い

こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
」
と
、
「
行
政
文
書
等
又
は
保
有
個

て
同
じ
。
）
」
と
、
「
行
政
文
書
等
又
は
保
有
個
人
情
報
の
提
示

人
情
報
の
提
示
」
と
あ
る
の
は
「
特
定
歴
史
公
文
書
等
（
公
文
書

」
と
あ
る
の
は
「
特
定
歴
史
公
文
書
等
（
公
文
書
管
理
法
第
二
条

管
理
法
第
二
条
第
七
項
に
規
定
す
る
特
定
歴
史
公
文
書
等
を
い
う

第
七
項
に
規
定
す
る
特
定
歴
史
公
文
書
等
を
い
う
。
以
下
同
じ
。

。
以
下
同
じ
。
）
の
提
示
」
と
、
「
行
政
文
書
等
又
は
保
有
個
人

）
の
提
示
」
と
、
「
行
政
文
書
等
又
は
保
有
個
人
情
報
の
開
示
」

情
報
の
開
示
」
と
あ
る
の
は
「
特
定
歴
史
公
文
書
等
の
開
示
」
と

と
あ
る
の
は
「
特
定
歴
史
公
文
書
等
の
開
示
」
と
、
同
条
第
三
項

、
同
条
第
三
項
中
「
行
政
文
書
等
に
記
録
さ
れ
て
い
る
情
報
又
は

中
「
行
政
文
書
等
に
記
録
さ
れ
て
い
る
情
報
又
は
保
有
個
人
情
報

保
有
個
人
情
報
に
含
ま
れ
て
い
る
情
報
」
と
あ
る
の
は
「
特
定
歴

に
含
ま
れ
て
い
る
情
報
」
と
あ
る
の
は
「
特
定
歴
史
公
文
書
等
に

史
公
文
書
等
に
記
録
さ
れ
て
い
る
情
報
」
と
、
同
条
第
四
項
中
「

記
録
さ
れ
て
い
る
情
報
」
と
、
同
法
第
十
二
条
中
「
行
政
文
書
等

不
服
申
立
て
」
と
あ
る
の
は
「
異
議
申
立
て
」
と
、
「
、
不
服
申

若
し
く
は
保
有
個
人
情
報
」
と
あ
る
の
は
「
特
定
歴
史
公
文
書
等

立
人
」
と
あ
る
の
は
「
、
異
議
申
立
人
」
と
、
「
不
服
申
立
人
等

」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

」
と
あ
る
の
は
「
異
議
申
立
人
等
」
と
、
同
法
第
十
条
か
ら
第
十

三
条
ま
で
の
規
定
中
「
不
服
申
立
人
等
」
と
あ
る
の
は
「
異
議
申

立
人
等
」
と
、
同
法
第
十
条
第
二
項
及
び
第
十
六
条
中
「
不
服
申

立
人
」
と
あ
る
の
は
「
異
議
申
立
人
」
と
、
同
法
第
十
二
条
中
「

行
政
文
書
等
又
は
保
有
個
人
情
報
」
と
あ
る
の
は
「
特
定
歴
史
公

文
書
等
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

附

則

附

則

（
施
行
期
日
）

（
施
行
期
日
）

第
一
条

こ
の
法
律
は
、
公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
二
年
を
超
え
な

第
一
条

こ
の
法
律
は
、
公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
二
年
を
超
え
な

い
範
囲
内
に
お
い
て
政
令
で
定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し

い
範
囲
内
に
お
い
て
政
令
で
定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し

、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
規
定
は
、
当
該
各
号
に
定
め
る
日
か
ら
施

、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
規
定
は
、
当
該
各
号
に
定
め
る
日
か
ら
施

行
す
る
。

行
す
る
。

一

（
略
）

一

（
略
）

二

削
除

二

附
則
第
九
条
の
規
定

行
政
不
服
審
査
法
の
施
行
に
伴
う
関

係
法
律
の
整
備
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
一
年
法
律
第

号
）
の
公
布
の
日
又
は
こ
の
法
律
の
公
布
の
日
の
い
ず
れ

か
遅
い
日

（
行
政
不
服
審
査
法
の
施
行
に
伴
う
関
係
法
律
の
整
備
等
に
関
す
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る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
九
条

削
除

第
九
条

行
政
不
服
審
査
法
の
施
行
に
伴
う
関
係
法
律
の
整
備
等
に

関
す
る
法
律
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

目
次
中
「
第
七
条
」
を
「
第
七
条
の
二
」
に
改
め
る
。

第
三
章
第
一
節
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
公
文
書
等
の
管
理
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
七
条
の
二

公
文
書
等
の
管
理
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
一

年
法
律
第
六
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
八
条
第
四
項
中
「
第
二
十
一
条
第
二
項
第
二
号
」
を
「

第
二
十
一
条
第
四
項
第
二
号
」
に
改
め
る
。

第
二
十
一
条
及
び
第
二
十
二
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

（
審
査
請
求
及
び
公
文
書
管
理
委
員
会
へ
の
諮
問
）

第
二
十
一
条

利
用
請
求
に
対
す
る
処
分
又
は
利
用
請
求
に
係

る
不
作
為
に
つ
い
て
不
服
が
あ
る
者
は
、
国
立
公
文
書
館
等

の
長
に
対
し
、
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

利
用
請
求
に
対
す
る
処
分
又
は
利
用
請
求
に
係
る
不
作
為

に
係
る
審
査
請
求
に
つ
い
て
は
、
行
政
不
服
審
査
法
（
平
成

二
十
一
年
法
律
第

号
）
第
八
条
、
第
十
六
条
、
第
二

十
三
条
、
第
二
章
第
三
節
及
び
第
四
節
並
び
に
第
四
十
九
条

第
二
項
の
規
定
は
、
適
用
し
な
い
。

３

利
用
請
求
に
対
す
る
処
分
又
は
利
用
請
求
に
係
る
不
作
為

に
係
る
審
査
請
求
に
つ
い
て
の
行
政
不
服
審
査
法
第
二
章
の

規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
法
第
十
条
第
二
項
中
「
第
八

条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
指
名
さ
れ
た
者
（
以
下
「
審
理
員

」
と
い
う
。
）
」
と
あ
る
の
は
「
第
四
条
の
規
定
に
よ
り
審

査
請
求
が
さ
れ
た
行
政
庁
（
第
十
三
条
の
規
定
に
よ
り
引
継

ぎ
を
受
け
た
行
政
庁
を
含
む
。
以
下
「
審
査
庁
」
と
い
う
。

）
」
と
、
同
法
第
十
二
条
第
一
項
及
び
第
二
項
中
「
審
理
員

」
と
あ
る
の
は
「
審
査
庁
」
と
、
同
法
第
二
十
四
条
第
七
項

中
「
あ
っ
た
と
き
、
又
は
審
理
員
か
ら
第
三
十
九
条
に
規
定

す
る
執
行
停
止
を
す
べ
き
旨
の
意
見
書
が
提
出
さ
れ
た
と
き
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」
と
あ
る
の
は
「
あ
っ
た
と
き
」
と
、
同
法
第
四
十
三
条
中

「
行
政
不
服
審
査
会
等
」
と
あ
る
の
は
「
公
文
書
管
理
委
員

会
」
と
、
「
受
け
た
と
き
（
前
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
諮

問
を
要
し
な
い
場
合
（
同
項
第
二
号
又
は
第
三
号
に
該
当
す

る
場
合
を
除
く
。
）
に
あ
っ
て
は
審
理
員
意
見
書
が
提
出
さ

れ
た
と
き
、
同
項
第
二
号
又
は
第
三
号
に
該
当
す
る
場
合
に

あ
っ
て
は
同
項
第
二
号
又
は
第
三
号
に
規
定
す
る
議
を
経
た

と
き
）
」
と
あ
る
の
は
「
受
け
た
と
き
」
と
、
同
法
第
四
十

九
条
第
一
項
第
四
号
中
「
審
理
員
意
見
書
又
は
行
政
不
服
審

査
会
等
若
し
く
は
審
議
会
等
」
と
あ
る
の
は
「
公
文
書
管
理

委
員
会
」
と
す
る
。

４

利
用
請
求
に
対
す
る
処
分
又
は
利
用
請
求
に
係
る
不
作
為

に
係
る
審
査
請
求
が
あ
っ
た
と
き
は
、
国
立
公
文
書
館
等
の

長
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
を
除
き
、

公
文
書
管
理
委
員
会
に
諮
問
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

審
査
請
求
が
不
適
法
で
あ
り
、
却
下
す
る
場
合

二

裁
決
で
、
審
査
請
求
の
全
部
を
認
容
し
、
当
該
審
査
請

求
に
係
る
特
定
歴
史
公
文
書
等
の
全
部
を
利
用
さ
せ
る
こ

と
と
す
る
場
合
（
当
該
特
定
歴
史
公
文
書
等
の
利
用
に
つ

い
て
反
対
意
見
書
が
提
出
さ
れ
て
い
る
場
合
を
除
く
。
）

第
二
十
二
条

独
立
行
政
法
人
等
情
報
公
開
法
第
十
九
条
第
二

項
、
第
二
十
条
及
び
第
二
十
条
の
二
第
一
項
か
ら
第
五
項
ま

で
の
規
定
並
び
に
行
政
不
服
審
査
法
第
四
章
第
一
節
第
二
款

の
規
定
は
、
前
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
審
査
請
求
に
つ
い

て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
独
立
行
政
法
人
等
情

報
公
開
法
第
十
九
条
第
二
項
中
「
前
項
」
と
あ
る
の
は
「
公

文
書
等
の
管
理
に
関
す
る
法
律
（
以
下
「
公
文
書
管
理
法
」

と
い
う
。
）
第
二
十
一
条
第
四
項
」
と
、
「
独
立
行
政
法
人

等
」
と
あ
る
の
は
「
公
文
書
管
理
法
第
十
五
条
第
一
項
に
規

定
す
る
国
立
公
文
書
館
等
の
長
」
と
、
同
項
第
二
号
中
「
開

示
請
求
者
（
開
示
請
求
者
が
」
と
あ
る
の
は
「
利
用
請
求
（
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公
文
書
管
理
法
第
十
六
条
第
二
項
に
規
定
す
る
利
用
請
求
を

い
う
。
以
下
同
じ
。
）
を
し
た
者
（
利
用
請
求
を
し
た
者
が

」
と
、
同
項
第
三
号
中
「
法
人
文
書
の
開
示
に
つ
い
て
反
対

意
見
書
」
と
あ
る
の
は
「
特
定
歴
史
公
文
書
等
（
公
文
書
管

理
法
第
二
条
第
七
項
に
規
定
す
る
特
定
歴
史
公
文
書
等
を
い

う
。
以
下
同
じ
。
）
の
利
用
に
つ
い
て
公
文
書
管
理
法
第
十

八
条
第
四
項
に
規
定
す
る
反
対
意
見
書
」
と
、
独
立
行
政
法

人
等
情
報
公
開
法
第
二
十
条
中
「
第
十
四
条
第
三
項
」
と
あ

る
の
は
「
公
文
書
管
理
法
第
十
八
条
第
四
項
」
と
、
同
条
第

一
号
中
「
開
示
決
定
」
と
あ
る
の
は
「
利
用
さ
せ
る
旨
の
決

定
」
と
、
同
条
第
二
号
中
「
開
示
決
定
等
」
と
あ
る
の
は
「

利
用
請
求
に
対
す
る
処
分
」
と
、
「
開
示
請
求
」
と
あ
る
の

は
「
利
用
請
求
」
と
、
「
法
人
文
書
」
と
あ
る
の
は
「
特
定

歴
史
公
文
書
等
」
と
、
「
開
示
す
る
旨
」
と
あ
る
の
は
「
利

用
さ
せ
る
旨
」
と
、
「
の
開
示
」
と
あ
る
の
は
「
を
利
用
さ

せ
る
こ
と
」
と
、
独
立
行
政
法
人
等
情
報
公
開
法
第
二
十
条

の
二
第
一
項
か
ら
第
五
項
ま
で
の
規
定
中
「
審
査
会
」
と
あ

る
の
は
「
公
文
書
管
理
委
員
会
」
と
、
同
条
第
一
項
及
び
第

三
項
中
「
法
人
文
書
」
と
あ
る
の
は
「
特
定
歴
史
公
文
書
等

」
と
、
同
条
第
五
項
中
「
次
項
」
と
あ
る
の
は
「
公
文
書
管

理
法
第
二
十
二
条
」
と
、
「
会
長
若
し
く
は
委
員
」
と
あ
る

の
は
「
委
員
」
と
、
行
政
不
服
審
査
法
第
六
十
六
条
中
「
審

査
会
は
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
場
合
に
は
」
と
あ
る
の
は

「
公
文
書
等
の
管
理
に
関
す
る
法
律
（
以
下
「
公
文
書
管
理

法
」
と
い
う
。
）
第
二
十
二
条
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用

す
る
独
立
行
政
法
人
等
の
保
有
す
る
情
報
の
公
開
に
関
す
る

法
律
第
二
十
条
の
二
第
一
項
前
段
及
び
第
三
項
に
定
め
る
も

の
の
ほ
か
、
公
文
書
管
理
委
員
会
は
」
と
、
「
第
四
十
二
条

第
一
項
の
規
定
に
よ
り
審
査
会
に
諮
問
を
し
た
審
査
庁
」
と

あ
る
の
は
「
公
文
書
管
理
法
第
二
十
一
条
第
四
項
の
規
定
に

よ
り
公
文
書
管
理
委
員
会
に
諮
問
を
し
た
公
文
書
管
理
法
第
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十
五
条
第
一
項
に
規
定
す
る
国
立
公
文
書
館
等
の
長
」
と
、

同
法
第
六
十
七
条
か
ら
第
七
十
一
条
ま
で
の
規
定
中
「
審
査

会
」
と
あ
る
の
は
「
公
文
書
管
理
委
員
会
」
と
、
同
法
第
六

十
九
条
中
「
会
長
又
は
委
員
に
、
第
六
十
六
条
」
と
あ
る
の

は
「
委
員
に
、
公
文
書
管
理
法
第
二
十
二
条
に
お
い
て
読
み

替
え
て
準
用
す
る
独
立
行
政
法
人
等
の
保
有
す
る
情
報
の
公

開
に
関
す
る
法
律
第
二
十
条
の
二
第
一
項
前
段
の
規
定
に
よ

り
提
示
さ
れ
た
公
文
書
管
理
法
第
二
条
第
七
項
に
規
定
す
る

特
定
歴
史
公
文
書
等
を
閲
覧
さ
せ
、
公
文
書
管
理
法
第
二
十

二
条
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
第
六
十
六
条
」
と
、

「
第
六
十
七
条
第
一
項
本
文
」
と
あ
る
の
は
「
公
文
書
管
理

法
第
二
十
二
条
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
第
六
十
七

条
第
一
項
本
文
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

附
則
第
一
条
た
だ
し
書
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

た
だ
し
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
規
定
は
、
当
該
各
号
に
定
め

る
日
か
ら
施
行
す
る
。

一

第
百
八
十
条
の
規
定

こ
の
法
律
の
公
布
の
日
又
は
被
用

者
年
金
制
度
の
一
元
化
等
を
図
る
た
め
の
厚
生
年
金
保
険
法

等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
公
布
の
日
の
い
ず
れ
か
遅
い

日
二

第
七
条
の
二
の
規
定

公
文
書
等
の
管
理
に
関
す
る
法
律

の
施
行
の
日
又
は
施
行
日
の
い
ず
れ
か
遅
い
日
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○

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
（
平
成
二
十
四
年
法
律
第
六
十
五
号
）
（
第
十
一
条
関
係
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
時
効
）

（
時
効
）

第
七
十
八
条

（
略
）

第
七
十
八
条

（
略
）

２

子
ど
も
の
た
め
の
教
育
・
保
育
給
付
の
支
給
に
関
す
る
処
分
に

２

子
ど
も
の
た
め
の
教
育
・
保
育
給
付
の
支
給
に
関
す
る
処
分
に

つ
い
て
の
審
査
請
求
は
、
時
効
の
中
断
に
関
し
て
は
、
裁
判
上
の

つ
い
て
の
不
服
申
立
て
は
、
時
効
の
中
断
に
関
し
て
は
、
裁
判
上

請
求
と
み
な
す
。

の
請
求
と
み
な
す
。

３

（
略
）

３

（
略
）

（
審
査
請
求
）

（
審
査
請
求
）

第
八
十
条

第
七
十
一
条
第
二
項
か
ら
第
七
項
ま
で
の
規
定
に
よ
る

第
八
十
条

第
七
十
一
条
第
二
項
か
ら
第
七
項
ま
で
の
規
定
に
よ
る

拠
出
金
等
の
徴
収
に
関
す
る
処
分
に
不
服
が
あ
る
者
は
、
厚
生
労

拠
出
金
等
の
徴
収
に
関
す
る
処
分
（
厚
生
労
働
大
臣
に
よ
る
処
分

働
大
臣
に
対
し
て
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

を
除
く
。
）
に
不
服
が
あ
る
者
は
、
厚
生
労
働
大
臣
に
対
し
て
行

政
不
服
審
査
法
（
昭
和
三
十
七
年
法
律
第
百
六
十
号
）
に
よ
る
審

査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
不
服
申
立
て
と
訴
訟
と
の
関
係
）

第
八
十
一
条

削
除

第
八
十
一
条

子
ど
も
の
た
め
の
教
育
・
保
育
給
付
の
支
給
に
関
す

る
処
分
又
は
拠
出
金
等
そ
の
他
こ
の
法
律
の
規
定
に
よ
る
徴
収
金

に
関
す
る
処
分
の
取
消
し
の
訴
え
は
、
当
該
処
分
に
つ
い
て
の
審

査
請
求
に
対
す
る
裁
決
又
は
当
該
処
分
に
つ
い
て
の
異
議
申
立
て

に
対
す
る
決
定
を
経
た
後
で
な
け
れ
ば
、
提
起
す
る
こ
と
が
で
き

な
い
。
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○

国
家
戦
略
特
別
区
域
法
（
平
成
二
十
五
年
法
律
第
百
七
号
）
（
第
十
二
条
関
係
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
土
地
区
画
整
理
法
の
特
例
）

（
土
地
区
画
整
理
法
の
特
例
）

第
二
十
条

（
略
）

第
二
十
条

（
略
）

２
～
６

（
略
）

２
～
６

（
略
）

７

前
項
の
規
定
に
よ
る
意
見
書
の
内
容
の
審
査
に
つ
い
て
は
、
行

７

前
項
の
規
定
に
よ
る
意
見
書
の
内
容
の
審
査
に
つ
い
て
は
、
行

政
不
服
審
査
法
（
平
成
二
十
六
年
法
律
第

号
）
第
二
章
第

政
不
服
審
査
法
（
昭
和
三
十
七
年
法
律
第
百
六
十
号
）
中
処
分
に

三
節
（
第
二
十
九
条
、
第
三
十
条
、
第
三
十
二
条
第
二
項
、
第
三

つ
い
て
の
異
議
申
立
て
の
審
理
に
関
す
る
規
定
を
準
用
す
る
。

十
八
条
、
第
四
十
条
、
第
四
十
一
条
第
三
項
及
び
第
四
十
二
条
を

除
く
。
）
の
規
定
を
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
節
中

「
審
理
員
」
と
あ
る
の
は
、
「
国
家
戦
略
特
別
区
域
会
議
」
と
読

み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

８

（
略
）

８

（
略
）

（
都
市
再
開
発
法
の
特
例
）

（
都
市
再
開
発
法
の
特
例
）

第
二
十
四
条

（
略
）

第
二
十
四
条

（
略
）

２
～
５

（
略
）

２
～
５

（
略
）

６

前
項
の
規
定
に
よ
る
意
見
書
の
内
容
の
審
査
に
つ
い
て
は
、
行

６

前
項
の
規
定
に
よ
る
意
見
書
の
内
容
の
審
査
に
つ
い
て
は
、
行

政
不
服
審
査
法
第
二
章
第
三
節
（
第
二
十
九
条
、
第
三
十
条
、
第

政
不
服
審
査
法
中
処
分
に
つ
い
て
の
異
議
申
立
て
の
審
理
に
関
す

三
十
二
条
第
二
項
、
第
三
十
八
条
、
第
四
十
条
、
第
四
十
一
条
第

る
規
定
を
準
用
す
る
。

三
項
及
び
第
四
十
二
条
を
除
く
。
）
の
規
定
を
準
用
す
る
。
こ
の

場
合
に
お
い
て
、
同
節
中
「
審
理
員
」
と
あ
る
の
は
、
「
国
家
戦

略
特
別
区
域
会
議
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

７

（
略
）

７

（
略
）
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○

私
的
独
占
の
禁
止
及
び
公
正
取
引
の
確
保
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
五
十
四
号
）
（
第
十
三
条
関
係
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

第
七
十
条
の
十
二

公
正
取
引
委
員
会
の
排
除
措
置
命
令
、
納
付
命

第
七
十
条
の
十
二

公
正
取
引
委
員
会
が
し
た
排
除
措
置
命
令
、
納

令
及
び
競
争
回
復
措
置
命
令
並
び
に
こ
の
節
の
規
定
に
よ
る
決
定

付
命
令
及
び
競
争
回
復
措
置
命
令
並
び
に
こ
の
節
の
規
定
に
よ
る

そ
の
他
の
処
分
（
第
四
十
七
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
審
査
官
の

決
定
そ
の
他
の
処
分
（
第
四
十
七
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
つ
て
審

処
分
及
び
こ
の
節
の
規
定
に
よ
る
指
定
職
員
の
処
分
を
含
む
。
）

査
官
が
し
た
処
分
及
び
こ
の
節
の
規
定
に
よ
つ
て
指
定
職
員
が
し

又
は
そ
の
不
作
為
に
つ
い
て
は
、
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き

た
処
分
を
含
む
。
）
に
つ
い
て
は
、
行
政
不
服
審
査
法
（
昭
和
三

な
い
。

十
七
年
法
律
第
百
六
十
号
）
に
よ
る
不
服
申
立
て
を
す
る
こ
と
が

で
き
な
い
。

第
百
十
八
条

こ
の
章
の
規
定
に
よ
る
公
正
取
引
委
員
会
又
は
委
員

第
百
十
八
条

こ
の
章
の
規
定
に
基
づ
い
て
公
正
取
引
委
員
会
又
は

会
職
員
の
処
分
又
は
そ
の
不
作
為
に
つ
い
て
は
、
審
査
請
求
を
す

委
員
会
職
員
が
し
た
処
分
に
つ
い
て
は
、
行
政
不
服
審
査
法
に
よ

る
こ
と
が
で
き
な
い
。

る
不
服
申
立
て
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
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○

銃
砲
刀
剣
類
所
持
等
取
締
法
（
昭
和
三
十
三
年
法
律
第
六
号
）
（
第
十
四
条
関
係
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
審
査
請
求
の
制
限
）

（
不
服
申
立
て
の
制
限
）

第
二
十
九
条
の
二

都
道
府
県
の
教
育
委
員
会
が
第
十
四
条
第
一
項

第
二
十
九
条
の
二

都
道
府
県
の
教
育
委
員
会
が
第
十
四
条
第
一
項

の
規
定
に
よ
つ
て
し
た
処
分
及
び
都
道
府
県
公
安
委
員
会
が
第
二

の
規
定
に
よ
つ
て
し
た
処
分
及
び
都
道
府
県
公
安
委
員
会
が
第
二

十
六
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
つ
て
し
た
処
分
に
つ
い
て
は
、
審
査

十
六
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
つ
て
し
た
処
分
に
つ
い
て
は
、
行
政

請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

不
服
審
査
法
（
昭
和
三
十
七
年
法
律
第
百
六
十
号
）
に
よ
る
不
服

申
立
て
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。



- 31 -

○

道
路
交
通
法
（
昭
和
三
十
五
年
法
律
第
百
五
号
）
（
第
十
五
条
関
係
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
審
査
請
求
の
制
限
）

（
不
服
申
立
て
の
制
限
）

第
百
十
三
条
の
三

こ
の
法
律
の
規
定
に
基
づ
き
警
察
官
等
が
現
場

第
百
十
三
条
の
三

こ
の
法
律
の
規
定
に
基
づ
き
警
察
官
等
が
現
場

に
お
い
て
し
た
処
分
に
つ
い
て
は
、
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で

に
お
い
て
し
た
処
分
に
つ
い
て
は
、
行
政
不
服
審
査
法
（
昭
和
三

き
な
い
。

十
七
年
法
律
第
百
六
十
号
）
に
よ
る
不
服
申
立
て
を
す
る
こ
と
が

で
き
な
い
。
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○

犯
罪
被
害
者
等
給
付
金
の
支
給
等
に
よ
る
犯
罪
被
害
者
等
の
支
援
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
五
十
五
年
法
律
第
三
十
六
号
）
（
第
十
六
条

条
関
係
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
地
方
自
治
法
の
特
例
）

（
地
方
自
治
法
の
特
例
）

第
二
十
条
の
二

前
条
に
規
定
す
る
事
務
に
つ
い
て
の
地
方
自
治
法

第
二
十
条
の
二

前
条
に
規
定
す
る
事
務
に
つ
い
て
の
地
方
自
治
法

第
二
百
四
十
五
条
の
四
第
一
項
及
び
第
三
項
、
第
二
百
四
十
五
条

第
二
百
四
十
五
条
の
四
第
一
項
及
び
第
三
項
、
第
二
百
四
十
五
条

の
七
第
一
項
、
第
二
百
四
十
五
条
の
九
第
一
項
並
び
に
第
二
百
五

の
七
第
一
項
、
第
二
百
四
十
五
条
の
九
第
一
項
並
び
に
第
二
百
五

十
五
条
の
二
第
一
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
法
第
二
百

十
五
条
の
二
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
法
第
二
百
四
十
五

四
十
五
条
の
四
第
一
項
中
「
各
大
臣
（
内
閣
府
設
置
法
第
四
条
第

条
の
四
第
一
項
中
「
各
大
臣
（
内
閣
府
設
置
法
第
四
条
第
三
項
に

三
項
に
規
定
す
る
事
務
を
分
担
管
理
す
る
大
臣
た
る
内
閣
総
理
大

規
定
す
る
事
務
を
分
担
管
理
す
る
大
臣
た
る
内
閣
総
理
大
臣
又
は

臣
又
は
国
家
行
政
組
織
法
第
五
条
第
一
項
に
規
定
す
る
各
省
大
臣

国
家
行
政
組
織
法
第
五
条
第
一
項
に
規
定
す
る
各
省
大
臣
を
い
う

を
い
う
。
以
下
本
章
、
次
章
及
び
第
十
四
章
に
お
い
て
同
じ
。
）

。
以
下
本
章
、
次
章
及
び
第
十
四
章
に
お
い
て
同
じ
。
）
又
は
都

又
は
都
道
府
県
知
事
そ
の
他
の
都
道
府
県
の
執
行
機
関
」
と
あ
る

道
府
県
知
事
そ
の
他
の
都
道
府
県
の
執
行
機
関
」
と
あ
る
の
は
「

の
は
「
国
家
公
安
委
員
会
」
と
、
同
条
第
三
項
中
「
普
通
地
方
公

国
家
公
安
委
員
会
」
と
、
同
条
第
三
項
中
「
普
通
地
方
公
共
団
体

共
団
体
の
長
そ
の
他
の
執
行
機
関
」
と
あ
る
の
は
「
都
道
府
県
公

の
長
そ
の
他
の
執
行
機
関
」
と
あ
る
の
は
「
都
道
府
県
公
安
委
員

安
委
員
会
」
と
、
「
各
大
臣
又
は
都
道
府
県
知
事
そ
の
他
の
都
道

会
」
と
、
「
各
大
臣
又
は
都
道
府
県
知
事
そ
の
他
の
都
道
府
県
の

府
県
の
執
行
機
関
」
と
あ
る
の
は
「
国
家
公
安
委
員
会
」
と
、
同

執
行
機
関
」
と
あ
る
の
は
「
国
家
公
安
委
員
会
」
と
、
同
法
第
二

法
第
二
百
四
十
五
条
の
七
第
一
項
中
「
各
大
臣
は
、
そ
の
所
管
す

百
四
十
五
条
の
七
第
一
項
中
「
各
大
臣
は
、
そ
の
所
管
す
る
法
律

る
法
律
」
と
あ
る
の
は
「
国
家
公
安
委
員
会
は
、
犯
罪
被
害
者
等

」
と
あ
る
の
は
「
国
家
公
安
委
員
会
は
、
犯
罪
被
害
者
等
給
付
金

給
付
金
の
支
給
等
に
よ
る
犯
罪
被
害
者
等
の
支
援
に
関
す
る
法
律

の
支
給
等
に
よ
る
犯
罪
被
害
者
等
の
支
援
に
関
す
る
法
律
（
昭
和

（
昭
和
五
十
五
年
法
律
第
三
十
六
号
）
」
と
、
同
法
第
二
百
四
十

五
十
五
年
法
律
第
三
十
六
号
）
」
と
、
同
法
第
二
百
四
十
五
条
の

五
条
の
九
第
一
項
中
「
各
大
臣
は
、
そ
の
所
管
す
る
法
律
」
と
あ

九
第
一
項
中
「
各
大
臣
は
、
そ
の
所
管
す
る
法
律
」
と
あ
る
の
は

る
の
は
「
国
家
公
安
委
員
会
は
、
犯
罪
被
害
者
等
給
付
金
の
支
給

「
国
家
公
安
委
員
会
は
、
犯
罪
被
害
者
等
給
付
金
の
支
給
等
に
よ

等
に
よ
る
犯
罪
被
害
者
等
の
支
援
に
関
す
る
法
律
」
と
、
同
法
第

る
犯
罪
被
害
者
等
の
支
援
に
関
す
る
法
律
」
と
、
同
法
第
二
百
五

二
百
五
十
五
条
の
二
第
一
項
第
一
号
中
「
都
道
府
県
知
事
そ
の
他

十
五
条
の
二
第
一
号
中
「
都
道
府
県
知
事
そ
の
他
の
都
道
府
県
の

の
都
道
府
県
の
執
行
機
関
」
と
あ
る
の
は
「
都
道
府
県
公
安
委
員

執
行
機
関
」
と
あ
る
の
は
「
都
道
府
県
公
安
委
員
会
」
と
、
「
当

会
」
と
、
「
当
該
処
分
に
係
る
事
務
を
規
定
す
る
法
律
又
は
こ
れ

該
処
分
又
は
不
作
為
に
係
る
事
務
を
規
定
す
る
法
律
又
は
こ
れ
に

に
基
づ
く
政
令
を
所
管
す
る
各
大
臣
」
と
あ
る
の
は
「
国
家
公
安

基
づ
く
政
令
を
所
管
す
る
各
大
臣
」
と
あ
る
の
は
「
国
家
公
安
委
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委
員
会
」
と
す
る
。

員
会
」
と
す
る
。

（
審
査
請
求
と
訴
訟
と
の
関
係
）

（
不
服
申
立
て
と
訴
訟
と
の
関
係
）

第
二
十
一
条

（
略
）

第
二
十
一
条

（
略
）
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○

暴
力
団
員
に
よ
る
不
当
な
行
為
の
防
止
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
三
年
法
律
第
七
十
七
号
）
（
第
十
七
条
関
係
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
審
査
請
求
等
）

（
不
服
申
立
て
等
）

第
三
十
七
条

（
略
）

第
三
十
七
条

（
略
）

２
・
３

（
略
）

２
・
３

（
略
）

（
審
査
専
門
委
員
）

（
審
査
専
門
委
員
）

第
三
十
八
条

国
家
公
安
委
員
会
に
、
第
三
条
又
は
第
四
条
の
規
定

第
三
十
八
条

国
家
公
安
委
員
会
に
、
第
三
条
又
は
第
四
条
の
規
定

に
よ
る
指
定
暴
力
団
等
の
指
定
に
係
る
確
認
及
び
審
査
請
求
に
つ

に
よ
る
指
定
暴
力
団
等
の
指
定
に
係
る
確
認
及
び
不
服
申
立
て
に

い
て
、
第
三
条
第
一
号
又
は
第
四
条
第
二
号
の
要
件
に
関
す
る
専

つ
い
て
、
第
三
条
第
一
号
又
は
第
四
条
第
二
号
の
要
件
に
関
す
る

門
の
事
項
を
調
査
審
議
し
、
意
見
を
提
出
さ
せ
る
た
め
、
審
査
専

専
門
の
事
項
を
調
査
審
議
し
、
意
見
を
提
出
さ
せ
る
た
め
、
審
査

門
委
員
若
干
人
を
置
く
。

専
門
委
員
若
干
人
を
置
く
。

２
・
３

（
略
）

２
・
３

（
略
）
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○

犯
罪
に
よ
る
収
益
の
移
転
防
止
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
九
年
法
律
第
二
十
二
号
）
（
第
十
八
条
関
係
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
行
政
庁
等
）

（
行
政
庁
等
）

第
二
十
一
条

（
略
）

第
二
十
一
条

（
略
）

２
～
７

（
略
）

２
～
７

（
略
）

８

前
二
項
の
場
合
に
お
い
て
、
証
券
取
引
等
監
視
委
員
会
が
行
う

８

前
二
項
の
場
合
に
お
い
て
、
証
券
取
引
等
監
視
委
員
会
が
行
う

報
告
又
は
資
料
の
提
出
の
命
令
に
つ
い
て
の
審
査
請
求
は
、
証
券

報
告
又
は
資
料
の
提
出
の
命
令
に
つ
い
て
の
行
政
不
服
審
査
法
（

取
引
等
監
視
委
員
会
に
対
し
て
の
み
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

昭
和
三
十
七
年
法
律
第
百
六
十
号
）
に
よ
る
不
服
申
立
て
は
、
証

券
取
引
等
監
視
委
員
会
に
対
し
て
の
み
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

９
・

（
略
）

９
・

（
略
）

10

10
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○

オ
ウ
ム
真
理
教
犯
罪
被
害
者
等
を
救
済
す
る
た
め
の
給
付
金
の
支
給
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
年
法
律
第
八
十
号
）
（
第
十
九
条
関

係
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
地
方
自
治
法
の
特
例
）

（
地
方
自
治
法
の
特
例
）

第
十
八
条

前
条
に
規
定
す
る
事
務
に
つ
い
て
の
地
方
自
治
法
第
二

第
十
八
条

前
条
に
規
定
す
る
事
務
に
つ
い
て
の
地
方
自
治
法
第
二

百
四
十
五
条
の
四
第
一
項
及
び
第
三
項
、
第
二
百
四
十
五
条
の
七

百
四
十
五
条
の
四
第
一
項
及
び
第
三
項
、
第
二
百
四
十
五
条
の
七

第
一
項
、
第
二
百
四
十
五
条
の
九
第
一
項
並
び
に
第
二
百
五
十
五

第
一
項
、
第
二
百
四
十
五
条
の
九
第
一
項
並
び
に
第
二
百
五
十
五

条
の
二
第
一
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
法
第
二
百
四
十

条
の
二
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
法
第
二
百
四
十
五
条
の

五
条
の
四
第
一
項
中
「
各
大
臣
（
内
閣
府
設
置
法
第
四
条
第
三
項

四
第
一
項
中
「
各
大
臣
（
内
閣
府
設
置
法
第
四
条
第
三
項
に
規
定

に
規
定
す
る
事
務
を
分
担
管
理
す
る
大
臣
た
る
内
閣
総
理
大
臣
又

す
る
事
務
を
分
担
管
理
す
る
大
臣
た
る
内
閣
総
理
大
臣
又
は
国
家

は
国
家
行
政
組
織
法
第
五
条
第
一
項
に
規
定
す
る
各
省
大
臣
を
い

行
政
組
織
法
第
五
条
第
一
項
に
規
定
す
る
各
省
大
臣
を
い
う
。
以

う
。
以
下
本
章
、
次
章
及
び
第
十
四
章
に
お
い
て
同
じ
。
）
又
は

下
本
章
、
次
章
及
び
第
十
四
章
に
お
い
て
同
じ
。
）
又
は
都
道
府

都
道
府
県
知
事
そ
の
他
の
都
道
府
県
の
執
行
機
関
」
と
あ
る
の
は

県
知
事
そ
の
他
の
都
道
府
県
の
執
行
機
関
」
と
あ
る
の
は
「
国
家

「
国
家
公
安
委
員
会
」
と
、
同
条
第
三
項
中
「
普
通
地
方
公
共
団

公
安
委
員
会
」
と
、
同
条
第
三
項
中
「
普
通
地
方
公
共
団
体
の
長

体
の
長
そ
の
他
の
執
行
機
関
」
と
あ
る
の
は
「
都
道
府
県
公
安
委

そ
の
他
の
執
行
機
関
」
と
あ
る
の
は
「
都
道
府
県
公
安
委
員
会
」

員
会
」
と
、
「
各
大
臣
又
は
都
道
府
県
知
事
そ
の
他
の
都
道
府
県

と
、
「
各
大
臣
又
は
都
道
府
県
知
事
そ
の
他
の
都
道
府
県
の
執
行

の
執
行
機
関
」
と
あ
る
の
は
「
国
家
公
安
委
員
会
」
と
、
同
法
第

機
関
」
と
あ
る
の
は
「
国
家
公
安
委
員
会
」
と
、
同
法
第
二
百
四

二
百
四
十
五
条
の
七
第
一
項
中
「
各
大
臣
は
、
そ
の
所
管
す
る
法

十
五
条
の
七
第
一
項
中
「
各
大
臣
は
、
そ
の
所
管
す
る
法
律
」
と

律
」
と
あ
る
の
は
「
国
家
公
安
委
員
会
は
、
オ
ウ
ム
真
理
教
犯
罪

あ
る
の
は
「
国
家
公
安
委
員
会
は
、
オ
ウ
ム
真
理
教
犯
罪
被
害
者

被
害
者
等
を
救
済
す
る
た
め
の
給
付
金
の
支
給
に
関
す
る
法
律
（

等
を
救
済
す
る
た
め
の
給
付
金
の
支
給
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二

平
成
二
十
年
法
律
第
八
十
号
）
」
と
、
同
法
第
二
百
四
十
五
条
の

十
年
法
律
第
八
十
号
）
」
と
、
同
法
第
二
百
四
十
五
条
の
九
第
一

九
第
一
項
中
「
各
大
臣
は
、
そ
の
所
管
す
る
法
律
」
と
あ
る
の
は

項
中
「
各
大
臣
は
、
そ
の
所
管
す
る
法
律
」
と
あ
る
の
は
「
国
家

「
国
家
公
安
委
員
会
は
、
オ
ウ
ム
真
理
教
犯
罪
被
害
者
等
を
救
済

公
安
委
員
会
は
、
オ
ウ
ム
真
理
教
犯
罪
被
害
者
等
を
救
済
す
る
た

す
る
た
め
の
給
付
金
の
支
給
に
関
す
る
法
律
」
と
、
同
法
第
二
百

め
の
給
付
金
の
支
給
に
関
す
る
法
律
」
と
、
同
法
第
二
百
五
十
五

五
十
五
条
の
二
第
一
項
第
一
号
中
「
都
道
府
県
知
事
そ
の
他
の
都

条
の
二
第
一
号
中
「
都
道
府
県
知
事
そ
の
他
の
都
道
府
県
の
執
行

道
府
県
の
執
行
機
関
」
と
あ
る
の
は
「
都
道
府
県
公
安
委
員
会
」

機
関
」
と
あ
る
の
は
「
都
道
府
県
公
安
委
員
会
」
と
、
「
当
該
処

と
、
「
当
該
処
分
に
係
る
事
務
を
規
定
す
る
法
律
又
は
こ
れ
に
基

分
又
は
不
作
為
に
係
る
事
務
を
規
定
す
る
法
律
又
は
こ
れ
に
基
づ

づ
く
政
令
を
所
管
す
る
各
大
臣
」
と
あ
る
の
は
「
国
家
公
安
委
員

く
政
令
を
所
管
す
る
各
大
臣
」
と
あ
る
の
は
「
国
家
公
安
委
員
会
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会
」
と
す
る
。

」
と
す
る
。

（
審
査
請
求
と
訴
訟
と
の
関
係
）

（
不
服
申
立
て
と
訴
訟
と
の
関
係
）

第
十
九
条

（
略
）

第
十
九
条

（
略
）
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○

金
融
商
品
取
引
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
二
十
五
号
）
（
第
二
十
条
関
係
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

目
次

目
次

第
一
章
～
第
八
章

（
略
）

第
一
章
～
第
八
章

（
略
）

第
九
章

犯
則
事
件
の
調
査
等
（
第
二
百
十
条
―
第
二
百
二
十
六

第
九
章

犯
則
事
件
の
調
査
等
（
第
二
百
十
条
―
第
二
百
二
十
七

条
）

条
）

附
則

附
則

（
登
録
事
務
に
つ
い
て
の
審
査
請
求
）

（
登
録
事
務
に
つ
い
て
の
審
査
請
求
）

第
六
十
四
条
の
九

第
六
十
四
条
の
七
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
の

第
六
十
四
条
の
九

第
六
十
四
条
の
七
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
の

規
定
に
よ
り
登
録
事
務
を
行
う
協
会
の
第
六
十
四
条
第
三
項
の
規

規
定
に
よ
り
登
録
事
務
を
行
う
協
会
の
第
六
十
四
条
第
三
項
の
規

定
に
よ
る
登
録
の
申
請
に
係
る
不
作
為
若
し
く
は
第
六
十
四
条
の

定
に
よ
る
登
録
の
申
請
に
係
る
不
作
為
若
し
く
は
第
六
十
四
条
の

二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
登
録
の
拒
否
又
は
第
六
十
四
条
の
七
第

二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
登
録
の
拒
否
又
は
第
六
十
四
条
の
七
第

一
項
の
規
定
に
よ
り
登
録
事
務
を
行
う
協
会
の
第
六
十
四
条
の
五

一
項
の
規
定
に
よ
り
登
録
事
務
を
行
う
協
会
の
第
六
十
四
条
の
五

第
一
項
の
規
定
に
よ
る
処
分
に
つ
い
て
不
服
が
あ
る
金
融
商
品
取

第
一
項
の
規
定
に
よ
る
処
分
に
つ
い
て
不
服
が
あ
る
金
融
商
品
取

引
業
者
等
は
、
内
閣
総
理
大
臣
に
対
し
、
審
査
請
求
を
す
る
こ
と

引
業
者
等
は
、
内
閣
総
理
大
臣
に
対
し
、
行
政
不
服
審
査
法
（
昭

が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
内
閣
総
理
大
臣
は
、
行
政
不

和
三
十
七
年
法
律
第
百
六
十
号
）
に
よ
る
審
査
請
求
を
す
る
こ
と

服
審
査
法
（
平
成
二
十
六
年
法
律
第

号
）
第
二
十
五
条
第

が
で
き
る
。

二
項
及
び
第
三
項
、
第
四
十
六
条
第
一
項
及
び
第
二
項
並
び
に
第

四
十
九
条
第
三
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
協
会
の
上
級
行

政
庁
と
み
な
す
。

（
金
融
商
品
取
引
所
に
対
す
る
監
督
上
の
処
分
）

（
金
融
商
品
取
引
所
に
対
す
る
監
督
上
の
処
分
）

第
百
五
十
二
条

（
略
）

第
百
五
十
二
条

（
略
）

２

（
略
）

２

（
略
）

３

第
一
項
第
二
号
の
規
定
に
よ
る
処
分
に
つ
い
て
は
、
審
査
請
求

３

第
一
項
第
二
号
の
規
定
に
よ
る
処
分
に
つ
い
て
は
、
行
政
不
服

を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

審
査
法
に
よ
る
不
服
申
立
て
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

（
審
査
請
求
）

（
不
服
申
立
て
）

第
百
八
十
五
条
の
二
十
一

内
閣
総
理
大
臣
が
第
一
節
又
は
第
二
節

第
百
八
十
五
条
の
二
十
一

内
閣
総
理
大
臣
が
第
一
節
又
は
第
二
節

の
規
定
に
よ
り
行
う
決
定
そ
の
他
の
処
分
（
同
節
の
規
定
に
よ
り

の
規
定
に
よ
つ
て
し
た
決
定
そ
の
他
の
処
分
（
同
節
の
規
定
に
よ
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審
判
官
が
行
う
処
分
を
含
む
。
）
又
は
そ
の
不
作
為
に
つ
い
て
は

つ
て
審
判
官
が
し
た
処
分
を
含
む
。
）
に
つ
い
て
は
、
行
政
不
服

、
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

審
査
法
に
よ
る
不
服
申
立
て
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

（
委
員
会
に
対
す
る
審
査
請
求
）

（
委
員
会
に
対
す
る
不
服
申
立
て
）

第
百
九
十
五
条

委
員
会
が
前
条
第
二
項
又
は
第
三
項
の
規
定
に
よ

第
百
九
十
五
条

委
員
会
が
前
条
第
二
項
又
は
第
三
項
の
規
定
に
よ

り
行
う
報
告
又
は
資
料
の
提
出
の
命
令
（
同
条
第
七
項
の
規
定
に

り
行
う
報
告
又
は
資
料
の
提
出
の
命
令
（
同
条
第
七
項
の
規
定
に

よ
り
財
務
局
長
又
は
財
務
支
局
長
が
行
う
場
合
を
含
む
。
）
に
つ

よ
り
財
務
局
長
又
は
財
務
支
局
長
が
行
う
場
合
を
含
む
。
）
に
つ

い
て
の
審
査
請
求
は
、
委
員
会
に
対
し
て
の
み
行
う
こ
と
が
で
き

い
て
の
行
政
不
服
審
査
法
に
よ
る
不
服
申
立
て
は
、
委
員
会
に
対

る
。

し
て
の
み
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

（
不
服
申
立
て
の
制
限
）

〔
削
除
〕

第
二
百
二
十
七
条

こ
の
章
の
規
定
に
基
づ
き
、
委
員
会
、
委
員
会

職
員
、
財
務
局
長
若
し
く
は
財
務
支
局
長
又
は
財
務
局
等
職
員
が

し
た
処
分
に
つ
い
て
は
、
行
政
不
服
審
査
法
に
よ
る
不
服
申
立
て

を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
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○

公
認
会
計
士
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
三
号
）
（
第
二
十
一
条
関
係
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
登
録
を
拒
否
さ
れ
た
場
合
の
審
査
請
求
）

（
登
録
を
拒
否
さ
れ
た
場
合
の
審
査
請
求
）

第
十
九
条
の
二

前
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
登
録
を
拒
否
さ
れ
た

第
十
九
条
の
二

前
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
登
録
を
拒
否
さ
れ
た

者
は
、
当
該
処
分
に
不
服
が
あ
る
と
き
は
、
内
閣
総
理
大
臣
に
対

者
は
、
当
該
処
分
に
不
服
が
あ
る
と
き
は
、
内
閣
総
理
大
臣
に
対

し
て
、
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

し
て
、
行
政
不
服
審
査
法
（
昭
和
三
十
七
年
法
律
第
百
六
十
号
）

に
よ
る
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

前
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
登
録
申
請
書
を
提
出
し
た
者
は
、

２

前
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
登
録
申
請
書
を
提
出
し
た
者
は
、

当
該
申
請
書
を
提
出
し
た
日
か
ら
三
月
を
経
過
し
て
も
当
該
申
請

当
該
申
請
書
を
提
出
し
た
日
か
ら
三
月
を
経
過
し
て
も
当
該
申
請

に
対
し
て
何
ら
の
処
分
が
さ
れ
な
い
場
合
に
は
、
当
該
登
録
を
拒

に
対
し
て
な
ん
ら
の
処
分
が
さ
れ
な
い
場
合
に
は
、
当
該
登
録
を

否
さ
れ
た
も
の
と
し
て
、
内
閣
総
理
大
臣
に
対
し
て
、
審
査
請
求

拒
否
さ
れ
た
も
の
と
し
て
、
内
閣
総
理
大
臣
に
対
し
て
、
前
項
の

を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

３

前
二
項
の
場
合
に
お
い
て
、
内
閣
総
理
大
臣
は
、
行
政
不
服
審

３

前
二
項
の
規
定
に
よ
る
審
査
請
求
が
理
由
が
あ
る
と
き
は
、
内

査
法
（
平
成
二
十
六
年
法
律
第

号
）
第
二
十
五
条
第
二
項

閣
総
理
大
臣
は
、
日
本
公
認
会
計
士
協
会
に
対
し
、
相
当
の
処
分

及
び
第
三
項
並
び
に
第
四
十
六
条
第
二
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い

を
す
べ
き
旨
を
命
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

て
は
、
日
本
公
認
会
計
士
協
会
の
上
級
行
政
庁
と
み
な
す
。

（
登
録
の
抹
消
）

（
登
録
の
抹
消
）

第
二
十
一
条

（
略
）

第
二
十
一
条

（
略
）

２

（
略
）

２

（
略
）

３

第
十
九
条
第
四
項
並
び
に
第
十
九
条
の
二
第
一
項
及
び
第
三
項

３

第
十
九
条
第
四
項
並
び
に
第
十
九
条
の
二
第
一
項
及
び
第
三
項

の
規
定
は
、
第
一
項
第
四
号
の
規
定
に
よ
る
登
録
の
抹
消
に
つ
い

の
規
定
は
、
第
一
項
第
四
号
の
規
定
に
よ
る
登
録
の
抹
消
に
つ
い

て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
条
第
三
項
中
「
第
四
十

て
準
用
す
る
。

六
条
第
二
項
」
と
あ
る
の
は
、
「
第
四
十
六
条
第
一
項
」
と
読
み

替
え
る
も
の
と
す
る
。

（
登
録
を
拒
否
さ
れ
た
場
合
の
審
査
請
求
）

（
登
録
を
拒
否
さ
れ
た
場
合
の
審
査
請
求
）

第
三
十
四
条
の
十
の
十
二

前
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
登
録
を
拒

第
三
十
四
条
の
十
の
十
二

前
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
登
録
を
拒

否
さ
れ
た
者
は
、
当
該
処
分
に
不
服
が
あ
る
と
き
は
、
内
閣
総
理

否
さ
れ
た
者
は
、
当
該
処
分
に
不
服
が
あ
る
と
き
は
、
内
閣
総
理

大
臣
に
対
し
て
、
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

大
臣
に
対
し
て
、
行
政
不
服
審
査
法
に
よ
る
審
査
請
求
を
す
る
こ
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と
が
で
き
る
。

２

前
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
登
録
申
請
書
を
提
出
し
た
者
は
、

２

前
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
登
録
申
請
書
を
提
出
し
た
者
は
、

当
該
申
請
書
を
提
出
し
た
日
か
ら
三
月
を
経
過
し
て
も
当
該
申
請

当
該
申
請
書
を
提
出
し
た
日
か
ら
三
月
を
経
過
し
て
も
当
該
申
請

に
対
し
て
何
ら
の
処
分
が
さ
れ
な
い
場
合
に
は
、
当
該
登
録
を
拒

に
対
し
て
何
ら
の
処
分
が
さ
れ
な
い
場
合
に
は
、
当
該
登
録
を
拒

否
さ
れ
た
も
の
と
し
て
、
内
閣
総
理
大
臣
に
対
し
て
、
審
査
請
求

否
さ
れ
た
も
の
と
し
て
、
内
閣
総
理
大
臣
に
対
し
て
、
前
項
の
審

を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

３

前
二
項
の
場
合
に
お
い
て
、
内
閣
総
理
大
臣
は
、
行
政
不
服
審

３

前
二
項
の
規
定
に
よ
る
審
査
請
求
が
理
由
が
あ
る
と
き
は
、
内

査
法
第
二
十
五
条
第
二
項
及
び
第
三
項
並
び
に
第
四
十
六
条
第
二

閣
総
理
大
臣
は
、
日
本
公
認
会
計
士
協
会
に
対
し
、
相
当
の
処
分

項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
日
本
公
認
会
計
士
協
会
の
上
級

を
す
べ
き
旨
を
命
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

行
政
庁
と
み
な
す
。

（
登
録
の
抹
消
）

（
登
録
の
抹
消
）

第
三
十
四
条
の
十
の
十
四

（
略
）

第
三
十
四
条
の
十
の
十
四

（
略
）

２

（
略
）

２

（
略
）

３

第
三
十
四
条
の
十
の
十
一
第
三
項
並
び
に
第
三
十
四
条
の
十
の

３

第
三
十
四
条
の
十
の
十
一
第
三
項
並
び
に
第
三
十
四
条
の
十
の

十
二
第
一
項
及
び
第
三
項
の
規
定
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
登
録

十
二
第
一
項
及
び
第
三
項
の
規
定
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
登
録

の
抹
消
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
条
第
三

の
抹
消
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

項
中
「
第
四
十
六
条
第
二
項
」
と
あ
る
の
は
、
「
第
四
十
六
条
第

一
項
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

４

（
略
）

４

（
略
）

（
審
査
請
求
）

（
不
服
申
立
て
）

第
三
十
四
条
の
六
十
六

内
閣
総
理
大
臣
が
第
三
十
一
条
の
二
、
第

第
三
十
四
条
の
六
十
六

内
閣
総
理
大
臣
が
第
三
十
一
条
の
二
、
第

三
十
四
条
の
二
十
一
の
二
及
び
第
三
十
四
条
の
四
十
か
ら
第
三
十

三
十
四
条
の
二
十
一
の
二
及
び
第
三
十
四
条
の
四
十
か
ら
第
三
十

四
条
の
六
十
二
ま
で
の
規
定
に
よ
り
行
う
決
定
そ
の
他
の
処
分
（

四
条
の
六
十
二
ま
で
の
規
定
に
よ
つ
て
し
た
決
定
そ
の
他
の
処
分

こ
れ
ら
の
規
定
に
よ
り
審
判
官
が
行
う
処
分
を
含
む
。
）
又
は
そ

（
こ
れ
ら
の
規
定
に
よ
つ
て
審
判
官
が
し
た
処
分
を
含
む
。
）
に

の
不
作
為
に
つ
い
て
は
、
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

つ
い
て
は
、
行
政
不
服
審
査
法
に
よ
る
不
服
申
立
て
を
す
る
こ
と

が
で
き
な
い
。

（
審
査
会
に
対
す
る
審
査
請
求
）

第
四
十
九
条
の
四
の
二

審
査
会
が
前
条
第
二
項
若
し
く
は
第
三
項

〔
新
設
〕

の
規
定
に
よ
り
行
う
報
告
若
し
く
は
資
料
の
提
出
の
命
令
又
は
公

認
会
計
士
試
験
の
実
施
に
関
す
る
事
務
に
係
る
処
分
若
し
く
は
そ

の
不
作
為
（
同
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
財
務
局
長
又
は
財
務
支
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局
長
に
委
任
さ
れ
た
事
務
に
係
る
処
分
又
は
そ
の
不
作
為
を
含
む

。
）
に
つ
い
て
の
審
査
請
求
は
、
審
査
会
に
対
し
て
の
み
行
う
こ

と
が
で
き
る
。
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○

損
害
保
険
料
率
算
出
団
体
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
三
号
）
（
第
二
十
二
条
関
係
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
審
査
請
求
の
制
限
）

（
不
服
申
立
て
の
制
限
）

第
十
一
条

次
に
掲
げ
る
処
分
に
つ
い
て
は
、
審
査
請
求
を
す
る
こ

第
十
一
条

次
に
掲
げ
る
処
分
に
つ
い
て
は
、
行
政
不
服
審
査
法
（

と
が
で
き
な
い
。

昭
和
三
十
七
年
法
律
第
百
六
十
号
）
に
よ
る
不
服
申
立
て
を
す
る

こ
と
が
で
き
な
い
。

一
・
二

（
略
）

一
・
二

（
略
）
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○

投
資
信
託
及
び
投
資
法
人
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
百
九
十
八
号
）
（
第
二
十
三
条
関
係
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
委
員
会
の
命
令
に
対
す
る
審
査
請
求
）

（
委
員
会
の
命
令
に
対
す
る
不
服
申
立
て
）

第
二
百
二
十
五
条
の
二

委
員
会
が
前
条
第
二
項
又
は
第
三
項
の
規

第
二
百
二
十
五
条
の
二

委
員
会
が
前
条
第
二
項
又
は
第
三
項
の
規

定
に
よ
り
行
う
報
告
又
は
資
料
の
提
出
の
命
令
（
同
条
第
七
項
の

定
に
よ
り
行
う
報
告
又
は
資
料
の
提
出
の
命
令
（
同
条
第
七
項
の

規
定
に
よ
り
財
務
局
長
又
は
財
務
支
局
長
が
行
う
場
合
を
含
む
。

規
定
に
よ
り
財
務
局
長
又
は
財
務
支
局
長
が
行
う
場
合
を
含
む
。

）
に
つ
い
て
の
審
査
請
求
は
、
委
員
会
に
対
し
て
の
み
行
う
こ
と

）
に
つ
い
て
の
行
政
不
服
審
査
法
（
昭
和
三
十
七
年
法
律
第
百
六

が
で
き
る
。

十
号
）
に
よ
る
不
服
申
立
て
は
、
委
員
会
に
対
し
て
の
み
行
う
こ

と
が
で
き
る
。
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○

預
金
保
険
法
（
昭
和
四
十
六
年
法
律
第
三
十
四
号
）
（
第
二
十
四
条
関
係
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
証
券
取
引
等
監
視
委
員
会
に
対
す
る
審
査
請
求
）

（
証
券
取
引
等
監
視
委
員
会
に
対
す
る
不
服
申
立
て
）

第
百
三
十
九
条
の
二

証
券
取
引
等
監
視
委
員
会
が
前
条
第
二
項
の

第
百
三
十
九
条
の
二

証
券
取
引
等
監
視
委
員
会
が
前
条
第
二
項
の

規
定
に
よ
り
行
う
報
告
又
は
資
料
の
提
出
の
命
令
（
同
条
第
五
項

規
定
に
よ
り
行
う
報
告
又
は
資
料
の
提
出
の
命
令
（
同
条
第
五
項

の
規
定
に
よ
り
財
務
局
長
又
は
財
務
支
局
長
が
行
う
場
合
を
含
む

の
規
定
に
よ
り
財
務
局
長
又
は
財
務
支
局
長
が
行
う
場
合
を
含
む

。
）
に
つ
い
て
の
審
査
請
求
は
、
証
券
取
引
等
監
視
委
員
会
に
対

。
）
に
つ
い
て
の
行
政
不
服
審
査
法
（
昭
和
三
十
七
年
法
律
第
百

し
て
の
み
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

六
十
号
）
に
よ
る
不
服
申
立
て
は
、
証
券
取
引
等
監
視
委
員
会
に

対
し
て
の
み
行
う
こ
と
が
で
き
る
。
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○

貸
金
業
法
（
昭
和
五
十
八
年
法
律
第
三
十
二
号
）
（
第
二
十
五
条
関
係
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
指
定
試
験
機
関
が
し
た
処
分
等
に
係
る
審
査
請
求
）

（
指
定
試
験
機
関
が
し
た
処
分
等
に
係
る
審
査
請
求
）

第
二
十
四
条
の
二
十
四

指
定
試
験
機
関
が
行
う
試
験
事
務
に
係
る

第
二
十
四
条
の
二
十
四

指
定
試
験
機
関
が
行
う
試
験
事
務
に
係
る

処
分
又
は
そ
の
不
作
為
に
つ
い
て
は
、
内
閣
総
理
大
臣
に
対
し
、

処
分
又
は
そ
の
不
作
為
に
つ
い
て
は
、
内
閣
総
理
大
臣
に
対
し
、

審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
内
閣

行
政
不
服
審
査
法
（
昭
和
三
十
七
年
法
律
第
百
六
十
号
）
に
よ
る

総
理
大
臣
は
、
行
政
不
服
審
査
法
（
平
成
二
十
六
年
法
律
第

審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

号
）
第
二
十
五
条
第
二
項
及
び
第
三
項
、
第
四
十
六
条
第
一
項

及
び
第
二
項
、
第
四
十
七
条
並
び
に
第
四
十
九
条
第
三
項
の
規
定

の
適
用
に
つ
い
て
は
、
指
定
試
験
機
関
の
上
級
行
政
庁
と
み
な
す

。（
登
録
事
務
に
係
る
審
査
請
求
）

（
登
録
事
務
に
係
る
審
査
請
求
）

第
二
十
四
条
の
三
十
五

第
二
十
四
条
の
三
十
三
第
一
項
の
規
定
に

第
二
十
四
条
の
三
十
五

第
二
十
四
条
の
三
十
三
第
一
項
の
規
定
に

よ
り
登
録
事
務
を
行
う
協
会
の
第
二
十
四
条
の
二
十
六
第
一
項
の

よ
り
登
録
事
務
を
行
う
協
会
の
第
二
十
四
条
の
二
十
六
第
一
項
の

規
定
に
よ
る
主
任
者
登
録
の
申
請
に
係
る
不
作
為
若
し
く
は
第
二

規
定
に
よ
る
主
任
者
登
録
の
申
請
に
係
る
不
作
為
若
し
く
は
第
二

十
四
条
の
二
十
七
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
主
任
者
登
録
の
拒
否
又

十
四
条
の
二
十
七
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
主
任
者
登
録
の
拒
否
又

は
第
二
十
四
条
の
三
十
の
規
定
に
よ
る
主
任
者
登
録
の
取
消
し
に

は
第
二
十
四
条
の
三
十
の
規
定
に
よ
る
主
任
者
登
録
の
取
消
し
に

つ
い
て
不
服
が
あ
る
者
は
、
内
閣
総
理
大
臣
に
対
し
、
審
査
請
求

つ
い
て
不
服
が
あ
る
者
は
、
内
閣
総
理
大
臣
に
対
し
、
行
政
不
服

を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
内
閣
総
理
大
臣

審
査
法
に
よ
る
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

は
、
行
政
不
服
審
査
法
第
二
十
五
条
第
二
項
及
び
第
三
項
、
第
四

十
六
条
第
二
項
並
び
に
第
四
十
九
条
第
三
項
の
規
定
の
適
用
に
つ

い
て
は
、
協
会
の
上
級
行
政
庁
と
み
な
す
。
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○

資
産
の
流
動
化
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
年
法
律
第
百
五
号
）
（
第
二
十
六
条
関
係
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
委
員
会
の
命
令
に
対
す
る
審
査
請
求
）

（
委
員
会
の
命
令
に
対
す
る
不
服
申
立
て
）

第
二
百
九
十
一
条

委
員
会
が
前
条
第
二
項
又
は
第
三
項
の
規
定
に

第
二
百
九
十
一
条

委
員
会
が
前
条
第
二
項
又
は
第
三
項
の
規
定
に

よ
り
行
う
報
告
又
は
資
料
の
提
出
の
命
令
（
同
条
第
六
項
の
規
定

よ
り
行
う
報
告
又
は
資
料
の
提
出
の
命
令
（
同
条
第
六
項
の
規
定

に
よ
り
財
務
局
長
又
は
財
務
支
局
長
が
行
う
場
合
を
含
む
。
）
に

に
よ
り
財
務
局
長
又
は
財
務
支
局
長
が
行
う
場
合
を
含
む
。
）
に

つ
い
て
の
審
査
請
求
は
、
委
員
会
に
対
し
て
の
み
行
う
こ
と
が
で

つ
い
て
の
行
政
不
服
審
査
法
（
昭
和
三
十
七
年
法
律
第
百
六
十
号

き
る
。

）
に
よ
る
不
服
申
立
て
は
、
委
員
会
に
対
し
て
の
み
行
う
こ
と
が

で
き
る
。
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○

社
債
、
株
式
等
の
振
替
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
三
年
法
律
第
七
十
五
号
）
（
第
二
十
七
条
関
係
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
振
替
債
の
供
託
）

（
振
替
債
の
供
託
）

第
二
百
七
十
八
条

（
略
）

第
二
百
七
十
八
条

（
略
）

２
・
３

（
略
）

２
・
３

（
略
）

４

供
託
法
第
一
条
ノ
二
か
ら
第
一
条
ノ
九
ま
で
及
び
第
八
条
の
規

４

供
託
法
第
一
条
ノ
二
か
ら
第
一
条
ノ
八
ま
で
及
び
第
八
条
の
規

定
は
前
三
項
の
場
合
に
つ
い
て
、
同
法
第
三
条
の
規
定
は
第
二
項

定
は
前
三
項
の
場
合
に
つ
い
て
、
同
法
第
三
条
の
規
定
は
第
二
項

前
段
の
場
合
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お

前
段
の
場
合
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お

い
て
、
同
法
第
八
条
第
二
項
中
「
民
法
第
四
百
九
十
六
条
ノ
規
定

い
て
、
同
法
第
八
条
第
二
項
中
「
民
法
第
四
百
九
十
六
条
ノ
規
定

ニ
依
レ
ル
コ
ト
、
供
託
カ
錯
誤
ニ
出
テ
シ
コ
ト
」
と
あ
る
の
は
、

ニ
依
レ
ル
コ
ト
、
供
託
カ
錯
誤
ニ
出
テ
シ
コ
ト
」
と
あ
る
の
は
、

「
供
託
カ
錯
誤
ニ
出
テ
シ
コ
ト
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

「
供
託
カ
錯
誤
ニ
出
テ
シ
コ
ト
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

５

（
略
）

５

（
略
）

（
委
員
会
の
命
令
に
対
す
る
審
査
請
求
）

（
委
員
会
の
命
令
に
対
す
る
不
服
申
立
て
）

第
二
百
八
十
七
条

委
員
会
が
前
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
行
う
報

第
二
百
八
十
七
条

委
員
会
が
前
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
行
う
報

告
又
は
資
料
の
提
出
の
命
令
に
つ
い
て
の
審
査
請
求
は
、
委
員
会

告
又
は
資
料
の
提
出
の
命
令
に
つ
い
て
の
行
政
不
服
審
査
法
（
昭

に
対
し
て
の
み
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

和
三
十
七
年
法
律
第
百
六
十
号
）
に
よ
る
不
服
申
立
て
は
、
委
員

会
に
対
し
て
の
み
行
う
こ
と
が
で
き
る
。
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○

不
当
景
品
類
及
び
不
当
表
示
防
止
法
（
昭
和
三
十
七
年
法
律
第
百
三
十
四
号
）
（
第
二
十
八
条
関
係
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
権
限
の
委
任
等
）

（
権
限
の
委
任
等
）

第
十
二
条

（
略
）

第
十
二
条

（
略
）

２
～
９

（
略
）

２
～
９

（
略
）

第
六
項
の
場
合
に
お
い
て
、
証
券
取
引
等
監
視
委
員
会
が
行
う

第
六
項
の
場
合
に
お
い
て
、
証
券
取
引
等
監
視
委
員
会
が
行
う

10

10

報
告
又
は
物
件
の
提
出
の
命
令
（
第
八
項
の
規
定
に
よ
り
財
務
局

報
告
又
は
物
件
の
提
出
の
命
令
（
第
八
項
の
規
定
に
よ
り
財
務
局

長
又
は
財
務
支
局
長
が
行
う
場
合
を
含
む
。
）
に
つ
い
て
の
審
査

長
又
は
財
務
支
局
長
が
行
う
場
合
を
含
む
。
）
に
つ
い
て
の
行
政

請
求
は
、
証
券
取
引
等
監
視
委
員
会
に
対
し
て
の
み
行
う
こ
と
が

不
服
審
査
法
（
昭
和
三
十
七
年
法
律
第
百
六
十
号
）
に
よ
る
不
服

で
き
る
。

申
立
て
は
、
証
券
取
引
等
監
視
委
員
会
に
対
し
て
の
み
行
う
こ
と

が
で
き
る
。

（
略
）

（
略
）

11

11
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○

生
活
関
連
物
資
等
の
買
占
め
及
び
売
惜
し
み
に
対
す
る
緊
急
措
置
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
八
年
法
律
第
四
十
八
号
）

（
第
二
十
九
条
関
係
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
売
渡
し
に
関
す
る
指
示
及
び
命
令
）

（
売
渡
し
に
関
す
る
指
示
及
び
命
令
）

第
四
条

（
略
）

第
四
条

（
略
）

２
～
８

（
略
）

２
～
８

（
略
）

９

第
四
項
の
裁
定
に
つ
い
て
の
審
査
請
求
に
お
い
て
は
、
当
事
者

９

第
四
項
の
裁
定
に
つ
い
て
の
異
議
申
立
て
に
お
い
て
は
、
当
事

が
支
払
い
、
又
は
受
領
す
べ
き
金
額
に
つ
い
て
の
不
服
を
そ
の
裁

者
が
支
払
い
、
又
は
受
領
す
べ
き
金
額
に
つ
い
て
の
不
服
を
そ
の

定
に
つ
い
て
の
不
服
の
理
由
と
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

裁
定
に
つ
い
て
の
不
服
の
理
由
と
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
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○

健
康
増
進
法
（
平
成
十
四
年
法
律
第
百
三
号
）
（
第
三
十
条
関
係
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
再
審
査
請
求
等
）

（
再
審
査
請
求
）

第
三
十
三
条

第
二
十
七
条
第
一
項
（
第
二
十
九
条
第
二
項
に
お
い

第
三
十
三
条

第
二
十
七
条
第
一
項
（
第
二
十
九
条
第
二
項
及
び
前

て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
り
保
健
所
を
設
置
す

条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
り

る
市
又
は
特
別
区
の
長
が
行
う
処
分
に
つ
い
て
の
審
査
請
求
の
裁

保
健
所
を
設
置
す
る
市
又
は
特
別
区
の
長
が
行
う
処
分
に
つ
い
て

決
に
不
服
が
あ
る
者
は
、
内
閣
総
理
大
臣
に
対
し
て
再
審
査
請
求

の
審
査
請
求
の
裁
決
に
不
服
が
あ
る
者
は
、
内
閣
総
理
大
臣
に
対

を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

し
て
再
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

保
健
所
を
設
置
す
る
市
又
は
特
別
区
の
長
が
第
二
十
七
条
第
一

〔
新
設
〕

項
（
第
二
十
九
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）

の
規
定
に
よ
る
処
分
を
す
る
権
限
を
そ
の
補
助
機
関
で
あ
る
職
員

又
は
そ
の
管
理
に
属
す
る
行
政
機
関
の
長
に
委
任
し
た
場
合
に
お

い
て
、
委
任
を
受
け
た
職
員
又
は
行
政
機
関
の
長
が
そ
の
委
任
に

基
づ
い
て
し
た
処
分
に
つ
き
、
地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法

律
第
六
十
七
号
）
第
二
百
五
十
五
条
の
二
第
二
項
の
再
審
査
請
求

の
裁
決
が
あ
っ
た
と
き
は
、
当
該
裁
決
に
不
服
が
あ
る
者
は
、
同

法
第
二
百
五
十
二
条
の
十
七
の
四
第
五
項
か
ら
第
七
項
ま
で
の
規

定
の
例
に
よ
り
、
内
閣
総
理
大
臣
に
対
し
て
再
々
審
査
請
求
を
す

る
こ
と
が
で
き
る
。

（
事
務
の
区
分
）

（
事
務
の
区
分
）

第
三
十
四
条

第
十
条
第
三
項
、
第
十
一
条
第
一
項
、
第
二
十
六
条

第
三
十
四
条

第
十
条
第
三
項
、
第
十
一
条
第
一
項
、
第
二
十
六
条

第
二
項
及
び
第
二
十
七
条
第
一
項
（
第
二
十
九
条
第
二
項
に
お
い

第
二
項
及
び
第
二
十
七
条
第
一
項
（
第
二
十
九
条
第
二
項
に
お
い

て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
り
都
道
府
県
、
保
健

て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
り
都
道
府
県
、
保
健

所
を
設
置
す
る
市
又
は
特
別
区
が
処
理
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る

所
を
設
置
す
る
市
又
は
特
別
区
が
処
理
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る

事
務
は
、
地
方
自
治
法
第
二
条
第
九
項
第
一
号
に
規
定
す
る
第
一

事
務
は
、
地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第

号
法
定
受
託
事
務
と
す
る
。

二
条
第
九
項
第
一
号
に
規
定
す
る
第
一
号
法
定
受
託
事
務
と
す
る

。
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○

独
立
行
政
法
人
国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
法
（
平
成
十
四
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
（
第
三
十
一
条
関
係
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
審
査
請
求
及
び
行
政
事
件
訴
訟
の
制
限
）

（
異
議
申
立
て
及
び
行
政
事
件
訴
訟
の
制
限
）

第
三
十
八
条

こ
の
節
（
第
一
款
を
除
く
。
）
の
規
定
に
よ
る
処
分

第
三
十
八
条

こ
の
節
（
第
一
款
を
除
く
。
）
の
規
定
に
よ
る
処
分

又
は
そ
の
不
作
為
に
つ
い
て
は
、
審
査
請
求
及
び
行
政
事
件
訴
訟

に
つ
い
て
は
、
行
政
不
服
審
査
法
（
昭
和
三
十
七
年
法
律
第
百
六

法
（
昭
和
三
十
七
年
法
律
第
百
三
十
九
号
）
に
よ
る
訴
え
の
提
起

十
号
）
に
よ
る
異
議
申
立
て
及
び
行
政
事
件
訴
訟
法
（
昭
和
三
十

を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

七
年
法
律
第
百
三
十
九
号
）
に
よ
る
訴
え
の
提
起
を
す
る
こ
と
が

で
き
な
い
。
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○

食
品
表
示
法
（
平
成
二
十
五
年
法
律
第
七
十
号
）
（
第
三
十
二
条
関
係
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
再
審
査
請
求
等
）

（
再
審
査
請
求
）

第
十
六
条

前
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
保
健
所
を
設
置
す
る
市
の

第
十
六
条

前
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
保
健
所
を
設
置
す
る
市
の

市
長
又
は
特
別
区
の
区
長
が
し
た
処
分
（
地
方
自
治
法
第
二
条
第

市
長
又
は
特
別
区
の
区
長
が
し
た
処
分
（
地
方
自
治
法
第
二
条
第

九
項
第
一
号
に
規
定
す
る
第
一
号
法
定
受
託
事
務
（
次
項
に
お
い

九
項
第
一
号
に
規
定
す
る
第
一
号
法
定
受
託
事
務
に
係
る
も
の
に

て
単
に
「
第
一
号
法
定
受
託
事
務
」
と
い
う
。
）
に
係
る
も
の
に

限
る
。
）
に
つ
い
て
の
審
査
請
求
の
裁
決
に
不
服
が
あ
る
者
は
、

限
る
。
）
に
つ
い
て
の
審
査
請
求
の
裁
決
に
不
服
が
あ
る
者
は
、

内
閣
総
理
大
臣
に
対
し
て
再
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

内
閣
総
理
大
臣
に
対
し
て
再
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

保
健
所
を
設
置
す
る
市
又
は
特
別
区
の
長
が
前
条
第
五
項
の
規

〔
新
設
〕

定
に
よ
り
そ
の
行
う
こ
と
と
さ
れ
た
事
務
の
う
ち
第
一
号
法
定
受

託
事
務
に
係
る
処
分
を
す
る
権
限
を
そ
の
補
助
機
関
で
あ
る
職
員

又
は
そ
の
管
理
に
属
す
る
行
政
機
関
の
長
に
委
任
し
た
場
合
に
お

い
て
、
委
任
を
受
け
た
職
員
又
は
行
政
機
関
の
長
が
そ
の
委
任
に

基
づ
い
て
し
た
処
分
に
つ
き
、
地
方
自
治
法
第
二
百
五
十
五
条
の

二
第
二
項
の
再
審
査
請
求
の
裁
決
が
あ
っ
た
と
き
は
、
当
該
裁
決

に
不
服
が
あ
る
者
は
、
同
法
第
二
百
五
十
二
条
の
十
七
の
四
第
五

項
か
ら
第
七
項
ま
で
の
規
定
の
例
に
よ
り
、
内
閣
総
理
大
臣
に
対

し
て
再
々
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
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○

恩
給
法
（
大
正
十
二
年
法
律
第
四
十
八
号
）
（
第
三
十
三
条
関
係
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

第
十
三
条

行
政
上
ノ
処
分
ニ
因
リ
恩
給
ニ
関
ス
ル
権
利
ヲ
侵
害
セ

第
十
三
条

行
政
上
ノ
処
分
ニ
因
リ
恩
給
ニ
関
ス
ル
権
利
ヲ
侵
害
セ

ラ
レ
タ
リ
ト
ス
ル
者
ノ
為
ス
審
査
請
求
ニ
関
ス
ル
行
政
不
服
審
査

ラ
レ
タ
リ
ト
ス
ル
者
ノ
為
ス
異
議
申
立
ニ
関
ス
ル
行
政
不
服
審
査

法
（
平
成
二
十
六
年
法
律
第

号
）
第
十
八
条
第
一
項
本
文

法
（
昭
和
三
十
七
年
法
律
第
百
六
十
号
）
第
四
十
五
条
ノ
期
間
ハ

ノ
期
間
ハ
処
分
ノ
ア
リ
タ
ル
コ
ト
ヲ
知
リ
タ
ル
日
ノ
翌
日
ヨ
リ
起

処
分
ノ
ア
リ
タ
ル
コ
ト
ヲ
知
リ
タ
ル
日
ノ
翌
日
ヨ
リ
起
算
シ
テ
一

算
シ
テ
一
年
ト
ス

年
以
内
ト
ス

②
行
政
不
服
審
査
法
第
十
八
条
第
二
項
ノ
規
定
ハ
前
項
ノ
審
査
請
求

②
行
政
不
服
審
査
法
第
四
十
八
条
ノ
規
定
ニ
拘
ラ
ズ
同
法
第
十
四
条

ニ
関
シ
テ
ハ
之
ヲ
適
用
セ
ズ

第
三
項
ノ
規
定
ハ
前
項
ノ
異
議
申
立
ニ
関
シ
テ
ハ
之
ヲ
準
用
セ
ズ

第
十
五
条

総
務
大
臣
恩
給
ニ
関
ス
ル
行
政
上
ノ
処
分
又
ハ
其
ノ
不

第
十
五
条

総
務
大
臣
第
十
三
条
第
一
項
ノ
異
議
申
立
ノ
決
定
ヲ
為

作
為
ニ
関
ス
ル
審
査
請
求
ノ
裁
決
ヲ
為
ス
場
合
ニ
於
テ
ハ
審
議
会

ス
場
合
ニ
於
テ
ハ
審
議
会
等
（
国
家
行
政
組
織
法
（
昭
和
二
十
三

等
（
国
家
行
政
組
織
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
二
十
号
）
第

年
法
律
第
百
二
十
号
）
第
八
条
ニ
規
定
ス
ル
機
関
ヲ
謂
フ
）
ニ
シ

八
条
ニ
規
定
ス
ル
機
関
ヲ
謂
フ
）
ニ
シ
テ
政
令
ヲ
以
テ
定
ム
ル
モ

テ
政
令
ヲ
以
テ
定
ム
ル
モ
ノ
（
以
下
審
議
会
等
ト
称
ス
）
ニ
諮
問

ノ
（
以
下
審
議
会
等
ト
称
ス
）
ニ
諮
問
ス
ヘ
シ

ス
ヘ
シ

〔
削
除
〕

第
十
五
条
ノ
二

第
十
三
条
第
一
項
ニ
規
定
ス
ル
処
分
ノ
取
消
ノ
訴

ハ
当
該
処
分
ニ
付
テ
ノ
異
議
申
立
ニ
対
ス
ル
決
定
ヲ
経
タ
ル
後
ニ

非
ザ
レ
バ
之
ヲ
提
起
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
ズ
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○

地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
（
第
三
十
四
条
関
係
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

第
百
四
十
三
条

（
略
）

第
百
四
十
三
条

（
略
）

②

（
略
）

②

（
略
）

③

第
一
項
の
規
定
に
よ
る
決
定
に
つ
い
て
の
審
査
請
求
は
、
都
道

③

第
一
項
の
規
定
に
よ
る
決
定
に
不
服
が
あ
る
者
は
、
都
道
府
県

府
県
に
あ
つ
て
は
総
務
大
臣
、
市
町
村
に
あ
つ
て
は
都
道
府
県
知

に
あ
つ
て
は
総
務
大
臣
、
市
町
村
に
あ
つ
て
は
都
道
府
県
知
事
に

事
に
対
し
て
す
る
も
の
と
す
る
。

審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

④

前
項
の
審
査
請
求
に
関
す
る
行
政
不
服
審
査
法
（
平
成
二
十
六

④

前
項
の
審
査
請
求
に
関
す
る
行
政
不
服
審
査
法
（
昭
和
三
十
七

年
法
律
第

号
）
第
十
八
条
第
一
項
本
文
の
期
間
は
、
第
一

年
法
律
第
百
六
十
号
）
第
十
四
条
第
一
項
本
文
の
期
間
は
、
第
一

項
の
決
定
が
あ
つ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
二
十
一
日
と
す
る

項
の
決
定
が
あ
つ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
二
十
一
日
以
内
と

。

す
る
。

第
二
百
六
条

〔
削
除
〕

第
二
百
六
条

普
通
地
方
公
共
団
体
の
長
が
し
た
第
二
百
三
条
か
ら

第
二
百
四
条
ま
で
又
は
前
条
の
規
定
に
よ
る
給
与
そ
の
他
の
給
付

に
関
す
る
処
分
に
不
服
が
あ
る
者
は
、
法
律
に
特
別
の
定
め
が
あ

る
場
合
を
除
く
ほ
か
、
都
道
府
県
知
事
が
し
た
処
分
に
つ
い
て
は

総
務
大
臣
、
市
町
村
長
が
し
た
処
分
に
つ
い
て
は
都
道
府
県
知
事

に
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
は
、

異
議
申
立
て
を
す
る
こ
と
も
で
き
る
。

〔
削
除
〕

②

第
百
三
十
八
条
の
四
第
一
項
に
規
定
す
る
機
関
が
し
た
前
項
の

給
与
そ
の
他
の
給
付
に
関
す
る
処
分
に
不
服
が
あ
る
者
は
、
法
律

に
特
別
の
定
め
が
あ
る
場
合
を
除
く
ほ
か
、
当
該
普
通
地
方
公
共

団
体
の
長
に
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

普
通
地
方
公
共
団
体
の
長
以
外
の
機
関
が
し
た
第
二
百
三
条
か

③

普
通
地
方
公
共
団
体
の
長
及
び
前
項
に
規
定
す
る
機
関
以
外
の

ら
第
二
百
四
条
ま
で
又
は
前
条
の
規
定
に
よ
る
給
与
そ
の
他
の
給

機
関
が
し
た
第
一
項
の
給
与
そ
の
他
の
給
付
に
関
す
る
処
分
に
つ

付
に
関
す
る
処
分
に
つ
い
て
の
審
査
請
求
は
、
法
律
に
特
別
の
定

い
て
の
審
査
請
求
は
、
法
律
に
特
別
の
定
め
が
あ
る
場
合
を
除
く

め
が
あ
る
場
合
を
除
く
ほ
か
、
普
通
地
方
公
共
団
体
の
長
が
当
該

ほ
か
、
普
通
地
方
公
共
団
体
の
長
が
処
分
庁
の
直
近
上
級
行
政
庁

機
関
の
最
上
級
行
政
庁
で
な
い
場
合
に
お
い
て
も
、
当
該
普
通
地

で
な
い
場
合
に
お
い
て
も
、
当
該
普
通
地
方
公
共
団
体
の
長
に
対

方
公
共
団
体
の
長
に
対
し
て
す
る
も
の
と
す
る
。

し
て
す
る
も
の
と
す
る
。
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②

普
通
地
方
公
共
団
体
の
長
は
、
前
項
の
給
与
そ
の
他
の
給
付
に

④

普
通
地
方
公
共
団
体
の
長
は
、
第
一
項
の
給
与
そ
の
他
の
給
付

関
す
る
処
分
に
つ
い
て
の
審
査
請
求
が
あ
つ
た
と
き
は
、
議
会
に

に
関
す
る
処
分
に
つ
い
て
の
異
議
申
立
て
又
は
審
査
請
求
（
同
項

諮
問
し
て
こ
れ
を
決
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

に
規
定
す
る
審
査
請
求
を
除
く
。
）
が
あ
つ
た
と
き
は
、
議
会
に

諮
問
し
て
こ
れ
を
決
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

③

（
略
）

⑤

（
略
）

〔
削
除
〕

⑥

第
一
項
の
給
与
そ
の
他
の
給
付
に
関
す
る
処
分
に
つ
い
て
の
審

査
請
求
（
同
項
に
規
定
す
る
審
査
請
求
を
除
く
。
）
に
対
す
る
裁

決
に
不
服
が
あ
る
者
は
、
都
道
府
県
知
事
が
し
た
裁
決
に
つ
い
て

は
総
務
大
臣
、
市
町
村
長
が
し
た
裁
決
に
つ
い
て
は
都
道
府
県
知

事
に
再
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
分
担
金
等
の
徴
収
に
関
す
る
処
分
に
つ
い
て
の
審
査
請
求
）

（
分
担
金
等
の
徴
収
に
関
す
る
処
分
に
つ
い
て
の
不
服
申
立
て
）

第
二
百
二
十
九
条

〔
削
除
〕

第
二
百
二
十
九
条

第
百
三
十
八
条
の
四
第
一
項
に
規
定
す
る
機
関

が
し
た
使
用
料
又
は
手
数
料
の
徴
収
に
関
す
る
処
分
に
不
服
が
あ

る
者
は
、
当
該
普
通
地
方
公
共
団
体
の
長
に
審
査
請
求
を
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

普
通
地
方
公
共
団
体
の
長
以
外
の
機
関
が
し
た
分
担
金
、
使
用

２

前
項
に
規
定
す
る
機
関
以
外
の
機
関
が
し
た
分
担
金
、
使
用
料

料
、
加
入
金
又
は
手
数
料
の
徴
収
に
関
す
る
処
分
に
つ
い
て
の
審

、
加
入
金
又
は
手
数
料
の
徴
収
に
関
す
る
処
分
に
つ
い
て
の
審
査

査
請
求
は
、
普
通
地
方
公
共
団
体
の
長
が
当
該
機
関
の
最
上
級
行

請
求
は
、
普
通
地
方
公
共
団
体
の
長
が
処
分
庁
の
直
近
上
級
行
政

政
庁
で
な
い
場
合
に
お
い
て
も
、
当
該
普
通
地
方
公
共
団
体
の
長

庁
で
な
い
場
合
に
お
い
て
も
、
当
該
普
通
地
方
公
共
団
体
の
長
に

に
対
し
て
す
る
も
の
と
す
る
。

対
し
て
す
る
も
の
と
す
る
。

〔
削
除
〕

３

分
担
金
、
使
用
料
、
加
入
金
又
は
手
数
料
の
徴
収
に
関
す
る
処

分
に
つ
い
て
の
審
査
請
求
又
は
異
議
申
立
て
に
関
す
る
行
政
不
服

審
査
法
第
十
四
条
第
一
項
本
文
又
は
第
四
十
五
条
の
期
間
は
、
当

該
処
分
を
受
け
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
三
十
日
以
内
と
す
る

。

２

普
通
地
方
公
共
団
体
の
長
は
、
分
担
金
、
使
用
料
、
加
入
金
又

４

普
通
地
方
公
共
団
体
の
長
は
、
前
項
の
処
分
に
つ
い
て
の
審
査

は
手
数
料
の
徴
収
に
関
す
る
処
分
に
つ
い
て
の
審
査
請
求
が
あ
つ

請
求
又
は
異
議
申
立
て
が
あ
つ
た
と
き
は
、
議
会
に
諮
問
し
て
こ

た
と
き
は
、
議
会
に
諮
問
し
て
こ
れ
を
決
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

れ
を
決
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

い
。

３

（
略
）

５

（
略
）

４

第
二
項
の
審
査
請
求
に
対
す
る
裁
決
を
受
け
た
後
で
な
け
れ
ば

６

第
四
項
の
審
査
請
求
又
は
異
議
申
立
て
に
対
す
る
裁
決
又
は
決
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、
同
項
の
処
分
に
つ
い
て
は
、
裁
判
所
に
出
訴
す
る
こ
と
が
で
き

定
を
受
け
た
後
で
な
け
れ
ば
、
第
三
項
の
処
分
に
つ
い
て
は
、
裁

な
い
。

判
所
に
出
訴
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

（
督
促
、
滞
納
処
分
等
）

（
督
促
、
滞
納
処
分
等
）

第
二
百
三
十
一
条
の
三

（
略
）

第
二
百
三
十
一
条
の
三

（
略
）

２
～
４

（
略
）

２
～
４

（
略
）

５

普
通
地
方
公
共
団
体
の
長
以
外
の
機
関
が
し
た
前
各
項
の
規
定

５

普
通
地
方
公
共
団
体
の
長
以
外
の
機
関
が
し
た
前
四
項
の
規
定

に
よ
る
処
分
に
つ
い
て
の
審
査
請
求
は
、
普
通
地
方
公
共
団
体
の

に
よ
る
処
分
に
つ
い
て
の
審
査
請
求
は
、
普
通
地
方
公
共
団
体
の

長
が
当
該
機
関
の
最
上
級
行
政
庁
で
な
い
場
合
に
お
い
て
も
、
当

長
が
処
分
庁
の
直
近
上
級
行
政
庁
で
な
い
場
合
に
お
い
て
も
、
当

該
普
通
地
方
公
共
団
体
の
長
に
対
し
て
す
る
も
の
と
す
る
。

該
普
通
地
方
公
共
団
体
の
長
に
対
し
て
す
る
も
の
と
す
る
。

６

第
三
項
の
規
定
に
よ
り
普
通
地
方
公
共
団
体
の
長
が
地
方
税
の

６

第
一
項
か
ら
第
四
項
ま
で
の
規
定
に
よ
る
処
分
に
つ
い
て
の
審

滞
納
処
分
の
例
に
よ
り
行
う
処
分
に
つ
い
て
の
審
査
請
求
に
つ
い

査
請
求
又
は
異
議
申
立
て
に
関
す
る
行
政
不
服
審
査
法
第
十
四
条

て
は
、
地
方
税
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
二
十
六
号
）
第

第
一
項
本
文
又
は
第
四
十
五
条
の
期
間
は
、
当
該
処
分
を
受
け
た

十
九
条
の
四
の
規
定
を
準
用
す
る
。

日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
三
十
日
以
内
と
す
る
。

７

普
通
地
方
公
共
団
体
の
長
は
、
第
一
項
か
ら
第
四
項
ま
で
の
規

７

普
通
地
方
公
共
団
体
の
長
は
、
第
一
項
か
ら
第
四
項
ま
で
の
規

定
に
よ
る
処
分
に
つ
い
て
の
審
査
請
求
が
あ
つ
た
と
き
は
、
議
会

定
に
よ
る
処
分
に
つ
い
て
の
審
査
請
求
又
は
異
議
申
立
て
が
あ
つ

に
諮
問
し
て
こ
れ
を
決
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

た
と
き
は
、
議
会
に
諮
問
し
て
こ
れ
を
決
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

８

（
略
）

８

（
略
）

９

第
七
項
の
審
査
請
求
に
対
す
る
裁
決
を
受
け
た
後
で
な
け
れ
ば

９

第
七
項
の
審
査
請
求
又
は
異
議
申
立
て
に
対
す
る
裁
決
又
は
決

、
第
一
項
か
ら
第
四
項
ま
で
の
規
定
に
よ
る
処
分
に
つ
い
て
は
、

定
を
受
け
た
後
で
な
け
れ
ば
、
第
一
項
か
ら
第
四
項
ま
で
の
規
定

裁
判
所
に
出
訴
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

に
よ
る
処
分
に
つ
い
て
は
、
裁
判
所
に
出
訴
す
る
こ
と
が
で
き
な

い
。

・

（
略
）

・

（
略
）

10

11

10

11

（
行
政
財
産
を
使
用
す
る
権
利
に
関
す
る
処
分
に
つ
い
て
の
審
査

（
行
政
財
産
を
使
用
す
る
権
利
に
関
す
る
処
分
に
つ
い
て
の
不
服

請
求
）

申
立
て
）

第
二
百
三
十
八
条
の
七

〔
削
除
〕

第
二
百
三
十
八
条
の
七

第
二
百
三
十
八
条
の
四
の
規
定
に
よ
り
普

通
地
方
公
共
団
体
の
長
が
し
た
行
政
財
産
を
使
用
す
る
権
利
に
関

す
る
処
分
に
不
服
が
あ
る
者
は
、
都
道
府
県
知
事
が
し
た
処
分
に

つ
い
て
は
総
務
大
臣
、
市
町
村
長
が
し
た
処
分
に
つ
い
て
は
都
道

府
県
知
事
に
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お

い
て
は
、
異
議
申
立
て
を
す
る
こ
と
も
で
き
る
。
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〔
削
除
〕

２

第
二
百
三
十
八
条
の
四
の
規
定
に
よ
り
普
通
地
方
公
共
団
体
の

委
員
会
が
し
た
行
政
財
産
を
使
用
す
る
権
利
に
関
す
る
処
分
に
不

服
が
あ
る
者
は
、
当
該
普
通
地
方
公
共
団
体
の
長
に
審
査
請
求
を

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
二
百
三
十
八
条
の
四
の
規
定
に
よ
り
普
通
地
方
公
共
団
体
の

３

第
二
百
三
十
八
条
の
四
の
規
定
に
よ
り
普
通
地
方
公
共
団
体
の

長
以
外
の
機
関
が
し
た
行
政
財
産
を
使
用
す
る
権
利
に
関
す
る
処

長
及
び
委
員
会
以
外
の
機
関
が
し
た
行
政
財
産
を
使
用
す
る
権
利

分
に
つ
い
て
の
審
査
請
求
は
、
普
通
地
方
公
共
団
体
の
長
が
当
該

に
関
す
る
処
分
に
つ
い
て
の
審
査
請
求
は
、
普
通
地
方
公
共
団
体

機
関
の
最
上
級
行
政
庁
で
な
い
場
合
に
お
い
て
も
、
当
該
普
通
地

の
長
が
処
分
庁
の
直
近
上
級
行
政
庁
で
な
い
場
合
に
お
い
て
も
、

方
公
共
団
体
の
長
に
対
し
て
す
る
も
の
と
す
る
。

当
該
普
通
地
方
公
共
団
体
の
長
に
対
し
て
す
る
も
の
と
す
る
。

２

普
通
地
方
公
共
団
体
の
長
は
、
行
政
財
産
を
使
用
す
る
権
利
に

４

普
通
地
方
公
共
団
体
の
長
は
、
行
政
財
産
を
使
用
す
る
権
利
に

関
す
る
処
分
に
つ
い
て
の
審
査
請
求
が
あ
つ
た
と
き
は
、
議
会
に

関
す
る
処
分
に
つ
い
て
の
異
議
申
立
て
又
は
審
査
請
求
（
第
一
項

諮
問
し
て
こ
れ
を
決
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

に
規
定
す
る
審
査
請
求
を
除
く
。
）
が
あ
つ
た
と
き
は
、
議
会
に

諮
問
し
て
こ
れ
を
決
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

（
略
）

５

（
略
）

〔
削
除
〕

６

行
政
財
産
を
使
用
す
る
権
利
に
関
す
る
処
分
に
つ
い
て
の
審
査

請
求
（
第
一
項
に
規
定
す
る
審
査
請
求
を
除
く
。
）
に
対
す
る
裁

決
に
不
服
が
あ
る
者
は
、
都
道
府
県
知
事
が
し
た
裁
決
に
つ
い
て

は
総
務
大
臣
、
市
町
村
長
が
し
た
裁
決
に
つ
い
て
は
都
道
府
県
知

事
に
再
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
債
権
）

（
債
権
）

第
二
百
四
十
条

（
略
）

第
二
百
四
十
条

（
略
）

２
・
３

（
略
）

２
・
３

（
略
）

４

前
二
項
の
規
定
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
債
権
に
つ
い
て
は
、

４

前
二
項
の
規
定
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
債
権
に
つ
い
て
は
、

こ
れ
を
適
用
し
な
い
。

こ
れ
を
適
用
し
な
い
。

一

地
方
税
法
の
規
定
に
基
づ
く
徴
収
金
に
係
る
債
権

一

地
方
税
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
二
十
六
号
）
の
規

定
に
基
づ
く
徴
収
金
に
係
る
債
権

二
～
八

（
略
）

二
～
八

（
略
）

（
職
員
の
賠
償
責
任
）

（
職
員
の
賠
償
責
任
）

第
二
百
四
十
三
条
の
二

（
略
）

第
二
百
四
十
三
条
の
二

（
略
）

２
～
９

（
略
）

２
～
９

（
略
）

〔
削
除
〕

第
三
項
の
規
定
に
よ
る
処
分
に
不
服
が
あ
る
者
は
、
都
道
府
県

10
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知
事
が
し
た
処
分
に
つ
い
て
は
総
務
大
臣
、
市
町
村
長
が
し
た
処

分
に
つ
い
て
は
都
道
府
県
知
事
に
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
は
、
異
議
申
立
て
を
す
る
こ
と
も
で
き

る
。

第
二
百
四
十
二
条
の
二
第
一
項
第
四
号
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ

前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
第
二
百
四
十
二
条
の
二
第
一
項

10

11

る
訴
訟
の
判
決
に
従
い
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
処
分
が
な
さ
れ
た

第
四
号
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
る
訴
訟
の
判
決
に
従
い
第
三
項
の

場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
処
分
に
つ
い
て
は
、
審
査
請
求
を
す
る

規
定
に
よ
る
処
分
が
な
さ
れ
た
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
処
分
に

こ
と
が
で
き
な
い
。

つ
い
て
は
、
行
政
不
服
審
査
法
に
よ
る
不
服
申
立
て
を
す
る
こ
と

が
で
き
な
い
。

普
通
地
方
公
共
団
体
の
長
は
、
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
処
分
に

普
通
地
方
公
共
団
体
の
長
は
、
第
十
項
の
規
定
に
よ
る
異
議
申

11

12

つ
い
て
の
審
査
請
求
が
あ
つ
た
と
き
は
、
議
会
に
諮
問
し
て
こ
れ

立
て
が
あ
つ
た
と
き
は
、
議
会
に
諮
問
し
て
こ
れ
を
決
定
し
な
け

を
決
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

れ
ば
な
ら
な
い
。

（
略
）

（
略
）

12

13

（
略
）

（
略
）

13

14

（
公
の
施
設
を
利
用
す
る
権
利
に
関
す
る
処
分
に
つ
い
て
の
審
査

（
公
の
施
設
を
利
用
す
る
権
利
に
関
す
る
処
分
に
つ
い
て
の
不
服

請
求
）

申
立
て
）

第
二
百
四
十
四
条
の
四

〔
削
除
〕

第
二
百
四
十
四
条
の
四

普
通
地
方
公
共
団
体
の
長
が
し
た
公
の
施

設
を
利
用
す
る
権
利
に
関
す
る
処
分
に
不
服
が
あ
る
者
は
、
都
道

府
県
知
事
が
し
た
処
分
に
つ
い
て
は
総
務
大
臣
、
市
町
村
長
が
し

た
処
分
に
つ
い
て
は
都
道
府
県
知
事
に
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が

で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
は
、
異
議
申
立
て
を
す
る
こ
と
も

で
き
る
。

〔
削
除
〕

２

第
百
三
十
八
条
の
四
第
一
項
に
規
定
す
る
機
関
が
し
た
公
の
施

設
を
利
用
す
る
権
利
に
関
す
る
処
分
に
不
服
が
あ
る
者
は
、
当
該

普
通
地
方
公
共
団
体
の
長
に
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

普
通
地
方
公
共
団
体
の
長
以
外
の
機
関
（
指
定
管
理
者
を
含
む

３

普
通
地
方
公
共
団
体
の
長
及
び
前
項
に
規
定
す
る
機
関
以
外
の

。
）
が
し
た
公
の
施
設
を
利
用
す
る
権
利
に
関
す
る
処
分
に
つ
い

機
関
（
指
定
管
理
者
を
含
む
。
）
が
し
た
公
の
施
設
を
利
用
す
る

て
の
審
査
請
求
は
、
普
通
地
方
公
共
団
体
の
長
が
当
該
機
関
の
最

権
利
に
関
す
る
処
分
に
つ
い
て
の
審
査
請
求
は
、
普
通
地
方
公
共

上
級
行
政
庁
で
な
い
場
合
に
お
い
て
も
、
当
該
普
通
地
方
公
共
団

団
体
の
長
が
処
分
庁
の
直
近
上
級
行
政
庁
で
な
い
場
合
に
お
い
て

体
の
長
に
対
し
て
す
る
も
の
と
す
る
。

も
、
当
該
普
通
地
方
公
共
団
体
の
長
に
対
し
て
す
る
も
の
と
す
る

。
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２

普
通
地
方
公
共
団
体
の
長
は
、
公
の
施
設
を
利
用
す
る
権
利
に

４

普
通
地
方
公
共
団
体
の
長
は
、
公
の
施
設
を
利
用
す
る
権
利
に

関
す
る
処
分
に
つ
い
て
の
審
査
請
求
が
あ
つ
た
と
き
は
、
議
会
に

関
す
る
処
分
に
つ
い
て
の
異
議
申
立
て
又
は
審
査
請
求
（
第
一
項

諮
問
し
て
こ
れ
を
決
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

に
規
定
す
る
審
査
請
求
を
除
く
。
）
が
あ
つ
た
と
き
は
、
議
会
に

諮
問
し
て
こ
れ
を
決
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

（
略
）

５

（
略
）

〔
削
除
〕

６

公
の
施
設
を
利
用
す
る
権
利
に
関
す
る
処
分
に
つ
い
て
の
審
査

請
求
（
第
一
項
に
規
定
す
る
審
査
請
求
を
除
く
。
）
に
対
す
る
裁

決
に
不
服
が
あ
る
者
は
、
都
道
府
県
知
事
が
し
た
裁
決
に
つ
い
て

は
総
務
大
臣
、
市
町
村
長
が
し
た
裁
決
に
つ
い
て
は
都
道
府
県
知

事
に
再
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
関
与
の
意
義
）

（
関
与
の
意
義
）

第
二
百
四
十
五
条

本
章
に
お
い
て
「
普
通
地
方
公
共
団
体
に
対
す

第
二
百
四
十
五
条

本
章
に
お
い
て
「
普
通
地
方
公
共
団
体
に
対
す

る
国
又
は
都
道
府
県
の
関
与
」
と
は
、
普
通
地
方
公
共
団
体
の
事

る
国
又
は
都
道
府
県
の
関
与
」
と
は
、
普
通
地
方
公
共
団
体
の
事

務
の
処
理
に
関
し
、
国
の
行
政
機
関
（
内
閣
府
設
置
法
（
平
成
十

務
の
処
理
に
関
し
、
国
の
行
政
機
関
（
内
閣
府
設
置
法
（
平
成
十

一
年
法
律
第
八
十
九
号
）
第
四
条
第
三
項
に
規
定
す
る
事
務
を
つ

一
年
法
律
第
八
十
九
号
）
第
四
条
第
三
項
に
規
定
す
る
事
務
を
つ

か
さ
ど
る
機
関
た
る
内
閣
府
、
宮
内
庁
、
同
法
第
四
十
九
条
第
一

か
さ
ど
る
機
関
た
る
内
閣
府
、
宮
内
庁
、
同
法
第
四
十
九
条
第
一

項
若
し
く
は
第
二
項
に
規
定
す
る
機
関
、
国
家
行
政
組
織
法
（
昭

項
若
し
く
は
第
二
項
に
規
定
す
る
機
関
、
国
家
行
政
組
織
法
（
昭

和
二
十
三
年
法
律
第
百
二
十
号
）
第
三
条
第
二
項
に
規
定
す
る
機

和
二
十
三
年
法
律
第
百
二
十
号
）
第
三
条
第
二
項
に
規
定
す
る
機

関
、
法
律
の
規
定
に
基
づ
き
内
閣
の
所
轄
の
下
に
置
か
れ
る
機
関

関
、
法
律
の
規
定
に
基
づ
き
内
閣
の
所
轄
の
下
に
置
か
れ
る
機
関

又
は
こ
れ
ら
に
置
か
れ
る
機
関
を
い
う
。
以
下
本
章
に
お
い
て
同

又
は
こ
れ
ら
に
置
か
れ
る
機
関
を
い
う
。
以
下
本
章
に
お
い
て
同

じ
。
）
又
は
都
道
府
県
の
機
関
が
行
う
次
に
掲
げ
る
行
為
（
普
通

じ
。
）
又
は
都
道
府
県
の
機
関
が
行
う
次
に
掲
げ
る
行
為
（
普
通

地
方
公
共
団
体
が
そ
の
固
有
の
資
格
に
お
い
て
当
該
行
為
の
名
あ

地
方
公
共
団
体
が
そ
の
固
有
の
資
格
に
お
い
て
当
該
行
為
の
名
あ

て
人
と
な
る
も
の
に
限
り
、
国
又
は
都
道
府
県
の
普
通
地
方
公
共

て
人
と
な
る
も
の
に
限
り
、
国
又
は
都
道
府
県
の
普
通
地
方
公
共

団
体
に
対
す
る
支
出
金
の
交
付
及
び
返
還
に
係
る
も
の
を
除
く
。

団
体
に
対
す
る
支
出
金
の
交
付
及
び
返
還
に
係
る
も
の
を
除
く
。

）
を
い
う
。

）
を
い
う
。

一
・
二

（
略
）

一
・
二

（
略
）

三

前
二
号
に
掲
げ
る
行
為
の
ほ
か
、
一
定
の
行
政
目
的
を
実
現

三

前
二
号
に
掲
げ
る
行
為
の
ほ
か
、
一
定
の
行
政
目
的
を
実
現

す
る
た
め
普
通
地
方
公
共
団
体
に
対
し
て
具
体
的
か
つ
個
別
的

す
る
た
め
普
通
地
方
公
共
団
体
に
対
し
て
具
体
的
か
つ
個
別
的

に
関
わ
る
行
為
（
相
反
す
る
利
害
を
有
す
る
者
の
間
の
利
害
の

に
関
わ
る
行
為
（
相
反
す
る
利
害
を
有
す
る
者
の
間
の
利
害
の

調
整
を
目
的
と
し
て
さ
れ
る
裁
定
そ
の
他
の
行
為
（
そ
の
双
方

調
整
を
目
的
と
し
て
さ
れ
る
裁
定
そ
の
他
の
行
為
（
そ
の
双
方

を
名
あ
て
人
と
す
る
も
の
に
限
る
。
）
及
び
審
査
請
求
そ
の
他

を
名
あ
て
人
と
す
る
も
の
に
限
る
。
）
及
び
審
査
請
求
、
異
議
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の
不
服
申
立
て
に
対
す
る
裁
決
、
決
定
そ
の
他
の
行
為
を
除
く

申
立
て
そ
の
他
の
不
服
申
立
て
に
対
す
る
裁
決
、
決
定
そ
の
他

。
）

の
行
為
を
除
く
。
）

（
自
治
紛
争
処
理
委
員
）

（
自
治
紛
争
処
理
委
員
）

第
二
百
五
十
一
条

自
治
紛
争
処
理
委
員
は
、
こ
の
法
律
の
定
め
る

第
二
百
五
十
一
条

自
治
紛
争
処
理
委
員
は
、
こ
の
法
律
の
定
め
る

と
こ
ろ
に
よ
り
、
普
通
地
方
公
共
団
体
相
互
の
間
又
は
普
通
地
方

と
こ
ろ
に
よ
り
、
普
通
地
方
公
共
団
体
相
互
の
間
又
は
普
通
地
方

公
共
団
体
の
機
関
相
互
の
間
の
紛
争
の
調
停
、
普
通
地
方
公
共
団

公
共
団
体
の
機
関
相
互
の
間
の
紛
争
の
調
停
、
普
通
地
方
公
共
団

体
に
対
す
る
国
又
は
都
道
府
県
の
関
与
の
う
ち
都
道
府
県
の
機
関

体
に
対
す
る
国
又
は
都
道
府
県
の
関
与
の
う
ち
都
道
府
県
の
機
関

が
行
う
も
の
（
以
下
本
節
に
お
い
て
「
都
道
府
県
の
関
与
」
と
い

が
行
う
も
の
（
以
下
本
節
に
お
い
て
「
都
道
府
県
の
関
与
」
と
い

う
。
）
に
関
す
る
審
査
及
び
第
百
四
十
三
条
第
三
項
（
第
百
八
十

う
。
）
に
関
す
る
審
査
及
び
こ
の
法
律
の
規
定
に
よ
る
審
査
請
求

条
の
五
第
八
項
及
び
第
百
八
十
四
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る

、
再
審
査
請
求
、
審
査
の
申
立
て
又
は
審
決
の
申
請
に
係
る
審
理

場
合
を
含
む
。
）
の
審
査
請
求
又
は
こ
の
法
律
の
規
定
に
よ
る
審

を
処
理
す
る
。

査
の
申
立
て
若
し
く
は
審
決
の
申
請
に
係
る
審
理
を
処
理
す
る
。

２

（
略
）

２

（
略
）

３

自
治
紛
争
処
理
委
員
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る

３

自
治
紛
争
処
理
委
員
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る

と
き
は
、
そ
の
職
を
失
う
。

と
き
は
、
そ
の
職
を
失
う
。

一
～
五

（
略
）

一
～
五

（
略
）

六

第
二
百
五
十
五
条
の
五
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
審
理
に
係
る

六

第
二
百
五
十
五
条
の
五
の
規
定
に
よ
る
審
理
に
係
る
審
査
請

審
査
請
求
、
審
査
の
申
立
て
又
は
審
決
の
申
請
を
し
た
者
が
、

求
、
再
審
査
請
求
、
審
査
の
申
立
て
又
は
審
決
の
申
請
を
し
た

当
該
審
査
請
求
、
審
査
の
申
立
て
又
は
審
決
の
申
請
を
取
り
下

者
が
、
当
該
審
査
請
求
、
再
審
査
請
求
、
審
査
の
申
立
て
又
は

げ
た
と
き
。

審
決
の
申
請
を
取
り
下
げ
た
と
き
。

七

第
二
百
五
十
五
条
の
五
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
審
理
を
経
て

七

第
二
百
五
十
五
条
の
五
の
規
定
に
よ
る
審
理
を
経
て
、
総
務

、
総
務
大
臣
又
は
都
道
府
県
知
事
が
審
査
請
求
に
対
す
る
裁
決

大
臣
又
は
都
道
府
県
知
事
が
審
査
請
求
若
し
く
は
再
審
査
請
求

を
し
、
審
査
の
申
立
て
に
対
す
る
裁
決
若
し
く
は
裁
定
を
し
、

に
対
す
る
裁
決
を
し
、
審
査
の
申
立
て
に
対
す
る
裁
決
若
し
く

又
は
審
決
を
し
た
と
き
。

は
裁
定
を
し
、
又
は
審
決
を
し
た
と
き
。

４
・
５

（
略
）

４
・
５

（
略
）

（
是
正
の
要
求
等
の
特
則
）

（
是
正
の
要
求
等
の
特
則
）

第
二
百
五
十
二
条
の
十
七
の
四

（
略
）

第
二
百
五
十
二
条
の
十
七
の
四

（
略
）

２
・
３

（
略
）

２
・
３

（
略
）

４

第
二
百
五
十
二
条
の
十
七
の
二
第
一
項
の
条
例
の
定
め
る
と
こ

４

第
二
百
五
十
二
条
の
十
七
の
二
第
一
項
の
条
例
の
定
め
る
と
こ

ろ
に
よ
り
市
町
村
が
処
理
す
る
こ
と
と
さ
れ
た
事
務
の
う
ち
法
定

ろ
に
よ
り
市
町
村
が
処
理
す
る
こ
と
と
さ
れ
た
事
務
の
う
ち
法
定

受
託
事
務
に
係
る
市
町
村
長
の
処
分
に
つ
い
て
の
第
二
百
五
十
五

受
託
事
務
に
係
る
市
町
村
長
の
処
分
に
つ
い
て
の
第
二
百
五
十
五
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条
の
二
第
一
項
の
審
査
請
求
の
裁
決
に
不
服
が
あ
る
者
は
、
当
該

条
の
二
の
規
定
に
よ
る
審
査
請
求
の
裁
決
に
不
服
が
あ
る
者
は
、

処
分
に
係
る
事
務
を
規
定
す
る
法
律
又
は
こ
れ
に
基
づ
く
政
令
を

当
該
処
分
に
係
る
事
務
を
規
定
す
る
法
律
又
は
こ
れ
に
基
づ
く
政

所
管
す
る
各
大
臣
に
対
し
て
再
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る

令
を
所
管
す
る
各
大
臣
に
対
し
て
再
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で

。

き
る
。

５

市
町
村
長
が
第
二
百
五
十
二
条
の
十
七
の
二
第
一
項
の
条
例
の

〔
新
設
〕

定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
市
町
村
が
処
理
す
る
こ
と
と
さ
れ
た
事
務

の
う
ち
法
定
受
託
事
務
に
係
る
処
分
を
す
る
権
限
を
そ
の
補
助
機

関
で
あ
る
職
員
又
は
そ
の
管
理
に
属
す
る
行
政
機
関
の
長
に
委
任

し
た
場
合
に
お
い
て
、
委
任
を
受
け
た
職
員
又
は
行
政
機
関
の
長

が
そ
の
委
任
に
基
づ
い
て
し
た
処
分
に
つ
き
、
第
二
百
五
十
五
条

の
二
第
二
項
の
再
審
査
請
求
の
裁
決
が
あ
つ
た
と
き
は
、
当
該
裁

決
に
不
服
が
あ
る
者
は
、
再
々
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る

。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
再
々
審
査
請
求
は
、
当
該
処
分
に
係
る

再
審
査
請
求
若
し
く
は
審
査
請
求
の
裁
決
又
は
当
該
処
分
を
対
象

と
し
て
、
当
該
処
分
に
係
る
事
務
を
規
定
す
る
法
律
又
は
こ
れ
に

基
づ
く
政
令
を
所
管
す
る
各
大
臣
に
対
し
て
す
る
も
の
と
す
る
。

６

前
項
の
再
々
審
査
請
求
に
つ
い
て
は
、
行
政
不
服
審
査
法
第
四

〔
新
設
〕

章
の
規
定
を
準
用
す
る
。

７

前
項
に
お
い
て
準
用
す
る
行
政
不
服
審
査
法
の
規
定
に
基
づ
く

〔
新
設
〕

処
分
及
び
そ
の
不
作
為
に
つ
い
て
は
、
行
政
不
服
審
査
法
第
二
条

及
び
第
三
条
の
規
定
は
、
適
用
し
な
い
。

第
二
百
五
十
五
条
の
二

法
定
受
託
事
務
に
係
る
次
の
各
号
に
掲
げ

第
二
百
五
十
五
条
の
二

他
の
法
律
に
特
別
の
定
め
が
あ
る
場
合
を

る
処
分
及
び
そ
の
不
作
為
に
つ
い
て
の
審
査
請
求
は
、
他
の
法
律

除
く
ほ
か
、
法
定
受
託
事
務
に
係
る
処
分
又
は
不
作
為
に
不
服
の

に
特
別
の
定
め
が
あ
る
場
合
を
除
く
ほ
か
、
当
該
各
号
に
定
め
る

あ
る
者
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定

者
に
対
し
て
す
る
も
の
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
不
作
為

め
る
者
に
対
し
て
、
行
政
不
服
審
査
法
に
よ
る
審
査
請
求
を
す
る

に
つ
い
て
の
審
査
請
求
は
、
他
の
法
律
に
特
別
の
定
め
が
あ
る
場

こ
と
が
で
き
る
。

合
を
除
く
ほ
か
、
当
該
各
号
に
定
め
る
者
に
代
え
て
、
当
該
不
作

為
に
係
る
執
行
機
関
に
対
し
て
す
る
こ
と
も
で
き
る
。

一

都
道
府
県
知
事
そ
の
他
の
都
道
府
県
の
執
行
機
関
の
処
分

一

都
道
府
県
知
事
そ
の
他
の
都
道
府
県
の
執
行
機
関
の
処
分
又

当
該
処
分
に
係
る
事
務
を
規
定
す
る
法
律
又
は
こ
れ
に
基
づ
く

は
不
作
為

当
該
処
分
又
は
不
作
為
に
係
る
事
務
を
規
定
す
る

政
令
を
所
管
す
る
各
大
臣

法
律
又
は
こ
れ
に
基
づ
く
政
令
を
所
管
す
る
各
大
臣
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二

市
町
村
長
そ
の
他
の
市
町
村
の
執
行
機
関
（
教
育
委
員
会
及

二

市
町
村
長
そ
の
他
の
市
町
村
の
執
行
機
関
（
教
育
委
員
会
及

び
選
挙
管
理
委
員
会
を
除
く
。
）
の
処
分

都
道
府
県
知
事

び
選
挙
管
理
委
員
会
を
除
く
。
）
の
処
分
又
は
不
作
為

都
道

府
県
知
事

三

市
町
村
教
育
委
員
会
の
処
分

都
道
府
県
教
育
委
員
会

三

市
町
村
教
育
委
員
会
の
処
分
又
は
不
作
為

都
道
府
県
教
育

委
員
会

四

市
町
村
選
挙
管
理
委
員
会
の
処
分

都
道
府
県
選
挙
管
理
委

四

市
町
村
選
挙
管
理
委
員
会
の
処
分
又
は
不
作
為

都
道
府
県

員
会

選
挙
管
理
委
員
会

２

普
通
地
方
公
共
団
体
の
長
そ
の
他
の
執
行
機
関
が
法
定
受
託
事

〔
新
設
〕

務
に
係
る
処
分
を
す
る
権
限
を
当
該
執
行
機
関
の
事
務
を
補
助
す

る
職
員
若
し
く
は
当
該
執
行
機
関
の
管
理
に
属
す
る
機
関
の
職
員

又
は
当
該
執
行
機
関
の
管
理
に
属
す
る
行
政
機
関
の
長
に
委
任
し

た
場
合
に
お
い
て
、
委
任
を
受
け
た
職
員
又
は
行
政
機
関
の
長
が

そ
の
委
任
に
基
づ
い
て
し
た
処
分
に
係
る
審
査
請
求
に
つ
き
、
当

該
委
任
を
し
た
執
行
機
関
が
裁
決
を
し
た
と
き
は
、
他
の
法
律
に

特
別
の
定
め
が
あ
る
場
合
を
除
く
ほ
か
、
当
該
裁
決
に
不
服
が
あ

る
者
は
、
再
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お

い
て
、
当
該
再
審
査
請
求
は
、
当
該
委
任
を
し
た
執
行
機
関
が
自

ら
当
該
処
分
を
し
た
も
の
と
し
た
場
合
に
お
け
る
そ
の
処
分
に
係

る
審
査
請
求
を
す
べ
き
者
に
対
し
て
す
る
も
の
と
す
る
。

第
二
百
五
十
五
条
の
三

（
略
）

第
二
百
五
十
五
条
の
三

（
略
）

〔
削
除
〕

②

普
通
地
方
公
共
団
体
の
長
が
し
た
過
料
の
処
分
に
不
服
が
あ
る

者
は
、
都
道
府
県
知
事
が
し
た
処
分
に
つ
い
て
は
総
務
大
臣
、
市

町
村
長
が
し
た
処
分
に
つ
い
て
は
都
道
府
県
知
事
に
審
査
請
求
を

す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
は
、
異
議
申
立
て
を

す
る
こ
と
も
で
き
る
。

〔
削
除
〕

③

普
通
地
方
公
共
団
体
の
長
以
外
の
機
関
が
し
た
過
料
の
処
分
に

つ
い
て
の
審
査
請
求
は
、
普
通
地
方
公
共
団
体
の
長
が
処
分
庁
の

直
近
上
級
行
政
庁
で
な
い
場
合
に
お
い
て
も
、
当
該
普
通
地
方
公

共
団
体
の
長
に
対
し
て
す
る
も
の
と
す
る
。

〔
削
除
〕

④

過
料
の
処
分
に
つ
い
て
の
審
査
請
求
（
第
二
項
に
規
定
す
る
審

査
請
求
を
除
く
。
）
に
対
す
る
裁
決
に
不
服
が
あ
る
者
は
、
都
道
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府
県
知
事
が
し
た
裁
決
に
つ
い
て
は
総
務
大
臣
、
市
町
村
長
が
し

た
裁
決
に
つ
い
て
は
都
道
府
県
知
事
に
再
審
査
請
求
を
す
る
こ
と

が
で
き
る
。

第
二
百
五
十
五
条
の
四

法
律
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
異
議
の
申

第
二
百
五
十
五
条
の
四

法
律
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
異
議
申
立

出
、
審
査
請
求
、
再
審
査
請
求
又
は
審
査
の
申
立
て
を
す
る
こ
と

て
、
異
議
の
申
出
、
審
査
請
求
、
再
審
査
請
求
又
は
審
査
の
申
立

が
で
き
る
場
合
を
除
く
ほ
か
、
普
通
地
方
公
共
団
体
の
事
務
に
つ

て
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
場
合
を
除
く
ほ
か
、
普
通
地
方
公
共
団

い
て
こ
の
法
律
の
規
定
に
よ
り
普
通
地
方
公
共
団
体
の
機
関
が
し

体
の
事
務
に
つ
い
て
こ
の
法
律
の
規
定
に
よ
り
普
通
地
方
公
共
団

た
処
分
に
よ
り
違
法
に
権
利
を
侵
害
さ
れ
た
と
す
る
者
は
、
そ
の

体
の
機
関
が
し
た
処
分
に
よ
り
違
法
に
権
利
を
侵
害
さ
れ
た
と
す

処
分
が
あ
つ
た
日
か
ら
二
十
一
日
以
内
に
、
都
道
府
県
の
機
関
が

る
者
は
、
そ
の
処
分
が
あ
つ
た
日
か
ら
二
十
一
日
以
内
に
、
都
道

し
た
処
分
に
つ
い
て
は
総
務
大
臣
、
市
町
村
の
機
関
が
し
た
処
分

府
県
の
機
関
が
し
た
処
分
に
つ
い
て
は
総
務
大
臣
、
市
町
村
の
機

に
つ
い
て
は
都
道
府
県
知
事
に
審
決
の
申
請
を
す
る
こ
と
が
で
き

関
が
し
た
処
分
に
つ
い
て
は
都
道
府
県
知
事
に
審
決
の
申
請
を
す

る
。

る
こ
と
が
で
き
る
。

第
二
百
五
十
五
条
の
五

総
務
大
臣
又
は
都
道
府
県
知
事
に
対
し
て

第
二
百
五
十
五
条
の
五

総
務
大
臣
は
都
道
府
県
の
事
務
に
関
し
、

第
百
四
十
三
条
第
三
項
（
第
百
八
十
条
の
五
第
八
項
及
び
第
百
八

都
道
府
県
知
事
は
市
町
村
の
事
務
に
関
し
、
こ
の
法
律
の
規
定
に

十
四
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
審
査
請

よ
る
審
査
請
求
（
第
二
百
五
十
五
条
の
二
の
規
定
に
よ
る
審
査
請

求
又
は
こ
の
法
律
の
規
定
に
よ
る
審
査
の
申
立
て
若
し
く
は
審
決

求
を
除
く
。
）
、
再
審
査
請
求
（
第
二
百
五
十
二
条
の
十
七
の
四

の
申
請
が
あ
つ
た
場
合
に
お
い
て
は
、
総
務
大
臣
又
は
都
道
府
県

第
四
項
の
規
定
に
よ
る
再
審
査
請
求
を
除
く
。
）
、
審
査
の
申
立

知
事
は
、
第
二
百
五
十
一
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
自
治
紛
争
処

て
又
は
審
決
の
申
請
が
あ
つ
た
場
合
に
お
い
て
、
審
査
請
求
、
再

理
委
員
を
任
命
し
、
そ
の
審
理
を
経
た
上
、
審
査
請
求
に
対
す
る

審
査
請
求
、
審
査
の
申
立
て
若
し
く
は
審
決
の
申
請
を
し
た
者
か

裁
決
を
し
、
審
査
の
申
立
て
に
対
す
る
裁
決
若
し
く
は
裁
定
を
し

ら
要
求
が
あ
つ
た
と
き
、
又
は
特
に
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き

、
又
は
審
決
を
す
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
行
政
不
服
審
査
法

は
、
第
二
百
五
十
一
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
自
治
紛
争
処
理
委

第
二
十
四
条
（
第
二
百
五
十
八
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場

員
を
任
命
し
、
そ
の
審
理
を
経
た
上
、
審
査
請
求
若
し
く
は
再
審

合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
り
当
該
審
査
請
求
、
審
査
の
申
立
て

査
請
求
に
対
す
る
裁
決
を
し
、
審
査
の
申
立
て
に
対
す
る
裁
決
若

又
は
審
決
の
申
請
を
却
下
す
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

し
く
は
裁
定
を
し
、
又
は
審
決
を
す
る
も
の
と
す
る
。

２

前
項
に
規
定
す
る
審
査
請
求
に
つ
い
て
は
、
行
政
不
服
審
査
法

〔
新
設
〕

第
九
条
、
第
十
七
条
及
び
第
四
十
三
条
の
規
定
は
、
適
用
し
な
い

。
こ
の
場
合
に
お
け
る
同
法
の
他
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
の
必

要
な
技
術
的
読
替
え
は
、
政
令
で
定
め
る
。

３

第
一
項
に
規
定
す
る
審
査
の
申
立
て
又
は
審
決
の
申
請
に
つ
い

〔
新
設
〕

て
は
、
第
二
百
五
十
八
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
行
政
不
服

審
査
法
第
九
条
の
規
定
は
、
適
用
し
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
け
る
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同
項
に
お
い
て
準
用
す
る
行
政
不
服
審
査
法
の
他
の
規
定
の
適
用

に
つ
い
て
の
必
要
な
技
術
的
読
替
え
は
、
政
令
で
定
め
る
。

４

前
三
項
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
自

〔
新
設
〕

治
紛
争
処
理
委
員
の
審
理
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
政
令
で
定
め

る
。

第
二
百
五
十
八
条

こ
の
法
律
又
は
政
令
に
特
別
の
定
め
が
あ
る
も

第
二
百
五
十
八
条

こ
の
法
律
又
は
政
令
に
特
別
の
定
め
が
あ
る
も

の
を
除
く
ほ
か
、
こ
の
法
律
の
規
定
に
よ
る
異
議
の
申
出
、
審
査

の
を
除
く
ほ
か
、
こ
の
法
律
の
規
定
に
よ
る
異
議
の
申
出
、
審
査

の
申
立
て
又
は
審
決
の
申
請
に
つ
い
て
は
、
行
政
不
服
審
査
法
第

の
申
立
て
又
は
審
決
の
申
請
に
つ
い
て
は
、
行
政
不
服
審
査
法
第

九
条
か
ら
第
十
四
条
ま
で
、
第
十
八
条
第
一
項
た
だ
し
書
及
び
第

九
条
か
ら
第
十
三
条
ま
で
、
第
十
四
条
第
一
項
た
だ
し
書
、
第
二

三
項
、
第
十
九
条
第
一
項
、
第
二
項
、
第
四
項
及
び
第
五
項
第
三

項
及
び
第
四
項
、
第
十
五
条
第
一
項
及
び
第
四
項
、
第
十
七
条
か

号
、
第
二
十
一
条
、
第
二
十
二
条
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
及
び

ら
第
十
九
条
ま
で
、
第
二
十
一
条
か
ら
第
三
十
五
条
ま
で
並
び
に

第
五
項
、
第
二
十
三
条
か
ら
第
三
十
八
条
ま
で
、
第
四
十
条
か
ら

第
三
十
八
条
か
ら
第
四
十
四
条
ま
で
の
規
定
を
準
用
す
る
。

第
四
十
二
条
ま
で
、
第
四
十
四
条
、
第
四
十
五
条
、
第
四
十
六
条

第
一
項
、
第
四
十
七
条
、
第
四
十
八
条
並
び
に
第
五
十
条
か
ら
第

五
十
三
条
ま
で
の
規
定
を
準
用
す
る
。

２

前
項
に
お
い
て
準
用
す
る
行
政
不
服
審
査
法
の
規
定
に
基
づ
く

〔
新
設
〕

処
分
及
び
そ
の
不
作
為
に
つ
い
て
は
、
行
政
不
服
審
査
法
第
二
条

及
び
第
三
条
の
規
定
は
、
適
用
し
な
い
。
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○

消
防
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
八
十
六
号
）
（
第
三
十
五
条
関
係
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

第
五
条
の
四

第
五
条
第
一
項
、
第
五
条
の
二
第
一
項
又
は
前
条
第

第
五
条
の
四

第
五
条
第
一
項
、
第
五
条
の
二
第
一
項
又
は
前
条
第

一
項
の
規
定
に
よ
る
命
令
に
つ
い
て
の
審
査
請
求
に
関
す
る
行
政

一
項
の
規
定
に
よ
る
命
令
に
つ
い
て
の
審
査
請
求
又
は
異
議
申
立

不
服
審
査
法
（
平
成
二
十
六
年
法
律
第

号
）
第
十
八
条
第

て
に
関
す
る
行
政
不
服
審
査
法
（
昭
和
三
十
七
年
法
律
第
百
六
十

一
項
本
文
の
期
間
は
、
当
該
命
令
を
受
け
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算

号
）
第
十
四
条
第
一
項
本
文
又
は
第
四
十
五
条
の
期
間
は
、
当
該

し
て
三
十
日
と
す
る
。

命
令
を
受
け
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
三
十
日
以
内
と
す
る
。

第
六
条

第
五
条
第
一
項
、
第
五
条
の
二
第
一
項
又
は
第
五
条
の
三

第
六
条

第
五
条
第
一
項
、
第
五
条
の
二
第
一
項
又
は
第
五
条
の
三

第
一
項
の
規
定
に
よ
る
命
令
又
は
そ
の
命
令
に
つ
い
て
の
審
査
請

第
一
項
の
規
定
に
よ
る
命
令
又
は
そ
の
命
令
に
つ
い
て
の
不
服
申

求
に
対
す
る
裁
決
の
取
消
し
の
訴
え
は
、
そ
の
命
令
又
は
裁
決
を

立
て
に
対
す
る
裁
決
若
し
く
は
決
定
の
取
消
し
の
訴
え
は
、
そ
の

受
け
た
日
か
ら
三
十
日
を
経
過
し
た
と
き
は
、
提
起
す
る
こ
と
が

命
令
又
は
裁
決
若
し
く
は
決
定
を
受
け
た
日
か
ら
三
十
日
を
経
過

で
き
な
い
。
た
だ
し
、
正
当
な
理
由
が
あ
る
と
き
は
、
こ
の
限
り

し
た
と
き
は
、
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
た
だ
し
、
正
当
な

で
な
い
。

理
由
が
あ
る
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

②
～
④

（
略
）

②
～
④

（
略
）

第
十
三
条
の
二
十
二

指
定
試
験
機
関
が
行
う
危
険
物
取
扱
者
試
験

第
十
三
条
の
二
十
二

指
定
試
験
機
関
が
行
う
危
険
物
取
扱
者
試
験

事
務
に
係
る
処
分
又
は
そ
の
不
作
為
に
つ
い
て
は
、
総
務
大
臣
に

事
務
に
係
る
処
分
又
は
そ
の
不
作
為
に
つ
い
て
は
、
総
務
大
臣
に

対
し
、
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て

対
し
、
行
政
不
服
審
査
法
に
よ
る
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き

、
総
務
大
臣
は
、
行
政
不
服
審
査
法
第
二
十
五
条
第
二
項
及
び
第

る
。

三
項
、
第
四
十
六
条
第
一
項
及
び
第
二
項
、
第
四
十
七
条
並
び
に

第
四
十
九
条
第
三
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
指
定
試
験
機

関
の
上
級
行
政
庁
と
み
な
す
。

第
二
十
一
条
の
十
六

協
会
又
は
第
二
十
一
条
の
三
第
一
項
の
規
定

第
二
十
一
条
の
十
六

協
会
又
は
第
二
十
一
条
の
三
第
一
項
の
規
定

に
よ
る
登
録
を
受
け
た
法
人
の
行
う
型
式
適
合
検
定
に
関
す
る
処

に
よ
る
登
録
を
受
け
た
法
人
の
行
う
型
式
適
合
検
定
に
関
す
る
処

分
又
は
そ
の
不
作
為
に
つ
い
て
は
、
総
務
大
臣
に
対
し
、
審
査
請

分
に
不
服
が
あ
る
者
は
、
総
務
大
臣
に
対
し
て
行
政
不
服
審
査
法

求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
総
務
大
臣
は

に
よ
る
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

、
行
政
不
服
審
査
法
第
二
十
五
条
第
二
項
及
び
第
三
項
、
第
四
十

六
条
第
一
項
及
び
第
二
項
、
第
四
十
七
条
並
び
に
第
四
十
九
条
第

三
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
協
会
又
は
第
二
十
一
条
の
三
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第
一
項
の
規
定
に
よ
る
登
録
を
受
け
た
法
人
の
上
級
行
政
庁
と
み

な
す
。
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○

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
（
第
三
十
六
条
関
係
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
国
会
議
員
関
係
政
治
団
体
に
係
る
少
額
領
収
書
等
の
写
し
の
開

（
国
会
議
員
関
係
政
治
団
体
に
係
る
少
額
領
収
書
等
の
写
し
の
開

示
）

示
）

第
十
九
条
の
十
六

（
略
）

第
十
九
条
の
十
六

（
略
）

２
～

（
略
）

２
～

（
略
）

20

20

行
政
事
件
訴
訟
法
（
昭
和
三
十
七
年
法
律
第
百
三
十
九
号
）
第

行
政
事
件
訴
訟
法
（
昭
和
三
十
七
年
法
律
第
百
三
十
九
号
）
第

21

21

十
二
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
同
項
に
規
定
す
る
特
定
管
轄
裁
判

十
二
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
同
項
に
規
定
す
る
特
定
管
轄
裁
判

所
に
第
十
一
項
若
し
く
は
第
十
二
項
の
決
定
（
以
下
こ
の
条
に
お

所
に
第
十
一
項
若
し
く
は
第
十
二
項
の
決
定
（
以
下
こ
の
条
に
お

い
て
「
開
示
決
定
等
」
と
い
う
。
）
の
取
消
し
を
求
め
る
訴
訟
又

い
て
「
開
示
決
定
等
」
と
い
う
。
）
の
取
消
し
を
求
め
る
訴
訟
又

は
開
示
決
定
等
若
し
く
は
開
示
請
求
に
係
る
不
作
為
に
係
る
審
査

は
開
示
決
定
等
に
係
る
不
服
申
立
て
に
対
す
る
決
定
の
取
消
し
を

請
求
に
対
す
る
裁
決
の
取
消
し
を
求
め
る
訴
訟
（
次
項
に
お
い
て

求
め
る
訴
訟
（
次
項
に
お
い
て
「
少
額
領
収
書
等
開
示
訴
訟
」
と

「
少
額
領
収
書
等
開
示
訴
訟
」
と
い
う
。
）
が
提
起
さ
れ
た
場
合

い
う
。
）
が
提
起
さ
れ
た
場
合
に
お
い
て
は
、
同
法
第
十
二
条
第

に
お
い
て
は
、
同
法
第
十
二
条
第
五
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、

五
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
他
の
裁
判
所
に
同
一
又
は
同
種
若

他
の
裁
判
所
に
同
一
又
は
同
種
若
し
く
は
類
似
の
少
額
領
収
書
等

し
く
は
類
似
の
少
額
領
収
書
等
の
写
し
に
係
る
開
示
決
定
等
又
は

の
写
し
に
係
る
開
示
決
定
等
又
は
開
示
決
定
等
若
し
く
は
開
示
請

こ
れ
に
係
る
不
服
申
立
て
に
対
す
る
決
定
に
係
る
抗
告
訴
訟
（
同

求
に
係
る
不
作
為
に
係
る
審
査
請
求
に
対
す
る
裁
決
に
係
る
抗
告

法
第
三
条
第
一
項
に
規
定
す
る
抗
告
訴
訟
を
い
う
。
次
項
に
お
い

訴
訟
（
同
法
第
三
条
第
一
項
に
規
定
す
る
抗
告
訴
訟
を
い
う
。
次

て
同
じ
。
）
が
係
属
し
て
い
る
と
き
は
、
当
該
特
定
管
轄
裁
判
所

項
に
お
い
て
同
じ
。
）
が
係
属
し
て
い
る
と
き
は
、
当
該
特
定
管

は
、
当
事
者
の
住
所
又
は
所
在
地
、
尋
問
を
受
け
る
べ
き
証
人
の

轄
裁
判
所
は
、
当
事
者
の
住
所
又
は
所
在
地
、
尋
問
を
受
け
る
べ

住
所
、
争
点
又
は
証
拠
の
共
通
性
そ
の
他
の
事
情
を
考
慮
し
て
、

き
証
人
の
住
所
、
争
点
又
は
証
拠
の
共
通
性
そ
の
他
の
事
情
を
考

相
当
と
認
め
る
と
き
は
、
申
立
て
に
よ
り
又
は
職
権
で
、
訴
訟
の

慮
し
て
、
相
当
と
認
め
る
と
き
は
、
申
立
て
に
よ
り
又
は
職
権
で

全
部
又
は
一
部
に
つ
い
て
、
当
該
他
の
裁
判
所
又
は
同
法
第
十
二

、
訴
訟
の
全
部
又
は
一
部
に
つ
い
て
、
当
該
他
の
裁
判
所
又
は
同

条
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
に
定
め
る
裁
判
所
に
移
送
す
る
こ
と

法
第
十
二
条
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
に
定
め
る
裁
判
所
に
移
送

が
で
き
る
。

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

前
項
の
規
定
は
、
行
政
事
件
訴
訟
法
第
十
二
条
第
四
項
の
規
定

前
項
の
規
定
は
、
行
政
事
件
訴
訟
法
第
十
二
条
第
四
項
の
規
定

22

22

に
よ
り
同
項
に
規
定
す
る
特
定
管
轄
裁
判
所
に
開
示
決
定
等
又
は

に
よ
り
同
項
に
規
定
す
る
特
定
管
轄
裁
判
所
に
開
示
決
定
等
又
は

開
示
決
定
等
若
し
く
は
開
示
請
求
に
係
る
不
作
為
に
係
る
審
査
請

こ
れ
に
係
る
不
服
申
立
て
に
対
す
る
決
定
に
係
る
抗
告
訴
訟
で
少
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求
に
対
す
る
裁
決
に
係
る
抗
告
訴
訟
で
少
額
領
収
書
等
開
示
訴
訟

額
領
収
書
等
開
示
訴
訟
以
外
の
も
の
が
提
起
さ
れ
た
場
合
に
つ
い

以
外
の
も
の
が
提
起
さ
れ
た
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

て
準
用
す
る
。
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○

公
職
選
挙
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
号
）
（
第
三
十
七
条
関
係
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
異
議
の
申
出
）

（
異
議
の
申
出
）

第
二
十
四
条

（
略
）

第
二
十
四
条

（
略
）

２

（
略
）

２

（
略
）

３

行
政
不
服
審
査
法
（
平
成
二
十
六
年
法
律
第

号
）
第
九

３

行
政
不
服
審
査
法
（
昭
和
三
十
七
年
法
律
第
百
六
十
号
）
第
十

条
第
四
項
、
第
十
九
条
第
二
項
（
第
三
号
及
び
第
五
号
を
除
く
。

五
条
第
一
項
第
一
号
か
ら
第
四
号
ま
で
、
第
六
号
及
び
第
四
項
、

）
、
第
二
十
三
条
、
第
二
十
四
条
、
第
二
十
七
条
、
第
三
十
一
条

第
二
十
一
条
、
第
二
十
五
条
、
第
二
十
六
条
、
第
三
十
一
条
、
第

（
第
五
項
を
除
く
。
）
、
第
三
十
二
条
第
一
項
及
び
第
三
項
、
第

三
十
六
条
、
第
三
十
九
条
並
び
に
第
四
十
四
条
の
規
定
は
、
第
一

三
十
九
条
、
第
四
十
一
条
第
一
項
及
び
第
二
項
、
第
四
十
四
条
並

項
の
異
議
の
申
出
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

び
に
第
五
十
三
条
の
規
定
は
、
第
一
項
の
異
議
の
申
出
に
つ
い
て

準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
こ
れ
ら
の
規
定
（
同
法
第
四

十
四
条
の
規
定
を
除
く
。
）
中
「
審
理
員
」
と
あ
る
の
は
「
審
査

庁
」
と
、
同
法
第
九
条
第
四
項
中
「
審
査
庁
」
と
あ
る
の
は
「
公

職
選
挙
法
第
二
十
四
条
第
一
項
の
異
議
の
申
出
を
受
け
た
選
挙
管

理
委
員
会
（
以
下
「
審
査
庁
」
と
い
う
。
）
」
と
、
同
法
第
二
十

四
条
第
一
項
中
「
第
四
十
五
条
第
一
項
又
は
第
四
十
九
条
第
一
項

の
規
定
に
基
づ
き
、
裁
決
で
」
と
あ
る
の
は
「
決
定
で
」
と
、
同

法
第
三
十
一
条
第
二
項
中
「
審
理
関
係
人
」
と
あ
る
の
は
「
異
議

申
出
人
」
と
、
同
法
第
四
十
四
条
中
「
行
政
不
服
審
査
会
等
か
ら

諮
問
に
対
す
る
答
申
を
受
け
た
と
き
（
前
条
第
一
項
の
規
定
に
よ

る
諮
問
を
要
し
な
い
場
合
（
同
項
第
二
号
又
は
第
三
号
に
該
当
す

る
場
合
を
除
く
。
）
に
あ
っ
て
は
審
理
員
意
見
書
が
提
出
さ
れ
た

と
き
、
同
項
第
二
号
又
は
第
三
号
に
該
当
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は

同
項
第
二
号
又
は
第
三
号
に
規
定
す
る
議
を
経
た
と
き
）
」
と
あ

る
の
は
「
審
理
手
続
を
終
結
し
た
と
き
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と

す
る
。

４

（
略
）

４

（
略
）
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（
在
外
選
挙
人
名
簿
の
登
録
に
関
す
る
異
議
の
申
出
）

（
在
外
選
挙
人
名
簿
の
登
録
に
関
す
る
異
議
の
申
出
）

第
三
十
条
の
八

（
略
）

第
三
十
条
の
八

（
略
）

２

行
政
不
服
審
査
法
第
九
条
第
四
項
、
第
十
九
条
第
二
項
（
第
三

２

行
政
不
服
審
査
法
第
十
五
条
第
一
項
第
一
号
か
ら
第
四
号
ま
で

号
及
び
第
五
号
を
除
く
。
）
、
第
二
十
三
条
、
第
二
十
四
条
、
第

、
第
六
号
及
び
第
四
項
、
第
二
十
一
条
、
第
二
十
五
条
、
第
二
十

二
十
七
条
、
第
三
十
一
条
（
第
五
項
を
除
く
。
）
、
第
三
十
二
条

六
条
、
第
三
十
一
条
、
第
三
十
六
条
、
第
三
十
九
条
並
び
に
第
四

第
一
項
及
び
第
三
項
、
第
三
十
九
条
、
第
四
十
一
条
第
一
項
及
び

十
四
条
の
規
定
は
、
前
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
二
十
四
条
第
一

第
二
項
、
第
四
十
四
条
並
び
に
第
五
十
三
条
の
規
定
は
、
前
項
に

項
の
異
議
の
申
出
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

お
い
て
準
用
す
る
第
二
十
四
条
第
一
項
の
異
議
の
申
出
に
つ
い
て

準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
こ
れ
ら
の
規
定
（
同
法
第
四

十
四
条
の
規
定
を
除
く
。
）
中
「
審
理
員
」
と
あ
る
の
は
「
審
査

庁
」
と
、
同
法
第
九
条
第
四
項
中
「
審
査
庁
」
と
あ
る
の
は
「
公

職
選
挙
法
第
三
十
条
の
八
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
二

十
四
条
第
一
項
の
異
議
の
申
出
を
受
け
た
選
挙
管
理
委
員
会
（
以

下
「
審
査
庁
」
と
い
う
。
）
」
と
、
同
法
第
二
十
四
条
第
一
項
中

「
第
四
十
五
条
第
一
項
又
は
第
四
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ

き
、
裁
決
で
」
と
あ
る
の
は
「
決
定
で
」
と
、
同
法
第
三
十
一
条

第
二
項
中
「
審
理
関
係
人
」
と
あ
る
の
は
「
異
議
申
出
人
」
と
、

同
法
第
四
十
四
条
中
「
行
政
不
服
審
査
会
等
か
ら
諮
問
に
対
す
る

答
申
を
受
け
た
と
き
（
前
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
諮
問
を
要
し

な
い
場
合
（
同
項
第
二
号
又
は
第
三
号
に
該
当
す
る
場
合
を
除
く

。
）
に
あ
っ
て
は
審
理
員
意
見
書
が
提
出
さ
れ
た
と
き
、
同
項
第

二
号
又
は
第
三
号
に
該
当
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
同
項
第
二
号
又

は
第
三
号
に
規
定
す
る
議
を
経
た
と
き
）
」
と
あ
る
の
は
「
審
理

手
続
を
終
結
し
た
と
き
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

３

（
略
）

３

（
略
）

（
行
政
不
服
審
査
法
の
準
用
）

（
行
政
不
服
審
査
法
の
準
用
）

第
二
百
十
六
条

第
二
百
二
条
第
一
項
及
び
第
二
百
六
条
第
一
項
の

第
二
百
十
六
条

第
二
百
二
条
第
一
項
及
び
第
二
百
六
条
第
一
項
の

異
議
の
申
出
に
つ
い
て
は
、
こ
の
章
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、

異
議
の
申
出
に
つ
い
て
は
、
こ
の
章
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、

行
政
不
服
審
査
法
第
九
条
第
四
項
、
第
十
一
条
か
ら
第
十
三
条
ま

行
政
不
服
審
査
法
第
十
一
条
か
ら
第
十
三
条
ま
で
、
第
十
五
条
第

で
、
第
十
九
条
第
二
項
（
第
三
号
及
び
第
五
号
を
除
く
。
）
及
び

一
項
第
一
号
か
ら
第
四
号
ま
で
、
第
六
号
、
第
二
項
及
び
第
四
項

第
四
項
、
第
二
十
三
条
、
第
二
十
四
条
、
第
二
十
七
条
、
第
三
十

、
第
二
十
一
条
、
第
二
十
四
条
、
第
二
十
五
条
、
第
二
十
六
条
、
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条
第
二
項
及
び
第
三
項
、
第
三
十
一
条
（
第
五
項
を
除
く
。
）
、

第
二
十
八
条
か
ら
第
三
十
一
条
ま
で
、
第
三
十
六
条
、
第
三
十
九

第
三
十
二
条
第
一
項
及
び
第
三
項
、
第
三
十
三
条
、
第
三
十
五
条

条
、
第
四
十
四
条
並
び
に
第
四
十
七
条
第
一
項
及
び
第
二
項
の
規

か
ら
第
三
十
七
条
ま
で
、
第
三
十
八
条
（
第
六
項
を
除
く
。
）
、

定
を
準
用
す
る
。

第
三
十
九
条
、
第
四
十
一
条
第
一
項
及
び
第
二
項
、
同
条
第
三
項

（
審
理
手
続
を
終
結
し
た
旨
の
通
知
に
関
す
る
部
分
に
限
る
。
）

、
第
四
十
四
条
、
第
四
十
五
条
第
一
項
及
び
第
二
項
並
び
に
第
五

十
三
条
の
規
定
を
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
こ
れ
ら
の

規
定
（
同
法
第
十
一
条
第
二
項
及
び
第
四
十
四
条
の
規
定
を
除
く

。
）
中
「
審
理
員
」
と
あ
る
の
は
「
審
査
庁
」
と
、
同
法
第
九
条

第
四
項
中
「
審
査
庁
」
と
あ
る
の
は
「
公
職
選
挙
法
第
二
百
二
条

第
一
項
又
は
第
二
百
六
条
第
一
項
の
異
議
の
申
出
を
受
け
た
選
挙

管
理
委
員
会
（
以
下
「
審
査
庁
」
と
い
う
。
）
」
と
、
同
法
第
十

一
条
第
二
項
中
「
第
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
指
名
さ
れ
た
者

（
以
下
「
審
理
員
」
と
い
う
。
）
」
と
あ
る
の
は
「
審
査
庁
」
と

、
同
法
第
三
十
条
第
三
項
中
「
審
査
請
求
人
か
ら
反
論
書
の
提
出

が
あ
っ
た
と
き
は
こ
れ
を
参
加
人
及
び
処
分
庁
等
に
、
参
加
人
」

と
あ
る
の
は
「
参
加
人
」
と
、
「
審
査
請
求
人
及
び
処
分
庁
等
に

、
そ
れ
ぞ
れ
」
と
あ
る
の
は
「
異
議
申
出
人
に
」
と
、
同
法
第
三

十
一
条
第
二
項
中
「
審
理
関
係
人
」
と
あ
る
の
は
「
審
理
関
係
人

（
異
議
申
出
人
及
び
参
加
人
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
」
と
、
同

法
第
三
十
八
条
第
四
項
及
び
第
五
項
中
「
政
令
」
と
あ
る
の
は
「

条
例
」
と
、
同
法
第
四
十
四
条
中
「
行
政
不
服
審
査
会
等
か
ら
諮

問
に
対
す
る
答
申
を
受
け
た
と
き
（
前
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る

諮
問
を
要
し
な
い
場
合
（
同
項
第
二
号
又
は
第
三
号
に
該
当
す
る

場
合
を
除
く
。
）
に
あ
っ
て
は
審
理
員
意
見
書
が
提
出
さ
れ
た
と

き
、
同
項
第
二
号
又
は
第
三
号
に
該
当
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
同

項
第
二
号
又
は
第
三
号
に
規
定
す
る
議
を
経
た
と
き
）
」
と
あ
る

の
は
「
審
理
手
続
を
終
結
し
た
と
き
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す

る
。

２

第
二
百
二
条
第
二
項
及
び
第
二
百
六
条
第
二
項
の
審
査
の
申
立

２

第
二
百
二
条
第
二
項
及
び
第
二
百
六
条
第
二
項
の
審
査
の
申
立

て
に
つ
い
て
は
、
こ
の
章
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
行
政
不
服

て
に
つ
い
て
は
、
こ
の
章
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
行
政
不
服
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審
査
法
第
九
条
第
四
項
、
第
十
一
条
か
ら
第
十
三
条
ま
で
、
第
十

審
査
法
第
九
条
第
二
項
及
び
第
三
項
、
第
十
一
条
か
ら
第
十
三
条

九
条
第
二
項
（
第
三
号
及
び
第
五
号
を
除
く
。
）
及
び
第
四
項
、

ま
で
、
第
十
五
条
第
一
項
第
一
号
か
ら
第
四
号
ま
で
、
第
六
号
、

第
二
十
三
条
、
第
二
十
四
条
、
第
二
十
七
条
、
第
二
十
九
条
第
一

第
二
項
及
び
第
四
項
、
第
二
十
一
条
か
ら
第
二
十
六
条
ま
で
、
第

項
本
文
、
第
二
項
及
び
第
五
項
、
第
三
十
条
か
ら
第
三
十
三
条
ま

二
十
八
条
か
ら
第
三
十
一
条
ま
で
、
第
三
十
三
条
、
第
三
十
六
条

で
、
第
三
十
五
条
か
ら
第
三
十
七
条
ま
で
、
第
三
十
八
条
（
第
六

、
第
三
十
九
条
、
第
四
十
条
第
一
項
及
び
第
二
項
、
第
四
十
三
条

項
を
除
く
。
）
、
第
三
十
九
条
、
第
四
十
一
条
第
一
項
及
び
第
二

第
一
項
並
び
に
第
四
十
四
条
の
規
定
を
準
用
す
る
。

項
、
同
条
第
三
項
（
審
理
手
続
を
終
結
し
た
旨
の
通
知
に
関
す
る

部
分
に
限
る
。
）
、
第
四
十
四
条
、
第
四
十
五
条
第
一
項
及
び
第

二
項
、
第
五
十
二
条
第
一
項
並
び
に
第
五
十
三
条
の
規
定
を
準
用

す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
こ
れ
ら
の
規
定
（
同
法
第
十
一
条

第
二
項
及
び
第
四
十
四
条
の
規
定
を
除
く
。
）
中
「
審
理
員
」
と

あ
る
の
は
「
審
査
庁
」
と
、
「
処
分
庁
等
」
と
あ
る
の
は
「
当
該

選
挙
に
関
す
る
事
務
を
管
理
す
る
選
挙
管
理
委
員
会
」
と
、
同
法

第
九
条
第
四
項
中
「
審
査
庁
」
と
あ
る
の
は
「
公
職
選
挙
法
第
二

百
二
条
第
二
項
又
は
第
二
百
六
条
第
二
項
の
審
査
の
申
立
て
を
受

け
た
選
挙
管
理
委
員
会
（
以
下
「
審
査
庁
」
と
い
う
。
）
」
と
、

同
法
第
十
一
条
第
二
項
中
「
第
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
指
名

さ
れ
た
者
（
以
下
「
審
理
員
」
と
い
う
。
）
」
と
あ
る
の
は
「
審

査
庁
」
と
、
同
法
第
二
十
九
条
第
一
項
中
「
審
査
庁
か
ら
指
名
さ

れ
た
と
き
は
、
直
ち
に
」
と
あ
る
の
は
「
審
査
の
申
立
て
が
さ
れ

た
と
き
は
、
第
二
十
四
条
の
規
定
に
よ
り
当
該
審
査
の
申
立
て
を

却
下
す
る
場
合
を
除
き
、
速
や
か
に
」
と
、
同
法
第
三
十
一
条
第

二
項
中
「
審
理
関
係
人
」
と
あ
る
の
は
「
審
理
関
係
人
（
審
査
申

立
人
、
参
加
人
及
び
当
該
選
挙
に
関
す
る
事
務
を
管
理
す
る
選
挙

管
理
委
員
会
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
」
と
、
同
法
第
三
十
八
条

第
四
項
及
び
第
五
項
中
「
政
令
」
と
あ
る
の
は
「
条
例
」
と
、
同

法
第
四
十
四
条
中
「
行
政
不
服
審
査
会
等
か
ら
諮
問
に
対
す
る
答

申
を
受
け
た
と
き
（
前
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
諮
問
を
要
し
な

い
場
合
（
同
項
第
二
号
又
は
第
三
号
に
該
当
す
る
場
合
を
除
く
。

）
に
あ
っ
て
は
審
理
員
意
見
書
が
提
出
さ
れ
た
と
き
、
同
項
第
二

号
又
は
第
三
号
に
該
当
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
同
項
第
二
号
又
は
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第
三
号
に
規
定
す
る
議
を
経
た
と
き
）
」
と
あ
る
の
は
「
審
理
手

続
を
終
結
し
た
と
き
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

〔
削
除
〕

３

前
二
項
の
場
合
に
お
い
て
、
前
二
項
に
規
定
す
る
行
政
不
服
審

査
法
の
規
定
中
「
処
分
庁
」
と
あ
る
の
は
、
「
当
該
選
挙
に
関
す

る
事
務
を
管
理
す
る
選
挙
管
理
委
員
会
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と

す
る
。

（
審
査
請
求
の
制
限
）

（
行
政
不
服
審
査
法
に
よ
る
不
服
申
立
て
の
制
限
）

第
二
百
六
十
五
条

こ
の
法
律
の
規
定
に
よ
る
処
分
そ
の
他
公
権
力

第
二
百
六
十
五
条

こ
の
法
律
の
規
定
に
よ
る
処
分
そ
の
他
公
権
力

の
行
使
に
当
た
る
行
為
又
は
そ
の
不
作
為
に
つ
い
て
は
、
審
査
請

の
行
使
に
当
た
る
行
為
に
つ
い
て
は
、
行
政
不
服
審
査
法
に
よ
る

求
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

不
服
申
立
て
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
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○

電
波
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
三
十
一
号
）
（
第
三
十
八
条
関
係
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

目
次

目
次

第
一
章
～
第
六
章

（
略
）

第
一
章
～
第
六
章

（
略
）

第
七
章

審
査
請
求
及
び
訴
訟
（
第
八
十
三
条
―
第
九
十
九
条
）

第
七
章

異
議
申
立
て
及
び
訴
訟
（
第
八
十
三
条
―
第
九
十
九
条

）

第
七
章
の
二
～
第
九
章

（
略
）

第
七
章
の
二
～
第
九
章

（
略
）

附
則

附
則

第
七
章

審
査
請
求
及
び
訴
訟

第
七
章

異
議
申
立
て
及
び
訴
訟

（
審
査
請
求
の
方
式
）

（
異
議
申
立
て
の
方
式
）

第
八
十
三
条

こ
の
法
律
又
は
こ
の
法
律
に
基
づ
く
命
令
の
規
定
に

第
八
十
三
条

こ
の
法
律
又
は
こ
の
法
律
に
基
づ
く
命
令
の
規
定
に

よ
る
総
務
大
臣
の
処
分
に
つ
い
て
の
審
査
請
求
は
、
審
査
請
求
書

よ
る
総
務
大
臣
の
処
分
に
つ
い
て
の
異
議
申
立
て
は
、
異
議
申
立

正
副
二
通
を
提
出
し
て
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

書
正
副
二
通
を
提
出
し
て
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
行
政
手
続
等
に
お
け
る
情
報
通

２

前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
行
政
手
続
等
に
お
け
る
情
報
通

信
の
技
術
の
利
用
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
四
年
法
律
第
百
五
十

信
の
技
術
の
利
用
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
四
年
法
律
第
百
五
十

一
号
）
第
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
同
項
に
規
定
す
る
電
子
情

一
号
）
第
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
同
項
に
規
定
す
る
電
子
情

報
処
理
組
織
を
使
用
し
て
審
査
請
求
が
さ
れ
た
場
合
に
は
、
審
査

報
処
理
組
織
を
使
用
し
て
異
議
申
立
て
が
さ
れ
た
場
合
に
は
、
異

請
求
書
正
副
二
通
が
提
出
さ
れ
た
も
の
と
み
な
す
。

議
申
立
書
正
副
二
通
が
提
出
さ
れ
た
も
の
と
み
な
す
。

（
異
議
申
立
て
の
制
限
の
適
用
除
外
）

第
八
十
四
条

削
除

第
八
十
四
条

こ
の
法
律
又
は
こ
の
法
律
に
基
づ
く
命
令
の
規
定
に

よ
る
総
務
大
臣
の
処
分
の
う
ち
行
政
手
続
法
（
平
成
五
年
法
律
第

八
十
八
号
）
に
よ
る
聴
聞
を
経
て
さ
れ
た
も
の
に
つ
い
て
は
、
同

法
第
二
十
七
条
第
二
項
の
規
定
は
、
適
用
し
な
い
。

（
電
波
監
理
審
議
会
へ
の
付
議
）

（
電
波
監
理
審
議
会
へ
の
付
議
）

第
八
十
五
条

第
八
十
三
条
の
審
査
請
求
が
あ
つ
た
と
き
は
、
総
務

第
八
十
五
条

第
八
十
三
条
の
異
議
申
立
て
が
あ
つ
た
と
き
は
、
総

大
臣
は
、
そ
の
審
査
請
求
を
却
下
す
る
場
合
を
除
き
、
遅
滞
な
く

務
大
臣
は
、
そ
の
異
議
申
立
て
を
却
下
す
る
場
合
を
除
き
、
遅
滞

、
こ
れ
を
電
波
監
理
審
議
会
の
議
に
付
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

な
く
、
こ
れ
を
電
波
監
理
審
議
会
の
議
に
付
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
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（
審
理
の
開
始
）

（
審
理
の
開
始
）

第
八
十
六
条

電
波
監
理
審
議
会
は
、
前
条
の
規
定
に
よ
り
議
に
付

第
八
十
六
条

電
波
監
理
審
議
会
は
、
前
条
の
規
定
に
よ
り
議
に
付

さ
れ
た
事
案
に
つ
き
、
審
査
請
求
が
受
理
さ
れ
た
日
か
ら
三
十
日

さ
れ
た
事
案
に
つ
き
、
異
議
申
立
て
が
受
理
さ
れ
た
日
か
ら
三
十

以
内
に
審
理
を
開
始
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

日
以
内
に
審
理
を
開
始
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
八
十
八
条

審
理
の
開
始
は
、
審
査
請
求
人
に
対
し
、
審
理
官
（

第
八
十
八
条

審
理
の
開
始
は
、
異
議
申
立
人
に
対
し
、
審
理
官
（

前
条
た
だ
し
書
の
場
合
は
そ
の
委
員
。
以
下
同
じ
。
）
の
名
を
も

前
条
た
だ
し
書
の
場
合
は
そ
の
委
員
。
以
下
同
じ
。
）
の
名
を
も

つ
て
、
事
案
の
要
旨
、
審
理
の
期
日
及
び
場
所
並
び
に
出
頭
を
求

つ
て
、
事
案
の
要
旨
、
審
理
の
期
日
及
び
場
所
並
び
に
出
頭
を
求

め
る
旨
を
記
載
し
た
審
理
開
始
通
知
書
を
送
付
し
て
行
う
。

め
る
旨
を
記
載
し
た
審
理
開
始
通
知
書
を
送
付
し
て
行
う
。

２

（
略
）

２

（
略
）

（
代
理
人
及
び
指
定
職
員
）

（
代
理
人
及
び
指
定
職
員
）

第
九
十
条

（
略
）

第
九
十
条

（
略
）

２

（
略
）

２

（
略
）

３

第
一
項
の
代
理
人
は
、
審
理
に
関
し
、
審
査
請
求
人
、
参
加
人

３

第
一
項
の
代
理
人
は
、
審
理
に
関
し
、
異
議
申
立
人
、
参
加
人

又
は
指
定
職
員
に
代
わ
つ
て
一
切
の
行
為
を
す
る
こ
と
が
で
き
る

又
は
指
定
職
員
に
代
わ
つ
て
一
切
の
行
為
を
す
る
こ
と
が
で
き
る

。

。

（
意
見
の
陳
述
）

（
意
見
の
陳
述
）

第
九
十
一
条

審
査
請
求
人
、
参
加
人
又
は
指
定
職
員
は
、
審
理
の

第
九
十
一
条

異
議
申
立
人
、
参
加
人
又
は
指
定
職
員
は
、
審
理
の

期
日
に
出
頭
し
て
、
意
見
を
述
べ
る
こ
と
が
で
き
る
。

期
日
に
出
頭
し
て
、
意
見
を
述
べ
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

前
項
の
場
合
に
お
い
て
、
審
査
請
求
人
又
は
参
加
人
は
、
審
理

２

前
項
の
場
合
に
お
い
て
、
異
議
申
立
人
又
は
参
加
人
は
、
審
理

官
の
許
可
を
得
て
補
佐
人
と
と
も
に
出
頭
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

官
の
許
可
を
得
て
補
佐
人
と
と
も
に
出
頭
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

３

審
理
官
は
、
審
理
に
際
し
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
審

３

審
理
官
は
、
審
理
に
際
し
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
異

査
請
求
人
、
参
加
人
又
は
指
定
職
員
に
対
し
て
、
意
見
の
陳
述
を

議
申
立
人
、
参
加
人
又
は
指
定
職
員
に
対
し
て
、
意
見
の
陳
述
を

求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
証
拠
書
類
等
の
提
出
）

（
証
拠
書
類
等
の
提
出
）

第
九
十
二
条

審
査
請
求
人
、
参
加
人
又
は
指
定
職
員
は
、
審
理
に

第
九
十
二
条

異
議
申
立
人
、
参
加
人
又
は
指
定
職
員
は
、
審
理
に

際
し
、
証
拠
書
類
又
は
証
拠
物
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た

際
し
、
証
拠
書
類
又
は
証
拠
物
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た

だ
し
、
審
理
官
が
証
拠
書
類
又
は
証
拠
物
を
提
出
す
べ
き
相
当
の

だ
し
、
審
理
官
が
証
拠
書
類
又
は
証
拠
物
を
提
出
す
べ
き
相
当
の

期
間
を
定
め
た
と
き
は
、
そ
の
期
間
内
に
こ
れ
を
提
出
し
な
け
れ

期
間
を
定
め
た
と
き
は
、
そ
の
期
間
内
に
こ
れ
を
提
出
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

ば
な
ら
な
い
。

（
参
考
人
の
陳
述
及
び
鑑
定
の
要
求
）

（
参
考
人
の
陳
述
及
び
鑑
定
の
要
求
）

第
九
十
二
条
の
二

審
理
官
は
、
審
査
請
求
人
、
参
加
人
若
し
く
は

第
九
十
二
条
の
二

審
理
官
は
、
異
議
申
立
人
、
参
加
人
若
し
く
は
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指
定
職
員
の
申
立
て
に
よ
り
又
は
職
権
で
、
適
当
と
認
め
る
者
に

指
定
職
員
の
申
立
て
に
よ
り
又
は
職
権
で
、
適
当
と
認
め
る
者
に

、
参
考
人
と
し
て
出
頭
を
求
め
て
そ
の
知
つ
て
い
る
事
実
を
陳
述

、
参
考
人
と
し
て
出
頭
を
求
め
て
そ
の
知
つ
て
い
る
事
実
を
陳
述

さ
せ
、
又
は
鑑
定
を
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い

さ
せ
、
又
は
鑑
定
を
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い

て
は
、
審
査
請
求
人
、
参
加
人
又
は
指
定
職
員
も
、
そ
の
参
考
人

て
は
、
異
議
申
立
人
、
参
加
人
又
は
指
定
職
員
も
、
そ
の
参
考
人

に
陳
述
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

に
陳
述
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
物
件
の
提
出
要
求
）

（
物
件
の
提
出
要
求
）

第
九
十
二
条
の
三

審
理
官
は
、
審
査
請
求
人
、
参
加
人
若
し
く
は

第
九
十
二
条
の
三

審
理
官
は
、
異
議
申
立
人
、
参
加
人
若
し
く
は

指
定
職
員
の
申
立
て
に
よ
り
又
は
職
権
で
、
書
類
そ
の
他
の
物
件

指
定
職
員
の
申
立
て
に
よ
り
又
は
職
権
で
、
書
類
そ
の
他
の
物
件

の
所
持
人
に
対
し
、
そ
の
物
件
の
提
出
を
求
め
、
か
つ
、
そ
の
提

の
所
持
人
に
対
し
、
そ
の
物
件
の
提
出
を
求
め
、
か
つ
、
そ
の
提

出
さ
れ
た
物
件
を
留
め
置
く
こ
と
が
で
き
る
。

出
さ
れ
た
物
件
を
留
め
置
く
こ
と
が
で
き
る
。

（
検
証
）

（
検
証
）

第
九
十
二
条
の
四

審
理
官
は
、
審
査
請
求
人
、
参
加
人
若
し
く
は

第
九
十
二
条
の
四

審
理
官
は
、
異
議
申
立
人
、
参
加
人
若
し
く
は

指
定
職
員
の
申
立
て
に
よ
り
又
は
職
権
で
、
必
要
な
場
所
に
つ
き

指
定
職
員
の
申
立
て
に
よ
り
又
は
職
権
で
、
必
要
な
場
所
に
つ
き

、
検
証
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

、
検
証
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

審
理
官
は
、
審
査
請
求
人
、
参
加
人
又
は
指
定
職
員
の
申
立
て

２

審
理
官
は
、
異
議
申
立
人
、
参
加
人
又
は
指
定
職
員
の
申
立
て

に
よ
り
前
項
の
検
証
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
、

に
よ
り
前
項
の
検
証
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
、

そ
の
日
時
及
び
場
所
を
申
立
人
に
通
知
し
、
こ
れ
に
立
ち
会
う
機

そ
の
日
時
及
び
場
所
を
申
立
人
に
通
知
し
、
こ
れ
に
立
ち
会
う
機

会
を
与
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

会
を
与
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
審
査
請
求
人
又
は
参
加
人
の
審
問
）

（
異
議
申
立
人
又
は
参
加
人
の
審
問
）

第
九
十
二
条
の
五

審
理
官
は
、
審
査
請
求
人
、
参
加
人
若
し
く
は

第
九
十
二
条
の
五

審
理
官
は
、
異
議
申
立
人
、
参
加
人
若
し
く
は

指
定
職
員
の
申
立
て
に
よ
り
又
は
職
権
で
、
審
査
請
求
人
又
は
参

指
定
職
員
の
申
立
て
に
よ
り
又
は
職
権
で
、
異
議
申
立
人
又
は
参

加
人
を
審
問
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
は
、
第

加
人
を
審
問
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
は
、
第

九
十
二
条
の
二
後
段
の
規
定
を
準
用
す
る
。

九
十
二
条
の
二
後
段
の
規
定
を
準
用
す
る
。

（
審
査
請
求
の
制
限
）

（
不
服
申
立
て
の
制
限
）

第
九
十
三
条
の
三

審
理
官
が
審
理
に
関
す
る
手
続
に
お
い
て
す
る

第
九
十
三
条
の
三

審
理
官
が
審
理
に
関
す
る
手
続
に
お
い
て
し
た

処
分
又
は
そ
の
不
作
為
に
つ
い
て
は
、
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が

処
分
に
つ
い
て
は
、
行
政
不
服
審
査
法
（
昭
和
三
十
七
年
法
律
第

で
き
な
い
。

百
六
十
号
）
に
よ
る
不
服
申
立
て
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

（
議
決
）

（
議
決
）

第
九
十
三
条
の
四

電
波
監
理
審
議
会
は
、
第
九
十
三
条
の
調
書
及

第
九
十
三
条
の
四

電
波
監
理
審
議
会
は
、
第
九
十
三
条
の
調
書
及

び
意
見
書
に
基
づ
き
、
事
案
に
つ
い
て
の
裁
決
案
を
議
決
し
な
け

び
意
見
書
に
基
き
、
事
案
に
つ
い
て
の
決
定
案
を
議
決
し
な
け
れ

れ
ば
な
ら
な
い
。

ば
な
ら
な
い
。
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（
処
分
の
執
行
停
止
）

（
処
分
の
執
行
停
止
）

第
九
十
三
条
の
五

総
務
大
臣
は
、
第
八
十
五
条
の
規
定
に
よ
り
電

第
九
十
三
条
の
五

総
務
大
臣
は
、
第
八
十
五
条
の
規
定
に
よ
り
電

波
監
理
審
議
会
の
議
に
付
し
た
事
案
に
係
る
処
分
に
つ
き
、
行
政

波
監
理
審
議
会
の
議
に
付
し
た
事
案
に
係
る
処
分
に
つ
き
、
行
政

不
服
審
査
法
（
平
成
二
十
六
年
法
律
第

号
）
第
二
十
五
条

不
服
審
査
法
第
四
十
八
条
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
三
十
四
条

第
二
項
の
規
定
に
よ
る
申
立
て
が
あ
つ
た
と
き
は
、
電
波
監
理
審

第
二
項
の
規
定
に
よ
る
申
立
て
が
あ
つ
た
と
き
は
、
電
波
監
理
審

議
会
の
意
見
を
聴
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

議
会
の
意
見
を
聞
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
裁
決
）

（
決
定
）

第
九
十
四
条

総
務
大
臣
は
、
第
九
十
三
条
の
四
の
議
決
が
あ
つ
た

第
九
十
四
条

総
務
大
臣
は
、
第
九
十
三
条
の
四
の
議
決
が
あ
つ
た

と
き
は
、
そ
の
議
決
の
日
か
ら
七
日
以
内
に
、
そ
の
議
決
に
よ
り

と
き
は
、
そ
の
議
決
の
日
か
ら
七
日
以
内
に
、
そ
の
議
決
に
よ
り

審
査
請
求
に
つ
い
て
の
裁
決
を
す
る
。

異
議
申
立
て
に
つ
い
て
の
決
定
を
行
う
。

２

裁
決
書
に
は
、
審
理
を
経
て
電
波
監
理
審
議
会
が
認
定
し
た
事

２

決
定
書
に
は
、
審
理
を
経
て
電
波
監
理
審
議
会
が
認
定
し
た
事

実
を
示
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

実
を
示
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

総
務
大
臣
は
、
裁
決
を
し
た
と
き
は
、
行
政
不
服
審
査
法
第
五

３

総
務
大
臣
は
、
決
定
を
し
た
と
き
は
、
行
政
不
服
審
査
法
第
四

十
一
条
の
規
定
に
よ
る
ほ
か
、
裁
決
書
の
謄
本
を
第
八
十
九
条
の

十
八
条
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
四
十
二
条
の
規
定
に
よ
る
ほ

規
定
に
よ
る
参
加
人
に
送
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

か
、
決
定
書
の
謄
本
を
第
八
十
九
条
の
規
定
に
よ
る
参
加
人
に
送

付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
訴
え
の
提
起
）

（
訴
え
の
提
起
）

第
九
十
六
条
の
二

こ
の
法
律
又
は
こ
の
法
律
に
基
づ
く
命
令
の
規

第
九
十
六
条
の
二

こ
の
法
律
又
は
こ
の
法
律
に
基
づ
く
命
令
の
規

定
に
よ
る
総
務
大
臣
の
処
分
に
不
服
が
あ
る
者
は
、
当
該
処
分
に

定
に
よ
る
総
務
大
臣
の
処
分
に
不
服
が
あ
る
者
は
、
当
該
処
分
に

つ
い
て
の
審
査
請
求
に
対
す
る
裁
決
に
対
し
て
の
み
、
取
消
し
の

つ
い
て
の
異
議
申
立
て
に
対
す
る
決
定
に
対
し
て
の
み
、
取
消
し

訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

の
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
専
属
管
轄
）

（
専
属
管
轄
）

第
九
十
七
条

前
条
の
訴
え
（
審
査
請
求
を
却
下
す
る
裁
決
に
対
す

第
九
十
七
条

前
条
の
訴
え
（
異
議
申
立
て
を
却
下
す
る
決
定
に
対

る
訴
え
を
除
く
。
）
は
、
東
京
高
等
裁
判
所
の
専
属
管
轄
と
す
る

す
る
訴
え
を
除
く
。
）
は
、
東
京
高
等
裁
判
所
の
専
属
管
轄
と
す

。

る
。

（
意
見
の
聴
取
）

（
意
見
の
聴
取
）

第
九
十
九
条
の
十
二

（
略
）

第
九
十
九
条
の
十
二

（
略
）

２
～
４

（
略
）

２
～
４

（
略
）

５

第
一
項
及
び
第
二
項
の
意
見
の
聴
取
（
行
政
手
続
法
（
平
成
五

５

第
一
項
及
び
第
二
項
の
意
見
の
聴
取
（
行
政
手
続
法
第
二
条
第

年
法
律
第
八
十
八
号
）
第
二
条
第
四
号
に
規
定
す
る
不
利
益
処
分

四
号
に
規
定
す
る
不
利
益
処
分
（
次
項
及
び
第
八
項
に
お
い
て
単

（
次
項
及
び
第
八
項
に
お
い
て
単
に
「
不
利
益
処
分
」
と
い
う
。

に
「
不
利
益
処
分
」
と
い
う
。
）
に
係
る
も
の
を
除
く
。
）
に
お
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）
に
係
る
も
の
を
除
く
。
）
に
お
い
て
は
、
当
該
事
案
に
利
害
関

い
て
は
、
当
該
事
案
に
利
害
関
係
を
有
す
る
者
は
、
審
理
官
の
許

係
を
有
す
る
者
は
、
審
理
官
の
許
可
を
得
て
、
意
見
の
聴
取
の
期

可
を
得
て
、
意
見
の
聴
取
の
期
日
に
出
頭
し
、
意
見
を
述
べ
る
こ

日
に
出
頭
し
、
意
見
を
述
べ
る
こ
と
が
で
き
る
。

と
が
で
き
る
。

６

第
八
十
七
条
、
第
九
十
条
か
ら
第
九
十
三
条
の
三
ま
で
及
び
第

６

第
八
十
七
条
、
第
九
十
条
か
ら
第
九
十
三
条
の
三
ま
で
及
び
第

九
十
六
条
の
規
定
は
第
一
項
及
び
第
二
項
の
意
見
の
聴
取
に
、
第

九
十
六
条
の
規
定
は
第
一
項
及
び
第
二
項
の
意
見
の
聴
取
に
、
第

八
十
九
条
及
び
行
政
手
続
法
第
十
八
条
の
規
定
は
不
利
益
処
分
に

八
十
九
条
及
び
行
政
手
続
法
第
十
八
条
の
規
定
は
不
利
益
処
分
に

係
る
第
一
項
及
び
第
二
項
の
意
見
の
聴
取
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

係
る
第
一
項
及
び
第
二
項
の
意
見
の
聴
取
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
九
十
条
第
三
項
中
「
審
査
請
求
人
」
と

こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
九
十
条
第
三
項
中
「
異
議
申
立
人
」
と

あ
る
の
は
「
第
九
十
九
条
の
十
二
第
三
項
た
だ
し
書
の
意
見
聴
取

あ
る
の
は
「
第
九
十
九
条
の
十
二
第
三
項
た
だ
し
書
の
意
見
聴
取

開
始
通
知
書
の
送
付
を
受
け
た
者
（
第
四
十
七
条
の
二
第
三
項
（

開
始
通
知
書
の
送
付
を
受
け
た
者
（
第
四
十
七
条
の
二
第
三
項
（

第
七
十
一
条
の
三
第
十
一
項
及
び
第
百
二
条
の
十
八
第
十
三
項
に

第
七
十
一
条
の
三
第
十
一
項
及
び
第
百
二
条
の
十
八
第
十
三
項
に

お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
る
指
定
試
験
機

お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
る
指
定
試
験
機

関
に
対
す
る
そ
の
役
員
若
し
く
は
試
験
員
の
解
任
の
命
令
、
指
定

関
に
対
す
る
そ
の
役
員
若
し
く
は
試
験
員
の
解
任
の
命
令
、
指
定

周
波
数
変
更
対
策
機
関
に
対
す
る
そ
の
役
員
の
解
任
の
命
令
又
は

周
波
数
変
更
対
策
機
関
に
対
す
る
そ
の
役
員
の
解
任
の
命
令
又
は

指
定
較
正
機
関
に
対
す
る
そ
の
較
正
員
の
解
任
の
命
令
の
処
分
に

指
定
較
正
機
関
に
対
す
る
そ
の
較
正
員
の
解
任
の
命
令
の
処
分
に

係
る
意
見
の
聴
取
に
お
い
て
は
、
第
九
十
九
条
の
十
二
第
三
項
た

係
る
意
見
の
聴
取
に
お
い
て
は
、
第
九
十
九
条
の
十
二
第
三
項
た

だ
し
書
の
意
見
聴
取
開
始
通
知
書
の
送
付
を
受
け
た
者
及
び
当
該

だ
し
書
の
意
見
聴
取
開
始
通
知
書
の
送
付
を
受
け
た
者
及
び
当
該

役
員
、
当
該
試
験
員
又
は
当
該
較
正
員
。
以
下
第
九
十
二
条
の
五

役
員
、
当
該
試
験
員
又
は
当
該
較
正
員
。
以
下
第
九
十
二
条
の
五

ま
で
に
お
い
て
「
当
事
者
」
と
い
う
。
）
」
と
、
第
九
十
一
条
か

ま
で
に
お
い
て
「
当
事
者
」
と
い
う
。
）
」
と
、
第
九
十
一
条
か

ら
第
九
十
二
条
の
五
ま
で
の
規
定
中
「
審
査
請
求
人
」
と
あ
る
の

ら
第
九
十
二
条
の
五
ま
で
の
規
定
中
「
異
議
申
立
人
」
と
あ
る
の

は
「
当
事
者
」
と
、
第
九
十
六
条
中
「
こ
の
章
」
と
あ
る
の
は
「

は
「
当
事
者
」
と
、
第
九
十
六
条
中
「
こ
の
章
」
と
あ
る
の
は
「

第
九
十
九
条
の
十
二
」
と
、
行
政
手
続
法
第
十
八
条
第
一
項
中
「

第
九
十
九
条
の
十
二
」
と
、
行
政
手
続
法
第
十
八
条
第
一
項
中
「

当
事
者
」
と
あ
る
の
は
「
電
波
法
第
九
十
九
条
の
十
二
第
六
項
に

当
事
者
」
と
あ
る
の
は
「
電
波
法
第
九
十
九
条
の
十
二
第
六
項
に

お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
同
法
第
九
十
条
第
三
項
の
当
事
者

お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
同
法
第
九
十
条
第
三
項
の
当
事
者

」
と
、
「
参
加
人
」
と
あ
る
の
は
「
同
法
第
九
十
九
条
の
十
二
第

」
と
、
「
参
加
人
」
と
あ
る
の
は
「
同
法
第
九
十
九
条
の
十
二
第

六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
八
十
九
条
第
一
項
又
は
第
二
項

六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
八
十
九
条
第
一
項
又
は
第
二
項

の
参
加
人
」
と
、
「
聴
聞
の
通
知
」
と
あ
る
の
は
「
同
法
第
九
十

の
参
加
人
」
と
、
「
聴
聞
の
通
知
」
と
あ
る
の
は
「
同
法
第
九
十

九
条
の
十
二
第
三
項
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
意
見
聴
取
開
始
通
知

九
条
の
十
二
第
三
項
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
意
見
聴
取
開
始
通
知

書
の
送
付
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

書
の
送
付
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

７
・
８

（
略
）

７
・
８

（
略
）

（
権
限
の
委
任
）

（
権
限
の
委
任
）
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第
百
四
条
の
三

（
略
）

第
百
四
条
の
三

（
略
）

２

第
七
章
の
規
定
は
、
総
合
通
信
局
長
又
は
沖
縄
総
合
通
信
事
務

２

第
八
十
五
条
か
ら
第
九
十
九
条
ま
で
の
規
定
は
、
総
合
通
信
局

所
長
が
前
項
の
規
定
に
よ
る
委
任
に
基
づ
い
て
し
た
処
分
に
つ
い

長
又
は
沖
縄
総
合
通
信
事
務
所
長
が
前
項
の
規
定
に
よ
る
委
任
に

て
の
審
査
請
求
及
び
訴
訟
に
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、

基
づ
い
て
し
た
処
分
に
つ
い
て
の
審
査
請
求
及
び
訴
訟
に
準
用
す

第
九
十
六
条
の
二
中
「
総
務
大
臣
」
と
あ
る
の
は
、
「
総
合
通
信

る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
九
十
六
条
の
二
中
「
総
務
大
臣
」

局
長
又
は
沖
縄
総
合
通
信
事
務
所
長
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す

と
あ
る
の
は
「
総
合
通
信
局
長
又
は
沖
縄
総
合
通
信
事
務
所
長
」

る
。

と
、
「
異
議
申
立
て
に
対
す
る
決
定
」
と
あ
る
の
は
「
審
査
請
求

に
対
す
る
裁
決
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

（
指
定
試
験
機
関
の
処
分
に
係
る
審
査
請
求
等
）

（
指
定
試
験
機
関
の
処
分
に
係
る
審
査
請
求
等
）

第
百
四
条
の
四

こ
の
法
律
の
規
定
に
よ
る
指
定
試
験
機
関
の
処
分

第
百
四
条
の
四

こ
の
法
律
の
規
定
に
よ
る
指
定
試
験
機
関
の
処
分

に
不
服
が
あ
る
者
は
、
総
務
大
臣
に
対
し
、
審
査
請
求
を
す
る
こ

に
不
服
が
あ
る
者
は
、
総
務
大
臣
に
対
し
、
審
査
請
求
を
す
る
こ

と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
総
務
大
臣
は
、
行
政
不
服

と
が
で
き
る
。

審
査
法
第
二
十
五
条
第
二
項
及
び
第
三
項
、
第
四
十
六
条
第
一
項

及
び
第
二
項
並
び
に
第
四
十
七
条
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、

指
定
試
験
機
関
の
上
級
行
政
庁
と
み
な
す
。

２

第
八
十
三
条
及
び
第
八
十
五
条
か
ら
第
九
十
六
条
ま
で
の
規
定

２

第
八
十
五
条
か
ら
第
九
十
六
条
ま
で
の
規
定
は
前
項
の
規
定
に

は
前
項
の
規
定
に
よ
る
審
査
請
求
に
、
第
九
十
六
条
の
二
か
ら
第

よ
る
審
査
請
求
に
、
第
九
十
六
条
の
二
か
ら
第
九
十
九
条
ま
で
の

九
十
九
条
ま
で
の
規
定
は
同
項
の
処
分
に
つ
い
て
の
訴
訟
に
、
そ

規
定
は
同
項
の
処
分
に
つ
い
て
の
訴
訟
に
、
そ
れ
ぞ
れ
準
用
す
る

れ
ぞ
れ
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
九
十
条
第
二
項
及

。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
九
十
条
第
二
項
及
び
第
九
十
六
条
の

び
第
九
十
六
条
の
二
中
「
総
務
大
臣
」
と
あ
る
の
は
「
指
定
試
験

二
中
「
総
務
大
臣
」
と
あ
る
の
は
「
指
定
試
験
機
関
」
と
、
第
九

機
関
」
と
、
第
九
十
条
第
二
項
中
「
所
部
の
職
員
」
と
あ
る
の
は

十
条
第
二
項
中
「
所
部
の
職
員
」
と
あ
る
の
は
「
役
員
又
は
職
員

「
役
員
又
は
職
員
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

」
と
、
第
九
十
六
条
の
二
中
「
異
議
申
立
て
に
対
す
る
決
定
」
と

あ
る
の
は
「
審
査
請
求
に
対
す
る
裁
決
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と

す
る
。
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○

放
送
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
三
十
二
号
）
（
第
三
十
九
条
関
係
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
審
査
請
求
及
び
訴
訟
）

（
異
議
申
立
て
及
び
訴
訟
）

第
百
八
十
条

電
波
法
第
七
章
及
び
第
百
十
五
条
の
規
定
は
、
こ
の

第
百
八
十
条

電
波
法
第
七
章
及
び
第
百
十
五
条
の
規
定
は
、
こ
の

法
律
又
は
こ
の
法
律
に
基
づ
く
命
令
の
規
定
に
よ
る
総
務
大
臣
の

法
律
の
規
定
に
よ
る
総
務
大
臣
の
処
分
に
つ
い
て
の
異
議
申
立
て

処
分
に
つ
い
て
の
審
査
請
求
及
び
訴
訟
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

及
び
訴
訟
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
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○

地
方
税
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
二
十
六
号
）
（
第
四
十
条
関
係
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
市
町
村
の
廃
置
分
合
が
あ
つ
た
場
合
の
課
税
権
の
承
継
）

（
市
町
村
の
廃
置
分
合
が
あ
つ
た
場
合
の
課
税
権
の
承
継
）

第
八
条
の
二

市
町
村
の
廃
置
分
合
が
あ
つ
た
場
合
（
次
条
第
一
項

第
八
条
の
二

市
町
村
の
廃
置
分
合
が
あ
つ
た
場
合
（
次
条
第
一
項

本
文
の
規
定
に
該
当
す
る
場
合
を
除
く
。
）
に
お
い
て
は
、
当
該

本
文
の
規
定
に
該
当
す
る
場
合
を
除
く
。
）
に
お
い
て
は
、
当
該

廃
置
分
合
に
よ
り
消
滅
し
た
市
町
村
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「

廃
置
分
合
に
よ
り
消
滅
し
た
市
町
村
（
以
下
本
条
に
お
い
て
「
消

消
滅
市
町
村
」
と
い
う
。
）
に
係
る
地
方
団
体
の
徴
収
金
の
徴
収

滅
市
町
村
」
と
い
う
。
）
に
係
る
地
方
団
体
の
徴
収
金
の
徴
収
を

を
目
的
と
す
る
権
利
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
消
滅
市
町
村
の

目
的
と
す
る
権
利
（
以
下
本
条
に
お
い
て
「
消
滅
市
町
村
の
徴
収

徴
収
金
に
係
る
権
利
」
と
い
う
。
）
は
、
当
該
消
滅
市
町
村
の
地

金
に
係
る
権
利
」
と
い
う
。
）
は
、
当
該
消
滅
市
町
村
の
地
域
が

域
が
新
た
に
属
す
る
こ
と
と
な
つ
た
市
町
村
（
以
下
こ
の
条
に
お

新
た
に
属
す
る
こ
と
と
な
つ
た
市
町
村
（
以
下
本
条
に
お
い
て
「

い
て
「
承
継
市
町
村
」
と
い
う
。
）
の
区
域
に
よ
つ
て
、
当
該
承

承
継
市
町
村
」
と
い
う
。
）
の
区
域
に
よ
つ
て
、
当
該
承
継
市
町

継
市
町
村
が
承
継
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
消
滅
市
町
村
の

村
が
承
継
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
消
滅
市
町
村
の
徴
収
金

徴
収
金
に
係
る
権
利
に
つ
い
て
、
消
滅
市
町
村
が
し
た
賦
課
徴
収

に
係
る
権
利
に
つ
い
て
、
消
滅
市
町
村
が
し
た
賦
課
徴
収
そ
の
他

そ
の
他
の
手
続
及
び
消
滅
市
町
村
に
対
し
て
し
た
申
告
、
審
査
請

の
手
続
及
び
消
滅
市
町
村
に
対
し
て
し
た
申
告
、
不
服
申
立
て
（

求
そ
の
他
の
手
続
は
、
そ
れ
ぞ
れ
承
継
市
町
村
が
し
た
賦
課
徴
収

異
議
申
立
て
又
は
審
査
請
求
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
そ
の
他
の

そ
の
他
の
手
続
及
び
承
継
市
町
村
に
対
し
て
し
た
申
告
、
審
査
請

手
続
は
、
そ
れ
ぞ
れ
承
継
市
町
村
が
し
た
賦
課
徴
収
そ
の
他
の
手

求
そ
の
他
の
手
続
と
み
な
す
。

続
及
び
承
継
市
町
村
に
対
し
て
し
た
申
告
、
不
服
申
立
て
そ
の
他

の
手
続
と
み
な
す
。

２
～
４

（
略
）

２
～
４

（
略
）

（
還
付
加
算
金
）

（
還
付
加
算
金
）

第
十
七
条
の
四

地
方
団
体
の
長
は
、
過
誤
納
金
を
第
十
七
条
又
は

第
十
七
条
の
四

地
方
団
体
の
長
は
、
過
誤
納
金
を
第
十
七
条
又
は

第
十
七
条
の
二
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
の
規
定
に
よ
り
還
付
し

第
十
七
条
の
二
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
の
規
定
に
よ
り
還
付
し

、
又
は
充
当
す
る
場
合
に
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
過
誤
納
金
の

、
又
は
充
当
す
る
場
合
に
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
過
誤
納
金
の

区
分
に
従
い
当
該
各
号
に
定
め
る
日
の
翌
日
か
ら
地
方
団
体
の
長

区
分
に
従
い
当
該
各
号
に
掲
げ
る
日
の
翌
日
か
ら
地
方
団
体
の
長

が
還
付
の
た
め
支
出
を
決
定
し
た
日
又
は
充
当
を
し
た
日
（
同
日

が
還
付
の
た
め
支
出
を
決
定
し
た
日
又
は
充
当
を
し
た
日
（
同
日

前
に
充
当
を
す
る
に
適
す
る
こ
と
と
な
つ
た
日
が
あ
る
と
き
は
、

前
に
充
当
を
す
る
に
適
す
る
こ
と
と
な
つ
た
日
が
あ
る
と
き
は
、

そ
の
日
）
ま
で
の
期
間
の
日
数
に
応
じ
、
そ
の
金
額
に
年
七
・
三

そ
の
日
）
ま
で
の
期
間
の
日
数
に
応
じ
、
そ
の
金
額
に
年
七
・
三

パ
ー
セ
ン
ト
の
割
合
を
乗
じ
て
計
算
し
た
金
額
（
以
下
「
還
付
加

パ
ー
セ
ン
ト
の
割
合
を
乗
じ
て
計
算
し
た
金
額
（
以
下
「
還
付
加
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算
金
」
と
い
う
。
）
を
そ
の
還
付
又
は
充
当
を
す
べ
き
金
額
に
加

算
金
」
と
い
う
。
）
を
そ
の
還
付
又
は
充
当
を
す
べ
き
金
額
に
加

算
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

算
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

（
略
）

一

（
略
）

二

更
正
の
請
求
に
基
づ
く
更
正
（
当
該
請
求
に
対
す
る
処
分
に

二

更
正
の
請
求
に
基
づ
く
更
正
（
当
該
請
求
に
対
す
る
処
分
に

係
る
審
査
請
求
又
は
訴
え
に
つ
い
て
の
裁
決
又
は
判
決
を
含
む

係
る
不
服
申
立
て
又
は
訴
え
に
つ
い
て
の
決
定
若
し
く
は
裁
決

。
）
に
よ
り
納
付
し
又
は
納
入
す
べ
き
額
が
減
少
し
た
地
方
税

又
は
判
決
を
含
む
。
）
に
よ
り
納
付
し
又
は
納
入
す
べ
き
額
が

（
当
該
地
方
税
に
係
る
延
滞
金
を
含
む
。
次
号
に
お
い
て
同
じ

減
少
し
た
地
方
税
（
当
該
地
方
税
に
係
る
延
滞
金
を
含
む
。
次

。
）
に
係
る
過
納
金

そ
の
更
正
の
請
求
が
あ
つ
た
日
の
翌
日

号
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
係
る
過
納
金

そ
の
更
正
の
請
求
が

か
ら
起
算
し
て
三
月
を
経
過
す
る
日
と
当
該
更
正
が
あ
つ
た
日

あ
つ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
三
月
を
経
過
す
る
日
と
当
該

の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
一
月
を
経
過
す
る
日
と
の
い
ず
れ
か
早

更
正
が
あ
つ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
一
月
を
経
過
す
る
日

い
日

と
の
い
ず
れ
か
早
い
日

三
・
四

（
略
）

三
・
四

（
略
）

２
～
５

（
略
）

２
～
５

（
略
）

（
更
正
、
決
定
等
の
期
間
制
限
の
特
例
）

（
更
正
、
決
定
等
の
期
間
制
限
の
特
例
）

第
十
七
条
の
六

更
正
、
決
定
若
し
く
は
賦
課
決
定
又
は
加
算
金
の

第
十
七
条
の
六

更
正
、
決
定
若
し
く
は
賦
課
決
定
又
は
加
算
金
の

決
定
で
次
の
各
号
に
掲
げ
る
も
の
は
、
当
該
各
号
に
定
め
る
期
間

決
定
で
次
の
各
号
に
掲
げ
る
も
の
は
、
当
該
各
号
に
定
め
る
期
間

の
満
了
す
る
日
が
、
前
条
の
規
定
に
よ
り
更
正
、
決
定
若
し
く
は

の
満
了
す
る
日
が
、
前
条
の
規
定
に
よ
り
更
正
、
決
定
若
し
く
は

賦
課
決
定
又
は
加
算
金
の
決
定
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
期
間
の
満

賦
課
決
定
又
は
加
算
金
の
決
定
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
期
間
の
満

了
す
る
日
後
に
到
来
す
る
と
き
は
、
同
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず

了
す
る
日
後
に
到
来
す
る
と
き
は
、
同
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず

、
当
該
各
号
に
定
め
る
期
間
に
お
い
て
も
、
す
る
こ
と
が
で
き
る

、
当
該
各
号
に
定
め
る
期
間
に
お
い
て
も
、
す
る
こ
と
が
で
き
る

。

。

一

更
正
、
決
定
若
し
く
は
賦
課
決
定
に
係
る
審
査
請
求
に
つ
い

一

更
正
、
決
定
若
し
く
は
賦
課
決
定
に
係
る
不
服
申
立
て
に
つ

て
の
裁
決
（
第
五
十
九
条
第
二
項
、
第
七
十
二
条
の
五
十
四
第

い
て
の
決
定
若
し
く
は
裁
決
（
第
五
十
九
条
第
二
項
、
第
七
十

五
項
若
し
く
は
第
三
百
二
十
一
条
の
十
五
第
二
項
の
規
定
に
よ

二
条
の
五
十
四
第
五
項
若
し
く
は
第
三
百
二
十
一
条
の
十
五
第

る
決
定
又
は
同
条
第
七
項
の
規
定
に
よ
る
裁
決
を
含
む
。
）
又

二
項
の
規
定
に
よ
る
決
定
又
は
同
条
第
七
項
の
規
定
に
よ
る
裁

は
更
正
、
決
定
若
し
く
は
賦
課
決
定
に
係
る
訴
え
に
つ
い
て
の

決
を
含
む
。
）
又
は
更
正
、
決
定
若
し
く
は
賦
課
決
定
に
係
る

判
決
（
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
「
裁
決
等
」
と
い
う
。
）
に
よ

訴
え
に
つ
い
て
の
判
決
（
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
「
裁
決
等
」

る
原
処
分
の
異
動
に
伴
つ
て
課
税
標
準
又
は
税
額
に
異
動
を
生

と
い
う
。
）
に
よ
る
原
処
分
の
異
動
に
伴
つ
て
課
税
標
準
又
は

ず
べ
き
地
方
税
（
当
該
裁
決
等
に
係
る
地
方
税
の
属
す
る
税
目

税
額
に
異
動
を
生
ず
べ
き
地
方
税
（
当
該
裁
決
等
に
係
る
地
方

に
属
す
る
も
の
に
限
る
。
）
で
当
該
裁
決
等
を
受
け
た
者
に
係

税
の
属
す
る
税
目
に
属
す
る
も
の
に
限
る
。
）
で
当
該
裁
決
等

る
も
の
に
つ
い
て
の
更
正
、
決
定
若
し
く
は
賦
課
決
定
又
は
当

を
受
け
た
者
に
係
る
も
の
に
つ
い
て
の
更
正
、
決
定
若
し
く
は
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該
更
正
若
し
く
は
決
定
に
伴
う
当
該
地
方
税
に
係
る
加
算
金
の

賦
課
決
定
又
は
当
該
更
正
若
し
く
は
決
定
に
伴
う
当
該
地
方
税

決
定

当
該
裁
決
等
が
あ
つ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
六
月

に
係
る
加
算
金
の
決
定

当
該
裁
決
等
が
あ
つ
た
日
の
翌
日
か

間

ら
起
算
し
て
六
月
間

二
～
四

（
略
）

二
～
四

（
略
）

２
・
３

（
略
）

２
・
３

（
略
）

（
行
政
不
服
審
査
法
と
の
関
係
）

（
行
政
不
服
審
査
法
と
の
関
係
）

第
十
九
条

地
方
団
体
の
徴
収
金
に
関
す
る
次
の
各
号
に
掲
げ
る
処

第
十
九
条

地
方
団
体
の
徴
収
金
に
関
す
る
次
の
各
号
に
掲
げ
る
処

分
に
つ
い
て
の
審
査
請
求
に
つ
い
て
は
、
こ
の
款
そ
の
他
こ
の
法

分
に
つ
い
て
の
不
服
申
立
て
に
つ
い
て
は
、
こ
の
款
そ
の
他
こ
の

律
に
特
別
の
定
め
が
あ
る
も
の
を
除
く
ほ
か
、
行
政
不
服
審
査
法

法
律
に
特
別
の
定
め
が
あ
る
も
の
を
除
く
ほ
か
、
行
政
不
服
審
査

（
平
成
二
十
六
年
法
律
第

号
）
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る

法
（
昭
和
三
十
七
年
法
律
第
百
六
十
号
）
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ

。

る
。

一
～
九

（
略
）

一
～
九

（
略
）

（
徴
税
吏
員
が
し
た
処
分
）

（
徴
税
吏
員
が
し
た
処
分
）

第
十
九
条
の
二

審
査
請
求
に
関
し
て
は
、
第
三
条
の
二
に
規
定
す

第
十
九
条
の
二

不
服
申
立
て
に
関
し
て
は
、
第
三
条
の
二
に
規
定

る
支
庁
、
地
方
事
務
所
、
市
の
区
の
事
務
所
又
は
税
務
に
関
す
る

す
る
支
庁
、
地
方
事
務
所
、
市
の
区
の
事
務
所
又
は
税
務
に
関
す

事
務
所
に
所
属
す
る
徴
税
吏
員
が
し
た
処
分
は
そ
の
者
の
所
属
す

る
事
務
所
に
所
属
す
る
徴
税
吏
員
が
し
た
処
分
は
そ
の
者
の
所
属

る
支
庁
等
の
長
が
し
た
処
分
と
、
そ
の
他
の
徴
税
吏
員
が
し
た
処

す
る
支
庁
等
の
長
が
し
た
処
分
と
、
そ
の
他
の
徴
税
吏
員
が
し
た

分
は
そ
の
者
の
所
属
す
る
地
方
団
体
の
長
が
し
た
処
分
と
み
な
す

処
分
は
そ
の
者
の
所
属
す
る
地
方
団
体
の
長
が
し
た
処
分
と
み
な

。

す
。

（
審
査
請
求
期
間
の
特
例
）

（
不
服
申
立
期
間
の
特
例
）

第
十
九
条
の
四

滞
納
処
分
に
つ
い
て
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
処
分

第
十
九
条
の
四

滞
納
処
分
に
つ
い
て
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
処
分

に
関
し
欠
陥
が
あ
る
こ
と
（
第
一
号
に
掲
げ
る
処
分
に
つ
い
て
は

に
関
し
欠
陥
が
あ
る
こ
と
（
第
一
号
に
掲
げ
る
処
分
に
つ
い
て
は

、
こ
れ
に
関
す
る
通
知
が
到
達
し
な
い
こ
と
を
含
む
。
）
を
理
由

、
こ
れ
に
関
す
る
通
知
が
到
達
し
な
い
こ
と
を
含
む
。
）
を
理
由

と
し
て
す
る
審
査
請
求
は
、
当
該
各
号
に
規
定
す
る
日
又
は
期
限

と
し
て
す
る
不
服
申
立
て
は
、
当
該
各
号
に
規
定
す
る
日
又
は
期

後
は
、
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

限
後
は
、
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

一

督
促

差
押
え
に
係
る
通
知
を
受
け
た
日
（
そ
の
通
知
が
な

一

督
促

差
押
え
に
係
る
通
知
を
受
け
た
日
（
そ
の
通
知
が
な

い
と
き
は
、
そ
の
差
押
え
が
あ
つ
た
こ
と
を
知
つ
た
日
）
の
翌

い
と
き
は
、
そ
の
差
押
え
が
あ
つ
た
こ
と
を
知
つ
た
日
）
の
翌

日
か
ら
起
算
し
て
三
月
を
経
過
し
た
日

日
か
ら
起
算
し
て
三
十
日
を
経
過
し
た
日

二
～
四

（
略
）

二
～
四

（
略
）

（
審
査
請
求
の
理
由
の
制
限
）

（
不
服
申
立
て
の
理
由
の
制
限
）

第
十
九
条
の
五

第
十
九
条
第
三
号
か
ら
第
八
号
ま
で
に
掲
げ
る
処

第
十
九
条
の
五

第
十
九
条
第
三
号
か
ら
第
八
号
ま
で
に
掲
げ
る
処
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分
に
基
づ
い
て
さ
れ
た
更
正
、
決
定
又
は
賦
課
決
定
に
つ
い
て
の

分
に
基
づ
い
て
さ
れ
た
更
正
、
決
定
又
は
賦
課
決
定
に
つ
い
て
の

審
査
請
求
に
お
い
て
は
、
同
条
第
三
号
か
ら
第
八
号
ま
で
に
掲
げ

不
服
申
立
て
に
お
い
て
は
、
同
条
第
三
号
か
ら
第
八
号
ま
で
に
掲

る
処
分
に
つ
い
て
の
不
服
を
当
該
更
正
、
決
定
又
は
賦
課
決
定
に

げ
る
処
分
に
つ
い
て
の
不
服
を
当
該
更
正
、
決
定
又
は
賦
課
決
定

つ
い
て
の
不
服
の
理
由
と
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

に
つ
い
て
の
不
服
の
理
由
と
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

（
審
査
請
求
が
あ
つ
た
場
合
等
の
通
知
）

（
不
服
申
立
て
が
あ
つ
た
場
合
等
の
通
知
）

第
十
九
条
の
六

第
十
九
条
第
三
号
か
ら
第
八
号
ま
で
に
掲
げ
る
処

第
十
九
条
の
六

第
十
九
条
第
三
号
か
ら
第
八
号
ま
で
に
掲
げ
る
処

分
に
つ
い
て
の
審
査
請
求
が
あ
つ
た
場
合
に
お
い
て
は
、
そ
の
審

分
に
つ
い
て
の
不
服
申
立
て
が
あ
つ
た
場
合
に
お
い
て
は
、
そ
の

査
請
求
に
対
す
る
裁
決
の
権
限
を
有
す
る
者
は
、
関
係
地
方
団
体

不
服
申
立
て
に
対
す
る
決
定
又
は
裁
決
の
権
限
を
有
す
る
者
は
、

の
長
に
対
し
、
審
査
請
求
が
あ
つ
た
旨
そ
の
他
必
要
な
事
項
を
通

関
係
地
方
団
体
の
長
に
対
し
、
不
服
申
立
て
が
あ
つ
た
旨
そ
の
他

知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
は
、
審
査
請
求

必
要
な
事
項
を
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い

が
あ
つ
た
旨
そ
の
他
必
要
な
事
項
を
官
報
に
登
載
す
る
こ
と
に
よ

て
は
、
不
服
申
立
て
が
あ
つ
た
旨
そ
の
他
必
要
な
事
項
を
官
報
に

つ
て
、
当
該
通
知
に
代
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

登
載
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
、
当
該
通
知
に
か
え
る
こ
と
が
で
き
る

。

２

前
項
の
規
定
は
、
同
項
に
規
定
す
る
審
査
請
求
に
対
す
る
裁
決

２

前
項
の
規
定
は
、
同
項
に
規
定
す
る
不
服
申
立
て
に
対
す
る
決

の
権
限
を
有
す
る
者
が
当
該
審
査
請
求
に
対
す
る
裁
決
を
し
た
場

定
又
は
裁
決
の
権
限
を
有
す
る
者
が
当
該
不
服
申
立
て
に
対
す
る

合
に
準
用
す
る
。

決
定
又
は
裁
決
を
し
た
場
合
に
準
用
す
る
。

（
審
査
請
求
と
地
方
団
体
の
徴
収
金
の
賦
課
徴
収
と
の
関
係
）

（
不
服
申
立
て
と
地
方
団
体
の
徴
収
金
の
賦
課
徴
収
と
の
関
係
）

第
十
九
条
の
七

審
査
請
求
は
、
そ
の
目
的
と
な
つ
た
処
分
に
係
る

第
十
九
条
の
七

不
服
申
立
て
は
、
そ
の
目
的
と
な
つ
た
処
分
に
係

地
方
団
体
の
徴
収
金
の
賦
課
又
は
徴
収
の
続
行
を
妨
げ
な
い
。
た

る
地
方
団
体
の
徴
収
金
の
賦
課
又
は
徴
収
の
続
行
を
妨
げ
な
い
。

だ
し
、
そ
の
地
方
団
体
の
徴
収
金
の
徴
収
の
た
め
に
差
し
押
さ
え

た
だ
し
、
そ
の
地
方
団
体
の
徴
収
金
の
徴
収
の
た
め
に
差
し
押
え

た
財
産
の
滞
納
処
分
（
そ
の
例
に
よ
る
処
分
を
含
む
。
以
下
こ
の

た
財
産
の
滞
納
処
分
（
そ
の
例
に
よ
る
処
分
を
含
む
。
以
下
本
条

条
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
よ
る
換
価
は
、
そ
の
財
産
の
価
額
が
著

に
お
い
て
同
じ
。
）
に
よ
る
換
価
は
、
そ
の
財
産
の
価
額
が
著
し

し
く
減
少
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
き
、
又
は
審
査
請
求
を
し
た
者

く
減
少
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
き
、
又
は
不
服
申
立
て
を
し
た
者

か
ら
別
段
の
申
出
が
あ
る
と
き
を
除
き
、
そ
の
審
査
請
求
に
対
す

か
ら
別
段
の
申
出
が
あ
る
と
き
を
除
き
、
そ
の
不
服
申
立
て
に
対

る
裁
決
が
あ
る
ま
で
、
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

す
る
決
定
又
は
裁
決
が
あ
る
ま
で
、
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

２

審
査
請
求
の
目
的
と
な
つ
た
処
分
に
係
る
地
方
団
体
の
徴
収
金

２

不
服
申
立
て
の
目
的
と
な
つ
た
処
分
に
係
る
地
方
団
体
の
徴
収

に
つ
い
て
徴
収
の
権
限
を
有
す
る
地
方
団
体
の
長
は
、
審
査
請
求

金
に
つ
い
て
徴
収
の
権
限
を
有
す
る
地
方
団
体
の
長
は
、
不
服
申

を
し
た
者
が
第
十
六
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
担
保
を
提
供
し
て

立
て
を
し
た
者
が
第
十
六
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
担
保
を
提
供

、
そ
の
地
方
団
体
の
徴
収
金
に
つ
き
、
滞
納
処
分
に
よ
る
差
押
え

し
て
、
そ
の
地
方
団
体
の
徴
収
金
に
つ
き
、
滞
納
処
分
に
よ
る
差

を
し
な
い
こ
と
又
は
既
に
さ
れ
て
い
る
滞
納
処
分
に
よ
る
差
押
え

押
え
を
し
な
い
こ
と
又
は
す
で
に
さ
れ
て
い
る
滞
納
処
分
に
よ
る

を
解
除
す
る
こ
と
を
求
め
た
場
合
に
お
い
て
、
相
当
と
認
め
る
と

差
押
え
を
解
除
す
る
こ
と
を
求
め
た
場
合
に
お
い
て
、
相
当
と
認
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き
は
、
そ
の
差
押
え
を
せ
ず
、
又
は
そ
の
差
押
え
を
解
除
す
る
こ

め
る
と
き
は
、
そ
の
差
押
え
を
せ
ず
、
又
は
そ
の
差
押
え
を
解
除

と
が
で
き
る
。

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

３

（
略
）

３

（
略
）

（
差
押
動
産
等
の
搬
出
の
制
限
）

（
差
押
動
産
等
の
搬
出
の
制
限
）

第
十
九
条
の
八

国
税
徴
収
法
第
五
十
八
条
第
二
項
の
規
定
の
例
に

第
十
九
条
の
八

国
税
徴
収
法
第
五
十
八
条
第
二
項
の
規
定
の
例
に

よ
る
引
渡
し
の
命
令
を
受
け
た
第
三
者
が
、
そ
の
命
令
に
係
る
財

よ
る
引
渡
し
の
命
令
を
受
け
た
第
三
者
が
、
そ
の
命
令
に
係
る
財

産
が
滞
納
者
の
所
有
に
属
し
て
い
な
い
こ
と
を
理
由
と
し
て
、
そ

産
が
滞
納
者
の
所
有
に
属
し
て
い
な
い
こ
と
を
理
由
と
し
て
、
そ

の
命
令
に
つ
き
審
査
請
求
を
し
た
と
き
は
、
そ
の
審
査
請
求
の
係

の
命
令
に
つ
き
不
服
申
立
て
を
し
た
と
き
は
、
そ
の
不
服
申
立
て

属
す
る
間
は
、
当
該
財
産
の
搬
出
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

の
係
属
す
る
間
は
、
当
該
財
産
の
搬
出
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い

。（
決
定
又
は
裁
決
を
す
べ
き
期
間
）

第
十
九
条
の
九

削
除

第
十
九
条
の
九

不
服
申
立
て
に
対
す
る
決
定
又
は
裁
決
は
、
そ
の

申
立
て
を
受
理
し
た
日
か
ら
三
十
日
（
滞
納
処
分
に
つ
い
て
の
不

服
申
立
て
に
対
す
る
決
定
又
は
裁
決
に
あ
つ
て
は
、
六
十
日
）
以

内
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

次
に
掲
げ
る
更
正
、
決
定
又
は
賦
課
決
定
に
つ
い
て
の
不
服
申

立
て
に
対
す
る
決
定
又
は
裁
決
は
、
当
該
更
正
、
決
定
又
は
賦
課

決
定
に
係
る
法
人
税
額
、
所
得
税
若
し
く
は
法
人
税
の
課
税
標
準

又
は
消
費
税
額
に
つ
い
て
不
服
申
立
て
が
さ
れ
て
い
る
場
合
に
お

い
て
は
、
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
不
服
申
立
て
に
つ

い
て
の
決
定
又
は
裁
決
を
知
つ
た
日
か
ら
三
十
日
以
内
に
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

一

法
人
税
の
課
税
に
基
づ
い
て
課
す
る
道
府
県
民
税
又
は
市
町

村
民
税
の
法
人
税
割
（
当
該
法
人
税
に
係
る
個
別
帰
属
法
人
税

額
を
課
税
標
準
と
し
て
課
す
る
道
府
県
民
税
又
は
市
町
村
民
税

の
法
人
税
割
を
含
む
。
）
に
係
る
更
正
又
は
決
定

二

所
得
税
の
課
税
標
準
を
基
準
と
し
て
課
す
る
道
府
県
民
税
又

は
市
町
村
民
税
の
所
得
割
に
係
る
賦
課
決
定

三

法
人
税
の
課
税
標
準
を
基
準
と
し
て
課
す
る
事
業
税
の
所
得

割
に
係
る
更
正
又
は
決
定

四

所
得
税
の
課
税
標
準
を
基
準
と
し
て
課
す
る
事
業
税
に
係
る
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賦
課
決
定
（
第
七
十
二
条
の
五
十
四
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
課

税
標
準
と
す
べ
き
所
得
の
総
額
の
決
定
を
含
む
。
）

五

消
費
税
の
課
税
に
基
づ
い
て
課
す
る
地
方
消
費
税
に
係
る
更

正
、
決
定
又
は
賦
課
決
定

（
不
動
産
等
の
売
却
決
定
等
の
取
消
し
の
制
限
）

（
不
動
産
等
の
売
却
決
定
等
の
取
消
し
の
制
限
）

第
十
九
条
の
十

第
十
九
条
の
四
第
三
号
に
掲
げ
る
処
分
に
欠
陥
が

第
十
九
条
の
十

第
十
九
条
の
四
第
三
号
に
掲
げ
る
処
分
に
欠
陥
が

あ
る
こ
と
を
理
由
と
し
て
滞
納
処
分
に
つ
い
て
の
審
査
請
求
が
あ

あ
る
こ
と
を
理
由
と
し
て
滞
納
処
分
に
つ
い
て
の
不
服
申
立
て
が

つ
た
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
処
分
は
違
法
で
は
あ
る
が
、
次
に
掲

あ
つ
た
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
処
分
は
違
法
で
は
あ
る
が
、
次
に

げ
る
場
合
に
該
当
す
る
と
き
は
、
地
方
団
体
の
長
は
、
そ
の
審
査

掲
げ
る
場
合
に
該
当
す
る
と
き
は
、
地
方
団
体
の
長
は
、
そ
の
不

請
求
を
棄
却
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

服
申
立
て
を
棄
却
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

一

そ
の
審
査
請
求
に
係
る
処
分
に
続
い
て
行
わ
れ
る
べ
き
処
分

一

そ
の
不
服
申
立
て
に
係
る
処
分
に
続
い
て
行
な
わ
れ
る
べ
き

（
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
「
後
行
処
分
」
と
い
う
。
）
が
既
に

処
分
（
以
下
本
号
に
お
い
て
「
後
行
処
分
」
と
い
う
。
）
が
す

行
わ
れ
て
い
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
審
査
請
求
に
係
る
処
分

で
に
行
な
わ
れ
て
い
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
不
服
申
立
て
に

の
違
法
が
軽
微
な
も
の
で
あ
り
、
そ
の
後
行
処
分
に
影
響
を
及

係
る
処
分
の
違
法
が
軽
微
な
も
の
で
あ
り
、
そ
の
後
行
処
分
に

ぼ
さ
せ
る
こ
と
が
適
当
で
な
い
と
認
め
ら
れ
る
と
き
。

影
響
を
及
ぼ
さ
せ
る
こ
と
が
適
当
で
な
い
と
認
め
ら
れ
る
と
き

。

二

換
価
し
た
財
産
が
公
共
の
用
に
供
さ
れ
て
い
る
場
合
そ
の
他

二

換
価
し
た
財
産
が
公
共
の
用
に
供
さ
れ
て
い
る
場
合
そ
の
他

審
査
請
求
に
係
る
処
分
を
取
り
消
す
こ
と
に
よ
り
公
の
利
益
に

不
服
申
立
て
に
係
る
処
分
を
取
り
消
す
こ
と
に
よ
り
公
の
利
益

著
し
い
障
害
を
生
ず
る
場
合
で
、
そ
の
審
査
請
求
を
し
た
者
の

に
著
し
い
障
害
を
生
ず
る
場
合
で
、
そ
の
不
服
申
立
て
を
し
た

受
け
る
損
害
の
程
度
、
そ
の
損
害
の
賠
償
の
程
度
及
び
方
法
そ

者
の
受
け
る
損
害
の
程
度
、
そ
の
損
害
の
賠
償
の
程
度
及
び
方

の
他
一
切
の
事
情
を
考
慮
し
て
も
な
お
そ
の
処
分
を
取
り
消
す

法
そ
の
他
一
切
の
事
情
を
考
慮
し
て
も
な
お
そ
の
処
分
を
取
り

こ
と
が
公
共
の
福
祉
に
適
合
し
な
い
と
認
め
ら
れ
る
と
き
。

消
す
こ
と
が
公
共
の
福
祉
に
適
合
し
な
い
と
認
め
ら
れ
る
と
き

。

２

前
項
の
規
定
に
よ
る
審
査
請
求
の
棄
却
の
裁
決
に
は
、
処
分
が

２

前
項
の
規
定
に
よ
る
不
服
申
立
て
の
棄
却
の
決
定
又
は
裁
決
に

違
法
で
あ
る
こ
と
及
び
審
査
請
求
を
棄
却
す
る
理
由
を
明
示
し
な

は
、
処
分
が
違
法
で
あ
る
こ
と
及
び
不
服
申
立
て
を
棄
却
す
る
理

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

由
を
明
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

（
略
）

３

（
略
）

（
審
査
請
求
と
訴
訟
と
の
関
係
）

（
不
服
申
立
て
と
訴
訟
と
の
関
係
）

第
十
九
条
の
十
二

第
十
九
条
に
規
定
す
る
処
分
の
取
消
し
の
訴
え

第
十
九
条
の
十
二

第
十
九
条
に
規
定
す
る
処
分
の
取
消
し
の
訴
え

は
、
当
該
処
分
に
つ
い
て
の
審
査
請
求
に
対
す
る
裁
決
を
経
た
後

は
、
当
該
処
分
に
つ
い
て
の
異
議
申
立
て
又
は
審
査
請
求
に
対
す

で
な
け
れ
ば
、
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

る
決
定
又
は
裁
決
を
経
た
後
で
な
け
れ
ば
、
提
起
す
る
こ
と
が
で
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き
な
い
。

（
災
害
等
に
よ
る
期
限
の
延
長
）

（
災
害
等
に
よ
る
期
限
の
延
長
）

第
二
十
条
の
五
の
二

地
方
団
体
の
長
は
、
災
害
そ
の
他
や
む
を
得

第
二
十
条
の
五
の
二

地
方
団
体
の
長
は
、
災
害
そ
の
他
や
む
を
得

な
い
理
由
に
よ
り
、
こ
の
法
律
又
は
こ
れ
に
基
づ
く
条
例
に
定
め

な
い
理
由
に
よ
り
、
こ
の
法
律
又
は
こ
れ
に
基
づ
く
条
例
に
定
め

る
申
告
、
申
請
、
請
求
そ
の
他
書
類
の
提
出
（
審
査
請
求
に
関
す

る
申
告
、
申
請
、
請
求
そ
の
他
書
類
の
提
出
（
不
服
申
立
て
に
関

る
も
の
を
除
く
。
）
又
は
納
付
若
し
く
は
納
入
に
関
す
る
期
限
ま

す
る
も
の
を
除
く
。
）
又
は
納
付
若
し
く
は
納
入
に
関
す
る
期
限

で
に
、
こ
れ
ら
の
行
為
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
認
め
る
と
き

ま
で
に
、
こ
れ
ら
の
行
為
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
認
め
る
と

は
、
当
該
地
方
団
体
の
条
例
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
当
該
期

き
は
、
当
該
地
方
団
体
の
条
例
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
当
該

限
を
延
長
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

期
限
を
延
長
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
利
子
割
に
係
る
納
入
金
の
過
少
申
告
加
算
金
及
び
不
申
告
加
算

（
利
子
割
に
係
る
納
入
金
の
過
少
申
告
加
算
金
及
び
不
申
告
加
算

金
）

金
）

第
七
十
一
条
の
十
四

納
入
申
告
書
の
提
出
期
限
ま
で
に
そ
の
提
出

第
七
十
一
条
の
十
四

納
入
申
告
書
の
提
出
期
限
ま
で
に
そ
の
提
出

が
あ
つ
た
場
合
（
納
入
申
告
書
の
提
出
期
限
後
に
そ
の
提
出
が
あ

が
あ
つ
た
場
合
（
納
入
申
告
書
の
提
出
期
限
後
に
そ
の
提
出
が
あ

つ
た
場
合
に
お
い
て
、
次
項
た
だ
し
書
又
は
第
六
項
の
規
定
の
適

つ
た
場
合
に
お
い
て
、
次
項
た
だ
し
書
又
は
第
六
項
の
規
定
の
適

用
が
あ
る
と
き
を
含
む
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
お

用
が
あ
る
と
き
を
含
む
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
お

い
て
、
第
七
十
一
条
の
十
一
第
一
項
又
は
第
三
項
の
規
定
に
よ
る

い
て
、
第
七
十
一
条
の
十
一
第
一
項
又
は
第
三
項
の
規
定
に
よ
る

更
正
が
あ
つ
た
と
き
は
、
道
府
県
知
事
は
、
当
該
更
正
前
の
納
入

更
正
が
あ
つ
た
と
き
は
、
道
府
県
知
事
は
、
当
該
更
正
前
の
納
入

申
告
に
係
る
課
税
標
準
額
又
は
税
額
に
誤
り
が
あ
つ
た
こ
と
に
つ

申
告
に
係
る
課
税
標
準
額
又
は
税
額
に
誤
り
が
あ
つ
た
こ
と
に
つ

い
て
正
当
な
理
由
が
あ
る
と
認
め
る
場
合
を
除
き
、
当
該
更
正
に

い
て
正
当
な
理
由
が
あ
る
と
認
め
る
場
合
を
除
き
、
当
該
更
正
に

よ
る
不
足
金
額
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
対
象
不
足
金
額
」
と

よ
る
不
足
金
額
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
対
象
不
足
金
額
」
と

い
う
。
）
に
百
分
の
十
の
割
合
を
乗
じ
て
計
算
し
た
金
額
（
当
該

い
う
。
）
に
百
分
の
十
の
割
合
を
乗
じ
て
計
算
し
た
金
額
（
当
該

対
象
不
足
金
額
（
当
該
更
正
前
に
そ
の
更
正
に
係
る
利
子
割
に
つ

対
象
不
足
金
額
（
当
該
更
正
前
に
そ
の
更
正
に
係
る
利
子
割
に
つ

い
て
更
正
が
あ
つ
た
場
合
に
お
い
て
は
、
そ
の
更
正
に
よ
る
不
足

い
て
更
正
が
あ
つ
た
場
合
に
お
い
て
は
、
そ
の
更
正
に
よ
る
不
足

金
額
の
合
計
額
（
当
該
更
正
前
の
納
入
申
告
に
係
る
課
税
標
準
額

金
額
の
合
計
額
（
当
該
更
正
前
の
納
入
申
告
に
係
る
課
税
標
準
額

又
は
税
額
に
誤
り
が
あ
つ
た
こ
と
に
つ
い
て
正
当
な
理
由
が
あ
る

又
は
税
額
に
誤
り
が
あ
つ
た
こ
と
に
つ
い
て
正
当
な
理
由
が
あ
る

と
認
め
ら
れ
た
と
き
は
、
そ
の
更
正
に
よ
る
不
足
金
額
を
控
除
し

と
認
め
ら
れ
た
と
き
は
、
そ
の
更
正
に
よ
る
不
足
金
額
を
控
除
し

た
金
額
と
し
、
当
該
利
子
割
に
つ
い
て
そ
の
納
入
す
べ
き
金
額
を

た
金
額
と
し
、
当
該
利
子
割
に
つ
い
て
そ
の
納
入
す
べ
き
金
額
を

減
少
さ
せ
る
更
正
又
は
更
正
に
係
る
審
査
請
求
若
し
く
は
訴
え
に

減
少
さ
せ
る
更
正
又
は
更
正
に
係
る
不
服
申
立
て
若
し
く
は
訴
え

つ
い
て
の
裁
決
若
し
く
は
判
決
に
よ
る
原
処
分
の
異
動
が
あ
つ
た

に
つ
い
て
の
決
定
、
裁
決
若
し
く
は
判
決
に
よ
る
原
処
分
の
異
動

と
き
は
、
こ
れ
ら
に
よ
り
減
少
し
た
部
分
の
金
額
に
相
当
す
る
金

が
あ
つ
た
と
き
は
、
こ
れ
ら
に
よ
り
減
少
し
た
部
分
の
金
額
に
相

額
を
控
除
し
た
金
額
と
す
る
。
）
を
加
算
し
た
金
額
と
す
る
。
）

当
す
る
金
額
を
控
除
し
た
金
額
と
す
る
。
）
を
加
算
し
た
金
額
と
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が
納
入
申
告
書
の
提
出
期
限
ま
で
に
そ
の
提
出
が
あ
つ
た
場
合
に

す
る
。
）
が
納
入
申
告
書
の
提
出
期
限
ま
で
に
そ
の
提
出
が
あ
つ

お
け
る
当
該
納
入
申
告
書
に
係
る
税
額
に
相
当
す
る
金
額
と
五
十

た
場
合
に
お
け
る
当
該
納
入
申
告
書
に
係
る
税
額
に
相
当
す
る
金

万
円
と
の
い
ず
れ
か
多
い
金
額
を
超
え
る
と
き
は
、
当
該
超
え
る

額
と
五
十
万
円
と
の
い
ず
れ
か
多
い
金
額
を
超
え
る
と
き
は
、
当

部
分
に
相
当
す
る
金
額
（
当
該
対
象
不
足
金
額
が
当
該
超
え
る
部

該
超
え
る
部
分
に
相
当
す
る
金
額
（
当
該
対
象
不
足
金
額
が
当
該

分
に
相
当
す
る
金
額
に
満
た
な
い
と
き
は
、
当
該
対
象
不
足
金
額

超
え
る
部
分
に
相
当
す
る
金
額
に
満
た
な
い
と
き
は
、
当
該
対
象

）
に
百
分
の
五
の
割
合
を
乗
じ
て
計
算
し
た
金
額
を
加
算
し
た
金

不
足
金
額
）
に
百
分
の
五
の
割
合
を
乗
じ
て
計
算
し
た
金
額
を
加

額
と
す
る
。
）
に
相
当
す
る
過
少
申
告
加
算
金
額
を
徴
収
し
な
け

算
し
た
金
額
と
す
る
。
）
に
相
当
す
る
過
少
申
告
加
算
金
額
を
徴

れ
ば
な
ら
な
い
。

収
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

（
略
）

２

（
略
）

３

前
項
の
規
定
に
該
当
す
る
場
合
に
お
い
て
、
同
項
に
規
定
す
る

３

前
項
の
規
定
に
該
当
す
る
場
合
に
お
い
て
、
同
項
に
規
定
す
る

納
入
す
べ
き
税
額
（
同
項
第
二
号
又
は
第
三
号
に
該
当
す
る
場
合

納
入
す
べ
き
税
額
（
同
項
第
二
号
又
は
第
三
号
に
該
当
す
る
場
合

に
は
、
こ
れ
ら
の
規
定
に
規
定
す
る
更
正
前
に
さ
れ
た
当
該
利
子

に
は
、
こ
れ
ら
の
規
定
に
規
定
す
る
更
正
前
に
さ
れ
た
当
該
利
子

割
に
係
る
納
入
申
告
書
の
提
出
期
限
後
の
納
入
申
告
又
は
第
七
十

割
に
係
る
納
入
申
告
書
の
提
出
期
限
後
の
納
入
申
告
又
は
第
七
十

一
条
の
十
一
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
の
規
定
に
よ
る
更
正
若
し

一
条
の
十
一
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
の
規
定
に
よ
る
更
正
若
し

く
は
決
定
に
よ
り
納
入
す
べ
き
税
額
の
合
計
額
（
当
該
納
入
す
べ

く
は
決
定
に
よ
り
納
入
す
べ
き
税
額
の
合
計
額
（
当
該
納
入
す
べ

き
税
額
を
減
少
さ
せ
る
更
正
又
は
更
正
に
係
る
審
査
請
求
若
し
く

き
税
額
を
減
少
さ
せ
る
更
正
又
は
更
正
に
係
る
不
服
申
立
て
若
し

は
訴
え
に
つ
い
て
の
裁
決
若
し
く
は
判
決
に
よ
る
原
処
分
の
異
動

く
は
訴
え
に
つ
い
て
の
決
定
、
裁
決
若
し
く
は
判
決
に
よ
る
原
処

が
あ
つ
た
と
き
は
、
こ
れ
ら
に
よ
り
減
少
し
た
部
分
の
税
額
に
相

分
の
異
動
が
あ
つ
た
と
き
は
、
こ
れ
ら
に
よ
り
減
少
し
た
部
分
の

当
す
る
金
額
を
控
除
し
た
金
額
と
す
る
。
）
を
加
算
し
た
金
額
）

税
額
に
相
当
す
る
金
額
を
控
除
し
た
金
額
と
す
る
。
）
を
加
算
し

が
五
十
万
円
を
超
え
る
と
き
は
、
前
項
の
不
申
告
加
算
金
額
は
、

た
金
額
）
が
五
十
万
円
を
超
え
る
と
き
は
、
前
項
の
不
申
告
加
算

同
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
同
項
の
規
定
に
よ
り
計
算
し
た
金

金
額
は
、
同
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
同
項
の
規
定
に
よ
り
計

額
に
、
当
該
超
え
る
部
分
に
相
当
す
る
金
額
（
同
項
に
規
定
す
る

算
し
た
金
額
に
、
当
該
超
え
る
部
分
に
相
当
す
る
金
額
（
同
項
に

納
入
す
べ
き
税
額
が
当
該
超
え
る
部
分
に
相
当
す
る
金
額
に
満
た

規
定
す
る
納
入
す
べ
き
税
額
が
当
該
超
え
る
部
分
に
相
当
す
る
金

な
い
と
き
は
、
当
該
納
入
す
べ
き
税
額
）
に
百
分
の
五
の
割
合
を

額
に
満
た
な
い
と
き
は
、
当
該
納
入
す
べ
き
税
額
）
に
百
分
の
五

乗
じ
て
計
算
し
た
金
額
を
加
算
し
た
金
額
と
す
る
。

の
割
合
を
乗
じ
て
計
算
し
た
金
額
を
加
算
し
た
金
額
と
す
る
。

４
～
６

（
略
）

４
～
６

（
略
）

（
配
当
割
に
係
る
納
入
金
の
過
少
申
告
加
算
金
及
び
不
申
告
加
算

（
配
当
割
に
係
る
納
入
金
の
過
少
申
告
加
算
金
及
び
不
申
告
加
算

金
）

金
）

第
七
十
一
条
の
三
十
五

（
略
）

第
七
十
一
条
の
三
十
五

（
略
）

２

前
項
の
規
定
に
該
当
す
る
場
合
に
お
い
て
、
当
該
対
象
不
足
金

２

前
項
の
規
定
に
該
当
す
る
場
合
に
お
い
て
、
当
該
対
象
不
足
金

額
（
当
該
更
正
前
に
そ
の
更
正
に
係
る
配
当
割
に
つ
い
て
更
正
が

額
（
当
該
更
正
前
に
そ
の
更
正
に
係
る
配
当
割
に
つ
い
て
更
正
が
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あ
つ
た
場
合
に
お
い
て
は
、
そ
の
更
正
に
よ
る
不
足
金
額
の
合
計

あ
つ
た
場
合
に
お
い
て
は
、
そ
の
更
正
に
よ
る
不
足
金
額
の
合
計

額
（
当
該
更
正
前
の
納
入
申
告
に
係
る
課
税
標
準
額
又
は
税
額
に

額
（
当
該
更
正
前
の
納
入
申
告
に
係
る
課
税
標
準
額
又
は
税
額
に

誤
り
が
あ
つ
た
こ
と
に
つ
い
て
正
当
な
事
由
が
あ
る
と
認
め
ら
れ

誤
り
が
あ
つ
た
こ
と
に
つ
い
て
正
当
な
事
由
が
あ
る
と
認
め
ら
れ

た
と
き
は
、
そ
の
更
正
に
よ
る
不
足
金
額
を
控
除
し
た
金
額
と
し

た
と
き
は
、
そ
の
更
正
に
よ
る
不
足
金
額
を
控
除
し
た
金
額
と
し

、
当
該
配
当
割
に
つ
い
て
そ
の
納
入
す
べ
き
金
額
を
減
少
さ
せ
る

、
当
該
配
当
割
に
つ
い
て
そ
の
納
入
す
べ
き
金
額
を
減
少
さ
せ
る

更
正
又
は
更
正
に
係
る
審
査
請
求
若
し
く
は
訴
え
に
つ
い
て
の
裁

更
正
又
は
更
正
に
係
る
不
服
申
立
て
若
し
く
は
訴
え
に
つ
い
て
の

決
若
し
く
は
判
決
に
よ
る
原
処
分
の
異
動
が
あ
つ
た
と
き
は
、
こ

決
定
、
裁
決
若
し
く
は
判
決
に
よ
る
原
処
分
の
異
動
が
あ
つ
た
と

れ
ら
に
よ
り
減
少
し
た
部
分
の
金
額
に
相
当
す
る
金
額
を
控
除
し

き
は
、
こ
れ
ら
に
よ
り
減
少
し
た
部
分
の
金
額
に
相
当
す
る
金
額

た
金
額
と
す
る
。
）
を
加
算
し
た
金
額
と
す
る
。
）
が
納
入
申
告

を
控
除
し
た
金
額
と
す
る
。
）
を
加
算
し
た
金
額
と
す
る
。
）
が

書
の
提
出
期
限
ま
で
に
そ
の
提
出
が
あ
つ
た
場
合
に
お
け
る
当
該

納
入
申
告
書
の
提
出
期
限
ま
で
に
そ
の
提
出
が
あ
つ
た
場
合
に
お

納
入
申
告
書
に
係
る
税
額
に
相
当
す
る
金
額
と
五
十
万
円
と
の
い

け
る
当
該
納
入
申
告
書
に
係
る
税
額
に
相
当
す
る
金
額
と
五
十
万

ず
れ
か
多
い
金
額
を
超
え
る
と
き
は
、
同
項
の
過
少
申
告
加
算
金

円
と
の
い
ず
れ
か
多
い
金
額
を
超
え
る
と
き
は
、
同
項
の
過
少
申

額
は
、
同
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
同
項
の
規
定
に
よ
つ
て
計

告
加
算
金
額
は
、
同
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
同
項
の
規
定
に

算
し
た
金
額
に
、
当
該
超
え
る
部
分
に
相
当
す
る
金
額
（
当
該
対

よ
つ
て
計
算
し
た
金
額
に
、
当
該
超
え
る
部
分
に
相
当
す
る
金
額

象
不
足
金
額
が
当
該
超
え
る
部
分
に
相
当
す
る
金
額
に
満
た
な
い

（
当
該
対
象
不
足
金
額
が
当
該
超
え
る
部
分
に
相
当
す
る
金
額
に

と
き
は
、
当
該
対
象
不
足
金
額
）
に
百
分
の
五
の
割
合
を
乗
じ
て

満
た
な
い
と
き
は
、
当
該
対
象
不
足
金
額
）
に
百
分
の
五
の
割
合

計
算
し
た
金
額
を
加
算
し
た
金
額
と
す
る
。

を
乗
じ
て
計
算
し
た
金
額
を
加
算
し
た
金
額
と
す
る
。

３

（
略
）

３

（
略
）

４

前
項
の
規
定
に
該
当
す
る
場
合
に
お
い
て
、
同
項
に
規
定
す
る

４

前
項
の
規
定
に
該
当
す
る
場
合
に
お
い
て
、
同
項
に
規
定
す
る

納
入
す
べ
き
税
額
（
同
項
第
二
号
又
は
第
三
号
に
該
当
す
る
場
合

納
入
す
べ
き
税
額
（
同
項
第
二
号
又
は
第
三
号
に
該
当
す
る
場
合

に
は
、
こ
れ
ら
の
規
定
に
規
定
す
る
更
正
前
に
さ
れ
た
当
該
配
当

に
は
、
こ
れ
ら
の
規
定
に
規
定
す
る
更
正
前
に
さ
れ
た
当
該
配
当

割
に
係
る
納
入
申
告
書
の
提
出
期
限
後
の
納
入
申
告
又
は
第
七
十

割
に
係
る
納
入
申
告
書
の
提
出
期
限
後
の
納
入
申
告
又
は
第
七
十

一
条
の
三
十
二
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
の
規
定
に
よ
る
更
正
若

一
条
の
三
十
二
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
の
規
定
に
よ
る
更
正
若

し
く
は
決
定
に
よ
り
納
入
す
べ
き
税
額
の
合
計
額
（
当
該
納
入
す

し
く
は
決
定
に
よ
り
納
入
す
べ
き
税
額
の
合
計
額
（
当
該
納
入
す

べ
き
税
額
を
減
少
さ
せ
る
更
正
又
は
更
正
に
係
る
審
査
請
求
若
し

べ
き
税
額
を
減
少
さ
せ
る
更
正
又
は
更
正
に
係
る
不
服
申
立
て
若

く
は
訴
え
に
つ
い
て
の
裁
決
若
し
く
は
判
決
に
よ
る
原
処
分
の
異

し
く
は
訴
え
に
つ
い
て
の
決
定
、
裁
決
若
し
く
は
判
決
に
よ
る
原

動
が
あ
つ
た
と
き
は
、
こ
れ
ら
に
よ
り
減
少
し
た
部
分
の
税
額
に

処
分
の
異
動
が
あ
つ
た
と
き
は
、
こ
れ
ら
に
よ
り
減
少
し
た
部
分

相
当
す
る
金
額
を
控
除
し
た
金
額
と
す
る
。
）
を
加
算
し
た
金
額

の
税
額
に
相
当
す
る
金
額
を
控
除
し
た
金
額
と
す
る
。
）
を
加
算

）
が
五
十
万
円
を
超
え
る
と
き
は
、
前
項
の
不
申
告
加
算
金
額
は

し
た
金
額
）
が
五
十
万
円
を
超
え
る
と
き
は
、
前
項
の
不
申
告
加

、
同
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
同
項
の
規
定
に
よ
り
計
算
し
た

算
金
額
は
、
同
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
同
項
の
規
定
に
よ
り

金
額
に
、
当
該
超
え
る
部
分
に
相
当
す
る
金
額
（
同
項
に
規
定
す

計
算
し
た
金
額
に
、
当
該
超
え
る
部
分
に
相
当
す
る
金
額
（
同
項
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る
納
入
す
べ
き
税
額
が
当
該
超
え
る
部
分
に
相
当
す
る
金
額
に
満

に
規
定
す
る
納
入
す
べ
き
税
額
が
当
該
超
え
る
部
分
に
相
当
す
る

た
な
い
と
き
は
、
当
該
納
入
す
べ
き
税
額
）
に
百
分
の
五
の
割
合

金
額
に
満
た
な
い
と
き
は
、
当
該
納
入
す
べ
き
税
額
）
に
百
分
の

を
乗
じ
て
計
算
し
た
金
額
を
加
算
し
た
金
額
と
す
る
。

五
の
割
合
を
乗
じ
て
計
算
し
た
金
額
を
加
算
し
た
金
額
と
す
る
。

５
～
７

（
略
）

５
～
７

（
略
）

（
株
式
等
譲
渡
所
得
割
に
係
る
納
入
金
の
過
少
申
告
加
算
金
及
び

（
株
式
等
譲
渡
所
得
割
に
係
る
納
入
金
の
過
少
申
告
加
算
金
及
び

不
申
告
加
算
金
）

不
申
告
加
算
金
）

第
七
十
一
条
の
五
十
五

（
略
）

第
七
十
一
条
の
五
十
五

（
略
）

２

前
項
の
規
定
に
該
当
す
る
場
合
に
お
い
て
、
当
該
対
象
不
足
金

２

前
項
の
規
定
に
該
当
す
る
場
合
に
お
い
て
、
当
該
対
象
不
足
金

額
（
当
該
更
正
前
に
そ
の
更
正
に
係
る
株
式
等
譲
渡
所
得
割
に
つ

額
（
当
該
更
正
前
に
そ
の
更
正
に
係
る
株
式
等
譲
渡
所
得
割
に
つ

い
て
更
正
が
あ
つ
た
場
合
に
お
い
て
は
、
そ
の
更
正
に
よ
る
不
足

い
て
更
正
が
あ
つ
た
場
合
に
お
い
て
は
、
そ
の
更
正
に
よ
る
不
足

金
額
の
合
計
額
（
当
該
更
正
前
の
納
入
申
告
に
係
る
課
税
標
準
額

金
額
の
合
計
額
（
当
該
更
正
前
の
納
入
申
告
に
係
る
課
税
標
準
額

又
は
税
額
に
誤
り
が
あ
つ
た
こ
と
に
つ
い
て
正
当
な
事
由
が
あ
る

又
は
税
額
に
誤
り
が
あ
つ
た
こ
と
に
つ
い
て
正
当
な
事
由
が
あ
る

と
認
め
ら
れ
た
と
き
は
、
そ
の
更
正
に
よ
る
不
足
金
額
を
控
除
し

と
認
め
ら
れ
た
と
き
は
、
そ
の
更
正
に
よ
る
不
足
金
額
を
控
除
し

た
金
額
と
し
、
当
該
株
式
等
譲
渡
所
得
割
に
つ
い
て
そ
の
納
入
す

た
金
額
と
し
、
当
該
株
式
等
譲
渡
所
得
割
に
つ
い
て
そ
の
納
入
す

べ
き
金
額
を
減
少
さ
せ
る
更
正
又
は
更
正
に
係
る
審
査
請
求
若
し

べ
き
金
額
を
減
少
さ
せ
る
更
正
又
は
更
正
に
係
る
不
服
申
立
て
若

く
は
訴
え
に
つ
い
て
の
裁
決
若
し
く
は
判
決
に
よ
る
原
処
分
の
異

し
く
は
訴
え
に
つ
い
て
の
決
定
、
裁
決
若
し
く
は
判
決
に
よ
る
原

動
が
あ
つ
た
と
き
は
、
こ
れ
ら
に
よ
り
減
少
し
た
部
分
の
金
額
に

処
分
の
異
動
が
あ
つ
た
と
き
は
、
こ
れ
ら
に
よ
り
減
少
し
た
部
分

相
当
す
る
金
額
を
控
除
し
た
金
額
と
す
る
。
）
を
加
算
し
た
金
額

の
金
額
に
相
当
す
る
金
額
を
控
除
し
た
金
額
と
す
る
。
）
を
加
算

と
す
る
。
）
が
納
入
申
告
書
の
提
出
期
限
ま
で
に
そ
の
提
出
が
あ

し
た
金
額
と
す
る
。
）
が
納
入
申
告
書
の
提
出
期
限
ま
で
に
そ
の

つ
た
場
合
に
お
け
る
当
該
納
入
申
告
書
に
係
る
税
額
に
相
当
す
る

提
出
が
あ
つ
た
場
合
に
お
け
る
当
該
納
入
申
告
書
に
係
る
税
額
に

金
額
と
五
十
万
円
と
の
い
ず
れ
か
多
い
金
額
を
超
え
る
と
き
は
、

相
当
す
る
金
額
と
五
十
万
円
と
の
い
ず
れ
か
多
い
金
額
を
超
え
る

同
項
の
過
少
申
告
加
算
金
額
は
、
同
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、

と
き
は
、
同
項
の
過
少
申
告
加
算
金
額
は
、
同
項
の
規
定
に
か
か

同
項
の
規
定
に
よ
つ
て
計
算
し
た
金
額
に
、
当
該
超
え
る
部
分
に

わ
ら
ず
、
同
項
の
規
定
に
よ
つ
て
計
算
し
た
金
額
に
、
当
該
超
え

相
当
す
る
金
額
（
当
該
対
象
不
足
金
額
が
当
該
超
え
る
部
分
に
相

る
部
分
に
相
当
す
る
金
額
（
当
該
対
象
不
足
金
額
が
当
該
超
え
る

当
す
る
金
額
に
満
た
な
い
と
き
は
、
当
該
対
象
不
足
金
額
）
に
百

部
分
に
相
当
す
る
金
額
に
満
た
な
い
と
き
は
、
当
該
対
象
不
足
金

分
の
五
の
割
合
を
乗
じ
て
計
算
し
た
金
額
を
加
算
し
た
金
額
と
す

額
）
に
百
分
の
五
の
割
合
を
乗
じ
て
計
算
し
た
金
額
を
加
算
し
た

る
。

金
額
と
す
る
。

３

（
略
）

３

（
略
）

４

前
項
の
規
定
に
該
当
す
る
場
合
に
お
い
て
、
同
項
に
規
定
す
る

４

前
項
の
規
定
に
該
当
す
る
場
合
に
お
い
て
、
同
項
に
規
定
す
る

納
入
す
べ
き
税
額
（
同
項
第
二
号
又
は
第
三
号
に
該
当
す
る
場
合

納
入
す
べ
き
税
額
（
同
項
第
二
号
又
は
第
三
号
に
該
当
す
る
場
合

に
は
、
こ
れ
ら
の
規
定
に
規
定
す
る
更
正
前
に
さ
れ
た
当
該
株
式

に
は
、
こ
れ
ら
の
規
定
に
規
定
す
る
更
正
前
に
さ
れ
た
当
該
株
式
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等
譲
渡
所
得
割
に
係
る
納
入
申
告
書
の
提
出
期
限
後
の
納
入
申
告

等
譲
渡
所
得
割
に
係
る
納
入
申
告
書
の
提
出
期
限
後
の
納
入
申
告

又
は
第
七
十
一
条
の
五
十
二
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
の
規
定
に

又
は
第
七
十
一
条
の
五
十
二
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
の
規
定
に

よ
る
更
正
若
し
く
は
決
定
に
よ
り
納
入
す
べ
き
税
額
の
合
計
額
（

よ
る
更
正
若
し
く
は
決
定
に
よ
り
納
入
す
べ
き
税
額
の
合
計
額
（

当
該
納
入
す
べ
き
税
額
を
減
少
さ
せ
る
更
正
又
は
更
正
に
係
る
審

当
該
納
入
す
べ
き
税
額
を
減
少
さ
せ
る
更
正
又
は
更
正
に
係
る
不

査
請
求
若
し
く
は
訴
え
に
つ
い
て
の
裁
決
若
し
く
は
判
決
に
よ
る

服
申
立
て
若
し
く
は
訴
え
に
つ
い
て
の
決
定
、
裁
決
若
し
く
は
判

原
処
分
の
異
動
が
あ
つ
た
と
き
は
、
こ
れ
ら
に
よ
り
減
少
し
た
部

決
に
よ
る
原
処
分
の
異
動
が
あ
つ
た
と
き
は
、
こ
れ
ら
に
よ
り
減

分
の
税
額
に
相
当
す
る
金
額
を
控
除
し
た
金
額
と
す
る
。
）
を
加

少
し
た
部
分
の
税
額
に
相
当
す
る
金
額
を
控
除
し
た
金
額
と
す
る

算
し
た
金
額
）
が
五
十
万
円
を
超
え
る
と
き
は
、
前
項
の
不
申
告

。
）
を
加
算
し
た
金
額
）
が
五
十
万
円
を
超
え
る
と
き
は
、
前
項

加
算
金
額
は
、
同
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
同
項
の
規
定
に
よ

の
不
申
告
加
算
金
額
は
、
同
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
同
項
の

り
計
算
し
た
金
額
に
、
当
該
超
え
る
部
分
に
相
当
す
る
金
額
（
同

規
定
に
よ
り
計
算
し
た
金
額
に
、
当
該
超
え
る
部
分
に
相
当
す
る

項
に
規
定
す
る
納
入
す
べ
き
税
額
が
当
該
超
え
る
部
分
に
相
当
す

金
額
（
同
項
に
規
定
す
る
納
入
す
べ
き
税
額
が
当
該
超
え
る
部
分

る
金
額
に
満
た
な
い
と
き
は
、
当
該
納
入
す
べ
き
税
額
）
に
百
分

に
相
当
す
る
金
額
に
満
た
な
い
と
き
は
、
当
該
納
入
す
べ
き
税
額

の
五
の
割
合
を
乗
じ
て
計
算
し
た
金
額
を
加
算
し
た
金
額
と
す
る

）
に
百
分
の
五
の
割
合
を
乗
じ
て
計
算
し
た
金
額
を
加
算
し
た
金

。

額
と
す
る
。

５
～
７

（
略
）

５
～
７

（
略
）

（
法
人
の
事
業
税
の
過
少
申
告
加
算
金
及
び
不
申
告
加
算
金
）

（
法
人
の
事
業
税
の
過
少
申
告
加
算
金
及
び
不
申
告
加
算
金
）

第
七
十
二
条
の
四
十
六

申
告
書
（
第
七
十
二
条
の
二
十
六
第
一
項

第
七
十
二
条
の
四
十
六

申
告
書
（
第
七
十
二
条
の
二
十
六
第
一
項

本
文
の
規
定
に
よ
る
申
告
書
を
除
く
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同

本
文
の
規
定
に
よ
る
申
告
書
を
除
く
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同

じ
。
）
の
提
出
期
限
ま
で
に
そ
の
提
出
が
あ
つ
た
場
合
（
申
告
書

じ
。
）
の
提
出
期
限
ま
で
に
そ
の
提
出
が
あ
つ
た
場
合
（
申
告
書

の
提
出
期
限
後
に
そ
の
提
出
が
あ
つ
た
場
合
に
お
い
て
、
次
項
た

の
提
出
期
限
後
に
そ
の
提
出
が
あ
つ
た
場
合
に
お
い
て
、
次
項
た

だ
し
書
又
は
第
六
項
の
規
定
の
適
用
が
あ
る
と
き
を
含
む
。
以
下

だ
し
書
又
は
第
六
項
の
規
定
の
適
用
が
あ
る
と
き
を
含
む
。
以
下

こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
お
い
て
、
第
七
十
二
条
の
三
十
九

こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
お
い
て
、
第
七
十
二
条
の
三
十
九

、
第
七
十
二
条
の
四
十
一
又
は
第
七
十
二
条
の
四
十
一
の
二
の
規

、
第
七
十
二
条
の
四
十
一
又
は
第
七
十
二
条
の
四
十
一
の
二
の
規

定
に
よ
る
更
正
が
あ
つ
た
と
き
、
又
は
修
正
申
告
書
の
提
出
が
あ

定
に
よ
る
更
正
が
あ
つ
た
と
き
、
又
は
修
正
申
告
書
の
提
出
が
あ

つ
た
と
き
は
、
道
府
県
知
事
は
、
当
該
更
正
に
よ
る
不
足
税
額
又

つ
た
と
き
は
、
道
府
県
知
事
は
、
当
該
更
正
に
よ
る
不
足
税
額
又

は
当
該
修
正
申
告
書
に
よ
つ
て
増
加
し
た
税
額
（
こ
れ
ら
の
税
額

は
当
該
修
正
申
告
書
に
よ
つ
て
増
加
し
た
税
額
（
こ
れ
ら
の
税
額

の
計
算
の
基
礎
と
な
つ
た
事
実
の
う
ち
に
、
当
該
更
正
又
は
修
正

の
計
算
の
基
礎
と
な
つ
た
事
実
の
う
ち
に
、
当
該
更
正
又
は
修
正

申
告
前
の
税
額
の
計
算
の
基
礎
と
さ
れ
て
い
な
か
つ
た
こ
と
に
つ

申
告
前
の
税
額
の
計
算
の
基
礎
と
さ
れ
て
い
な
か
つ
た
こ
と
に
つ

い
て
正
当
な
事
由
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
も
の
が
あ
る
場
合
に
は

い
て
正
当
な
事
由
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
も
の
が
あ
る
場
合
に
は

、
そ
の
正
当
な
事
由
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
事
実
に
基
づ
く
税
額

、
そ
の
正
当
な
事
由
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
事
実
に
基
づ
く
税
額

と
し
て
政
令
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
計
算
し
た
金
額
を
控
除
し

と
し
て
政
令
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
計
算
し
た
金
額
を
控
除
し
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た
金
額
と
す
る
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
対
象
不
足
税
額
等
」

た
金
額
と
す
る
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
対
象
不
足
税
額
等
」

と
い
う
。
）
に
百
分
の
十
の
割
合
を
乗
じ
て
計
算
し
た
金
額
（
当

と
い
う
。
）
に
百
分
の
十
の
割
合
を
乗
じ
て
計
算
し
た
金
額
（
当

該
対
象
不
足
税
額
等
（
当
該
更
正
又
は
修
正
申
告
前
に
そ
の
更
正

該
対
象
不
足
税
額
等
（
当
該
更
正
又
は
修
正
申
告
前
に
そ
の
更
正

又
は
修
正
申
告
に
係
る
法
人
の
事
業
税
に
つ
い
て
更
正
又
は
修
正

又
は
修
正
申
告
に
係
る
法
人
の
事
業
税
に
つ
い
て
更
正
又
は
修
正

申
告
書
の
提
出
が
あ
つ
た
場
合
に
お
い
て
は
、
そ
の
更
正
に
よ
る

申
告
書
の
提
出
が
あ
つ
た
場
合
に
お
い
て
は
、
そ
の
更
正
に
よ
る

不
足
税
額
又
は
修
正
申
告
書
に
よ
つ
て
増
加
し
た
税
額
の
合
計
額

不
足
税
額
又
は
修
正
申
告
書
に
よ
つ
て
増
加
し
た
税
額
の
合
計
額

（
こ
れ
ら
の
税
額
の
計
算
の
基
礎
と
な
つ
た
事
実
の
う
ち
に
、
当

（
こ
れ
ら
の
税
額
の
計
算
の
基
礎
と
な
つ
た
事
実
の
う
ち
に
、
当

該
更
正
又
は
修
正
申
告
前
の
税
額
の
計
算
の
基
礎
と
さ
れ
て
い
な

該
更
正
又
は
修
正
申
告
前
の
税
額
の
計
算
の
基
礎
と
さ
れ
て
い
な

か
つ
た
こ
と
に
つ
い
て
正
当
な
事
由
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
た
も
の

か
つ
た
こ
と
に
つ
い
て
正
当
な
事
由
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
た
も
の

が
あ
つ
た
と
き
は
、
そ
の
正
当
な
事
由
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
た
事

が
あ
つ
た
と
き
は
、
そ
の
正
当
な
事
由
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
た
事

実
に
基
づ
く
税
額
と
し
て
政
令
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
計
算
し

実
に
基
づ
く
税
額
と
し
て
政
令
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
計
算
し

た
金
額
を
控
除
し
た
金
額
と
し
、
当
該
法
人
の
事
業
税
に
つ
い
て

た
金
額
を
控
除
し
た
金
額
と
し
、
当
該
法
人
の
事
業
税
に
つ
い
て

そ
の
納
付
す
べ
き
税
額
を
減
少
さ
せ
る
更
正
又
は
更
正
に
係
る
審

そ
の
納
付
す
べ
き
税
額
を
減
少
さ
せ
る
更
正
又
は
更
正
に
係
る
不

査
請
求
若
し
く
は
訴
え
に
つ
い
て
の
裁
決
若
し
く
は
判
決
に
よ
る

服
申
立
て
若
し
く
は
訴
え
に
つ
い
て
の
決
定
、
裁
決
若
し
く
は
判

原
処
分
の
異
動
が
あ
つ
た
と
き
は
、
こ
れ
ら
に
よ
り
減
少
し
た
部

決
に
よ
る
原
処
分
の
異
動
が
あ
つ
た
と
き
は
、
こ
れ
ら
に
よ
り
減

分
の
税
額
に
相
当
す
る
金
額
を
控
除
し
た
金
額
と
す
る
。
）
を
加

少
し
た
部
分
の
税
額
に
相
当
す
る
金
額
を
控
除
し
た
金
額
と
す
る

算
し
た
金
額
と
す
る
。
）
が
申
告
書
の
提
出
期
限
ま
で
に
そ
の
提

。
）
を
加
算
し
た
金
額
と
す
る
。
）
が
申
告
書
の
提
出
期
限
ま
で

出
が
あ
つ
た
場
合
に
お
け
る
当
該
申
告
書
に
係
る
税
額
（
当
該
申

に
そ
の
提
出
が
あ
つ
た
場
合
に
お
け
る
当
該
申
告
書
に
係
る
税
額

告
書
に
係
る
法
人
の
事
業
税
に
つ
い
て
中
間
納
付
額
が
あ
る
と
き

（
当
該
申
告
書
に
係
る
法
人
の
事
業
税
に
つ
い
て
中
間
納
付
額
が

は
、
当
該
中
間
納
付
額
を
加
算
し
た
金
額
と
し
、
当
該
申
告
書
に

あ
る
と
き
は
、
当
該
中
間
納
付
額
を
加
算
し
た
金
額
と
し
、
当
該

記
載
さ
れ
た
還
付
金
の
額
に
相
当
す
る
税
額
が
あ
る
と
き
は
、
当

申
告
書
に
記
載
さ
れ
た
還
付
金
の
額
に
相
当
す
る
税
額
が
あ
る
と

該
税
額
を
控
除
し
た
金
額
と
す
る
。
）
に
相
当
す
る
金
額
と
五
十

き
は
、
当
該
税
額
を
控
除
し
た
金
額
と
す
る
。
）
に
相
当
す
る
金

万
円
と
の
い
ず
れ
か
多
い
金
額
を
超
え
る
と
き
は
、
当
該
超
え
る

額
と
五
十
万
円
と
の
い
ず
れ
か
多
い
金
額
を
超
え
る
と
き
は
、
当

部
分
に
相
当
す
る
金
額
（
当
該
対
象
不
足
税
額
等
が
当
該
超
え
る

該
超
え
る
部
分
に
相
当
す
る
金
額
（
当
該
対
象
不
足
税
額
等
が
当

部
分
に
相
当
す
る
金
額
に
満
た
な
い
と
き
は
、
当
該
対
象
不
足
税

該
超
え
る
部
分
に
相
当
す
る
金
額
に
満
た
な
い
と
き
は
、
当
該
対

額
等
）
に
百
分
の
五
の
割
合
を
乗
じ
て
計
算
し
た
金
額
を
加
算
し

象
不
足
税
額
等
）
に
百
分
の
五
の
割
合
を
乗
じ
て
計
算
し
た
金
額

た
金
額
と
す
る
。
）
に
相
当
す
る
過
少
申
告
加
算
金
額
を
徴
収
し

を
加
算
し
た
金
額
と
す
る
。
）
に
相
当
す
る
過
少
申
告
加
算
金
額

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
第
七
十
二
条
の
三
十
三
第
二
項

を
徴
収
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
第
七
十
二
条
の
三
十

の
規
定
に
よ
る
修
正
申
告
書
の
提
出
が
あ
つ
た
場
合
に
お
い
て
、

三
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
修
正
申
告
書
の
提
出
が
あ
つ
た
場
合
に

そ
の
提
出
が
当
該
修
正
申
告
書
に
係
る
事
業
税
額
に
つ
い
て
第
七

お
い
て
、
そ
の
提
出
が
当
該
修
正
申
告
書
に
係
る
事
業
税
額
に
つ

十
二
条
の
三
十
九
第
一
項
若
し
く
は
第
三
項
、
第
七
十
二
条
の
四

い
て
第
七
十
二
条
の
三
十
九
第
一
項
若
し
く
は
第
三
項
、
第
七
十
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十
一
第
一
項
若
し
く
は
第
三
項
若
し
く
は
第
七
十
二
条
の
四
十
一

二
条
の
四
十
一
第
一
項
若
し
く
は
第
三
項
若
し
く
は
第
七
十
二
条

の
二
第
一
項
若
し
く
は
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
更
正
が
あ
る
べ
き

の
四
十
一
の
二
第
一
項
若
し
く
は
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
更
正
が

こ
と
を
予
知
し
て
さ
れ
た
も
の
で
な
い
と
き
、
又
は
第
七
十
二
条

あ
る
べ
き
こ
と
を
予
知
し
て
さ
れ
た
も
の
で
な
い
と
き
、
又
は
第

の
三
十
三
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
修
正
申
告
書
の
提
出
が
あ
つ
た

七
十
二
条
の
三
十
三
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
修
正
申
告
書
の
提
出

場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

が
あ
つ
た
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

２

（
略
）

２

（
略
）

３

前
項
の
規
定
に
該
当
す
る
場
合
に
お
い
て
、
同
項
に
規
定
す
る

３

前
項
の
規
定
に
該
当
す
る
場
合
に
お
い
て
、
同
項
に
規
定
す
る

納
付
す
べ
き
税
額
（
同
項
第
二
号
又
は
第
三
号
の
場
合
に
お
い
て

納
付
す
べ
き
税
額
（
同
項
第
二
号
又
は
第
三
号
の
場
合
に
お
い
て

、
こ
れ
ら
の
規
定
に
規
定
す
る
修
正
申
告
又
は
更
正
前
に
さ
れ
た

、
こ
れ
ら
の
規
定
に
規
定
す
る
修
正
申
告
又
は
更
正
前
に
さ
れ
た

当
該
法
人
の
事
業
税
に
係
る
申
告
書
の
提
出
期
限
後
の
申
告
又
は

当
該
法
人
の
事
業
税
に
係
る
申
告
書
の
提
出
期
限
後
の
申
告
又
は

第
七
十
二
条
の
三
十
九
、
第
七
十
二
条
の
四
十
一
第
一
項
か
ら
第

第
七
十
二
条
の
三
十
九
、
第
七
十
二
条
の
四
十
一
第
一
項
か
ら
第

三
項
ま
で
若
し
く
は
第
七
十
二
条
の
四
十
一
の
二
第
一
項
か
ら
第

三
項
ま
で
若
し
く
は
第
七
十
二
条
の
四
十
一
の
二
第
一
項
か
ら
第

三
項
ま
で
の
規
定
に
よ
る
更
正
若
し
く
は
決
定
に
よ
り
納
付
す
べ

三
項
ま
で
の
規
定
に
よ
る
更
正
若
し
く
は
決
定
に
よ
り
納
付
す
べ

き
税
額
の
合
計
額
（
当
該
納
付
す
べ
き
税
額
の
計
算
の
基
礎
と
な

き
税
額
の
合
計
額
（
当
該
納
付
す
べ
き
税
額
の
計
算
の
基
礎
と
な

つ
た
事
実
の
う
ち
に
当
該
修
正
申
告
又
は
更
正
前
の
税
額
の
計
算

つ
た
事
実
の
う
ち
に
当
該
修
正
申
告
又
は
更
正
前
の
税
額
の
計
算

の
基
礎
と
さ
れ
て
い
な
か
つ
た
こ
と
に
つ
い
て
正
当
な
事
由
が
あ

の
基
礎
と
さ
れ
て
い
な
か
つ
た
こ
と
に
つ
い
て
正
当
な
事
由
が
あ

る
と
認
め
ら
れ
る
も
の
が
あ
る
と
き
は
そ
の
正
当
な
事
由
が
あ
る

る
と
認
め
ら
れ
る
も
の
が
あ
る
と
き
は
そ
の
正
当
な
事
由
が
あ
る

と
認
め
ら
れ
る
事
実
に
基
づ
く
税
額
と
し
て
政
令
の
定
め
る
と
こ

と
認
め
ら
れ
る
事
実
に
基
づ
く
税
額
と
し
て
政
令
の
定
め
る
と
こ

ろ
に
よ
り
計
算
し
た
金
額
を
控
除
し
た
税
額
と
し
、
当
該
納
付
す

ろ
に
よ
り
計
算
し
た
金
額
を
控
除
し
た
税
額
と
し
、
当
該
納
付
す

べ
き
税
額
を
減
少
さ
せ
る
更
正
又
は
更
正
に
係
る
審
査
請
求
若
し

べ
き
税
額
を
減
少
さ
せ
る
更
正
又
は
更
正
に
係
る
不
服
申
立
て
若

く
は
訴
え
に
つ
い
て
の
裁
決
若
し
く
は
判
決
に
よ
る
原
処
分
の
異

し
く
は
訴
え
に
つ
い
て
の
決
定
、
裁
決
若
し
く
は
判
決
に
よ
る
原

動
が
あ
つ
た
と
き
は
こ
れ
ら
に
よ
り
減
少
し
た
部
分
の
税
額
に
相

処
分
の
異
動
が
あ
つ
た
と
き
は
こ
れ
ら
に
よ
り
減
少
し
た
部
分
の

当
す
る
金
額
を
控
除
し
た
金
額
と
す
る
。
）
を
加
算
し
た
金
額
）

税
額
に
相
当
す
る
金
額
を
控
除
し
た
金
額
と
す
る
。
）
を
加
算
し

が
五
十
万
円
を
超
え
る
と
き
は
、
前
項
の
不
申
告
加
算
金
額
は
、

た
金
額
）
が
五
十
万
円
を
超
え
る
と
き
は
、
前
項
の
不
申
告
加
算

同
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
同
項
の
規
定
に
よ
り
計
算
し
た
金

金
額
は
、
同
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
同
項
の
規
定
に
よ
り
計

額
に
、
当
該
超
え
る
部
分
に
相
当
す
る
金
額
（
同
項
に
規
定
す
る

算
し
た
金
額
に
、
当
該
超
え
る
部
分
に
相
当
す
る
金
額
（
同
項
に

納
付
す
べ
き
税
額
が
当
該
超
え
る
部
分
に
相
当
す
る
金
額
に
満
た

規
定
す
る
納
付
す
べ
き
税
額
が
当
該
超
え
る
部
分
に
相
当
す
る
金

な
い
と
き
は
、
当
該
納
付
す
べ
き
税
額
）
に
百
分
の
五
の
割
合
を

額
に
満
た
な
い
と
き
は
、
当
該
納
付
す
べ
き
税
額
）
に
百
分
の
五

乗
じ
て
計
算
し
た
金
額
を
加
算
し
た
金
額
と
す
る
。

の
割
合
を
乗
じ
て
計
算
し
た
金
額
を
加
算
し
た
金
額
と
す
る
。

４
～
６

（
略
）

４
～
６

（
略
）

（
た
ば
こ
税
の
過
少
申
告
加
算
金
及
び
不
申
告
加
算
金
）

（
た
ば
こ
税
の
過
少
申
告
加
算
金
及
び
不
申
告
加
算
金
）
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第
七
十
四
条
の
二
十
三

申
告
書
の
提
出
期
限
ま
で
に
そ
の
提
出
が

第
七
十
四
条
の
二
十
三

申
告
書
の
提
出
期
限
ま
で
に
そ
の
提
出
が

あ
つ
た
場
合
（
申
告
書
の
提
出
期
限
後
に
そ
の
提
出
が
あ
つ
た
場

あ
つ
た
場
合
（
申
告
書
の
提
出
期
限
後
に
そ
の
提
出
が
あ
つ
た
場

合
に
お
い
て
、
次
項
た
だ
し
書
又
は
第
六
項
の
規
定
の
適
用
が
あ

合
に
お
い
て
、
次
項
た
だ
し
書
又
は
第
六
項
の
規
定
の
適
用
が
あ

る
と
き
を
含
む
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
お
い
て
、

る
と
き
を
含
む
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
お
い
て
、

第
七
十
四
条
の
二
十
第
一
項
若
し
く
は
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
更

第
七
十
四
条
の
二
十
第
一
項
若
し
く
は
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
更

正
が
あ
つ
た
と
き
、
又
は
修
正
申
告
書
の
提
出
が
あ
つ
た
と
き
は

正
が
あ
つ
た
と
き
、
又
は
修
正
申
告
書
の
提
出
が
あ
つ
た
と
き
は

、
道
府
県
知
事
は
、
当
該
更
正
又
は
修
正
申
告
前
の
申
告
又
は
修

、
道
府
県
知
事
は
、
当
該
更
正
又
は
修
正
申
告
前
の
申
告
又
は
修

正
申
告
に
係
る
税
額
に
誤
り
が
あ
つ
た
こ
と
に
つ
い
て
正
当
な
理

正
申
告
に
係
る
税
額
に
誤
り
が
あ
つ
た
こ
と
に
つ
い
て
正
当
な
理

由
が
あ
る
と
認
め
る
場
合
を
除
き
、
当
該
更
正
に
よ
る
不
足
税
額

由
が
あ
る
と
認
め
る
場
合
を
除
き
、
当
該
更
正
に
よ
る
不
足
税
額

又
は
当
該
修
正
申
告
書
に
よ
つ
て
増
加
し
た
税
額
（
以
下
こ
の
項

又
は
当
該
修
正
申
告
書
に
よ
つ
て
増
加
し
た
税
額
（
以
下
こ
の
項

に
お
い
て
「
対
象
不
足
税
額
等
」
と
い
う
。
）
に
百
分
の
十
の
割

に
お
い
て
「
対
象
不
足
税
額
等
」
と
い
う
。
）
に
百
分
の
十
の
割

合
を
乗
じ
て
計
算
し
た
金
額
（
当
該
対
象
不
足
税
額
等
（
当
該
更

合
を
乗
じ
て
計
算
し
た
金
額
（
当
該
対
象
不
足
税
額
等
（
当
該
更

正
又
は
修
正
申
告
前
に
そ
の
更
正
又
は
修
正
申
告
に
係
る
た
ば
こ

正
又
は
修
正
申
告
前
に
そ
の
更
正
又
は
修
正
申
告
に
係
る
た
ば
こ

税
に
つ
い
て
更
正
又
は
修
正
申
告
書
の
提
出
が
あ
つ
た
場
合
に
お

税
に
つ
い
て
更
正
又
は
修
正
申
告
書
の
提
出
が
あ
つ
た
場
合
に
お

い
て
は
、
そ
の
更
正
に
よ
る
不
足
税
額
又
は
修
正
申
告
書
に
よ
つ

い
て
は
、
そ
の
更
正
に
よ
る
不
足
税
額
又
は
修
正
申
告
書
に
よ
つ

て
増
加
し
た
税
額
の
合
計
額
（
当
該
更
正
又
は
修
正
申
告
前
の
申

て
増
加
し
た
税
額
の
合
計
額
（
当
該
更
正
又
は
修
正
申
告
前
の
申

告
又
は
修
正
申
告
に
係
る
税
額
に
誤
り
が
あ
つ
た
こ
と
に
つ
い
て

告
又
は
修
正
申
告
に
係
る
税
額
に
誤
り
が
あ
つ
た
こ
と
に
つ
い
て

正
当
な
理
由
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
た
と
き
は
、
そ
の
更
正
に
よ
る

正
当
な
理
由
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
た
と
き
は
、
そ
の
更
正
に
よ
る

不
足
税
額
又
は
修
正
申
告
書
に
よ
つ
て
増
加
し
た
税
額
を
控
除
し

不
足
税
額
又
は
修
正
申
告
書
に
よ
つ
て
増
加
し
た
税
額
を
控
除
し

た
金
額
と
し
、
当
該
た
ば
こ
税
に
つ
い
て
そ
の
納
付
す
べ
き
税
額

た
金
額
と
し
、
当
該
た
ば
こ
税
に
つ
い
て
そ
の
納
付
す
べ
き
税
額

を
減
少
さ
せ
る
更
正
又
は
更
正
に
係
る
審
査
請
求
若
し
く
は
訴
え

を
減
少
さ
せ
る
更
正
又
は
更
正
に
係
る
不
服
申
立
て
若
し
く
は
訴

に
つ
い
て
の
裁
決
若
し
く
は
判
決
に
よ
る
原
処
分
の
異
動
が
あ
つ

え
に
つ
い
て
の
決
定
、
裁
決
若
し
く
は
判
決
に
よ
る
原
処
分
の
異

た
と
き
は
、
こ
れ
ら
に
よ
り
減
少
し
た
部
分
の
税
額
に
相
当
す
る

動
が
あ
つ
た
と
き
は
、
こ
れ
ら
に
よ
り
減
少
し
た
部
分
の
税
額
に

金
額
を
控
除
し
た
金
額
と
す
る
。
）
を
加
算
し
た
金
額
と
す
る
。

相
当
す
る
金
額
を
控
除
し
た
金
額
と
す
る
。
）
を
加
算
し
た
金
額

）
が
申
告
書
の
提
出
期
限
ま
で
に
そ
の
提
出
が
あ
つ
た
場
合
に
お

と
す
る
。
）
が
申
告
書
の
提
出
期
限
ま
で
に
そ
の
提
出
が
あ
つ
た

け
る
当
該
申
告
書
に
係
る
税
額
に
相
当
す
る
金
額
と
五
十
万
円
と

場
合
に
お
け
る
当
該
申
告
書
に
係
る
税
額
に
相
当
す
る
金
額
と
五

の
い
ず
れ
か
多
い
金
額
を
超
え
る
と
き
は
、
当
該
超
え
る
部
分
に

十
万
円
と
の
い
ず
れ
か
多
い
金
額
を
超
え
る
と
き
は
、
当
該
超
え

相
当
す
る
金
額
（
当
該
対
象
不
足
税
額
等
が
当
該
超
え
る
部
分
に

る
部
分
に
相
当
す
る
金
額
（
当
該
対
象
不
足
税
額
等
が
当
該
超
え

相
当
す
る
金
額
に
満
た
な
い
と
き
は
、
当
該
対
象
不
足
税
額
等
）

る
部
分
に
相
当
す
る
金
額
に
満
た
な
い
と
き
は
、
当
該
対
象
不
足

に
百
分
の
五
の
割
合
を
乗
じ
て
計
算
し
た
金
額
を
加
算
し
た
金
額

税
額
等
）
に
百
分
の
五
の
割
合
を
乗
じ
て
計
算
し
た
金
額
を
加
算

と
す
る
。
）
に
相
当
す
る
過
少
申
告
加
算
金
額
を
徴
収
し
な
け
れ

し
た
金
額
と
す
る
。
）
に
相
当
す
る
過
少
申
告
加
算
金
額
を
徴
収
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ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
修
正
申
告
書
の
提
出
が
あ
つ
た
場
合
に

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
修
正
申
告
書
の
提
出
が
あ
つ

お
い
て
、
そ
の
提
出
が
当
該
修
正
申
告
書
に
係
る
た
ば
こ
税
額
に

た
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
提
出
が
当
該
修
正
申
告
書
に
係
る
た
ば

つ
い
て
第
七
十
四
条
の
二
十
第
一
項
又
は
第
三
項
の
規
定
に
よ
る

こ
税
額
に
つ
い
て
第
七
十
四
条
の
二
十
第
一
項
又
は
第
三
項
の
規

更
正
が
あ
る
べ
き
こ
と
を
予
知
し
て
さ
れ
た
も
の
で
な
い
と
き
は

定
に
よ
る
更
正
が
あ
る
べ
き
こ
と
を
予
知
し
て
さ
れ
た
も
の
で
な

、
こ
の
限
り
で
な
い
。

い
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

２

（
略
）

２

（
略
）

３

前
項
の
規
定
に
該
当
す
る
場
合
に
お
い
て
、
同
項
に
規
定
す
る

３

前
項
の
規
定
に
該
当
す
る
場
合
に
お
い
て
、
同
項
に
規
定
す
る

納
付
す
べ
き
税
額
（
同
項
第
二
号
又
は
第
三
号
に
該
当
す
る
場
合

納
付
す
べ
き
税
額
（
同
項
第
二
号
又
は
第
三
号
に
該
当
す
る
場
合

に
は
、
こ
れ
ら
の
規
定
に
規
定
す
る
修
正
申
告
又
は
更
正
前
に
さ

に
は
、
こ
れ
ら
の
規
定
に
規
定
す
る
修
正
申
告
又
は
更
正
前
に
さ

れ
た
当
該
た
ば
こ
税
に
係
る
申
告
書
の
提
出
期
限
後
の
申
告
又
は

れ
た
当
該
た
ば
こ
税
に
係
る
申
告
書
の
提
出
期
限
後
の
申
告
又
は

第
七
十
四
条
の
二
十
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
の
規
定
に
よ
る
更

第
七
十
四
条
の
二
十
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
の
規
定
に
よ
る
更

正
若
し
く
は
決
定
に
よ
り
納
付
す
べ
き
税
額
の
合
計
額
（
当
該
納

正
若
し
く
は
決
定
に
よ
り
納
付
す
べ
き
税
額
の
合
計
額
（
当
該
納

付
す
べ
き
税
額
を
減
少
さ
せ
る
更
正
又
は
更
正
に
係
る
審
査
請
求

付
す
べ
き
税
額
を
減
少
さ
せ
る
更
正
又
は
更
正
に
係
る
不
服
申
立

若
し
く
は
訴
え
に
つ
い
て
の
裁
決
若
し
く
は
判
決
に
よ
る
原
処
分

て
若
し
く
は
訴
え
に
つ
い
て
の
決
定
、
裁
決
若
し
く
は
判
決
に
よ

の
異
動
が
あ
つ
た
と
き
は
、
こ
れ
ら
に
よ
り
減
少
し
た
部
分
の
税

る
原
処
分
の
異
動
が
あ
つ
た
と
き
は
、
こ
れ
ら
に
よ
り
減
少
し
た

額
に
相
当
す
る
金
額
を
控
除
し
た
金
額
と
す
る
。
）
を
加
算
し
た

部
分
の
税
額
に
相
当
す
る
金
額
を
控
除
し
た
金
額
と
す
る
。
）
を

金
額
）
が
五
十
万
円
を
超
え
る
と
き
は
、
前
項
の
不
申
告
加
算
金

加
算
し
た
金
額
）
が
五
十
万
円
を
超
え
る
と
き
は
、
前
項
の
不
申

額
は
、
同
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
同
項
の
規
定
に
よ
り
計
算

告
加
算
金
額
は
、
同
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
同
項
の
規
定
に

し
た
金
額
に
、
当
該
超
え
る
部
分
に
相
当
す
る
金
額
（
同
項
に
規

よ
り
計
算
し
た
金
額
に
、
当
該
超
え
る
部
分
に
相
当
す
る
金
額
（

定
す
る
納
付
す
べ
き
税
額
が
当
該
超
え
る
部
分
に
相
当
す
る
金
額

同
項
に
規
定
す
る
納
付
す
べ
き
税
額
が
当
該
超
え
る
部
分
に
相
当

に
満
た
な
い
と
き
は
、
当
該
納
付
す
べ
き
税
額
）
に
百
分
の
五
の

す
る
金
額
に
満
た
な
い
と
き
は
、
当
該
納
付
す
べ
き
税
額
）
に
百

割
合
を
乗
じ
て
計
算
し
た
金
額
を
加
算
し
た
金
額
と
す
る
。

分
の
五
の
割
合
を
乗
じ
て
計
算
し
た
金
額
を
加
算
し
た
金
額
と
す

る
。

４
～
６

（
略
）

４
～
６

（
略
）

（
ゴ
ル
フ
場
利
用
税
に
係
る
過
少
申
告
加
算
金
及
び
不
申
告
加
算

（
ゴ
ル
フ
場
利
用
税
に
係
る
過
少
申
告
加
算
金
及
び
不
申
告
加
算

金
）

金
）

第
九
十
条

申
告
書
の
提
出
期
限
ま
で
に
そ
の
提
出
が
あ
つ
た
場
合

第
九
十
条

申
告
書
の
提
出
期
限
ま
で
に
そ
の
提
出
が
あ
つ
た
場
合

（
申
告
書
の
提
出
期
限
後
に
そ
の
提
出
が
あ
つ
た
場
合
に
お
い
て

（
申
告
書
の
提
出
期
限
後
に
そ
の
提
出
が
あ
つ
た
場
合
に
お
い
て

、
次
項
た
だ
し
書
又
は
第
六
項
の
規
定
の
適
用
が
あ
る
と
き
を
含

、
次
項
た
だ
し
書
又
は
第
六
項
の
規
定
の
適
用
が
あ
る
と
き
を
含

む
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
お
い
て
、
第
八
十
七
条

む
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
お
い
て
、
第
八
十
七
条

第
一
項
又
は
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
更
正
が
あ
つ
た
と
き
は
、
道

第
一
項
又
は
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
更
正
が
あ
つ
た
と
き
は
、
道
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府
県
知
事
は
、
当
該
更
正
前
の
納
入
申
告
に
係
る
課
税
標
準
の
総

府
県
知
事
は
、
当
該
更
正
前
の
納
入
申
告
に
係
る
課
税
標
準
の
総

数
又
は
税
額
に
誤
り
が
あ
つ
た
こ
と
に
つ
い
て
正
当
な
理
由
が
な

数
又
は
税
額
に
誤
り
が
あ
つ
た
こ
と
に
つ
い
て
正
当
な
理
由
が
な

い
と
認
め
る
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
更
正
に
よ
る
不
足
金
額
（

い
と
認
め
る
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
更
正
に
よ
る
不
足
金
額
（

以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
対
象
不
足
金
額
」
と
い
う
。
）
に
百
分

以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
対
象
不
足
金
額
」
と
い
う
。
）
に
百
分

の
十
の
割
合
を
乗
じ
て
計
算
し
た
金
額
（
当
該
対
象
不
足
金
額
（

の
十
の
割
合
を
乗
じ
て
計
算
し
た
金
額
（
当
該
対
象
不
足
金
額
（

当
該
更
正
前
に
そ
の
更
正
に
係
る
ゴ
ル
フ
場
利
用
税
に
つ
い
て
更

当
該
更
正
前
に
そ
の
更
正
に
係
る
ゴ
ル
フ
場
利
用
税
に
つ
い
て
更

正
が
あ
つ
た
場
合
に
お
い
て
は
、
そ
の
更
正
に
よ
る
不
足
金
額
の

正
が
あ
つ
た
場
合
に
お
い
て
は
、
そ
の
更
正
に
よ
る
不
足
金
額
の

合
計
額
（
当
該
更
正
前
の
納
入
申
告
に
係
る
課
税
標
準
の
総
数
又

合
計
額
（
当
該
更
正
前
の
納
入
申
告
に
係
る
課
税
標
準
の
総
数
又

は
税
額
に
誤
り
が
あ
つ
た
こ
と
に
つ
い
て
正
当
な
理
由
が
あ
る
と

は
税
額
に
誤
り
が
あ
つ
た
こ
と
に
つ
い
て
正
当
な
理
由
が
あ
る
と

認
め
ら
れ
た
と
き
は
、
そ
の
更
正
に
よ
る
不
足
金
額
を
控
除
し
た

認
め
ら
れ
た
と
き
は
、
そ
の
更
正
に
よ
る
不
足
金
額
を
控
除
し
た

金
額
と
し
、
当
該
ゴ
ル
フ
場
利
用
税
に
つ
い
て
そ
の
納
入
す
べ
き

金
額
と
し
、
当
該
ゴ
ル
フ
場
利
用
税
に
つ
い
て
そ
の
納
入
す
べ
き

金
額
を
減
少
さ
せ
る
更
正
又
は
更
正
に
係
る
審
査
請
求
若
し
く
は

金
額
を
減
少
さ
せ
る
更
正
又
は
更
正
に
係
る
不
服
申
立
て
若
し
く

訴
え
に
つ
い
て
の
裁
決
若
し
く
は
判
決
に
よ
る
原
処
分
の
異
動
が

は
訴
え
に
つ
い
て
の
決
定
、
裁
決
若
し
く
は
判
決
に
よ
る
原
処
分

あ
つ
た
と
き
は
、
こ
れ
ら
に
よ
り
減
少
し
た
部
分
の
金
額
に
相
当

の
異
動
が
あ
つ
た
と
き
は
、
こ
れ
ら
に
よ
り
減
少
し
た
部
分
の
金

す
る
金
額
を
控
除
し
た
金
額
と
す
る
。
）
を
加
算
し
た
金
額
と
す

額
に
相
当
す
る
金
額
を
控
除
し
た
金
額
と
す
る
。
）
を
加
算
し
た

る
。
）
が
申
告
書
の
提
出
期
限
ま
で
に
そ
の
提
出
が
あ
つ
た
場
合

金
額
と
す
る
。
）
が
申
告
書
の
提
出
期
限
ま
で
に
そ
の
提
出
が
あ

に
お
け
る
当
該
申
告
書
に
係
る
税
額
に
相
当
す
る
金
額
と
五
十
万

つ
た
場
合
に
お
け
る
当
該
申
告
書
に
係
る
税
額
に
相
当
す
る
金
額

円
と
の
い
ず
れ
か
多
い
金
額
を
超
え
る
と
き
は
、
当
該
超
え
る
部

と
五
十
万
円
と
の
い
ず
れ
か
多
い
金
額
を
超
え
る
と
き
は
、
当
該

分
に
相
当
す
る
金
額
（
当
該
対
象
不
足
金
額
が
当
該
超
え
る
部
分

超
え
る
部
分
に
相
当
す
る
金
額
（
当
該
対
象
不
足
金
額
が
当
該
超

に
相
当
す
る
金
額
に
満
た
な
い
と
き
は
、
当
該
対
象
不
足
金
額
）

え
る
部
分
に
相
当
す
る
金
額
に
満
た
な
い
と
き
は
、
当
該
対
象
不

に
百
分
の
五
の
割
合
を
乗
じ
て
計
算
し
た
金
額
を
加
算
し
た
金
額

足
金
額
）
に
百
分
の
五
の
割
合
を
乗
じ
て
計
算
し
た
金
額
を
加
算

と
す
る
。
）
に
相
当
す
る
過
少
申
告
加
算
金
額
を
徴
収
し
な
け
れ

し
た
金
額
と
す
る
。
）
に
相
当
す
る
過
少
申
告
加
算
金
額
を
徴
収

ば
な
ら
な
い
。

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

（
略
）

２

（
略
）

３

前
項
の
規
定
に
該
当
す
る
場
合
に
お
い
て
、
同
項
に
規
定
す
る

３

前
項
の
規
定
に
該
当
す
る
場
合
に
お
い
て
、
同
項
に
規
定
す
る

納
入
す
べ
き
税
額
（
同
項
第
二
号
又
は
第
三
号
に
該
当
す
る
場
合

納
入
す
べ
き
税
額
（
同
項
第
二
号
又
は
第
三
号
に
該
当
す
る
場
合

に
は
、
こ
れ
ら
の
規
定
に
規
定
す
る
更
正
前
に
さ
れ
た
当
該
ゴ
ル

に
は
、
こ
れ
ら
の
規
定
に
規
定
す
る
更
正
前
に
さ
れ
た
当
該
ゴ
ル

フ
場
利
用
税
に
係
る
申
告
書
の
提
出
期
限
後
の
申
告
又
は
第
八
十

フ
場
利
用
税
に
係
る
申
告
書
の
提
出
期
限
後
の
申
告
又
は
第
八
十

七
条
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
の
規
定
に
よ
る
更
正
若
し
く
は
決

七
条
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
の
規
定
に
よ
る
更
正
若
し
く
は
決

定
に
よ
り
納
入
す
べ
き
税
額
の
合
計
額
（
当
該
納
入
す
べ
き
税
額

定
に
よ
り
納
入
す
べ
き
税
額
の
合
計
額
（
当
該
納
入
す
べ
き
税
額

を
減
少
さ
せ
る
更
正
又
は
更
正
に
係
る
審
査
請
求
若
し
く
は
訴
え

を
減
少
さ
せ
る
更
正
又
は
更
正
に
係
る
不
服
申
立
て
若
し
く
は
訴
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に
つ
い
て
の
裁
決
若
し
く
は
判
決
に
よ
る
原
処
分
の
異
動
が
あ
つ

え
に
つ
い
て
の
決
定
、
裁
決
若
し
く
は
判
決
に
よ
る
原
処
分
の
異

た
と
き
は
、
こ
れ
ら
に
よ
り
減
少
し
た
部
分
の
税
額
に
相
当
す
る

動
が
あ
つ
た
と
き
は
、
こ
れ
ら
に
よ
り
減
少
し
た
部
分
の
税
額
に

金
額
を
控
除
し
た
金
額
と
す
る
。
）
を
加
算
し
た
金
額
）
が
五
十

相
当
す
る
金
額
を
控
除
し
た
金
額
と
す
る
。
）
を
加
算
し
た
金
額

万
円
を
超
え
る
と
き
は
、
前
項
の
不
申
告
加
算
金
額
は
、
同
項
の

）
が
五
十
万
円
を
超
え
る
と
き
は
、
前
項
の
不
申
告
加
算
金
額
は

規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
同
項
の
規
定
に
よ
り
計
算
し
た
金
額
に
、

、
同
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
同
項
の
規
定
に
よ
り
計
算
し
た

当
該
超
え
る
部
分
に
相
当
す
る
金
額
（
同
項
に
規
定
す
る
納
入
す

金
額
に
、
当
該
超
え
る
部
分
に
相
当
す
る
金
額
（
同
項
に
規
定
す

べ
き
税
額
が
当
該
超
え
る
部
分
に
相
当
す
る
金
額
に
満
た
な
い
と

る
納
入
す
べ
き
税
額
が
当
該
超
え
る
部
分
に
相
当
す
る
金
額
に
満

き
は
、
当
該
納
入
す
べ
き
税
額
）
に
百
分
の
五
の
割
合
を
乗
じ
て

た
な
い
と
き
は
、
当
該
納
入
す
べ
き
税
額
）
に
百
分
の
五
の
割
合

計
算
し
た
金
額
を
加
算
し
た
金
額
と
す
る
。

を
乗
じ
て
計
算
し
た
金
額
を
加
算
し
た
金
額
と
す
る
。

４
～
６

（
略
）

４
～
６

（
略
）

（
自
動
車
取
得
税
の
過
少
申
告
加
算
金
及
び
不
申
告
加
算
金
）

（
自
動
車
取
得
税
の
過
少
申
告
加
算
金
及
び
不
申
告
加
算
金
）

第
百
三
十
二
条

申
告
書
の
提
出
期
限
ま
で
に
そ
の
提
出
が
あ
つ
た

第
百
三
十
二
条

申
告
書
の
提
出
期
限
ま
で
に
そ
の
提
出
が
あ
つ
た

場
合
（
申
告
書
の
提
出
期
限
後
に
そ
の
提
出
が
あ
つ
た
場
合
に
お

場
合
（
申
告
書
の
提
出
期
限
後
に
そ
の
提
出
が
あ
つ
た
場
合
に
お

い
て
次
項
た
だ
し
書
又
は
第
六
項
の
規
定
の
適
用
が
あ
る
と
き
を

い
て
次
項
た
だ
し
書
又
は
第
六
項
の
規
定
の
適
用
が
あ
る
と
き
を

含
む
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
お
い
て
、
第
百
二
十

含
む
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
お
い
て
、
第
百
二
十

九
条
第
一
項
若
し
く
は
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
更
正
が
あ
つ
た
と

九
条
第
一
項
若
し
く
は
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
更
正
が
あ
つ
た
と

き
、
又
は
修
正
申
告
書
の
提
出
が
あ
つ
た
と
き
は
、
道
府
県
知
事

き
、
又
は
修
正
申
告
書
の
提
出
が
あ
つ
た
と
き
は
、
道
府
県
知
事

は
、
当
該
更
正
又
は
修
正
申
告
前
の
申
告
又
は
修
正
申
告
に
係
る

は
、
当
該
更
正
又
は
修
正
申
告
前
の
申
告
又
は
修
正
申
告
に
係
る

税
額
に
誤
り
が
あ
つ
た
こ
と
に
つ
い
て
正
当
な
理
由
が
な
い
と
認

税
額
に
誤
り
が
あ
つ
た
こ
と
に
つ
い
て
正
当
な
理
由
が
な
い
と
認

め
る
場
合
に
は
、
当
該
更
正
に
よ
る
不
足
税
額
又
は
当
該
修
正
申

め
る
場
合
に
は
、
当
該
更
正
に
よ
る
不
足
税
額
又
は
当
該
修
正
申

告
書
に
よ
つ
て
増
加
し
た
税
額
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
対
象

告
書
に
よ
つ
て
増
加
し
た
税
額
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
対
象

不
足
税
額
等
」
と
い
う
。
）
に
百
分
の
十
の
割
合
を
乗
じ
て
計
算

不
足
税
額
等
」
と
い
う
。
）
に
百
分
の
十
の
割
合
を
乗
じ
て
計
算

し
た
金
額
（
当
該
対
象
不
足
税
額
等
（
当
該
更
正
又
は
修
正
申
告

し
た
金
額
（
当
該
対
象
不
足
税
額
等
（
当
該
更
正
又
は
修
正
申
告

前
に
そ
の
更
正
又
は
修
正
申
告
に
係
る
自
動
車
取
得
税
に
つ
い
て

前
に
そ
の
更
正
又
は
修
正
申
告
に
係
る
自
動
車
取
得
税
に
つ
い
て

更
正
又
は
修
正
申
告
書
の
提
出
が
あ
つ
た
場
合
に
お
い
て
は
、
そ

更
正
又
は
修
正
申
告
書
の
提
出
が
あ
つ
た
場
合
に
お
い
て
は
、
そ

の
更
正
に
よ
る
不
足
税
額
又
は
修
正
申
告
書
に
よ
つ
て
増
加
し
た

の
更
正
に
よ
る
不
足
税
額
又
は
修
正
申
告
書
に
よ
つ
て
増
加
し
た

税
額
の
合
計
額
（
当
該
更
正
又
は
修
正
申
告
前
の
申
告
又
は
修
正

税
額
の
合
計
額
（
当
該
更
正
又
は
修
正
申
告
前
の
申
告
又
は
修
正

申
告
に
係
る
税
額
に
誤
り
が
あ
つ
た
こ
と
に
つ
い
て
正
当
な
理
由

申
告
に
係
る
税
額
に
誤
り
が
あ
つ
た
こ
と
に
つ
い
て
正
当
な
理
由

が
あ
る
と
認
め
ら
れ
た
と
き
は
、
そ
の
更
正
に
よ
る
不
足
税
額
又

が
あ
る
と
認
め
ら
れ
た
と
き
は
、
そ
の
更
正
に
よ
る
不
足
税
額
又

は
修
正
申
告
書
に
よ
つ
て
増
加
し
た
税
額
を
控
除
し
た
金
額
と
し

は
修
正
申
告
書
に
よ
つ
て
増
加
し
た
税
額
を
控
除
し
た
金
額
と
し

、
当
該
自
動
車
取
得
税
に
つ
い
て
そ
の
納
付
す
べ
き
税
額
を
減
少

、
当
該
自
動
車
取
得
税
に
つ
い
て
そ
の
納
付
す
べ
き
税
額
を
減
少
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さ
せ
る
更
正
又
は
更
正
に
係
る
審
査
請
求
若
し
く
は
訴
え
に
つ
い

さ
せ
る
更
正
又
は
更
正
に
係
る
不
服
申
立
て
若
し
く
は
訴
え
に
つ

て
の
裁
決
若
し
く
は
判
決
に
よ
る
原
処
分
の
異
動
が
あ
つ
た
と
き

い
て
の
決
定
、
裁
決
若
し
く
は
判
決
に
よ
る
原
処
分
の
異
動
が
あ

は
、
こ
れ
ら
に
よ
り
減
少
し
た
部
分
の
税
額
に
相
当
す
る
金
額
を

つ
た
と
き
は
、
こ
れ
ら
に
よ
り
減
少
し
た
部
分
の
税
額
に
相
当
す

控
除
し
た
金
額
と
す
る
。
）
を
加
算
し
た
金
額
と
す
る
。
）
が
申

る
金
額
を
控
除
し
た
金
額
と
す
る
。
）
を
加
算
し
た
金
額
と
す
る

告
書
の
提
出
期
限
ま
で
に
そ
の
提
出
が
あ
つ
た
場
合
に
お
け
る
当

。
）
が
申
告
書
の
提
出
期
限
ま
で
に
そ
の
提
出
が
あ
つ
た
場
合
に

該
申
告
書
に
係
る
税
額
に
相
当
す
る
金
額
と
五
十
万
円
と
の
い
ず

お
け
る
当
該
申
告
書
に
係
る
税
額
に
相
当
す
る
金
額
と
五
十
万
円

れ
か
多
い
金
額
を
超
え
る
と
き
は
、
当
該
超
え
る
部
分
に
相
当
す

と
の
い
ず
れ
か
多
い
金
額
を
超
え
る
と
き
は
、
当
該
超
え
る
部
分

る
金
額
（
当
該
対
象
不
足
税
額
等
が
当
該
超
え
る
部
分
に
相
当
す

に
相
当
す
る
金
額
（
当
該
対
象
不
足
税
額
等
が
当
該
超
え
る
部
分

る
金
額
に
満
た
な
い
と
き
は
、
当
該
対
象
不
足
税
額
等
）
に
百
分

に
相
当
す
る
金
額
に
満
た
な
い
と
き
は
、
当
該
対
象
不
足
税
額
等

の
五
の
割
合
を
乗
じ
て
計
算
し
た
金
額
を
加
算
し
た
金
額
と
す
る

）
に
百
分
の
五
の
割
合
を
乗
じ
て
計
算
し
た
金
額
を
加
算
し
た
金

。
）
に
相
当
す
る
過
少
申
告
加
算
金
額
を
徴
収
し
な
け
れ
ば
な
ら

額
と
す
る
。
）
に
相
当
す
る
過
少
申
告
加
算
金
額
を
徴
収
し
な
け

な
い
。
た
だ
し
、
修
正
申
告
書
の
提
出
が
あ
つ
た
場
合
に
お
い
て

れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
修
正
申
告
書
の
提
出
が
あ
つ
た
場
合

、
そ
の
提
出
が
当
該
修
正
申
告
書
に
係
る
自
動
車
取
得
税
額
に
つ

に
お
い
て
、
そ
の
提
出
が
当
該
修
正
申
告
書
に
係
る
自
動
車
取
得

い
て
第
百
二
十
九
条
第
一
項
又
は
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
更
正
が

税
額
に
つ
い
て
第
百
二
十
九
条
第
一
項
又
は
第
三
項
の
規
定
に
よ

あ
る
べ
き
こ
と
を
予
知
し
て
さ
れ
た
も
の
で
な
い
と
き
は
、
こ
の

る
更
正
が
あ
る
べ
き
こ
と
を
予
知
し
て
さ
れ
た
も
の
で
な
い
と
き

限
り
で
な
い
。

は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

２

（
略
）

２

（
略
）

３

前
項
の
規
定
に
該
当
す
る
場
合
に
お
い
て
、
同
項
に
規
定
す
る

３

前
項
の
規
定
に
該
当
す
る
場
合
に
お
い
て
、
同
項
に
規
定
す
る

納
付
す
べ
き
税
額
（
同
項
第
二
号
又
は
第
三
号
に
該
当
す
る
場
合

納
付
す
べ
き
税
額
（
同
項
第
二
号
又
は
第
三
号
に
該
当
す
る
場
合

に
は
、
こ
れ
ら
の
規
定
に
規
定
す
る
修
正
申
告
又
は
更
正
前
に
さ

に
は
、
こ
れ
ら
の
規
定
に
規
定
す
る
修
正
申
告
又
は
更
正
前
に
さ

れ
た
当
該
自
動
車
取
得
税
に
係
る
申
告
書
の
提
出
期
限
後
の
申
告

れ
た
当
該
自
動
車
取
得
税
に
係
る
申
告
書
の
提
出
期
限
後
の
申
告

又
は
第
百
二
十
九
条
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
の
規
定
に
よ
る
更

又
は
第
百
二
十
九
条
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
の
規
定
に
よ
る
更

正
若
し
く
は
決
定
に
よ
り
納
付
す
べ
き
税
額
の
合
計
額
（
当
該
納

正
若
し
く
は
決
定
に
よ
り
納
付
す
べ
き
税
額
の
合
計
額
（
当
該
納

付
す
べ
き
税
額
を
減
少
さ
せ
る
更
正
又
は
更
正
に
係
る
審
査
請
求

付
す
べ
き
税
額
を
減
少
さ
せ
る
更
正
又
は
更
正
に
係
る
不
服
申
立

若
し
く
は
訴
え
に
つ
い
て
の
裁
決
若
し
く
は
判
決
に
よ
る
原
処
分

て
若
し
く
は
訴
え
に
つ
い
て
の
決
定
、
裁
決
若
し
く
は
判
決
に
よ

の
異
動
が
あ
つ
た
と
き
は
、
こ
れ
ら
に
よ
り
減
少
し
た
部
分
の
税

る
原
処
分
の
異
動
が
あ
つ
た
と
き
は
、
こ
れ
ら
に
よ
り
減
少
し
た

額
に
相
当
す
る
金
額
を
控
除
し
た
金
額
と
す
る
。
）
を
加
算
し
た

部
分
の
税
額
に
相
当
す
る
金
額
を
控
除
し
た
金
額
と
す
る
。
）
を

金
額
）
が
五
十
万
円
を
超
え
る
と
き
は
、
前
項
の
不
申
告
加
算
金

加
算
し
た
金
額
）
が
五
十
万
円
を
超
え
る
と
き
は
、
前
項
の
不
申

額
は
、
同
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
同
項
の
規
定
に
よ
り
計
算

告
加
算
金
額
は
、
同
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
同
項
の
規
定
に

し
た
金
額
に
、
当
該
超
え
る
部
分
に
相
当
す
る
金
額
（
同
項
に
規

よ
り
計
算
し
た
金
額
に
、
当
該
超
え
る
部
分
に
相
当
す
る
金
額
（

定
す
る
納
付
す
べ
き
税
額
が
当
該
超
え
る
部
分
に
相
当
す
る
金
額

同
項
に
規
定
す
る
納
付
す
べ
き
税
額
が
当
該
超
え
る
部
分
に
相
当
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に
満
た
な
い
と
き
は
、
当
該
納
付
す
べ
き
税
額
）
に
百
分
の
五
の

す
る
金
額
に
満
た
な
い
と
き
は
、
当
該
納
付
す
べ
き
税
額
）
に
百

割
合
を
乗
じ
て
計
算
し
た
金
額
を
加
算
し
た
金
額
と
す
る
。

分
の
五
の
割
合
を
乗
じ
て
計
算
し
た
金
額
を
加
算
し
た
金
額
と
す

る
。

４
～
６

（
略
）

４
～
６

（
略
）

（
軽
油
引
取
税
に
係
る
過
少
申
告
加
算
金
及
び
不
申
告
加
算
金
）

（
軽
油
引
取
税
に
係
る
過
少
申
告
加
算
金
及
び
不
申
告
加
算
金
）

第
百
四
十
四
条
の
四
十
七

申
告
書
の
提
出
期
限
ま
で
に
そ
の
提
出

第
百
四
十
四
条
の
四
十
七

申
告
書
の
提
出
期
限
ま
で
に
そ
の
提
出

が
あ
つ
た
場
合
（
申
告
書
の
提
出
期
限
後
に
そ
の
提
出
が
あ
つ
た

が
あ
つ
た
場
合
（
申
告
書
の
提
出
期
限
後
に
そ
の
提
出
が
あ
つ
た

場
合
に
お
い
て
、
次
項
た
だ
し
書
又
は
第
六
項
の
規
定
の
適
用
が

場
合
に
お
い
て
、
次
項
た
だ
し
書
又
は
第
六
項
の
規
定
の
適
用
が

あ
る
と
き
を
含
む
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
お
い
て

あ
る
と
き
を
含
む
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
お
い
て

、
第
百
四
十
四
条
の
四
十
四
第
一
項
又
は
第
三
項
の
規
定
に
よ
る

、
第
百
四
十
四
条
の
四
十
四
第
一
項
又
は
第
三
項
の
規
定
に
よ
る

更
正
が
あ
つ
た
と
き
は
、
道
府
県
知
事
は
、
当
該
更
正
前
の
納
入

更
正
が
あ
つ
た
と
き
は
、
道
府
県
知
事
は
、
当
該
更
正
前
の
納
入

申
告
又
は
申
告
に
係
る
課
税
標
準
量
又
は
税
額
に
誤
り
が
あ
つ
た

申
告
又
は
申
告
に
係
る
課
税
標
準
量
又
は
税
額
に
誤
り
が
あ
つ
た

こ
と
に
つ
い
て
正
当
な
理
由
が
な
い
と
認
め
る
場
合
に
お
い
て
は

こ
と
に
つ
い
て
正
当
な
理
由
が
な
い
と
認
め
る
場
合
に
お
い
て
は

、
当
該
更
正
に
よ
る
不
足
金
額
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
対
象

、
当
該
更
正
に
よ
る
不
足
金
額
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
対
象

不
足
金
額
」
と
い
う
。
）
に
百
分
の
十
の
割
合
を
乗
じ
て
計
算
し

不
足
金
額
」
と
い
う
。
）
に
百
分
の
十
の
割
合
を
乗
じ
て
計
算
し

た
金
額
（
当
該
対
象
不
足
金
額
（
当
該
更
正
前
に
そ
の
更
正
に
係

た
金
額
（
当
該
対
象
不
足
金
額
（
当
該
更
正
前
に
そ
の
更
正
に
係

る
軽
油
引
取
税
に
つ
い
て
更
正
が
あ
つ
た
場
合
に
お
い
て
は
、
そ

る
軽
油
引
取
税
に
つ
い
て
更
正
が
あ
つ
た
場
合
に
お
い
て
は
、
そ

の
更
正
に
よ
る
不
足
金
額
の
合
計
額
（
当
該
更
正
前
の
納
入
申
告

の
更
正
に
よ
る
不
足
金
額
の
合
計
額
（
当
該
更
正
前
の
納
入
申
告

又
は
申
告
に
係
る
課
税
標
準
量
又
は
税
額
に
誤
り
が
あ
つ
た
こ
と

又
は
申
告
に
係
る
課
税
標
準
量
又
は
税
額
に
誤
り
が
あ
つ
た
こ
と

に
つ
い
て
正
当
な
理
由
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
た
と
き
は
、
そ
の
更

に
つ
い
て
正
当
な
理
由
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
た
と
き
は
、
そ
の
更

正
に
よ
る
不
足
金
額
を
控
除
し
た
金
額
と
し
、
当
該
軽
油
引
取
税

正
に
よ
る
不
足
金
額
を
控
除
し
た
金
額
と
し
、
当
該
軽
油
引
取
税

に
つ
い
て
そ
の
納
入
す
べ
き
金
額
若
し
く
は
納
付
す
べ
き
税
額
を

に
つ
い
て
そ
の
納
入
す
べ
き
金
額
若
し
く
は
納
付
す
べ
き
税
額
を

減
少
さ
せ
る
更
正
又
は
更
正
に
係
る
審
査
請
求
若
し
く
は
訴
え
に

減
少
さ
せ
る
更
正
又
は
更
正
に
係
る
不
服
申
立
て
若
し
く
は
訴
え

つ
い
て
の
裁
決
若
し
く
は
判
決
に
よ
る
原
処
分
の
異
動
が
あ
つ
た

に
つ
い
て
の
決
定
、
裁
決
若
し
く
は
判
決
に
よ
る
原
処
分
の
異
動

と
き
は
、
こ
れ
ら
に
よ
り
減
少
し
た
部
分
の
金
額
に
相
当
す
る
金

が
あ
つ
た
と
き
は
、
こ
れ
ら
に
よ
り
減
少
し
た
部
分
の
金
額
に
相

額
を
控
除
し
た
金
額
と
す
る
。
）
を
加
算
し
た
金
額
と
す
る
。
）

当
す
る
金
額
を
控
除
し
た
金
額
と
す
る
。
）
を
加
算
し
た
金
額
と

が
申
告
書
の
提
出
期
限
ま
で
に
そ
の
提
出
が
あ
つ
た
場
合
に
お
け

す
る
。
）
が
申
告
書
の
提
出
期
限
ま
で
に
そ
の
提
出
が
あ
つ
た
場

る
当
該
申
告
書
に
係
る
税
額
に
相
当
す
る
金
額
と
五
十
万
円
と
の

合
に
お
け
る
当
該
申
告
書
に
係
る
税
額
に
相
当
す
る
金
額
と
五
十

い
ず
れ
か
多
い
金
額
を
超
え
る
と
き
は
、
当
該
超
え
る
部
分
に
相

万
円
と
の
い
ず
れ
か
多
い
金
額
を
超
え
る
と
き
は
、
当
該
超
え
る

当
す
る
金
額
（
当
該
対
象
不
足
金
額
が
当
該
超
え
る
部
分
に
相
当

部
分
に
相
当
す
る
金
額
（
当
該
対
象
不
足
金
額
が
当
該
超
え
る
部

す
る
金
額
に
満
た
な
い
と
き
は
、
当
該
対
象
不
足
金
額
）
に
百
分

分
に
相
当
す
る
金
額
に
満
た
な
い
と
き
は
、
当
該
対
象
不
足
金
額
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の
五
の
割
合
を
乗
じ
て
計
算
し
た
金
額
を
加
算
し
た
金
額
と
す
る

）
に
百
分
の
五
の
割
合
を
乗
じ
て
計
算
し
た
金
額
を
加
算
し
た
金

。
）
に
相
当
す
る
過
少
申
告
加
算
金
額
を
徴
収
し
な
け
れ
ば
な
ら

額
と
す
る
。
）
に
相
当
す
る
過
少
申
告
加
算
金
額
を
徴
収
し
な
け

な
い
。

れ
ば
な
ら
な
い
。

２

（
略
）

２

（
略
）

３

前
項
の
規
定
に
該
当
す
る
場
合
に
お
い
て
、
同
項
に
規
定
す
る

３

前
項
の
規
定
に
該
当
す
る
場
合
に
お
い
て
、
同
項
に
規
定
す
る

納
入
し
、
又
は
納
付
す
べ
き
税
額
（
同
項
第
二
号
又
は
第
三
号
に

納
入
し
、
又
は
納
付
す
べ
き
税
額
（
同
項
第
二
号
又
は
第
三
号
に

該
当
す
る
場
合
に
は
、
こ
れ
ら
の
規
定
に
規
定
す
る
更
正
前
に
さ

該
当
す
る
場
合
に
は
、
こ
れ
ら
の
規
定
に
規
定
す
る
更
正
前
に
さ

れ
た
当
該
軽
油
引
取
税
に
係
る
申
告
書
の
提
出
期
限
後
の
申
告
又

れ
た
当
該
軽
油
引
取
税
に
係
る
申
告
書
の
提
出
期
限
後
の
申
告
又

は
第
百
四
十
四
条
の
四
十
四
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
の
規
定
に

は
第
百
四
十
四
条
の
四
十
四
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
の
規
定
に

よ
る
更
正
若
し
く
は
決
定
に
よ
り
納
入
し
、
又
は
納
付
す
べ
き
税

よ
る
更
正
若
し
く
は
決
定
に
よ
り
納
入
し
、
又
は
納
付
す
べ
き
税

額
の
合
計
額
（
当
該
納
入
し
、
若
し
く
は
納
付
す
べ
き
税
額
を
減

額
の
合
計
額
（
当
該
納
入
し
、
若
し
く
は
納
付
す
べ
き
税
額
を
減

少
さ
せ
る
更
正
又
は
更
正
に
係
る
審
査
請
求
若
し
く
は
訴
え
に
つ

少
さ
せ
る
更
正
又
は
更
正
に
係
る
不
服
申
立
て
若
し
く
は
訴
え
に

い
て
の
裁
決
若
し
く
は
判
決
に
よ
る
原
処
分
の
異
動
が
あ
つ
た
と

つ
い
て
の
決
定
、
裁
決
若
し
く
は
判
決
に
よ
る
原
処
分
の
異
動
が

き
は
、
こ
れ
ら
に
よ
り
減
少
し
た
部
分
の
税
額
に
相
当
す
る
金
額

あ
つ
た
と
き
は
、
こ
れ
ら
に
よ
り
減
少
し
た
部
分
の
税
額
に
相
当

を
控
除
し
た
金
額
と
す
る
。
）
を
加
算
し
た
金
額
）
が
五
十
万
円

す
る
金
額
を
控
除
し
た
金
額
と
す
る
。
）
を
加
算
し
た
金
額
）
が

を
超
え
る
と
き
は
、
前
項
の
不
申
告
加
算
金
額
は
、
同
項
の
規
定

五
十
万
円
を
超
え
る
と
き
は
、
前
項
の
不
申
告
加
算
金
額
は
、
同

に
か
か
わ
ら
ず
、
同
項
の
規
定
に
よ
り
計
算
し
た
金
額
に
、
当
該

項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
同
項
の
規
定
に
よ
り
計
算
し
た
金
額

超
え
る
部
分
に
相
当
す
る
金
額
（
同
項
に
規
定
す
る
納
入
し
、
又

に
、
当
該
超
え
る
部
分
に
相
当
す
る
金
額
（
同
項
に
規
定
す
る
納

は
納
付
す
べ
き
税
額
が
当
該
超
え
る
部
分
に
相
当
す
る
金
額
に
満

入
し
、
又
は
納
付
す
べ
き
税
額
が
当
該
超
え
る
部
分
に
相
当
す
る

た
な
い
と
き
は
、
当
該
納
入
し
、
又
は
納
付
す
べ
き
税
額
）
に
百

金
額
に
満
た
な
い
と
き
は
、
当
該
納
入
し
、
又
は
納
付
す
べ
き
税

分
の
五
の
割
合
を
乗
じ
て
計
算
し
た
金
額
を
加
算
し
た
金
額
と
す

額
）
に
百
分
の
五
の
割
合
を
乗
じ
て
計
算
し
た
金
額
を
加
算
し
た

る
。

金
額
と
す
る
。

４
～
６

（
略
）

４
～
６

（
略
）

（
道
府
県
法
定
外
普
通
税
に
係
る
過
少
申
告
加
算
金
及
び
不
申
告

（
道
府
県
法
定
外
普
通
税
に
係
る
過
少
申
告
加
算
金
及
び
不
申
告

加
算
金
）

加
算
金
）

第
二
百
七
十
八
条

納
入
申
告
書
の
提
出
期
限
ま
で
に
そ
の
提
出
が

第
二
百
七
十
八
条

納
入
申
告
書
の
提
出
期
限
ま
で
に
そ
の
提
出
が

あ
つ
た
場
合
（
納
入
申
告
書
の
提
出
期
限
後
に
そ
の
提
出
が
あ
つ

あ
つ
た
場
合
（
納
入
申
告
書
の
提
出
期
限
後
に
そ
の
提
出
が
あ
つ

た
場
合
に
お
い
て
、
次
項
た
だ
し
書
又
は
第
六
項
の
規
定
の
適
用

た
場
合
に
お
い
て
、
次
項
た
だ
し
書
又
は
第
六
項
の
規
定
の
適
用

が
あ
る
と
き
を
含
む
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
お
い

が
あ
る
と
き
を
含
む
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
お
い

て
、
第
二
百
七
十
六
条
第
一
項
又
は
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
更
正

て
、
第
二
百
七
十
六
条
第
一
項
又
は
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
更
正

が
あ
つ
た
と
き
、
又
は
修
正
申
告
書
の
提
出
が
あ
つ
た
と
き
は
、

が
あ
つ
た
と
き
、
又
は
修
正
申
告
書
の
提
出
が
あ
つ
た
と
き
は
、
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道
府
県
知
事
は
、
当
該
更
正
又
は
修
正
申
告
前
の
納
入
申
告
又
は

道
府
県
知
事
は
、
当
該
更
正
又
は
修
正
申
告
前
の
納
入
申
告
又
は

修
正
申
告
に
係
る
課
税
標
準
額
又
は
税
額
に
誤
り
が
あ
つ
た
こ
と

修
正
申
告
に
係
る
課
税
標
準
額
又
は
税
額
に
誤
り
が
あ
つ
た
こ
と

に
つ
い
て
正
当
な
事
由
が
な
い
と
認
め
る
場
合
に
お
い
て
は
、
当

に
つ
い
て
正
当
な
事
由
が
な
い
と
認
め
る
場
合
に
お
い
て
は
、
当

該
更
正
に
よ
る
不
足
金
額
又
は
当
該
修
正
申
告
書
に
よ
つ
て
増
加

該
更
正
に
よ
る
不
足
金
額
又
は
当
該
修
正
申
告
書
に
よ
つ
て
増
加

し
た
税
額
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
対
象
不
足
金
額
等
」
と
い

し
た
税
額
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
対
象
不
足
金
額
等
」
と
い

う
。
）
に
百
分
の
十
の
割
合
を
乗
じ
て
計
算
し
た
金
額
（
当
該
対

う
。
）
に
百
分
の
十
の
割
合
を
乗
じ
て
計
算
し
た
金
額
（
当
該
対

象
不
足
金
額
等
（
当
該
更
正
又
は
修
正
申
告
前
に
そ
の
更
正
又
は

象
不
足
金
額
等
（
当
該
更
正
又
は
修
正
申
告
前
に
そ
の
更
正
又
は

修
正
申
告
に
係
る
道
府
県
法
定
外
普
通
税
に
つ
い
て
更
正
又
は
修

修
正
申
告
に
係
る
道
府
県
法
定
外
普
通
税
に
つ
い
て
更
正
又
は
修

正
申
告
書
の
提
出
が
あ
つ
た
場
合
に
お
い
て
は
、
そ
の
更
正
に
よ

正
申
告
書
の
提
出
が
あ
つ
た
場
合
に
お
い
て
は
、
そ
の
更
正
に
よ

る
不
足
金
額
又
は
修
正
申
告
書
に
よ
つ
て
増
加
し
た
税
額
の
合
計

る
不
足
金
額
又
は
修
正
申
告
書
に
よ
つ
て
増
加
し
た
税
額
の
合
計

額
（
当
該
更
正
又
は
修
正
申
告
前
の
納
入
申
告
又
は
修
正
申
告
に

額
（
当
該
更
正
又
は
修
正
申
告
前
の
納
入
申
告
又
は
修
正
申
告
に

係
る
課
税
標
準
額
又
は
税
額
に
誤
り
が
あ
つ
た
こ
と
に
つ
い
て
正

係
る
課
税
標
準
額
又
は
税
額
に
誤
り
が
あ
つ
た
こ
と
に
つ
い
て
正

当
な
事
由
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
た
と
き
は
、
そ
の
更
正
に
よ
る
不

当
な
事
由
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
た
と
き
は
、
そ
の
更
正
に
よ
る
不

足
金
額
又
は
修
正
申
告
書
に
よ
つ
て
増
加
し
た
税
額
を
控
除
し
た

足
金
額
又
は
修
正
申
告
書
に
よ
つ
て
増
加
し
た
税
額
を
控
除
し
た

金
額
と
し
、
当
該
道
府
県
法
定
外
普
通
税
に
つ
い
て
そ
の
納
入
す

金
額
と
し
、
当
該
道
府
県
法
定
外
普
通
税
に
つ
い
て
そ
の
納
入
す

べ
き
金
額
若
し
く
は
納
付
す
べ
き
税
額
を
減
少
さ
せ
る
更
正
又
は

べ
き
金
額
若
し
く
は
納
付
す
べ
き
税
額
を
減
少
さ
せ
る
更
正
又
は

更
正
に
係
る
審
査
請
求
若
し
く
は
訴
え
に
つ
い
て
の
裁
決
若
し
く

更
正
に
係
る
不
服
申
立
て
若
し
く
は
訴
え
に
つ
い
て
の
決
定
、
裁

は
判
決
に
よ
る
原
処
分
の
異
動
が
あ
つ
た
と
き
は
、
こ
れ
ら
に
よ

決
若
し
く
は
判
決
に
よ
る
原
処
分
の
異
動
が
あ
つ
た
と
き
は
、
こ

り
減
少
し
た
部
分
の
金
額
に
相
当
す
る
金
額
を
控
除
し
た
金
額
と

れ
ら
に
よ
り
減
少
し
た
部
分
の
金
額
に
相
当
す
る
金
額
を
控
除
し

す
る
。
）
を
加
算
し
た
金
額
と
す
る
。
）
が
納
入
申
告
書
の
提
出

た
金
額
と
す
る
。
）
を
加
算
し
た
金
額
と
す
る
。
）
が
納
入
申
告

期
限
ま
で
に
そ
の
提
出
が
あ
つ
た
場
合
に
お
け
る
当
該
納
入
申
告

書
の
提
出
期
限
ま
で
に
そ
の
提
出
が
あ
つ
た
場
合
に
お
け
る
当
該

書
に
係
る
税
額
に
相
当
す
る
金
額
と
五
十
万
円
と
の
い
ず
れ
か
多

納
入
申
告
書
に
係
る
税
額
に
相
当
す
る
金
額
と
五
十
万
円
と
の
い

い
金
額
を
超
え
る
と
き
は
、
当
該
超
え
る
部
分
に
相
当
す
る
金
額

ず
れ
か
多
い
金
額
を
超
え
る
と
き
は
、
当
該
超
え
る
部
分
に
相
当

（
当
該
対
象
不
足
金
額
等
が
当
該
超
え
る
部
分
に
相
当
す
る
金
額

す
る
金
額
（
当
該
対
象
不
足
金
額
等
が
当
該
超
え
る
部
分
に
相
当

に
満
た
な
い
と
き
は
、
当
該
対
象
不
足
金
額
等
）
に
百
分
の
五
の

す
る
金
額
に
満
た
な
い
と
き
は
、
当
該
対
象
不
足
金
額
等
）
に
百

割
合
を
乗
じ
て
計
算
し
た
金
額
を
加
算
し
た
金
額
と
す
る
。
）
に

分
の
五
の
割
合
を
乗
じ
て
計
算
し
た
金
額
を
加
算
し
た
金
額
と
す

相
当
す
る
過
少
申
告
加
算
金
額
を
徴
収
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

る
。
）
に
相
当
す
る
過
少
申
告
加
算
金
額
を
徴
収
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

２

（
略
）

２

（
略
）

３

前
項
の
規
定
に
該
当
す
る
場
合
に
お
い
て
、
同
項
に
規
定
す
る

３

前
項
の
規
定
に
該
当
す
る
場
合
に
お
い
て
、
同
項
に
規
定
す
る

納
付
し
、
又
は
納
入
す
べ
き
税
額
（
同
項
第
二
号
又
は
第
三
号
に

納
付
し
、
又
は
納
入
す
べ
き
税
額
（
同
項
第
二
号
又
は
第
三
号
に
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該
当
す
る
場
合
に
は
、
こ
れ
ら
の
規
定
に
規
定
す
る
修
正
申
告
又

該
当
す
る
場
合
に
は
、
こ
れ
ら
の
規
定
に
規
定
す
る
修
正
申
告
又

は
更
正
前
に
さ
れ
た
当
該
道
府
県
法
定
外
普
通
税
に
係
る
納
入
申

は
更
正
前
に
さ
れ
た
当
該
道
府
県
法
定
外
普
通
税
に
係
る
納
入
申

告
書
の
提
出
期
限
後
の
納
入
申
告
又
は
第
二
百
七
十
六
条
第
一
項

告
書
の
提
出
期
限
後
の
納
入
申
告
又
は
第
二
百
七
十
六
条
第
一
項

か
ら
第
三
項
ま
で
の
規
定
に
よ
る
更
正
若
し
く
は
決
定
に
よ
り
納

か
ら
第
三
項
ま
で
の
規
定
に
よ
る
更
正
若
し
く
は
決
定
に
よ
り
納

付
し
、
又
は
納
入
す
べ
き
税
額
の
合
計
額
（
当
該
納
付
し
、
又
は

付
し
、
又
は
納
入
す
べ
き
税
額
の
合
計
額
（
当
該
納
付
し
、
又
は

納
入
す
べ
き
税
額
を
減
少
さ
せ
る
更
正
又
は
更
正
に
係
る
審
査
請

納
入
す
べ
き
税
額
を
減
少
さ
せ
る
更
正
又
は
更
正
に
係
る
不
服
申

求
若
し
く
は
訴
え
に
つ
い
て
の
裁
決
若
し
く
は
判
決
に
よ
る
原
処

立
て
若
し
く
は
訴
え
に
つ
い
て
の
決
定
、
裁
決
若
し
く
は
判
決
に

分
の
異
動
が
あ
つ
た
と
き
は
、
こ
れ
ら
に
よ
り
減
少
し
た
部
分
の

よ
る
原
処
分
の
異
動
が
あ
つ
た
と
き
は
、
こ
れ
ら
に
よ
り
減
少
し

税
額
に
相
当
す
る
金
額
を
控
除
し
た
金
額
と
す
る
。
）
を
加
算
し

た
部
分
の
税
額
に
相
当
す
る
金
額
を
控
除
し
た
金
額
と
す
る
。
）

た
金
額
）
が
五
十
万
円
を
超
え
る
と
き
は
、
前
項
の
不
申
告
加
算

を
加
算
し
た
金
額
）
が
五
十
万
円
を
超
え
る
と
き
は
、
前
項
の
不

金
額
は
、
同
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
同
項
の
規
定
に
よ
り
計

申
告
加
算
金
額
は
、
同
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
同
項
の
規
定

算
し
た
金
額
に
、
当
該
超
え
る
部
分
に
相
当
す
る
金
額
（
同
項
に

に
よ
り
計
算
し
た
金
額
に
、
当
該
超
え
る
部
分
に
相
当
す
る
金
額

規
定
す
る
納
付
し
、
又
は
納
入
す
べ
き
税
額
が
当
該
超
え
る
部
分

（
同
項
に
規
定
す
る
納
付
し
、
又
は
納
入
す
べ
き
税
額
が
当
該
超

に
相
当
す
る
金
額
に
満
た
な
い
と
き
は
、
当
該
納
付
し
、
又
は
納

え
る
部
分
に
相
当
す
る
金
額
に
満
た
な
い
と
き
は
、
当
該
納
付
し

入
す
べ
き
税
額
）
に
百
分
の
五
の
割
合
を
乗
じ
て
計
算
し
た
金
額

、
又
は
納
入
す
べ
き
税
額
）
に
百
分
の
五
の
割
合
を
乗
じ
て
計
算

を
加
算
し
た
金
額
と
す
る
。

し
た
金
額
を
加
算
し
た
金
額
と
す
る
。

４
～
６

（
略
）

４
～
６

（
略
）

（
分
離
課
税
に
係
る
所
得
割
の
納
入
金
の
過
少
申
告
加
算
金
及
び

（
分
離
課
税
に
係
る
所
得
割
の
納
入
金
の
過
少
申
告
加
算
金
及
び

不
申
告
加
算
金
）

不
申
告
加
算
金
）

第
三
百
二
十
八
条
の
十
一

納
入
申
告
書
の
提
出
期
限
ま
で
に
そ
の

第
三
百
二
十
八
条
の
十
一

納
入
申
告
書
の
提
出
期
限
ま
で
に
そ
の

提
出
が
あ
つ
た
場
合
（
納
入
申
告
書
の
提
出
期
限
後
に
そ
の
提
出

提
出
が
あ
つ
た
場
合
（
納
入
申
告
書
の
提
出
期
限
後
に
そ
の
提
出

が
あ
つ
た
場
合
に
お
い
て
、
次
項
た
だ
し
書
又
は
第
六
項
の
規
定

が
あ
つ
た
場
合
に
お
い
て
、
次
項
た
だ
し
書
又
は
第
六
項
の
規
定

の
適
用
が
あ
る
と
き
を
含
む
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）

の
適
用
が
あ
る
と
き
を
含
む
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）

に
お
い
て
、
第
三
百
二
十
八
条
の
九
第
一
項
又
は
第
三
項
の
規
定

に
お
い
て
、
第
三
百
二
十
八
条
の
九
第
一
項
又
は
第
三
項
の
規
定

に
よ
る
更
正
が
あ
つ
た
と
き
は
、
市
町
村
長
は
、
当
該
更
正
前
の

に
よ
る
更
正
が
あ
つ
た
と
き
は
、
市
町
村
長
は
、
当
該
更
正
前
の

納
入
申
告
に
係
る
課
税
標
準
額
又
は
税
額
に
誤
り
が
あ
つ
た
こ
と

納
入
申
告
に
係
る
課
税
標
準
額
又
は
税
額
に
誤
り
が
あ
つ
た
こ
と

に
つ
い
て
正
当
な
理
由
が
あ
る
と
認
め
る
場
合
を
除
き
、
当
該
更

に
つ
い
て
正
当
な
理
由
が
あ
る
と
認
め
る
場
合
を
除
き
、
当
該
更

正
に
よ
る
不
足
金
額
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
対
象
不
足
金
額

正
に
よ
る
不
足
金
額
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
対
象
不
足
金
額

」
と
い
う
。
）
に
百
分
の
十
の
割
合
を
乗
じ
て
計
算
し
た
金
額
（

」
と
い
う
。
）
に
百
分
の
十
の
割
合
を
乗
じ
て
計
算
し
た
金
額
（

当
該
対
象
不
足
金
額
（
当
該
更
正
前
に
そ
の
更
正
に
係
る
分
離
課

当
該
対
象
不
足
金
額
（
当
該
更
正
前
に
そ
の
更
正
に
係
る
分
離
課

税
に
係
る
所
得
割
に
つ
い
て
更
正
が
あ
つ
た
場
合
に
お
い
て
は
、

税
に
係
る
所
得
割
に
つ
い
て
更
正
が
あ
つ
た
場
合
に
お
い
て
は
、
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そ
の
更
正
に
よ
る
不
足
金
額
の
合
計
額
（
当
該
更
正
前
の
納
入
申

そ
の
更
正
に
よ
る
不
足
金
額
の
合
計
額
（
当
該
更
正
前
の
納
入
申

告
に
係
る
課
税
標
準
額
又
は
税
額
に
誤
り
が
あ
つ
た
こ
と
に
つ
い

告
に
係
る
課
税
標
準
額
又
は
税
額
に
誤
り
が
あ
つ
た
こ
と
に
つ
い

て
正
当
な
理
由
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
た
と
き
は
、
そ
の
更
正
に
よ

て
正
当
な
理
由
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
た
と
き
は
、
そ
の
更
正
に
よ

る
不
足
金
額
を
控
除
し
た
金
額
と
し
、
当
該
分
離
課
税
に
係
る
所

る
不
足
金
額
を
控
除
し
た
金
額
と
し
、
当
該
分
離
課
税
に
係
る
所

得
割
に
つ
い
て
そ
の
納
入
す
べ
き
金
額
を
減
少
さ
せ
る
更
正
又
は

得
割
に
つ
い
て
そ
の
納
入
す
べ
き
金
額
を
減
少
さ
せ
る
更
正
又
は

更
正
に
係
る
審
査
請
求
若
し
く
は
訴
え
に
つ
い
て
の
裁
決
若
し
く

更
正
に
係
る
不
服
申
立
て
若
し
く
は
訴
え
に
つ
い
て
の
決
定
、
裁

は
判
決
に
よ
る
原
処
分
の
異
動
が
あ
つ
た
と
き
は
、
こ
れ
ら
に
よ

決
若
し
く
は
判
決
に
よ
る
原
処
分
の
異
動
が
あ
つ
た
と
き
は
、
こ

り
減
少
し
た
部
分
の
金
額
に
相
当
す
る
金
額
を
控
除
し
た
金
額
と

れ
ら
に
よ
り
減
少
し
た
部
分
の
金
額
に
相
当
す
る
金
額
を
控
除
し

す
る
。
）
を
加
算
し
た
金
額
と
す
る
。
）
が
納
入
申
告
書
の
提
出

た
金
額
と
す
る
。
）
を
加
算
し
た
金
額
と
す
る
。
）
が
納
入
申
告

期
限
ま
で
に
そ
の
提
出
が
あ
つ
た
場
合
に
お
け
る
当
該
納
入
申
告

書
の
提
出
期
限
ま
で
に
そ
の
提
出
が
あ
つ
た
場
合
に
お
け
る
当
該

書
に
係
る
税
額
に
相
当
す
る
金
額
と
五
十
万
円
と
の
い
ず
れ
か
多

納
入
申
告
書
に
係
る
税
額
に
相
当
す
る
金
額
と
五
十
万
円
と
の
い

い
金
額
を
超
え
る
と
き
は
、
当
該
超
え
る
部
分
に
相
当
す
る
金
額

ず
れ
か
多
い
金
額
を
超
え
る
と
き
は
、
当
該
超
え
る
部
分
に
相
当

（
当
該
対
象
不
足
金
額
が
当
該
超
え
る
部
分
に
相
当
す
る
金
額
に

す
る
金
額
（
当
該
対
象
不
足
金
額
が
当
該
超
え
る
部
分
に
相
当
す

満
た
な
い
と
き
は
、
当
該
対
象
不
足
金
額
）
に
百
分
の
五
の
割
合

る
金
額
に
満
た
な
い
と
き
は
、
当
該
対
象
不
足
金
額
）
に
百
分
の

を
乗
じ
て
計
算
し
た
金
額
を
加
算
し
た
金
額
と
す
る
。
）
に
相
当

五
の
割
合
を
乗
じ
て
計
算
し
た
金
額
を
加
算
し
た
金
額
と
す
る
。

す
る
過
少
申
告
加
算
金
を
徴
収
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

）
に
相
当
す
る
過
少
申
告
加
算
金
を
徴
収
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

。

２

（
略
）

２

（
略
）

３

前
項
の
規
定
に
該
当
す
る
場
合
に
お
い
て
、
同
項
に
規
定
す
る

３

前
項
の
規
定
に
該
当
す
る
場
合
に
お
い
て
、
同
項
に
規
定
す
る

納
入
す
べ
き
税
額
（
同
項
第
二
号
又
は
第
三
号
に
該
当
す
る
場
合

納
入
す
べ
き
税
額
（
同
項
第
二
号
又
は
第
三
号
に
該
当
す
る
場
合

に
は
、
こ
れ
ら
の
規
定
に
規
定
す
る
更
正
前
に
さ
れ
た
当
該
分
離

に
は
、
こ
れ
ら
の
規
定
に
規
定
す
る
更
正
前
に
さ
れ
た
当
該
分
離

課
税
に
係
る
所
得
割
に
係
る
納
入
申
告
書
の
提
出
期
限
後
の
納
入

課
税
に
係
る
所
得
割
に
係
る
納
入
申
告
書
の
提
出
期
限
後
の
納
入

申
告
又
は
第
三
百
二
十
八
条
の
九
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
の
規

申
告
又
は
第
三
百
二
十
八
条
の
九
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
の
規

定
に
よ
る
更
正
若
し
く
は
決
定
に
よ
り
納
入
す
べ
き
税
額
の
合
計

定
に
よ
る
更
正
若
し
く
は
決
定
に
よ
り
納
入
す
べ
き
税
額
の
合
計

額
（
当
該
納
入
す
べ
き
税
額
を
減
少
さ
せ
る
更
正
又
は
更
正
に
係

額
（
当
該
納
入
す
べ
き
税
額
を
減
少
さ
せ
る
更
正
又
は
更
正
に
係

る
審
査
請
求
若
し
く
は
訴
え
に
つ
い
て
の
裁
決
若
し
く
は
判
決
に

る
不
服
申
立
て
若
し
く
は
訴
え
に
つ
い
て
の
決
定
、
裁
決
若
し
く

よ
る
原
処
分
の
異
動
が
あ
つ
た
と
き
は
、
こ
れ
ら
に
よ
り
減
少
し

は
判
決
に
よ
る
原
処
分
の
異
動
が
あ
つ
た
と
き
は
、
こ
れ
ら
に
よ

た
部
分
の
税
額
に
相
当
す
る
金
額
を
控
除
し
た
金
額
と
す
る
。
）

り
減
少
し
た
部
分
の
税
額
に
相
当
す
る
金
額
を
控
除
し
た
金
額
と

を
加
算
し
た
金
額
）
が
五
十
万
円
を
超
え
る
と
き
は
、
前
項
の
不

す
る
。
）
を
加
算
し
た
金
額
）
が
五
十
万
円
を
超
え
る
と
き
は
、

申
告
加
算
金
額
は
、
同
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
同
項
の
規
定

前
項
の
不
申
告
加
算
金
額
は
、
同
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
同

に
よ
り
計
算
し
た
金
額
に
、
当
該
超
え
る
部
分
に
相
当
す
る
金
額

項
の
規
定
に
よ
り
計
算
し
た
金
額
に
、
当
該
超
え
る
部
分
に
相
当



- 105 -

（
同
項
に
規
定
す
る
納
入
す
べ
き
税
額
が
当
該
超
え
る
部
分
に
相

す
る
金
額
（
同
項
に
規
定
す
る
納
入
す
べ
き
税
額
が
当
該
超
え
る

当
す
る
金
額
に
満
た
な
い
と
き
は
、
当
該
納
入
す
べ
き
税
額
）
に

部
分
に
相
当
す
る
金
額
に
満
た
な
い
と
き
は
、
当
該
納
入
す
べ
き

百
分
の
五
の
割
合
を
乗
じ
て
計
算
し
た
金
額
を
加
算
し
た
金
額
と

税
額
）
に
百
分
の
五
の
割
合
を
乗
じ
て
計
算
し
た
金
額
を
加
算
し

す
る
。

た
金
額
と
す
る
。

４
～
６

（
略
）

４
～
６

（
略
）

（
仮
算
定
税
額
に
係
る
固
定
資
産
税
の
修
正
の
申
出
等
）

（
仮
算
定
税
額
に
係
る
固
定
資
産
税
の
修
正
の
申
出
等
）

第
三
百
六
十
四
条
の
二

（
略
）

第
三
百
六
十
四
条
の
二

（
略
）

２
～
５

（
略
）

２
～
５

（
略
）

６

第
三
項
の
規
定
に
よ
る
決
定
に
つ
い
て
は
、
審
査
請
求
を
す
る

６

第
三
項
の
規
定
に
よ
る
決
定
に
つ
い
て
は
、
行
政
不
服
審
査
法

こ
と
が
で
き
な
い
。

に
よ
る
不
服
申
立
て
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

（
審
査
請
求
の
手
続
に
お
け
る
地
方
財
政
審
議
会
の
意
見
の
聴
取

（
異
議
申
立
て
の
手
続
に
お
け
る
地
方
財
政
審
議
会
の
意
見
の
聴

）

取
）

第
三
百
九
十
条

総
務
大
臣
は
、
前
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
固
定

第
三
百
九
十
条

総
務
大
臣
は
、
前
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
固
定

資
産
の
価
格
等
の
決
定
又
は
配
分
に
つ
い
て
の
審
査
請
求
に
対
す

資
産
の
価
格
等
の
決
定
又
は
配
分
に
つ
い
て
の
異
議
申
立
て
に
対

る
裁
決
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
地
方
財
政
審
議
会
の
意
見
を

す
る
決
定
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
地
方
財
政
審
議
会
の
意
見

聴
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

を
聴
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
道
府
県
知
事
又
は
総
務
大
臣
が
す
る
固
定
資
産
の
価
格
等
の
決

（
道
府
県
知
事
又
は
総
務
大
臣
が
す
る
固
定
資
産
の
価
格
等
の
決

定
又
は
配
分
に
関
す
る
審
査
請
求
に
対
す
る
裁
決
の
通
知
）

定
又
は
配
分
に
関
す
る
異
議
申
立
て
に
対
す
る
決
定
の
通
知
）

第
三
百
九
十
九
条

道
府
県
知
事
又
は
総
務
大
臣
は
、
第
三
百
八
十

第
三
百
九
十
九
条

道
府
県
知
事
又
は
総
務
大
臣
は
、
第
三
百
八
十

九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
価
格
等
の
決
定
又
は
配
分
に
つ
い
て

九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
価
格
等
の
決
定
又
は
配
分
に
つ
い
て

の
審
査
請
求
に
対
す
る
裁
決
を
し
た
場
合
に
お
い
て
は
、
そ
の
裁

の
異
議
申
立
て
に
対
す
る
決
定
を
し
た
場
合
に
お
い
て
は
、
そ
の

決
を
し
た
日
か
ら
十
日
以
内
に
そ
の
旨
を
関
係
市
町
村
の
長
に
通

決
定
を
し
た
日
か
ら
十
日
以
内
に
そ
の
旨
を
関
係
市
町
村
の
長
に

知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
固
定
資
産
の
価
格
等
の
全
て
を
登
録
し
た
旨
の
公
示
の
日
以
後

（
固
定
資
産
の
価
格
等
の
す
べ
て
を
登
録
し
た
旨
の
公
示
の
日
以

に
お
け
る
価
格
等
の
決
定
又
は
修
正
等
）

後
に
お
け
る
価
格
等
の
決
定
又
は
修
正
等
）

第
四
百
十
七
条

（
略
）

第
四
百
十
七
条

（
略
）

２
・
３

（
略
）

２
・
３

（
略
）

４

第
三
百
九
十
条
の
規
定
は
総
務
大
臣
が
第
二
項
の
規
定
に
よ
る

４

第
三
百
九
十
条
の
規
定
は
総
務
大
臣
が
第
二
項
の
規
定
に
よ
る

価
格
等
の
決
定
又
は
配
分
に
つ
い
て
の
審
査
請
求
に
対
す
る
裁
決

価
格
等
の
決
定
又
は
配
分
に
つ
い
て
の
異
議
申
立
て
に
対
す
る
決

を
し
よ
う
と
す
る
場
合
に
、
第
三
百
九
十
九
条
の
規
定
は
道
府
県

定
を
し
よ
う
と
す
る
場
合
に
、
第
三
百
九
十
九
条
の
規
定
は
道
府

知
事
又
は
総
務
大
臣
が
同
項
の
規
定
に
よ
る
価
格
等
の
決
定
又
は

県
知
事
又
は
総
務
大
臣
が
同
項
の
規
定
に
よ
る
価
格
等
の
決
定
又
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配
分
に
つ
い
て
の
審
査
請
求
に
対
す
る
裁
決
を
し
た
場
合
に
準
用

は
配
分
に
つ
い
て
の
異
議
申
立
て
に
対
す
る
決
定
を
し
た
場
合
に

す
る
。

準
用
す
る
。

（
固
定
資
産
課
税
台
帳
に
登
録
さ
れ
た
価
格
に
関
す
る
審
査
の
申

（
固
定
資
産
課
税
台
帳
に
登
録
さ
れ
た
価
格
に
関
す
る
審
査
の
申

出
）

出
）

第
四
百
三
十
二
条

固
定
資
産
税
の
納
税
者
は
、
そ
の
納
付
す
べ
き

第
四
百
三
十
二
条

固
定
資
産
税
の
納
税
者
は
、
そ
の
納
付
す
べ
き

当
該
年
度
の
固
定
資
産
税
に
係
る
固
定
資
産
に
つ
い
て
固
定
資
産

当
該
年
度
の
固
定
資
産
税
に
係
る
固
定
資
産
に
つ
い
て
固
定
資
産

課
税
台
帳
に
登
録
さ
れ
た
価
格
（
第
三
百
八
十
九
条
第
一
項
、
第

課
税
台
帳
に
登
録
さ
れ
た
価
格
（
第
三
百
八
十
九
条
第
一
項
、
第

四
百
十
七
条
第
二
項
又
は
第
七
百
四
十
三
条
第
一
項
若
し
く
は
第

四
百
十
七
条
第
二
項
又
は
第
七
百
四
十
三
条
第
一
項
若
し
く
は
第

二
項
の
規
定
に
よ
つ
て
道
府
県
知
事
又
は
総
務
大
臣
が
決
定
し
、

二
項
の
規
定
に
よ
つ
て
道
府
県
知
事
又
は
総
務
大
臣
が
決
定
し
、

又
は
修
正
し
市
町
村
長
に
通
知
し
た
も
の
を
除
く
。
）
に
つ
い
て

又
は
修
正
し
市
町
村
長
に
通
知
し
た
も
の
を
除
く
。
）
に
つ
い
て

不
服
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
は
、
第
四
百
十
一
条
第
二
項
の
規
定

不
服
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
は
、
第
四
百
十
一
条
第
二
項
の
規
定

に
よ
る
公
示
の
日
か
ら
納
税
通
知
書
の
交
付
を
受
け
た
日
後
三
月

に
よ
る
公
示
の
日
か
ら
納
税
通
知
書
の
交
付
を
受
け
た
日
後
六
十

を
経
過
す
る
日
ま
で
若
し
く
は
第
四
百
十
九
条
第
三
項
の
規
定
に

日
ま
で
若
し
く
は
第
四
百
十
九
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
公
示
の

よ
る
公
示
の
日
か
ら
同
日
後
三
月
を
経
過
す
る
日
（
第
四
百
二
十

日
か
ら
同
日
後
六
十
日
（
第
四
百
二
十
条
の
更
正
に
基
づ
く
納
税

条
の
更
正
に
基
づ
く
納
税
通
知
書
の
交
付
を
受
け
た
者
に
あ
つ
て

通
知
書
の
交
付
を
受
け
た
者
に
あ
つ
て
は
、
当
該
納
税
通
知
書
の

は
、
当
該
納
税
通
知
書
の
交
付
を
受
け
た
日
後
三
月
を
経
過
す
る

交
付
を
受
け
た
日
後
六
十
日
）
ま
で
の
間
に
お
い
て
、
又
は
第
四

日
）
ま
で
の
間
に
お
い
て
、
又
は
第
四
百
十
七
条
第
一
項
の
通
知

百
十
七
条
第
一
項
の
通
知
を
受
け
た
日
か
ら
六
十
日
以
内
に
、
文

を
受
け
た
日
か
ら
三
月
以
内
に
、
文
書
を
も
つ
て
、
固
定
資
産
評

書
を
も
つ
て
、
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
に
審
査
の
申
出
を
す

価
審
査
委
員
会
に
審
査
の
申
出
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し

る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
当
該
固
定
資
産
の
う
ち
第
四
百
十

、
当
該
固
定
資
産
の
う
ち
第
四
百
十
一
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
つ

一
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
つ
て
土
地
課
税
台
帳
等
又
は
家
屋
課
税

て
土
地
課
税
台
帳
等
又
は
家
屋
課
税
台
帳
等
に
登
録
さ
れ
た
も
の

台
帳
等
に
登
録
さ
れ
た
も
の
と
み
な
さ
れ
る
土
地
又
は
家
屋
の
価

と
み
な
さ
れ
る
土
地
又
は
家
屋
の
価
格
に
つ
い
て
は
、
当
該
土
地

格
に
つ
い
て
は
、
当
該
土
地
又
は
家
屋
に
つ
い
て
第
三
百
四
十
九

又
は
家
屋
に
つ
い
て
第
三
百
四
十
九
条
第
二
項
第
一
号
に
掲
げ
る

条
第
二
項
第
一
号
に
掲
げ
る
事
情
が
あ
る
た
め
同
条
同
項
た
だ
し

事
情
が
あ
る
た
め
同
条
同
項
た
だ
し
書
、
第
三
項
た
だ
し
書
又
は

書
、
第
三
項
た
だ
し
書
又
は
第
五
項
た
だ
し
書
の
規
定
の
適
用
を

第
五
項
た
だ
し
書
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
べ
き
も
の
で
あ
る
こ

受
け
る
べ
き
も
の
で
あ
る
こ
と
を
申
し
立
て
る
場
合
を
除
い
て
は

と
を
申
し
立
て
る
場
合
を
除
い
て
は
、
審
査
の
申
出
を
す
る
こ
と

、
審
査
の
申
出
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

が
で
き
な
い
。

２

行
政
不
服
審
査
法
第
十
条
か
ら
第
十
二
条
ま
で
、
第
十
五
条
、

２

行
政
不
服
審
査
法
第
十
条
か
ら
第
十
三
条
ま
で
、
第
十
四
条
第

第
十
八
条
第
一
項
た
だ
し
書
及
び
第
三
項
、
第
十
九
条
第
二
項
（

一
項
た
だ
し
書
、
第
二
項
及
び
第
四
項
並
び
に
第
二
十
一
条
の
規

第
三
号
及
び
第
五
号
を
除
く
。
）
及
び
第
四
項
並
び
に
第
二
十
三

定
は
、
前
項
の
審
査
の
申
出
の
手
続
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

条
の
規
定
は
、
前
項
の
審
査
の
申
出
の
手
続
に
つ
い
て
準
用
す
る



- 107 -

。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
法
第
十
一
条
第
二
項
中
「
第
九
条
第

一
項
の
規
定
に
よ
り
指
名
さ
れ
た
者
（
以
下
「
審
理
員
」
と
い
う

。
）
」
と
あ
る
の
は
「
地
方
税
法
第
四
百
三
十
二
条
第
一
項
の
審

査
の
申
出
を
受
け
た
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
（
以
下
「
審
査

庁
」
と
い
う
。
）
」
と
、
同
法
第
十
九
条
第
二
項
中
「
次
に
掲
げ

る
事
項
」
と
あ
る
の
は
「
次
に
掲
げ
る
事
項
そ
の
他
条
例
で
定
め

る
事
項
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

３

固
定
資
産
税
の
賦
課
に
つ
い
て
の
審
査
請
求
に
お
い
て
は
、
第

３

固
定
資
産
税
の
賦
課
に
つ
い
て
の
不
服
申
立
て
に
お
い
て
は
、

一
項
の
規
定
に
よ
り
審
査
を
申
し
出
る
こ
と
が
で
き
る
事
項
に
つ

第
一
項
の
規
定
に
よ
り
審
査
を
申
し
出
る
こ
と
が
で
き
る
事
項
に

い
て
の
不
服
を
当
該
固
定
資
産
税
の
賦
課
に
つ
い
て
の
不
服
の
理

つ
い
て
の
不
服
を
当
該
固
定
資
産
税
の
賦
課
に
つ
い
て
の
不
服
の

由
と
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

理
由
と
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

（
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
の
審
査
の
決
定
の
手
続
）

（
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
の
審
査
の
決
定
の
手
続
）

第
四
百
三
十
三
条

（
略
）

第
四
百
三
十
三
条

（
略
）

２

（
略
）

２

（
略
）

３

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
は
、
審
査
の
た
め
に
必
要
が
あ
る

３

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
は
、
審
査
の
た
め
に
必
要
が
あ
る

場
合
に
お
い
て
は
、
職
権
に
基
づ
い
て
、
又
は
関
係
人
の
請
求
に

場
合
に
お
い
て
は
、
職
権
に
基
づ
い
て
、
又
は
関
係
人
の
請
求
に

よ
つ
て
審
査
を
申
し
出
た
者
及
び
そ
の
者
の
固
定
資
産
の
評
価
に

よ
つ
て
審
査
を
申
し
出
た
者
及
び
そ
の
者
の
固
定
資
産
の
評
価
に

必
要
な
資
料
を
所
持
す
る
者
に
対
し
、
相
当
の
期
間
を
定
め
て
、

必
要
な
資
料
を
所
持
す
る
者
に
対
し
、
審
査
に
関
し
必
要
な
資
料

審
査
に
関
し
必
要
な
資
料
の
提
出
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

の
提
出
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

４
～
９

（
略
）

４
～
９

（
略
）

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
は
、
前
項
の
記
録
を
保
存
し
、
そ

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
は
、
第
三
項
の
規
定
に
よ
つ
て
提

10

10

の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
つ
て
、
こ
れ
を
関
係
者
の
閲
覧
に
供
し
な

出
さ
せ
た
資
料
又
は
前
項
の
記
録
を
保
存
し
、
そ
の
定
め
る
と
こ

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ろ
に
よ
つ
て
、
こ
れ
を
関
係
者
の
閲
覧
に
供
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

行
政
不
服
審
査
法
第
二
十
四
条
、
第
二
十
七
条
、
第
二
十
九
条

行
政
不
服
審
査
法
第
二
十
二
条
、
第
二
十
三
条
、
第
二
十
六
条

11

11

第
一
項
本
文
、
第
二
項
及
び
第
五
項
、
第
三
十
条
第
一
項
及
び
第

、
第
二
十
七
条
、
第
二
十
九
条
、
第
三
十
条
、
第
三
十
三
条
、
第

三
項
、
第
三
十
二
条
、
第
三
十
四
条
か
ら
第
三
十
七
条
ま
で
、
第

三
十
六
条
、
第
三
十
七
条
、
第
三
十
九
条
、
第
四
十
条
第
一
項
及

三
十
八
条
（
第
六
項
を
除
く
。
）
、
第
三
十
九
条
、
第
四
十
一
条

び
第
二
項
、
第
四
十
一
条
第
一
項
、
第
四
十
二
条
第
一
項
か
ら
第

第
一
項
及
び
第
二
項
、
同
条
第
三
項
（
審
理
手
続
を
終
結
し
た
旨

三
項
ま
で
並
び
に
第
四
十
四
条
の
規
定
は
、
第
一
項
の
審
査
の
決

の
通
知
に
関
す
る
部
分
に
限
る
。
）
、
第
四
十
四
条
、
第
四
十
五

定
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

条
第
一
項
及
び
第
二
項
、
第
五
十
条
第
一
項
（
審
理
員
意
見
書
並
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び
に
行
政
不
服
審
査
会
等
及
び
審
議
会
等
の
答
申
書
に
関
す
る
部

分
を
除
く
。
）
、
第
五
十
一
条
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
並
び
に

第
五
十
三
条
の
規
定
は
、
第
一
項
の
審
査
の
決
定
に
つ
い
て
準
用

す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
こ
れ
ら
の
規
定
（
同
法
第
四
十
四

条
の
規
定
を
除
く
。
）
中
「
審
理
員
」
と
あ
る
の
は
「
審
査
庁
」

と
、
同
法
第
二
十
四
条
第
一
項
中
「
審
査
庁
」
と
あ
る
の
は
「
地

方
税
法
第
四
百
三
十
二
条
第
一
項
の
審
査
の
申
出
を
受
け
た
固
定

資
産
評
価
審
査
委
員
会
（
以
下
「
審
査
庁
」
と
い
う
。
）
」
と
、

「
次
節
に
規
定
す
る
審
理
手
続
」
と
あ
る
の
は
「
同
法
第
四
百
三

十
三
条
に
規
定
す
る
審
査
の
決
定
の
手
続
」
と
、
同
法
第
二
十
九

条
第
一
項
本
文
中
「
審
査
庁
か
ら
指
名
さ
れ
た
と
き
は
、
直
ち
に

」
と
あ
る
の
は
「
審
査
の
申
出
が
さ
れ
た
と
き
は
、
第
二
十
四
条

の
規
定
に
よ
り
当
該
審
査
の
申
出
を
却
下
す
る
場
合
を
除
き
、
速

や
か
に
」
と
、
同
法
第
三
十
七
条
第
一
項
及
び
第
三
項
中
「
第
三

十
一
条
か
ら
前
条
ま
で
に
定
め
る
審
理
手
続
」
と
あ
る
の
は
「
地

方
税
法
第
四
百
三
十
三
条
に
規
定
す
る
審
査
の
決
定
の
手
続
」
と

、
同
法
第
三
十
八
条
第
一
項
中
「
第
二
十
九
条
第
四
項
各
号
に
掲

げ
る
書
面
又
は
第
三
十
二
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
若
し
く
は

第
三
十
三
条
の
規
定
に
よ
り
提
出
さ
れ
た
書
類
そ
の
他
の
物
件
」

と
あ
る
の
は
「
第
三
十
二
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
の
規
定
に

よ
り
提
出
さ
れ
た
書
類
そ
の
他
の
物
件
又
は
地
方
税
法
第
四
百
三

十
三
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
っ
て
提
出
さ
せ
た
資
料
」
と
、
「
当

該
書
面
若
し
く
は
当
該
書
類
の
写
し
」
と
あ
る
の
は
「
当
該
書
類

若
し
く
は
当
該
資
料
の
写
し
」
と
、
同
条
第
四
項
及
び
第
五
項
中

「
政
令
」
と
あ
る
の
は
「
条
例
」
と
、
同
法
第
四
十
一
条
第
二
項

第
一
号
ホ
中
「
第
三
十
三
条
前
段

書
類
そ
の
他
の
物
件
」
と
あ

る
の
は
「
地
方
税
法
第
四
百
三
十
三
条
第
三
項

資
料
」
と
、
同

項
第
二
号
中
「
口
頭
意
見
陳
述
」
と
あ
る
の
は
「
地
方
税
法
第
四

百
三
十
三
条
第
二
項
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
口
頭
で
意
見
を
述
べ

る
機
会
」
と
、
同
法
第
四
十
四
条
中
「
行
政
不
服
審
査
会
等
か
ら

諮
問
に
対
す
る
答
申
を
受
け
た
と
き
（
前
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
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る
諮
問
を
要
し
な
い
場
合
（
同
項
第
二
号
又
は
第
三
号
に
該
当
す

る
場
合
を
除
く
。
）
に
あ
っ
て
は
審
理
員
意
見
書
が
提
出
さ
れ
た

と
き
、
同
項
第
二
号
又
は
第
三
号
に
該
当
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は

同
項
第
二
号
又
は
第
三
号
に
規
定
す
る
議
を
経
た
と
き
）
」
と
あ

る
の
は
「
審
理
手
続
を
終
結
し
た
と
き
」
と
、
同
法
第
五
十
三
条

中
「
第
三
十
三
条
の
規
定
に
よ
る
提
出
要
求
に
応
じ
て
提
出
さ
れ

た
書
類
そ
の
他
の
物
件
」
と
あ
る
の
は
「
地
方
税
法
第
四
百
三
十

三
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
っ
て
提
出
さ
せ
た
資
料
」
と
読
み
替
え

る
も
の
と
す
る
。

（
略
）

（
略
）

12

12

（
た
ば
こ
税
の
過
少
申
告
加
算
金
及
び
不
申
告
加
算
金
）

（
た
ば
こ
税
の
過
少
申
告
加
算
金
及
び
不
申
告
加
算
金
）

第
四
百
八
十
三
条

申
告
書
の
提
出
期
限
ま
で
に
そ
の
提
出
が
あ
つ

第
四
百
八
十
三
条

申
告
書
の
提
出
期
限
ま
で
に
そ
の
提
出
が
あ
つ

た
場
合
（
申
告
書
の
提
出
期
限
後
に
そ
の
提
出
が
あ
つ
た
場
合
に

た
場
合
（
申
告
書
の
提
出
期
限
後
に
そ
の
提
出
が
あ
つ
た
場
合
に

お
い
て
、
次
項
た
だ
し
書
又
は
第
六
項
の
規
定
の
適
用
が
あ
る
と

お
い
て
、
次
項
た
だ
し
書
又
は
第
六
項
の
規
定
の
適
用
が
あ
る
と

き
を
含
む
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
お
い
て
、
第
四

き
を
含
む
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
お
い
て
、
第
四

百
八
十
条
第
一
項
若
し
く
は
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
更
正
が
あ
つ

百
八
十
条
第
一
項
若
し
く
は
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
更
正
が
あ
つ

た
と
き
、
又
は
修
正
申
告
書
の
提
出
が
あ
つ
た
と
き
は
、
市
町
村

た
と
き
、
又
は
修
正
申
告
書
の
提
出
が
あ
つ
た
と
き
は
、
市
町
村

長
は
、
当
該
更
正
又
は
修
正
申
告
前
の
申
告
又
は
修
正
申
告
に
係

長
は
、
当
該
更
正
又
は
修
正
申
告
前
の
申
告
又
は
修
正
申
告
に
係

る
税
額
に
誤
り
が
あ
つ
た
こ
と
に
つ
い
て
正
当
な
理
由
が
あ
る
と

る
税
額
に
誤
り
が
あ
つ
た
こ
と
に
つ
い
て
正
当
な
理
由
が
あ
る
と

認
め
る
場
合
を
除
き
、
当
該
更
正
に
よ
る
不
足
税
額
又
は
当
該
修

認
め
る
場
合
を
除
き
、
当
該
更
正
に
よ
る
不
足
税
額
又
は
当
該
修

正
申
告
書
に
よ
つ
て
増
加
し
た
税
額
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「

正
申
告
書
に
よ
つ
て
増
加
し
た
税
額
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「

対
象
不
足
税
額
等
」
と
い
う
。
）
に
百
分
の
十
の
割
合
を
乗
じ
て

対
象
不
足
税
額
等
」
と
い
う
。
）
に
百
分
の
十
の
割
合
を
乗
じ
て

計
算
し
た
金
額
（
当
該
対
象
不
足
税
額
等
（
当
該
更
正
又
は
修
正

計
算
し
た
金
額
（
当
該
対
象
不
足
税
額
等
（
当
該
更
正
又
は
修
正

申
告
前
に
そ
の
更
正
又
は
修
正
申
告
に
係
る
た
ば
こ
税
に
つ
い
て

申
告
前
に
そ
の
更
正
又
は
修
正
申
告
に
係
る
た
ば
こ
税
に
つ
い
て

更
正
又
は
修
正
申
告
書
の
提
出
が
あ
つ
た
場
合
に
お
い
て
は
、
そ

更
正
又
は
修
正
申
告
書
の
提
出
が
あ
つ
た
場
合
に
お
い
て
は
、
そ

の
更
正
に
よ
る
不
足
税
額
又
は
修
正
申
告
書
に
よ
つ
て
増
加
し
た

の
更
正
に
よ
る
不
足
税
額
又
は
修
正
申
告
書
に
よ
つ
て
増
加
し
た

税
額
の
合
計
額
（
当
該
更
正
又
は
修
正
申
告
前
の
申
告
又
は
修
正

税
額
の
合
計
額
（
当
該
更
正
又
は
修
正
申
告
前
の
申
告
又
は
修
正

申
告
に
係
る
税
額
に
誤
り
が
あ
つ
た
こ
と
に
つ
い
て
正
当
な
理
由

申
告
に
係
る
税
額
に
誤
り
が
あ
つ
た
こ
と
に
つ
い
て
正
当
な
理
由

が
あ
る
と
認
め
ら
れ
た
と
き
は
、
そ
の
更
正
に
よ
る
不
足
税
額
又

が
あ
る
と
認
め
ら
れ
た
と
き
は
、
そ
の
更
正
に
よ
る
不
足
税
額
又

は
修
正
申
告
書
に
よ
つ
て
増
加
し
た
税
額
を
控
除
し
た
金
額
と
し

は
修
正
申
告
書
に
よ
つ
て
増
加
し
た
税
額
を
控
除
し
た
金
額
と
し

、
当
該
た
ば
こ
税
に
つ
い
て
そ
の
納
付
す
べ
き
税
額
を
減
少
さ
せ

、
当
該
た
ば
こ
税
に
つ
い
て
そ
の
納
付
す
べ
き
税
額
を
減
少
さ
せ
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る
更
正
又
は
更
正
に
係
る
審
査
請
求
若
し
く
は
訴
え
に
つ
い
て
の

る
更
正
又
は
更
正
に
係
る
不
服
申
立
て
若
し
く
は
訴
え
に
つ
い
て

裁
決
若
し
く
は
判
決
に
よ
る
原
処
分
の
異
動
が
あ
つ
た
と
き
は
、

の
決
定
、
裁
決
若
し
く
は
判
決
に
よ
る
原
処
分
の
異
動
が
あ
つ
た

こ
れ
ら
に
よ
り
減
少
し
た
部
分
の
税
額
に
相
当
す
る
金
額
を
控
除

と
き
は
、
こ
れ
ら
に
よ
り
減
少
し
た
部
分
の
税
額
に
相
当
す
る
金

し
た
金
額
と
す
る
。
）
を
加
算
し
た
金
額
と
す
る
。
）
が
申
告
書

額
を
控
除
し
た
金
額
と
す
る
。
）
を
加
算
し
た
金
額
と
す
る
。
）

の
提
出
期
限
ま
で
に
そ
の
提
出
が
あ
つ
た
場
合
に
お
け
る
当
該
申

が
申
告
書
の
提
出
期
限
ま
で
に
そ
の
提
出
が
あ
つ
た
場
合
に
お
け

告
書
に
係
る
税
額
に
相
当
す
る
金
額
と
五
十
万
円
と
の
い
ず
れ
か

る
当
該
申
告
書
に
係
る
税
額
に
相
当
す
る
金
額
と
五
十
万
円
と
の

多
い
金
額
を
超
え
る
と
き
は
、
当
該
超
え
る
部
分
に
相
当
す
る
金

い
ず
れ
か
多
い
金
額
を
超
え
る
と
き
は
、
当
該
超
え
る
部
分
に
相

額
（
当
該
対
象
不
足
税
額
等
が
当
該
超
え
る
部
分
に
相
当
す
る
金

当
す
る
金
額
（
当
該
対
象
不
足
税
額
等
が
当
該
超
え
る
部
分
に
相

額
に
満
た
な
い
と
き
は
、
当
該
対
象
不
足
税
額
等
）
に
百
分
の
五

当
す
る
金
額
に
満
た
な
い
と
き
は
、
当
該
対
象
不
足
税
額
等
）
に

の
割
合
を
乗
じ
て
計
算
し
た
金
額
を
加
算
し
た
金
額
と
す
る
。
）

百
分
の
五
の
割
合
を
乗
じ
て
計
算
し
た
金
額
を
加
算
し
た
金
額
と

に
相
当
す
る
過
少
申
告
加
算
金
額
を
徴
収
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

す
る
。
）
に
相
当
す
る
過
少
申
告
加
算
金
額
を
徴
収
し
な
け
れ
ば

。
た
だ
し
、
修
正
申
告
書
の
提
出
が
あ
つ
た
場
合
に
お
い
て
、
そ

な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
修
正
申
告
書
の
提
出
が
あ
つ
た
場
合
に
お

の
提
出
が
当
該
修
正
申
告
書
に
係
る
た
ば
こ
税
額
に
つ
い
て
第
四

い
て
、
そ
の
提
出
が
当
該
修
正
申
告
書
に
係
る
た
ば
こ
税
額
に
つ

百
八
十
条
第
一
項
又
は
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
更
正
が
あ
る
べ
き

い
て
第
四
百
八
十
条
第
一
項
又
は
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
更
正
が

こ
と
を
予
知
し
て
さ
れ
た
も
の
で
な
い
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な

あ
る
べ
き
こ
と
を
予
知
し
て
さ
れ
た
も
の
で
な
い
と
き
は
、
こ
の

い
。

限
り
で
な
い
。

２

（
略
）

２

（
略
）

３

前
項
の
規
定
に
該
当
す
る
場
合
に
お
い
て
、
同
項
に
規
定
す
る

３

前
項
の
規
定
に
該
当
す
る
場
合
に
お
い
て
、
同
項
に
規
定
す
る

納
付
す
べ
き
税
額
（
同
項
第
二
号
又
は
第
三
号
に
該
当
す
る
場
合

納
付
す
べ
き
税
額
（
同
項
第
二
号
又
は
第
三
号
に
該
当
す
る
場
合

に
は
、
こ
れ
ら
の
規
定
に
規
定
す
る
修
正
申
告
又
は
更
正
前
に
さ

に
は
、
こ
れ
ら
の
規
定
に
規
定
す
る
修
正
申
告
又
は
更
正
前
に
さ

れ
た
当
該
た
ば
こ
税
に
係
る
申
告
書
の
提
出
期
限
後
の
申
告
又
は

れ
た
当
該
た
ば
こ
税
に
係
る
申
告
書
の
提
出
期
限
後
の
申
告
又
は

第
四
百
八
十
条
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
の
規
定
に
よ
る
更
正
若

第
四
百
八
十
条
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
の
規
定
に
よ
る
更
正
若

し
く
は
決
定
に
よ
り
納
付
す
べ
き
税
額
の
合
計
額
（
当
該
納
付
す

し
く
は
決
定
に
よ
り
納
付
す
べ
き
税
額
の
合
計
額
（
当
該
納
付
す

べ
き
税
額
を
減
少
さ
せ
る
更
正
又
は
更
正
に
係
る
審
査
請
求
若
し

べ
き
税
額
を
減
少
さ
せ
る
更
正
又
は
更
正
に
係
る
不
服
申
立
て
若

く
は
訴
え
に
つ
い
て
の
裁
決
若
し
く
は
判
決
に
よ
る
原
処
分
の
異

し
く
は
訴
え
に
つ
い
て
の
決
定
、
裁
決
若
し
く
は
判
決
に
よ
る
原

動
が
あ
つ
た
と
き
は
、
こ
れ
ら
に
よ
り
減
少
し
た
部
分
の
税
額
に

処
分
の
異
動
が
あ
つ
た
と
き
は
、
こ
れ
ら
に
よ
り
減
少
し
た
部
分

相
当
す
る
金
額
を
控
除
し
た
金
額
と
す
る
。
）
を
加
算
し
た
金
額

の
税
額
に
相
当
す
る
金
額
を
控
除
し
た
金
額
と
す
る
。
）
を
加
算

）
が
五
十
万
円
を
超
え
る
と
き
は
、
前
項
の
不
申
告
加
算
金
額
は

し
た
金
額
）
が
五
十
万
円
を
超
え
る
と
き
は
、
前
項
の
不
申
告
加

、
同
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
同
項
の
規
定
に
よ
り
計
算
し
た

算
金
額
は
、
同
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
同
項
の
規
定
に
よ
り

金
額
に
、
当
該
超
え
る
部
分
に
相
当
す
る
金
額
（
同
項
に
規
定
す

計
算
し
た
金
額
に
、
当
該
超
え
る
部
分
に
相
当
す
る
金
額
（
同
項

る
納
付
す
べ
き
税
額
が
当
該
超
え
る
部
分
に
相
当
す
る
金
額
に
満

に
規
定
す
る
納
付
す
べ
き
税
額
が
当
該
超
え
る
部
分
に
相
当
す
る



- 111 -

た
な
い
と
き
は
、
当
該
納
付
す
べ
き
税
額
）
に
百
分
の
五
の
割
合

金
額
に
満
た
な
い
と
き
は
、
当
該
納
付
す
べ
き
税
額
）
に
百
分
の

を
乗
じ
て
計
算
し
た
金
額
を
加
算
し
た
金
額
と
す
る
。

五
の
割
合
を
乗
じ
て
計
算
し
た
金
額
を
加
算
し
た
金
額
と
す
る
。

４
～
６

（
略
）

４
～
６

（
略
）

（
鉱
産
税
の
過
少
申
告
加
算
金
及
び
不
申
告
加
算
金
）

（
鉱
産
税
の
過
少
申
告
加
算
金
及
び
不
申
告
加
算
金
）

第
五
百
三
十
六
条

申
告
書
の
提
出
期
限
ま
で
に
そ
の
提
出
が
あ
つ

第
五
百
三
十
六
条

申
告
書
の
提
出
期
限
ま
で
に
そ
の
提
出
が
あ
つ

た
場
合
（
申
告
書
の
提
出
期
限
後
に
そ
の
提
出
が
あ
つ
た
場
合
に

た
場
合
（
申
告
書
の
提
出
期
限
後
に
そ
の
提
出
が
あ
つ
た
場
合
に

お
い
て
、
次
項
た
だ
し
書
又
は
第
六
項
の
規
定
の
適
用
が
あ
る
と

お
い
て
、
次
項
た
だ
し
書
又
は
第
六
項
の
規
定
の
適
用
が
あ
る
と

き
を
含
む
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
お
い
て
、
第
五

き
を
含
む
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
お
い
て
、
第
五

百
三
十
三
条
第
一
項
又
は
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
更
正
が
あ
つ
た

百
三
十
三
条
第
一
項
又
は
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
更
正
が
あ
つ
た

と
き
は
、
市
町
村
長
は
、
当
該
更
正
前
の
申
告
に
係
る
課
税
標
準

と
き
は
、
市
町
村
長
は
、
当
該
更
正
前
の
申
告
に
係
る
課
税
標
準

額
又
は
税
額
に
誤
り
が
あ
つ
た
こ
と
に
つ
い
て
正
当
な
事
由
が
な

額
又
は
税
額
に
誤
り
が
あ
つ
た
こ
と
に
つ
い
て
正
当
な
事
由
が
な

い
と
認
め
る
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
更
正
に
よ
る
不
足
税
額
（

い
と
認
め
る
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
更
正
に
よ
る
不
足
税
額
（

以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
対
象
不
足
税
額
」
と
い
う
。
）
に
百
分

以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
対
象
不
足
税
額
」
と
い
う
。
）
に
百
分

の
十
の
割
合
を
乗
じ
て
計
算
し
た
金
額
（
当
該
対
象
不
足
税
額
（

の
十
の
割
合
を
乗
じ
て
計
算
し
た
金
額
（
当
該
対
象
不
足
税
額
（

当
該
更
正
前
に
そ
の
更
正
に
係
る
鉱
産
税
に
つ
い
て
更
正
が
あ
つ

当
該
更
正
前
に
そ
の
更
正
に
係
る
鉱
産
税
に
つ
い
て
更
正
が
あ
つ

た
場
合
に
お
い
て
は
、
そ
の
更
正
に
よ
る
不
足
税
額
の
合
計
額
（

た
場
合
に
お
い
て
は
、
そ
の
更
正
に
よ
る
不
足
税
額
の
合
計
額
（

当
該
更
正
前
の
申
告
に
係
る
課
税
標
準
額
又
は
税
額
に
誤
り
が
あ

当
該
更
正
前
の
申
告
に
係
る
課
税
標
準
額
又
は
税
額
に
誤
り
が
あ

つ
た
こ
と
に
つ
い
て
正
当
な
事
由
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
た
と
き
は

つ
た
こ
と
に
つ
い
て
正
当
な
事
由
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
た
と
き
は

、
そ
の
更
正
に
よ
る
不
足
税
額
を
控
除
し
た
金
額
と
し
、
当
該
鉱

、
そ
の
更
正
に
よ
る
不
足
税
額
を
控
除
し
た
金
額
と
し
、
当
該
鉱

産
税
に
つ
い
て
そ
の
納
付
す
べ
き
税
額
を
減
少
さ
せ
る
更
正
又
は

産
税
に
つ
い
て
そ
の
納
付
す
べ
き
税
額
を
減
少
さ
せ
る
更
正
又
は

更
正
に
係
る
審
査
請
求
若
し
く
は
訴
え
に
つ
い
て
の
裁
決
若
し
く

更
正
に
係
る
不
服
申
立
て
若
し
く
は
訴
え
に
つ
い
て
の
決
定
、
裁

は
判
決
に
よ
る
原
処
分
の
異
動
が
あ
つ
た
と
き
は
、
こ
れ
ら
に
よ

決
若
し
く
は
判
決
に
よ
る
原
処
分
の
異
動
が
あ
つ
た
と
き
は
、
こ

り
減
少
し
た
部
分
の
税
額
に
相
当
す
る
金
額
を
控
除
し
た
金
額
と

れ
ら
に
よ
り
減
少
し
た
部
分
の
税
額
に
相
当
す
る
金
額
を
控
除
し

す
る
。
）
を
加
算
し
た
金
額
と
す
る
。
）
が
申
告
書
の
提
出
期
限

た
金
額
と
す
る
。
）
を
加
算
し
た
金
額
と
す
る
。
）
が
申
告
書
の

ま
で
に
そ
の
提
出
が
あ
つ
た
場
合
に
お
け
る
当
該
申
告
書
に
係
る

提
出
期
限
ま
で
に
そ
の
提
出
が
あ
つ
た
場
合
に
お
け
る
当
該
申
告

税
額
に
相
当
す
る
金
額
と
五
十
万
円
と
の
い
ず
れ
か
多
い
金
額
を

書
に
係
る
税
額
に
相
当
す
る
金
額
と
五
十
万
円
と
の
い
ず
れ
か
多

超
え
る
と
き
は
、
当
該
超
え
る
部
分
に
相
当
す
る
金
額
（
当
該
対

い
金
額
を
超
え
る
と
き
は
、
当
該
超
え
る
部
分
に
相
当
す
る
金
額

象
不
足
税
額
が
当
該
超
え
る
部
分
に
相
当
す
る
金
額
に
満
た
な
い

（
当
該
対
象
不
足
税
額
が
当
該
超
え
る
部
分
に
相
当
す
る
金
額
に

と
き
は
、
当
該
対
象
不
足
税
額
）
に
百
分
の
五
の
割
合
を
乗
じ
て

満
た
な
い
と
き
は
、
当
該
対
象
不
足
税
額
）
に
百
分
の
五
の
割
合

計
算
し
た
金
額
を
加
算
し
た
金
額
と
す
る
。
）
に
相
当
す
る
過
少

を
乗
じ
て
計
算
し
た
金
額
を
加
算
し
た
金
額
と
す
る
。
）
に
相
当

申
告
加
算
金
額
を
徴
収
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

す
る
過
少
申
告
加
算
金
額
を
徴
収
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。



- 112 -

２

（
略
）

２

（
略
）

３

前
項
の
規
定
に
該
当
す
る
場
合
に
お
い
て
、
同
項
に
規
定
す
る

３

前
項
の
規
定
に
該
当
す
る
場
合
に
お
い
て
、
同
項
に
規
定
す
る

納
付
す
べ
き
税
額
（
同
項
第
二
号
又
は
第
三
号
に
該
当
す
る
場
合

納
付
す
べ
き
税
額
（
同
項
第
二
号
又
は
第
三
号
に
該
当
す
る
場
合

に
は
、
こ
れ
ら
の
規
定
に
規
定
す
る
更
正
前
に
さ
れ
た
当
該
鉱
産

に
は
、
こ
れ
ら
の
規
定
に
規
定
す
る
更
正
前
に
さ
れ
た
当
該
鉱
産

税
に
係
る
申
告
書
の
提
出
期
限
後
の
申
告
又
は
第
五
百
三
十
三
条

税
に
係
る
申
告
書
の
提
出
期
限
後
の
申
告
又
は
第
五
百
三
十
三
条

第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
の
規
定
に
よ
る
更
正
若
し
く
は
決
定
に

第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
の
規
定
に
よ
る
更
正
若
し
く
は
決
定
に

よ
り
納
付
す
べ
き
税
額
の
合
計
額
（
当
該
納
付
す
べ
き
税
額
を
減

よ
り
納
付
す
べ
き
税
額
の
合
計
額
（
当
該
納
付
す
べ
き
税
額
を
減

少
さ
せ
る
更
正
又
は
更
正
に
係
る
審
査
請
求
若
し
く
は
訴
え
に
つ

少
さ
せ
る
更
正
又
は
更
正
に
係
る
不
服
申
立
て
若
し
く
は
訴
え
に

い
て
の
裁
決
若
し
く
は
判
決
に
よ
る
原
処
分
の
異
動
が
あ
つ
た
と

つ
い
て
の
決
定
、
裁
決
若
し
く
は
判
決
に
よ
る
原
処
分
の
異
動
が

き
は
、
こ
れ
ら
に
よ
り
減
少
し
た
部
分
の
税
額
に
相
当
す
る
金
額

あ
つ
た
と
き
は
、
こ
れ
ら
に
よ
り
減
少
し
た
部
分
の
税
額
に
相
当

を
控
除
し
た
金
額
と
す
る
。
）
を
加
算
し
た
金
額
）
が
五
十
万
円

す
る
金
額
を
控
除
し
た
金
額
と
す
る
。
）
を
加
算
し
た
金
額
）
が

を
超
え
る
と
き
は
、
前
項
の
不
申
告
加
算
金
額
は
、
同
項
の
規
定

五
十
万
円
を
超
え
る
と
き
は
、
前
項
の
不
申
告
加
算
金
額
は
、
同

に
か
か
わ
ら
ず
、
同
項
の
規
定
に
よ
り
計
算
し
た
金
額
に
、
当
該

項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
同
項
の
規
定
に
よ
り
計
算
し
た
金
額

超
え
る
部
分
に
相
当
す
る
金
額
（
同
項
に
規
定
す
る
納
付
す
べ
き

に
、
当
該
超
え
る
部
分
に
相
当
す
る
金
額
（
同
項
に
規
定
す
る
納

税
額
が
当
該
超
え
る
部
分
に
相
当
す
る
金
額
に
満
た
な
い
と
き
は

付
す
べ
き
税
額
が
当
該
超
え
る
部
分
に
相
当
す
る
金
額
に
満
た
な

、
当
該
納
付
す
べ
き
税
額
）
に
百
分
の
五
の
割
合
を
乗
じ
て
計
算

い
と
き
は
、
当
該
納
付
す
べ
き
税
額
）
に
百
分
の
五
の
割
合
を
乗

し
た
金
額
を
加
算
し
た
金
額
と
す
る
。

じ
て
計
算
し
た
金
額
を
加
算
し
た
金
額
と
す
る
。

４
～
６

（
略
）

４
～
６

（
略
）

（
特
別
土
地
保
有
税
の
過
少
申
告
加
算
金
及
び
不
申
告
加
算
金
）

（
特
別
土
地
保
有
税
の
過
少
申
告
加
算
金
及
び
不
申
告
加
算
金
）

第
六
百
九
条

申
告
書
の
提
出
期
限
ま
で
に
そ
の
提
出
が
あ
つ
た
場

第
六
百
九
条

申
告
書
の
提
出
期
限
ま
で
に
そ
の
提
出
が
あ
つ
た
場

合
（
申
告
書
の
提
出
期
限
後
に
そ
の
提
出
が
あ
つ
た
場
合
に
お
い

合
（
申
告
書
の
提
出
期
限
後
に
そ
の
提
出
が
あ
つ
た
場
合
に
お
い

て
、
次
項
た
だ
し
書
又
は
第
六
項
の
規
定
の
適
用
が
あ
る
と
き
を

て
、
次
項
た
だ
し
書
又
は
第
六
項
の
規
定
の
適
用
が
あ
る
と
き
を

含
む
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
お
い
て
、
第
六
百
六

含
む
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
お
い
て
、
第
六
百
六

条
第
一
項
若
し
く
は
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
更
正
が
あ
つ
た
と
き

条
第
一
項
若
し
く
は
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
更
正
が
あ
つ
た
と
き

、
又
は
修
正
申
告
書
の
提
出
が
あ
つ
た
と
き
は
、
市
町
村
長
は
、

、
又
は
修
正
申
告
書
の
提
出
が
あ
つ
た
と
き
は
、
市
町
村
長
は
、

当
該
更
正
又
は
修
正
申
告
前
の
申
告
又
は
修
正
申
告
に
係
る
税
額

当
該
更
正
又
は
修
正
申
告
前
の
申
告
又
は
修
正
申
告
に
係
る
税
額

に
誤
り
が
あ
つ
た
こ
と
に
つ
い
て
正
当
な
理
由
が
あ
る
と
認
め
る

に
誤
り
が
あ
つ
た
こ
と
に
つ
い
て
正
当
な
理
由
が
あ
る
と
認
め
る

場
合
を
除
き
、
当
該
更
正
に
よ
る
不
足
税
額
又
は
当
該
修
正
申
告

場
合
を
除
き
、
当
該
更
正
に
よ
る
不
足
税
額
又
は
当
該
修
正
申
告

書
に
よ
つ
て
増
加
し
た
税
額
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
対
象
不

書
に
よ
つ
て
増
加
し
た
税
額
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
対
象
不

足
税
額
等
」
と
い
う
。
）
に
百
分
の
十
の
割
合
を
乗
じ
て
計
算
し

足
税
額
等
」
と
い
う
。
）
に
百
分
の
十
の
割
合
を
乗
じ
て
計
算
し

た
金
額
（
当
該
対
象
不
足
税
額
等
（
当
該
更
正
又
は
修
正
申
告
前

た
金
額
（
当
該
対
象
不
足
税
額
等
（
当
該
更
正
又
は
修
正
申
告
前
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に
そ
の
更
正
又
は
修
正
申
告
に
係
る
特
別
土
地
保
有
税
に
つ
い
て

に
そ
の
更
正
又
は
修
正
申
告
に
係
る
特
別
土
地
保
有
税
に
つ
い
て

更
正
又
は
修
正
申
告
書
の
提
出
が
あ
つ
た
場
合
に
お
い
て
は
、
そ

更
正
又
は
修
正
申
告
書
の
提
出
が
あ
つ
た
場
合
に
お
い
て
は
、
そ

の
更
正
に
よ
る
不
足
税
額
又
は
修
正
申
告
書
に
よ
つ
て
増
加
し
た

の
更
正
に
よ
る
不
足
税
額
又
は
修
正
申
告
書
に
よ
つ
て
増
加
し
た

税
額
の
合
計
額
（
当
該
更
正
又
は
修
正
申
告
前
の
申
告
又
は
修
正

税
額
の
合
計
額
（
当
該
更
正
又
は
修
正
申
告
前
の
申
告
又
は
修
正

申
告
に
係
る
税
額
に
誤
り
が
あ
つ
た
こ
と
に
つ
い
て
正
当
な
理
由

申
告
に
係
る
税
額
に
誤
り
が
あ
つ
た
こ
と
に
つ
い
て
正
当
な
理
由

が
あ
る
と
認
め
ら
れ
た
と
き
は
、
そ
の
更
正
に
よ
る
不
足
税
額
又

が
あ
る
と
認
め
ら
れ
た
と
き
は
、
そ
の
更
正
に
よ
る
不
足
税
額
又

は
修
正
申
告
書
に
よ
つ
て
増
加
し
た
税
額
を
控
除
し
た
金
額
と
し

は
修
正
申
告
書
に
よ
つ
て
増
加
し
た
税
額
を
控
除
し
た
金
額
と
し

、
当
該
特
別
土
地
保
有
税
に
つ
い
て
そ
の
納
付
す
べ
き
税
額
を
減

、
当
該
特
別
土
地
保
有
税
に
つ
い
て
そ
の
納
付
す
べ
き
税
額
を
減

少
さ
せ
る
更
正
又
は
更
正
に
係
る
審
査
請
求
若
し
く
は
訴
え
に
つ

少
さ
せ
る
更
正
又
は
更
正
に
係
る
不
服
申
立
て
若
し
く
は
訴
え
に

い
て
の
裁
決
若
し
く
は
判
決
に
よ
る
原
処
分
の
異
動
が
あ
つ
た
と

つ
い
て
の
決
定
、
裁
決
若
し
く
は
判
決
に
よ
る
原
処
分
の
異
動
が

き
は
、
こ
れ
ら
に
よ
り
減
少
し
た
部
分
の
税
額
に
相
当
す
る
金
額

あ
つ
た
と
き
は
、
こ
れ
ら
に
よ
り
減
少
し
た
部
分
の
税
額
に
相
当

を
控
除
し
た
金
額
と
す
る
。
）
を
加
算
し
た
金
額
と
す
る
。
）
が

す
る
金
額
を
控
除
し
た
金
額
と
す
る
。
）
を
加
算
し
た
金
額
と
す

申
告
書
の
提
出
期
限
ま
で
に
そ
の
提
出
が
あ
つ
た
場
合
に
お
け
る

る
。
）
が
申
告
書
の
提
出
期
限
ま
で
に
そ
の
提
出
が
あ
つ
た
場
合

当
該
申
告
書
に
係
る
税
額
に
相
当
す
る
金
額
と
五
十
万
円
と
の
い

に
お
け
る
当
該
申
告
書
に
係
る
税
額
に
相
当
す
る
金
額
と
五
十
万

ず
れ
か
多
い
金
額
を
超
え
る
と
き
は
、
当
該
超
え
る
部
分
に
相
当

円
と
の
い
ず
れ
か
多
い
金
額
を
超
え
る
と
き
は
、
当
該
超
え
る
部

す
る
金
額
（
当
該
対
象
不
足
税
額
等
が
当
該
超
え
る
部
分
に
相
当

分
に
相
当
す
る
金
額
（
当
該
対
象
不
足
税
額
等
が
当
該
超
え
る
部

す
る
金
額
に
満
た
な
い
と
き
は
、
当
該
対
象
不
足
税
額
等
）
に
百

分
に
相
当
す
る
金
額
に
満
た
な
い
と
き
は
、
当
該
対
象
不
足
税
額

分
の
五
の
割
合
を
乗
じ
て
計
算
し
た
金
額
を
加
算
し
た
金
額
と
す

等
）
に
百
分
の
五
の
割
合
を
乗
じ
て
計
算
し
た
金
額
を
加
算
し
た

る
。
）
に
相
当
す
る
過
少
申
告
加
算
金
額
を
徴
収
し
な
け
れ
ば
な

金
額
と
す
る
。
）
に
相
当
す
る
過
少
申
告
加
算
金
額
を
徴
収
し
な

ら
な
い
。
た
だ
し
、
修
正
申
告
書
の
提
出
が
あ
つ
た
場
合
に
お
い

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
修
正
申
告
書
の
提
出
が
あ
つ
た
場

て
、
そ
の
提
出
が
当
該
修
正
申
告
書
に
係
る
特
別
土
地
保
有
税
額

合
に
お
い
て
、
そ
の
提
出
が
当
該
修
正
申
告
書
に
係
る
特
別
土
地

に
つ
い
て
第
六
百
六
条
第
一
項
又
は
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
更
正

保
有
税
額
に
つ
い
て
第
六
百
六
条
第
一
項
又
は
第
三
項
の
規
定
に

が
あ
る
べ
き
こ
と
を
予
知
し
て
さ
れ
た
も
の
で
な
い
と
き
は
、
こ

よ
る
更
正
が
あ
る
べ
き
こ
と
を
予
知
し
て
さ
れ
た
も
の
で
な
い
と

の
限
り
で
な
い
。

き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

２

（
略
）

２

（
略
）

３

前
項
の
規
定
に
該
当
す
る
場
合
に
お
い
て
、
同
項
に
規
定
す
る

３

前
項
の
規
定
に
該
当
す
る
場
合
に
お
い
て
、
同
項
に
規
定
す
る

納
付
す
べ
き
税
額
（
同
項
第
二
号
又
は
第
三
号
に
該
当
す
る
場
合

納
付
す
べ
き
税
額
（
同
項
第
二
号
又
は
第
三
号
に
該
当
す
る
場
合

に
は
、
こ
れ
ら
の
規
定
に
規
定
す
る
修
正
申
告
又
は
更
正
前
に
さ

に
は
、
こ
れ
ら
の
規
定
に
規
定
す
る
修
正
申
告
又
は
更
正
前
に
さ

れ
た
当
該
特
別
土
地
保
有
税
に
係
る
申
告
書
の
提
出
期
限
後
の
申

れ
た
当
該
特
別
土
地
保
有
税
に
係
る
申
告
書
の
提
出
期
限
後
の
申

告
又
は
第
六
百
六
条
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
の
規
定
に
よ
る
更

告
又
は
第
六
百
六
条
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
の
規
定
に
よ
る
更

正
若
し
く
は
決
定
に
よ
り
納
付
す
べ
き
税
額
の
合
計
額
（
当
該
納

正
若
し
く
は
決
定
に
よ
り
納
付
す
べ
き
税
額
の
合
計
額
（
当
該
納
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付
す
べ
き
税
額
を
減
少
さ
せ
る
更
正
又
は
更
正
に
係
る
審
査
請
求

付
す
べ
き
税
額
を
減
少
さ
せ
る
更
正
又
は
更
正
に
係
る
不
服
申
立

若
し
く
は
訴
え
に
つ
い
て
の
裁
決
若
し
く
は
判
決
に
よ
る
原
処
分

て
若
し
く
は
訴
え
に
つ
い
て
の
決
定
、
裁
決
若
し
く
は
判
決
に
よ

の
異
動
が
あ
つ
た
と
き
は
、
こ
れ
ら
に
よ
り
減
少
し
た
部
分
の
税

る
原
処
分
の
異
動
が
あ
つ
た
と
き
は
、
こ
れ
ら
に
よ
り
減
少
し
た

額
に
相
当
す
る
金
額
を
控
除
し
た
金
額
と
す
る
。
）
を
加
算
し
た

部
分
の
税
額
に
相
当
す
る
金
額
を
控
除
し
た
金
額
と
す
る
。
）
を

金
額
）
が
五
十
万
円
を
超
え
る
と
き
は
、
前
項
の
不
申
告
加
算
金

加
算
し
た
金
額
）
が
五
十
万
円
を
超
え
る
と
き
は
、
前
項
の
不
申

額
は
、
同
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
同
項
の
規
定
に
よ
り
計
算

告
加
算
金
額
は
、
同
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
同
項
の
規
定
に

し
た
金
額
に
、
当
該
超
え
る
部
分
に
相
当
す
る
金
額
（
同
項
に
規

よ
り
計
算
し
た
金
額
に
、
当
該
超
え
る
部
分
に
相
当
す
る
金
額
（

定
す
る
納
付
す
べ
き
税
額
が
当
該
超
え
る
部
分
に
相
当
す
る
金
額

同
項
に
規
定
す
る
納
付
す
べ
き
税
額
が
当
該
超
え
る
部
分
に
相
当

に
満
た
な
い
と
き
は
、
当
該
納
付
す
べ
き
税
額
）
に
百
分
の
五
の

す
る
金
額
に
満
た
な
い
と
き
は
、
当
該
納
付
す
べ
き
税
額
）
に
百

割
合
を
乗
じ
て
計
算
し
た
金
額
を
加
算
し
た
金
額
と
す
る
。

分
の
五
の
割
合
を
乗
じ
て
計
算
し
た
金
額
を
加
算
し
た
金
額
と
す

る
。

４
～
６

（
略
）

４
～
６

（
略
）

（
市
町
村
法
定
外
普
通
税
に
係
る
過
少
申
告
加
算
金
及
び
不
申
告

（
市
町
村
法
定
外
普
通
税
に
係
る
過
少
申
告
加
算
金
及
び
不
申
告

加
算
金
）

加
算
金
）

第
六
百
八
十
八
条

納
入
申
告
書
の
提
出
期
限
ま
で
に
そ
の
提
出
が

第
六
百
八
十
八
条

納
入
申
告
書
の
提
出
期
限
ま
で
に
そ
の
提
出
が

あ
つ
た
場
合
（
納
入
申
告
書
の
提
出
期
限
後
に
そ
の
提
出
が
あ
つ

あ
つ
た
場
合
（
納
入
申
告
書
の
提
出
期
限
後
に
そ
の
提
出
が
あ
つ

た
場
合
に
お
い
て
、
次
項
た
だ
し
書
又
は
第
六
項
の
規
定
の
適
用

た
場
合
に
お
い
て
、
次
項
た
だ
し
書
又
は
第
六
項
の
規
定
の
適
用

が
あ
る
と
き
を
含
む
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
お
い

が
あ
る
と
き
を
含
む
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
お
い

て
、
第
六
百
八
十
六
条
第
一
項
又
は
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
更
正

て
、
第
六
百
八
十
六
条
第
一
項
又
は
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
更
正

が
あ
つ
た
と
き
、
又
は
修
正
申
告
書
の
提
出
が
あ
つ
た
と
き
は
、

が
あ
つ
た
と
き
、
又
は
修
正
申
告
書
の
提
出
が
あ
つ
た
と
き
は
、

市
町
村
長
は
、
当
該
更
正
又
は
修
正
申
告
前
の
納
入
申
告
又
は
修

市
町
村
長
は
、
当
該
更
正
又
は
修
正
申
告
前
の
納
入
申
告
又
は
修

正
申
告
に
係
る
課
税
標
準
額
又
は
税
額
に
誤
り
が
あ
つ
た
こ
と
に

正
申
告
に
係
る
課
税
標
準
額
又
は
税
額
に
誤
り
が
あ
つ
た
こ
と
に

つ
い
て
正
当
な
事
由
が
な
い
と
認
め
る
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該

つ
い
て
正
当
な
事
由
が
な
い
と
認
め
る
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該

更
正
に
よ
る
不
足
金
額
又
は
当
該
修
正
申
告
書
に
よ
つ
て
増
加
し

更
正
に
よ
る
不
足
金
額
又
は
当
該
修
正
申
告
書
に
よ
つ
て
増
加
し

た
税
額
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
対
象
不
足
金
額
等
」
と
い
う

た
税
額
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
対
象
不
足
金
額
等
」
と
い
う

。
）
に
百
分
の
十
の
割
合
を
乗
じ
て
計
算
し
た
金
額
（
当
該
対
象

。
）
に
百
分
の
十
の
割
合
を
乗
じ
て
計
算
し
た
金
額
（
当
該
対
象

不
足
金
額
等
（
当
該
更
正
又
は
修
正
申
告
前
に
そ
の
更
正
又
は
修

不
足
金
額
等
（
当
該
更
正
又
は
修
正
申
告
前
に
そ
の
更
正
又
は
修

正
申
告
に
係
る
市
町
村
法
定
外
普
通
税
に
つ
い
て
更
正
又
は
修
正

正
申
告
に
係
る
市
町
村
法
定
外
普
通
税
に
つ
い
て
更
正
又
は
修
正

申
告
書
の
提
出
が
あ
つ
た
場
合
に
お
い
て
は
、
そ
の
更
正
に
よ
る

申
告
書
の
提
出
が
あ
つ
た
場
合
に
お
い
て
は
、
そ
の
更
正
に
よ
る

不
足
金
額
又
は
修
正
申
告
書
に
よ
つ
て
増
加
し
た
税
額
の
合
計
額

不
足
金
額
又
は
修
正
申
告
書
に
よ
つ
て
増
加
し
た
税
額
の
合
計
額

（
当
該
更
正
又
は
修
正
申
告
前
の
納
入
申
告
又
は
修
正
申
告
に
係

（
当
該
更
正
又
は
修
正
申
告
前
の
納
入
申
告
又
は
修
正
申
告
に
係
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る
課
税
標
準
額
又
は
税
額
に
誤
り
が
あ
つ
た
こ
と
に
つ
い
て
正
当

る
課
税
標
準
額
又
は
税
額
に
誤
り
が
あ
つ
た
こ
と
に
つ
い
て
正
当

な
事
由
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
た
と
き
は
、
そ
の
更
正
に
よ
る
不
足

な
事
由
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
た
と
き
は
、
そ
の
更
正
に
よ
る
不
足

金
額
又
は
修
正
申
告
書
に
よ
つ
て
増
加
し
た
税
額
を
控
除
し
た
金

金
額
又
は
修
正
申
告
書
に
よ
つ
て
増
加
し
た
税
額
を
控
除
し
た
金

額
と
し
、
当
該
市
町
村
法
定
外
普
通
税
に
つ
い
て
そ
の
納
入
す
べ

額
と
し
、
当
該
市
町
村
法
定
外
普
通
税
に
つ
い
て
そ
の
納
入
す
べ

き
金
額
若
し
く
は
納
付
す
べ
き
税
額
を
減
少
さ
せ
る
更
正
又
は
更

き
金
額
若
し
く
は
納
付
す
べ
き
税
額
を
減
少
さ
せ
る
更
正
又
は
更

正
に
係
る
審
査
請
求
若
し
く
は
訴
え
に
つ
い
て
の
裁
決
若
し
く
は

正
に
係
る
不
服
申
立
て
若
し
く
は
訴
え
に
つ
い
て
の
決
定
、
裁
決

判
決
に
よ
る
原
処
分
の
異
動
が
あ
つ
た
と
き
は
、
こ
れ
ら
に
よ
り

若
し
く
は
判
決
に
よ
る
原
処
分
の
異
動
が
あ
つ
た
と
き
は
、
こ
れ

減
少
し
た
部
分
の
金
額
に
相
当
す
る
金
額
を
控
除
し
た
金
額
と
す

ら
に
よ
り
減
少
し
た
部
分
の
金
額
に
相
当
す
る
金
額
を
控
除
し
た

る
。
）
を
加
算
し
た
金
額
と
す
る
。
）
が
納
入
申
告
書
の
提
出
期

金
額
と
す
る
。
）
を
加
算
し
た
金
額
と
す
る
。
）
が
納
入
申
告
書

限
ま
で
に
そ
の
提
出
が
あ
つ
た
場
合
に
お
け
る
当
該
納
入
申
告
書

の
提
出
期
限
ま
で
に
そ
の
提
出
が
あ
つ
た
場
合
に
お
け
る
当
該
納

に
係
る
税
額
に
相
当
す
る
金
額
と
五
十
万
円
と
の
い
ず
れ
か
多
い

入
申
告
書
に
係
る
税
額
に
相
当
す
る
金
額
と
五
十
万
円
と
の
い
ず

金
額
を
超
え
る
と
き
は
、
当
該
超
え
る
部
分
に
相
当
す
る
金
額
（

れ
か
多
い
金
額
を
超
え
る
と
き
は
、
当
該
超
え
る
部
分
に
相
当
す

当
該
対
象
不
足
金
額
等
が
当
該
超
え
る
部
分
に
相
当
す
る
金
額
に

る
金
額
（
当
該
対
象
不
足
金
額
等
が
当
該
超
え
る
部
分
に
相
当
す

満
た
な
い
と
き
は
、
当
該
対
象
不
足
金
額
等
）
に
百
分
の
五
の
割

る
金
額
に
満
た
な
い
と
き
は
、
当
該
対
象
不
足
金
額
等
）
に
百
分

合
を
乗
じ
て
計
算
し
た
金
額
を
加
算
し
た
金
額
と
す
る
。
）
に
相

の
五
の
割
合
を
乗
じ
て
計
算
し
た
金
額
を
加
算
し
た
金
額
と
す
る

当
す
る
過
少
申
告
加
算
金
額
を
徴
収
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

。
）
に
相
当
す
る
過
少
申
告
加
算
金
額
を
徴
収
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

２

（
略
）

２

（
略
）

３

前
項
の
規
定
に
該
当
す
る
場
合
に
お
い
て
、
同
項
に
規
定
す
る

３

前
項
の
規
定
に
該
当
す
る
場
合
に
お
い
て
、
同
項
に
規
定
す
る

納
付
し
、
又
は
納
入
す
べ
き
税
額
（
同
項
第
二
号
又
は
第
三
号
に

納
付
し
、
又
は
納
入
す
べ
き
税
額
（
同
項
第
二
号
又
は
第
三
号
に

該
当
す
る
場
合
に
は
、
こ
れ
ら
の
規
定
に
規
定
す
る
修
正
申
告
又

該
当
す
る
場
合
に
は
、
こ
れ
ら
の
規
定
に
規
定
す
る
修
正
申
告
又

は
更
正
前
に
さ
れ
た
当
該
市
町
村
法
定
外
普
通
税
に
係
る
納
入
申

は
更
正
前
に
さ
れ
た
当
該
市
町
村
法
定
外
普
通
税
に
係
る
納
入
申

告
書
の
提
出
期
限
後
の
納
入
申
告
又
は
第
六
百
八
十
六
条
第
一
項

告
書
の
提
出
期
限
後
の
納
入
申
告
又
は
第
六
百
八
十
六
条
第
一
項

か
ら
第
三
項
ま
で
の
規
定
に
よ
る
更
正
若
し
く
は
決
定
に
よ
り
納

か
ら
第
三
項
ま
で
の
規
定
に
よ
る
更
正
若
し
く
は
決
定
に
よ
り
納

付
し
、
又
は
納
入
す
べ
き
税
額
の
合
計
額
（
当
該
納
付
し
、
又
は

付
し
、
又
は
納
入
す
べ
き
税
額
の
合
計
額
（
当
該
納
付
し
、
又
は

納
入
す
べ
き
税
額
を
減
少
さ
せ
る
更
正
又
は
更
正
に
係
る
審
査
請

納
入
す
べ
き
税
額
を
減
少
さ
せ
る
更
正
又
は
更
正
に
係
る
不
服
申

求
若
し
く
は
訴
え
に
つ
い
て
の
裁
決
若
し
く
は
判
決
に
よ
る
原
処

立
て
若
し
く
は
訴
え
に
つ
い
て
の
決
定
、
裁
決
若
し
く
は
判
決
に

分
の
異
動
が
あ
つ
た
と
き
は
、
こ
れ
ら
に
よ
り
減
少
し
た
部
分
の

よ
る
原
処
分
の
異
動
が
あ
つ
た
と
き
は
、
こ
れ
ら
に
よ
り
減
少
し

税
額
に
相
当
す
る
金
額
を
控
除
し
た
金
額
と
す
る
。
）
を
加
算
し

た
部
分
の
税
額
に
相
当
す
る
金
額
を
控
除
し
た
金
額
と
す
る
。
）

た
金
額
）
が
五
十
万
円
を
超
え
る
と
き
は
、
前
項
の
不
申
告
加
算

を
加
算
し
た
金
額
）
が
五
十
万
円
を
超
え
る
と
き
は
、
前
項
の
不

金
額
は
、
同
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
同
項
の
規
定
に
よ
り
計

申
告
加
算
金
額
は
、
同
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
同
項
の
規
定
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算
し
た
金
額
に
、
当
該
超
え
る
部
分
に
相
当
す
る
金
額
（
同
項
に

に
よ
り
計
算
し
た
金
額
に
、
当
該
超
え
る
部
分
に
相
当
す
る
金
額

規
定
す
る
納
付
し
、
又
は
納
入
す
べ
き
税
額
が
当
該
超
え
る
部
分

（
同
項
に
規
定
す
る
納
付
し
、
又
は
納
入
す
べ
き
税
額
が
当
該
超

に
相
当
す
る
金
額
に
満
た
な
い
と
き
は
、
当
該
納
付
し
、
又
は
納

え
る
部
分
に
相
当
す
る
金
額
に
満
た
な
い
と
き
は
、
当
該
納
付
し

入
す
べ
き
税
額
）
に
百
分
の
五
の
割
合
を
乗
じ
て
計
算
し
た
金
額

、
又
は
納
入
す
べ
き
税
額
）
に
百
分
の
五
の
割
合
を
乗
じ
て
計
算

を
加
算
し
た
金
額
と
す
る
。

し
た
金
額
を
加
算
し
た
金
額
と
す
る
。

４
～
６

（
略
）

４
～
６

（
略
）

（
入
湯
税
に
係
る
納
入
金
の
過
少
申
告
加
算
金
及
び
不
申
告
加
算

（
入
湯
税
に
係
る
納
入
金
の
過
少
申
告
加
算
金
及
び
不
申
告
加
算

金
）

金
）

第
七
百
一
条
の
十
二

納
入
申
告
書
の
提
出
期
限
ま
で
に
そ
の
提
出

第
七
百
一
条
の
十
二

納
入
申
告
書
の
提
出
期
限
ま
で
に
そ
の
提
出

が
あ
つ
た
場
合
（
納
入
申
告
書
の
提
出
期
限
後
に
そ
の
提
出
が
あ

が
あ
つ
た
場
合
（
納
入
申
告
書
の
提
出
期
限
後
に
そ
の
提
出
が
あ

つ
た
場
合
に
お
い
て
、
次
項
た
だ
し
書
又
は
第
六
項
の
規
定
の
適

つ
た
場
合
に
お
い
て
、
次
項
た
だ
し
書
又
は
第
六
項
の
規
定
の
適

用
が
あ
る
と
き
を
含
む
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
お

用
が
あ
る
と
き
を
含
む
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
お

い
て
、
第
七
百
一
条
の
九
第
一
項
又
は
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
更

い
て
、
第
七
百
一
条
の
九
第
一
項
又
は
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
更

正
が
あ
つ
た
と
き
は
、
市
町
村
長
は
、
当
該
更
正
前
の
納
入
申
告

正
が
あ
つ
た
と
き
は
、
市
町
村
長
は
、
当
該
更
正
前
の
納
入
申
告

に
係
る
課
税
標
準
額
又
は
税
額
に
誤
り
が
あ
つ
た
こ
と
に
つ
い
て

に
係
る
課
税
標
準
額
又
は
税
額
に
誤
り
が
あ
つ
た
こ
と
に
つ
い
て

正
当
な
理
由
が
な
い
と
認
め
る
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
更
正
に

正
当
な
理
由
が
な
い
と
認
め
る
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
更
正
に

よ
る
不
足
金
額
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
対
象
不
足
金
額
」
と

よ
る
不
足
金
額
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
対
象
不
足
金
額
」
と

い
う
。
）
に
百
分
の
十
の
割
合
を
乗
じ
て
計
算
し
た
金
額
（
当
該

い
う
。
）
に
百
分
の
十
の
割
合
を
乗
じ
て
計
算
し
た
金
額
（
当
該

対
象
不
足
金
額
（
当
該
更
正
前
に
そ
の
更
正
に
係
る
入
湯
税
に
つ

対
象
不
足
金
額
（
当
該
更
正
前
に
そ
の
更
正
に
係
る
入
湯
税
に
つ

い
て
更
正
が
あ
つ
た
場
合
に
お
い
て
は
、
そ
の
更
正
に
よ
る
不
足

い
て
更
正
が
あ
つ
た
場
合
に
お
い
て
は
、
そ
の
更
正
に
よ
る
不
足

金
額
の
合
計
額
（
当
該
更
正
前
の
納
入
申
告
に
係
る
課
税
標
準
額

金
額
の
合
計
額
（
当
該
更
正
前
の
納
入
申
告
に
係
る
課
税
標
準
額

又
は
税
額
に
誤
り
が
あ
つ
た
こ
と
に
つ
い
て
正
当
な
理
由
が
あ
る

又
は
税
額
に
誤
り
が
あ
つ
た
こ
と
に
つ
い
て
正
当
な
理
由
が
あ
る

と
認
め
ら
れ
た
と
き
は
、
そ
の
更
正
に
よ
る
不
足
金
額
を
控
除
し

と
認
め
ら
れ
た
と
き
は
、
そ
の
更
正
に
よ
る
不
足
金
額
を
控
除
し

た
金
額
と
し
、
当
該
入
湯
税
に
つ
い
て
当
該
納
入
す
べ
き
金
額
を

た
金
額
と
し
、
当
該
入
湯
税
に
つ
い
て
当
該
納
入
す
べ
き
金
額
を

減
少
さ
せ
る
更
正
又
は
更
正
に
係
る
審
査
請
求
若
し
く
は
訴
え
に

減
少
さ
せ
る
更
正
又
は
更
正
に
係
る
不
服
申
立
て
若
し
く
は
訴
え

つ
い
て
の
裁
決
若
し
く
は
判
決
に
よ
る
原
処
分
の
異
動
が
あ
つ
た

に
つ
い
て
の
決
定
、
裁
決
若
し
く
は
判
決
に
よ
る
原
処
分
の
異
動

と
き
は
、
こ
れ
ら
に
よ
り
減
少
し
た
部
分
の
金
額
に
相
当
す
る
金

が
あ
つ
た
と
き
は
、
こ
れ
ら
に
よ
り
減
少
し
た
部
分
の
金
額
に
相

額
を
控
除
し
た
金
額
と
す
る
。
）
を
加
算
し
た
金
額
と
す
る
。
）

当
す
る
金
額
を
控
除
し
た
金
額
と
す
る
。
）
を
加
算
し
た
金
額
と

が
納
入
申
告
書
の
提
出
期
限
ま
で
に
そ
の
提
出
が
あ
つ
た
場
合
に

す
る
。
）
が
納
入
申
告
書
の
提
出
期
限
ま
で
に
そ
の
提
出
が
あ
つ

お
け
る
当
該
納
入
申
告
書
に
係
る
税
額
に
相
当
す
る
金
額
と
五
十

た
場
合
に
お
け
る
当
該
納
入
申
告
書
に
係
る
税
額
に
相
当
す
る
金

万
円
と
の
い
ず
れ
か
多
い
金
額
を
超
え
る
と
き
は
、
当
該
超
え
る

額
と
五
十
万
円
と
の
い
ず
れ
か
多
い
金
額
を
超
え
る
と
き
は
、
当
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部
分
に
相
当
す
る
金
額
（
当
該
対
象
不
足
金
額
が
当
該
超
え
る
部

該
超
え
る
部
分
に
相
当
す
る
金
額
（
当
該
対
象
不
足
金
額
が
当
該

分
に
相
当
す
る
金
額
に
満
た
な
い
と
き
は
、
当
該
対
象
不
足
金
額

超
え
る
部
分
に
相
当
す
る
金
額
に
満
た
な
い
と
き
は
、
当
該
対
象

）
に
百
分
の
五
の
割
合
を
乗
じ
て
計
算
し
た
金
額
を
加
算
し
た
金

不
足
金
額
）
に
百
分
の
五
の
割
合
を
乗
じ
て
計
算
し
た
金
額
を
加

額
と
す
る
。
）
に
相
当
す
る
過
少
申
告
加
算
金
額
を
徴
収
し
な
け

算
し
た
金
額
と
す
る
。
）
に
相
当
す
る
過
少
申
告
加
算
金
額
を
徴

れ
ば
な
ら
な
い
。

収
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

（
略
）

２

（
略
）

３

前
項
の
規
定
に
該
当
す
る
場
合
に
お
い
て
、
同
項
に
規
定
す
る

３

前
項
の
規
定
に
該
当
す
る
場
合
に
お
い
て
、
同
項
に
規
定
す
る

納
入
す
べ
き
税
額
（
同
項
第
二
号
又
は
第
三
号
に
該
当
す
る
場
合

納
入
す
べ
き
税
額
（
同
項
第
二
号
又
は
第
三
号
に
該
当
す
る
場
合

に
は
、
こ
れ
ら
の
規
定
に
規
定
す
る
更
正
前
に
さ
れ
た
当
該
入
湯

に
は
、
こ
れ
ら
の
規
定
に
規
定
す
る
更
正
前
に
さ
れ
た
当
該
入
湯

税
に
係
る
納
入
申
告
書
の
提
出
期
限
後
の
納
入
申
告
又
は
第
七
百

税
に
係
る
納
入
申
告
書
の
提
出
期
限
後
の
納
入
申
告
又
は
第
七
百

一
条
の
九
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
の
規
定
に
よ
る
更
正
若
し
く

一
条
の
九
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
の
規
定
に
よ
る
更
正
若
し
く

は
決
定
に
よ
り
納
入
す
べ
き
税
額
の
合
計
額
（
当
該
納
入
す
べ
き

は
決
定
に
よ
り
納
入
す
べ
き
税
額
の
合
計
額
（
当
該
納
入
す
べ
き

税
額
を
減
少
さ
せ
る
更
正
又
は
更
正
に
係
る
審
査
請
求
若
し
く
は

税
額
を
減
少
さ
せ
る
更
正
又
は
更
正
に
係
る
不
服
申
立
て
若
し
く

訴
え
に
つ
い
て
の
裁
決
若
し
く
は
判
決
に
よ
る
原
処
分
の
異
動
が

は
訴
え
に
つ
い
て
の
決
定
、
裁
決
若
し
く
は
判
決
に
よ
る
原
処
分

あ
つ
た
と
き
は
、
こ
れ
ら
に
よ
り
減
少
し
た
部
分
の
税
額
に
相
当

の
異
動
が
あ
つ
た
と
き
は
、
こ
れ
ら
に
よ
り
減
少
し
た
部
分
の
税

す
る
金
額
を
控
除
し
た
金
額
と
す
る
。
）
を
加
算
し
た
金
額
）
が

額
に
相
当
す
る
金
額
を
控
除
し
た
金
額
と
す
る
。
）
を
加
算
し
た

五
十
万
円
を
超
え
る
と
き
は
、
前
項
の
不
申
告
加
算
金
額
は
、
同

金
額
）
が
五
十
万
円
を
超
え
る
と
き
は
、
前
項
の
不
申
告
加
算
金

項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
同
項
の
規
定
に
よ
り
計
算
し
た
金
額

額
は
、
同
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
同
項
の
規
定
に
よ
り
計
算

に
、
当
該
超
え
る
部
分
に
相
当
す
る
金
額
（
同
項
に
規
定
す
る
納

し
た
金
額
に
、
当
該
超
え
る
部
分
に
相
当
す
る
金
額
（
同
項
に
規

入
す
べ
き
税
額
が
当
該
超
え
る
部
分
に
相
当
す
る
金
額
に
満
た
な

定
す
る
納
入
す
べ
き
税
額
が
当
該
超
え
る
部
分
に
相
当
す
る
金
額

い
と
き
は
、
当
該
納
入
す
べ
き
税
額
）
に
百
分
の
五
の
割
合
を
乗

に
満
た
な
い
と
き
は
、
当
該
納
入
す
べ
き
税
額
）
に
百
分
の
五
の

じ
て
計
算
し
た
金
額
を
加
算
し
た
金
額
と
す
る
。

割
合
を
乗
じ
て
計
算
し
た
金
額
を
加
算
し
た
金
額
と
す
る
。

４
～
６

（
略
）

４
～
６

（
略
）

（
事
業
所
税
の
過
少
申
告
加
算
金
及
び
不
申
告
加
算
金
）

（
事
業
所
税
の
過
少
申
告
加
算
金
及
び
不
申
告
加
算
金
）

第
七
百
一
条
の
六
十
一

申
告
書
の
提
出
期
限
ま
で
に
そ
の
提
出
が

第
七
百
一
条
の
六
十
一

申
告
書
の
提
出
期
限
ま
で
に
そ
の
提
出
が

あ
つ
た
場
合
（
申
告
書
の
提
出
期
限
後
に
そ
の
提
出
が
あ
つ
た
場

あ
つ
た
場
合
（
申
告
書
の
提
出
期
限
後
に
そ
の
提
出
が
あ
つ
た
場

合
に
お
い
て
、
次
項
た
だ
し
書
又
は
第
六
項
の
規
定
の
適
用
が
あ

合
に
お
い
て
、
次
項
た
だ
し
書
又
は
第
六
項
の
規
定
の
適
用
が
あ

る
と
き
を
含
む
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
お
い
て
、

る
と
き
を
含
む
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
お
い
て
、

第
七
百
一
条
の
五
十
八
第
一
項
若
し
く
は
第
三
項
の
規
定
に
よ
る

第
七
百
一
条
の
五
十
八
第
一
項
若
し
く
は
第
三
項
の
規
定
に
よ
る

更
正
が
あ
つ
た
と
き
、
又
は
修
正
申
告
書
の
提
出
が
あ
つ
た
と
き

更
正
が
あ
つ
た
と
き
、
又
は
修
正
申
告
書
の
提
出
が
あ
つ
た
と
き

は
、
指
定
都
市
等
の
長
は
、
当
該
更
正
又
は
修
正
申
告
前
の
申
告

は
、
指
定
都
市
等
の
長
は
、
当
該
更
正
又
は
修
正
申
告
前
の
申
告
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又
は
修
正
申
告
に
係
る
税
額
に
誤
り
が
あ
つ
た
こ
と
に
つ
い
て
正

又
は
修
正
申
告
に
係
る
税
額
に
誤
り
が
あ
つ
た
こ
と
に
つ
い
て
正

当
な
理
由
が
あ
る
と
認
め
る
場
合
を
除
き
、
当
該
更
正
に
よ
る
不

当
な
理
由
が
あ
る
と
認
め
る
場
合
を
除
き
、
当
該
更
正
に
よ
る
不

足
税
額
又
は
当
該
修
正
申
告
書
に
よ
つ
て
増
加
し
た
税
額
（
以
下

足
税
額
又
は
当
該
修
正
申
告
書
に
よ
つ
て
増
加
し
た
税
額
（
以
下

こ
の
項
に
お
い
て
「
対
象
不
足
税
額
等
」
と
い
う
。
）
に
百
分
の

こ
の
項
に
お
い
て
「
対
象
不
足
税
額
等
」
と
い
う
。
）
に
百
分
の

十
の
割
合
を
乗
じ
て
計
算
し
た
金
額
（
当
該
対
象
不
足
税
額
等
（

十
の
割
合
を
乗
じ
て
計
算
し
た
金
額
（
当
該
対
象
不
足
税
額
等
（

当
該
更
正
又
は
修
正
申
告
前
に
そ
の
更
正
又
は
修
正
申
告
に
係
る

当
該
更
正
又
は
修
正
申
告
前
に
そ
の
更
正
又
は
修
正
申
告
に
係
る

事
業
所
税
に
つ
い
て
更
正
又
は
修
正
申
告
書
の
提
出
が
あ
つ
た
場

事
業
所
税
に
つ
い
て
更
正
又
は
修
正
申
告
書
の
提
出
が
あ
つ
た
場

合
に
お
い
て
は
、
そ
の
更
正
に
よ
る
不
足
税
額
又
は
修
正
申
告
書

合
に
お
い
て
は
、
そ
の
更
正
に
よ
る
不
足
税
額
又
は
修
正
申
告
書

に
よ
つ
て
増
加
し
た
税
額
の
合
計
額
（
当
該
更
正
又
は
修
正
申
告

に
よ
つ
て
増
加
し
た
税
額
の
合
計
額
（
当
該
更
正
又
は
修
正
申
告

前
の
申
告
又
は
修
正
申
告
に
係
る
税
額
に
誤
り
が
あ
つ
た
こ
と
に

前
の
申
告
又
は
修
正
申
告
に
係
る
税
額
に
誤
り
が
あ
つ
た
こ
と
に

つ
い
て
正
当
な
理
由
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
た
と
き
は
、
そ
の
更
正

つ
い
て
正
当
な
理
由
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
た
と
き
は
、
そ
の
更
正

に
よ
る
不
足
税
額
又
は
修
正
申
告
書
に
よ
つ
て
増
加
し
た
税
額
を

に
よ
る
不
足
税
額
又
は
修
正
申
告
書
に
よ
つ
て
増
加
し
た
税
額
を

控
除
し
た
金
額
と
し
、
当
該
事
業
所
税
に
つ
い
て
そ
の
納
付
す
べ

控
除
し
た
金
額
と
し
、
当
該
事
業
所
税
に
つ
い
て
そ
の
納
付
す
べ

き
税
額
を
減
少
さ
せ
る
更
正
又
は
更
正
に
係
る
審
査
請
求
若
し
く

き
税
額
を
減
少
さ
せ
る
更
正
又
は
更
正
に
係
る
不
服
申
立
て
若
し

は
訴
え
に
つ
い
て
の
裁
決
若
し
く
は
判
決
に
よ
る
原
処
分
の
異
動

く
は
訴
え
に
つ
い
て
の
決
定
、
裁
決
若
し
く
は
判
決
に
よ
る
原
処

が
あ
つ
た
と
き
は
、
こ
れ
ら
に
よ
り
減
少
し
た
部
分
の
税
額
に
相

分
の
異
動
が
あ
つ
た
と
き
は
、
こ
れ
ら
に
よ
り
減
少
し
た
部
分
の

当
す
る
金
額
を
控
除
し
た
金
額
と
す
る
。
）
を
加
算
し
た
金
額
と

税
額
に
相
当
す
る
金
額
を
控
除
し
た
金
額
と
す
る
。
）
を
加
算
し

す
る
。
）
が
申
告
書
の
提
出
期
限
ま
で
に
そ
の
提
出
が
あ
つ
た
場

た
金
額
と
す
る
。
）
が
申
告
書
の
提
出
期
限
ま
で
に
そ
の
提
出
が

合
に
お
け
る
当
該
申
告
書
に
係
る
税
額
に
相
当
す
る
金
額
と
五
十

あ
つ
た
場
合
に
お
け
る
当
該
申
告
書
に
係
る
税
額
に
相
当
す
る
金

万
円
と
の
い
ず
れ
か
多
い
金
額
を
超
え
る
と
き
は
、
当
該
超
え
る

額
と
五
十
万
円
と
の
い
ず
れ
か
多
い
金
額
を
超
え
る
と
き
は
、
当

部
分
に
相
当
す
る
金
額
（
当
該
対
象
不
足
税
額
等
が
当
該
超
え
る

該
超
え
る
部
分
に
相
当
す
る
金
額
（
当
該
対
象
不
足
税
額
等
が
当

部
分
に
相
当
す
る
金
額
に
満
た
な
い
と
き
は
、
当
該
対
象
不
足
税

該
超
え
る
部
分
に
相
当
す
る
金
額
に
満
た
な
い
と
き
は
、
当
該
対

額
等
）
に
百
分
の
五
の
割
合
を
乗
じ
て
計
算
し
た
金
額
を
加
算
し

象
不
足
税
額
等
）
に
百
分
の
五
の
割
合
を
乗
じ
て
計
算
し
た
金
額

た
金
額
と
す
る
。
）
に
相
当
す
る
過
少
申
告
加
算
金
額
を
徴
収
し

を
加
算
し
た
金
額
と
す
る
。
）
に
相
当
す
る
過
少
申
告
加
算
金
額

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
修
正
申
告
書
の
提
出
が
あ
つ
た

を
徴
収
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
修
正
申
告
書
の
提
出

場
合
に
お
い
て
、
そ
の
提
出
が
当
該
修
正
申
告
書
に
係
る
事
業
所

が
あ
つ
た
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
提
出
が
当
該
修
正
申
告
書
に
係

税
額
に
つ
い
て
同
条
第
一
項
又
は
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
更
正
が

る
事
業
所
税
額
に
つ
い
て
同
条
第
一
項
又
は
第
三
項
の
規
定
に
よ

あ
る
べ
き
こ
と
を
予
知
し
て
さ
れ
た
も
の
で
な
い
と
き
は
、
こ
の

る
更
正
が
あ
る
べ
き
こ
と
を
予
知
し
て
さ
れ
た
も
の
で
な
い
と
き

限
り
で
な
い
。

は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

２

（
略
）

２

（
略
）

３

前
項
の
規
定
に
該
当
す
る
場
合
に
お
い
て
、
同
項
に
規
定
す
る

３

前
項
の
規
定
に
該
当
す
る
場
合
に
お
い
て
、
同
項
に
規
定
す
る
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納
付
す
べ
き
税
額
（
同
項
第
二
号
又
は
第
三
号
に
該
当
す
る
場
合

納
付
す
べ
き
税
額
（
同
項
第
二
号
又
は
第
三
号
に
該
当
す
る
場
合

に
は
、
こ
れ
ら
の
規
定
に
規
定
す
る
修
正
申
告
又
は
更
正
前
に
さ

に
は
、
こ
れ
ら
の
規
定
に
規
定
す
る
修
正
申
告
又
は
更
正
前
に
さ

れ
た
当
該
事
業
所
税
に
係
る
申
告
書
の
提
出
期
限
後
の
申
告
又
は

れ
た
当
該
事
業
所
税
に
係
る
申
告
書
の
提
出
期
限
後
の
申
告
又
は

第
七
百
一
条
の
五
十
八
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
の
規
定
に
よ
る

第
七
百
一
条
の
五
十
八
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
の
規
定
に
よ
る

更
正
若
し
く
は
決
定
に
よ
り
納
付
す
べ
き
税
額
の
合
計
額
（
当
該

更
正
若
し
く
は
決
定
に
よ
り
納
付
す
べ
き
税
額
の
合
計
額
（
当
該

納
付
す
べ
き
税
額
を
減
少
さ
せ
る
更
正
又
は
更
正
に
係
る
審
査
請

納
付
す
べ
き
税
額
を
減
少
さ
せ
る
更
正
又
は
更
正
に
係
る
不
服
申

求
若
し
く
は
訴
え
に
つ
い
て
の
裁
決
若
し
く
は
判
決
に
よ
る
原
処

立
て
若
し
く
は
訴
え
に
つ
い
て
の
決
定
、
裁
決
若
し
く
は
判
決
に

分
の
異
動
が
あ
つ
た
と
き
は
、
こ
れ
ら
に
よ
り
減
少
し
た
部
分
の

よ
る
原
処
分
の
異
動
が
あ
つ
た
と
き
は
、
こ
れ
ら
に
よ
り
減
少
し

税
額
に
相
当
す
る
金
額
を
控
除
し
た
金
額
と
す
る
。
）
を
加
算
し

た
部
分
の
税
額
に
相
当
す
る
金
額
を
控
除
し
た
金
額
と
す
る
。
）

た
金
額
）
が
五
十
万
円
を
超
え
る
と
き
は
、
前
項
の
不
申
告
加
算

を
加
算
し
た
金
額
）
が
五
十
万
円
を
超
え
る
と
き
は
、
前
項
の
不

金
額
は
、
同
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
同
項
の
規
定
に
よ
り
計

申
告
加
算
金
額
は
、
同
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
同
項
の
規
定

算
し
た
金
額
に
、
当
該
超
え
る
部
分
に
相
当
す
る
金
額
（
同
項
に

に
よ
り
計
算
し
た
金
額
に
、
当
該
超
え
る
部
分
に
相
当
す
る
金
額

規
定
す
る
納
付
す
べ
き
税
額
が
当
該
超
え
る
部
分
に
相
当
す
る
金

（
同
項
に
規
定
す
る
納
付
す
べ
き
税
額
が
当
該
超
え
る
部
分
に
相

額
に
満
た
な
い
と
き
は
、
当
該
納
付
す
べ
き
税
額
）
に
百
分
の
五

当
す
る
金
額
に
満
た
な
い
と
き
は
、
当
該
納
付
す
べ
き
税
額
）
に

の
割
合
を
乗
じ
て
計
算
し
た
金
額
を
加
算
し
た
金
額
と
す
る
。

百
分
の
五
の
割
合
を
乗
じ
て
計
算
し
た
金
額
を
加
算
し
た
金
額
と

す
る
。

４
～
６

（
略
）

４
～
６

（
略
）

（
都
市
計
画
税
の
賦
課
徴
収
等
）

（
都
市
計
画
税
の
賦
課
徴
収
等
）

第
七
百
二
条
の
八

（
略
）

第
七
百
二
条
の
八

（
略
）

２

都
市
計
画
税
の
賦
課
徴
収
に
関
す
る
修
正
の
申
出
及
び
審
査
請

２

都
市
計
画
税
の
賦
課
徴
収
に
関
す
る
修
正
の
申
出
及
び
不
服
申

求
並
び
に
出
訴
に
つ
い
て
は
、
固
定
資
産
税
の
賦
課
徴
収
に
関
す

立
て
並
び
に
出
訴
に
つ
い
て
は
、
固
定
資
産
税
の
賦
課
徴
収
に
関

る
修
正
の
申
出
及
び
審
査
請
求
並
び
に
出
訴
の
例
に
よ
る
も
の
と

す
る
修
正
の
申
出
及
び
不
服
申
立
て
並
び
に
出
訴
の
例
に
よ
る
も

す
る
。

の
と
す
る
。

３
～
８

（
略
）

３
～
８

（
略
）

（
水
利
地
益
税
等
に
係
る
過
少
申
告
加
算
金
及
び
不
申
告
加
算
金

（
水
利
地
益
税
等
に
係
る
過
少
申
告
加
算
金
及
び
不
申
告
加
算
金

）

）

第
七
百
二
十
一
条

納
入
申
告
書
の
提
出
期
限
ま
で
に
そ
の
提
出
が

第
七
百
二
十
一
条

納
入
申
告
書
の
提
出
期
限
ま
で
に
そ
の
提
出
が

あ
つ
た
場
合
（
納
入
申
告
書
の
提
出
期
限
後
に
そ
の
提
出
が
あ
つ

あ
つ
た
場
合
（
納
入
申
告
書
の
提
出
期
限
後
に
そ
の
提
出
が
あ
つ

た
場
合
に
お
い
て
、
次
項
た
だ
し
書
又
は
第
六
項
の
規
定
の
適
用

た
場
合
に
お
い
て
、
次
項
た
だ
し
書
又
は
第
六
項
の
規
定
の
適
用

が
あ
る
と
き
を
含
む
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
お
い

が
あ
る
と
き
を
含
む
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
お
い

て
、
第
七
百
十
九
条
第
一
項
又
は
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
更
正
が

て
、
第
七
百
十
九
条
第
一
項
又
は
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
更
正
が
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あ
つ
た
と
き
は
、
地
方
団
体
の
長
は
、
当
該
更
正
前
の
納
入
申
告

あ
つ
た
と
き
は
、
地
方
団
体
の
長
は
、
当
該
更
正
前
の
納
入
申
告

に
係
る
課
税
標
準
額
又
は
税
額
に
誤
り
が
あ
つ
た
こ
と
に
つ
い
て

に
係
る
課
税
標
準
額
又
は
税
額
に
誤
り
が
あ
つ
た
こ
と
に
つ
い
て

正
当
な
事
由
が
な
い
と
認
め
る
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
更
正
に

正
当
な
事
由
が
な
い
と
認
め
る
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
更
正
に

よ
る
不
足
金
額
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
対
象
不
足
金
額
」
と

よ
る
不
足
金
額
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
対
象
不
足
金
額
」
と

い
う
。
）
に
百
分
の
十
の
割
合
を
乗
じ
て
計
算
し
た
金
額
（
当
該

い
う
。
）
に
百
分
の
十
の
割
合
を
乗
じ
て
計
算
し
た
金
額
（
当
該

対
象
不
足
金
額
（
当
該
更
正
前
に
そ
の
更
正
に
係
る
水
利
地
益
税

対
象
不
足
金
額
（
当
該
更
正
前
に
そ
の
更
正
に
係
る
水
利
地
益
税

等
に
つ
い
て
更
正
が
あ
つ
た
場
合
に
お
い
て
は
、
そ
の
更
正
に
よ

等
に
つ
い
て
更
正
が
あ
つ
た
場
合
に
お
い
て
は
、
そ
の
更
正
に
よ

る
不
足
金
額
の
合
計
額
（
当
該
更
正
前
の
納
入
申
告
に
係
る
課
税

る
不
足
金
額
の
合
計
額
（
当
該
更
正
前
の
納
入
申
告
に
係
る
課
税

標
準
額
又
は
税
額
に
誤
り
が
あ
つ
た
こ
と
に
つ
い
て
正
当
な
事
由

標
準
額
又
は
税
額
に
誤
り
が
あ
つ
た
こ
と
に
つ
い
て
正
当
な
事
由

が
あ
る
と
認
め
ら
れ
た
と
き
は
、
そ
の
更
正
に
よ
る
不
足
金
額
を

が
あ
る
と
認
め
ら
れ
た
と
き
は
、
そ
の
更
正
に
よ
る
不
足
金
額
を

控
除
し
た
金
額
と
し
、
当
該
水
利
地
益
税
等
に
つ
い
て
そ
の
納
入

控
除
し
た
金
額
と
し
、
当
該
水
利
地
益
税
等
に
つ
い
て
そ
の
納
入

す
べ
き
金
額
を
減
少
さ
せ
る
更
正
又
は
更
正
に
係
る
審
査
請
求
若

す
べ
き
金
額
を
減
少
さ
せ
る
更
正
又
は
更
正
に
係
る
不
服
申
立
て

し
く
は
訴
え
に
つ
い
て
の
裁
決
若
し
く
は
判
決
に
よ
る
原
処
分
の

若
し
く
は
訴
え
に
つ
い
て
の
決
定
、
裁
決
若
し
く
は
判
決
に
よ
る

異
動
が
あ
つ
た
と
き
は
、
こ
れ
ら
に
よ
り
減
少
し
た
部
分
の
金
額

原
処
分
の
異
動
が
あ
つ
た
と
き
は
、
こ
れ
ら
に
よ
り
減
少
し
た
部

に
相
当
す
る
金
額
を
控
除
し
た
金
額
と
す
る
。
）
を
加
算
し
た
金

分
の
金
額
に
相
当
す
る
金
額
を
控
除
し
た
金
額
と
す
る
。
）
を
加

額
と
す
る
。
）
が
納
入
申
告
書
の
提
出
期
限
ま
で
に
そ
の
提
出
が

算
し
た
金
額
と
す
る
。
）
が
納
入
申
告
書
の
提
出
期
限
ま
で
に
そ

あ
つ
た
場
合
に
お
け
る
当
該
納
入
申
告
書
に
係
る
税
額
に
相
当
す

の
提
出
が
あ
つ
た
場
合
に
お
け
る
当
該
納
入
申
告
書
に
係
る
税
額

る
金
額
と
五
十
万
円
と
の
い
ず
れ
か
多
い
金
額
を
超
え
る
と
き
は

に
相
当
す
る
金
額
と
五
十
万
円
と
の
い
ず
れ
か
多
い
金
額
を
超
え

、
当
該
超
え
る
部
分
に
相
当
す
る
金
額
（
当
該
対
象
不
足
金
額
が

る
と
き
は
、
当
該
超
え
る
部
分
に
相
当
す
る
金
額
（
当
該
対
象
不

当
該
超
え
る
部
分
に
相
当
す
る
金
額
に
満
た
な
い
と
き
は
、
当
該

足
金
額
が
当
該
超
え
る
部
分
に
相
当
す
る
金
額
に
満
た
な
い
と
き

対
象
不
足
金
額
）
に
百
分
の
五
の
割
合
を
乗
じ
て
計
算
し
た
金
額

は
、
当
該
対
象
不
足
金
額
）
に
百
分
の
五
の
割
合
を
乗
じ
て
計
算

を
加
算
し
た
金
額
と
す
る
。
）
に
相
当
す
る
過
少
申
告
加
算
金
額

し
た
金
額
を
加
算
し
た
金
額
と
す
る
。
）
に
相
当
す
る
過
少
申
告

を
徴
収
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

加
算
金
額
を
徴
収
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

（
略
）

２

（
略
）

３

前
項
の
規
定
に
該
当
す
る
場
合
に
お
い
て
、
同
項
に
規
定
す
る

３

前
項
の
規
定
に
該
当
す
る
場
合
に
お
い
て
、
同
項
に
規
定
す
る

納
入
す
べ
き
税
額
（
同
項
第
二
号
又
は
第
三
号
に
該
当
す
る
場
合

納
入
す
べ
き
税
額
（
同
項
第
二
号
又
は
第
三
号
に
該
当
す
る
場
合

に
は
、
こ
れ
ら
の
規
定
に
規
定
す
る
更
正
前
に
さ
れ
た
当
該
水
利

に
は
、
こ
れ
ら
の
規
定
に
規
定
す
る
更
正
前
に
さ
れ
た
当
該
水
利

地
益
税
等
に
係
る
納
入
申
告
書
の
提
出
期
限
後
の
納
入
申
告
又
は

地
益
税
等
に
係
る
納
入
申
告
書
の
提
出
期
限
後
の
納
入
申
告
又
は

第
七
百
十
九
条
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
の
規
定
に
よ
る
更
正
若

第
七
百
十
九
条
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
の
規
定
に
よ
る
更
正
若

し
く
は
決
定
に
よ
り
納
入
す
べ
き
税
額
の
合
計
額
（
当
該
納
入
す

し
く
は
決
定
に
よ
り
納
入
す
べ
き
税
額
の
合
計
額
（
当
該
納
入
す

べ
き
税
額
を
減
少
さ
せ
る
更
正
又
は
更
正
に
係
る
審
査
請
求
若
し

べ
き
税
額
を
減
少
さ
せ
る
更
正
又
は
更
正
に
係
る
不
服
申
立
て
若
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く
は
訴
え
に
つ
い
て
の
裁
決
若
し
く
は
判
決
に
よ
る
原
処
分
の
異

し
く
は
訴
え
に
つ
い
て
の
決
定
、
裁
決
若
し
く
は
判
決
に
よ
る
原

動
が
あ
つ
た
と
き
は
、
こ
れ
ら
に
よ
り
減
少
し
た
部
分
の
税
額
に

処
分
の
異
動
が
あ
つ
た
と
き
は
、
こ
れ
ら
に
よ
り
減
少
し
た
部
分

相
当
す
る
金
額
を
控
除
し
た
金
額
と
す
る
。
）
を
加
算
し
た
金
額

の
税
額
に
相
当
す
る
金
額
を
控
除
し
た
金
額
と
す
る
。
）
を
加
算

）
が
五
十
万
円
を
超
え
る
と
き
は
、
前
項
の
不
申
告
加
算
金
額
は

し
た
金
額
）
が
五
十
万
円
を
超
え
る
と
き
は
、
前
項
の
不
申
告
加

、
同
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
同
項
の
規
定
に
よ
り
計
算
し
た

算
金
額
は
、
同
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
同
項
の
規
定
に
よ
り

金
額
に
、
当
該
超
え
る
部
分
に
相
当
す
る
金
額
（
同
項
に
規
定
す

計
算
し
た
金
額
に
、
当
該
超
え
る
部
分
に
相
当
す
る
金
額
（
同
項

る
納
入
す
べ
き
税
額
が
当
該
超
え
る
部
分
に
相
当
す
る
金
額
に
満

に
規
定
す
る
納
入
す
べ
き
税
額
が
当
該
超
え
る
部
分
に
相
当
す
る

た
な
い
と
き
は
、
当
該
納
入
す
べ
き
税
額
）
に
百
分
の
五
の
割
合

金
額
に
満
た
な
い
と
き
は
、
当
該
納
入
す
べ
き
税
額
）
に
百
分
の

を
乗
じ
て
計
算
し
た
金
額
を
加
算
し
た
金
額
と
す
る
。

五
の
割
合
を
乗
じ
て
計
算
し
た
金
額
を
加
算
し
た
金
額
と
す
る
。

４
～
６

（
略
）

４
～
６

（
略
）

（
法
定
外
目
的
税
に
係
る
過
少
申
告
加
算
金
及
び
不
申
告
加
算
金

（
法
定
外
目
的
税
に
係
る
過
少
申
告
加
算
金
及
び
不
申
告
加
算
金

）

）

第
七
百
三
十
三
条
の
十
八

（
略
）

第
七
百
三
十
三
条
の
十
八

（
略
）

２

前
項
の
規
定
に
該
当
す
る
場
合
に
お
い
て
、
当
該
対
象
不
足
金

２

前
項
の
規
定
に
該
当
す
る
場
合
に
お
い
て
、
当
該
対
象
不
足
金

額
等
（
当
該
更
正
又
は
修
正
申
告
前
に
そ
の
更
正
又
は
修
正
申
告

額
等
（
当
該
更
正
又
は
修
正
申
告
前
に
そ
の
更
正
又
は
修
正
申
告

に
係
る
法
定
外
目
的
税
に
つ
い
て
更
正
又
は
修
正
申
告
書
の
提
出

に
係
る
法
定
外
目
的
税
に
つ
い
て
更
正
又
は
修
正
申
告
書
の
提
出

が
あ
つ
た
場
合
に
お
い
て
は
、
そ
の
更
正
に
よ
る
不
足
金
額
又
は

が
あ
つ
た
場
合
に
お
い
て
は
、
そ
の
更
正
に
よ
る
不
足
金
額
又
は

修
正
申
告
書
に
よ
つ
て
増
加
し
た
税
額
の
合
計
額
（
当
該
更
正
又

修
正
申
告
書
に
よ
つ
て
増
加
し
た
税
額
の
合
計
額
（
当
該
更
正
又

は
修
正
申
告
前
の
納
入
申
告
又
は
修
正
申
告
に
係
る
課
税
標
準
額

は
修
正
申
告
前
の
納
入
申
告
又
は
修
正
申
告
に
係
る
課
税
標
準
額

又
は
税
額
に
誤
り
が
あ
つ
た
こ
と
に
つ
い
て
正
当
な
事
由
が
あ
る

又
は
税
額
に
誤
り
が
あ
つ
た
こ
と
に
つ
い
て
正
当
な
事
由
が
あ
る

と
認
め
ら
れ
た
と
き
は
、
そ
の
更
正
に
よ
る
不
足
金
額
又
は
修
正

と
認
め
ら
れ
た
と
き
は
、
そ
の
更
正
に
よ
る
不
足
金
額
又
は
修
正

申
告
書
に
よ
つ
て
増
加
し
た
税
額
を
控
除
し
た
金
額
と
し
、
当
該

申
告
書
に
よ
つ
て
増
加
し
た
税
額
を
控
除
し
た
金
額
と
し
、
当
該

法
定
外
目
的
税
に
つ
い
て
そ
の
納
入
す
べ
き
金
額
若
し
く
は
納
付

法
定
外
目
的
税
に
つ
い
て
そ
の
納
入
す
べ
き
金
額
若
し
く
は
納
付

す
べ
き
税
額
を
減
少
さ
せ
る
更
正
又
は
更
正
に
係
る
審
査
請
求
若

す
べ
き
税
額
を
減
少
さ
せ
る
更
正
又
は
更
正
に
係
る
不
服
申
立
て

し
く
は
訴
え
に
つ
い
て
の
裁
決
若
し
く
は
判
決
に
よ
る
原
処
分
の

若
し
く
は
訴
え
に
つ
い
て
の
決
定
、
裁
決
若
し
く
は
判
決
に
よ
る

異
動
が
あ
つ
た
と
き
は
、
こ
れ
ら
に
よ
り
減
少
し
た
部
分
の
金
額

原
処
分
の
異
動
が
あ
つ
た
と
き
は
、
こ
れ
ら
に
よ
り
減
少
し
た
部

に
相
当
す
る
金
額
を
控
除
し
た
金
額
と
す
る
。
）
を
加
算
し
た
金

分
の
金
額
に
相
当
す
る
金
額
を
控
除
し
た
金
額
と
す
る
。
）
を
加

額
と
す
る
。
）
が
納
入
申
告
書
の
提
出
期
限
ま
で
に
そ
の
提
出
が

算
し
た
金
額
と
す
る
。
）
が
納
入
申
告
書
の
提
出
期
限
ま
で
に
そ

あ
つ
た
場
合
に
お
け
る
当
該
納
入
申
告
書
に
係
る
税
額
に
相
当
す

の
提
出
が
あ
つ
た
場
合
に
お
け
る
当
該
納
入
申
告
書
に
係
る
税
額

る
金
額
と
五
十
万
円
と
の
い
ず
れ
か
多
い
金
額
を
超
え
る
と
き
は

に
相
当
す
る
金
額
と
五
十
万
円
と
の
い
ず
れ
か
多
い
金
額
を
超
え

、
同
項
の
過
少
申
告
加
算
金
額
は
、
同
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず

る
と
き
は
、
同
項
の
過
少
申
告
加
算
金
額
は
、
同
項
の
規
定
に
か
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、
同
項
の
規
定
に
よ
つ
て
計
算
し
た
金
額
に
、
当
該
超
え
る
部
分

か
わ
ら
ず
、
同
項
の
規
定
に
よ
つ
て
計
算
し
た
金
額
に
、
当
該
超

に
相
当
す
る
金
額
（
当
該
対
象
不
足
金
額
等
が
当
該
超
え
る
部
分

え
る
部
分
に
相
当
す
る
金
額
（
当
該
対
象
不
足
金
額
等
が
当
該
超

に
相
当
す
る
金
額
に
満
た
な
い
と
き
は
、
当
該
対
象
不
足
金
額
等

え
る
部
分
に
相
当
す
る
金
額
に
満
た
な
い
と
き
は
、
当
該
対
象
不

）
に
百
分
の
五
の
割
合
を
乗
じ
て
計
算
し
た
金
額
を
加
算
し
た
金

足
金
額
等
）
に
百
分
の
五
の
割
合
を
乗
じ
て
計
算
し
た
金
額
を
加

額
と
す
る
。

算
し
た
金
額
と
す
る
。

３

（
略
）

３

（
略
）

４

前
項
の
規
定
に
該
当
す
る
場
合
に
お
い
て
、
同
項
に
規
定
す
る

４

前
項
の
規
定
に
該
当
す
る
場
合
に
お
い
て
、
同
項
に
規
定
す
る

納
付
し
、
又
は
納
入
す
べ
き
税
額
（
同
項
第
二
号
又
は
第
三
号
に

納
付
し
、
又
は
納
入
す
べ
き
税
額
（
同
項
第
二
号
又
は
第
三
号
に

該
当
す
る
場
合
に
は
、
こ
れ
ら
の
規
定
に
規
定
す
る
修
正
申
告
又

該
当
す
る
場
合
に
は
、
こ
れ
ら
の
規
定
に
規
定
す
る
修
正
申
告
又

は
更
正
前
に
さ
れ
た
当
該
法
定
外
目
的
税
に
係
る
納
入
申
告
書
の

は
更
正
前
に
さ
れ
た
当
該
法
定
外
目
的
税
に
係
る
納
入
申
告
書
の

提
出
期
限
後
の
納
入
申
告
又
は
第
七
百
三
十
三
条
の
十
六
第
一
項

提
出
期
限
後
の
納
入
申
告
又
は
第
七
百
三
十
三
条
の
十
六
第
一
項

か
ら
第
三
項
ま
で
の
規
定
に
よ
る
更
正
若
し
く
は
決
定
に
よ
り
納

か
ら
第
三
項
ま
で
の
規
定
に
よ
る
更
正
若
し
く
は
決
定
に
よ
り
納

付
し
、
又
は
納
入
す
べ
き
税
額
の
合
計
額
（
当
該
納
付
し
、
又
は

付
し
、
又
は
納
入
す
べ
き
税
額
の
合
計
額
（
当
該
納
付
し
、
又
は

納
入
す
べ
き
税
額
を
減
少
さ
せ
る
更
正
又
は
更
正
に
係
る
審
査
請

納
入
す
べ
き
税
額
を
減
少
さ
せ
る
更
正
又
は
更
正
に
係
る
不
服
申

求
若
し
く
は
訴
え
に
つ
い
て
の
裁
決
若
し
く
は
判
決
に
よ
る
原
処

立
て
若
し
く
は
訴
え
に
つ
い
て
の
決
定
、
裁
決
若
し
く
は
判
決
に

分
の
異
動
が
あ
つ
た
と
き
は
、
こ
れ
ら
に
よ
り
減
少
し
た
部
分
の

よ
る
原
処
分
の
異
動
が
あ
つ
た
と
き
は
、
こ
れ
ら
に
よ
り
減
少
し

税
額
に
相
当
す
る
金
額
を
控
除
し
た
金
額
と
す
る
。
）
を
加
算
し

た
部
分
の
税
額
に
相
当
す
る
金
額
を
控
除
し
た
金
額
と
す
る
。
）

た
金
額
）
が
五
十
万
円
を
超
え
る
と
き
は
、
前
項
の
不
申
告
加
算

を
加
算
し
た
金
額
）
が
五
十
万
円
を
超
え
る
と
き
は
、
前
項
の
不

金
額
は
、
同
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
同
項
の
規
定
に
よ
り
計

申
告
加
算
金
額
は
、
同
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
同
項
の
規
定

算
し
た
金
額
に
、
当
該
超
え
る
部
分
に
相
当
す
る
金
額
（
同
項
に

に
よ
り
計
算
し
た
金
額
に
、
当
該
超
え
る
部
分
に
相
当
す
る
金
額

規
定
す
る
納
付
し
、
又
は
納
入
す
べ
き
税
額
が
当
該
超
え
る
部
分

（
同
項
に
規
定
す
る
納
付
し
、
又
は
納
入
す
べ
き
税
額
が
当
該
超

に
相
当
す
る
金
額
に
満
た
な
い
と
き
は
、
当
該
納
付
し
、
又
は
納

え
る
部
分
に
相
当
す
る
金
額
に
満
た
な
い
と
き
は
、
当
該
納
付
し

入
す
べ
き
税
額
）
に
百
分
の
五
の
割
合
を
乗
じ
て
計
算
し
た
金
額

、
又
は
納
入
す
べ
き
税
額
）
に
百
分
の
五
の
割
合
を
乗
じ
て
計
算

を
加
算
し
た
金
額
と
す
る
。

し
た
金
額
を
加
算
し
た
金
額
と
す
る
。

５
～
７

（
略
）

５
～
７

（
略
）

（
大
規
模
の
償
却
資
産
の
価
格
等
の
決
定
に
関
す
る
審
査
請
求
に

（
大
規
模
の
償
却
資
産
の
価
格
等
の
決
定
に
関
す
る
不
服
申
立
て

対
す
る
裁
決
の
通
知
）

に
対
す
る
決
定
又
は
裁
決
の
通
知
）

第
七
百
四
十
四
条

道
府
県
知
事
は
、
前
条
第
一
項
又
は
第
二
項
の

第
七
百
四
十
四
条

道
府
県
知
事
は
、
前
条
第
一
項
又
は
第
二
項
の

規
定
に
よ
る
価
格
等
の
決
定
に
つ
い
て
の
審
査
請
求
に
対
す
る
裁

規
定
に
よ
る
価
格
等
の
決
定
に
つ
い
て
の
不
服
申
立
て
に
対
す
る

決
を
し
た
と
き
は
、
遅
滞
な
く
、
そ
の
旨
を
関
係
市
町
村
長
に
通

決
定
又
は
裁
決
を
し
た
と
き
は
、
遅
滞
な
く
、
そ
の
旨
を
関
係
市

知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

町
村
長
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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（
指
定
都
市
の
指
定
が
あ
つ
た
場
合
の
大
規
模
の
償
却
資
産
に
対

（
指
定
都
市
の
指
定
が
あ
つ
た
場
合
の
大
規
模
の
償
却
資
産
に
対

す
る
固
定
資
産
税
の
特
例
）

す
る
固
定
資
産
税
の
特
例
）

第
七
百
四
十
七
条

第
三
百
四
十
九
条
の
四
、
第
三
百
四
十
九
条
の

第
七
百
四
十
七
条

第
三
百
四
十
九
条
の
四
、
第
三
百
四
十
九
条
の

五
及
び
第
七
百
四
十
条
か
ら
前
条
ま
で
の
規
定
は
、
一
月
二
日
以

五
及
び
第
七
百
四
十
条
か
ら
前
条
ま
で
の
規
定
は
、
一
月
二
日
以

後
四
月
一
日
以
前
に
お
い
て
地
方
自
治
法
第
二
百
五
十
二
条
の
十

後
四
月
一
日
以
前
に
お
い
て
地
方
自
治
法
第
二
百
五
十
二
条
の
十

九
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
指
定
さ
れ
た
市
に
所
在
す
る
大
規
模
の

九
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
指
定
さ
れ
た
市
に
所
在
す
る
大
規
模
の

償
却
資
産
に
対
し
て
課
す
る
固
定
資
産
税
に
つ
い
て
は
、
当
該
指

償
却
資
産
に
対
し
て
課
す
る
固
定
資
産
税
に
つ
い
て
は
、
当
該
指

定
さ
れ
た
日
（
以
下
「
指
定
日
」
と
い
う
。
）
の
属
す
る
年
の
四

定
さ
れ
た
日
（
以
下
「
指
定
日
」
と
い
う
。
）
の
属
す
る
年
の
四

月
一
日
の
属
す
る
年
度
分
の
固
定
資
産
税
に
限
り
、
適
用
し
な
い

月
一
日
の
属
す
る
年
度
分
の
固
定
資
産
税
に
限
り
、
適
用
し
な
い

も
の
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
指
定
日
前
に
当
該
固
定
資

も
の
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
指
定
日
前
に
当
該
固
定
資

産
税
に
つ
い
て
第
七
百
四
十
三
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
又
は

産
税
に
つ
い
て
第
七
百
四
十
三
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
又
は

第
七
百
四
十
五
条
の
規
定
に
よ
り
道
府
県
知
事
又
は
道
府
県
の
徴

第
七
百
四
十
五
条
の
規
定
に
よ
り
道
府
県
知
事
又
は
道
府
県
の
徴

税
吏
員
が
し
た
行
為
及
び
納
税
義
務
者
が
道
府
県
知
事
に
対
し
て

税
吏
員
が
し
た
行
為
及
び
納
税
義
務
者
が
道
府
県
知
事
に
対
し
て

し
た
行
為
は
第
三
章
第
二
節
の
規
定
に
よ
り
当
該
市
の
長
又
は
徴

し
た
行
為
は
第
三
章
第
二
節
の
規
定
に
よ
り
当
該
市
の
長
又
は
徴

税
吏
員
が
し
た
行
為
及
び
当
該
市
の
長
に
対
し
て
し
た
行
為
と
、

税
吏
員
が
し
た
行
為
及
び
当
該
市
の
長
に
対
し
て
し
た
行
為
と
、

指
定
日
前
に
お
け
る
当
該
償
却
資
産
の
価
格
等
の
決
定
又
は
修
正

指
定
日
前
に
お
け
る
当
該
償
却
資
産
の
価
格
等
の
決
定
又
は
修
正

に
対
す
る
審
査
請
求
は
第
四
百
三
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る

に
対
す
る
異
議
申
立
て
は
第
四
百
三
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ

審
査
の
申
出
と
、
指
定
日
前
に
お
け
る
当
該
審
査
請
求
に
対
す
る

る
審
査
の
申
出
と
、
指
定
日
前
に
お
け
る
当
該
異
議
申
立
て
に
対

裁
決
は
第
四
百
三
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
審
査
の
決
定
と

す
る
決
定
は
第
四
百
三
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
審
査
の
裁

、
指
定
日
前
に
お
け
る
前
条
第
二
項
及
び
第
三
項
の
規
定
に
よ
り

決
と
、
指
定
日
前
に
お
け
る
前
条
第
二
項
及
び
第
三
項
の
規
定
に

道
府
県
知
事
等
が
し
た
行
為
は
第
四
百
三
十
八
条
及
び
第
四
百
四

よ
り
道
府
県
知
事
等
が
し
た
行
為
は
第
四
百
三
十
八
条
及
び
第
四

十
条
の
規
定
に
よ
り
当
該
市
の
長
等
が
し
た
行
為
と
み
な
す
。

百
四
十
条
の
規
定
に
よ
り
当
該
市
の
長
等
が
し
た
行
為
と
み
な
す

。
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○

地
方
公
務
員
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
六
十
一
号
）
（
第
四
十
一
条
関
係
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

目
次

目
次

第
一
章
・
第
二
章

（
略
）

第
一
章
・
第
二
章

（
略
）

第
三
章

職
員
に
適
用
さ
れ
る
基
準

第
三
章

職
員
に
適
用
さ
れ
る
基
準

第
一
節
～
第
七
節

（
略
）

第
一
節
～
第
七
節

（
略
）

第
八
節

福
祉
及
び
利
益
の
保
護
（
第
四
十
一
条
―
第
五
十
一

第
八
節

福
祉
及
び
利
益
の
保
護
（
第
四
十
一
条
―
第
五
十
一

条
の
二
）

条
の
二
）

第
一
款
～
第
三
款

（
略
）

第
一
款
～
第
三
款

（
略
）

第
四
款

不
利
益
処
分
に
関
す
る
審
査
請
求
（
第
四
十
九
条

第
四
款

不
利
益
処
分
に
関
す
る
不
服
申
立
て
（
第
四
十
九

―
第
五
十
一
条
の
二
）

条
―
第
五
十
一
条
の
二
）

第
九
節

（
略
）

第
九
節

（
略
）

第
四
章
・
第
五
章

（
略
）

第
四
章
・
第
五
章

（
略
）

附
則

附
則

（
人
事
委
員
会
又
は
公
平
委
員
会
の
権
限
）

（
人
事
委
員
会
又
は
公
平
委
員
会
の
権
限
）

第
八
条

人
事
委
員
会
は
、
次
に
掲
げ
る
事
務
を
処
理
す
る
。

第
八
条

人
事
委
員
会
は
、
次
に
掲
げ
る
事
務
を
処
理
す
る
。

一
～
九

（
略
）

一
～
九

（
略
）

十

職
員
に
対
す
る
不
利
益
な
処
分
に
つ
い
て
の
審
査
請
求
に
対

十

職
員
に
対
す
る
不
利
益
な
処
分
に
つ
い
て
の
不
服
申
立
て
に

す
る
裁
決
を
す
る
こ
と
。

対
す
る
裁
決
又
は
決
定
を
す
る
こ
と
。

十
一
・
十
二

（
略
）

十
一
・
十
二

（
略
）

２

公
平
委
員
会
は
、
次
に
掲
げ
る
事
務
を
処
理
す
る
。

２

公
平
委
員
会
は
、
次
に
掲
げ
る
事
務
を
処
理
す
る
。

一

（
略
）

一

（
略
）

二

職
員
に
対
す
る
不
利
益
な
処
分
に
つ
い
て
の
審
査
請
求
に
対

二

職
員
に
対
す
る
不
利
益
な
処
分
に
つ
い
て
の
不
服
申
立
て
に

す
る
裁
決
を
す
る
こ
と
。

対
す
る
裁
決
又
は
決
定
を
す
る
こ
と
。

三
・
四

（
略
）

三
・
四

（
略
）

３
～
９

（
略
）

３
～
９

（
略
）

（
適
用
除
外
）

（
適
用
除
外
）

第
二
十
九
条
の
二

次
に
掲
げ
る
職
員
及
び
こ
れ
に
対
す
る
処
分
に

第
二
十
九
条
の
二

左
に
掲
げ
る
職
員
及
び
こ
れ
に
対
す
る
処
分
に
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つ
い
て
は
、
第
二
十
七
条
第
二
項
、
第
二
十
八
条
第
一
項
か
ら
第

つ
い
て
は
、
第
二
十
七
条
第
二
項
、
第
二
十
八
条
第
一
項
か
ら
第

三
項
ま
で
、
第
四
十
九
条
第
一
項
及
び
第
二
項
並
び
に
行
政
不
服

三
項
ま
で
、
第
四
十
九
条
第
一
項
及
び
第
二
項
並
び
に
行
政
不
服

審
査
法
（
平
成
二
十
六
年
法
律
第

号
）
の
規
定
を
適
用
し

審
査
法
（
昭
和
三
十
七
年
法
律
第
百
六
十
号
）
の
規
定
を
適
用
し

な
い
。

な
い
。

一
・
二

（
略
）

一
・
二

（
略
）

２

（
略
）

２

（
略
）

第
四
款

不
利
益
処
分
に
関
す
る
審
査
請
求

第
四
款

不
利
益
処
分
に
関
す
る
不
服
申
立
て

（
不
利
益
処
分
に
関
す
る
説
明
書
の
交
付
）

（
不
利
益
処
分
に
関
す
る
説
明
書
の
交
付
）

第
四
十
九
条

（
略
）

第
四
十
九
条

（
略
）

２
・
３

（
略
）

２
・
３

（
略
）

４

第
一
項
又
は
第
二
項
の
説
明
書
に
は
、
当
該
処
分
に
つ
き
、
人

４

第
一
項
又
は
第
二
項
の
説
明
書
に
は
、
当
該
処
分
に
つ
き
、
人

事
委
員
会
又
は
公
平
委
員
会
に
対
し
て
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が

事
委
員
会
又
は
公
平
委
員
会
に
対
し
て
不
服
申
立
て
を
す
る
こ
と

で
き
る
旨
及
び
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
期
間
を
記
載
し

が
で
き
る
旨
及
び
不
服
申
立
期
間
を
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

。

（
審
査
請
求
）

（
不
服
申
立
て
）

第
四
十
九
条
の
二

前
条
第
一
項
に
規
定
す
る
処
分
を
受
け
た
職
員

第
四
十
九
条
の
二

前
条
第
一
項
に
規
定
す
る
処
分
を
受
け
た
職
員

は
、
人
事
委
員
会
又
は
公
平
委
員
会
に
対
し
て
の
み
審
査
請
求
を

は
、
人
事
委
員
会
又
は
公
平
委
員
会
に
対
し
て
の
み
行
政
不
服
審

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

査
法
に
よ
る
不
服
申
立
て
（
審
査
請
求
又
は
異
議
申
立
て
）
を
す

る
こ
と
が
で
き
る
。

２

前
条
第
一
項
に
規
定
す
る
処
分
を
除
く
ほ
か
、
職
員
に
対
す
る

２

前
条
第
一
項
に
規
定
す
る
処
分
を
除
く
ほ
か
、
職
員
に
対
す
る

処
分
に
つ
い
て
は
、
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
職
員

処
分
に
つ
い
て
は
、
行
政
不
服
審
査
法
に
よ
る
不
服
申
立
て
を
す

が
し
た
申
請
に
対
す
る
不
作
為
に
つ
い
て
も
、
同
様
と
す
る
。

る
こ
と
が
で
き
な
い
。
職
員
が
し
た
申
請
に
対
す
る
不
作
為
に
つ

い
て
も
、
同
様
と
す
る
。

３

第
一
項
に
規
定
す
る
審
査
請
求
に
つ
い
て
は
、
行
政
不
服
審
査

３

第
一
項
に
規
定
す
る
不
服
申
立
て
に
つ
い
て
は
、
行
政
不
服
審

法
第
二
章
の
規
定
を
適
用
し
な
い
。

査
法
第
二
章
第
一
節
か
ら
第
三
節
ま
で
の
規
定
を
適
用
し
な
い
。

（
審
査
請
求
期
間
）

（
不
服
申
立
期
間
）

第
四
十
九
条
の
三

前
条
第
一
項
に
規
定
す
る
審
査
請
求
は
、
処
分

第
四
十
九
条
の
三

前
条
第
一
項
に
規
定
す
る
不
服
申
立
て
は
、
処

が
あ
つ
た
こ
と
を
知
つ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
三
月
以
内
に

分
が
あ
つ
た
こ
と
を
知
つ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
六
十
日
以

し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
処
分
が
あ
つ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て

内
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
処
分
が
あ
つ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算

一
年
を
経
過
し
た
と
き
は
、
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

し
て
一
年
を
経
過
し
た
と
き
は
、
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

（
審
査
及
び
審
査
の
結
果
執
る
べ
き
措
置
）

（
審
査
及
び
審
査
の
結
果
執
る
べ
き
措
置
）
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第
五
十
条

第
四
十
九
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
審
査
請
求
を
受

第
五
十
条

第
四
十
九
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
不
服
申
立
て
を

理
し
た
と
き
は
、
人
事
委
員
会
又
は
公
平
委
員
会
は
、
直
ち
に
そ

受
理
し
た
と
き
は
、
人
事
委
員
会
又
は
公
平
委
員
会
は
、
直
ち
に

の
事
案
を
審
査
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、

そ
の
事
案
を
審
査
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て

処
分
を
受
け
た
職
員
か
ら
請
求
が
あ
つ
た
と
き
は
、
口
頭
審
理
を

、
処
分
を
受
け
た
職
員
か
ら
請
求
が
あ
つ
た
と
き
は
、
口
頭
審
理

行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
口
頭
審
理
は
、
そ
の
職
員
か
ら
請
求

を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
口
頭
審
理
は
、
そ
の
職
員
か
ら
請

が
あ
つ
た
と
き
は
、
公
開
し
て
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

求
が
あ
つ
た
と
き
は
、
公
開
し
て
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

人
事
委
員
会
又
は
公
平
委
員
会
は
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と

２

人
事
委
員
会
又
は
公
平
委
員
会
は
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と

き
は
、
当
該
審
査
請
求
に
対
す
る
裁
決
を
除
き
、
審
査
に
関
す
る

き
は
、
当
該
不
服
申
立
て
に
対
す
る
裁
決
又
は
決
定
を
除
き
、
審

事
務
の
一
部
を
委
員
又
は
事
務
局
長
に
委
任
す
る
こ
と
が
で
き
る

査
に
関
す
る
事
務
の
一
部
を
委
員
又
は
事
務
局
長
に
委
任
す
る
こ

。

と
が
で
き
る
。

３

（
略
）

３

（
略
）

（
審
査
請
求
の
手
続
等
）

（
不
服
申
立
て
の
手
続
等
）

第
五
十
一
条

審
査
請
求
の
手
続
及
び
審
査
の
結
果
執
る
べ
き
措
置

第
五
十
一
条

不
服
申
立
て
の
手
続
及
び
審
査
の
結
果
執
る
べ
き
措

に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
人
事
委
員
会
規
則
又
は
公
平
委
員
会
規

置
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
人
事
委
員
会
規
則
又
は
公
平
委
員
会

則
で
定
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

規
則
で
定
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
審
査
請
求
と
訴
訟
と
の
関
係
）

（
不
服
申
立
て
と
訴
訟
と
の
関
係
）

第
五
十
一
条
の
二

第
四
十
九
条
第
一
項
に
規
定
す
る
処
分
で
あ
つ

第
五
十
一
条
の
二

第
四
十
九
条
第
一
項
に
規
定
す
る
処
分
で
あ
つ

て
人
事
委
員
会
又
は
公
平
委
員
会
に
対
し
て
審
査
請
求
を
す
る
こ

て
人
事
委
員
会
又
は
公
平
委
員
会
に
対
し
て
審
査
請
求
又
は
異
議

と
が
で
き
る
も
の
の
取
消
し
の
訴
え
は
、
審
査
請
求
に
対
す
る
人

申
立
て
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
の
取
消
し
の
訴
え
は
、
審
査

事
委
員
会
又
は
公
平
委
員
会
の
裁
決
を
経
た
後
で
な
け
れ
ば
、
提

請
求
又
は
異
議
申
立
て
に
対
す
る
人
事
委
員
会
又
は
公
平
委
員
会

起
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

の
裁
決
又
は
決
定
を
経
た
後
で
な
け
れ
ば
、
提
起
す
る
こ
と
が
で

き
な
い
。

（
職
員
団
体
の
登
録
）

（
職
員
団
体
の
登
録
）

第
五
十
三
条

（
略
）

第
五
十
三
条

（
略
）

２
・
３

（
略
）

２
・
３

（
略
）

４

前
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
職
員
団
体
が
登
録
さ
れ
る
資
格

４

前
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
職
員
団
体
が
登
録
さ
れ
る
資
格

を
有
し
、
及
び
引
き
続
き
登
録
さ
れ
て
い
る
た
め
に
は
、
当
該
職

を
有
し
、
及
び
引
き
続
き
登
録
さ
れ
て
い
る
た
め
に
は
、
当
該
職

員
団
体
が
同
一
の
地
方
公
共
団
体
に
属
す
る
前
条
第
五
項
に
規
定

員
団
体
が
同
一
の
地
方
公
共
団
体
に
属
す
る
前
条
第
五
項
に
規
定

す
る
職
員
以
外
の
職
員
の
み
を
も
つ
て
組
織
さ
れ
て
い
る
こ
と
を

す
る
職
員
以
外
の
職
員
の
み
を
も
つ
て
組
織
さ
れ
て
い
る
こ
と
を

必
要
と
す
る
。
た
だ
し
、
同
項
に
規
定
す
る
職
員
以
外
の
職
員
で

必
要
と
す
る
。
た
だ
し
、
同
項
に
規
定
す
る
職
員
以
外
の
職
員
で

あ
つ
た
者
で
そ
の
意
に
反
し
て
免
職
さ
れ
、
若
し
く
は
懲
戒
処
分

あ
つ
た
者
で
そ
の
意
に
反
し
て
免
職
さ
れ
、
若
し
く
は
懲
戒
処
分
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と
し
て
の
免
職
の
処
分
を
受
け
、
当
該
処
分
を
受
け
た
日
の
翌
日

と
し
て
の
免
職
の
処
分
を
受
け
、
当
該
処
分
を
受
け
た
日
の
翌
日

か
ら
起
算
し
て
一
年
以
内
の
も
の
又
は
そ
の
期
間
内
に
当
該
処
分

か
ら
起
算
し
て
一
年
以
内
の
も
の
又
は
そ
の
期
間
内
に
当
該
処
分

に
つ
い
て
法
律
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
審
査
請
求
を
し
、
若
し

に
つ
い
て
法
律
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
不
服
申
立
て
を
し
、
若

く
は
訴
え
を
提
起
し
、
こ
れ
に
対
す
る
裁
決
若
し
く
は
裁
判
が
確

し
く
は
訴
え
を
提
起
し
、
こ
れ
に
対
す
る
裁
決
若
し
く
は
決
定
又

定
す
る
に
至
ら
な
い
も
の
を
構
成
員
に
と
ど
め
て
い
る
こ
と
、
及

は
裁
判
が
確
定
す
る
に
至
ら
な
い
も
の
を
構
成
員
に
と
ど
め
て
い

び
当
該
職
員
団
体
の
役
員
で
あ
る
者
を
構
成
員
と
し
て
い
る
こ
と

る
こ
と
、
及
び
当
該
職
員
団
体
の
役
員
で
あ
る
者
を
構
成
員
と
し

を
妨
げ
な
い
。

て
い
る
こ
と
を
妨
げ
な
い
。

５
～

（
略
）

５
～

（
略
）

10

10
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○

鉱
業
等
に
係
る
土
地
利
用
の
調
整
手
続
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
九
十
二
号
）
（
第
四
十
二
条
関
係
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
目
的
）

（
目
的
）

第
一
条

こ
の
法
律
は
、
鉱
業
、
採
石
業
又
は
砂
利
採
取
業
と
一
般

第
一
条

こ
の
法
律
は
、
鉱
業
、
採
石
業
又
は
砂
利
採
取
業
と
一
般

公
益
又
は
農
業
、
林
業
そ
の
他
の
産
業
と
の
調
整
を
図
る
た
め
公

公
益
又
は
農
業
、
林
業
そ
の
他
の
産
業
と
の
調
整
を
図
る
た
め
公

害
等
調
整
委
員
会
（
以
下
「
委
員
会
」
と
い
う
。
）
が
行
う
次
に

害
等
調
整
委
員
会
（
以
下
「
委
員
会
」
と
い
う
。
）
が
行
う
次
に

掲
げ
る
処
分
の
手
続
等
に
関
し
、
必
要
な
事
項
を
定
め
る
こ
と
を

掲
げ
る
処
分
の
手
続
等
に
関
し
、
必
要
な
事
項
を
定
め
る
こ
と
を

目
的
と
す
る
。

目
的
と
す
る
。

一

（
略
）

一

（
略
）

二

次
に
掲
げ
る
法
律
の
規
定
に
よ
る
不
服
の
裁
定

二

次
に
掲
げ
る
法
律
の
規
定
に
よ
る
不
服
の
裁
定

イ
～
ト

（
略
）

イ
～
ト

（
略
）

チ

河
川
法
（
昭
和
三
十
九
年
法
律
第
百
六
十
七
号
）
第
九
十

チ

河
川
法
（
昭
和
三
十
九
年
法
律
第
百
六
十
七
号
）
第
九
十

七
条
第
四
項

七
条
第
三
項

リ
～
ヨ

（
略
）

リ
～
ヨ

（
略
）

（
審
査
請
求
の
制
限
）

（
不
服
申
立
て
の
制
限
）

第
二
十
四
条
の
二

こ
の
章
の
規
定
に
よ
る
処
分
に
つ
い
て
は
、
審

第
二
十
四
条
の
二

こ
の
章
の
規
定
に
よ
つ
て
さ
れ
た
処
分
に
つ
い

査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

て
は
、
行
政
不
服
審
査
法
（
昭
和
三
十
七
年
法
律
第
百
六
十
号
）

に
よ
る
不
服
申
立
て
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

（
裁
定
の
申
請
期
間
）

（
裁
定
の
申
請
期
間
）

第
二
十
五
条

第
一
条
第
二
号
に
掲
げ
る
法
律
の
規
定
に
よ
る
裁
定

第
二
十
五
条

第
一
条
第
二
号
に
掲
げ
る
法
律
の
規
定
に
よ
る
裁
定

の
申
請
は
、
処
分
が
あ
つ
た
こ
と
を
知
つ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算

の
申
請
は
、
処
分
が
あ
つ
た
こ
と
を
知
つ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算

し
て
三
月
を
経
過
し
た
と
き
は
、
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
た
だ

し
て
六
十
日
以
内
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
天
災
そ

し
、
正
当
な
理
由
が
あ
る
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

の
他
裁
定
の
申
請
を
し
な
か
つ
た
こ
と
に
つ
い
て
や
む
を
得
な
い

理
由
が
あ
る
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

〔
削
除
〕

２

前
項
た
だ
し
書
の
場
合
に
お
け
る
裁
定
の
申
請
は
、
そ
の
理
由

が
や
ん
だ
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
一
週
間
以
内
に
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

２

（
略
）

３

（
略
）
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３

裁
定
申
請
書
を
郵
便
又
は
民
間
事
業
者
に
よ
る
信
書
の
送
達
に

４

裁
定
申
請
書
を
郵
便
又
は
民
間
事
業
者
に
よ
る
信
書
の
送
達
に

関
す
る
法
律
（
平
成
十
四
年
法
律
第
九
十
九
号
）
第
二
条
第
六
項

関
す
る
法
律
（
平
成
十
四
年
法
律
第
九
十
九
号
）
第
二
条
第
六
項

に
規
定
す
る
一
般
信
書
便
事
業
者
若
し
く
は
同
条
第
九
項
に
規
定

に
規
定
す
る
一
般
信
書
便
事
業
者
若
し
く
は
同
条
第
九
項
に
規
定

す
る
特
定
信
書
便
事
業
者
に
よ
る
同
条
第
二
項
に
規
定
す
る
信
書

す
る
特
定
信
書
便
事
業
者
に
よ
る
同
条
第
二
項
に
規
定
す
る
信
書

便
で
提
出
し
た
場
合
に
お
け
る
前
二
項
に
規
定
す
る
期
間
の
計
算

便
で
提
出
し
た
場
合
に
お
け
る
裁
定
の
申
請
期
間
の
計
算
に
つ
い

に
つ
い
て
は
、
送
付
に
要
し
た
日
数
は
、
算
入
し
な
い
。

て
は
、
送
付
に
要
し
た
日
数
は
、
算
入
し
な
い
。

〔
削
除
〕

５

処
分
庁
が
誤
つ
て
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
に
規
定
す
る
期
間

よ
り
も
長
い
期
間
を
裁
定
の
申
請
期
間
と
し
て
教
示
し
た
場
合
に

お
い
て
、
そ
の
教
示
さ
れ
た
期
間
内
に
裁
定
の
申
請
が
さ
れ
た
と

き
は
、
当
該
裁
定
の
申
請
は
、
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
に
規
定

す
る
期
間
内
に
さ
れ
た
も
の
と
み
な
す
。

（
裁
定
の
申
請
）

（
裁
定
の
申
請
）

第
二
十
五
条
の
二

（
略
）

第
二
十
五
条
の
二

（
略
）

２

申
請
書
に
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
、
申
請
人

２

申
請
書
に
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
、
申
請
人

又
は
代
理
人
が
こ
れ
に
署
名
押
印
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

又
は
代
理
人
が
こ
れ
に
署
名
押
印
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

申
請
人
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
又
は
居
所

一

申
請
人
の
氏
名
及
び
年
齢
又
は
名
称
並
び
に
住
所

二
～
七

（
略
）

二
～
七

（
略
）

八

前
条
第
一
項
た
だ
し
書
又
は
第
二
項
た
だ
し
書
に
規
定
す
る

〔
新
設
〕

正
当
な
理
由
（
同
条
第
一
項
本
文
又
は
第
二
項
本
文
に
規
定
す

る
期
間
の
経
過
後
に
申
請
す
る
場
合
に
限
る
。
）

３
・
４

（
略
）

３
・
４

（
略
）

（
審
査
請
求
の
制
限
）

（
不
服
申
立
て
の
制
限
）

第
四
十
八
条

こ
の
章
の
規
定
に
よ
る
裁
定
そ
の
他
の
処
分
又
は
そ

第
四
十
八
条

こ
の
章
の
規
定
に
よ
つ
て
さ
れ
た
裁
定
そ
の
他
の
処

の
不
作
為
に
つ
い
て
は
、
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

分
に
つ
い
て
は
、
行
政
不
服
審
査
法
に
よ
る
不
服
申
立
て
を
す
る

こ
と
が
で
き
な
い
。
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○

行
政
書
士
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
四
号
）
（
第
四
十
三
条
関
係
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
指
定
試
験
機
関
が
し
た
処
分
等
に
係
る
審
査
請
求
）

（
指
定
試
験
機
関
が
し
た
処
分
等
に
係
る
審
査
請
求
）

第
四
条
の
十
八

指
定
試
験
機
関
が
行
う
試
験
事
務
に
係
る
処
分
又

第
四
条
の
十
八

指
定
試
験
機
関
が
行
う
試
験
事
務
に
係
る
処
分
又

は
そ
の
不
作
為
に
つ
い
て
は
、
総
務
大
臣
に
対
し
、
審
査
請
求
を

は
そ
の
不
作
為
に
つ
い
て
は
、
総
務
大
臣
に
対
し
、
行
政
不
服
審

す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
総
務
大
臣
は
、
行

査
法
（
昭
和
三
十
七
年
法
律
第
百
六
十
号
）
に
よ
る
審
査
請
求
を

政
不
服
審
査
法
（
平
成
二
十
六
年
法
律
第

号
）
第
二
十
五

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

条
第
二
項
及
び
第
三
項
、
第
四
十
六
条
第
一
項
及
び
第
二
項
、
第

四
十
七
条
並
び
に
第
四
十
九
条
第
三
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て

は
、
指
定
試
験
機
関
の
上
級
行
政
庁
と
み
な
す
。

（
登
録
を
拒
否
さ
れ
た
場
合
等
の
審
査
請
求
）

（
登
録
を
拒
否
さ
れ
た
場
合
等
の
審
査
請
求
）

第
六
条
の
三

前
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
登
録
を
拒
否
さ
れ
た
者

第
六
条
の
三

前
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
登
録
を
拒
否
さ
れ
た
者

は
、
当
該
処
分
に
不
服
が
あ
る
と
き
は
、
総
務
大
臣
に
対
し
て
審

は
、
当
該
処
分
に
不
服
が
あ
る
と
き
は
、
総
務
大
臣
に
対
し
て
行

査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

政
不
服
審
査
法
に
よ
る
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

前
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
登
録
の
申
請
を
し
た
者
は
、
当
該

２

前
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
登
録
の
申
請
を
し
た
者
は
、
当
該

申
請
を
し
た
日
か
ら
三
月
を
経
過
し
て
も
当
該
申
請
に
対
し
て
何

申
請
を
し
た
日
か
ら
三
月
を
経
過
し
て
も
当
該
申
請
に
対
し
て
何

ら
の
処
分
が
さ
れ
な
い
場
合
に
は
、
当
該
登
録
を
拒
否
さ
れ
た
も

ら
の
処
分
が
さ
れ
な
い
場
合
に
は
、
当
該
登
録
を
拒
否
さ
れ
た
も

の
と
し
て
、
総
務
大
臣
に
対
し
て
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き

の
と
し
て
、
総
務
大
臣
に
対
し
て
前
項
の
審
査
請
求
を
す
る
こ
と

る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
は
、
審
査
請
求
が
あ
つ
た
日
に
日
本
行

が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
は
、
審
査
請
求
が
あ
つ
た
日
に

政
書
士
会
連
合
会
が
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
当
該
登
録
を
拒

日
本
行
政
書
士
会
連
合
会
が
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
当
該
登

否
し
た
も
の
と
み
な
す
。

録
を
拒
否
し
た
も
の
と
み
な
す
。

３

前
二
項
の
場
合
に
お
い
て
、
総
務
大
臣
は
、
行
政
不
服
審
査
法

３

前
二
項
の
規
定
に
よ
る
審
査
請
求
が
理
由
が
あ
る
と
き
は
、
総

第
二
十
五
条
第
二
項
及
び
第
三
項
並
び
に
第
四
十
六
条
第
二
項
の

務
大
臣
は
、
日
本
行
政
書
士
会
連
合
会
に
対
し
て
相
当
の
処
分
を

規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
日
本
行
政
書
士
会
連
合
会
の
上
級
行

す
べ
き
旨
を
命
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

政
庁
と
み
な
す
。

（
登
録
の
取
消
し
）

（
登
録
の
取
消
し
）

第
六
条
の
五

（
略
）

第
六
条
の
五

（
略
）

２

（
略
）

２

（
略
）
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３

第
六
条
の
二
第
二
項
後
段
並
び
に
第
六
条
の
三
第
一
項
及
び
第

３

第
六
条
の
二
第
二
項
後
段
並
び
に
第
六
条
の
三
第
一
項
及
び
第

三
項
の
規
定
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
登
録
の
取
消
し
に
準
用

三
項
の
規
定
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
登
録
の
取
消
し
に
準
用

す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
条
第
三
項
中
「
第
四
十
六
条
第

す
る
。

二
項
」
と
あ
る
の
は
、
「
第
四
十
六
条
第
一
項
」
と
読
み
替
え
る

も
の
と
す
る
。

（
登
録
の
抹
消
）

（
登
録
の
抹
消
）

第
七
条

（
略
）

第
七
条

（
略
）

２

（
略
）

２

（
略
）

３

第
六
条
の
二
第
二
項
後
段
、
第
六
条
の
三
第
一
項
及
び
第
三
項

３

第
六
条
の
二
第
二
項
後
段
、
第
六
条
の
三
第
一
項
及
び
第
三
項

並
び
に
前
条
第
二
項
の
規
定
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
登
録
の
抹

並
び
に
前
条
第
二
項
の
規
定
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
登
録
の
抹

消
に
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
六
条
の
三
第
三
項
中

消
に
準
用
す
る
。

「
第
四
十
六
条
第
二
項
」
と
あ
る
の
は
、
「
第
四
十
六
条
第
一
項

」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。
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○

恩
給
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
八
十
七
号
）
（
第
四
十
四
条
関
係
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

附

則

附

則

〔
削
除
〕

第
七
項
又
は
第
十
項
の
規
定
に
よ
り
都
道
府
県
知
事
が
し
た
恩

15
給
に
関
す
る
処
分
に
つ
い
て
の
審
査
請
求
に
関
す
る
行
政
不
服
審

査
法
（
昭
和
三
十
七
年
法
律
第
百
六
十
号
）
第
十
四
条
第
一
項
本

文
の
期
間
は
、
処
分
の
あ
つ
た
こ
と
を
知
つ
た
日
の
翌
日
か
ら
起

算
し
て
一
年
以
内
と
す
る
。

〔
削
除
〕

行
政
不
服
審
査
法
第
十
四
条
第
三
項
の
規
定
は
、
前
項
に
規
定

16
す
る
審
査
請
求
に
つ
い
て
は
適
用
し
な
い
。

〔
削
除
〕

総
務
大
臣
は
、
第
十
五
項
に
規
定
す
る
審
査
請
求
の
裁
決
を
行

17
う
場
合
に
お
い
て
は
、
恩
給
法
第
十
五
条
に
規
定
す
る
審
議
会
等

に
諮
問
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

〔
削
除
〕

第
十
五
項
に
規
定
す
る
処
分
の
取
消
し
の
訴
え
は
、
当
該
処
分

18
に
つ
い
て
の
審
査
請
求
に
対
す
る
裁
決
を
経
た
後
で
な
け
れ
ば
提

起
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
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○

地
方
公
営
企
業
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
二
百
九
十
二
号
）
（
第
四
十
五
条
関
係
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
職
員
の
賠
償
責
任
）

（
職
員
の
賠
償
責
任
）

第
三
十
四
条

地
方
自
治
法
第
二
百
四
十
三
条
の
二
の
規
定
は
、
地

第
三
十
四
条

地
方
自
治
法
第
二
百
四
十
三
条
の
二
の
規
定
は
、
地

方
公
営
企
業
の
業
務
に
従
事
す
る
職
員
の
賠
償
責
任
に
つ
い
て
準

方
公
営
企
業
の
業
務
に
従
事
す
る
職
員
の
賠
償
責
任
に
つ
い
て
準

用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
条
第
一
項
中
「
規
則
」
と
あ

用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
条
第
一
項
中
「
規
則
」
と
あ

る
の
は
「
規
則
又
は
企
業
管
理
規
程
」
と
、
同
条
第
八
項
中
「
議

る
の
は
「
規
則
又
は
企
業
管
理
規
程
」
と
、
同
条
第
八
項
中
「
議

会
の
同
意
を
得
て
」
と
あ
る
の
は
「
条
例
で
定
め
る
場
合
に
は
議

会
の
同
意
を
得
て
」
と
あ
る
の
は
「
条
例
で
定
め
る
場
合
に
は
議

会
の
同
意
を
得
て
」
と
読
み
替
え
る
ほ
か
、
第
七
条
の
規
定
に
よ

会
の
同
意
を
得
て
」
と
読
み
替
え
る
ほ
か
、
第
七
条
の
規
定
に
よ

り
管
理
者
が
置
か
れ
て
い
る
地
方
公
営
企
業
の
業
務
に
従
事
す
る

り
管
理
者
が
置
か
れ
て
い
る
地
方
公
営
企
業
の
業
務
に
従
事
す
る

職
員
の
賠
償
責
任
に
つ
い
て
準
用
す
る
場
合
に
限
り
、
同
法
第
二

職
員
の
賠
償
責
任
に
つ
い
て
準
用
す
る
場
合
に
限
り
、
同
法
第
二

百
四
十
三
条
の
二
第
三
項
中
「
普
通
地
方
公
共
団
体
の
長
」
と
あ

百
四
十
三
条
の
二
第
三
項
中
「
普
通
地
方
公
共
団
体
の
長
」
と
あ

る
の
は
「
管
理
者
」
と
、
同
条
第
八
項
中
「
普
通
地
方
公
共
団
体

る
の
は
「
管
理
者
」
と
、
同
条
第
八
項
中
「
普
通
地
方
公
共
団
体

の
長
」
と
あ
る
の
は
「
管
理
者
」
と
、
「
あ
ら
か
じ
め
監
査
委
員

の
長
」
と
あ
る
の
は
「
管
理
者
」
と
、
「
あ
ら
か
じ
め
監
査
委
員

の
意
見
を
聴
き
、
そ
の
意
見
」
と
あ
る
の
は
「
管
理
者
が
あ
ら
か

の
意
見
を
聴
き
、
そ
の
意
見
」
と
あ
る
の
は
「
管
理
者
が
あ
ら
か

じ
め
監
査
委
員
の
意
見
を
聴
き
、
普
通
地
方
公
共
団
体
の
長
が
当

じ
め
監
査
委
員
の
意
見
を
聴
き
、
普
通
地
方
公
共
団
体
の
長
が
当

該
意
見
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

該
意
見
」
と
、
同
条
第
十
項
中
「
処
分
に
不
服
が
あ
る
者
は
」
と

あ
る
の
は
「
処
分
に
不
服
が
あ
る
者
は
、
当
該
普
通
地
方
公
共
団

体
の
長
に
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
、
そ
の
裁
決
に
不
服
が

あ
る
者
は
」
と
、
「
し
た
処
分
」
と
あ
る
の
は
「
し
た
裁
決
」
と

、
「
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
は

、
異
議
申
立
て
を
す
る
こ
と
も
で
き
る
」
と
あ
る
の
は
「
再
審
査

請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
、
同
条
第
十
二
項
中
「
異
議
申

立
て
」
と
あ
る
の
は
「
審
査
請
求
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る

。

（
他
の
法
律
の
適
用
除
外
等
）

（
他
の
法
律
の
適
用
除
外
等
）

第
三
十
九
条

企
業
職
員
に
つ
い
て
は
、
地
方
公
務
員
法
第
五
条
、

第
三
十
九
条

企
業
職
員
に
つ
い
て
は
、
地
方
公
務
員
法
第
五
条
、

第
八
条
（
第
一
項
第
四
号
及
び
第
六
号
、
第
三
項
並
び
に
第
五
項

第
八
条
（
第
一
項
第
四
号
及
び
第
六
号
、
第
三
項
並
び
に
第
五
項
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を
除
く
。
）
、
第
十
四
条
第
二
項
、
第
二
十
三
条
の
四
か
ら
第
二

を
除
く
。
）
、
第
十
四
条
第
二
項
、
第
二
十
三
条
の
四
か
ら
第
二

十
六
条
の
三
ま
で
、
第
二
十
六
条
の
五
第
三
項
（
同
法
第
二
十
六

十
六
条
の
三
ま
で
、
第
二
十
六
条
の
五
第
三
項
（
同
法
第
二
十
六

条
の
六
第
十
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
第
三

条
の
六
第
十
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
第
三

十
七
条
、
第
三
十
九
条
第
四
項
、
第
四
十
六
条
か
ら
第
四
十
九
条

十
七
条
、
第
三
十
九
条
第
四
項
、
第
四
十
六
条
か
ら
第
四
十
九
条

ま
で
、
第
五
十
二
条
か
ら
第
五
十
六
条
ま
で
、
第
五
十
八
条
（
同

ま
で
、
第
五
十
二
条
か
ら
第
五
十
六
条
ま
で
、
第
五
十
八
条
（
同

条
第
三
項
中
労
働
基
準
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
四
十
九
号
）

条
第
三
項
中
労
働
基
準
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
四
十
九
号
）

第
十
四
条
第
二
項
及
び
第
三
項
に
係
る
部
分
並
び
に
同
法
第
七
十

第
十
四
条
第
二
項
及
び
第
三
項
に
係
る
部
分
並
び
に
同
法
第
七
十

五
条
か
ら
第
八
十
八
条
ま
で
及
び
船
員
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律

五
条
か
ら
第
八
十
八
条
ま
で
及
び
船
員
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律

第
百
号
）
第
八
十
九
条
か
ら
第
九
十
六
条
ま
で
に
係
る
部
分
（
地

第
百
号
）
第
八
十
九
条
か
ら
第
九
十
六
条
ま
で
に
係
る
部
分
（
地

方
公
務
員
災
害
補
償
法
（
昭
和
四
十
二
年
法
律
第
百
二
十
一
号
）

方
公
務
員
災
害
補
償
法
（
昭
和
四
十
二
年
法
律
第
百
二
十
一
号
）

第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
者
に
適
用
さ
れ
る
場
合
に
限
る
。
）

第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
者
に
適
用
さ
れ
る
場
合
に
限
る
。
）

を
除
く
。
）
及
び
第
五
十
八
条
の
三
、
地
方
公
務
員
の
育
児
休
業

を
除
く
。
）
及
び
第
五
十
八
条
の
三
、
地
方
公
務
員
の
育
児
休
業

等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
三
年
法
律
第
百
十
号
）
第
四
条
第
二
項

等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
三
年
法
律
第
百
十
号
）
第
四
条
第
二
項

、
第
七
条
、
第
八
条
、
第
十
四
条
、
第
十
五
条
及
び
第
十
九
条
並

、
第
七
条
、
第
八
条
、
第
十
四
条
、
第
十
五
条
及
び
第
十
九
条
、

び
に
地
方
公
共
団
体
の
一
般
職
の
任
期
付
研
究
員
の
採
用
等
に
関

地
方
公
共
団
体
の
一
般
職
の
任
期
付
研
究
員
の
採
用
等
に
関
す
る

す
る
法
律
（
平
成
十
二
年
法
律
第
五
十
一
号
）
第
六
条
の
規
定
は

法
律
（
平
成
十
二
年
法
律
第
五
十
一
号
）
第
六
条
並
び
に
行
政
不

、
適
用
し
な
い
。

服
審
査
法
（
昭
和
三
十
七
年
法
律
第
百
六
十
号
）
の
規
定
は
、
適

用
し
な
い
。

２

（
略
）

２

（
略
）

３

企
業
職
員
に
つ
い
て
は
、
行
政
不
服
審
査
法
（
平
成
二
十
六
年

〔
新
設
〕

法
律
第

号
）
の
規
定
は
、
適
用
し
な
い
。
た
だ
し
、
第
三

十
四
条
に
お
い
て
準
用
す
る
地
方
自
治
法
第
二
百
四
十
三
条
の
二

第
三
項
の
規
定
に
よ
る
処
分
を
受
け
た
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な

い
。

４

（
略
）

３

（
略
）

５

（
略
）

４

（
略
）

６

（
略
）

５

（
略
）
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○

有
線
電
気
通
信
法
（
昭
和
二
十
八
年
法
律
第
九
十
六
号
）
（
第
四
十
六
条
関
係
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
非
常
事
態
に
お
け
る
通
信
の
確
保
）

（
非
常
事
態
に
お
け
る
通
信
の
確
保
）

第
八
条

（
略
）

第
八
条

（
略
）

２

（
略
）

２

（
略
）

３

第
一
項
の
規
定
に
よ
る
処
分
に
つ
い
て
は
、
審
査
請
求
を
す
る

３

第
一
項
の
規
定
に
よ
る
処
分
に
つ
い
て
は
、
行
政
不
服
審
査
法

こ
と
が
で
き
な
い
。

（
昭
和
三
十
七
年
法
律
第
百
六
十
号
）
に
よ
る
不
服
申
立
て
を
す

る
こ
と
が
で
き
な
い
。

（
審
査
請
求
の
手
続
に
お
け
る
意
見
の
聴
取
）

（
異
議
申
立
て
の
手
続
に
お
け
る
意
見
の
聴
取
）

第
十
条

こ
の
法
律
又
は
こ
の
法
律
に
基
づ
く
命
令
の
規
定
に
よ
る

第
十
条

総
務
大
臣
は
、
こ
の
法
律
又
は
こ
の
法
律
に
基
づ
く
命
令

総
務
大
臣
の
処
分
又
は
そ
の
不
作
為
に
つ
い
て
の
審
査
請
求
に
対

の
規
定
に
よ
る
総
務
大
臣
の
処
分
に
つ
い
て
の
異
議
申
立
て
に
対

す
る
裁
決
は
、
行
政
不
服
審
査
法
（
平
成
二
十
六
年
法
律
第

す
る
決
定
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
当
該
異
議
申
立
て
を
し
た

号
）
第
二
十
四
条
の
規
定
に
よ
り
当
該
審
査
請
求
を
却
下
す
る

者
に
対
し
、
相
当
な
期
間
を
置
い
て
予
告
し
た
上
、
公
開
に
よ
る

場
合
を
除
き
、
当
該
審
査
請
求
を
し
た
者
に
対
し
、
相
当
な
期
間

意
見
の
聴
取
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

を
置
い
て
予
告
し
た
上
、
同
法
第
十
一
条
第
二
項
に
規
定
す
る
審

理
員
が
公
開
に
よ
る
意
見
の
聴
取
を
し
た
後
に
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

〔
削
除
〕

２

前
項
の
予
告
に
お
い
て
は
、
期
日
、
場
所
及
び
事
案
の
内
容
を

示
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

前
項
の
意
見
の
聴
取
に
際
し
て
は
、
当
該
審
査
請
求
を
し
た
者

３

第
一
項
の
意
見
の
聴
取
に
際
し
て
は
、
当
該
異
議
申
立
て
を
し

に
対
し
、
当
該
事
案
に
つ
い
て
証
拠
を
提
示
し
、
意
見
を
述
べ
る

た
者
に
対
し
、
当
該
事
案
に
つ
い
て
証
拠
を
提
示
し
、
意
見
を
述

機
会
を
与
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

べ
る
機
会
を
与
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

第
一
項
に
規
定
す
る
審
査
請
求
に
つ
い
て
は
、
行
政
不
服
審
査

〔
新
設
〕

法
第
三
十
一
条
の
規
定
は
適
用
せ
ず
、
同
項
の
意
見
の
聴
取
に
つ

い
て
は
、
同
条
第
二
項
か
ら
第
五
項
ま
で
の
規
定
を
準
用
す
る
。
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○

恩
給
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
八
年
法
律
第
百
五
十
五
号
）
（
第
四
十
七
条
関
係
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

附

則

附

則

（
戦
傷
病
者
戦
没
者
遺
族
等
援
護
法
に
よ
る
遺
族
年
金
又
は
弔
慰

（
戦
傷
病
者
戦
没
者
遺
族
等
援
護
法
に
よ
る
遺
族
年
金
又
は
弔
慰

金
を
受
け
る
者
が
あ
る
場
合
の
扶
助
料
給
与
の
特
例
）

金
を
受
け
る
者
が
あ
る
場
合
の
扶
助
料
給
与
の
特
例
）

第
三
十
五
条
の
二

（
略
）

第
三
十
五
条
の
二

（
略
）

２

（
略
）

２

（
略
）

３

こ
の
法
律
施
行
前
死
亡
し
た
旧
軍
人
、
旧
準
軍
人
又
は
旧
軍
属

３

こ
の
法
律
施
行
前
死
亡
し
た
旧
軍
人
、
旧
準
軍
人
又
は
旧
軍
属

の
遺
族
の
扶
助
料
を
受
け
る
権
利
に
つ
い
て
は
、
当
該
旧
軍
人
、

の
遺
族
の
扶
助
料
を
受
け
る
権
利
に
つ
い
て
は
、
当
該
旧
軍
人
、

旧
準
軍
人
又
は
旧
軍
属
が
公
務
に
起
因
す
る
傷
病
に
よ
り
死
亡
し

旧
準
軍
人
又
は
旧
軍
属
が
公
務
に
起
因
す
る
傷
病
に
よ
り
死
亡
し

た
か
ど
う
か
の
認
否
に
つ
き
、
総
務
大
臣
に
対
し
て
審
査
請
求
を

た
か
ど
う
か
の
認
否
に
つ
き
、
総
務
大
臣
に
対
し
て
行
政
不
服
審

す
る
こ
と
は
で
き
な
い
も
の
と
す
る
。

査
法
（
昭
和
三
十
七
年
法
律
第
百
六
十
号
）
に
よ
る
不
服
申
立
て

を
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
も
の
と
す
る
。
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○

地
方
公
務
員
等
共
済
組
合
法
（
昭
和
三
十
七
年
法
律
第
百
五
十
二
号
）
（
第
四
十
八
条
関
係
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
審
査
請
求
）

（
審
査
請
求
）

第
百
十
七
条

組
合
員
の
資
格
若
し
く
は
短
期
給
付
及
び
退
職
等
年

第
百
十
七
条

組
合
員
の
資
格
若
し
く
は
短
期
給
付
及
び
退
職
等
年

金
給
付
に
関
す
る
決
定
、
厚
生
年
金
保
険
法
第
九
十
条
第
二
項
（

金
給
付
に
関
す
る
決
定
、
厚
生
年
金
保
険
法
第
九
十
条
第
二
項
（

第
一
号
及
び
第
三
号
を
除
く
。
）
に
規
定
す
る
被
保
険
者
の
資
格

第
一
号
及
び
第
三
号
を
除
く
。
）
に
規
定
す
る
被
保
険
者
の
資
格

若
し
く
は
保
険
給
付
に
関
す
る
処
分
、
掛
金
等
そ
の
他
こ
の
法
律

若
し
く
は
保
険
給
付
に
関
す
る
処
分
、
掛
金
等
そ
の
他
こ
の
法
律

及
び
厚
生
年
金
保
険
法
に
よ
る
徴
収
金
の
徴
収
、
組
合
員
期
間
の

及
び
厚
生
年
金
保
険
法
に
よ
る
徴
収
金
の
徴
収
、
組
合
員
期
間
の

確
認
又
は
国
民
年
金
法
に
よ
る
障
害
基
礎
年
金
に
係
る
障
害
の
程

確
認
又
は
国
民
年
金
法
に
よ
る
障
害
基
礎
年
金
に
係
る
障
害
の
程

度
の
診
査
に
関
し
不
服
が
あ
る
者
は
、
文
書
又
は
口
頭
で
、
地
方

度
の
診
査
に
関
し
不
服
が
あ
る
者
は
、
文
書
又
は
口
頭
で
、
地
方

公
務
員
共
済
組
合
審
査
会
（
以
下
「
審
査
会
」
と
い
う
。
）
に
審

公
務
員
共
済
組
合
審
査
会
（
以
下
「
審
査
会
」
と
い
う
。
）
に
行

査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

政
不
服
審
査
法
（
昭
和
三
十
七
年
法
律
第
百
六
十
号
）
に
よ
る
審

査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

前
項
の
審
査
請
求
は
、
同
項
に
規
定
す
る
決
定
、
処
分
、
徴
収

２

前
項
の
審
査
請
求
は
、
同
項
に
規
定
す
る
決
定
、
処
分
、
徴
収

、
確
認
又
は
診
査
が
あ
つ
た
こ
と
を
知
つ
た
日
か
ら
三
月
を
経
過

、
確
認
又
は
診
査
が
あ
つ
た
こ
と
を
知
つ
た
日
か
ら
六
十
日
以
内

し
た
と
き
は
、
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
た
だ
し
、
正
当
な
理
由

に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
正
当
な
理
由
に
よ
り
、
こ

に
よ
り
、
こ
の
期
間
内
に
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
つ

の
期
間
内
に
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
つ
た
こ
と
を
疎

た
こ
と
を
疎
明
し
た
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

明
し
た
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

３

（
略
）

３

（
略
）

４

審
査
会
は
、
行
政
不
服
審
査
法
（
平
成
二
十
六
年
法
律
第

〔
新
設
〕

号
）
第
九
条
第
一
項
、
第
三
項
及
び
第
四
項
の
規
定
の
適
用
に

つ
い
て
は
、
同
条
第
一
項
第
二
号
に
掲
げ
る
機
関
と
み
な
す
。

（
組
合
に
対
す
る
通
知
等
）

（
組
合
に
対
す
る
通
知
等
）

第
百
二
十
条

審
査
会
は
、
審
査
請
求
が
さ
れ
た
と
き
は
、
行
政
不

第
百
二
十
条

審
査
会
は
、
審
査
請
求
を
受
理
し
た
と
き
は
、
当
該

服
審
査
法
第
二
十
四
条
の
規
定
に
よ
り
当
該
審
査
請
求
を
却
下
す

審
査
請
求
に
係
る
組
合
（
指
定
都
市
職
員
共
済
組
合
、
市
町
村
職

る
場
合
を
除
き
、
当
該
審
査
請
求
に
係
る
組
合
（
指
定
都
市
職
員

員
共
済
組
合
又
は
都
市
職
員
共
済
組
合
に
係
る
審
査
請
求
の
う
ち

共
済
組
合
、
市
町
村
職
員
共
済
組
合
又
は
都
市
職
員
共
済
組
合
に

長
期
給
付
に
係
る
も
の
に
あ
つ
て
は
、
市
町
村
連
合
会
）
に
こ
れ

係
る
審
査
請
求
の
う
ち
長
期
給
付
に
係
る
も
の
に
あ
つ
て
は
、
市

を
通
知
し
、
か
つ
、
利
害
関
係
人
に
対
し
参
加
人
と
し
て
当
該
審
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町
村
連
合
会
）
に
こ
れ
を
通
知
し
、
か
つ
、
利
害
関
係
人
に
対
し

査
請
求
に
参
加
す
る
こ
と
を
求
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

参
加
人
と
し
て
当
該
審
査
請
求
に
参
加
す
る
こ
と
を
求
め
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

（
政
令
へ
の
委
任
）

（
政
令
へ
の
委
任
）

第
百
二
十
一
条

こ
の
章
及
び
行
政
不
服
審
査
法
に
定
め
る
も
の
の

第
百
二
十
一
条

こ
の
章
及
び
行
政
不
服
審
査
法
に
定
め
る
も
の
の

ほ
か
、
審
査
会
の
委
員
及
び
同
法
第
三
十
四
条
の
規
定
に
よ
り
事

ほ
か
、
審
査
会
の
委
員
及
び
同
法
第
二
十
七
条
の
規
定
に
よ
り
事

実
の
陳
述
を
求
め
、
又
は
鑑
定
を
求
め
た
参
考
人
の
旅
費
そ
の
他

実
を
陳
述
さ
せ
、
又
は
鑑
定
を
求
め
た
参
考
人
の
旅
費
そ
の
他
の

の
手
当
の
支
給
そ
の
他
審
査
会
及
び
審
査
請
求
の
手
続
に
関
し
必

手
当
の
支
給
そ
の
他
審
査
会
及
び
審
査
請
求
の
手
続
に
関
し
必
要

要
な
事
項
は
、
政
令
で
定
め
る
。

な
事
項
は
、
政
令
で
定
め
る
。
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○

住
民
基
本
台
帳
法
（
昭
和
四
十
二
年
法
律
第
八
十
一
号
）
（
第
四
十
九
条
関
係
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
行
政
手
続
等
に
お
け
る
情
報
通
信
の
技
術
の
利
用
に
関
す
る
法

（
行
政
手
続
等
に
お
け
る
情
報
通
信
の
技
術
の
利
用
に
関
す
る
法

律
の
適
用
除
外
）

律
の
適
用
除
外
）

第
三
十
二
条

（
略
）

第
三
十
一
条
の
三

（
略
）

（
不
服
申
立
て
）

〔
削
除
〕

第
三
十
一
条
の
四

こ
の
法
律
の
規
定
に
よ
り
市
町
村
長
が
し
た
処

分
に
不
服
が
あ
る
者
は
、
都
道
府
県
知
事
に
審
査
請
求
を
す
る
こ

と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
は
、
異
議
申
立
て
を
す
る
こ

と
も
で
き
る
。

（
不
服
申
立
て
と
訴
訟
と
の
関
係
）

〔
削
除
〕

第
三
十
二
条

前
条
に
規
定
す
る
処
分
の
取
消
し
の
訴
え
は
、
当
該

処
分
に
つ
い
て
の
審
査
請
求
の
裁
決
を
経
た
後
で
な
け
れ
ば
、
提

起
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
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○

引
揚
者
等
に
対
す
る
特
別
交
付
金
の
支
給
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
二
年
法
律
第
百
十
四
号
）
（
第
五
十
条
関
係
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
審
査
請
求
期
間
）

（
異
議
申
立
期
間
）

第
九
条

特
別
交
付
金
に
関
す
る
処
分
に
つ
い
て
の
審
査
請
求
に
関

第
九
条

特
別
交
付
金
に
関
す
る
処
分
に
つ
い
て
の
異
議
申
立
て
に

す
る
行
政
不
服
審
査
法
（
平
成
二
十
六
年
法
律
第

号
）
第

関
す
る
行
政
不
服
審
査
法
（
昭
和
三
十
七
年
法
律
第
百
六
十
号
）

十
八
条
第
一
項
本
文
の
期
間
は
、
そ
の
処
分
の
通
知
を
受
け
た
日

第
四
十
五
条
の
期
間
は
、
そ
の
処
分
の
通
知
を
受
け
た
日
の
翌
日

の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
一
年
と
す
る
。

か
ら
起
算
し
て
一
年
以
内
と
す
る
。

２

前
項
の
審
査
請
求
に
つ
い
て
は
、
行
政
不
服
審
査
法
第
十
八
条

２

前
項
の
異
議
申
立
て
に
つ
い
て
は
、
行
政
不
服
審
査
法
第
四
十

第
二
項
の
規
定
は
、
適
用
し
な
い
。

八
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
同
法
第
十
四
条
第
三
項
の
規
定
は

、
準
用
し
な
い
。

（
地
方
公
共
団
体
の
長
が
処
理
す
る
事
務
）

（
地
方
公
共
団
体
の
長
が
処
理
す
る
事
務
）

第
十
五
条

（
略
）

第
十
五
条

（
略
）

〔
削
除
〕

２

第
九
条
の
規
定
は
、
前
項
の
規
定
に
基
づ
い
て
地
方
公
共
団
体

の
長
が
す
る
処
分
に
つ
い
て
の
審
査
請
求
に
準
用
す
る
。
こ
の
場

合
に
お
い
て
、
同
条
第
一
項
中
「
第
四
十
五
条
」
と
あ
る
の
は
、

「
第
十
四
条
第
一
項
本
文
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。



- 141 -

○

地
方
公
務
員
災
害
補
償
法
（
昭
和
四
十
二
年
法
律
第
百
二
十
一
号
）
（
第
五
十
一
条
関
係
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
審
査
請
求
等
）

（
審
査
請
求
等
）

第
五
十
一
条

（
略
）

第
五
十
一
条

（
略
）

２

基
金
の
従
た
る
事
務
所
の
長
が
行
う
補
償
に
関
す
る
決
定
に
不

２

基
金
の
従
た
る
事
務
所
の
長
が
行
う
補
償
に
関
す
る
決
定
に
不

服
が
あ
る
者
は
、
地
方
公
務
員
災
害
補
償
基
金
支
部
審
査
会
（
以

服
が
あ
る
者
は
、
地
方
公
務
員
災
害
補
償
基
金
支
部
審
査
会
（
以

下
「
支
部
審
査
会
」
と
い
う
。
）
に
対
し
て
審
査
請
求
を
し
、
そ

下
「
支
部
審
査
会
」
と
い
う
。
）
に
対
し
て
審
査
請
求
を
し
、
そ

の
裁
決
に
不
服
が
あ
る
者
は
、
更
に
審
査
会
に
対
し
て
再
審
査
請

の
決
定
に
不
服
が
あ
る
者
は
、
さ
ら
に
審
査
会
に
対
し
て
再
審
査

求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

３

前
項
の
審
査
請
求
を
し
て
い
る
者
は
、
審
査
請
求
を
し
た
日
の

３

前
項
の
審
査
請
求
を
し
て
い
る
者
は
、
審
査
請
求
を
し
た
日
の

翌
日
か
ら
起
算
し
て
三
箇
月
を
経
過
し
て
も
審
査
請
求
に
つ
い
て

翌
日
か
ら
起
算
し
て
三
箇
月
を
経
過
し
て
も
審
査
請
求
に
つ
い
て

の
裁
決
が
な
い
と
き
は
、
支
部
審
査
会
が
審
査
請
求
を
棄
却
し
た

の
決
定
が
な
い
と
き
は
、
支
部
審
査
会
が
審
査
請
求
を
棄
却
し
た

も
の
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
。

も
の
と
み
な
し
て
、
審
査
会
に
対
し
て
再
審
査
請
求
を
す
る
こ
と

が
で
き
る
。

４

第
一
項
及
び
第
二
項
の
審
査
請
求
並
び
に
同
項
の
再
審
査
請
求

４

第
一
項
及
び
第
二
項
の
審
査
請
求
並
び
に
前
二
項
の
再
審
査
請

は
、
時
効
の
中
断
に
関
し
て
は
、
裁
判
上
の
請
求
と
み
な
す
。

求
は
、
時
効
の
中
断
に
関
し
て
は
、
裁
判
上
の
請
求
と
み
な
す
。

５

審
査
会
及
び
支
部
審
査
会
は
、
行
政
不
服
審
査
法
（
平
成
二
十

５

第
一
項
及
び
第
二
項
の
審
査
請
求
並
び
に
第
二
項
又
は
第
三
項

六
年
法
律
第

号
）
第
九
条
第
一
項
、
第
三
項
及
び
第
四
項

の
再
審
査
請
求
に
つ
い
て
は
、
行
政
不
服
審
査
法
（
昭
和
三
十
七

の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
条
第
一
項
第
二
号
に
掲
げ
る
機

年
法
律
第
百
六
十
号
）
が
適
用
さ
れ
る
も
の
と
す
る
。

関
と
み
な
す
。

（
審
査
請
求
の
前
置
）

（
不
服
申
立
て
の
前
置
）

第
五
十
六
条

第
五
十
一
条
第
一
項
又
は
第
二
項
に
規
定
す
る
処
分

第
五
十
六
条

第
五
十
一
条
第
一
項
又
は
第
二
項
に
規
定
す
る
処
分

の
取
消
し
の
訴
え
は
、
当
該
処
分
に
つ
い
て
の
審
査
請
求
に
対
す

の
取
消
し
の
訴
え
は
、
当
該
処
分
に
つ
い
て
の
審
査
請
求
又
は
再

る
審
査
会
又
は
支
部
審
査
会
の
裁
決
を
経
た
後
で
な
け
れ
ば
、
提

審
査
請
求
に
対
す
る
審
査
会
の
裁
決
を
経
た
後
で
な
け
れ
ば
、
提

起
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

起
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
た
だ
し
、
次
の
各
号
の
一
に
該
当
す

る
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

〔
削
除
〕

一

第
五
十
一
条
第
一
項
に
規
定
す
る
審
査
請
求
又
は
同
条
第
二

項
若
し
く
は
第
三
項
に
規
定
す
る
再
審
査
請
求
が
さ
れ
た
日
の
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翌
日
か
ら
起
算
し
て
三
箇
月
を
経
過
し
て
も
裁
決
が
な
い
と
き

。

〔
削
除
〕

二

第
五
十
一
条
第
一
項
に
規
定
す
る
審
査
請
求
又
は
同
条
第
二

項
若
し
く
は
第
三
項
に
規
定
す
る
再
審
査
請
求
に
つ
い
て
の
裁

決
を
経
る
こ
と
に
よ
り
生
ず
る
著
し
い
損
害
を
避
け
る
た
め
緊

急
の
必
要
が
あ
る
と
き
そ
の
他
そ
の
裁
決
を
経
な
い
こ
と
に
つ

き
正
当
な
理
由
が
あ
る
と
き
。
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○

公
害
紛
争
処
理
法
（
昭
和
四
十
五
年
法
律
第
百
八
号
）
（
第
五
十
二
条
関
係
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
審
査
請
求
の
制
限
）

（
不
服
申
立
て
の
制
限
）

第
四
十
六
条
の
二

こ
の
章
の
規
定
に
よ
る
処
分
又
は
そ
の
不
作
為

第
四
十
六
条
の
二

こ
の
章
の
規
定
に
よ
つ
て
さ
れ
た
処
分
に
つ
い

に
つ
い
て
は
、
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

て
は
、
行
政
不
服
審
査
法
（
昭
和
三
十
七
年
法
律
第
百
六
十
号
）

に
よ
る
不
服
申
立
て
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
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○

電
気
通
信
事
業
法
（
昭
和
五
十
九
年
法
律
第
八
十
六
号
）
（
第
五
十
三
条
関
係
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
電
気
通
信
設
備
の
接
続
に
関
す
る
命
令
等
）

（
電
気
通
信
設
備
の
接
続
に
関
す
る
命
令
等
）

第
三
十
五
条

（
略
）

第
三
十
五
条

（
略
）

２
～
９

（
略
）

２
～
９

（
略
）

第
三
項
又
は
第
四
項
の
裁
定
に
つ
い
て
の
審
査
請
求
に
お
い
て

第
三
項
又
は
第
四
項
の
裁
定
に
つ
い
て
の
異
議
申
立
て
に
お
い

10

10

は
、
当
事
者
が
取
得
し
、
又
は
負
担
す
べ
き
金
額
に
つ
い
て
の
不

て
は
、
当
事
者
が
取
得
し
、
又
は
負
担
す
べ
き
金
額
に
つ
い
て
の

服
を
そ
の
裁
定
の
不
服
の
理
由
と
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

不
服
を
そ
の
裁
定
の
不
服
の
理
由
と
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

（
審
査
請
求
の
手
続
に
お
け
る
意
見
の
聴
取
）

（
不
服
申
立
て
の
手
続
に
お
け
る
意
見
の
聴
取
）

第
百
七
十
一
条

こ
の
法
律
の
規
定
に
よ
る
処
分
又
は
そ
の
不
作
為

第
百
七
十
一
条

こ
の
法
律
の
規
定
に
よ
る
処
分
に
つ
い
て
の
審
査

に
つ
い
て
の
審
査
請
求
に
対
す
る
裁
決
は
、
行
政
不
服
審
査
法
（

請
求
又
は
異
議
申
立
て
に
対
す
る
裁
決
又
は
決
定
は
、
審
査
請
求

平
成
二
十
六
年
法
律
第

号
）
第
二
十
四
条
の
規
定
に
よ
り

人
又
は
異
議
申
立
人
に
対
し
、
相
当
な
期
間
を
置
い
て
予
告
を
し

当
該
審
査
請
求
を
却
下
す
る
場
合
を
除
き
、
審
査
請
求
人
に
対
し

た
上
、
意
見
の
聴
取
を
し
た
後
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

、
相
当
な
期
間
を
置
い
て
予
告
を
し
た
上
、
同
法
第
十
一
条
第
二

項
に
規
定
す
る
審
理
員
が
意
見
の
聴
取
を
し
た
後
に
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

〔
削
除
〕

２

前
項
の
予
告
に
お
い
て
は
、
期
日
、
場
所
及
び
事
案
の
内
容
を

示
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

前
項
の
意
見
の
聴
取
に
際
し
て
は
、
審
査
請
求
人
及
び
利
害
関

３

第
一
項
の
意
見
の
聴
取
に
際
し
て
は
、
審
査
請
求
人
又
は
異
議

係
人
に
対
し
、
当
該
事
案
に
つ
い
て
証
拠
を
提
示
し
、
意
見
を
述

申
立
人
及
び
利
害
関
係
人
に
対
し
、
当
該
事
案
に
つ
い
て
証
拠
を

べ
る
機
会
を
与
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

提
示
し
、
意
見
を
述
べ
る
機
会
を
与
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

第
一
項
に
規
定
す
る
審
査
請
求
に
つ
い
て
は
、
行
政
不
服
審
査

〔
新
設
〕

法
第
三
十
一
条
の
規
定
は
適
用
せ
ず
、
同
項
の
意
見
の
聴
取
に
つ

い
て
は
、
同
条
第
二
項
か
ら
第
五
項
ま
で
の
規
定
を
準
用
す
る
。

（
指
定
試
験
機
関
の
処
分
等
に
つ
い
て
の
審
査
請
求
）

（
指
定
試
験
機
関
の
処
分
に
つ
い
て
の
審
査
請
求
）

第
百
七
十
三
条

こ
の
法
律
の
規
定
に
よ
る
指
定
試
験
機
関
の
処
分

第
百
七
十
三
条

こ
の
法
律
の
規
定
に
よ
る
指
定
試
験
機
関
の
処
分

又
は
そ
の
不
作
為
に
不
服
が
あ
る
者
は
、
総
務
大
臣
に
対
し
、
審

に
不
服
が
あ
る
者
は
、
総
務
大
臣
に
対
し
、
行
政
不
服
審
査
法
（

査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
総
務
大

昭
和
三
十
七
年
法
律
第
百
六
十
号
）
に
よ
る
審
査
請
求
を
す
る
こ
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臣
は
、
行
政
不
服
審
査
法
第
二
十
五
条
第
二
項
及
び
第
三
項
、
第

と
が
で
き
る
。

四
十
六
条
第
一
項
及
び
第
二
項
、
第
四
十
七
条
並
び
に
第
四
十
九

条
第
三
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
指
定
試
験
機
関
の
上
級

行
政
庁
と
み
な
す
。
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○

行
政
手
続
法
（
平
成
五
年
法
律
第
八
十
八
号
）
（
第
五
十
四
条
関
係
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
適
用
除
外
）

（
適
用
除
外
）

第
三
条

次
に
掲
げ
る
処
分
及
び
行
政
指
導
に
つ
い
て
は
、
次
章
か

第
三
条

次
に
掲
げ
る
処
分
及
び
行
政
指
導
に
つ
い
て
は
、
次
章
か

ら
第
四
章
ま
で
の
規
定
は
、
適
用
し
な
い
。

ら
第
四
章
ま
で
の
規
定
は
、
適
用
し
な
い
。

一
～
五

（
略
）

一
～
五

（
略
）

六

国
税
又
は
地
方
税
の
犯
則
事
件
に
関
す
る
法
令
（
他
の
法
令

六

国
税
又
は
地
方
税
の
犯
則
事
件
に
関
す
る
法
令
（
他
の
法
令

に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
に
基
づ
い
て
国
税
庁
長

に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
に
基
づ
い
て
国
税
庁
長

官
、
国
税
局
長
、
税
務
署
長
、
収
税
官
吏
、
税
関
長
、
税
関
職

官
、
国
税
局
長
、
税
務
署
長
、
収
税
官
吏
、
税
関
長
、
税
関
職

員
又
は
徴
税
吏
員
（
他
の
法
令
の
規
定
に
基
づ
い
て
こ
れ
ら
の

員
又
は
徴
税
吏
員
（
他
の
法
令
の
規
定
に
基
づ
い
て
こ
れ
ら
の

職
員
の
職
務
を
行
う
者
を
含
む
。
）
が
す
る
処
分
及
び
行
政
指

職
員
の
職
務
を
行
う
者
を
含
む
。
）
が
す
る
処
分
及
び
行
政
指

導
並
び
に
金
融
商
品
取
引
の
犯
則
事
件
に
関
す
る
法
令
（
他
の

導
並
び
に
金
融
商
品
取
引
の
犯
則
事
件
に
関
す
る
法
令
に
基
づ

法
令
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
に
基
づ
い
て
証
券

い
て
証
券
取
引
等
監
視
委
員
会
、
そ
の
職
員
（
当
該
法
令
に
お

取
引
等
監
視
委
員
会
、
そ
の
職
員
（
当
該
法
令
に
お
い
て
そ
の

い
て
そ
の
職
員
と
み
な
さ
れ
る
者
を
含
む
。
）
、
財
務
局
長
又

職
員
と
み
な
さ
れ
る
者
を
含
む
。
）
、
財
務
局
長
又
は
財
務
支

は
財
務
支
局
長
が
す
る
処
分
及
び
行
政
指
導

局
長
が
す
る
処
分
及
び
行
政
指
導

七
～
十
四

（
略
）

七
～
十
四

（
略
）

十
五

審
査
請
求
、
再
調
査
の
請
求
そ
の
他
の
不
服
申
立
て
に
対

十
五

審
査
請
求
、
異
議
申
立
て
そ
の
他
の
不
服
申
立
て
に
対
す

す
る
行
政
庁
の
裁
決
、
決
定
そ
の
他
の
処
分

る
行
政
庁
の
裁
決
、
決
定
そ
の
他
の
処
分

十
六

（
略
）

十
六

（
略
）

２
・
３

（
略
）

２
・
３

（
略
）

（
聴
聞
の
主
宰
）

（
聴
聞
の
主
宰
）

第
十
九
条

（
略
）

第
十
九
条

（
略
）

２

次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
は
、
聴
聞
を
主
宰
す
る

２

次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
は
、
聴
聞
を
主
宰
す
る

こ
と
が
で
き
な
い
。

こ
と
が
で
き
な
い
。

一
～
三

（
略
）

一
～
三

（
略
）

四

前
三
号
に
規
定
す
る
者
で
あ
っ
た
者

四

前
三
号
に
規
定
す
る
者
で
あ
っ
た
こ
と
の
あ
る
者

五
・
六

（
略
）

五
・
六

（
略
）
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（
審
査
請
求
の
制
限
）

（
不
服
申
立
て
の
制
限
）

第
二
十
七
条

こ
の
節
の
規
定
に
基
づ
く
処
分
又
は
そ
の
不
作
為
に

第
二
十
七
条

行
政
庁
又
は
主
宰
者
が
こ
の
節
の
規
定
に
基
づ
い
て

つ
い
て
は
、
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

し
た
処
分
に
つ
い
て
は
、
行
政
不
服
審
査
法
（
昭
和
三
十
七
年
法

律
第
百
六
十
号
）
に
よ
る
不
服
申
立
て
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い

。

〔
削
除
〕

２

聴
聞
を
経
て
さ
れ
た
不
利
益
処
分
に
つ
い
て
は
、
当
事
者
及
び

参
加
人
は
、
行
政
不
服
審
査
法
に
よ
る
異
議
申
立
て
を
す
る
こ
と

が
で
き
な
い
。
た
だ
し
、
第
十
五
条
第
三
項
後
段
の
規
定
に
よ
り

当
該
通
知
が
到
達
し
た
も
の
と
み
な
さ
れ
る
結
果
当
事
者
の
地
位

を
取
得
し
た
者
で
あ
っ
て
同
項
に
規
定
す
る
同
条
第
一
項
第
三
号

（
第
二
十
二
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
に

掲
げ
る
聴
聞
の
期
日
の
い
ず
れ
に
も
出
頭
し
な
か
っ
た
者
に
つ
い

て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。
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○

政
党
助
成
法
（
平
成
六
年
法
律
第
五
号
）
（
第
五
十
五
条
関
係
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
審
査
請
求
の
制
限
）

（
行
政
不
服
審
査
法
に
よ
る
不
服
申
立
て
の
制
限
）

第
三
十
九
条

こ
の
法
律
の
規
定
に
よ
る
処
分
そ
の
他
公
権
力
の
行

第
三
十
九
条

こ
の
法
律
の
規
定
に
よ
る
処
分
そ
の
他
公
権
力
の
行

使
に
当
た
る
行
為
又
は
そ
の
不
作
為
に
つ
い
て
は
、
審
査
請
求
を

使
に
当
た
る
行
為
に
つ
い
て
は
、
行
政
不
服
審
査
法
（
昭
和
三
十

す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

七
年
法
律
第
百
六
十
号
）
に
よ
る
不
服
申
立
て
を
す
る
こ
と
が
で

き
な
い
。
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○

行
政
機
関
の
保
有
す
る
情
報
の
公
開
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
一
年
法
律
第
四
十
二
号
）
（
第
五
十
六
条
関
係
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

目
次

目
次

第
一
章
・
第
二
章

（
略
）

第
一
章
・
第
二
章

（
略
）

第
三
章

審
査
請
求
等
（
第
十
八
条
―
第
二
十
一
条
）

第
三
章

不
服
申
立
て
等
（
第
十
八
条
―
第
二
十
一
条
）

第
四
章

（
略
）

第
四
章

（
略
）

附
則

附
則

（
第
三
者
に
対
す
る
意
見
書
提
出
の
機
会
の
付
与
等
）

（
第
三
者
に
対
す
る
意
見
書
提
出
の
機
会
の
付
与
等
）

第
十
三
条

開
示
請
求
に
係
る
行
政
文
書
に
国
、
独
立
行
政
法
人
等

第
十
三
条

開
示
請
求
に
係
る
行
政
文
書
に
国
、
独
立
行
政
法
人
等

、
地
方
公
共
団
体
、
地
方
独
立
行
政
法
人
及
び
開
示
請
求
者
以
外

、
地
方
公
共
団
体
、
地
方
独
立
行
政
法
人
及
び
開
示
請
求
者
以
外

の
者
（
以
下
こ
の
条
、
第
十
九
条
第
二
項
及
び
第
二
十
条
第
一
項

の
者
（
以
下
こ
の
条
、
第
十
九
条
及
び
第
二
十
条
に
お
い
て
「
第

に
お
い
て
「
第
三
者
」
と
い
う
。
）
に
関
す
る
情
報
が
記
録
さ
れ

三
者
」
と
い
う
。
）
に
関
す
る
情
報
が
記
録
さ
れ
て
い
る
と
き
は

て
い
る
と
き
は
、
行
政
機
関
の
長
は
、
開
示
決
定
等
を
す
る
に
当

、
行
政
機
関
の
長
は
、
開
示
決
定
等
を
す
る
に
当
た
っ
て
、
当
該

た
っ
て
、
当
該
情
報
に
係
る
第
三
者
に
対
し
、
開
示
請
求
に
係
る

情
報
に
係
る
第
三
者
に
対
し
、
開
示
請
求
に
係
る
行
政
文
書
の
表

行
政
文
書
の
表
示
そ
の
他
政
令
で
定
め
る
事
項
を
通
知
し
て
、
意

示
そ
の
他
政
令
で
定
め
る
事
項
を
通
知
し
て
、
意
見
書
を
提
出
す

見
書
を
提
出
す
る
機
会
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

る
機
会
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

（
略
）

２

（
略
）

３

行
政
機
関
の
長
は
、
前
二
項
の
規
定
に
よ
り
意
見
書
の
提
出
の

３

行
政
機
関
の
長
は
、
前
二
項
の
規
定
に
よ
り
意
見
書
の
提
出
の

機
会
を
与
え
ら
れ
た
第
三
者
が
当
該
行
政
文
書
の
開
示
に
反
対
の

機
会
を
与
え
ら
れ
た
第
三
者
が
当
該
行
政
文
書
の
開
示
に
反
対
の

意
思
を
表
示
し
た
意
見
書
を
提
出
し
た
場
合
に
お
い
て
、
開
示
決

意
思
を
表
示
し
た
意
見
書
を
提
出
し
た
場
合
に
お
い
て
、
開
示
決

定
を
す
る
と
き
は
、
開
示
決
定
の
日
と
開
示
を
実
施
す
る
日
と
の

定
を
す
る
と
き
は
、
開
示
決
定
の
日
と
開
示
を
実
施
す
る
日
と
の

間
に
少
な
く
と
も
二
週
間
を
置
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場

間
に
少
な
く
と
も
二
週
間
を
置
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場

合
に
お
い
て
、
行
政
機
関
の
長
は
、
開
示
決
定
後
直
ち
に
、
当
該

合
に
お
い
て
、
行
政
機
関
の
長
は
、
開
示
決
定
後
直
ち
に
、
当
該

意
見
書
（
第
十
九
条
に
お
い
て
「
反
対
意
見
書
」
と
い
う
。
）
を

意
見
書
（
第
十
八
条
及
び
第
十
九
条
に
お
い
て
「
反
対
意
見
書
」

提
出
し
た
第
三
者
に
対
し
、
開
示
決
定
を
し
た
旨
及
び
そ
の
理
由

と
い
う
。
）
を
提
出
し
た
第
三
者
に
対
し
、
開
示
決
定
を
し
た
旨

並
び
に
開
示
を
実
施
す
る
日
を
書
面
に
よ
り
通
知
し
な
け
れ
ば
な

及
び
そ
の
理
由
並
び
に
開
示
を
実
施
す
る
日
を
書
面
に
よ
り
通
知

ら
な
い
。

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
三
章

審
査
請
求
等

第
三
章

不
服
申
立
て
等

（
審
理
員
に
よ
る
審
理
手
続
に
関
す
る
規
定
の
適
用
除
外
等
）

（
審
査
会
へ
の
諮
問
）
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第
十
八
条

開
示
決
定
等
又
は
開
示
請
求
に
係
る
不
作
為
に
係
る
審

第
十
八
条

開
示
決
定
等
に
つ
い
て
行
政
不
服
審
査
法
（
昭
和
三
十

査
請
求
に
つ
い
て
は
、
行
政
不
服
審
査
法
（
平
成
二
十
六
年
法
律

七
年
法
律
第
百
六
十
号
）
に
よ
る
不
服
申
立
て
が
あ
っ
た
と
き
は

第

号
）
第
九
条
、
第
十
七
条
、
第
二
十
四
条
、
第
二
章
第

、
当
該
不
服
申
立
て
に
対
す
る
裁
決
又
は
決
定
を
す
べ
き
行
政
機

三
節
及
び
第
四
節
並
び
に
第
五
十
条
第
二
項
の
規
定
は
、
適
用
し

関
の
長
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
を
除
き
、

な
い
。

情
報
公
開
・
個
人
情
報
保
護
審
査
会
（
不
服
申
立
て
に
対
す
る
裁

２

開
示
決
定
等
又
は
開
示
請
求
に
係
る
不
作
為
に
係
る
審
査
請
求

決
又
は
決
定
を
す
べ
き
行
政
機
関
の
長
が
会
計
検
査
院
の
長
で
あ

に
つ
い
て
の
行
政
不
服
審
査
法
第
二
章
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て

る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
別
に
法
律
で
定
め
る
審
査
会
）
に
諮
問
し

は
、
同
法
第
十
一
条
第
二
項
中
「
第
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

指
名
さ
れ
た
者
（
以
下
「
審
理
員
」
と
い
う
。
）
」
と
あ
る
の
は

一

不
服
申
立
て
が
不
適
法
で
あ
り
、
却
下
す
る
と
き
。

「
第
四
条
（
行
政
機
関
の
保
有
す
る
情
報
の
公
開
に
関
す
る
法
律

二

裁
決
又
は
決
定
で
、
不
服
申
立
て
に
係
る
開
示
決
定
等
（
開

（
平
成
十
一
年
法
律
第
四
十
二
号
）
第
二
十
条
第
二
項
の
規
定
に

示
請
求
に
係
る
行
政
文
書
の
全
部
を
開
示
す
る
旨
の
決
定
を
除

基
づ
く
政
令
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
り
審
査
請
求
が
さ
れ
た
行

く
。
以
下
こ
の
号
及
び
第
二
十
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
取
り

政
庁
（
第
十
四
条
の
規
定
に
よ
り
引
継
ぎ
を
受
け
た
行
政
庁
を
含

消
し
又
は
変
更
し
、
当
該
不
服
申
立
て
に
係
る
行
政
文
書
の
全

む
。
以
下
「
審
査
庁
」
と
い
う
。
）
」
と
、
同
法
第
十
三
条
第
一

部
を
開
示
す
る
こ
と
と
す
る
と
き
。
た
だ
し
、
当
該
開
示
決
定

項
及
び
第
二
項
中
「
審
理
員
」
と
あ
る
の
は
「
審
査
庁
」
と
、
同

等
に
つ
い
て
反
対
意
見
書
が
提
出
さ
れ
て
い
る
と
き
を
除
く
。

法
第
二
十
五
条
第
七
項
中
「
あ
っ
た
と
き
、
又
は
審
理
員
か
ら
第

四
十
条
に
規
定
す
る
執
行
停
止
を
す
べ
き
旨
の
意
見
書
が
提
出
さ

れ
た
と
き
」
と
あ
る
の
は
「
あ
っ
た
と
き
」
と
、
同
法
第
四
十
四

条
中
「
行
政
不
服
審
査
会
等
」
と
あ
る
の
は
「
情
報
公
開
・
個
人

情
報
保
護
審
査
会
（
審
査
庁
が
会
計
検
査
院
の
長
で
あ
る
場
合
に

あ
っ
て
は
、
別
に
法
律
で
定
め
る
審
査
会
。
第
五
十
条
第
一
項
第

四
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
」
と
、
「
受
け
た
と
き
（
前
条
第
一
項

の
規
定
に
よ
る
諮
問
を
要
し
な
い
場
合
（
同
項
第
二
号
又
は
第
三

号
に
該
当
す
る
場
合
を
除
く
。
）
に
あ
っ
て
は
審
理
員
意
見
書
が

提
出
さ
れ
た
と
き
、
同
項
第
二
号
又
は
第
三
号
に
該
当
す
る
場
合

に
あ
っ
て
は
同
項
第
二
号
又
は
第
三
号
に
規
定
す
る
議
を
経
た
と

き
）
」
と
あ
る
の
は
「
受
け
た
と
き
」
と
、
同
法
第
五
十
条
第
一

項
第
四
号
中
「
審
理
員
意
見
書
又
は
行
政
不
服
審
査
会
等
若
し
く

は
審
議
会
等
」
と
あ
る
の
は
「
情
報
公
開
・
個
人
情
報
保
護
審
査

会
」
と
す
る
。

（
審
査
会
へ
の
諮
問
）

（
諮
問
を
し
た
旨
の
通
知
）

第
十
九
条

開
示
決
定
等
又
は
開
示
請
求
に
係
る
不
作
為
に
つ
い
て

第
十
九
条

〔
新
設
〕
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審
査
請
求
が
あ
っ
た
と
き
は
、
当
該
審
査
請
求
に
対
す
る
裁
決
を

す
べ
き
行
政
機
関
の
長
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る

場
合
を
除
き
、
情
報
公
開
・
個
人
情
報
保
護
審
査
会
（
審
査
請
求

に
対
す
る
裁
決
を
す
べ
き
行
政
機
関
の
長
が
会
計
検
査
院
の
長
で

あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
別
に
法
律
で
定
め
る
審
査
会
）
に
諮
問

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

審
査
請
求
が
不
適
法
で
あ
り
、
却
下
す
る
場
合

二

裁
決
で
、
審
査
請
求
の
全
部
を
認
容
し
、
当
該
審
査
請
求
に

係
る
行
政
文
書
の
全
部
を
開
示
す
る
こ
と
と
す
る
場
合
（
当
該

行
政
文
書
の
開
示
に
つ
い
て
反
対
意
見
書
が
提
出
さ
れ
て
い
る

場
合
を
除
く
。
）

２

前
項
の
規
定
に
よ
り
諮
問
を
し
た
行
政
機
関
の
長
は
、
次
に
掲

前
条
の
規
定
に
よ
り
諮
問
を
し
た
行
政
機
関
の
長
は
、
次
に
掲

げ
る
者
に
対
し
、
諮
問
を
し
た
旨
を
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

げ
る
者
に
対
し
、
諮
問
を
し
た
旨
を
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

。

。

一

審
査
請
求
人
及
び
参
加
人
（
行
政
不
服
審
査
法
第
十
三
条
第

一

不
服
申
立
人
及
び
参
加
人

四
項
に
規
定
す
る
参
加
人
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
及
び
次
条
第

一
項
第
二
号
に
お
い
て
同
じ
。
）

二

開
示
請
求
者
（
開
示
請
求
者
が
審
査
請
求
人
又
は
参
加
人
で

二

開
示
請
求
者
（
開
示
請
求
者
が
不
服
申
立
人
又
は
参
加
人
で

あ
る
場
合
を
除
く
。
）

あ
る
場
合
を
除
く
。
）

三

当
該
審
査
請
求
に
係
る
行
政
文
書
の
開
示
に
つ
い
て
反
対
意

三

当
該
不
服
申
立
て
に
係
る
開
示
決
定
等
に
つ
い
て
反
対
意
見

見
書
を
提
出
し
た
第
三
者
（
当
該
第
三
者
が
審
査
請
求
人
又
は

書
を
提
出
し
た
第
三
者
（
当
該
第
三
者
が
不
服
申
立
人
又
は
参

参
加
人
で
あ
る
場
合
を
除
く
。
）

加
人
で
あ
る
場
合
を
除
く
。
）

（
第
三
者
か
ら
の
審
査
請
求
を
棄
却
す
る
場
合
等
に
お
け
る
手
続

（
第
三
者
か
ら
の
不
服
申
立
て
を
棄
却
す
る
場
合
等
に
お
け
る
手

等
）

続
）

第
二
十
条

第
十
三
条
第
三
項
の
規
定
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か

第
二
十
条

第
十
三
条
第
三
項
の
規
定
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か

に
該
当
す
る
裁
決
を
す
る
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

に
該
当
す
る
裁
決
又
は
決
定
を
す
る
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

一

開
示
決
定
に
対
す
る
第
三
者
か
ら
の
審
査
請
求
を
却
下
し
、

一

開
示
決
定
に
対
す
る
第
三
者
か
ら
の
不
服
申
立
て
を
却
下
し

又
は
棄
却
す
る
裁
決

、
又
は
棄
却
す
る
裁
決
又
は
決
定

二

審
査
請
求
に
係
る
開
示
決
定
等
（
開
示
請
求
に
係
る
行
政
文

二

不
服
申
立
て
に
係
る
開
示
決
定
等
を
変
更
し
、
当
該
開
示
決

書
の
全
部
を
開
示
す
る
旨
の
決
定
を
除
く
。
）
を
変
更
し
、
当

定
等
に
係
る
行
政
文
書
を
開
示
す
る
旨
の
裁
決
又
は
決
定
（
第

該
審
査
請
求
に
係
る
行
政
文
書
を
開
示
す
る
旨
の
裁
決
（
第
三

三
者
で
あ
る
参
加
人
が
当
該
行
政
文
書
の
開
示
に
反
対
の
意
思

者
で
あ
る
参
加
人
が
当
該
行
政
文
書
の
開
示
に
反
対
の
意
思
を

を
表
示
し
て
い
る
場
合
に
限
る
。
）
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表
示
し
て
い
る
場
合
に
限
る
。
）

２

開
示
決
定
等
又
は
開
示
請
求
に
係
る
不
作
為
に
つ
い
て
の
審
査

〔
新
設
〕

請
求
に
つ
い
て
は
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
行
政
不
服

審
査
法
第
四
条
の
規
定
の
特
例
を
設
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
訴
訟
の
移
送
の
特
例
）

（
訴
訟
の
移
送
の
特
例
）

第
二
十
一
条

行
政
事
件
訴
訟
法
（
昭
和
三
十
七
年
法
律
第
百
三
十

第
二
十
一
条

行
政
事
件
訴
訟
法
（
昭
和
三
十
七
年
法
律
第
百
三
十

九
号
）
第
十
二
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
同
項
に
規
定
す
る
特
定

九
号
）
第
十
二
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
同
項
に
規
定
す
る
特
定

管
轄
裁
判
所
に
開
示
決
定
等
の
取
消
し
を
求
め
る
訴
訟
又
は
開
示

管
轄
裁
判
所
に
開
示
決
定
等
の
取
消
し
を
求
め
る
訴
訟
又
は
開
示

決
定
等
若
し
く
は
開
示
請
求
に
係
る
不
作
為
に
係
る
審
査
請
求
に

決
定
等
に
係
る
不
服
申
立
て
に
対
す
る
裁
決
若
し
く
は
決
定
の
取

対
す
る
裁
決
の
取
消
し
を
求
め
る
訴
訟
（
次
項
及
び
附
則
第
二
項

消
し
を
求
め
る
訴
訟
（
次
項
及
び
附
則
第
二
項
に
お
い
て
「
情
報

に
お
い
て
「
情
報
公
開
訴
訟
」
と
い
う
。
）
が
提
起
さ
れ
た
場
合

公
開
訴
訟
」
と
い
う
。
）
が
提
起
さ
れ
た
場
合
に
お
い
て
は
、
同

に
お
い
て
は
、
同
法
第
十
二
条
第
五
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、

法
第
十
二
条
第
五
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
他
の
裁
判
所
に
同

他
の
裁
判
所
に
同
一
又
は
同
種
若
し
く
は
類
似
の
行
政
文
書
に
係

一
又
は
同
種
若
し
く
は
類
似
の
行
政
文
書
に
係
る
開
示
決
定
等
又

る
開
示
決
定
等
又
は
開
示
決
定
等
若
し
く
は
開
示
請
求
に
係
る
不

は
こ
れ
に
係
る
不
服
申
立
て
に
対
す
る
裁
決
若
し
く
は
決
定
に
係

作
為
に
係
る
審
査
請
求
に
対
す
る
裁
決
に
係
る
抗
告
訴
訟
（
同
法

る
抗
告
訴
訟
（
同
法
第
三
条
第
一
項
に
規
定
す
る
抗
告
訴
訟
を
い

第
三
条
第
一
項
に
規
定
す
る
抗
告
訴
訟
を
い
う
。
次
項
に
お
い
て

う
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
が
係
属
し
て
い
る
と
き
は
、
当
該

同
じ
。
）
が
係
属
し
て
い
る
と
き
は
、
当
該
特
定
管
轄
裁
判
所
は

特
定
管
轄
裁
判
所
は
、
当
事
者
の
住
所
又
は
所
在
地
、
尋
問
を
受

、
当
事
者
の
住
所
又
は
所
在
地
、
尋
問
を
受
け
る
べ
き
証
人
の
住

け
る
べ
き
証
人
の
住
所
、
争
点
又
は
証
拠
の
共
通
性
そ
の
他
の
事

所
、
争
点
又
は
証
拠
の
共
通
性
そ
の
他
の
事
情
を
考
慮
し
て
、
相

情
を
考
慮
し
て
、
相
当
と
認
め
る
と
き
は
、
申
立
て
に
よ
り
又
は

当
と
認
め
る
と
き
は
、
申
立
て
に
よ
り
又
は
職
権
で
、
訴
訟
の
全

職
権
で
、
訴
訟
の
全
部
又
は
一
部
に
つ
い
て
、
当
該
他
の
裁
判
所

部
又
は
一
部
に
つ
い
て
、
当
該
他
の
裁
判
所
又
は
同
法
第
十
二
条

又
は
同
法
第
十
二
条
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
に
定
め
る
裁
判
所

第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
に
定
め
る
裁
判
所
に
移
送
す
る
こ
と
が

に
移
送
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

で
き
る
。

２

前
項
の
規
定
は
、
行
政
事
件
訴
訟
法
第
十
二
条
第
四
項
の
規
定

２

前
項
の
規
定
は
、
行
政
事
件
訴
訟
法
第
十
二
条
第
四
項
の
規
定

に
よ
り
同
項
に
規
定
す
る
特
定
管
轄
裁
判
所
に
開
示
決
定
等
又
は

に
よ
り
同
項
に
規
定
す
る
特
定
管
轄
裁
判
所
に
開
示
決
定
等
又
は

開
示
決
定
等
若
し
く
は
開
示
請
求
に
係
る
不
作
為
に
係
る
審
査
請

こ
れ
に
係
る
不
服
申
立
て
に
対
す
る
裁
決
若
し
く
は
決
定
に
係
る

求
に
対
す
る
裁
決
に
係
る
抗
告
訴
訟
で
情
報
公
開
訴
訟
以
外
の
も

抗
告
訴
訟
で
情
報
公
開
訴
訟
以
外
の
も
の
が
提
起
さ
れ
た
場
合
に

の
が
提
起
さ
れ
た
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

つ
い
て
準
用
す
る
。
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○

総
務
省
設
置
法
（
平
成
十
一
年
法
律
第
九
十
一
号
）
（
第
五
十
七
条
関
係
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

目
次

目
次

第
一
章
・
第
二
章

（
略
）

第
一
章
・
第
二
章

（
略
）

第
三
章

本
省
に
置
か
れ
る
職
及
び
機
関

第
三
章

本
省
に
置
か
れ
る
職
及
び
機
関

第
一
節

（
略
）

第
一
節

（
略
）

第
二
節

審
議
会
等

第
二
節

審
議
会
等

第
一
款

（
略
）

第
一
款

（
略
）

第
二
款

地
方
財
政
審
議
会
（
第
九
条
―
第
十
七
条
）

第
二
款

地
方
財
政
審
議
会
（
第
九
条
―
第
十
七
条
）

第
二
款
の
二

行
政
不
服
審
査
会
（
第
十
七
条
の
二
）

〔
新
設
〕

第
三
款
～
第
六
款

（
略
）

第
三
款
～
第
六
款

（
略
）

第
三
節
・
第
四
節

（
略
）

第
三
節
・
第
四
節

（
略
）

第
四
章

（
略
）

第
四
章

（
略
）

附
則

附
則

第
八
条

（
略
）

第
八
条

（
略
）

２

前
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
別
に
法
律
で
定
め
る
と
こ
ろ
に

２

前
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
別
に
法
律
で
定
め
る
と
こ
ろ
に

よ
り
総
務
省
に
置
か
れ
る
審
議
会
等
で
本
省
に
置
か
れ
る
も
の
は

よ
り
総
務
省
に
置
か
れ
る
審
議
会
等
で
本
省
に
置
か
れ
る
も
の
は

、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

行
政
不
服
審
査
会

〔
新
設
〕

国
地
方
係
争
処
理
委
員
会

国
地
方
係
争
処
理
委
員
会

電
気
通
信
紛
争
処
理
委
員
会

電
気
通
信
紛
争
処
理
委
員
会

電
波
監
理
審
議
会

電
波
監
理
審
議
会

独
立
行
政
法
人
評
価
委
員
会

独
立
行
政
法
人
評
価
委
員
会

第
二
款

地
方
財
政
審
議
会

第
二
款

地
方
財
政
審
議
会

第
九
条
～
第
十
七
条

（
略
）

第
九
条
～
第
十
七
条

（
略
）

第
二
款
の
二

行
政
不
服
審
査
会

〔
新
設
〕

第
十
七
条
の
二

行
政
不
服
審
査
会
に
つ
い
て
は
、
行
政
不
服
審
査

法
（
平
成
二
十
六
年
法
律
第

号
。
こ
れ
に
基
づ
く
命
令
を
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含
む
。
）
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。
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○

特
定
機
器
に
係
る
適
合
性
評
価
手
続
の
結
果
の
外
国
と
の
相
互
承
認
の
実
施
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
三
年
法
律
第
百
十
一
号
）

（
第
五
十
八
条
関
係
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
審
査
請
求
）

（
審
査
請
求
）

第
四
十
一
条

こ
の
法
律
の
規
定
に
よ
る
機
構
又
は
指
定
調
査
機
関

第
四
十
一
条

こ
の
法
律
の
規
定
に
よ
る
機
構
又
は
指
定
調
査
機
関

の
処
分
又
は
そ
の
不
作
為
に
つ
い
て
不
服
が
あ
る
者
は
、
主
務
大

の
処
分
又
は
不
作
為
に
つ
い
て
不
服
が
あ
る
者
は
、
主
務
大
臣
に

臣
に
対
し
、
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お

対
し
、
行
政
不
服
審
査
法
（
昭
和
三
十
七
年
法
律
第
百
六
十
号
）

い
て
、
主
務
大
臣
は
、
行
政
不
服
審
査
法
（
平
成
二
十
六
年
法
律

に
よ
る
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第

号
）
第
二
十
五
条
第
二
項
及
び
第
三
項
、
第
四
十
六
条

第
一
項
及
び
第
二
項
、
第
四
十
七
条
並
び
に
第
四
十
九
条
第
三
項

の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
機
構
又
は
指
定
調
査
機
関
の
上
級

行
政
庁
と
み
な
す
。
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○

独
立
行
政
法
人
等
の
保
有
す
る
情
報
の
公
開
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
三
年
法
律
第
百
四
十
号
）
（
第
五
十
九
条
関
係
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

目
次

目
次

第
一
章
・
第
二
章

（
略
）

第
一
章
・
第
二
章

（
略
）

第
三
章

審
査
請
求
等
（
第
十
八
条
―
第
二
十
一
条
）

第
三
章

異
議
申
立
て
等
（
第
十
八
条
―
第
二
十
一
条
）

第
四
章
・
第
五
章

（
略
）

第
四
章
・
第
五
章

（
略
）

附
則

附
則

（
第
三
者
に
対
す
る
意
見
書
提
出
の
機
会
の
付
与
等
）

（
第
三
者
に
対
す
る
意
見
書
提
出
の
機
会
の
付
与
等
）

第
十
四
条

開
示
請
求
に
係
る
法
人
文
書
に
国
、
独
立
行
政
法
人
等

第
十
四
条

開
示
請
求
に
係
る
法
人
文
書
に
国
、
独
立
行
政
法
人
等

、
地
方
公
共
団
体
、
地
方
独
立
行
政
法
人
及
び
開
示
請
求
者
以
外

、
地
方
公
共
団
体
、
地
方
独
立
行
政
法
人
及
び
開
示
請
求
者
以
外

の
者
（
以
下
こ
の
条
、
第
十
九
条
第
二
項
及
び
第
二
十
条
に
お
い

の
者
（
以
下
こ
の
条
、
第
十
九
条
及
び
第
二
十
条
に
お
い
て
「
第

て
「
第
三
者
」
と
い
う
。
）
に
関
す
る
情
報
が
記
録
さ
れ
て
い
る

三
者
」
と
い
う
。
）
に
関
す
る
情
報
が
記
録
さ
れ
て
い
る
と
き
は

と
き
は
、
独
立
行
政
法
人
等
は
、
開
示
決
定
等
を
す
る
に
当
た
っ

、
独
立
行
政
法
人
等
は
、
開
示
決
定
等
を
す
る
に
当
た
っ
て
、
当

て
、
当
該
情
報
に
係
る
第
三
者
に
対
し
、
開
示
請
求
に
係
る
法
人

該
情
報
に
係
る
第
三
者
に
対
し
、
開
示
請
求
に
係
る
法
人
文
書
の

文
書
の
表
示
そ
の
他
政
令
で
定
め
る
事
項
を
通
知
し
て
、
意
見
書

表
示
そ
の
他
政
令
で
定
め
る
事
項
を
通
知
し
て
、
意
見
書
を
提
出

を
提
出
す
る
機
会
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

す
る
機
会
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

（
略
）

２

（
略
）

３

独
立
行
政
法
人
等
は
、
前
二
項
の
規
定
に
よ
り
意
見
書
の
提
出

３

独
立
行
政
法
人
等
は
、
前
二
項
の
規
定
に
よ
り
意
見
書
の
提
出

の
機
会
を
与
え
ら
れ
た
第
三
者
が
当
該
法
人
文
書
の
開
示
に
反
対

の
機
会
を
与
え
ら
れ
た
第
三
者
が
当
該
法
人
文
書
の
開
示
に
反
対

の
意
思
を
表
示
し
た
意
見
書
を
提
出
し
た
場
合
に
お
い
て
、
開
示

の
意
思
を
表
示
し
た
意
見
書
を
提
出
し
た
場
合
に
お
い
て
、
開
示

決
定
を
す
る
と
き
は
、
開
示
決
定
の
日
と
開
示
を
実
施
す
る
日
と

決
定
を
す
る
と
き
は
、
開
示
決
定
の
日
と
開
示
を
実
施
す
る
日
と

の
間
に
少
な
く
と
も
二
週
間
を
置
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の

の
間
に
少
な
く
と
も
二
週
間
を
置
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の

場
合
に
お
い
て
、
独
立
行
政
法
人
等
は
、
開
示
決
定
後
直
ち
に
、

場
合
に
お
い
て
、
独
立
行
政
法
人
等
は
、
開
示
決
定
後
直
ち
に
、

当
該
意
見
書
（
第
十
九
条
に
お
い
て
「
反
対
意
見
書
」
と
い
う
。

当
該
意
見
書
（
第
十
八
条
及
び
第
十
九
条
に
お
い
て
「
反
対
意
見

）
を
提
出
し
た
第
三
者
に
対
し
、
開
示
決
定
を
し
た
旨
及
び
そ
の

書
」
と
い
う
。
）
を
提
出
し
た
第
三
者
に
対
し
、
開
示
決
定
を
し

理
由
並
び
に
開
示
を
実
施
す
る
日
を
書
面
に
よ
り
通
知
し
な
け
れ

た
旨
及
び
そ
の
理
由
並
び
に
開
示
を
実
施
す
る
日
を
書
面
に
よ
り

ば
な
ら
な
い
。

通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
三
章

審
査
請
求
等

第
三
章

異
議
申
立
て
等

（
審
査
請
求
及
び
審
理
員
に
よ
る
審
理
手
続
に
関
す
る
規
定
の
適

（
異
議
申
立
て
及
び
情
報
公
開
・
個
人
情
報
保
護
審
査
会
へ
の
諮
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用
除
外
等
）

問
）

第
十
八
条

開
示
決
定
等
又
は
開
示
請
求
に
係
る
不
作
為
に
つ
い
て

第
十
八
条

開
示
決
定
等
又
は
開
示
請
求
に
係
る
不
作
為
に
つ
い
て

不
服
が
あ
る
者
は
、
独
立
行
政
法
人
等
に
対
し
、
審
査
請
求
を
す

不
服
が
あ
る
者
は
、
独
立
行
政
法
人
等
に
対
し
、
行
政
不
服
審
査

る
こ
と
が
で
き
る
。

法
（
昭
和
三
十
七
年
法
律
第
百
六
十
号
）
に
よ
る
異
議
申
立
て
を

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

開
示
決
定
等
又
は
開
示
請
求
に
係
る
不
作
為
に
係
る
審
査
請
求

２

開
示
決
定
等
に
つ
い
て
異
議
申
立
て
が
あ
っ
た
と
き
は
、
独
立

に
つ
い
て
は
、
行
政
不
服
審
査
法
（
平
成
二
十
六
年
法
律
第

行
政
法
人
等
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
を
除

号
）
第
九
条
、
第
十
七
条
、
第
二
十
四
条
、
第
二
章
第
三
節
及

き
、
情
報
公
開
・
個
人
情
報
保
護
審
査
会
に
諮
問
し
な
け
れ
ば
な

び
第
五
十
条
第
二
項
の
規
定
は
、
適
用
し
な
い
。

ら
な
い
。

一

異
議
申
立
て
が
不
適
法
で
あ
り
、
却
下
す
る
と
き
。

二

決
定
で
、
異
議
申
立
て
に
係
る
開
示
決
定
等
（
開
示
請
求
に

係
る
法
人
文
書
の
全
部
を
開
示
す
る
旨
の
決
定
を
除
く
。
以
下

こ
の
号
及
び
第
二
十
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
取
り
消
し
又
は

変
更
し
、
当
該
異
議
申
立
て
に
係
る
法
人
文
書
の
全
部
を
開
示

す
る
こ
と
と
す
る
と
き
。
た
だ
し
、
当
該
開
示
決
定
等
に
つ
い

て
反
対
意
見
書
が
提
出
さ
れ
て
い
る
と
き
を
除
く
。

３

開
示
決
定
等
又
は
開
示
請
求
に
係
る
不
作
為
に
係
る
審
査
請
求

〔
新
設
〕

に
つ
い
て
の
行
政
不
服
審
査
法
第
二
章
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て

は
、
同
法
第
十
一
条
第
二
項
中
「
第
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り

指
名
さ
れ
た
者
（
以
下
「
審
理
員
」
と
い
う
。
）
」
と
あ
る
の
は

「
第
四
条
の
規
定
に
よ
り
審
査
請
求
が
さ
れ
た
行
政
庁
（
第
十
四

条
の
規
定
に
よ
り
引
継
ぎ
を
受
け
た
行
政
庁
を
含
む
。
以
下
「
審

査
庁
」
と
い
う
。
）
」
と
、
同
法
第
十
三
条
第
一
項
及
び
第
二
項

中
「
審
理
員
」
と
あ
る
の
は
「
審
査
庁
」
と
、
同
法
第
二
十
五
条

第
七
項
中
「
あ
っ
た
と
き
、
又
は
審
理
員
か
ら
第
四
十
条
に
規
定

す
る
執
行
停
止
を
す
べ
き
旨
の
意
見
書
が
提
出
さ
れ
た
と
き
」
と

あ
る
の
は
「
あ
っ
た
と
き
」
と
、
同
法
第
四
十
四
条
中
「
行
政
不

服
審
査
会
等
」
と
あ
る
の
は
「
情
報
公
開
・
個
人
情
報
保
護
審
査

会
」
と
、
「
受
け
た
と
き
（
前
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
諮
問
を

要
し
な
い
場
合
（
同
項
第
二
号
又
は
第
三
号
に
該
当
す
る
場
合
を

除
く
。
）
に
あ
っ
て
は
審
理
員
意
見
書
が
提
出
さ
れ
た
と
き
、
同

項
第
二
号
又
は
第
三
号
に
該
当
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
同
項
第
二
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号
又
は
第
三
号
に
規
定
す
る
議
を
経
た
と
き
）
」
と
あ
る
の
は
「

受
け
た
と
き
」
と
、
同
法
第
五
十
条
第
一
項
第
四
号
中
「
審
理
員

意
見
書
又
は
行
政
不
服
審
査
会
等
若
し
く
は
審
議
会
等
」
と
あ
る

の
は
「
情
報
公
開
・
個
人
情
報
保
護
審
査
会
」
と
す
る
。

（
情
報
公
開
・
個
人
情
報
保
護
審
査
会
へ
の
諮
問
）

（
諮
問
を
し
た
旨
の
通
知
）

第
十
九
条

開
示
決
定
等
又
は
開
示
請
求
に
係
る
不
作
為
に
つ
い
て

第
十
九
条

〔
新
設
〕

審
査
請
求
が
あ
っ
た
と
き
は
、
独
立
行
政
法
人
等
は
、
次
の
各
号

の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
を
除
き
、
情
報
公
開
・
個
人
情
報

保
護
審
査
会
に
諮
問
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

審
査
請
求
が
不
適
法
で
あ
り
、
却
下
す
る
場
合

二

裁
決
で
、
審
査
請
求
の
全
部
を
認
容
し
、
当
該
審
査
請
求
に

係
る
法
人
文
書
の
全
部
を
開
示
す
る
こ
と
と
す
る
場
合
（
当
該

法
人
文
書
の
開
示
に
つ
い
て
反
対
意
見
書
が
提
出
さ
れ
て
い
る

場
合
を
除
く
。
）

２

前
項
の
規
定
に
よ
り
諮
問
を
し
た
独
立
行
政
法
人
等
は
、
次
に

前
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
諮
問
を
し
た
独
立
行
政
法
人
等
は

掲
げ
る
者
に
対
し
、
諮
問
を
し
た
旨
を
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

、
次
に
掲
げ
る
者
に
対
し
、
諮
問
を
し
た
旨
を
通
知
し
な
け
れ
ば

い
。

な
ら
な
い
。

一

審
査
請
求
人
及
び
参
加
人
（
行
政
不
服
審
査
法
第
十
三
条
第

一

異
議
申
立
人
及
び
参
加
人

四
項
に
規
定
す
る
参
加
人
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
及
び
次
条
第

二
号
に
お
い
て
同
じ
。
）

二

開
示
請
求
者
（
開
示
請
求
者
が
審
査
請
求
人
又
は
参
加
人
で

二

開
示
請
求
者
（
開
示
請
求
者
が
異
議
申
立
人
又
は
参
加
人
で

あ
る
場
合
を
除
く
。
）

あ
る
場
合
を
除
く
。
）

三

当
該
審
査
請
求
に
係
る
法
人
文
書
の
開
示
に
つ
い
て
反
対
意

三

当
該
異
議
申
立
て
に
係
る
開
示
決
定
等
に
つ
い
て
反
対
意
見

見
書
を
提
出
し
た
第
三
者
（
当
該
第
三
者
が
審
査
請
求
人
又
は

書
を
提
出
し
た
第
三
者
（
当
該
第
三
者
が
異
議
申
立
人
又
は
参

参
加
人
で
あ
る
場
合
を
除
く
。
）

加
人
で
あ
る
場
合
を
除
く
。
）

（
第
三
者
か
ら
の
審
査
請
求
を
棄
却
す
る
場
合
等
に
お
け
る
手
続

（
第
三
者
か
ら
の
異
議
申
立
て
を
棄
却
す
る
場
合
等
に
お
け
る
手

）

続
）

第
二
十
条

第
十
四
条
第
三
項
の
規
定
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か

第
二
十
条

第
十
四
条
第
三
項
の
規
定
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か

に
該
当
す
る
裁
決
を
す
る
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

に
該
当
す
る
決
定
を
す
る
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

一

開
示
決
定
に
対
す
る
第
三
者
か
ら
の
審
査
請
求
を
却
下
し
、

一

開
示
決
定
に
対
す
る
第
三
者
か
ら
の
異
議
申
立
て
を
却
下
し

又
は
棄
却
す
る
裁
決

、
又
は
棄
却
す
る
決
定

二

審
査
請
求
に
係
る
開
示
決
定
等
（
開
示
請
求
に
係
る
法
人
文

二

異
議
申
立
て
に
係
る
開
示
決
定
等
を
変
更
し
、
当
該
開
示
決
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書
の
全
部
を
開
示
す
る
旨
の
決
定
を
除
く
。
）
を
変
更
し
、
当

定
等
に
係
る
法
人
文
書
を
開
示
す
る
旨
の
決
定
（
第
三
者
で
あ

該
審
査
請
求
に
係
る
法
人
文
書
を
開
示
す
る
旨
の
裁
決
（
第
三

る
参
加
人
が
当
該
法
人
文
書
の
開
示
に
反
対
の
意
思
を
表
示
し

者
で
あ
る
参
加
人
が
当
該
法
人
文
書
の
開
示
に
反
対
の
意
思
を

て
い
る
場
合
に
限
る
。
）

表
示
し
て
い
る
場
合
に
限
る
。
）

（
訴
訟
の
移
送
の
特
例
）

（
訴
訟
の
移
送
の
特
例
）

第
二
十
一
条

行
政
事
件
訴
訟
法
（
昭
和
三
十
七
年
法
律
第
百
三
十

第
二
十
一
条

行
政
事
件
訴
訟
法
（
昭
和
三
十
七
年
法
律
第
百
三
十

九
号
）
第
十
二
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
同
項
に
規
定
す
る
特
定

九
号
）
第
十
二
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
同
項
に
規
定
す
る
特
定

管
轄
裁
判
所
に
開
示
決
定
等
の
取
消
し
を
求
め
る
訴
訟
又
は
開
示

管
轄
裁
判
所
に
開
示
決
定
等
の
取
消
し
を
求
め
る
訴
訟
又
は
開
示

決
定
等
若
し
く
は
開
示
請
求
に
係
る
不
作
為
に
係
る
審
査
請
求
に

決
定
等
に
係
る
異
議
申
立
て
に
対
す
る
決
定
の
取
消
し
を
求
め
る

対
す
る
裁
決
の
取
消
し
を
求
め
る
訴
訟
（
次
項
及
び
附
則
第
二
条

訴
訟
（
次
項
及
び
附
則
第
二
条
に
お
い
て
「
情
報
公
開
訴
訟
」
と

に
お
い
て
「
情
報
公
開
訴
訟
」
と
い
う
。
）
が
提
起
さ
れ
た
場
合

い
う
。
）
が
提
起
さ
れ
た
場
合
に
お
い
て
は
、
同
法
第
十
二
条
第

に
お
い
て
は
、
同
法
第
十
二
条
第
五
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、

五
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
他
の
裁
判
所
に
同
一
又
は
同
種
若

他
の
裁
判
所
に
同
一
又
は
同
種
若
し
く
は
類
似
の
法
人
文
書
に
係

し
く
は
類
似
の
法
人
文
書
に
係
る
開
示
決
定
等
又
は
こ
れ
に
係
る

る
開
示
決
定
等
又
は
開
示
決
定
等
若
し
く
は
開
示
請
求
に
係
る
不

異
議
申
立
て
に
対
す
る
決
定
に
係
る
抗
告
訴
訟
（
同
法
第
三
条
第

作
為
に
係
る
審
査
請
求
に
対
す
る
裁
決
に
係
る
抗
告
訴
訟
（
同
法

一
項
に
規
定
す
る
抗
告
訴
訟
を
い
う
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。
）

第
三
条
第
一
項
に
規
定
す
る
抗
告
訴
訟
を
い
う
。
次
項
に
お
い
て

が
係
属
し
て
い
る
と
き
は
、
当
該
特
定
管
轄
裁
判
所
は
、
当
事
者

同
じ
。
）
が
係
属
し
て
い
る
と
き
は
、
当
該
特
定
管
轄
裁
判
所
は

の
住
所
又
は
所
在
地
、
尋
問
を
受
け
る
べ
き
証
人
の
住
所
、
争
点

、
当
事
者
の
住
所
又
は
所
在
地
、
尋
問
を
受
け
る
べ
き
証
人
の
住

又
は
証
拠
の
共
通
性
そ
の
他
の
事
情
を
考
慮
し
て
、
相
当
と
認
め

所
、
争
点
又
は
証
拠
の
共
通
性
そ
の
他
の
事
情
を
考
慮
し
て
、
相

る
と
き
は
、
申
立
て
に
よ
り
又
は
職
権
で
、
訴
訟
の
全
部
又
は
一

当
と
認
め
る
と
き
は
、
申
立
て
に
よ
り
又
は
職
権
で
、
訴
訟
の
全

部
に
つ
い
て
、
当
該
他
の
裁
判
所
又
は
同
法
第
十
二
条
第
一
項
か

部
又
は
一
部
に
つ
い
て
、
当
該
他
の
裁
判
所
又
は
同
法
第
十
二
条

ら
第
三
項
ま
で
に
定
め
る
裁
判
所
に
移
送
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
に
定
め
る
裁
判
所
に
移
送
す
る
こ
と
が

で
き
る
。

２

前
項
の
規
定
は
、
行
政
事
件
訴
訟
法
第
十
二
条
第
四
項
の
規
定

２

前
項
の
規
定
は
、
行
政
事
件
訴
訟
法
第
十
二
条
第
四
項
の
規
定

に
よ
り
同
項
に
規
定
す
る
特
定
管
轄
裁
判
所
に
開
示
決
定
等
又
は

に
よ
り
同
項
に
規
定
す
る
特
定
管
轄
裁
判
所
に
開
示
決
定
等
又
は

開
示
決
定
等
若
し
く
は
開
示
請
求
に
係
る
不
作
為
に
係
る
審
査
請

こ
れ
に
係
る
異
議
申
立
て
に
対
す
る
決
定
に
係
る
抗
告
訴
訟
で
情

求
に
対
す
る
裁
決
に
係
る
抗
告
訴
訟
で
情
報
公
開
訴
訟
以
外
の
も

報
公
開
訴
訟
以
外
の
も
の
が
提
起
さ
れ
た
場
合
に
つ
い
て
準
用
す

の
が
提
起
さ
れ
た
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

る
。
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○

民
間
事
業
者
に
よ
る
信
書
の
送
達
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
四
年
法
律
第
九
十
九
号
）
（
第
六
十
条
関
係
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
審
査
請
求
の
手
続
に
お
け
る
意
見
の
聴
取
）

（
不
服
申
立
て
の
手
続
に
お
け
る
意
見
の
聴
取
）

第
三
十
九
条

こ
の
法
律
の
規
定
に
よ
る
処
分
又
は
そ
の
不
作
為
に

第
三
十
九
条

こ
の
法
律
の
規
定
に
よ
る
処
分
に
つ
い
て
の
審
査
請

つ
い
て
の
審
査
請
求
に
対
す
る
裁
決
は
、
行
政
不
服
審
査
法
（
平

求
又
は
異
議
申
立
て
に
対
す
る
裁
決
又
は
決
定
は
、
審
査
請
求
人

成
二
十
六
年
法
律
第

号
）
第
二
十
四
条
の
規
定
に
よ
り
当

又
は
異
議
申
立
人
に
対
し
、
相
当
な
期
間
を
置
い
て
予
告
を
し
た

該
審
査
請
求
を
却
下
す
る
場
合
を
除
き
、
審
査
請
求
人
に
対
し
、

上
、
意
見
の
聴
取
を
し
た
後
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

相
当
な
期
間
を
置
い
て
予
告
を
し
た
上
、
同
法
第
十
一
条
第
二
項

に
規
定
す
る
審
理
員
が
意
見
の
聴
取
を
し
た
後
に
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

〔
削
除
〕

２

前
項
の
予
告
に
お
い
て
は
、
期
日
、
場
所
及
び
事
案
の
内
容
を

示
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

前
項
の
意
見
の
聴
取
に
際
し
て
は
、
審
査
請
求
人
及
び
利
害
関

３

第
一
項
の
意
見
の
聴
取
に
際
し
て
は
、
審
査
請
求
人
又
は
異
議

係
人
に
対
し
、
当
該
事
案
に
つ
い
て
証
拠
を
提
示
し
、
意
見
を
述

申
立
人
及
び
利
害
関
係
人
に
対
し
、
当
該
事
案
に
つ
い
て
証
拠
を

べ
る
機
会
を
与
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

提
示
し
、
意
見
を
述
べ
る
機
会
を
与
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

第
一
項
に
規
定
す
る
審
査
請
求
に
つ
い
て
は
、
行
政
不
服
審
査

〔
新
設
〕

法
第
三
十
一
条
の
規
定
は
適
用
せ
ず
、
同
項
の
意
見
の
聴
取
に
つ

い
て
は
、
同
条
第
二
項
か
ら
第
五
項
ま
で
の
規
定
を
準
用
す
る
。
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○

行
政
手
続
等
に
お
け
る
情
報
通
信
の
技
術
の
利
用
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
四
年
法
律
第
百
五
十
一
号
）
（
第
六
十
一
条
関
係
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

別
表
（
第
七
条
関
係
）

別
表
（
第
七
条
関
係
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

国
税
通
則
法

第
五
十
五
条
第
二
項

第
四
条

国

税
通

則

法

第
五
十
五
条
第
二
項

第
四
条

（
昭
和
三
十

（

昭

和

三

十

七
年
法
律
第

第
八
十
一
条
第
四
項
及
び
第

第
六
条

七

年

法

律

第

第
八
十
一
条
第
三
項
及
び
第

第
六
条

六
十
六
号
）

九
十
一
条
第
二
項

六
十
六
号
）

九
十
一
条
第
二
項

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）
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○

電
子
署
名
等
に
係
る
地
方
公
共
団
体
情
報
シ
ス
テ
ム
機
構
の
認
証
業
務
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
四
年
法
律
第
百
五
十
三
号
）

（
第
六
十
二
条
関
係
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
機
構
が
し
た
処
分
等
に
係
る
審
査
請
求
）

（
機
構
が
し
た
処
分
等
に
係
る
不
服
申
立
て
）

第
六
十
八
条

機
構
が
行
う
認
証
事
務
に
係
る
処
分
又
は
そ
の
不
作

第
六
十
八
条

機
構
が
行
う
認
証
事
務
に
係
る
処
分
又
は
そ
の
不
作

為
に
つ
い
て
不
服
が
あ
る
者
は
、
総
務
大
臣
に
対
し
、
審
査
請
求

為
に
つ
い
て
不
服
が
あ
る
者
は
、
総
務
大
臣
に
対
し
、
行
政
不
服

を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
総
務
大
臣
は
、

審
査
法
（
昭
和
三
十
七
年
法
律
第
百
六
十
号
）
に
よ
る
審
査
請
求

行
政
不
服
審
査
法
（
平
成
二
十
六
年
法
律
第

号
）
第
二
十

を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

五
条
第
二
項
及
び
第
三
項
、
第
四
十
六
条
第
一
項
及
び
第
二
項
、

第
四
十
七
条
並
び
に
第
四
十
九
条
第
三
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い

て
は
、
機
構
の
上
級
行
政
庁
と
み
な
す
。
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○

行
政
機
関
の
保
有
す
る
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
五
年
法
律
第
五
十
八
号
）
（
第
六
十
三
条
関
係
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

目
次

目
次

第
一
章
～
第
三
章

（
略
）

第
一
章
～
第
三
章

（
略
）

第
四
章

開
示
、
訂
正
及
び
利
用
停
止

第
四
章

開
示
、
訂
正
及
び
利
用
停
止

第
一
節
～
第
三
節

（
略
）

第
一
節
～
第
三
節

（
略
）

第
四
節

審
査
請
求
（
第
四
十
二
条
―
第
四
十
四
条
）

第
四
節

不
服
申
立
て
（
第
四
十
二
条
―
第
四
十
四
条
）

第
五
章
・
第
六
章

（
略
）

第
五
章
・
第
六
章

（
略
）

附
則

附
則

（
第
三
者
に
対
す
る
意
見
書
提
出
の
機
会
の
付
与
等
）

（
第
三
者
に
対
す
る
意
見
書
提
出
の
機
会
の
付
与
等
）

第
二
十
三
条

開
示
請
求
に
係
る
保
有
個
人
情
報
に
国
、
独
立
行
政

第
二
十
三
条

開
示
請
求
に
係
る
保
有
個
人
情
報
に
国
、
独
立
行
政

法
人
等
、
地
方
公
共
団
体
、
地
方
独
立
行
政
法
人
及
び
開
示
請
求

法
人
等
、
地
方
公
共
団
体
、
地
方
独
立
行
政
法
人
及
び
開
示
請
求

者
以
外
の
者
（
以
下
こ
の
条
、
第
四
十
三
条
第
二
項
及
び
第
四
十

者
以
外
の
者
（
以
下
こ
の
条
、
第
四
十
三
条
及
び
第
四
十
四
条
に

四
条
第
一
項
に
お
い
て
「
第
三
者
」
と
い
う
。
）
に
関
す
る
情
報

お
い
て
「
第
三
者
」
と
い
う
。
）
に
関
す
る
情
報
が
含
ま
れ
て
い

が
含
ま
れ
て
い
る
と
き
は
、
行
政
機
関
の
長
は
、
開
示
決
定
等
を

る
と
き
は
、
行
政
機
関
の
長
は
、
開
示
決
定
等
を
す
る
に
当
た
っ

す
る
に
当
た
っ
て
、
当
該
情
報
に
係
る
第
三
者
に
対
し
、
政
令
で

て
、
当
該
情
報
に
係
る
第
三
者
に
対
し
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ

定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
当
該
第
三
者
に
関
す
る
情
報
の
内
容
そ

に
よ
り
、
当
該
第
三
者
に
関
す
る
情
報
の
内
容
そ
の
他
政
令
で
定

の
他
政
令
で
定
め
る
事
項
を
通
知
し
て
、
意
見
書
を
提
出
す
る
機

め
る
事
項
を
通
知
し
て
、
意
見
書
を
提
出
す
る
機
会
を
与
え
る
こ

会
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

と
が
で
き
る
。

２

（
略
）

２

（
略
）

３

行
政
機
関
の
長
は
、
前
二
項
の
規
定
に
よ
り
意
見
書
の
提
出
の

３

行
政
機
関
の
長
は
、
前
二
項
の
規
定
に
よ
り
意
見
書
の
提
出
の

機
会
を
与
え
ら
れ
た
第
三
者
が
当
該
第
三
者
に
関
す
る
情
報
の
開

機
会
を
与
え
ら
れ
た
第
三
者
が
当
該
第
三
者
に
関
す
る
情
報
の
開

示
に
反
対
の
意
思
を
表
示
し
た
意
見
書
を
提
出
し
た
場
合
に
お
い

示
に
反
対
の
意
思
を
表
示
し
た
意
見
書
を
提
出
し
た
場
合
に
お
い

て
、
開
示
決
定
を
す
る
と
き
は
、
開
示
決
定
の
日
と
開
示
を
実
施

て
、
開
示
決
定
を
す
る
と
き
は
、
開
示
決
定
の
日
と
開
示
を
実
施

す
る
日
と
の
間
に
少
な
く
と
も
二
週
間
を
置
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

す
る
日
と
の
間
に
少
な
く
と
も
二
週
間
を
置
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
行
政
機
関
の
長
は
、
開
示
決
定
後
直

い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
行
政
機
関
の
長
は
、
開
示
決
定
後
直

ち
に
、
当
該
意
見
書
（
第
四
十
三
条
に
お
い
て
「
反
対
意
見
書
」

ち
に
、
当
該
意
見
書
（
第
四
十
二
条
及
び
第
四
十
三
条
に
お
い
て

と
い
う
。
）
を
提
出
し
た
第
三
者
に
対
し
、
開
示
決
定
を
し
た
旨

「
反
対
意
見
書
」
と
い
う
。
）
を
提
出
し
た
第
三
者
に
対
し
、
開
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及
び
そ
の
理
由
並
び
に
開
示
を
実
施
す
る
日
を
書
面
に
よ
り
通
知

示
決
定
を
し
た
旨
及
び
そ
の
理
由
並
び
に
開
示
を
実
施
す
る
日
を

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

書
面
に
よ
り
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
四
節

審
査
請
求

第
四
節

不
服
申
立
て

（
審
理
員
に
よ
る
審
理
手
続
に
関
す
る
規
定
の
適
用
除
外
等
）

（
審
査
会
へ
の
諮
問
）

第
四
十
二
条

開
示
決
定
等
、
訂
正
決
定
等
、
利
用
停
止
決
定
等
又

第
四
十
二
条

開
示
決
定
等
、
訂
正
決
定
等
又
は
利
用
停
止
決
定
等

は
開
示
請
求
、
訂
正
請
求
若
し
く
は
利
用
停
止
請
求
に
係
る
不
作

に
つ
い
て
行
政
不
服
審
査
法
（
昭
和
三
十
七
年
法
律
第
百
六
十
号

為
に
係
る
審
査
請
求
に
つ
い
て
は
、
行
政
不
服
審
査
法
（
平
成
二

）
に
よ
る
不
服
申
立
て
が
あ
っ
た
と
き
は
、
当
該
不
服
申
立
て
に

十
六
年
法
律
第

号
）
第
九
条
、
第
十
七
条
、
第
二
十
四
条

対
す
る
裁
決
又
は
決
定
を
す
べ
き
行
政
機
関
の
長
は
、
次
の
各
号

、
第
二
章
第
三
節
及
び
第
四
節
並
び
に
第
五
十
条
第
二
項
の
規
定

の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
を
除
き
、
情
報
公
開
・
個
人
情
報

は
、
適
用
し
な
い
。

保
護
審
査
会
（
不
服
申
立
て
に
対
す
る
裁
決
又
は
決
定
を
す
べ
き

２

開
示
決
定
等
、
訂
正
決
定
等
、
利
用
停
止
決
定
等
又
は
開
示
請

行
政
機
関
の
長
が
会
計
検
査
院
長
で
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
別

求
、
訂
正
請
求
若
し
く
は
利
用
停
止
請
求
に
係
る
不
作
為
に
係
る

に
法
律
で
定
め
る
審
査
会
）
に
諮
問
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

審
査
請
求
に
つ
い
て
の
行
政
不
服
審
査
法
第
二
章
の
規
定
の
適
用

一

不
服
申
立
て
が
不
適
法
で
あ
り
、
却
下
す
る
と
き
。

に
つ
い
て
は
、
同
法
第
十
一
条
第
二
項
中
「
第
九
条
第
一
項
の
規

二

裁
決
又
は
決
定
で
、
不
服
申
立
て
に
係
る
開
示
決
定
等
（
開

定
に
よ
り
指
名
さ
れ
た
者
（
以
下
「
審
理
員
」
と
い
う
。
）
」
と

示
請
求
に
係
る
保
有
個
人
情
報
の
全
部
を
開
示
す
る
旨
の
決
定

あ
る
の
は
「
第
四
条
（
行
政
機
関
の
保
有
す
る
個
人
情
報
の
保
護

を
除
く
。
以
下
こ
の
号
及
び
第
四
十
四
条
第
一
項
に
お
い
て
同

に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
五
年
法
律
第
五
十
八
号
）
第
四
十
四
条

じ
。
）
を
取
り
消
し
、
又
は
変
更
し
、
当
該
不
服
申
立
て
に
係

第
二
項
の
規
定
に
基
づ
く
政
令
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
り
審
査

る
保
有
個
人
情
報
の
全
部
を
開
示
す
る
こ
と
と
す
る
と
き
。
た

請
求
が
さ
れ
た
行
政
庁
（
第
十
四
条
の
規
定
に
よ
り
引
継
ぎ
を
受

だ
し
、
当
該
開
示
決
定
等
に
つ
い
て
反
対
意
見
書
が
提
出
さ
れ

け
た
行
政
庁
を
含
む
。
以
下
「
審
査
庁
」
と
い
う
。
）
」
と
、
同

て
い
る
と
き
を
除
く
。

法
第
十
三
条
第
一
項
及
び
第
二
項
中
「
審
理
員
」
と
あ
る
の
は
「

三

裁
決
又
は
決
定
で
、
不
服
申
立
て
に
係
る
訂
正
決
定
等
（
訂

審
査
庁
」
と
、
同
法
第
二
十
五
条
第
七
項
中
「
あ
っ
た
と
き
、
又

正
請
求
の
全
部
を
容
認
し
て
訂
正
を
す
る
旨
の
決
定
を
除
く
。

は
審
理
員
か
ら
第
四
十
条
に
規
定
す
る
執
行
停
止
を
す
べ
き
旨
の

）
を
取
り
消
し
、
又
は
変
更
し
、
当
該
不
服
申
立
て
に
係
る
訂

意
見
書
が
提
出
さ
れ
た
と
き
」
と
あ
る
の
は
「
あ
っ
た
と
き
」
と

正
請
求
の
全
部
を
容
認
し
て
訂
正
を
す
る
こ
と
と
す
る
と
き
。

、
同
法
第
四
十
四
条
中
「
行
政
不
服
審
査
会
等
」
と
あ
る
の
は
「

四

裁
決
又
は
決
定
で
、
不
服
申
立
て
に
係
る
利
用
停
止
決
定
等

情
報
公
開
・
個
人
情
報
保
護
審
査
会
（
審
査
庁
が
会
計
検
査
院
長

（
利
用
停
止
請
求
の
全
部
を
容
認
し
て
利
用
停
止
を
す
る
旨
の

で
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
別
に
法
律
で
定
め
る
審
査
会
。
第
五

決
定
を
除
く
。
）
を
取
り
消
し
、
又
は
変
更
し
、
当
該
不
服
申

十
条
第
一
項
第
四
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
」
と
、
「
受
け
た
と
き

立
て
に
係
る
利
用
停
止
請
求
の
全
部
を
容
認
し
て
利
用
停
止
を

（
前
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
諮
問
を
要
し
な
い
場
合
（
同
項
第

す
る
こ
と
と
す
る
と
き
。

二
号
又
は
第
三
号
に
該
当
す
る
場
合
を
除
く
。
）
に
あ
っ
て
は
審

理
員
意
見
書
が
提
出
さ
れ
た
と
き
、
同
項
第
二
号
又
は
第
三
号
に
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該
当
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
同
項
第
二
号
又
は
第
三
号
に
規
定
す

る
議
を
経
た
と
き
）
」
と
あ
る
の
は
「
受
け
た
と
き
」
と
、
同
法

第
五
十
条
第
一
項
第
四
号
中
「
審
理
員
意
見
書
又
は
行
政
不
服
審

査
会
等
若
し
く
は
審
議
会
等
」
と
あ
る
の
は
「
情
報
公
開
・
個
人

情
報
保
護
審
査
会
」
と
す
る
。

（
審
査
会
へ
の
諮
問
）

（
諮
問
を
し
た
旨
の
通
知
）

第
四
十
三
条

開
示
決
定
等
、
訂
正
決
定
等
、
利
用
停
止
決
定
等
又

第
四
十
三
条

〔
新
設
〕

は
開
示
請
求
、
訂
正
請
求
若
し
く
は
利
用
停
止
請
求
に
係
る
不
作

為
に
つ
い
て
審
査
請
求
が
あ
っ
た
と
き
は
、
当
該
審
査
請
求
に
対

す
る
裁
決
を
す
べ
き
行
政
機
関
の
長
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か

に
該
当
す
る
場
合
を
除
き
、
情
報
公
開
・
個
人
情
報
保
護
審
査
会

（
審
査
請
求
に
対
す
る
裁
決
を
す
べ
き
行
政
機
関
の
長
が
会
計
検

査
院
長
で
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
別
に
法
律
で
定
め
る
審
査
会

）
に
諮
問
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

審
査
請
求
が
不
適
法
で
あ
り
、
却
下
す
る
場
合

二

裁
決
で
、
審
査
請
求
の
全
部
を
認
容
し
、
当
該
審
査
請
求
に

係
る
保
有
個
人
情
報
の
全
部
を
開
示
す
る
こ
と
と
す
る
場
合
（

当
該
保
有
個
人
情
報
の
開
示
に
つ
い
て
反
対
意
見
書
が
提
出
さ

れ
て
い
る
場
合
を
除
く
。
）

三

裁
決
で
、
審
査
請
求
の
全
部
を
認
容
し
、
当
該
審
査
請
求
に

係
る
保
有
個
人
情
報
の
訂
正
を
す
る
こ
と
と
す
る
場
合

四

裁
決
で
、
審
査
請
求
の
全
部
を
認
容
し
、
当
該
審
査
請
求
に

係
る
保
有
個
人
情
報
の
利
用
停
止
を
す
る
こ
と
と
す
る
場
合

２

前
項
の
規
定
に
よ
り
諮
問
を
し
た
行
政
機
関
の
長
は
、
次
に
掲

前
条
の
規
定
に
よ
り
諮
問
を
し
た
行
政
機
関
の
長
は
、
次
に
掲

げ
る
者
に
対
し
、
諮
問
を
し
た
旨
を
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

げ
る
者
に
対
し
、
諮
問
を
し
た
旨
を
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

。

。

一

審
査
請
求
人
及
び
参
加
人
（
行
政
不
服
審
査
法
第
十
三
条
第

一

不
服
申
立
人
及
び
参
加
人

四
項
に
規
定
す
る
参
加
人
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
及
び
次
条
第

一
項
第
二
号
に
お
い
て
同
じ
。
）

二

開
示
請
求
者
、
訂
正
請
求
者
又
は
利
用
停
止
請
求
者
（
こ
れ

二

開
示
請
求
者
、
訂
正
請
求
者
又
は
利
用
停
止
請
求
者
（
こ
れ

ら
の
者
が
審
査
請
求
人
又
は
参
加
人
で
あ
る
場
合
を
除
く
。
）

ら
の
者
が
不
服
申
立
人
又
は
参
加
人
で
あ
る
場
合
を
除
く
。
）
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三

当
該
審
査
請
求
に
係
る
保
有
個
人
情
報
の
開
示
に
つ
い
て
反

三

当
該
不
服
申
立
て
に
係
る
開
示
決
定
等
に
つ
い
て
反
対
意
見

対
意
見
書
を
提
出
し
た
第
三
者
（
当
該
第
三
者
が
審
査
請
求
人

書
を
提
出
し
た
第
三
者
（
当
該
第
三
者
が
不
服
申
立
人
又
は
参

又
は
参
加
人
で
あ
る
場
合
を
除
く
。
）

加
人
で
あ
る
場
合
を
除
く
。
）

（
第
三
者
か
ら
の
審
査
請
求
を
棄
却
す
る
場
合
等
に
お
け
る
手
続

（
第
三
者
か
ら
の
不
服
申
立
て
を
棄
却
す
る
場
合
等
に
お
け
る
手

等
）

続
等
）

第
四
十
四
条

第
二
十
三
条
第
三
項
の
規
定
は
、
次
の
各
号
の
い
ず

第
四
十
四
条

第
二
十
三
条
第
三
項
の
規
定
は
、
次
の
各
号
の
い
ず

れ
か
に
該
当
す
る
裁
決
を
す
る
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

れ
か
に
該
当
す
る
裁
決
又
は
決
定
を
す
る
場
合
に
つ
い
て
準
用
す

る
。

一

開
示
決
定
に
対
す
る
第
三
者
か
ら
の
審
査
請
求
を
却
下
し
、

一

開
示
決
定
に
対
す
る
第
三
者
か
ら
の
不
服
申
立
て
を
却
下
し

又
は
棄
却
す
る
裁
決

、
又
は
棄
却
す
る
裁
決
又
は
決
定

二

審
査
請
求
に
係
る
開
示
決
定
等
（
開
示
請
求
に
係
る
保
有
個

二

不
服
申
立
て
に
係
る
開
示
決
定
等
を
変
更
し
、
当
該
開
示
決

人
情
報
の
全
部
を
開
示
す
る
旨
の
決
定
を
除
く
。
）
を
変
更
し

定
等
に
係
る
保
有
個
人
情
報
を
開
示
す
る
旨
の
裁
決
又
は
決
定

、
当
該
審
査
請
求
に
係
る
保
有
個
人
情
報
を
開
示
す
る
旨
の
裁

（
第
三
者
で
あ
る
参
加
人
が
当
該
第
三
者
に
関
す
る
情
報
の
開

決
（
第
三
者
で
あ
る
参
加
人
が
当
該
第
三
者
に
関
す
る
情
報
の

示
に
反
対
の
意
思
を
表
示
し
て
い
る
場
合
に
限
る
。
）

開
示
に
反
対
の
意
思
を
表
示
し
て
い
る
場
合
に
限
る
。
）

２

開
示
決
定
等
、
訂
正
決
定
等
、
利
用
停
止
決
定
等
又
は
開
示
請

２

開
示
決
定
等
、
訂
正
決
定
等
又
は
利
用
停
止
決
定
等
に
つ
い
て

求
、
訂
正
請
求
若
し
く
は
利
用
停
止
請
求
に
係
る
不
作
為
に
つ
い

の
審
査
請
求
に
つ
い
て
は
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
行

て
の
審
査
請
求
に
つ
い
て
は
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、

政
不
服
審
査
法
第
五
条
第
二
項
の
規
定
の
特
例
を
設
け
る
こ
と
が

行
政
不
服
審
査
法
第
四
条
の
規
定
の
特
例
を
設
け
る
こ
と
が
で
き

で
き
る
。

る
。
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○

独
立
行
政
法
人
等
の
保
有
す
る
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
五
年
法
律
第
五
十
九
号
）
（
第
六
十
四
条
関
係
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

目
次

目
次

第
一
章
～
第
三
章

（
略
）

第
一
章
～
第
三
章

（
略
）

第
四
章

開
示
、
訂
正
及
び
利
用
停
止

第
四
章

開
示
、
訂
正
及
び
利
用
停
止

第
一
節
～
第
三
節

（
略
）

第
一
節
～
第
三
節

（
略
）

第
四
節

審
査
請
求
（
第
四
十
二
条
―
第
四
十
四
条
）

第
四
節

異
議
申
立
て
（
第
四
十
二
条
―
第
四
十
四
条
）

第
五
章
・
第
六
章

（
略
）

第
五
章
・
第
六
章

（
略
）

附
則

附
則

（
第
三
者
に
対
す
る
意
見
書
提
出
の
機
会
の
付
与
等
）

（
第
三
者
に
対
す
る
意
見
書
提
出
の
機
会
の
付
与
等
）

第
二
十
三
条

開
示
請
求
に
係
る
保
有
個
人
情
報
に
国
、
独
立
行
政

第
二
十
三
条

開
示
請
求
に
係
る
保
有
個
人
情
報
に
国
、
独
立
行
政

法
人
等
、
地
方
公
共
団
体
、
地
方
独
立
行
政
法
人
及
び
開
示
請
求

法
人
等
、
地
方
公
共
団
体
、
地
方
独
立
行
政
法
人
及
び
開
示
請
求

者
以
外
の
者
（
以
下
こ
の
条
、
第
四
十
三
条
第
二
項
及
び
第
四
十

者
以
外
の
者
（
以
下
こ
の
条
、
第
四
十
三
条
及
び
第
四
十
四
条
に

四
条
に
お
い
て
「
第
三
者
」
と
い
う
。
）
に
関
す
る
情
報
が
含
ま

お
い
て
「
第
三
者
」
と
い
う
。
）
に
関
す
る
情
報
が
含
ま
れ
て
い

れ
て
い
る
と
き
は
、
独
立
行
政
法
人
等
は
、
開
示
決
定
等
を
す
る

る
と
き
は
、
独
立
行
政
法
人
等
は
、
開
示
決
定
等
を
す
る
に
当
た

に
当
た
っ
て
、
当
該
情
報
に
係
る
第
三
者
に
対
し
、
政
令
で
定
め

っ
て
、
当
該
情
報
に
係
る
第
三
者
に
対
し
、
政
令
で
定
め
る
と
こ

る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
当
該
第
三
者
に
関
す
る
情
報
の
内
容
そ
の
他

ろ
に
よ
り
、
当
該
第
三
者
に
関
す
る
情
報
の
内
容
そ
の
他
政
令
で

政
令
で
定
め
る
事
項
を
通
知
し
て
、
意
見
書
を
提
出
す
る
機
会
を

定
め
る
事
項
を
通
知
し
て
、
意
見
書
を
提
出
す
る
機
会
を
与
え
る

与
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
と
が
で
き
る
。

２

（
略
）

２

（
略
）

３

独
立
行
政
法
人
等
は
、
前
二
項
の
規
定
に
よ
り
意
見
書
の
提
出

３

独
立
行
政
法
人
等
は
、
前
二
項
の
規
定
に
よ
り
意
見
書
の
提
出

の
機
会
を
与
え
ら
れ
た
第
三
者
が
当
該
第
三
者
に
関
す
る
情
報
の

の
機
会
を
与
え
ら
れ
た
第
三
者
が
当
該
第
三
者
に
関
す
る
情
報
の

開
示
に
反
対
の
意
思
を
表
示
し
た
意
見
書
を
提
出
し
た
場
合
に
お

開
示
に
反
対
の
意
思
を
表
示
し
た
意
見
書
を
提
出
し
た
場
合
に
お

い
て
、
開
示
決
定
を
す
る
と
き
は
、
開
示
決
定
の
日
と
開
示
を
実

い
て
、
開
示
決
定
を
す
る
と
き
は
、
開
示
決
定
の
日
と
開
示
を
実

施
す
る
日
と
の
間
に
少
な
く
と
も
二
週
間
を
置
か
な
け
れ
ば
な
ら

施
す
る
日
と
の
間
に
少
な
く
と
も
二
週
間
を
置
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
独
立
行
政
法
人
等
は
、
開
示
決
定

な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
独
立
行
政
法
人
等
は
、
開
示
決
定

後
直
ち
に
、
当
該
意
見
書
（
第
四
十
三
条
に
お
い
て
「
反
対
意
見

後
直
ち
に
、
当
該
意
見
書
（
第
四
十
二
条
及
び
第
四
十
三
条
に
お

書
」
と
い
う
。
）
を
提
出
し
た
第
三
者
に
対
し
、
開
示
決
定
を
し

い
て
「
反
対
意
見
書
」
と
い
う
。
）
を
提
出
し
た
第
三
者
に
対
し
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た
旨
及
び
そ
の
理
由
並
び
に
開
示
を
実
施
す
る
日
を
書
面
に
よ
り

、
開
示
決
定
を
し
た
旨
及
び
そ
の
理
由
並
び
に
開
示
を
実
施
す
る

通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

日
を
書
面
に
よ
り
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
四
節

審
査
請
求

第
四
節

異
議
申
立
て

（
審
査
請
求
及
び
審
理
員
に
よ
る
審
理
手
続
に
関
す
る
規
定
の
適

（
異
議
申
立
て
及
び
情
報
公
開
・
個
人
情
報
保
護
審
査
会
へ
の
諮

用
除
外
等
）

問
）

第
四
十
二
条

開
示
決
定
等
、
訂
正
決
定
等
、
利
用
停
止
決
定
等
又

第
四
十
二
条

開
示
決
定
等
、
訂
正
決
定
等
、
利
用
停
止
決
定
等
又

は
開
示
請
求
、
訂
正
請
求
若
し
く
は
利
用
停
止
請
求
に
係
る
不
作

は
開
示
請
求
、
訂
正
請
求
若
し
く
は
利
用
停
止
請
求
に
係
る
不
作

為
に
つ
い
て
不
服
が
あ
る
者
は
、
独
立
行
政
法
人
等
に
対
し
、
審

為
に
つ
い
て
不
服
が
あ
る
者
は
、
独
立
行
政
法
人
等
に
対
し
、
行

査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

政
不
服
審
査
法
（
昭
和
三
十
七
年
法
律
第
百
六
十
号
）
に
よ
る
異

議
申
立
て
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

開
示
決
定
等
、
訂
正
決
定
等
、
利
用
停
止
決
定
等
又
は
開
示
請

２

開
示
決
定
等
、
訂
正
決
定
等
又
は
利
用
停
止
決
定
等
に
つ
い
て

求
、
訂
正
請
求
若
し
く
は
利
用
停
止
請
求
に
係
る
不
作
為
に
係
る

異
議
申
立
て
が
あ
っ
た
と
き
は
、
独
立
行
政
法
人
等
は
、
次
の
各

審
査
請
求
に
つ
い
て
は
、
行
政
不
服
審
査
法
（
平
成
二
十
六
年
法

号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
を
除
き
、
情
報
公
開
・
個
人
情

律
第

号
）
第
九
条
、
第
十
七
条
、
第
二
十
四
条
、
第
二
章

報
保
護
審
査
会
に
諮
問
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
三
節
及
び
第
五
十
条
第
二
項
の
規
定
は
、
適
用
し
な
い
。

一

異
議
申
立
て
が
不
適
法
で
あ
り
、
却
下
す
る
と
き
。

二

決
定
で
、
異
議
申
立
て
に
係
る
開
示
決
定
等
（
開
示
請
求
に

係
る
保
有
個
人
情
報
の
全
部
を
開
示
す
る
旨
の
決
定
を
除
く
。

以
下
こ
の
号
及
び
第
四
十
四
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
取
り
消

し
、
又
は
変
更
し
、
当
該
異
議
申
立
て
に
係
る
保
有
個
人
情
報

の
全
部
を
開
示
す
る
こ
と
と
す
る
と
き
。
た
だ
し
、
当
該
開
示

決
定
等
に
つ
い
て
反
対
意
見
書
が
提
出
さ
れ
て
い
る
と
き
を
除

く
。

三

決
定
で
、
異
議
申
立
て
に
係
る
訂
正
決
定
等
（
訂
正
請
求
の

全
部
を
容
認
し
て
訂
正
を
す
る
旨
の
決
定
を
除
く
。
）
を
取
り

消
し
、
又
は
変
更
し
、
当
該
異
議
申
立
て
に
係
る
訂
正
請
求
の

全
部
を
容
認
し
て
訂
正
を
す
る
こ
と
と
す
る
と
き
。

四

決
定
で
、
異
議
申
立
て
に
係
る
利
用
停
止
決
定
等
（
利
用
停

止
請
求
の
全
部
を
容
認
し
て
利
用
停
止
を
す
る
旨
の
決
定
を
除

く
。
）
を
取
り
消
し
、
又
は
変
更
し
、
当
該
異
議
申
立
て
に
係

る
利
用
停
止
請
求
の
全
部
を
容
認
し
て
利
用
停
止
を
す
る
こ
と

と
す
る
と
き
。
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３

開
示
決
定
等
、
訂
正
決
定
等
、
利
用
停
止
決
定
等
又
は
開
示
請

〔
新
設
〕

求
、
訂
正
請
求
若
し
く
は
利
用
停
止
請
求
に
係
る
不
作
為
に
係
る

審
査
請
求
に
つ
い
て
の
行
政
不
服
審
査
法
第
二
章
の
規
定
の
適
用

に
つ
い
て
は
、
同
法
第
十
一
条
第
二
項
中
「
第
九
条
第
一
項
の
規

定
に
よ
り
指
名
さ
れ
た
者
（
以
下
「
審
理
員
」
と
い
う
。
）
」
と

あ
る
の
は
「
第
四
条
の
規
定
に
よ
り
審
査
請
求
が
さ
れ
た
行
政
庁

（
第
十
四
条
の
規
定
に
よ
り
引
継
ぎ
を
受
け
た
行
政
庁
を
含
む
。

以
下
「
審
査
庁
」
と
い
う
。
）
」
と
、
同
法
第
十
三
条
第
一
項
及

び
第
二
項
中
「
審
理
員
」
と
あ
る
の
は
「
審
査
庁
」
と
、
同
法
第

二
十
五
条
第
七
項
中
「
あ
っ
た
と
き
、
又
は
審
理
員
か
ら
第
四
十

条
に
規
定
す
る
執
行
停
止
を
す
べ
き
旨
の
意
見
書
が
提
出
さ
れ
た

と
き
」
と
あ
る
の
は
「
あ
っ
た
と
き
」
と
、
同
法
第
四
十
四
条
中

「
行
政
不
服
審
査
会
等
」
と
あ
る
の
は
「
情
報
公
開
・
個
人
情
報

保
護
審
査
会
」
と
、
「
受
け
た
と
き
（
前
条
第
一
項
の
規
定
に
よ

る
諮
問
を
要
し
な
い
場
合
（
同
項
第
二
号
又
は
第
三
号
に
該
当
す

る
場
合
を
除
く
。
）
に
あ
っ
て
は
審
理
員
意
見
書
が
提
出
さ
れ
た

と
き
、
同
項
第
二
号
又
は
第
三
号
に
該
当
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は

同
項
第
二
号
又
は
第
三
号
に
規
定
す
る
議
を
経
た
と
き
）
」
と
あ

る
の
は
「
受
け
た
と
き
」
と
、
同
法
第
五
十
条
第
一
項
第
四
号
中

「
審
理
員
意
見
書
又
は
行
政
不
服
審
査
会
等
若
し
く
は
審
議
会
等

」
と
あ
る
の
は
「
情
報
公
開
・
個
人
情
報
保
護
審
査
会
」
と
す
る

。（
情
報
公
開
・
個
人
情
報
保
護
審
査
会
へ
の
諮
問
）

（
諮
問
を
し
た
旨
の
通
知
）

第
四
十
三
条

開
示
決
定
等
、
訂
正
決
定
等
、
利
用
停
止
決
定
等
又

第
四
十
三
条

〔
新
設
〕

は
開
示
請
求
、
訂
正
請
求
若
し
く
は
利
用
停
止
請
求
に
係
る
不
作

為
に
つ
い
て
審
査
請
求
が
あ
っ
た
と
き
は
、
独
立
行
政
法
人
等
は

、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
を
除
き
、
情
報
公
開

・
個
人
情
報
保
護
審
査
会
に
諮
問
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

審
査
請
求
が
不
適
法
で
あ
り
、
却
下
す
る
場
合

二

裁
決
で
、
審
査
請
求
の
全
部
を
認
容
し
、
当
該
審
査
請
求
に

係
る
保
有
個
人
情
報
の
全
部
を
開
示
す
る
こ
と
と
す
る
場
合
（
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当
該
保
有
個
人
情
報
の
開
示
に
つ
い
て
反
対
意
見
書
が
提
出
さ

れ
て
い
る
場
合
を
除
く
。
）

三

裁
決
で
、
審
査
請
求
の
全
部
を
認
容
し
、
当
該
審
査
請
求
に

係
る
保
有
個
人
情
報
の
訂
正
を
す
る
こ
と
と
す
る
場
合

四

裁
決
で
、
審
査
請
求
の
全
部
を
認
容
し
、
当
該
審
査
請
求
に

係
る
保
有
個
人
情
報
の
利
用
停
止
を
す
る
こ
と
と
す
る
場
合

２

前
項
の
規
定
に
よ
り
諮
問
を
し
た
独
立
行
政
法
人
等
は
、
次
に

前
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
諮
問
を
し
た
独
立
行
政
法
人
等
は

掲
げ
る
者
に
対
し
、
諮
問
を
し
た
旨
を
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

、
次
に
掲
げ
る
者
に
対
し
、
諮
問
を
し
た
旨
を
通
知
し
な
け
れ
ば

い
。

な
ら
な
い
。

一

審
査
請
求
人
及
び
参
加
人
（
行
政
不
服
審
査
法
第
十
三
条
第

一

異
議
申
立
人
及
び
参
加
人

四
項
に
規
定
す
る
参
加
人
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
及
び
次
条
第

二
号
に
お
い
て
同
じ
。
）

二

開
示
請
求
者
、
訂
正
請
求
者
又
は
利
用
停
止
請
求
者
（
こ
れ

二

開
示
請
求
者
、
訂
正
請
求
者
又
は
利
用
停
止
請
求
者
（
こ
れ

ら
の
者
が
審
査
請
求
人
又
は
参
加
人
で
あ
る
場
合
を
除
く
。
）

ら
の
者
が
異
議
申
立
人
又
は
参
加
人
で
あ
る
場
合
を
除
く
。
）

三

当
該
審
査
請
求
に
係
る
保
有
個
人
情
報
の
開
示
に
つ
い
て
反

三

当
該
異
議
申
立
て
に
係
る
開
示
決
定
等
に
つ
い
て
反
対
意
見

対
意
見
書
を
提
出
し
た
第
三
者
（
当
該
第
三
者
が
審
査
請
求
人

書
を
提
出
し
た
第
三
者
（
当
該
第
三
者
が
異
議
申
立
人
又
は
参

又
は
参
加
人
で
あ
る
場
合
を
除
く
。
）

加
人
で
あ
る
場
合
を
除
く
。
）

（
第
三
者
か
ら
の
審
査
請
求
を
棄
却
す
る
場
合
等
に
お
け
る
手
続

（
第
三
者
か
ら
の
異
議
申
立
て
を
棄
却
す
る
場
合
等
に
お
け
る
手

）

続
）

第
四
十
四
条

第
二
十
三
条
第
三
項
の
規
定
は
、
次
の
各
号
の
い
ず

第
四
十
四
条

第
二
十
三
条
第
三
項
の
規
定
は
、
次
の
各
号
の
い
ず

れ
か
に
該
当
す
る
裁
決
を
す
る
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

れ
か
に
該
当
す
る
決
定
を
す
る
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

一

開
示
決
定
に
対
す
る
第
三
者
か
ら
の
審
査
請
求
を
却
下
し
、

一

開
示
決
定
に
対
す
る
第
三
者
か
ら
の
異
議
申
立
て
を
却
下
し

又
は
棄
却
す
る
裁
決

、
又
は
棄
却
す
る
決
定

二

審
査
請
求
に
係
る
開
示
決
定
等
（
開
示
請
求
に
係
る
保
有
個

二

異
議
申
立
て
に
係
る
開
示
決
定
等
を
変
更
し
、
当
該
開
示
決

人
情
報
の
全
部
を
開
示
す
る
旨
の
決
定
を
除
く
。
）
を
変
更
し

定
等
に
係
る
保
有
個
人
情
報
を
開
示
す
る
旨
の
決
定
（
第
三
者

、
当
該
審
査
請
求
に
係
る
保
有
個
人
情
報
を
開
示
す
る
旨
の
裁

で
あ
る
参
加
人
が
当
該
第
三
者
に
関
す
る
情
報
の
開
示
に
反
対

決
（
第
三
者
で
あ
る
参
加
人
が
当
該
第
三
者
に
関
す
る
情
報
の

の
意
思
を
表
示
し
て
い
る
場
合
に
限
る
。
）

開
示
に
反
対
の
意
思
を
表
示
し
て
い
る
場
合
に
限
る
。
）



- 171 -

○

地
方
独
立
行
政
法
人
法
（
平
成
十
五
年
法
律
第
百
十
八
号
）
（
第
六
十
五
条
関
係
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
職
員
に
係
る
他
の
法
律
の
適
用
除
外
等
）

（
職
員
に
係
る
他
の
法
律
の
適
用
除
外
等
）

第
五
十
三
条

次
に
掲
げ
る
法
律
の
規
定
は
、
特
定
地
方
独
立
行
政

第
五
十
三
条

次
に
掲
げ
る
法
律
の
規
定
は
、
特
定
地
方
独
立
行
政

法
人
の
職
員
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
単
に
「
職
員
」
と
い
う
。

法
人
の
職
員
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
単
に
「
職
員
」
と
い
う
。

）
に
は
適
用
し
な
い
。

）
に
は
適
用
し
な
い
。

一

（
略
）

一

（
略
）

二

行
政
不
服
審
査
法
（
平
成
二
十
六
年
法
律
第

号
）
の

二

行
政
不
服
審
査
法
（
昭
和
三
十
七
年
法
律
第
百
六
十
号
）
の

規
定

規
定

三

（
略
）

三

（
略
）

２
～
６

（
略
）

２
～
６

（
略
）
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○

市
町
村
の
合
併
の
特
例
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
六
年
法
律
第
五
十
九
号
）
（
第
六
十
六
条
関
係
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
地
方
自
治
法
の
財
務
に
関
す
る
規
定
の
準
用
）

（
地
方
自
治
法
の
財
務
に
関
す
る
規
定
の
準
用
）

第
四
十
七
条

地
方
自
治
法
第
二
百
八
条
か
ら
第
二
百
十
条
ま
で
、

第
四
十
七
条

地
方
自
治
法
第
二
百
八
条
か
ら
第
二
百
十
条
ま
で
、

第
二
百
十
二
条
か
ら
第
二
百
十
四
条
ま
で
、
第
二
百
十
五
条
（
第

第
二
百
十
二
条
か
ら
第
二
百
十
四
条
ま
で
、
第
二
百
十
五
条
（
第

五
号
を
除
く
。
）
、
第
二
百
十
六
条
、
第
二
百
二
十
条
、
第
二
百

五
号
を
除
く
。
）
、
第
二
百
十
六
条
、
第
二
百
二
十
条
、
第
二
百

二
十
一
条
第
二
項
及
び
第
三
項
、
第
二
百
二
十
五
条
か
ら
第
二
百

二
十
一
条
第
二
項
及
び
第
三
項
、
第
二
百
二
十
五
条
か
ら
第
二
百

二
十
七
条
ま
で
、
第
二
百
二
十
八
条
第
一
項
前
段
、
第
二
百
三
十

二
十
七
条
ま
で
、
第
二
百
二
十
八
条
第
一
項
前
段
、
第
二
百
三
十

一
条
、
第
二
百
三
十
一
条
の
二
第
三
項
か
ら
第
七
項
ま
で
、
第
二

一
条
、
第
二
百
三
十
一
条
の
二
第
三
項
か
ら
第
七
項
ま
で
、
第
二

百
三
十
二
条
第
一
項
、
第
二
百
三
十
二
条
の
二
、
第
二
百
三
十
二

百
三
十
二
条
第
一
項
、
第
二
百
三
十
二
条
の
二
、
第
二
百
三
十
二

条
の
三
、
第
二
百
三
十
二
条
の
五
、
第
二
百
三
十
二
条
の
六
、
第

条
の
三
、
第
二
百
三
十
二
条
の
五
、
第
二
百
三
十
二
条
の
六
、
第

二
百
三
十
三
条
の
二
本
文
、
第
二
百
三
十
四
条
か
ら
第
二
百
三
十

二
百
三
十
三
条
の
二
本
文
、
第
二
百
三
十
四
条
か
ら
第
二
百
三
十

四
条
の
三
ま
で
、
第
二
百
三
十
五
条
の
二
第
一
項
及
び
第
二
項
、

四
条
の
三
ま
で
、
第
二
百
三
十
五
条
の
二
第
一
項
及
び
第
二
項
、

第
二
百
三
十
五
条
の
三
か
ら
第
二
百
三
十
八
条
ま
で
、
第
二
百
三

第
二
百
三
十
五
条
の
三
か
ら
第
二
百
三
十
八
条
ま
で
、
第
二
百
三

十
八
条
の
三
か
ら
第
二
百
三
十
八
条
の
六
ま
で
、
第
二
百
三
十
九

十
八
条
の
三
か
ら
第
二
百
三
十
八
条
の
六
ま
で
、
第
二
百
三
十
九

条
か
ら
第
二
百
四
十
二
条
の
二
ま
で
、
第
二
百
四
十
二
条
の
三
（

条
か
ら
第
二
百
四
十
二
条
の
二
ま
で
、
第
二
百
四
十
二
条
の
三
（

第
三
項
を
除
く
。
）
、
第
二
百
四
十
三
条
、
第
二
百
四
十
三
条
の

第
三
項
を
除
く
。
）
、
第
二
百
四
十
三
条
、
第
二
百
四
十
三
条
の

二
第
一
項
か
ら
第
五
項
ま
で
、
第
七
項
か
ら
第
九
項
ま
で
及
び
第

二
第
一
項
か
ら
第
五
項
ま
で
、
第
七
項
か
ら
第
九
項
ま
で
及
び
第

十
三
項
、
第
二
百
四
十
三
条
の
三
並
び
に
第
二
百
四
十
三
条
の
五

十
四
項
、
第
二
百
四
十
三
条
の
三
並
び
に
第
二
百
四
十
三
条
の
五

の
規
定
は
、
合
併
特
例
区
の
財
務
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場

の
規
定
は
、
合
併
特
例
区
の
財
務
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場

合
に
お
い
て
、
同
法
第
二
百
九
条
第
二
項
、
第
二
百
二
十
八
条
第

合
に
お
い
て
、
同
法
第
二
百
九
条
第
二
項
、
第
二
百
二
十
八
条
第

一
項
前
段
、
第
二
百
三
十
七
条
第
二
項
、
第
二
百
四
十
一
条
第
一

一
項
前
段
、
第
二
百
三
十
七
条
第
二
項
、
第
二
百
四
十
一
条
第
一

項
、
第
二
項
及
び
第
八
項
並
び
に
第
二
百
四
十
三
条
の
三
第
一
項

項
、
第
二
項
及
び
第
八
項
並
び
に
第
二
百
四
十
三
条
の
三
第
一
項

中
「
条
例
」
と
あ
る
の
は
、
「
合
併
特
例
区
規
則
」
と
読
み
替
え

中
「
条
例
」
と
あ
る
の
は
、
「
合
併
特
例
区
規
則
」
と
読
み
替
え

る
ほ
か
、
必
要
な
技
術
的
読
替
え
は
、
政
令
で
定
め
る
。

る
ほ
か
、
必
要
な
技
術
的
読
替
え
は
、
政
令
で
定
め
る
。

（
合
併
特
例
区
の
公
の
施
設
）

（
合
併
特
例
区
の
公
の
施
設
）

第
四
十
八
条

（
略
）

第
四
十
八
条

（
略
）

２
～
４

（
略
）

２
～
４

（
略
）
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５

前
項
の
規
定
に
よ
り
合
併
特
例
区
の
長
が
審
査
庁
と
な
る
場
合

〔
新
設
〕

に
お
け
る
行
政
不
服
審
査
法
（
平
成
二
十
六
年
法
律
第

号

）
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
法
第
四
十
三
条
第
一
項
中
「

審
査
庁
が
主
任
の
大
臣
又
は
宮
内
庁
長
官
若
し
く
は
内
閣
府
設
置

法
第
四
十
九
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
若
し
く
は
国
家
行
政
組

織
法
第
三
条
第
二
項
に
規
定
す
る
庁
の
長
で
あ
る
場
合
に
あ
っ
て

は
行
政
不
服
審
査
会
に
、
審
査
庁
が
地
方
公
共
団
体
の
長
（
地
方

公
共
団
体
の
組
合
に
あ
っ
て
は
、
長
、
管
理
者
又
は
理
事
会
）
で

あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
第
八
十
一
条
第
一
項
又
は
第
二
項
の
機
関

に
、
そ
れ
ぞ
れ
」
と
あ
る
の
は
「
合
併
市
町
村
（
市
町
村
の
合
併

の
特
例
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
六
年
法
律
第
五
十
九
号
）
第
二

条
第
二
項
に
規
定
す
る
合
併
市
町
村
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
の

第
八
十
一
条
第
一
項
又
は
第
二
項
の
機
関
に
」
と
、
同
項
第
四
号

中
「
行
政
不
服
審
査
会
又
は
第
八
十
一
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二

項
の
機
関
（
以
下
「
行
政
不
服
審
査
会
等
」
と
い
う
。
）
」
と
あ

る
の
は
「
合
併
市
町
村
の
第
八
十
一
条
第
一
項
又
は
第
二
項
の
機

関
」
と
、
「
行
政
不
服
審
査
会
等
に
」
と
あ
る
の
は
「
当
該
機
関

に
」
と
、
同
項
第
五
号
、
第
四
十
四
条
並
び
に
第
五
十
条
第
一
項

第
四
号
及
び
第
二
項
中
「
行
政
不
服
審
査
会
等
」
と
あ
る
の
は
「

合
併
市
町
村
の
第
八
十
一
条
第
一
項
又
は
第
二
項
の
機
関
」
と
、

第
八
十
一
条
第
一
項
及
び
第
二
項
中
「
規
定
に
よ
り
」
と
あ
る
の

は
「
規
定
（
市
町
村
の
合
併
の
特
例
に
関
す
る
法
律
の
規
定
に
よ

り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
に
よ
り
」
と
す
る
。
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○

日
本
国
憲
法
の
改
正
手
続
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
九
年
法
律
第
五
十
一
号
）
（
第
六
十
七
条
関
係
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
異
議
の
申
出
）

（
異
議
の
申
出
）

第
二
十
五
条

（
略
）

第
二
十
五
条

（
略
）

２

行
政
不
服
審
査
法
（
平
成
二
十
六
年
法
律
第

号
）
第
九

２

行
政
不
服
審
査
法
（
昭
和
三
十
七
年
法
律
第
百
六
十
号
）
第
十

条
第
四
項
、
第
十
九
条
第
二
項
（
第
三
号
及
び
第
五
号
を
除
く
。

五
条
第
一
項
第
一
号
か
ら
第
四
号
ま
で
及
び
第
六
号
並
び
に
第
四

）
、
第
二
十
三
条
、
第
二
十
四
条
、
第
二
十
七
条
、
第
三
十
一
条

項
、
第
二
十
一
条
、
第
二
十
五
条
、
第
二
十
六
条
、
第
三
十
一
条

（
第
五
項
を
除
く
。
）
、
第
三
十
二
条
第
一
項
及
び
第
三
項
、
第

、
第
三
十
六
条
、
第
三
十
九
条
並
び
に
第
四
十
四
条
の
規
定
は
、

三
十
九
条
、
第
四
十
一
条
第
一
項
及
び
第
二
項
、
第
四
十
四
条
並

前
項
に
お
い
て
準
用
す
る
公
職
選
挙
法
第
二
十
四
条
第
一
項
の
異

び
に
第
五
十
三
条
の
規
定
は
、
前
項
に
お
い
て
準
用
す
る
公
職
選

議
の
申
出
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

挙
法
第
二
十
四
条
第
一
項
の
異
議
の
申
出
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

こ
の
場
合
に
お
い
て
、
こ
れ
ら
の
規
定
（
行
政
不
服
審
査
法
第
四

十
四
条
の
規
定
を
除
く
。
）
中
「
審
理
員
」
と
あ
る
の
は
「
審
査

庁
」
と
、
行
政
不
服
審
査
法
第
九
条
第
四
項
中
「
審
査
庁
」
と
あ

る
の
は
「
日
本
国
憲
法
の
改
正
手
続
に
関
す
る
法
律
第
二
十
五
条

第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
公
職
選
挙
法
第
二
十
四
条
第
一
項
の

異
議
の
申
出
を
受
け
た
選
挙
管
理
委
員
会
（
以
下
「
審
査
庁
」
と

い
う
。
）
」
と
、
同
法
第
二
十
四
条
第
一
項
中
「
第
四
十
五
条
第

一
項
又
は
第
四
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
裁
決
で
」
と

あ
る
の
は
「
決
定
で
」
と
、
同
法
第
三
十
一
条
第
二
項
中
「
審
理

関
係
人
」
と
あ
る
の
は
「
異
議
申
出
人
」
と
、
同
法
第
四
十
四
条

中
「
行
政
不
服
審
査
会
等
か
ら
諮
問
に
対
す
る
答
申
を
受
け
た
と

き
（
前
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
諮
問
を
要
し
な
い
場
合
（
同
項

第
二
号
又
は
第
三
号
に
該
当
す
る
場
合
を
除
く
。
）
に
あ
っ
て
は

審
理
員
意
見
書
が
提
出
さ
れ
た
と
き
、
同
項
第
二
号
又
は
第
三
号

に
該
当
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
同
項
第
二
号
又
は
第
三
号
に
規
定

す
る
議
を
経
た
と
き
）
」
と
あ
る
の
は
「
審
理
手
続
を
終
結
し
た

と
き
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

３

（
略
）

３

（
略
）
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（
在
外
投
票
人
名
簿
の
登
録
に
関
す
る
異
議
の
申
出
）

（
在
外
投
票
人
名
簿
の
登
録
に
関
す
る
異
議
の
申
出
）

第
三
十
九
条

（
略
）

第
三
十
九
条

（
略
）

２

行
政
不
服
審
査
法
第
九
条
第
四
項
、
第
十
九
条
第
二
項
（
第
三

２

行
政
不
服
審
査
法
第
十
五
条
第
一
項
第
一
号
か
ら
第
四
号
ま
で

号
及
び
第
五
号
を
除
く
。
）
、
第
二
十
三
条
、
第
二
十
四
条
、
第

及
び
第
六
号
並
び
に
第
四
項
、
第
二
十
一
条
、
第
二
十
五
条
、
第

二
十
七
条
、
第
三
十
一
条
（
第
五
項
を
除
く
。
）
、
第
三
十
二
条

二
十
六
条
、
第
三
十
一
条
、
第
三
十
六
条
、
第
三
十
九
条
並
び
に

第
一
項
及
び
第
三
項
、
第
三
十
九
条
、
第
四
十
一
条
第
一
項
及
び

第
四
十
四
条
の
規
定
は
、
前
項
に
お
い
て
準
用
す
る
公
職
選
挙
法

第
二
項
、
第
四
十
四
条
並
び
に
第
五
十
三
条
の
規
定
は
、
前
項
に

第
二
十
四
条
第
一
項
の
異
議
の
申
出
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

お
い
て
準
用
す
る
公
職
選
挙
法
第
二
十
四
条
第
一
項
の
異
議
の
申

出
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
こ
れ
ら
の
規
定

（
行
政
不
服
審
査
法
第
四
十
四
条
の
規
定
を
除
く
。
）
中
「
審
理

員
」
と
あ
る
の
は
「
審
査
庁
」
と
、
行
政
不
服
審
査
法
第
九
条
第

四
項
中
「
審
査
庁
」
と
あ
る
の
は
「
日
本
国
憲
法
の
改
正
手
続
に

関
す
る
法
律
第
三
十
九
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
公
職
選
挙

法
第
二
十
四
条
第
一
項
の
異
議
の
申
出
を
受
け
た
選
挙
管
理
委
員

会
（
以
下
「
審
査
庁
」
と
い
う
。
）
」
と
、
同
法
第
二
十
四
条
第

一
項
中
「
第
四
十
五
条
第
一
項
又
は
第
四
十
九
条
第
一
項
の
規
定

に
基
づ
き
、
裁
決
で
」
と
あ
る
の
は
「
決
定
で
」
と
、
同
法
第
三

十
一
条
第
二
項
中
「
審
理
関
係
人
」
と
あ
る
の
は
「
異
議
申
出
人

」
と
、
同
法
第
四
十
四
条
中
「
行
政
不
服
審
査
会
等
か
ら
諮
問
に

対
す
る
答
申
を
受
け
た
と
き
（
前
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
諮
問

を
要
し
な
い
場
合
（
同
項
第
二
号
又
は
第
三
号
に
該
当
す
る
場
合

を
除
く
。
）
に
あ
っ
て
は
審
理
員
意
見
書
が
提
出
さ
れ
た
と
き
、

同
項
第
二
号
又
は
第
三
号
に
該
当
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
同
項
第

二
号
又
は
第
三
号
に
規
定
す
る
議
を
経
た
と
き
）
」
と
あ
る
の
は

「
審
理
手
続
を
終
結
し
た
と
き
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

３

（
略
）

３

（
略
）

（
審
査
請
求
の
制
限
）

（
行
政
不
服
審
査
法
に
よ
る
不
服
申
立
て
の
制
限
）

第
百
三
十
九
条

こ
の
法
律
の
規
定
に
よ
る
処
分
そ
の
他
公
権
力
の

第
百
三
十
九
条

こ
の
法
律
の
規
定
に
よ
る
処
分
そ
の
他
公
権
力
の

行
使
に
当
た
る
行
為
又
は
そ
の
不
作
為
に
つ
い
て
は
、
審
査
請
求

行
使
に
当
た
る
行
為
に
つ
い
て
は
、
行
政
不
服
審
査
法
に
よ
る
不

を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

服
申
立
て
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
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○

戦
後
強
制
抑
留
者
に
係
る
問
題
に
関
す
る
特
別
措
置
法
（
平
成
二
十
二
年
法
律
第
四
十
五
号
）
（
第
六
十
八
条
関
係
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
審
査
請
求
）

（
審
査
請
求
）

第
六
条

特
別
給
付
金
に
関
す
る
処
分
に
不
服
が
あ
る
者
は
、
総
務

第
六
条

特
別
給
付
金
に
関
す
る
処
分
に
不
服
が
あ
る
者
は
、
総
務

大
臣
に
対
し
、
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

大
臣
に
対
し
、
行
政
不
服
審
査
法
（
昭
和
三
十
七
年
法
律
第
百
六

十
号
）
に
よ
る
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

前
項
の
審
査
請
求
に
関
す
る
行
政
不
服
審
査
法
（
平
成
二
十
六

２

前
項
の
審
査
請
求
に
関
す
る
行
政
不
服
審
査
法
第
十
四
条
第
一

年
法
律
第

号
）
第
十
八
条
第
一
項
本
文
の
期
間
は
、
そ
の

項
本
文
の
期
間
は
、
そ
の
処
分
の
通
知
を
受
け
た
日
の
翌
日
か
ら

処
分
の
通
知
を
受
け
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
一
年
と
す
る
。

起
算
し
て
一
年
以
内
と
す
る
。

３

第
一
項
の
審
査
請
求
に
つ
い
て
は
、
行
政
不
服
審
査
法
第
十
八

３

第
一
項
の
審
査
請
求
に
つ
い
て
は
、
行
政
不
服
審
査
法
第
十
四

条
第
二
項
の
規
定
は
、
適
用
し
な
い
。

条
第
三
項
の
規
定
は
、
適
用
し
な
い
。
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○

外
国
法
人
の
登
記
及
び
夫
婦
財
産
契
約
の
登
記
に
関
す
る
法
律
（
明
治
三
十
一
年
法
律
第
十
四
号
）
（
第
六
十
九
条
関
係
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
不
動
産
登
記
法
の
準
用
）

（
不
動
産
登
記
法
の
準
用
）

第
八
条

不
動
産
登
記
法
（
平
成
十
六
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第

第
八
条

不
動
産
登
記
法
（
平
成
十
六
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第

七
条
か
ら
第
十
一
条
ま
で
、
第
十
三
条
、
第
十
六
条
第
一
項
、
第

七
条
か
ら
第
十
一
条
ま
で
、
第
十
三
条
、
第
十
六
条
第
一
項
、
第

十
八
条
、
第
二
十
四
条
、
第
二
十
五
条
第
一
号
か
ら
第
九
号
ま
で

十
八
条
、
第
二
十
四
条
、
第
二
十
五
条
第
一
号
か
ら
第
九
号
ま
で

及
び
第
十
二
号
、
第
六
十
七
条
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
、
第
七

及
び
第
十
二
号
、
第
六
十
七
条
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
、
第
七

十
一
条
、
第
百
十
九
条
、
第
百
二
十
一
条
第
二
項
及
び
第
三
項
、

十
一
条
、
第
百
十
九
条
、
第
百
二
十
一
条
第
二
項
及
び
第
三
項
、

第
百
五
十
二
条
か
ら
第
百
五
十
六
条
ま
で
、
第
百
五
十
七
条
第
一

第
百
五
十
二
条
か
ら
第
百
五
十
六
条
ま
で
、
第
百
五
十
七
条
第
一

項
か
ら
第
三
項
ま
で
、
第
五
項
及
び
第
六
項
並
び
に
第
百
五
十
八

項
か
ら
第
三
項
ま
で
並
び
に
第
百
五
十
八
条
の
規
定
は
、
夫
婦
財

条
の
規
定
は
、
夫
婦
財
産
契
約
に
関
す
る
登
記
に
つ
い
て
準
用
す

産
契
約
に
関
す
る
登
記
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い

る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
法
第
十
八
条
中
「
政
令
」
と
あ
る

て
、
同
法
第
十
八
条
中
「
政
令
」
と
あ
る
の
は
、
「
法
務
省
令
」

の
は
、
「
法
務
省
令
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。



- 178 -

○

供
託
法
（
明
治
三
十
二
年
法
律
第
十
五
号
）
（
第
七
十
条
関
係
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

第
一
条
ノ
四

供
託
官
ノ
処
分
ニ
不
服
ア
ル
者
又
ハ
供
託
官
ノ
不
作

第
一
条
ノ
四

供
託
官
ノ
処
分
ヲ
不
当
ト
ス
ル
者
ハ
監
督
法
務
局
又

為
ニ
係
ル
処
分
ノ
申
請
ヲ
為
シ
タ
ル
者
ハ
監
督
法
務
局
又
ハ
地
方

ハ
地
方
法
務
局
ノ
長
ニ
審
査
請
求
ヲ
為
ス
コ
ト
ヲ
得

法
務
局
ノ
長
ニ
審
査
請
求
ヲ
為
ス
コ
ト
ヲ
得

第
一
条
ノ
五

審
査
請
求
ハ
供
託
官
ヲ
経
由
シ
テ
之
ヲ
為
ス
コ
ト
ヲ

第
一
条
ノ
五

審
査
請
求
ハ
供
託
所
ニ
審
査
請
求
書
ヲ
提
出
シ
テ
之

要
ス

ヲ
為
ス

第
一
条
ノ
六

供
託
官
ハ
処
分
ニ
付
テ
ノ
審
査
請
求
ヲ
理
由
ア
リ
ト

第
一
条
ノ
六

供
託
官
ハ
審
査
請
求
ヲ
理
由
ア
リ
ト
認
ム
ル
ト
キ
ハ

認
ム
ル
ト
キ
又
ハ
審
査
請
求
ニ
係
ル
不
作
為
ニ
係
ル
処
分
ヲ
為
ス

処
分
ヲ
変
更
シ
テ
其
旨
ヲ
審
査
請
求
人
ニ
通
知
ス
ル
コ
ト
ヲ
要
ス

ベ
キ
モ
ノ
ト
認
ム
ル
ト
キ
ハ
相
当
ノ
処
分
ヲ
為
シ
テ
其
旨
ヲ
審
査

請
求
人
ニ
通
知
ス
ル
コ
ト
ヲ
要
ス

②
供
託
官
ハ
前
項
ニ
規
定
ス
ル
場
合
ヲ
除
ク
ノ
外
意
見
ヲ
付
シ
審
査

②
審
査
請
求
ヲ
理
由
ナ
シ
ト
認
ム
ル
ト
キ
ハ
意
見
ヲ
附
シ
審
査
請
求

請
求
ア
リ
タ
ル
日
ヨ
リ
五
日
内
ニ
之
ヲ
監
督
法
務
局
又
ハ
地
方
法

書
ノ
提
出
ア
リ
タ
ル
日
ヨ
リ
五
日
内
ニ
之
ヲ
監
督
法
務
局
又
ハ
地

務
局
ノ
長
ニ
送
付
ス
ル
コ
ト
ヲ
要
ス
此
ノ
場
合
ニ
於
テ
監
督
法
務

方
法
務
局
ノ
長
ニ
送
付
ス
ル
コ
ト
ヲ
要
ス

局
又
ハ
地
方
法
務
局
ノ
長
ハ
当
該
意
見
ヲ
行
政
不
服
審
査
法
（
平

成
二
十
六
年
法
律
第

号
）
第
十
一
条
第
二
項
ニ
規
定
ス
ル

審
理
員
ニ
送
付
ス
ル
モ
ノ
ト
ス

第
一
条
ノ
七

法
務
局
又
ハ
地
方
法
務
局
ノ
長
ハ
処
分
ニ
付
テ
ノ
審

第
一
条
ノ
七

法
務
局
又
ハ
地
方
法
務
局
ノ
長
ハ
審
査
請
求
ヲ
理
由

査
請
求
ヲ
理
由
ア
リ
ト
認
ム
ル
ト
キ
又
ハ
審
査
請
求
ニ
係
ル
不
作

ア
リ
ト
ス
ル
ト
キ
ハ
供
託
官
ニ
相
当
ノ
処
分
ヲ
命
ス
ル
コ
ト
ヲ
要

為
ニ
係
ル
処
分
ヲ
為
ス
ベ
キ
モ
ノ
ト
認
ム
ル
ト
キ
ハ
供
託
官
ニ
相

ス

当
ノ
処
分
ヲ
命
ス
ル
コ
ト
ヲ
要
ス

②
法
務
局
又
ハ
地
方
法
務
局
ノ
長
ハ
審
査
請
求
ニ
係
ル
不
作
為
ニ
係

〔
新
設
〕

ル
処
分
ノ
申
請
ヲ
却
下
ス
ベ
キ
モ
ノ
ト
認
ム
ル
ト
キ
ハ
供
託
官
ニ

当
該
申
請
ヲ
却
下
ス
ル
処
分
ヲ
命
ズ
ル
コ
ト
ヲ
要
ス

第
一
条
ノ
八

第
一
条
ノ
四
ノ
審
査
請
求
ニ
関
ス
ル
行
政
不
服
審
査

第
一
条
ノ
八

行
政
不
服
審
査
法
（
昭
和
三
十
七
年
法
律
第
百
六
十

法
ノ
規
定
ノ
適
用
ニ
付
テ
ハ
同
法
第
二
十
九
条
第
五
項
中
「
処
分

号
）
第
十
四
条
、
第
十
七
条
、
第
二
十
四
条
、
第
二
十
五
条
第
一

庁
等
」
ト
ア
ル
ハ
「
審
査
庁
」
ト
、
「
弁
明
書
の
提
出
」
ト
ア
ル

項
但
書
、
第
三
十
四
条
第
二
項
乃
至
第
七
項
、
第
四
十
条
第
三
項

ハ
「
供
託
法
（
明
治
三
十
二
年
法
律
第
十
五
号
）
第
一
条
ノ
六
第

乃
至
第
六
項
及
ビ
第
四
十
三
条
ノ
規
定
ハ
供
託
官
ノ
処
分
ニ
係
ル
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二
項
に
規
定
す
る
意
見
の
送
付
」
ト
、
同
法
第
三
十
条
第
一
項
中

審
査
請
求
ニ
付
テ
ハ
之
ヲ
適
用
セ
ズ

「
弁
明
書
」
ト
ア
ル
ハ
「
供
託
法
第
一
条
ノ
六
第
二
項
の
意
見
」

ト
ス

第
一
条
ノ
九

行
政
不
服
審
査
法
第
十
三
条
、
第
十
八
条
、
第
二
十

〔
新
設
〕

一
条
、
第
二
十
五
条
第
二
項
乃
至
第
七
項
、
第
二
十
九
条
第
一
項

乃
至
第
四
項
、
第
三
十
一
条
、
第
三
十
七
条
、
第
四
十
五
条
第
三

項
、
第
四
十
六
条
、
第
四
十
七
条
、
第
四
十
九
条
第
三
項
（
審
査

請
求
ニ
係
ル
不
作
為
ガ
違
法
又
ハ
不
当
ナ
ル
旨
ノ
宣
言
ニ
係
ル
部

分
ヲ
除
ク
）
乃
至
第
五
項
及
ビ
第
五
十
二
条
ノ
規
定
ハ
第
一
条
ノ

四
ノ
審
査
請
求
ニ
付
テ
ハ
之
ヲ
適
用
セ
ズ
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○

戸
籍
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
二
百
二
十
四
号
）
（
第
七
十
一
条
関
係
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

第
十
条
の
二

（
略
）

第
十
条
の
二

（
略
）

②
・
③

（
略
）

②
・
③

（
略
）

④

第
一
項
及
び
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
弁
護
士
、
司
法
書

④

第
一
項
及
び
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
弁
護
士
、
司
法
書

士
、
土
地
家
屋
調
査
士
、
税
理
士
、
社
会
保
険
労
務
士
又
は
弁
理

士
、
土
地
家
屋
調
査
士
、
税
理
士
、
社
会
保
険
労
務
士
又
は
弁
理

士
は
、
受
任
し
て
い
る
事
件
に
つ
い
て
次
に
掲
げ
る
業
務
を
遂
行

士
は
、
受
任
し
て
い
る
事
件
に
つ
い
て
次
に
掲
げ
る
業
務
を
遂
行

す
る
た
め
に
必
要
が
あ
る
場
合
に
は
、
戸
籍
謄
本
等
の
交
付
の
請

す
る
た
め
に
必
要
が
あ
る
場
合
に
は
、
戸
籍
謄
本
等
の
交
付
の
請

求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
当
該
請
求
を

求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
当
該
請
求
を

す
る
者
は
、
そ
の
有
す
る
資
格
、
当
該
事
件
の
種
類
、
そ
の
業
務

す
る
者
は
、
そ
の
有
す
る
資
格
、
当
該
事
件
の
種
類
、
そ
の
業
務

と
し
て
代
理
し
又
は
代
理
し
よ
う
と
す
る
手
続
及
び
戸
籍
の
記
載

と
し
て
代
理
し
又
は
代
理
し
よ
う
と
す
る
手
続
及
び
戸
籍
の
記
載

事
項
の
利
用
の
目
的
を
明
ら
か
に
し
て
こ
れ
を
し
な
け
れ
ば
な
ら

事
項
の
利
用
の
目
的
を
明
ら
か
に
し
て
こ
れ
を
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

な
い
。

一
～
四

（
略
）

一
～
四

（
略
）

五

社
会
保
険
労
務
士
に
あ
つ
て
は
、
社
会
保
険
労
務
士
法
（
昭

五

社
会
保
険
労
務
士
に
あ
つ
て
は
、
社
会
保
険
労
務
士
法
（
昭

和
四
十
三
年
法
律
第
八
十
九
号
）
第
二
条
第
一
項
第
一
号
の
三

和
四
十
三
年
法
律
第
八
十
九
号
）
第
二
条
第
一
項
第
一
号
の
三

に
規
定
す
る
審
査
請
求
及
び
再
審
査
請
求
並
び
に
こ
れ
ら
に
係

に
規
定
す
る
審
査
請
求
、
異
議
申
立
て
及
び
再
審
査
請
求
並
び

る
行
政
機
関
等
の
調
査
又
は
処
分
に
関
し
当
該
行
政
機
関
等
に

に
こ
れ
ら
に
係
る
行
政
機
関
等
の
調
査
又
は
処
分
に
関
し
当
該

対
し
て
す
る
主
張
又
は
陳
述
に
つ
い
て
の
代
理
業
務
並
び
に
同

行
政
機
関
等
に
対
し
て
す
る
主
張
又
は
陳
述
に
つ
い
て
の
代
理

項
第
一
号
の
四
か
ら
第
一
号
の
六
ま
で
に
規
定
す
る
代
理
業
務

業
務
並
び
に
同
項
第
一
号
の
四
か
ら
第
一
号
の
六
ま
で
に
規
定

（
同
条
第
三
項
第
一
号
に
規
定
す
る
相
談
業
務
を
除
く
。
）

す
る
代
理
業
務
（
同
条
第
三
項
第
一
号
に
規
定
す
る
相
談
業
務

を
除
く
。
）

六

弁
理
士
に
あ
つ
て
は
、
弁
理
士
法
（
平
成
十
二
年
法
律
第
四

六

弁
理
士
に
あ
つ
て
は
、
弁
理
士
法
（
平
成
十
二
年
法
律
第
四

十
九
号
）
第
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
特
許
庁
に
お
け
る
手
続

十
九
号
）
第
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
特
許
庁
に
お
け
る
手
続

（
不
服
申
立
て
に
限
る
。
）
、
審
査
請
求
及
び
裁
定
に
関
す
る

（
不
服
申
立
て
に
限
る
。
）
、
異
議
申
立
て
及
び
裁
定
に
関
す

経
済
産
業
大
臣
に
対
す
る
手
続
（
裁
定
の
取
消
し
に
限
る
。
）

る
経
済
産
業
大
臣
に
対
す
る
手
続
（
裁
定
の
取
消
し
に
限
る
。

に
つ
い
て
の
代
理
業
務
、
同
条
第
二
項
第
一
号
に
規
定
す
る
税

）
に
つ
い
て
の
代
理
業
務
、
同
条
第
二
項
第
一
号
に
規
定
す
る

関
長
又
は
財
務
大
臣
に
対
す
る
手
続
（
不
服
申
立
て
に
限
る
。

税
関
長
又
は
財
務
大
臣
に
対
す
る
手
続
（
不
服
申
立
て
に
限
る
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）
に
つ
い
て
の
代
理
業
務
、
同
項
第
二
号
に
規
定
す
る
代
理
業

。
）
に
つ
い
て
の
代
理
業
務
、
同
項
第
二
号
に
規
定
す
る
代
理

務
、
同
法
第
六
条
に
規
定
す
る
訴
訟
の
手
続
に
つ
い
て
の
代
理

業
務
、
同
法
第
六
条
に
規
定
す
る
訴
訟
の
手
続
に
つ
い
て
の
代

業
務
並
び
に
同
法
第
六
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
特
定
侵
害

理
業
務
並
び
に
同
法
第
六
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
特
定
侵

訴
訟
の
手
続
に
つ
い
て
の
代
理
業
務
（
特
許
業
務
法
人
に
つ
い

害
訴
訟
の
手
続
に
つ
い
て
の
代
理
業
務
（
特
許
業
務
法
人
に
つ

て
は
同
法
第
六
条
に
規
定
す
る
訴
訟
の
手
続
に
つ
い
て
の
代
理

い
て
は
同
法
第
六
条
に
規
定
す
る
訴
訟
の
手
続
に
つ
い
て
の
代

業
務
及
び
同
法
第
六
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
特
定
侵
害
訴

理
業
務
及
び
同
法
第
六
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
特
定
侵
害

訟
の
手
続
に
つ
い
て
の
代
理
業
務
を
除
く
。
）

訴
訟
の
手
続
に
つ
い
て
の
代
理
業
務
を
除
く
。
）

⑤
・
⑥

（
略
）

⑤
・
⑥

（
略
）

第
百
二
十
三
条

戸
籍
事
件
（
次
条
に
規
定
す
る
請
求
に
係
る
も
の

第
百
二
十
三
条

戸
籍
事
件
（
次
条
に
規
定
す
る
請
求
に
係
る
も
の

を
除
く
。
）
に
関
す
る
市
町
村
長
の
処
分
又
は
そ
の
不
作
為
に
つ

を
除
く
。
）
に
関
す
る
市
町
村
長
の
処
分
に
つ
い
て
は
、
行
政
不

い
て
は
、
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

服
審
査
法
（
昭
和
三
十
七
年
法
律
第
百
六
十
号
）
に
よ
る
不
服
申

立
て
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

第
百
二
十
四
条

第
十
条
第
一
項
又
は
第
十
条
の
二
第
一
項
か
ら
第

第
百
二
十
四
条

第
十
条
第
一
項
又
は
第
十
条
の
二
第
一
項
か
ら
第

五
項
ま
で
の
請
求
（
こ
れ
ら
の
規
定
を
第
十
二
条
の
二
に
お
い
て

五
項
ま
で
の
請
求
（
こ
れ
ら
の
規
定
を
第
十
二
条
の
二
に
お
い
て

準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
第
四
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ

準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
第
四
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ

る
請
求
及
び
第
百
二
十
条
第
一
項
の
請
求
に
つ
い
て
市
町
村
長
が

る
請
求
及
び
第
百
二
十
条
第
一
項
の
請
求
に
つ
い
て
市
町
村
長
が

行
う
処
分
又
は
そ
の
不
作
為
に
不
服
が
あ
る
者
は
、
市
役
所
又
は

し
た
処
分
に
不
服
が
あ
る
者
は
、
市
役
所
又
は
町
村
役
場
の
所
在

町
村
役
場
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
法
務
局
又
は
地
方
法
務
局
の
長

地
を
管
轄
す
る
法
務
局
又
は
地
方
法
務
局
の
長
に
審
査
請
求
を
す

に
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

る
こ
と
が
で
き
る
。

第
百
二
十
五
条

削
除

第
百
二
十
五
条

前
条
の
処
分
の
取
消
し
の
訴
え
は
、
当
該
処
分
に

つ
い
て
の
審
査
請
求
の
裁
決
を
経
た
後
で
な
け
れ
ば
、
提
起
す
る

こ
と
が
で
き
な
い
。
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○

弁
護
士
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
二
百
五
号
）
（
第
七
十
二
条
関
係
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
弁
護
士
の
職
務
）

（
弁
護
士
の
職
務
）

第
三
条

弁
護
士
は
、
当
事
者
そ
の
他
関
係
人
の
依
頼
又
は
官
公
署

第
三
条

弁
護
士
は
、
当
事
者
そ
の
他
関
係
人
の
依
頼
又
は
官
公
署

の
委
嘱
に
よ
つ
て
、
訴
訟
事
件
、
非
訟
事
件
及
び
審
査
請
求
、
再

の
委
嘱
に
よ
つ
て
、
訴
訟
事
件
、
非
訟
事
件
及
び
審
査
請
求
、
異

調
査
の
請
求
、
再
審
査
請
求
等
行
政
庁
に
対
す
る
不
服
申
立
事
件

議
申
立
て
、
再
審
査
請
求
等
行
政
庁
に
対
す
る
不
服
申
立
事
件
に

に
関
す
る
行
為
そ
の
他
一
般
の
法
律
事
務
を
行
う
こ
と
を
職
務
と

関
す
る
行
為
そ
の
他
一
般
の
法
律
事
務
を
行
う
こ
と
を
職
務
と
す

す
る
。

る
。

２

（
略
）

２

（
略
）

（
認
定
の
手
続
等
）

（
認
定
の
手
続
等
）

第
五
条
の
三

（
略
）

第
五
条
の
三

（
略
）

２
～
４

（
略
）

２
～
４

（
略
）

５

前
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
申
請
に
係
る
処
分
（
申
請
者
が
第

〔
新
設
〕

五
条
各
号
の
い
ず
れ
に
も
該
当
し
な
い
こ
と
を
理
由
と
す
る
却
下

の
処
分
を
除
く
。
）
又
は
そ
の
不
作
為
に
つ
い
て
の
審
査
請
求
に

つ
い
て
は
、
行
政
不
服
審
査
法
（
平
成
二
十
六
年
法
律
第

号
）
第
二
章
第
四
節
の
規
定
は
、
適
用
し
な
い
。

（
登
録
又
は
登
録
換
え
の
請
求
の
進
達
の
拒
絶
）

（
登
録
又
は
登
録
換
え
の
請
求
の
進
達
の
拒
絶
）

第
十
二
条

（
略
）

第
十
二
条

（
略
）

２
・
３

（
略
）

２
・
３

（
略
）

４

弁
護
士
会
が
登
録
又
は
登
録
換
え
の
請
求
の
進
達
を
求
め
ら
れ

４

弁
護
士
会
が
登
録
又
は
登
録
換
え
の
請
求
の
進
達
を
求
め
ら
れ

た
後
三
箇
月
を
経
て
も
な
お
日
本
弁
護
士
連
合
会
に
そ
の
進
達
を

た
後
三
箇
月
を
経
て
も
な
お
日
本
弁
護
士
連
合
会
に
そ
の
進
達
を

し
な
い
と
き
は
、
そ
の
登
録
又
は
登
録
換
え
の
請
求
を
し
た
者
は

し
な
い
と
き
は
、
そ
の
登
録
又
は
登
録
換
え
の
請
求
を
し
た
者
は

、
そ
の
登
録
又
は
登
録
換
え
の
請
求
の
進
達
を
拒
絶
さ
れ
た
も
の

、
そ
の
登
録
又
は
登
録
換
え
の
請
求
の
進
達
を
拒
絶
さ
れ
た
も
の

と
み
な
し
、
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

と
み
な
し
、
行
政
不
服
審
査
法
（
昭
和
三
十
七
年
法
律
第
百
六
十

号
）
に
よ
る
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
十
二
条
の
二

日
本
弁
護
士
連
合
会
は
、
前
条
の
規
定
に
よ
る
登

第
十
二
条
の
二

日
本
弁
護
士
連
合
会
は
、
前
条
の
規
定
に
よ
る
登

録
又
は
登
録
換
え
の
進
達
の
拒
絶
に
つ
い
て
の
審
査
請
求
（
同
条

録
又
は
登
録
換
え
の
進
達
の
拒
絶
に
つ
い
て
の
行
政
不
服
審
査
法
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第
四
項
の
規
定
に
よ
る
審
査
請
求
を
含
む
。
）
に
対
し
て
裁
決
を

に
よ
る
審
査
請
求
（
同
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
審
査
請
求
を
含

す
る
場
合
に
は
、
資
格
審
査
会
の
議
決
に
基
づ
か
な
け
れ
ば
な
ら

む
。
）
に
対
し
て
裁
決
を
す
る
場
合
に
は
、
資
格
審
査
会
の
議
決

な
い
。

に
基
づ
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

（
略
）

２

（
略
）

３

第
一
項
の
審
査
請
求
に
つ
い
て
は
、
行
政
不
服
審
査
法
第
九
条

〔
新
設
〕

、
第
十
七
条
、
第
二
章
第
三
節
及
び
第
五
十
条
第
二
項
の
規
定
は

、
適
用
し
な
い
。

４

第
一
項
の
審
査
請
求
に
関
す
る
行
政
不
服
審
査
法
の
規
定
の
適

〔
新
設
〕

用
に
つ
い
て
は
、
同
法
第
十
一
条
第
二
項
中
「
第
九
条
第
一
項
の

規
定
に
よ
り
指
名
さ
れ
た
者
（
以
下
「
審
理
員
」
と
い
う
。
）
」

と
あ
る
の
は
「
日
本
弁
護
士
連
合
会
の
資
格
審
査
会
」
と
、
同
法

第
十
三
条
第
一
項
及
び
第
二
項
中
「
審
理
員
」
と
あ
る
の
は
「
第

十
一
条
第
二
項
の
資
格
審
査
会
」
と
、
同
法
第
四
十
四
条
中
「
行

政
不
服
審
査
会
等
か
ら
諮
問
に
対
す
る
答
申
を
受
け
た
と
き
（
前

条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
諮
問
を
要
し
な
い
場
合
（
同
項
第
二
号

又
は
第
三
号
に
該
当
す
る
場
合
を
除
く
。
）
に
あ
っ
て
は
審
理
員

意
見
書
が
提
出
さ
れ
た
と
き
、
同
項
第
二
号
又
は
第
三
号
に
該
当

す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
同
項
第
二
号
又
は
第
三
号
に
規
定
す
る
議

を
経
た
と
き
）
」
と
あ
る
の
は
「
弁
護
士
法
（
昭
和
二
十
四
年
法

律
第
二
百
五
号
）
第
十
二
条
の
二
第
一
項
の
議
決
が
あ
っ
た
と
き

」
と
す
る
。

第
十
四
条

前
条
の
規
定
に
よ
り
登
録
取
消
し
の
請
求
を
さ
れ
た
者

第
十
四
条

前
条
の
規
定
に
よ
り
登
録
取
消
の
請
求
を
さ
れ
た
者
は

は
、
そ
の
通
知
を
受
け
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
三
箇
月
以
内

、
そ
の
通
知
を
受
け
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
六
十
日
以
内
に

に
日
本
弁
護
士
連
合
会
に
異
議
を
申
し
出
る
こ
と
が
で
き
る
。

日
本
弁
護
士
連
合
会
に
異
議
を
申
し
出
る
こ
と
が
で
き
る
。

２
・
３

（
略
）

２
・
３

（
略
）

（
審
査
請
求
の
制
限
）

（
不
服
申
立
て
の
制
限
）

第
四
十
九
条
の
三

こ
の
法
律
に
基
づ
く
日
本
弁
護
士
連
合
会
の
処

第
四
十
九
条
の
三

日
本
弁
護
士
連
合
会
が
こ
の
法
律
に
基
づ
い
て

分
又
は
そ
の
不
作
為
に
つ
い
て
は
、
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で

し
た
処
分
に
つ
い
て
は
、
行
政
不
服
審
査
法
に
よ
る
不
服
申
立
て

き
な
い
。

を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

（
懲
戒
を
受
け
た
者
の
審
査
請
求
に
対
す
る
裁
決
）

（
懲
戒
を
受
け
た
者
の
審
査
請
求
に
対
す
る
裁
決
）

第
五
十
九
条

日
本
弁
護
士
連
合
会
は
、
第
五
十
六
条
の
規
定
に
よ

第
五
十
九
条

日
本
弁
護
士
連
合
会
は
、
第
五
十
六
条
の
規
定
に
よ
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り
弁
護
士
会
が
し
た
懲
戒
の
処
分
に
つ
い
て
審
査
請
求
が
あ
つ
た

り
弁
護
士
会
が
し
た
懲
戒
の
処
分
に
つ
い
て
行
政
不
服
審
査
法
に

と
き
は
、
日
本
弁
護
士
連
合
会
の
懲
戒
委
員
会
に
事
案
の
審
査
を

よ
る
審
査
請
求
が
あ
つ
た
と
き
は
、
日
本
弁
護
士
連
合
会
の
懲
戒

求
め
、
そ
の
議
決
に
基
づ
き
、
裁
決
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

委
員
会
に
事
案
の
審
査
を
求
め
、
そ
の
議
決
に
基
づ
き
、
裁
決
を

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

前
項
の
審
査
請
求
に
つ
い
て
は
、
行
政
不
服
審
査
法
第
九
条
、

〔
新
設
〕

第
十
七
条
、
第
二
章
第
三
節
及
び
第
五
十
条
第
二
項
の
規
定
は
、

適
用
し
な
い
。

３

第
一
項
の
審
査
請
求
に
関
す
る
行
政
不
服
審
査
法
の
規
定
の
適

〔
新
設
〕

用
に
つ
い
て
は
、
同
法
第
十
一
条
第
二
項
中
「
第
九
条
第
一
項
の

規
定
に
よ
り
指
名
さ
れ
た
者
（
以
下
「
審
理
員
」
と
い
う
。
）
」

と
あ
る
の
は
「
日
本
弁
護
士
連
合
会
の
懲
戒
委
員
会
」
と
、
同
法

第
十
三
条
第
一
項
及
び
第
二
項
中
「
審
理
員
」
と
あ
る
の
は
「
第

十
一
条
第
二
項
の
懲
戒
委
員
会
」
と
、
同
法
第
四
十
四
条
中
「
行

政
不
服
審
査
会
等
か
ら
諮
問
に
対
す
る
答
申
を
受
け
た
と
き
（
前

条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
諮
問
を
要
し
な
い
場
合
（
同
項
第
二
号

又
は
第
三
号
に
該
当
す
る
場
合
を
除
く
。
）
に
あ
っ
て
は
審
理
員

意
見
書
が
提
出
さ
れ
た
と
き
、
同
項
第
二
号
又
は
第
三
号
に
該
当

す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
同
項
第
二
号
又
は
第
三
号
に
規
定
す
る
議

を
経
た
と
き
）
」
と
あ
る
の
は
「
弁
護
士
法
（
昭
和
二
十
四
年
法

律
第
二
百
五
号
）
第
五
十
九
条
第
一
項
の
議
決
が
あ
っ
た
と
き
」

と
す
る
。

（
懲
戒
請
求
者
に
よ
る
異
議
の
申
出
）

（
懲
戒
請
求
者
に
よ
る
異
議
の
申
出
）

第
六
十
四
条

（
略
）

第
六
十
四
条

（
略
）

２

前
項
の
規
定
に
よ
る
異
議
の
申
出
（
相
当
の
期
間
内
に
懲
戒
の

２

前
項
の
規
定
に
よ
る
異
議
の
申
出
（
相
当
の
期
間
内
に
懲
戒
の

手
続
を
終
え
な
い
こ
と
に
つ
い
て
の
も
の
を
除
く
。
）
は
、
弁
護

手
続
を
終
え
な
い
こ
と
に
つ
い
て
の
も
の
を
除
く
。
）
は
、
弁
護

士
会
に
よ
る
当
該
懲
戒
し
な
い
旨
の
決
定
に
係
る
第
六
十
四
条
の

士
会
に
よ
る
当
該
懲
戒
し
な
い
旨
の
決
定
に
係
る
第
六
十
四
条
の

七
第
一
項
第
二
号
の
規
定
に
よ
る
通
知
又
は
当
該
懲
戒
の
処
分
に

七
第
一
項
第
二
号
の
規
定
に
よ
る
通
知
又
は
当
該
懲
戒
の
処
分
に

係
る
第
六
十
四
条
の
六
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
通
知
を
受
け
た
日

係
る
第
六
十
四
条
の
六
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
通
知
を
受
け
た
日

の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
三
箇
月
以
内
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
六
十
日
以
内
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

（
略
）

３

（
略
）

（
非
弁
護
士
の
法
律
事
務
の
取
扱
い
等
の
禁
止
）

（
非
弁
護
士
の
法
律
事
務
の
取
扱
い
等
の
禁
止
）
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第
七
十
二
条

弁
護
士
又
は
弁
護
士
法
人
で
な
い
者
は
、
報
酬
を
得

第
七
十
二
条

弁
護
士
又
は
弁
護
士
法
人
で
な
い
者
は
、
報
酬
を
得

る
目
的
で
訴
訟
事
件
、
非
訟
事
件
及
び
審
査
請
求
、
再
調
査
の
請

る
目
的
で
訴
訟
事
件
、
非
訟
事
件
及
び
審
査
請
求
、
異
議
申
立
て

求
、
再
審
査
請
求
等
行
政
庁
に
対
す
る
不
服
申
立
事
件
そ
の
他
一

、
再
審
査
請
求
等
行
政
庁
に
対
す
る
不
服
申
立
事
件
そ
の
他
一
般

般
の
法
律
事
件
に
関
し
て
鑑
定
、
代
理
、
仲
裁
若
し
く
は
和
解
そ

の
法
律
事
件
に
関
し
て
鑑
定
、
代
理
、
仲
裁
若
し
く
は
和
解
そ
の

の
他
の
法
律
事
務
を
取
り
扱
い
、
又
は
こ
れ
ら
の
周
旋
を
す
る
こ

他
の
法
律
事
務
を
取
り
扱
い
、
又
は
こ
れ
ら
の
周
旋
を
す
る
こ
と

と
を
業
と
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
た
だ
し
、
こ
の
法
律
又
は
他

を
業
と
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
た
だ
し
、
こ
の
法
律
又
は
他
の

の
法
律
に
別
段
の
定
め
が
あ
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

法
律
に
別
段
の
定
め
が
あ
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。
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○

司
法
書
士
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
九
十
七
号
）
（
第
七
十
三
条
関
係
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
登
録
を
拒
否
さ
れ
た
場
合
の
審
査
請
求
）

（
登
録
を
拒
否
さ
れ
た
場
合
の
審
査
請
求
）

第
十
二
条

第
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
登
録
を
拒
否
さ
れ
た
者

第
十
二
条

第
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
登
録
を
拒
否
さ
れ
た
者

は
、
当
該
処
分
に
不
服
が
あ
る
と
き
は
、
法
務
大
臣
に
対
し
て
審

は
、
当
該
処
分
に
不
服
が
あ
る
と
き
は
、
法
務
大
臣
に
対
し
て
行

査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

政
不
服
審
査
法
（
昭
和
三
十
七
年
法
律
第
百
六
十
号
）
に
よ
る
審

査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

第
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
登
録
の
申
請
を
し
た
者
は
、
そ

２

第
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
登
録
の
申
請
を
し
た
者
は
、
そ

の
申
請
の
日
か
ら
三
月
を
経
過
し
て
も
当
該
申
請
に
対
し
て
何
ら

の
申
請
の
日
か
ら
三
月
を
経
過
し
て
も
当
該
申
請
に
対
し
て
何
ら

の
処
分
が
さ
れ
な
い
と
き
は
、
当
該
登
録
を
拒
否
さ
れ
た
も
の
と

の
処
分
が
さ
れ
な
い
と
き
は
、
当
該
登
録
を
拒
否
さ
れ
た
も
の
と

し
て
、
法
務
大
臣
に
対
し
て
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

し
て
、
法
務
大
臣
に
対
し
て
前
項
の
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で

き
る
。

３

前
二
項
の
場
合
に
お
い
て
、
法
務
大
臣
は
、
行
政
不
服
審
査
法

３

前
二
項
の
規
定
に
よ
る
審
査
請
求
が
理
由
が
あ
る
と
き
は
、
法

（
平
成
二
十
六
年
法
律
第

号
）
第
二
十
五
条
第
二
項
及
び

務
大
臣
は
、
日
本
司
法
書
士
会
連
合
会
に
対
し
、
相
当
の
処
分
を

第
三
項
並
び
に
第
四
十
六
条
第
二
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は

す
べ
き
旨
を
命
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

、
日
本
司
法
書
士
会
連
合
会
の
上
級
行
政
庁
と
み
な
す
。

（
登
録
拒
否
に
関
す
る
規
定
の
準
用
）

（
登
録
拒
否
に
関
す
る
規
定
の
準
用
）

第
十
七
条

第
十
二
条
第
一
項
及
び
第
三
項
の
規
定
は
、
第
十
五
条

第
十
七
条

第
十
二
条
第
一
項
及
び
第
三
項
の
規
定
は
、
第
十
五
条

第
一
項
又
は
前
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
登
録
の
取
消
し
に
準
用

第
一
項
又
は
前
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
登
録
の
取
消
し
に
準
用

す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
十
二
条
第
三
項
中
「
第
四
十
六

す
る
。

条
第
二
項
」
と
あ
る
の
は
、
「
第
四
十
六
条
第
一
項
」
と
読
み
替

え
る
も
の
と
す
る
。
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○

土
地
家
屋
調
査
士
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
二
十
八
号
）
（
第
七
十
四
条
関
係
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
登
録
を
拒
否
さ
れ
た
場
合
の
審
査
請
求
）

（
登
録
を
拒
否
さ
れ
た
場
合
の
審
査
請
求
）

第
十
二
条

第
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
登
録
を
拒
否
さ
れ
た
者

第
十
二
条

第
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
登
録
を
拒
否
さ
れ
た
者

は
、
当
該
処
分
に
不
服
が
あ
る
と
き
は
、
法
務
大
臣
に
対
し
て
審

は
、
当
該
処
分
に
不
服
が
あ
る
と
き
は
、
法
務
大
臣
に
対
し
て
行

査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

政
不
服
審
査
法
（
昭
和
三
十
七
年
法
律
第
百
六
十
号
）
に
よ
る
審

査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

第
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
登
録
の
申
請
を
し
た
者
は
、
そ

２

第
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
登
録
の
申
請
を
し
た
者
は
、
そ

の
申
請
の
日
か
ら
三
月
を
経
過
し
て
も
当
該
申
請
に
対
し
て
何
ら

の
申
請
の
日
か
ら
三
月
を
経
過
し
て
も
当
該
申
請
に
対
し
て
何
ら

の
処
分
が
さ
れ
な
い
と
き
は
、
当
該
登
録
を
拒
否
さ
れ
た
も
の
と

の
処
分
が
さ
れ
な
い
と
き
は
、
当
該
登
録
を
拒
否
さ
れ
た
も
の
と

し
て
、
法
務
大
臣
に
対
し
て
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

し
て
、
法
務
大
臣
に
対
し
て
前
項
の
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で

き
る
。

３

前
二
項
の
場
合
に
お
い
て
、
法
務
大
臣
は
、
行
政
不
服
審
査
法

３

前
二
項
の
規
定
に
よ
る
審
査
請
求
が
理
由
が
あ
る
と
き
は
、
法

（
平
成
二
十
六
年
法
律
第

号
）
第
二
十
五
条
第
二
項
及
び

務
大
臣
は
、
調
査
士
会
連
合
会
に
対
し
、
相
当
の
処
分
を
す
べ
き

第
三
項
並
び
に
第
四
十
六
条
第
二
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は

旨
を
命
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

、
調
査
士
会
連
合
会
の
上
級
行
政
庁
と
み
な
す
。

（
登
録
拒
否
に
関
す
る
規
定
の
準
用
）

（
登
録
拒
否
に
関
す
る
規
定
の
準
用
）

第
十
七
条

第
十
二
条
第
一
項
及
び
第
三
項
の
規
定
は
、
第
十
五
条

第
十
七
条

第
十
二
条
第
一
項
及
び
第
三
項
の
規
定
は
、
第
十
五
条

第
一
項
又
は
前
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
登
録
の
取
消
し
に
準
用

第
一
項
又
は
前
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
登
録
の
取
消
し
に
準
用

す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
十
二
条
第
三
項
中
「
第
四
十
六

す
る
。

条
第
二
項
」
と
あ
る
の
は
、
「
第
四
十
六
条
第
一
項
」
と
読
み
替

え
る
も
の
と
す
る
。
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○

出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
（
昭
和
二
十
六
年
政
令
第
三
百
十
九
号
）
（
第
七
十
五
条
関
係
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
仮
滞
在
の
許
可
）

（
仮
滞
在
の
許
可
）

第
六
十
一
条
の
二
の
四

（
略
）

第
六
十
一
条
の
二
の
四

（
略
）

２
～
４

（
略
）

２
～
４

（
略
）

５

第
一
項
の
許
可
を
受
け
た
外
国
人
が
次
の
各
号
に
掲
げ
る
い
ず

５

第
一
項
の
許
可
を
受
け
た
外
国
人
が
次
の
各
号
に
掲
げ
る
い
ず

れ
か
の
事
由
に
該
当
す
る
こ
と
と
な
つ
た
と
き
は
、
当
該
外
国
人

れ
か
の
事
由
に
該
当
す
る
こ
と
と
な
つ
た
と
き
は
、
当
該
外
国
人

に
係
る
仮
滞
在
期
間
（
前
項
の
規
定
に
よ
り
更
新
さ
れ
た
仮
滞
在

に
係
る
仮
滞
在
期
間
（
前
項
の
規
定
に
よ
り
更
新
さ
れ
た
仮
滞
在

期
間
を
含
む
。
以
下
同
じ
。
）
は
、
当
該
事
由
に
該
当
す
る
こ
と

期
間
を
含
む
。
以
下
同
じ
。
）
は
、
当
該
事
由
に
該
当
す
る
こ
と

と
な
つ
た
時
に
、
そ
の
終
期
が
到
来
し
た
も
の
と
す
る
。

と
な
つ
た
時
に
、
そ
の
終
期
が
到
来
し
た
も
の
と
す
る
。

一

難
民
の
認
定
を
し
な
い
処
分
に
つ
き
第
六
十
一
条
の
二
の
九

一

難
民
の
認
定
を
し
な
い
処
分
に
つ
き
第
六
十
一
条
の
二
の
九

第
一
項
の
審
査
請
求
が
な
く
て
同
条
第
二
項
の
期
間
が
経
過
し

第
一
項
の
異
議
申
立
て
が
な
く
て
同
条
第
二
項
の
期
間
が
経
過

た
こ
と
。

し
た
こ
と
。

二

難
民
の
認
定
を
し
な
い
処
分
に
つ
き
第
六
十
一
条
の
二
の
九

二

難
民
の
認
定
を
し
な
い
処
分
に
つ
き
第
六
十
一
条
の
二
の
九

第
一
項
の
審
査
請
求
が
あ
つ
た
場
合
に
お
い
て
、
当
該
審
査
請

第
一
項
の
異
議
申
立
て
が
あ
つ
た
場
合
に
お
い
て
、
当
該
異
議

求
が
取
り
下
げ
ら
れ
、
又
は
こ
れ
を
却
下
し
若
し
く
は
棄
却
す

申
立
て
が
取
り
下
げ
ら
れ
、
又
は
こ
れ
を
却
下
若
し
く
は
棄
却

る
旨
の
裁
決
が
あ
つ
た
こ
と
。

す
る
旨
の
決
定
が
あ
つ
た
こ
と
。

三
～
五

（
略
）

三
～
五

（
略
）

（
審
査
請
求
）

（
異
議
申
立
て
）

第
六
十
一
条
の
二
の
九

次
に
掲
げ
る
処
分
又
は
不
作
為
に
つ
い
て

第
六
十
一
条
の
二
の
九

次
に
掲
げ
る
処
分
に
不
服
が
あ
る
外
国
人

の
審
査
請
求
は
、
法
務
大
臣
に
対
し
、
法
務
省
令
で
定
め
る
事
項

は
、
法
務
省
令
で
定
め
る
事
項
を
記
載
し
た
書
面
を
提
出
し
て
、

を
記
載
し
た
審
査
請
求
書
を
提
出
し
て
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

法
務
大
臣
に
対
し
異
議
申
立
て
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

一

（
略
）

一

（
略
）

二

第
六
十
一
条
の
二
第
一
項
の
申
請
に
係
る
不
作
為

〔
新
設
〕

三

（
略
）

二

（
略
）

２

前
項
第
一
号
及
び
第
三
号
に
掲
げ
る
処
分
に
つ
い
て
の
審
査
請

２

前
項
の
異
議
申
立
て
に
関
す
る
行
政
不
服
審
査
法
（
昭
和
三
十

求
に
関
す
る
行
政
不
服
審
査
法
（
平
成
二
十
六
年
法
律
第

七
年
法
律
第
百
六
十
号
）
第
四
十
五
条
の
期
間
は
、
第
六
十
一
条

号
）
第
十
八
条
第
一
項
本
文
の
期
間
は
、
第
六
十
一
条
の
二
第
二

の
二
第
二
項
又
は
第
六
十
一
条
の
二
の
七
第
二
項
の
通
知
を
受
け
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項
又
は
第
六
十
一
条
の
二
の
七
第
二
項
の
通
知
を
受
け
た
日
か
ら

た
日
か
ら
七
日
以
内
と
す
る
。

七
日
と
す
る
。

３

法
務
大
臣
は
、
第
一
項
の
審
査
請
求
に
対
す
る
裁
決
に
当
た
つ

３

法
務
大
臣
は
、
第
一
項
の
異
議
申
立
て
に
対
す
る
決
定
に
当
た

て
は
、
法
務
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
難
民
審
査
参
与
員

つ
て
は
、
法
務
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
難
民
審
査
参
与

の
意
見
を
聴
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

員
の
意
見
を
聴
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４

法
務
大
臣
は
、
第
一
項
の
審
査
請
求
に
つ
い
て
行
政
不
服
審
査

４

法
務
大
臣
は
、
第
一
項
の
異
議
申
立
て
に
つ
い
て
行
政
不
服
審

法
第
四
十
五
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
又
は
第
四
十
九
条
第
一

査
法
第
四
十
七
条
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
決
定
を
す

項
若
し
く
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
裁
決
を
す
る
場
合
に
は
、
当

る
場
合
に
は
、
当
該
決
定
に
付
す
る
理
由
に
お
い
て
、
前
項
の
難

該
裁
決
に
付
す
る
理
由
に
お
い
て
、
前
項
の
難
民
審
査
参
与
員
の

民
審
査
参
与
員
の
意
見
の
要
旨
を
明
ら
か
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

意
見
の
要
旨
を
明
ら
か
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

い
。

５

難
民
審
査
参
与
員
に
つ
い
て
は
、
行
政
不
服
審
査
法
第
十
一
条

５

難
民
審
査
参
与
員
は
、
法
務
大
臣
に
対
し
、
異
議
申
立
人
又
は

第
二
項
に
規
定
す
る
審
理
員
と
み
な
し
て
、
同
法
の
規
定
を
適
用

参
加
人
に
口
頭
で
意
見
を
述
べ
る
機
会
を
与
え
る
よ
う
求
め
る
こ

す
る
。

と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
法
務
大
臣
は
、
速
や
か
に

こ
れ
ら
の
者
に
当
該
機
会
を
与
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

６

第
一
項
の
審
査
請
求
に
つ
い
て
は
、
行
政
不
服
審
査
法
第
九
条

６

難
民
審
査
参
与
員
は
、
行
政
不
服
審
査
法
第
四
十
八
条
に
お
い

第
一
項
、
第
十
四
条
、
第
十
七
条
、
第
十
九
条
、
第
二
十
九
条
、

て
準
用
す
る
同
法
第
二
十
五
条
第
一
項
た
だ
し
書
又
は
前
項
の
規

第
四
十
一
条
第
二
項
（
第
一
号
イ
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
、
第

定
に
よ
る
異
議
申
立
人
又
は
参
加
人
の
意
見
の
陳
述
に
係
る
手
続

二
章
第
四
節
及
び
第
五
十
条
第
二
項
の
規
定
は
適
用
し
な
い
も
の

に
立
ち
会
い
、
及
び
こ
れ
ら
の
者
を
審
尋
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

と
し
、
同
法
の
他
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
次
の
表
の
上
欄

に
掲
げ
る
同
法
の
規
定
中
同
表
の
中
欄
に
掲
げ
る
字
句
は
、
同
表

の
下
欄
に
掲
げ
る
字
句
と
す
る
ほ
か
、
必
要
な
技
術
的
読
替
え
は

、
政
令
で
定
め
る
。

読
み
替
え
ら
れ

る
行
政
不
服
審

読
み
替
え
ら
れ
る
字
句

読
み
替
え
る
字
句

査
法
の
規
定

第
十
八
条
第
三

次
条

出
入
国
管
理
及
び
難

項

民
認
定
法
（
昭
和
二

十
六
年
政
令
第
三
百

十
九
号
。
以
下
「
入
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管
法
」
と
い
う
。
）

第
六
十
一
条
の
二
の

九
第
一
項

第
二
十
三
条

第
十
九
条

入
管
法
第
六
十
一
条

の
二
の
九
第
一
項

第
三
十
条
第
一

前
条
第
五
項
の
規
定
に

入
管
法
第
六
十
一
条

項

よ
り
送
付
さ
れ
た
弁
明

の
二
の
九
第
一
項
各

書
に
記
載
さ
れ
た
事
項

号
に
掲
げ
る
処
分
又

に
対
す
る
反
論
を
記
載

は
不
作
為
に
対
す
る

し
た
書
面
（
以
下
「
反

意
見
そ
の
他
の
審
査

論
書
」
と
い
う
。
）

請
求
人
の
主
張
を
記

載
し
た
書
面
（
以
下

「
申
述
書
」
と
い
う

。
）

反
論
書
を

申
述
書
を

第
三
十
条
第
三

反
論
書

申
述
書

項第
三
十
一
条
第

場
合

場
合
又
は
申
述
書
に

一
項
た
だ
し
書

記
載
さ
れ
た
事
実
そ

の
他
の
申
立
人
の
主

張
に
係
る
事
実
が
真

実
で
あ
っ
て
も
、
何

ら
の
難
民
と
な
る
事

由
を
包
含
し
て
い
な

い
こ
と
そ
の
他
の
事

情
に
よ
り
当
該
意
見
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を
述
べ
る
機
会
を
与

え
る
こ
と
が
適
当
で

な
い
と
認
め
ら
れ
る

場
合

第
三
十
一
条
第

審
理
員
が
期
日
及
び
場

審
理
員
が
、
あ
ら
か

二
項

所
を
指
定
し
、
全
て
の

じ
め
審
査
請
求
に
係

審
理
関
係
人
を
招
集
し

る
事
件
に
関
す
る
処

て
さ
せ
る
も
の
と
す
る

分
庁
等
に
対
す
る
質

。

問
の
有
無
及
び
そ
の

内
容
に
つ
い
て
申
立

人
か
ら
聴
取
し
た
上

で
、
期
日
及
び
場
所

を
指
定
し
、
全
て
の

審
理
関
係
人
を
招
集

し
て
さ
せ
る
も
の
と

す
る
。
た
だ
し
、
次

の
各
号
の
い
ず
れ
か

に
該
当
す
る
場
合
に

は
、
処
分
庁
等
を
招

集
す
る
こ
と
を
要
し

な
い
。

一

申
立
人
か
ら
処

分
庁
等
の
招
集
を

要
し
な
い
旨
の
意

思
の
表
明
が
あ
っ

た
と
き
。

二

前
号
に
掲
げ
る

場
合
の
ほ
か
、
当

該
聴
取
の
結
果
、

処
分
庁
等
を
招
集
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す
る
こ
と
を
要
し

な
い
と
認
め
る
と

き
。

第
四
十
一
条
第

反
論
書

申
述
書

二
項
第
一
号
ロ

第
四
十
四
条

行
政
不
服
審
査
会
等
か

審
理
員
意
見
書
が
提

ら
諮
問
に
対
す
る
答
申

出
さ
れ
た
と
き

を
受
け
た
と
き
（
前
条

第
一
項
の
規
定
に
よ
る

諮
問
を
要
し
な
い
場
合

（
同
項
第
二
号
又
は
第

三
号
に
該
当
す
る
場
合

を
除
く
。
）
に
あ
っ
て

は
審
理
員
意
見
書
が
提

出
さ
れ
た
と
き
、
同
項

第
二
号
又
は
第
三
号
に

該
当
す
る
場
合
に
あ
っ

て
は
同
項
第
二
号
又
は

第
三
号
に
規
定
す
る
議

を
経
た
と
き
）

第
五
十
条
第
一

審
理
員
意
見
書
又
は
行

審
理
員
意
見
書

項
第
四
号

政
不
服
審
査
会
等
若
し

く
は
審
議
会
等
の
答
申

書

第
八
十
三
条
第

第
十
九
条
（
第
五
項
第

入
管
法
第
六
十
一
条

二
項

一
号
及
び
第
二
号
を
除

の
二
の
九
第
一
項

く
。
）
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（
難
民
審
査
参
与
員
）

（
難
民
審
査
参
与
員
）

第
六
十
一
条
の
二
の
十

法
務
省
に
、
前
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る

第
六
十
一
条
の
二
の
十

法
務
省
に
、
前
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る

審
査
請
求
に
つ
い
て
、
難
民
の
認
定
に
関
す
る
意
見
を
提
出
さ
せ

異
議
申
立
て
に
つ
い
て
、
難
民
の
認
定
に
関
す
る
意
見
を
提
出
さ

る
た
め
、
難
民
審
査
参
与
員
若
干
人
を
置
く
。

せ
る
た
め
、
難
民
審
査
参
与
員
若
干
人
を
置
く
。

２

難
民
審
査
参
与
員
は
、
人
格
が
高
潔
で
あ
つ
て
、
前
条
第
一
項

２

難
民
審
査
参
与
員
は
、
人
格
が
高
潔
で
あ
つ
て
、
前
条
第
一
項

の
審
査
請
求
に
関
し
公
正
な
判
断
を
す
る
こ
と
が
で
き
、
か
つ
、

の
異
議
申
立
て
に
関
し
公
正
な
判
断
を
す
る
こ
と
が
で
き
、
か
つ

法
律
又
は
国
際
情
勢
に
関
す
る
学
識
経
験
を
有
す
る
者
の
う
ち
か

、
法
律
又
は
国
際
情
勢
に
関
す
る
学
識
経
験
を
有
す
る
者
の
う
ち

ら
、
法
務
大
臣
が
任
命
す
る
。

か
ら
、
法
務
大
臣
が
任
命
す
る
。

３
・
４

（
略
）

３
・
４

（
略
）
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○

破
壊
活
動
防
止
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
二
百
四
十
号
）
（
第
七
十
六
条
関
係
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
審
査
請
求
の
制
限
）

（
不
服
申
立
て
の
制
限
）

第
三
十
六
条
の
三

公
安
審
査
委
員
会
が
こ
の
法
律
に
基
づ
い
て
し

第
三
十
六
条
の
三

公
安
審
査
委
員
会
が
こ
の
法
律
に
基
づ
い
て
し

た
処
分
（
第
二
十
二
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
公
安
審
査
委
員
会

た
処
分
（
第
二
十
二
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
公
安
審
査
委
員
会

の
委
員
又
は
職
員
が
し
た
処
分
を
含
む
。
）
に
つ
い
て
は
、
審
査

の
委
員
又
は
職
員
が
し
た
処
分
を
含
む
。
）
に
つ
い
て
は
、
行
政

請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

不
服
審
査
法
（
昭
和
三
十
七
年
法
律
第
百
六
十
号
）
に
よ
る
不
服

申
立
て
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
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○

売
春
防
止
法
（
昭
和
三
十
一
年
法
律
第
百
十
八
号
）
（
第
七
十
七
条
関
係
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
審
査
請
求
）

（
審
査
請
求
）

第
二
十
八
条

こ
の
法
律
又
は
こ
の
法
律
に
お
い
て
準
用
す
る
更
生

第
二
十
八
条

こ
の
法
律
又
は
こ
の
法
律
に
お
い
て
準
用
す
る
更
生

保
護
法
の
規
定
に
よ
り
地
方
委
員
会
が
決
定
を
も
つ
て
し
た
処
分

保
護
法
の
規
定
に
よ
り
地
方
委
員
会
が
決
定
を
も
つ
て
し
た
処
分

に
不
服
が
あ
る
者
は
、
中
央
更
生
保
護
審
査
会
に
対
し
、
審
査
請

に
不
服
が
あ
る
者
は
、
中
央
更
生
保
護
審
査
会
に
対
し
、
行
政
不

求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

服
審
査
法
（
昭
和
三
十
七
年
法
律
第
百
六
十
号
）
に
よ
る
審
査
請

求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

（
略
）

２

（
略
）

（
更
生
保
護
法
の
準
用
）

（
更
生
保
護
法
の
準
用
）

第
二
十
九
条

更
生
保
護
法
第
九
十
六
条
の
二
第
一
項
の
規
定
は
こ

第
二
十
九
条

更
生
保
護
法
第
九
十
七
条
の
規
定
は
こ
の
法
律
又
は

の
法
律
又
は
こ
の
法
律
に
お
い
て
準
用
す
る
更
生
保
護
法
の
規
定

こ
の
法
律
に
お
い
て
準
用
す
る
更
生
保
護
法
の
規
定
に
よ
り
地
方

に
よ
る
地
方
委
員
会
又
は
保
護
観
察
所
の
長
の
処
分
又
は
そ
の
不

委
員
会
が
決
定
を
も
つ
て
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
処
分
に
係
る

作
為
に
つ
い
て
の
審
査
請
求
に
つ
い
て
、
更
生
保
護
法
第
九
十
七

審
理
及
び
決
定
に
関
す
る
記
録
に
つ
い
て
、
更
生
保
護
法
第
九
十

条
の
規
定
は
こ
の
法
律
又
は
こ
の
法
律
に
お
い
て
準
用
す
る
更
生

八
条
第
一
項
の
規
定
は
第
二
十
六
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る

保
護
法
の
規
定
に
よ
り
地
方
委
員
会
が
決
定
を
も
つ
て
す
る
こ
と

同
法
第
六
十
一
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
委
託
及
び
第
二
十
六
条

と
さ
れ
て
い
る
処
分
に
係
る
審
理
及
び
決
定
に
関
す
る
記
録
に
つ

第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
六
十
二
条
第
二
項
の
規
定
に

い
て
、
更
生
保
護
法
第
九
十
八
条
第
一
項
の
規
定
は
第
二
十
六
条

よ
る
応
急
の
救
護
に
要
し
た
費
用
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
準
用
す

第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
六
十
一
条
第
二
項
の
規
定
に

る
。

よ
る
委
託
及
び
第
二
十
六
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第

六
十
二
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
応
急
の
救
護
に
要
し
た
費
用
に

つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
準
用
す
る
。
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○

行
政
事
件
訴
訟
法
（
昭
和
三
十
七
年
法
律
第
百
三
十
九
号
）
（
第
七
十
八
条
関
係
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
抗
告
訴
訟
）

（
抗
告
訴
訟
）

第
三
条

（
略
）

第
三
条

（
略
）

２

（
略
）

２

（
略
）

３

こ
の
法
律
に
お
い
て
「
裁
決
の
取
消
し
の
訴
え
」
と
は
、
審
査

３

こ
の
法
律
に
お
い
て
「
裁
決
の
取
消
し
の
訴
え
」
と
は
、
審
査

請
求
そ
の
他
の
不
服
申
立
て
（
以
下
単
に
「
審
査
請
求
」
と
い
う

請
求
、
異
議
申
立
て
そ
の
他
の
不
服
申
立
て
（
以
下
単
に
「
審
査

。
）
に
対
す
る
行
政
庁
の
裁
決
、
決
定
そ
の
他
の
行
為
（
以
下
単

請
求
」
と
い
う
。
）
に
対
す
る
行
政
庁
の
裁
決
、
決
定
そ
の
他
の

に
「
裁
決
」
と
い
う
。
）
の
取
消
し
を
求
め
る
訴
訟
を
い
う
。

行
為
（
以
下
単
に
「
裁
決
」
と
い
う
。
）
の
取
消
し
を
求
め
る
訴

訟
を
い
う
。

４
～
７

（
略
）

４
～
７

（
略
）
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○

商
業
登
記
法
（
昭
和
三
十
八
年
法
律
第
百
二
十
五
号
）
（
第
七
十
九
条
関
係
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
審
査
請
求
）

（
審
査
請
求
）

第
百
四
十
二
条

登
記
官
の
処
分
に
不
服
が
あ
る
者
又
は
登
記
官
の

第
百
四
十
二
条

登
記
官
の
処
分
を
不
当
と
す
る
者
は
、
当
該
登
記

不
作
為
に
係
る
処
分
を
申
請
し
た
者
は
、
当
該
登
記
官
を
監
督
す

官
を
監
督
す
る
法
務
局
又
は
地
方
法
務
局
の
長
に
審
査
請
求
を
す

る
法
務
局
又
は
地
方
法
務
局
の
長
に
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で

る
こ
と
が
で
き
る
。

き
る
。

（
審
査
請
求
事
件
の
処
理
）

（
審
査
請
求
事
件
の
処
理
）

第
百
四
十
四
条

登
記
官
は
、
処
分
に
つ
い
て
の
審
査
請
求
を
理
由

第
百
四
十
四
条

登
記
官
は
、
審
査
請
求
を
理
由
が
あ
る
と
認
め
る

が
あ
る
と
認
め
、
又
は
審
査
請
求
に
係
る
不
作
為
に
係
る
処
分
を

と
き
は
、
相
当
の
処
分
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

す
べ
き
も
の
と
認
め
る
と
き
は
、
相
当
の
処
分
を
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

第
百
四
十
五
条

登
記
官
は
、
前
条
に
規
定
す
る
場
合
を
除
き
、
審

第
百
四
十
五
条

登
記
官
は
、
審
査
請
求
を
理
由
が
な
い
と
認
め
る

査
請
求
の
日
か
ら
三
日
内
に
、
意
見
を
付
し
て
事
件
を
第
百
四
十

と
き
は
、
そ
の
請
求
の
日
か
ら
三
日
内
に
、
意
見
を
付
し
て
事
件

二
条
の
法
務
局
又
は
地
方
法
務
局
の
長
に
送
付
し
な
け
れ
ば
な
ら

を
第
百
四
十
二
条
の
法
務
局
又
は
地
方
法
務
局
の
長
に
送
付
し
な

な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
当
該
法
務
局
又
は
地
方
法
務
局
の

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

長
は
、
当
該
意
見
を
行
政
不
服
審
査
法
（
平
成
二
十
六
年
法
律
第

号
）
第
十
一
条
第
二
項
に
規
定
す
る
審
理
員
に
送
付
す
る

も
の
と
す
る
。

第
百
四
十
六
条

第
百
四
十
二
条
の
法
務
局
又
は
地
方
法
務
局
の
長

第
百
四
十
六
条

第
百
四
十
二
条
の
法
務
局
又
は
地
方
法
務
局
の
長

は
、
処
分
に
つ
い
て
の
審
査
請
求
を
理
由
が
あ
る
と
認
め
、
又
は

は
、
審
査
請
求
を
理
由
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
登
記
官
に
相

審
査
請
求
に
係
る
不
作
為
に
係
る
処
分
を
す
べ
き
も
の
と
認
め
る

当
の
処
分
を
命
じ
、
そ
の
旨
を
審
査
請
求
人
の
ほ
か
登
記
上
の
利

と
き
は
、
登
記
官
に
相
当
の
処
分
を
命
じ
、
そ
の
旨
を
審
査
請
求

害
関
係
人
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

人
の
ほ
か
登
記
上
の
利
害
関
係
人
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

２

第
百
四
十
二
条
の
法
務
局
又
は
地
方
法
務
局
の
長
は
、
審
査
請

〔
新
設
〕

求
に
係
る
不
作
為
に
係
る
処
分
に
つ
い
て
の
申
請
を
却
下
す
べ
き

も
の
と
認
め
る
と
き
は
、
登
記
官
に
当
該
申
請
を
却
下
す
る
処
分

を
命
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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第
百
四
十
六
条
の
二

第
百
四
十
二
条
の
審
査
請
求
に
関
す
る
行
政

〔
新
設
〕

不
服
審
査
法
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
法
第
二
十
九
条
第

五
項
中
「
処
分
庁
等
」
と
あ
る
の
は
「
審
査
庁
」
と
、
「
弁
明
書

の
提
出
」
と
あ
る
の
は
「
商
業
登
記
法
（
昭
和
三
十
八
年
法
律
第

百
二
十
五
号
）
第
百
四
十
五
条
に
規
定
す
る
意
見
の
送
付
」
と
、

同
法
第
三
十
条
第
一
項
中
「
弁
明
書
」
と
あ
る
の
は
「
商
業
登
記

法
第
百
四
十
五
条
の
意
見
」
と
す
る
。

（
行
政
不
服
審
査
法
の
適
用
除
外
）

（
行
政
不
服
審
査
法
の
適
用
除
外
）

第
百
四
十
七
条

行
政
不
服
審
査
法
第
十
三
条
、
第
十
五
条
第
六
項

第
百
四
十
七
条

登
記
官
の
処
分
に
係
る
審
査
請
求
に
つ
い
て
は
、

、
第
十
八
条
、
第
二
十
一
条
、
第
二
十
五
条
第
二
項
か
ら
第
七
項

行
政
不
服
審
査
法
（
昭
和
三
十
七
年
法
律
第
百
六
十
号
）
第
十
四

ま
で
、
第
二
十
九
条
第
一
項
か
ら
第
四
項
ま
で
、
第
三
十
一
条
、

条
、
第
十
七
条
、
第
二
十
四
条
、
第
二
十
五
条
第
一
項
た
だ
し
書

第
三
十
七
条
、
第
四
十
五
条
第
三
項
、
第
四
十
六
条
、
第
四
十
七

、
第
三
十
四
条
第
二
項
か
ら
第
七
項
ま
で
、
第
三
十
七
条
第
六
項

条
、
第
四
十
九
条
第
三
項
（
審
査
請
求
に
係
る
不
作
為
が
違
法
又

、
第
四
十
条
第
三
項
か
ら
第
六
項
ま
で
及
び
第
四
十
三
条
の
規
定

は
不
当
で
あ
る
旨
の
宣
言
に
係
る
部
分
を
除
く
。
）
か
ら
第
五
項

は
、
適
用
し
な
い
。

ま
で
及
び
第
五
十
二
条
の
規
定
は
、
第
百
四
十
二
条
の
審
査
請
求

に
つ
い
て
は
、
適
用
し
な
い
。
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○

外
国
弁
護
士
に
よ
る
法
律
事
務
の
取
扱
い
に
関
す
る
特
別
措
置
法
（
昭
和
六
十
一
年
法
律
第
六
十
六
号
）
（
第
八
十
条
関
係
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
行
政
不
服
審
査
法
の
適
用
除
外
）

第
五
十
八
条
の
三

行
政
不
服
審
査
法
（
平
成
二
十
六
年
法
律
第

〔
新
設
〕

号
）
第
二
章
第
四
節
の
規
定
は
、
法
務
大
臣
が
第
十
条
第
四

項
（
第
十
四
条
第
四
項
、
第
十
六
条
第
二
項
及
び
第
二
十
条
第
三

項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
り
日
本
弁

護
士
連
合
会
の
意
見
を
聴
い
て
行
つ
た
承
認
に
関
す
る
処
分
、
第

十
四
条
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
の
規
定
に
よ
る
承
認
の
取
消
し

の
処
分
、
指
定
に
関
す
る
処
分
及
び
第
二
十
条
第
一
項
又
は
第
二

項
の
規
定
に
よ
る
指
定
の
取
消
し
の
処
分
に
つ
い
て
の
審
査
請
求

に
つ
い
て
は
、
適
用
し
な
い
。

（
行
政
手
続
法
の
適
用
除
外
）

（
行
政
手
続
法
の
適
用
除
外
）

第
五
十
八
条
の
四

（
略
）

第
五
十
八
条
の
三

（
略
）

（
審
査
請
求
の
制
限
）

（
不
服
申
立
て
の
制
限
）

第
五
十
九
条

こ
の
法
律
に
基
づ
く
日
本
弁
護
士
連
合
会
の
処
分
又

第
五
十
九
条

日
本
弁
護
士
連
合
会
が
こ
の
法
律
に
基
づ
い
て
し
た

は
そ
の
不
作
為
に
つ
い
て
は
、
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
な

処
分
に
つ
い
て
は
、
行
政
不
服
審
査
法
（
昭
和
三
十
七
年
法
律
第

い
。

百
六
十
号
）
に
よ
る
不
服
申
立
て
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

第
六
十
三
条

（
略
）

第
六
十
三
条

（
略
）

一
・
二

（
略
）

一
・
二

（
略
）

三

国
内
の
行
政
庁
に
対
す
る
審
査
請
求
、
再
調
査
の
請
求
そ
の

三

国
内
の
行
政
庁
に
対
す
る
異
議
申
立
て
、
審
査
請
求
そ
の
他

他
の
不
服
申
立
事
件
の
手
続
に
つ
い
て
の
代
理

の
不
服
申
立
事
件
の
手
続
に
つ
い
て
の
代
理

四

（
略
）

四

（
略
）
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○

動
産
及
び
債
権
の
譲
渡
の
対
抗
要
件
に
関
す
る
民
法
の
特
例
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
年
法
律
第
百
四
号
）
（
第
八
十
一
条
関
係
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
審
査
請
求
）

（
審
査
請
求
）

第
十
九
条

登
記
官
の
処
分
に
不
服
が
あ
る
者
又
は
登
記
官
の
不
作

第
十
九
条

登
記
官
の
処
分
を
不
当
と
す
る
者
は
、
当
該
登
記
官
を

為
に
係
る
処
分
を
申
請
し
た
者
は
、
当
該
登
記
官
を
監
督
す
る
法

監
督
す
る
法
務
局
又
は
地
方
法
務
局
の
長
に
審
査
請
求
を
す
る
こ

務
局
又
は
地
方
法
務
局
の
長
に
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る

と
が
で
き
る
。

。
２

（
略
）

２

（
略
）

３

登
記
官
は
、
処
分
に
つ
い
て
の
審
査
請
求
を
理
由
が
あ
る
と
認

３

登
記
官
は
、
審
査
請
求
を
理
由
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
相

め
、
又
は
審
査
請
求
に
係
る
不
作
為
に
係
る
処
分
を
す
べ
き
も
の

当
の
処
分
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

と
認
め
る
と
き
は
、
相
当
の
処
分
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４

登
記
官
は
、
前
項
に
規
定
す
る
場
合
を
除
き
、
審
査
請
求
の
日

４

登
記
官
は
、
審
査
請
求
を
理
由
が
な
い
と
認
め
る
と
き
は
、
そ

か
ら
三
日
以
内
に
、
意
見
を
付
し
て
事
件
を
第
一
項
の
法
務
局
又

の
請
求
の
日
か
ら
三
日
以
内
に
、
意
見
を
付
し
て
事
件
を
第
一
項

は
地
方
法
務
局
の
長
に
送
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合

の
法
務
局
又
は
地
方
法
務
局
の
長
に
送
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

に
お
い
て
、
当
該
法
務
局
又
は
地
方
法
務
局
の
長
は
、
当
該
意
見

。

を
行
政
不
服
審
査
法
（
平
成
二
十
六
年
法
律
第

号
）
第
十

一
条
第
二
項
に
規
定
す
る
審
理
員
に
送
付
す
る
も
の
と
す
る
。

５

第
一
項
の
法
務
局
又
は
地
方
法
務
局
の
長
は
、
処
分
に
つ
い
て

５

第
一
項
の
法
務
局
又
は
地
方
法
務
局
の
長
は
、
審
査
請
求
を
理

の
審
査
請
求
を
理
由
が
あ
る
と
認
め
、
又
は
審
査
請
求
に
係
る
不

由
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
登
記
官
に
相
当
の
処
分
を
命
じ
、

作
為
に
係
る
処
分
を
す
べ
き
も
の
と
認
め
る
と
き
は
、
登
記
官
に

そ
の
旨
を
審
査
請
求
人
の
ほ
か
登
記
上
の
利
害
関
係
人
に
通
知
し

相
当
の
処
分
を
命
じ
、
そ
の
旨
を
審
査
請
求
人
の
ほ
か
登
記
上
の

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

利
害
関
係
人
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

６

第
一
項
の
法
務
局
又
は
地
方
法
務
局
の
長
は
、
審
査
請
求
に
係

〔
新
設
〕

る
不
作
為
に
係
る
処
分
に
つ
い
て
の
申
請
を
却
下
す
べ
き
も
の
と

認
め
る
と
き
は
、
登
記
官
に
当
該
申
請
を
却
下
す
る
処
分
を
命
じ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

７

第
一
項
の
審
査
請
求
に
関
す
る
行
政
不
服
審
査
法
の
規
定
の
適

〔
新
設
〕

用
に
つ
い
て
は
、
同
法
第
二
十
九
条
第
五
項
中
「
処
分
庁
等
」
と
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あ
る
の
は
「
審
査
庁
」
と
、
「
弁
明
書
の
提
出
」
と
あ
る
の
は
「

動
産
及
び
債
権
の
譲
渡
の
対
抗
要
件
に
関
す
る
民
法
の
特
例
等
に

関
す
る
法
律
（
平
成
十
年
法
律
第
百
四
号
）
第
十
九
条
第
四
項
に

規
定
す
る
意
見
の
送
付
」
と
、
同
法
第
三
十
条
第
一
項
中
「
弁
明

書
」
と
あ
る
の
は
「
動
産
及
び
債
権
の
譲
渡
の
対
抗
要
件
に
関
す

る
民
法
の
特
例
等
に
関
す
る
法
律
第
十
九
条
第
四
項
の
意
見
」
と

す
る
。

（
行
政
不
服
審
査
法
の
適
用
除
外
）

（
行
政
不
服
審
査
法
の
適
用
除
外
）

第
二
十
条

行
政
不
服
審
査
法
第
十
三
条
、
第
十
五
条
第
六
項
、
第

第
二
十
条

登
記
官
の
処
分
に
係
る
審
査
請
求
に
つ
い
て
は
、
行
政

十
八
条
、
第
二
十
一
条
、
第
二
十
五
条
第
二
項
か
ら
第
七
項
ま
で

不
服
審
査
法
（
昭
和
三
十
七
年
法
律
第
百
六
十
号
）
第
十
四
条
、

、
第
二
十
九
条
第
一
項
か
ら
第
四
項
ま
で
、
第
三
十
一
条
、
第
三

第
十
七
条
、
第
二
十
四
条
、
第
二
十
五
条
第
一
項
た
だ
し
書
、
第

十
七
条
、
第
四
十
五
条
第
三
項
、
第
四
十
六
条
、
第
四
十
七
条
、

三
十
四
条
第
二
項
か
ら
第
七
項
ま
で
、
第
三
十
七
条
第
六
項
、
第

第
四
十
九
条
第
三
項
（
審
査
請
求
に
係
る
不
作
為
が
違
法
又
は
不

四
十
条
第
三
項
か
ら
第
六
項
ま
で
及
び
第
四
十
三
条
の
規
定
は
、

当
で
あ
る
旨
の
宣
言
に
係
る
部
分
を
除
く
。
）
か
ら
第
五
項
ま
で

適
用
し
な
い
。

及
び
第
五
十
二
条
の
規
定
は
、
前
条
第
一
項
の
審
査
請
求
に
つ
い

て
は
、
適
用
し
な
い
。



- 202 -

○

無
差
別
大
量
殺
人
行
為
を
行
っ
た
団
体
の
規
制
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
一
年
法
律
第
百
四
十
七
号
）
（
第
八
十
二
条
関
係
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
審
査
請
求
の
制
限
）

（
不
服
申
立
て
の
制
限
）

第
三
十
四
条

公
安
審
査
委
員
会
が
こ
の
法
律
の
規
定
に
基
づ
い
て

第
三
十
四
条

公
安
審
査
委
員
会
が
こ
の
法
律
の
規
定
に
基
づ
い
て

し
た
処
分
に
つ
い
て
は
、
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

し
た
処
分
に
つ
い
て
は
、
行
政
不
服
審
査
法
（
昭
和
三
十
七
年
法

律
第
百
六
十
号
）
に
よ
る
不
服
申
立
て
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い

。
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○

後
見
登
記
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
一
年
法
律
第
百
五
十
二
号
）
（
第
八
十
三
条
関
係
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
審
査
請
求
）

（
審
査
請
求
）

第
十
五
条

登
記
官
の
処
分
に
不
服
が
あ
る
者
又
は
登
記
官
の
不
作

第
十
五
条

登
記
官
の
処
分
を
不
当
と
す
る
者
は
、
監
督
法
務
局
又

為
に
係
る
処
分
を
申
請
し
た
者
は
、
監
督
法
務
局
又
は
地
方
法
務

は
地
方
法
務
局
の
長
に
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

局
の
長
に
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

（
略
）

２

（
略
）

３

登
記
官
は
、
処
分
に
つ
い
て
の
審
査
請
求
を
理
由
が
あ
る
と
認

３

登
記
官
は
、
審
査
請
求
を
理
由
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
相

め
、
又
は
審
査
請
求
に
係
る
不
作
為
に
係
る
処
分
を
す
べ
き
も
の

当
の
処
分
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

と
認
め
る
と
き
は
、
相
当
の
処
分
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４

登
記
官
は
、
前
項
に
規
定
す
る
場
合
を
除
き
、
三
日
以
内
に
、

４

登
記
官
は
、
審
査
請
求
を
理
由
が
な
い
と
認
め
る
と
き
は
、
三

意
見
を
付
し
て
事
件
を
監
督
法
務
局
又
は
地
方
法
務
局
の
長
に
送

日
以
内
に
、
意
見
を
付
し
て
事
件
を
監
督
法
務
局
又
は
地
方
法
務

付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
監
督
法
務
局

局
の
長
に
送
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

又
は
地
方
法
務
局
の
長
は
、
当
該
意
見
を
行
政
不
服
審
査
法
（
平

成
二
十
六
年
法
律
第

号
）
第
十
一
条
第
二
項
に
規
定
す
る

審
理
員
に
送
付
す
る
も
の
と
す
る
。

５

法
務
局
又
は
地
方
法
務
局
の
長
は
、
処
分
に
つ
い
て
の
審
査
請

５

法
務
局
又
は
地
方
法
務
局
の
長
は
、
審
査
請
求
を
理
由
が
あ
る

求
を
理
由
が
あ
る
と
認
め
、
又
は
審
査
請
求
に
係
る
不
作
為
に
係

と
認
め
る
と
き
は
、
登
記
官
に
相
当
の
処
分
を
命
じ
、
そ
の
旨
を

る
処
分
を
す
べ
き
も
の
と
認
め
る
と
き
は
、
登
記
官
に
相
当
の
処

審
査
請
求
人
の
ほ
か
利
害
関
係
人
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

分
を
命
じ
、
そ
の
旨
を
審
査
請
求
人
の
ほ
か
利
害
関
係
人
に
通
知

。

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

６

法
務
局
又
は
地
方
法
務
局
の
長
は
、
審
査
請
求
に
係
る
不
作
為

〔
新
設
〕

に
係
る
処
分
に
つ
い
て
の
申
請
を
却
下
す
べ
き
も
の
と
認
め
る
と

き
は
、
登
記
官
に
当
該
申
請
を
却
下
す
る
処
分
を
命
じ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

７

第
一
項
の
審
査
請
求
に
関
す
る
行
政
不
服
審
査
法
の
規
定
の
適

〔
新
設
〕

用
に
つ
い
て
は
、
同
法
第
二
十
九
条
第
五
項
中
「
処
分
庁
等
」
と

あ
る
の
は
「
審
査
庁
」
と
、
「
弁
明
書
の
提
出
」
と
あ
る
の
は
「
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後
見
登
記
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
一
年
法
律
第
百
五
十
二
号

）
第
十
五
条
第
四
項
に
規
定
す
る
意
見
の
送
付
」
と
、
同
法
第
三

十
条
第
一
項
中
「
弁
明
書
」
と
あ
る
の
は
「
後
見
登
記
等
に
関
す

る
法
律
第
十
五
条
第
四
項
の
意
見
」
と
す
る
。

（
行
政
不
服
審
査
法
の
適
用
除
外
）

（
行
政
不
服
審
査
法
の
適
用
除
外
）

第
十
六
条

行
政
不
服
審
査
法
第
十
三
条
、
第
十
五
条
第
六
項
、
第

第
十
六
条

行
政
不
服
審
査
法
（
昭
和
三
十
七
年
法
律
第
百
六
十
号

十
八
条
、
第
二
十
一
条
、
第
二
十
五
条
第
二
項
か
ら
第
七
項
ま
で

）
第
十
四
条
、
第
十
七
条
、
第
二
十
四
条
、
第
二
十
五
条
第
一
項

、
第
二
十
九
条
第
一
項
か
ら
第
四
項
ま
で
、
第
三
十
一
条
、
第
三

た
だ
し
書
、
第
三
十
四
条
第
二
項
か
ら
第
七
項
ま
で
、
第
三
十
七

十
七
条
、
第
四
十
五
条
第
三
項
、
第
四
十
六
条
、
第
四
十
七
条
、

条
第
六
項
、
第
四
十
条
第
三
項
か
ら
第
六
項
ま
で
及
び
第
四
十
三

第
四
十
九
条
第
三
項
（
審
査
請
求
に
係
る
不
作
為
が
違
法
又
は
不

条
の
規
定
は
、
前
条
第
一
項
の
審
査
請
求
に
つ
い
て
は
、
適
用
し

当
で
あ
る
旨
の
宣
言
に
係
る
部
分
を
除
く
。
）
か
ら
第
五
項
ま
で

な
い
。

及
び
第
五
十
二
条
の
規
定
は
、
前
条
第
一
項
の
審
査
請
求
に
つ
い

て
は
、
適
用
し
な
い
。
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○

犯
罪
被
害
者
等
の
権
利
利
益
の
保
護
を
図
る
た
め
の
刑
事
手
続
に
付
随
す
る
措
置
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
二
年
法
律
第
七
十
五
号
）

（
第
八
十
四
条
関
係
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
審
査
請
求
）

（
審
査
請
求
）

第
九
条

こ
の
法
律
の
規
定
に
よ
る
日
本
司
法
支
援
セ
ン
タ
ー
の
処

第
九
条

こ
の
法
律
の
規
定
に
よ
る
日
本
司
法
支
援
セ
ン
タ
ー
の
処

分
又
は
そ
の
不
作
為
に
つ
い
て
不
服
が
あ
る
者
は
、
法
務
大
臣
に

分
又
は
不
作
為
に
つ
い
て
不
服
が
あ
る
者
は
、
法
務
大
臣
に
対
し

対
し
て
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て

て
行
政
不
服
審
査
法
（
昭
和
三
十
七
年
法
律
第
百
六
十
号
）
に
よ

、
法
務
大
臣
は
、
行
政
不
服
審
査
法
（
平
成
二
十
六
年
法
律
第

る
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

号
）
第
二
十
五
条
第
二
項
及
び
第
三
項
、
第
四
十
六
条
第
一

項
及
び
第
二
項
、
第
四
十
七
条
並
び
に
第
四
十
九
条
第
三
項
の
規

定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
日
本
司
法
支
援
セ
ン
タ
ー
の
上
級
行
政

庁
と
み
な
す
。
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○

不
動
産
登
記
法
（
平
成
十
六
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
（
第
八
十
五
条
関
係
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
審
査
請
求
）

（
審
査
請
求
）

第
百
五
十
六
条

登
記
官
の
処
分
に
不
服
が
あ
る
者
又
は
登
記
官
の

第
百
五
十
六
条

登
記
官
の
処
分
を
不
当
と
す
る
者
は
、
当
該
登
記

不
作
為
に
係
る
処
分
を
申
請
し
た
者
は
、
当
該
登
記
官
を
監
督
す

官
を
監
督
す
る
法
務
局
又
は
地
方
法
務
局
の
長
に
審
査
請
求
を
す

る
法
務
局
又
は
地
方
法
務
局
の
長
に
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で

る
こ
と
が
で
き
る
。

き
る
。

２

（
略
）

２

（
略
）

（
審
査
請
求
事
件
の
処
理
）

（
審
査
請
求
事
件
の
処
理
）

第
百
五
十
七
条

登
記
官
は
、
処
分
に
つ
い
て
の
審
査
請
求
を
理
由

第
百
五
十
七
条

登
記
官
は
、
審
査
請
求
を
理
由
が
あ
る
と
認
め
る

が
あ
る
と
認
め
、
又
は
審
査
請
求
に
係
る
不
作
為
に
係
る
処
分
を

と
き
は
、
相
当
の
処
分
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

す
べ
き
も
の
と
認
め
る
と
き
は
、
相
当
の
処
分
を
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

２

登
記
官
は
、
前
項
に
規
定
す
る
場
合
を
除
き
、
審
査
請
求
の
日

２

登
記
官
は
、
審
査
請
求
を
理
由
が
な
い
と
認
め
る
と
き
は
、
そ

か
ら
三
日
以
内
に
、
意
見
を
付
し
て
事
件
を
前
条
第
一
項
の
法
務

の
請
求
の
日
か
ら
三
日
以
内
に
、
意
見
を
付
し
て
事
件
を
前
条
第

局
又
は
地
方
法
務
局
の
長
に
送
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の

一
項
の
法
務
局
又
は
地
方
法
務
局
の
長
に
送
付
し
な
け
れ
ば
な
ら

場
合
に
お
い
て
、
当
該
法
務
局
又
は
地
方
法
務
局
の
長
は
、
当
該

な
い
。

意
見
を
行
政
不
服
審
査
法
（
平
成
二
十
六
年
法
律
第

号
）

第
十
一
条
第
二
項
に
規
定
す
る
審
理
員
に
送
付
す
る
も
の
と
す
る

。
３

前
条
第
一
項
の
法
務
局
又
は
地
方
法
務
局
の
長
は
、
処
分
に
つ

３

前
条
第
一
項
の
法
務
局
又
は
地
方
法
務
局
の
長
は
、
審
査
請
求

い
て
の
審
査
請
求
を
理
由
が
あ
る
と
認
め
、
又
は
審
査
請
求
に
係

を
理
由
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
登
記
官
に
相
当
の
処
分
を
命

る
不
作
為
に
係
る
処
分
を
す
べ
き
も
の
と
認
め
る
と
き
は
、
登
記

じ
、
そ
の
旨
を
審
査
請
求
人
の
ほ
か
登
記
上
の
利
害
関
係
人
に
通

官
に
相
当
の
処
分
を
命
じ
、
そ
の
旨
を
審
査
請
求
人
の
ほ
か
登
記

知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

上
の
利
害
関
係
人
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４

（
略
）

４

（
略
）

５

前
条
第
一
項
の
法
務
局
又
は
地
方
法
務
局
の
長
は
、
審
査
請
求

〔
新
設
〕

に
係
る
不
作
為
に
係
る
処
分
に
つ
い
て
の
申
請
を
却
下
す
べ
き
も
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の
と
認
め
る
と
き
は
、
登
記
官
に
当
該
申
請
を
却
下
す
る
処
分
を

命
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

６

前
条
第
一
項
の
審
査
請
求
に
関
す
る
行
政
不
服
審
査
法
の
規
定

〔
新
設
〕

の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
法
第
二
十
九
条
第
五
項
中
「
処
分
庁
等

」
と
あ
る
の
は
「
審
査
庁
」
と
、
「
弁
明
書
の
提
出
」
と
あ
る
の

は
「
不
動
産
登
記
法
（
平
成
十
六
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
百

五
十
七
条
第
二
項
に
規
定
す
る
意
見
の
送
付
」
と
、
同
法
第
三
十

条
第
一
項
中
「
弁
明
書
」
と
あ
る
の
は
「
不
動
産
登
記
法
第
百
五

十
七
条
第
二
項
の
意
見
」
と
す
る
。

（
行
政
不
服
審
査
法
の
適
用
除
外
）

（
行
政
不
服
審
査
法
の
適
用
除
外
）

第
百
五
十
八
条

行
政
不
服
審
査
法
第
十
三
条
、
第
十
五
条
第
六
項

第
百
五
十
八
条

登
記
官
の
処
分
に
係
る
審
査
請
求
に
つ
い
て
は
、

、
第
十
八
条
、
第
二
十
一
条
、
第
二
十
五
条
第
二
項
か
ら
第
七
項

行
政
不
服
審
査
法
（
昭
和
三
十
七
年
法
律
第
百
六
十
号
）
第
十
四

ま
で
、
第
二
十
九
条
第
一
項
か
ら
第
四
項
ま
で
、
第
三
十
一
条
、

条
、
第
十
七
条
、
第
二
十
四
条
、
第
二
十
五
条
第
一
項
た
だ
し
書

第
三
十
七
条
、
第
四
十
五
条
第
三
項
、
第
四
十
六
条
、
第
四
十
七

、
第
三
十
四
条
第
二
項
か
ら
第
七
項
ま
で
、
第
三
十
七
条
第
六
項

条
、
第
四
十
九
条
第
三
項
（
審
査
請
求
に
係
る
不
作
為
が
違
法
又

、
第
四
十
条
第
三
項
か
ら
第
六
項
ま
で
及
び
第
四
十
三
条
の
規
定

は
不
当
で
あ
る
旨
の
宣
言
に
係
る
部
分
を
除
く
。
）
か
ら
第
五
項

は
、
適
用
し
な
い
。

ま
で
及
び
第
五
十
二
条
の
規
定
は
、
第
百
五
十
六
条
第
一
項
の
審

査
請
求
に
つ
い
て
は
、
適
用
し
な
い
。
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○

裁
判
外
紛
争
解
決
手
続
の
利
用
の
促
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
六
年
法
律
第
百
五
十
一
号
）
（
第
八
十
六
条
関
係
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
認
証
に
関
す
る
意
見
聴
取
）

（
認
証
に
関
す
る
意
見
聴
取
）

第
九
条

法
務
大
臣
は
、
第
五
条
の
認
証
の
申
請
に
対
す
る
処
分
を

第
九
条

法
務
大
臣
は
、
第
五
条
の
認
証
の
申
請
に
対
す
る
処
分
を

し
よ
う
と
す
る
場
合
又
は
当
該
申
請
に
対
す
る
処
分
に
つ
い
て
の

し
よ
う
と
す
る
場
合
又
は
当
該
申
請
に
対
す
る
処
分
に
つ
い
て
の

審
査
請
求
に
対
す
る
裁
決
を
し
よ
う
と
す
る
場
合
に
は
、
行
政
不

異
議
申
立
て
に
対
す
る
決
定
を
し
よ
う
と
す
る
場
合
に
は
、
あ
ら

服
審
査
法
（
平
成
二
十
六
年
法
律
第

号
）
第
二
十
四
条
の

か
じ
め
、
申
請
者
が
法
律
に
よ
り
直
接
に
設
立
さ
れ
た
法
人
又
は

規
定
に
よ
り
当
該
審
査
請
求
を
却
下
す
る
場
合
を
除
き
、
あ
ら
か

特
別
の
法
律
に
よ
り
特
別
の
設
立
行
為
を
も
っ
て
設
立
さ
れ
た
法

じ
め
、
申
請
者
が
法
律
に
よ
り
直
接
に
設
立
さ
れ
た
法
人
又
は
特

人
で
あ
る
と
き
は
こ
れ
ら
の
法
人
を
所
管
す
る
大
臣
に
、
申
請
者

別
の
法
律
に
よ
り
特
別
の
設
立
行
為
を
も
っ
て
設
立
さ
れ
た
法
人

が
設
立
に
関
し
許
可
又
は
認
可
を
受
け
て
い
る
法
人
で
あ
る
と
き

で
あ
る
と
き
は
こ
れ
ら
の
法
人
を
所
管
す
る
大
臣
に
、
申
請
者
が

は
そ
の
許
可
又
は
認
可
を
し
た
大
臣
又
は
国
家
公
安
委
員
会
に
、

設
立
に
関
し
許
可
又
は
認
可
を
受
け
て
い
る
法
人
で
あ
る
と
き
は

そ
れ
ぞ
れ
協
議
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

そ
の
許
可
又
は
認
可
を
し
た
大
臣
又
は
国
家
公
安
委
員
会
に
、
そ

れ
ぞ
れ
協
議
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

（
略
）

２

（
略
）

３

法
務
大
臣
は
、
第
一
項
に
規
定
す
る
処
分
又
は
裁
決
を
し
よ
う

３

法
務
大
臣
は
、
第
一
項
に
規
定
す
る
処
分
又
は
決
定
を
し
よ
う

と
す
る
場
合
に
は
、
法
務
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
次
条

と
す
る
場
合
に
は
、
法
務
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
次
条

第
一
項
に
規
定
す
る
認
証
審
査
参
与
員
の
意
見
を
聴
か
な
け
れ
ば

第
一
項
に
規
定
す
る
認
証
審
査
参
与
員
の
意
見
を
聴
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

な
ら
な
い
。

（
認
証
審
査
参
与
員
）

（
認
証
審
査
参
与
員
）

第
十
条

法
務
省
に
、
第
五
条
の
認
証
の
申
請
及
び
当
該
申
請
に
対

第
十
条

法
務
省
に
、
第
五
条
の
認
証
の
申
請
及
び
当
該
申
請
に
対

す
る
処
分
に
つ
い
て
の
審
査
請
求
、
第
十
二
条
第
一
項
の
変
更
の

す
る
処
分
に
つ
い
て
の
異
議
申
立
て
、
第
十
二
条
第
一
項
の
変
更

認
証
の
申
請
及
び
当
該
申
請
に
対
す
る
処
分
に
つ
い
て
の
審
査
請

の
認
証
の
申
請
及
び
当
該
申
請
に
対
す
る
処
分
に
つ
い
て
の
異
議

求
並
び
に
第
二
十
三
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
認
証
の
取
消
し
及

申
立
て
並
び
に
第
二
十
三
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
認
証
の
取
消

び
当
該
取
消
し
に
つ
い
て
の
審
査
請
求
に
関
し
、
法
務
大
臣
に
対

し
及
び
当
該
取
消
し
に
つ
い
て
の
異
議
申
立
て
に
関
し
、
法
務
大

し
、
専
門
的
な
知
識
経
験
に
基
づ
く
意
見
を
述
べ
さ
せ
る
た
め
、

臣
に
対
し
、
専
門
的
な
知
識
経
験
に
基
づ
く
意
見
を
述
べ
さ
せ
る

認
証
審
査
参
与
員
若
干
人
を
置
く
。

た
め
、
認
証
審
査
参
与
員
若
干
人
を
置
く
。

２

認
証
審
査
参
与
員
は
、
行
政
不
服
審
査
法
第
三
十
一
条
第
一
項

２

認
証
審
査
参
与
員
は
、
行
政
不
服
審
査
法
（
昭
和
三
十
七
年
法
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の
規
定
に
よ
る
審
査
請
求
人
又
は
同
法
第
十
三
条
第
四
項
に
規
定

律
第
百
六
十
号
）
第
四
十
八
条
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
二
十

す
る
参
加
人
の
意
見
の
陳
述
に
係
る
手
続
に
立
ち
会
い
、
及
び
同

五
条
第
一
項
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
る
異
議
申
立
人
又
は
参
加
人

法
第
二
十
八
条
に
規
定
す
る
審
理
関
係
人
に
直
接
問
い
を
発
す
る

の
意
見
の
陳
述
に
係
る
手
続
に
立
ち
会
い
、
及
び
こ
れ
ら
の
者
に

こ
と
が
で
き
る
。

直
接
問
い
を
発
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

３
～
５

（
略
）

３
～
５

（
略
）

（
変
更
の
認
証
）

（
変
更
の
認
証
）

第
十
二
条

（
略
）

第
十
二
条

（
略
）

２
・
３

（
略
）

２
・
３

（
略
）

４

第
六
条
、
第
八
条
第
三
項
及
び
前
条
第
一
項
の
規
定
は
第
一
項

４

第
六
条
、
第
八
条
第
三
項
及
び
前
条
第
一
項
の
規
定
は
第
一
項

の
変
更
の
認
証
に
つ
い
て
、
第
九
条
第
一
項
及
び
第
三
項
の
規
定

の
変
更
の
認
証
に
つ
い
て
、
第
九
条
第
一
項
及
び
第
三
項
の
規
定

は
第
一
項
の
変
更
の
認
証
の
申
請
に
対
す
る
処
分
を
し
よ
う
と
す

は
第
一
項
の
変
更
の
認
証
の
申
請
に
対
す
る
処
分
を
し
よ
う
と
す

る
場
合
及
び
当
該
処
分
に
つ
い
て
の
審
査
請
求
に
対
す
る
裁
決
を

る
場
合
及
び
当
該
処
分
に
つ
い
て
の
異
議
申
立
て
に
対
す
る
決
定

し
よ
う
と
す
る
場
合
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
準
用
す
る
。

を
し
よ
う
と
す
る
場
合
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
準
用
す
る
。

（
認
証
の
取
消
し
）

（
認
証
の
取
消
し
）

第
二
十
三
条

（
略
）

第
二
十
三
条

（
略
）

一
～
三

（
略
）

一
～
三

（
略
）

２
～
５

（
略
）

２
～
５

（
略
）

６

第
九
条
第
一
項
及
び
第
三
項
の
規
定
は
、
第
二
項
の
規
定
に
よ

６

第
九
条
第
一
項
及
び
第
三
項
の
規
定
は
、
第
二
項
の
規
定
に
よ

り
認
証
の
取
消
し
の
処
分
を
し
よ
う
と
す
る
場
合
及
び
当
該
処
分

り
認
証
の
取
消
し
の
処
分
を
し
よ
う
と
す
る
場
合
及
び
当
該
処
分

に
つ
い
て
の
審
査
請
求
に
対
す
る
裁
決
を
し
よ
う
と
す
る
場
合
に

に
つ
い
て
の
異
議
申
立
て
に
対
す
る
決
定
を
し
よ
う
と
す
る
場
合

つ
い
て
準
用
す
る
。

に
つ
い
て
準
用
す
る
。
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○

刑
事
収
容
施
設
及
び
被
収
容
者
等
の
処
遇
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
七
年
法
律
第
五
十
号
）
（
第
八
十
七
条
関
係
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
収
容
開
始
時
の
告
知
）

（
収
容
開
始
時
の
告
知
）

第
三
十
三
条

刑
事
施
設
の
長
は
、
被
収
容
者
に
対
し
、
そ
の
刑
事

第
三
十
三
条

刑
事
施
設
の
長
は
、
被
収
容
者
に
対
し
、
そ
の
刑
事

施
設
に
お
け
る
収
容
の
開
始
に
際
し
、
被
収
容
者
と
し
て
の
地
位

施
設
に
お
け
る
収
容
の
開
始
に
際
し
、
被
収
容
者
と
し
て
の
地
位

に
応
じ
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
告
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ

に
応
じ
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
告
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ

の
刑
事
施
設
に
収
容
さ
れ
て
い
る
被
収
容
者
が
そ
の
地
位
を
異
に

の
刑
事
施
設
に
収
容
さ
れ
て
い
る
被
収
容
者
が
そ
の
地
位
を
異
に

す
る
に
至
っ
た
と
き
も
、
同
様
と
す
る
。

す
る
に
至
っ
た
と
き
も
、
同
様
と
す
る
。

一
～
八

（
略
）

一
～
八

（
略
）

九

審
査
の
申
請
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
措
置
、
審
査
の
申
請
を

九

審
査
の
申
請
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
措
置
、
審
査
庁
及
び
審

す
べ
き
行
政
庁
及
び
審
査
の
申
請
期
間
そ
の
他
の
審
査
の
申
請

査
の
申
請
期
間
そ
の
他
の
審
査
の
申
請
に
関
す
る
事
項

に
関
す
る
事
項

十
・
十
一

（
略
）

十
・
十
一

（
略
）

２

（
略
）

２

（
略
）

（
審
査
の
申
請
）

（
審
査
の
申
請
）

第
百
五
十
七
条

次
に
掲
げ
る
刑
事
施
設
の
長
の
措
置
に
不
服
が
あ

第
百
五
十
七
条

次
に
掲
げ
る
刑
事
施
設
の
長
の
措
置
に
不
服
が
あ

る
者
は
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
書
面
で
、
当
該
刑
事

る
者
は
、
書
面
で
、
当
該
刑
事
施
設
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
矯
正

施
設
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
矯
正
管
区
の
長
に
対
し
、
審
査
の
申

管
区
の
長
に
対
し
、
審
査
の
申
請
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

請
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

一
～
十
六

（
略
）

一
～
十
六

（
略
）

２

（
略
）

２

（
略
）

（
審
査
の
申
請
期
間
）

（
審
査
の
申
請
期
間
）

第
百
五
十
八
条

（
略
）

第
百
五
十
八
条

（
略
）

２

（
略
）

２

（
略
）

３

刑
事
施
設
の
長
が
誤
っ
て
法
定
の
期
間
よ
り
も
長
い
期
間
を
審
査
の

３

行
政
不
服
審
査
法
（
昭
和
三
十
七
年
法
律
第
百
六
十
号
）
第
十

申
請
期
間
と
し
て
教
示
し
た
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
教
示
さ
れ
た

四
条
第
四
項
の
規
定
は
、
審
査
の
申
請
期
間
の
計
算
に
つ
い
て
準

期
間
内
に
審
査
の
申
請
が
さ
れ
た
と
き
は
、
そ
の
審
査
の
申
請
は

用
す
る
。

、
法
定
の
期
間
内
に
さ
れ
た
も
の
と
み
な
す
。
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（
行
政
不
服
審
査
法
の
準
用
）

（
行
政
不
服
審
査
法
の
準
用
）

第
百
五
十
九
条

行
政
不
服
審
査
法
（
平
成
二
十
六
年
法
律
第

第
百
五
十
九
条

行
政
不
服
審
査
法
第
十
五
条
第
一
項
、
第
二
項
及

号
）
第
十
五
条
、
第
十
八
条
第
三
項
、
第
十
九
条
第
二
項
及
び

び
第
四
項
、
第
十
八
条
第
一
項
及
び
第
四
項
、
第
十
九
条
、
第
二

第
四
項
、
第
二
十
二
条
第
一
項
及
び
第
五
項
、
第
二
十
三
条
、
第

十
一
条
、
第
三
十
四
条
第
一
項
、
第
二
項
及
び
第
六
項
、
第
三
十

二
十
五
条
第
一
項
、
第
二
項
及
び
第
六
項
、
第
二
十
六
条
、
第
二

五
条
か
ら
第
三
十
七
条
ま
で
並
び
に
第
三
十
九
条
の
規
定
は
、
審

十
七
条
並
び
に
第
三
十
九
条
の
規
定
は
、
審
査
の
申
請
に
つ
い
て

査
の
申
請
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
法
第

準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
法
第
二
十
五
条
第
二
項
中

十
八
条
第
一
項
中
「
正
本
及
び
副
本
を
処
分
庁
又
は
」
と
あ
る
の

「
審
査
請
求
人
の
申
立
て
に
よ
り
又
は
職
権
で
」
と
あ
る
の
は
、

は
「
正
本
を
」
と
、
同
法
第
三
十
四
条
第
二
項
中
「
審
査
請
求
人

「
職
権
で
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
ほ
か
、
必
要
な
技
術
的

の
申
立
て
に
よ
り
又
は
職
権
で
」
と
あ
る
の
は
「
職
権
で
」
と
読

読
替
え
は
、
政
令
で
定
め
る
。

み
替
え
る
も
の
と
す
る
ほ
か
、
必
要
な
技
術
的
読
替
え
は
、
政
令

で
定
め
る
。

（
裁
決
）

（
裁
決
）

第
百
六
十
一
条

（
略
）

第
百
六
十
一
条

（
略
）

２

行
政
不
服
審
査
法
第
四
十
五
条
第
一
項
及
び
第
二
項
、
第
四
十

２

行
政
不
服
審
査
法
第
四
十
条
第
一
項
か
ら
第
五
項
ま
で
、
第
四

六
条
第
一
項
本
文
及
び
第
二
項
（
第
二
号
を
除
く
。
）
、
第
四
十

十
一
条
、
第
四
十
二
条
並
び
に
第
四
十
三
条
第
一
項
及
び
第
二
項

七
条
（
た
だ
し
書
及
び
第
二
号
を
除
く
。
）
、
第
四
十
八
条
、
第

の
規
定
は
、
審
査
の
申
請
の
裁
決
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場

五
十
条
第
一
項
及
び
第
三
項
、
第
五
十
一
条
並
び
に
第
五
十
二
条

合
に
お
い
て
、
同
法
第
四
十
二
条
第
三
項
中
「
掲
示
し
、
か
つ
、

第
一
項
及
び
第
二
項
の
規
定
は
、
審
査
の
申
請
の
裁
決
に
つ
い
て

そ
の
旨
を
官
報
そ
の
他
の
公
報
又
は
新
聞
紙
に
少
な
く
と
も
一
回

準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
法
第
五
十
一
条
第
三
項
中

掲
載
し
て
」
と
あ
る
の
は
、
「
掲
示
し
て
」
と
読
み
替
え
る
も
の

「
掲
示
し
、
か
つ
、
そ
の
旨
を
官
報
そ
の
他
の
公
報
又
は
新
聞
紙

と
す
る
ほ
か
、
必
要
な
技
術
的
読
替
え
は
、
政
令
で
定
め
る
。

に
少
な
く
と
も
一
回
掲
載
し
て
」
と
あ
る
の
は
、
「
掲
示
し
て
」

と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
ほ
か
、
必
要
な
技
術
的
読
替
え
は
、

政
令
で
定
め
る
。

（
再
審
査
の
申
請
）

（
再
審
査
の
申
請
）

第
百
六
十
二
条

審
査
の
申
請
の
裁
決
に
不
服
が
あ
る
者
は
、
政
令

第
百
六
十
二
条

審
査
の
申
請
の
裁
決
に
不
服
が
あ
る
者
は
、
書
面

で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
書
面
で
、
法
務
大
臣
に
対
し
、
再
審

で
、
法
務
大
臣
に
対
し
、
再
審
査
の
申
請
を
す
る
こ
と
が
で
き
る

査
の
申
請
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

。

２

（
略
）

２

（
略
）

３

第
百
五
十
七
条
第
二
項
、
第
百
五
十
八
条
第
二
項
、
第
百
六
十

３

第
百
五
十
七
条
第
二
項
、
第
百
五
十
八
条
第
二
項
、
第
百
六
十

条
及
び
前
条
第
一
項
並
び
に
行
政
不
服
審
査
法
第
十
五
条
、
第
十

条
及
び
前
条
第
一
項
並
び
に
行
政
不
服
審
査
法
第
十
四
条
第
三
項

八
条
第
三
項
、
第
十
九
条
第
二
項
及
び
第
四
項
、
第
二
十
三
条
、

及
び
第
四
項
、
第
十
五
条
第
一
項
、
第
二
項
及
び
第
四
項
、
第
二
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第
二
十
五
条
第
一
項
、
第
二
項
及
び
第
六
項
、
第
二
十
六
条
、
第

十
一
条
、
第
三
十
四
条
第
一
項
、
第
二
項
及
び
第
六
項
、
第
三
十

二
十
七
条
、
第
三
十
九
条
、
第
四
十
六
条
第
一
項
本
文
及
び
第
二

五
条
か
ら
第
三
十
七
条
ま
で
、
第
三
十
九
条
、
第
四
十
条
第
一
項

項
（
第
二
号
を
除
く
。
）
、
第
四
十
七
条
（
た
だ
し
書
及
び
第
二

か
ら
第
五
項
ま
で
、
第
四
十
一
条
第
一
項
、
第
四
十
二
条
、
第
四

号
を
除
く
。
）
、
第
四
十
八
条
、
第
五
十
条
第
一
項
、
第
五
十
一

十
三
条
第
一
項
及
び
第
二
項
並
び
に
第
五
十
五
条
の
規
定
は
、
再

条
、
第
五
十
二
条
第
一
項
及
び
第
二
項
、
第
六
十
二
条
第
二
項
並

審
査
の
申
請
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
法

び
に
第
六
十
四
条
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
の
規
定
は
、
再
審
査

第
三
十
四
条
第
二
項
中
「
審
査
請
求
人
の
申
立
て
に
よ
り
又
は
職

の
申
請
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
法
第
二
十
五

権
で
」
と
あ
る
の
は
「
職
権
で
」
と
、
同
法
第
四
十
二
条
第
三
項

条
第
二
項
中
「
審
査
請
求
人
の
申
立
て
に
よ
り
又
は
職
権
で
」
と
あ
る

中
「
掲
示
し
、
か
つ
、
そ
の
旨
を
官
報
そ
の
他
の
公
報
又
は
新
聞

の
は
「
職
権
で
」
と
、
同
法
第
五
十
一
条
第
三
項
中
「
掲
示
し
、
か

紙
に
少
な
く
と
も
一
回
掲
載
し
て
」
と
あ
る
の
は
「
掲
示
し
て
」

つ
、
そ
の
旨
を
官
報
そ
の
他
の
公
報
又
は
新
聞
紙
に
少
な
く
と
も

と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
ほ
か
、
必
要
な
技
術
的
読
替
え
は
、

一
回
掲
載
し
て
」
と
あ
る
の
は
「
掲
示
し
て
」
と
読
み
替
え
る
も

政
令
で
定
め
る
。

の
と
す
る
ほ
か
、
必
要
な
技
術
的
読
替
え
は
、
政
令
で
定
め
る
。

（
矯
正
管
区
の
長
に
対
す
る
事
実
の
申
告
）

（
矯
正
管
区
の
長
に
対
す
る
事
実
の
申
告
）

第
百
六
十
三
条

（
略
）

第
百
六
十
三
条

（
略
）

２

（
略
）

２

（
略
）

３

第
百
五
十
七
条
第
二
項
、
第
百
五
十
八
条
第
二
項
及
び
第
三
項

３

第
百
五
十
七
条
第
二
項
、
第
百
五
十
八
条
第
二
項
及
び
第
百
六

並
び
に
第
百
六
十
条
並
び
に
行
政
不
服
審
査
法
第
十
八
条
第
三
項

十
条
並
び
に
行
政
不
服
審
査
法
第
十
四
条
第
四
項
、
第
十
八
条
第

、
第
二
十
二
条
第
一
項
及
び
第
五
項
、
第
二
十
三
条
、
第
二
十
七

一
項
及
び
第
四
項
、
第
十
九
条
、
第
二
十
一
条
、
第
三
十
六
条
並

条
並
び
に
第
三
十
九
条
の
規
定
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
申
告

び
に
第
三
十
九
条
の
規
定
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
申
告
に
つ

に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
必
要
な
技
術
的
読
替

い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
法
第
十
八
条
第
一
項

え
は
、
政
令
で
定
め
る
。

中
「
正
本
及
び
副
本
を
処
分
庁
又
は
」
と
あ
る
の
は
、
「
正
本
を

」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
ほ
か
、
必
要
な
技
術
的
読
替
え
は

、
政
令
で
定
め
る
。

（
通
知
）

（
通
知
）

第
百
六
十
四
条

（
略
）

第
百
六
十
四
条

（
略
）

２

（
略
）

２

（
略
）

３

第
百
六
十
一
条
第
一
項
並
び
に
行
政
不
服
審
査
法
第
五
十
条
第

３

第
百
六
十
一
条
第
一
項
及
び
行
政
不
服
審
査
法
第
四
十
一
条
の

一
項
及
び
第
三
項
の
規
定
は
、
前
二
項
の
規
定
に
よ
る
通
知
に
つ

規
定
は
、
前
二
項
の
規
定
に
よ
る
通
知
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ

い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
必
要
な
技
術
的
読
替
え
は

の
場
合
に
お
い
て
必
要
な
技
術
的
読
替
え
は
、
政
令
で
定
め
る
。

、
政
令
で
定
め
る
。

４

（
略
）

４

（
略
）
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（
法
務
大
臣
に
対
す
る
事
実
の
申
告
）

（
法
務
大
臣
に
対
す
る
事
実
の
申
告
）

第
百
六
十
五
条

（
略
）

第
百
六
十
五
条

（
略
）

２

（
略
）

２

（
略
）

３

第
百
五
十
七
条
第
二
項
、
第
百
五
十
八
条
第
二
項
、
第
百
六
十

３

第
百
五
十
七
条
第
二
項
、
第
百
五
十
八
条
第
二
項
、
第
百
六
十

条
、
第
百
六
十
一
条
第
一
項
並
び
に
前
条
第
一
項
、
第
二
項
及
び

条
、
第
百
六
十
一
条
第
一
項
並
び
に
前
条
第
一
項
、
第
二
項
及
び

第
四
項
並
び
に
行
政
不
服
審
査
法
第
十
八
条
第
三
項
、
第
二
十
三

第
四
項
並
び
に
行
政
不
服
審
査
法
第
十
四
条
第
四
項
、
第
二
十
一

条
、
第
二
十
七
条
、
第
三
十
九
条
及
び
第
五
十
条
第
一
項
の
規
定

条
、
第
三
十
六
条
、
第
三
十
九
条
及
び
第
四
十
一
条
第
一
項
の
規

は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
申
告
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場

定
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
申
告
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の

合
に
お
い
て
必
要
な
技
術
的
読
替
え
は
、
政
令
で
定
め
る
。

場
合
に
お
い
て
必
要
な
技
術
的
読
替
え
は
、
政
令
で
定
め
る
。

（
留
置
開
始
時
の
告
知
）

（
留
置
開
始
時
の
告
知
）

第
百
八
十
条

留
置
業
務
管
理
者
は
、
被
留
置
者
に
対
し
、
そ
の
留

第
百
八
十
条

留
置
業
務
管
理
者
は
、
被
留
置
者
に
対
し
、
そ
の
留

置
施
設
に
お
け
る
留
置
の
開
始
に
際
し
、
被
留
置
者
と
し
て
の
地

置
施
設
に
お
け
る
留
置
の
開
始
に
際
し
、
被
留
置
者
と
し
て
の
地

位
に
応
じ
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
告
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

位
に
応
じ
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
告
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

そ
の
留
置
施
設
に
留
置
さ
れ
て
い
る
被
留
置
者
が
そ
の
地
位
を
異

そ
の
留
置
施
設
に
留
置
さ
れ
て
い
る
被
留
置
者
が
そ
の
地
位
を
異

に
す
る
に
至
っ
た
と
き
も
、
同
様
と
す
る
。

に
す
る
に
至
っ
た
と
き
も
、
同
様
と
す
る
。

一
～
七

（
略
）

一
～
七

（
略
）

八

審
査
の
申
請
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
措
置
、
審
査
の
申
請
を

八

審
査
の
申
請
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
措
置
、
審
査
庁
及
び
審

す
べ
き
行
政
庁
及
び
審
査
の
申
請
期
間
そ
の
他
の
審
査
の
申
請

査
の
申
請
期
間
そ
の
他
の
審
査
の
申
請
に
関
す
る
事
項

に
関
す
る
事
項

九
・
十

（
略
）

九
・
十

（
略
）

２

（
略
）

２

（
略
）

（
審
査
の
申
請
）

（
審
査
の
申
請
）

第
二
百
二
十
九
条

次
に
掲
げ
る
留
置
業
務
管
理
者
の
措
置
に
不
服

第
二
百
二
十
九
条

次
に
掲
げ
る
留
置
業
務
管
理
者
の
措
置
に
不
服

が
あ
る
者
は
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
書
面
で
、
警
察

が
あ
る
者
は
、
書
面
で
、
警
察
本
部
長
に
対
し
、
審
査
の
申
請
を

本
部
長
に
対
し
、
審
査
の
申
請
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

一
～
十

（
略
）

一
～
十

（
略
）

２

（
略
）

２

（
略
）

３

第
百
五
十
七
条
第
二
項
、
第
百
五
十
八
条
第
二
項
及
び
第
三
項

３

第
百
五
十
七
条
第
二
項
、
第
百
五
十
八
条
第
二
項
、
第
百
六
十

、
第
百
六
十
条
並
び
に
第
百
六
十
一
条
第
一
項
並
び
に
行
政
不
服

条
及
び
第
百
六
十
一
条
第
一
項
並
び
に
行
政
不
服
審
査
法
第
十
四

審
査
法
第
十
五
条
、
第
十
八
条
第
三
項
、
第
十
九
条
第
二
項
及
び

条
第
四
項
、
第
十
五
条
第
一
項
、
第
二
項
及
び
第
四
項
、
第
十
八

第
四
項
、
第
二
十
二
条
第
一
項
及
び
第
五
項
、
第
二
十
三
条
、
第

条
第
一
項
及
び
第
四
項
、
第
十
九
条
、
第
二
十
一
条
、
第
三
十
四
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二
十
五
条
第
一
項
、
第
二
項
及
び
第
六
項
、
第
二
十
六
条
、
第
二

条
第
一
項
、
第
二
項
及
び
第
六
項
、
第
三
十
五
条
か
ら
第
三
十
七

十
七
条
、
第
三
十
九
条
、
第
四
十
五
条
第
一
項
及
び
第
二
項
、
第

条
ま
で
、
第
三
十
九
条
、
第
四
十
条
第
一
項
か
ら
第
五
項
ま
で
、

四
十
六
条
第
一
項
本
文
及
び
第
二
項
（
第
二
号
を
除
く
。
）
、
第

第
四
十
一
条
、
第
四
十
二
条
並
び
に
第
四
十
三
条
第
一
項
及
び
第

四
十
七
条
（
た
だ
し
書
及
び
第
二
号
を
除
く
。
）
、
第
四
十
八
条

二
項
の
規
定
は
、
審
査
の
申
請
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合

、
第
五
十
条
第
一
項
及
び
第
三
項
、
第
五
十
一
条
並
び
に
第
五
十

に
お
い
て
、
第
百
六
十
条
及
び
第
百
六
十
一
条
第
一
項
中
「
矯
正

二
条
第
一
項
及
び
第
二
項
の
規
定
は
、
審
査
の
申
請
に
つ
い
て
準

管
区
の
長
」
と
あ
る
の
は
「
警
察
本
部
長
」
と
、
第
百
六
十
条
第

用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
百
五
十
八
条
第
三
項
及
び
第

二
項
中
「
刑
事
施
設
の
長
」
と
あ
る
の
は
「
留
置
業
務
管
理
者
」

百
六
十
条
第
二
項
中
「
刑
事
施
設
の
長
」
と
あ
る
の
は
「
留
置
業

と
、
同
法
第
十
八
条
第
一
項
中
「
正
本
及
び
副
本
を
処
分
庁
又
は

務
管
理
者
」
と
、
同
条
及
び
第
百
六
十
一
条
第
一
項
中
「
矯
正
管

」
と
あ
る
の
は
「
正
本
を
」
と
、
同
法
第
三
十
四
条
第
二
項
中
「

区
の
長
」
と
あ
る
の
は
「
警
察
本
部
長
」
と
、
同
法
第
二
十
五
条

審
査
請
求
人
の
申
立
て
に
よ
り
又
は
職
権
で
」
と
あ
る
の
は
「
職

第
二
項
中
「
審
査
請
求
人
の
申
立
て
に
よ
り
又
は
職
権
で
」
と
あ

権
で
」
と
、
同
法
第
四
十
二
条
第
三
項
中
「
掲
示
し
、
か
つ
、
そ

る
の
は
「
職
権
で
」
と
、
同
法
第
五
十
一
条
第
三
項
中
「
掲
示
し

の
旨
を
官
報
そ
の
他
の
公
報
又
は
新
聞
紙
に
少
な
く
と
も
一
回
掲

、
か
つ
、
そ
の
旨
を
官
報
そ
の
他
の
公
報
又
は
新
聞
紙
に
少
な
く

載
し
て
」
と
あ
る
の
は
「
掲
示
し
て
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す

と
も
一
回
掲
載
し
て
」
と
あ
る
の
は
「
掲
示
し
て
」
と
読
み
替
え

る
ほ
か
、
必
要
な
技
術
的
読
替
え
は
、
政
令
で
定
め
る
。

る
も
の
と
す
る
ほ
か
、
必
要
な
技
術
的
読
替
え
は
、
政
令
で
定
め

る
。

（
再
審
査
の
申
請
）

（
再
審
査
の
申
請
）

第
二
百
三
十
条

審
査
の
申
請
の
裁
決
に
不
服
が
あ
る
者
は
、
政
令

第
二
百
三
十
条

審
査
の
申
請
の
裁
決
に
不
服
が
あ
る
者
は
、
書
面

で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
書
面
で
、
公
安
委
員
会
に
対
し
、
再

で
、
公
安
委
員
会
に
対
し
、
再
審
査
の
申
請
を
す
る
こ
と
が
で
き

審
査
の
申
請
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

る
。

２

（
略
）

２

（
略
）

３

第
百
五
十
七
条
第
二
項
、
第
百
五
十
八
条
第
二
項
、
第
百
六
十

３

第
百
五
十
七
条
第
二
項
、
第
百
五
十
八
条
第
二
項
、
第
百
六
十

条
及
び
第
百
六
十
一
条
第
一
項
並
び
に
行
政
不
服
審
査
法
第
十
五

条
及
び
第
百
六
十
一
条
第
一
項
並
び
に
行
政
不
服
審
査
法
第
十
四

条
、
第
十
八
条
第
三
項
、
第
十
九
条
第
二
項
及
び
第
四
項
、
第
二

条
第
三
項
及
び
第
四
項
、
第
十
五
条
第
一
項
、
第
二
項
及
び
第
四

十
三
条
、
第
二
十
五
条
第
一
項
、
第
二
項
及
び
第
六
項
、
第
二
十

項
、
第
二
十
一
条
、
第
三
十
四
条
第
一
項
、
第
二
項
及
び
第
六
項

六
条
、
第
二
十
七
条
、
第
三
十
九
条
、
第
四
十
六
条
第
一
項
本
文

、
第
三
十
五
条
か
ら
第
三
十
七
条
ま
で
、
第
三
十
九
条
、
第
四
十

及
び
第
二
項
（
第
二
号
を
除
く
。
）
、
第
四
十
七
条
（
た
だ
し
書

条
第
一
項
か
ら
第
五
項
ま
で
、
第
四
十
一
条
第
一
項
、
第
四
十
二

及
び
第
二
号
を
除
く
。
）
、
第
四
十
八
条
、
第
五
十
条
第
一
項
、

条
、
第
四
十
三
条
第
一
項
及
び
第
二
項
並
び
に
第
五
十
五
条
の
規

第
五
十
一
条
、
第
五
十
二
条
第
一
項
及
び
第
二
項
、
第
六
十
二
条

定
は
、
再
審
査
の
申
請
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い

第
二
項
並
び
に
第
六
十
四
条
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
の
規
定
は

て
、
第
百
六
十
条
及
び
第
百
六
十
一
条
第
一
項
中
「
矯
正
管
区
の

、
再
審
査
の
申
請
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、

長
」
と
あ
る
の
は
「
公
安
委
員
会
」
と
、
第
百
六
十
条
第
二
項
中
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第
百
六
十
条
及
び
第
百
六
十
一
条
第
一
項
中
「
矯
正
管
区
の
長
」

「
刑
事
施
設
の
長
」
と
あ
る
の
は
「
留
置
業
務
管
理
者
」
と
、
同

と
あ
る
の
は
「
公
安
委
員
会
」
と
、
第
百
六
十
条
第
二
項
中
「
刑

法
第
三
十
四
条
第
二
項
中
「
審
査
請
求
人
の
申
立
て
に
よ
り
又
は

事
施
設
の
長
」
と
あ
る
の
は
「
留
置
業
務
管
理
者
」
と
、
同
法
第

職
権
で
」
と
あ
る
の
は
「
職
権
で
」
と
、
同
法
第
四
十
二
条
第
三

二
十
五
条
第
二
項
中
「
審
査
請
求
人
の
申
立
て
に
よ
り
又
は
職
権

項
中
「
掲
示
し
、
か
つ
、
そ
の
旨
を
官
報
そ
の
他
の
公
報
又
は
新

で
」
と
あ
る
の
は
「
職
権
で
」
と
、
同
法
第
五
十
一
条
第
三
項
中

聞
紙
に
少
な
く
と
も
一
回
掲
載
し
て
」
と
あ
る
の
は
「
掲
示
し
て

「
掲
示
し
、
か
つ
、
そ
の
旨
を
官
報
そ
の
他
の
公
報
又
は
新
聞
紙

」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
ほ
か
、
必
要
な
技
術
的
読
替
え
は

に
少
な
く
と
も
一
回
掲
載
し
て
」
と
あ
る
の
は
「
掲
示
し
て
」
と

、
政
令
で
定
め
る
。

読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
ほ
か
、
必
要
な
技
術
的
読
替
え
は
、
政

令
で
定
め
る
。

（
警
察
本
部
長
に
対
す
る
事
実
の
申
告
）

（
警
察
本
部
長
に
対
す
る
事
実
の
申
告
）

第
二
百
三
十
一
条

（
略
）

第
二
百
三
十
一
条

（
略
）

２

（
略
）

２

（
略
）

３

第
百
五
十
七
条
第
二
項
、
第
百
五
十
八
条
第
二
項
及
び
第
三
項

３

第
百
五
十
七
条
第
二
項
、
第
百
五
十
八
条
第
二
項
、
第
百
六
十

、
第
百
六
十
条
、
第
百
六
十
一
条
第
一
項
並
び
に
第
百
六
十
四
条

条
、
第
百
六
十
一
条
第
一
項
並
び
に
第
百
六
十
四
条
第
一
項
、
第

第
一
項
、
第
二
項
及
び
第
四
項
並
び
に
行
政
不
服
審
査
法
第
十
八

二
項
及
び
第
四
項
並
び
に
行
政
不
服
審
査
法
第
十
四
条
第
四
項
、

条
第
三
項
、
第
二
十
二
条
第
一
項
及
び
第
五
項
、
第
二
十
三
条
、

第
十
八
条
第
一
項
及
び
第
四
項
、
第
十
九
条
、
第
二
十
一
条
、
第

第
二
十
七
条
、
第
三
十
九
条
並
び
に
第
五
十
条
第
一
項
及
び
第
三

三
十
六
条
、
第
三
十
九
条
並
び
に
第
四
十
一
条
の
規
定
は
、
第
一

項
の
規
定
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
申
告
に
つ
い
て
準
用
す
る

項
の
規
定
に
よ
る
申
告
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い

。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
百
五
十
八
条
第
三
項
及
び
第
百
六
十

て
、
第
百
六
十
条
、
第
百
六
十
一
条
第
一
項
並
び
に
第
百
六
十
四

条
第
二
項
中
「
刑
事
施
設
の
長
」
と
あ
る
の
は
「
留
置
業
務
管
理

条
第
一
項
、
第
二
項
及
び
第
四
項
中
「
矯
正
管
区
の
長
」
と
あ
る

者
」
と
、
同
条
、
第
百
六
十
一
条
第
一
項
並
び
に
第
百
六
十
四
条

の
は
「
警
察
本
部
長
」
と
、
第
百
六
十
条
第
二
項
中
「
刑
事
施
設

第
一
項
、
第
二
項
及
び
第
四
項
中
「
矯
正
管
区
の
長
」
と
あ
る
の

の
長
」
と
あ
る
の
は
「
留
置
業
務
管
理
者
」
と
、
第
百
六
十
四
条

は
「
警
察
本
部
長
」
と
、
同
項
中
「
前
条
第
一
項
」
と
あ
る
の
は

第
四
項
中
「
前
条
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
二
百
三
十
一
条
第

「
第
二
百
三
十
一
条
第
一
項
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
ほ
か

一
項
」
と
、
同
法
第
十
八
条
第
一
項
中
「
正
本
及
び
副
本
を
処
分

、
必
要
な
技
術
的
読
替
え
は
、
政
令
で
定
め
る
。

庁
又
は
」
と
あ
る
の
は
「
正
本
を
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る

ほ
か
、
必
要
な
技
術
的
読
替
え
は
、
政
令
で
定
め
る
。

（
公
安
委
員
会
に
対
す
る
事
実
の
申
告
）

（
公
安
委
員
会
に
対
す
る
事
実
の
申
告
）

第
二
百
三
十
二
条

（
略
）

第
二
百
三
十
二
条

（
略
）

２

（
略
）

２

（
略
）

３

第
百
五
十
七
条
第
二
項
、
第
百
五
十
八
条
第
二
項
、
第
百
六
十

３

第
百
五
十
七
条
第
二
項
、
第
百
五
十
八
条
第
二
項
、
第
百
六
十

条
、
第
百
六
十
一
条
第
一
項
並
び
に
第
百
六
十
四
条
第
一
項
、
第

条
、
第
百
六
十
一
条
第
一
項
並
び
に
第
百
六
十
四
条
第
一
項
、
第



- 216 -

二
項
及
び
第
四
項
並
び
に
行
政
不
服
審
査
法
第
十
八
条
第
三
項
、

二
項
及
び
第
四
項
並
び
に
行
政
不
服
審
査
法
第
十
四
条
第
四
項
、

第
二
十
三
条
、
第
二
十
七
条
、
第
三
十
九
条
及
び
第
五
十
条
第
一

第
二
十
一
条
、
第
三
十
六
条
、
第
三
十
九
条
及
び
第
四
十
一
条
第

項
の
規
定
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
申
告
に
つ
い
て
準
用
す
る

一
項
の
規
定
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
申
告
に
つ
い
て
準
用
す

。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
百
六
十
条
、
第
百
六
十
一
条
第
一
項

る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
百
六
十
条
、
第
百
六
十
一
条
第
一

並
び
に
第
百
六
十
四
条
第
一
項
、
第
二
項
及
び
第
四
項
中
「
矯
正

項
並
び
に
第
百
六
十
四
条
第
一
項
、
第
二
項
及
び
第
四
項
中
「
矯

管
区
の
長
」
と
あ
る
の
は
「
公
安
委
員
会
」
と
、
第
百
六
十
条
第

正
管
区
の
長
」
と
あ
る
の
は
「
公
安
委
員
会
」
と
、
第
百
六
十
条

二
項
中
「
刑
事
施
設
の
長
」
と
あ
る
の
は
「
留
置
業
務
管
理
者
」

第
二
項
中
「
刑
事
施
設
の
長
」
と
あ
る
の
は
「
留
置
業
務
管
理
者

と
、
第
百
六
十
四
条
第
四
項
中
「
前
条
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「

」
と
、
第
百
六
十
四
条
第
四
項
中
「
前
条
第
一
項
」
と
あ
る
の
は

第
二
百
三
十
一
条
第
一
項
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
ほ
か
、

「
第
二
百
三
十
一
条
第
一
項
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
ほ
か

必
要
な
技
術
的
読
替
え
は
、
政
令
で
定
め
る
。

、
必
要
な
技
術
的
読
替
え
は
、
政
令
で
定
め
る
。

（
留
置
開
始
時
の
告
知
）

（
留
置
開
始
時
の
告
知
）

第
二
百
四
十
一
条

海
上
保
安
留
置
業
務
管
理
者
は
、
海
上
保
安
被

第
二
百
四
十
一
条

海
上
保
安
留
置
業
務
管
理
者
は
、
海
上
保
安
被

留
置
者
に
対
し
、
そ
の
海
上
保
安
留
置
施
設
に
お
け
る
留
置
の
開

留
置
者
に
対
し
、
そ
の
海
上
保
安
留
置
施
設
に
お
け
る
留
置
の
開

始
に
際
し
、
海
上
保
安
被
留
置
者
と
し
て
の
地
位
に
応
じ
、
次
に

始
に
際
し
、
海
上
保
安
被
留
置
者
と
し
て
の
地
位
に
応
じ
、
次
に

掲
げ
る
事
項
を
告
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

掲
げ
る
事
項
を
告
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
～
七

（
略
）

一
～
七

（
略
）

八

審
査
の
申
請
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
措
置
、
審
査
の
申
請
を

八

審
査
の
申
請
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
措
置
、
審
査
庁
及
び
審

す
べ
き
行
政
庁
及
び
審
査
の
申
請
期
間
そ
の
他
の
審
査
の
申
請

査
の
申
請
期
間
そ
の
他
の
審
査
の
申
請
に
関
す
る
事
項

に
関
す
る
事
項

九
・
十

（
略
）

九
・
十

（
略
）

２

（
略
）

２

（
略
）

（
審
査
の
申
請
）

（
審
査
の
申
請
）

第
二
百
七
十
五
条

次
に
掲
げ
る
海
上
保
安
留
置
業
務
管
理
者
の
措

第
二
百
七
十
五
条

次
に
掲
げ
る
海
上
保
安
留
置
業
務
管
理
者
の
措

置
に
不
服
が
あ
る
者
は
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
書
面

置
に
不
服
が
あ
る
者
は
、
書
面
で
、
そ
の
海
上
保
安
留
置
施
設
の

で
、
そ
の
海
上
保
安
留
置
施
設
の
所
在
地
（
当
該
海
上
保
安
留
置

所
在
地
（
当
該
海
上
保
安
留
置
施
設
が
船
舶
に
置
か
れ
る
も
の
で

施
設
が
船
舶
に
置
か
れ
る
も
の
で
あ
る
場
合
に
は
、
当
該
船
舶
の

あ
る
場
合
に
は
、
当
該
船
舶
の
所
属
す
る
管
区
海
上
保
安
本
部
又

所
属
す
る
管
区
海
上
保
安
本
部
又
は
管
区
海
上
保
安
本
部
の
事
務

は
管
区
海
上
保
安
本
部
の
事
務
所
の
所
在
地
）
を
管
轄
す
る
管
区

所
の
所
在
地
）
を
管
轄
す
る
管
区
海
上
保
安
本
部
長
に
対
し
、
審

海
上
保
安
本
部
長
に
対
し
、
審
査
の
申
請
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

査
の
申
請
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

一
～
九
（
略
）

一
～
九

（
略
）

２

（
略
）

２

（
略
）
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３

第
百
五
十
七
条
第
二
項
、
第
百
五
十
八
条
第
二
項
及
び
第
三
項

３

第
百
五
十
七
条
第
二
項
、
第
百
五
十
八
条
第
二
項
、
第
百
六
十

、
第
百
六
十
条
並
び
に
第
百
六
十
一
条
第
一
項
並
び
に
行
政
不
服

条
及
び
第
百
六
十
一
条
第
一
項
並
び
に
行
政
不
服
審
査
法
第
十
四

審
査
法
第
十
五
条
、
第
十
八
条
第
三
項
、
第
十
九
条
第
二
項
及
び

条
第
四
項
、
第
十
五
条
第
一
項
、
第
二
項
及
び
第
四
項
、
第
十
八

第
四
項
、
第
二
十
二
条
第
一
項
及
び
第
五
項
、
第
二
十
三
条
、
第

条
第
一
項
及
び
第
四
項
、
第
十
九
条
、
第
二
十
一
条
、
第
三
十
四

二
十
五
条
第
一
項
、
第
二
項
及
び
第
六
項
、
第
二
十
六
条
、
第
二

条
第
一
項
、
第
二
項
及
び
第
六
項
、
第
三
十
五
条
か
ら
第
三
十
七

十
七
条
、
第
三
十
九
条
、
第
四
十
五
条
第
一
項
及
び
第
二
項
、
第

条
ま
で
、
第
三
十
九
条
、
第
四
十
条
第
一
項
か
ら
第
五
項
ま
で
、

四
十
六
条
第
一
項
本
文
及
び
第
二
項
（
第
二
号
を
除
く
。
）
、
第

第
四
十
一
条
、
第
四
十
二
条
並
び
に
第
四
十
三
条
第
一
項
及
び
第

四
十
七
条
（
た
だ
し
書
及
び
第
二
号
を
除
く
。
）
、
第
四
十
八
条

二
項
の
規
定
は
、
審
査
の
申
請
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合

、
第
五
十
条
第
一
項
及
び
第
三
項
、
第
五
十
一
条
並
び
に
第
五
十

に
お
い
て
、
第
百
六
十
条
及
び
第
百
六
十
一
条
第
一
項
中
「
矯
正

二
条
第
一
項
及
び
第
二
項
の
規
定
は
、
審
査
の
申
請
に
つ
い
て
準

管
区
の
長
」
と
あ
る
の
は
「
管
区
海
上
保
安
本
部
長
」
と
、
第
百

用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
百
五
十
八
条
第
三
項
及
び
第

六
十
条
第
二
項
中
「
刑
事
施
設
の
長
」
と
あ
る
の
は
「
海
上
保
安

百
六
十
条
第
二
項
中
「
刑
事
施
設
の
長
」
と
あ
る
の
は
「
海
上
保

留
置
業
務
管
理
者
」
と
、
同
法
第
十
八
条
第
一
項
中
「
正
本
及
び

安
留
置
業
務
管
理
者
」
と
、
同
条
及
び
第
百
六
十
一
条
第
一
項
中

副
本
を
処
分
庁
又
は
」
と
あ
る
の
は
「
正
本
を
」
と
、
同
法
第
三

「
矯
正
管
区
の
長
」
と
あ
る
の
は
「
管
区
海
上
保
安
本
部
長
」
と

十
四
条
第
二
項
中
「
審
査
請
求
人
の
申
立
て
に
よ
り
又
は
職
権
で

、
同
法
第
二
十
五
条
第
二
項
中
「
審
査
請
求
人
の
申
立
て
に
よ
り

」
と
あ
る
の
は
「
職
権
で
」
と
、
同
法
第
四
十
二
条
第
三
項
中
「

又
は
職
権
で
」
と
あ
る
の
は
「
職
権
で
」
と
、
同
法
第
五
十
一
条

掲
示
し
、
か
つ
、
そ
の
旨
を
官
報
そ
の
他
の
公
報
又
は
新
聞
紙
に

第
三
項
中
「
掲
示
し
、
か
つ
、
そ
の
旨
を
官
報
そ
の
他
の
公
報
又

少
な
く
と
も
一
回
掲
載
し
て
」
と
あ
る
の
は
「
掲
示
し
て
」
と
読

は
新
聞
紙
に
少
な
く
と
も
一
回
掲
載
し
て
」
と
あ
る
の
は
「
掲
示

み
替
え
る
も
の
と
す
る
ほ
か
、
必
要
な
技
術
的
読
替
え
は
、
政
令

し
て
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
ほ
か
、
必
要
な
技
術
的
読
替

で
定
め
る
。

え
は
、
政
令
で
定
め
る
。

（
再
審
査
の
申
請
）

（
再
審
査
の
申
請
）

第
二
百
七
十
六
条

審
査
の
申
請
の
裁
決
に
不
服
が
あ
る
者
は
、
政

第
二
百
七
十
六
条

審
査
の
申
請
の
裁
決
に
不
服
が
あ
る
者
は
、
書

令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
書
面
で
、
海
上
保
安
庁
長
官
に
対

面
で
、
海
上
保
安
庁
長
官
に
対
し
、
再
審
査
の
申
請
を
す
る
こ
と

し
、
再
審
査
の
申
請
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

が
で
き
る
。

２

（
略
）

２

（
略
）

３

第
百
五
十
七
条
第
二
項
、
第
百
五
十
八
条
第
二
項
、
第
百
六
十

３

第
百
五
十
七
条
第
二
項
、
第
百
五
十
八
条
第
二
項
、
第
百
六
十

条
及
び
第
百
六
十
一
条
第
一
項
並
び
に
行
政
不
服
審
査
法
第
十
五

条
及
び
第
百
六
十
一
条
第
一
項
並
び
に
行
政
不
服
審
査
法
第
十
四

条
、
第
十
八
条
第
三
項
、
第
十
九
条
第
二
項
及
び
第
四
項
、
第
二

条
第
三
項
及
び
第
四
項
、
第
十
五
条
第
一
項
、
第
二
項
及
び
第
四

十
三
条
、
第
二
十
五
条
第
一
項
、
第
二
項
及
び
第
六
項
、
第
二
十

項
、
第
二
十
一
条
、
第
三
十
四
条
第
一
項
、
第
二
項
及
び
第
六
項

六
条
、
第
二
十
七
条
、
第
三
十
九
条
、
第
四
十
六
条
第
一
項
本
文

、
第
三
十
五
条
か
ら
第
三
十
七
条
ま
で
、
第
三
十
九
条
、
第
四
十

及
び
第
二
項
（
第
二
号
を
除
く
。
）
、
第
四
十
七
条
（
た
だ
し
書

条
第
一
項
か
ら
第
五
項
ま
で
、
第
四
十
一
条
第
一
項
、
第
四
十
二
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及
び
第
二
号
を
除
く
。
）
、
第
四
十
八
条
、
第
五
十
条
第
一
項
、

条
、
第
四
十
三
条
第
一
項
及
び
第
二
項
並
び
に
第
五
十
五
条
の
規

第
五
十
一
条
、
第
五
十
二
条
第
一
項
及
び
第
二
項
、
第
六
十
二
条

定
は
、
再
審
査
の
申
請
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い

第
二
項
並
び
に
第
六
十
四
条
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
の
規
定
は

て
、
第
百
六
十
条
及
び
第
百
六
十
一
条
第
一
項
中
「
矯
正
管
区
の

、
再
審
査
の
申
請
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、

長
」
と
あ
る
の
は
「
海
上
保
安
庁
長
官
」
と
、
第
百
六
十
条
第
二

第
百
六
十
条
及
び
第
百
六
十
一
条
第
一
項
中
「
矯
正
管
区
の
長
」

項
中
「
刑
事
施
設
の
長
」
と
あ
る
の
は
「
海
上
保
安
留
置
業
務
管

と
あ
る
の
は
「
海
上
保
安
庁
長
官
」
と
、
第
百
六
十
条
第
二
項
中

理
者
」
と
、
同
法
第
三
十
四
条
第
二
項
中
「
審
査
請
求
人
の
申
立

「
刑
事
施
設
の
長
」
と
あ
る
の
は
「
海
上
保
安
留
置
業
務
管
理
者

て
に
よ
り
又
は
職
権
で
」
と
あ
る
の
は
「
職
権
で
」
と
、
同
法
第

」
と
、
同
法
第
二
十
五
条
第
二
項
中
「
審
査
請
求
人
の
申
立
て
に

四
十
二
条
第
三
項
中
「
掲
示
し
、
か
つ
、
そ
の
旨
を
官
報
そ
の
他

よ
り
又
は
職
権
で
」
と
あ
る
の
は
「
職
権
で
」
と
、
同
法
第
五
十

の
公
報
又
は
新
聞
紙
に
少
な
く
と
も
一
回
掲
載
し
て
」
と
あ
る
の

一
条
第
三
項
中
「
掲
示
し
、
か
つ
、
そ
の
旨
を
官
報
そ
の
他
の
公

は
「
掲
示
し
て
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
ほ
か
、
必
要
な
技

報
又
は
新
聞
紙
に
少
な
く
と
も
一
回
掲
載
し
て
」
と
あ
る
の
は
「

術
的
読
替
え
は
、
政
令
で
定
め
る
。

掲
示
し
て
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
ほ
か
、
必
要
な
技
術
的

読
替
え
は
、
政
令
で
定
め
る
。

（
管
区
海
上
保
安
本
部
長
に
対
す
る
事
実
の
申
告
）

（
管
区
海
上
保
安
本
部
長
に
対
す
る
事
実
の
申
告
）

第
二
百
七
十
七
条

（
略
）

第
二
百
七
十
七
条

（
略
）

２

（
略
）

２

（
略
）

３

第
百
五
十
七
条
第
二
項
、
第
百
五
十
八
条
第
二
項
及
び
第
三
項

３

第
百
五
十
七
条
第
二
項
、
第
百
五
十
八
条
第
二
項
、
第
百
六
十

、
第
百
六
十
条
、
第
百
六
十
一
条
第
一
項
並
び
に
第
百
六
十
四
条

条
、
第
百
六
十
一
条
第
一
項
並
び
に
第
百
六
十
四
条
第
一
項
、
第

第
一
項
、
第
二
項
及
び
第
四
項
並
び
に
行
政
不
服
審
査
法
第
十
八

二
項
及
び
第
四
項
並
び
に
行
政
不
服
審
査
法
第
十
四
条
第
四
項
、

条
第
三
項
、
第
二
十
二
条
第
一
項
及
び
第
五
項
、
第
二
十
三
条
、

第
十
八
条
第
一
項
及
び
第
四
項
、
第
十
九
条
、
第
二
十
一
条
、
第

第
二
十
七
条
、
第
三
十
九
条
並
び
に
第
五
十
条
第
一
項
及
び
第
三

三
十
六
条
、
第
三
十
九
条
並
び
に
第
四
十
一
条
の
規
定
は
、
第
一

項
の
規
定
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
申
告
に
つ
い
て
準
用
す
る

項
の
規
定
に
よ
る
申
告
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い

。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
百
五
十
八
条
第
三
項
及
び
第
百
六
十

て
、
第
百
六
十
条
、
第
百
六
十
一
条
第
一
項
並
び
に
第
百
六
十
四

条
第
二
項
中
「
刑
事
施
設
の
長
」
と
あ
る
の
は
「
海
上
保
安
留
置

条
第
一
項
、
第
二
項
及
び
第
四
項
中
「
矯
正
管
区
の
長
」
と
あ
る

業
務
管
理
者
」
と
、
同
条
、
第
百
六
十
一
条
第
一
項
並
び
に
第
百

の
は
「
管
区
海
上
保
安
本
部
長
」
と
、
第
百
六
十
条
第
二
項
中
「

六
十
四
条
第
一
項
、
第
二
項
及
び
第
四
項
中
「
矯
正
管
区
の
長
」

刑
事
施
設
の
長
」
と
あ
る
の
は
「
海
上
保
安
留
置
業
務
管
理
者
」

と
あ
る
の
は
「
管
区
海
上
保
安
本
部
長
」
と
、
同
項
中
「
前
条
第

と
、
第
百
六
十
四
条
第
四
項
中
「
前
条
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「

一
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
二
百
七
十
七
条
第
一
項
」
と
読
み
替
え

第
二
百
七
十
七
条
第
一
項
」
と
、
同
法
第
十
八
条
第
一
項
中
「
正

る
も
の
と
す
る
ほ
か
、
必
要
な
技
術
的
読
替
え
は
、
政
令
で
定
め

本
及
び
副
本
を
処
分
庁
又
は
」
と
あ
る
の
は
「
正
本
を
」
と
読
み

る
。

替
え
る
も
の
と
す
る
ほ
か
、
必
要
な
技
術
的
読
替
え
は
、
政
令
で

定
め
る
。
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（
海
上
保
安
庁
長
官
に
対
す
る
事
実
の
申
告
）

（
海
上
保
安
庁
長
官
に
対
す
る
事
実
の
申
告
）

第
二
百
七
十
八
条

（
略
）

第
二
百
七
十
八
条

（
略
）

２

（
略
）

２

（
略
）

３

第
百
五
十
七
条
第
二
項
、
第
百
五
十
八
条
第
二
項
、
第
百
六
十

３

第
百
五
十
七
条
第
二
項
、
第
百
五
十
八
条
第
二
項
、
第
百
六
十

条
、
第
百
六
十
一
条
第
一
項
並
び
に
第
百
六
十
四
条
第
一
項
、
第

条
、
第
百
六
十
一
条
第
一
項
並
び
に
第
百
六
十
四
条
第
一
項
、
第

二
項
及
び
第
四
項
並
び
に
行
政
不
服
審
査
法
第
十
八
条
第
三
項
、

二
項
及
び
第
四
項
並
び
に
行
政
不
服
審
査
法
第
十
四
条
第
四
項
、

第
二
十
三
条
、
第
二
十
七
条
、
第
三
十
九
条
及
び
第
五
十
条
第
一

第
二
十
一
条
、
第
三
十
六
条
、
第
三
十
九
条
及
び
第
四
十
一
条
第

項
の
規
定
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
申
告
に
つ
い
て
準
用
す
る

一
項
の
規
定
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
申
告
に
つ
い
て
準
用
す

。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
百
六
十
条
、
第
百
六
十
一
条
第
一
項

る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
百
六
十
条
、
第
百
六
十
一
条
第
一

並
び
に
第
百
六
十
四
条
第
一
項
、
第
二
項
及
び
第
四
項
中
「
矯
正

項
並
び
に
第
百
六
十
四
条
第
一
項
、
第
二
項
及
び
第
四
項
中
「
矯

管
区
の
長
」
と
あ
る
の
は
「
海
上
保
安
庁
長
官
」
と
、
第
百
六
十

正
管
区
の
長
」
と
あ
る
の
は
「
海
上
保
安
庁
長
官
」
と
、
第
百
六

条
第
二
項
中
「
刑
事
施
設
の
長
」
と
あ
る
の
は
「
海
上
保
安
留
置

十
条
第
二
項
中
「
刑
事
施
設
の
長
」
と
あ
る
の
は
「
海
上
保
安
留

業
務
管
理
者
」
と
、
第
百
六
十
四
条
第
四
項
中
「
前
条
第
一
項
」

置
業
務
管
理
者
」
と
、
第
百
六
十
四
条
第
四
項
中
「
前
条
第
一
項

と
あ
る
の
は
「
第
二
百
七
十
七
条
第
一
項
」
と
読
み
替
え
る
も
の

」
と
あ
る
の
は
「
第
二
百
七
十
七
条
第
一
項
」
と
読
み
替
え
る
も

と
す
る
ほ
か
、
必
要
な
技
術
的
読
替
え
は
、
政
令
で
定
め
る
。

の
と
す
る
ほ
か
、
必
要
な
技
術
的
読
替
え
は
、
政
令
で
定
め
る
。
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○

犯
罪
被
害
財
産
等
に
よ
る
被
害
回
復
給
付
金
の
支
給
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
八
年
法
律
第
八
十
七
号
）
（
第
八
十
八
条
関
係
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
検
察
庁
の
長
に
対
す
る
審
査
の
申
立
て
）

（
検
察
庁
の
長
に
対
す
る
審
査
の
申
立
て
）

第
四
十
条

次
の
各
号
に
掲
げ
る
処
分
、
決
定
、
裁
定
そ
の
他
の
行

第
四
十
条

次
の
各
号
に
掲
げ
る
処
分
、
決
定
又
は
裁
定
（
以
下
「

為
（
以
下
「
処
分
等
」
と
い
う
。
）
に
不
服
が
あ
る
者
は
、
そ
れ

処
分
等
」
と
い
う
。
）
に
不
服
が
あ
る
者
は
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各

ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
日
か
ら
起
算
し
て
三
十
日
以
内
に
、
当

号
に
定
め
る
日
か
ら
起
算
し
て
三
十
日
以
内
に
、
当
該
処
分
等
を

該
処
分
等
を
し
た
検
察
官
が
所
属
す
る
検
察
庁
の
長
に
対
し
、
審

し
た
検
察
官
が
所
属
す
る
検
察
庁
の
長
に
対
し
、
書
面
に
よ
り
、

査
の
申
立
て
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

審
査
の
申
立
て
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

一
～
四

（
略
）

一
～
四

（
略
）

五

前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
こ
の
法
律
に
基
づ
く
手
続

〔
新
設
〕

に
係
る
検
察
官
の
行
為
で
法
務
省
令
で
定
め
る
も
の

法
務
省

令
で
定
め
る
日

２

前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
正
当
な
理
由
が
あ
る
と
き
は
、

２

前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
天
災
そ
の
他
同
項
に
規
定
す
る

そ
の
期
間
を
経
過
し
た
後
で
あ
っ
て
も
、
審
査
の
申
立
て
を
す
る

期
間
内
に
審
査
の
申
立
て
を
し
な
か
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
や
む
を

こ
と
が
で
き
る
。

得
な
い
理
由
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
理
由
が
や
ん
だ
日
の
翌
日
か

ら
起
算
し
て
一
週
間
以
内
に
限
り
、
審
査
の
申
立
て
を
す
る
こ
と

が
で
き
る
。

第
四
十
条
の
二

こ
の
法
律
又
は
こ
の
法
律
に
基
づ
く
法
務
省
令
の

〔
新
設
〕

規
定
に
よ
り
検
察
官
に
対
し
て
処
分
等
に
つ
い
て
の
申
請
を
し
た

者
は
、
当
該
申
請
か
ら
相
当
の
期
間
が
経
過
し
た
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
検
察
官
の
不
作
為
（
こ
の
法
律
又
は
こ
の
法
律
に
基
づ
く
法

務
省
令
の
規
定
に
よ
る
申
請
に
対
し
て
何
ら
の
処
分
等
を
も
し
な

い
こ
と
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
が
あ
る
場
合
に
は
、
当
該
不
作

為
に
係
る
検
察
官
が
所
属
す
る
検
察
庁
の
長
に
対
し
、
当
該
不
作

為
に
つ
い
て
の
審
査
の
申
立
て
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
審
査
申
立
書
の
提
出
）

第
四
十
条
の
三

前
二
条
の
規
定
に
よ
る
審
査
の
申
立
て
は
、
法
務

〔
新
設
〕

省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
審
査
申
立
書
を
提
出
し
て
し
な
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け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

第
四
十
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
処
分
等
に
つ
い
て
の
審
査
申

立
書
に
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

審
査
の
申
立
て
に
係
る
処
分
等
の
内
容

二

審
査
の
申
立
て
の
趣
旨
及
び
理
由

三

そ
の
他
法
務
省
令
で
定
め
る
事
項

３

前
条
に
規
定
す
る
不
作
為
に
つ
い
て
の
審
査
申
立
書
に
は
、
次

に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

当
該
不
作
為
に
係
る
処
分
等
に
つ
い
て
の
申
請
の
内
容
及
び

年
月
日

二

そ
の
他
法
務
省
令
で
定
め
る
事
項

（
審
理
の
方
式
）

第
四
十
条
の
四

審
査
の
申
立
て
の
審
理
は
、
書
面
に
よ
る
。

〔
新
設
〕

（
他
の
申
請
人
へ
の
通
知
等
）

（
他
の
申
請
人
へ
の
通
知
等
）

第
四
十
一
条

検
察
庁
の
長
は
、
第
四
十
条
第
一
項
第
三
号
に
掲
げ

第
四
十
一
条

検
察
庁
の
長
は
、
前
条
第
一
項
第
三
号
に
掲
げ
る
裁

る
裁
定
に
つ
い
て
の
審
査
の
申
立
て
が
他
の
申
請
人
に
対
す
る
裁

定
に
つ
い
て
の
審
査
の
申
立
て
が
他
の
申
請
人
に
対
す
る
裁
定
に

定
に
つ
い
て
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
き
は
、
当
該
他
の
申
請
人
に

つ
い
て
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
き
は
、
当
該
他
の
申
請
人
に
対
し

対
し
、
そ
の
旨
を
通
知
し
、
か
つ
、
意
見
を
記
載
し
た
書
面
を
提

、
そ
の
旨
を
通
知
し
、
か
つ
、
意
見
を
記
載
し
た
書
面
を
提
出
す

出
す
る
機
会
を
与
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

る
機
会
を
与
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
裁
決
）

（
裁
決
）

第
四
十
二
条

検
察
庁
の
長
は
、
第
四
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る

第
四
十
二
条

検
察
庁
の
長
は
、
第
四
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る

審
査
の
申
立
て
に
つ
い
て
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
区
分
に
従
い

審
査
の
申
立
て
に
つ
い
て
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
区
分
に
従
い

、
当
該
各
号
に
定
め
る
裁
決
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

、
当
該
各
号
に
定
め
る
裁
決
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

当
該
審
査
の
申
立
て
が
第
四
十
条
第
一
項
に
規
定
す
る
期
間

一

当
該
審
査
の
申
立
て
が
第
四
十
条
第
一
項
に
規
定
す
る
期
間

が
経
過
し
た
後
に
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
場
合
そ
の
他
不
適
法
で

が
経
過
し
た
後
に
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
き
、
そ
の
他
不
適
法

あ
る
場
合

当
該
審
査
の
申
立
て
を
却
下
す
る
裁
決

で
あ
る
と
き

当
該
審
査
の
申
立
て
を
却
下
す
る
裁
決

二

当
該
審
査
の
申
立
て
が
理
由
が
な
い
場
合

当
該
審
査
の
申

二

当
該
審
査
の
申
立
て
が
理
由
が
な
い
と
き

当
該
審
査
の
申

立
て
を
棄
却
す
る
裁
決

立
て
を
棄
却
す
る
裁
決

三

当
該
審
査
の
申
立
て
に
係
る
処
分
等
が
事
実
上
の
行
為
以
外

三

当
該
審
査
の
申
立
て
が
理
由
が
あ
る
と
き

当
該
審
査
の
申

の
も
の
で
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
申
立
て
が
理
由
が
あ
る

立
て
に
係
る
第
四
十
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
処
分
等
を
取
り

と
き

当
該
審
査
の
申
立
て
に
係
る
第
四
十
条
第
一
項
各
号
に

消
し
、
又
は
変
更
す
る
裁
決
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掲
げ
る
処
分
等
を
取
り
消
し
、
又
は
変
更
す
る
裁
決

四

前
号
の
規
定
に
よ
り
、
検
察
庁
の
長
以
外
の
検
察
官
が
し
た

〔
新
設
〕

こ
の
法
律
又
は
こ
の
法
律
に
基
づ
く
法
務
省
令
の
規
定
に
よ
る

申
請
を
却
下
し
、
又
は
棄
却
す
る
処
分
等
を
取
り
消
す
場
合
に

お
い
て
、
当
該
申
請
に
対
し
て
一
定
の
処
分
等
を
す
べ
き
も
の

と
認
め
る
と
き

当
該
処
分
等
に
係
る
検
察
官
に
対
し
、
当
該

処
分
等
を
す
べ
き
旨
を
命
ず
る
裁
決

五

第
三
号
の
規
定
に
よ
り
、
検
察
庁
の
長
が
し
た
こ
の
法
律
又

〔
新
設
〕

は
こ
の
法
律
に
基
づ
く
法
務
省
令
の
規
定
に
よ
る
申
請
を
却
下

し
、
又
は
棄
却
す
る
処
分
等
を
取
り
消
す
場
合
に
お
い
て
、
当

該
申
請
に
対
し
て
一
定
の
処
分
等
を
す
べ
き
も
の
と
認
め
る
と

き

当
該
処
分
等
を
す
る
裁
決

六

当
該
審
査
の
申
立
て
に
係
る
処
分
等
が
検
察
庁
の
長
以
外
の

〔
新
設
〕

検
察
官
の
し
た
事
実
上
の
行
為
で
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の

申
立
て
が
理
由
が
あ
る
と
き

当
該
事
実
上
の
行
為
が
違
法
又

は
不
当
で
あ
る
旨
を
宣
言
す
る
と
と
も
に
、
当
該
事
実
上
の
行

為
に
係
る
検
察
官
に
対
し
、
当
該
事
実
上
の
行
為
を
撤
廃
し
、

又
は
こ
れ
を
変
更
す
べ
き
旨
を
命
ず
る
裁
決

七

当
該
審
査
の
申
立
て
に
係
る
処
分
等
が
検
察
庁
の
長
の
し
た

〔
新
設
〕

事
実
上
の
行
為
で
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
申
立
て
が
理
由

が
あ
る
と
き

当
該
事
実
上
の
行
為
が
違
法
又
は
不
当
で
あ
る

旨
を
宣
言
す
る
と
と
も
に
、
当
該
事
実
上
の
行
為
を
撤
廃
し
、

又
は
こ
れ
を
変
更
す
る
裁
決

２

前
項
第
三
号
、
第
六
号
又
は
第
七
号
の
場
合
に
お
い
て
、
検
察

２

前
項
第
三
号
に
定
め
る
処
分
等
を
変
更
す
る
裁
決
に
お
い
て
は

庁
の
長
は
、
審
査
申
立
人
の
不
利
益
に
当
該
処
分
等
を
変
更
し
、

、
審
査
申
立
人
の
不
利
益
に
当
該
処
分
等
を
変
更
す
る
こ
と
は
で

又
は
当
該
事
実
上
の
行
為
を
変
更
す
べ
き
こ
と
を
命
じ
、
若
し
く

き
な
い
。

は
こ
れ
を
変
更
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

第
四
十
二
条
の
二

検
察
庁
の
長
は
、
第
四
十
条
の
二
の
規
定
に
よ

〔
新
設
〕

る
審
査
の
申
立
て
に
つ
い
て
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
区
分
に
従

い
、
当
該
各
号
に
定
め
る
裁
決
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

当
該
審
査
の
申
立
て
が
不
作
為
に
係
る
処
分
等
に
つ
い
て
の
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申
請
か
ら
相
当
の
期
間
が
経
過
し
な
い
で
さ
れ
た
も
の
で
あ
る

場
合
そ
の
他
不
適
法
で
あ
る
場
合

当
該
審
査
の
申
立
て
を
却

下
す
る
裁
決

二

当
該
審
査
の
申
立
て
が
理
由
が
な
い
場
合

当
該
審
査
の
申

立
て
を
棄
却
す
る
裁
決

三

当
該
審
査
の
申
立
て
に
係
る
不
作
為
が
検
察
庁
の
長
以
外
の

検
察
官
に
よ
る
も
の
で
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
申
立
て
が

理
由
が
あ
る
と
き

当
該
不
作
為
が
違
法
又
は
不
当
で
あ
る
旨

を
宣
言
す
る
と
と
も
に
、
当
該
申
請
に
対
し
て
一
定
の
処
分
等

を
す
べ
き
も
の
と
認
め
る
と
き
は
、
当
該
不
作
為
に
係
る
検
察

官
に
対
し
、
当
該
処
分
等
を
す
べ
き
旨
を
命
ず
る
裁
決

四

当
該
審
査
の
申
立
て
に
係
る
不
作
為
が
検
察
庁
の
長
に
よ
る

も
の
で
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
申
立
て
が
理
由
が
あ
る
と

き

当
該
不
作
為
が
違
法
又
は
不
当
で
あ
る
旨
を
宣
言
す
る
と

と
も
に
、
当
該
申
請
に
対
し
て
一
定
の
処
分
等
を
す
べ
き
も
の

と
認
め
る
と
き
は
、
当
該
処
分
等
を
す
る
裁
決

（
裁
定
の
方
式
等
に
関
す
る
規
定
の
準
用
）

（
裁
定
の
方
式
等
に
関
す
る
規
定
の
準
用
）

第
四
十
三
条

第
十
二
条
の
規
定
は
、
第
四
十
二
条
第
一
項
各
号
及

第
四
十
三
条

第
十
二
条
の
規
定
は
、
前
条
第
一
項
各
号
に
定
め
る

び
前
条
各
号
に
定
め
る
裁
決
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に

裁
決
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
十
二
条
中

お
い
て
、
第
十
二
条
中
「
検
察
官
」
と
あ
る
の
は
「
検
察
庁
の
長

「
検
察
官
」
と
あ
る
の
は
「
検
察
庁
の
長
」
と
、
同
条
第
二
項
及

」
と
、
同
条
第
二
項
及
び
第
三
項
中
「
裁
定
書
」
と
あ
る
の
は
「

び
第
三
項
中
「
裁
定
書
」
と
あ
る
の
は
「
裁
決
書
」
と
、
同
条
第

裁
決
書
」
と
、
同
条
第
二
項
中
「
申
請
人
」
と
あ
る
の
は
「
審
査

二
項
中
「
申
請
人
」
と
あ
る
の
は
「
審
査
申
立
人
（
当
該
審
査
の

申
立
人
（
当
該
審
査
の
申
立
て
が
他
の
申
請
人
に
対
す
る
裁
定
に

申
立
て
が
他
の
申
請
人
に
対
す
る
裁
定
に
つ
い
て
さ
れ
た
も
の
で

つ
い
て
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
き
は
、
審
査
申
立
人
及
び
当
該
他

あ
る
と
き
は
、
審
査
申
立
人
及
び
当
該
他
の
申
請
人
）
」
と
読
み

の
申
請
人
）
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

替
え
る
も
の
と
す
る
。

（
行
政
不
服
審
査
法
の
準
用
）

（
行
政
不
服
審
査
法
の
準
用
）

第
四
十
四
条

行
政
不
服
審
査
法
（
平
成
二
十
六
年
法
律
第

第
四
十
四
条

行
政
不
服
審
査
法
（
昭
和
三
十
七
年
法
律
第
百
六
十

号
）
第
十
条
か
ら
第
十
五
条
ま
で
、
第
十
八
条
第
三
項
、
第
二
十

号
）
第
十
条
か
ら
第
十
三
条
ま
で
、
第
十
四
条
第
四
項
、
第
十
五

一
条
、
第
二
十
二
条
第
一
項
及
び
第
五
項
、
第
二
十
三
条
、
第
二

条
第
一
項
、
第
二
項
及
び
第
四
項
、
第
十
七
条
、
第
十
八
条
第
一

十
五
条
第
一
項
、
第
二
項
及
び
第
四
項
か
ら
第
七
項
ま
で
、
第
二

項
及
び
第
四
項
、
第
十
九
条
、
第
二
十
一
条
、
第
二
十
四
条
、
第

十
六
条
か
ら
第
二
十
八
条
ま
で
、
第
三
十
条
第
二
項
及
び
第
三
項

二
十
五
条
第
一
項
本
文
、
第
二
十
六
条
か
ら
第
三
十
一
条
ま
で
、
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、
第
三
十
二
条
か
ら
第
三
十
六
条
ま
で
、
第
三
十
八
条
第
一
項
か

第
三
十
三
条
、
第
三
十
四
条
第
一
項
、
第
二
項
及
び
第
四
項
か
ら

ら
第
五
項
ま
で
、
第
三
十
九
条
、
第
五
十
一
条
第
四
項
、
第
五
十

第
七
項
ま
で
、
第
三
十
五
条
、
第
三
十
六
条
、
第
三
十
七
条
第
一

二
条
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
並
び
に
第
五
十
三
条
の
規
定
は
、

項
か
ら
第
五
項
ま
で
、
第
三
十
八
条
、
第
三
十
九
条
、
第
四
十
二

第
四
十
条
第
一
項
及
び
第
四
十
条
の
二
の
規
定
に
よ
る
審
査
の
申

条
第
四
項
、
第
四
十
三
条
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
並
び
に
第
四

立
て
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
次
の
表
の
上

十
四
条
の
規
定
は
、
第
四
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
審
査
の
申

欄
に
掲
げ
る
同
法
の
規
定
中
同
表
の
中
欄
に
掲
げ
る
字
句
は
、
そ

立
て
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
次
の
表
の
上

れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
字
句
に
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る

欄
に
掲
げ
る
同
法
の
規
定
中
同
表
の
中
欄
に
掲
げ
る
字
句
は
、
そ

。

れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
字
句
に
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る

。

読
み
替
え
ら
れ

読
み
替
え
ら
れ
る

る
行
政
不
服
審

読
み
替
え
ら
れ
る
字
句

読
み
替
え
る
字
句

行
政
不
服
審
査
法

読
み
替
え
ら
れ
る
字
句

読
み
替
え
る
字
句

査
法
の
規
定

の
規
定

第
十
一
条
第
二

第
九
条
第
一
項
の
規
定

犯
罪
被
害
財
産
等

第
十
一
条
第
二
項

審
査
庁
（
異
議
申
立
て

審
査
庁

項

に
よ
り
指
名
さ
れ
た
者

に
よ
る
被
害
回
復

及
び
第
十
三
条
第

に
あ
つ
て
は
処
分
庁
又

（
以
下
「
審
理
員
」
と

給
付
金
の
支
給
に

二
項

は
不
作
為
庁
、
再
審
査

い
う
。
）

関
す
る
法
律
第
四

請
求
に
あ
つ
て
は
再
審

十
条
第
一
項
又
は

査
庁
）

第
四
十
条
の
二
の

規
定
に
よ
る
審
査

第
十
七
条
第
一
項

提
出
し
、
又
は
処
分
庁

提
出
す
る

の
申
立
て
が
さ
れ

に
対
し
第
十
五
条
第
一

た
検
察
庁
の
長
（

項
か
ら
第
三
項
ま
で
に

以
下
「
審
査
庁
」

規
定
す
る
事
項
を
陳
述

と
い
う
。
）

す
る

第
十
三
条
第
一

審
理
員

審
査
庁

第
十
七
条
第
二
項

正
本
又
は
審
査
請
求
録

正
本

項
及
び
第
二
項

取
書
（
前
条
後
段
の
規

、
第
二
十
八
条

定
に
よ
り
陳
述
の
内
容

、
第
三
十
条
第

を
録
取
し
た
書
面
を
い

二
項
及
び
第
三

う
。
以
下
同
じ
。
）
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項
、
第
三
十
二

条
第
三
項
、
第

第
十
七
条
第
三
項

提
出
し
、
又
は
処
分
庁

提
出
し
た

三
十
三
条
か
ら

に
対
し
当
該
事
項
を
陳

第
三
十
六
条
ま

述
し
た

で
、
第
三
十
八

条
第
一
項
か
ら

第
十
八
条
第
一
項

処
分
（
異
議
申
立
て
を

処
分

第
三
項
ま
で
及

す
る
こ
と
も
で
き
る
処

び
第
五
項
並
び

分
を
除
く
。
）

に
第
三
十
九
条

正
本
及
び
副
本
を
処
分

正
本
を

第
十
四
条

第
十
九
条
に
規
定
す
る

審
査
申
立
書

庁
又
は

審
査
請
求
書
又
は
第
二

十
一
条
第
二
項
に
規
定

第
十
八
条
第
四
項

正
本
又
は
異
議
申
立
書

正
本

す
る
審
査
請
求
録
取
書

若
し
く
は
異
議
申
立
録

取
書

第
十
五
条
第
六

権
利

権
利
（
被
害
回
復

項

給
付
金
の
支
給
を

第
三
十
一
条

職
員
に
、
第
二
十
五
条

職
員
に

受
け
る
権
利
を
除

第
一
項
た
だ
し
書
の
規

く
。
）

定
に
よ
る
審
査
請
求
人

若
し
く
は
参
加
人
の
意

第
十
八
条
第
三

次
条
に
規
定
す
る
審
査

審
査
申
立
書

見
の
陳
述
を
聞
か
せ

項

請
求
書

第
三
十
四
条
第
二

処
分
庁
の
上
級
行
政
庁

審
査
庁

前
二
項
に
規
定
す
る
期

犯
罪
被
害
財
産
等

項

で
あ
る
審
査
庁

間
（
以
下
「
審
査
請
求

に
よ
る
被
害
回
復

期
間
」
と
い
う
。
）

給
付
金
の
支
給
に

第
三
十
八
条

又
は
審
査
請
求
録
取
書

及
び

関
す
る
法
律
第
四

及
び

十
条
第
一
項
に
規

定
す
る
期
間

第
四
十
二
条
第
四

参
加
人
及
び
処
分
庁

参
加
人

項

第
二
十
一
条
第

審
査
請
求
書
を
提
出
し

審
査
申
立
書
を
提
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一
項

、
又
は
処
分
庁
等
に
対

出
す
る

第
四
十
三
条
第
三

法
令
の
規
定
に
よ
り
公

犯
罪
被
害
財
産
等

し
第
十
九
条
第
二
項
か

項

示
さ
れ
た
処
分

に
よ
る
被
害
回
復

ら
第
五
項
ま
で
に
規
定

給
付
金
の
支
給
に

す
る
事
項
を
陳
述
す
る

関
す
る
法
律
（
平

成
十
八
年
法
律
第

第
二
十
一
条
第

審
査
請
求
書
又
は
審
査

審
査
申
立
書

八
十
七
号
）
第
四

二
項

請
求
録
取
書
（
前
条
後

十
条
第
一
項
第
一

段
の
規
定
に
よ
り
陳
述

号
に
掲
げ
る
処
分

の
内
容
を
録
取
し
た
書

又
は
同
項
第
二
号

面
を
い
う
。
第
二
十
九

に
掲
げ
る
決
定

条
第
一
項
及
び
第
五
十

五
条
に
お
い
て
同
じ
。

当
該
処
分
が
取
り
消
さ

法
務
省
令
で
定
め

）

れ
、
又
は
変
更
さ
れ
た

る
と
こ
ろ
に
よ
り

旨
を
公
示
し

、
当
該
処
分
又
は

第
二
十
一
条
第

審
査
請
求
書
を
提
出
し

審
査
申
立
書
を
提

決
定
が
取
り
消
さ

三
項

、
又
は
処
分
庁
に
対
し

出
し
た

れ
、
又
は
変
更
さ

当
該
事
項
を
陳
述
し
た

れ
た
旨
を
公
告
し

第
二
十
二
条
第

審
査
請
求
書
を
処
分
庁

審
査
申
立
書
を
審

一
項

又
は
審
査
庁

査
庁

第
二
十
二
条
第

審
査
請
求
書
又
は
再
調

審
査
申
立
書

五
項

査
の
請
求
書
若
し
く
は

再
調
査
の
請
求
録
取
書

第
二
十
三
条
（

審
査
請
求
書

審
査
申
立
書

見
出
し
を
含
む

。
）

第
二
十
三
条

第
十
九
条

犯
罪
被
害
財
産
等

に
よ
る
被
害
回
復



- 227 -

給
付
金
の
支
給
に

関
す
る
法
律
第
四

十
条
の
三

第
二
十
五
条
第

処
分
庁
の
上
級
行
政
庁

審
査
庁

二
項

又
は
処
分
庁
で
あ
る
審

査
庁

第
二
十
五
条
第

あ
っ
た
と
き
、
又
は
審

あ
っ
た

七
項

理
員
か
ら
第
四
十
条
に

規
定
す
る
執
行
停
止
を

す
べ
き
旨
の
意
見
書
が

提
出
さ
れ
た

第
三
十
条
第
二

第
四
十
条
及
び
第
四
十

以
下

項

二
条
第
一
項
を
除
き
、

以
下

第
三
十
条
第
三

審
査
請
求
人
か
ら
反
論

参
加
人

項

書
の
提
出
が
あ
っ
た
と

き
は
こ
れ
を
参
加
人
及

び
処
分
庁
等
に
、
参
加

人こ
れ
を
審
査
請
求
人
及

、
こ
れ
を
審
査
請

び
処
分
庁
等
に
、
そ
れ

求
人
に

ぞ
れ

第
三
十
八
条
第

参
加
人
は
、
第
四
十
一

参
加
人
は

一
項

条
第
一
項
又
は
第
二
項

の
規
定
に
よ
り
審
理
手
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続
が
終
結
す
る
ま
で
の

間第
二
十
九
条
第
四
項
各

第
三
十
二
条
第
一

号
に
掲
げ
る
書
面
又
は

項
若
し
く
は
第
二

第
三
十
二
条
第
一
項
若

項
又
は

し
く
は
第
二
項
若
し
く

は当
該
書
面
若
し
く
は
当

当
該
書
類

該
書
類

第
五
十
一
条
第

参
加
人
及
び
処
分
庁
等

参
加
人

四
項

（
審
査
庁
以
外
の
処
分

庁
等
に
限
る
。
）

第
五
十
二
条
第

法
令
の
規
定
に
よ
り
公

犯
罪
被
害
財
産
等

三
項

示
さ
れ
た
処
分

に
よ
る
被
害
回
復

給
付
金
の
支
給
に

関
す
る
法
律
第
四

十
条
第
一
項
第
一

号
に
掲
げ
る
処
分

又
は
同
項
第
二
号

に
掲
げ
る
決
定

当
該
処
分
が
取
り
消
さ

法
務
省
令
で
定
め

れ
、
又
は
変
更
さ
れ
た

る
と
こ
ろ
に
よ
り

旨
を
公
示
し
な
け
れ
ば

、
当
該
処
分
又
は

決
定
が
取
り
消
さ

れ
、
又
は
変
更
さ

れ
た
旨
を
公
告
し
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な
け
れ
ば

（
審
査
請
求
の
制
限
）

（
不
服
申
立
て
の
制
限
）

第
四
十
五
条

第
四
十
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
処
分
等
及
び
第
四

第
四
十
五
条

第
四
十
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
処
分
等
に
つ
い
て

十
条
の
二
に
規
定
す
る
不
作
為
に
つ
い
て
は
、
審
査
請
求
を
す
る

は
、
行
政
不
服
審
査
法
に
よ
る
不
服
申
立
て
を
す
る
こ
と
が
で
き

こ
と
が
で
き
な
い
。

な
い
。

（
訴
訟
の
特
例
）

（
訴
訟
の
特
例
）

第
四
十
七
条

（
略
）

第
四
十
七
条

（
略
）

２

第
四
十
条
の
二
に
規
定
す
る
不
作
為
に
係
る
第
四
十
二
条
の
二

〔
新
設
〕

各
号
に
定
め
る
裁
決
の
取
消
し
の
訴
え
は
、
当
該
不
作
為
に
係
る

検
察
官
が
所
属
す
る
検
察
庁
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
地
方
裁
判
所

の
管
轄
に
専
属
す
る
。

３

前
二
項
に
規
定
す
る
処
分
等
又
は
裁
決
の
取
消
し
の
訴
え
は
、

２

前
項
に
規
定
す
る
訴
え
は
、
第
四
十
三
条
に
お
い
て
準
用
す
る

第
四
十
三
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
十
二
条
第
二
項
の
規
定
に
よ

第
十
二
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
裁
決
書
の
謄
本
の
送
達
を
受
け

る
裁
決
書
の
謄
本
の
送
達
を
受
け
た
日
か
ら
三
十
日
を
経
過
し
た

た
日
か
ら
三
十
日
を
経
過
し
た
と
き
は
、
提
起
す
る
こ
と
が
で
き

と
き
は
、
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

な
い
。

４

（
略
）

３

（
略
）

５

（
略
）

４

（
略
）
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○

更
生
保
護
法
（
平
成
十
九
年
法
律
第
八
十
八
号
）
（
第
八
十
九
条
関
係
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

目
次

目
次

第
一
章
～
第
六
章

（
略
）

第
一
章
～
第
六
章

（
略
）

第
七
章

審
査
請
求
等

第
七
章

審
査
請
求
等

第
一
節

（
略
）

第
一
節

（
略
）

第
二
節

審
査
請
求
（
第
九
十
二
条
―
第
九
十
六
条
の
二
）

第
二
節

審
査
請
求
（
第
九
十
二
条
―
第
九
十
六
条
）

第
八
章

（
略
）

第
八
章

（
略
）

附
則

附
則

（
設
置
及
び
所
掌
事
務
）

（
設
置
及
び
所
掌
事
務
）

第
四
条

（
略
）

第
四
条

（
略
）

２

審
査
会
は
、
次
に
掲
げ
る
事
務
を
つ
か
さ
ど
る
。

２

審
査
会
は
、
次
に
掲
げ
る
事
務
を
つ
か
さ
ど
る
。

一

（
略
）

一

（
略
）

二

地
方
更
生
保
護
委
員
会
が
し
た
決
定
に
つ
い
て
、
こ
の
法
律

二

地
方
更
生
保
護
委
員
会
が
し
た
決
定
に
つ
い
て
、
こ
の
法
律

及
び
行
政
不
服
審
査
法
（
平
成
二
十
六
年
法
律
第

号
）

及
び
行
政
不
服
審
査
法
（
昭
和
三
十
七
年
法
律
第
百
六
十
号
）

の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
審
査
を
行
い
、
裁
決
を
す
る
こ
と

の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
審
査
を
行
い
、
裁
決
を
す
る
こ
と

。

。

三

（
略
）

三

（
略
）

（
留
置
）

（
留
置
）

第
七
十
三
条

（
略
）

第
七
十
三
条

（
略
）

２
～
５

（
略
）

２
～
５

（
略
）

６

第
一
項
の
規
定
に
よ
る
留
置
に
つ
い
て
は
、
審
査
請
求
を
す
る

６

第
一
項
の
規
定
に
よ
る
留
置
に
つ
い
て
は
、
行
政
不
服
審
査
法

こ
と
が
で
き
な
い
。

に
よ
る
不
服
申
立
て
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

（
審
査
請
求
）

（
審
査
請
求
）

第
九
十
二
条

こ
の
法
律
の
規
定
に
よ
り
地
方
委
員
会
が
決
定
を
も

第
九
十
二
条

こ
の
法
律
の
規
定
に
よ
り
地
方
委
員
会
が
決
定
を
も

っ
て
し
た
処
分
に
不
服
が
あ
る
者
は
、
審
査
会
に
対
し
、
審
査
請

っ
て
し
た
処
分
に
不
服
が
あ
る
者
は
、
審
査
会
に
対
し
、
行
政
不

求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

服
審
査
法
に
よ
る
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
審
査
請
求
書
の
提
出
）

（
審
査
請
求
書
の
提
出
）
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第
九
十
三
条

（
略
）

第
九
十
三
条

（
略
）

２

刑
事
施
設
の
長
又
は
少
年
院
の
長
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
審

２

刑
事
施
設
の
長
又
は
少
年
院
の
長
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
審

査
請
求
書
の
提
出
を
受
け
た
と
き
は
、
直
ち
に
、
審
査
請
求
書
を

査
請
求
書
の
提
出
を
受
け
た
と
き
は
、
直
ち
に
、
審
査
請
求
書
の

審
査
会
及
び
地
方
委
員
会
に
送
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

正
本
を
審
査
会
に
、
副
本
を
地
方
委
員
会
に
送
付
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

３

第
一
項
の
場
合
に
お
け
る
行
政
不
服
審
査
法
第
十
八
条
の
規
定

３

第
一
項
の
場
合
に
お
け
る
行
政
不
服
審
査
法
第
十
四
条
の
規
定

に
よ
る
審
査
請
求
の
期
間
の
計
算
に
つ
い
て
は
、
刑
事
施
設
の
長

に
よ
る
審
査
請
求
の
期
間
の
計
算
に
つ
い
て
は
、
刑
事
施
設
の
長

又
は
少
年
院
の
長
に
審
査
請
求
書
を
提
出
し
た
時
に
審
査
請
求
が

又
は
少
年
院
の
長
に
審
査
請
求
書
を
提
出
し
た
時
に
審
査
請
求
が

あ
っ
た
も
の
と
み
な
す
。

あ
っ
た
も
の
と
み
な
す
。

（
執
行
停
止
）

（
執
行
停
止
）

第
九
十
四
条

審
査
会
に
対
す
る
審
査
請
求
に
関
す
る
行
政
不
服
審

第
九
十
四
条

審
査
会
に
対
す
る
審
査
請
求
に
関
す
る
行
政
不
服
審

査
法
第
二
十
五
条
第
三
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
本

査
法
第
三
十
四
条
第
三
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
本

文
中
「
、
処
分
庁
の
意
見
を
聴
取
し
た
上
」
と
あ
る
の
は
「
又
は

文
中
「
、
処
分
庁
の
意
見
を
聴
取
し
た
う
え
」
と
あ
る
の
は
「
又

職
権
で
」
と
、
同
項
た
だ
し
書
中
「
処
分
の
効
力
、
処
分
の
執
行

は
職
権
で
」
と
、
同
項
た
だ
し
書
中
「
処
分
の
効
力
、
処
分
の
執

又
は
手
続
の
続
行
」
と
あ
る
の
は
「
処
分
の
執
行
」
と
す
る
。

行
又
は
手
続
の
続
行
」
と
あ
る
の
は
「
処
分
の
執
行
」
と
す
る
。

（
裁
決
を
す
べ
き
期
間
）

（
裁
決
を
す
べ
き
期
間
）

第
九
十
五
条

審
査
会
は
、
審
査
請
求
が
さ
れ
た
日
（
行
政
不
服
審

第
九
十
五
条

審
査
会
は
、
審
査
請
求
を
受
理
し
た
日
か
ら
六
十
日

査
法
第
二
十
三
条
の
規
定
に
よ
り
不
備
を
補
正
す
べ
き
こ
と
を
命

以
内
に
裁
決
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

じ
た
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
不
備
が
補
正
さ
れ
た
日
）
か
ら
六

十
日
以
内
に
裁
決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
行
政
不
服
審
査
法
の
特
例
）

第
九
十
六
条
の
二

こ
の
法
律
の
規
定
に
よ
る
処
分
又
は
そ
の
不
作

〔
新
設
〕

為
に
つ
い
て
の
審
査
請
求
に
係
る
行
政
不
服
審
査
法
第
三
十
八
条

第
一
項
に
規
定
す
る
提
出
書
類
等
又
は
同
法
第
七
十
八
条
第
一
項

に
規
定
す
る
主
張
書
面
若
し
く
は
資
料
で
あ
っ
て
、
行
政
機
関
の

保
有
す
る
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
五
年
法
律

第
五
十
八
号
）
第
四
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
同
法
第
四
章

の
規
定
を
適
用
し
な
い
こ
と
と
さ
れ
た
同
法
第
二
条
第
三
項
に
規

定
す
る
保
有
個
人
情
報
が
記
載
さ
れ
、
又
は
記
録
さ
れ
た
も
の
に

つ
い
て
の
行
政
不
服
審
査
法
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
法

第
三
十
八
条
第
一
項
前
段
中
「
又
は
当
該
書
面
若
し
く
は
当
該
書
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類
の
写
し
若
し
く
は
当
該
電
磁
的
記
録
に
記
録
さ
れ
た
事
項
を
記

載
し
た
書
面
の
交
付
を
求
め
る
」
と
あ
る
の
は
「
を
求
め
る
」
と

、
同
項
後
段
及
び
同
法
第
七
十
八
条
第
一
項
後
段
中
「
閲
覧
又
は

交
付
」
と
あ
る
の
は
「
閲
覧
」
と
、
同
法
第
三
十
八
条
第
二
項
及

び
第
七
十
八
条
第
二
項
中
「
閲
覧
を
さ
せ
、
又
は
同
項
の
規
定
に

よ
る
交
付
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
当
該
閲
覧
又
は
交
付
」
と

あ
る
の
は
「
閲
覧
を
さ
せ
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
当
該
閲
覧
」
と

、
同
条
第
一
項
前
段
中
「
若
し
く
は
資
料
の
閲
覧
」
と
あ
る
の
は

「
又
は
資
料
の
閲
覧
」
と
、
「
又
は
当
該
主
張
書
面
若
し
く
は
当

該
資
料
の
写
し
若
し
く
は
当
該
電
磁
的
記
録
に
記
録
さ
れ
た
事
項

を
記
載
し
た
書
面
の
交
付
を
求
め
る
」
と
あ
る
の
は
「
を
求
め
る

」
と
し
、
同
法
第
三
十
八
条
第
四
項
及
び
第
五
項
並
び
に
第
七
十

八
条
第
四
項
及
び
第
五
項
の
規
定
は
、
適
用
し
な
い
。

２

第
五
十
二
条
第
一
項
、
第
四
項
又
は
第
五
項
の
規
定
に
よ
る
保

護
観
察
所
の
長
の
処
分
に
つ
い
て
の
審
査
請
求
に
つ
い
て
は
、
行

政
不
服
審
査
法
第
二
章
第
四
節
の
規
定
は
、
適
用
し
な
い
。
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○

刑
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
五
年
法
律
第
四
十
九
号
）
（
第
九
十
条
関
係
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
更
生
保
護
法
の
一
部
改
正
）

（
更
生
保
護
法
の
一
部
改
正
）

第
三
条

更
生
保
護
法
（
平
成
十
九
年
法
律
第
八
十
八
号
）
の
一
部

第
三
条

更
生
保
護
法
（
平
成
十
九
年
法
律
第
八
十
八
号
）
の
一
部

を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

（
中
略
）

（
中
略
）

第
八
十
六
条
第
三
項
た
だ
し
書
中
「
同
項
第
八
号
」
を
「
同
項

第
八
十
六
条
第
三
項
た
だ
し
書
中
「
同
項
第
八
号
」
を
「
同
項

第
九
号
」
に
改
め
る
。

第
九
号
」
に
改
め
る
。

第
九
十
六
条
の
二
第
二
項
中
「
第
五
十
二
条
第
一
項
、
第
四
項

又
は
第
五
項
」
を
「
第
五
十
二
条
第
一
項
、
第
五
項
又
は
第
六
項

」
に
改
め
る
。

附
則
第
五
条
第
一
項
の
表
こ
の
法
律
の
施
行
前
に
さ
れ
た
少
年

附
則
第
五
条
第
一
項
の
表
こ
の
法
律
の
施
行
前
に
さ
れ
た
少
年

法
第
二
十
四
条
第
一
項
第
一
号
の
保
護
処
分
に
よ
り
、
こ
の
法
律

法
第
二
十
四
条
第
一
項
第
一
号
の
保
護
処
分
に
よ
り
、
こ
の
法
律

の
施
行
の
際
現
に
保
護
観
察
に
付
さ
れ
て
い
る
者
の
項
及
び
こ
の

の
施
行
の
際
現
に
保
護
観
察
に
付
さ
れ
て
い
る
者
の
項
及
び
こ
の

法
律
の
施
行
前
に
旧
犯
罪
者
予
防
更
生
法
第
三
十
一
条
第
二
項
の

法
律
の
施
行
前
に
旧
犯
罪
者
予
防
更
生
法
第
三
十
一
条
第
二
項
の

規
定
に
よ
る
少
年
院
か
ら
の
仮
退
院
を
許
す
旨
の
決
定
を
受
け
た

規
定
に
よ
る
少
年
院
か
ら
の
仮
退
院
を
許
す
旨
の
決
定
を
受
け
た

者
の
項
中
「
か
ら
第
五
十
一
条
ま
で
」
を
「
、
第
五
十
条
第
一
項

者
の
項
中
「
か
ら
第
五
十
一
条
ま
で
」
を
「
、
第
五
十
条
第
一
項

、
第
五
十
一
条
」
に
改
め
、
同
表
こ
の
法
律
の
施
行
前
に
旧
犯
罪

、
第
五
十
一
条
」
に
改
め
、
同
表
こ
の
法
律
の
施
行
前
に
旧
犯
罪

者
予
防
更
生
法
第
三
十
一
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
仮
釈
放
を
許

者
予
防
更
生
法
第
三
十
一
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
仮
釈
放
を
許

す
旨
の
決
定
を
受
け
た
者
の
項
中
「
第
五
十
条
」
を
「
第
五
十
条

す
旨
の
決
定
を
受
け
た
者
の
項
中
「
第
五
十
条
」
を
「
第
五
十
条

第
一
項
」
に
改
め
、
同
表
こ
の
法
律
の
施
行
前
に
刑
法
第
二
十
五

第
一
項
」
に
改
め
、
同
表
こ
の
法
律
の
施
行
前
に
刑
法
第
二
十
五

条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
保
護
観
察
に
付
す
る
旨
の
言
渡
し

条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
保
護
観
察
に
付
す
る
旨
の
言
渡
し

を
受
け
た
者
の
項
中
「
第
五
十
条
」
を
「
第
五
十
条
第
一
項
」
に

を
受
け
た
者
の
項
中
「
第
五
十
条
」
を
「
第
五
十
条
第
一
項
」
に

、
「
第
五
十
二
条
第
四
項
及
び
第
五
項
」
を
「
第
五
十
二
条
第
五

、
「
第
五
十
二
条
第
四
項
及
び
第
五
項
」
を
「
第
五
十
二
条
第
五

項
及
び
第
六
項
」
に
改
め
、
同
表
こ
の
法
律
の
施
行
前
に
旧
売
春

項
及
び
第
六
項
」
に
改
め
、
同
表
こ
の
法
律
の
施
行
前
に
旧
売
春

防
止
法
第
二
十
五
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
旧
犯
罪
者
予
防

防
止
法
第
二
十
五
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
旧
犯
罪
者
予
防

更
生
法
第
三
十
一
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
婦
人
補
導
院
か
ら
の

更
生
法
第
三
十
一
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
婦
人
補
導
院
か
ら
の

仮
退
院
を
許
す
旨
の
決
定
を
受
け
た
者
の
項
中
「
第
五
十
条
」
を

仮
退
院
を
許
す
旨
の
決
定
を
受
け
た
者
の
項
中
「
第
五
十
条
」
を
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「
第
五
十
条
第
一
項
」
に
改
め
、
附
則
第
五
条
第
二
項
の
表
第
二

「
第
五
十
条
第
一
項
」
に
改
め
、
附
則
第
五
条
第
二
項
の
表
第
二

十
七
条
第
四
項
の
項
中
「
第
五
十
条
第
四
号
」
を
「
第
五
十
条
第

十
七
条
第
四
項
の
項
中
「
第
五
十
条
第
四
号
」
を
「
第
五
十
条
第

一
項
第
四
号
」
に
改
め
、
同
表
第
四
十
八
条
の
項
中
「
第
四
十
九

一
項
第
四
号
」
に
改
め
、
同
表
第
四
十
八
条
の
項
中
「
第
四
十
九

条
」
の
下
に
「
、
第
五
十
条
第
一
項
、
第
五
十
一
条
、
第
五
十
二

条
」
の
下
に
「
、
第
五
十
条
第
一
項
、
第
五
十
一
条
、
第
五
十
二

条
」
を
加
え
、
「
及
び
第
五
十
七
条
第
一
項
」
を
「
、
第
五
十
七

条
」
を
加
え
、
「
及
び
第
五
十
七
条
第
一
項
」
を
「
、
第
五
十
七

条
第
一
項
及
び
第
六
十
五
条
の
三
」
に
改
め
、
同
表
第
六
十
三
条

条
第
一
項
及
び
第
六
十
五
条
の
三
」
に
改
め
、
同
表
第
六
十
三
条

第
二
項
第
一
号
（
新
売
春
防
止
法
第
二
十
六
条
第
二
項
に
お
い
て

第
二
項
第
一
号
（
新
売
春
防
止
法
第
二
十
六
条
第
二
項
に
お
い
て

準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
項
中
「
第
五
十
条
第
四
号
」
を
「

準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
項
中
「
第
五
十
条
第
四
号
」
を
「

第
五
十
条
第
一
項
第
四
号
」
に
改
め
、
同
表
第
七
十
条
第
二
項
の

第
五
十
条
第
一
項
第
四
号
」
に
改
め
、
同
表
第
七
十
条
第
二
項
の

項
の
中
欄
中
「
第
五
十
一
条
」
の
下
に
「
、
第
五
十
二
条
」
を
、

項
の
中
欄
中
「
第
五
十
一
条
」
の
下
に
「
、
第
五
十
二
条
」
を
、

「
第
六
十
五
条
」
の
下
に
「
か
ら
第
六
十
五
条
の
四
ま
で
」
を
加

「
第
六
十
五
条
」
の
下
に
「
か
ら
第
六
十
五
条
の
四
ま
で
」
を
加

え
、
同
項
の
下
欄
中
「
第
六
十
五
条
」
の
下
に
「
、
第
六
十
五
条

え
、
同
項
の
下
欄
中
「
第
六
十
五
条
」
の
下
に
「
、
第
六
十
五
条

の
二
、
第
六
十
五
条
の
四
」
を
加
え
、
同
表
第
七
十
条
第
三
項
の

の
二
、
第
六
十
五
条
の
四
」
を
加
え
、
同
表
第
七
十
条
第
三
項
の

項
中
「
第
五
十
条
及
び
」
を
「
第
五
十
条
第
一
項
及
び
」
に
、
「

項
中
「
第
五
十
条
及
び
」
を
「
第
五
十
条
第
一
項
及
び
」
に
、
「

第
五
十
条
中
」
を
「
同
項
中
」
に
、
「
同
条
第
二
号
」
を
「
同
項

第
五
十
条
中
」
を
「
同
項
中
」
に
、
「
同
条
第
二
号
」
を
「
同
項

第
二
号
」
に
、
「
同
条
第
五
号
」
を
「
同
項
第
五
号
」
に
、
「
第

第
二
号
」
に
、
「
同
条
第
五
号
」
を
「
同
項
第
五
号
」
に
、
「
第

五
十
条
に
」
を
「
第
五
十
条
第
一
項
に
」
に
改
め
、
同
表
第
七
十

五
十
条
に
」
を
「
第
五
十
条
第
一
項
に
」
に
改
め
、
同
表
第
七
十

条
第
六
項
の
項
中
「
第
五
十
条
」
を
「
第
五
十
条
第
一
項
」
に
改

条
第
六
項
の
項
中
「
第
五
十
条
」
を
「
第
五
十
条
第
一
項
」
に
改

め
、
同
表
第
八
十
一
条
第
二
項
の
項
の
中
欄
中
「
第
六
十
五
条
」

め
、
同
表
第
八
十
一
条
第
二
項
の
項
の
中
欄
中
「
第
六
十
五
条
」

の
下
に
「
か
ら
第
六
十
五
条
の
四
ま
で
」
を
加
え
、
同
項
の
下
欄

の
下
に
「
か
ら
第
六
十
五
条
の
四
ま
で
」
を
加
え
、
同
項
の
下
欄

中
「
第
六
十
五
条
」
の
下
に
「
、
第
六
十
五
条
の
二
、
第
六
十
五

中
「
第
六
十
五
条
」
の
下
に
「
、
第
六
十
五
条
の
二
、
第
六
十
五

条
の
四
」
を
加
え
、
同
表
第
八
十
一
条
第
三
項
の
項
中
「
第
五
十

条
の
四
」
を
加
え
、
同
表
第
八
十
一
条
第
三
項
の
項
中
「
第
五
十

条
中
」
を
「
第
五
十
条
第
一
項
中
」
に
、
「
同
条
第
二
号
」
を
「

条
中
」
を
「
第
五
十
条
第
一
項
中
」
に
、
「
同
条
第
二
号
」
を
「

同
項
第
二
号
」
に
、
「
同
条
第
五
号
」
を
「
同
項
第
五
号
」
に
、

同
項
第
二
号
」
に
、
「
同
条
第
五
号
」
を
「
同
項
第
五
号
」
に
、

「
第
五
十
条
に
」
を
「
第
五
十
条
第
一
項
に
」
に
改
め
、
附
則
第

「
第
五
十
条
に
」
を
「
第
五
十
条
第
一
項
に
」
に
改
め
、
附
則
第

五
条
第
五
項
中
「
第
五
十
条
第
四
号
」
を
「
第
五
十
条
第
一
項
第

五
条
第
五
項
中
「
第
五
十
条
第
四
号
」
を
「
第
五
十
条
第
一
項
第

四
号
」
に
、
「
第
五
十
条
中
」
を
「
第
五
十
条
第
一
項
中
」
に
、

四
号
」
に
、
「
第
五
十
条
中
」
を
「
第
五
十
条
第
一
項
中
」
に
、

「
同
条
第
二
号
」
を
「
同
項
第
二
号
」
に
、
「
同
条
第
五
号
」
を

「
同
条
第
二
号
」
を
「
同
項
第
二
号
」
に
、
「
同
条
第
五
号
」
を

「
同
項
第
五
号
」
に
、
「
第
五
十
条
に
」
を
「
第
五
十
条
第
一
項

「
同
項
第
五
号
」
に
、
「
第
五
十
条
に
」
を
「
第
五
十
条
第
一
項

に
」
に
改
め
る
。

に
」
に
改
め
る
。

（
以
下
略
）

（
以
下
略
）
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○

外
務
公
務
員
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
四
十
一
号
）
（
第
九
十
一
条
関
係
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
懲
戒
処
分
に
つ
い
て
の
審
査
請
求
）

（
懲
戒
処
分
に
つ
い
て
の
不
服
申
立
て
）

第
十
九
条

外
務
職
員
が
外
交
機
密
の
漏
え
い
に
よ
つ
て
国
家
の
重

第
十
九
条

外
務
職
員
が
外
交
機
密
の
漏
え
い
に
よ
つ
て
国
家
の
重

大
な
利
益
を
毀
損
し
た
と
い
う
理
由
で
懲
戒
処
分
を
受
け
た
場
合

大
な
利
益
を
き
損
し
た
と
い
う
理
由
で
懲
戒
処
分
を
受
け
た
場
合

に
お
け
る
そ
の
処
分
に
つ
い
て
の
審
査
請
求
は
、
国
家
公
務
員
法

に
お
け
る
そ
の
処
分
に
つ
い
て
の
行
政
不
服
審
査
法
（
昭
和
三
十

第
九
十
条
第
一
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
外
務
大
臣
に
対
し
て

七
年
法
律
第
百
六
十
号
）
に
よ
る
不
服
申
立
て
は
、
国
家
公
務
員

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

法
第
九
十
条
第
一
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
外
務
大
臣
に
対
し

て
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

（
略
）

２

（
略
）

３

国
家
公
務
員
法
第
九
十
条
第
三
項
及
び
第
九
十
条
の
二
の
規
定

３

国
家
公
務
員
法
第
九
十
条
第
三
項
及
び
第
九
十
条
の
二
の
規
定

は
、
第
一
項
に
規
定
す
る
審
査
請
求
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

は
、
第
一
項
に
規
定
す
る
不
服
申
立
て
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

第
二
十
条

外
務
大
臣
は
、
前
条
第
一
項
の
処
分
に
つ
い
て
の
審
査

第
二
十
条

外
務
大
臣
は
、
前
条
第
一
項
の
処
分
に
つ
い
て
の
不
服

請
求
が
さ
れ
た
と
き
は
、
こ
れ
を
却
下
す
る
場
合
を
除
き
、
直
ち

申
立
て
を
受
理
し
た
と
き
は
、
こ
れ
を
却
下
す
る
場
合
を
除
き
、

に
そ
の
事
案
を
審
議
会
の
調
査
に
付
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

直
ち
に
そ
の
事
案
を
審
議
会
の
調
査
に
付
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

。

２
～
４

（
略
）

２
～
４
（
略
）

５

前
条
第
一
項
の
処
分
に
つ
い
て
の
審
査
請
求
に
対
す
る
裁
決
は

５

前
条
第
一
項
の
処
分
に
つ
い
て
の
不
服
申
立
て
に
対
す
る
決
定

、
審
議
会
の
調
査
の
結
果
に
基
づ
い
て
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

又
は
裁
決
は
、
審
議
会
の
調
査
の
結
果
に
基
づ
い
て
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

６

（
略
）

６

（
略
）

第
二
十
一
条

前
二
条
に
定
め
る
も
の
を
除
く
ほ
か
、
懲
戒
処
分
に

第
二
十
一
条

前
二
条
に
定
め
る
も
の
を
除
く
外
、
懲
戒
処
分
に
つ

つ
い
て
の
審
査
請
求
の
手
続
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
政
令
で
定

い
て
の
不
服
申
立
て
の
手
続
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
政
令
で
定

め
る
。

め
る
。

（
審
査
請
求
と
訴
訟
と
の
関
係
）

（
不
服
申
立
て
と
訴
訟
と
の
関
係
）

第
二
十
二
条

第
十
九
条
第
一
項
の
処
分
の
取
消
し
の
訴
え
は
、
当

第
二
十
二
条

第
十
九
条
第
一
項
の
処
分
の
取
消
し
の
訴
え
は
、
当

該
処
分
に
つ
い
て
の
審
査
請
求
に
対
す
る
外
務
大
臣
の
裁
決
を
経

該
処
分
に
つ
い
て
の
異
議
申
立
て
又
は
審
査
請
求
に
対
す
る
外
務

た
後
で
な
け
れ
ば
、
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

大
臣
の
決
定
又
は
裁
決
を
経
た
後
で
な
け
れ
ば
、
提
起
す
る
こ
と
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が
で
き
な
い
。
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○

相
続
税
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
七
十
三
号
）
（
第
九
十
二
条
関
係
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

附

則

附

則

３

相
続
又
は
遺
贈
に
よ
り
財
産
を
取
得
し
た
者
（
当
該
相
続
に
係

３

相
続
又
は
遺
贈
に
よ
り
財
産
を
取
得
し
た
者
（
当
該
相
続
に
係

る
被
相
続
人
か
ら
第
二
十
一
条
の
九
第
三
項
の
規
定
の
適
用
を
受

る
被
相
続
人
か
ら
第
二
十
一
条
の
九
第
三
項
の
規
定
の
適
用
を
受

け
る
財
産
を
贈
与
に
よ
り
取
得
し
た
者
を
含
む
。
以
下
こ
の
項
に

け
る
財
産
を
贈
与
に
よ
り
取
得
し
た
者
を
含
む
。
以
下
こ
の
項
に

お
い
て
同
じ
。
）
の
当
該
被
相
続
人
の
死
亡
の
時
に
お
け
る
住
所

お
い
て
同
じ
。
）
の
当
該
被
相
続
人
の
死
亡
の
時
に
お
け
る
住
所

が
こ
の
法
律
の
施
行
地
に
あ
る
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
財
産
を

が
こ
の
法
律
の
施
行
地
に
あ
る
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
財
産
を

取
得
し
た
者
に
つ
い
て
は
、
当
分
の
間
、
第
二
十
七
条
第
一
項
若

取
得
し
た
者
に
つ
い
て
は
、
当
分
の
間
、
第
二
十
七
条
第
一
項
若

し
く
は
第
三
項
又
は
第
二
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
申
告
す

し
く
は
第
三
項
又
は
第
二
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
申
告
す

べ
き
相
続
税
に
係
る
納
税
地
は
、
第
六
十
二
条
第
一
項
及
び
第
二

べ
き
相
続
税
に
係
る
納
税
地
は
、
第
六
十
二
条
第
一
項
及
び
第
二

項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
被
相
続
人
の
死
亡
の
時
に
お
け
る
住

項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
被
相
続
人
の
死
亡
の
時
に
お
け
る
住

所
地
と
す
る
。
た
だ
し
、
当
該
納
税
地
の
所
轄
税
務
署
長
又
は
国

所
地
と
す
る
。
た
だ
し
、
当
該
納
税
地
の
所
轄
税
務
署
長
が
し
た

税
局
長
が
し
た
当
該
相
続
税
に
係
る
処
分
は
、
そ
の
者
の
住
所
地

当
該
相
続
税
に
係
る
処
分
は
、
そ
の
者
の
住
所
地
の
所
轄
税
務
署

の
所
轄
税
務
署
長
又
は
国
税
局
長
が
し
た
も
の
と
み
な
し
て
、
当

長
が
し
た
も
の
と
み
な
し
て
、
当
該
住
所
地
の
所
轄
税
務
署
長
又

該
住
所
地
の
所
轄
税
務
署
長
又
は
国
税
局
長
に
対
し
再
調
査
の
請

は
国
税
局
長
に
対
し
不
服
申
立
て
を
し
、
又
は
訴
え
を
提
起
す
る

求
を
し
、
又
は
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
を
妨
げ
な
い
。

こ
と
を
妨
げ
な
い
。
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○

税
理
士
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
三
十
七
号
）
（
第
九
十
三
条
関
係
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
税
理
士
の
業
務
）

（
税
理
士
の
業
務
）

第
二
条

税
理
士
は
、
他
人
の
求
め
に
応
じ
、
租
税
（
印
紙
税
、
登

第
二
条

税
理
士
は
、
他
人
の
求
め
に
応
じ
、
租
税
（
印
紙
税
、
登

録
免
許
税
、
関
税
、
法
定
外
普
通
税
（
地
方
税
法
（
昭
和
二
十
五

録
免
許
税
、
関
税
、
法
定
外
普
通
税
（
地
方
税
法
（
昭
和
二
十
五

年
法
律
第
二
百
二
十
六
号
）
第
十
三
条
の
三
第
四
項
に
規
定
す
る

年
法
律
第
二
百
二
十
六
号
）
第
十
三
条
の
三
第
四
項
に
規
定
す
る

道
府
県
法
定
外
普
通
税
及
び
市
町
村
法
定
外
普
通
税
を
い
う
。
）

道
府
県
法
定
外
普
通
税
及
び
市
町
村
法
定
外
普
通
税
を
い
う
。
）

、
法
定
外
目
的
税
（
同
項
に
規
定
す
る
法
定
外
目
的
税
を
い
う
。

、
法
定
外
目
的
税
（
同
項
に
規
定
す
る
法
定
外
目
的
税
を
い
う
。

）
そ
の
他
の
政
令
で
定
め
る
も
の
を
除
く
。
以
下
同
じ
。
）
に
関

）
そ
の
他
の
政
令
で
定
め
る
も
の
を
除
く
。
以
下
同
じ
。
）
に
関

し
、
次
に
掲
げ
る
事
務
を
行
う
こ
と
を
業
と
す
る
。

し
、
次
に
掲
げ
る
事
務
を
行
う
こ
と
を
業
と
す
る
。

一

税
務
代
理
（
税
務
官
公
署
（
税
関
官
署
を
除
く
も
の
と
し
、

一

税
務
代
理
（
税
務
官
公
署
（
税
関
官
署
を
除
く
も
の
と
し
、

国
税
不
服
審
判
所
を
含
む
も
の
と
す
る
。
以
下
同
じ
。
）
に
対

国
税
不
服
審
判
所
を
含
む
も
の
と
す
る
。
以
下
同
じ
。
）
に
対

す
る
租
税
に
関
す
る
法
令
若
し
く
は
行
政
不
服
審
査
法
（
平
成

す
る
租
税
に
関
す
る
法
令
若
し
く
は
行
政
不
服
審
査
法
（
昭
和

二
十
六
年
法
律
第

号
）
の
規
定
に
基
づ
く
申
告
、
申
請

三
十
七
年
法
律
第
百
六
十
号
）
の
規
定
に
基
づ
く
申
告
、
申
請

、
請
求
若
し
く
は
不
服
申
立
て
（
こ
れ
ら
に
準
ず
る
も
の
と
し

、
請
求
若
し
く
は
不
服
申
立
て
（
こ
れ
ら
に
準
ず
る
も
の
と
し

て
政
令
で
定
め
る
行
為
を
含
む
も
の
と
し
、
酒
税
法
（
昭
和
二

て
政
令
で
定
め
る
行
為
を
含
む
も
の
と
し
、
酒
税
法
（
昭
和
二

十
八
年
法
律
第
六
号
）
第
二
章
の
規
定
に
係
る
申
告
、
申
請
及

十
八
年
法
律
第
六
号
）
第
二
章
の
規
定
に
係
る
申
告
、
申
請
及

び
審
査
請
求
を
除
く
も
の
と
す
る
。
以
下
「
申
告
等
」
と
い
う

び
不
服
申
立
て
を
除
く
も
の
と
す
る
。
以
下
「
申
告
等
」
と
い

。
）
に
つ
き
、
又
は
当
該
申
告
等
若
し
く
は
税
務
官
公
署
の
調

う
。
）
に
つ
き
、
又
は
当
該
申
告
等
若
し
く
は
税
務
官
公
署
の

査
若
し
く
は
処
分
に
関
し
税
務
官
公
署
に
対
し
て
す
る
主
張
若

調
査
若
し
く
は
処
分
に
関
し
税
務
官
公
署
に
対
し
て
す
る
主
張

し
く
は
陳
述
に
つ
き
、
代
理
し
、
又
は
代
行
す
る
こ
と
（
次
号

若
し
く
は
陳
述
に
つ
き
、
代
理
し
、
又
は
代
行
す
る
こ
と
（
次

の
税
務
書
類
の
作
成
に
と
ど
ま
る
も
の
を
除
く
。
）
を
い
う
。

号
の
税
務
書
類
の
作
成
に
と
ど
ま
る
も
の
を
除
く
。
）
を
い
う

）

。
）

二
・
三

（
略
）

二
・
三

（
略
）

２
・
３

（
略
）

２
・
３

（
略
）

（
登
録
を
拒
否
さ
れ
た
場
合
等
の
審
査
請
求
）

（
登
録
を
拒
否
さ
れ
た
場
合
等
の
審
査
請
求
）

第
二
十
四
条
の
二

第
二
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
登
録
を
拒

第
二
十
四
条
の
二

第
二
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
登
録
を
拒

否
さ
れ
た
者
は
、
当
該
処
分
に
不
服
が
あ
る
と
き
は
、
国
税
庁
長

否
さ
れ
た
者
は
、
当
該
処
分
に
不
服
が
あ
る
と
き
は
、
国
税
庁
長
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官
に
対
し
て
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

官
に
対
し
て
行
政
不
服
審
査
法
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
審
査
請

求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

第
二
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
登
録
申
請
書
を
提
出
し
た

２

第
二
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
登
録
申
請
書
を
提
出
し
た

者
は
、
当
該
申
請
書
を
提
出
し
た
日
か
ら
三
月
を
経
過
し
て
も
当

者
は
、
当
該
申
請
書
を
提
出
し
た
日
か
ら
三
月
を
経
過
し
て
も
当

該
申
請
に
対
し
て
何
ら
の
処
分
が
さ
れ
な
い
場
合
に
は
、
当
該
登

該
申
請
に
対
し
て
な
ん
ら
の
処
分
が
さ
れ
な
い
場
合
に
は
、
当
該

録
を
拒
否
さ
れ
た
も
の
と
し
て
、
国
税
庁
長
官
に
対
し
て
審
査
請

登
録
を
拒
否
さ
れ
た
も
の
と
し
て
、
国
税
庁
長
官
に
対
し
て
前
項

求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
は
、
審
査
請
求

の
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
は
、

が
あ
つ
た
日
に
日
本
税
理
士
会
連
合
会
が
第
二
十
二
条
第
一
項
の

審
査
請
求
が
あ
つ
た
日
に
日
本
税
理
士
会
連
合
会
が
第
二
十
二
条

規
定
に
よ
り
当
該
登
録
を
拒
否
し
た
も
の
と
み
な
す
。

第
一
項
の
規
定
に
よ
り
当
該
登
録
を
拒
否
し
た
も
の
と
み
な
す
。

３

前
二
項
の
規
定
に
よ
る
審
査
請
求
を
棄
却
す
る
場
合
に
お
い
て

３

前
二
項
の
規
定
に
よ
る
審
査
請
求
を
棄
却
す
る
場
合
に
お
い
て

、
審
査
請
求
人
が
第
二
十
二
条
第
四
項
の
規
定
に
該
当
す
る
者
で

、
審
査
請
求
人
が
第
二
十
二
条
第
四
項
の
規
定
に
該
当
す
る
者
で

あ
る
と
き
は
、
国
税
庁
長
官
は
、
裁
決
書
に
そ
の
旨
を
付
記
し
な

あ
る
と
き
は
、
国
税
庁
長
官
は
、
裁
決
書
に
そ
の
旨
を
附
記
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４

第
一
項
又
は
第
二
項
の
場
合
に
お
い
て
、
国
税
庁
長
官
は
、
行

４

第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
審
査
請
求
が
理
由
が
あ
る

政
不
服
審
査
法
第
二
十
五
条
第
二
項
及
び
第
三
項
並
び
に
第
四
十

と
き
は
、
国
税
庁
長
官
は
、
日
本
税
理
士
会
連
合
会
に
対
し
相
当

六
条
第
二
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
日
本
税
理
士
会
連
合

の
処
分
を
す
べ
き
旨
を
命
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

会
の
上
級
行
政
庁
と
み
な
す
。

（
登
録
の
取
消
し
）

（
登
録
の
取
消
し
）

第
二
十
五
条

（
略
）

第
二
十
五
条

（
略
）

２

（
略
）

２

（
略
）

３

前
条
第
一
項
及
び
第
四
項
の
規
定
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
り

３

前
条
第
一
項
及
び
第
四
項
の
規
定
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
り

登
録
を
取
り
消
さ
れ
た
者
に
お
い
て
当
該
処
分
に
不
服
が
あ
る
場

登
録
を
取
り
消
さ
れ
た
者
に
お
い
て
当
該
処
分
に
不
服
が
あ
る
場

合
に
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
条
第
四
項
中
「
第
四

合
に
準
用
す
る
。

十
六
条
第
二
項
」
と
あ
る
の
は
、
「
第
四
十
六
条
第
一
項
」
と
読

み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

（
意
見
の
聴
取
）

（
意
見
の
聴
取
）

第
三
十
五
条

（
略
）

第
三
十
五
条

（
略
）

２

（
略
）

２

（
略
）

３

国
税
不
服
審
判
所
の
担
当
審
判
官
又
は
行
政
不
服
審
査
法
第
九

３

国
税
不
服
審
判
所
の
担
当
審
判
官
又
は
地
方
公
共
団
体
の
長
は

条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
国
税
庁
長
官
若
し
く
は
地
方
公
共
団
体

、
租
税
に
つ
い
て
の
不
服
申
立
て
に
係
る
事
案
に
つ
い
て
調
査
す

の
長
が
指
名
し
た
者
は
、
租
税
に
つ
い
て
の
審
査
請
求
に
係
る
事

る
場
合
に
お
い
て
、
当
該
不
服
申
立
て
に
関
し
第
三
十
条
の
規
定



- 240 -

案
に
つ
い
て
調
査
す
る
場
合
に
お
い
て
、
当
該
審
査
請
求
に
関
し

に
よ
る
書
面
を
提
出
し
て
い
る
税
理
士
が
あ
る
と
き
は
、
当
該
税

第
三
十
条
の
規
定
に
よ
る
書
面
を
提
出
し
て
い
る
税
理
士
が
あ
る

理
士
に
対
し
当
該
事
案
に
関
し
意
見
を
述
べ
る
機
会
を
与
え
な
け

と
き
は
、
当
該
税
理
士
に
対
し
当
該
事
案
に
関
し
意
見
を
述
べ
る

れ
ば
な
ら
な
い
。

機
会
を
与
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４

前
三
項
の
規
定
に
よ
る
措
置
の
有
無
は
、
こ
れ
ら
の
規
定
に
規

４

前
三
項
の
規
定
に
よ
る
措
置
の
有
無
は
、
こ
れ
ら
の
規
定
に
規

定
す
る
調
査
に
係
る
処
分
、
更
正
又
は
審
査
請
求
に
つ
い
て
の
裁

定
す
る
調
査
に
係
る
処
分
、
更
正
又
は
不
服
申
立
て
に
つ
い
て
の

決
の
効
力
に
影
響
を
及
ぼ
す
も
の
と
解
し
て
は
な
ら
な
い
。

決
定
若
し
く
は
裁
決
の
効
力
に
影
響
を
及
ぼ
す
も
の
と
解
し
て
は

な
ら
な
い
。

（
懲
戒
の
手
続
等
）

（
懲
戒
の
手
続
等
）

第
四
十
七
条

（
略
）

第
四
十
七
条

（
略
）

２
・
３

（
略
）

２
・
３

（
略
）

４

財
務
大
臣
は
、
前
二
条
の
規
定
に
よ
り
税
理
士
の
懲
戒
処
分
を

４

財
務
大
臣
は
、
前
二
条
の
規
定
に
よ
り
税
理
士
の
懲
戒
処
分
を

し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
国
税
審
議
会
に
諮
り
、
そ
の
議
決
に
基

し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
国
税
審
議
会
に
諮
り
、
そ
の
議
決
に
基

づ
い
て
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
当
該
懲
戒
処
分
に
係
る
審
査
請

づ
い
て
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

求
に
つ
い
て
、
行
政
不
服
審
査
法
第
四
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に

よ
り
裁
決
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
も
、
同
様
と
す
る
。

５

（
略
）

５

（
略
）
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○

連
合
国
財
産
補
償
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
六
十
四
号
）
（
第
九
十
四
条
関
係
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
審
査
請
求
）

（
審
査
請
求
）

第
十
八
条

（
略
）

第
十
八
条

（
略
）

２

前
項
の
審
査
請
求
に
関
す
る
行
政
不
服
審
査
法
（
平
成
二
十
六

２

前
項
の
審
査
請
求
に
関
す
る
行
政
不
服
審
査
法
（
昭
和
三
十
七

年
法
律
第

号
）
第
十
八
条
第
一
項
本
文
の
期
間
は
、
第
十

年
法
律
第
百
六
十
号
）
第
十
四
条
第
一
項
本
文
の
期
間
は
、
第
十

六
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
通
知
を
受
け
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算

六
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
通
知
を
受
け
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算

し
て
三
月
と
す
る
。

し
て
三
月
以
内
と
す
る
。

３
・
４

（
略
）

３
・
４

（
略
）
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○

関
税
法
（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
六
十
一
号
）
（
第
九
十
五
条
関
係
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
再
調
査
の
請
求
）

（
異
議
申
立
て
）

第
八
十
九
条

こ
の
法
律
又
は
他
の
関
税
に
関
す
る
法
律
の
規
定
に

第
八
十
九
条

こ
の
法
律
又
は
他
の
関
税
に
関
す
る
法
律
の
規
定
に

よ
る
税
関
長
の
処
分
に
不
服
が
あ
る
者
は
、
再
調
査
の
請
求
を
す

よ
る
税
関
長
の
処
分
に
不
服
が
あ
る
者
は
、
異
議
申
立
て
を
す
る

る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
と
が
で
き
る
。

〔
削
除
〕

２

前
項
の
異
議
申
立
て
に
関
す
る
行
政
不
服
審
査
法
（
昭
和
三
十

七
年
法
律
第
百
六
十
号
）
第
四
十
五
条
の
期
間
は
、
処
分
が
あ
つ

た
こ
と
を
知
つ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
二
月
以
内
と
す
る
。

２

こ
の
法
律
又
は
他
の
関
税
に
関
す
る
法
律
の
規
定
に
よ
る
税
関

３

こ
の
法
律
又
は
他
の
関
税
に
関
す
る
法
律
の
規
定
に
よ
る
税
関

職
員
の
処
分
は
、
前
項
の
規
定
の
適
用
に
関
し
て
は
、
当
該
職
員

職
員
の
処
分
は
、
第
一
項
の
規
定
の
適
用
に
関
し
て
は
、
当
該
職

の
属
す
る
税
関
の
税
関
長
が
し
た
処
分
と
み
な
す
。

員
の
属
す
る
税
関
の
税
関
長
が
し
た
処
分
と
み
な
す
。

（
審
査
請
求
期
間
）

第
九
十
条

削
除

第
九
十
条

前
条
第
一
項
に
規
定
す
る
処
分
に
つ
い
て
異
議
申
立
て

を
し
た
場
合
に
お
け
る
当
該
処
分
に
つ
い
て
の
審
査
請
求
に
関
す

る
行
政
不
服
審
査
法
第
十
四
条
第
一
項
本
文
の
期
間
は
、
当
該
異

議
申
立
て
に
つ
い
て
の
決
定
が
あ
つ
た
こ
と
を
知
つ
た
日
の
翌
日

か
ら
起
算
し
て
一
月
以
内
と
す
る
。
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○

と
ん
税
法
（
昭
和
三
十
二
年
法
律
第
三
十
七
号
）
（
第
九
十
六
条
関
係
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
不
服
申
立
て
）

（
不
服
申
立
て
）

第
十
一
条

関
税
法
第
八
十
九
条
（
再
調
査
の
請
求
）
及
び
第
九
十

第
十
一
条

関
税
法
第
八
十
九
条
か
ら
第
九
十
一
条
ま
で
（
不
服
申

一
条
（
審
議
会
等
へ
の
諮
問
）
の
規
定
は
、
と
ん
税
の
確
定
又
は

立
て
）
の
規
定
は
、
と
ん
税
の
確
定
又
は
徴
収
に
関
す
る
処
分
に

徴
収
に
関
す
る
処
分
に
つ
い
て
不
服
が
あ
る
場
合
に
つ
い
て
、
同

つ
い
て
不
服
が
あ
る
場
合
に
つ
い
て
、
同
法
第
九
十
三
条
（
審
査

法
第
九
十
三
条
（
審
査
請
求
と
訴
訟
と
の
関
係
）
の
規
定
は
、
こ

請
求
と
訴
訟
と
の
関
係
）
の
規
定
は
、
こ
れ
ら
の
処
分
の
取
消
し

れ
ら
の
処
分
の
取
消
し
の
訴
え
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

の
訴
え
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
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○

国
家
公
務
員
共
済
組
合
法
（
昭
和
三
十
三
年
法
律
第
百
二
十
八
号
）
（
第
九
十
七
条
関
係
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
審
査
請
求
）

（
審
査
請
求
）

第
百
三
条

組
合
員
の
資
格
若
し
く
は
短
期
給
付
及
び
退
職
等
年
金

第
百
三
条

組
合
員
の
資
格
若
し
く
は
短
期
給
付
及
び
退
職
等
年
金

給
付
に
関
す
る
決
定
、
厚
生
年
金
保
険
法
第
九
十
条
第
二
項
（
第

給
付
に
関
す
る
決
定
、
厚
生
年
金
保
険
法
第
九
十
条
第
二
項
（
第

二
号
及
び
第
三
号
を
除
く
。
）
に
規
定
す
る
被
保
険
者
の
資
格
若

二
号
及
び
第
三
号
を
除
く
。
）
に
規
定
す
る
被
保
険
者
の
資
格
若

し
く
は
保
険
給
付
に
関
す
る
処
分
、
掛
金
等
そ
の
他
こ
の
法
律
及

し
く
は
保
険
給
付
に
関
す
る
処
分
、
掛
金
等
そ
の
他
こ
の
法
律
及

び
厚
生
年
金
保
険
法
に
よ
る
徴
収
金
の
徴
収
、
組
合
員
期
間
の
確

び
厚
生
年
金
保
険
法
に
よ
る
徴
収
金
の
徴
収
、
組
合
員
期
間
の
確

認
又
は
国
民
年
金
法
に
よ
る
障
害
基
礎
年
金
に
係
る
障
害
の
程
度

認
又
は
国
民
年
金
法
に
よ
る
障
害
基
礎
年
金
に
係
る
障
害
の
程
度

の
診
査
に
関
し
不
服
が
あ
る
者
は
、
文
書
又
は
口
頭
で
、
国
家
公

の
診
査
に
関
し
不
服
が
あ
る
者
は
、
文
書
又
は
口
頭
で
、
国
家
公

務
員
共
済
組
合
審
査
会
（
以
下
「
審
査
会
」
と
い
う
。
）
に
審
査

務
員
共
済
組
合
審
査
会
（
以
下
「
審
査
会
」
と
い
う
。
）
に
行
政

請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

不
服
審
査
法
（
昭
和
三
十
七
年
法
律
第
百
六
十
号
）
に
よ
る
審
査

請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

前
項
の
審
査
請
求
は
、
同
項
に
規
定
す
る
決
定
、
処
分
、
徴
収

２

前
項
の
審
査
請
求
は
、
同
項
に
規
定
す
る
決
定
、
処
分
、
徴
収

、
確
認
又
は
診
査
が
あ
つ
た
こ
と
を
知
つ
た
日
か
ら
三
月
を
経
過

、
確
認
又
は
診
査
が
あ
つ
た
こ
と
を
知
つ
た
日
か
ら
六
十
日
以
内

し
た
と
き
は
、
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
た
だ
し
、
正
当
な
理
由

に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
正
当
な
理
由
に
よ
り
、
こ

に
よ
り
、
こ
の
期
間
内
に
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
つ

の
期
間
内
に
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
つ
た
こ
と
を
疎

た
こ
と
を
疎
明
し
た
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

明
し
た
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

３

（
略
）

３

（
略
）

４

審
査
会
は
、
行
政
不
服
審
査
法
（
平
成
二
十
六
年
法
律
第

〔
新
設
〕

号
）
第
九
条
第
一
項
、
第
三
項
及
び
第
四
項
の
規
定
の
適
用
に

つ
い
て
は
、
同
条
第
一
項
第
二
号
に
掲
げ
る
機
関
と
み
な
す
。

（
組
合
又
は
連
合
会
に
対
す
る
通
知
等
）

（
組
合
又
は
連
合
会
に
対
す
る
通
知
等
）

第
百
六
条

審
査
会
は
、
審
査
請
求
が
さ
れ
た
と
き
は
、
行
政
不
服

第
百
六
条

審
査
会
は
、
審
査
請
求
を
受
理
し
た
と
き
は
、
当
該
審

審
査
法
第
二
十
四
条
の
規
定
に
よ
り
当
該
審
査
請
求
を
却
下
す
る

査
請
求
に
係
る
組
合
（
審
査
請
求
の
う
ち
長
期
給
付
に
係
る
も
の

場
合
を
除
き
、
当
該
審
査
請
求
に
係
る
組
合
（
審
査
請
求
の
う
ち

に
あ
つ
て
は
、
連
合
会
）
に
こ
れ
を
通
知
し
、
か
つ
、
利
害
関
係

長
期
給
付
に
係
る
も
の
に
あ
つ
て
は
、
連
合
会
）
に
こ
れ
を
通
知

人
に
対
し
参
加
人
と
し
て
当
該
審
査
請
求
に
参
加
す
る
こ
と
を
求
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し
、
か
つ
、
利
害
関
係
人
に
対
し
参
加
人
と
し
て
当
該
審
査
請
求

め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

に
参
加
す
る
こ
と
を
求
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
政
令
へ
の
委
任
）

（
政
令
へ
の
委
任
）

第
百
七
条

こ
の
章
及
び
行
政
不
服
審
査
法
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か

第
百
七
条

こ
の
章
及
び
行
政
不
服
審
査
法
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か

、
審
査
会
の
委
員
及
び
同
法
第
三
十
四
条
の
規
定
に
よ
り
事
実
の

、
審
査
会
の
委
員
及
び
同
法
第
二
十
七
条
の
規
定
に
よ
り
事
実
を

陳
述
を
求
め
、
又
は
鑑
定
を
求
め
た
参
考
人
の
旅
費
そ
の
他
の
手

陳
述
さ
せ
、
又
は
鑑
定
を
求
め
た
参
考
人
の
旅
費
そ
の
他
の
手
当

当
の
支
給
そ
の
他
審
査
会
及
び
審
査
請
求
の
手
続
に
関
し
必
要
な

の
支
給
そ
の
他
審
査
会
及
び
審
査
請
求
の
手
続
に
関
し
必
要
な
事

事
項
は
、
政
令
で
定
め
る
。

項
は
、
政
令
で
定
め
る
。
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○

国
税
徴
収
法
（
昭
和
三
十
四
年
法
律
第
百
四
十
七
号
）
（
第
九
十
八
条
関
係
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
滞
納
処
分
に
関
す
る
不
服
申
立
て
等
の
期
限
の
特
例
）

（
滞
納
処
分
に
関
す
る
不
服
申
立
て
等
の
期
限
の
特
例
）

第
百
七
十
一
条

滞
納
処
分
に
つ
い
て
次
の
各
号
に
掲
げ
る
処
分
に

第
百
七
十
一
条

滞
納
処
分
に
つ
い
て
次
の
各
号
に
掲
げ
る
処
分
に

関
し
欠
陥
が
あ
る
こ
と
（
第
一
号
に
掲
げ
る
処
分
に
つ
い
て
は
、

関
し
欠
陥
が
あ
る
こ
と
（
第
一
号
に
掲
げ
る
処
分
に
つ
い
て
は
、

こ
れ
に
関
す
る
通
知
が
到
達
し
な
い
こ
と
を
含
む
。
）
を
理
由
と

こ
れ
に
関
す
る
通
知
が
到
達
し
な
い
こ
と
を
含
む
。
）
を
理
由
と

し
て
す
る
不
服
申
立
て
（
国
税
通
則
法
第
十
一
条
（
災
害
等
に
よ

し
て
す
る
異
議
申
立
て
（
国
税
通
則
法
第
十
一
条
（
災
害
等
に
よ

る
期
限
の
延
長
）
又
は
第
七
十
七
条
（
不
服
申
立
期
間
）
の
規
定

る
期
限
の
延
長
）
又
は
第
七
十
七
条
（
異
議
申
立
て
の
期
間
）
の

に
よ
り
不
服
申
立
て
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
期
間
を
経
過
し
た
も

規
定
に
よ
り
異
議
申
立
て
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
期
間
を
経
過
し

の
及
び
同
法
第
七
十
五
条
第
三
項
又
は
第
四
項
（
国
税
に
関
す
る

た
も
の
を
除
く
。
）
は
、
こ
れ
ら
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
該

処
分
に
つ
い
て
の
不
服
申
立
て
）
の
規
定
に
よ
る
審
査
請
求
を
除

各
号
に
掲
げ
る
期
限
ま
で
で
な
け
れ
ば
、
す
る
こ
と
が
で
き
な
い

く
。
）
は
、
こ
れ
ら
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
該
各
号
に
定
め

。

る
期
限
ま
で
で
な
け
れ
ば
、
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

一

督
促

差
押
え
に
係
る
通
知
を
受
け
た
日
（
そ
の
通
知
が
な

一

督
促

差
押
え
に
係
る
通
知
を
受
け
た
日
（
そ
の
通
知
が
な

い
と
き
は
、
そ
の
差
押
え
が
あ
つ
た
こ
と
を
知
つ
た
日
）
か
ら

い
と
き
は
、
そ
の
差
押
え
が
あ
つ
た
こ
と
を
知
つ
た
日
）
か
ら

三
月
を
経
過
し
た
日

二
月
を
経
過
し
た
日

二
～
四

（
略
）

二
～
四

（
略
）

２

前
項
の
規
定
は
、
国
税
通
則
法
第
百
十
五
条
第
一
項
第
三
号
（

２

前
項
の
規
定
は
、
国
税
通
則
法
第
七
十
五
条
第
一
項
第
二
号
ロ

訴
え
の
提
起
の
特
例
）
の
規
定
に
よ
る
訴
え
の
提
起
に
つ
い
て
準

若
し
く
は
第
四
項
（
始
審
的
審
査
請
求
）
の
規
定
に
よ
る
審
査
請

用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
前
項
中
「
国
税
通
則
法
第
十
一

求
又
は
同
法
第
百
十
五
条
第
一
項
第
三
号
（
訴
え
の
提
起
の
特
例

条
（
災
害
等
に
よ
る
期
限
の
延
長
）
又
は
第
七
十
七
条
（
不
服
申

）
の
規
定
に
よ
る
訴
え
の
提
起
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合

立
期
間
）
の
規
定
に
よ
り
不
服
申
立
て
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
期

に
お
い
て
、
前
項
中
「
国
税
通
則
法
第
十
一
条
（
災
害
等
に
よ
る

間
を
経
過
し
た
も
の
及
び
同
法
第
七
十
五
条
第
三
項
又
は
第
四
項

期
限
の
延
長
）
又
は
第
七
十
七
条
（
異
議
申
立
て
の
期
間
）
の
規

（
国
税
に
関
す
る
処
分
に
つ
い
て
の
不
服
申
立
て
）
の
規
定
に
よ

定
に
よ
り
異
議
申
立
て
を
す
る
」
と
あ
る
の
は
、
当
該
訴
え
に
つ

る
審
査
請
求
」
と
あ
る
の
は
、
「
行
政
事
件
訴
訟
法
（
昭
和
三
十

い
て
は
、
「
行
政
事
件
訴
訟
法
（
昭
和
三
十
七
年
法
律
第
百
三
十

七
年
法
律
第
百
三
十
九
号
）
第
十
四
条
第
一
項
又
は
第
二
項
（
出

九
号
）
第
十
四
条
第
一
項
又
は
第
二
項
（
出
訴
期
間
）
の
規
定
に

訴
期
間
）
の
規
定
に
よ
り
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
る
期
間

よ
り
訴
え
を
提
起
す
る
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

を
経
過
し
た
も
の
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。
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３

第
一
項
第
三
号
及
び
第
四
号
に
掲
げ
る
処
分
に
つ
き
、
同
項
に

３

第
一
項
第
三
号
及
び
第
四
号
に
掲
げ
る
処
分
に
つ
き
、
異
議
申

規
定
す
る
不
服
申
立
て
を
す
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
再
調
査
の

立
て
又
は
前
項
に
規
定
す
る
審
査
請
求
を
行
う
場
合
に
お
い
て
、

請
求
書
（
国
税
通
則
法
第
八
十
一
条
第
二
項
（
再
調
査
の
請
求
書

そ
の
異
議
申
立
書
（
国
税
通
則
法
第
八
十
二
条
第
一
項
（
税
務
署

の
記
載
事
項
等
）
に
規
定
す
る
再
調
査
の
請
求
書
を
い
う
。
）
又

長
経
由
に
よ
る
異
議
申
立
て
）
に
規
定
す
る
異
議
申
立
書
を
い
う

は
審
査
請
求
書
（
同
法
第
八
十
七
条
第
二
項
（
審
査
請
求
書
の
記

。
）
又
は
審
査
請
求
書
（
同
法
第
八
十
七
条
第
二
項
（
審
査
請
求

載
事
項
等
）
に
規
定
す
る
審
査
請
求
書
を
い
う
。
）
に
つ
い
て
は

書
の
記
載
事
項
等
）
に
規
定
す
る
審
査
請
求
書
を
い
う
。
）
に
つ

、
同
法
第
七
十
七
条
第
四
項
の
規
定
は
、
適
用
し
な
い
。

い
て
は
、
同
法
第
七
十
七
条
第
五
項
の
規
定
は
、
適
用
し
な
い
。
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○

国
税
通
則
法
（
昭
和
三
十
七
年
法
律
第
六
十
六
号
）
（
第
九
十
九
条
関
係
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

目
次

目
次

第
一
章
～
第
七
章
の
三

（
略
）

第
一
章
～
第
七
章
の
三

（
略
）

第
八
章

不
服
審
査
及
び
訴
訟

第
八
章

不
服
審
査
及
び
訴
訟

第
一
節

不
服
審
査

第
一
節

不
服
審
査

第
一
款

（
略
）

第
一
款

（
略
）

第
二
款

再
調
査
の
請
求
（
第
八
十
一
条
―
第
八
十
六
条
）

第
二
款

異
議
申
立
て
（
第
八
十
一
条
―
第
八
十
六
条
）

第
三
款

（
略
）

第
三
款

（
略
）

第
四
款

雑
則
（
第
百
四
条
―
第
百
十
三
条
の
二
）

第
四
款

雑
則
（
第
百
四
条
―
第
百
十
三
条
）

第
二
節

（
略
）

第
二
節

（
略
）

第
九
章
・
第
十
章

（
略
）

第
九
章
・
第
十
章

（
略
）

附
則

附
則

（
納
付
受
託
者
の
帳
簿
保
存
等
の
義
務
）

（
納
付
受
託
者
の
帳
簿
保
存
等
の
義
務
）

第
三
十
四
条
の
六

（
略
）

第
三
十
四
条
の
六

（
略
）

２

（
略
）

２

（
略
）

３

国
税
庁
長
官
は
、
前
二
条
及
び
こ
の
条
の
規
定
を
施
行
す
る
た

３

国
税
庁
長
官
は
、
前
二
条
及
び
こ
の
条
の
規
定
を
施
行
す
る
た

め
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
そ
の
必
要
な
限
度
で
、
そ
の

め
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
そ
の
必
要
な
限
度
で
、
そ
の

職
員
に
、
納
付
受
託
者
の
事
務
所
に
立
ち
入
り
、
納
付
受
託
者
の

職
員
に
、
納
付
受
託
者
の
事
務
所
に
立
ち
入
り
、
納
付
受
託
者
の

帳
簿
書
類
（
そ
の
作
成
又
は
保
存
に
代
え
て
電
磁
的
記
録
（
電
子

帳
簿
書
類
（
そ
の
作
成
又
は
保
存
に
代
え
て
電
磁
的
記
録
（
電
子

的
方
式
、
磁
気
的
方
式
そ
の
他
の
人
の
知
覚
に
よ
つ
て
は
認
識
す

的
方
式
、
磁
気
的
方
式
そ
の
他
の
人
の
知
覚
に
よ
つ
て
は
認
識
す

る
こ
と
が
で
き
な
い
方
式
で
作
ら
れ
る
記
録
で
あ
つ
て
、
電
子
計

る
こ
と
が
で
き
な
い
方
式
で
作
ら
れ
る
記
録
で
あ
つ
て
、
電
子
計

算
機
に
よ
る
情
報
処
理
の
用
に
供
さ
れ
る
も
の
を
い
う
。
第
九
十

算
機
に
よ
る
情
報
処
理
の
用
に
供
さ
れ
る
も
の
を
い
う
。
）
の
作

七
条
の
三
第
一
項
（
審
理
関
係
人
に
よ
る
物
件
の
閲
覧
等
）
に
お

成
又
は
保
存
が
さ
れ
て
い
る
場
合
に
お
け
る
当
該
電
磁
的
記
録
を

い
て
同
じ
。
）
の
作
成
又
は
保
存
が
さ
れ
て
い
る
場
合
に
お
け
る

含
む
。
以
下
同
じ
。
）
そ
の
他
必
要
な
物
件
を
検
査
さ
せ
、
又
は

当
該
電
磁
的
記
録
を
含
む
。
以
下
同
じ
。
）
そ
の
他
必
要
な
物
件

関
係
者
に
質
問
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

を
検
査
さ
せ
、
又
は
関
係
者
に
質
問
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

４
～
６

（
略
）

４
～
６

（
略
）



- 249 -

（
国
税
に
関
す
る
処
分
に
つ
い
て
の
不
服
申
立
て
）

（
国
税
に
関
す
る
処
分
に
つ
い
て
の
不
服
申
立
て
）

第
七
十
五
条

国
税
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
く
処
分
で
次
の
各
号
に

第
七
十
五
条

国
税
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
く
処
分
で
次
の
各
号
に

掲
げ
る
も
の
に
不
服
が
あ
る
者
は
、
当
該
各
号
に
定
め
る
不
服
申

掲
げ
る
も
の
に
不
服
が
あ
る
者
は
、
当
該
各
号
に
掲
げ
る
不
服
申

立
て
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

立
て
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

〔
削
除
〕

一

税
務
署
長
が
し
た
処
分
（
次
項
に
規
定
す
る
処
分
を
除
く
。

）

そ
の
処
分
を
し
た
税
務
署
長
に
対
す
る
異
議
申
立
て

一

税
務
署
長
、
国
税
局
長
又
は
税
関
長
が
し
た
処
分
（
次
項
に

二

国
税
局
長
が
し
た
処
分

次
に
掲
げ
る
不
服
申
立
て
の
う
ち

規
定
す
る
処
分
を
除
く
。
）

次
に
掲
げ
る
不
服
申
立
て
の
う

そ
の
処
分
に
不
服
が
あ
る
者
の
選
択
す
る
い
ず
れ
か
の
不
服
申

ち
そ
の
処
分
に
不
服
が
あ
る
者
の
選
択
す
る
い
ず
れ
か
の
不
服

立
て

申
立
て

イ

そ
の
処
分
を
し
た
税
務
署
長
、
国
税
局
長
又
は
税
関
長
に

イ

そ
の
処
分
を
し
た
国
税
局
長
に
対
す
る
異
議
申
立
て

対
す
る
再
調
査
の
請
求

ロ

（
略
）

ロ

（
略
）

二

国
税
庁
長
官
が
し
た
処
分

国
税
庁
長
官
に
対
す
る
審
査
請

三

国
税
庁
長
官
が
し
た
処
分

国
税
庁
長
官
に
対
す
る
異
議
申

求

立
て

〔
削
除
〕

四

税
関
長
が
し
た
処
分

そ
の
処
分
を
し
た
税
関
長
に
対
す
る

異
議
申
立
て

三

（
略
）

五

（
略
）

２

国
税
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
き
税
務
署
長
が
し
た
処
分
で
、
そ

２

国
税
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
き
税
務
署
長
が
し
た
処
分
で
、
そ

の
処
分
に
係
る
事
項
に
関
す
る
調
査
が
次
の
各
号
に
掲
げ
る
職
員

の
処
分
に
係
る
事
項
に
関
す
る
調
査
が
次
の
各
号
に
掲
げ
る
職
員

に
よ
つ
て
さ
れ
た
旨
の
記
載
が
あ
る
書
面
に
よ
り
通
知
さ
れ
た
も

に
よ
つ
て
さ
れ
た
旨
の
記
載
が
あ
る
書
面
に
よ
り
通
知
さ
れ
た
も

の
に
不
服
が
あ
る
者
は
、
当
該
各
号
に
定
め
る
国
税
局
長
又
は
国

の
に
不
服
が
あ
る
者
は
、
当
該
各
号
に
掲
げ
る
行
政
機
関
の
長
が

税
庁
長
官
が
そ
の
処
分
を
し
た
も
の
と
そ
れ
ぞ
れ
み
な
し
て
、
国

そ
の
処
分
を
し
た
も
の
と
み
な
し
て
、
当
該
行
政
機
関
の
長
に
対

税
局
長
が
し
た
も
の
と
み
な
さ
れ
た
処
分
に
つ
い
て
は
当
該
国
税

し
て
異
議
申
立
て
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

局
長
に
対
す
る
再
調
査
の
請
求
又
は
国
税
不
服
審
判
所
長
に
対
す

る
審
査
請
求
の
う
ち
そ
の
処
分
に
不
服
が
あ
る
者
の
選
択
す
る
い

ず
れ
か
の
不
服
申
立
て
を
し
、
国
税
庁
長
官
が
し
た
も
の
と
み
な

さ
れ
た
処
分
に
つ
い
て
は
国
税
庁
長
官
に
対
す
る
審
査
請
求
を
す

る
こ
と
が
で
き
る
。

一
・
二

（
略
）

一
・
二

（
略
）

３

第
一
項
第
一
号
イ
又
は
前
項
（
第
一
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。

３

第
一
項
第
一
号
、
第
二
号
イ
若
し
く
は
第
四
号
又
は
前
項
第
一
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）
の
規
定
に
よ
る
再
調
査
の
請
求
（
法
定
の
再
調
査
の
請
求
期
間

号
の
規
定
に
よ
る
異
議
申
立
て
（
法
定
の
異
議
申
立
期
間
経
過
後

経
過
後
に
さ
れ
た
も
の
そ
の
他
そ
の
請
求
が
適
法
に
さ
れ
て
い
な

に
さ
れ
た
も
の
そ
の
他
そ
の
申
立
て
が
適
法
に
さ
れ
て
い
な
い
も

い
も
の
を
除
く
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
つ
い
て
の
決
定
が

の
を
除
く
。
第
五
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
つ
い
て
の
決
定
が
あ

あ
つ
た
場
合
に
お
い
て
、
当
該
再
調
査
の
請
求
を
し
た
者
が
当
該

つ
た
場
合
に
お
い
て
、
当
該
異
議
申
立
て
を
し
た
者
が
当
該
決
定

決
定
を
経
た
後
の
処
分
に
な
お
不
服
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
者
は

を
経
た
後
の
処
分
に
な
お
不
服
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
者
は
、
国

、
国
税
不
服
審
判
所
長
に
対
し
て
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き

税
不
服
審
判
所
長
に
対
し
て
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

る
。

〔
削
除
〕

４

第
一
項
第
一
号
若
し
く
は
第
四
号
又
は
第
二
項
第
一
号
の
規
定

に
よ
り
異
議
申
立
て
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
者
は
、
次
の
各
号
の

一
に
該
当
す
る
と
き
は
、
そ
の
選
択
に
よ
り
、
異
議
申
立
て
を
し

な
い
で
、
国
税
不
服
審
判
所
長
に
対
し
て
審
査
請
求
を
す
る
こ
と

が
で
き
る
。

一

所
得
税
法
若
し
く
は
法
人
税
法
に
規
定
す
る
青
色
申
告
書
又

は
同
法
第
百
三
十
条
第
一
項
（
青
色
申
告
書
等
に
係
る
更
正
）

に
規
定
す
る
連
結
確
定
申
告
書
等
に
係
る
更
正
（
そ
の
更
正
に

係
る
国
税
を
基
礎
と
し
て
課
さ
れ
る
加
算
税
の
賦
課
決
定
を
含

む
。
）
に
不
服
が
あ
る
と
き
。

二

そ
の
処
分
を
し
た
者
が
、
そ
の
処
分
に
つ
き
異
議
申
立
て
を

す
る
こ
と
が
で
き
る
旨
の
行
政
不
服
審
査
法
（
昭
和
三
十
七
年

法
律
第
百
六
十
号
）
の
規
定
に
よ
る
教
示
を
し
な
か
つ
た
と
き

。
三

そ
の
他
異
議
申
立
て
を
し
な
い
で
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
に

つ
き
正
当
な
理
由
が
あ
る
と
き
。

４

第
一
項
第
一
号
イ
又
は
第
二
項
（
第
一
号
に
係
る
部
分
に
限
る

５

第
一
項
第
一
号
、
第
二
号
イ
若
し
く
は
第
四
号
又
は
第
二
項
第

。
）
の
規
定
に
よ
る
再
調
査
の
請
求
を
し
て
い
る
者
は
、
次
の
各

一
号
の
規
定
に
よ
る
異
議
申
立
て
を
し
て
い
る
者
は
、
異
議
申
立

号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
に
は
、
当
該
再
調
査
の
請
求
に

て
を
し
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
三
月
を
経
過
し
て
も
異
議
申

係
る
処
分
に
つ
い
て
、
決
定
を
経
な
い
で
、
国
税
不
服
審
判
所
長

立
て
に
つ
い
て
の
決
定
が
な
い
と
き
は
、
当
該
異
議
申
立
て
に
係

に
対
し
て
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

る
処
分
に
つ
い
て
、
決
定
を
経
な
い
で
、
国
税
不
服
審
判
所
長
に

対
し
て
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

一

再
調
査
の
請
求
を
し
た
日
（
第
八
十
一
条
第
三
項
（
再
調
査

〔
新
設
〕

の
請
求
書
の
記
載
事
項
等
）
の
規
定
に
よ
り
不
備
を
補
正
す
べ
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き
こ
と
を
求
め
ら
れ
た
場
合
に
あ
つ
て
は
、
当
該
不
備
を
補
正

し
た
日
）
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
三
月
を
経
過
し
て
も
当
該
再

調
査
の
請
求
に
つ
い
て
の
決
定
が
な
い
場
合

二

そ
の
他
再
調
査
の
請
求
に
つ
い
て
の
決
定
を
経
な
い
こ
と
に

〔
新
設
〕

つ
き
正
当
な
理
由
が
あ
る
場
合

５

（
略
）

６

（
略
）

（
適
用
除
外
）

（
不
服
申
立
て
が
で
き
な
い
処
分
）

第
七
十
六
条

次
に
掲
げ
る
処
分
に
つ
い
て
は
、
前
条
の
規
定
は
、

第
七
十
六
条

次
に
掲
げ
る
処
分
は
、
前
条
の
国
税
に
関
す
る
法
律

適
用
し
な
い
。

に
基
づ
く
処
分
に
含
ま
れ
な
い
も
の
と
す
る
。

一

こ
の
節
又
は
行
政
不
服
審
査
法
（
平
成
二
十
六
年
法
律
第

一

こ
の
節
又
は
行
政
不
服
審
査
法
の
規
定
に
よ
る
処
分
そ
の
他

号
）
の
規
定
に
よ
る
処
分
そ
の
他
前
条
の
規
定
に
よ
る
不

前
条
の
規
定
に
よ
る
不
服
申
立
て
（
第
八
十
条
第
二
項
（
行
政

服
申
立
て
（
第
八
十
条
第
三
項
（
行
政
不
服
審
査
法
と
の
関
係

不
服
審
査
法
と
の
関
係
）
を
除
き
、
以
下
「
不
服
申
立
て
」
と

）
を
除
き
、
以
下
「
不
服
申
立
て
」
と
い
う
。
）
に
つ
い
て
し

い
う
。
）
に
つ
い
て
し
た
処
分

た
処
分

二

行
政
不
服
審
査
法
第
七
条
第
一
項
第
七
号
（
国
税
犯
則
取
締

二

行
政
不
服
審
査
法
第
四
条
第
一
項
第
七
号
（
国
税
犯
則
取
締

法
等
に
基
づ
く
処
分
）
に
掲
げ
る
処
分

法
等
に
基
づ
く
処
分
）
に
掲
げ
る
処
分

２

こ
の
節
の
規
定
に
よ
る
処
分
そ
の
他
不
服
申
立
て
に
つ
い
て
す

〔
新
設
〕

る
処
分
に
係
る
不
作
為
に
つ
い
て
は
、
行
政
不
服
審
査
法
第
三
条

（
不
作
為
に
つ
い
て
の
審
査
請
求
）
の
規
定
は
、
適
用
し
な
い
。

（
不
服
申
立
期
間
）

（
不
服
申
立
期
間
）

第
七
十
七
条

不
服
申
立
て
（
第
七
十
五
条
第
三
項
及
び
第
四
項
（

第
七
十
七
条

不
服
申
立
て
（
第
七
十
五
条
第
三
項
及
び
第
五
項
（

再
調
査
の
請
求
後
に
す
る
審
査
請
求
）
の
規
定
に
よ
る
審
査
請
求

異
議
申
立
て
後
に
す
る
審
査
請
求
）
の
規
定
に
よ
る
審
査
請
求
を

を
除
く
。
第
三
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
は
、
処
分
が
あ
つ
た
こ
と

除
く
。
第
四
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
は
、
処
分
が
あ
つ
た
こ
と
を

を
知
つ
た
日
（
処
分
に
係
る
通
知
を
受
け
た
場
合
に
は
、
そ
の
受

知
つ
た
日
（
処
分
に
係
る
通
知
を
受
け
た
場
合
に
は
、
そ
の
受
け

け
た
日
）
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
三
月
を
経
過
し
た
と
き
は
、
す

た
日
）
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
二
月
以
内
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

る
こ
と
が
で
き
な
い
。
た
だ
し
、
正
当
な
理
由
が
あ
る
と
き
は
、

い
。

こ
の
限
り
で
な
い
。

２

第
七
十
五
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
審
査
請
求
は
、
第
八
十
四

２

第
七
十
五
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
審
査
請
求
は
、
第
八
十
四

条
第
十
項
（
決
定
の
手
続
等
）
の
規
定
に
よ
る
再
調
査
決
定
書
の

条
第
三
項
（
異
議
決
定
の
手
続
）
の
規
定
に
よ
る
異
議
決
定
書
の

謄
本
の
送
達
が
あ
つ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
一
月
を
経
過
し

謄
本
の
送
達
が
あ
つ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
一
月
以
内
に
し

た
と
き
は
、
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
た
だ
し
、
正
当
な
理
由
が

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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あ
る
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

〔
削
除
〕

３

天
災
そ
の
他
前
二
項
の
期
間
内
に
不
服
申
立
て
を
し
な
か
つ
た

こ
と
に
つ
い
て
や
む
を
得
な
い
理
由
が
あ
る
と
き
は
、
不
服
申
立

て
は
、
こ
れ
ら
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
理
由
が
や
ん
だ
日

の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
七
日
以
内
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

３

（
略
）

４

（
略
）

４

第
二
十
二
条
（
郵
送
等
に
係
る
納
税
申
告
書
等
の
提
出
時
期
）

５

第
二
十
二
条
（
郵
送
等
に
係
る
納
税
申
告
書
等
の
提
出
時
期
）

の
規
定
は
、
不
服
申
立
て
に
係
る
再
調
査
の
請
求
書
又
は
審
査
請

の
規
定
は
、
第
八
十
二
条
第
一
項
（
税
務
署
長
経
由
に
よ
る
異
議

求
書
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

申
立
て
）
又
は
第
八
十
七
条
第
二
項
（
審
査
請
求
書
の
記
載
事
項

）
に
規
定
す
る
異
議
申
立
書
又
は
審
査
請
求
書
に
つ
い
て
準
用
す

る
。

〔
削
除
〕

６

国
税
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
く
処
分
を
し
た
者
が
誤
つ
て
法
定

の
期
間
よ
り
長
い
期
間
を
不
服
申
立
期
間
と
し
て
教
示
し
た
場
合

に
お
い
て
、
そ
の
教
示
さ
れ
た
期
間
内
に
不
服
申
立
て
が
さ
れ
た

と
き
は
、
当
該
不
服
申
立
て
は
、
法
定
の
期
間
内
に
さ
れ
た
も
の

と
み
な
す
。

（
標
準
審
理
期
間
）

第
七
十
七
条
の
二

国
税
庁
長
官
、
国
税
不
服
審
判
所
長
、
国
税
局

〔
新
規
〕

長
、
税
務
署
長
又
は
税
関
長
は
、
不
服
申
立
て
が
そ
の
事
務
所
に

到
達
し
て
か
ら
当
該
不
服
申
立
て
に
つ
い
て
の
決
定
又
は
裁
決
を

す
る
ま
で
に
通
常
要
す
べ
き
標
準
的
な
期
間
を
定
め
る
よ
う
努
め

る
と
と
も
に
、
こ
れ
を
定
め
た
と
き
は
、
そ
の
事
務
所
に
お
け
る

備
付
け
そ
の
他
の
適
当
な
方
法
に
よ
り
公
に
し
て
お
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

（
国
税
不
服
審
判
所
）

（
国
税
不
服
審
判
所
）

第
七
十
八
条

国
税
不
服
審
判
所
は
、
国
税
に
関
す
る
法
律
に
基
づ

第
七
十
八
条

国
税
不
服
審
判
所
は
、
国
税
に
関
す
る
法
律
に
基
づ

く
処
分
に
つ
い
て
の
審
査
請
求
（
第
七
十
五
条
第
一
項
第
二
号
及

く
処
分
に
つ
い
て
の
審
査
請
求
に
対
す
る
裁
決
を
行
な
う
機
関
と

び
第
二
項
（
第
二
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
（
国
税
に
関
す
る

す
る
。

処
分
に
つ
い
て
の
不
服
申
立
て
）
の
規
定
に
よ
る
審
査
請
求
を
除

く
。
第
三
款
（
審
査
請
求
）
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
対
す
る
裁
決

を
行
う
機
関
と
す
る
。
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２
～
５

（
略
）

２
～
５

（
略
）

（
行
政
不
服
審
査
法
と
の
関
係
）

（
行
政
不
服
審
査
法
と
の
関
係
）

第
八
十
条

国
税
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
く
処
分
に
対
す
る
不
服
申

第
八
十
条

国
税
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
く
処
分
に
対
す
る
不
服
申

立
て
（
次
項
に
規
定
す
る
審
査
請
求
を
除
く
。
）
に
つ
い
て
は
、

立
て
に
つ
い
て
は
、
こ
の
節
そ
の
他
国
税
に
関
す
る
法
律
に
別
段

こ
の
節
そ
の
他
国
税
に
関
す
る
法
律
に
別
段
の
定
め
が
あ
る
も
の

の
定
め
が
あ
る
も
の
を
除
き
、
行
政
不
服
審
査
法
（
第
二
章
第
一

を
除
き
、
行
政
不
服
審
査
法
（
第
二
章
及
び
第
三
章
（
不
服
申
立

節
か
ら
第
三
節
ま
で
（
不
服
申
立
て
に
係
る
手
続
）
を
除
く
。
）

て
に
係
る
手
続
）
を
除
く
。
）
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

２

第
七
十
五
条
第
一
項
第
二
号
又
は
第
二
項
（
第
二
号
に
係
る
部

〔
新
設
〕

分
に
限
る
。
）
（
国
税
に
関
す
る
処
分
に
つ
い
て
の
不
服
申
立
て

）
の
規
定
に
よ
る
審
査
請
求
に
つ
い
て
は
、
こ
の
節
（
次
款
及
び

第
三
款
（
審
査
請
求
）
を
除
く
。
）
そ
の
他
国
税
に
関
す
る
法
律

に
別
段
の
定
め
が
あ
る
も
の
を
除
き
、
行
政
不
服
審
査
法
の
定
め

る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

３

（
略
）

２

（
略
）

第
二
款

再
調
査
の
請
求

第
二
款

異
議
申
立
て

（
再
調
査
の
請
求
書
の
記
載
事
項
等
）

（
異
議
申
立
書
の
記
載
事
項
等
）

第
八
十
一
条

再
調
査
の
請
求
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た

第
八
十
一
条

異
議
申
立
て
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
書

書
面
を
提
出
し
て
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

面
を
提
出
し
て
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

再
調
査
の
請
求
に
係
る
処
分
の
内
容

一

異
議
申
立
て
に
係
る
処
分

二

再
調
査
の
請
求
に
係
る
処
分
が
あ
つ
た
こ
と
を
知
つ
た
年
月

二

異
議
申
立
て
に
係
る
処
分
が
あ
つ
た
こ
と
を
知
つ
た
年
月
日

日
（
当
該
処
分
に
係
る
通
知
を
受
け
た
場
合
に
は
、
そ
の
受
け

（
当
該
処
分
に
係
る
通
知
を
受
け
た
場
合
に
は
、
そ
の
受
け
た

た
年
月
日
）

年
月
日
）

三

再
調
査
の
請
求
の
趣
旨
及
び
理
由

三

異
議
申
立
て
の
趣
旨
及
び
理
由

四

再
調
査
の
請
求
の
年
月
日

四

異
議
申
立
て
の
年
月
日

２

前
項
の
書
面
（
以
下
「
再
調
査
の
請
求
書
」
と
い
う
。
）
に
は

〔
新
設
〕

、
同
項
に
規
定
す
る
事
項
の
ほ
か
、
第
七
十
七
条
第
一
項
又
は
第

三
項
（
不
服
申
立
期
間
）
に
規
定
す
る
期
間
の
経
過
後
に
再
調
査

の
請
求
を
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
同
条
第
一
項
た
だ
し
書
又
は

第
三
項
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
正
当
な
理
由
を
記
載
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

３

再
調
査
の
請
求
が
さ
れ
て
い
る
税
務
署
長
そ
の
他
の
行
政
機
関

２

異
議
申
立
て
が
さ
れ
て
い
る
税
務
署
長
そ
の
他
の
行
政
機
関
の
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の
長
（
以
下
「
再
調
査
審
理
庁
」
と
い
う
。
）
は
、
再
調
査
の
請

長
（
以
下
「
異
議
審
理
庁
」
と
い
う
。
）
は
、
異
議
申
立
て
が
国

求
書
が
前
二
項
又
は
第
百
二
十
四
条
（
書
類
提
出
者
の
氏
名
、
住

税
に
関
す
る
法
律
の
規
定
に
従
つ
て
い
な
い
も
の
で
補
正
す
る
こ

所
及
び
番
号
の
記
載
等
）
の
規
定
に
違
反
す
る
場
合
に
は
、
相
当

と
が
で
き
る
も
の
で
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
相
当
の
期
間
を
定

の
期
間
を
定
め
、
そ
の
期
間
内
に
不
備
を
補
正
す
べ
き
こ
と
を
求

め
て
、
そ
の
補
正
を
求
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
お

め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
不
備
が
軽
微
な

い
て
、
不
備
が
軽
微
な
も
の
で
あ
る
と
き
は
、
異
議
審
理
庁
は
、

も
の
で
あ
る
と
き
は
、
再
調
査
審
理
庁
は
、
職
権
で
補
正
す
る
こ

職
権
で
補
正
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

と
が
で
き
る
。

４

再
調
査
の
請
求
人
は
、
前
項
の
補
正
を
求
め
ら
れ
た
場
合
に
は

３

異
議
申
立
人
は
、
前
項
の
補
正
を
求
め
ら
れ
た
場
合
に
は
、
そ

、
そ
の
再
調
査
の
請
求
に
係
る
税
務
署
そ
の
他
の
行
政
機
関
に
出

の
異
議
申
立
て
に
係
る
税
務
署
そ
の
他
の
行
政
機
関
に
出
頭
し
て

頭
し
て
補
正
す
べ
き
事
項
に
つ
い
て
陳
述
し
、
そ
の
陳
述
の
内
容

補
正
す
べ
き
事
項
に
つ
い
て
陳
述
し
、
そ
の
陳
述
の
内
容
を
当
該

を
当
該
行
政
機
関
の
職
員
が
録
取
し
た
書
面
に
押
印
す
る
こ
と
に

行
政
機
関
の
職
員
が
録
取
し
た
書
面
に
押
印
す
る
こ
と
に
よ
つ
て

よ
つ
て
も
、
こ
れ
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

も
、
こ
れ
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

５

第
三
項
の
場
合
に
お
い
て
再
調
査
の
請
求
人
が
同
項
の
期
間
内

〔
新
設
〕

に
不
備
を
補
正
し
な
い
と
き
、
又
は
再
調
査
の
請
求
が
不
適
法
で

あ
つ
て
補
正
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
が
明
ら
か
な
と
き
は
、

再
調
査
審
理
庁
は
、
第
八
十
四
条
第
一
項
か
ら
第
六
項
ま
で
（
決

定
の
手
続
等
）
に
定
め
る
審
理
手
続
を
経
な
い
で
、
第
八
十
三
条

第
一
項
（
決
定
）
の
規
定
に
基
づ
き
、
決
定
で
、
当
該
再
調
査
の

請
求
を
却
下
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
税
務
署
長
を
経
由
す
る
再
調
査
の
請
求
）

（
税
務
署
長
経
由
に
よ
る
異
議
申
立
て
）

第
八
十
二
条

第
七
十
五
条
第
二
項
（
第
一
号
に
係
る
部
分
に
限
る

第
八
十
二
条

第
七
十
五
条
第
二
項
（
国
税
局
又
は
国
税
庁
の
職
員

。
）
（
国
税
局
の
職
員
の
調
査
に
係
る
処
分
に
つ
い
て
の
再
調
査

の
調
査
に
係
る
処
分
に
つ
い
て
の
異
議
申
立
て
）
の
規
定
に
よ
る

の
請
求
）
の
規
定
に
よ
る
再
調
査
の
請
求
は
、
当
該
再
調
査
の
請

異
議
申
立
て
は
、
当
該
異
議
申
立
て
に
係
る
処
分
を
し
た
税
務
署

求
に
係
る
処
分
を
し
た
税
務
署
長
を
経
由
し
て
す
る
こ
と
も
で
き

長
を
経
由
し
て
す
る
こ
と
も
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
は
、

る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
再
調
査
の
請
求
人
は
、
当
該
税
務
署

当
該
税
務
署
長
に
前
条
第
一
項
の
書
面
（
以
下
「
異
議
申
立
書
」

長
に
再
調
査
の
請
求
書
を
提
出
し
て
す
る
も
の
と
す
る
。

と
い
う
。
）
を
提
出
し
て
す
る
も
の
と
す
る
。

２

前
項
の
場
合
に
は
、
同
項
の
税
務
署
長
は
、
直
ち
に
、
再
調
査

２

前
項
の
場
合
に
は
、
同
項
の
税
務
署
長
は
、
直
ち
に
、
異
議
申

の
請
求
書
を
当
該
税
務
署
長
の
管
轄
区
域
を
所
轄
す
る
国
税
局
長

立
書
を
当
該
税
務
署
長
の
管
轄
区
域
を
所
轄
す
る
国
税
局
長
又
は

に
送
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

国
税
庁
長
官
に
送
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

第
一
項
の
場
合
に
お
け
る
再
調
査
の
請
求
期
間
の
計
算
に
つ
い

３

第
一
項
の
場
合
に
お
け
る
異
議
申
立
期
間
の
計
算
に
つ
い
て
は

て
は
、
同
項
の
税
務
署
長
に
再
調
査
の
請
求
書
が
提
出
さ
れ
た
時

、
同
項
の
税
務
署
長
に
異
議
申
立
書
が
提
出
さ
れ
た
時
に
異
議
申
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に
再
調
査
の
請
求
が
さ
れ
た
も
の
と
み
な
す
。

立
て
が
さ
れ
た
も
の
と
み
な
す
。

（
決
定
）

（
決
定
）

第
八
十
三
条

再
調
査
の
請
求
が
法
定
の
期
間
経
過
後
に
さ
れ
た
も

第
八
十
三
条

異
議
申
立
て
が
法
定
の
期
間
経
過
後
に
さ
れ
た
も
の

の
で
あ
る
場
合
そ
の
他
不
適
法
で
あ
る
場
合
に
は
、
再
調
査
審
理

で
あ
る
と
き
、
そ
の
他
不
適
法
で
あ
る
と
き
は
、
異
議
審
理
庁
は

庁
は
、
決
定
で
、
当
該
再
調
査
の
請
求
を
却
下
す
る
。

、
決
定
で
、
当
該
異
議
申
立
て
を
却
下
す
る
。

２

再
調
査
の
請
求
が
理
由
が
な
い
場
合
に
は
、
再
調
査
審
理
庁
は

２

異
議
申
立
て
が
理
由
が
な
い
と
き
は
、
異
議
審
理
庁
は
、
決
定

、
決
定
で
、
当
該
再
調
査
の
請
求
を
棄
却
す
る
。

で
、
当
該
異
議
申
立
て
を
棄
却
す
る
。

３

再
調
査
の
請
求
が
理
由
が
あ
る
場
合
に
は
、
再
調
査
審
理
庁
は

３

異
議
申
立
て
が
理
由
が
あ
る
と
き
は
、
異
議
審
理
庁
は
、
決
定

、
決
定
で
、
当
該
再
調
査
の
請
求
に
係
る
処
分
の
全
部
若
し
く
は

で
、
当
該
異
議
申
立
て
に
係
る
処
分
の
全
部
若
し
く
は
一
部
を
取

一
部
を
取
り
消
し
、
又
は
こ
れ
を
変
更
す
る
。
た
だ
し
、
再
調
査

り
消
し
、
又
は
こ
れ
を
変
更
す
る
。
た
だ
し
、
異
議
申
立
人
の
不

の
請
求
人
の
不
利
益
に
当
該
処
分
を
変
更
す
る
こ
と
は
で
き
な
い

利
益
に
当
該
処
分
を
変
更
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

。（
決
定
の
手
続
等
）

（
決
定
の
手
続
等
）

第
八
十
四
条

再
調
査
審
理
庁
は
、
再
調
査
の
請
求
人
又
は
参
加
人

第
八
十
四
条

異
議
審
理
庁
は
、
異
議
申
立
人
か
ら
申
立
て
が
あ
つ

（
第
百
九
条
第
三
項
（
参
加
人
）
に
規
定
す
る
参
加
人
を
い
う
。

た
と
き
は
、
異
議
申
立
人
に
口
頭
で
意
見
を
述
べ
る
機
会
を
与
え

以
下
こ
の
款
及
び
次
款
に
お
い
て
同
じ
。
）
か
ら
申
立
て
が
あ
つ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
異
議
申
立
人
は
、

た
場
合
に
は
、
当
該
申
立
て
を
し
た
者
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て

異
議
審
理
庁
の
許
可
を
得
て
、
補
佐
人
と
と
も
に
出
頭
す
る
こ
と

「
申
立
人
」
と
い
う
。
）
に
口
頭
で
再
調
査
の
請
求
に
係
る
事
件

が
で
き
る
。

に
関
す
る
意
見
を
述
べ
る
機
会
を
与
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た

だ
し
、
当
該
申
立
人
の
所
在
そ
の
他
の
事
情
に
よ
り
当
該
意
見
を

述
べ
る
機
会
を
与
え
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合

に
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

２

前
項
本
文
の
規
定
に
よ
る
意
見
の
陳
述
（
以
下
こ
の
条
に
お
い

〔
新
設
〕

て
「
口
頭
意
見
陳
述
」
と
い
う
。
）
は
、
再
調
査
審
理
庁
が
期
日

及
び
場
所
を
指
定
し
、
再
調
査
の
請
求
人
及
び
参
加
人
を
招
集
し

て
さ
せ
る
も
の
と
す
る
。

３

口
頭
意
見
陳
述
に
お
い
て
、
申
立
人
は
、
再
調
査
審
理
庁
の
許

〔
新
設
〕

可
を
得
て
、
補
佐
人
と
と
も
に
出
頭
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

４

再
調
査
審
理
庁
は
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
場
合
に
は
、
そ
の

２

異
議
審
理
庁
は
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
そ
の
行
政

行
政
機
関
の
職
員
に
口
頭
意
見
陳
述
を
聴
か
せ
る
こ
と
が
で
き
る

機
関
の
職
員
に
前
項
の
規
定
に
よ
る
異
議
申
立
人
の
意
見
の
陳
述

。

を
き
か
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。
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５

口
頭
意
見
陳
述
に
お
い
て
、
再
調
査
審
理
庁
又
は
前
項
の
職
員

〔
新
設
〕

は
、
申
立
人
の
す
る
陳
述
が
事
件
に
関
係
の
な
い
事
項
に
わ
た
る

場
合
そ
の
他
相
当
で
な
い
場
合
に
は
、
こ
れ
を
制
限
す
る
こ
と
が

で
き
る
。

６

再
調
査
の
請
求
人
又
は
参
加
人
は
、
証
拠
書
類
又
は
証
拠
物
を

〔
新
設
〕

提
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
再
調
査
審
理

庁
が
、
証
拠
書
類
又
は
証
拠
物
を
提
出
す
べ
き
相
当
の
期
間
を
定

め
た
と
き
は
、
そ
の
期
間
内
に
こ
れ
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

７

再
調
査
の
請
求
に
つ
い
て
の
決
定
は
、
主
文
及
び
理
由
を
記
載

〔
新
設
〕

し
、
再
調
査
審
理
庁
が
記
名
押
印
し
た
再
調
査
決
定
書
に
よ
り
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

〔
削
除
〕

３

異
議
申
立
て
に
つ
い
て
の
決
定
は
、
異
議
審
理
庁
が
異
議
申
立

人
（
当
該
異
議
申
立
て
が
処
分
の
相
手
方
以
外
の
者
の
し
た
も
の

で
あ
る
場
合
に
お
け
る
前
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
決
定
に
あ
つ

て
は
、
異
議
申
立
人
及
び
処
分
の
相
手
方
）
に
異
議
決
定
書
の
謄

本
を
送
達
し
て
行
な
う
。

〔
削
除
〕

４

異
議
決
定
書
に
は
、
決
定
の
理
由
を
附
記
し
、
異
議
審
理
庁
が

記
名
押
印
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

８

再
調
査
の
請
求
に
つ
い
て
の
決
定
で
当
該
再
調
査
の
請
求
に
係

５

異
議
申
立
て
に
つ
い
て
の
決
定
で
当
該
異
議
申
立
て
に
係
る
処

る
処
分
の
全
部
又
は
一
部
を
維
持
す
る
場
合
に
お
け
る
前
項
に
規

分
の
全
部
又
は
一
部
を
維
持
す
る
場
合
に
お
け
る
前
項
に
規
定
す

定
す
る
理
由
に
お
い
て
は
、
そ
の
維
持
さ
れ
る
処
分
を
正
当
と
す

る
理
由
に
お
い
て
は
、
そ
の
維
持
さ
れ
る
処
分
を
正
当
と
す
る
理

る
理
由
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

由
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

９

再
調
査
審
理
庁
は
、
第
七
項
の
再
調
査
決
定
書
（
再
調
査
の
請

６

異
議
審
理
庁
は
、
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
処
分
に
係

求
に
係
る
処
分
の
全
部
を
取
り
消
す
決
定
に
係
る
も
の
を
除
く
。

る
異
議
申
立
て
に
つ
い
て
決
定
を
す
る
場
合
に
は
、
異
議
決
定
書

）
に
、
再
調
査
の
請
求
に
係
る
処
分
に
つ
き
国
税
不
服
審
判
所
長

に
、
当
該
処
分
に
つ
き
国
税
不
服
審
判
所
長
に
対
し
て
審
査
請
求

に
対
し
て
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
旨
（
却
下
の
決
定
で

を
す
る
こ
と
が
で
き
る
旨
及
び
審
査
請
求
期
間
を
記
載
し
て
、
こ

あ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
当
該
却
下
の
決
定
が
違
法
な
場
合
に
限

れ
を
教
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

り
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
旨
）
及
び
審
査
請
求
期
間
を

記
載
し
て
、
こ
れ
ら
を
教
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

再
調
査
の
請
求
に
つ
い
て
の
決
定
は
、
再
調
査
の
請
求
人
（
当

〔
新
設
〕

10
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該
再
調
査
の
請
求
が
処
分
の
相
手
方
以
外
の
者
の
し
た
も
の
で
あ

る
場
合
に
お
け
る
前
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
決
定
に
あ
つ
て
は

、
再
調
査
の
請
求
人
及
び
処
分
の
相
手
方
）
に
再
調
査
決
定
書
の

謄
本
が
送
達
さ
れ
た
時
に
、
そ
の
効
力
を
生
ず
る
。

再
調
査
審
理
庁
は
、
再
調
査
決
定
書
の
謄
本
を
参
加
人
に
送
付

〔
新
設
〕

11
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

再
調
査
審
理
庁
は
、
再
調
査
の
請
求
に
つ
い
て
の
決
定
を
し
た

〔
新
設
〕

12
と
き
は
、
速
や
か
に
、
第
六
項
の
規
定
に
よ
り
提
出
さ
れ
た
証
拠

書
類
又
は
証
拠
物
を
そ
の
提
出
人
に
返
還
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

。（
納
税
地
異
動
の
場
合
に
お
け
る
再
調
査
の
請
求
先
等
）

（
納
税
地
異
動
の
場
合
に
お
け
る
異
議
申
立
先
等
）

第
八
十
五
条

所
得
税
、
法
人
税
、
相
続
税
、
贈
与
税
、
地
価
税
、

第
八
十
五
条

所
得
税
、
法
人
税
、
相
続
税
、
贈
与
税
、
地
価
税
、

課
税
資
産
の
譲
渡
等
に
係
る
消
費
税
又
は
電
源
開
発
促
進
税
に
係

課
税
資
産
の
譲
渡
等
に
係
る
消
費
税
又
は
電
源
開
発
促
進
税
に
係

る
税
務
署
長
又
は
国
税
局
長
（
以
下
こ
の
条
及
び
次
条
に
お
い
て

る
税
務
署
長
又
は
国
税
局
長
（
以
下
こ
の
条
及
び
次
条
に
お
い
て

「
税
務
署
長
等
」
と
い
う
。
）
の
処
分
（
国
税
の
徴
収
に
関
す
る

「
税
務
署
長
等
」
と
い
う
。
）
の
処
分
（
国
税
の
徴
収
に
関
す
る

処
分
（
第
三
十
六
条
第
一
項
（
納
税
の
告
知
）
の
規
定
に
よ
る
納

処
分
（
第
三
十
六
条
第
一
項
（
納
税
の
告
知
）
の
規
定
に
よ
る
納

税
の
告
知
の
う
ち
同
項
第
一
号
（
不
納
付
加
算
税
及
び
第
六
十
八

税
の
告
知
の
う
ち
同
項
第
一
号
（
不
納
付
加
算
税
及
び
第
六
十
八

条
第
三
項
（
重
加
算
税
）
の
規
定
に
よ
る
重
加
算
税
に
係
る
部
分

条
第
三
項
（
重
加
算
税
）
の
規
定
に
よ
る
重
加
算
税
に
係
る
部
分

に
限
る
。
）
及
び
第
二
号
に
係
る
も
の
を
除
く
。
）
及
び
滞
納
処

に
限
る
。
）
及
び
第
二
号
に
係
る
も
の
を
除
く
。
）
及
び
滞
納
処

分
（
そ
の
例
に
よ
る
処
分
を
含
む
。
）
を
除
く
。
以
下
こ
の
条
及

分
（
そ
の
例
に
よ
る
処
分
を
含
む
。
）
を
除
く
。
以
下
こ
の
条
及

び
次
条
第
一
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
が
あ
つ
た
時
以
後
に
そ
の
納

び
次
条
第
一
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
が
あ
つ
た
時
以
後
に
そ
の
納

税
地
に
異
動
が
あ
つ
た
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
処
分
の
際
に
お
け

税
地
に
異
動
が
あ
つ
た
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
処
分
の
際
に
お
け

る
納
税
地
を
所
轄
す
る
税
務
署
長
等
と
当
該
処
分
に
つ
い
て
第
七

る
納
税
地
を
所
轄
す
る
税
務
署
長
等
と
当
該
処
分
に
つ
い
て
第
七

十
五
条
第
一
項
第
一
号
イ
又
は
第
二
項
（
第
一
号
に
係
る
部
分
に

十
五
条
第
一
項
第
一
号
若
し
く
は
第
二
号
イ
又
は
第
二
項
第
一
号

限
る
。
）
（
税
務
署
長
等
の
処
分
に
つ
い
て
の
再
調
査
の
請
求
）

（
税
務
署
長
等
の
処
分
に
つ
い
て
の
異
議
申
立
て
）
の
規
定
に
よ

の
規
定
に
よ
る
再
調
査
の
請
求
を
す
る
際
に
お
け
る
納
税
地
（
以

る
異
議
申
立
て
を
す
る
際
に
お
け
る
納
税
地
（
以
下
こ
の
条
に
お

下
こ
の
条
に
お
い
て
「
現
在
の
納
税
地
」
と
い
う
。
）
を
所
轄
す

い
て
「
現
在
の
納
税
地
」
と
い
う
。
）
を
所
轄
す
る
税
務
署
長
等

る
税
務
署
長
等
と
が
異
な
る
こ
と
と
な
る
と
き
は
、
そ
の
再
調
査

と
が
異
な
る
こ
と
と
な
る
と
き
は
、
そ
の
異
議
申
立
て
は
、
こ
れ

の
請
求
は
、
こ
れ
ら
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
現
在
の
納
税
地
を

ら
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
現
在
の
納
税
地
を
所
轄
す
る
税
務
署

所
轄
す
る
税
務
署
長
等
に
対
し
て
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の

長
等
に
対
し
て
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
は

場
合
に
お
い
て
は
、
そ
の
処
分
は
、
現
在
の
納
税
地
を
所
轄
す
る

、
そ
の
処
分
は
、
現
在
の
納
税
地
を
所
轄
す
る
税
務
署
長
等
が
し
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税
務
署
長
等
が
し
た
も
の
と
み
な
す
。

た
も
の
と
み
な
す
。

２

前
項
の
規
定
に
よ
る
再
調
査
の
請
求
を
す
る
者
は
、
再
調
査
の

２

前
項
の
規
定
に
よ
る
異
議
申
立
て
を
す
る
者
は
、
異
議
申
立
書

請
求
書
に
そ
の
処
分
に
係
る
税
務
署
又
は
国
税
局
の
名
称
を
付
記

に
そ
の
処
分
に
係
る
税
務
署
又
は
国
税
局
の
名
称
を
付
記
し
な
け

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

れ
ば
な
ら
な
い
。

３

第
一
項
の
場
合
に
お
い
て
、
再
調
査
の
請
求
書
が
そ
の
処
分
に

３

第
一
項
の
場
合
に
お
い
て
、
異
議
申
立
書
が
そ
の
処
分
に
係
る

係
る
税
務
署
長
等
に
提
出
さ
れ
た
と
き
は
、
当
該
税
務
署
長
等
は

税
務
署
長
等
に
提
出
さ
れ
た
と
き
は
、
当
該
税
務
署
長
等
は
、
そ

、
そ
の
再
調
査
の
請
求
書
を
受
理
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場

の
異
議
申
立
書
を
受
理
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い

合
に
お
い
て
は
、
そ
の
再
調
査
の
請
求
書
は
、
現
在
の
納
税
地
を

て
は
、
そ
の
異
議
申
立
書
は
、
現
在
の
納
税
地
を
所
轄
す
る
税
務

所
轄
す
る
税
務
署
長
等
に
提
出
さ
れ
た
も
の
と
み
な
す
。

署
長
等
に
提
出
さ
れ
た
も
の
と
み
な
す
。

４

前
項
の
再
調
査
の
請
求
書
を
受
理
し
た
税
務
署
長
等
は
、
そ
の

４

前
項
の
異
議
申
立
書
を
受
理
し
た
税
務
署
長
等
は
、
そ
の
異
議

再
調
査
の
請
求
書
を
現
在
の
納
税
地
を
所
轄
す
る
税
務
署
長
等
に

申
立
書
を
現
在
の
納
税
地
を
所
轄
す
る
税
務
署
長
等
に
送
付
し
、

送
付
し
、
か
つ
、
そ
の
旨
を
再
調
査
の
請
求
人
に
通
知
し
な
け
れ

か
つ
、
そ
の
旨
を
異
議
申
立
人
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ば
な
ら
な
い
。

（
再
調
査
の
請
求
事
件
の
決
定
機
関
の
特
例
）

（
異
議
申
立
事
件
の
決
定
機
関
の
特
例
）

第
八
十
六
条

所
得
税
、
法
人
税
、
相
続
税
、
贈
与
税
、
地
価
税
、

第
八
十
六
条

所
得
税
、
法
人
税
、
相
続
税
、
贈
与
税
、
地
価
税
、

課
税
資
産
の
譲
渡
等
に
係
る
消
費
税
又
は
電
源
開
発
促
進
税
に
係

課
税
資
産
の
譲
渡
等
に
係
る
消
費
税
又
は
電
源
開
発
促
進
税
に
係

る
税
務
署
長
等
の
処
分
に
つ
い
て
再
調
査
の
請
求
が
さ
れ
て
い
る

る
税
務
署
長
等
の
処
分
に
つ
い
て
異
議
申
立
て
が
さ
れ
て
い
る
場

場
合
に
お
い
て
、
そ
の
処
分
に
係
る
国
税
の
納
税
地
に
異
動
が
あ

合
に
お
い
て
、
そ
の
処
分
に
係
る
国
税
の
納
税
地
に
異
動
が
あ
り

り
、
そ
の
再
調
査
の
請
求
が
さ
れ
て
い
る
税
務
署
長
等
と
異
動
後

、
そ
の
異
議
申
立
て
が
さ
れ
て
い
る
税
務
署
長
等
と
異
動
後
の
納

の
納
税
地
を
所
轄
す
る
税
務
署
長
等
と
が
異
な
る
こ
と
と
な
る
と

税
地
を
所
轄
す
る
税
務
署
長
等
と
が
異
な
る
こ
と
と
な
る
と
き
は

き
は
、
当
該
再
調
査
の
請
求
が
さ
れ
て
い
る
税
務
署
長
等
は
、
再

、
当
該
異
議
申
立
て
が
さ
れ
て
い
る
税
務
署
長
等
は
、
異
議
申
立

調
査
の
請
求
人
の
申
立
て
に
よ
り
、
又
は
職
権
で
、
当
該
再
調
査

人
の
申
立
て
に
よ
り
、
又
は
職
権
で
、
当
該
異
議
申
立
て
に
係
る

の
請
求
に
係
る
事
件
を
異
動
後
の
納
税
地
を
所
轄
す
る
税
務
署
長

事
件
を
異
動
後
の
納
税
地
を
所
轄
す
る
税
務
署
長
等
に
移
送
す
る

等
に
移
送
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
と
が
で
き
る
。

２

前
項
の
規
定
に
よ
り
再
調
査
の
請
求
に
係
る
事
件
の
移
送
が
あ

２

前
項
の
規
定
に
よ
り
異
議
申
立
て
に
係
る
事
件
の
移
送
が
あ
つ

つ
た
と
き
は
、
そ
の
移
送
を
受
け
た
税
務
署
長
等
に
初
め
か
ら
再

た
と
き
は
、
そ
の
移
送
を
受
け
た
税
務
署
長
等
に
は
じ
め
か
ら
異

調
査
の
請
求
が
さ
れ
た
も
の
と
み
な
し
、
当
該
税
務
署
長
等
が
そ

議
申
立
て
が
さ
れ
た
も
の
と
み
な
し
、
当
該
税
務
署
長
等
が
そ
の

の
再
調
査
の
請
求
に
つ
い
て
の
決
定
を
す
る
。

異
議
申
立
て
に
つ
い
て
の
決
定
を
行
な
う
。

３

第
一
項
の
規
定
に
よ
り
再
調
査
の
請
求
に
係
る
事
件
を
移
送
し

３

第
一
項
の
規
定
に
よ
り
異
議
申
立
て
に
係
る
事
件
を
移
送
し
た

た
と
き
は
、
そ
の
移
送
を
し
た
税
務
署
長
等
は
、
そ
の
再
調
査
の

と
き
は
、
そ
の
移
送
を
し
た
税
務
署
長
等
は
、
そ
の
異
議
申
立
て

請
求
に
係
る
再
調
査
の
請
求
書
及
び
関
係
書
類
そ
の
他
の
物
件
（

に
係
る
異
議
申
立
書
及
び
関
係
書
類
そ
の
他
の
物
件
（
以
下
「
異
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以
下
「
再
調
査
の
請
求
書
等
」
と
い
う
。
）
を
そ
の
移
送
を
受
け

議
申
立
書
等
」
と
い
う
。
）
を
そ
の
移
送
を
受
け
た
税
務
署
長
等

た
税
務
署
長
等
に
送
付
し
、
か
つ
、
そ
の
旨
を
再
調
査
の
請
求
人

に
送
付
し
、
か
つ
、
そ
の
旨
を
異
議
申
立
人
に
通
知
し
な
け
れ
ば

及
び
参
加
人
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

な
ら
な
い
。

（
審
査
請
求
書
の
記
載
事
項
等
）

（
審
査
請
求
書
の
記
載
事
項
等
）

第
八
十
七
条

審
査
請
求
は
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
次

第
八
十
七
条

審
査
請
求
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
書
面

に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
書
面
を
提
出
し
て
し
な
け
れ
ば
な
ら

を
提
出
し
て
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

な
い
。

一

審
査
請
求
に
係
る
処
分
の
内
容

一

審
査
請
求
に
係
る
処
分

二

審
査
請
求
に
係
る
処
分
が
あ
つ
た
こ
と
を
知
つ
た
年
月
日
（

二

審
査
請
求
に
係
る
処
分
が
あ
つ
た
こ
と
を
知
つ
た
年
月
日
（

当
該
処
分
に
係
る
通
知
を
受
け
た
場
合
に
は
そ
の
通
知
を
受
け

当
該
処
分
に
係
る
通
知
を
受
け
た
場
合
に
は
そ
の
通
知
を
受
け

た
年
月
日
と
し
、
再
調
査
の
請
求
に
つ
い
て
の
決
定
を
経
た
後

た
年
月
日
と
し
、
異
議
申
立
て
に
つ
い
て
の
決
定
を
経
た
後
の

の
処
分
に
つ
い
て
審
査
請
求
を
す
る
場
合
に
は
再
調
査
決
定
書

処
分
に
つ
い
て
審
査
請
求
を
す
る
場
合
に
は
異
議
決
定
書
の
謄

の
謄
本
の
送
達
を
受
け
た
年
月
日
と
す
る
。
）

本
の
送
達
を
受
け
た
年
月
日
と
す
る
。
）

三
・
四

（
略
）

三
・
四

（
略
）

２

前
項
の
書
面
（
以
下
こ
の
款
に
お
い
て
「
審
査
請
求
書
」
と
い

２

前
項
の
書
面
（
以
下
「
審
査
請
求
書
」
と
い
う
。
）
に
は
、
同

う
。
）
に
は
、
同
項
に
規
定
す
る
事
項
の
ほ
か
、
次
の
各
号
に
掲

項
に
規
定
す
る
事
項
の
ほ
か
、
第
七
十
五
条
第
四
項
第
三
号
（
特

げ
る
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
各
号
に
定
め
る
事
項
を
記
載
し
な

別
な
場
合
の
審
査
請
求
）
の
規
定
に
よ
り
異
議
申
立
て
を
し
な
い

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

で
審
査
請
求
を
す
る
場
合
に
は
同
号
に
規
定
す
る
正
当
な
理
由
を

、
同
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
異
議
申
立
て
に
つ
い
て
の
決
定
を

経
な
い
で
審
査
請
求
を
す
る
場
合
に
は
異
議
申
立
て
を
し
た
年
月

日
を
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

第
七
十
五
条
第
四
項
第
一
号
（
国
税
に
関
す
る
処
分
に
つ
い

〔
新
設
〕

て
の
不
服
申
立
て
）
の
規
定
に
よ
り
再
調
査
の
請
求
に
つ
い
て

の
決
定
を
経
な
い
で
審
査
請
求
を
す
る
場
合

再
調
査
の
請
求

を
し
た
年
月
日

二

第
七
十
五
条
第
四
項
第
二
号
の
規
定
に
よ
り
再
調
査
の
請
求

〔
新
設
〕

に
つ
い
て
の
決
定
を
経
な
い
で
審
査
請
求
を
す
る
場
合

同
号

に
規
定
す
る
正
当
な
理
由

三

第
七
十
七
条
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
（
不
服
申
立
期
間
）

〔
新
設
〕

に
規
定
す
る
期
間
の
経
過
後
に
お
い
て
審
査
請
求
を
す
る
場
合

こ
れ
ら
の
各
項
の
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
正
当
な
理
由
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３

（
略
）

３

（
略
）

〔
削
除
〕

４

審
査
請
求
書
は
、
正
副
二
通
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

〔
削
除
〕

５

前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
行
政
手
続
等
に
お
け
る
情
報
通

信
の
技
術
の
利
用
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
四
年
法
律
第
百
五
十

一
号
。
第
九
十
三
条
第
四
項
に
お
い
て
「
情
報
通
信
技
術
利
用
法

」
と
い
う
。
）
第
三
条
第
一
項
（
電
子
情
報
処
理
組
織
に
よ
る
申

請
等
）
の
規
定
に
よ
り
同
項
に
規
定
す
る
電
子
情
報
処
理
組
織
を

使
用
し
て
審
査
請
求
が
さ
れ
た
場
合
に
は
、
審
査
請
求
書
の
正
副

二
通
が
提
出
さ
れ
た
も
の
と
み
な
す
。

〔
削
除
〕

６

前
項
の
審
査
請
求
に
係
る
電
磁
的
記
録
（
電
子
的
方
式
、
磁
気

的
方
式
そ
の
他
の
人
の
知
覚
に
よ
つ
て
は
認
識
す
る
こ
と
が
で
き

な
い
方
式
で
作
ら
れ
る
記
録
で
あ
つ
て
、
電
子
計
算
機
に
よ
る
情

報
処
理
の
用
に
供
さ
れ
る
も
の
を
い
う
。
第
九
十
三
条
第
五
項
に

お
い
て
同
じ
。
）
に
つ
い
て
は
、
審
査
請
求
書
の
正
本
又
は
副
本

と
み
な
し
て
、
第
八
十
八
条
第
二
項
（
処
分
庁
経
由
に
よ
る
審
査

請
求
）
及
び
第
九
十
三
条
第
一
項
（
答
弁
書
の
提
出
等
）
の
規
定

を
適
用
す
る
。

（
処
分
庁
を
経
由
す
る
審
査
請
求
）

（
処
分
庁
経
由
に
よ
る
審
査
請
求
）

第
八
十
八
条

審
査
請
求
は
、
審
査
請
求
に
係
る
処
分
（
当
該
処
分

第
八
十
八
条

審
査
請
求
は
、
審
査
請
求
に
係
る
処
分
（
当
該
処
分

に
係
る
再
調
査
の
請
求
に
つ
い
て
の
決
定
を
含
む
。
）
を
し
た
行

に
係
る
異
議
申
立
て
に
つ
い
て
の
決
定
を
含
む
。
）
を
し
た
行
政

政
機
関
の
長
を
経
由
し
て
す
る
こ
と
も
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お

機
関
の
長
を
経
由
し
て
す
る
こ
と
も
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い

い
て
、
審
査
請
求
人
は
、
当
該
行
政
機
関
の
長
に
審
査
請
求
書
を

て
は
、
当
該
行
政
機
関
の
長
に
審
査
請
求
書
を
提
出
し
て
す
る
も

提
出
し
て
す
る
も
の
と
す
る
。

の
と
す
る
。

２

前
項
の
場
合
に
は
、
同
項
の
行
政
機
関
の
長
は
、
直
ち
に
、
審

２

前
項
の
場
合
に
は
、
同
項
の
行
政
機
関
の
長
は
、
直
ち
に
、
審

査
請
求
書
を
国
税
不
服
審
判
所
長
に
送
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

査
請
求
書
の
正
本
を
国
税
不
服
審
判
所
長
に
送
付
し
な
け
れ
ば
な

。

ら
な
い
。

３

（
略
）

３

（
略
）

（
合
意
に
よ
る
み
な
す
審
査
請
求
）

（
合
意
に
よ
る
み
な
す
審
査
請
求
）

第
八
十
九
条

税
務
署
長
、
国
税
局
長
又
は
税
関
長
に
対
し
て
再
調

第
八
十
九
条

税
務
署
長
、
国
税
局
長
又
は
税
関
長
に
対
し
て
異
議

査
の
請
求
が
さ
れ
た
場
合
に
お
い
て
、
当
該
税
務
署
長
、
国
税
局

申
立
て
が
さ
れ
た
場
合
に
お
い
て
、
当
該
税
務
署
長
、
国
税
局
長

長
又
は
税
関
長
が
そ
の
再
調
査
の
請
求
を
審
査
請
求
と
し
て
取
り

又
は
税
関
長
が
そ
の
異
議
申
立
て
を
審
査
請
求
と
し
て
取
り
扱
う
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扱
う
こ
と
を
適
当
と
認
め
て
そ
の
旨
を
再
調
査
の
請
求
人
に
通
知

こ
と
を
適
当
と
認
め
て
そ
の
旨
を
異
議
申
立
人
に
通
知
し
、
か
つ

し
、
か
つ
、
当
該
再
調
査
の
請
求
人
が
こ
れ
に
同
意
し
た
と
き
は

、
当
該
異
議
申
立
人
が
こ
れ
に
同
意
し
た
と
き
は
、
そ
の
同
意
が

、
そ
の
同
意
が
あ
つ
た
日
に
、
国
税
不
服
審
判
所
長
に
対
し
、
審

あ
つ
た
日
に
、
国
税
不
服
審
判
所
長
に
対
し
、
審
査
請
求
が
さ
れ

査
請
求
が
さ
れ
た
も
の
と
み
な
す
。

た
も
の
と
み
な
す
。

２

前
項
の
通
知
に
係
る
書
面
に
は
、
再
調
査
の
請
求
に
係
る
処
分

２

前
項
の
通
知
に
係
る
書
面
に
は
、
異
議
申
立
て
に
係
る
処
分
の

の
理
由
が
当
該
処
分
に
係
る
通
知
書
そ
の
他
の
書
面
に
よ
り
処
分

理
由
が
当
該
処
分
に
係
る
通
知
書
そ
の
他
の
書
面
に
よ
り
処
分
の

の
相
手
方
に
通
知
さ
れ
て
い
る
場
合
を
除
き
、
そ
の
処
分
の
理
由

相
手
方
に
通
知
さ
れ
て
い
る
場
合
を
除
き
、
そ
の
処
分
の
理
由
を

を
付
記
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

附
記
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

第
一
項
の
規
定
に
該
当
す
る
と
き
は
、
同
項
の
再
調
査
の
請
求

３

第
一
項
の
規
定
に
該
当
す
る
と
き
は
、
同
項
に
規
定
す
る
異
議

が
さ
れ
て
い
る
税
務
署
長
、
国
税
局
長
又
は
税
関
長
は
、
そ
の
再

申
立
て
が
さ
れ
て
い
る
税
務
署
長
、
国
税
局
長
又
は
税
関
長
は
、

調
査
の
請
求
書
等
を
国
税
不
服
審
判
所
長
に
送
付
し
、
か
つ
、
そ

そ
の
異
議
申
立
書
等
を
国
税
不
服
審
判
所
長
に
送
付
し
、
か
つ
、

の
旨
を
再
調
査
の
請
求
人
及
び
参
加
人
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら

そ
の
旨
を
異
議
申
立
人
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場

な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
は
、
そ
の
送
付
さ
れ
た
再
調
査
の
請

合
に
お
い
て
は
、
そ
の
送
付
さ
れ
た
異
議
申
立
書
は
、
審
査
請
求

求
書
は
、
審
査
請
求
書
と
み
な
す
。

書
と
み
な
す
。

（
他
の
審
査
請
求
に
伴
う
み
な
す
審
査
請
求
）

（
他
の
審
査
請
求
に
伴
う
み
な
す
審
査
請
求
）

第
九
十
条

更
正
決
定
等
（
源
泉
徴
収
に
よ
る
国
税
に
係
る
納
税
の

第
九
十
条

更
正
決
定
等
（
源
泉
徴
収
に
よ
る
国
税
に
係
る
納
税
の

告
知
を
含
む
。
以
下
こ
の
条
、
第
百
四
条
（
併
合
審
理
等
）
及
び

告
知
を
含
む
。
以
下
こ
の
条
、
第
百
四
条
（
併
合
審
理
等
）
及
び

第
百
十
五
条
第
一
項
第
二
号
（
不
服
申
立
て
の
前
置
等
）
に
お
い

第
百
十
五
条
第
一
項
第
二
号
（
不
服
申
立
て
の
前
置
等
）
に
お
い

て
同
じ
。
）
に
つ
い
て
審
査
請
求
が
さ
れ
て
い
る
場
合
に
お
い
て

て
同
じ
。
）
に
つ
い
て
審
査
請
求
が
さ
れ
て
い
る
場
合
に
お
い
て

、
当
該
更
正
決
定
等
に
係
る
国
税
の
課
税
標
準
等
又
は
税
額
等
（

、
当
該
更
正
決
定
等
に
係
る
国
税
の
課
税
標
準
等
又
は
税
額
等
（

そ
の
国
税
に
係
る
附
帯
税
の
額
を
含
む
。
以
下
こ
の
条
、
第
百
四

そ
の
国
税
に
係
る
附
帯
税
の
額
を
含
む
。
以
下
こ
の
条
、
第
百
四

条
及
び
第
百
十
五
条
第
一
項
第
二
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
つ
い

条
及
び
第
百
十
五
条
第
一
項
第
二
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
つ
い

て
さ
れ
た
他
の
更
正
決
定
等
に
つ
い
て
税
務
署
長
、
国
税
局
長
又

て
さ
れ
た
他
の
更
正
決
定
等
に
つ
い
て
税
務
署
長
、
国
税
局
長
又

は
税
関
長
に
対
し
再
調
査
の
請
求
が
さ
れ
た
と
き
は
、
当
該
再
調

は
税
関
長
に
対
し
異
議
申
立
て
が
さ
れ
た
と
き
は
、
当
該
異
議
申

査
の
請
求
が
さ
れ
た
税
務
署
長
、
国
税
局
長
又
は
税
関
長
は
、
そ

立
て
が
さ
れ
た
税
務
署
長
、
国
税
局
長
又
は
税
関
長
は
、
そ
の
異

の
再
調
査
の
請
求
書
等
を
国
税
不
服
審
判
所
長
に
送
付
し
、
か
つ

議
申
立
書
等
を
国
税
不
服
審
判
所
長
に
送
付
し
、
か
つ
、
そ
の
旨

、
そ
の
旨
を
再
調
査
の
請
求
人
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

を
異
議
申
立
人
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

更
正
決
定
等
に
つ
い
て
税
務
署
長
、
国
税
局
長
又
は
税
関
長
に

２

更
正
決
定
等
に
つ
い
て
税
務
署
長
、
国
税
局
長
又
は
税
関
長
に

対
し
再
調
査
の
請
求
が
さ
れ
て
い
る
場
合
に
お
い
て
、
当
該
更
正

対
し
異
議
申
立
て
が
さ
れ
て
い
る
場
合
に
お
い
て
、
当
該
更
正
決

決
定
等
に
係
る
国
税
の
課
税
標
準
等
又
は
税
額
等
に
つ
い
て
さ
れ

定
等
に
係
る
国
税
の
課
税
標
準
等
又
は
税
額
等
に
つ
い
て
さ
れ
た

た
他
の
更
正
決
定
等
に
つ
い
て
審
査
請
求
が
さ
れ
た
と
き
は
、
当

他
の
更
正
決
定
等
に
つ
い
て
審
査
請
求
が
さ
れ
た
と
き
は
、
当
該
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該
再
調
査
の
請
求
が
さ
れ
て
い
る
税
務
署
長
、
国
税
局
長
又
は
税

異
議
申
立
て
が
さ
れ
て
い
る
税
務
署
長
、
国
税
局
長
又
は
税
関
長

関
長
は
、
そ
の
再
調
査
の
請
求
書
等
を
国
税
不
服
審
判
所
長
に
送

は
、
そ
の
異
議
申
立
書
等
を
国
税
不
服
審
判
所
長
に
送
付
し
、
か

付
し
、
か
つ
、
そ
の
旨
を
再
調
査
の
請
求
人
及
び
参
加
人
に
通
知

つ
、
そ
の
旨
を
異
議
申
立
人
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

前
二
項
の
規
定
に
よ
り
再
調
査
の
請
求
書
等
が
国
税
不
服
審
判

３

前
二
項
の
規
定
に
よ
り
異
議
申
立
書
等
が
国
税
不
服
審
判
所
長

所
長
に
送
付
さ
れ
た
場
合
に
は
、
そ
の
送
付
が
さ
れ
た
日
に
、
国

に
送
付
さ
れ
た
場
合
に
は
、
そ
の
送
付
が
さ
れ
た
日
に
、
国
税
不

税
不
服
審
判
所
長
に
対
し
、
当
該
再
調
査
の
請
求
に
係
る
処
分
に

服
審
判
所
長
に
対
し
、
当
該
異
議
申
立
て
に
係
る
処
分
に
つ
い
て

つ
い
て
の
審
査
請
求
が
さ
れ
た
も
の
と
み
な
す
。

の
審
査
請
求
が
さ
れ
た
も
の
と
み
な
す
。

４

（
略
）

４

（
略
）

（
審
査
請
求
書
の
補
正
）

（
補
正
）

第
九
十
一
条

国
税
不
服
審
判
所
長
は
、
審
査
請
求
書
が
第
八
十
七

第
九
十
一
条

国
税
不
服
審
判
所
長
は
、
審
査
請
求
が
国
税
に
関
す

条
（
審
査
請
求
書
の
記
載
事
項
等
）
又
は
第
百
二
十
四
条
（
書
類

る
法
律
の
規
定
に
従
つ
て
い
な
い
も
の
で
補
正
す
る
こ
と
が
で
き

提
出
者
の
氏
名
、
住
所
及
び
番
号
の
記
載
等
）
の
規
定
に
違
反
す

る
も
の
で
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
相
当
の
期
間
を
定
め
て
、
そ

る
場
合
に
は
、
相
当
の
期
間
を
定
め
、
そ
の
期
間
内
に
不
備
を
補

の
補
正
を
求
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
不

正
す
べ
き
こ
と
を
求
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い

備
が
軽
微
な
も
の
で
あ
る
と
き
は
、
国
税
不
服
審
判
所
長
は
、
職

て
、
不
備
が
軽
微
な
も
の
で
あ
る
と
き
は
、
国
税
不
服
審
判
所
長

権
で
補
正
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

は
、
職
権
で
補
正
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

（
略
）

２

（
略
）

（
審
理
手
続
を
経
な
い
で
す
る
却
下
裁
決
）

（
却
下
）

第
九
十
二
条

前
条
第
一
項
の
場
合
に
お
い
て
、
審
査
請
求
人
が
同

第
九
十
二
条

審
査
請
求
が
法
定
の
期
間
経
過
後
に
さ
れ
た
も
の
で

項
の
期
間
内
に
不
備
を
補
正
し
な
い
と
き
は
、
国
税
不
服
審
判
所

あ
る
と
き
、
そ
の
他
不
適
法
で
あ
る
と
き
は
、
国
税
不
服
審
判
所

長
は
、
次
条
か
ら
第
九
十
七
条
の
四
ま
で
（
担
当
審
判
官
等
の
審

長
は
、
裁
決
で
、
当
該
審
査
請
求
を
却
下
す
る
。

理
手
続
）
に
定
め
る
審
理
手
続
を
経
な
い
で
、
第
九
十
八
条
第
一

項
（
裁
決
）
の
規
定
に
基
づ
き
、
裁
決
で
、
当
該
審
査
請
求
を
却

下
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

審
査
請
求
が
不
適
法
で
あ
つ
て
補
正
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ

と
が
明
ら
か
な
と
き
も
、
前
項
と
同
様
と
す
る
。

（
審
理
手
続
の
計
画
的
進
行
）

第
九
十
二
条
の
二

審
査
請
求
人
、
参
加
人
及
び
次
条
第
一
項
に
規

〔
新
設
〕

定
す
る
原
処
分
庁
（
以
下
「
審
理
関
係
人
」
と
い
う
。
）
並
び
に

担
当
審
判
官
は
、
簡
易
迅
速
か
つ
公
正
な
審
理
の
実
現
の
た
め
、
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審
理
に
お
い
て
、
相
互
に
協
力
す
る
と
と
も
に
、
審
理
手
続
の
計

画
的
な
進
行
を
図
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
答
弁
書
の
提
出
等
）

（
答
弁
書
の
提
出
等
）

第
九
十
三
条

国
税
不
服
審
判
所
長
は
、
審
査
請
求
書
を
受
理
し
た

第
九
十
三
条

国
税
不
服
審
判
所
長
は
、
審
査
請
求
書
を
受
理
し
た

と
き
は
、
そ
の
審
査
請
求
を
第
九
十
二
条
（
審
理
手
続
を
経
な
い

と
き
は
、
そ
の
審
査
請
求
が
前
条
の
規
定
に
よ
り
却
下
す
べ
き
も

で
す
る
却
下
裁
決
）
の
規
定
に
よ
り
却
下
す
る
場
合
を
除
き
、
相

の
で
あ
る
と
き
を
除
き
、
相
当
の
期
間
を
定
め
て
、
審
査
請
求
の

当
の
期
間
を
定
め
て
、
審
査
請
求
の
目
的
と
な
つ
た
処
分
に
係
る

目
的
と
な
つ
た
処
分
に
係
る
行
政
機
関
の
長
（
第
七
十
五
条
第
二

行
政
機
関
の
長
（
第
七
十
五
条
第
二
項
（
第
一
号
に
係
る
部
分
に

項
第
一
号
（
国
税
局
の
職
員
の
調
査
に
係
る
処
分
に
つ
い
て
の
異

限
る
。
）
（
国
税
局
の
職
員
の
調
査
に
係
る
処
分
に
つ
い
て
の
再

議
申
立
て
）
に
規
定
す
る
処
分
に
あ
つ
て
は
、
当
該
国
税
局
長
。

調
査
の
請
求
）
に
規
定
す
る
処
分
に
あ
つ
て
は
、
当
該
国
税
局
長

以
下
「
原
処
分
庁
」
と
い
う
。
）
か
ら
、
答
弁
書
を
提
出
さ
せ
る

。
以
下
「
原
処
分
庁
」
と
い
う
。
）
か
ら
、
答
弁
書
を
提
出
さ
せ

も
の
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
国
税
不
服
審
判
所
長
は
、

る
も
の
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
国
税
不
服
審
判
所
長
は

そ
の
受
理
し
た
審
査
請
求
書
の
副
本
を
原
処
分
庁
に
送
付
す
る
も

、
そ
の
受
理
し
た
審
査
請
求
書
を
原
処
分
庁
に
送
付
す
る
も
の
と

の
と
す
る
。

す
る
。

２

前
項
の
答
弁
書
に
は
、
審
査
請
求
の
趣
旨
及
び
理
由
に
対
応
し

２

答
弁
書
に
は
、
審
査
請
求
の
趣
旨
及
び
理
由
に
対
応
し
て
、
原

て
、
原
処
分
庁
の
主
張
を
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

処
分
庁
の
主
張
を
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

〔
削
除
〕

３

答
弁
書
は
、
正
副
二
通
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

〔
削
除
〕

４

前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
情
報
通
信
技
術
利
用
法
第
三
条

第
一
項
（
電
子
情
報
処
理
組
織
に
よ
る
申
請
等
）
の
規
定
に
よ
り

同
項
に
規
定
す
る
電
子
情
報
処
理
組
織
を
使
用
し
て
答
弁
書
が
提

出
さ
れ
た
場
合
に
は
、
答
弁
書
の
正
副
二
通
が
提
出
さ
れ
た
も
の

と
み
な
す
。

〔
削
除
〕

５

前
項
の
答
弁
書
に
係
る
電
磁
的
記
録
に
つ
い
て
は
、
答
弁
書
の

副
本
と
み
な
し
て
、
次
項
の
規
定
を
適
用
す
る
。

３

国
税
不
服
審
判
所
長
は
、
原
処
分
庁
か
ら
答
弁
書
が
提
出
さ
れ

６

原
処
分
庁
か
ら
答
弁
書
が
提
出
さ
れ
た
と
き
は
、
国
税
不
服
審

た
と
き
は
、
こ
れ
を
審
査
請
求
人
及
び
参
加
人
に
送
付
し
な
け
れ

判
所
長
は
、
そ
の
副
本
を
審
査
請
求
人
に
送
付
し
な
け
れ
ば
な
ら

ば
な
ら
な
い
。

な
い
。

（
担
当
審
判
官
等
の
指
定
）

（
担
当
審
判
官
等
の
指
定
）

第
九
十
四
条

国
税
不
服
審
判
所
長
は
、
審
査
請
求
に
係
る
事
件
の

第
九
十
四
条

国
税
不
服
審
判
所
長
は
、
答
弁
書
が
提
出
さ
れ
た
と

調
査
及
び
審
理
を
行
わ
せ
る
た
め
、
担
当
審
判
官
一
名
及
び
参
加

き
は
、
審
査
請
求
に
係
る
事
件
の
調
査
及
び
審
理
を
行
な
わ
せ
る

審
判
官
二
名
以
上
を
指
定
す
る
。

た
め
、
担
当
審
判
官
一
名
及
び
参
加
審
判
官
二
名
以
上
を
指
定
す
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る
。

２

国
税
不
服
審
判
所
長
が
前
項
の
規
定
に
よ
り
指
定
す
る
者
は
、

〔
新
設
〕

次
に
掲
げ
る
者
以
外
の
者
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

審
査
請
求
に
係
る
処
分
又
は
当
該
処
分
に
係
る
再
調
査
の
請

求
に
つ
い
て
の
決
定
に
関
与
し
た
者

二

審
査
請
求
人

三

審
査
請
求
人
の
配
偶
者
、
四
親
等
内
の
親
族
又
は
同
居
の
親

族
四

審
査
請
求
人
の
代
理
人

五

前
二
号
に
掲
げ
る
者
で
あ
つ
た
者

六

審
査
請
求
人
の
後
見
人
、
後
見
監
督
人
、
保
佐
人
、
保
佐
監

督
人
、
補
助
人
又
は
補
助
監
督
人

七

第
百
九
条
第
一
項
（
参
加
人
）
に
規
定
す
る
利
害
関
係
人

（
反
論
書
等
の
提
出
）

（
証
拠
書
類
等
の
提
出
）

第
九
十
五
条

審
査
請
求
人
は
、
第
九
十
三
条
第
三
項
（
答
弁
書
の

第
九
十
五
条

審
査
請
求
人
は
、
第
九
十
三
条
第
六
項
（
答
弁
書
の

送
付
）
の
規
定
に
よ
り
送
付
さ
れ
た
答
弁
書
に
記
載
さ
れ
た
事
項

送
付
）
の
規
定
に
よ
り
送
付
さ
れ
た
答
弁
書
に
対
す
る
反
論
書
又

に
対
す
る
反
論
を
記
載
し
た
書
面
（
以
下
こ
の
条
及
び
第
九
十
七

は
証
拠
書
類
若
し
く
は
証
拠
物
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ

条
の
四
第
二
項
第
一
号
ロ
（
審
理
手
続
の
終
結
）
に
お
い
て
「
反

の
場
合
に
お
い
て
、
担
当
審
判
官
が
そ
の
提
出
を
す
べ
き
相
当
の

論
書
」
と
い
う
。
）
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に

期
間
を
定
め
た
と
き
は
、
そ
の
期
間
内
に
こ
れ
を
提
出
し
な
け
れ

お
い
て
、
担
当
審
判
官
が
、
反
論
書
を
提
出
す
べ
き
相
当
の
期
間

ば
な
ら
な
い
。

を
定
め
た
と
き
は
、
そ
の
期
間
内
に
こ
れ
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

２

参
加
人
は
、
審
査
請
求
に
係
る
事
件
に
関
す
る
意
見
を
記
載
し

〔
新
設
〕

た
書
面
（
以
下
こ
の
条
及
び
第
九
十
七
条
の
四
第
二
項
第
一
号
ハ

に
お
い
て
「
参
加
人
意
見
書
」
と
い
う
。
）
を
提
出
す
る
こ
と
が

で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
担
当
審
判
官
が
、
参
加
人
意
見

書
を
提
出
す
べ
き
相
当
の
期
間
を
定
め
た
と
き
は
、
そ
の
期
間
内

に
こ
れ
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

担
当
審
判
官
は
、
審
査
請
求
人
か
ら
反
論
書
の
提
出
が
あ
つ
た

〔
新
設
〕

と
き
は
こ
れ
を
参
加
人
及
び
原
処
分
庁
に
、
参
加
人
か
ら
参
加
人

意
見
書
の
提
出
が
あ
つ
た
と
き
は
こ
れ
を
審
査
請
求
人
及
び
原
処
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分
庁
に
、
そ
れ
ぞ
れ
送
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
口
頭
意
見
陳
述
）

第
九
十
五
条
の
二

審
査
請
求
人
又
は
参
加
人
の
申
立
て
が
あ
つ
た

〔
新
設
〕

場
合
に
は
、
担
当
審
判
官
は
、
当
該
申
立
て
を
し
た
者
に
口
頭
で

審
査
請
求
に
係
る
事
件
に
関
す
る
意
見
を
述
べ
る
機
会
を
与
え
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

前
項
の
規
定
に
よ
る
意
見
の
陳
述
（
次
項
及
び
第
九
十
七
条
の

四
第
二
項
第
二
号
（
審
理
手
続
の
終
結
）
に
お
い
て
「
口
頭
意
見

陳
述
」
と
い
う
。
）
に
際
し
、
前
項
の
申
立
て
を
し
た
者
は
、
担

当
審
判
官
の
許
可
を
得
て
、
審
査
請
求
に
係
る
事
件
に
関
し
、
原

処
分
庁
に
対
し
て
、
質
問
を
発
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

３

第
八
十
四
条
第
一
項
た
だ
し
書
、
第
二
項
、
第
三
項
及
び
第
五

項
（
決
定
の
手
続
等
）
の
規
定
は
、
第
一
項
の
口
頭
意
見
陳
述
に

つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
条
第
二
項
中
「
再

調
査
審
理
庁
」
と
あ
る
の
は
「
担
当
審
判
官
」
と
、
「
再
調
査
の

請
求
人
及
び
参
加
人
」
と
あ
る
の
は
「
全
て
の
審
理
関
係
人
」
と

、
同
条
第
三
項
中
「
再
調
査
審
理
庁
」
と
あ
る
の
は
「
担
当
審
判

官
」
と
、
同
条
第
五
項
中
「
再
調
査
審
理
庁
又
は
前
項
の
職
員
」

と
あ
る
の
は
「
担
当
審
判
官
」
と
、
そ
れ
ぞ
れ
読
み
替
え
る
も
の

と
す
る
。

４

参
加
審
判
官
は
、
担
当
審
判
官
の
命
を
受
け
、
第
二
項
の
許
可

及
び
前
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
第
八
十
四
条
第
五
項

の
行
為
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
証
拠
書
類
等
の
提
出
）

（
原
処
分
庁
か
ら
の
物
件
の
提
出
及
び
閲
覧
）

第
九
十
六
条

審
査
請
求
人
又
は
参
加
人
は
、
証
拠
書
類
又
は
証
拠

第
九
十
六
条

原
処
分
庁
は
、
処
分
の
理
由
と
な
つ
た
事
実
を
証
す

物
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

る
書
類
そ
の
他
の
物
件
を
担
当
審
判
官
に
提
出
す
る
こ
と
が
で
き

２

原
処
分
庁
は
、
当
該
処
分
の
理
由
と
な
る
事
実
を
証
す
る
書
類

る
。

そ
の
他
の
物
件
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

審
査
請
求
人
は
、
担
当
審
判
官
に
対
し
、
原
処
分
庁
か
ら
提
出

３

前
二
項
の
場
合
に
お
い
て
、
担
当
審
判
官
が
、
証
拠
書
類
若
し

さ
れ
た
書
類
そ
の
他
の
物
件
の
閲
覧
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

く
は
証
拠
物
又
は
書
類
そ
の
他
の
物
件
を
提
出
す
べ
き
相
当
の
期

こ
の
場
合
に
お
い
て
、
担
当
審
判
官
は
、
第
三
者
の
利
益
を
害
す

間
を
定
め
た
と
き
は
、
そ
の
期
間
内
に
こ
れ
を
提
出
し
な
け
れ
ば

る
お
そ
れ
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
、
そ
の
他
正
当
な
理
由
が
あ
る
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な
ら
な
い
。

と
き
で
な
け
れ
ば
、
そ
の
閲
覧
を
拒
む
こ
と
が
で
き
な
い
。

３

担
当
審
判
官
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
閲
覧
に
つ
い
て
、
日
時

及
び
場
所
を
指
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
審
理
の
た
め
の
質
問
、
検
査
等
）

（
審
理
の
た
め
の
質
問
、
検
査
等
）

第
九
十
七
条

担
当
審
判
官
は
、
審
理
を
行
う
た
め
必
要
が
あ
る
と

第
九
十
七
条

担
当
審
判
官
は
、
審
理
を
行
う
た
め
必
要
が
あ
る
と

き
は
、
審
理
関
係
人
の
申
立
て
に
よ
り
、
又
は
職
権
で
、
次
に
掲

き
は
、
審
査
請
求
人
の
申
立
て
に
よ
り
、
又
は
職
権
で
、
次
に
掲

げ
る
行
為
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

げ
る
行
為
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

一

審
査
請
求
人
若
し
く
は
原
処
分
庁
（
第
四
項
に
お
い
て
「
審

一

審
査
請
求
人
若
し
く
は
原
処
分
庁
（
以
下
「
審
査
請
求
人
等

査
請
求
人
等
」
と
い
う
。
）
又
は
関
係
人
そ
の
他
の
参
考
人
に

」
と
い
う
。
）
又
は
関
係
人
そ
の
他
の
参
考
人
に
質
問
す
る
こ

質
問
す
る
こ
と
。

と
。

二

前
号
に
規
定
す
る
者
の
帳
簿
書
類
そ
の
他
の
物
件
に
つ
き
、

二

前
号
に
規
定
す
る
者
の
帳
簿
書
類
そ
の
他
の
物
件
に
つ
き
、

そ
の
所
有
者
、
所
持
者
若
し
く
は
保
管
者
に
対
し
、
相
当
の
期

そ
の
所
有
者
、
所
持
者
若
し
く
は
保
管
者
に
対
し
、
当
該
物
件

間
を
定
め
て
、
当
該
物
件
の
提
出
を
求
め
、
又
は
こ
れ
ら
の
者

の
提
出
を
求
め
、
又
は
こ
れ
ら
の
者
が
提
出
し
た
物
件
を
留
め

が
提
出
し
た
物
件
を
留
め
置
く
こ
と
。

置
く
こ
と
。

三
・
四

（
略
）

三
・
四

（
略
）

２
～
５

（
略
）

２
～
５

（
略
）

（
審
理
手
続
の
計
画
的
遂
行
）

第
九
十
七
条
の
二

担
当
審
判
官
は
、
審
査
請
求
に
係
る
事
件
に
つ

〔
新
設
〕

い
て
、
審
理
す
べ
き
事
項
が
多
数
で
あ
り
又
は
錯
綜
し
て
い
る
な

そ
う

ど
事
件
が
複
雑
で
あ
る
こ
と
そ
の
他
の
事
情
に
よ
り
、
迅
速
か
つ

公
正
な
審
理
を
行
う
た
め
、
第
九
十
五
条
の
二
か
ら
前
条
第
一
項

ま
で
（
口
頭
意
見
陳
述
等
）
に
定
め
る
審
理
手
続
を
計
画
的
に
遂

行
す
る
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
場
合
に
は
、
期
日
及
び
場
所
を
指

定
し
て
、
審
理
関
係
人
を
招
集
し
、
あ
ら
か
じ
め
、
こ
れ
ら
の
審

理
手
続
の
申
立
て
に
関
す
る
意
見
の
聴
取
を
行
う
こ
と
が
で
き
る

。
２

担
当
審
判
官
は
、
審
理
関
係
人
が
遠
隔
の
地
に
居
住
し
て
い
る

場
合
そ
の
他
相
当
と
認
め
る
場
合
に
は
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ

に
よ
り
、
担
当
審
判
官
及
び
審
理
関
係
人
が
音
声
の
送
受
信
に
よ

り
通
話
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
方
法
に
よ
つ
て
、
前
項
に
規
定
す

る
意
見
の
聴
取
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。
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３

担
当
審
判
官
は
、
前
二
項
の
規
定
に
よ
る
意
見
の
聴
取
を
行
つ

た
と
き
は
、
遅
滞
な
く
、
第
九
十
五
条
の
二
か
ら
前
条
第
一
項
ま

で
に
定
め
る
審
理
手
続
の
期
日
及
び
場
所
並
び
に
第
九
十
七
条
の

四
第
一
項
（
審
理
手
続
の
終
結
）
の
規
定
に
よ
る
審
理
手
続
の
終

結
の
予
定
時
期
を
決
定
し
、
こ
れ
ら
を
審
理
関
係
人
に
通
知
す
る

も
の
と
す
る
。
当
該
予
定
時
期
を
変
更
し
た
と
き
も
、
同
様
と
す

る
。

（
審
理
関
係
人
に
よ
る
物
件
の
閲
覧
等
）

第
九
十
七
条
の
三

審
理
関
係
人
は
、
次
条
第
一
項
又
は
第
二
項
の

〔
新
設
〕

規
定
に
よ
り
審
理
手
続
が
終
結
す
る
ま
で
の
間
、
担
当
審
判
官
に

対
し
、
第
九
十
六
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
（
証
拠
書
類
等
の

提
出
）
又
は
第
九
十
七
条
第
一
項
第
二
号
（
審
理
の
た
め
の
質
問

、
検
査
等
）
の
規
定
に
よ
り
提
出
さ
れ
た
書
類
そ
の
他
の
物
件
の

閲
覧
（
電
磁
的
記
録
に
あ
つ
て
は
、
記
録
さ
れ
た
事
項
を
財
務
省

令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
表
示
し
た
も
の
の
閲
覧
）
又
は
当
該

書
類
の
写
し
若
し
く
は
当
該
電
磁
的
記
録
に
記
録
さ
れ
た
事
項
を

記
載
し
た
書
面
の
交
付
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に

お
い
て
、
担
当
審
判
官
は
、
第
三
者
の
利
益
を
害
す
る
お
そ
れ
が

あ
る
と
認
め
る
と
き
、
そ
の
他
正
当
な
理
由
が
あ
る
と
き
で
な
け

れ
ば
、
そ
の
閲
覧
又
は
交
付
を
拒
む
こ
と
が
で
き
な
い
。

２

担
当
審
判
官
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
閲
覧
を
さ
せ
、
又
は
同

項
の
規
定
に
よ
る
交
付
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
当
該
閲
覧
又

は
交
付
に
係
る
書
類
そ
の
他
の
物
件
の
提
出
人
の
意
見
を
聴
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
担
当
審
判
官
が
、
そ
の
必
要
が
な

い
と
認
め
る
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

３

担
当
審
判
官
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
閲
覧
に
つ
い
て
、
日

時
及
び
場
所
を
指
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

４

第
一
項
の
規
定
に
よ
る
交
付
を
受
け
る
審
査
請
求
人
又
は
参
加

人
は
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
実
費
の
範
囲
内
に
お
い

て
政
令
で
定
め
る
額
の
手
数
料
を
納
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

５

担
当
審
判
官
は
、
経
済
的
困
難
そ
の
他
特
別
の
理
由
が
あ
る
と
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認
め
る
と
き
は
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
前
項
の
手
数

料
を
減
額
し
、
又
は
免
除
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
審
理
手
続
の
終
結
）

第
九
十
七
条
の
四

担
当
審
判
官
は
、
必
要
な
審
理
を
終
え
た
と
認

〔
新
設
〕

め
る
と
き
は
、
審
理
手
続
を
終
結
す
る
も
の
と
す
る
。

２

前
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
担
当
審
判
官
は
、
次
の
各
号
の

い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
き
は
、
審
理
手
続
を
終
結
す
る
こ
と
が

で
き
る
。

一

次
の
イ
か
ら
ホ
ま
で
に
掲
げ
る
規
定
の
相
当
の
期
間
内
に
、

当
該
イ
か
ら
ホ
ま
で
に
定
め
る
物
件
が
提
出
さ
れ
な
い
場
合
に

お
い
て
、
更
に
一
定
の
期
間
を
示
し
て
、
当
該
物
件
の
提
出
を

求
め
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
当
該
提
出
期
間
内
に
当
該
物
件
が

提
出
さ
れ
な
か
つ
た
と
き
。

イ

第
九
十
三
条
第
一
項
前
段
（
答
弁
書
の
提
出
等
）

答
弁

書
ロ

第
九
十
五
条
第
一
項
後
段
（
反
論
書
等
の
提
出
）

反
論

書
ハ

第
九
十
五
条
第
二
項
後
段

参
加
人
意
見
書

ニ

第
九
十
六
条
第
三
項
（
証
拠
書
類
等
の
提
出
）

証
拠
書

類
若
し
く
は
証
拠
物
又
は
書
類
そ
の
他
の
物
件

ホ

第
九
十
七
条
第
一
項
第
二
号
（
審
理
の
た
め
の
質
問
、
検

査
等
）

帳
簿
書
類
そ
の
他
の
物
件

二

第
九
十
五
条
の
二
第
一
項
（
口
頭
意
見
陳
述
）
に
規
定
す
る

申
立
て
を
し
た
審
査
請
求
人
又
は
参
加
人
が
、
正
当
な
理
由
が

な
く
、
口
頭
意
見
陳
述
に
出
頭
し
な
い
と
き
。

３

担
当
審
判
官
が
前
二
項
の
規
定
に
よ
り
審
理
手
続
を
終
結
し
た

と
き
は
、
速
や
か
に
、
審
理
関
係
人
に
対
し
、
審
理
手
続
を
終
結

し
た
旨
を
通
知
す
る
も
の
と
す
る
。

（
裁
決
）

（
裁
決
）

第
九
十
八
条

審
査
請
求
が
法
定
の
期
間
経
過
後
に
さ
れ
た
も
の
で

第
九
十
八
条

〔
新
設
〕

あ
る
場
合
そ
の
他
不
適
法
で
あ
る
場
合
に
は
、
国
税
不
服
審
判
所
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長
は
、
裁
決
で
、
当
該
審
査
請
求
を
却
下
す
る
。

２

審
査
請
求
が
理
由
が
な
い
場
合
に
は
、
国
税
不
服
審
判
所
長
は

審
査
請
求
が
理
由
が
な
い
と
き
は
、
国
税
不
服
審
判
所
長
は
、

、
裁
決
で
、
当
該
審
査
請
求
を
棄
却
す
る
。

裁
決
で
、
当
該
審
査
請
求
を
棄
却
す
る
。

３

審
査
請
求
が
理
由
が
あ
る
場
合
に
は
、
国
税
不
服
審
判
所
長
は

２

審
査
請
求
が
理
由
が
あ
る
と
き
は
、
国
税
不
服
審
判
所
長
は
、

、
裁
決
で
、
当
該
審
査
請
求
に
係
る
処
分
の
全
部
若
し
く
は
一
部

裁
決
で
、
当
該
審
査
請
求
に
係
る
処
分
の
全
部
若
し
く
は
一
部
を

を
取
り
消
し
、
又
は
こ
れ
を
変
更
す
る
。
た
だ
し
、
審
査
請
求
人

取
り
消
し
、
又
は
こ
れ
を
変
更
す
る
。
た
だ
し
、
審
査
請
求
人
の

の
不
利
益
に
当
該
処
分
を
変
更
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

不
利
益
に
当
該
処
分
を
変
更
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

４

国
税
不
服
審
判
所
長
は
、
裁
決
を
す
る
場
合
（
第
九
十
二
条
（

３

国
税
不
服
審
判
所
長
は
、
前
二
項
の
裁
決
を
す
る
場
合
に
は
、

審
理
手
続
を
経
な
い
で
す
る
却
下
裁
決
）
の
規
定
に
よ
り
当
該
審

担
当
審
判
官
及
び
参
加
審
判
官
の
議
決
に
基
づ
い
て
こ
れ
を
し
な

査
請
求
を
却
下
す
る
場
合
を
除
く
。
）
に
は
、
担
当
審
判
官
及
び

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

参
加
審
判
官
の
議
決
に
基
づ
い
て
こ
れ
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

。（
裁
決
の
方
式
等
）

（
異
議
申
立
て
に
関
す
る
規
定
の
準
用
等
）

第
百
一
条

裁
決
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
、
国
税
不
服
審

第
百
一
条

第
八
十
四
条
第
一
項
か
ら
第
五
項
ま
で
（
決
定
の
手
続

判
所
長
が
記
名
押
印
し
た
裁
決
書
に
よ
り
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

等
）
の
規
定
は
、
審
査
請
求
の
審
理
及
び
裁
決
に
つ
い
て
準
用
す

。

る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
条
第
一
項
及
び
第
二
項
中
「
異
議

一

主
文

審
理
庁
」
と
あ
る
の
は
「
担
当
審
判
官
」
と
、
「
異
議
申
立
人
」

二

事
案
の
概
要

と
あ
る
の
は
「
審
査
請
求
人
」
と
、
同
条
第
三
項
及
び
第
四
項
中

三

審
理
関
係
人
の
主
張
の
要
旨

「
異
議
審
理
庁
」
と
あ
る
の
は
「
国
税
不
服
審
判
所
長
」
と
、
「

四

理
由

異
議
申
立
人
」
と
あ
る
の
は
「
審
査
請
求
人
」
と
、
「
前
条
第
三

２

第
八
十
四
条
第
八
項
（
決
定
の
手
続
等
）
の
規
定
は
、
前
項
の

項
の
規
定
に
よ
る
決
定
」
と
あ
る
の
は
「
第
九
十
八
条
第
二
項
（

裁
決
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

裁
決
）
の
規
定
に
よ
る
裁
決
」
と
、
「
異
議
決
定
書
」
と
あ
る
の

３

裁
決
は
、
審
査
請
求
人
（
当
該
審
査
請
求
が
処
分
の
相
手
方
以

は
「
裁
決
書
」
と
、
そ
れ
ぞ
れ
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

外
の
者
の
し
た
も
の
で
あ
る
場
合
に
お
け
る
第
九
十
八
条
第
三
項

２

国
税
不
服
審
判
所
長
は
、
前
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
八
十
四

（
裁
決
）
の
規
定
に
よ
る
裁
決
に
あ
つ
て
は
、
審
査
請
求
人
及
び

条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
裁
決
書
の
謄
本
を
審
査
請
求
人
に
送
達

処
分
の
相
手
方
）
に
裁
決
書
の
謄
本
が
送
達
さ
れ
た
時
に
、
そ
の

す
る
と
き
は
、
原
処
分
庁
（
第
七
十
五
条
第
二
項
第
一
号
（
国
税

効
力
を
生
ず
る
。

局
の
職
員
の
調
査
に
係
る
処
分
に
つ
い
て
の
異
議
申
立
て
）
に
規

４

国
税
不
服
審
判
所
長
は
、
裁
決
書
の
謄
本
を
参
加
人
及
び
原
処

定
す
る
処
分
に
係
る
審
査
請
求
に
あ
つ
て
は
、
当
該
処
分
に
係
る

分
庁
（
第
七
十
五
条
第
二
項
（
第
一
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）

税
務
署
長
を
含
む
。
）
に
も
こ
れ
を
送
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

（
国
税
に
関
す
る
処
分
に
つ
い
て
の
不
服
申
立
て
）
に
規
定
す
る

。

処
分
に
係
る
審
査
請
求
に
あ
つ
て
は
、
当
該
処
分
に
係
る
税
務
署
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長
を
含
む
。
）
に
送
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
裁
決
の
拘
束
力
）

（
裁
決
の
拘
束
力
）

第
百
二
条

（
略
）

第
百
二
条

（
略
）

２

申
請
若
し
く
は
請
求
に
基
づ
い
て
し
た
処
分
が
手
続
の
違
法
若

２

申
請
若
し
く
は
請
求
に
基
づ
い
て
し
た
処
分
が
手
続
の
違
法
若

し
く
は
不
当
を
理
由
と
し
て
裁
決
で
取
り
消
さ
れ
、
又
は
申
請
若

し
く
は
不
当
を
理
由
と
し
て
裁
決
で
取
り
消
さ
れ
、
又
は
申
請
若

し
く
は
請
求
を
却
下
し
若
し
く
は
棄
却
し
た
処
分
が
裁
決
で
取
り

し
く
は
請
求
を
却
下
し
若
し
く
は
棄
却
し
た
処
分
が
裁
決
で
取
り

消
さ
れ
た
場
合
に
は
、
当
該
処
分
に
係
る
行
政
機
関
の
長
は
、
裁

消
さ
れ
た
と
き
は
、
当
該
処
分
に
係
る
行
政
機
関
の
長
は
、
裁
決

決
の
趣
旨
に
従
い
、
改
め
て
申
請
又
は
請
求
に
対
す
る
処
分
を
し

の
趣
旨
に
従
い
、
あ
ら
た
め
て
申
請
又
は
請
求
に
対
す
る
処
分
を

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

国
税
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
い
て
公
示
さ
れ
た
処
分
が
裁
決
で

３

国
税
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
い
て
公
示
さ
れ
た
処
分
が
裁
決
で

取
り
消
さ
れ
、
又
は
変
更
さ
れ
た
場
合
に
は
、
当
該
処
分
に
係
る

取
り
消
さ
れ
、
又
は
変
更
さ
れ
た
と
き
は
、
当
該
処
分
に
係
る
行

行
政
機
関
の
長
は
、
当
該
処
分
が
取
り
消
さ
れ
、
又
は
変
更
さ
れ

政
機
関
の
長
は
、
当
該
処
分
が
取
り
消
さ
れ
、
又
は
変
更
さ
れ
た

た
旨
を
公
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

旨
を
公
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４

国
税
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
い
て
処
分
の
相
手
方
以
外
の
第
百

４

国
税
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
い
て
処
分
の
相
手
方
以
外
の
利
害

九
条
第
一
項
（
参
加
人
）
に
規
定
す
る
利
害
関
係
人
に
通
知
さ
れ

関
係
人
に
通
知
さ
れ
た
処
分
が
裁
決
で
取
り
消
さ
れ
、
又
は
変
更

た
処
分
が
裁
決
で
取
り
消
さ
れ
、
又
は
変
更
さ
れ
た
場
合
に
は
、

さ
れ
た
と
き
は
、
当
該
処
分
に
係
る
行
政
機
関
の
長
は
、
そ
の
通

当
該
処
分
に
係
る
行
政
機
関
の
長
は
、
そ
の
通
知
を
受
け
た
者
（

知
を
受
け
た
者
（
審
査
請
求
人
及
び
参
加
人
を
除
く
。
）
に
、
当

審
査
請
求
人
及
び
参
加
人
を
除
く
。
）
に
、
当
該
処
分
が
取
り
消

該
処
分
が
取
り
消
さ
れ
、
又
は
変
更
さ
れ
た
旨
を
通
知
し
な
け
れ

さ
れ
、
又
は
変
更
さ
れ
た
旨
を
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ば
な
ら
な
い
。

（
証
拠
書
類
等
の
返
還
）

（
証
拠
書
類
等
の
返
還
）

第
百
三
条

国
税
不
服
審
判
所
長
は
、
裁
決
を
し
た
と
き
は
、
速
や

第
百
三
条

国
税
不
服
審
判
所
長
は
、
裁
決
を
し
た
と
き
は
、
す
み

か
に
、
第
九
十
六
条
第
一
項
又
は
第
二
項
（
証
拠
書
類
等
の
提
出

や
か
に
、
第
九
十
五
条
（
証
拠
書
類
等
の
提
出
）
（
第
百
九
条
第

）
の
規
定
に
よ
り
提
出
さ
れ
た
証
拠
書
類
若
し
く
は
証
拠
物
又
は

五
項
（
参
加
人
に
つ
い
て
の
準
用
）
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を

書
類
そ
の
他
の
物
件
及
び
第
九
十
七
条
第
一
項
第
二
号
（
審
理
の

含
む
。
）
の
規
定
に
よ
り
提
出
さ
れ
た
証
拠
書
類
又
は
証
拠
物
及

た
め
の
質
問
、
検
査
等
）
の
規
定
に
よ
る
提
出
要
求
に
応
じ
て
提

び
第
九
十
七
条
第
一
項
第
二
号
（
審
理
の
た
め
の
質
問
、
検
査
等

出
さ
れ
た
帳
簿
書
類
そ
の
他
の
物
件
を
そ
の
提
出
人
に
返
還
し
な

）
の
規
定
に
よ
る
提
出
要
求
に
応
じ
て
提
出
さ
れ
た
帳
簿
書
類
そ

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

の
他
の
物
件
を
そ
の
提
出
人
に
返
還
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
併
合
審
理
等
）

（
併
合
審
理
等
）

第
百
四
条

再
調
査
審
理
庁
又
は
国
税
不
服
審
判
所
長
若
し
く
は
国

第
百
四
条

異
議
審
理
庁
又
は
国
税
不
服
審
判
所
長
（
以
下
「
国
税

税
庁
長
官
（
以
下
「
国
税
不
服
審
判
所
長
等
」
と
い
う
。
）
は
、

不
服
審
判
所
長
等
」
と
い
う
。
）
は
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と

必
要
が
あ
る
と
認
め
る
場
合
に
は
、
数
個
の
不
服
申
立
て
に
係
る

き
は
、
数
個
の
不
服
申
立
て
を
併
合
し
、
又
は
併
合
さ
れ
た
数
個
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審
理
手
続
を
併
合
し
、
又
は
併
合
さ
れ
た
数
個
の
不
服
申
立
て
に

の
不
服
申
立
て
を
分
離
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

係
る
審
理
手
続
を
分
離
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

更
正
決
定
等
に
つ
い
て
不
服
申
立
て
が
さ
れ
て
い
る
場
合
に
お

２

更
正
決
定
等
に
つ
い
て
不
服
申
立
て
が
さ
れ
て
い
る
場
合
に
お

い
て
、
当
該
更
正
決
定
等
に
係
る
国
税
の
課
税
標
準
等
又
は
税
額

い
て
、
当
該
更
正
決
定
等
に
係
る
国
税
の
課
税
標
準
等
又
は
税
額

等
に
つ
い
て
さ
れ
た
他
の
更
正
決
定
等
が
あ
る
と
き
は
、
国
税
不

等
に
つ
い
て
さ
れ
た
他
の
更
正
決
定
等
が
あ
る
と
き
は
、
国
税
不

服
審
判
所
長
等
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
も
の
の
ほ
か
、
当
該
他

服
審
判
所
長
等
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
も
の
の
ほ
か
、
当
該
他

の
更
正
決
定
等
に
つ
い
て
併
せ
て
審
理
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た

の
更
正
決
定
等
に
つ
い
て
あ
わ
せ
て
審
理
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

だ
し
、
当
該
他
の
更
正
決
定
等
に
つ
い
て
不
服
申
立
て
の
決
定
又

た
だ
し
、
当
該
他
の
更
正
決
定
等
に
つ
い
て
不
服
申
立
て
の
決
定

は
裁
決
が
さ
れ
て
い
る
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

又
は
裁
決
が
さ
れ
て
い
る
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

３
・
４

（
略
）

３
・
４

（
略
）

（
不
服
申
立
て
と
国
税
の
徴
収
と
の
関
係
）

（
不
服
申
立
て
と
国
税
の
徴
収
と
の
関
係
）

第
百
五
条

国
税
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
く
処
分
に
対
す
る
不
服
申

第
百
五
条

国
税
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
く
処
分
に
対
す
る
不
服
申

立
て
は
、
そ
の
目
的
と
な
つ
た
処
分
の
効
力
、
処
分
の
執
行
又
は

立
て
は
、
そ
の
目
的
と
な
つ
た
処
分
の
効
力
、
処
分
の
執
行
又
は

手
続
の
続
行
を
妨
げ
な
い
。
た
だ
し
、
そ
の
国
税
の
徴
収
の
た
め

手
続
の
続
行
を
妨
げ
な
い
。
た
だ
し
、
そ
の
国
税
の
徴
収
の
た
め

差
し
押
さ
え
た
財
産
の
滞
納
処
分
（
そ
の
例
に
よ
る
処
分
を
含
む

差
し
押
え
た
財
産
の
滞
納
処
分
（
そ
の
例
に
よ
る
処
分
を
含
む
。

。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
よ
る
換
価
は
、
そ
の
財
産

以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
よ
る
換
価
は
、
そ
の
財
産
の

の
価
額
が
著
し
く
減
少
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
き
、
又
は
不
服
申

価
額
が
著
し
く
減
少
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
き
、
又
は
不
服
申
立

立
人
（
不
服
申
立
人
が
処
分
の
相
手
方
で
な
い
と
き
は
、
不
服
申

人
（
不
服
申
立
人
が
処
分
の
相
手
方
で
な
い
と
き
は
、
不
服
申
立

立
人
及
び
処
分
の
相
手
方
）
か
ら
別
段
の
申
出
が
あ
る
と
き
を
除

人
及
び
処
分
の
相
手
方
）
か
ら
別
段
の
申
出
が
あ
る
と
き
を
除
き

き
、
そ
の
不
服
申
立
て
に
つ
い
て
の
決
定
又
は
裁
決
が
あ
る
ま
で

、
そ
の
不
服
申
立
て
に
つ
い
て
の
決
定
又
は
裁
決
が
あ
る
ま
で
、

、
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

２

再
調
査
審
理
庁
又
は
国
税
庁
長
官
は
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る

２

異
議
審
理
庁
は
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
異
議
申
立

場
合
に
は
、
再
調
査
の
請
求
人
又
は
第
七
十
五
条
第
一
項
第
二
号

人
の
申
立
て
に
よ
り
、
又
は
職
権
で
、
異
議
申
立
て
の
目
的
と
な

若
し
く
は
第
二
項
（
第
二
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
（
国
税
に

つ
た
処
分
に
係
る
国
税
の
全
部
若
し
く
は
一
部
の
徴
収
を
猶
予
し

関
す
る
処
分
に
つ
い
て
の
不
服
申
立
て
）
の
規
定
に
よ
る
審
査
請

、
若
し
く
は
滞
納
処
分
の
続
行
を
停
止
し
、
又
は
こ
れ
ら
を
命
ず

求
を
し
た
者
（
次
項
に
お
い
て
「
再
調
査
の
請
求
人
等
」
と
い
う

る
こ
と
が
で
き
る
。

。
）
の
申
立
て
に
よ
り
、
又
は
職
権
で
、
不
服
申
立
て
の
目
的
と

な
つ
た
処
分
に
係
る
国
税
の
全
部
若
し
く
は
一
部
の
徴
収
を
猶
予

し
、
若
し
く
は
滞
納
処
分
の
続
行
を
停
止
し
、
又
は
こ
れ
ら
を
命

ず
る
こ
と
が
で
き
る
。

３

再
調
査
審
理
庁
又
は
国
税
庁
長
官
は
、
再
調
査
の
請
求
人
等
が

３

異
議
審
理
庁
は
、
異
議
申
立
人
が
、
担
保
を
提
供
し
て
、
異
議
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、
担
保
を
提
供
し
て
、
不
服
申
立
て
の
目
的
と
な
つ
た
処
分
に
係

申
立
て
の
目
的
と
な
つ
た
処
分
に
係
る
国
税
に
つ
き
、
滞
納
処
分

る
国
税
に
つ
き
、
滞
納
処
分
に
よ
る
差
押
え
を
し
な
い
こ
と
又
は

に
よ
る
差
押
え
を
し
な
い
こ
と
又
は
既
に
さ
れ
て
い
る
滞
納
処
分

既
に
さ
れ
て
い
る
滞
納
処
分
に
よ
る
差
押
え
を
解
除
す
る
こ
と
を

に
よ
る
差
押
え
を
解
除
す
る
こ
と
を
求
め
た
場
合
に
お
い
て
、
相

求
め
た
場
合
に
お
い
て
、
相
当
と
認
め
る
と
き
は
、
そ
の
差
押
え

当
と
認
め
る
と
き
は
、
そ
の
差
押
え
を
せ
ず
、
若
し
く
は
そ
の
差

を
せ
ず
、
若
し
く
は
そ
の
差
押
え
を
解
除
し
、
又
は
こ
れ
ら
を
命

押
え
を
解
除
し
、
又
は
こ
れ
ら
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。

ず
る
こ
と
が
で
き
る
。

４

国
税
不
服
審
判
所
長
は
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
場
合
に
は
、

４

国
税
不
服
審
判
所
長
は
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
審

審
査
請
求
人
の
申
立
て
に
よ
り
、
又
は
職
権
で
、
審
査
請
求
の
目

査
請
求
人
の
申
立
て
に
よ
り
、
又
は
職
権
で
、
審
査
請
求
の
目
的

的
と
な
つ
た
処
分
に
係
る
国
税
に
つ
き
、
第
四
十
三
条
及
び
第
四

と
な
つ
た
処
分
に
係
る
国
税
に
つ
き
、
第
四
十
三
条
及
び
第
四
十

十
四
条
（
徴
収
の
所
轄
庁
）
の
規
定
に
よ
り
徴
収
の
権
限
を
有
す

四
条
（
徴
収
の
所
轄
庁
）
の
規
定
に
よ
り
徴
収
の
権
限
を
有
す
る

る
国
税
局
長
、
税
務
署
長
又
は
税
関
長
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て

国
税
局
長
、
税
務
署
長
又
は
税
関
長
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「

「
徴
収
の
所
轄
庁
」
と
い
う
。
）
の
意
見
を
聴
い
た
上
、
当
該
国

徴
収
の
所
轄
庁
」
と
い
う
。
）
の
意
見
を
き
い
た
う
え
、
当
該
国

税
の
全
部
若
し
く
は
一
部
の
徴
収
を
猶
予
し
、
又
は
滞
納
処
分
の

税
の
全
部
若
し
く
は
一
部
の
徴
収
を
猶
予
し
、
又
は
滞
納
処
分
の

続
行
を
停
止
す
る
こ
と
を
徴
収
の
所
轄
庁
に
求
め
る
こ
と
が
で
き

続
行
を
停
止
す
る
こ
と
を
徴
収
の
所
轄
庁
に
求
め
る
こ
と
が
で
き

る
。

る
。

５

（
略
）

５

（
略
）

６

徴
収
の
所
轄
庁
は
、
国
税
不
服
審
判
所
長
か
ら
第
四
項
の
規
定

６

徴
収
の
所
轄
庁
は
、
国
税
不
服
審
判
所
長
か
ら
前
二
項
の
規
定

に
よ
り
徴
収
の
猶
予
若
し
く
は
滞
納
処
分
の
続
行
の
停
止
を
求
め

に
よ
り
徴
収
の
猶
予
等
又
は
差
押
え
の
解
除
等
を
求
め
ら
れ
た
と

ら
れ
、
又
は
前
項
の
規
定
に
よ
り
差
押
え
を
し
な
い
こ
と
若
し
く

き
は
、
審
査
請
求
の
目
的
と
な
つ
た
処
分
に
係
る
国
税
の
全
部
若

は
そ
の
差
押
え
を
解
除
す
る
こ
と
を
求
め
ら
れ
た
と
き
は
、
審
査

し
く
は
一
部
の
徴
収
を
猶
予
し
、
若
し
く
は
滞
納
処
分
の
続
行
を

請
求
の
目
的
と
な
つ
た
処
分
に
係
る
国
税
の
全
部
若
し
く
は
一
部

停
止
し
、
又
は
そ
の
差
押
え
を
せ
ず
、
若
し
く
は
そ
の
差
押
え
を

の
徴
収
を
猶
予
し
、
若
し
く
は
滞
納
処
分
の
続
行
を
停
止
し
、
又

解
除
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

は
そ
の
差
押
え
を
せ
ず
、
若
し
く
は
そ
の
差
押
え
を
解
除
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

７

（
略
）

７

（
略
）

８

第
七
十
五
条
第
一
項
第
二
号
又
は
第
二
項
（
第
二
号
に
係
る
部

〔
新
設
〕

分
に
限
る
。
）
の
規
定
に
よ
る
審
査
請
求
に
係
る
審
理
員
（
行
政

不
服
審
査
法
第
十
一
条
第
二
項
（
総
代
）
に
規
定
す
る
審
理
員
を

い
う
。
第
百
八
条
第
五
項
（
総
代
）
に
お
い
て
同
じ
。
）
は
、
必

要
が
あ
る
と
認
め
る
場
合
に
は
、
国
税
庁
長
官
に
対
し
、
第
二
項

の
規
定
に
基
づ
き
徴
収
を
猶
予
し
、
若
し
く
は
滞
納
処
分
の
続
行
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を
停
止
す
る
こ
と
又
は
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
差
押
え
を
せ
ず

、
若
し
く
は
そ
の
差
押
え
を
解
除
す
る
こ
と
を
徴
収
の
所
轄
庁
に

命
ず
べ
き
旨
の
意
見
書
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
代
理
人
）

（
代
理
人
）

第
百
七
条

（
略
）

第
百
七
条

（
略
）

２

前
項
の
代
理
人
は
、
各
自
、
不
服
申
立
人
の
た
め
に
、
当
該
不

２

代
理
人
は
、
各
自
、
不
服
申
立
人
の
た
め
に
、
当
該
不
服
申
立

服
申
立
て
に
関
す
る
一
切
の
行
為
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ

て
に
関
す
る
一
切
の
行
為
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
不

し
、
不
服
申
立
て
の
取
下
げ
及
び
代
理
人
の
選
任
は
、
特
別
の
委

服
申
立
て
の
取
下
げ
及
び
代
理
人
の
選
任
は
、
特
別
の
委
任
を
受

任
を
受
け
た
場
合
に
限
り
、
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

け
た
場
合
に
限
り
、
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

３

代
理
人
の
権
限
の
行
使
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
政
令
で
定
め

３

代
理
人
の
権
限
は
、
書
面
で
証
明
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
前

る
。

項
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
特
別
の
委
任
に
つ
い
て
も
、
同
様
と
す

る
。

〔
削
除
〕

４

代
理
人
が
そ
の
権
限
を
失
つ
た
と
き
は
、
不
服
申
立
人
は
、
書

面
で
そ
の
旨
を
国
税
不
服
審
判
所
長
等
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

（
総
代
）

（
総
代
）

第
百
八
条

多
数
人
が
共
同
し
て
不
服
申
立
て
を
す
る
と
き
は
、
三

第
百
八
条

多
数
人
が
共
同
し
て
不
服
申
立
て
を
す
る
と
き
は
、
三

人
を
超
え
な
い
総
代
を
互
選
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

人
を
こ
え
な
い
総
代
を
互
選
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２
～
４

（
略
）

２
～
４

（
略
）

５

共
同
不
服
申
立
人
に
対
す
る
国
税
不
服
審
判
所
長
等
（
担
当
審

５

共
同
不
服
申
立
人
に
対
す
る
国
税
不
服
審
判
所
長
等
（
担
当
審

判
官
及
び
第
七
十
五
条
第
一
項
第
二
号
又
は
第
二
項
（
第
二
号
に

判
官
を
含
む
。
）
の
通
知
そ
の
他
の
行
為
は
、
二
人
以
上
の
総
代

係
る
部
分
に
限
る
。
）
（
国
税
に
関
す
る
処
分
に
つ
い
て
の
不
服

が
選
任
さ
れ
て
い
る
場
合
に
お
い
て
も
、
一
人
の
総
代
に
対
し
て

申
立
て
）
の
規
定
に
よ
る
審
査
請
求
に
係
る
審
理
員
を
含
む
。
）

す
れ
ば
足
り
る
。

の
通
知
そ
の
他
の
行
為
は
、
二
人
以
上
の
総
代
が
選
任
さ
れ
て
い

る
場
合
に
お
い
て
も
、
一
人
の
総
代
に
対
し
て
す
れ
ば
足
り
る
。

６

共
同
不
服
申
立
人
は
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
場
合
に
は
、
総

６

共
同
不
服
申
立
人
は
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
総
代

代
を
解
任
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

を
解
任
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

７

総
代
の
権
限
の
行
使
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
政
令
で
定
め
る

７

前
条
第
三
項
前
段
及
び
第
四
項
の
規
定
は
、
総
代
に
つ
い
て
準

。

用
す
る
。

（
参
加
人
）

（
参
加
人
）

第
百
九
条

利
害
関
係
人
（
不
服
申
立
人
以
外
の
者
で
あ
つ
て
不
服

第
百
九
条

利
害
関
係
人
は
、
国
税
不
服
審
判
所
長
等
の
許
可
を
得
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申
立
て
に
係
る
処
分
の
根
拠
と
な
る
法
令
に
照
ら
し
当
該
処
分
に

て
、
参
加
人
と
し
て
不
服
申
立
て
に
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

つ
き
利
害
関
係
を
有
す
る
も
の
と
認
め
ら
れ
る
者
を
い
う
。
次
項

に
お
い
て
同
じ
。
）
は
、
国
税
不
服
審
判
所
長
等
の
許
可
を
得
て

、
当
該
不
服
申
立
て
に
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

国
税
不
服
審
判
所
長
等
は
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
場
合
に
は

２

国
税
不
服
審
判
所
長
等
は
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、

、
利
害
関
係
人
に
対
し
、
当
該
不
服
申
立
て
に
参
加
す
る
こ
と
を

利
害
関
係
人
に
対
し
、
参
加
人
と
し
て
不
服
申
立
て
に
参
加
す
る

求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
と
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

３

第
百
七
条
（
代
理
人
）
の
規
定
は
、
参
加
人
（
前
二
項
の
規
定

３

国
税
不
服
審
判
所
長
等
は
、
不
服
申
立
て
に
つ
い
て
の
決
定
又

に
よ
り
当
該
不
服
申
立
て
に
参
加
す
る
者
を
い
う
。
）
の
不
服
申

は
裁
決
を
し
た
場
合
に
は
、
異
議
決
定
書
又
は
裁
決
書
の
謄
本
を

立
て
へ
の
参
加
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

参
加
人
に
送
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

〔
削
除
〕

４

担
当
審
判
官
は
、
審
理
を
行
な
う
た
め
必
要
が
あ
る
と
き
は
、

参
加
人
の
申
立
て
に
よ
り
第
九
十
七
条
第
一
項
（
審
理
の
た
め
の

質
問
、
検
査
等
）
の
行
為
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

〔
削
除
〕

５

第
八
十
四
条
第
一
項
及
び
第
二
項
（
口
頭
に
よ
る
陳
述
）
（
第

百
一
条
第
一
項
（
異
議
申
立
て
に
関
す
る
規
定
の
準
用
）
に
お
い

て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
並
び
に
第
九
十
六
条
第
二
項
及
び

第
三
項
（
原
処
分
庁
か
ら
提
出
さ
れ
た
物
件
の
閲
覧
）
の
規
定
は

参
加
人
に
つ
い
て
、
第
九
十
五
条
（
証
拠
書
類
等
の
提
出
）
の
規

定
は
参
加
人
に
よ
る
証
拠
書
類
又
は
証
拠
物
の
提
出
に
つ
い
て
準

用
す
る
。

（
不
服
申
立
て
の
取
下
げ
）

（
不
服
申
立
て
の
取
下
げ
）

第
百
十
条

（
略
）

第
百
十
条

（
略
）

２

第
七
十
五
条
第
四
項
（
再
調
査
の
請
求
に
つ
い
て
の
決
定
を
経

２

第
七
十
五
条
第
五
項
（
異
議
決
定
を
経
な
い
審
査
請
求
）
の
規

な
い
審
査
請
求
）
の
規
定
に
よ
る
審
査
請
求
が
さ
れ
た
と
き
は
、

定
に
よ
る
審
査
請
求
が
さ
れ
た
と
き
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
場

次
の
各
号
に
掲
げ
る
場
合
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る

合
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
掲
げ
る
不
服
申
立
て
は
、
取
り

不
服
申
立
て
は
、
取
り
下
げ
ら
れ
た
も
の
と
み
な
す
。

下
げ
ら
れ
た
も
の
と
み
な
す
。

一

再
調
査
審
理
庁
に
お
い
て
当
該
審
査
請
求
が
さ
れ
た
日
以
前

一

異
議
審
理
庁
に
お
い
て
当
該
審
査
請
求
が
さ
れ
た
日
以
前
に

に
再
調
査
の
請
求
に
係
る
処
分
の
全
部
を
取
り
消
す
旨
の
再
調

異
議
申
立
て
に
係
る
処
分
の
全
部
を
取
り
消
す
旨
の
異
議
決
定

査
決
定
書
の
謄
本
を
発
し
て
い
る
場
合

当
該
審
査
請
求

書
の
謄
本
を
発
し
て
い
る
場
合

当
該
審
査
請
求

二

再
調
査
審
理
庁
に
お
い
て
当
該
審
査
請
求
が
さ
れ
た
日
以
前

二

異
議
審
理
庁
に
お
い
て
当
該
審
査
請
求
が
さ
れ
た
日
以
前
に

に
再
調
査
の
請
求
に
係
る
処
分
の
一
部
を
取
り
消
す
旨
の
再
調

異
議
申
立
て
に
係
る
処
分
の
一
部
を
取
り
消
す
旨
の
異
議
決
定
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査
決
定
書
の
謄
本
を
発
し
て
い
る
場
合

そ
の
部
分
に
つ
い
て

書
の
謄
本
を
発
し
て
い
る
場
合

そ
の
部
分
に
つ
い
て
の
審
査

の
審
査
請
求

請
求

三

そ
の
他
の
場
合

そ
の
決
定
を
経
な
い
で
当
該
審
査
請
求
が

三

そ
の
他
の
場
合

そ
の
決
定
を
経
な
い
で
当
該
審
査
請
求
が

さ
れ
た
再
調
査
の
請
求

さ
れ
た
異
議
申
立
て

（
三
月
後
の
教
示
）

（
教
示
）

第
百
十
一
条

再
調
査
審
理
庁
は
、
再
調
査
の
請
求
が
さ
れ
た
日
（

第
百
十
一
条

異
議
審
理
庁
は
、
異
議
申
立
て
が
さ
れ
た
日
の
翌
日

第
八
十
一
条
第
三
項
（
再
調
査
の
請
求
書
の
記
載
事
項
等
）
の
規

か
ら
起
算
し
て
三
月
を
経
過
し
て
も
当
該
異
議
申
立
て
が
係
属
し

定
に
よ
り
不
備
を
補
正
す
べ
き
こ
と
を
求
め
た
場
合
に
あ
つ
て
は

て
い
る
と
き
は
、
当
該
異
議
申
立
て
に
係
る
処
分
が
審
査
請
求
を

、
当
該
不
備
が
補
正
さ
れ
た
日
）
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
三
月
を

す
る
こ
と
が
で
き
な
い
も
の
で
あ
る
場
合
を
除
き
、
遅
滞
な
く
、

経
過
し
て
も
当
該
再
調
査
の
請
求
が
係
属
し
て
い
る
と
き
は
、
遅

当
該
処
分
に
つ
い
て
直
ち
に
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
旨

滞
な
く
、
当
該
処
分
に
つ
い
て
直
ち
に
国
税
不
服
審
判
所
長
に
対

を
書
面
で
そ
の
異
議
申
立
人
に
教
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

し
て
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
旨
を
書
面
で
そ
の
再
調
査

の
請
求
人
に
教
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

第
八
十
九
条
第
二
項
（
処
分
の
理
由
の
付
記
）
の
規
定
は
、
前

２

第
八
十
九
条
第
二
項
（
処
分
の
理
由
の
附
記
）
の
規
定
は
、
前

項
の
教
示
に
係
る
書
面
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

項
の
教
示
に
係
る
書
面
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

（
誤
つ
た
教
示
を
し
た
場
合
の
救
済
）

（
誤
つ
た
教
示
を
し
た
場
合
の
救
済
）

第
百
十
二
条

国
税
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
く
処
分
を
し
た
行
政
機

第
百
十
二
条

国
税
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
く
処
分
を
し
た
行
政
機

関
が
、
不
服
申
立
て
を
す
べ
き
行
政
機
関
を
教
示
す
る
際
に
、
誤

関
が
、
不
服
申
立
て
を
す
べ
き
行
政
機
関
を
教
示
す
る
際
に
、
誤

つ
て
当
該
行
政
機
関
で
な
い
行
政
機
関
を
教
示
し
た
場
合
に
お
い

つ
て
当
該
行
政
機
関
で
な
い
行
政
機
関
を
教
示
し
た
場
合
に
お
い

て
、
そ
の
教
示
さ
れ
た
行
政
機
関
に
対
し
教
示
さ
れ
た
不
服
申
立

て
、
そ
の
教
示
さ
れ
た
行
政
機
関
に
対
し
教
示
さ
れ
た
不
服
申
立

て
が
さ
れ
た
と
き
は
、
当
該
行
政
機
関
は
、
速
や
か
に
、
再
調
査

て
が
さ
れ
た
と
き
は
、
第
七
十
五
条
第
四
項
第
二
号
（
教
示
を
し

の
請
求
書
又
は
審
査
請
求
書
を
再
調
査
の
請
求
を
す
べ
き
行
政
機

な
か
つ
た
場
合
の
審
査
請
求
）
の
規
定
に
よ
り
審
査
請
求
が
さ
れ

関
又
は
国
税
不
服
審
判
所
長
若
し
く
は
国
税
庁
長
官
に
送
付
し
、

た
場
合
を
除
き
、
当
該
行
政
機
関
は
、
す
み
や
か
に
異
議
申
立
書

か
つ
、
そ
の
旨
を
不
服
申
立
人
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

又
は
審
査
請
求
書
を
異
議
申
立
て
を
す
べ
き
行
政
機
関
又
は
国
税

不
服
審
判
所
長
に
送
付
し
、
か
つ
、
そ
の
旨
を
不
服
申
立
人
に
通

知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

国
税
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
く
処
分
（
再
調
査
の
請
求
を
す
る

〔
新
設
〕

こ
と
が
で
き
る
処
分
に
限
る
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
し
た

行
政
機
関
が
、
誤
つ
て
再
調
査
の
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
旨

を
教
示
し
な
か
つ
た
場
合
に
お
い
て
、
国
税
不
服
審
判
所
長
に
審

査
請
求
が
さ
れ
た
場
合
で
あ
つ
て
、
審
査
請
求
人
か
ら
申
立
て
が
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あ
つ
た
と
き
は
、
国
税
不
服
審
判
所
長
は
、
速
や
か
に
、
審
査
請

求
書
を
再
調
査
の
請
求
を
す
べ
き
行
政
機
関
に
送
付
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
第
九
十
三
条
第
三
項
（
答
弁
書
の
提
出
等

）
の
規
定
に
よ
り
審
査
請
求
人
に
答
弁
書
を
送
付
し
た
後
に
お
い

て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

３

国
税
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
く
処
分
を
し
た
行
政
機
関
が
、
誤

〔
新
設
〕

つ
て
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
旨
を
教
示
し
な
か
つ
た
場

合
に
お
い
て
、
税
務
署
長
、
国
税
局
長
又
は
税
関
長
に
対
し
て
再

調
査
の
請
求
が
さ
れ
た
場
合
で
あ
つ
て
、
再
調
査
の
請
求
人
か
ら

申
立
て
が
あ
つ
た
と
き
は
、
当
該
税
務
署
長
、
国
税
局
長
又
は
税

関
長
は
、
速
や
か
に
、
再
調
査
の
請
求
書
等
を
国
税
不
服
審
判
所

長
に
送
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４

前
二
項
の
規
定
に
よ
り
審
査
請
求
書
又
は
再
調
査
の
請
求
書
等

〔
新
設
〕

の
送
付
を
受
け
た
行
政
機
関
又
は
国
税
不
服
審
判
所
長
は
、
速
や

か
に
、
そ
の
旨
を
不
服
申
立
人
及
び
参
加
人
に
通
知
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

５

第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
の
規
定
に
よ
り
再
調
査
の
請
求
書
又

２

前
項
の
規
定
に
よ
り
異
議
申
立
書
又
は
審
査
請
求
書
が
異
議
申

は
審
査
請
求
書
が
再
調
査
の
請
求
を
す
べ
き
行
政
機
関
又
は
国
税

立
て
を
す
べ
き
行
政
機
関
又
は
国
税
不
服
審
判
所
長
に
送
付
さ
れ

不
服
審
判
所
長
若
し
く
は
国
税
庁
長
官
に
送
付
さ
れ
た
と
き
は
、

た
と
き
は
、
は
じ
め
か
ら
異
議
申
立
て
を
す
べ
き
行
政
機
関
に
異

初
め
か
ら
再
調
査
の
請
求
を
す
べ
き
行
政
機
関
に
再
調
査
の
請
求

議
申
立
て
が
さ
れ
、
又
は
国
税
不
服
審
判
所
長
に
審
査
請
求
が
さ

が
さ
れ
、
又
は
国
税
不
服
審
判
所
長
若
し
く
は
国
税
庁
長
官
に
審

れ
た
も
の
と
み
な
す
。

査
請
求
が
さ
れ
た
も
の
と
み
な
す
。

（
国
税
庁
長
官
に
対
す
る
審
査
請
求
書
の
提
出
等
）

第
百
十
三
条
の
二

第
七
十
五
条
第
一
項
第
二
号
又
は
第
二
項
（
第

〔
新
設
〕

二
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
（
国
税
に
関
す
る
処
分
に
つ
い
て

の
不
服
申
立
て
）
の
規
定
に
よ
る
審
査
請
求
を
す
る
場
合
に
お
け

る
行
政
不
服
審
査
法
第
十
九
条
第
二
項
（
審
査
請
求
書
の
提
出
）

の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
第
一
号
中
「
及
び
住
所
又
は

居
所
」
と
あ
る
の
は
、
「
、
住
所
又
は
居
所
及
び
国
税
通
則
法
（

昭
和
三
十
七
年
法
律
第
六
十
六
号
）
第
百
二
十
四
条
第
三
項
に
規

定
す
る
番
号
（
当
該
番
号
を
有
し
な
い
者
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
氏
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名
又
は
名
称
及
び
住
所
又
は
居
所
）
」
と
す
る
。

２

第
七
十
五
条
第
二
項
（
第
二
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
の
規

定
に
よ
る
審
査
請
求
は
、
当
該
審
査
請
求
に
係
る
処
分
を
し
た
税

務
署
長
を
経
由
し
て
す
る
こ
と
も
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て

、
審
査
請
求
人
は
、
当
該
税
務
署
長
に
審
査
請
求
書
を
提
出
し
て

す
る
も
の
と
す
る
。

３

前
項
の
場
合
に
は
、
同
項
の
税
務
署
長
は
、
直
ち
に
、
審
査
請

求
書
を
国
税
庁
長
官
に
送
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４

第
二
項
の
場
合
に
お
け
る
審
査
請
求
期
間
の
計
算
に
つ
い
て
は

、
同
項
の
税
務
署
長
に
審
査
請
求
書
が
提
出
さ
れ
た
時
に
審
査
請

求
が
さ
れ
た
も
の
と
み
な
す
。

５

国
税
庁
長
官
は
、
第
七
十
五
条
第
二
項
（
第
二
号
に
係
る
部
分

に
限
る
。
）
の
規
定
に
よ
る
審
査
請
求
に
つ
い
て
の
裁
決
を
し
た

場
合
に
は
、
裁
決
書
の
謄
本
を
、
審
査
請
求
人
の
ほ
か
、
参
加
人

及
び
当
該
審
査
請
求
に
係
る
処
分
を
し
た
税
務
署
長
に
送
付
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
不
服
申
立
て
の
前
置
等
）

（
不
服
申
立
て
の
前
置
等
）

第
百
十
五
条

国
税
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
く
処
分
（
第
八
十
条
第

第
百
十
五
条

国
税
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
く
処
分
（
第
八
十
条
第

三
項
（
行
政
不
服
審
査
法
と
の
関
係
）
に
規
定
す
る
処
分
を
除
く

二
項
（
行
政
不
服
審
査
法
と
の
関
係
）
に
規
定
す
る
処
分
を
除
く

。
以
下
こ
の
節
に
お
い
て
同
じ
。
）
で
不
服
申
立
て
を
す
る
こ
と

。
以
下
こ
の
節
に
お
い
て
同
じ
。
）
で
不
服
申
立
て
を
す
る
こ
と

が
で
き
る
も
の
の
取
消
し
を
求
め
る
訴
え
は
、
審
査
請
求
に
つ
い

が
で
き
る
も
の
の
取
消
し
を
求
め
る
訴
え
は
、
異
議
申
立
て
を
す

て
の
裁
決
を
経
た
後
で
な
け
れ
ば
、
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
な
い

る
こ
と
が
で
き
る
処
分
（
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
も
で
き
る
も
の

。
た
だ
し
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
き
は
、
こ
の

（
異
議
申
立
て
に
つ
い
て
の
決
定
を
経
た
後
審
査
請
求
を
す
る
こ

限
り
で
な
い
。

と
が
で
き
る
も
の
を
含
む
。
）
を
除
く
。
）
に
あ
つ
て
は
異
議
申

立
て
に
つ
い
て
の
決
定
を
、
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
処

分
に
あ
つ
て
は
審
査
請
求
に
つ
い
て
の
裁
決
を
そ
れ
ぞ
れ
経
た
後

で
な
け
れ
ば
、
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
た
だ
し
、
次
の
各

号
の
一
に
該
当
す
る
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

一

国
税
不
服
審
判
所
長
又
は
国
税
庁
長
官
に
対
し
て
審
査
請
求

一

異
議
申
立
て
（
国
税
庁
長
官
に
対
し
て
さ
れ
た
も
の
に
限
る

が
さ
れ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
三
月
を
経
過
し
て
も
裁
決

。
）
又
は
審
査
請
求
が
さ
れ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
三
月

が
な
い
と
き
。

を
経
過
し
て
も
決
定
又
は
裁
決
が
な
い
と
き
。
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二

（
略
）

二

（
略
）

三

審
査
請
求
に
つ
い
て
の
裁
決
を
経
る
こ
と
に
よ
り
生
ず
る
著

三

異
議
申
立
て
に
つ
い
て
の
決
定
又
は
審
査
請
求
に
つ
い
て
の

し
い
損
害
を
避
け
る
た
め
緊
急
の
必
要
が
あ
る
と
き
、
そ
の
他

裁
決
を
経
る
こ
と
に
よ
り
生
ず
る
著
し
い
損
害
を
避
け
る
た
め

そ
の
裁
決
を
経
な
い
こ
と
に
つ
き
正
当
な
理
由
が
あ
る
と
き
。

緊
急
の
必
要
が
あ
る
と
き
、
そ
の
他
そ
の
決
定
又
は
裁
決
を
経

な
い
こ
と
に
つ
き
正
当
な
理
由
が
あ
る
と
き
。

２

国
税
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
く
処
分
に
つ
い
て
さ
れ
た
再
調
査

２

国
税
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
く
処
分
に
つ
い
て
さ
れ
た
異
議
申

の
請
求
又
は
審
査
請
求
に
つ
い
て
決
定
又
は
裁
決
を
し
た
者
は
、

立
て
又
は
審
査
請
求
に
つ
い
て
決
定
又
は
裁
決
を
し
た
者
は
、
そ

そ
の
決
定
又
は
裁
決
を
し
た
時
に
そ
の
処
分
に
つ
い
て
の
訴
訟
が

の
決
定
又
は
裁
決
を
し
た
時
に
そ
の
処
分
に
つ
い
て
の
訴
訟
が
係

係
属
し
て
い
る
場
合
に
は
、
そ
の
再
調
査
決
定
書
又
は
裁
決
書
の

属
し
て
い
る
場
合
に
は
、
そ
の
異
議
決
定
書
又
は
裁
決
書
の
謄
本

謄
本
を
そ
の
訴
訟
が
係
属
し
て
い
る
裁
判
所
に
送
付
す
る
も
の
と

を
そ
の
訴
訟
が
係
属
し
て
い
る
裁
判
所
に
送
付
す
る
も
の
と
す
る

す
る
。

。
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○

所
得
税
法
（
昭
和
四
十
年
法
律
第
三
十
三
号
）
（
第
百
条
関
係
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
納
税
地
指
定
の
処
分
の
取
消
し
が
あ
つ
た
場
合
の
申
告
等
の
効

（
納
税
地
指
定
の
処
分
の
取
消
し
が
あ
つ
た
場
合
の
申
告
等
の
効

力
）

力
）

第
十
九
条

再
調
査
の
請
求
に
つ
い
て
の
決
定
若
し
く
は
審
査
請
求

第
十
九
条

異
議
申
立
て
に
つ
い
て
の
決
定
若
し
く
は
審
査
請
求
に

に
つ
い
て
の
裁
決
又
は
判
決
に
よ
り
、
前
条
第
一
項
又
は
第
二
項

つ
い
て
の
裁
決
又
は
判
決
に
よ
り
、
前
条
第
一
項
又
は
第
二
項
の

の
規
定
に
よ
る
納
税
地
の
指
定
の
処
分
の
取
消
し
が
あ
つ
た
場
合

規
定
に
よ
る
納
税
地
の
指
定
の
処
分
の
取
消
し
が
あ
つ
た
場
合
に

に
お
い
て
も
、
そ
の
処
分
の
取
消
し
は
、
そ
の
取
消
し
の
対
象
と

お
い
て
も
、
そ
の
処
分
の
取
消
し
は
、
そ
の
取
消
し
の
対
象
と
な

な
つ
た
処
分
の
あ
つ
た
時
か
ら
そ
の
取
消
し
の
時
ま
で
の
間
に
、

つ
た
処
分
の
あ
つ
た
時
か
ら
そ
の
取
消
し
の
時
ま
で
の
間
に
、
そ

そ
の
取
消
し
の
対
象
と
な
つ
た
納
税
地
を
そ
の
処
分
に
係
る
納
税

の
取
消
し
の
対
象
と
な
つ
た
納
税
地
を
そ
の
処
分
に
係
る
納
税
地

地
と
し
て
同
条
第
一
項
に
規
定
す
る
納
税
義
務
者
の
所
得
税
又
は

と
し
て
同
条
第
一
項
に
規
定
す
る
納
税
義
務
者
の
所
得
税
又
は
同

同
条
第
二
項
に
規
定
す
る
支
払
を
す
る
者
の
同
項
の
所
得
税
に
関

条
第
二
項
に
規
定
す
る
支
払
を
す
る
者
の
同
項
の
所
得
税
に
関
し

し
て
さ
れ
た
申
告
、
申
請
、
請
求
、
届
出
そ
の
他
書
類
の
提
出
及

て
さ
れ
た
申
告
、
申
請
、
請
求
、
届
出
そ
の
他
書
類
の
提
出
及
び

び
納
付
並
び
に
国
税
庁
長
官
、
国
税
局
長
又
は
税
務
署
長
の
処
分

納
付
並
び
に
国
税
庁
長
官
、
国
税
局
長
又
は
税
務
署
長
の
処
分
（

（
そ
の
取
消
し
の
対
象
と
な
つ
た
処
分
を
除
く
。
）
の
効
力
に
影

そ
の
取
消
し
の
対
象
と
な
つ
た
処
分
を
除
く
。
）
の
効
力
に
影
響

響
を
及
ぼ
さ
な
い
も
の
と
す
る
。

を
及
ぼ
さ
な
い
も
の
と
す
る
。
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○

法
人
税
法
（
昭
和
四
十
年
法
律
第
三
十
四
号
）
（
第
百
条
関
係
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
納
税
地
指
定
の
処
分
の
取
消
し
が
あ
つ
た
場
合
の
申
告
等
の
効

（
納
税
地
指
定
の
処
分
の
取
消
し
が
あ
つ
た
場
合
の
申
告
等
の
効

力
）

力
）

第
十
九
条

再
調
査
の
請
求
に
つ
い
て
の
決
定
若
し
く
は
審
査
請
求

第
十
九
条

異
議
申
立
て
に
つ
い
て
の
決
定
若
し
く
は
審
査
請
求
に

に
つ
い
て
の
裁
決
又
は
判
決
に
よ
り
、
前
条
第
一
項
の
規
定
に
よ

つ
い
て
の
裁
決
又
は
判
決
に
よ
り
、
前
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る

る
納
税
地
の
指
定
の
処
分
の
取
消
し
が
あ
つ
た
場
合
に
お
い
て
も

納
税
地
の
指
定
の
処
分
の
取
消
し
が
あ
つ
た
場
合
に
お
い
て
も
、

、
そ
の
処
分
の
取
消
し
は
、
そ
の
取
消
し
の
対
象
と
な
つ
た
処
分

そ
の
処
分
の
取
消
し
は
、
そ
の
取
消
し
の
対
象
と
な
つ
た
処
分
の

の
あ
つ
た
時
か
ら
そ
の
取
消
し
の
時
ま
で
の
間
に
、
そ
の
取
消
し

あ
つ
た
時
か
ら
そ
の
取
消
し
の
時
ま
で
の
間
に
、
そ
の
取
消
し
の

の
対
象
と
な
つ
た
納
税
地
を
そ
の
処
分
に
係
る
法
人
の
法
人
税
の

対
象
と
な
つ
た
納
税
地
を
そ
の
処
分
に
係
る
法
人
の
法
人
税
の
納

納
税
地
と
し
て
そ
の
法
人
税
に
関
し
て
さ
れ
た
申
告
、
申
請
、
請

税
地
と
し
て
そ
の
法
人
税
に
関
し
て
さ
れ
た
申
告
、
申
請
、
請
求

求
、
届
出
そ
の
他
書
類
の
提
出
及
び
納
付
並
び
に
国
税
庁
長
官
、

、
届
出
そ
の
他
書
類
の
提
出
及
び
納
付
並
び
に
国
税
庁
長
官
、
国

国
税
局
長
又
は
税
務
署
長
の
処
分
（
そ
の
取
消
し
の
対
象
と
な
つ

税
局
長
又
は
税
務
署
長
の
処
分
（
そ
の
取
消
し
の
対
象
と
な
つ
た

た
処
分
を
除
く
。
）
の
効
力
に
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
も
の
と
す
る

処
分
を
除
く
。
）
の
効
力
に
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
も
の
と
す
る
。

。
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○

消
費
税
法
（
昭
和
六
十
三
年
法
律
第
百
八
号
）
（
第
百
条
関
係
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
納
税
地
指
定
の
処
分
の
取
消
し
が
あ
つ
た
場
合
の
申
告
等
の
効

（
納
税
地
指
定
の
処
分
の
取
消
し
が
あ
つ
た
場
合
の
申
告
等
の
効

力
）

力
）

第
二
十
四
条

再
調
査
の
請
求
に
つ
い
て
の
決
定
若
し
く
は
審
査
請

第
二
十
四
条

異
議
申
立
て
に
つ
い
て
の
決
定
若
し
く
は
審
査
請
求

求
に
つ
い
て
の
裁
決
又
は
判
決
に
よ
り
、
前
条
第
一
項
の
規
定
に

に
つ
い
て
の
裁
決
又
は
判
決
に
よ
り
、
前
条
第
一
項
の
規
定
に
よ

よ
る
資
産
の
譲
渡
等
に
係
る
消
費
税
の
納
税
地
の
指
定
の
処
分
の

る
資
産
の
譲
渡
等
に
係
る
消
費
税
の
納
税
地
の
指
定
の
処
分
の
取

取
消
し
が
あ
つ
た
場
合
に
お
い
て
も
、
そ
の
処
分
の
取
消
し
は
、

消
し
が
あ
つ
た
場
合
に
お
い
て
も
、
そ
の
処
分
の
取
消
し
は
、
そ

そ
の
取
消
し
の
対
象
と
な
つ
た
処
分
の
あ
つ
た
時
か
ら
そ
の
取
消

の
取
消
し
の
対
象
と
な
つ
た
処
分
の
あ
つ
た
時
か
ら
そ
の
取
消
し

し
の
時
ま
で
の
間
に
、
そ
の
取
消
し
の
対
象
と
な
つ
た
納
税
地
を

の
時
ま
で
の
間
に
、
そ
の
取
消
し
の
対
象
と
な
つ
た
納
税
地
を
そ

そ
の
処
分
に
係
る
事
業
者
の
納
税
地
と
し
て
そ
の
消
費
税
に
関
し

の
処
分
に
係
る
事
業
者
の
納
税
地
と
し
て
そ
の
消
費
税
に
関
し
て

て
さ
れ
た
申
告
、
申
請
、
請
求
、
届
出
そ
の
他
書
類
の
提
出
及
び

さ
れ
た
申
告
、
申
請
、
請
求
、
届
出
そ
の
他
書
類
の
提
出
及
び
納

納
付
並
び
に
国
税
庁
長
官
、
国
税
局
長
又
は
税
務
署
長
の
処
分
（

付
並
び
に
国
税
庁
長
官
、
国
税
局
長
又
は
税
務
署
長
の
処
分
（
そ

そ
の
取
消
し
の
対
象
と
な
つ
た
処
分
を
除
く
。
）
の
効
力
に
影
響

の
取
消
し
の
対
象
と
な
つ
た
処
分
を
除
く
。
）
の
効
力
に
影
響
を

を
及
ぼ
さ
な
い
も
の
と
す
る
。

及
ぼ
さ
な
い
も
の
と
す
る
。
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○

地
価
税
法
（
平
成
三
年
法
律
第
六
十
九
号
）
（
第
百
条
関
係
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
納
税
地
指
定
の
処
分
の
取
消
し
が
あ
っ
た
場
合
の
申
告
等
の
効

（
納
税
地
指
定
の
処
分
の
取
消
し
が
あ
っ
た
場
合
の
申
告
等
の
効

力
）

力
）

第
十
四
条

再
調
査
の
請
求
に
つ
い
て
の
決
定
若
し
く
は
審
査
請
求

第
十
四
条

異
議
申
立
て
に
つ
い
て
の
決
定
若
し
く
は
審
査
請
求
に

に
つ
い
て
の
裁
決
又
は
判
決
に
よ
り
、
前
条
第
一
項
の
規
定
に
よ

つ
い
て
の
裁
決
又
は
判
決
に
よ
り
、
前
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る

る
地
価
税
の
納
税
地
の
指
定
の
処
分
の
取
消
し
が
あ
っ
た
場
合
に

地
価
税
の
納
税
地
の
指
定
の
処
分
の
取
消
し
が
あ
っ
た
場
合
に
お

お
い
て
も
、
そ
の
処
分
の
取
消
し
は
、
そ
の
取
消
し
の
対
象
と
な

い
て
も
、
そ
の
処
分
の
取
消
し
は
、
そ
の
取
消
し
の
対
象
と
な
っ

っ
た
処
分
の
あ
っ
た
時
か
ら
そ
の
取
消
し
の
時
ま
で
の
間
に
、
そ

た
処
分
の
あ
っ
た
時
か
ら
そ
の
取
消
し
の
時
ま
で
の
間
に
、
そ
の

の
取
消
し
の
対
象
と
な
っ
た
納
税
地
を
そ
の
処
分
に
係
る
個
人
又

取
消
し
の
対
象
と
な
っ
た
納
税
地
を
そ
の
処
分
に
係
る
個
人
又
は

は
法
人
の
納
税
地
と
し
て
そ
の
地
価
税
に
関
し
て
さ
れ
た
申
告
、

法
人
の
納
税
地
と
し
て
そ
の
地
価
税
に
関
し
て
さ
れ
た
申
告
、
申

申
請
、
請
求
、
届
出
そ
の
他
書
類
の
提
出
及
び
納
付
並
び
に
国
税

請
、
請
求
、
届
出
そ
の
他
書
類
の
提
出
及
び
納
付
並
び
に
国
税
庁

庁
長
官
、
国
税
局
長
又
は
税
務
署
長
の
処
分
（
そ
の
取
消
し
の
対

長
官
、
国
税
局
長
又
は
税
務
署
長
の
処
分
（
そ
の
取
消
し
の
対
象

象
と
な
っ
た
処
分
を
除
く
。
）
の
効
力
に
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
も

と
な
っ
た
処
分
を
除
く
。
）
の
効
力
に
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
も
の

の
と
す
る
。

と
す
る
。
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○

通
関
業
法
（
昭
和
四
十
二
年
法
律
第
百
二
十
二
号
）
（
第
百
一
条
関
係
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
定
義
）

（
定
義
）

第
二
条

こ
の
法
律
又
は
こ
の
法
律
に
基
づ
く
命
令
に
お
い
て
、
次

第
二
条

こ
の
法
律
又
は
こ
の
法
律
に
基
づ
く
命
令
に
お
い
て
、
次

の
各
号
に
掲
げ
る
用
語
は
、
当
該
各
号
に
掲
げ
る
定
義
に
従
う
も

の
各
号
に
掲
げ
る
用
語
は
、
当
該
各
号
に
掲
げ
る
定
義
に
従
う
も

の
と
す
る
。

の
と
す
る
。

一

「
通
関
業
務
」
と
は
、
他
人
の
依
頼
に
よ
つ
て
す
る
次
に
掲

一

「
通
関
業
務
」
と
は
、
他
人
の
依
頼
に
よ
つ
て
す
る
次
に
掲

げ
る
事
務
を
い
う
。

げ
る
事
務
を
い
う
。

イ

次
に
掲
げ
る
手
続
又
は
行
為
に
つ
き
、
そ
の
依
頼
を
し
た

イ

次
に
掲
げ
る
手
続
又
は
行
為
に
つ
き
、
そ
の
依
頼
を
し
た

者
の
代
理
又
は
代
行
を
す
る
こ
と
。

者
の
代
理
又
は
代
行
を
す
る
こ
と
。

⑴

（
略
）

⑴

（
略
）

⑵

関
税
法
そ
の
他
関
税
に
関
す
る
法
令
に
よ
つ
て
さ
れ
た

⑵

関
税
法
そ
の
他
関
税
に
関
す
る
法
令
に
よ
つ
て
さ
れ
た

処
分
に
つ
き
、
行
政
不
服
審
査
法
（
平
成
二
十
六
年
法
律

処
分
に
つ
き
、
行
政
不
服
審
査
法
（
昭
和
三
十
七
年
法
律

第

号
）
又
は
関
税
法
の
規
定
に
基
づ
い
て
、
税
関

第
百
六
十
号
）
又
は
関
税
法
の
規
定
に
基
づ
い
て
、
税
関

長
又
は
財
務
大
臣
に
対
し
て
す
る
不
服
申
立
て

長
又
は
財
務
大
臣
に
対
し
て
す
る
不
服
申
立
て

⑶

（
略
）

⑶

（
略
）

ロ

（
略
）

ロ

（
略
）

二
～
四

（
略
）

二
～
四

（
略
）
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○

清
酒
製
造
業
等
の
安
定
に
関
す
る
特
別
措
置
法
（
昭
和
四
十
五
年
法
律
第
七
十
七
号
）
（
第
百
二
条
関
係
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
納
付
金
の
賦
課
）

（
納
付
金
の
賦
課
）

第
七
条

（
略
）

第
七
条

（
略
）

２
～
４

（
略
）

２
～
４

（
略
）

５

第
一
項
の
規
定
に
よ
り
賦
課
さ
れ
た
納
付
金
の
算
定
に
つ
い
て

５

第
一
項
の
規
定
に
よ
り
賦
課
さ
れ
た
納
付
金
の
算
定
に
つ
い
て

不
服
が
あ
る
者
は
、
財
務
大
臣
に
対
し
、
審
査
請
求
を
す
る
こ
と

不
服
が
あ
る
者
は
、
財
務
大
臣
に
対
し
、
行
政
不
服
審
査
法
（
昭

が
で
き
る
。

和
三
十
七
年
法
律
第
百
六
十
号
）
に
よ
る
審
査
請
求
を
す
る
こ
と

が
で
き
る
。
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○

自
動
車
重
量
税
法
（
昭
和
四
十
六
年
法
律
第
八
十
九
号
）
（
第
百
三
条
関
係
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
過
誤
納
の
確
認
等
）

（
過
誤
納
の
確
認
等
）

第
十
六
条

自
動
車
検
査
証
の
交
付
等
又
は
車
両
番
号
の
指
定
を
受

第
十
六
条

自
動
車
検
査
証
の
交
付
等
又
は
車
両
番
号
の
指
定
を
受

け
る
者
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
き
は
、
そ
の

け
る
者
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
き
は
、
そ
の

該
当
す
る
こ
と
と
な
つ
た
日
か
ら
五
年
を
経
過
す
る
日
ま
で
に
、

該
当
す
る
こ
と
と
な
つ
た
日
か
ら
五
年
を
経
過
す
る
日
ま
で
に
、

政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
当
該
自
動
車
検
査
証
の
交
付
等

政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
当
該
自
動
車
検
査
証
の
交
付
等

又
は
車
両
番
号
の
指
定
に
係
る
国
土
交
通
大
臣
等
に
申
し
出
て
、

又
は
車
両
番
号
の
指
定
に
係
る
国
土
交
通
大
臣
等
に
申
し
出
て
、

当
該
各
号
に
掲
げ
る
自
動
車
重
量
税
の
額
そ
の
他
政
令
で
定
め
る

当
該
各
号
に
掲
げ
る
自
動
車
重
量
税
の
額
そ
の
他
政
令
で
定
め
る

事
項
に
つ
い
て
確
認
を
求
め
、
証
明
書
の
交
付
を
請
求
す
る
こ
と

事
項
に
つ
い
て
確
認
を
求
め
、
証
明
書
の
交
付
を
請
求
す
る
こ
と

が
で
き
る
。

が
で
き
る
。

一

（
略
）

一

（
略
）

二

過
大
に
自
動
車
重
量
税
を
納
付
し
て
自
動
車
検
査
証
の
交
付

二

過
大
に
自
動
車
重
量
税
を
納
付
し
て
自
動
車
検
査
証
の
交
付

等
又
は
車
両
番
号
の
指
定
を
受
け
た
と
き
（
国
税
通
則
法
第
七

等
又
は
車
両
番
号
の
指
定
を
受
け
た
と
き
（
国
税
通
則
法
第
七

十
五
条
第
一
項
第
三
号
（
他
の
行
政
機
関
の
処
分
に
つ
い
て
の

十
五
条
第
一
項
第
五
号
（
他
の
行
政
機
関
の
処
分
に
つ
い
て
の

審
査
請
求
）
の
規
定
に
よ
る
審
査
請
求
に
対
す
る
裁
決
に
よ
り

審
査
請
求
）
の
規
定
に
よ
る
審
査
請
求
に
対
す
る
裁
決
に
よ
り

第
十
二
条
第
一
項
の
認
定
に
係
る
処
分
の
全
部
又
は
一
部
が
取

第
十
二
条
第
一
項
の
認
定
に
係
る
処
分
の
全
部
又
は
一
部
が
取

り
消
さ
れ
た
と
き
を
除
く
。
）
。

当
該
過
大
に
納
付
し
た
自

り
消
さ
れ
た
と
き
を
除
く
。
）
。

当
該
過
大
に
納
付
し
た
自

動
車
重
量
税
の
額

動
車
重
量
税
の
額

２
～
４

（
略
）

２
～
４

（
略
）
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○

東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興
の
た
め
の
施
策
を
実
施
す
る
た
め
に
必
要
な
財
源
の
確
保
に
関
す
る
特
別
措
置
法
（
平
成
二
十
三
年
法
律

第
百
十
七
号
）
（
第
百
四
条
関
係
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
復
興
特
別
所
得
税
に
係
る
所
得
税
法
の
適
用
の
特
例
等
）

（
復
興
特
別
所
得
税
に
係
る
所
得
税
法
の
適
用
の
特
例
等
）

第
三
十
三
条

復
興
特
別
所
得
税
に
係
る
次
の
表
の
第
一
欄
に
掲
げ

第
三
十
三
条

復
興
特
別
所
得
税
に
係
る
次
の
表
の
第
一
欄
に
掲
げ

る
法
律
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
表
の
第
二
欄
に
掲
げ
る
規
定
中

る
法
律
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
表
の
第
二
欄
に
掲
げ
る
規
定
中

同
表
の
第
三
欄
に
掲
げ
る
字
句
は
、
同
表
の
第
四
欄
に
掲
げ
る
字

同
表
の
第
三
欄
に
掲
げ
る
字
句
は
、
同
表
の
第
四
欄
に
掲
げ
る
字

句
と
す
る
。

句
と
す
る
。

第
一
欄

第
二
欄

第
三
欄

第
四
欄

第
一
欄

第
二
欄

第
三
欄

第
四
欄

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

国
税
通

（
略
）

（
略
）

（
略
）

国
税
通

（
略
）

（
略
）

（
略
）

則
法

則
法

第
八
十

所
得
税

所
得
税
、
復
興
特
別
所
得

第
七
十

所
得
税

所
得
税
法
、
特
別
措
置
法

五
条
第

税

五
条
第

法

第
二
十
条
第
二
項
（
青
色

一
項
及

四
項
第

申
告
）

び
第
八

一
号

十
六
条

第
一
項

第
八
十

所
得
税

所
得
税
、
復
興
特
別
所
得

五
条
第

税

一
項
及

び
第
八

十
六
条

第
一
項

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）
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２
～
８

（
略
）

２
～
８

（
略
）

（
復
興
特
別
法
人
税
に
係
る
法
人
税
法
の
適
用
の
特
例
等
）

（
復
興
特
別
法
人
税
に
係
る
法
人
税
法
の
適
用
の
特
例
等
）

第
六
十
三
条

復
興
特
別
法
人
税
に
係
る
次
の
表
の
第
一
欄
に
掲
げ

第
六
十
三
条

復
興
特
別
法
人
税
に
係
る
次
の
表
の
第
一
欄
に
掲
げ

る
法
律
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
表
の
第
二
欄
に
掲
げ
る
規
定
中

る
法
律
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
表
の
第
二
欄
に
掲
げ
る
規
定
中

同
表
の
第
三
欄
に
掲
げ
る
字
句
は
、
同
表
の
第
四
欄
に
掲
げ
る
字

同
表
の
第
三
欄
に
掲
げ
る
字
句
は
、
同
表
の
第
四
欄
に
掲
げ
る
字

句
と
す
る
。

句
と
す
る
。

第
一
欄

第
二
欄

第
三
欄

第
四
欄

第
一
欄

第
二
欄

第
三
欄

第
四
欄

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

国
税
通

（
略
）

（
略
）

（
略
）

国
税
通

（
略
）

（
略
）

（
略
）

則
法

則
法

第
六
十

加
算
し

加
算
し
た
金
額
（
東
日
本

第
六
十

加
算
し

加
算
し
た
金
額
（
東
日
本

五
条
第

た
金
額

大
震
災
か
ら
の
復
興
の
た

五
条
第

た
金
額

大
震
災
か
ら
の
復
興
の
た

三
項
第

め
の
施
策
を
実
施
す
る
た

三
項
第

め
の
施
策
を
実
施
す
る
た

二
号

め
に
必
要
な
財
源
の
確
保

二
号

め
に
必
要
な
財
源
の
確
保

に
関
す
る
特
別
措
置
法
第

に
関
す
る
特
別
措
置
法
（

四
十
九
条
（
復
興
特
別
所

以
下
「
特
別
措
置
法
」
と

得
税
額
の
控
除
）
又
は
第

い
う
。
）
第
四
十
九
条
（

五
十
条
（
外
国
税
額
の
控

復
興
特
別
所
得
税
額
の
控

除
）
の
規
定
に
よ
る
控
除

除
）
又
は
第
五
十
条
（
外

を
さ
れ
る
べ
き
金
額
が
あ

国
税
額
の
控
除
）
の
規
定

る
と
き
は
、
当
該
金
額
を

に
よ
る
控
除
を
さ
れ
る
べ

加
算
し
た
金
額
）

き
金
額
が
あ
る
と
き
は
、

当
該
金
額
を
加
算
し
た
金

額
）

地
方
法

地
方
法
人
税
、
復
興
特
別

地
方
法

地
方
法
人
税
、
復
興
特
別

人
税
、

法
人
税
、

人
税
、

法
人
税
、
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第
八
十

地
方
法

地
方
法
人
税
、
復
興
特
別

第
七
十

若
し
く

、
法
人
税
法
若
し
く
は
特

五
条
第

人
税

法
人
税

五
条
第

は
法
人

別
措
置
法
第
五
十
八
条
第

一
項
及

四
項
第

税
法

二
項
（
青
色
申
告
）

び
第
八

一
号

十
六
条

同
法

法
人
税
法

第
一
項

第
八
十

地
方
法

地
方
法
人
税
、
復
興
特
別

五
条
第

人
税

法
人
税

一
項
及

び
第
八

十
六
条

第
一
項

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

２
～

（
略
）

２
～

（
略
）

16

16
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○

学
校
教
育
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
二
十
六
号
）
（
第
百
五
条
関
係
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

第
百
三
十
九
条

文
部
科
学
大
臣
が
す
る
大
学
又
は
高
等
専
門
学
校

第
百
三
十
九
条

文
部
科
学
大
臣
が
し
た
大
学
又
は
高
等
専
門
学
校

の
設
置
の
認
可
に
関
す
る
処
分
又
は
そ
の
不
作
為
に
つ
い
て
は
、

の
設
置
の
認
可
に
関
す
る
処
分
に
つ
い
て
は
、
行
政
不
服
審
査
法

審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

（
昭
和
三
十
七
年
法
律
第
百
六
十
号
）
に
よ
る
不
服
申
立
て
を
す

る
こ
と
が
で
き
な
い
。
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○

文
部
科
学
省
著
作
教
科
書
の
出
版
権
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
四
十
九
号
）
（
第
百
六
条
関
係
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

第
十
五
条

（
略
）

第
十
五
条

（
略
）

２
～
６

（
略
）

２
～
６

（
略
）

７

第
三
項
の
裁
定
に
つ
い
て
の
審
査
請
求
に
お
い
て
は
、
対
価
に

７

第
三
項
の
裁
定
に
つ
い
て
の
異
議
申
立
て
に
お
い
て
は
、
対
価

つ
い
て
の
不
服
を
そ
の
裁
定
に
つ
い
て
の
不
服
の
理
由
と
す
る
こ

に
つ
い
て
の
不
服
を
そ
の
裁
定
に
つ
い
て
の
不
服
の
理
由
と
す
る

と
が
で
き
な
い
。

こ
と
が
で
き
な
い
。
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○

私
立
学
校
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
二
百
七
十
号
）
（
第
百
七
条
関
係
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
措
置
命
令
等
）

（
措
置
命
令
等
）

第
六
十
条

（
略
）

第
六
十
条

（
略
）

２
～
７

（
略
）

２
～
７

（
略
）

８

第
一
項
の
規
定
に
よ
る
措
置
命
令
に
つ
い
て
は
、
審
査
請
求
を

８

第
一
項
の
規
定
に
よ
る
措
置
命
令
に
つ
い
て
は
、
行
政
不
服
審

す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

査
法
（
昭
和
三
十
七
年
法
律
第
百
六
十
号
）
に
よ
る
不
服
申
立
て

を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

９
～

（
略
）

９
～

（
略
）

11

11

（
解
散
命
令
）

（
解
散
命
令
）

第
六
十
二
条

（
略
）

第
六
十
二
条

（
略
）

２
～
４

（
略
）

２
～
４

（
略
）

５

行
政
手
続
法
第
三
章
第
二
節
（
第
十
五
条
、
第
十
九
条
、
第
二

５

行
政
手
続
法
第
三
章
第
二
節
（
第
十
五
条
、
第
十
九
条
、
第
二

十
六
条
及
び
第
二
十
八
条
を
除
く
。
）
の
規
定
は
、
前
項
の
規
定

十
六
条
及
び
第
二
十
八
条
を
除
く
。
）
の
規
定
は
、
前
項
の
規
定

に
よ
り
私
立
学
校
審
議
会
等
が
行
う
意
見
の
聴
取
に
つ
い
て
準
用

に
よ
り
私
立
学
校
審
議
会
等
が
行
う
意
見
の
聴
取
に
つ
い
て
準
用

す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
法
第
十
六
条
第
四
項
（
同
法
第

す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
法
第
十
六
条
第
四
項
（
同
法
第

十
七
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
第
二
十

十
七
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
第
二
十

条
第
六
項
及
び
第
二
十
二
条
第
三
項
（
同
法
第
二
十
五
条
に
お
い

条
第
六
項
及
び
第
二
十
二
条
第
三
項
（
同
法
第
二
十
五
条
に
お
い

て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
十
五

て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
十
五

条
第
三
項
中
「
行
政
庁
」
と
あ
り
、
同
法
第
十
七
条
第
一
項
中
「

条
第
三
項
中
「
行
政
庁
」
と
あ
り
、
同
法
第
十
七
条
第
一
項
中
「

第
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
聴
聞
を
主
宰
す
る
者
（
以
下
「
主
宰
者

第
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
聴
聞
を
主
宰
す
る
者
（
以
下
「
主
宰
者

」
と
い
う
。
）
」
と
あ
り
、
並
び
に
同
法
第
二
十
条
か
ら
第
二
十

」
と
い
う
。
）
」
と
あ
り
、
並
び
に
同
法
第
二
十
条
か
ら
第
二
十

五
条
ま
で
の
規
定
中
「
主
宰
者
」
と
あ
る
の
は
「
私
立
学
校
法
第

五
条
ま
で
の
規
定
及
び
同
法
第
二
十
七
条
第
一
項
中
「
主
宰
者
」

二
十
六
条
第
二
項
の
私
立
学
校
審
議
会
等
」
と
、
同
法
第
二
十
五

と
あ
る
の
は
「
私
立
学
校
法
第
二
十
六
条
第
二
項
の
私
立
学
校
審

条
中
「
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
あ
る
の
は
「
求
め
る
こ
と
が

議
会
等
」
と
、
同
法
第
二
十
五
条
中
「
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
」

で
き
る
」
と
、
「
こ
の
場
合
」
と
あ
る
の
は
「
私
立
学
校
法
第
二

と
あ
る
の
は
「
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
、
「
こ
の
場
合
」
と

十
六
条
第
二
項
の
私
立
学
校
審
議
会
等
が
意
見
の
聴
取
を
再
開
す

あ
る
の
は
「
私
立
学
校
法
第
二
十
六
条
第
二
項
の
私
立
学
校
審
議

る
場
合
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

会
等
が
意
見
の
聴
取
を
再
開
す
る
場
合
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
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す
る
。

６
・
７

（
略
）

６
・
７

（
略
）

８

第
一
項
の
規
定
に
よ
る
解
散
命
令
に
つ
い
て
は
、
審
査
請
求
を

８

第
一
項
の
規
定
に
よ
る
解
散
命
令
に
つ
い
て
は
、
行
政
不
服
審

す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

査
法
に
よ
る
不
服
申
立
て
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
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○

文
化
財
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
十
四
号
）
（
第
百
八
条
関
係
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

目
次

目
次

第
一
章
～
第
十
一
章

（
略
）

第
一
章
～
十
一
章

（
略
）

第
十
二
章

補
則

第
十
二
章

補
則

第
一
節

聴
聞
、
意
見
の
聴
取
及
び
審
査
請
求
（
第
百
五
十
四

第
一
節

聴
聞
、
意
見
の
聴
取
及
び
不
服
申
立
て
（
第
百
五
十

条
―
第
百
六
十
一
条
）

四
条
―
第
百
六
十
一
条
）

第
二
節
・
第
三
節

（
略
）

第
二
節
・
第
三
節

（
略
）

第
十
三
章

（
略
）

第
十
三
章

（
略
）

附
則

附
則

第
一
節

聴
聞
、
意
見
の
聴
取
及
び
審
査
請
求

第
一
節

聴
聞
、
意
見
の
聴
取
及
び
不
服
申
立
て

（
審
査
請
求
の
手
続
に
お
け
る
意
見
の
聴
取
）

（
不
服
申
立
て
の
手
続
に
お
け
る
意
見
の
聴
取
）

第
百
五
十
六
条

第
一
号
に
掲
げ
る
処
分
若
し
く
は
そ
の
不
作
為
又

第
百
五
十
六
条

次
に
掲
げ
る
処
分
に
つ
い
て
の
審
査
請
求
又
は
異

は
第
二
号
に
掲
げ
る
処
分
に
つ
い
て
の
審
査
請
求
に
対
す
る
裁
決

議
申
立
て
に
対
す
る
裁
決
又
は
決
定
（
却
下
の
裁
決
又
は
決
定
を

は
、
行
政
不
服
審
査
法
（
平
成
二
十
六
年
法
律
第

号
）
第

除
く
。
）
は
、
審
査
請
求
又
は
異
議
申
立
て
を
受
理
し
た
日
か
ら

二
十
四
条
の
規
定
に
よ
り
当
該
審
査
請
求
を
却
下
す
る
場
合
を
除

三
十
日
以
内
に
、
審
査
請
求
人
若
し
く
は
異
議
申
立
人
及
び
参
加

き
、
当
該
審
査
請
求
が
さ
れ
た
日
（
同
法
第
二
十
三
条
の
規
定
に

人
又
は
こ
れ
ら
の
者
の
代
理
人
の
出
頭
を
求
め
て
、
公
開
に
よ
る

よ
り
不
備
を
補
正
す
べ
き
こ
と
を
命
じ
た
場
合
に
あ
つ
て
は
、
当

意
見
の
聴
取
を
し
た
後
で
な
け
れ
ば
、
し
て
は
な
ら
な
い
。

該
不
備
が
補
正
さ
れ
た
日
）
か
ら
三
十
日
以
内
に
、
審
査
請
求
人

及
び
参
加
人
（
同
法
第
十
三
条
第
四
項
に
規
定
す
る
参
加
人
を
い

う
。
以
下
同
じ
。
）
又
は
こ
れ
ら
の
者
の
代
理
人
の
出
頭
を
求
め

て
、
審
理
員
（
同
法
第
十
一
条
第
二
項
に
規
定
す
る
審
理
員
を
い

い
、
審
査
庁
（
同
法
第
九
条
第
一
項
に
規
定
す
る
審
査
庁
を
い
う

。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
が
都
道
府
県
又
は
市
の
教
育

委
員
会
で
あ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
審
査
庁
と
す
る
。
次
項
及
び

次
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
が
公
開
に
よ
る
意
見
の
聴
取
を
し
た
後

で
な
け
れ
ば
、
し
て
は
な
ら
な
い
。

一
・
二

（
略
）

一
・
二

（
略
）
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２

審
理
員
は
、
前
項
の
意
見
の
聴
取
の
期
日
及
び
場
所
を
そ
の
期

２

前
項
の
意
見
の
聴
取
を
行
う
者
は
、
当
該
意
見
の
聴
取
の
期
日

日
の
十
日
前
ま
で
に
全
て
の
審
理
関
係
人
（
行
政
不
服
審
査
法
第

及
び
場
所
を
そ
の
期
日
の
十
日
前
ま
で
に
審
査
請
求
人
又
は
異
議

二
十
八
条
に
規
定
す
る
審
理
関
係
人
を
い
い
、
審
査
庁
が
都
道
府

申
立
人
及
び
参
加
人
に
通
告
し
、
か
つ
、
事
案
の
要
旨
並
び
に
当

県
又
は
市
の
教
育
委
員
会
で
あ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
審
査
請
求

該
意
見
の
聴
取
の
期
日
及
び
場
所
を
公
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

人
及
び
参
加
人
と
す
る
。
）
に
通
告
し
、
か
つ
、
事
案
の
要
旨
並

。

び
に
当
該
意
見
の
聴
取
の
期
日
及
び
場
所
を
公
示
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

３

第
一
項
に
規
定
す
る
審
査
請
求
に
つ
い
て
は
、
行
政
不
服
審
査

〔
新
設
〕

法
第
三
十
一
条
の
規
定
は
適
用
せ
ず
、
同
項
の
意
見
の
聴
取
に
つ

い
て
は
、
同
条
第
二
項
か
ら
第
五
項
ま
で
（
同
法
第
九
条
第
三
項

の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定

を
準
用
す
る
。

（
参
加
）

（
参
加
）

第
百
五
十
七
条

審
査
請
求
人
、
参
加
人
及
び
代
理
人
の
ほ
か
、
当

第
百
五
十
七
条

審
査
請
求
人
又
は
異
議
申
立
人
、
参
加
人
及
び
代

該
処
分
に
つ
い
て
利
害
関
係
を
有
す
る
者
で
前
条
第
一
項
の
意
見

理
人
の
ほ
か
、
当
該
処
分
に
つ
い
て
利
害
関
係
を
有
す
る
者
で
前

の
聴
取
に
参
加
し
て
意
見
を
述
べ
よ
う
と
す
る
も
の
は
、
文
部
科

条
第
一
項
の
意
見
の
聴
取
に
参
加
し
て
意
見
を
述
べ
よ
う
と
す
る

学
省
令
の
定
め
る
事
項
を
記
載
し
た
書
面
を
も
つ
て
、
審
理
員
に

も
の
は
、
文
部
科
学
省
令
の
定
め
る
事
項
を
記
載
し
た
書
面
を
も

そ
の
旨
を
申
し
出
て
、
そ
の
許
可
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

つ
て
、
当
該
意
見
の
聴
取
を
行
う
者
に
そ
の
旨
を
申
し
出
て
、
そ

の
許
可
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
証
拠
の
提
示
等
）

（
証
拠
の
提
示
等
）

第
百
五
十
八
条

第
百
五
十
六
条
第
一
項
の
意
見
の
聴
取
に
お
い
て

第
百
五
十
八
条

第
百
五
十
六
条
第
一
項
の
意
見
の
聴
取
に
お
い
て

は
、
審
査
請
求
人
、
参
加
人
及
び
前
条
の
規
定
に
よ
り
意
見
の
聴

は
、
審
査
請
求
人
若
し
く
は
異
議
申
立
人
、
参
加
人
及
び
前
条
の

取
に
参
加
し
た
者
又
は
こ
れ
ら
の
者
の
代
理
人
に
対
し
て
、
当
該

規
定
に
よ
り
意
見
の
聴
取
に
参
加
し
た
者
又
は
こ
れ
ら
の
者
の
代

事
案
に
つ
い
て
、
証
拠
を
提
示
し
、
か
つ
、
意
見
を
述
べ
る
機
会

理
人
に
対
し
て
、
当
該
事
案
に
つ
い
て
、
証
拠
を
提
示
し
、
か
つ

を
与
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

、
意
見
を
述
べ
る
機
会
を
与
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
裁
決
前
の
協
議
等
）

（
裁
決
又
は
決
定
前
の
協
議
等
）

第
百
五
十
九
条

鉱
業
又
は
採
石
業
と
の
調
整
に
関
す
る
事
案
に
係

第
百
五
十
九
条

鉱
業
又
は
採
石
業
と
の
調
整
に
関
す
る
事
案
に
係

る
審
査
請
求
に
対
す
る
裁
決
（
却
下
の
裁
決
を
除
く
。
）
は
、
あ

る
審
査
請
求
又
は
異
議
申
立
て
に
対
す
る
裁
決
又
は
決
定
（
却
下

ら
か
じ
め
公
害
等
調
整
委
員
会
に
協
議
し
た
後
に
し
な
け
れ
ば
な

の
裁
決
又
は
決
定
を
除
く
。
）
は
、
あ
ら
か
じ
め
公
害
等
調
整
委

ら
な
い
。

員
会
に
協
議
し
た
後
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

関
係
各
行
政
機
関
の
長
は
、
審
査
請
求
に
係
る
事
案
に
つ
い
て

２

関
係
各
行
政
機
関
の
長
は
、
審
査
請
求
又
は
異
議
申
立
て
に
係
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意
見
を
述
べ
る
こ
と
が
で
き
る
。

る
事
案
に
つ
い
て
意
見
を
述
べ
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
手
続
）

（
手
続
）

第
百
六
十
条

第
百
五
十
六
条
か
ら
前
条
ま
で
及
び
行
政
不
服
審
査

第
百
六
十
条

第
百
五
十
六
条
か
ら
前
条
ま
で
及
び
行
政
不
服
審
査

法
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
審
査
請
求
に
関
す
る
手
続
は
、
文
部

法
（
昭
和
三
十
七
年
法
律
第
百
六
十
号
）
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か

科
学
省
令
で
定
め
る
。

、
審
査
請
求
及
び
異
議
申
立
て
に
関
す
る
手
続
は
、
文
部
科
学
省

令
で
定
め
る
。

（
不
服
申
立
て
と
訴
訟
と
の
関
係
）

第
百
六
十
一
条

削
除

第
百
六
十
一
条

第
百
五
十
六
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
処
分
の
取

消
し
の
訴
え
は
、
当
該
処
分
に
つ
い
て
の
審
査
請
求
又
は
異
議
申

立
て
に
対
す
る
裁
決
又
は
決
定
を
経
た
後
で
な
け
れ
ば
、
提
起
す

る
こ
と
が
で
き
な
い
。

（
都
道
府
県
又
は
市
の
教
育
委
員
会
が
処
理
す
る
事
務
）

（
都
道
府
県
又
は
市
の
教
育
委
員
会
が
処
理
す
る
事
務
）

第
百
八
十
四
条

（
略
）

第
百
八
十
四
条

（
略
）

２

都
道
府
県
又
は
市
の
教
育
委
員
会
が
前
項
の
規
定
に
よ
つ
て
し

２

都
道
府
県
又
は
市
の
教
育
委
員
会
が
前
項
の
規
定
に
よ
つ
て
し

た
同
項
第
五
号
に
掲
げ
る
第
五
十
五
条
又
は
第
百
三
十
一
条
の
規

た
同
項
第
五
号
に
掲
げ
る
第
五
十
五
条
又
は
第
百
三
十
一
条
の
規

定
に
よ
る
立
入
調
査
又
は
調
査
の
た
め
の
必
要
な
措
置
の
施
行
に

定
に
よ
る
立
入
調
査
又
は
調
査
の
た
め
の
必
要
な
措
置
の
施
行
に

つ
い
て
は
、
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

つ
い
て
は
、
行
政
不
服
審
査
法
に
よ
る
不
服
申
立
て
を
す
る
こ
と

が
で
き
な
い
。

３
～
８

（
略
）

３
～
８

（
略
）
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○

宗
教
法
人
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
百
二
十
六
号
）
（
第
百
九
条
関
係
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
認
証
の
取
消
し
）

（
認
証
の
取
消
し
）

第
八
十
条

（
略
）

第
八
十
条

（
略
）

２
～
６

（
略
）

２
～
６

（
略
）

〔
削
除
〕

７

第
一
項
の
規
定
に
よ
る
認
証
の
取
消
し
に
つ
い
て
は
、
行
政
手

続
法
第
二
十
七
条
第
二
項
の
規
定
は
、
適
用
し
な
い
。

（
審
査
請
求
の
手
続
に
お
け
る
諮
問
等
）

（
不
服
申
立
て
の
手
続
に
お
け
る
諮
問
等
）

第
八
十
条
の
二

第
十
四
条
第
一
項
、
第
二
十
八
条
第
一
項
、
第
三

第
八
十
条
の
二

第
十
四
条
第
一
項
、
第
二
十
八
条
第
一
項
、
第
三

十
九
条
第
一
項
若
し
く
は
第
四
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
認

十
九
条
第
一
項
若
し
く
は
第
四
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
認

証
に
関
す
る
決
定
、
第
七
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
事
業
の

証
に
関
す
る
決
定
、
第
七
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
事
業
の

停
止
の
命
令
又
は
前
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
認
証
の
取
消
し
に

停
止
の
命
令
又
は
前
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
認
証
の
取
消
し
に

つ
い
て
の
審
査
請
求
に
対
す
る
裁
決
は
、
当
該
審
査
請
求
を
却
下

つ
い
て
の
審
査
請
求
又
は
異
議
申
立
て
に
対
す
る
裁
決
又
は
決
定

す
る
場
合
を
除
き
、
あ
ら
か
じ
め
宗
教
法
人
審
議
会
に
諮
問
し
た

は
、
当
該
審
査
請
求
又
は
異
議
申
立
て
を
却
下
す
る
場
合
を
除
き

後
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

、
あ
ら
か
じ
め
宗
教
法
人
審
議
会
に
諮
問
し
た
後
に
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

２

前
項
の
審
査
請
求
に
対
す
る
裁
決
は
、
当
該
審
査
請
求
が
あ
つ

２

前
項
の
審
査
請
求
又
は
異
議
申
立
て
に
対
す
る
裁
決
又
は
決
定

た
日
か
ら
四
月
以
内
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

は
、
当
該
審
査
請
求
又
は
異
議
申
立
て
が
あ
つ
た
日
か
ら
四
月
以

内
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
審
査
請
求
と
訴
訟
と
の
関
係
）

（
不
服
申
立
て
と
訴
訟
と
の
関
係
）

第
八
十
七
条

第
八
十
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
処
分
の
取
消
し

第
八
十
七
条

第
八
十
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
処
分
の
取
消
し

の
訴
え
は
、
当
該
処
分
に
つ
い
て
の
審
査
請
求
に
対
す
る
裁
決
を

の
訴
え
は
、
当
該
処
分
に
つ
い
て
の
審
査
請
求
又
は
異
議
申
立
て

経
た
後
で
な
け
れ
ば
、
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

に
対
す
る
裁
決
又
は
決
定
を
経
た
後
で
な
け
れ
ば
、
提
起
す
る
こ

と
が
で
き
な
い
。
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○

私
立
学
校
教
職
員
共
済
法
（
昭
和
二
十
八
年
法
律
第
二
百
四
十
五
号
）
（
第
百
十
条
関
係
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
共
済
運
営
委
員
会
の
職
務
）

（
共
済
運
営
委
員
会
の
職
務
）

第
十
三
条

次
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
は
、
事
業
団
の
理
事
長
（

第
十
三
条

次
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
は
、
事
業
団
の
理
事
長
（

以
下
単
に
「
理
事
長
」
と
い
う
。
）
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
共
済
運

以
下
単
に
「
理
事
長
」
と
い
う
。
）
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
共
済
運

営
委
員
会
の
意
見
を
聴
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

営
委
員
会
の
意
見
を
聴
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
～
四

（
略
）

一
～
四

（
略
）

五

共
済
業
務
に
係
る
訴
訟
又
は
審
査
請
求
の
提
起
及
び
和
解

五

共
済
業
務
に
係
る
訴
訟
又
は
審
査
請
求
そ
の
他
の
不
服
申
立

て
の
提
起
及
び
和
解

六

（
略
）

六

（
略
）

２

（
略
）

２

（
略
）

（
審
査
請
求
）

（
審
査
請
求
）

第
三
十
六
条

加
入
者
の
資
格
若
し
く
は
給
付
に
関
す
る
決
定
、
厚

第
三
十
六
条

加
入
者
の
資
格
若
し
く
は
給
付
に
関
す
る
決
定
、
厚

生
年
金
保
険
法
第
九
十
条
第
二
項
（
第
一
号
及
び
第
二
号
を
除
く

生
年
金
保
険
法
第
九
十
条
第
二
項
（
第
一
号
及
び
第
二
号
を
除
く

。
）
に
規
定
す
る
被
保
険
者
の
資
格
若
し
く
は
保
険
給
付
に
関
す

。
）
に
規
定
す
る
被
保
険
者
の
資
格
若
し
く
は
保
険
給
付
に
関
す

る
処
分
、
掛
金
等
そ
の
他
こ
の
法
律
及
び
厚
生
年
金
保
険
法
の
規

る
処
分
、
掛
金
等
そ
の
他
こ
の
法
律
及
び
厚
生
年
金
保
険
法
の
規

定
に
よ
る
徴
収
金
の
徴
収
、
加
入
者
期
間
の
確
認
、
国
民
年
金
法

定
に
よ
る
徴
収
金
の
徴
収
、
加
入
者
期
間
の
確
認
、
国
民
年
金
法

の
規
定
に
よ
る
障
害
基
礎
年
金
に
係
る
障
害
の
程
度
の
診
査
又
は

の
規
定
に
よ
る
障
害
基
礎
年
金
に
係
る
障
害
の
程
度
の
診
査
又
は

第
三
十
一
条
の
規
定
に
よ
る
処
分
に
対
し
異
議
の
あ
る
者
は
、
共

第
三
十
一
条
の
規
定
に
よ
る
処
分
に
対
し
異
議
の
あ
る
者
は
、
共

済
審
査
会
に
対
し
、
文
書
又
は
口
頭
を
も
つ
て
審
査
請
求
を
す
る

済
審
査
会
に
対
し
、
文
書
又
は
口
頭
を
も
つ
て
行
政
不
服
審
査
法

こ
と
が
で
き
る
。

（
昭
和
三
十
七
年
法
律
第
百
六
十
号
）
に
よ
る
審
査
請
求
を
す
る

こ
と
が
で
き
る
。

２

前
項
の
審
査
請
求
は
、
同
項
に
規
定
す
る
決
定
、
処
分
、
徴
収

２

前
項
の
審
査
請
求
は
、
同
項
に
規
定
す
る
決
定
、
処
分
、
徴
収

、
確
認
又
は
診
査
が
あ
つ
た
こ
と
を
知
つ
た
日
か
ら
三
月
を
経
過

、
確
認
又
は
診
査
が
あ
つ
た
こ
と
を
知
つ
た
日
か
ら
六
十
日
以
内

し
た
と
き
は
、
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
た
だ
し
、
正
当
な
理
由

に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
正
当
な
理
由
に
よ
り
こ
の

に
よ
り
こ
の
期
間
内
に
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
つ
た

期
間
内
に
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
つ
た
こ
と
を
疎
明

こ
と
を
疎
明
し
た
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

し
た
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

３

共
済
審
査
会
は
、
行
政
不
服
審
査
法
（
平
成
二
十
六
年
法
律
第

〔
新
設
〕



- 298 -

号
）
第
九
条
第
一
項
、
第
三
項
及
び
第
四
項
の
規
定
の
適

用
に
つ
い
て
は
、
同
条
第
一
項
第
二
号
に
掲
げ
る
機
関
と
み
な
す

。



- 299 -

○

地
方
教
育
行
政
の
組
織
及
び
運
営
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
三
十
一
年
法
律
第
百
六
十
二
号
）
（
第
百
十
一
条
関
係
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
条
例
に
よ
る
事
務
処
理
の
特
例
）

（
条
例
に
よ
る
事
務
処
理
の
特
例
）

第
五
十
五
条

（
略
）

第
五
十
五
条

（
略
）

２
～
８

（
略
）

２
～
８

（
略
）

９

地
方
自
治
法
第
二
百
五
十
二
条
の
十
七
の
三
並
び
に
第
二
百
五

９

地
方
自
治
法
第
二
百
五
十
二
条
の
十
七
の
三
並
び
に
第
二
百
五

十
二
条
の
十
七
の
四
第
一
項
及
び
第
三
項
か
ら
第
七
項
ま
で
の
規

十
二
条
の
十
七
の
四
第
一
項
、
第
三
項
及
び
第
四
項
の
規
定
は
、

定
は
、
第
一
項
の
条
例
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
都
道
府
県
委

第
一
項
の
条
例
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
都
道
府
県
委
員
会
の

員
会
の
権
限
に
属
す
る
事
務
の
一
部
を
市
町
村
が
処
理
す
る
場
合

権
限
に
属
す
る
事
務
の
一
部
を
市
町
村
が
処
理
す
る
場
合
に
つ
い

に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
こ
れ
ら
の
規
定
中

て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
こ
れ
ら
の
規
定
中
「
規
則

「
規
則
」
と
あ
る
の
は
「
教
育
委
員
会
規
則
」
と
、
「
都
道
府
県

」
と
あ
る
の
は
「
教
育
委
員
会
規
則
」
と
、
「
都
道
府
県
知
事
」

知
事
」
と
あ
る
の
は
「
都
道
府
県
教
育
委
員
会
」
と
、
「
市
町
村

と
あ
る
の
は
「
都
道
府
県
教
育
委
員
会
」
と
、
「
市
町
村
長
」
と

長
」
と
あ
る
の
は
「
市
町
村
教
育
委
員
会
（
地
方
教
育
行
政
の
組

あ
る
の
は
「
市
町
村
教
育
委
員
会
（
地
方
教
育
行
政
の
組
織
及
び

織
及
び
運
営
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
三
十
一
年
法
律
第
百
六
十
二

運
営
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
三
十
一
年
法
律
第
百
六
十
二
号
）
第

号
）
第
二
十
四
条
の
二
第
一
項
の
条
例
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り

二
十
四
条
の
二
第
一
項
の
条
例
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
当
該
市

当
該
市
町
村
の
長
が
管
理
し
、
及
び
執
行
す
る
事
務
に
つ
い
て
は

町
村
の
長
が
管
理
し
、
及
び
執
行
す
る
事
務
に
つ
い
て
は
、
市
町

、
市
町
村
長
）
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

村
長
）
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

（
略
）

（
略
）

10

10



- 300 -

○

著
作
権
法
（
昭
和
四
十
五
年
法
律
第
四
十
八
号
）
（
第
百
十
二
条
関
係
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
補
償
金
の
額
に
つ
い
て
の
審
査
請
求
の
制
限
）

（
補
償
金
の
額
に
つ
い
て
の
異
議
申
立
て
の
制
限
）

第
七
十
三
条

第
六
十
七
条
第
一
項
、
第
六
十
八
条
第
一
項
又
は
第

第
七
十
三
条

第
六
十
七
条
第
一
項
、
第
六
十
八
条
第
一
項
又
は
第

六
十
九
条
の
裁
定
又
は
裁
定
を
し
な
い
処
分
に
つ
い
て
の
審
査
請

六
十
九
条
の
裁
定
又
は
裁
定
を
し
な
い
処
分
に
つ
い
て
の
行
政
不

求
に
お
い
て
は
、
そ
の
裁
定
又
は
裁
定
を
し
な
い
処
分
に
係
る
補

服
審
査
法
（
昭
和
三
十
七
年
法
律
第
百
六
十
号
）
に
よ
る
異
議
申

償
金
の
額
に
つ
い
て
の
不
服
を
そ
の
裁
定
又
は
裁
定
を
し
な
い
処

立
て
に
お
い
て
は
、
そ
の
裁
定
又
は
裁
定
を
し
な
い
処
分
に
係
る

分
に
つ
い
て
の
不
服
の
理
由
と
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
た
だ
し

補
償
金
の
額
に
つ
い
て
の
不
服
を
そ
の
裁
定
又
は
裁
定
を
し
な
い

、
第
六
十
七
条
第
一
項
の
裁
定
又
は
裁
定
を
し
な
い
処
分
を
受
け

処
分
に
つ
い
て
の
不
服
の
理
由
と
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
た
だ

た
者
が
著
作
権
者
の
不
明
そ
の
他
こ
れ
に
準
ず
る
理
由
に
よ
り
前

し
、
第
六
十
七
条
第
一
項
の
裁
定
又
は
裁
定
を
し
な
い
処
分
を
受

条
第
一
項
の
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
は
、
こ
の

け
た
者
が
著
作
権
者
の
不
明
そ
の
他
こ
れ
に
準
ず
る
理
由
に
よ
り

限
り
で
な
い
。

前
条
第
一
項
の
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
は
、
こ

の
限
り
で
な
い
。



- 301 -

○

私
立
学
校
振
興
助
成
法
（
昭
和
五
十
年
法
律
第
六
十
一
号
）
（
第
百
十
三
条
関
係
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
意
見
の
聴
取
等
）

（
意
見
の
聴
取
等
）

第
十
二
条
の
二

（
略
）

第
十
二
条
の
二

（
略
）

２
～
６

（
略
）

２
～
６

（
略
）

７

前
条
第
二
号
の
規
定
に
よ
る
是
正
命
令
に
つ
い
て
は
、
審
査
請

７

前
条
第
二
号
の
規
定
に
よ
る
是
正
命
令
に
つ
い
て
は
、
行
政
不

求
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

服
審
査
法
（
昭
和
三
十
七
年
法
律
第
百
六
十
号
）
に
よ
る
不
服
申

立
て
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。



- 302 -

○

技
術
士
法
（
昭
和
五
十
八
年
法
律
第
二
十
五
号
）
（
第
百
十
四
条
関
係
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
指
定
試
験
機
関
が
し
た
処
分
等
に
係
る
審
査
請
求
）

（
指
定
試
験
機
関
が
し
た
処
分
等
に
係
る
不
服
申
立
て
）

第
二
十
七
条

指
定
試
験
機
関
が
行
う
試
験
事
務
に
係
る
処
分
又
は

第
二
十
七
条

指
定
試
験
機
関
が
行
う
試
験
事
務
に
係
る
処
分
又
は

そ
の
不
作
為
に
つ
い
て
不
服
が
あ
る
者
は
、
文
部
科
学
大
臣
に
対

そ
の
不
作
為
に
つ
い
て
不
服
が
あ
る
者
は
、
文
部
科
学
大
臣
に
対

し
、
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、

し
、
行
政
不
服
審
査
法
（
昭
和
三
十
七
年
法
律
第
百
六
十
号
）
に

文
部
科
学
大
臣
は
、
行
政
不
服
審
査
法
（
平
成
二
十
六
年
法
律
第

よ
る
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

号
）
第
二
十
五
条
第
二
項
及
び
第
三
項
、
第
四
十
六
条
第

一
項
及
び
第
二
項
、
第
四
十
七
条
並
び
に
第
四
十
九
条
第
三
項
の

規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
指
定
試
験
機
関
の
上
級
行
政
庁
と
み

な
す
。



- 303 -

○

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
著
作
物
に
係
る
登
録
の
特
例
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
六
十
一
年
法
律
第
六
十
五
号
）
（
第
百
十
五
条
関
係
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
指
定
登
録
機
関
が
し
た
処
分
等
に
係
る
審
査
請
求
）

（
指
定
登
録
機
関
が
し
た
処
分
等
に
係
る
不
服
申
立
て
）

第
二
十
三
条

指
定
登
録
機
関
が
行
う
登
録
事
務
に
係
る
処
分
又
は

第
二
十
三
条

指
定
登
録
機
関
が
行
う
登
録
事
務
に
係
る
処
分
又
は

そ
の
不
作
為
に
つ
い
て
不
服
が
あ
る
者
は
、
文
化
庁
長
官
に
対
し

そ
の
不
作
為
に
つ
い
て
不
服
が
あ
る
者
は
、
文
化
庁
長
官
に
対
し

、
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
文

、
行
政
不
服
審
査
法
（
昭
和
三
十
七
年
法
律
第
百
六
十
号
）
に
よ

化
庁
長
官
は
、
行
政
不
服
審
査
法
（
平
成
二
十
六
年
法
律
第

る
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

号
）
第
二
十
五
条
第
二
項
及
び
第
三
項
、
第
四
十
六
条
第
一
項

及
び
第
二
項
、
第
四
十
七
条
並
び
に
第
四
十
九
条
第
三
項
の
規
定

の
適
用
に
つ
い
て
は
、
指
定
登
録
機
関
の
上
級
行
政
庁
と
み
な
す

。



- 304 -

○

高
等
学
校
等
就
学
支
援
金
の
支
給
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
二
年
法
律
第
十
八
号
）
（
第
百
十
六
条
関
係
）（

傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
不
服
申
立
て
と
訴
訟
と
の
関
係
）

第
十
六
条

削
除

第
十
六
条

就
学
支
援
金
の
支
給
に
関
す
る
処
分
又
は
第
十
一
条
第

一
項
（
第
十
四
条
第
一
項
及
び
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え

て
適
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
る
徴
収
金
に
関
す
る

処
分
の
取
消
し
の
訴
え
は
、
当
該
処
分
に
つ
い
て
の
審
査
請
求
に

対
す
る
裁
決
又
は
当
該
処
分
に
つ
い
て
の
異
議
申
立
て
に
対
す
る

決
定
を
経
た
後
で
な
け
れ
ば
、
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。



- 305 -

○

健
康
保
険
法
（
大
正
十
一
年
法
律
第
七
十
号
）
（
第
百
十
七
条
関
係
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
審
査
請
求
及
び
再
審
査
請
求
）

（
審
査
請
求
及
び
再
審
査
請
求
）

第
百
八
十
九
条

（
略
）

第
百
八
十
九
条

（
略
）

２

審
査
請
求
を
し
た
日
か
ら
二
月
以
内
に
決
定
が
な
い
と
き
は
、

２

審
査
請
求
を
し
た
日
か
ら
六
十
日
以
内
に
決
定
が
な
い
と
き
は

審
査
請
求
人
は
、
社
会
保
険
審
査
官
が
審
査
請
求
を
棄
却
し
た
も

、
審
査
請
求
人
は
、
社
会
保
険
審
査
官
が
審
査
請
求
を
棄
却
し
た

の
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
。

も
の
と
み
な
し
て
、
社
会
保
険
審
査
会
に
対
し
て
再
審
査
請
求
を

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

３

第
一
項
の
審
査
請
求
及
び
再
審
査
請
求
は
、
時
効
の
中
断
に
関

３

第
一
項
の
審
査
請
求
及
び
前
二
項
の
再
審
査
請
求
は
、
時
効
の

し
て
は
、
裁
判
上
の
請
求
と
み
な
す
。

中
断
に
関
し
て
は
、
裁
判
上
の
請
求
と
み
な
す
。

４

（
略
）

４

（
略
）

（
行
政
不
服
審
査
法
の
適
用
関
係
）

（
行
政
不
服
審
査
法
の
適
用
関
係
）

第
百
九
十
一
条

前
二
条
の
審
査
請
求
及
び
第
百
八
十
九
条
第
一
項

第
百
九
十
一
条

前
二
条
の
審
査
請
求
及
び
再
審
査
請
求
に
つ
い
て

の
再
審
査
請
求
に
つ
い
て
は
、
行
政
不
服
審
査
法
（
平
成
二
十
六

は
、
行
政
不
服
審
査
法
（
昭
和
三
十
七
年
法
律
第
百
六
十
号
）
第

年
法
律
第

号
）
第
二
章
（
第
二
十
二
条
を
除
く
。
）
及
び

二
章
第
一
節
、
第
二
節
（
第
十
八
条
及
び
第
十
九
条
を
除
く
。
）

第
四
章
の
規
定
は
、
適
用
し
な
い
。

及
び
第
五
節
の
規
定
は
、
適
用
し
な
い
。

（
審
査
請
求
と
訴
訟
と
の
関
係
）

（
不
服
申
立
て
と
訴
訟
と
の
関
係
）

第
百
九
十
二
条

第
百
八
十
九
条
第
一
項
に
規
定
す
る
処
分
の
取
消

第
百
九
十
二
条

第
百
八
十
九
条
第
一
項
又
は
第
百
九
十
条
に
規
定

し
の
訴
え
は
、
当
該
処
分
に
つ
い
て
の
審
査
請
求
に
対
す
る
社
会

す
る
処
分
の
取
消
し
の
訴
え
は
、
当
該
処
分
に
つ
い
て
の
再
審
査

保
険
審
査
官
の
決
定
を
経
た
後
で
な
け
れ
ば
、
提
起
す
る
こ
と
が

請
求
又
は
審
査
請
求
に
対
す
る
社
会
保
険
審
査
会
の
裁
決
を
経
た

で
き
な
い
。

後
で
な
け
れ
ば
、
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。



- 306 -

○

船
員
保
険
法
（
昭
和
十
四
年
法
律
第
七
十
三
号
）
（
第
百
十
八
条
関
係
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
審
査
請
求
及
び
再
審
査
請
求
）

（
審
査
請
求
及
び
再
審
査
請
求
）

第
百
三
十
八
条

（
略
）

第
百
三
十
八
条

（
略
）

２

審
査
請
求
を
し
た
日
か
ら
二
月
以
内
に
決
定
が
な
い
と
き
は
、

２

審
査
請
求
を
し
た
日
か
ら
六
十
日
以
内
に
決
定
が
な
い
と
き
は

審
査
請
求
人
は
、
社
会
保
険
審
査
官
が
審
査
請
求
を
棄
却
し
た
も

、
審
査
請
求
人
は
、
社
会
保
険
審
査
官
が
審
査
請
求
を
棄
却
し
た

の
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
。

も
の
と
み
な
し
て
、
社
会
保
険
審
査
会
に
対
し
て
再
審
査
請
求
を

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

３

第
一
項
の
審
査
請
求
及
び
再
審
査
請
求
は
、
時
効
の
中
断
に
関

３

第
一
項
の
審
査
請
求
及
び
前
二
項
の
再
審
査
請
求
は
、
時
効
の

し
て
は
、
裁
判
上
の
請
求
と
み
な
す
。

中
断
に
関
し
て
は
、
裁
判
上
の
請
求
と
み
な
す
。

４

（
略
）

４

（
略
）

（
行
政
不
服
審
査
法
の
適
用
関
係
）

（
行
政
不
服
審
査
法
の
適
用
関
係
）

第
百
四
十
条

前
二
条
の
審
査
請
求
及
び
第
百
三
十
八
条
第
一
項
の

第
百
四
十
条

前
二
条
の
審
査
請
求
及
び
再
審
査
請
求
に
つ
い
て
は

再
審
査
請
求
に
つ
い
て
は
、
行
政
不
服
審
査
法
（
平
成
二
十
六
年

、
行
政
不
服
審
査
法
（
昭
和
三
十
七
年
法
律
第
百
六
十
号
）
第
二

法
律
第

号
）
第
二
章
（
第
二
十
二
条
を
除
く
。
）
及
び
第

章
第
一
節
、
第
二
節
（
第
十
八
条
及
び
第
十
九
条
を
除
く
。
）
及

四
章
の
規
定
は
、
適
用
し
な
い
。

び
第
五
節
の
規
定
は
、
適
用
し
な
い
。

（
審
査
請
求
と
訴
訟
と
の
関
係
）

（
不
服
申
立
て
と
訴
訟
と
の
関
係
）

第
百
四
十
一
条

第
百
三
十
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
処
分
の
取
消

第
百
四
十
一
条

第
百
三
十
八
条
第
一
項
又
は
第
百
三
十
九
条
に
規

し
の
訴
え
は
、
当
該
処
分
に
つ
い
て
の
審
査
請
求
に
対
す
る
社
会

定
す
る
処
分
の
取
消
し
の
訴
え
は
、
当
該
処
分
に
つ
い
て
の
再
審

保
険
審
査
官
の
決
定
を
経
た
後
で
な
け
れ
ば
、
提
起
す
る
こ
と
が

査
請
求
又
は
審
査
請
求
に
対
す
る
社
会
保
険
審
査
会
の
裁
決
を
経

で
き
な
い
。

た
後
で
な
け
れ
ば
、
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

（
労
働
者
災
害
補
償
保
険
法
に
基
づ
く
不
服
申
立
て
に
関
す
る
特

（
労
働
者
災
害
補
償
保
険
法
に
基
づ
く
不
服
申
立
て
に
関
す
る
特

例
）

例
）

第
百
五
十
二
条

次
の
各
号
に
掲
げ
る
保
険
給
付
と
同
一
の
事
由
に

第
百
五
十
二
条

次
の
各
号
に
掲
げ
る
保
険
給
付
と
同
一
の
事
由
に

よ
り
支
給
さ
れ
る
当
該
各
号
に
定
め
る
労
働
者
災
害
補
償
保
険
法

よ
り
支
給
さ
れ
る
当
該
各
号
に
定
め
る
労
働
者
災
害
補
償
保
険
法

の
規
定
に
よ
る
保
険
給
付
に
つ
い
て
さ
れ
る
同
法
第
三
十
八
条
第

の
規
定
に
よ
る
保
険
給
付
に
つ
い
て
さ
れ
る
同
法
第
三
十
八
条
第

一
項
の
審
査
請
求
及
び
再
審
査
請
求
（
次
項
に
お
い
て
「
労
働
者

一
項
の
審
査
請
求
並
び
に
同
項
及
び
同
条
第
二
項
の
再
審
査
請
求

災
害
補
償
保
険
法
の
審
査
請
求
等
」
と
い
う
。
）
は
、
当
該
各
号

（
次
項
に
お
い
て
「
労
働
者
災
害
補
償
保
険
法
の
審
査
請
求
等
」
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に
掲
げ
る
保
険
給
付
を
受
け
る
権
利
の
時
効
の
中
断
に
関
し
て
は

と
い
う
。
）
は
、
当
該
各
号
に
掲
げ
る
保
険
給
付
を
受
け
る
権
利

、
裁
判
上
の
請
求
と
み
な
す
。

の
時
効
の
中
断
に
関
し
て
は
、
裁
判
上
の
請
求
と
み
な
す
。

一
～
六

（
略
）

一
～
六

（
略
）

２

（
略
）

２

（
略
）

３

第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
保
険
給
付
に
関
す
る
処
分
の
取
消
し
の

３

第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
保
険
給
付
に
関
す
る
処
分
の
取
消
し
の

訴
え
は
、
第
百
四
十
一
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
同
項
各
号
に

訴
え
は
、
第
百
四
十
一
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
同
項
各
号
に

定
め
る
労
働
者
災
害
補
償
保
険
法
の
規
定
に
よ
る
保
険
給
付
に
関

定
め
る
労
働
者
災
害
補
償
保
険
法
の
規
定
に
よ
る
保
険
給
付
に
関

す
る
処
分
に
つ
い
て
、
同
法
第
三
十
八
条
第
一
項
の
審
査
請
求
に

す
る
処
分
に
つ
い
て
、
同
法
第
三
十
八
条
第
一
項
又
は
第
二
項
の

対
す
る
労
働
保
険
審
査
官
の
決
定
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
提
起
す

再
審
査
請
求
に
対
す
る
労
働
保
険
審
査
会
の
裁
決
が
あ
っ
た
場
合

る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
け
る
行
政
事
件
訴
訟
法
（
昭

に
は
、
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
け
る
行
政
事

和
三
十
七
年
法
律
第
百
三
十
九
号
）
第
十
四
条
第
一
項
及
び
第
二

件
訴
訟
法
（
昭
和
三
十
七
年
法
律
第
百
三
十
九
号
）
第
十
四
条
第

項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
規
定
中
「
取
消
訴
訟

一
項
及
び
第
二
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
規
定

」
と
あ
る
の
は
「
船
員
保
険
法
第
百
五
十
二
条
第
三
項
前
段
に
規

中
「
取
消
訴
訟
」
と
あ
る
の
は
「
船
員
保
険
法
第
百
五
十
二
条
第

定
す
る
処
分
の
取
消
し
の
訴
え
」
と
、
「
処
分
又
は
裁
決
」
と
あ

三
項
前
段
に
規
定
す
る
処
分
の
取
消
し
の
訴
え
」
と
、
「
処
分
又

る
の
は
「
同
項
前
段
の
労
働
保
険
審
査
官
の
決
定
」
と
す
る
。

は
裁
決
」
と
あ
る
の
は
「
同
項
前
段
の
労
働
保
険
審
査
会
の
裁
決

」
と
す
る
。
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○

労
働
関
係
調
整
法
（
昭
和
二
十
一
年
法
律
第
二
十
五
号
）
（
第
百
十
九
条
関
係
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

第
三
十
五
条
の
五

第
三
十
五
条
の
二
の
規
定
に
よ
り
内
閣
総
理
大

第
三
十
五
条
の
五

第
三
十
五
条
の
二
の
規
定
に
よ
り
内
閣
総
理
大

臣
が
し
た
決
定
に
つ
い
て
は
、
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
な

臣
が
し
た
決
定
に
つ
い
て
は
、
行
政
不
服
審
査
法
（
昭
和
三
十
七

い
。

年
法
律
第
百
六
十
号
）
に
よ
る
不
服
申
立
て
を
す
る
こ
と
が
で
き

な
い
。
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○

と
畜
場
法
（
昭
和
二
十
八
年
法
律
第
百
十
四
号
）
（
第
百
十
九
条
関
係
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
獣
畜
の
と
さ
つ
又
は
解
体
の
検
査
）

（
獣
畜
の
と
さ
つ
又
は
解
体
の
検
査
）

第
十
四
条

（
略
）

第
十
四
条

（
略
）

２
～
７

（
略
）

２
～
７

（
略
）

８

第
一
項
か
ら
第
五
項
ま
で
の
規
定
に
よ
り
都
道
府
県
知
事
及
び

８

第
一
項
か
ら
第
五
項
ま
で
の
規
定
に
よ
り
都
道
府
県
知
事
及
び

厚
生
労
働
大
臣
が
行
う
検
査
の
結
果
に
つ
い
て
は
、
審
査
請
求
を

厚
生
労
働
大
臣
が
行
う
検
査
の
結
果
に
つ
い
て
は
、
行
政
不
服
審

す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

査
法
（
昭
和
三
十
七
年
法
律
第
百
六
十
号
）
に
よ
る
不
服
申
立
て

を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
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○

戦
没
者
等
の
妻
に
対
す
る
特
別
給
付
金
支
給
法
（
昭
和
三
十
八
年
法
律
第
六
十
一
号
）
（
第
百
十
九
条
関
係
）（

傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
時
効
の
中
断
）

（
時
効
の
中
断
）

第
七
条

特
別
給
付
金
に
関
す
る
処
分
に
つ
い
て
の
審
査
請
求
は
、

第
七
条

特
別
給
付
金
に
関
す
る
処
分
に
つ
い
て
の
行
政
不
服
審
査

時
効
の
中
断
に
つ
い
て
は
、
裁
判
上
の
請
求
と
み
な
す
。

法
（
昭
和
三
十
七
年
法
律
第
百
六
十
号
）
に
よ
る
不
服
申
立
て
は

、
時
効
の
中
断
に
つ
い
て
は
、
裁
判
上
の
請
求
と
み
な
す
。
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○

戦
傷
病
者
特
別
援
護
法
（
昭
和
三
十
八
年
法
律
第
百
六
十
八
号
）
（
第
百
十
九
条
関
係
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
診
療
報
酬
の
審
査
及
び
支
払
）

（
診
療
報
酬
の
審
査
及
び
支
払
）

第
十
五
条

（
略
）

第
十
五
条

（
略
）

２
～
４

（
略
）

２
～
４

（
略
）

５

第
一
項
の
規
定
に
よ
る
診
療
報
酬
の
額
の
決
定
に
つ
い
て
は
、

５

第
一
項
の
規
定
に
よ
る
診
療
報
酬
の
額
の
決
定
に
つ
い
て
は
、

審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

行
政
不
服
審
査
法
（
昭
和
三
十
七
年
法
律
第
百
六
十
号
）
に
よ
る

不
服
申
立
て
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
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○

戦
没
者
等
の
遺
族
に
対
す
る
特
別
弔
慰
金
支
給
法
（
昭
和
四
十
年
法
律
第
百
号
）
（
第
百
十
九
条
関
係
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
時
効
の
中
断
）

（
時
効
の
中
断
）

第
九
条

特
別
弔
慰
金
に
関
す
る
処
分
に
つ
い
て
の
審
査
請
求
は
、

第
九
条

特
別
弔
慰
金
に
関
す
る
処
分
に
つ
い
て
の
行
政
不
服
審
査

時
効
の
中
断
に
つ
い
て
は
、
裁
判
上
の
請
求
と
み
な
す
。

法
（
昭
和
三
十
七
年
法
律
第
百
六
十
号
）
に
よ
る
不
服
申
立
て
は

、
時
効
の
中
断
に
つ
い
て
は
、
裁
判
上
の
請
求
と
み
な
す
。
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○

戦
傷
病
者
等
の
妻
に
対
す
る
特
別
給
付
金
支
給
法
（
昭
和
四
十
一
年
法
律
第
百
九
号
）
（
第
百
十
九
条
関
係
）（

傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
時
効
の
中
断
）

（
時
効
の
中
断
）

第
七
条

特
別
給
付
金
に
関
す
る
処
分
に
つ
い
て
の
審
査
請
求
は
、

第
七
条

特
別
給
付
金
に
関
す
る
処
分
に
つ
い
て
の
行
政
不
服
審
査

時
効
の
中
断
に
つ
い
て
は
、
裁
判
上
の
請
求
と
み
な
す
。

法
（
昭
和
三
十
七
年
法
律
第
百
六
十
号
）
に
よ
る
不
服
申
立
て
は

、
時
効
の
中
断
に
つ
い
て
は
、
裁
判
上
の
請
求
と
み
な
す
。
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○

戦
没
者
の
父
母
等
に
対
す
る
特
別
給
付
金
支
給
法
（
昭
和
四
十
二
年
法
律
第
五
十
七
号
）
（
第
百
十
九
条
関
係
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
時
効
の
中
断
）

（
時
効
の
中
断
）

第
九
条

特
別
給
付
金
に
関
す
る
処
分
に
つ
い
て
の
審
査
請
求
は
、

第
九
条

特
別
給
付
金
に
関
す
る
処
分
に
つ
い
て
の
行
政
不
服
審
査

時
効
の
中
断
に
つ
い
て
は
、
裁
判
上
の
請
求
と
み
な
す
。

法
（
昭
和
三
十
七
年
法
律
第
百
六
十
号
）
に
よ
る
不
服
申
立
て
は

、
時
効
の
中
断
に
つ
い
て
は
、
裁
判
上
の
請
求
と
み
な
す
。
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○

心
神
喪
失
等
の
状
態
で
重
大
な
他
害
行
為
を
行
っ
た
者
の
医
療
及
び
観
察
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
五
年
法
律
第
百
十
号
）

（
第
百
十
九
条
関
係
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
診
療
報
酬
の
審
査
及
び
支
払
）

（
診
療
報
酬
の
審
査
及
び
支
払
）

第
八
十
四
条

（
略
）

第
八
十
四
条

（
略
）

２
～
４

（
略
）

２
～
４

（
略
）

５

第
一
項
の
規
定
に
よ
る
診
療
報
酬
の
額
の
決
定
に
つ
い
て
は
、

５

第
一
項
の
規
定
に
よ
る
診
療
報
酬
の
額
の
決
定
に
つ
い
て
は
、

審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

行
政
不
服
審
査
法
（
昭
和
三
十
七
年
法
律
第
百
六
十
号
）
に
よ
る

不
服
申
立
て
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
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○

労
働
者
災
害
補
償
保
険
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
五
十
号
）
（
第
百
二
十
条
関
係
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

第
三
十
八
条

（
略
）

第
三
十
八
条

（
略
）

②

前
項
の
審
査
請
求
を
し
て
い
る
者
は
、
審
査
請
求
を
し
た
日
か

②

前
項
の
審
査
請
求
を
し
て
い
る
者
は
、
審
査
請
求
を
し
た
日
か

ら
三
箇
月
を
経
過
し
て
も
審
査
請
求
に
つ
い
て
の
決
定
が
な
い
と

ら
三
箇
月
を
経
過
し
て
も
審
査
請
求
に
つ
い
て
の
決
定
が
な
い
と

き
は
、
労
働
者
災
害
補
償
保
険
審
査
官
が
審
査
請
求
を
棄
却
し
た

き
は
、
当
該
審
査
請
求
に
係
る
処
分
に
つ
い
て
、
決
定
を
経
な
い

も
の
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
。

で
、
労
働
保
険
審
査
会
に
対
し
て
再
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で

き
る
。

③

第
一
項
の
審
査
請
求
及
び
再
審
査
請
求
は
、
時
効
の
中
断
に
関

③

第
一
項
の
審
査
請
求
及
び
前
二
項
の
再
審
査
請
求
は
、
時
効
の

し
て
は
、
こ
れ
を
裁
判
上
の
請
求
と
み
な
す
。

中
断
に
関
し
て
は
、
こ
れ
を
裁
判
上
の
請
求
と
み
な
す
。

第
三
十
九
条

前
条
第
一
項
の
審
査
請
求
及
び
再
審
査
請
求
に
つ
い

第
三
十
九
条

前
条
第
一
項
の
審
査
請
求
及
び
同
条
第
一
項
又
は
第

て
は
、
行
政
不
服
審
査
法
（
平
成
二
十
六
年
法
律
第

号
）

二
項
の
再
審
査
請
求
に
つ
い
て
は
、
行
政
不
服
審
査
法
（
昭
和
三

第
二
章
（
第
二
十
二
条
を
除
く
。
）
及
び
第
四
章
の
規
定
は
、
適

十
七
年
法
律
第
百
六
十
号
）
第
二
章
第
一
節
、
第
二
節
（
第
十
八

用
し
な
い
。

条
及
び
第
十
九
条
を
除
く
。
）
及
び
第
五
節
の
規
定
を
適
用
し
な

い
。

第
四
十
条

第
三
十
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
処
分
の
取
消
し
の
訴

第
四
十
条

第
三
十
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
処
分
の
取
消
し
の
訴

え
は
、
当
該
処
分
に
つ
い
て
の
審
査
請
求
に
対
す
る
労
働
者
災
害

え
は
、
当
該
処
分
に
つ
い
て
の
再
審
査
請
求
に
対
す
る
労
働
保
険

補
償
保
険
審
査
官
の
決
定
を
経
た
後
で
な
け
れ
ば
、
提
起
す
る
こ

審
査
会
の
裁
決
を
経
た
後
で
な
け
れ
ば
、
提
起
す
る
こ
と
が
で
き

と
が
で
き
な
い
。

な
い
。
た
だ
し
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
き
は
、

こ
の
限
り
で
な
い
。

〔
削
除
〕

一

再
審
査
請
求
が
さ
れ
た
日
か
ら
三
箇
月
を
経
過
し
て
も
裁
決

が
な
い
と
き
。

〔
削
除
〕

二

再
審
査
請
求
に
つ
い
て
の
裁
決
を
経
る
こ
と
に
よ
り
生
ず
る

著
し
い
損
害
を
避
け
る
た
め
緊
急
の
必
要
が
あ
る
と
き
そ
の
他

そ
の
裁
決
を
経
な
い
こ
と
に
つ
き
正
当
な
理
由
が
あ
る
と
き
。

第
四
十
一
条

削
除

第
四
十
一
条

徴
収
法
第
三
十
七
条
の
規
定
は
第
三
十
一
条
第
一
項

の
規
定
に
よ
る
徴
収
金
に
つ
い
て
、
徴
収
法
第
三
十
八
条
の
規
定

は
第
十
二
条
の
三
第
一
項
及
び
第
二
項
並
び
に
第
三
十
一
条
第
一
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項
の
規
定
に
よ
る
徴
収
金
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
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○

児
童
福
祉
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
六
十
四
号
）
（
第
百
二
十
一
条
関
係
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

第
十
八
条
の
十
七

指
定
試
験
機
関
が
行
う
試
験
事
務
に
係
る
処
分

第
十
八
条
の
十
七

指
定
試
験
機
関
が
行
う
試
験
事
務
に
係
る
処
分

又
は
そ
の
不
作
為
に
つ
い
て
不
服
が
あ
る
者
は
、
都
道
府
県
知
事

又
は
そ
の
不
作
為
に
つ
い
て
不
服
が
あ
る
者
は
、
都
道
府
県
知
事

に
対
し
、
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い

に
対
し
、
行
政
不
服
審
査
法
（
昭
和
三
十
七
年
法
律
第
百
六
十
号

て
、
都
道
府
県
知
事
は
、
行
政
不
服
審
査
法
（
平
成
二
十
六
年
法

）
に
よ
る
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

律
第

号
）
第
二
十
五
条
第
二
項
及
び
第
三
項
、
第
四
十
六

条
第
一
項
及
び
第
二
項
、
第
四
十
七
条
並
び
に
第
四
十
九
条
第
三

項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
指
定
試
験
機
関
の
上
級
行
政
庁

と
み
な
す
。

第
十
九
条
の
二
十

（
略
）

第
十
九
条
の
二
十

（
略
）

②
～
④

（
略
）

②
～
④

（
略
）

⑤

第
一
項
の
規
定
に
よ
る
小
児
慢
性
特
定
疾
病
医
療
費
の
額
の
決

⑤

第
一
項
の
規
定
に
よ
る
小
児
慢
性
特
定
疾
病
医
療
費
の
額
の
決

定
に
つ
い
て
は
、
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

定
に
つ
い
て
は
、
行
政
不
服
審
査
法
に
よ
る
不
服
申
立
て
を
す
る

こ
と
が
で
き
な
い
。

第
五
十
九
条
の
四

（
略
）

第
五
十
九
条
の
四

（
略
）

②

前
項
の
規
定
に
よ
り
指
定
都
市
等
の
長
が
し
た
処
分
（
地
方
自

②

前
項
の
規
定
に
よ
り
指
定
都
市
等
の
長
が
し
た
処
分
（
地
方
自

治
法
第
二
条
第
九
項
第
一
号
に
規
定
す
る
第
一
号
法
定
受
託
事
務

治
法
第
二
条
第
九
項
第
一
号
に
規
定
す
る
第
一
号
法
定
受
託
事
務

（
次
項
及
び
第
五
十
九
条
の
六
に
お
い
て
「
第
一
号
法
定
受
託
事

に
係
る
も
の
に
限
る
。
）
に
係
る
審
査
請
求
に
つ
い
て
の
都
道
府

務
」
と
い
う
。
）
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）
に
係
る
審
査
請
求
に

県
知
事
の
裁
決
に
不
服
が
あ
る
者
は
、
厚
生
労
働
大
臣
に
対
し
て

つ
い
て
の
都
道
府
県
知
事
の
裁
決
に
不
服
が
あ
る
者
は
、
厚
生
労

再
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

働
大
臣
に
対
し
て
再
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

③

指
定
都
市
等
の
長
が
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
そ
の
処
理
す
る
こ

〔
新
設
〕

と
と
さ
れ
た
事
務
の
う
ち
第
一
号
法
定
受
託
事
務
に
係
る
処
分
を

す
る
権
限
を
そ
の
補
助
機
関
で
あ
る
職
員
又
は
そ
の
管
理
に
属
す

る
行
政
機
関
の
長
に
委
任
し
た
場
合
に
お
い
て
、
委
任
を
受
け
た

職
員
又
は
行
政
機
関
の
長
が
そ
の
委
任
に
基
づ
い
て
し
た
処
分
に

つ
き
、
地
方
自
治
法
第
二
百
五
十
五
条
の
二
第
二
項
の
再
審
査
請
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求
の
裁
決
が
あ
つ
た
と
き
は
、
当
該
裁
決
に
不
服
が
あ
る
者
は
、

同
法
第
二
百
五
十
二
条
の
十
七
の
四
第
五
項
か
ら
第
七
項
ま
で
の

規
定
の
例
に
よ
り
、
厚
生
労
働
大
臣
に
対
し
て
再
々
審
査
請
求
を

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

④

（
略
）

③

（
略
）

⑤

（
略
）

④

（
略
）

第
五
十
九
条
の
六

第
五
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
都
道
府
県

第
五
十
九
条
の
六

第
五
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
都
道
府
県

が
処
理
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
事
務
は
、
第
一
号
法
定
受
託
事

が
処
理
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
事
務
は
、
地
方
自
治
法
第
二
条

務
と
す
る
。

第
九
項
第
一
号
に
規
定
す
る
第
一
号
法
定
受
託
事
務
と
す
る
。
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○

あ
ん
摩
マ
ツ
サ
ー
ジ
指
圧
師
、
は
り
師
、
き
ゆ
う
師
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
二
百
十
七
号
）
（
第
百
二
十
二
条
関

係
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

第
三
条
の
二
十

指
定
試
験
機
関
が
行
う
試
験
事
務
に
係
る
処
分
又

第
三
条
の
二
十

指
定
試
験
機
関
が
行
う
試
験
事
務
に
係
る
処
分
又

は
そ
の
不
作
為
に
つ
い
て
不
服
が
あ
る
者
は
、
厚
生
労
働
大
臣
に

は
そ
の
不
作
為
に
つ
い
て
不
服
が
あ
る
者
は
、
厚
生
労
働
大
臣
に

対
し
、
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て

対
し
、
行
政
不
服
審
査
法
（
昭
和
三
十
七
年
法
律
第
百
六
十
号
）

、
厚
生
労
働
大
臣
は
、
行
政
不
服
審
査
法
（
平
成
二
十
六
年
法
律

に
よ
る
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第

号
）
第
二
十
五
条
第
二
項
及
び
第
三
項
、
第
四
十
六
条

第
一
項
及
び
第
二
項
、
第
四
十
七
条
並
び
に
第
四
十
九
条
第
三
項

の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
指
定
試
験
機
関
の
上
級
行
政
庁
と

み
な
す
。
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○

食
品
衛
生
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
二
百
三
十
三
号
）
（
第
百
二
十
三
条
関
係
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

第
二
十
五
条

（
略
）

第
二
十
五
条

（
略
）

②
～
④

（
略
）

②
～
④

（
略
）

⑤

第
一
項
の
検
査
の
結
果
に
つ
い
て
は
、
審
査
請
求
を
す
る
こ
と

⑤

第
一
項
の
検
査
の
結
果
に
つ
い
て
は
、
行
政
不
服
審
査
法
（
昭

が
で
き
な
い
。

和
三
十
七
年
法
律
第
百
六
十
号
）
に
よ
る
不
服
申
立
て
を
す
る
こ

と
が
で
き
な
い
。

第
六
十
八
条

こ
の
法
律
の
規
定
に
よ
り
地
方
公
共
団
体
（
都
道
府

第
六
十
八
条

こ
の
法
律
の
規
定
に
よ
り
地
方
公
共
団
体
（
都
道
府

県
を
除
く
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
長
が
行
う
処
分
（
地
方

県
を
除
く
。
）
の
長
が
行
う
処
分
（
地
方
自
治
法
第
二
条
第
九
項

自
治
法
第
二
条
第
九
項
第
一
号
に
規
定
す
る
第
一
号
法
定
受
託
事

第
一
号
に
規
定
す
る
第
一
号
法
定
受
託
事
務
（
次
条
に
お
い
て
「

務
（
次
項
及
び
次
条
に
お
い
て
「
第
一
号
法
定
受
託
事
務
」
と
い

第
一
号
法
定
受
託
事
務
」
と
い
う
。
）
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）

う
。
）
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）
に
つ
い
て
の
審
査
請
求
の
裁
決

に
つ
い
て
の
審
査
請
求
の
裁
決
に
不
服
が
あ
る
者
は
、
厚
生
労
働

に
不
服
が
あ
る
者
は
、
厚
生
労
働
大
臣
（
第
五
十
四
条
第
二
項
（

大
臣
（
第
五
十
四
条
第
二
項
（
第
六
十
二
条
第
一
項
及
び
第
三
項

第
六
十
二
条
第
一
項
及
び
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含

に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
る
処
分
に
係

む
。
）
の
規
定
に
よ
る
処
分
に
係
る
も
の
に
あ
つ
て
は
、
内
閣
総

る
も
の
に
あ
つ
て
は
、
内
閣
総
理
大
臣
）
に
対
し
て
再
審
査
請
求

理
大
臣
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
対
し
て
再
審
査
請
求
を
す

を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

る
こ
と
が
で
き
る
。

②

地
方
公
共
団
体
の
長
が
こ
の
法
律
の
規
定
に
よ
り
そ
の
処
理
す

〔
新
設
〕

る
こ
と
と
さ
れ
た
事
務
の
う
ち
第
一
号
法
定
受
託
事
務
に
係
る
処

分
を
す
る
権
限
を
そ
の
補
助
機
関
で
あ
る
職
員
又
は
そ
の
管
理
に

属
す
る
行
政
機
関
の
長
に
委
任
し
た
場
合
に
お
い
て
、
委
任
を
受

け
た
職
員
又
は
行
政
機
関
の
長
が
そ
の
委
任
に
基
づ
い
て
し
た
処

分
に
つ
き
、
地
方
自
治
法
第
二
百
五
十
五
条
の
二
第
二
項
の
再
審

査
請
求
の
裁
決
が
あ
つ
た
と
き
は
、
当
該
裁
決
に
不
服
が
あ
る
者

は
、
同
法
第
二
百
五
十
二
条
の
十
七
の
四
第
五
項
か
ら
第
七
項
ま

で
の
規
定
の
例
に
よ
り
、
厚
生
労
働
大
臣
に
対
し
て
再
々
審
査
請

求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
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○

理
容
師
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
二
百
三
十
四
号
）
（
第
百
二
十
四
条
関
係
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

第
十
七
条
の
二

指
定
試
験
機
関
が
行
う
試
験
事
務
に
係
る
処
分
若

第
十
七
条
の
二

指
定
試
験
機
関
が
行
う
試
験
事
務
に
係
る
処
分
（

し
く
は
そ
の
不
作
為
又
は
指
定
登
録
機
関
が
行
う
登
録
事
務
に
係

試
験
の
結
果
に
つ
い
て
の
処
分
を
除
く
。
）
若
し
く
は
不
作
為
又

る
処
分
若
し
く
は
そ
の
不
作
為
に
つ
い
て
は
、
厚
生
労
働
大
臣
に

は
指
定
登
録
機
関
が
行
う
登
録
事
務
に
係
る
処
分
若
し
く
は
不
作

対
し
、
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て

為
に
つ
い
て
は
、
厚
生
労
働
大
臣
に
対
し
、
行
政
不
服
審
査
法
（

、
厚
生
労
働
大
臣
は
、
行
政
不
服
審
査
法
（
平
成
二
十
六
年
法
律

昭
和
三
十
七
年
法
律
第
百
六
十
号
）
に
よ
る
審
査
請
求
を
す
る
こ

第

号
）
第
二
十
五
条
第
二
項
及
び
第
三
項
、
第
四
十
六
条

と
が
で
き
る
。

第
一
項
及
び
第
二
項
、
第
四
十
七
条
並
び
に
第
四
十
九
条
第
三
項

の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
指
定
試
験
機
関
又
は
指
定
登
録
機

関
の
上
級
行
政
庁
と
み
な
す
。
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○

医
師
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
二
百
一
号
）
（
第
百
二
十
五
条
関
係
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

第
七
条

（
略
）

第
七
条

（
略
）

２
～
５

（
略
）

２
～
５

（
略
）

６

行
政
手
続
法
（
平
成
五
年
法
律
第
八
十
八
号
）
第
三
章
第
二
節

６

行
政
手
続
法
（
平
成
五
年
法
律
第
八
十
八
号
）
第
三
章
第
二
節

（
第
二
十
五
条
、
第
二
十
六
条
及
び
第
二
十
八
条
を
除
く
。
）
の

（
第
二
十
五
条
、
第
二
十
六
条
及
び
第
二
十
八
条
を
除
く
。
）
の

規
定
は
、
都
道
府
県
知
事
が
前
項
の
規
定
に
よ
り
意
見
の
聴
取
を

規
定
は
、
都
道
府
県
知
事
が
前
項
の
規
定
に
よ
り
意
見
の
聴
取
を

行
う
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
節
中

行
う
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
節
中

「
聴
聞
」
と
あ
る
の
は
「
意
見
の
聴
取
」
と
、
同
法
第
十
五
条
第

「
聴
聞
」
と
あ
る
の
は
「
意
見
の
聴
取
」
と
、
同
法
第
十
五
条
第

一
項
中
「
行
政
庁
」
と
あ
る
の
は
「
都
道
府
県
知
事
」
と
、
同
条

一
項
中
「
行
政
庁
」
と
あ
る
の
は
「
都
道
府
県
知
事
」
と
、
同
条

第
三
項
（
同
法
第
二
十
二
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を

第
三
項
（
同
法
第
二
十
二
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を

含
む
。
）
中
「
行
政
庁
は
」
と
あ
る
の
は
「
都
道
府
県
知
事
は
」

含
む
。
）
中
「
行
政
庁
は
」
と
あ
る
の
は
「
都
道
府
県
知
事
は
」

と
、
「
当
該
行
政
庁
が
」
と
あ
る
の
は
「
当
該
都
道
府
県
知
事
が

と
、
「
当
該
行
政
庁
が
」
と
あ
る
の
は
「
当
該
都
道
府
県
知
事
が

」
と
、
「
当
該
行
政
庁
の
」
と
あ
る
の
は
「
当
該
都
道
府
県
の
」

」
と
、
「
当
該
行
政
庁
の
」
と
あ
る
の
は
「
当
該
都
道
府
県
の
」

と
、
同
法
第
十
六
条
第
四
項
並
び
に
第
十
八
条
第
一
項
及
び
第
三

と
、
同
法
第
十
六
条
第
四
項
並
び
に
第
十
八
条
第
一
項
及
び
第
三

項
中
「
行
政
庁
」
と
あ
る
の
は
「
都
道
府
県
知
事
」
と
、
同
法
第

項
中
「
行
政
庁
」
と
あ
る
の
は
「
都
道
府
県
知
事
」
と
、
同
法
第

十
九
条
第
一
項
中
「
行
政
庁
が
指
名
す
る
職
員
そ
の
他
政
令
で
定

十
九
条
第
一
項
中
「
行
政
庁
が
指
名
す
る
職
員
そ
の
他
政
令
で
定

め
る
者
」
と
あ
る
の
は
「
都
道
府
県
知
事
が
指
名
す
る
職
員
」
と

め
る
者
」
と
あ
る
の
は
「
都
道
府
県
知
事
が
指
名
す
る
職
員
」
と

、
同
法
第
二
十
条
第
一
項
、
第
二
項
及
び
第
四
項
中
「
行
政
庁
」

、
同
法
第
二
十
条
第
一
項
、
第
二
項
及
び
第
四
項
中
「
行
政
庁
」

と
あ
る
の
は
「
都
道
府
県
」
と
、
同
条
第
六
項
及
び
同
法
第
二
十

と
あ
る
の
は
「
都
道
府
県
」
と
、
同
条
第
六
項
、
同
法
第
二
十
四

四
条
第
三
項
中
「
行
政
庁
」
と
あ
る
の
は
「
都
道
府
県
知
事
」
と

条
第
三
項
及
び
第
二
十
七
条
第
一
項
中
「
行
政
庁
」
と
あ
る
の
は

読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

「
都
道
府
県
知
事
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

７
～

（
略
）

７
～

（
略
）

18

18
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○

歯
科
医
師
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
二
百
二
号
）
（
第
百
二
十
五
条
関
係
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

第
七
条

（
略
）

第
七
条

（
略
）

２
～
５

（
略
）

２
～
５

（
略
）

６

行
政
手
続
法
（
平
成
五
年
法
律
第
八
十
八
号
）
第
三
章
第
二
節

６

行
政
手
続
法
（
平
成
五
年
法
律
第
八
十
八
号
）
第
三
章
第
二
節

（
第
二
十
五
条
、
第
二
十
六
条
及
び
第
二
十
八
条
を
除
く
。
）
の

（
第
二
十
五
条
、
第
二
十
六
条
及
び
第
二
十
八
条
を
除
く
。
）
の

規
定
は
、
都
道
府
県
知
事
が
前
項
の
規
定
に
よ
り
意
見
の
聴
取
を

規
定
は
、
都
道
府
県
知
事
が
前
項
の
規
定
に
よ
り
意
見
の
聴
取
を

行
う
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
節
中

行
う
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
節
中

「
聴
聞
」
と
あ
る
の
は
「
意
見
の
聴
取
」
と
、
同
法
第
十
五
条
第

「
聴
聞
」
と
あ
る
の
は
「
意
見
の
聴
取
」
と
、
同
法
第
十
五
条
第

一
項
中
「
行
政
庁
」
と
あ
る
の
は
「
都
道
府
県
知
事
」
と
、
同
条

一
項
中
「
行
政
庁
」
と
あ
る
の
は
「
都
道
府
県
知
事
」
と
、
同
条

第
三
項
（
同
法
第
二
十
二
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を

第
三
項
（
同
法
第
二
十
二
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を

含
む
。
）
中
「
行
政
庁
は
」
と
あ
る
の
は
「
都
道
府
県
知
事
は
」

含
む
。
）
中
「
行
政
庁
は
」
と
あ
る
の
は
「
都
道
府
県
知
事
は
」

と
、
「
当
該
行
政
庁
が
」
と
あ
る
の
は
「
当
該
都
道
府
県
知
事
が

と
、
「
当
該
行
政
庁
が
」
と
あ
る
の
は
「
当
該
都
道
府
県
知
事
が

」
と
、
「
当
該
行
政
庁
の
」
と
あ
る
の
は
「
当
該
都
道
府
県
の
」

」
と
、
「
当
該
行
政
庁
の
」
と
あ
る
の
は
「
当
該
都
道
府
県
の
」

と
、
同
法
第
十
六
条
第
四
項
並
び
に
第
十
八
条
第
一
項
及
び
第
三

と
、
同
法
第
十
六
条
第
四
項
並
び
に
第
十
八
条
第
一
項
及
び
第
三

項
中
「
行
政
庁
」
と
あ
る
の
は
「
都
道
府
県
知
事
」
と
、
同
法
第

項
中
「
行
政
庁
」
と
あ
る
の
は
「
都
道
府
県
知
事
」
と
、
同
法
第

十
九
条
第
一
項
中
「
行
政
庁
が
指
名
す
る
職
員
そ
の
他
政
令
で
定

十
九
条
第
一
項
中
「
行
政
庁
が
指
名
す
る
職
員
そ
の
他
政
令
で
定

め
る
者
」
と
あ
る
の
は
「
都
道
府
県
知
事
が
指
名
す
る
職
員
」
と

め
る
者
」
と
あ
る
の
は
「
都
道
府
県
知
事
が
指
名
す
る
職
員
」
と

、
同
法
第
二
十
条
第
一
項
、
第
二
項
及
び
第
四
項
中
「
行
政
庁
」

、
同
法
第
二
十
条
第
一
項
、
第
二
項
及
び
第
四
項
中
「
行
政
庁
」

と
あ
る
の
は
「
都
道
府
県
」
と
、
同
条
第
六
項
及
び
同
法
第
二
十

と
あ
る
の
は
「
都
道
府
県
」
と
、
同
条
第
六
項
、
同
法
第
二
十
四

四
条
第
三
項
中
「
行
政
庁
」
と
あ
る
の
は
「
都
道
府
県
知
事
」
と

条
第
三
項
及
び
第
二
十
七
条
第
一
項
中
「
行
政
庁
」
と
あ
る
の
は

読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

「
都
道
府
県
知
事
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

７
～

（
略
）

７
～

（
略
）

18

18
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○

保
健
師
助
産
師
看
護
師
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
二
百
三
号
）
（
第
百
二
十
五
条
関
係
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

第
十
五
条

（
略
）

第
十
五
条

（
略
）

２
・
３

（
略
）

２
・
３

（
略
）

４

行
政
手
続
法
（
平
成
五
年
法
律
第
八
十
八
号
）
第
三
章
第
二
節

４

行
政
手
続
法
（
平
成
五
年
法
律
第
八
十
八
号
）
第
三
章
第
二
節

（
第
二
十
五
条
、
第
二
十
六
条
及
び
第
二
十
八
条
を
除
く
。
）
の

（
第
二
十
五
条
、
第
二
十
六
条
及
び
第
二
十
八
条
を
除
く
。
）
の

規
定
は
、
都
道
府
県
知
事
が
前
項
の
規
定
に
よ
り
意
見
の
聴
取
を

規
定
は
、
都
道
府
県
知
事
が
前
項
の
規
定
に
よ
り
意
見
の
聴
取
を

行
う
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
節
中

行
う
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
節
中

「
聴
聞
」
と
あ
る
の
は
「
意
見
の
聴
取
」
と
、
同
法
第
十
五
条
第

「
聴
聞
」
と
あ
る
の
は
「
意
見
の
聴
取
」
と
、
同
法
第
十
五
条
第

一
項
中
「
行
政
庁
」
と
あ
る
の
は
「
都
道
府
県
知
事
」
と
、
同
条

一
項
中
「
行
政
庁
」
と
あ
る
の
は
「
都
道
府
県
知
事
」
と
、
同
条

第
三
項
（
同
法
第
二
十
二
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を

第
三
項
（
同
法
第
二
十
二
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を

含
む
。
）
中
「
行
政
庁
は
」
と
あ
る
の
は
「
都
道
府
県
知
事
は
」

含
む
。
）
中
「
行
政
庁
は
」
と
あ
る
の
は
「
都
道
府
県
知
事
は
」

と
、
「
当
該
行
政
庁
が
」
と
あ
る
の
は
「
当
該
都
道
府
県
知
事
が

と
、
「
当
該
行
政
庁
が
」
と
あ
る
の
は
「
当
該
都
道
府
県
知
事
が

」
と
、
「
当
該
行
政
庁
の
」
と
あ
る
の
は
「
当
該
都
道
府
県
の
」

」
と
、
「
当
該
行
政
庁
の
」
と
あ
る
の
は
「
当
該
都
道
府
県
の
」

と
、
同
法
第
十
六
条
第
四
項
並
び
に
第
十
八
条
第
一
項
及
び
第
三

と
、
同
法
第
十
六
条
第
四
項
並
び
に
第
十
八
条
第
一
項
及
び
第
三

項
中
「
行
政
庁
」
と
あ
る
の
は
「
都
道
府
県
知
事
」
と
、
同
法
第

項
中
「
行
政
庁
」
と
あ
る
の
は
「
都
道
府
県
知
事
」
と
、
同
法
第

十
九
条
第
一
項
中
「
行
政
庁
が
指
名
す
る
職
員
そ
の
他
政
令
で
定

十
九
条
第
一
項
中
「
行
政
庁
が
指
名
す
る
職
員
そ
の
他
政
令
で
定

め
る
者
」
と
あ
る
の
は
「
都
道
府
県
知
事
が
指
名
す
る
職
員
」
と

め
る
者
」
と
あ
る
の
は
「
都
道
府
県
知
事
が
指
名
す
る
職
員
」
と

、
同
法
第
二
十
条
第
一
項
、
第
二
項
及
び
第
四
項
中
「
行
政
庁
」

、
同
法
第
二
十
条
第
一
項
、
第
二
項
及
び
第
四
項
中
「
行
政
庁
」

と
あ
る
の
は
「
都
道
府
県
」
と
、
同
条
第
六
項
及
び
同
法
第
二
十

と
あ
る
の
は
「
都
道
府
県
」
と
、
同
条
第
六
項
、
同
法
第
二
十
四

四
条
第
三
項
中
「
行
政
庁
」
と
あ
る
の
は
「
都
道
府
県
知
事
」
と

条
第
三
項
及
び
第
二
十
七
条
第
一
項
中
「
行
政
庁
」
と
あ
る
の
は

読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

「
都
道
府
県
知
事
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

５
～

（
略
）

５
～

（
略
）

18

18
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○

薬
剤
師
法
（
昭
和
三
十
五
年
法
律
第
百
四
十
六
号
）
（
第
百
二
十
五
条
関
係
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
免
許
の
取
消
し
等
）

（
免
許
の
取
消
し
等
）

第
八
条

（
略
）

第
八
条

（
略
）

２
～
６

（
略
）

２
～
６

（
略
）

７

行
政
手
続
法
（
平
成
五
年
法
律
第
八
十
八
号
）
第
三
章
第
二
節

７

行
政
手
続
法
（
平
成
五
年
法
律
第
八
十
八
号
）
第
三
章
第
二
節

（
第
二
十
五
条
、
第
二
十
六
条
及
び
第
二
十
八
条
を
除
く
。
）
の

（
第
二
十
五
条
、
第
二
十
六
条
及
び
第
二
十
八
条
を
除
く
。
）
の

規
定
は
、
都
道
府
県
知
事
が
前
項
の
規
定
に
よ
り
意
見
の
聴
取
を

規
定
は
、
都
道
府
県
知
事
が
前
項
の
規
定
に
よ
り
意
見
の
聴
取
を

行
う
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
節
中

行
う
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
節
中

「
聴
聞
」
と
あ
る
の
は
「
意
見
の
聴
取
」
と
、
同
法
第
十
五
条
第

「
聴
聞
」
と
あ
る
の
は
「
意
見
の
聴
取
」
と
、
同
法
第
十
五
条
第

一
項
中
「
行
政
庁
」
と
あ
る
の
は
「
都
道
府
県
知
事
」
と
、
同
条

一
項
中
「
行
政
庁
」
と
あ
る
の
は
「
都
道
府
県
知
事
」
と
、
同
条

第
三
項
（
同
法
第
二
十
二
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を

第
三
項
（
同
法
第
二
十
二
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を

含
む
。
）
中
「
行
政
庁
は
」
と
あ
る
の
は
「
都
道
府
県
知
事
は
」

含
む
。
）
中
「
行
政
庁
は
」
と
あ
る
の
は
「
都
道
府
県
知
事
は
」

と
、
「
当
該
行
政
庁
が
」
と
あ
る
の
は
「
当
該
都
道
府
県
知
事
が

と
、
「
当
該
行
政
庁
が
」
と
あ
る
の
は
「
当
該
都
道
府
県
知
事
が

」
と
、
「
当
該
行
政
庁
の
」
と
あ
る
の
は
「
当
該
都
道
府
県
の
」

」
と
、
「
当
該
行
政
庁
の
」
と
あ
る
の
は
「
当
該
都
道
府
県
の
」

と
、
同
法
第
十
六
条
第
四
項
並
び
に
第
十
八
条
第
一
項
及
び
第
三

と
、
同
法
第
十
六
条
第
四
項
並
び
に
第
十
八
条
第
一
項
及
び
第
三

項
中
「
行
政
庁
」
と
あ
る
の
は
「
都
道
府
県
知
事
」
と
、
同
法
第

項
中
「
行
政
庁
」
と
あ
る
の
は
「
都
道
府
県
知
事
」
と
、
同
法
第

十
九
条
第
一
項
中
「
行
政
庁
が
指
名
す
る
職
員
そ
の
他
政
令
で
定

十
九
条
第
一
項
中
「
行
政
庁
が
指
名
す
る
職
員
そ
の
他
政
令
で
定

め
る
者
」
と
あ
る
の
は
「
都
道
府
県
知
事
が
指
名
す
る
職
員
」
と

め
る
者
」
と
あ
る
の
は
「
都
道
府
県
知
事
が
指
名
す
る
職
員
」
と

、
同
法
第
二
十
条
第
一
項
、
第
二
項
及
び
第
四
項
中
「
行
政
庁
」

、
同
法
第
二
十
条
第
一
項
、
第
二
項
及
び
第
四
項
中
「
行
政
庁
」

と
あ
る
の
は
「
都
道
府
県
」
と
、
同
条
第
六
項
及
び
同
法
第
二
十

と
あ
る
の
は
「
都
道
府
県
」
と
、
同
条
第
六
項
、
同
法
第
二
十
四

四
条
第
三
項
中
「
行
政
庁
」
と
あ
る
の
は
「
都
道
府
県
知
事
」
と

条
第
三
項
及
び
第
二
十
七
条
第
一
項
中
「
行
政
庁
」
と
あ
る
の
は

読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

「
都
道
府
県
知
事
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

８
～

（
略
）

８
～

（
略
）

19

19



- 327 -

○

歯
科
衛
生
士
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
二
百
四
号
）
（
第
百
二
十
六
条
関
係
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

第
八
条
の
十
六

指
定
登
録
機
関
が
行
う
登
録
事
務
に
係
る
処
分
又

第
八
条
の
十
六

指
定
登
録
機
関
が
行
う
登
録
事
務
に
係
る
処
分
又

は
そ
の
不
作
為
に
つ
い
て
不
服
が
あ
る
者
は
、
厚
生
労
働
大
臣
に

は
そ
の
不
作
為
に
つ
い
て
不
服
が
あ
る
者
は
、
厚
生
労
働
大
臣
に

対
し
、
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て

対
し
、
行
政
不
服
審
査
法
（
昭
和
三
十
七
年
法
律
第
百
六
十
号
）

、
厚
生
労
働
大
臣
は
、
行
政
不
服
審
査
法
（
平
成
二
十
六
年
法
律

に
よ
る
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第

号
）
第
二
十
五
条
第
二
項
及
び
第
三
項
、
第
四
十
六
条

第
一
項
及
び
第
二
項
、
第
四
十
七
条
並
び
に
第
四
十
九
条
第
三
項

の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
指
定
登
録
機
関
の
上
級
行
政
庁
と

み
な
す
。
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○

特
定
独
立
行
政
法
人
の
労
働
関
係
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
二
百
五
十
七
号
）
（
第
百
二
十
七
条
関
係
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
他
の
法
律
の
適
用
除
外
）

（
他
の
法
律
の
適
用
除
外
）

第
三
十
七
条

（
略
）

第
三
十
七
条

（
略
）

２

（
略
）

２

（
略
）

３

特
定
独
立
行
政
法
人
及
び
職
員
に
係
る
処
分
又
は
そ
の
不
作
為

３

特
定
独
立
行
政
法
人
及
び
職
員
に
係
る
処
分
で
あ
つ
て
第
三
条

で
あ
つ
て
第
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
ら
れ
た
労
働

第
一
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
ら
れ
た
労
働
組
合
法
第
七
条
各

組
合
法
第
七
条
各
号
に
該
当
す
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
審
査
請
求

号
に
該
当
す
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
行
政
不
服
審
査
法
（
昭
和
三

を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

十
七
年
法
律
第
百
六
十
号
）
に
よ
る
不
服
申
立
て
を
す
る
こ
と
が

で
き
な
い
。
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○

労
働
組
合
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
七
十
四
号
）
（
第
百
二
十
八
条
関
係
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
審
査
請
求
の
制
限
）

（
不
服
申
立
て
の
制
限
）

第
二
十
七
条
の
二
十
六

労
働
委
員
会
が
す
る
処
分
（
第
二
十
四
条

第
二
十
七
条
の
二
十
六

労
働
委
員
会
が
し
た
処
分
（
第
二
十
四
条

の
二
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
公
益
委
員
が
す
る
処
分
及
び
同
条
第

の
二
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
公
益
委
員
が
し
た
処
分
及
び
同
条
第

五
項
の
規
定
に
よ
り
公
益
を
代
表
す
る
地
方
調
整
委
員
が
す
る
処

五
項
の
規
定
に
よ
り
公
益
を
代
表
す
る
地
方
調
整
委
員
が
し
た
処

分
を
含
む
。
）
又
は
そ
の
不
作
為
に
つ
い
て
は
、
審
査
請
求
を
す

分
を
含
む
。
）
に
つ
い
て
は
、
行
政
不
服
審
査
法
（
昭
和
三
十
七

る
こ
と
が
で
き
な
い
。

年
法
律
第
百
六
十
号
）
に
よ
る
不
服
申
立
て
を
す
る
こ
と
が
で
き

な
い
。
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○

精
神
保
健
及
び
精
神
障
害
者
福
祉
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
（
第
百
二
十
九
条
関
係
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
大
都
市
の
特
例
）

（
大
都
市
の
特
例
）

第
五
十
一
条
の
十
二

（
略
）

第
五
十
一
条
の
十
二

（
略
）

２

前
項
の
規
定
に
よ
り
指
定
都
市
の
長
が
し
た
処
分
（
地
方
自
治

２

前
項
の
規
定
に
よ
り
指
定
都
市
の
長
が
し
た
処
分
（
地
方
自
治

法
第
二
条
第
九
項
第
一
号
に
規
定
す
る
第
一
号
法
定
受
託
事
務
（

法
第
二
条
第
九
項
第
一
号
に
規
定
す
る
第
一
号
法
定
受
託
事
務
に

以
下
「
第
一
号
法
定
受
託
事
務
」
と
い
う
。
）
に
係
る
も
の
に
限

係
る
も
の
に
限
る
。
）
に
係
る
審
査
請
求
に
つ
い
て
の
都
道
府
県

る
。
）
に
係
る
審
査
請
求
に
つ
い
て
の
都
道
府
県
知
事
の
裁
決
に

知
事
の
裁
決
に
不
服
が
あ
る
者
は
、
厚
生
労
働
大
臣
に
対
し
再
審

不
服
が
あ
る
者
は
、
厚
生
労
働
大
臣
に
対
し
再
審
査
請
求
を
す
る

査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
と
が
で
き
る
。

３

指
定
都
市
の
長
が
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
そ
の
処
理
す
る
こ
と

〔
新
設
〕

と
さ
れ
た
事
務
の
う
ち
第
一
号
法
定
受
託
事
務
に
係
る
処
分
を
す

る
権
限
を
そ
の
補
助
機
関
で
あ
る
職
員
又
は
そ
の
管
理
に
属
す
る

行
政
機
関
の
長
に
委
任
し
た
場
合
に
お
い
て
、
委
任
を
受
け
た
職

員
又
は
行
政
機
関
の
長
が
そ
の
委
任
に
基
づ
い
て
し
た
処
分
に
つ

き
、
地
方
自
治
法
第
二
百
五
十
五
条
の
二
第
二
項
の
再
審
査
請
求

の
裁
決
が
あ
つ
た
と
き
は
、
当
該
裁
決
に
不
服
が
あ
る
者
は
、
同

法
第
二
百
五
十
二
条
の
十
七
の
四
第
五
項
か
ら
第
七
項
ま
で
の
規

定
の
例
に
よ
り
、
厚
生
労
働
大
臣
に
対
し
て
再
々
審
査
請
求
を
す

る
こ
と
が
で
き
る
。

（
事
務
の
区
分
）

（
事
務
の
区
分
）

第
五
十
一
条
の
十
三

こ
の
法
律
（
第
一
章
か
ら
第
三
章
ま
で
、
第

第
五
十
一
条
の
十
三

こ
の
法
律
（
第
一
章
か
ら
第
三
章
ま
で
、
第

十
九
条
の
二
第
四
項
、
第
十
九
条
の
七
、
第
十
九
条
の
八
、
第
十

十
九
条
の
二
第
四
項
、
第
十
九
条
の
七
、
第
十
九
条
の
八
、
第
十

九
条
の
九
第
一
項
、
同
条
第
二
項
（
第
三
十
三
条
の
八
に
お
い
て

九
条
の
九
第
一
項
、
同
条
第
二
項
（
第
三
十
三
条
の
八
に
お
い
て

準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
第
十
九
条
の
十
一
、
第
二
十
九
条

準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
第
十
九
条
の
十
一
、
第
二
十
九
条

の
七
、
第
三
十
条
第
一
項
及
び
第
三
十
一
条
、
第
三
十
三
条
の
七

の
七
、
第
三
十
条
第
一
項
及
び
第
三
十
一
条
、
第
三
十
三
条
の
七

第
一
項
及
び
第
六
項
、
第
六
章
並
び
に
第
五
十
一
条
の
十
一
の
三

第
一
項
及
び
第
六
項
、
第
六
章
並
び
に
第
五
十
一
条
の
十
一
の
三

第
二
項
を
除
く
。
）
の
規
定
に
よ
り
都
道
府
県
が
処
理
す
る
こ
と

第
二
項
を
除
く
。
）
の
規
定
に
よ
り
都
道
府
県
が
処
理
す
る
こ
と
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と
さ
れ
て
い
る
事
務
は
、
第
一
号
法
定
受
託
事
務
と
す
る
。

と
さ
れ
て
い
る
事
務
は
、
地
方
自
治
法
第
二
条
第
九
項
第
一
号
に

規
定
す
る
第
一
号
法
定
受
託
事
務
（
次
項
及
び
第
三
項
に
お
い
て

「
第
一
号
法
定
受
託
事
務
」
と
い
う
。
）
と
す
る
。

２
・
３

（
略
）

２
・
３

（
略
）
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○

生
活
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
四
号
）
（
第
百
三
十
条
関
係
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
医
療
費
の
審
査
及
び
支
払
）

（
医
療
費
の
審
査
及
び
支
払
）

第
五
十
三
条

（
略
）

第
五
十
三
条

（
略
）

２
～
４

（
略
）

２
～
４

（
略
）

５

第
一
項
の
規
定
に
よ
る
診
療
報
酬
の
額
の
決
定
に
つ
い
て
は
、

５

第
一
項
の
規
定
に
よ
る
診
療
報
酬
の
額
の
決
定
に
つ
い
て
は
、

審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

行
政
不
服
審
査
法
（
昭
和
三
十
七
年
法
律
第
百
六
十
号
）
に
よ
る

不
服
申
立
て
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

（
裁
決
を
す
べ
き
期
間
）

（
裁
決
を
す
べ
き
期
間
）

第
六
十
五
条

厚
生
労
働
大
臣
又
は
都
道
府
県
知
事
は
、
保
護
の
決

第
六
十
五
条

厚
生
労
働
大
臣
又
は
都
道
府
県
知
事
は
、
保
護
の
決

定
及
び
実
施
に
関
す
る
処
分
又
は
就
労
自
立
給
付
金
の
支
給
に
関

定
及
び
実
施
に
関
す
る
処
分
又
は
就
労
自
立
給
付
金
の
支
給
に
関

す
る
処
分
に
つ
い
て
の
審
査
請
求
が
さ
れ
た
と
き
は
、
当
該
審
査

す
る
処
分
に
つ
い
て
の
審
査
請
求
が
あ
つ
た
と
き
は
、
五
十
日
以

請
求
が
さ
れ
た
日
（
行
政
不
服
審
査
法
（
平
成
二
十
六
年
法
律
第

内
に
、
当
該
審
査
請
求
に
対
す
る
裁
決
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

号
）
第
二
十
三
条
の
規
定
に
よ
り
不
備
を
補
正
す
べ
き
こ

。

と
を
命
じ
た
場
合
に
あ
つ
て
は
、
当
該
不
備
が
補
正
さ
れ
た
日
）

か
ら
次
の
各
号
に
掲
げ
る
場
合
の
区
分
に
応
じ
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各

号
に
定
め
る
期
間
内
に
、
当
該
審
査
請
求
に
対
す
る
裁
決
を
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

行
政
不
服
審
査
法
第
四
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
諮
問

〔
新
設
〕

を
す
る
場
合

七
十
日

二

前
号
に
掲
げ
る
場
合
以
外
の
場
合

五
十
日

〔
新
設
〕

２

審
査
請
求
人
は
、
審
査
請
求
を
し
た
日
（
行
政
不
服
審
査
法
第

２

審
査
請
求
人
は
、
前
項
の
期
間
内
に
裁
決
が
な
い
と
き
は
、
厚

二
十
三
条
の
規
定
に
よ
り
不
備
を
補
正
す
べ
き
こ
と
を
命
じ
ら
れ

生
労
働
大
臣
又
は
都
道
府
県
知
事
が
審
査
請
求
を
棄
却
し
た
も
の

た
場
合
に
あ
つ
て
は
、
当
該
不
備
を
補
正
し
た
日
。
第
一
号
に
お

と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
。

い
て
同
じ
。
）
か
ら
次
の
各
号
に
掲
げ
る
場
合
の
区
分
に
応
じ
そ

れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
期
間
内
に
裁
決
が
な
い
と
き
は
、
厚

生
労
働
大
臣
又
は
都
道
府
県
知
事
が
当
該
審
査
請
求
を
棄
却
し
た

も
の
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
。
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一

当
該
審
査
請
求
を
し
た
日
か
ら
五
十
日
以
内
に
行
政
不
服
審

〔
新
設
〕

査
法
第
四
十
三
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
通
知
を
受
け
た
場
合

七
十
日

二

前
号
に
掲
げ
る
場
合
以
外
の
場
合

五
十
日

〔
新
設
〕

（
再
審
査
請
求
）

（
再
審
査
請
求
）

第
六
十
六
条

市
町
村
長
が
し
た
保
護
の
決
定
及
び
実
施
に
関
す
る

第
六
十
六
条

市
町
村
長
が
し
た
保
護
の
決
定
及
び
実
施
に
関
す
る

処
分
若
し
く
は
第
十
九
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
委
任
に
基
づ
い

処
分
若
し
く
は
市
町
村
長
の
管
理
に
属
す
る
行
政
庁
が
第
十
九
条

て
行
政
庁
が
し
た
処
分
に
係
る
審
査
請
求
に
つ
い
て
の
都
道
府
県

第
四
項
の
規
定
に
よ
る
委
任
に
基
づ
い
て
し
た
処
分
に
係
る
審
査

知
事
の
裁
決
又
は
市
町
村
長
が
し
た
就
労
自
立
給
付
金
の
支
給
に

請
求
に
つ
い
て
の
都
道
府
県
知
事
の
裁
決
又
は
市
町
村
長
が
し
た

関
す
る
処
分
若
し
く
は
第
五
十
五
条
の
四
第
二
項
の
規
定
に
よ
る

就
労
自
立
給
付
金
の
支
給
に
関
す
る
処
分
若
し
く
は
市
町
村
長
の

委
任
に
基
づ
い
て
行
政
庁
が
し
た
処
分
に
係
る
審
査
請
求
に
つ
い

管
理
に
属
す
る
行
政
庁
が
第
五
十
五
条
の
四
第
二
項
の
規
定
に
よ

て
の
都
道
府
県
知
事
の
裁
決
に
不
服
が
あ
る
者
は
、
厚
生
労
働
大

る
委
任
に
基
づ
い
て
し
た
処
分
に
係
る
審
査
請
求
に
つ
い
て
の
都

臣
に
対
し
て
再
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

道
府
県
知
事
の
裁
決
に
不
服
が
あ
る
者
は
、
厚
生
労
働
大
臣
に
対

し
て
再
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

前
条
第
一
項
（
各
号
を
除
く
。
）
の
規
定
は
、
再
審
査
請
求
の

２

前
条
第
一
項
の
規
定
は
、
再
審
査
請
求
の
裁
決
に
つ
い
て
準
用

裁
決
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
項
中
「
当

す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
項
中
「
五
十
日
」
と
あ
る
の
は

該
審
査
請
求
」
と
あ
る
の
は
「
当
該
再
審
査
請
求
」
と
、
「
第
二

、
「
七
十
日
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

十
三
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
六
十
六
条
第
一
項
に
お
い
て
読
み
替

え
て
準
用
す
る
同
法
第
二
十
三
条
」
と
、
「
次
の
各
号
に
掲
げ
る

場
合
の
区
分
に
応
じ
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
期
間
内
」
と

あ
る
の
は
「
七
十
日
以
内
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

（
大
都
市
等
の
特
例
）

（
大
都
市
等
の
特
例
）

第
八
十
四
条
の
二

（
略
）

第
八
十
四
条
の
二

（
略
）

２

第
六
十
六
条
第
一
項
の
規
定
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
指
定
都

２

第
六
十
六
条
第
一
項
の
規
定
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
指
定
都

市
等
の
長
が
し
た
処
分
に
係
る
審
査
請
求
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

市
等
の
長
が
し
た
処
分
に
係
る
不
服
申
立
て
に
つ
い
て
準
用
す
る

。
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○

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
業
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
七
号
）
（
第
百
三
十
一
条
関
係
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
審
査
請
求
）

（
不
服
申
立
て
）

第
十
四
条
の
二
の
二

指
定
試
験
機
関
が
行
う
試
験
事
務
に
係
る
処

第
十
四
条
の
二
の
二

指
定
試
験
機
関
が
行
う
試
験
事
務
に
係
る
処

分
又
は
そ
の
不
作
為
に
つ
い
て
は
、
厚
生
労
働
大
臣
に
対
し
、
審

分
（
試
験
の
結
果
に
つ
い
て
の
処
分
を
除
く
。
）
又
は
不
作
為
に

査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
厚
生
労

つ
い
て
は
、
厚
生
労
働
大
臣
に
対
し
、
行
政
不
服
審
査
法
（
昭
和

働
大
臣
は
、
行
政
不
服
審
査
法
（
平
成
二
十
六
年
法
律
第

三
十
七
年
法
律
第
百
六
十
号
）
に
よ
る
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が

号
）
第
二
十
五
条
第
二
項
及
び
第
三
項
、
第
四
十
六
条
第
一
項
及

で
き
る
。

び
第
二
項
、
第
四
十
七
条
並
び
に
第
四
十
九
条
第
三
項
の
規
定
の

適
用
に
つ
い
て
は
、
指
定
試
験
機
関
の
上
級
行
政
庁
と
み
な
す
。
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○

狂
犬
病
予
防
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
四
十
七
号
）
（
第
百
三
十
二
条
関
係
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
不
服
申
立
て
）

（
再
審
査
請
求
）

第
二
十
五
条
の
二

前
条
の
規
定
に
よ
り
地
域
保
健
法
第
五
条
第
一

第
二
十
五
条
の
二

前
条
の
規
定
に
よ
り
地
域
保
健
法
第
五
条
第
一

項
の
規
定
に
基
づ
く
政
令
で
定
め
る
市
又
は
特
別
区
の
長
が
行
う

項
の
規
定
に
基
づ
く
政
令
で
定
め
る
市
又
は
特
別
区
の
長
が
行
う

処
分
（
地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
二

処
分
（
地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
二

条
第
九
項
第
一
号
に
規
定
す
る
第
一
号
法
定
受
託
事
務
（
次
項
及

条
第
九
項
第
一
号
に
規
定
す
る
第
一
号
法
定
受
託
事
務
（
次
条
に

び
次
条
に
お
い
て
「
第
一
号
法
定
受
託
事
務
」
と
い
う
。
）
に
係

お
い
て
「
第
一
号
法
定
受
託
事
務
」
と
い
う
。
）
に
係
る
も
の
に

る
も
の
に
限
る
。
）
に
つ
い
て
の
審
査
請
求
の
裁
決
に
不
服
が
あ

限
る
。
）
に
つ
い
て
の
審
査
請
求
の
裁
決
に
不
服
が
あ
る
者
は
、

る
者
は
、
厚
生
労
働
大
臣
に
対
し
て
再
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が

厚
生
労
働
大
臣
に
対
し
て
再
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

で
き
る
。

２

地
域
保
健
法
第
五
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
政
令
で
定
め
る

〔
新
設
〕

市
又
は
特
別
区
の
長
が
前
条
の
規
定
に
よ
り
そ
の
処
理
す
る
こ
と

と
さ
れ
た
事
務
の
う
ち
第
一
号
法
定
受
託
事
務
に
係
る
処
分
を
す

る
権
限
を
そ
の
補
助
機
関
で
あ
る
職
員
又
は
そ
の
管
理
に
属
す
る

行
政
機
関
の
長
に
委
任
し
た
場
合
に
お
い
て
、
委
任
を
受
け
た
職

員
又
は
行
政
機
関
の
長
が
そ
の
委
任
に
基
づ
い
て
し
た
処
分
に
つ

き
、
地
方
自
治
法
第
二
百
五
十
五
条
の
二
第
二
項
の
再
審
査
請
求

の
裁
決
が
あ
つ
た
と
き
は
、
当
該
裁
決
に
不
服
が
あ
る
者
は
、
同

法
第
二
百
五
十
二
条
の
十
七
の
四
第
五
項
か
ら
第
七
項
ま
で
の
規

定
の
例
に
よ
り
、
厚
生
労
働
大
臣
に
対
し
て
再
々
審
査
請
求
を
す

る
こ
と
が
で
き
る
。



- 336 -

○

検
疫
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
一
号
）
（
第
百
三
十
三
条
関
係
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
審
査
請
求
の
特
例
）

（
審
査
請
求
の
特
例
）

第
十
六
条
の
二

第
十
四
条
第
一
項
第
一
号
の
規
定
に
よ
り
隔
離
さ

第
十
六
条
の
二

第
十
四
条
第
一
項
第
一
号
の
規
定
に
よ
り
隔
離
さ

れ
て
い
る
者
で
あ
つ
て
当
該
隔
離
の
期
間
が
三
十
日
を
超
え
る
も

れ
て
い
る
者
で
あ
つ
て
当
該
隔
離
の
期
間
が
三
十
日
を
超
え
る
も

の
又
は
そ
の
保
護
者
は
、
当
該
隔
離
に
つ
い
て
文
書
又
は
口
頭
に

の
又
は
そ
の
保
護
者
は
、
当
該
隔
離
に
つ
い
て
文
書
又
は
口
頭
に

よ
り
、
厚
生
労
働
大
臣
に
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

よ
り
、
厚
生
労
働
大
臣
に
審
査
請
求
（
再
審
査
請
求
を
含
む
。
次

項
及
び
第
三
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

（
略
）

２

（
略
）

３

第
十
四
条
第
一
項
第
一
号
の
規
定
に
よ
り
隔
離
さ
れ
て
い
る
者

３

第
十
四
条
第
一
項
第
一
号
の
規
定
に
よ
り
隔
離
さ
れ
て
い
る
者

で
あ
つ
て
当
該
隔
離
の
期
間
が
三
十
日
を
超
え
な
い
も
の
又
は
そ

で
あ
つ
て
当
該
隔
離
の
期
間
が
三
十
日
を
超
え
な
い
も
の
又
は
そ

の
保
護
者
が
、
厚
生
労
働
大
臣
に
審
査
請
求
を
し
た
と
き
は
、
厚

の
保
護
者
が
、
行
政
不
服
審
査
法
（
昭
和
三
十
七
年
法
律
第
百
六

生
労
働
大
臣
は
、
当
該
審
査
請
求
に
係
る
隔
離
さ
れ
て
い
る
者
が

十
号
）
に
基
づ
き
厚
生
労
働
大
臣
に
審
査
請
求
を
し
た
と
き
は
、

同
号
の
規
定
に
よ
り
隔
離
さ
れ
た
日
か
ら
起
算
し
て
三
十
五
日
以

厚
生
労
働
大
臣
は
、
当
該
審
査
請
求
に
係
る
隔
離
さ
れ
て
い
る
者

内
に
、
当
該
審
査
請
求
に
対
す
る
裁
決
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

が
同
号
の
規
定
に
よ
り
隔
離
さ
れ
た
日
か
ら
起
算
し
て
三
十
五
日

。

以
内
に
、
当
該
審
査
請
求
に
対
す
る
裁
決
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

〔
削
除
〕

４

第
十
四
条
第
一
項
第
一
号
の
規
定
に
よ
り
隔
離
さ
れ
て
い
る
者

で
あ
つ
て
当
該
隔
離
の
期
間
が
三
十
日
を
超
え
な
い
も
の
又
は
そ

の
保
護
者
が
、
行
政
不
服
審
査
法
に
基
づ
き
検
疫
所
長
に
審
査
請

求
を
し
、
か
つ
、
当
該
隔
離
の
期
間
が
三
十
日
を
超
え
た
と
き
は

、
検
疫
所
長
は
、
直
ち
に
、
事
件
を
厚
生
労
働
大
臣
に
移
送
し
、

か
つ
、
そ
の
旨
を
審
査
請
求
人
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

〔
削
除
〕

５

前
項
の
規
定
に
よ
り
事
件
が
移
送
さ
れ
た
と
き
は
、
は
じ
め
か

ら
、
厚
生
労
働
大
臣
に
審
査
請
求
が
あ
つ
た
も
の
と
み
な
し
て
、

第
三
項
の
規
定
を
適
用
す
る
。

４

厚
生
労
働
大
臣
は
、
第
二
項
の
裁
決
又
は
前
項
の
裁
決
（
隔
離

６

厚
生
労
働
大
臣
は
、
第
二
項
の
裁
決
又
は
第
三
項
の
裁
決
（
隔

の
期
間
が
三
十
日
を
超
え
る
者
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）
を
し
よ

離
の
期
間
が
三
十
日
を
超
え
る
者
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）
を
し
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う
と
す
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
審
議
会
等
（
国
家
行
政
組
織

よ
う
と
す
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
審
議
会
等
（
国
家
行
政
組

法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
二
十
号
）
第
八
条
に
規
定
す
る
機

織
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
二
十
号
）
第
八
条
に
規
定
す
る

関
を
い
う
。
）
で
政
令
で
定
め
る
も
の
の
意
見
を
聴
か
な
け
れ
ば

機
関
を
い
う
。
）
で
政
令
で
定
め
る
も
の
の
意
見
を
聴
か
な
け
れ

な
ら
な
い
。

ば
な
ら
な
い
。

５

第
三
項
の
審
査
請
求
（
隔
離
の
期
間
が
三
十
日
を
超
え
な
い
者

〔
新
設
〕

に
係
る
も
の
に
限
る
。
）
に
つ
い
て
は
、
行
政
不
服
審
査
法
（
平

成
二
十
六
年
法
律
第

号
）
第
二
章
第
四
節
の
規
定
は
、
適

用
し
な
い
。

（
再
審
査
請
求
）

〔
削
除
〕

第
三
十
三
条
の
二

こ
の
法
律
の
規
定
に
よ
り
検
疫
所
の
支
所
又
は

出
張
所
の
長
が
し
た
処
分
に
つ
い
て
の
審
査
請
求
の
裁
決
に
不
服

が
あ
る
者
は
、
厚
生
労
働
大
臣
に
対
し
て
再
審
査
請
求
を
す
る
こ

と
が
で
き
る
。
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○

戦
傷
病
者
戦
没
者
遺
族
等
援
護
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
二
十
七
号
）
（
第
百
三
十
四
条
関
係
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

目
次

目
次

第
一
章
・
第
二
章

（
略
）

第
一
章
・
第
二
章

（
略
）

第
三
章

審
査
請
求
（
第
四
十
条
―
第
四
十
二
条
）

第
三
章

不
服
申
立
て
（
第
四
十
条
―
第
四
十
二
条
の
二
）

第
四
章

（
略
）

第
四
章

（
略
）

附
則

附
則

第
三
章

審
査
請
求

第
三
章

不
服
申
立
て

（
審
査
請
求
期
間
等
）

（
異
議
申
立
期
間
等
）

第
四
十
条

障
害
年
金
、
障
害
一
時
金
、
遺
族
年
金
、
遺
族
給
与
金

第
四
十
条

障
害
年
金
、
障
害
一
時
金
、
遺
族
年
金
、
遺
族
給
与
金

又
は
弔
慰
金
に
関
す
る
処
分
に
つ
い
て
の
審
査
請
求
に
関
す
る
行

又
は
弔
慰
金
に
関
す
る
処
分
に
つ
い
て
の
異
議
申
立
て
に
関
す
る

政
不
服
審
査
法
（
平
成
二
十
六
年
法
律
第

号
）
第
十
八
条

行
政
不
服
審
査
法
（
昭
和
三
十
七
年
法
律
第
百
六
十
号
）
第
四
十

第
一
項
本
文
の
期
間
は
、
そ
の
処
分
の
通
知
を
受
け
た
日
の
翌
日

五
条
の
期
間
は
、
そ
の
処
分
の
通
知
を
受
け
た
日
の
翌
日
か
ら
起

か
ら
起
算
し
て
一
年
と
す
る
。

算
し
て
一
年
以
内
と
す
る
。

２

行
政
不
服
審
査
法
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
は
、
前
項
の
審
査

２

行
政
不
服
審
査
法
第
四
十
八
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
前
項

請
求
に
つ
い
て
は
、
適
用
し
な
い
。

の
異
議
申
立
て
に
つ
い
て
は
、
同
法
第
十
四
条
第
三
項
の
規
定
を

準
用
し
な
い
。

３

第
一
項
に
規
定
す
る
処
分
又
は
そ
の
不
作
為
に
つ
い
て
の
審
査

３

第
一
項
に
規
定
す
る
処
分
に
つ
い
て
の
異
議
申
立
書
又
は
審
査

請
求
書
は
、
審
査
請
求
人
の
住
所
地
の
都
道
府
県
知
事
を
経
由
し

請
求
書
は
、
異
議
申
立
人
又
は
審
査
請
求
人
の
住
所
地
の
都
道
府

て
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

県
知
事
を
経
由
し
て
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
第
四
条
第
一
項
の
政
令
で
定
め
る
審
議
会
等
の
意
見
の
聴
取
）

（
第
四
条
第
一
項
の
政
令
で
定
め
る
審
議
会
等
の
意
見
の
聴
取
）

第
四
十
一
条

厚
生
労
働
大
臣
は
、
前
条
第
一
項
に
規
定
す
る
処
分

第
四
十
一
条

厚
生
労
働
大
臣
は
、
前
条
第
一
項
に
規
定
す
る
処
分

又
は
そ
の
不
作
為
に
つ
い
て
の
審
査
請
求
に
対
す
る
裁
決
を
す
る

に
つ
い
て
の
不
服
申
立
て
に
対
す
る
決
定
を
す
る
に
当
た
つ
て
は

に
当
た
つ
て
は
、
第
四
条
第
一
項
の
政
令
で
定
め
る
審
議
会
等
の

、
第
四
条
第
一
項
の
政
令
で
定
め
る
審
議
会
等
の
意
見
を
聴
か
な

意
見
を
聴
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
時
効
の
中
断
）

（
時
効
の
中
断
）

第
四
十
二
条

第
四
十
条
第
一
項
に
規
定
す
る
処
分
に
つ
い
て
の
審

第
四
十
二
条

第
四
十
条
第
一
項
に
規
定
す
る
処
分
に
つ
い
て
の
不

査
請
求
は
、
時
効
の
中
断
に
つ
い
て
は
、
裁
判
上
の
請
求
と
み
な

服
申
立
て
は
、
時
効
の
中
断
に
つ
い
て
は
、
裁
判
上
の
請
求
と
み
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す
。

な
す
。

（
不
服
申
立
て
と
訴
訟
と
の
関
係
）

〔
削
除
〕

第
四
十
二
条
の
二

第
四
十
条
第
一
項
に
規
定
す
る
処
分
の
取
消
し

の
訴
え
は
、
当
該
処
分
に
つ
い
て
の
異
議
申
立
て
又
は
審
査
請
求

に
対
す
る
決
定
又
は
裁
決
を
経
た
後
で
な
け
れ
ば
、
提
起
す
る
こ

と
が
で
き
な
い
。

（
都
道
府
県
が
処
理
す
る
事
務
）

（
都
道
府
県
が
処
理
す
る
事
務
）

第
五
十
条

（
略
）

第
五
十
条

（
略
）

〔
削
除
〕

２

前
項
の
政
令
に
お
い
て
は
、
同
項
の
規
定
に
基
づ
い
て
さ
れ
る

処
分
に
つ
き
、
異
議
申
立
て
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
旨
及
び
審
査

請
求
を
す
べ
き
期
間
に
つ
い
て
必
要
な
規
定
を
設
け
る
こ
と
が
で

き
る
。
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○

地
方
公
営
企
業
等
の
労
働
関
係
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
二
百
八
十
九
号
）
（
第
百
三
十
五
条
関
係
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
地
方
公
営
企
業
法
の
準
用
）

（
地
方
公
営
企
業
法
の
準
用
）

第
十
七
条

地
方
公
営
企
業
法
第
三
十
八
条
並
び
に
第
三
十
九
条
第

第
十
七
条

地
方
公
営
企
業
法
第
三
十
八
条
並
び
に
第
三
十
九
条
第

一
項
及
び
第
三
項
か
ら
第
六
項
ま
で
の
規
定
は
、
地
方
公
営
企
業

一
項
及
び
第
三
項
か
ら
第
五
項
ま
で
の
規
定
は
、
地
方
公
営
企
業

（
同
法
第
四
章
の
規
定
が
適
用
さ
れ
る
も
の
を
除
く
。
）
に
勤
務

（
同
法
第
四
章
の
規
定
が
適
用
さ
れ
る
も
の
を
除
く
。
）
に
勤
務

す
る
職
員
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

す
る
職
員
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

２

（
略
）

２

（
略
）

附

則

附

則

５

地
方
公
務
員
法
第
五
十
七
条
に
規
定
す
る
単
純
な
労
務
に
雇
用

５

地
方
公
務
員
法
第
五
十
七
条
に
規
定
す
る
単
純
な
労
務
に
雇
用

さ
れ
る
一
般
職
に
属
す
る
地
方
公
務
員
で
あ
つ
て
、
第
三
条
第
四

さ
れ
る
一
般
職
に
属
す
る
地
方
公
務
員
で
あ
つ
て
、
第
三
条
第
四

号
の
職
員
以
外
の
も
の
に
係
る
労
働
関
係
そ
の
他
身
分
取
扱
い
に

号
の
職
員
以
外
の
も
の
に
係
る
労
働
関
係
そ
の
他
身
分
取
扱
い
に

つ
い
て
は
、
そ
の
労
働
関
係
そ
の
他
身
分
取
扱
い
に
関
し
特
別
の

つ
い
て
は
、
そ
の
労
働
関
係
そ
の
他
身
分
取
扱
い
に
関
し
特
別
の

法
律
が
制
定
施
行
さ
れ
る
ま
で
の
間
は
、
こ
の
法
律
（
第
十
七
条

法
律
が
制
定
施
行
さ
れ
る
ま
で
の
間
は
、
こ
の
法
律
（
第
十
七
条

を
除
く
。
）
並
び
に
地
方
公
営
企
業
法
第
三
十
八
条
及
び
第
三
十

を
除
く
。
）
並
び
に
地
方
公
営
企
業
法
第
三
十
八
条
及
び
第
三
十

九
条
の
規
定
を
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
条
第
一
項

九
条
の
規
定
を
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
条
第
一
項

中
「
第
四
十
九
条
ま
で
、
第
五
十
二
条
か
ら
第
五
十
六
条
ま
で
」

中
「
第
四
十
九
条
ま
で
、
第
五
十
二
条
か
ら
第
五
十
六
条
ま
で
」

と
あ
る
の
は
「
第
四
十
九
条
ま
で
」
と
、
同
条
第
五
項
中
「
地
方

と
あ
る
の
は
「
第
四
十
九
条
ま
で
」
と
、
同
条
第
四
項
中
「
地
方

公
営
企
業
の
管
理
者
」
と
あ
る
の
は
「
任
命
権
者
（
委
任
を
受
け

公
営
企
業
の
管
理
者
」
と
あ
る
の
は
「
任
命
権
者
（
委
任
を
受
け

て
任
命
権
を
行
う
者
を
除
く
。
）
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る

て
任
命
権
を
行
う
者
を
除
く
。
）
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る

。

。
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○

社
会
保
険
審
査
官
及
び
社
会
保
険
審
査
会
法
（
昭
和
二
十
八
年
法
律
第
二
百
六
号
）
（
第
百
三
十
六
条
関
係
）（

傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

目
次

目
次

第
一
章
・
第
二
章

（
略
）

第
一
章
・
第
二
章

（
略
）

第
三
章

罰
則
（
第
四
十
五
条
の
二
―
第
四
十
八
条
）

第
三
章

罰
則
（
第
四
十
六
条
―
第
四
十
八
条
）

附
則

附
則

（
管
轄
審
査
官
）

（
管
轄
審
査
官
）

第
三
条

健
康
保
険
法
第
百
八
十
九
条
、
船
員
保
険
法
第
百
三
十
八

第
三
条

健
康
保
険
法
第
百
八
十
九
条
、
船
員
保
険
法
第
百
三
十
八

条
、
厚
生
年
金
保
険
法
第
九
十
条
若
し
く
は
石
炭
鉱
業
年
金
基
金

条
、
厚
生
年
金
保
険
法
第
九
十
条
若
し
く
は
石
炭
鉱
業
年
金
基
金

法
第
三
十
三
条
第
一
項
、
国
民
年
金
法
第
百
一
条
又
は
年
金
給
付

法
第
三
十
三
条
第
一
項
、
国
民
年
金
法
第
百
一
条
又
は
年
金
給
付

遅
延
加
算
金
支
給
法
第
八
条
の
規
定
に
よ
る
審
査
請
求
は
、
次
に

遅
延
加
算
金
支
給
法
第
八
条
の
規
定
に
よ
る
審
査
請
求
は
、
次
に

掲
げ
る
審
査
官
に
対
し
て
す
る
も
の
と
す
る
。

掲
げ
る
審
査
官
に
対
し
て
す
る
も
の
と
す
る
。

一

日
本
年
金
機
構
（
以
下
「
機
構
」
と
い
う
。
）
が
し
た
処
分

一

日
本
年
金
機
構
（
以
下
「
機
構
」
と
い
う
。
）
が
し
た
処
分

（
第
四
号
に
規
定
す
る
処
分
を
除
く
。
）
に
対
す
る
審
査
請
求

（
第
四
号
に
規
定
す
る
処
分
を
除
く
。
）
に
対
す
る
審
査
請
求

に
あ
つ
て
は
、
そ
の
処
分
に
関
す
る
事
務
を
処
理
し
た
機
構
の

に
あ
つ
て
は
、
そ
の
処
分
に
関
す
る
事
務
を
処
理
し
た
機
構
の

事
務
所
（
年
金
事
務
所
（
日
本
年
金
機
構
法
（
平
成
十
九
年
法

事
務
所
（
年
金
事
務
所
（
日
本
年
金
機
構
法
（
平
成
十
九
年
法

律
第
百
九
号
）
第
二
十
九
条
に
規
定
す
る
年
金
事
務
所
を
い
う

律
第
百
九
号
）
第
二
十
九
条
に
規
定
す
る
年
金
事
務
所
を
い
う

。
以
下
こ
の
項
及
び
第
五
条
第
二
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
が
当

。
以
下
こ
の
条
及
び
第
五
条
第
二
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
が
当

該
事
務
を
処
理
し
た
場
合
に
あ
つ
て
は
、
当
該
年
金
事
務
所
が

該
事
務
を
処
理
し
た
場
合
に
あ
つ
て
は
、
当
該
年
金
事
務
所
が

そ
の
業
務
の
一
部
を
分
掌
す
る
従
た
る
事
務
所
（
同
法
第
四
条

そ
の
業
務
の
一
部
を
分
掌
す
る
従
た
る
事
務
所
（
同
法
第
四
条

第
二
項
に
規
定
す
る
従
た
る
事
務
所
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
及

第
二
項
に
規
定
す
る
従
た
る
事
務
所
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
及

び
第
五
条
第
二
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
と
し
、
審
査
請
求
人
が

び
第
五
条
第
二
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
と
し
、
審
査
請
求
人
が

当
該
処
分
に
つ
き
経
由
し
た
機
構
の
事
務
所
が
あ
る
場
合
に
あ

当
該
処
分
に
つ
き
経
由
し
た
機
構
の
事
務
所
が
あ
る
場
合
に
あ

つ
て
は
、
当
該
経
由
し
た
機
構
の
事
務
所
（
年
金
事
務
所
を
経

つ
て
は
、
当
該
経
由
し
た
機
構
の
事
務
所
（
年
金
事
務
所
を
経

由
し
た
場
合
に
あ
つ
て
は
、
当
該
年
金
事
務
所
が
そ
の
業
務
の

由
し
た
場
合
に
あ
つ
て
は
、
当
該
年
金
事
務
所
が
そ
の
業
務
の

一
部
を
分
掌
す
る
従
た
る
事
務
所
）
と
す
る
。
）
の
所
在
地
を

一
部
を
分
掌
す
る
従
た
る
事
務
所
）
と
す
る
。
）
の
所
在
地
を

管
轄
す
る
地
方
厚
生
局
に
置
か
れ
た
審
査
官

管
轄
す
る
地
方
厚
生
局
に
置
か
れ
た
審
査
官

二
・
三

（
略
）

二
・
三

（
略
）
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四

国
民
年
金
の
保
険
料
そ
の
他
国
民
年
金
法
の
規
定
に
よ
る
徴

四

国
民
年
金
の
保
険
料
そ
の
他
国
民
年
金
法
の
規
定
に
よ
る
徴

収
金
の
賦
課
若
し
く
は
徴
収
若
し
く
は
同
法
第
九
十
六
条
の
規

収
金
の
賦
課
若
し
く
は
徴
収
若
し
く
は
同
法
第
九
十
六
条
の
規

定
に
よ
る
処
分
又
は
年
金
給
付
遅
延
加
算
金
支
給
法
第
六
条
第

定
に
よ
る
処
分
又
は
年
金
給
付
遅
延
加
算
金
支
給
法
第
六
条
第

一
項
（
年
金
給
付
遅
延
加
算
金
支
給
法
附
則
第
二
条
第
一
項
に

一
項
（
年
金
給
付
遅
延
加
算
金
支
給
法
附
則
第
二
条
第
一
項
に

お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
以
下
同
じ
。
）
の
規
定
に
よ

お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
以
下
同
じ
。
）
の
規
定
に
よ

る
徴
収
金
（
給
付
遅
延
特
別
加
算
金
（
国
民
年
金
法
附
則
第
九

る
徴
収
金
（
給
付
遅
延
特
別
加
算
金
（
国
民
年
金
法
附
則
第
九

条
の
三
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
脱
退
一
時
金
に
係
る
も
の

条
の
三
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
脱
退
一
時
金
に
係
る
も
の

を
除
く
。
第
四
条
第
一
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
係
る
も
の
に

を
除
く
。
次
条
第
一
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
係
る
も
の
に
限

限
る
。
）
の
賦
課
若
し
く
は
徴
収
若
し
く
は
年
金
給
付
遅
延
加

る
。
）
の
賦
課
若
し
く
は
徴
収
若
し
く
は
年
金
給
付
遅
延
加
算

算
金
支
給
法
第
六
条
第
二
項
（
年
金
給
付
遅
延
加
算
金
支
給
法

金
支
給
法
第
六
条
第
二
項
（
年
金
給
付
遅
延
加
算
金
支
給
法
附

附
則
第
二
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
以
下

則
第
二
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
以
下
同

同
じ
。
）
の
規
定
に
よ
り
そ
の
例
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
る
同
法

じ
。
）
の
規
定
に
よ
り
そ
の
例
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
る
同
法
第

第
九
十
六
条
の
規
定
に
よ
る
処
分
に
対
す
る
審
査
請
求
に
あ
つ

九
十
六
条
の
規
定
に
よ
る
処
分
に
対
す
る
審
査
請
求
に
あ
つ
て

て
は
、
そ
の
処
分
を
し
た
者
の
所
属
す
る
機
関
の
事
務
所
と
し

は
、
そ
の
処
分
を
し
た
者
の
所
属
す
る
機
関
の
事
務
所
と
し
て

て
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
も
の
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
地
方

厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
も
の
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
地
方
厚

厚
生
局
に
置
か
れ
た
審
査
官

生
局
に
置
か
れ
た
審
査
官

２

審
査
官
は
、
次
に
掲
げ
る
者
以
外
の
者
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

〔
新
設
〕

。一

審
査
請
求
に
係
る
処
分
に
関
与
し
た
者
又
は
審
査
請
求
に
係

る
不
作
為
に
係
る
処
分
に
関
与
し
、
若
し
く
は
関
与
す
る
こ
と

と
な
る
者

二

審
査
請
求
人

三

審
査
請
求
人
の
配
偶
者
、
四
親
等
内
の
親
族
又
は
同
居
の
親

族
四

審
査
請
求
人
の
代
理
人

五

前
二
号
に
掲
げ
る
者
で
あ
つ
た
者

六

審
査
請
求
人
の
後
見
人
、
後
見
監
督
人
、
保
佐
人
、
保
佐
監

督
人
、
補
助
人
又
は
補
助
監
督
人

七

第
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
通
知
を
受
け
た
保
険
者
以
外

の
利
害
関
係
人

（
標
準
審
理
期
間
）
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第
三
条
の
二

厚
生
労
働
大
臣
は
、
審
査
請
求
が
さ
れ
た
と
き
か
ら

〔
新
設
〕

当
該
審
査
請
求
に
対
す
る
決
定
を
す
る
ま
で
に
通
常
要
す
べ
き
標

準
的
な
期
間
を
定
め
る
よ
う
努
め
る
と
と
も
に
、
こ
れ
を
定
め
た

と
き
は
、
地
方
厚
生
局
に
お
け
る
備
付
け
そ
の
他
の
適
当
な
方
法

に
よ
り
公
に
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
審
査
請
求
期
間
）

（
審
査
請
求
の
期
間
）

第
四
条

審
査
請
求
は
、
被
保
険
者
若
し
く
は
加
入
員
の
資
格
、
標

第
四
条

審
査
請
求
は
、
被
保
険
者
若
し
く
は
加
入
員
の
資
格
、
標

準
報
酬
若
し
く
は
保
険
給
付
（
国
民
年
金
法
に
よ
る
給
付
並
び
に

準
報
酬
若
し
く
は
保
険
給
付
（
国
民
年
金
法
に
よ
る
給
付
並
び
に

年
金
給
付
遅
延
加
算
金
支
給
法
に
よ
る
保
険
給
付
遅
延
特
別
加
算

年
金
給
付
遅
延
加
算
金
支
給
法
に
よ
る
保
険
給
付
遅
延
特
別
加
算

金
（
厚
生
年
金
保
険
法
附
則
第
二
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る

金
（
厚
生
年
金
保
険
法
附
則
第
二
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る

脱
退
一
時
金
に
係
る
も
の
を
除
く
。
）
及
び
給
付
遅
延
特
別
加
算

脱
退
一
時
金
に
係
る
も
の
を
除
く
。
）
及
び
給
付
遅
延
特
別
加
算

金
を
含
む
。
）
、
標
準
給
与
、
年
金
た
る
給
付
若
し
く
は
一
時
金

金
を
含
む
。
）
、
標
準
給
与
、
年
金
た
る
給
付
若
し
く
は
一
時
金

た
る
給
付
又
は
国
民
年
金
の
保
険
料
そ
の
他
国
民
年
金
法
の
規
定

た
る
給
付
又
は
国
民
年
金
の
保
険
料
そ
の
他
国
民
年
金
法
の
規
定

に
よ
る
徴
収
金
若
し
く
は
年
金
給
付
遅
延
加
算
金
支
給
法
第
六
条

に
よ
る
徴
収
金
若
し
く
は
年
金
給
付
遅
延
加
算
金
支
給
法
第
六
条

第
一
項
の
規
定
に
よ
る
徴
収
金
（
給
付
遅
延
特
別
加
算
金
に
係
る

第
一
項
の
規
定
に
よ
る
徴
収
金
（
給
付
遅
延
特
別
加
算
金
に
係
る

も
の
に
限
る
。
）
に
関
す
る
処
分
が
あ
つ
た
こ
と
を
知
つ
た
日
の

も
の
に
限
る
。
）
に
関
す
る
処
分
が
あ
つ
た
こ
と
を
知
つ
た
日
の

翌
日
か
ら
起
算
し
て
三
月
を
経
過
し
た
と
き
は
、
す
る
こ
と
が
で

翌
日
か
ら
起
算
し
て
六
十
日
以
内
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た

き
な
い
。
た
だ
し
、
正
当
な
事
由
に
よ
り
こ
の
期
間
内
に
審
査
請

だ
し
、
正
当
な
事
由
に
よ
り
こ
の
期
間
内
に
審
査
請
求
を
す
る
こ

求
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
つ
た
こ
と
を
疎
明
し
た
と
き
は
、
こ

と
が
で
き
な
か
つ
た
こ
と
を
疎
明
し
た
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な

の
限
り
で
な
い
。

い
。

２
・
３

（
略
）

２
・
３

（
略
）

（
保
険
者
に
対
す
る
通
知
等
）

（
保
険
者
に
対
す
る
通
知
等
）

第
九
条

審
査
官
は
、
審
査
請
求
が
さ
れ
た
と
き
は
、
第
六
条
又
は

第
九
条

審
査
官
は
、
審
査
請
求
を
受
理
し
た
と
き
は
、
政
令
の
定

第
七
条
第
二
項
本
文
の
規
定
に
よ
り
当
該
審
査
請
求
を
却
下
す
る

め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
原
処
分
を
し
た
保
険
者
（
石
炭
鉱
業
年
金

場
合
を
除
き
、
政
令
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
原
処
分
を
し
た

基
金
、
国
民
年
金
事
業
の
管
掌
者
、
国
民
年
金
基
金
、
機
構
、
財

保
険
者
（
石
炭
鉱
業
年
金
基
金
、
国
民
年
金
事
業
の
管
掌
者
、
国

務
大
臣
（
そ
の
委
任
を
受
け
た
者
を
含
む
。
）
又
は
健
康
保
険
法

民
年
金
基
金
、
機
構
、
財
務
大
臣
（
そ
の
委
任
を
受
け
た
者
を
含

若
し
く
は
船
員
保
険
法
の
規
定
に
よ
り
健
康
保
険
若
し
く
は
船
員

む
。
）
又
は
健
康
保
険
法
若
し
く
は
船
員
保
険
法
の
規
定
に
よ
り

保
険
の
事
務
を
行
う
厚
生
労
働
大
臣
を
含
む
。
以
下
同
じ
。
）
及

健
康
保
険
若
し
く
は
船
員
保
険
の
事
務
を
行
う
厚
生
労
働
大
臣
を

び
そ
の
他
の
利
害
関
係
人
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

含
む
。
以
下
同
じ
。
）
及
び
そ
の
他
の
利
害
関
係
人
に
通
知
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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２

（
略
）

２

（
略
）

（
審
査
請
求
の
手
続
の
計
画
的
進
行
）

第
九
条
の
二

審
査
請
求
人
及
び
前
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
通
知

〔
新
設
〕

を
受
け
た
保
険
者
そ
の
他
の
利
害
関
係
人
並
び
に
審
査
官
は
、
簡

易
迅
速
か
つ
公
正
な
審
理
の
実
現
の
た
め
、
審
査
請
求
の
手
続
に

お
い
て
、
相
互
に
協
力
す
る
と
と
も
に
、
審
査
請
求
の
手
続
の
計

画
的
な
進
行
を
図
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
口
頭
に
よ
る
意
見
の
陳
述
）

（
口
頭
に
よ
る
意
見
の
陳
述
）

第
九
条
の
三

審
査
官
は
、
審
査
請
求
人
又
は
第
九
条
第
一
項
の
規

第
九
条
の
二

審
査
官
は
、
審
査
請
求
人
の
申
立
て
が
あ
つ
た
と
き

定
に
よ
り
通
知
を
受
け
た
保
険
者
以
外
の
利
害
関
係
人
の
申
立
て

は
、
審
査
請
求
人
に
口
頭
で
意
見
を
述
べ
る
機
会
を
与
え
な
け
れ

が
あ
つ
た
と
き
は
、
当
該
申
立
て
を
し
た
者
（
以
下
こ
の
条
に
お

ば
な
ら
な
い
。

い
て
「
申
立
人
」
と
い
う
。
）
に
口
頭
で
意
見
を
述
べ
る
機
会
を

与
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
当
該
申
立
人
の
所
在
そ
の

他
の
事
情
に
よ
り
当
該
意
見
を
述
べ
る
機
会
を
与
え
る
こ
と
が
困

難
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

２

前
項
本
文
の
規
定
に
よ
る
意
見
の
陳
述
（
以
下
こ
の
条
に
お
い

〔
新
設
〕

て
「
口
頭
意
見
陳
述
」
と
い
う
。
）
は
、
審
査
官
が
期
日
及
び
場

所
を
指
定
し
、
審
査
請
求
人
及
び
第
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り

通
知
を
受
け
た
保
険
者
そ
の
他
の
利
害
関
係
人
を
招
集
し
て
さ
せ

る
も
の
と
す
る
。

３

口
頭
意
見
陳
述
に
お
い
て
、
審
査
官
は
、
申
立
人
の
す
る
陳
述

〔
新
設
〕

が
事
件
に
関
係
の
な
い
事
項
に
わ
た
る
場
合
そ
の
他
相
当
で
な
い

場
合
に
は
、
こ
れ
を
制
限
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

４

口
頭
意
見
陳
述
に
際
し
、
申
立
人
は
、
審
査
官
の
許
可
を
得
て

〔
新
設
〕

、
審
査
請
求
に
係
る
事
件
に
関
し
、
原
処
分
を
し
た
保
険
者
に
対

し
て
、
質
問
を
発
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
原
処
分
の
執
行
の
停
止
等
）

（
原
処
分
の
執
行
の
停
止
等
）

第
十
条

（
略
）

第
十
条

（
略
）

２

（
略
）

２

（
略
）

３

第
一
項
の
執
行
の
停
止
は
、
審
査
請
求
が
あ
つ
た
日
か
ら
二
月

３

第
一
項
の
執
行
の
停
止
は
、
審
査
請
求
が
あ
つ
た
日
か
ら
六
十

以
内
に
審
査
請
求
に
つ
い
て
の
決
定
が
な
い
場
合
に
お
い
て
、
審

日
以
内
に
審
査
請
求
に
つ
い
て
の
決
定
が
な
い
場
合
に
お
い
て
、



- 345 -

査
請
求
人
が
、
審
査
請
求
を
棄
却
す
る
決
定
が
あ
つ
た
も
の
と
み

審
査
請
求
人
が
、
審
査
請
求
を
棄
却
す
る
決
定
が
あ
つ
た
も
の
と

な
し
て
再
審
査
請
求
を
し
た
と
き
は
、
そ
の
効
力
を
失
う
。

み
な
し
て
再
審
査
請
求
を
し
た
と
き
は
、
そ
の
効
力
を
失
う
。

４
・
５

（
略
）

４
・
５

（
略
）

（
手
続
の
併
合
又
は
分
離
）

（
手
続
の
併
合
又
は
分
離
）

第
十
条
の
二

審
査
官
は
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
数
個

第
十
条
の
二

審
査
官
は
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
数
個

の
審
査
請
求
の
手
続
を
併
合
し
、
又
は
併
合
さ
れ
た
数
個
の
審
査

の
審
査
請
求
を
併
合
し
、
又
は
併
合
さ
れ
た
数
個
の
審
査
請
求
を

請
求
の
手
続
を
分
離
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

分
離
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
文
書
そ
の
他
の
物
件
の
提
出
）

第
十
条
の
三

審
査
請
求
人
又
は
第
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
通

〔
新
設
〕

知
を
受
け
た
保
険
者
以
外
の
利
害
関
係
人
は
、
証
拠
と
な
る
べ
き

文
書
そ
の
他
の
物
件
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

原
処
分
を
し
た
保
険
者
は
、
当
該
原
処
分
の
理
由
と
な
る
事
実

を
証
す
る
文
書
そ
の
他
の
物
件
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

３

前
二
項
の
場
合
に
お
い
て
、
審
査
官
が
、
文
書
そ
の
他
の
物
件

を
提
出
す
べ
き
相
当
の
期
間
を
定
め
た
と
き
は
、
そ
の
期
間
内
に

こ
れ
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
審
理
の
た
め
の
処
分
）

（
審
理
の
た
め
の
処
分
）

第
十
一
条

審
査
官
は
、
審
理
を
行
う
た
め
必
要
が
あ
る
と
き
は
、

第
十
一
条

審
査
官
は
、
審
理
を
行
う
た
め
必
要
が
あ
る
と
き
は
、

審
査
請
求
人
若
し
く
は
第
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
通
知
を
受

審
査
請
求
人
若
し
く
は
第
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
通
知
を
受

け
た
保
険
者
そ
の
他
の
利
害
関
係
人
の
申
立
て
に
よ
り
又
は
職
権

け
た
保
険
者
そ
の
他
の
利
害
関
係
人
の
申
立
て
に
よ
り
又
は
職
権

で
、
次
に
掲
げ
る
処
分
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

で
、
左
の
各
号
に
掲
げ
る
処
分
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

一

（
略
）

一

（
略
）

二

文
書
そ
の
他
の
物
件
の
所
有
者
、
所
持
者
若
し
く
は
保
管
者

二

文
書
そ
の
他
の
物
件
の
所
有
者
、
所
持
者
若
し
く
は
保
管
者

に
対
し
、
相
当
の
期
間
を
定
め
て
、
当
該
物
件
の
提
出
を
命
じ

に
対
し
、
当
該
物
件
の
提
出
を
命
じ
、
又
は
提
出
物
件
を
留
め

、
又
は
提
出
物
件
を
留
め
置
く
こ
と
。

置
く
こ
と
。

三
・
四

（
略
）

三
・
四

（
略
）

２
～
６

（
略
）

２
～
６

（
略
）

（
特
定
審
査
請
求
手
続
の
計
画
的
遂
行
）

第
十
一
条
の
二

審
査
官
は
、
審
査
請
求
に
係
る
事
件
に
つ
い
て
、

〔
新
設
〕

審
理
す
べ
き
事
項
が
多
数
で
あ
り
又
は
錯
綜
し
て
い
る
な
ど
事
件

そ
う

が
複
雑
で
あ
る
こ
と
そ
の
他
の
事
情
に
よ
り
、
迅
速
か
つ
公
正
な



- 346 -

審
理
を
行
う
た
め
、
第
九
条
の
三
、
第
十
条
の
三
並
び
に
前
条
第

一
項
及
び
第
四
項
に
定
め
る
審
査
請
求
の
手
続
（
以
下
こ
の
条
に

お
い
て
「
特
定
審
査
請
求
手
続
」
と
い
う
。
）
を
計
画
的
に
遂
行

す
る
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
場
合
に
は
、
期
日
及
び
場
所
を
指
定

し
て
、
審
査
請
求
人
又
は
第
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
通
知
を

受
け
た
保
険
者
そ
の
他
の
利
害
関
係
人
を
招
集
し
、
あ
ら
か
じ
め

、
特
定
審
査
請
求
手
続
の
申
立
て
に
関
す
る
意
見
の
聴
取
を
行
う

こ
と
が
で
き
る
。

２

審
査
官
は
、
審
査
請
求
人
又
は
第
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り

通
知
を
受
け
た
保
険
者
そ
の
他
の
利
害
関
係
人
が
遠
隔
の
地
に
居

住
し
て
い
る
場
合
そ
の
他
相
当
と
認
め
る
場
合
に
は
、
政
令
で
定

め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
審
査
官
及
び
審
査
請
求
人
又
は
同
項
の
規

定
に
よ
り
通
知
を
受
け
た
保
険
者
そ
の
他
の
利
害
関
係
人
が
音
声

の
送
受
信
に
よ
り
通
話
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
方
法
に
よ
つ
て
、

前
項
に
規
定
す
る
意
見
の
聴
取
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

３

審
査
官
は
、
前
二
項
の
規
定
に
よ
る
意
見
の
聴
取
を
行
つ
た
と

き
は
、
遅
滞
な
く
、
特
定
審
査
請
求
手
続
の
期
日
及
び
場
所
を
決

定
し
、
こ
れ
ら
を
審
査
請
求
人
及
び
第
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ

り
通
知
を
受
け
た
保
険
者
そ
の
他
の
利
害
関
係
人
に
通
知
す
る
も

の
と
す
る
。

（
審
査
請
求
人
等
に
よ
る
文
書
そ
の
他
の
物
件
の
閲
覧
等
）

第
十
一
条
の
三

審
査
請
求
人
又
は
第
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り

〔
新
設
〕

通
知
を
受
け
た
保
険
者
そ
の
他
の
利
害
関
係
人
は
、
決
定
が
あ
る

ま
で
の
間
、
審
査
官
に
対
し
、
第
十
条
の
三
第
一
項
若
し
く
は
第

二
項
又
は
第
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
提
出
さ
れ
た
文
書
そ

の
他
の
物
件
の
閲
覧
（
電
磁
的
記
録
（
電
子
的
方
式
、
磁
気
的
方

式
そ
の
他
人
の
知
覚
に
よ
つ
て
は
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
方

式
で
作
ら
れ
る
記
録
で
あ
つ
て
、
電
子
計
算
機
に
よ
る
情
報
処
理

の
用
に
供
さ
れ
る
も
の
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。

）
に
あ
つ
て
は
、
記
録
さ
れ
た
事
項
を
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る

と
こ
ろ
に
よ
り
表
示
し
た
も
の
の
閲
覧
）
又
は
当
該
文
書
の
写
し
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若
し
く
は
当
該
電
磁
的
記
録
に
記
録
さ
れ
た
事
項
を
記
載
し
た
書

面
の
交
付
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
審

査
官
は
、
第
三
者
の
利
益
を
害
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
認
め
る
と

き
、
そ
の
他
正
当
な
理
由
が
あ
る
と
き
で
な
け
れ
ば
、
そ
の
閲
覧

又
は
交
付
を
拒
む
こ
と
が
で
き
な
い
。

２

審
査
官
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
閲
覧
を
さ
せ
、
又
は
同
項
の

規
定
に
よ
る
交
付
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
当
該
閲
覧
又
は
交

付
に
係
る
文
書
そ
の
他
の
物
件
の
提
出
人
の
意
見
を
聴
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
審
査
官
が
、
そ
の
必
要
が
な
い
と
認
め

る
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

３

審
査
官
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
閲
覧
に
つ
い
て
、
日
時
及

び
場
所
を
指
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

４

第
一
項
の
規
定
に
よ
る
交
付
を
受
け
る
審
査
請
求
人
又
は
第
九

条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
通
知
を
受
け
た
保
険
者
以
外
の
利
害
関

係
人
は
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
実
費
の
範
囲
内
に
お

い
て
政
令
で
定
め
る
額
の
手
数
料
を
納
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

５

審
査
官
は
、
経
済
的
困
難
そ
の
他
特
別
の
理
由
が
あ
る
と
認
め

る
と
き
は
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
前
項
の
手
数
料
を

減
額
し
、
又
は
免
除
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
本
案
の
決
定
）

（
本
案
の
決
定
）

第
十
三
条

審
査
官
は
、
審
理
を
終
え
た
と
き
は
、
遅
滞
な
く
、
審

第
十
三
条

審
査
官
は
、
審
理
を
終
え
た
と
き
は
、
審
査
請
求
の
全

査
請
求
の
全
部
又
は
一
部
を
容
認
し
、
又
は
棄
却
す
る
決
定
を
し

部
又
は
一
部
を
容
認
し
、
又
は
棄
却
す
る
決
定
を
し
な
け
れ
ば
な

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ら
な
い
。

（
決
定
の
方
式
）

（
決
定
の
方
式
）

第
十
四
条

決
定
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
、
決
定
を
し
た

第
十
四
条

決
定
は
、
文
書
を
も
つ
て
行
い
、
且
つ
、
理
由
を
附
し

審
査
官
が
記
名
押
印
し
た
決
定
書
に
よ
り
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

、
決
定
を
し
た
審
査
官
が
、
こ
れ
に
署
名
押
印
し
な
け
れ
ば
な
ら

。

な
い
。

一

主
文

〔
新
設
〕

二

事
案
の
概
要

〔
新
設
〕

三

審
査
請
求
人
及
び
第
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
通
知
を
受

〔
新
設
〕

け
た
保
険
者
そ
の
他
の
利
害
関
係
人
の
主
張
の
要
旨
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四

理
由

〔
新
設
〕

２

（
略
）

２

（
略
）

（
審
査
請
求
の
制
限
）

（
不
服
申
立
て
の
制
限
）

第
十
七
条
の
二

こ
の
節
の
規
定
に
基
づ
く
処
分
又
は
そ
の
不
作
為

第
十
七
条
の
二

こ
の
節
の
規
定
に
基
づ
い
て
審
査
官
が
し
た
処
分

に
つ
い
て
は
、
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

に
つ
い
て
は
、
行
政
不
服
審
査
法
（
昭
和
三
十
七
年
法
律
第
百
六

十
号
）
に
よ
る
不
服
申
立
て
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

（
特
定
行
為
の
禁
止
）

（
特
定
行
為
の
禁
止
）

第
二
十
九
条

委
員
長
及
び
委
員
は
、
在
任
中
、
次
の
各
号
の
い
ず

第
二
十
九
条

委
員
長
及
び
委
員
は
、
在
任
中
、
左
の
各
号
の
一
に

れ
か
に
該
当
す
る
行
為
を
し
て
は
な
ら
な
い
。

該
当
す
る
行
為
を
し
て
は
な
ら
な
い
。

一
～
三

（
略
）

一
～
三

（
略
）

２

委
員
長
及
び
委
員
は
、
職
務
上
知
る
こ
と
が
で
き
た
秘
密
を
漏

〔
新
設
〕

ら
し
て
は
な
ら
な
い
。
そ
の
職
を
退
い
た
後
も
同
様
と
す
る
。

（
再
審
査
請
求
期
間
等
）

（
再
審
査
請
求
期
間
等
）

第
三
十
二
条

健
康
保
険
法
第
百
八
十
九
条
第
一
項
、
船
員
保
険
法

第
三
十
二
条

健
康
保
険
法
第
百
八
十
九
条
第
一
項
、
船
員
保
険
法

第
百
三
十
八
条
第
一
項
、
厚
生
年
金
保
険
法
第
九
十
条
第
一
項
若

第
百
三
十
八
条
第
一
項
、
厚
生
年
金
保
険
法
第
九
十
条
第
一
項
若

し
く
は
石
炭
鉱
業
年
金
基
金
法
第
三
十
三
条
第
一
項
、
国
民
年
金

し
く
は
石
炭
鉱
業
年
金
基
金
法
第
三
十
三
条
第
一
項
、
国
民
年
金

法
第
百
一
条
第
一
項
又
は
年
金
給
付
遅
延
加
算
金
支
給
法
第
八
条

法
第
百
一
条
第
一
項
又
は
年
金
給
付
遅
延
加
算
金
支
給
法
第
八
条

第
一
項
の
規
定
に
よ
る
再
審
査
請
求
は
、
審
査
官
の
決
定
書
の
謄

第
一
項
の
規
定
に
よ
る
再
審
査
請
求
は
、
審
査
官
の
決
定
書
の
謄

本
が
送
付
さ
れ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
二
月
を
経
過
し
た
と

本
が
送
付
さ
れ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
六
十
日
以
内
に
し
な

き
は
、
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

健
康
保
険
法
第
百
九
十
条
、
船
員
保
険
法
第
百
三
十
九
条
、
厚

２

健
康
保
険
法
第
百
九
十
条
、
船
員
保
険
法
第
百
三
十
九
条
、
厚

生
年
金
保
険
法
第
九
十
一
条
第
一
項
、
石
炭
鉱
業
年
金
基
金
法
第

生
年
金
保
険
法
第
九
十
一
条
第
一
項
、
石
炭
鉱
業
年
金
基
金
法
第

三
十
三
条
第
二
項
又
は
年
金
給
付
遅
延
加
算
金
支
給
法
第
九
条
の

三
十
三
条
第
二
項
又
は
年
金
給
付
遅
延
加
算
金
支
給
法
第
九
条
の

規
定
に
よ
る
審
査
請
求
は
、
当
該
処
分
が
あ
つ
た
こ
と
を
知
つ
た

規
定
に
よ
る
審
査
請
求
は
、
当
該
処
分
が
あ
つ
た
こ
と
を
知
つ
た

日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
三
月
を
経
過
し
た
と
き
は
、
す
る
こ
と

日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
六
十
日
以
内
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

が
で
き
な
い
。

。

３
～
５

（
略
）

３
～
５

（
略
）

（
保
険
者
等
に
対
す
る
通
知
）

（
保
険
者
等
に
対
す
る
通
知
）

第
三
十
三
条

審
査
会
は
、
再
審
査
請
求
又
は
審
査
請
求
が
さ
れ
た

第
三
十
三
条

審
査
会
は
、
再
審
査
請
求
又
は
審
査
請
求
を
受
理
し

と
き
は
、
第
四
十
四
条
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
第
六
条

た
と
き
は
、
政
令
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
原
処
分
を
し
た
保

又
は
第
七
条
第
二
項
本
文
の
規
定
に
よ
り
当
該
再
審
査
請
求
又
は

険
者
及
び
第
三
十
条
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
指
名
さ
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審
査
請
求
を
却
下
す
る
場
合
を
除
き
、
政
令
の
定
め
る
と
こ
ろ
に

れ
た
者
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

よ
り
、
原
処
分
を
し
た
保
険
者
及
び
第
三
十
条
第
一
項
又
は
第
二

項
の
規
定
に
よ
り
指
名
さ
れ
た
者
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

。（
参
加
）

（
参
加
）

第
三
十
四
条

（
略
）

第
三
十
四
条

（
略
）

２

（
略
）

２

（
略
）

３

再
審
査
請
求
又
は
審
査
請
求
へ
の
参
加
は
、
代
理
人
に
よ
つ
て

〔
新
設
〕

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

４

前
項
の
代
理
人
は
、
各
自
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
当
該
再
審

〔
新
設
〕

査
請
求
又
は
審
査
請
求
に
参
加
す
る
者
の
た
め
に
、
当
該
再
審
査

請
求
又
は
審
査
請
求
へ
の
参
加
に
関
す
る
一
切
の
行
為
を
す
る
こ

と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
再
審
査
請
求
又
は
審
査
請
求
へ
の
参
加

の
取
下
げ
は
、
特
別
の
委
任
を
受
け
た
場
合
に
限
り
、
す
る
こ
と

が
で
き
る
。

（
意
見
の
陳
述
等
）

（
意
見
の
陳
述
等
）

第
三
十
九
条

（
略
）

第
三
十
九
条

（
略
）

２
・
３

（
略
）

２
・
３

（
略
）

４

第
一
項
の
規
定
に
よ
る
意
見
の
陳
述
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て

〔
新
設
〕

「
意
見
陳
述
」
と
い
う
。
）
は
、
審
査
会
が
全
て
の
当
事
者
を
招

集
し
て
さ
せ
る
も
の
と
す
る
。

５

意
見
陳
述
に
お
い
て
、
審
査
長
は
、
当
事
者
若
し
く
は
そ
の
代

〔
新
設
〕

理
人
又
は
第
三
十
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
指

名
さ
れ
た
者
の
す
る
陳
述
が
事
件
に
関
係
の
な
い
事
項
に
わ
た
る

場
合
そ
の
他
相
当
で
な
い
場
合
に
は
、
こ
れ
を
制
限
す
る
こ
と
が

で
き
る
。

６

意
見
陳
述
に
際
し
、
当
事
者
（
原
処
分
を
し
た
保
険
者
を
除
く

〔
新
設
〕

。
）
及
び
そ
の
代
理
人
は
、
審
査
長
の
許
可
を
得
て
、
再
審
査
請

求
又
は
審
査
請
求
に
係
る
事
件
に
関
し
、
原
処
分
を
し
た
保
険
者

に
対
し
て
、
質
問
を
発
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
審
理
の
た
め
の
処
分
）

（
審
理
の
た
め
の
処
分
）
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第
四
十
条

審
査
会
は
、
審
理
を
行
う
た
め
必
要
が
あ
る
と
き
は
、

第
四
十
条

審
査
会
は
、
審
理
を
行
う
た
め
必
要
が
あ
る
と
き
は
、

当
事
者
若
し
く
は
第
三
十
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
の
規
定
に

当
事
者
若
し
く
は
第
三
十
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
の
規
定
に

よ
り
指
名
さ
れ
た
者
の
申
立
て
に
よ
り
又
は
職
権
で
、
次
に
掲
げ

よ
り
指
名
さ
れ
た
者
の
申
立
て
に
よ
り
又
は
職
権
で
、
左
の
各
号

る
処
分
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

に
掲
げ
る
処
分
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

一

（
略
）

一

（
略
）

二

文
書
そ
の
他
の
物
件
の
所
有
者
、
所
持
者
若
し
く
は
保
管
者

二

文
書
そ
の
他
の
物
件
の
所
有
者
、
所
持
者
若
し
く
は
保
管
者

に
対
し
、
相
当
の
期
間
を
定
め
て
、
当
該
物
件
の
提
出
を
命
じ

に
対
し
、
当
該
物
件
の
提
出
を
命
じ
、
又
は
提
出
物
件
を
留
め

、
又
は
提
出
物
件
を
留
め
置
く
こ
と
。

置
く
こ
と
。

三
～
五

（
略
）

三
～
五

（
略
）

２
～
５

（
略
）

２
～
５

（
略
）

（
調
書
）

（
調
書
）

第
四
十
一
条

（
略
）

第
四
十
一
条

（
略
）

２

当
事
者
及
び
第
三
十
条
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
指

２

利
害
関
係
人
は
、
厚
生
労
働
省
令
の
定
め
る
手
続
に
従
い
、
前

名
さ
れ
た
者
は
、
厚
生
労
働
省
令
の
定
め
る
手
続
に
従
い
、
前
項

項
の
調
書
を
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

の
調
書
を
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

３

第
十
一
条
の
三
第
一
項
後
段
及
び
第
三
項
の
規
定
は
、
前
項
の

〔
新
設
〕

規
定
に
よ
る
閲
覧
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、

こ
れ
ら
の
規
定
中
「
審
査
官
」
と
あ
る
の
は
、
「
審
査
会
」
と
読

み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

（
裁
決
の
方
式
）

（
裁
決
の
方
式
）

第
四
十
三
条

裁
決
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
、
審
査
長
及

第
四
十
三
条

裁
決
は
、
文
書
を
も
つ
て
行
い
、
且
つ
、
理
由
を
附

び
合
議
に
関
与
し
た
審
査
員
が
記
名
押
印
し
た
裁
決
書
に
よ
り
し

し
、
審
査
長
及
び
合
議
に
関
与
し
た
審
査
員
が
、
こ
れ
に
署
名
押

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
審
査
長
又
は
合
議
に
関
与
し
た
審
査
員
が

印
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
審
査
長
又
は
合
議
に
関
与
し
た
審
査

記
名
押
印
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
き
は
、
合
議
に
関
与
し
た
審

員
が
署
名
押
印
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
き
は
、
合
議
に
関
与
し

査
員
又
は
審
査
長
が
、
そ
の
事
由
を
付
記
し
て
記
名
押
印
し
な
け

た
審
査
員
又
は
審
査
長
が
、
そ
の
事
由
を
附
記
し
て
署
名
押
印
し

れ
ば
な
ら
な
い
。

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

主
文

〔
新
設
〕

二

事
案
の
概
要

〔
新
設
〕

三

当
事
者
及
び
第
三
十
条
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
り

〔
新
設
〕

指
名
さ
れ
た
者
の
主
張
の
要
旨

四

理
由

〔
新
設
〕
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（
準
用
規
定
）

（
準
用
規
定
）

第
四
十
四
条

第
三
条
の
二
、
第
五
条
の
二
か
ら
第
七
条
ま
で
、
第

第
四
十
四
条

第
五
条
の
二
、
第
六
条
、
第
七
条
、
第
十
条
の
二
、

九
条
の
二
、
第
十
条
の
二
、
第
十
条
の
三
、
第
十
一
条
の
二
か
ら

第
十
二
条
、
第
十
二
条
の
二
、
第
十
三
条
、
第
十
五
条
、
第
十
六

第
十
三
条
ま
で
、
第
十
五
条
、
第
十
六
条
の
二
及
び
第
十
七
条
の

条
の
二
及
び
第
十
七
条
の
規
定
は
、
再
審
査
請
求
又
は
審
査
請
求

規
定
は
、
再
審
査
請
求
又
は
審
査
請
求
の
手
続
に
、
第
十
七
条
の

の
手
続
に
、
第
十
七
条
の
二
の
規
定
は
、
こ
の
節
の
規
定
に
基
づ

二
の
規
定
は
、
こ
の
節
の
規
定
に
基
づ
い
て
審
査
会
が
し
た
処
分

い
て
審
査
会
が
し
た
処
分
に
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、

に
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
こ
れ
ら
の
規
定
（
第
十
条

こ
れ
ら
の
規
定
中
「
審
査
官
」
と
あ
る
の
は
「
審
査
会
」
と
、
「

の
二
、
第
十
五
条
第
三
項
及
び
第
十
七
条
の
二
を
除
く
。
）
中
「

決
定
」
と
あ
る
の
は
「
裁
決
」
と
、
「
決
定
書
」
と
あ
る
の
は
「

審
査
請
求
」
と
あ
る
の
は
「
再
審
査
請
求
又
は
審
査
請
求
」
と
、

裁
決
書
」
と
、
第
十
二
条
、
第
十
二
条
の
二
、
第
十
五
条
及
び
第

「
審
査
官
」
と
あ
る
の
は
「
審
査
会
」
と
、
「
決
定
」
と
あ
る
の

十
七
条
中
「
審
査
請
求
人
」
と
あ
る
の
は
「
再
審
査
請
求
人
又
は

は
「
裁
決
」
と
、
「
決
定
書
」
と
あ
る
の
は
「
裁
決
書
」
と
読
み

審
査
請
求
人
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

替
え
る
ほ
か
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
規
定
中
同
表
の
中
欄
に

掲
げ
る
字
句
は
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
字
句
に
読
み

替
え
る
も
の
と
す
る
。

第

三

条

の

厚
生
労
働
大
臣

審
査
会

二

地
方
厚
生
局

厚
生
労
働
省

第

五

条

の

審
査
請
求
人

再
審
査
請
求
人
又
は
審

二

第

二

項

査
請
求
人

及

び

第

七

条
第
二
項

第

九

条

の

審
査
請
求
人
及
び
前

当
事
者
及
び
第
三
十
条

二

条
第
一
項
の
規
定
に

第
一
項
又
は
第
二
項
の

よ
り
通
知
を
受
け
た

規
定
に
よ
り
指
名
さ
れ

保
険
者
そ
の
他
の
利

た
者

害
関
係
人

第

十

条

の

審
査
官

審
査
会

二

審
査
請
求

再
審
査
請
求
若
し
く
は

審
査
請
求

第

十

条

の

審
査
請
求
人
又
は
第

当
事
者
（
原
処
分
を
し

三
第
一
項

九
条
第
一
項
の
規
定

た
保
険
者
を
除
く
。
）

に
よ
り
通
知
を
受
け

又
は
第
三
十
条
第
一
項
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た
保
険
者
以
外
の
利

若
し
く
は
第
二
項
の
規

害
関
係
人

定
に
よ
り
指
名
さ
れ
た

者

第

十

一

条

特
定
審
査
請
求
手
続

特
定
再
審
査
請
求
等
手

の

二

の

見

続

出
し

第

十

一

条

第
九
条
の
三
、
第
十

第
三
十
九
条
、
第
四
十

の

二

第

一

条
の
三
並
び
に
前
条

条
第
一
項
、
同
条
第
五

項

第
一
項
及
び
第
四
項

項
に
お
い
て
準
用
す
る

第
十
一
条
第
四
項
及
び

第
四
十
四
条
に
お
い
て

準
用
す
る
第
十
条
の
三

特
定
審
査
請
求
手
続

特
定
再
審
査
請
求
等
手

続

審
査
請
求
人
又
は
第

当
事
者
又
は
第
三
十
条

九
条
第
一
項
の
規
定

第
一
項
若
し
く
は
第
二

に
よ
り
通
知
を
受
け

項
の
規
定
に
よ
り
指
名

た
保
険
者
そ
の
他
の

さ
れ
た
者

利
害
関
係
人

第

十

一

条

審
査
請
求
人
又
は
第

当
事
者
又
は
第
三
十
条

の

二

第

二

九
条
第
一
項
の
規
定

第
一
項
若
し
く
は
第
二

項

に
よ
り
通
知
を
受
け

項
の
規
定
に
よ
り
指
名

た
保
険
者
そ
の
他
の

さ
れ
た
者

利
害
関
係
人

審
査
請
求
人
又
は
同

当
事
者
又
は
同
条
第
一

項
の
規
定
に
よ
り
通

項
若
し
く
は
第
二
項
の

知
を
受
け
た
保
険
者

規
定
に
よ
り
指
名
さ
れ

そ
の
他
の
利
害
関
係

た
者

人

第

十

一

条

特
定
審
査
請
求
手
続

特
定
再
審
査
請
求
等
手

の

二

第

三

続
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項

審
査
請
求
人
及
び
第

当
事
者
及
び
第
三
十
条

九
条
第
一
項
の
規
定

第
一
項
又
は
第
二
項
の

に
よ
り
通
知
を
受
け

規
定
に
よ
り
指
名
さ
れ

た
保
険
者
そ
の
他
の

た
者

利
害
関
係
人

第

十

一

条

審
査
請
求
人
等

当
事
者
等

の

三

の

見

出
し

第

十

一

条

審
査
請
求
人
又
は
第

当
事
者
又
は
第
三
十
条

の

三

第

一

九
条
第
一
項
の
規
定

第
一
項
若
し
く
は
第
二

項

に
よ
り
通
知
を
受
け

項
の
規
定
に
よ
り
指
名

た
保
険
者
そ
の
他
の

さ
れ
た
者

利
害
関
係
人

第
十
条
の
三
第
一
項

第
四
十
条
第
一
項
又
は

若
し
く
は
第
二
項
又

第
四
十
四
条
に
お
い
て

は
第
十
一
条
第
一
項

準
用
す
る
第
十
条
の
三

第
一
項
若
し
く
は
第
二

項

第

十

一

条

審
査
請
求
人
又
は
第

当
事
者
（
原
処
分
を
し

の

三

第

四

九
条
第
一
項
の
規
定

た
保
険
者
を
除
く
。
）

項

に
よ
り
通
知
を
受
け

た
保
険
者
以
外
の
利

害
関
係
人

第

十

二

条

審
査
請
求
人

再
審
査
請
求
人
又
は
審

、

第

十

二

査
請
求
人

条

の

二

第

一

項

及

び

第

十

五

条

第
一
項

第

十

五

条

、
審
査
官

、
審
査
会

第
三
項

決
定
書

裁
決
書
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当
該
審
査
官

審
査
会

第

十

五

条

第
九
条
第
一
項
の
規

当
事
者

第
四
項

定
に
よ
り
通
知
を
受

け
た
保
険
者
そ
の
他

の
利
害
関
係
人

第
十
七
条

審
査
請
求
人

再
審
査
請
求
人
又
は
審

査
請
求
人

第
四
十
五
条
の
二

第
二
十
九
条
第
二
項
の
規
定
に
違
反
し
て
秘
密

〔
新
設
〕

を
漏
ら
し
た
者
は
、
一
年
以
下
の
懲
役
又
は
五
十
万
円
以
下
の
罰

金
に
処
す
る
。
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○

厚
生
年
金
保
険
法
（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
百
十
五
号
）
（
第
百
三
十
七
条
関
係
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
審
査
請
求
及
び
再
審
査
請
求
）

（
審
査
請
求
及
び
再
審
査
請
求
）

第
九
十
条

（
略
）

第
九
十
条

（
略
）

２

（
略
）

２

（
略
）

３

第
一
項
の
審
査
請
求
を
し
た
日
か
ら
二
月
以
内
に
決
定
が
な
い

３

第
一
項
の
審
査
請
求
を
し
た
日
か
ら
六
十
日
以
内
に
決
定
が
な

と
き
は
、
審
査
請
求
人
は
、
社
会
保
険
審
査
官
が
審
査
請
求
を
棄

い
と
き
は
、
審
査
請
求
人
は
、
社
会
保
険
審
査
官
が
審
査
請
求
を

却
し
た
も
の
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
。

棄
却
し
た
も
の
と
み
な
し
て
、
社
会
保
険
審
査
会
に
対
し
て
再
審

査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

４

第
一
項
及
び
第
二
項
の
審
査
請
求
並
び
に
第
一
項
の
再
審
査
請

４

第
一
項
及
び
第
二
項
の
審
査
請
求
並
び
に
第
一
項
及
び
前
項
の

求
は
、
時
効
の
中
断
に
関
し
て
は
、
裁
判
上
の
請
求
と
み
な
す
。

再
審
査
請
求
は
、
時
効
の
中
断
に
関
し
て
は
、
裁
判
上
の
請
求
と

み
な
す
。

５
・
６

（
略
）

５
・
６

（
略
）

（
行
政
不
服
審
査
法
の
適
用
関
係
）

（
行
政
不
服
審
査
法
の
適
用
関
係
）

第
九
十
一
条
の
二

第
九
十
条
第
一
項
及
び
前
条
第
一
項
に
規
定
す

第
九
十
一
条
の
二

第
九
十
条
第
一
項
及
び
前
条
第
一
項
に
規
定
す

る
処
分
に
つ
い
て
の
前
二
条
の
審
査
請
求
及
び
第
九
十
条
第
一
項

る
処
分
に
つ
い
て
の
前
二
条
の
審
査
請
求
及
び
再
審
査
請
求
に
つ

の
再
審
査
請
求
に
つ
い
て
は
、
行
政
不
服
審
査
法
（
平
成
二
十
六

い
て
は
、
行
政
不
服
審
査
法
（
昭
和
三
十
七
年
法
律
第
百
六
十
号

年
法
律
第

号
）
第
二
章
（
第
二
十
二
条
を
除
く
。
）
及
び

）
第
二
章
第
一
節
、
第
二
節
（
第
十
八
条
及
び
第
十
九
条
を
除
く

第
四
章
の
規
定
は
、
適
用
し
な
い
。

。
）
及
び
第
五
節
の
規
定
を
適
用
し
な
い
。

（
審
査
請
求
と
訴
訟
と
の
関
係
）

（
不
服
申
立
て
と
訴
訟
と
の
関
係
）

第
九
十
一
条
の
三

第
九
十
条
第
一
項
に
規
定
す
る
処
分
の
取
消
し

第
九
十
一
条
の
三

第
九
十
条
第
一
項
又
は
第
九
十
一
条
第
一
項
に

の
訴
え
は
、
当
該
処
分
に
つ
い
て
の
審
査
請
求
に
対
す
る
社
会
保

規
定
す
る
処
分
の
取
消
し
の
訴
え
は
、
当
該
処
分
に
つ
い
て
の
再

険
審
査
官
の
決
定
を
経
た
後
で
な
け
れ
ば
、
提
起
す
る
こ
と
が
で

審
査
請
求
又
は
審
査
請
求
に
対
す
る
社
会
保
険
審
査
会
の
裁
決
を

き
な
い
。

経
た
後
で
な
け
れ
ば
、
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
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○

歯
科
技
工
士
法
（
昭
和
三
十
年
法
律
第
百
六
十
八
号
）
（
第
百
三
十
八
条
関
係
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
指
定
登
録
機
関
が
し
た
処
分
等
に
係
る
審
査
請
求
）

（
指
定
登
録
機
関
が
し
た
処
分
等
に
係
る
不
服
申
立
て
）

第
九
条
の
十
五

指
定
登
録
機
関
が
行
う
登
録
事
務
に
係
る
処
分
又

第
九
条
の
十
五

指
定
登
録
機
関
が
行
う
登
録
事
務
に
係
る
処
分
又

は
そ
の
不
作
為
に
つ
い
て
不
服
が
あ
る
者
は
、
厚
生
労
働
大
臣
に

は
そ
の
不
作
為
に
つ
い
て
不
服
が
あ
る
者
は
、
厚
生
労
働
大
臣
に

対
し
、
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て

対
し
、
行
政
不
服
審
査
法
（
昭
和
三
十
七
年
法
律
第
百
六
十
号
）

、
厚
生
労
働
大
臣
は
、
行
政
不
服
審
査
法
（
平
成
二
十
六
年
法
律

に
よ
る
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第

号
）
第
二
十
五
条
第
二
項
及
び
第
三
項
、
第
四
十
六
条

第
一
項
及
び
第
二
項
、
第
四
十
七
条
並
び
に
第
四
十
九
条
第
三
項

の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
指
定
登
録
機
関
の
上
級
行
政
庁
と

み
な
す
。
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○

労
働
保
険
審
査
官
及
び
労
働
保
険
審
査
会
法
（
昭
和
三
十
一
年
法
律
第
百
二
十
六
号
）
（
第
百
三
十
九
条
関
係
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

目
次

目
次

第
一
章
・
第
二
章

（
略
）

第
一
章
・
第
二
章

（
略
）

第
三
章

罰
則
（
第
五
十
一
条
の
二
―
第
五
十
四
条
）

第
三
章

罰
則
（
第
五
十
二
条
―
第
五
十
四
条
）

附
則

附
則

（
管
轄
審
査
官
）

（
管
轄
審
査
官
）

第
七
条

（
略
）

第
七
条

（
略
）

２

審
査
官
は
、
次
に
掲
げ
る
者
以
外
の
者
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

〔
新
設
〕

。一

審
査
請
求
に
係
る
処
分
に
関
与
し
た
者
又
は
審
査
請
求
に
係

る
不
作
為
に
係
る
処
分
に
関
与
し
、
若
し
く
は
関
与
す
る
こ
と

と
な
る
者

二

審
査
請
求
人

三

審
査
請
求
人
の
配
偶
者
、
四
親
等
内
の
親
族
又
は
同
居
の
親

族
四

審
査
請
求
人
の
代
理
人

五

前
二
号
に
掲
げ
る
者
で
あ
つ
た
者

六

審
査
請
求
人
の
後
見
人
、
後
見
監
督
人
、
保
佐
人
、
保
佐
監

督
人
、
補
助
人
又
は
補
助
監
督
人

七

利
害
関
係
者
（
第
十
三
条
第
一
項
に
規
定
す
る
利
害
関
係
者

を
い
う
。
）

（
標
準
審
理
期
間
）

第
七
条
の
二

厚
生
労
働
大
臣
は
、
審
査
請
求
が
さ
れ
た
と
き
か
ら

〔
新
設
〕

当
該
審
査
請
求
に
対
す
る
決
定
を
す
る
ま
で
に
通
常
要
す
べ
き
標

準
的
な
期
間
を
定
め
る
よ
う
努
め
る
と
と
も
に
、
こ
れ
を
定
め
た

と
き
は
、
都
道
府
県
労
働
局
に
お
け
る
備
付
け
そ
の
他
の
適
当
な

方
法
に
よ
り
公
に
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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（
審
査
請
求
期
間
）

（
審
査
請
求
期
間
）

第
八
条

審
査
請
求
は
、
審
査
請
求
人
が
原
処
分
の
あ
つ
た
こ
と
を

第
八
条

審
査
請
求
は
、
審
査
請
求
人
が
原
処
分
の
あ
つ
た
こ
と
を

知
つ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
三
月
を
経
過
し
た
と
き
は
、
す

知
つ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
六
十
日
以
内
に
し
な
け
れ
ば
な

る
こ
と
が
で
き
な
い
。
た
だ
し
、
正
当
な
理
由
に
よ
り
こ
の
期
間

ら
な
い
。
た
だ
し
、
正
当
な
理
由
に
よ
り
こ
の
期
間
内
に
審
査
請

内
に
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
つ
た
こ
と
を
疎
明
し
た

求
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
つ
た
こ
と
を
疎
明
し
た
と
き
は
、
こ

と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

の
限
り
で
な
い
。

２

（
略
）

２

（
略
）

（
関
係
者
に
対
す
る
通
知
等
）

（
関
係
者
に
対
す
る
通
知
等
）

第
十
三
条

審
査
官
は
、
審
査
請
求
が
さ
れ
た
と
き
は
、
第
十
条
又

第
十
三
条

審
査
官
は
、
審
査
請
求
を
受
理
し
た
と
き
は
、
原
処
分

は
第
十
一
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
当
該
審
査
請
求
を
却
下
す
る

を
し
た
行
政
庁
、
審
査
請
求
の
結
果
に
つ
い
て
利
害
関
係
の
あ
る

場
合
を
除
き
、
原
処
分
を
し
た
行
政
庁
、
審
査
請
求
の
結
果
に
つ

行
政
庁
そ
の
他
の
第
三
者
（
以
下
こ
の
章
に
お
い
て
「
利
害
関
係

い
て
利
害
関
係
の
あ
る
行
政
庁
そ
の
他
の
第
三
者
（
以
下
こ
の
章

者
」
と
い
う
。
）
及
び
当
該
審
査
官
の
属
す
る
都
道
府
県
労
働
局

に
お
い
て
「
利
害
関
係
者
」
と
い
う
。
）
及
び
当
該
審
査
官
の
属

に
つ
き
第
五
条
の
規
定
に
よ
り
指
名
さ
れ
た
者
に
通
知
し
な
け
れ

す
る
都
道
府
県
労
働
局
に
つ
き
第
五
条
の
規
定
に
よ
り
指
名
さ
れ

ば
な
ら
な
い
。

た
者
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

（
略
）

２

（
略
）

（
審
査
請
求
の
手
続
の
計
画
的
進
行
）

第
十
三
条
の
二

審
査
請
求
人
及
び
前
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
通

〔
新
設
〕

知
を
受
け
た
者
並
び
に
審
査
官
は
、
簡
易
迅
速
か
つ
公
正
な
審
理

の
実
現
の
た
め
、
審
査
請
求
の
手
続
に
お
い
て
、
相
互
に
協
力
す

る
と
と
も
に
、
審
査
請
求
の
手
続
の
計
画
的
な
進
行
を
図
ら
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

（
口
頭
に
よ
る
意
見
の
陳
述
）

（
口
頭
に
よ
る
意
見
の
陳
述
）

第
十
三
条
の
三

審
査
官
は
、
審
査
請
求
人
又
は
第
十
三
条
第
一
項

第
十
三
条
の
二

審
査
官
は
、
審
査
請
求
人
の
申
立
て
が
あ
つ
た
と

の
規
定
に
よ
り
通
知
を
受
け
た
利
害
関
係
者
の
申
立
て
が
あ
つ
た

き
は
、
審
査
請
求
人
に
口
頭
で
意
見
を
述
べ
る
機
会
を
与
え
な
け

と
き
は
、
当
該
申
立
て
を
し
た
者
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
申

れ
ば
な
ら
な
い
。

立
人
」
と
い
う
。
）
に
口
頭
で
意
見
を
述
べ
る
機
会
を
与
え
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
当
該
申
立
人
の
所
在
そ
の
他
の
事
情

に
よ
り
当
該
意
見
を
述
べ
る
機
会
を
与
え
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る

と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

２

前
項
本
文
の
規
定
に
よ
る
意
見
の
陳
述
（
以
下
こ
の
条
に
お
い

〔
新
設
〕
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て
「
口
頭
意
見
陳
述
」
と
い
う
。
）
は
、
審
査
官
が
期
日
及
び
場

所
を
指
定
し
、
審
査
請
求
人
及
び
第
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ

り
通
知
を
受
け
た
者
（
第
五
条
の
規
定
に
よ
り
指
名
さ
れ
た
者
を

除
く
。
）
を
招
集
し
て
さ
せ
る
も
の
と
す
る
。

３

口
頭
意
見
陳
述
に
お
い
て
、
審
査
官
は
、
申
立
人
の
す
る
陳
述

〔
新
設
〕

が
事
件
に
関
係
の
な
い
事
項
に
わ
た
る
場
合
そ
の
他
相
当
で
な
い

場
合
に
は
、
こ
れ
を
制
限
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

４

口
頭
意
見
陳
述
に
際
し
、
申
立
人
は
、
審
査
官
の
許
可
を
得
て

〔
新
設
〕

、
審
査
請
求
に
係
る
事
件
に
関
し
、
原
処
分
を
し
た
行
政
庁
に
対

し
て
、
質
問
を
発
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
手
続
の
併
合
又
は
分
離
）

（
手
続
の
併
合
又
は
分
離
）

第
十
四
条
の
二

審
査
官
は
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
数

第
十
四
条
の
二

審
査
官
は
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
数

個
の
審
査
請
求
の
手
続
を
併
合
し
、
又
は
併
合
さ
れ
た
数
個
の
審

個
の
審
査
請
求
を
併
合
し
、
又
は
併
合
さ
れ
た
数
個
の
審
査
請
求

査
請
求
の
手
続
を
分
離
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

を
分
離
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
文
書
そ
の
他
の
物
件
の
提
出
）

第
十
四
条
の
三

審
査
請
求
人
又
は
第
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ

〔
新
設
〕

り
通
知
を
受
け
た
者
（
原
処
分
を
し
た
行
政
庁
を
除
く
。
）
は
、

証
拠
と
な
る
べ
き
文
書
そ
の
他
の
物
件
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き

る
。

２

原
処
分
を
し
た
行
政
庁
は
、
当
該
原
処
分
の
理
由
と
な
る
事
実

を
証
す
る
文
書
そ
の
他
の
物
件
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

３

前
二
項
の
場
合
に
お
い
て
、
審
査
官
が
、
文
書
そ
の
他
の
物
件

を
提
出
す
べ
き
相
当
の
期
間
を
定
め
た
と
き
は
、
そ
の
期
間
内
に

こ
れ
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
審
理
の
た
め
の
処
分
）

（
審
理
の
た
め
の
処
分
）

第
十
五
条

審
査
官
は
、
審
理
を
行
う
た
め
必
要
な
限
度
に
お
い
て

第
十
五
条

審
査
官
は
、
審
理
を
行
う
た
め
必
要
な
限
度
に
お
い
て

、
審
査
請
求
人
若
し
く
は
第
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
通
知

、
審
査
請
求
人
若
し
く
は
第
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
通
知

を
受
け
た
者
の
申
立
て
に
よ
り
又
は
職
権
で
、
次
の
各
号
に
掲
げ

を
受
け
た
者
の
申
立
て
に
よ
り
又
は
職
権
で
、
次
の
各
号
に
掲
げ

る
処
分
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

る
処
分
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

一

（
略
）

一

（
略
）

二

文
書
そ
の
他
の
物
件
の
所
有
者
、
所
持
者
若
し
く
は
保
管
者

二

文
書
そ
の
他
の
物
件
の
所
有
者
、
所
持
者
若
し
く
は
保
管
者
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に
対
し
、
相
当
の
期
間
を
定
め
て
、
当
該
物
件
の
提
出
を
命
じ

に
対
し
て
当
該
物
件
の
提
出
を
命
じ
、
又
は
提
出
物
件
を
留
め

、
又
は
提
出
物
件
を
留
め
置
く
こ
と
。

置
く
こ
と
。

三
～
五

（
略
）

三
～
五

（
略
）

２
～
６

（
略
）

２
～
６

（
略
）

（
特
定
審
査
請
求
手
続
の
計
画
的
遂
行
）

第
十
六
条
の
二

審
査
官
は
、
審
査
請
求
に
係
る
事
件
に
つ
い
て
、

〔
新
設
〕

審
理
す
べ
き
事
項
が
多
数
で
あ
り
又
は
錯
綜
し
て
い
る
な
ど
事
件

そ
う

が
複
雑
で
あ
る
こ
と
そ
の
他
の
事
情
に
よ
り
、
迅
速
か
つ
公
正
な

審
理
を
行
う
た
め
、
第
十
三
条
の
三
、
第
十
四
条
の
三
並
び
に
第

十
五
条
第
一
項
及
び
第
四
項
に
定
め
る
審
査
請
求
の
手
続
（
以
下

こ
の
条
に
お
い
て
「
特
定
審
査
請
求
手
続
」
と
い
う
。
）
を
計
画

的
に
遂
行
す
る
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
場
合
に
は
、
期
日
及
び
場

所
を
指
定
し
て
、
審
査
請
求
人
又
は
第
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に

よ
り
通
知
を
受
け
た
者
を
招
集
し
、
あ
ら
か
じ
め
、
特
定
審
査
請

求
手
続
の
申
立
て
に
関
す
る
意
見
の
聴
取
を
行
う
こ
と
が
で
き
る

。
２

審
査
官
は
、
審
査
請
求
人
又
は
第
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ

り
通
知
を
受
け
た
者
が
遠
隔
の
地
に
居
住
し
て
い
る
場
合
そ
の
他

相
当
と
認
め
る
場
合
に
は
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
審

査
官
及
び
審
査
請
求
人
又
は
同
項
の
規
定
に
よ
り
通
知
を
受
け
た

者
が
音
声
の
送
受
信
に
よ
り
通
話
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
方
法
に

よ
つ
て
、
前
項
に
規
定
す
る
意
見
の
聴
取
を
行
う
こ
と
が
で
き
る

。
３

審
査
官
は
、
前
二
項
の
規
定
に
よ
る
意
見
の
聴
取
を
行
つ
た
と

き
は
、
遅
滞
な
く
、
特
定
審
査
請
求
手
続
の
期
日
及
び
場
所
を
決

定
し
、
こ
れ
ら
を
審
査
請
求
人
及
び
第
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に

よ
り
通
知
を
受
け
た
者
に
通
知
す
る
も
の
と
す
る
。

（
審
査
請
求
人
等
に
よ
る
文
書
そ
の
他
の
物
件
の
閲
覧
等
）

第
十
六
条
の
三

審
査
請
求
人
又
は
第
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ

〔
新
設
〕

り
通
知
を
受
け
た
者
は
、
決
定
が
あ
る
ま
で
の
間
、
審
査
官
に
対

し
、
第
十
四
条
の
三
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
又
は
第
十
五
条
第
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一
項
の
規
定
に
よ
り
提
出
さ
れ
た
文
書
そ
の
他
の
物
件
の
閲
覧
（

電
磁
的
記
録
（
電
子
的
方
式
、
磁
気
的
方
式
そ
の
他
人
の
知
覚
に

よ
つ
て
は
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
方
式
で
作
ら
れ
る
記
録
で

あ
つ
て
、
電
子
計
算
機
に
よ
る
情
報
処
理
の
用
に
供
さ
れ
る
も
の

を
い
う
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
あ
つ
て
は
、
記
録

さ
れ
た
事
項
を
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
表
示
し

た
も
の
の
閲
覧
）
又
は
当
該
文
書
の
写
し
若
し
く
は
当
該
電
磁
的

記
録
に
記
録
さ
れ
た
事
項
を
記
載
し
た
書
面
の
交
付
を
求
め
る
こ

と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
審
査
官
は
、
第
三
者
の
利

益
を
害
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
、
そ
の
他
正
当
な
理

由
が
あ
る
と
き
で
な
け
れ
ば
、
そ
の
閲
覧
又
は
交
付
を
拒
む
こ
と

が
で
き
な
い
。

２

審
査
官
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
閲
覧
を
さ
せ
、
又
は
同
項
の

規
定
に
よ
る
交
付
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
当
該
閲
覧
又
は
交

付
に
係
る
文
書
そ
の
他
の
物
件
の
提
出
人
の
意
見
を
聴
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
審
査
官
が
、
そ
の
必
要
が
な
い
と
認
め

る
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

３

審
査
官
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
閲
覧
に
つ
い
て
、
日
時
及

び
場
所
を
指
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

４

第
一
項
の
規
定
に
よ
る
交
付
を
受
け
る
審
査
請
求
人
又
は
第
十

三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
通
知
を
受
け
た
利
害
関
係
者
は
、
政

令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
実
費
の
範
囲
内
に
お
い
て
政
令
で

定
め
る
額
の
手
数
料
を
納
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

５

審
査
官
は
、
経
済
的
困
難
そ
の
他
特
別
の
理
由
が
あ
る
と
認
め

る
と
き
は
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
前
項
の
手
数
料
を

減
額
し
、
又
は
免
除
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
審
査
請
求
の
取
下
げ
）

（
審
査
請
求
の
取
下
げ
）

第
十
七
条
の
二

（
略
）

第
十
七
条
の
二

（
略
）

２

（
略
）

２

（
略
）

３

労
働
者
災
害
補
償
保
険
法
第
三
十
八
条
第
二
項
又
は
雇
用
保
険

３

労
働
者
災
害
補
償
保
険
法
第
三
十
八
条
第
二
項
又
は
雇
用
保
険

法
第
六
十
九
第
二
項
の
規
定
に
該
当
す
る
場
合
に
お
い
て
、
労
働

法
第
六
十
九
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
再
審
査
請
求
が
さ
れ
た
と
き
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者
災
害
補
償
保
険
法
第
三
十
八
条
第
一
項
又
は
雇
用
保
険
法
第
六

は
、
第
四
十
九
条
第
三
項
各
号
に
掲
げ
る
場
合
を
除
き
、
当
該
再

十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
再
審
査
請
求
が
さ
れ
た
と
き
は
、

審
査
請
求
が
さ
れ
た
審
査
請
求
は
、
取
り
下
げ
ら
れ
た
も
の
と
み

第
四
十
九
条
第
三
項
各
号
に
掲
げ
る
場
合
を
除
き
、
当
該
再
審
査

な
す
。

請
求
が
さ
れ
た
審
査
請
求
は
、
取
り
下
げ
ら
れ
た
も
の
と
み
な
す

。（
本
案
の
決
定
）

（
本
案
の
決
定
）

第
十
八
条

審
査
官
は
、
審
理
を
終
え
た
と
き
は
、
遅
滞
な
く
、
審

第
十
八
条

審
査
官
は
、
審
理
を
終
え
た
と
き
は
、
審
査
請
求
に
係

査
請
求
に
係
る
原
処
分
の
全
部
若
し
く
は
一
部
を
取
り
消
す
決
定

る
原
処
分
の
全
部
若
し
く
は
一
部
を
取
り
消
す
決
定
又
は
審
査
請

又
は
審
査
請
求
の
全
部
若
し
く
は
一
部
を
棄
却
す
る
決
定
を
し
な

求
の
全
部
若
し
く
は
一
部
を
棄
却
す
る
決
定
を
し
な
け
れ
ば
な
ら

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

な
い
。

（
審
査
請
求
の
制
限
）

（
不
服
申
立
て
の
制
限
）

第
二
十
二
条
の
二

こ
の
節
の
規
定
に
基
づ
く
処
分
又
は
そ
の
不
作

第
二
十
二
条
の
二

こ
の
節
の
規
定
に
基
づ
い
て
、
審
査
官
が
し
た

為
に
つ
い
て
は
、
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

処
分
に
つ
い
て
は
、
行
政
不
服
審
査
法
（
昭
和
三
十
七
年
法
律
第

百
六
十
号
）
に
よ
る
不
服
申
立
て
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

（
特
定
行
為
の
禁
止
）

（
特
定
行
為
の
禁
止
）

第
三
十
五
条

常
勤
の
委
員
は
、
在
任
中
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か

第
三
十
五
条

常
勤
の
委
員
は
、
在
任
中
、
次
の
各
号
の
一
に
該
当

に
該
当
す
る
行
為
を
し
て
は
な
ら
な
い
。

す
る
行
為
を
し
て
は
な
ら
な
い
。

一
・
二

（
略
）

一
・
二

（
略
）

２

（
略
）

２

（
略
）

３

委
員
は
、
職
務
上
知
る
こ
と
が
で
き
た
秘
密
を
漏
ら
し
て
は
な

〔
新
設
〕

ら
な
い
。
そ
の
職
を
退
い
た
後
も
同
様
と
す
る
。

（
再
審
査
請
求
期
間
等
）

（
再
審
査
請
求
期
間
等
）

第
三
十
八
条

労
働
者
災
害
補
償
保
険
法
第
三
十
八
条
第
一
項
又
は

第
三
十
八
条

労
働
者
災
害
補
償
保
険
法
第
三
十
八
条
第
一
項
又
は

雇
用
保
険
法
第
六
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
再
審
査
請
求
は

雇
用
保
険
法
第
六
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
再
審
査
請
求
は

、
第
二
十
条
の
規
定
に
よ
り
決
定
書
の
謄
本
が
送
付
さ
れ
た
日
の

、
第
二
十
条
の
規
定
に
よ
り
決
定
書
の
謄
本
が
送
付
さ
れ
た
日
の

翌
日
か
ら
起
算
し
て
二
月
を
経
過
し
た
と
き
は
、
す
る
こ
と
が
で

翌
日
か
ら
起
算
し
て
六
十
日
以
内
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

き
な
い
。

２
・
３

（
略
）

２
・
３

（
略
）

（
関
係
者
に
対
す
る
通
知
）

（
関
係
者
に
対
す
る
通
知
）

第
四
十
条

審
査
会
は
、
再
審
査
請
求
が
さ
れ
た
と
き
は
、
第
五
十

第
四
十
条

審
査
会
は
、
再
審
査
請
求
を
受
理
し
た
と
き
は
、
原
処

条
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
第
十
条
又
は
第
十
一
条
第
二

分
を
し
た
行
政
庁
、
再
審
査
請
求
の
結
果
に
つ
い
て
利
害
関
係
の
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項
の
規
定
に
よ
り
当
該
再
審
査
請
求
を
却
下
す
る
場
合
を
除
き
、

あ
る
行
政
庁
そ
の
他
の
第
三
者
（
以
下
こ
の
節
に
お
い
て
「
利
害

原
処
分
を
し
た
行
政
庁
、
再
審
査
請
求
の
結
果
に
つ
い
て
利
害
関

関
係
者
」
と
い
う
。
）
及
び
第
三
十
六
条
の
規
定
に
よ
り
指
名
さ

係
の
あ
る
行
政
庁
そ
の
他
の
第
三
者
（
以
下
こ
の
節
に
お
い
て
「

れ
た
者
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

利
害
関
係
者
」
と
い
う
。
）
及
び
第
三
十
六
条
の
規
定
に
よ
り
指

名
さ
れ
た
者
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
参
加
）

（
参
加
）

第
四
十
一
条

（
略
）

第
四
十
一
条

（
略
）

２

（
略
）

２

（
略
）

３

再
審
査
請
求
へ
の
参
加
は
、
代
理
人
に
よ
つ
て
す
る
こ
と
が
で

〔
新
設
〕

き
る
。

４

前
項
の
代
理
人
は
、
各
自
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
当
該
再
審

〔
新
設
〕

査
請
求
に
参
加
す
る
者
の
た
め
に
、
当
該
再
審
査
請
求
へ
の
参
加

に
関
す
る
一
切
の
行
為
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
再
審

査
請
求
へ
の
参
加
の
取
下
げ
は
、
特
別
の
委
任
を
受
け
た
場
合
に

限
り
、
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
意
見
の
陳
述
等
）

（
意
見
の
陳
述
等
）

第
四
十
五
条

（
略
）

第
四
十
五
条

（
略
）

２

（
略
）

２

（
略
）

３

第
一
項
の
規
定
に
よ
る
意
見
の
陳
述
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て

〔
新
設
〕

「
意
見
陳
述
」
と
い
う
。
）
は
、
審
査
会
が
全
て
の
当
事
者
を
招

集
し
て
さ
せ
る
も
の
と
す
る
。

４

意
見
陳
述
に
お
い
て
、
審
査
長
は
、
当
事
者
若
し
く
は
そ
の
代

〔
新
設
〕

理
人
又
は
第
三
十
六
条
の
規
定
に
よ
り
指
名
さ
れ
た
者
の
す
る
陳

述
が
事
件
に
関
係
の
な
い
事
項
に
わ
た
る
場
合
そ
の
他
相
当
で
な

い
場
合
に
は
、
こ
れ
を
制
限
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

５

意
見
陳
述
に
際
し
、
当
事
者
（
原
処
分
を
し
た
行
政
庁
を
除
く

〔
新
設
〕

。
）
及
び
そ
の
代
理
人
は
、
審
査
長
の
許
可
を
得
て
、
再
審
査
請

求
に
係
る
事
件
に
関
し
、
原
処
分
を
し
た
行
政
庁
に
対
し
て
、
質

問
を
発
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
審
理
の
た
め
の
処
分
等
）

（
審
理
の
た
め
の
処
分
等
）

第
四
十
六
条

審
査
会
は
、
審
理
を
行
う
た
め
必
要
な
限
度
に
お
い

第
四
十
六
条

審
査
会
は
、
審
理
を
行
う
た
め
必
要
な
限
度
に
お
い
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て
、
当
事
者
若
し
く
は
第
三
十
六
条
の
規
定
に
よ
り
指
名
さ
れ
た

て
、
当
事
者
若
し
く
は
第
三
十
六
条
の
規
定
に
よ
り
指
名
さ
れ
た

者
の
申
立
て
に
よ
り
又
は
職
権
で
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
処
分
を

者
の
申
立
て
に
よ
り
又
は
職
権
で
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
処
分
を

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

一

（
略
）

一

（
略
）

二

文
書
そ
の
他
の
物
件
の
所
有
者
、
所
持
者
若
し
く
は
保
管
者

二

文
書
そ
の
他
の
物
件
の
所
有
者
、
所
持
者
若
し
く
は
保
管
者

に
対
し
、
相
当
の
期
間
を
定
め
て
、
当
該
物
件
の
提
出
を
命
じ

に
対
し
て
当
該
物
件
の
提
出
を
命
じ
、
又
は
提
出
物
件
を
留
め

、
又
は
提
出
物
件
を
留
め
置
く
こ
と
。

置
く
こ
と
。

三
～
六

（
略
）

三
～
六

（
略
）

２
～
７

（
略
）

２
～
７

（
略
）

（
調
書
）

（
調
書
）

第
四
十
七
条

（
略
）

第
四
十
七
条

（
略
）

２

（
略
）

２

（
略
）

３

第
十
六
条
の
三
第
一
項
後
段
及
び
第
三
項
の
規
定
は
、
前
項
の

〔
新
設
〕

規
定
に
よ
る
閲
覧
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、

こ
れ
ら
の
規
定
中
「
審
査
官
」
と
あ
る
の
は
、
「
審
査
会
」
と
読

み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

（
再
審
査
請
求
の
取
下
げ
）

（
再
審
査
請
求
の
取
下
げ
）

第
四
十
九
条

（
略
）

第
四
十
九
条

（
略
）

２

（
略
）

２

（
略
）

３

労
働
者
災
害
補
償
保
険
法
第
三
十
八
条
第
二
項
又
は
雇
用
保
険

３

労
働
者
災
害
補
償
保
険
法
第
三
十
八
条
第
二
項
又
は
雇
用
保
険

法
第
六
十
九
第
二
項
の
規
定
に
該
当
す
る
場
合
に
お
い
て
、
労
働

法
第
六
十
九
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
再
審
査
請
求
が
さ
れ
た
と
き

者
災
害
補
償
保
険
法
第
三
十
八
条
第
一
項
又
は
雇
用
保
険
法
第
六

は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
場
合
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
掲

十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
再
審
査
請
求
が
さ
れ
た
と
き
は
、

げ
る
再
審
査
請
求
は
、
取
り
下
げ
ら
れ
た
も
の
と
み
な
す
。

次
の
各
号
に
掲
げ
る
場
合
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
掲
げ
る

再
審
査
請
求
は
、
取
り
下
げ
ら
れ
た
も
の
と
み
な
す
。

一
・
二

（
略
）

一
・
二

（
略
）

（
準
用
規
定
）

（
準
用
規
定
）

第
五
十
条

第
七
条
の
二
、
第
九
条
の
二
か
ら
第
十
一
条
ま
で
、
第

第
五
十
条

第
九
条
の
二
、
第
十
条
、
第
十
一
条
、
第
十
四
条
、
第

十
三
条
の
二
、
第
十
四
条
か
ら
第
十
四
条
の
三
ま
で
、
第
十
六
条

十
四
条
の
二
、
第
十
七
条
、
第
十
八
条
、
第
十
九
条
第
一
項
及
び

の
二
か
ら
第
十
七
条
ま
で
、
第
十
八
条
、
第
十
九
条
第
一
項
及
び

第
二
十
条
か
ら
第
二
十
二
条
の
二
ま
で
の
規
定
は
、
審
査
会
が
行

第
二
十
条
か
ら
第
二
十
二
条
の
二
ま
で
の
規
定
は
、
審
査
会
が
行

う
再
審
査
請
求
の
手
続
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
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う
再
審
査
請
求
の
手
続
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い

て
、
こ
れ
ら
の
規
定
中
「
審
査
請
求
」
と
あ
る
の
は
「
再
審
査
請

て
、
こ
れ
ら
の
規
定
（
第
二
十
二
条
の
二
を
除
く
。
）
中
「
審
査

求
」
と
、
「
審
査
官
」
と
あ
る
の
は
「
審
査
会
」
と
、
「
決
定
」

請
求
」
と
あ
る
の
は
「
再
審
査
請
求
」
と
、
「
審
査
官
」
と
あ
る

と
あ
る
の
は
「
裁
決
」
と
、
「
決
定
書
」
と
あ
る
の
は
「
裁
決
書

の
は
「
審
査
会
」
と
、
「
決
定
」
と
あ
る
の
は
「
裁
決
」
と
、
「

」
と
、
第
十
七
条
中
「
審
査
請
求
人
」
と
あ
る
の
は
「
当
事
者
」

決
定
書
」
と
あ
る
の
は
「
裁
決
書
」
と
読
み
替
え
る
ほ
か
、
次
の

と
、
第
二
十
条
第
四
項
及
び
第
二
十
一
条
中
「
第
十
三
条
第
一
項

表
の
上
欄
に
掲
げ
る
規
定
中
同
表
の
中
欄
に
掲
げ
る
字
句
は
、
そ

」
と
あ
る
の
は
「
第
四
十
条
」
と
、
第
二
十
条
及
び
第
二
十
二
条

れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
字
句
に
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る

中
「
審
査
請
求
人
」
と
あ
る
の
は
「
再
審
査
請
求
人
」
と
読
み
替

。

え
る
も
の
と
す
る
。

第

七

条

の

厚
生
労
働
大
臣

審
査
会

〔
新
設
〕

二

都
道
府
県
労
働
局

厚
生
労
働
省

第

九

条

の

審
査
請
求
人

再
審
査
請
求
人

二

第

二

項

及

び

第

十

一

条

第

二

項第

十

三

条

審
査
請
求
人
及
び
前

当
事
者
及
び
第
三
十
六

の
二

条
第
一
項
の
規
定
に

条
の
規
定
に
よ
り
指
名

よ
り
通
知
を
受
け
た

さ
れ
た

第

十

四

条

審
査
請
求
人

再
審
査
請
求
人

第
四
項

第

十

四

条

審
査
請
求
人
又
は
第

当
事
者
（
原
処
分
を
し

の

三

第

一

十
三
条
第
一
項
の
規

た
行
政
庁
を
除
く
。
）

項

定
に
よ
り
通
知
を
受

又
は
第
三
十
六
条
の
規

け
た
者
（
原
処
分
を

定
に
よ
り
指
名
さ
れ
た

し
た
行
政
庁
を
除
く

者

。
）

第

十

六

条

特
定
審
査
請
求
手
続

特
定
再
審
査
請
求
手
続

の

二

の

見

出
し

第

十

六

条

第
十
三
条
の
三
、
第

第
四
十
五
条
、
第
四
十

の

二

第

一

十
四
条
の
三
並
び
に

六
条
第
一
項
及
び
第
四
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項

第
十
五
条
第
一
項
及

項
並
び
に
第
五
十
条
に

び
第
四
項

お
い
て
準
用
す
る
第
十

四
条
の
三

特
定
審
査
請
求
手
続

特
定
再
審
査
請
求
手
続

審
査
請
求
人
又
は
第

当
事
者
又
は
第
三
十
六

十
三
条
第
一
項
の
規

条
の
規
定
に
よ
り
指
名

定
に
よ
り
通
知
を
受

さ
れ
た

け
た

第

十

六

条

審
査
請
求
人
又
は
第

当
事
者
又
は
第
三
十
六

の

二

第

二

十
三
条
第
一
項
の
規

条
の
規
定
に
よ
り
指
名

項

定
に
よ
り
通
知
を
受

さ
れ
た

け
た

審
査
請
求
人
又
は
同

当
事
者
又
は
同
条
の
規

項
の
規
定
に
よ
り
通

定
に
よ
り
指
名
さ
れ
た

知
を
受
け
た

第

十

六

条

特
定
審
査
請
求
手
続

特
定
再
審
査
請
求
手
続

の

二

第

三

審
査
請
求
人
及
び
第

再
審
査
請
求
人
及
び
第

項

十
三
条
第
一
項
の
規

三
十
六
条
の
規
定
に
よ

定
に
よ
り
通
知
を
受

り
指
名
さ
れ
た

け
た

第

十

六

条

審
査
請
求
人
等

再
審
査
請
求
人
等

の

三

の

見

出
し

第

十

六

条

審
査
請
求
人
又
は
第

当
事
者
又
は
第
三
十
六

の

三

第

一

十
三
条
第
一
項
の
規

条
の
規
定
に
よ
り
指
名

項

定
に
よ
り
通
知
を
受

さ
れ
た

け
た

第
十
四
条
の
三
第
一

第
四
十
六
条
第
一
項
又

項
若
し
く
は
第
二
項

は
第
五
十
条
に
お
い
て

又
は
第
十
五
条
第
一

準
用
す
る
第
十
四
条
の

項

三
第
一
項
若
し
く
は
第
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二
項

第

十

六

条

審
査
請
求
人
又
は
第

再
審
査
請
求
人
又
は
第

の

三

第

四

十
三
条
第
一
項

四
十
条

項第
十
七
条

審
査
請
求
人

当
事
者

第

二

十

条

審
査
請
求
人

再
審
査
請
求
人

第

一

項

か

ら

第

三

項

ま
で

第

二

十

条

第
十
三
条
第
一
項

第
四
十
条

第

四

項

及

び

第

二

十

一
条

第

二

十

二

審
査
請
求
人

再
審
査
請
求
人

条
第
五
十
一
条
の
二

第
三
十
五
条
第
三
項
の
規
定
に
違
反
し
て
秘
密

〔
新
設
〕

を
漏
ら
し
た
者
は
、
一
年
以
下
の
懲
役
又
は
五
十
万
円
以
下
の
罰

金
に
処
す
る
。
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○

引
揚
者
給
付
金
等
支
給
法
（
昭
和
三
十
二
年
法
律
第
百
九
号
）
（
第
百
四
十
条
関
係
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

目
次

目
次

第
一
章
・
第
二
章

（
略
）

第
一
章
・
第
二
章

（
略
）

第
三
章

審
査
請
求
（
第
十
五
条
・
第
十
六
条
）

第
三
章

不
服
申
立
て
（
第
十
五
条
・
第
十
六
条
）

第
四
章

（
略
）

第
四
章

（
略
）

附
則

附
則

第
三
章

審
査
請
求

第
三
章

不
服
申
立
て

（
審
査
請
求
期
間
）

（
異
議
申
立
期
間
）

第
十
五
条

引
揚
者
給
付
金
又
は
遺
族
給
付
金
に
関
す
る
処
分
に
つ

第
十
五
条

引
揚
者
給
付
金
又
は
遺
族
給
付
金
に
関
す
る
処
分
に
つ

い
て
の
審
査
請
求
に
関
す
る
行
政
不
服
審
査
法
（
平
成
二
十
六
年

い
て
の
異
議
申
立
て
に
関
す
る
行
政
不
服
審
査
法
（
昭
和
三
十
七

法
律
第

号
）
第
十
八
条
第
一
項
本
文
の
期
間
は
、
そ
の
処

年
法
律
第
百
六
十
号
）
第
四
十
五
条
の
期
間
は
、
そ
の
処
分
の
通

分
の
通
知
を
受
け
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
一
年
と
す
る
。

知
を
受
け
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
一
年
以
内
と
す
る
。

２

行
政
不
服
審
査
法
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
は
、
前
項
の
審
査

２

行
政
不
服
審
査
法
第
四
十
八
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
前
項

請
求
に
つ
い
て
は
、
適
用
し
な
い
。

の
異
議
申
立
て
に
つ
い
て
は
、
同
法
第
十
四
条
第
三
項
の
規
定
を

準
用
し
な
い
。

（
時
効
の
中
断
）

（
時
効
の
中
断
）

第
十
六
条

前
条
第
一
項
に
規
定
す
る
処
分
に
つ
い
て
の
審
査
請
求

第
十
六
条

前
条
第
一
項
に
規
定
す
る
処
分
に
つ
い
て
の
不
服
申
立

は
、
時
効
の
中
断
に
つ
い
て
は
、
裁
判
上
の
請
求
と
み
な
す
。

て
は
、
時
効
の
中
断
に
つ
い
て
は
、
裁
判
上
の
請
求
と
み
な
す
。

（
都
道
府
県
が
処
理
す
る
事
務
）

（
都
道
府
県
が
処
理
す
る
事
務
）

第
二
十
三
条

（
略
）

第
二
十
三
条

（
略
）

〔
削
除
〕

２

第
十
五
条
の
規
定
は
、
前
項
の
規
定
に
基
づ
い
て
さ
れ
る
処
分

に
つ
い
て
の
審
査
請
求
に
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同

条
第
一
項
中
「
第
四
十
五
条
」
と
あ
る
の
は
、
「
第
十
四
条
第
一

項
本
文
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。
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○

美
容
師
法
（
昭
和
三
十
二
年
法
律
第
百
六
十
三
号
）
（
第
百
四
十
一
条
関
係
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
審
査
請
求
）

（
不
服
申
立
て
）

第
二
十
一
条

指
定
試
験
機
関
が
行
う
試
験
事
務
に
係
る
処
分
若
し

第
二
十
一
条

指
定
試
験
機
関
が
行
う
試
験
事
務
に
係
る
処
分
（
試

く
は
そ
の
不
作
為
又
は
指
定
登
録
機
関
が
行
う
登
録
事
務
に
係
る

験
の
結
果
に
つ
い
て
の
処
分
を
除
く
。
）
若
し
く
は
不
作
為
又
は

処
分
若
し
く
は
そ
の
不
作
為
に
つ
い
て
は
、
厚
生
労
働
大
臣
に
対

指
定
登
録
機
関
が
行
う
登
録
事
務
に
係
る
処
分
若
し
く
は
不
作
為

し
、
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、

に
つ
い
て
は
、
厚
生
労
働
大
臣
に
対
し
、
行
政
不
服
審
査
法
（
昭

厚
生
労
働
大
臣
は
、
行
政
不
服
審
査
法
（
平
成
二
十
六
年
法
律
第

和
三
十
七
年
法
律
第
百
六
十
号
）
に
よ
る
審
査
請
求
を
す
る
こ
と

号
）
第
二
十
五
条
第
二
項
及
び
第
三
項
、
第
四
十
六
条
第

が
で
き
る
。

一
項
及
び
第
二
項
、
第
四
十
七
条
並
び
に
第
四
十
九
条
第
三
項
の

規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
指
定
試
験
機
関
又
は
指
定
登
録
機
関

の
上
級
行
政
庁
と
み
な
す
。
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○

水
道
法
（
昭
和
三
十
二
年
法
律
第
百
七
十
七
号
）
（
第
百
四
十
二
条
関
係
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
地
方
公
共
団
体
に
よ
る
買
収
）

（
地
方
公
共
団
体
に
よ
る
買
収
）

第
四
十
二
条

（
略
）

第
四
十
二
条

（
略
）

２
～
６

（
略
）

２
～
６

（
略
）

７

第
三
項
の
規
定
に
よ
る
裁
定
に
つ
い
て
の
審
査
請
求
に
お
い
て

７

第
三
項
の
規
定
に
よ
る
裁
定
に
つ
い
て
の
異
議
申
立
て
に
お
い

は
、
買
収
価
額
に
つ
い
て
の
不
服
を
そ
の
裁
定
に
つ
い
て
の
不
服

て
は
、
買
収
価
額
に
つ
い
て
の
不
服
を
そ
の
裁
定
に
つ
い
て
の
不

の
理
由
と
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

服
の
理
由
と
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

（
審
査
請
求
）

（
不
服
申
立
て
）

第
四
十
八
条
の
三

指
定
試
験
機
関
が
行
う
試
験
事
務
に
係
る
処
分

第
四
十
八
条
の
三

指
定
試
験
機
関
が
行
う
試
験
事
務
に
係
る
処
分

又
は
そ
の
不
作
為
に
つ
い
て
は
、
厚
生
労
働
大
臣
に
対
し
、
審
査

（
試
験
の
結
果
に
つ
い
て
の
処
分
を
除
く
。
）
又
は
不
作
為
に
つ

請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
厚
生
労
働

い
て
は
、
厚
生
労
働
大
臣
に
対
し
、
行
政
不
服
審
査
法
（
昭
和
三

大
臣
は
、
行
政
不
服
審
査
法
（
平
成
二
十
六
年
法
律
第

号

十
七
年
法
律
第
百
六
十
号
）
に
よ
る
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で

）
第
二
十
五
条
第
二
項
及
び
第
三
項
、
第
四
十
六
条
第
一
項
及
び

き
る
。

第
二
項
、
第
四
十
七
条
並
び
に
第
四
十
九
条
第
三
項
の
規
定
の
適

用
に
つ
い
て
は
、
指
定
試
験
機
関
の
上
級
行
政
庁
と
み
な
す
。
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○

国
民
健
康
保
険
法
（
昭
和
三
十
三
年
法
律
第
百
九
十
二
号
）
（
第
百
四
十
三
条
関
係
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
審
査
請
求
の
期
間
及
び
方
式
）

（
審
査
請
求
の
期
間
及
び
方
式
）

第
九
十
九
条

審
査
請
求
は
、
処
分
が
あ
つ
た
こ
と
を
知
つ
た
日
の

第
九
十
九
条

審
査
請
求
は
、
処
分
が
あ
つ
た
こ
と
を
知
つ
た
日
の

翌
日
か
ら
起
算
し
て
三
月
以
内
に
、
文
書
又
は
口
頭
で
し
な
け
れ

翌
日
か
ら
起
算
し
て
六
十
日
以
内
に
、
文
書
又
は
口
頭
で
し
な
け

ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
正
当
な
理
由
に
よ
り
、
こ
の
期
間
内
に

れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
正
当
な
理
由
に
よ
り
、
こ
の
期
間
内

審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
つ
た
こ
と
を
疎
明
し
た
と
き

に
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
つ
た
こ
と
を
疎
明
し
た
と

は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

（
保
険
者
に
対
す
る
通
知
）

（
保
険
者
に
対
す
る
通
知
）

第
百
条

審
査
会
は
、
審
査
請
求
が
さ
れ
た
と
き
は
、
行
政
不
服
審

第
百
条

審
査
会
は
、
審
査
請
求
を
受
理
し
た
と
き
は
、
原
処
分
を

査
法
（
平
成
二
十
六
年
法
律
第

号
）
第
二
十
四
条
の
規
定

し
た
保
険
者
及
び
そ
の
他
の
利
害
関
係
人
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な

に
よ
り
当
該
審
査
請
求
を
却
下
す
る
場
合
を
除
き
、
原
処
分
を
し

ら
な
い
。

た
保
険
者
及
び
そ
の
他
の
利
害
関
係
人
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

（
政
令
へ
の
委
任
）

（
政
令
へ
の
委
任
）

第
百
二
条

こ
の
章
及
び
行
政
不
服
審
査
法
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ

第
百
二
条

こ
の
章
及
び
行
政
不
服
審
査
法
（
昭
和
三
十
七
年
法
律

か
、
審
査
会
及
び
審
査
請
求
の
手
続
に
関
し
て
必
要
な
事
項
は
、

第
百
六
十
号
）
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
審
査
会
及
び
審
査
請

政
令
で
定
め
る
。

求
の
手
続
に
関
し
て
必
要
な
事
項
は
、
政
令
で
定
め
る
。
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○

国
民
年
金
法
（
昭
和
三
十
四
年
法
律
第
百
四
十
一
号
）
（
第
百
四
十
四
条
関
係
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
不
服
申
立
て
）

（
不
服
申
立
て
）

第
百
一
条

（
略
）

第
百
一
条

（
略
）

２

審
査
請
求
を
し
た
日
か
ら
二
月
以
内
に
決
定
が
な
い
と
き
は
、

２

審
査
請
求
を
し
た
日
か
ら
六
十
日
以
内
に
決
定
が
な
い
と
き
は

審
査
請
求
人
は
、
社
会
保
険
審
査
官
が
審
査
請
求
を
棄
却
し
た
も

、
審
査
請
求
人
は
、
社
会
保
険
審
査
官
が
審
査
請
求
を
棄
却
し
た

の
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
。

も
の
と
み
な
し
て
、
社
会
保
険
審
査
会
に
対
し
て
再
審
査
請
求
を

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

３

第
一
項
の
審
査
請
求
及
び
再
審
査
請
求
は
、
時
効
の
中
断
に
関

３

第
一
項
の
審
査
請
求
及
び
前
二
項
の
再
審
査
請
求
は
、
時
効
の

し
て
は
、
裁
判
上
の
請
求
と
み
な
す
。

中
断
に
関
し
て
は
、
裁
判
上
の
請
求
と
み
な
す
。

４

（
略
）

４

（
略
）

５

第
一
項
の
審
査
請
求
及
び
再
審
査
請
求
に
つ
い
て
は
、
行
政
不

５

第
一
項
の
審
査
請
求
及
び
同
項
又
は
第
二
項
の
再
審
査
請
求
に

服
審
査
法
（
平
成
二
十
六
年
法
律
第

号
）
第
二
章
（
第
二

つ
い
て
は
、
行
政
不
服
審
査
法
（
昭
和
三
十
七
年
法
律
第
百
六
十

十
二
条
を
除
く
。
）
及
び
第
四
章
の
規
定
は
、
適
用
し
な
い
。

号
）
第
二
章
第
一
節
、
第
二
節
（
第
十
八
条
及
び
第
十
九
条
を
除

く
。
）
及
び
第
五
節
の
規
定
を
適
用
し
な
い
。

６
・
７

（
略
）

６
・
７

（
略
）

（
審
査
請
求
と
訴
訟
と
の
関
係
）

（
再
審
査
請
求
と
訴
訟
と
の
関
係
）

第
百
一
条
の
二

前
条
第
一
項
に
規
定
す
る
処
分
（
被
保
険
者
の
資

第
百
一
条
の
二

前
条
第
一
項
に
規
定
す
る
処
分
の
取
消
し
の
訴
え

格
に
関
す
る
処
分
又
は
給
付
に
関
す
る
処
分
（
共
済
組
合
等
が
行

は
、
当
該
処
分
に
つ
い
て
の
再
審
査
請
求
に
対
す
る
社
会
保
険
審

つ
た
障
害
基
礎
年
金
に
係
る
障
害
の
程
度
の
診
査
に
関
す
る
処
分

査
会
の
裁
決
を
経
た
後
で
な
け
れ
ば
、
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
な

を
除
く
。
）
に
限
る
。
）
の
取
消
し
の
訴
え
は
、
当
該
処
分
に
つ

い
。

い
て
の
審
査
請
求
に
対
す
る
社
会
保
険
審
査
官
の
決
定
を
経
た
後

で
な
け
れ
ば
、
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

（
準
用
規
定
）

（
準
用
規
定
）

第
百
三
十
八
条

次
の
表
の
第
一
欄
に
掲
げ
る
規
定
は
、
同
表
の
第

第
百
三
十
八
条

次
の
表
の
第
一
欄
に
掲
げ
る
規
定
は
、
同
表
の
第

二
欄
に
掲
げ
る
も
の
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て

二
欄
に
掲
げ
る
も
の
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て

、
同
表
の
第
一
欄
に
掲
げ
る
規
定
中
同
表
の
第
三
欄
に
掲
げ
る
字

、
同
表
の
第
一
欄
に
掲
げ
る
規
定
中
同
表
の
第
三
欄
に
掲
げ
る
字

句
は
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
第
四
欄
に
掲
げ
る
字
句
と
読
み
替
え
る

句
は
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
第
四
欄
に
掲
げ
る
字
句
と
読
み
替
え
る
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も
の
と
す
る
。

も
の
と
す
る
。

第
一
欄

第
二
欄

第
三
欄

第
四
欄

第
一
欄

第
二
欄

第
三
欄

第
四
欄

第
百
一
条

加
入
員
及
び
会
員

第
百
一
条

加
入
員
及
び
会
員

前
条
第
一
項

こ
の
条
に
お

第
一
項
か

の
資
格
に
関
す
る

第
一
項
か

の
資
格
に
関
す
る

い
て
準
用
す

ら
第
三
項

処
分
、
年
金
若
し

ら
第
三
項

処
分
、
年
金
若
し

る
第
百
一
条

ま
で
及
び

く
は
一
時
金
に
関

ま
で
及
び

く
は
一
時
金
に
関

第
一
項

第
五
項

す
る
処
分
、
掛
金

第
五
項
並

す
る
処
分
、
掛
金

に
関
す
る
処
分
又

び
に
第
百

に
関
す
る
処
分
又

は
第
百
三
十
三
条

一
条
の
二

は
第
百
三
十
三
条

及
び
第
百
三
十
七

及
び
第
百
三
十
七

条
の
二
十
一
に
お

条
の
二
十
一
に
お

い
て
準
用
す
る
第

い
て
準
用
す
る
第

二
十
三
条
並
び
に

二
十
三
条
並
び
に

第
百
三
十
七
条
の

第
百
三
十
七
条
の

十
九
第
一
項
の
規

十
九
第
一
項
の
規

定
に
よ
る
徴
収
金

定
に
よ
る
徴
収
金

に
関
す
る
処
分
に

に
関
す
る
処
分
に

不
服
が
あ
る
者

不
服
が
あ
る
者

第

百

一

加
入
員
及
び
会
員

前
条
第
一
項

第
百
三
十
八

〔
新
設
〕

条
の
二

の
資
格
に
関
す
る

条
に
お
い
て

処
分
又
は
年
金
若

準
用
す
る
第

し
く
は
一
時
金
に

百
一
条
第
一

関
す
る
処
分
に
不

項

服
が
あ
る
者

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）
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○

中
小
企
業
退
職
金
共
済
法
（
昭
和
三
十
四
年
法
律
第
百
六
十
号
）
（
第
百
四
十
五
条
関
係
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
審
査
の
申
立
て
）

（
審
査
の
申
立
て
）

第
八
十
四
条

（
略
）

第
八
十
四
条

（
略
）

２

前
項
の
審
査
の
申
立
て
は
、
申
立
人
が
異
議
に
係
る
事
実
を
知

２

前
項
の
審
査
の
申
立
て
は
、
申
立
人
が
異
議
に
係
る
事
実
を
知

つ
た
日
か
ら
三
月
を
経
過
し
た
と
き
は
、
す
る
こ
と
が
で
き
な
い

つ
た
日
か
ら
二
月
以
内
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
正

。
た
だ
し
、
正
当
な
理
由
に
よ
り
こ
の
期
間
内
に
審
査
の
申
立
て

当
な
理
由
に
よ
り
こ
の
期
間
内
に
審
査
の
申
立
て
を
す
る
こ
と
が

を
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
つ
た
こ
と
を
疎
明
し
た
と
き
は
、
こ
の

で
き
な
か
つ
た
こ
と
を
疎
明
し
た
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

限
り
で
な
い
。

３
～
６

（
略
）

３
～
６

（
略
）
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○

じ
ん
肺
法
（
昭
和
三
十
五
年
法
律
第
三
十
号
）
（
第
百
四
十
六
条
関
係
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
審
査
請
求
）

（
不
服
申
立
て
）

第
十
八
条

第
十
三
条
第
二
項
（
第
十
五
条
第
三
項
、
第
十
六
条
第

第
十
八
条

第
十
三
条
第
二
項
（
第
十
五
条
第
三
項
、
第
十
六
条
第

二
項
及
び
第
十
六
条
の
二
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含

二
項
及
び
第
十
六
条
の
二
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含

む
。
次
条
第
一
項
及
び
第
二
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
決
定
又
は

む
。
）
の
決
定
に
つ
い
て
の
審
査
請
求
に
お
け
る
審
査
請
求
書
に

そ
の
不
作
為
に
つ
い
て
の
審
査
請
求
に
お
け
る
審
査
請
求
書
に
は

は
、
行
政
不
服
審
査
法
（
昭
和
三
十
七
年
法
律
第
百
六
十
号
）
第

、
行
政
不
服
審
査
法
（
平
成
二
十
六
年
法
律
第

号
）
第
十

十
五
条
に
規
定
す
る
事
項
の
ほ
か
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
事

九
条
第
二
項
か
ら
第
四
項
ま
で
及
び
第
五
項
（
第
三
号
に
係
る
部

項
を
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

分
に
限
る
。
）
に
規
定
す
る
事
項
の
ほ
か
、
厚
生
労
働
省
令
で
定

め
る
事
項
を
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

（
略
）

２

（
略
）

第
十
九
条

第
十
三
条
第
二
項
の
決
定
に
つ
い
て
の
審
査
請
求
の
裁

第
十
九
条

前
条
第
一
項
の
審
査
請
求
の
裁
決
は
、
中
央
じ
ん
肺
診

決
は
、
中
央
じ
ん
肺
診
査
医
の
診
断
又
は
審
査
に
基
づ
い
て
す
る

査
医
の
診
断
又
は
審
査
に
基
づ
い
て
す
る
も
の
と
す
る
。

も
の
と
す
る
。

２

第
十
三
条
第
二
項
の
決
定
の
不
作
為
に
つ
い
て
の
審
査
請
求
の

〔
新
設
〕

裁
決
は
、
地
方
じ
ん
肺
診
査
医
の
診
断
又
は
審
査
に
基
づ
い
て
す

る
も
の
と
す
る
。

３

厚
生
労
働
大
臣
は
、
第
一
項
の
審
査
請
求
に
つ
い
て
、
当
該
決

２

厚
生
労
働
大
臣
は
、
前
条
第
一
項
の
審
査
請
求
に
つ
い
て
、
当

定
を
取
り
消
す
旨
の
裁
決
を
す
る
と
き
は
、
裁
決
で
、
労
働
者
又

該
決
定
を
取
り
消
す
旨
の
裁
決
を
す
る
と
き
は
、
裁
決
で
、
労
働

は
労
働
者
で
あ
つ
た
者
に
つ
い
て
じ
ん
肺
管
理
区
分
を
決
定
す
る

者
又
は
労
働
者
で
あ
つ
た
者
に
つ
い
て
じ
ん
肺
管
理
区
分
を
決
定

も
の
と
す
る
。

す
る
も
の
と
す
る
。

４

第
十
三
条
第
三
項
及
び
第
四
項
の
規
定
は
、
第
一
項
の
審
査
請

３

第
十
三
条
第
三
項
及
び
第
四
項
の
規
定
は
、
前
条
第
一
項
の
審

求
が
あ
つ
た
場
合
に
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
こ
れ
ら

査
請
求
が
あ
つ
た
場
合
に
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
こ

の
規
定
中
「
都
道
府
県
労
働
局
長
」
と
あ
る
の
は
「
厚
生
労
働
大

れ
ら
の
規
定
中
「
都
道
府
県
労
働
局
長
」
と
あ
る
の
は
「
厚
生
労

臣
」
と
、
「
地
方
じ
ん
肺
診
査
医
」
と
あ
る
の
は
「
中
央
じ
ん
肺

働
大
臣
」
と
、
「
地
方
じ
ん
肺
診
査
医
」
と
あ
る
の
は
「
中
央
じ

診
査
医
」
と
、
「
前
項
の
決
定
」
と
あ
る
の
は
「
裁
決
」
と
、
「

ん
肺
診
査
医
」
と
、
「
前
項
の
決
定
」
と
あ
る
の
は
「
裁
決
」
と

事
業
者
」
と
あ
る
の
は
「
審
査
請
求
人
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と

、
「
事
業
者
」
と
あ
る
の
は
「
審
査
請
求
人
」
と
読
み
替
え
る
も
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す
る
。

の
と
す
る
。

５

第
十
三
条
第
三
項
及
び
第
四
項
の
規
定
は
、
第
二
項
の
審
査
請

〔
新
設
〕

求
が
あ
つ
た
場
合
に
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
こ
れ
ら

の
規
定
中
「
都
道
府
県
労
働
局
長
」
と
あ
る
の
は
「
厚
生
労
働
大

臣
」
と
、
「
前
項
の
決
定
」
と
あ
る
の
は
「
裁
決
」
と
、
「
事
業

者
」
と
あ
る
の
は
「
審
査
請
求
人
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る

。
６

厚
生
労
働
大
臣
は
、
裁
決
を
し
た
と
き
は
、
前
条
第
二
項
の
規

４

厚
生
労
働
大
臣
は
、
裁
決
を
し
た
と
き
は
、
前
条
第
二
項
の
規

定
又
は
前
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
十
三
条
第
三
項
若
し
く
は

定
又
は
前
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
十
三
条
第
三
項
若
し
く
は
第

第
四
項
の
規
定
に
よ
り
提
出
さ
れ
た
エ
ツ
ク
ス
線
写
真
そ
の
他
の

四
項
の
規
定
に
よ
り
提
出
さ
れ
た
エ
ツ
ク
ス
線
写
真
そ
の
他
の
物

物
件
を
そ
の
提
出
者
に
返
還
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

件
を
そ
の
提
出
者
に
返
還
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

７

厚
生
労
働
大
臣
は
、
裁
決
を
し
た
と
き
は
、
行
政
不
服
審
査
法

５

厚
生
労
働
大
臣
は
、
裁
決
を
し
た
と
き
は
、
行
政
不
服
審
査
法

第
五
十
一
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
ほ
か
、
裁
決
書
の
謄
本
を
厚

第
四
十
二
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
ほ
か
、
裁
決
書
の
謄
本
を
厚

生
労
働
省
令
で
定
め
る
利
害
関
係
者
に
送
付
す
る
も
の
と
す
る
。

生
労
働
省
令
で
定
め
る
利
害
関
係
者
に
送
付
す
る
も
の
と
す
る
。

８

行
政
不
服
審
査
法
第
四
十
三
条
第
一
項
の
規
定
は
、
前
条
第
一

〔
新
設
〕

項
の
審
査
請
求
に
つ
い
て
は
、
適
用
し
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い

て
、
当
該
審
査
請
求
に
つ
い
て
の
同
法
第
四
十
四
条
の
規
定
の
適

用
に
つ
い
て
は
、
同
条
中
「
行
政
不
服
審
査
会
等
か
ら
諮
問
に
対

す
る
答
申
を
受
け
た
と
き
（
前
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
諮
問
を

要
し
な
い
場
合
（
同
項
第
二
号
又
は
第
三
号
に
該
当
す
る
場
合
を

除
く
。
）
に
あ
っ
て
は
審
理
員
意
見
書
が
提
出
さ
れ
た
と
き
、
同

項
第
二
号
又
は
第
三
号
に
該
当
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
同
項
第
二

号
又
は
第
三
号
に
規
定
す
る
議
を
経
た
と
き
）
」
と
あ
る
の
は
、

「
じ
ん
肺
法
（
昭
和
三
十
五
年
法
律
第
三
十
号
）
第
十
九
条
第
一

項
の
中
央
じ
ん
肺
診
査
医
の
診
断
若
し
く
は
審
査
又
は
同
条
第
二

項
の
地
方
じ
ん
肺
診
査
医
の
診
断
若
し
く
は
審
査
を
経
た
と
き
」

と
す
る
。
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○

障
害
者
の
雇
用
の
促
進
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
三
十
五
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
（
第
百
四
十
七
条
関
係
）（

傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
徴
収
金
の
徴
収
に
関
す
る
審
査
請
求
）

（
徴
収
金
の
徴
収
に
関
す
る
不
服
申
立
て
）

第
六
十
五
条

納
付
金
そ
の
他
こ
の
款
の
規
定
に
よ
る
徴
収
金
の
賦

第
六
十
五
条

納
付
金
そ
の
他
こ
の
款
の
規
定
に
よ
る
徴
収
金
の
賦

課
又
は
徴
収
の
処
分
に
つ
い
て
不
服
が
あ
る
者
は
、
厚
生
労
働
大

課
又
は
徴
収
の
処
分
に
つ
い
て
不
服
が
あ
る
者
は
、
厚
生
労
働
大

臣
に
対
し
て
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お

臣
に
対
し
て
行
政
不
服
審
査
法
（
昭
和
三
十
七
年
法
律
第
百
六
十

い
て
、
厚
生
労
働
大
臣
は
、
行
政
不
服
審
査
法
（
平
成
二
十
六
年

号
）
に
よ
る
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

法
律
第

号
）
第
二
十
五
条
第
二
項
及
び
第
三
項
、
第
四
十

六
条
第
一
項
並
び
に
第
四
十
七
条
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、

機
構
の
上
級
行
政
庁
と
み
な
す
。

（
不
服
申
立
て
と
訴
訟
と
の
関
係
）

第
六
十
六
条

削
除

第
六
十
六
条

前
条
に
規
定
す
る
処
分
の
取
消
し
の
訴
え
は
、
当
該

処
分
に
つ
い
て
の
審
査
請
求
に
対
す
る
厚
生
労
働
大
臣
の
裁
決
を

経
た
後
で
な
け
れ
ば
、
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
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○

医
薬
品
、
医
療
機
器
等
の
品
質
、
有
効
性
及
び
安
全
性
の
確
保
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
三
十
五
年
法
律
第
百
四
十
五
号
）

（
第
百
四
十
八
条
関
係
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
機
構
に
よ
る
調
査
の
実
施
）

（
機
構
に
よ
る
調
査
の
実
施
）

第
十
三
条
の
二

（
略
）

第
十
三
条
の
二

（
略
）

２
～
４

（
略
）

２
～
４

（
略
）

５

機
構
が
行
う
調
査
に
係
る
処
分
（
調
査
の
結
果
を
除
く
。
）
又

５

機
構
が
行
う
調
査
に
係
る
処
分
（
調
査
の
結
果
を
除
く
。
）
又

は
そ
の
不
作
為
に
つ
い
て
は
、
厚
生
労
働
大
臣
に
対
し
て
、
審
査

は
そ
の
不
作
為
に
つ
い
て
は
、
厚
生
労
働
大
臣
に
対
し
て
、
行
政

請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
厚
生
労
働

不
服
審
査
法
（
昭
和
三
十
七
年
法
律
第
百
六
十
号
）
に
よ
る
審
査

大
臣
は
、
行
政
不
服
審
査
法
（
平
成
二
十
六
年
法
律
第

号

請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

）
第
二
十
五
条
第
二
項
及
び
第
三
項
、
第
四
十
六
条
第
一
項
及
び

第
二
項
、
第
四
十
七
条
並
び
に
第
四
十
九
条
第
三
項
の
規
定
の
適

用
に
つ
い
て
は
、
機
構
の
上
級
行
政
庁
と
み
な
す
。

（
機
構
に
よ
る
医
薬
品
等
審
査
等
の
実
施
）

（
機
構
に
よ
る
医
薬
品
等
審
査
等
の
実
施
）

第
十
四
条
の
二

（
略
）

第
十
四
条
の
二

（
略
）

２
～
５

（
略
）

２
～
５

（
略
）

６

機
構
が
行
う
医
薬
品
等
審
査
等
に
係
る
処
分
（
医
薬
品
等
審
査

６

機
構
が
行
う
医
薬
品
等
審
査
等
に
係
る
処
分
（
医
薬
品
等
審
査

等
の
結
果
を
除
く
。
）
又
は
そ
の
不
作
為
に
つ
い
て
は
、
厚
生
労

等
の
結
果
を
除
く
。
）
又
は
そ
の
不
作
為
に
つ
い
て
は
、
厚
生
労

働
大
臣
に
対
し
て
、
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場

働
大
臣
に
対
し
て
、
行
政
不
服
審
査
法
に
よ
る
審
査
請
求
を
す
る

合
に
お
い
て
、
厚
生
労
働
大
臣
は
、
行
政
不
服
審
査
法
第
二
十
五

こ
と
が
で
き
る
。

条
第
二
項
及
び
第
三
項
、
第
四
十
六
条
第
一
項
及
び
第
二
項
、
第

四
十
七
条
並
び
に
第
四
十
九
条
第
三
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て

は
、
機
構
の
上
級
行
政
庁
と
み
な
す
。

（
機
構
に
よ
る
医
療
機
器
等
審
査
等
の
実
施
）

（
機
構
に
よ
る
医
療
機
器
等
審
査
等
の
実
施
）

第
二
十
三
条
の
二
の
七

（
略
）

第
二
十
三
条
の
二
の
七

（
略
）

２
～
５

（
略
）

２
～
５

（
略
）

６

機
構
が
行
う
医
療
機
器
等
審
査
等
に
係
る
処
分
（
医
療
機
器
等

６

機
構
が
行
う
医
療
機
器
等
審
査
等
に
係
る
処
分
（
医
療
機
器
等

審
査
等
の
結
果
を
除
く
。
）
又
は
そ
の
不
作
為
に
つ
い
て
は
、
厚

審
査
等
の
結
果
を
除
く
。
）
又
は
そ
の
不
作
為
に
つ
い
て
は
、
厚
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生
労
働
大
臣
に
対
し
て
、
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ

生
労
働
大
臣
に
対
し
て
、
行
政
不
服
審
査
法
に
よ
る
審
査
請
求
を

の
場
合
に
お
い
て
、
厚
生
労
働
大
臣
は
、
行
政
不
服
審
査
法
第
二

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

十
五
条
第
二
項
及
び
第
三
項
、
第
四
十
六
条
第
一
項
及
び
第
二
項

、
第
四
十
七
条
並
び
に
第
四
十
九
条
第
三
項
の
規
定
の
適
用
に
つ

い
て
は
、
機
構
の
上
級
行
政
庁
と
み
な
す
。

（
機
構
に
よ
る
調
査
の
実
施
）

（
機
構
に
よ
る
調
査
の
実
施
）

第
二
十
三
条
の
二
十
三

（
略
）

第
二
十
三
条
の
二
十
三

（
略
）

２
～
４

（
略
）

２
～
４

（
略
）

５

機
構
が
行
う
調
査
に
係
る
処
分
（
調
査
の
結
果
を
除
く
。
）
又

５

機
構
が
行
う
調
査
に
係
る
処
分
（
調
査
の
結
果
を
除
く
。
）
又

は
そ
の
不
作
為
に
つ
い
て
は
、
厚
生
労
働
大
臣
に
対
し
て
、
審
査

は
そ
の
不
作
為
に
つ
い
て
は
、
厚
生
労
働
大
臣
に
対
し
て
、
行
政

請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
厚
生
労
働

不
服
審
査
法
に
よ
る
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

大
臣
は
、
行
政
不
服
審
査
法
第
二
十
五
条
第
二
項
及
び
第
三
項
、

第
四
十
六
条
第
一
項
及
び
第
二
項
、
第
四
十
七
条
並
び
に
第
四
十

九
条
第
三
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
機
構
の
上
級
行
政
庁

と
み
な
す
。

（
機
構
に
よ
る
再
生
医
療
等
製
品
審
査
等
の
実
施
）

（
機
構
に
よ
る
再
生
医
療
等
製
品
審
査
等
の
実
施
）

第
二
十
三
条
の
二
十
七

（
略
）

第
二
十
三
条
の
二
十
七

（
略
）

２
～
５

（
略
）

２
～
５

（
略
）

６

機
構
が
行
う
再
生
医
療
等
製
品
審
査
等
に
係
る
処
分
（
再
生
医

６

機
構
が
行
う
再
生
医
療
等
製
品
審
査
等
に
係
る
処
分
（
再
生
医

療
等
製
品
審
査
等
の
結
果
を
除
く
。
）
又
は
そ
の
不
作
為
に
つ
い

療
等
製
品
審
査
等
の
結
果
を
除
く
。
）
又
は
そ
の
不
作
為
に
つ
い

て
は
、
厚
生
労
働
大
臣
に
対
し
て
、
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で

て
は
、
厚
生
労
働
大
臣
に
対
し
て
、
行
政
不
服
審
査
法
に
よ
る
審

き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
厚
生
労
働
大
臣
は
、
行
政
不
服
審

査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

査
法
第
二
十
五
条
第
二
項
及
び
第
三
項
、
第
四
十
六
条
第
一
項
及

び
第
二
項
、
第
四
十
七
条
並
び
に
第
四
十
九
条
第
三
項
の
規
定
の

適
用
に
つ
い
て
は
、
機
構
の
上
級
行
政
庁
と
み
な
す
。

（
検
定
）

（
検
定
）

第
四
十
三
条

（
略
）

第
四
十
三
条

（
略
）

２
・
３

（
略
）

２
・
３

（
略
）

４

第
一
項
及
び
第
二
項
の
検
定
の
結
果
又
は
そ
の
不
作
為
に
つ
い

４

第
一
項
及
び
第
二
項
の
検
定
の
結
果
に
つ
い
て
は
、
行
政
不
服

て
は
、
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

審
査
法
に
よ
る
不
服
申
立
て
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

（
機
構
に
よ
る
登
録
等
の
実
施
）

（
機
構
に
よ
る
登
録
等
の
実
施
）
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第
八
十
条
の
十

（
略
）

第
八
十
条
の
十

（
略
）

２
～
４

（
略
）

２
～
４

（
略
）

５

機
構
が
行
う
第
三
項
の
申
請
に
係
る
登
録
若
し
く
は
そ
の
不
作

５

機
構
が
行
う
第
三
項
の
申
請
に
係
る
登
録
若
し
く
は
そ
の
不
作

為
、
申
請
の
却
下
又
は
登
録
の
抹
消
に
つ
い
て
は
、
厚
生
労
働
大

為
、
申
請
の
却
下
又
は
登
録
の
抹
消
に
つ
い
て
は
、
厚
生
労
働
大

臣
に
対
し
て
、
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に

臣
に
対
し
て
、
行
政
不
服
審
査
法
に
よ
る
審
査
請
求
を
す
る
こ
と

お
い
て
、
厚
生
労
働
大
臣
は
、
行
政
不
服
審
査
法
第
二
十
五
条
第

が
で
き
る
。

二
項
及
び
第
三
項
、
第
四
十
六
条
第
一
項
及
び
第
二
項
並
び
に
第

四
十
九
条
第
三
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
機
構
の
上
級
行

政
庁
と
み
な
す
。
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○

児
童
扶
養
手
当
法
（
昭
和
三
十
六
年
法
律
第
二
百
三
十
八
号
）
（
第
百
四
十
九
条
関
係
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
審
査
請
求
）

（
異
議
申
立
て
）

第
十
七
条

都
道
府
県
知
事
の
し
た
手
当
の
支
給
に
関
す
る
処
分
に

第
十
七
条

都
道
府
県
知
事
の
し
た
手
当
の
支
給
に
関
す
る
処
分
に

不
服
が
あ
る
者
は
、
都
道
府
県
知
事
に
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が

不
服
が
あ
る
者
は
、
都
道
府
県
知
事
に
異
議
申
立
て
を
す
る
こ
と

で
き
る
。

が
で
き
る
。

（
裁
決
を
す
べ
き
期
間
）

（
決
定
又
は
裁
決
を
す
べ
き
期
間
）

第
十
八
条

都
道
府
県
知
事
は
、
手
当
の
支
給
に
関
す
る
処
分
に
つ

第
十
八
条

都
道
府
県
知
事
は
、
手
当
の
支
給
に
関
す
る
処
分
に
つ

い
て
の
審
査
請
求
が
さ
れ
た
と
き
は
、
当
該
審
査
請
求
が
さ
れ
た

い
て
の
異
議
申
立
て
又
は
審
査
請
求
が
あ
つ
た
と
き
は
、
六
十
日

日
（
行
政
不
服
審
査
法
（
平
成
二
十
六
年
法
律
第

号
）
第

以
内
に
、
当
該
異
議
申
立
て
又
は
審
査
請
求
に
対
す
る
決
定
又
は

二
十
三
条
の
規
定
に
よ
り
不
備
を
補
正
す
べ
き
こ
と
を
命
じ
た
場

裁
決
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

合
に
あ
つ
て
は
、
当
該
不
備
が
補
正
さ
れ
た
日
）
か
ら
次
の
各
号

に
掲
げ
る
場
合
の
区
分
に
応
じ
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
期

間
内
に
、
当
該
審
査
請
求
に
対
す
る
裁
決
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

一

行
政
不
服
審
査
法
第
四
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
諮
問

〔
新
設
〕

を
す
る
場
合

八
十
日

二

前
号
に
掲
げ
る
場
合
以
外
の
場
合

六
十
日

〔
新
設
〕

２

審
査
請
求
人
は
、
審
査
請
求
を
し
た
日
（
行
政
不
服
審
査
法
第

２

異
議
申
立
人
又
は
審
査
請
求
人
は
、
前
項
の
期
間
内
に
決
定
又

二
十
三
条
の
規
定
に
よ
り
不
備
を
補
正
す
べ
き
こ
と
を
命
じ
ら
れ

は
裁
決
が
な
い
と
き
は
、
都
道
府
県
知
事
が
異
議
申
立
て
又
は
審

た
場
合
に
あ
つ
て
は
、
当
該
不
備
を
補
正
し
た
日
。
第
一
号
に
お

査
請
求
を
棄
却
し
た
も
の
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
。

い
て
同
じ
。
）
か
ら
次
の
各
号
に
掲
げ
る
場
合
の
区
分
に
応
じ
そ

れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
期
間
内
に
裁
決
が
な
い
と
き
は
、
都

道
府
県
知
事
が
当
該
審
査
請
求
を
棄
却
し
た
も
の
と
み
な
す
こ
と

が
で
き
る
。

一

当
該
審
査
請
求
を
し
た
日
か
ら
六
十
日
以
内
に
行
政
不
服
審

〔
新
設
〕

査
法
第
四
十
三
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
通
知
を
受
け
た
場
合

八
十
日
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二

前
号
に
掲
げ
る
場
合
以
外
の
場
合

六
十
日

〔
新
設
〕

（
再
審
査
請
求
）

（
再
審
査
請
求
）

第
二
十
条

手
当
の
支
給
に
関
す
る
処
分
に
係
る
審
査
請
求
に
つ
い

第
十
九
条
の
二

市
長
若
し
く
は
福
祉
事
務
所
を
管
理
す
る
町
村
長

て
の
都
道
府
県
知
事
の
裁
決
に
不
服
が
あ
る
者
は
、
厚
生
労
働
大

が
し
た
手
当
の
支
給
に
関
す
る
処
分
又
は
市
長
若
し
く
は
福
祉
事

臣
に
対
し
て
再
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

務
所
を
管
理
す
る
町
村
長
の
管
理
に
属
す
る
行
政
機
関
の
長
が
第

三
十
三
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
委
任
に
基
づ
い
て
し
た
処
分
に

係
る
審
査
請
求
に
つ
い
て
の
都
道
府
県
知
事
の
裁
決
に
不
服
が
あ

る
者
は
、
厚
生
労
働
大
臣
に
対
し
て
再
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が

で
き
る
。

（
不
服
申
立
て
と
訴
訟
と
の
関
係
）

〔
削
除
〕

第
二
十
条

第
十
七
条
に
規
定
す
る
処
分
の
取
消
し
の
訴
え
は
、
当

該
処
分
に
つ
い
て
の
異
議
申
立
て
又
は
審
査
請
求
に
対
す
る
都
道

府
県
知
事
の
決
定
又
は
裁
決
を
経
た
後
で
な
け
れ
ば
、
提
起
す
る

こ
と
が
で
き
な
い
。
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○

特
別
児
童
扶
養
手
当
等
の
支
給
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
三
十
九
年
法
律
第
百
三
十
四
号
）
（
第
百
五
十
条
関
係
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
審
査
請
求
）

（
異
議
申
立
て
）

第
二
十
七
条

都
道
府
県
知
事
の
し
た
特
別
児
童
扶
養
手
当
、
障
害

第
二
十
七
条

都
道
府
県
知
事
の
し
た
特
別
児
童
扶
養
手
当
、
障
害

児
福
祉
手
当
又
は
特
別
障
害
者
手
当
（
以
下
「
手
当
」
と
い
う
。

児
福
祉
手
当
又
は
特
別
障
害
者
手
当
（
以
下
「
手
当
」
と
い
う
。

）
の
支
給
に
関
す
る
処
分
に
不
服
が
あ
る
者
は
、
都
道
府
県
知
事

）
の
支
給
に
関
す
る
処
分
に
不
服
が
あ
る
者
は
、
都
道
府
県
知
事

に
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

に
異
議
申
立
て
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
裁
決
を
す
べ
き
期
間
）

（
決
定
又
は
裁
決
を
す
べ
き
期
間
）

第
二
十
九
条

都
道
府
県
知
事
又
は
指
定
都
市
の
長
は
、
手
当
の
支

第
二
十
九
条

都
道
府
県
知
事
又
は
指
定
都
市
の
長
は
、
手
当
の
支

給
に
関
す
る
処
分
に
つ
い
て
の
審
査
請
求
が
さ
れ
た
と
き
は
、
当

給
に
関
す
る
処
分
に
つ
い
て
の
異
議
申
立
て
、
審
査
請
求
又
は
再

該
審
査
請
求
が
さ
れ
た
日
（
行
政
不
服
審
査
法
（
平
成
二
十
六
年

審
査
請
求
が
あ
つ
た
と
き
は
、
六
十
日
以
内
に
、
当
該
異
議
申
立

法
律
第

号
）
第
二
十
三
条
の
規
定
に
よ
り
不
備
を
補
正
す

て
、
審
査
請
求
又
は
再
審
査
請
求
に
対
す
る
決
定
又
は
裁
決
を
し

べ
き
こ
と
を
命
じ
た
場
合
に
あ
つ
て
は
、
当
該
不
備
が
補
正
さ
れ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

た
日
）
か
ら
次
の
各
号
に
掲
げ
る
場
合
の
区
分
に
応
じ
そ
れ
ぞ
れ

当
該
各
号
に
定
め
る
期
間
内
に
、
当
該
審
査
請
求
に
対
す
る
裁
決

を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

行
政
不
服
審
査
法
第
四
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
諮
問

〔
新
設
〕

を
す
る
場
合

八
十
日

二

前
号
に
掲
げ
る
場
合
以
外
の
場
合

六
十
日

〔
新
設
〕

２

審
査
請
求
人
は
、
審
査
請
求
を
し
た
日
（
行
政
不
服
審
査
法
第

２

異
議
申
立
人
、
審
査
請
求
人
又
は
再
審
査
請
求
人
は
、
前
項
の

二
十
三
条
の
規
定
に
よ
り
不
備
を
補
正
す
べ
き
こ
と
を
命
じ
ら
れ

期
間
内
に
決
定
又
は
裁
決
が
な
い
と
き
は
、
都
道
府
県
知
事
又
は

た
場
合
に
あ
つ
て
は
、
当
該
不
備
を
補
正
し
た
日
。
第
一
号
に
お

指
定
都
市
の
長
が
異
議
申
立
て
、
審
査
請
求
又
は
再
審
査
請
求
を

い
て
同
じ
。
）
か
ら
次
の
各
号
に
掲
げ
る
場
合
の
区
分
に
応
じ
そ

棄
却
し
た
も
の
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
。

れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
期
間
内
に
裁
決
が
な
い
と
き
は
、
都

道
府
県
知
事
又
は
指
定
都
市
の
長
が
当
該
審
査
請
求
を
棄
却
し
た

も
の
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
。

一

当
該
審
査
請
求
を
し
た
日
か
ら
六
十
日
以
内
に
行
政
不
服
審

〔
新
設
〕

査
法
第
四
十
三
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
通
知
を
受
け
た
場
合

八
十
日
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二

前
号
に
掲
げ
る
場
合
以
外
の
場
合

六
十
日

〔
新
設
〕

３

第
一
項
（
各
号
を
除
く
。
）
及
び
前
項
（
各
号
を
除
く
。
）
の

〔
新
設
〕

規
定
は
、
次
条
第
二
項
に
規
定
す
る
再
審
査
請
求
に
つ
い
て
準
用

す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
こ
れ
ら
の
規
定
中
「
第
二
十
三
条

」
と
あ
る
の
は
「
第
六
十
六
条
第
一
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準

用
す
る
同
法
第
二
十
三
条
」
と
、
「
次
の
各
号
に
掲
げ
る
場
合
の

区
分
に
応
じ
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
期
間
内
」
と
あ
る
の

は
「
六
十
日
以
内
」
と
、
前
項
中
「
補
正
し
た
日
。
第
一
号
に
お

い
て
同
じ
。
」
と
あ
る
の
は
「
補
正
し
た
日
」
と
読
み
替
え
る
も

の
と
す
る
。

（
不
服
申
立
て
）

（
再
審
査
請
求
）

第
三
十
条

手
当
の
支
給
に
関
す
る
処
分
に
係
る
審
査
請
求
に
つ
い

第
三
十
条

指
定
都
市
の
長
が
し
た
特
別
児
童
扶
養
手
当
の
支
給
に

て
の
都
道
府
県
知
事
の
裁
決
に
不
服
が
あ
る
者
は
、
厚
生
労
働
大

関
す
る
処
分
、
市
長
若
し
く
は
福
祉
事
務
所
を
管
理
す
る
町
村
長

臣
に
対
し
て
再
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

が
し
た
障
害
児
福
祉
手
当
若
し
く
は
特
別
障
害
者
手
当
の
支
給
に

関
す
る
処
分
又
は
市
長
若
し
く
は
福
祉
事
務
所
を
管
理
す
る
町
村

長
の
管
理
に
属
す
る
行
政
機
関
の
長
が
第
三
十
八
条
第
二
項
の
規

定
に
よ
る
委
任
に
基
づ
い
て
し
た
処
分
に
係
る
審
査
請
求
に
つ
い

て
の
都
道
府
県
知
事
の
裁
決
に
不
服
が
あ
る
者
は
、
厚
生
労
働
大

臣
に
対
し
て
再
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

指
定
都
市
の
長
が
特
別
児
童
扶
養
手
当
の
支
給
に
関
す
る
処
分

〔
新
設
〕

を
す
る
権
限
を
そ
の
補
助
機
関
で
あ
る
職
員
又
は
そ
の
管
理
に
属

す
る
行
政
機
関
の
長
に
委
任
し
た
場
合
に
お
い
て
、
委
任
を
受
け

た
職
員
又
は
行
政
機
関
の
長
が
そ
の
委
任
に
基
づ
い
て
し
た
処
分

に
つ
き
、
地
方
自
治
法
第
二
百
五
十
五
条
の
二
第
二
項
の
再
審
査

請
求
の
裁
決
が
あ
つ
た
と
き
は
、
当
該
裁
決
に
不
服
が
あ
る
者
は

、
同
法
第
二
百
五
十
二
条
の
十
七
の
四
第
五
項
か
ら
第
七
項
ま
で

の
規
定
の
例
に
よ
り
、
厚
生
労
働
大
臣
に
対
し
て
再
々
審
査
請
求

を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
不
服
申
立
て
と
訴
訟
と
の
関
係
）

第
三
十
二
条

削
除

第
三
十
二
条

手
当
の
支
給
に
関
す
る
処
分
の
取
消
し
の
訴
え
は
、

当
該
処
分
に
つ
い
て
の
異
議
申
立
て
又
は
審
査
請
求
に
対
す
る
決

定
又
は
裁
決
を
経
た
後
で
な
け
れ
ば
、
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
な
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い
。
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○

石
炭
鉱
業
年
金
基
金
法
（
昭
和
四
十
二
年
法
律
第
百
三
十
五
号
）
（
第
百
五
十
一
条
関
係
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
不
服
申
立
て
）

（
不
服
申
立
て
）

第
三
十
三
条

（
略
）

第
三
十
三
条

（
略
）

２

（
略
）

２

（
略
）

３

厚
生
年
金
保
険
法
第
九
十
条
第
三
項
及
び
第
四
項
並
び
に
第
九

３

厚
生
年
金
保
険
法
第
九
十
条
第
三
項
及
び
第
四
項
並
び
に
第
九

十
一
条
の
二
の
規
定
は
前
二
項
の
審
査
請
求
及
び
再
審
査
請
求
に

十
一
条
の
二
の
規
定
は
前
二
項
の
審
査
請
求
及
び
再
審
査
請
求
に

つ
い
て
、
同
法
第
九
十
一
条
の
三
の
規
定
は
第
一
項
に
規
定
す
る

つ
い
て
、
同
法
第
九
十
一
条
の
三
の
規
定
は
前
二
項
に
規
定
す
る

処
分
の
取
消
し
の
訴
え
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

処
分
の
取
消
し
の
訴
え
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
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○

社
会
保
険
労
務
士
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
八
十
九
号
）
（
第
百
五
十
二
条
関
係
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
社
会
保
険
労
務
士
の
業
務
）

（
社
会
保
険
労
務
士
の
業
務
）

第
二
条

社
会
保
険
労
務
士
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
務
を
行
う

第
二
条

社
会
保
険
労
務
士
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
務
を
行
う

こ
と
を
業
と
す
る
。

こ
と
を
業
と
す
る
。

一

別
表
第
一
に
掲
げ
る
労
働
及
び
社
会
保
険
に
関
す
る
法
令
（

一

別
表
第
一
に
掲
げ
る
労
働
及
び
社
会
保
険
に
関
す
る
法
令
（

以
下
「
労
働
社
会
保
険
諸
法
令
」
と
い
う
。
）
に
基
づ
い
て
申

以
下
「
労
働
社
会
保
険
諸
法
令
」
と
い
う
。
）
に
基
づ
い
て
申

請
書
等
（
行
政
機
関
等
に
提
出
す
る
申
請
書
、
届
出
書
、
報
告

請
書
等
（
行
政
機
関
等
に
提
出
す
る
申
請
書
、
届
出
書
、
報
告

書
、
審
査
請
求
書
、
再
審
査
請
求
書
そ
の
他
の
書
類
（
そ
の
作

書
、
審
査
請
求
書
、
異
議
申
立
書
、
再
審
査
請
求
書
そ
の
他
の

成
に
代
え
て
電
磁
的
記
録
（
電
子
的
方
式
、
磁
気
的
方
式
そ
の

書
類
（
そ
の
作
成
に
代
え
て
電
磁
的
記
録
（
電
子
的
方
式
、
磁

他
人
の
知
覚
に
よ
つ
て
は
認
識
で
き
な
い
方
式
で
作
ら
れ
る
記

気
的
方
式
そ
の
他
人
の
知
覚
に
よ
つ
て
は
認
識
で
き
な
い
方
式

録
で
あ
つ
て
、
電
子
計
算
機
に
よ
る
情
報
処
理
の
用
に
供
さ
れ

で
作
ら
れ
る
記
録
で
あ
つ
て
、
電
子
計
算
機
に
よ
る
情
報
処
理

る
も
の
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
を
作
成
す
る
場
合
に
お
け
る

の
用
に
供
さ
れ
る
も
の
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
を
作
成
す
る

当
該
電
磁
的
記
録
を
含
む
。
）
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
を
作

場
合
に
お
け
る
当
該
電
磁
的
記
録
を
含
む
。
）
を
い
う
。
以
下

成
す
る
こ
と
。

同
じ
。
）
を
作
成
す
る
こ
と
。

一
の
二

（
略
）

一
の
二

（
略
）

一
の
三

労
働
社
会
保
険
諸
法
令
に
基
づ
く
申
請
、
届
出
、
報
告

一
の
三

労
働
社
会
保
険
諸
法
令
に
基
づ
く
申
請
、
届
出
、
報
告

、
審
査
請
求
、
再
審
査
請
求
そ
の
他
の
事
項
（
厚
生
労
働
省
令

、
審
査
請
求
、
異
議
申
立
て
、
再
審
査
請
求
そ
の
他
の
事
項
（

で
定
め
る
も
の
に
限
る
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
「
申
請
等
」

厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
も
の
に
限
る
。
以
下
こ
の
号
に
お
い

と
い
う
。
）
に
つ
い
て
、
又
は
当
該
申
請
等
に
係
る
行
政
機
関

て
「
申
請
等
」
と
い
う
。
）
に
つ
い
て
、
又
は
当
該
申
請
等
に

等
の
調
査
若
し
く
は
処
分
に
関
し
当
該
行
政
機
関
等
に
対
し
て

係
る
行
政
機
関
等
の
調
査
若
し
く
は
処
分
に
関
し
当
該
行
政
機

す
る
主
張
若
し
く
は
陳
述
（
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
も
の
を

関
等
に
対
し
て
す
る
主
張
若
し
く
は
陳
述
（
厚
生
労
働
省
令
で

除
く
。
）
に
つ
い
て
、
代
理
す
る
こ
と
（
第
二
十
五
条
の
二
第

定
め
る
も
の
を
除
く
。
）
に
つ
い
て
、
代
理
す
る
こ
と
（
第
二

一
項
に
お
い
て
「
事
務
代
理
」
と
い
う
。
）
。

十
五
条
の
二
第
一
項
に
お
い
て
「
事
務
代
理
」
と
い
う
。
）
。

一
の
四
～
三

（
略
）

一
の
四
～
三

（
略
）

２
～
４

（
略
）

２
～
４

（
略
）

（
審
査
請
求
）

（
審
査
請
求
）

第
十
三
条
の
二

連
合
会
が
行
う
試
験
事
務
に
係
る
処
分
又
は
そ
の

第
十
三
条
の
二

連
合
会
が
行
う
試
験
事
務
に
係
る
処
分
又
は
そ
の

不
作
為
に
つ
い
て
不
服
が
あ
る
者
は
、
厚
生
労
働
大
臣
に
対
し
て

不
作
為
に
つ
い
て
不
服
が
あ
る
者
は
、
厚
生
労
働
大
臣
に
対
し
て
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審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
厚
生

行
政
不
服
審
査
法
（
昭
和
三
十
七
年
法
律
第
百
六
十
号
）
に
よ
る

労
働
大
臣
は
、
行
政
不
服
審
査
法
（
平
成
二
十
六
年
法
律
第

審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

号
）
第
二
十
五
条
第
二
項
及
び
第
三
項
、
第
四
十
六
条
第
一
項

及
び
第
二
項
、
第
四
十
七
条
並
び
に
第
四
十
九
条
第
三
項
の
規
定

の
適
用
に
つ
い
て
は
、
連
合
会
の
上
級
行
政
庁
と
み
な
す
。

（
審
査
請
求
）

（
審
査
請
求
）

第
十
四
条
の
八

第
十
四
条
の
六
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
登
録
を
拒

第
十
四
条
の
八

第
十
四
条
の
六
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
登
録
を
拒

否
さ
れ
た
者
は
、
当
該
処
分
に
不
服
が
あ
る
と
き
は
、
厚
生
労
働

否
さ
れ
た
者
は
、
当
該
処
分
に
不
服
が
あ
る
と
き
は
、
厚
生
労
働

大
臣
に
対
し
て
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

大
臣
に
対
し
て
行
政
不
服
審
査
法
に
よ
る
審
査
請
求
を
す
る
こ
と

が
で
き
る
。

２

第
十
四
条
の
五
の
規
定
に
よ
り
登
録
の
申
請
を
し
た
者
は
、
申

２

第
十
四
条
の
五
の
規
定
に
よ
り
登
録
の
申
請
を
し
た
者
は
、
申

請
を
行
つ
た
日
か
ら
三
月
を
経
過
し
て
も
な
ん
ら
の
処
分
が
な
さ

請
を
行
つ
た
日
か
ら
三
月
を
経
過
し
て
も
な
ん
ら
の
処
分
が
な
さ

れ
な
い
場
合
に
は
、
当
該
登
録
を
拒
否
さ
れ
た
も
の
と
し
て
、
厚

れ
な
い
場
合
に
は
、
当
該
登
録
を
拒
否
さ
れ
た
も
の
と
し
て
、
厚

生
労
働
大
臣
に
対
し
て
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の

生
労
働
大
臣
に
対
し
て
前
項
の
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る

場
合
に
お
い
て
は
、
審
査
請
求
の
あ
つ
た
日
に
、
連
合
会
が
第
十

。
こ
の
場
合
に
お
い
て
は
、
審
査
請
求
の
あ
つ
た
日
に
、
連
合
会

四
条
の
六
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
当
該
登
録
を
拒
否
し
た
も
の
と

が
第
十
四
条
の
六
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
当
該
登
録
を
拒
否
し
た

み
な
す
。

も
の
と
み
な
す
。

３

前
二
項
の
場
合
に
お
い
て
、
厚
生
労
働
大
臣
は
、
行
政
不
服
審

３

前
二
項
の
規
定
に
よ
る
審
査
請
求
が
理
由
が
あ
る
と
き
は
、
厚

査
法
第
二
十
五
条
第
二
項
及
び
第
三
項
並
び
に
第
四
十
六
条
第
二

生
労
働
大
臣
は
、
連
合
会
に
対
し
相
当
の
処
分
を
す
べ
き
旨
を
命

項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
連
合
会
の
上
級
行
政
庁
と
み
な

じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

す
。

（
登
録
の
取
消
し
）

（
登
録
の
取
消
し
）

第
十
四
条
の
九

（
略
）

第
十
四
条
の
九

（
略
）

２

（
略
）

２

（
略
）

３

第
一
項
の
規
定
に
よ
り
登
録
を
取
り
消
さ
れ
た
者
は
、
当
該
処

３

前
条
第
一
項
及
び
第
三
項
の
規
定
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
り

分
に
不
服
が
あ
る
と
き
は
、
厚
生
労
働
大
臣
に
対
し
て
審
査
請
求

登
録
を
取
り
消
さ
れ
た
者
に
お
い
て
当
該
処
分
に
不
服
が
あ
る
場

を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
厚
生
労
働
大
臣

合
に
準
用
す
る
。

は
、
行
政
不
服
審
査
法
第
二
十
五
条
第
二
項
及
び
第
三
項
並
び
に

第
四
十
六
条
第
一
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
連
合
会
の
上

級
行
政
庁
と
み
な
す
。
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○

労
働
保
険
の
保
険
料
の
徴
収
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
四
年
法
律
第
八
十
四
号
）
（
第
百
五
十
三
条
関
係
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

目
次

目
次

第
一
章
～
第
四
章

（
略
）

第
一
章
～
第
四
章

（
略
）

第
五
章

行
政
手
続
法
と
の
関
係
（
第
三
十
七
条
・
第
三
十
八
条

第
四
章
の
二

行
政
手
続
法
と
の
関
係
（
第
三
十
六
条
の
二
）

）

第
五
章

不
服
申
立
て
及
び
訴
訟
（
第
三
十
七
条
・
第
三
十
八
条

）

第
六
章
・
第
七
章

（
略
）

第
六
章
・
第
七
章

（
略
）

附
則

附
則

第
五
章

行
政
手
続
法
と
の
関
係

第
四
章
の
二

行
政
手
続
法
と
の
関
係

（
行
政
手
続
法
の
適
用
除
外
）

（
行
政
手
続
法
の
適
用
除
外
）

第
三
十
七
条

（
略
）

第
三
十
六
条
の
二

（
略
）

〔
削
除
〕

第
五
章

不
服
申
立
て
及
び
訴
訟

（
不
服
申
立
て
）

〔
削
除
〕

第
三
十
七
条

事
業
主
は
、
第
十
五
条
第
三
項
又
は
第
十
九
条
第
四

項
の
規
定
に
よ
る
処
分
に
つ
い
て
不
服
が
あ
る
と
き
は
、
異
議
申

立
て
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
不
服
申
立
て
と
訴
訟
と
の
関
係
）

第
三
十
八
条

削
除

第
三
十
八
条

労
働
保
険
料
そ
の
他
こ
の
法
律
の
規
定
に
よ
る
徴
収

金
に
関
す
る
処
分
の
取
消
し
の
訴
え
は
、
当
該
処
分
に
つ
い
て
の

審
査
請
求
に
対
す
る
厚
生
労
働
大
臣
の
裁
決
又
は
当
該
処
分
に
つ

い
て
の
異
議
申
立
て
に
対
す
る
厚
生
労
働
大
臣
の
決
定
を
経
た
後

で
な
け
れ
ば
、
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
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○

失
業
保
険
法
及
び
労
働
者
災
害
補
償
保
険
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
及
び
労
働
保
険
の
保
険
料
の
徴
収
等
に
関
す
る
法
律
の
施
行
に

伴
う
関
係
法
律
の
整
備
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
四
年
法
律
第
八
十
五
号
）
（
第
百
五
十
四
条
関
係
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

第
十
九
条

（
略
）

第
十
九
条

（
略
）

２

（
略
）

２

（
略
）

３

徴
収
法
第
十
一
条
第
二
項
及
び
第
三
項
、
第
十
五
条
（
第
一
項

３

徴
収
法
第
十
一
条
第
二
項
及
び
第
三
項
、
第
十
五
条
（
第
一
項

第
二
号
及
び
第
三
号
並
び
に
第
二
項
第
二
号
及
び
第
三
号
を
除
く

第
二
及
び
第
三
号
並
び
に
第
二
項
第
二
号
及
び
第
三
号
を
除
く
。

。
）
、
第
十
六
条
、
第
十
七
条
、
第
十
八
条
、
第
十
九
条
（
第
一

）
、
第
十
六
条
、
第
十
七
条
、
第
十
八
条
、
第
十
九
条
（
第
一
項

項
第
二
号
及
び
第
三
号
並
び
に
第
二
項
第
二
号
及
び
第
三
号
を
除

第
二
号
及
び
第
三
号
並
び
に
第
二
項
第
二
号
及
び
第
三
号
を
除
く

く
。
）
、
第
二
十
一
条
、
第
二
十
七
条
か
ら
第
三
十
条
ま
で
、
第

。
）
、
第
二
十
一
条
、
第
二
十
七
条
か
ら
第
三
十
条
ま
で
、
第
三

三
十
七
条
、
第
四
十
一
条
か
ら
第
四
十
三
条
ま
で
並
び
に
附
則
第

十
六
条
の
二
か
ら
第
三
十
八
条
ま
で
、
第
四
十
一
条
か
ら
第
四
十

十
二
条
の
規
定
は
、
第
一
項
の
特
別
保
険
料
に
つ
い
て
準
用
す
る

三
条
ま
で
並
び
に
附
則
第
十
二
条
の
規
定
は
、
第
一
項
の
特
別
保

。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
徴
収
法
の
規

険
料
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
次
の
表
の
上

定
中
同
表
の
中
欄
に
掲
げ
る
字
句
は
、
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
字

欄
に
掲
げ
る
徴
収
法
の
規
定
中
同
表
の
中
欄
に
掲
げ
る
字
句
は
、

句
に
そ
れ
ぞ
れ
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
字
句
に
そ
れ
ぞ
れ
読
み
替
え
る
も
の
と
す

る
。

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）
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○

柔
道
整
復
師
法
（
昭
和
四
十
五
年
法
律
第
十
九
号
）
（
第
百
五
十
五
条
関
係
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
指
定
登
録
機
関
が
し
た
処
分
等
に
係
る
審
査
請
求
）

（
指
定
登
録
機
関
が
し
た
処
分
等
に
係
る
不
服
申
立
て
）

第
八
条
の
十
六

指
定
登
録
機
関
が
行
う
登
録
事
務
に
係
る
処
分
又

第
八
条
の
十
六

指
定
登
録
機
関
が
行
う
登
録
事
務
に
係
る
処
分
又

は
そ
の
不
作
為
に
つ
い
て
不
服
が
あ
る
者
は
、
厚
生
労
働
大
臣
に

は
そ
の
不
作
為
に
つ
い
て
不
服
が
あ
る
者
は
、
厚
生
労
働
大
臣
に

対
し
、
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て

対
し
、
行
政
不
服
審
査
法
（
昭
和
三
十
七
年
法
律
第
百
六
十
号
）

、
厚
生
労
働
大
臣
は
、
行
政
不
服
審
査
法
（
平
成
二
十
六
年
法
律

に
よ
る
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第

号
）
第
二
十
五
条
第
二
項
及
び
第
三
項
、
第
四
十
六
条

第
一
項
及
び
第
二
項
、
第
四
十
七
条
並
び
に
第
四
十
九
条
第
三
項

の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
指
定
登
録
機
関
の
上
級
行
政
庁
と

み
な
す
。
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○

建
築
物
に
お
け
る
衛
生
的
環
境
の
確
保
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
五
年
法
律
第
二
十
号
）
（
第
百
五
十
六
条
関
係
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
審
査
請
求
）

（
不
服
申
立
て
）

第
十
三
条
の
二

指
定
試
験
機
関
が
行
う
試
験
事
務
に
係
る
処
分
又

第
十
三
条
の
二

指
定
試
験
機
関
が
行
う
試
験
事
務
に
係
る
処
分
（

は
そ
の
不
作
為
に
つ
い
て
は
、
厚
生
労
働
大
臣
に
対
し
、
審
査
請

試
験
の
結
果
に
つ
い
て
の
処
分
を
除
く
。
）
又
は
不
作
為
に
つ
い

求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
厚
生
労
働
大

て
は
、
厚
生
労
働
大
臣
に
対
し
、
行
政
不
服
審
査
法
（
昭
和
三
十

臣
は
、
行
政
不
服
審
査
法
（
平
成
二
十
六
年
法
律
第

号
）

七
年
法
律
第
百
六
十
号
）
に
よ
る
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き

第
二
十
五
条
第
二
項
及
び
第
三
項
、
第
四
十
六
条
第
一
項
及
び
第

る
。

二
項
、
第
四
十
七
条
並
び
に
第
四
十
九
条
第
三
項
の
規
定
の
適
用

に
つ
い
て
は
、
指
定
試
験
機
関
の
上
級
行
政
庁
と
み
な
す
。
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○

児
童
手
当
法
（
昭
和
四
十
六
年
法
律
第
七
十
三
号
）
（
第
百
五
十
七
条
関
係
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
時
効
）

（
時
効
）

第
二
十
三
条

（
略
）

第
二
十
三
条

（
略
）

２

児
童
手
当
の
支
給
に
関
す
る
処
分
に
つ
い
て
の
審
査
請
求
は
、

２

児
童
手
当
の
支
給
に
関
す
る
処
分
に
つ
い
て
の
不
服
申
立
て
は

時
効
の
中
断
に
関
し
て
は
、
裁
判
上
の
請
求
と
み
な
す
。

、
時
効
の
中
断
に
関
し
て
は
、
裁
判
上
の
請
求
と
み
な
す
。

３

（
略
）

３

（
略
）

（
不
服
申
立
て
と
訴
訟
と
の
関
係
）

第
二
十
五
条

削
除

第
二
十
五
条

児
童
手
当
の
支
給
に
関
す
る
処
分
又
は
第
十
四
条
第

一
項
の
規
定
に
よ
る
徴
収
金
に
関
す
る
処
分
の
取
消
し
の
訴
え
は

、
当
該
処
分
に
つ
い
て
の
審
査
請
求
に
対
す
る
裁
決
又
は
当
該
処

分
に
つ
い
て
の
異
議
申
立
て
に
対
す
る
決
定
を
経
た
後
で
な
け
れ

ば
、
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
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○

労
働
安
全
衛
生
法
（
昭
和
四
十
七
年
法
律
第
五
十
七
号
）
（
第
百
五
十
八
条
関
係
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
審
査
請
求
）

（
不
服
申
立
て
）

第
百
十
一
条

第
三
十
八
条
の
検
査
、
性
能
検
査
、
個
別
検
定
又
は

第
百
十
一
条

第
三
十
八
条
の
検
査
、
性
能
検
査
、
個
別
検
定
、
型

型
式
検
定
の
結
果
に
つ
い
て
の
処
分
に
つ
い
て
は
、
審
査
請
求
を

式
検
定
又
は
免
許
試
験
の
結
果
に
つ
い
て
の
処
分
に
つ
い
て
は
、

す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

行
政
不
服
審
査
法
（
昭
和
三
十
七
年
法
律
第
百
六
十
号
）
に
よ
る

不
服
申
立
て
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

２

指
定
試
験
機
関
が
行
う
試
験
事
務
に
係
る
処
分
若
し
く
は
そ
の

２

指
定
試
験
機
関
が
行
う
試
験
事
務
に
係
る
処
分
（
免
許
試
験
の

不
作
為
、
指
定
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
試
験
機
関
が
行
う
コ
ン
サ
ル
タ

結
果
に
つ
い
て
の
処
分
を
除
く
。
）
若
し
く
は
そ
の
不
作
為
、
指

ン
ト
試
験
事
務
に
係
る
処
分
若
し
く
は
そ
の
不
作
為
又
は
指
定
登

定
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
試
験
機
関
が
行
う
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
試
験
事

録
機
関
が
行
う
登
録
事
務
に
係
る
処
分
若
し
く
は
そ
の
不
作
為
に

務
に
係
る
処
分
若
し
く
は
そ
の
不
作
為
又
は
指
定
登
録
機
関
が
行

つ
い
て
は
、
厚
生
労
働
大
臣
に
対
し
、
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が

う
登
録
事
務
に
係
る
処
分
若
し
く
は
そ
の
不
作
為
に
つ
い
て
は
、

で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
厚
生
労
働
大
臣
は
、
行
政
不
服

厚
生
労
働
大
臣
に
対
し
、
行
政
不
服
審
査
法
に
よ
る
審
査
請
求
を

審
査
法
（
平
成
二
十
六
年
法
律
第

号
）
第
二
十
五
条
第
二

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

項
及
び
第
三
項
、
第
四
十
六
条
第
一
項
及
び
第
二
項
、
第
四
十
七

条
並
び
に
第
四
十
九
条
第
三
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
指

定
試
験
機
関
、
指
定
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
試
験
機
関
又
は
指
定
登
録

機
関
の
上
級
行
政
庁
と
み
な
す
。



- 395 -

○

雇
用
保
険
法
（
昭
和
四
十
九
年
法
律
第
百
十
六
号
）
（
第
百
五
十
九
条
関
係
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
不
服
申
立
て
）

（
不
服
申
立
て
）

第
六
十
九
条

（
略
）

第
六
十
九
条

（
略
）

２

前
項
の
審
査
請
求
を
し
て
い
る
者
は
、
審
査
請
求
を
し
た
日
の

２

前
項
の
審
査
請
求
を
し
て
い
る
者
は
、
審
査
請
求
を
し
た
日
の

翌
日
か
ら
起
算
し
て
三
箇
月
を
経
過
し
て
も
審
査
請
求
に
つ
い
て

翌
日
か
ら
起
算
し
て
三
箇
月
を
経
過
し
て
も
審
査
請
求
に
つ
い
て

の
決
定
が
な
い
と
き
は
、
雇
用
保
険
審
査
官
が
審
査
請
求
を
棄
却

の
決
定
が
な
い
と
き
は
、
当
該
審
査
請
求
に
係
る
処
分
に
つ
い
て

し
た
も
の
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
。

、
決
定
を
経
な
い
で
、
労
働
保
険
審
査
会
に
対
し
て
再
審
査
請
求

を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

３

第
一
項
の
審
査
請
求
及
び
再
審
査
請
求
は
、
時
効
の
中
断
に
関

３

第
一
項
の
審
査
請
求
及
び
前
二
項
の
再
審
査
請
求
は
、
時
効
の

し
て
は
、
裁
判
上
の
請
求
と
み
な
す
。

中
断
に
関
し
て
は
、
裁
判
上
の
請
求
と
み
な
す
。

４

第
一
項
の
審
査
請
求
及
び
再
審
査
請
求
に
つ
い
て
は
、
行
政
不

４

第
一
項
の
審
査
請
求
及
び
同
項
又
は
第
二
項
の
再
審
査
請
求
に

服
審
査
法
（
平
成
二
十
六
年
法
律
第

号
）
第
二
章
（
第
二

つ
い
て
は
、
行
政
不
服
審
査
法
（
昭
和
三
十
七
年
法
律
第
百
六
十

十
二
条
を
除
く
。
）
及
び
第
四
章
の
規
定
は
、
適
用
し
な
い
。

号
）
第
二
章
第
一
節
、
第
二
節
（
第
十
八
条
及
び
第
十
九
条
を
除

く
。
）
及
び
第
五
節
の
規
定
を
適
用
し
な
い
。

（
審
査
請
求
と
訴
訟
と
の
関
係
）

（
不
服
申
立
て
と
訴
訟
と
の
関
係
）

第
七
十
一
条

第
六
十
九
条
第
一
項
に
規
定
す
る
処
分
の
取
消
し
の

第
七
十
一
条

第
六
十
九
条
第
一
項
に
規
定
す
る
処
分
の
取
消
し
の

訴
え
は
、
当
該
処
分
に
つ
い
て
の
審
査
請
求
に
対
す
る
雇
用
保
険

訴
え
は
、
当
該
処
分
に
つ
い
て
の
再
審
査
請
求
に
対
す
る
労
働
保

審
査
官
の
決
定
を
経
た
後
で
な
け
れ
ば
、
提
起
す
る
こ
と
が
で
き

険
審
査
会
の
裁
決
を
経
た
後
で
な
け
れ
ば
、
提
起
す
る
こ
と
が
で

な
い
。

き
な
い
。
た
だ
し
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
き
は

、
こ
の
限
り
で
な
い
。

〔
削
除
〕

一

再
審
査
請
求
が
さ
れ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
三
箇
月
を

経
過
し
て
も
裁
決
が
な
い
と
き
。

〔
削
除
〕

二

再
審
査
請
求
に
つ
い
て
の
裁
決
を
経
る
こ
と
に
よ
り
生
ず
る

著
し
い
損
害
を
避
け
る
た
め
緊
急
の
必
要
が
あ
る
と
き
そ
の
他

そ
の
裁
決
を
経
な
い
こ
と
に
つ
き
正
当
な
理
由
が
あ
る
と
き
。



- 396 -

○

作
業
環
境
測
定
法
（
昭
和
五
十
年
法
律
第
二
十
八
号
）
（
第
百
六
十
条
関
係
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
指
定
試
験
機
関
等
が
し
た
処
分
等
に
係
る
審
査
請
求
）

（
指
定
試
験
機
関
等
が
し
た
処
分
等
に
係
る
審
査
請
求
）

第
四
十
五
条

指
定
試
験
機
関
が
行
う
試
験
事
務
又
は
指
定
登
録
機

第
四
十
五
条

指
定
試
験
機
関
が
行
う
試
験
事
務
又
は
指
定
登
録
機

関
が
行
う
登
録
事
務
に
係
る
処
分
又
は
そ
の
不
作
為
に
つ
い
て
は

関
が
行
う
登
録
事
務
に
係
る
処
分
又
は
そ
の
不
作
為
に
つ
い
て
は

、
厚
生
労
働
大
臣
に
対
し
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ

、
厚
生
労
働
大
臣
に
対
し
行
政
不
服
審
査
法
（
昭
和
三
十
七
年
法

の
場
合
に
お
い
て
、
厚
生
労
働
大
臣
は
、
行
政
不
服
審
査
法
（
平

律
第
百
六
十
号
）
に
よ
る
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

成
二
十
六
年
法
律
第

号
）
第
二
十
五
条
第
二
項
及
び
第
三

項
、
第
四
十
六
条
第
一
項
及
び
第
二
項
、
第
四
十
七
条
並
び
に
第

四
十
九
条
第
三
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
指
定
試
験
機
関

又
は
指
定
登
録
機
関
の
上
級
行
政
庁
と
み
な
す
。



- 397 -

○

高
齢
者
の
医
療
の
確
保
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
五
十
七
年
法
律
第
八
十
号
）
（
第
百
六
十
一
条
関
係
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
審
査
請
求
）

（
審
査
請
求
）

第
百
五
十
四
条

こ
の
法
律
に
基
づ
く
支
払
基
金
の
処
分
又
は
そ
の

第
百
五
十
四
条

こ
の
法
律
に
基
づ
い
て
し
た
支
払
基
金
の
処
分
に

不
作
為
に
不
服
の
あ
る
者
は
、
厚
生
労
働
大
臣
に
対
し
、
審
査
請

不
服
の
あ
る
者
は
、
厚
生
労
働
大
臣
に
対
し
、
行
政
不
服
審
査
法

求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
厚
生
労
働
大

（
昭
和
三
十
七
年
法
律
第
百
六
十
号
）
に
よ
る
審
査
請
求
を
す
る

臣
は
、
行
政
不
服
審
査
法
（
平
成
二
十
六
年
法
律
第

号
）

こ
と
が
で
き
る
。

第
二
十
五
条
第
二
項
及
び
第
三
項
、
第
四
十
六
条
第
一
項
及
び
第

二
項
、
第
四
十
七
条
並
び
に
第
四
十
九
条
第
三
項
の
規
定
の
適
用

に
つ
い
て
は
、
支
払
基
金
の
上
級
行
政
庁
と
み
な
す
。



- 398 -

○

健
康
保
険
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
十
八
年
法
律
第
八
十
三
号
）
附
則
第
三
十
八
条
の
規
定
に
よ
り
な
お
そ
の
効
力
を
有

す
る
も
の
と
さ
れ
た
同
法
第
七
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
老
人
保
健
法
（
昭
和
五
十
七
年
法
律
第
八
十
号
）
（
第
百
六
十
二
条
関
係

）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
審
査
請
求
）

（
審
査
請
求
）

第
七
十
八
条

こ
の
法
律
に
基
づ
く
基
金
の
処
分
又
は
そ
の
不
作
為

第
七
十
八
条

こ
の
法
律
に
基
づ
い
て
し
た
基
金
の
処
分
に
不
服
の

に
不
服
の
あ
る
者
は
、
厚
生
労
働
大
臣
に
対
し
、
審
査
請
求
を
す

あ
る
者
は
、
厚
生
労
働
大
臣
に
対
し
、
行
政
不
服
審
査
法
（
昭
和

る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
厚
生
労
働
大
臣
は
、

三
十
七
年
法
律
第
百
六
十
号
）
に
よ
る
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が

行
政
不
服
審
査
法
（
平
成
二
十
六
年
法
律
第

号
）
第
二
十

で
き
る
。

五
条
第
二
項
及
び
第
三
項
、
第
四
十
六
条
第
一
項
及
び
第
二
項
、

第
四
十
七
条
並
び
に
第
四
十
九
条
第
三
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い

て
は
、
基
金
の
上
級
行
政
庁
と
み
な
す
。



- 399 -

○

社
会
福
祉
士
及
び
介
護
福
祉
士
法
（
昭
和
六
十
二
年
法
律
第
三
十
号
）
（
第
百
六
十
三
条
関
係
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
指
定
試
験
機
関
が
し
た
処
分
等
に
係
る
審
査
請
求
）

（
指
定
試
験
機
関
が
し
た
処
分
等
に
係
る
不
服
申
立
て
）

第
二
十
五
条

指
定
試
験
機
関
が
行
う
試
験
事
務
に
係
る
処
分
又
は

第
二
十
五
条

指
定
試
験
機
関
が
行
う
試
験
事
務
に
係
る
処
分
又
は

そ
の
不
作
為
に
つ
い
て
不
服
が
あ
る
者
は
、
厚
生
労
働
大
臣
に
対

そ
の
不
作
為
に
つ
い
て
不
服
が
あ
る
者
は
、
厚
生
労
働
大
臣
に
対

し
、
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、

し
、
行
政
不
服
審
査
法
（
昭
和
三
十
七
年
法
律
第
百
六
十
号
）
に

厚
生
労
働
大
臣
は
、
行
政
不
服
審
査
法
（
平
成
二
十
六
年
法
律
第

よ
る
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

号
）
第
二
十
五
条
第
二
項
及
び
第
三
項
、
第
四
十
六
条
第

一
項
及
び
第
二
項
、
第
四
十
七
条
並
び
に
第
四
十
九
条
第
三
項
の

規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
指
定
試
験
機
関
の
上
級
行
政
庁
と
み

な
す
。



- 400 -

○

臨
床
工
学
技
士
法
（
昭
和
六
十
二
年
法
律
第
六
十
号
）
（
第
百
六
十
四
条
関
係
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
指
定
試
験
機
関
が
し
た
処
分
等
に
係
る
審
査
請
求
）

（
指
定
試
験
機
関
が
し
た
処
分
等
に
係
る
不
服
申
立
て
）

第
三
十
三
条

指
定
試
験
機
関
が
行
う
試
験
事
務
に
係
る
処
分
又
は

第
三
十
三
条

指
定
試
験
機
関
が
行
う
試
験
事
務
に
係
る
処
分
又
は

そ
の
不
作
為
に
つ
い
て
不
服
が
あ
る
者
は
、
厚
生
労
働
大
臣
に
対

そ
の
不
作
為
に
つ
い
て
不
服
が
あ
る
者
は
、
厚
生
労
働
大
臣
に
対

し
、
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、

し
、
行
政
不
服
審
査
法
（
昭
和
三
十
七
年
法
律
第
百
六
十
号
）
に

厚
生
労
働
大
臣
は
、
行
政
不
服
審
査
法
（
平
成
二
十
六
年
法
律
第

よ
る
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

号
）
第
二
十
五
条
第
二
項
及
び
第
三
項
、
第
四
十
六
条
第

一
項
及
び
第
二
項
、
第
四
十
七
条
並
び
に
第
四
十
九
条
第
三
項
の

規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
指
定
試
験
機
関
の
上
級
行
政
庁
と
み

な
す
。



- 401 -

○

義
肢
装
具
士
法
（
昭
和
六
十
二
年
法
律
第
六
十
一
号
）
（
第
百
六
十
五
条
関
係
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
指
定
試
験
機
関
が
し
た
処
分
等
に
係
る
審
査
請
求
）

（
指
定
試
験
機
関
が
し
た
処
分
等
に
係
る
不
服
申
立
て
）

第
三
十
三
条

指
定
試
験
機
関
が
行
う
試
験
事
務
に
係
る
処
分
又
は

第
三
十
三
条

指
定
試
験
機
関
が
行
う
試
験
事
務
に
係
る
処
分
又
は

そ
の
不
作
為
に
つ
い
て
不
服
が
あ
る
者
は
、
厚
生
労
働
大
臣
に
対

そ
の
不
作
為
に
つ
い
て
不
服
が
あ
る
者
は
、
厚
生
労
働
大
臣
に
対

し
、
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、

し
、
行
政
不
服
審
査
法
（
昭
和
三
十
七
年
法
律
第
百
六
十
号
）
に

厚
生
労
働
大
臣
は
、
行
政
不
服
審
査
法
（
平
成
二
十
六
年
法
律
第

よ
る
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

号
）
第
二
十
五
条
第
二
項
及
び
第
三
項
、
第
四
十
六
条
第

一
項
及
び
第
二
項
、
第
四
十
七
条
並
び
に
第
四
十
九
条
第
三
項
の

規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
指
定
試
験
機
関
の
上
級
行
政
庁
と
み

な
す
。



- 402 -

○

食
鳥
処
理
の
事
業
の
規
制
及
び
食
鳥
検
査
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
年
法
律
第
七
十
号
）
（
第
百
六
十
六
条
関
係
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
不
服
申
立
て
）

（
不
服
申
立
て
）

第
四
十
一
条

食
鳥
検
査
の
結
果
に
つ
い
て
は
、
審
査
請
求
を
す
る

第
四
十
一
条

食
鳥
検
査
の
結
果
に
つ
い
て
は
、
行
政
不
服
審
査
法

こ
と
が
で
き
な
い
。

（
昭
和
三
十
七
年
法
律
第
百
六
十
号
）
に
よ
る
不
服
申
立
て
を
す

る
こ
と
が
で
き
な
い
。

２

指
定
検
査
機
関
が
行
う
食
鳥
検
査
に
係
る
処
分
（
検
査
の
結
果

２

指
定
検
査
機
関
が
行
う
食
鳥
検
査
に
係
る
処
分
（
検
査
の
結
果

を
除
く
。
）
又
は
そ
の
不
作
為
に
つ
い
て
は
、
厚
生
労
働
大
臣
に

を
除
く
。
）
又
は
不
作
為
に
つ
い
て
は
、
厚
生
労
働
大
臣
に
対
し

対
し
、
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て

、
行
政
不
服
審
査
法
に
よ
る
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

、
厚
生
労
働
大
臣
は
、
行
政
不
服
審
査
法
（
平
成
二
十
六
年
法
律

第

号
）
第
二
十
五
条
第
二
項
及
び
第
三
項
、
第
四
十
六
条

第
一
項
及
び
第
二
項
、
第
四
十
七
条
並
び
に
第
四
十
九
条
第
三
項

の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
指
定
検
査
機
関
の
上
級
行
政
庁
と

み
な
す
。

３

（
略
）

３

（
略
）

４

保
健
所
を
設
置
す
る
市
の
市
長
又
は
特
別
区
の
区
長
が
第
三
十

〔
新
設
〕

八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
処
分
を
す
る
権
限
を
そ
の
補
助
機
関

で
あ
る
職
員
又
は
そ
の
管
理
に
属
す
る
行
政
機
関
の
長
に
委
任
し

た
場
合
に
お
い
て
、
委
任
を
受
け
た
職
員
又
は
行
政
機
関
の
長
が

そ
の
委
任
に
基
づ
い
て
し
た
処
分
に
つ
き
、
地
方
自
治
法
（
昭
和

二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
二
百
五
十
五
条
の
二
第
二
項
の

再
審
査
請
求
の
裁
決
が
あ
っ
た
と
き
は
、
当
該
裁
決
に
不
服
が
あ

る
者
は
、
同
法
第
二
百
五
十
二
条
の
十
七
の
四
第
五
項
か
ら
第
七

項
ま
で
の
規
定
の
例
に
よ
り
、
厚
生
労
働
大
臣
に
対
し
て
再
々
審

査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
手
数
料
）

（
手
数
料
）

第
四
十
二
条

都
道
府
県
は
、
地
方
自
治
法
第
二
百
二
十
七
条
の
規

第
四
十
二
条

都
道
府
県
は
、
地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律

定
に
基
づ
き
食
鳥
検
査
に
係
る
手
数
料
を
徴
収
す
る
場
合
に
お
い

第
六
十
七
号
）
第
二
百
二
十
七
条
の
規
定
に
基
づ
き
食
鳥
検
査
に
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て
は
、
第
二
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
指
定
検
査
機
関
が
行

係
る
手
数
料
を
徴
収
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
第
二
十
一
条
第
一

う
食
鳥
検
査
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
に
、
条
例
で
定
め
る
と
こ
ろ

項
の
規
定
に
よ
り
指
定
検
査
機
関
が
行
う
食
鳥
検
査
を
受
け
よ
う

に
よ
り
、
当
該
手
数
料
を
当
該
指
定
検
査
機
関
へ
納
め
さ
せ
、
そ

と
す
る
者
に
、
条
例
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
当
該
手
数
料
を

の
収
入
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

当
該
指
定
検
査
機
関
へ
納
め
さ
せ
、
そ
の
収
入
と
す
る
こ
と
が
で

き
る
。
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○

救
急
救
命
士
法
（
平
成
三
年
法
律
第
三
十
六
号
）
（
第
百
六
十
七
条
関
係
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
指
定
登
録
機
関
が
し
た
処
分
等
に
係
る
審
査
請
求
）

（
指
定
登
録
機
関
が
し
た
処
分
等
に
係
る
不
服
申
立
て
）

第
二
十
六
条

指
定
登
録
機
関
が
行
う
登
録
事
務
に
係
る
処
分
又
は

第
二
十
六
条

指
定
登
録
機
関
が
行
う
登
録
事
務
に
係
る
処
分
又
は

そ
の
不
作
為
に
つ
い
て
不
服
が
あ
る
者
は
、
厚
生
労
働
大
臣
に
対

そ
の
不
作
為
に
つ
い
て
不
服
が
あ
る
者
は
、
厚
生
労
働
大
臣
に
対

し
、
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、

し
、
行
政
不
服
審
査
法
（
昭
和
三
十
七
年
法
律
第
百
六
十
号
）
に

厚
生
労
働
大
臣
は
、
行
政
不
服
審
査
法
（
平
成
二
十
六
年
法
律
第

よ
る
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

号
）
第
二
十
五
条
第
二
項
及
び
第
三
項
、
第
四
十
六
条
第

一
項
及
び
第
二
項
、
第
四
十
七
条
並
び
に
第
四
十
九
条
第
三
項
の

規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
指
定
登
録
機
関
の
上
級
行
政
庁
と
み

な
す
。
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○

原
子
爆
弾
被
爆
者
に
対
す
る
援
護
に
関
す
る
法
律
（
平
成
六
年
法
律
第
百
十
七
号
）
（
第
百
六
十
八
条
関
係
）（

傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
診
療
報
酬
の
審
査
及
び
支
払
）

（
診
療
報
酬
の
審
査
及
び
支
払
）

第
十
五
条

（
略
）

第
十
五
条

（
略
）

２
～
４

（
略
）

２
～
４

（
略
）

５

第
一
項
の
規
定
に
よ
る
診
療
報
酬
の
額
の
決
定
に
つ
い
て
は
、

５

第
一
項
の
規
定
に
よ
る
診
療
報
酬
の
額
の
決
定
に
つ
い
て
は
、

審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

行
政
不
服
審
査
法
（
昭
和
三
十
七
年
法
律
第
百
六
十
号
）
に
よ
る

不
服
申
立
て
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

（
不
服
申
立
て
）

（
再
審
査
請
求
）

第
五
十
条

（
略
）

第
五
十
条

（
略
）

２

広
島
市
又
は
長
崎
市
の
長
が
前
項
に
規
定
す
る
交
付
又
は
支
給

〔
新
設
〕

に
関
す
る
処
分
を
す
る
権
限
を
そ
の
補
助
機
関
で
あ
る
職
員
又
は

そ
の
管
理
に
属
す
る
行
政
機
関
の
長
に
委
任
し
た
場
合
に
お
い
て

、
委
任
を
受
け
た
職
員
又
は
行
政
機
関
の
長
が
そ
の
委
任
に
基
づ

い
て
し
た
処
分
に
つ
き
、
地
方
自
治
法
第
二
百
五
十
五
条
の
二
第

二
項
の
再
審
査
請
求
の
裁
決
が
あ
っ
た
と
き
は
、
当
該
裁
決
に
不

服
が
あ
る
者
は
、
同
法
第
二
百
五
十
二
条
の
十
七
の
四
第
五
項
か

ら
第
七
項
ま
で
の
規
定
の
例
に
よ
り
、
厚
生
労
働
大
臣
に
対
し
て

再
々
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
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○

厚
生
年
金
保
険
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
八
年
法
律
第
八
十
二
号
）
（
第
百
六
十
九
条
関
係
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

附

則

附

則

（
旧
適
用
法
人
共
済
組
合
に
よ
る
従
前
の
処
分
等
）

（
旧
適
用
法
人
共
済
組
合
に
よ
る
従
前
の
処
分
等
）

第
七
条

（
略
）

第
七
条

（
略
）

２

前
項
の
規
定
に
よ
り
厚
生
年
金
保
険
法
に
基
づ
く
処
分
と
み
な

２

前
項
の
規
定
に
よ
り
厚
生
年
金
保
険
法
に
基
づ
く
処
分
と
み
な

さ
れ
た
同
項
各
号
に
掲
げ
る
処
分
に
つ
い
て
社
会
保
険
審
査
官
及

さ
れ
た
同
項
各
号
に
掲
げ
る
処
分
に
つ
い
て
社
会
保
険
審
査
官
及

び
社
会
保
険
審
査
会
法
（
昭
和
二
十
八
年
法
律
第
二
百
六
号
）
第

び
社
会
保
険
審
査
会
法
（
昭
和
二
十
八
年
法
律
第
二
百
六
号
）
第

三
条
第
一
項
第
一
号
及
び
第
三
号
の
規
定
を
適
用
す
る
場
合
に
は

三
条
第
一
号
及
び
第
三
号
の
規
定
を
適
用
す
る
場
合
に
は
、
同
条

、
同
項
第
一
号
中
「
日
本
年
金
機
構
（
以
下
「
機
構
」
と
い
う
。

第
一
号
中
「
日
本
年
金
機
構
（
以
下
「
機
構
」
と
い
う
。
）
が
し

）
が
し
た
」
と
あ
る
の
は
「
厚
生
年
金
保
険
法
等
の
一
部
を
改
正

た
」
と
あ
る
の
は
「
厚
生
年
金
保
険
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法

す
る
法
律
（
平
成
八
年
法
律
第
八
十
二
号
。
以
下
「
平
成
八
年
改

律
（
平
成
八
年
法
律
第
八
十
二
号
。
以
下
「
平
成
八
年
改
正
法
」

正
法
」
と
い
う
。
）
附
則
第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
日
本
年

と
い
う
。
）
附
則
第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
日
本
年
金
機
構

金
機
構
（
以
下
「
機
構
」
と
い
う
。
）
が
し
た
も
の
と
み
な
さ
れ

（
以
下
「
機
構
」
と
い
う
。
）
が
し
た
も
の
と
み
な
さ
れ
た
」
と

た
」
と
、
「
そ
の
処
分
に
関
す
る
事
務
を
処
理
し
た
機
構
の
事
務

、
「
そ
の
処
分
に
関
す
る
事
務
を
処
理
し
た
機
構
の
事
務
所
（
年

所
（
年
金
事
務
所
（
日
本
年
金
機
構
法
（
平
成
十
九
年
法
律
第
百

金
事
務
所
（
日
本
年
金
機
構
法
（
平
成
十
九
年
法
律
第
百
九
号
）

九
号
）
第
二
十
九
条
に
規
定
す
る
年
金
事
務
所
を
い
う
。
以
下
こ

第
二
十
九
条
に
規
定
す
る
年
金
事
務
所
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
及

の
項
及
び
第
五
条
第
二
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
が
当
該
事
務
を
処

び
第
五
条
第
二
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
が
当
該
事
務
を
処
理
し
た

理
し
た
場
合
に
あ
つ
て
は
、
当
該
年
金
事
務
所
が
そ
の
業
務
の
一

場
合
に
あ
つ
て
は
、
当
該
年
金
事
務
所
が
そ
の
業
務
の
一
部
を
分

部
を
分
掌
す
る
従
た
る
事
務
所
（
同
法
第
四
条
第
二
項
に
規
定
す

掌
す
る
従
た
る
事
務
所
（
同
法
第
四
条
第
二
項
に
規
定
す
る
従
た

る
従
た
る
事
務
所
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
及
び
第
五
条
第
二
項
に

る
事
務
所
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
及
び
第
五
条
第
二
項
に
お
い
て

お
い
て
同
じ
。
）
と
し
、
審
査
請
求
人
が
当
該
処
分
に
つ
き
経
由

同
じ
。
）
と
し
、
審
査
請
求
人
が
当
該
処
分
に
つ
き
経
由
し
た
機

し
た
機
構
の
事
務
所
が
あ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
当
該
経
由
し
た

構
の
事
務
所
が
あ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
当
該
経
由
し
た
機
構
の

機
構
の
事
務
所
（
年
金
事
務
所
を
経
由
し
た
場
合
に
あ
つ
て
は
、

事
務
所
（
年
金
事
務
所
を
経
由
し
た
場
合
に
あ
つ
て
は
、
当
該
年

当
該
年
金
事
務
所
が
そ
の
業
務
の
一
部
を
分
掌
す
る
従
た
る
事
務

金
事
務
所
が
そ
の
業
務
の
一
部
を
分
掌
す
る
従
た
る
事
務
所
）
と

所
）
と
す
る
。
）
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
地
方
厚
生
局
」
と
あ
る

す
る
。
）
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
地
方
厚
生
局
」
と
あ
る
の
は
「

の
は
「
審
査
請
求
人
の
住
所
地
を
管
轄
す
る
地
方
厚
生
局
」
と
、

審
査
請
求
人
の
住
所
地
を
管
轄
す
る
地
方
厚
生
局
」
と
、
同
条
第

同
項
第
三
号
中
「
厚
生
労
働
大
臣
が
し
た
」
と
あ
る
の
は
「
平
成

三
号
中
「
厚
生
労
働
大
臣
が
し
た
」
と
あ
る
の
は
「
平
成
八
年
改
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八
年
改
正
法
附
則
第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
厚
生
労
働
大
臣

正
法
附
則
第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
厚
生
労
働
大
臣
が
し
た

が
し
た
も
の
と
み
な
さ
れ
た
」
と
、
「
審
査
請
求
人
が
当
該
処
分

も
の
と
み
な
さ
れ
た
」
と
、
「
審
査
請
求
人
が
当
該
処
分
に
つ
き

に
つ
き
経
由
し
た
地
方
厚
生
局
又
は
機
構
の
事
務
所
（
従
た
る
事

経
由
し
た
地
方
厚
生
局
又
は
機
構
の
事
務
所
（
従
た
る
事
務
所
を

務
所
を
経
由
し
た
場
合
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
従
た
る
事
務
所
（
年

経
由
し
た
場
合
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
従
た
る
事
務
所
（
年
金
事
務

金
事
務
所
を
経
由
し
た
場
合
に
あ
つ
て
は
、
当
該
年
金
事
務
所
が

所
を
経
由
し
た
場
合
に
あ
つ
て
は
、
当
該
年
金
事
務
所
が
そ
の
業

そ
の
業
務
の
一
部
を
分
掌
す
る
従
た
る
事
務
所
）
）
若
し
く
は
」

務
の
一
部
を
分
掌
す
る
従
た
る
事
務
所
）
）
若
し
く
は
」
と
あ
る

と
あ
る
の
は
「
審
査
請
求
人
の
住
所
地
を
管
轄
す
る
地
方
厚
生
局

の
は
「
審
査
請
求
人
の
住
所
地
を
管
轄
す
る
地
方
厚
生
局
又
は
」

又
は
」
と
す
る
。

と
す
る
。
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○

厚
生
年
金
保
険
制
度
及
び
農
林
漁
業
団
体
職
員
共
済
組
合
制
度
の
統
合
を
図
る
た
め
の
農
林
漁
業
団
体
職
員
共
済
組
合
法
等
を
廃
止
す

る
等
の
法
律
（
平
成
十
三
年
法
律
第
百
一
号
）
（
第
百
六
十
九
条
関
係
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

附

則

附

則

（
旧
農
林
共
済
組
合
に
よ
る
従
前
の
処
分
等
）

（
旧
農
林
共
済
組
合
に
よ
る
従
前
の
処
分
等
）

第
九
条

（
略
）

第
九
条

（
略
）

２

前
項
の
規
定
に
よ
り
厚
生
年
金
保
険
法
に
基
づ
く
処
分
と
み
な

２

前
項
の
規
定
に
よ
り
厚
生
年
金
保
険
法
に
基
づ
く
処
分
と
み
な

さ
れ
た
同
項
各
号
に
掲
げ
る
処
分
に
つ
い
て
社
会
保
険
審
査
官
及

さ
れ
た
同
項
各
号
に
掲
げ
る
処
分
に
つ
い
て
社
会
保
険
審
査
官
及

び
社
会
保
険
審
査
会
法
（
昭
和
二
十
八
年
法
律
第
二
百
六
号
）
第

び
社
会
保
険
審
査
会
法
（
昭
和
二
十
八
年
法
律
第
二
百
六
号
）
第

三
条
第
一
項
第
一
号
及
び
第
三
号
の
規
定
を
適
用
す
る
場
合
に
は

三
条
第
一
号
及
び
第
三
号
の
規
定
を
適
用
す
る
場
合
に
は
、
同
条

、
同
項
第
一
号
中
「
日
本
年
金
機
構
（
以
下
「
機
構
」
と
い
う
。

第
一
号
中
「
日
本
年
金
機
構
（
以
下
「
機
構
」
と
い
う
。
）
が
し

）
が
し
た
」
と
あ
る
の
は
「
厚
生
年
金
保
険
制
度
及
び
農
林
漁
業

た
」
と
あ
る
の
は
「
厚
生
年
金
保
険
制
度
及
び
農
林
漁
業
団
体
職

団
体
職
員
共
済
組
合
制
度
の
統
合
を
図
る
た
め
の
農
林
漁
業
団
体

員
共
済
組
合
制
度
の
統
合
を
図
る
た
め
の
農
林
漁
業
団
体
職
員
共

職
員
共
済
組
合
法
等
を
廃
止
す
る
等
の
法
律
（
平
成
十
三
年
法
律

済
組
合
法
等
を
廃
止
す
る
等
の
法
律
（
平
成
十
三
年
法
律
第
百
一

第
百
一
号
。
以
下
「
平
成
十
三
年
統
合
法
」
と
い
う
。
）
附
則
第

号
。
以
下
「
平
成
十
三
年
統
合
法
」
と
い
う
。
）
附
則
第
九
条
第

九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
日
本
年
金
機
構
（
以
下
「
機
構
」
と

一
項
の
規
定
に
よ
り
日
本
年
金
機
構
（
以
下
「
機
構
」
と
い
う
。

い
う
。
）
が
し
た
も
の
と
み
な
さ
れ
た
」
と
、
「
そ
の
処
分
に
関

）
が
し
た
も
の
と
み
な
さ
れ
た
」
と
、
「
そ
の
処
分
に
関
す
る
事

す
る
事
務
を
処
理
し
た
機
構
の
事
務
所
（
年
金
事
務
所
（
日
本
年

務
を
処
理
し
た
機
構
の
事
務
所
（
年
金
事
務
所
（
日
本
年
金
機
構

金
機
構
法
（
平
成
十
九
年
法
律
第
百
九
号
）
第
二
十
九
条
に
規
定

法
（
平
成
十
九
年
法
律
第
百
九
号
）
第
二
十
九
条
に
規
定
す
る
年

す
る
年
金
事
務
所
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
及
び
第
五
条
第
二
項
に

金
事
務
所
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
及
び
第
五
条
第
二
項
に
お
い
て

お
い
て
同
じ
。
）
が
当
該
事
務
を
処
理
し
た
場
合
に
あ
つ
て
は
、

同
じ
。
）
が
当
該
事
務
を
処
理
し
た
場
合
に
あ
つ
て
は
、
当
該
年

当
該
年
金
事
務
所
が
そ
の
業
務
の
一
部
を
分
掌
す
る
従
た
る
事
務

金
事
務
所
が
そ
の
業
務
の
一
部
を
分
掌
す
る
従
た
る
事
務
所
（
同

所
（
同
法
第
四
条
第
二
項
に
規
定
す
る
従
た
る
事
務
所
を
い
う
。

法
第
四
条
第
二
項
に
規
定
す
る
従
た
る
事
務
所
を
い
う
。
以
下
こ

以
下
こ
の
項
及
び
第
五
条
第
二
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
と
し
、
審

の
条
及
び
第
五
条
第
二
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
と
し
、
審
査
請
求

査
請
求
人
が
当
該
処
分
に
つ
き
経
由
し
た
機
構
の
事
務
所
が
あ
る

人
が
当
該
処
分
に
つ
き
経
由
し
た
機
構
の
事
務
所
が
あ
る
場
合
に

場
合
に
あ
つ
て
は
、
当
該
経
由
し
た
機
構
の
事
務
所
（
年
金
事
務

あ
つ
て
は
、
当
該
経
由
し
た
機
構
の
事
務
所
（
年
金
事
務
所
を
経

所
を
経
由
し
た
場
合
に
あ
つ
て
は
、
当
該
年
金
事
務
所
が
そ
の
業

由
し
た
場
合
に
あ
つ
て
は
、
当
該
年
金
事
務
所
が
そ
の
業
務
の
一

務
の
一
部
を
分
掌
す
る
従
た
る
事
務
所
）
と
す
る
。
）
の
所
在
地

部
を
分
掌
す
る
従
た
る
事
務
所
）
と
す
る
。
）
の
所
在
地
を
管
轄
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を
管
轄
す
る
地
方
厚
生
局
」
と
あ
る
の
は
「
審
査
請
求
人
の
住
所

す
る
地
方
厚
生
局
」
と
あ
る
の
は
「
審
査
請
求
人
の
住
所
地
を
管

地
を
管
轄
す
る
地
方
厚
生
局
」
と
、
同
項
第
三
号
中
「
厚
生
労
働

轄
す
る
地
方
厚
生
局
」
と
、
同
条
第
三
号
中
「
厚
生
労
働
大
臣
が

大
臣
が
し
た
」
と
あ
る
の
は
「
平
成
十
三
年
統
合
法
附
則
第
九
条

し
た
」
と
あ
る
の
は
「
平
成
十
三
年
統
合
法
附
則
第
九
条
第
一
項

第
一
項
の
規
定
に
よ
り
厚
生
労
働
大
臣
が
し
た
も
の
と
み
な
さ
れ

の
規
定
に
よ
り
厚
生
労
働
大
臣
が
し
た
も
の
と
み
な
さ
れ
た
」
と

た
」
と
、
「
審
査
請
求
人
が
当
該
処
分
に
つ
き
経
由
し
た
地
方
厚

、
「
審
査
請
求
人
が
当
該
処
分
に
つ
き
経
由
し
た
地
方
厚
生
局
又

生
局
又
は
機
構
の
事
務
所
（
従
た
る
事
務
所
を
経
由
し
た
場
合
に

は
機
構
の
事
務
所
（
従
た
る
事
務
所
を
経
由
し
た
場
合
に
あ
つ
て

あ
つ
て
は
、
そ
の
従
た
る
事
務
所
（
年
金
事
務
所
を
経
由
し
た
場

は
、
そ
の
従
た
る
事
務
所
（
年
金
事
務
所
を
経
由
し
た
場
合
に
あ

合
に
あ
つ
て
は
、
当
該
年
金
事
務
所
が
そ
の
業
務
の
一
部
を
分
掌

つ
て
は
、
当
該
年
金
事
務
所
が
そ
の
業
務
の
一
部
を
分
掌
す
る
従

す
る
従
た
る
事
務
所
）
）
若
し
く
は
」
と
あ
る
の
は
「
審
査
請
求

た
る
事
務
所
）
）
若
し
く
は
」
と
あ
る
の
は
「
審
査
請
求
人
の
住

人
の
住
所
地
を
管
轄
す
る
地
方
厚
生
局
又
は
」
と
す
る
。

所
地
を
管
轄
す
る
地
方
厚
生
局
又
は
」
と
す
る
。
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○

介
護
保
険
法
（
平
成
九
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
（
第
百
七
十
条
関
係
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
審
査
請
求
）

（
審
査
請
求
）

第
百
七
十
四
条

こ
の
法
律
に
基
づ
く
支
払
基
金
の
処
分
又
は
そ
の

第
百
七
十
四
条

こ
の
法
律
に
基
づ
い
て
し
た
支
払
基
金
の
処
分
に

不
作
為
に
不
服
の
あ
る
者
は
、
厚
生
労
働
大
臣
に
対
し
、
審
査
請

不
服
の
あ
る
者
は
、
厚
生
労
働
大
臣
に
対
し
、
行
政
不
服
審
査
法

求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
厚
生
労
働
大

（
昭
和
三
十
七
年
法
律
第
百
六
十
号
）
に
よ
る
審
査
請
求
を
す
る

臣
は
、
行
政
不
服
審
査
法
（
平
成
二
十
六
年
法
律
第

号
）

こ
と
が
で
き
る
。

第
二
十
五
条
第
二
項
及
び
第
三
項
、
第
四
十
六
条
第
一
項
及
び
第

二
項
、
第
四
十
七
条
並
び
に
第
四
十
九
条
第
三
項
の
規
定
の
適
用

に
つ
い
て
は
、
支
払
基
金
の
上
級
行
政
庁
と
み
な
す
。

（
審
査
請
求
の
期
間
及
び
方
式
）

（
審
査
請
求
の
期
間
及
び
方
式
）

第
百
九
十
二
条

審
査
請
求
は
、
処
分
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
日

第
百
九
十
二
条

審
査
請
求
は
、
処
分
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
日

の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
三
月
以
内
に
、
文
書
又
は
口
頭
で
し
な
け

の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
六
十
日
以
内
に
、
文
書
又
は
口
頭
で
し
な

れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
正
当
な
理
由
に
よ
り
、
こ
の
期
間
内

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
正
当
な
理
由
に
よ
り
、
こ
の
期
間

に
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
こ
と
を
疎
明
し
た
と

内
に
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
こ
と
を
疎
明
し
た

き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

（
市
町
村
に
対
す
る
通
知
）

（
市
町
村
に
対
す
る
通
知
）

第
百
九
十
三
条

保
険
審
査
会
は
、
審
査
請
求
が
さ
れ
た
と
き
は
、

第
百
九
十
三
条

保
険
審
査
会
は
、
審
査
請
求
を
受
理
し
た
と
き
は

行
政
不
服
審
査
法
第
二
十
四
条
の
規
定
に
よ
り
当
該
審
査
請
求
を

、
原
処
分
を
し
た
市
町
村
及
び
そ
の
他
の
利
害
関
係
人
に
通
知
し

却
下
す
る
場
合
を
除
き
、
原
処
分
を
し
た
市
町
村
及
び
そ
の
他
の

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

利
害
関
係
人
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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○

健
康
保
険
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
附
則
第
百
三
十
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
も
の
と
さ
れ
た
同
法

第
二
十
六
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
介
護
保
険
法
（
第
百
七
十
一
条
関
係
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
審
査
請
求
）

（
審
査
請
求
）

第
百
七
十
四
条

こ
の
法
律
に
基
づ
い
て
し
た
支
払
基
金
の
処
分
に

第
百
七
十
四
条

こ
の
法
律
に
基
づ
い
て
し
た
支
払
基
金
の
処
分
に

不
服
の
あ
る
者
は
、
厚
生
労
働
大
臣
に
対
し
、
行
政
不
服
審
査
法

不
服
の
あ
る
者
は
、
厚
生
労
働
大
臣
に
対
し
、
行
政
不
服
審
査
法

（
平
成
二
十
六
年
法
律
第

号
）
に
よ
る
審
査
請
求
を
す
る

（
昭
和
三
十
七
年
法
律
第
百
六
十
号
）
に
よ
る
審
査
請
求
を
す
る

こ
と
が
で
き
る
。

こ
と
が
で
き
る
。

（
審
査
請
求
の
期
間
及
び
方
式
）

（
審
査
請
求
の
期
間
及
び
方
式
）

第
百
九
十
二
条

審
査
請
求
は
、
処
分
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
日

第
百
九
十
二
条

審
査
請
求
は
、
処
分
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
日

の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
三
月
以
内
に
、
文
書
又
は
口
頭
で
し
な
け

の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
六
十
日
以
内
に
、
文
書
又
は
口
頭
で
し
な

れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
正
当
な
理
由
に
よ
り
、
こ
の
期
間
内

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
正
当
な
理
由
に
よ
り
、
こ
の
期
間

に
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
こ
と
を
疎
明
し
た
と

内
に
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
こ
と
を
疎
明
し
た

き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

（
市
町
村
に
対
す
る
通
知
）

（
市
町
村
に
対
す
る
通
知
）

第
百
九
十
三
条

保
険
審
査
会
は
、
審
査
請
求
が
さ
れ
た
と
き
は
、

第
百
九
十
三
条

保
険
審
査
会
は
、
審
査
請
求
を
受
理
し
た
と
き
は

行
政
不
服
審
査
法
第
二
十
四
条
の
規
定
に
よ
り
当
該
審
査
請
求
を

、
原
処
分
を
し
た
市
町
村
及
び
そ
の
他
の
利
害
関
係
人
に
通
知
し

却
下
す
る
場
合
を
除
き
、
原
処
分
を
し
た
市
町
村
及
び
そ
の
他
の

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

利
害
関
係
人
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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○

精
神
保
健
福
祉
士
法
（
平
成
九
年
法
律
第
百
三
十
一
号
）
（
第
百
七
十
二
条
関
係
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
指
定
試
験
機
関
が
し
た
処
分
等
に
係
る
審
査
請
求
）

（
指
定
試
験
機
関
が
し
た
処
分
等
に
係
る
不
服
申
立
て
）

第
二
十
四
条

指
定
試
験
機
関
が
行
う
試
験
事
務
に
係
る
処
分
又
は

第
二
十
四
条

指
定
試
験
機
関
が
行
う
試
験
事
務
に
係
る
処
分
又
は

そ
の
不
作
為
に
つ
い
て
不
服
が
あ
る
者
は
、
厚
生
労
働
大
臣
に
対

そ
の
不
作
為
に
つ
い
て
不
服
が
あ
る
者
は
、
厚
生
労
働
大
臣
に
対

し
、
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、

し
、
行
政
不
服
審
査
法
（
昭
和
三
十
七
年
法
律
第
百
六
十
号
）
に

厚
生
労
働
大
臣
は
、
行
政
不
服
審
査
法
（
平
成
二
十
六
年
法
律
第

よ
る
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

号
）
第
二
十
五
条
第
二
項
及
び
第
三
項
、
第
四
十
六
条
第

一
項
及
び
第
二
項
、
第
四
十
七
条
並
び
に
第
四
十
九
条
第
三
項
の

規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
指
定
試
験
機
関
の
上
級
行
政
庁
と
み

な
す
。
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○

言
語
聴
覚
士
法
（
平
成
九
年
法
律
第
百
三
十
二
号
）
（
第
百
七
十
三
条
関
係
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
指
定
登
録
機
関
が
し
た
処
分
等
に
係
る
審
査
請
求
）

（
指
定
登
録
機
関
が
し
た
処
分
等
に
係
る
不
服
申
立
て
）

第
二
十
五
条

指
定
登
録
機
関
が
行
う
登
録
事
務
に
係
る
処
分
又
は

第
二
十
五
条

指
定
登
録
機
関
が
行
う
登
録
事
務
に
係
る
処
分
又
は

そ
の
不
作
為
に
つ
い
て
不
服
が
あ
る
者
は
、
厚
生
労
働
大
臣
に
対

そ
の
不
作
為
に
つ
い
て
不
服
が
あ
る
者
は
、
厚
生
労
働
大
臣
に
対

し
、
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、

し
、
行
政
不
服
審
査
法
（
昭
和
三
十
七
年
法
律
第
百
六
十
号
）
に

厚
生
労
働
大
臣
は
、
行
政
不
服
審
査
法
（
平
成
二
十
六
年
法
律
第

よ
る
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

号
）
第
二
十
五
条
第
二
項
及
び
第
三
項
、
第
四
十
六
条
第

一
項
及
び
第
二
項
、
第
四
十
七
条
並
び
に
第
四
十
九
条
第
三
項
の

規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
指
定
登
録
機
関
の
上
級
行
政
庁
と
み

な
す
。
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○

感
染
症
の
予
防
及
び
感
染
症
の
患
者
に
対
す
る
医
療
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
年
法
律
第
百
十
四
号
）
（
第
百
七
十
四
条
関
係
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
審
査
請
求
の
特
例
）

（
審
査
請
求
の
特
例
）

第
二
十
五
条

第
二
十
条
第
二
項
若
し
く
は
第
三
項
の
規
定
に
よ
り

第
二
十
五
条

第
二
十
条
第
二
項
若
し
く
は
第
三
項
の
規
定
に
よ
り

入
院
し
て
い
る
患
者
で
あ
っ
て
当
該
入
院
の
期
間
が
三
十
日
を
超

入
院
し
て
い
る
患
者
で
あ
っ
て
当
該
入
院
の
期
間
が
三
十
日
を
超

え
る
も
の
又
は
そ
の
保
護
者
は
、
同
条
第
二
項
又
は
第
三
項
に
規

え
る
も
の
又
は
そ
の
保
護
者
は
、
同
条
第
二
項
又
は
第
三
項
に
規

定
す
る
入
院
の
措
置
に
つ
い
て
文
書
又
は
口
頭
に
よ
り
、
厚
生
労

定
す
る
入
院
の
措
置
に
つ
い
て
文
書
又
は
口
頭
に
よ
り
、
厚
生
労

働
大
臣
に
審
査
請
求
（
再
審
査
請
求
及
び
再
々
審
査
請
求
を
含
む

働
大
臣
に
審
査
請
求
（
再
審
査
請
求
を
含
む
。
以
下
こ
の
条
に
お

。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

い
て
同
じ
。
）
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

（
略
）

２

（
略
）

３

第
二
十
条
第
二
項
若
し
く
は
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
入
院
し
て

３

第
二
十
条
第
二
項
若
し
く
は
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
入
院
し
て

い
る
患
者
で
あ
っ
て
当
該
入
院
の
期
間
が
三
十
日
を
超
え
な
い
も

い
る
患
者
で
あ
っ
て
当
該
入
院
の
期
間
が
三
十
日
を
超
え
な
い
も

の
又
は
そ
の
保
護
者
が
、
厚
生
労
働
大
臣
に
審
査
請
求
を
し
た
と

の
又
は
そ
の
保
護
者
が
、
行
政
不
服
審
査
法
（
昭
和
三
十
七
年
法

き
は
、
厚
生
労
働
大
臣
は
、
当
該
審
査
請
求
に
係
る
入
院
し
て
い

律
第
百
六
十
号
）
に
基
づ
き
厚
生
労
働
大
臣
に
審
査
請
求
を
し
た

る
患
者
が
同
条
第
二
項
又
は
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
入
院
し
た
日

と
き
は
、
厚
生
労
働
大
臣
は
、
当
該
審
査
請
求
に
係
る
入
院
し
て

か
ら
起
算
し
て
三
十
五
日
以
内
に
、
当
該
審
査
請
求
に
対
す
る
裁

い
る
患
者
が
同
条
第
二
項
又
は
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
入
院
し
た

決
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

日
か
ら
起
算
し
て
三
十
五
日
以
内
に
、
当
該
審
査
請
求
に
対
す
る

裁
決
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４

第
二
十
条
第
二
項
若
し
く
は
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
入
院
し
て

４

第
二
十
条
第
二
項
若
し
く
は
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
入
院
し
て

い
る
患
者
で
あ
っ
て
当
該
入
院
の
期
間
が
三
十
日
を
超
え
な
い
も

い
る
患
者
で
あ
っ
て
当
該
入
院
の
期
間
が
三
十
日
を
超
え
な
い
も

の
又
は
そ
の
保
護
者
が
、
都
道
府
県
知
事
に
審
査
請
求
を
し
、
か

の
又
は
そ
の
保
護
者
が
、
行
政
不
服
審
査
法
に
基
づ
き
都
道
府
県

つ
、
当
該
入
院
し
て
い
る
患
者
の
入
院
の
期
間
が
三
十
日
を
超
え

知
事
に
審
査
請
求
を
し
、
か
つ
、
当
該
入
院
し
て
い
る
患
者
の
入

た
と
き
は
、
都
道
府
県
知
事
は
、
直
ち
に
、
事
件
を
厚
生
労
働
大

院
の
期
間
が
三
十
日
を
超
え
た
と
き
は
、
都
道
府
県
知
事
は
、
直

臣
に
移
送
し
、
か
つ
、
そ
の
旨
を
審
査
請
求
人
に
通
知
し
な
け
れ

ち
に
、
事
件
を
厚
生
労
働
大
臣
に
移
送
し
、
か
つ
、
そ
の
旨
を
審

ば
な
ら
な
い
。

査
請
求
人
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

５
・
６

（
略
）

５
・
６

（
略
）

７

第
十
九
条
第
三
項
又
は
第
五
項
の
規
定
に
よ
る
入
院
の
措
置
に

〔
新
設
〕

係
る
審
査
請
求
に
つ
い
て
は
、
行
政
不
服
審
査
法
（
平
成
二
十
六
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年
法
律
第

号
）
第
二
章
第
四
節
の
規
定
は
、
適
用
し
な
い

。（
診
療
報
酬
の
請
求
、
審
査
及
び
支
払
）

（
診
療
報
酬
の
請
求
、
審
査
及
び
支
払
）

第
四
十
条

（
略
）

第
四
十
条

（
略
）

２
～
６

（
略
）

２
～
６

（
略
）

７

第
三
項
の
規
定
に
よ
る
診
療
報
酬
の
額
の
決
定
に
つ
い
て
は
、

７

第
三
項
の
規
定
に
よ
る
診
療
報
酬
の
額
の
決
定
に
つ
い
て
は
、

審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

行
政
不
服
審
査
法
に
よ
る
不
服
申
立
て
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い

。

（
不
服
申
立
て
）

（
再
審
査
請
求
）

第
六
十
五
条

こ
の
法
律
に
規
定
す
る
事
務
の
う
ち
保
健
所
を
設
置

第
六
十
五
条

こ
の
法
律
に
規
定
す
る
事
務
の
う
ち
保
健
所
を
設
置

す
る
市
又
は
特
別
区
の
長
が
行
う
処
分
（
地
方
自
治
法
第
二
条
第

す
る
市
又
は
特
別
区
の
長
が
行
う
処
分
（
地
方
自
治
法
第
二
条
第

九
項
第
一
号
に
規
定
す
る
第
一
号
法
定
受
託
事
務
（
次
項
及
び
次

九
項
第
一
号
に
規
定
す
る
第
一
号
法
定
受
託
事
務
に
係
る
も
の
に

条
に
お
い
て
「
第
一
号
法
定
受
託
事
務
」
と
い
う
。
）
に
係
る
も

限
る
。
）
に
つ
い
て
の
審
査
請
求
の
裁
決
に
不
服
が
あ
る
者
は
、

の
に
限
る
。
）
に
つ
い
て
の
審
査
請
求
の
裁
決
に
不
服
が
あ
る
者

厚
生
労
働
大
臣
に
対
し
て
再
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

は
、
厚
生
労
働
大
臣
に
対
し
て
再
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き

る
。

２

保
健
所
を
設
置
す
る
市
又
は
特
別
区
の
長
が
第
六
十
四
条
の
規

〔
新
設
〕

定
に
よ
り
そ
の
処
理
す
る
こ
と
と
さ
れ
た
事
務
の
う
ち
第
一
号
法

定
受
託
事
務
に
係
る
処
分
を
す
る
権
限
を
そ
の
補
助
機
関
で
あ
る

職
員
又
は
そ
の
管
理
に
属
す
る
行
政
機
関
の
長
に
委
任
し
た
場
合

に
お
い
て
、
委
任
を
受
け
た
職
員
又
は
行
政
機
関
の
長
が
そ
の
委

任
に
基
づ
い
て
し
た
処
分
に
つ
き
、
地
方
自
治
法
第
二
百
五
十
五

条
の
二
第
二
項
の
再
審
査
請
求
の
裁
決
が
あ
っ
た
と
き
は
、
当
該

裁
決
に
不
服
が
あ
る
者
は
、
同
法
第
二
百
五
十
二
条
の
十
七
の
四

第
五
項
か
ら
第
七
項
ま
で
の
規
定
の
例
に
よ
り
、
厚
生
労
働
大
臣

に
対
し
て
再
々
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
事
務
の
区
分
）

（
事
務
の
区
分
）

第
六
十
五
条
の
二

第
三
章
（
第
十
二
条
第
四
項
、
同
条
第
五
項
に

第
六
十
五
条
の
二

第
三
章
（
第
十
二
条
第
四
項
、
同
条
第
五
項
に

お
い
て
準
用
す
る
同
条
第
二
項
及
び
第
三
項
、
第
十
四
条
、
第
十

お
い
て
準
用
す
る
同
条
第
二
項
及
び
第
三
項
、
第
十
四
条
、
第
十

六
条
並
び
に
第
十
六
条
の
二
を
除
く
。
）
、
第
四
章
（
第
十
八
条

六
条
並
び
に
第
十
六
条
の
二
を
除
く
。
）
、
第
四
章
（
第
十
八
条

第
五
項
及
び
第
六
項
、
第
十
九
条
第
二
項
及
び
第
七
項
並
び
に
第

第
五
項
及
び
第
六
項
、
第
十
九
条
第
二
項
及
び
第
七
項
並
び
に
第
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二
十
条
第
六
項
及
び
第
八
項
（
第
二
十
六
条
に
お
い
て
こ
れ
ら
の

二
十
条
第
六
項
及
び
第
八
項
（
第
二
十
六
条
に
お
い
て
こ
れ
ら
の

規
定
を
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
第
二
十
四
条
並
び
に
第
二

規
定
を
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
第
二
十
四
条
並
び
に
第
二

十
四
条
の
二
（
第
二
十
六
条
及
び
第
四
十
九
条
の
二
に
お
い
て
準

十
四
条
の
二
（
第
二
十
六
条
及
び
第
四
十
九
条
の
二
に
お
い
て
準

用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
を
除
く
。
）
、
第
三
十
二
条
、
第
三
十

用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
を
除
く
。
）
、
第
三
十
二
条
、
第
三
十

三
条
、
第
三
十
八
条
第
二
項
（
第
一
種
感
染
症
指
定
医
療
機
関
に

三
条
、
第
三
十
八
条
第
二
項
（
第
一
種
感
染
症
指
定
医
療
機
関
に

係
る
部
分
に
限
る
。
）
及
び
第
五
項
、
同
条
第
八
項
及
び
第
九
項

係
る
部
分
に
限
る
。
）
及
び
第
五
項
、
同
条
第
八
項
及
び
第
九
項

（
第
一
種
感
染
症
指
定
医
療
機
関
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
、
第

（
第
一
種
感
染
症
指
定
医
療
機
関
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
、
第

四
十
四
条
の
三
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
、
第
四
十
四
条
の
五
、

四
十
四
条
の
三
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
、
第
四
十
四
条
の
五
、

第
八
章
（
第
四
十
六
条
第
五
項
及
び
第
七
項
、
第
五
十
条
第
五
項

第
八
章
（
第
四
十
六
条
第
五
項
及
び
第
七
項
、
第
五
十
条
第
五
項

、
同
条
第
七
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
三
十
六
条
第
四
項
に
お
い

、
同
条
第
七
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
三
十
六
条
第
四
項
に
お
い

て
準
用
す
る
同
条
第
一
項
及
び
第
二
項
、
第
五
十
条
の
二
第
四
項

て
準
用
す
る
同
条
第
一
項
及
び
第
二
項
、
第
五
十
条
の
二
第
四
項

に
お
い
て
準
用
す
る
第
四
十
四
条
の
三
第
四
項
及
び
第
五
項
並
び

に
お
い
て
準
用
す
る
第
四
十
四
条
の
三
第
四
項
及
び
第
五
項
並
び

に
第
五
十
一
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
条
第
一
項
か
ら
第

に
第
五
十
一
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
条
第
一
項
か
ら
第

三
項
ま
で
を
除
く
。
）
並
び
に
第
十
章
の
規
定
に
よ
り
都
道
府
県

三
項
ま
で
を
除
く
。
）
並
び
に
第
十
章
の
規
定
に
よ
り
都
道
府
県

、
保
健
所
を
設
置
す
る
市
又
は
特
別
区
が
処
理
す
る
こ
と
と
さ
れ

、
保
健
所
を
設
置
す
る
市
又
は
特
別
区
が
処
理
す
る
こ
と
と
さ
れ

て
い
る
事
務
は
、
第
一
号
法
定
受
託
事
務
と
す
る
。

て
い
る
事
務
は
、
地
方
自
治
法
第
二
条
第
九
項
第
一
号
に
規
定
す

る
第
一
号
法
定
受
託
事
務
と
す
る
。
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○

児
童
虐
待
の
防
止
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
二
年
法
律
第
八
十
二
号
）
（
第
百
七
十
五
条
関
係
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
審
査
請
求
の
制
限
）

（
不
服
申
立
て
の
制
限
）

第
十
条
の
五

臨
検
等
に
係
る
処
分
に
つ
い
て
は
、
審
査
請
求
を
す

第
十
条
の
五

臨
検
等
に
係
る
処
分
に
つ
い
て
は
、
行
政
不
服
審
査

る
こ
と
が
で
き
な
い
。

法
（
昭
和
三
十
七
年
法
律
第
百
六
十
号
）
に
よ
る
不
服
申
立
て
を

す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
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○

独
立
行
政
法
人
医
薬
品
医
療
機
器
総
合
機
構
法
（
平
成
十
四
年
法
律
第
百
九
十
二
号
）
（
第
百
七
十
六
条
関
係
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
審
査
の
申
立
て
等
）

（
審
査
の
申
立
て
等
）

第
三
十
五
条

（
略
）

第
三
十
五
条

（
略
）

２

拠
出
金
の
督
促
及
び
滞
納
処
分
に
不
服
が
あ
る
者
は
、
厚
生
労

２

拠
出
金
の
督
促
及
び
滞
納
処
分
に
不
服
が
あ
る
者
は
、
厚
生
労

働
大
臣
に
対
し
、
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合

働
大
臣
に
対
し
、
行
政
不
服
審
査
法
（
昭
和
三
十
七
年
法
律
第
百

に
お
い
て
、
厚
生
労
働
大
臣
は
、
行
政
不
服
審
査
法
（
平
成
二
十

六
十
号
）
に
よ
る
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

六
年
法
律
第

号
）
第
二
十
五
条
第
二
項
及
び
第
三
項
、
第

四
十
六
条
第
一
項
並
び
に
第
四
十
七
条
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て

は
、
機
構
の
上
級
行
政
庁
と
み
な
す
。
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○

障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律
（
平
成
十
七
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
（
第
百
七
十
七
条
関

係
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
自
立
支
援
医
療
費
等
の
審
査
及
び
支
払
）

（
自
立
支
援
医
療
費
等
の
審
査
及
び
支
払
）

第
七
十
三
条

（
略
）

第
七
十
三
条

（
略
）

２
～
５

（
略
）

２
～
５

（
略
）

６

第
一
項
の
規
定
に
よ
る
自
立
支
援
医
療
費
等
の
額
の
決
定
に
つ

６

第
一
項
の
規
定
に
よ
る
自
立
支
援
医
療
費
等
の
額
の
決
定
に
つ

い
て
は
、
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

い
て
は
、
行
政
不
服
審
査
法
（
昭
和
三
十
七
年
法
律
第
百
六
十
号

）
に
よ
る
不
服
申
立
て
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

（
審
査
請
求
の
期
間
及
び
方
式
）

（
審
査
請
求
の
期
間
及
び
方
式
）

第
百
一
条

審
査
請
求
は
、
処
分
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
日
の
翌

第
百
一
条

審
査
請
求
は
、
処
分
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
日
の
翌

日
か
ら
起
算
し
て
三
月
以
内
に
、
文
書
又
は
口
頭
で
し
な
け
れ
ば

日
か
ら
起
算
し
て
六
十
日
以
内
に
、
文
書
又
は
口
頭
で
し
な
け
れ

な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
正
当
な
理
由
に
よ
り
、
こ
の
期
間
内
に
審

ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
正
当
な
理
由
に
よ
り
、
こ
の
期
間
内
に

査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
こ
と
を
疎
明
し
た
と
き
は

審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
こ
と
を
疎
明
し
た
と
き

、
こ
の
限
り
で
な
い
。

は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

（
市
町
村
に
対
す
る
通
知
）

（
市
町
村
に
対
す
る
通
知
）

第
百
二
条

都
道
府
県
知
事
は
、
審
査
請
求
が
さ
れ
た
と
き
は
、
行

第
百
二
条

都
道
府
県
知
事
は
、
審
査
請
求
を
受
理
し
た
と
き
は
、

政
不
服
審
査
法
（
平
成
二
十
六
年
法
律
第

号
）
第
二
十
四

原
処
分
を
し
た
市
町
村
及
び
そ
の
他
の
利
害
関
係
人
に
通
知
し
な

条
の
規
定
に
よ
り
当
該
審
査
請
求
を
却
下
す
る
場
合
を
除
き
、
原

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

処
分
を
し
た
市
町
村
及
び
そ
の
他
の
利
害
関
係
人
に
通
知
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
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○

社
会
保
障
協
定
の
実
施
に
伴
う
厚
生
年
金
保
険
法
等
の
特
例
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
九
年
法
律
第
百
四
号
）
（
第
百
七
十
八
条
関

係
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

目
次

目
次

第
一
章
～
第
七
章

（
略
）

第
一
章
～
第
七
章

（
略
）

第
八
章

国
家
公
務
員
共
済
組
合
法
関
係

第
八
章

国
家
公
務
員
共
済
組
合
法
関
係

第
一
節

（
略
）

第
一
節

（
略
）

第
二
節

審
査
請
求
に
関
す
る
特
例
等
（
第
四
十
六
条
―
第
四

第
二
節

不
服
申
立
て
に
関
す
る
特
例
等
（
第
四
十
六
条
―
第

十
八
条
）

四
十
八
条
）

第
九
章

地
方
公
務
員
等
共
済
組
合
法
関
係

第
九
章

地
方
公
務
員
等
共
済
組
合
法
関
係

第
一
節

（
略
）

第
一
節

（
略
）

第
二
節

審
査
請
求
に
関
す
る
特
例
等
（
第
五
十
条
―
第
五
十

第
二
節

不
服
申
立
て
に
関
す
る
特
例
等
（
第
五
十
条
―
第
五

三
条
）

十
三
条
）

第
十
章

私
立
学
校
教
職
員
共
済
法
関
係

第
十
章

私
立
学
校
教
職
員
共
済
法
関
係

第
一
節

（
略
）

第
一
節

（
略
）

第
二
節

審
査
請
求
に
関
す
る
特
例
等
（
第
五
十
五
条
―
第
五

第
二
節

不
服
申
立
て
に
関
す
る
特
例
等
（
第
五
十
五
条
―
第

十
七
条
）

五
十
七
条
）

第
十
一
章

（
略
）

第
十
一
章

（
略
）

附
則

附
則

第
八
章

国
家
公
務
員
共
済
組
合
法
関
係

第
八
章

国
家
公
務
員
共
済
組
合
法
関
係

第
二
節

審
査
請
求
に
関
す
る
特
例
等

第
二
節

不
服
申
立
て
に
関
す
る
特
例
等

（
国
共
済
法
の
規
定
に
よ
る
審
査
請
求
の
手
続
の
特
例
）

（
国
共
済
法
の
規
定
に
よ
る
審
査
請
求
の
手
続
の
特
例
）

第
四
十
七
条

（
略
）

第
四
十
七
条

（
略
）

２

前
項
の
場
合
に
お
け
る
国
共
済
法
第
百
三
条
第
二
項
の
規
定
に

２

前
項
の
場
合
に
お
け
る
国
共
済
法
第
百
三
条
第
二
項
の
規
定
に

よ
る
審
査
請
求
の
期
間
の
計
算
に
つ
い
て
は
、
そ
の
経
由
し
た
相

よ
る
審
査
請
求
の
期
間
の
計
算
に
つ
い
て
は
、
そ
の
経
由
し
た
相

手
国
実
施
機
関
等
に
審
査
請
求
書
を
提
出
し
、
又
は
行
政
不
服
審

手
国
実
施
機
関
等
に
審
査
請
求
書
を
提
出
し
、
又
は
行
政
不
服
審

査
法
（
平
成
二
十
六
年
法
律
第

号
）
第
十
九
条
第
二
項
及

査
法
（
昭
和
三
十
七
年
法
律
第
百
六
十
号
）
第
十
五
条
第
一
項
及

び
第
四
項
に
規
定
す
る
事
項
を
口
頭
で
陳
述
し
た
時
に
審
査
請
求

び
第
二
項
に
規
定
す
る
事
項
を
口
頭
で
陳
述
し
た
時
に
審
査
請
求
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が
あ
っ
た
も
の
と
み
な
す
。

が
あ
っ
た
も
の
と
み
な
す
。

３

（
略
）

３

（
略
）

第
九
章

地
方
公
務
員
共
済
組
合
法
関
係

第
九
章

地
方
公
務
員
共
済
組
合
法
関
係

第
二
節

審
査
請
求
に
関
す
る
特
例
等

第
二
節

不
服
申
立
て
に
関
す
る
特
例
等

（
地
共
済
法
の
規
定
に
よ
る
審
査
請
求
の
手
続
の
特
例
）

（
地
共
済
法
の
規
定
に
よ
る
審
査
請
求
の
手
続
の
特
例
）

第
五
十
一
条

（
略
）

第
五
十
一
条

（
略
）

２

前
項
の
場
合
に
お
け
る
地
共
済
法
第
百
十
七
条
第
二
項
の
規
定

２

前
項
の
場
合
に
お
け
る
地
共
済
法
第
百
十
七
条
第
二
項
の
規
定

に
よ
る
審
査
請
求
の
期
間
の
計
算
に
つ
い
て
は
、
そ
の
経
由
し
た

に
よ
る
審
査
請
求
の
期
間
の
計
算
に
つ
い
て
は
、
そ
の
経
由
し
た

相
手
国
実
施
機
関
等
に
審
査
請
求
書
を
提
出
し
、
又
は
行
政
不
服

相
手
国
実
施
機
関
等
に
審
査
請
求
書
を
提
出
し
、
又
は
行
政
不
服

審
査
法
第
十
九
条
第
二
項
及
び
第
四
項
に
規
定
す
る
事
項
を
口
頭

審
査
法
第
十
五
条
第
一
項
及
び
第
二
項
に
規
定
す
る
事
項
を
口
頭

で
陳
述
し
た
時
に
審
査
請
求
が
あ
っ
た
も
の
と
み
な
す
。

で
陳
述
し
た
時
に
審
査
請
求
が
あ
っ
た
も
の
と
み
な
す
。

３

（
略
）

３

（
略
）

第
十
章

私
立
学
校
教
職
員
共
済
法
関
係

第
十
章

私
立
学
校
教
職
員
共
済
法
関
係

第
二
節

審
査
請
求
に
関
す
る
特
例
等

第
二
節

不
服
申
立
て
に
関
す
る
特
例
等

（
私
学
共
済
法
の
規
定
に
よ
る
審
査
請
求
の
手
続
の
特
例
）

（
私
学
共
済
法
の
規
定
に
よ
る
審
査
請
求
の
手
続
の
特
例
）

第
五
十
六
条

（
略
）

第
五
十
六
条

（
略
）

２

前
項
の
場
合
に
お
け
る
私
学
共
済
法
第
三
十
六
条
第
二
項
の
規

２

前
項
の
場
合
に
お
け
る
私
学
共
済
法
第
三
十
六
条
第
二
項
の
規

定
に
よ
る
審
査
請
求
の
期
間
の
計
算
に
つ
い
て
は
、
そ
の
経
由
し

定
に
よ
る
審
査
請
求
の
期
間
の
計
算
に
つ
い
て
は
、
そ
の
経
由
し

た
相
手
国
実
施
機
関
等
に
審
査
請
求
書
を
提
出
し
、
又
は
行
政
不

た
相
手
国
実
施
機
関
等
に
審
査
請
求
書
を
提
出
し
、
又
は
行
政
不

服
審
査
法
第
十
九
条
第
二
項
及
び
第
四
項
に
規
定
す
る
事
項
を
口

服
審
査
法
第
十
五
条
第
一
項
及
び
第
二
項
に
規
定
す
る
事
項
を
口

頭
で
陳
述
し
た
時
に
審
査
請
求
が
あ
っ
た
も
の
と
み
な
す
。

頭
で
陳
述
し
た
時
に
審
査
請
求
が
あ
っ
た
も
の
と
み
な
す
。

３

（
略
）

３

（
略
）

（
国
民
年
金
法
又
は
厚
生
年
金
保
険
法
の
規
定
に
よ
る
審
査
請
求

（
国
民
年
金
法
又
は
厚
生
年
金
保
険
法
の
規
定
に
よ
る
審
査
請
求

等
の
手
続
の
特
例
）

等
の
手
続
の
特
例
）

第
五
十
八
条

（
略
）

第
五
十
八
条

（
略
）

２

前
項
の
場
合
に
お
け
る
社
会
保
険
審
査
官
及
び
社
会
保
険
審
査

２

前
項
の
場
合
に
お
け
る
社
会
保
険
審
査
官
及
び
社
会
保
険
審
査

会
法
第
四
条
若
し
く
は
第
三
十
二
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
審
査

会
法
第
四
条
若
し
く
は
第
三
十
二
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
審
査

請
求
期
間
又
は
同
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
再
審
査
請
求
期
間
の

請
求
の
期
間
又
は
同
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
再
審
査
請
求
の
期

計
算
に
つ
い
て
は
、
そ
の
経
由
し
た
相
手
国
実
施
機
関
等
に
審
査

間
の
計
算
に
つ
い
て
は
、
そ
の
経
由
し
た
相
手
国
実
施
機
関
等
に

請
求
書
若
し
く
は
再
審
査
請
求
書
を
提
出
し
、
又
は
口
頭
で
陳
述

審
査
請
求
書
若
し
く
は
再
審
査
請
求
書
を
提
出
し
、
又
は
口
頭
で

し
た
時
に
、
審
査
請
求
又
は
再
審
査
請
求
が
あ
っ
た
も
の
と
み
な

陳
述
し
た
時
に
、
審
査
請
求
又
は
再
審
査
請
求
が
あ
っ
た
も
の
と
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す
。

み
な
す
。

３

（
略
）

３

（
略
）
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○

厚
生
年
金
保
険
の
保
険
給
付
及
び
保
険
料
の
納
付
の
特
例
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
九
年
法
律
第
百
三
十
一
号
）
（
第
百
七
十
九
条

関
係
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
審
査
請
求
等
）

（
審
査
請
求
等
）

第
十
一
条

厚
生
労
働
大
臣
の
し
た
特
例
納
付
保
険
料
の
徴
収
の
処

第
十
一
条

厚
生
労
働
大
臣
の
し
た
特
例
納
付
保
険
料
の
徴
収
の
処

分
又
は
第
二
条
第
八
項
の
規
定
に
よ
り
そ
の
例
に
よ
る
も
の
と
さ

分
又
は
第
二
条
第
八
項
の
規
定
に
よ
り
そ
の
例
に
よ
る
も
の
と
さ

れ
る
厚
生
年
金
保
険
法
第
八
十
六
条
の
規
定
に
よ
る
処
分
は
、
同

れ
る
厚
生
年
金
保
険
法
第
八
十
六
条
の
規
定
に
よ
る
処
分
は
、
同

法
に
基
づ
く
処
分
と
み
な
し
て
、
同
法
第
九
十
一
条
第
一
項
及
び

法
に
基
づ
く
処
分
と
み
な
し
て
、
同
法
第
九
十
一
条
第
一
項
、
第

第
九
十
一
条
の
二
の
規
定
並
び
に
社
会
保
険
審
査
官
及
び
社
会
保

九
十
一
条
の
二
及
び
第
九
十
一
条
の
三
の
規
定
並
び
に
社
会
保
険

険
審
査
会
法
（
昭
和
二
十
八
年
法
律
第
二
百
六
号
）
の
規
定
を
適

審
査
官
及
び
社
会
保
険
審
査
会
法
（
昭
和
二
十
八
年
法
律
第
二
百

用
す
る
。

六
号
）
の
規
定
を
適
用
す
る
。
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○

厚
生
年
金
保
険
の
保
険
給
付
及
び
国
民
年
金
の
給
付
の
支
払
の
遅
延
に
係
る
加
算
金
の
支
給
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
一
年
法
律
第

三
十
七
号
）
（
第
百
八
十
条
関
係
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
不
服
申
立
て
）

（
不
服
申
立
て
）

第
八
条

（
略
）

第
八
条

（
略
）

２

審
査
請
求
を
し
た
日
か
ら
二
月
以
内
に
決
定
が
な
い
と
き
は
、

２

審
査
請
求
を
し
た
日
か
ら
六
十
日
以
内
に
決
定
が
な
い
と
き
は

審
査
請
求
人
は
、
社
会
保
険
審
査
官
が
審
査
請
求
を
棄
却
し
た
も

、
審
査
請
求
人
は
、
社
会
保
険
審
査
官
が
審
査
請
求
を
棄
却
し
た

の
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
。

も
の
と
み
な
し
て
、
社
会
保
険
審
査
会
に
対
し
て
再
審
査
請
求
を

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
行
政
不
服
審
査
法
の
適
用
関
係
）

（
行
政
不
服
審
査
法
の
適
用
関
係
）

第
十
条

前
二
条
の
審
査
請
求
及
び
第
八
条
第
一
項
の
再
審
査
請
求

第
十
条

前
二
条
の
審
査
請
求
及
び
再
審
査
請
求
に
つ
い
て
は
、
行

に
つ
い
て
は
、
行
政
不
服
審
査
法
（
平
成
二
十
六
年
法
律
第

政
不
服
審
査
法
（
昭
和
三
十
七
年
法
律
第
百
六
十
号
）
第
二
章
第

号
）
第
二
章
（
第
二
十
二
条
を
除
く
。
）
及
び
第
四
章
の
規
定

一
節
、
第
二
節
（
第
十
八
条
及
び
第
十
九
条
を
除
く
。
）
及
び
第

は
、
適
用
し
な
い
。

五
節
の
規
定
を
適
用
し
な
い
。

（
審
査
請
求
と
訴
訟
と
の
関
係
）

（
不
服
申
立
て
と
訴
訟
と
の
関
係
）

第
十
一
条

第
八
条
第
一
項
又
は
第
九
条
に
規
定
す
る
処
分
（
保
険

第
十
一
条

第
八
条
第
一
項
又
は
第
九
条
に
規
定
す
る
処
分
の
取
消

給
付
遅
延
特
別
加
算
金
の
支
給
又
は
給
付
遅
延
特
別
加
算
金
の
支

し
の
訴
え
は
、
当
該
処
分
に
つ
い
て
の
再
審
査
請
求
又
は
審
査
請

給
に
関
す
る
処
分
に
限
る
。
）
の
取
消
し
の
訴
え
は
、
当
該
処
分

求
に
対
す
る
社
会
保
険
審
査
会
の
裁
決
を
経
た
後
で
な
け
れ
ば
、

に
つ
い
て
の
審
査
請
求
に
対
す
る
社
会
保
険
審
査
官
の
決
定
又
は

提
起
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

社
会
保
険
審
査
会
の
裁
決
を
経
た
後
で
な
け
れ
ば
、
提
起
す
る
こ

と
が
で
き
な
い
。
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○

平
成
二
十
二
年
度
等
に
お
け
る
子
ど
も
手
当
の
支
給
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
二
年
法
律
第
十
九
号
）
（
第
百
八
十
一
条
関
係
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
時
効
）

（
時
効
）

第
二
十
四
条

（
略
）

第
二
十
四
条

（
略
）

２

子
ど
も
手
当
の
支
給
に
関
す
る
処
分
に
つ
い
て
の
審
査
請
求
は

２

子
ど
も
手
当
の
支
給
に
関
す
る
処
分
に
つ
い
て
の
不
服
申
立
て

、
時
効
の
中
断
に
関
し
て
は
、
裁
判
上
の
請
求
と
み
な
す
。

は
、
時
効
の
中
断
に
関
し
て
は
、
裁
判
上
の
請
求
と
み
な
す
。

３

（
略
）

３

（
略
）

（
不
服
申
立
て
と
訴
訟
と
の
関
係
）

第
二
十
六
条

削
除

第
二
十
六
条

子
ど
も
手
当
の
支
給
に
関
す
る
処
分
又
は
第
十
三
条

第
一
項
の
規
定
に
よ
る
徴
収
金
に
関
す
る
処
分
の
取
消
し
の
訴
え

は
、
当
該
処
分
に
つ
い
て
の
審
査
請
求
に
対
す
る
裁
決
又
は
当
該

処
分
に
つ
い
て
の
異
議
申
立
て
に
対
す
る
決
定
を
経
た
後
で
な
け

れ
ば
、
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
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○

平
成
二
十
三
年
度
に
お
け
る
子
ど
も
手
当
の
支
給
等
に
関
す
る
特
別
措
置
法
（
平
成
二
十
三
年
法
律
第
百
七
号
）
（
第
百
八
十
二
条
関

係
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
時
効
）

（
時
効
）

第
二
十
八
条

（
略
）

第
二
十
八
条

（
略
）

２

子
ど
も
手
当
の
支
給
に
関
す
る
処
分
に
つ
い
て
の
審
査
請
求
は

２

子
ど
も
手
当
の
支
給
に
関
す
る
処
分
に
つ
い
て
の
不
服
申
立
て

、
時
効
の
中
断
に
関
し
て
は
、
裁
判
上
の
請
求
と
み
な
す
。

は
、
時
効
の
中
断
に
関
し
て
は
、
裁
判
上
の
請
求
と
み
な
す
。

３

（
略
）

３

（
略
）

（
不
服
申
立
て
と
訴
訟
と
の
関
係
）

第
三
十
条

削
除

第
三
十
条

子
ど
も
手
当
の
支
給
に
関
す
る
処
分
又
は
第
十
三
条
第

一
項
の
規
定
に
よ
る
徴
収
金
に
関
す
る
処
分
の
取
消
し
の
訴
え
は

、
当
該
処
分
に
つ
い
て
の
審
査
請
求
に
対
す
る
裁
決
又
は
当
該
処

分
に
つ
い
て
の
異
議
申
立
て
に
対
す
る
決
定
を
経
た
後
で
な
け
れ

ば
、
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
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○

公
的
年
金
制
度
の
健
全
性
及
び
信
頼
性
の
確
保
の
た
め
の
厚
生
年
金
保
険
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
五
年
法
律
第
六
十

三
号
）
（
第
百
八
十
三
条
関
係
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

附

則

附

則

（
社
会
保
険
審
査
官
及
び
社
会
保
険
審
査
会
法
の
一
部
改
正
に
伴

（
社
会
保
険
審
査
官
及
び
社
会
保
険
審
査
会
法
の
一
部
改
正
に
伴

う
経
過
措
置
）

う
経
過
措
置
）

第
百
二
十
二
条

（
略
）

第
百
二
十
二
条

（
略
）

２

前
項
の
審
査
請
求
に
関
す
る
審
査
会
法
第
一
条
第
一
項
、
第
三

２

前
項
の
審
査
請
求
に
関
す
る
審
査
会
法
第
一
条
第
一
項
、
第
三

条
第
一
項
第
二
号
及
び
第
九
条
第
一
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て

条
第
二
号
及
び
第
九
条
第
一
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
審

は
、
審
査
会
法
第
一
条
第
一
項
中
「
除
く
。
以
下
同
じ
。
）
」
と

査
会
法
第
一
条
第
一
項
中
「
除
く
。
以
下
同
じ
。
）
」
と
あ
る
の

あ
る
の
は
「
除
き
、
公
的
年
金
制
度
の
健
全
性
及
び
信
頼
性
の
確

は
「
除
き
、
公
的
年
金
制
度
の
健
全
性
及
び
信
頼
性
の
確
保
の
た

保
の
た
め
の
厚
生
年
金
保
険
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平

め
の
厚
生
年
金
保
険
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十

成
二
十
五
年
法
律
第
六
十
三
号
。
以
下
「
平
成
二
十
五
年
改
正
法

五
年
法
律
第
六
十
三
号
。
以
下
「
平
成
二
十
五
年
改
正
法
」
と
い

」
と
い
う
。
）
附
則
第
八
十
四
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含

う
。
）
附
則
第
八
十
四
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
以

む
。
以
下
同
じ
。
）
」
と
、
「
審
査
請
求
」
と
あ
る
の
は
「
審
査

下
同
じ
。
）
」
と
、
「
審
査
請
求
」
と
あ
る
の
は
「
審
査
請
求
（

請
求
（
平
成
二
十
五
年
改
正
法
附
則
第
六
十
八
条
の
規
定
に
よ
り

平
成
二
十
五
年
改
正
法
附
則
第
六
十
八
条
の
規
定
に
よ
り
な
お
従

な
お
従
前
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
た
も
の
を
含
む
。
以
下
同
じ

前
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
た
も
の
を
含
む
。
以
下
同
じ
。
）
」

。
）
」
と
、
同
号
中
「
、
健
康
保
険
組
合
」
と
あ
る
の
は
「
、
健

と
、
審
査
会
法
第
三
条
第
二
号
中
「
、
健
康
保
険
組
合
」
と
あ
る

康
保
険
組
合
、
平
成
二
十
五
年
改
正
法
附
則
第
三
条
第
十
一
号
に

の
は
「
、
健
康
保
険
組
合
、
平
成
二
十
五
年
改
正
法
附
則
第
三
条

規
定
す
る
存
続
厚
生
年
金
基
金
（
以
下
「
存
続
厚
生
年
金
基
金
」

第
十
一
号
に
規
定
す
る
存
続
厚
生
年
金
基
金
（
以
下
「
存
続
厚
生

と
い
う
。
）
若
し
く
は
同
条
第
十
三
号
に
規
定
す
る
存
続
連
合
会

年
金
基
金
」
と
い
う
。
）
若
し
く
は
同
条
第
十
三
号
に
規
定
す
る

（
以
下
「
存
続
連
合
会
」
と
い
う
。
）
」
と
、
「
し
た
処
分
」
と

存
続
連
合
会
（
以
下
「
存
続
連
合
会
」
と
い
う
。
）
」
と
、
「
し

あ
る
の
は
「
し
た
処
分
（
存
続
連
合
会
が
し
た
処
分
に
あ
つ
て
は

た
処
分
」
と
あ
る
の
は
「
し
た
処
分
（
存
続
連
合
会
が
し
た
処
分

、
平
成
二
十
五
年
改
正
法
附
則
第
六
十
一
条
第
一
項
か
ら
第
四
項

に
あ
つ
て
は
、
平
成
二
十
五
年
改
正
法
附
則
第
六
十
一
条
第
一
項

ま
で
の
規
定
に
よ
り
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
も
の
と
さ
れ
た
平

か
ら
第
四
項
ま
で
の
規
定
に
よ
り
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
も
の

成
二
十
五
年
改
正
法
第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
厚
生
年
金

と
さ
れ
た
平
成
二
十
五
年
改
正
法
第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前

保
険
法
の
規
定
に
基
づ
く
も
の
に
限
る
。
第
九
条
第
一
項
に
お
い

の
厚
生
年
金
保
険
法
の
規
定
に
基
づ
く
も
の
に
限
る
。
第
九
条
第

て
同
じ
。
）
」
と
、
審
査
会
法
第
九
条
第
一
項
中
「
保
険
者
（
」

一
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
」
と
、
審
査
会
法
第
九
条
第
一
項
中
「
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と
あ
る
の
は
「
保
険
者
（
存
続
厚
生
年
金
基
金
若
し
く
は
存
続
連

保
険
者
（
」
と
あ
る
の
は
「
保
険
者
（
存
続
厚
生
年
金
基
金
若
し

合
会
、
」
と
す
る
。

く
は
存
続
連
合
会
、
」
と
す
る
。

３

社
会
保
険
審
査
会
は
、
審
査
会
法
第
十
九
条
の
規
定
に
か
か
わ

３

社
会
保
険
審
査
会
は
、
審
査
会
法
第
十
九
条
の
規
定
に
か
か
わ

ら
ず
、
同
条
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
附
則
第
八
十
四
条
に
お

ら
ず
、
同
条
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
附
則
第
八
十
四
条
に
お

い
て
準
用
す
る
改
正
後
厚
生
年
金
保
険
法
第
九
十
条
第
一
項
の
規

い
て
準
用
す
る
改
正
後
厚
生
年
金
保
険
法
第
九
十
条
第
一
項
及
び

定
に
よ
る
再
審
査
請
求
及
び
附
則
第
六
十
八
条
の
規
定
に
よ
り
な

第
三
項
の
規
定
に
よ
る
再
審
査
請
求
並
び
に
附
則
第
六
十
八
条
の

お
従
前
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
た
再
審
査
請
求
並
び
に
附
則
第

規
定
に
よ
り
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
た
再
審
査
請
求

八
十
四
条
に
お
い
て
準
用
す
る
改
正
後
厚
生
年
金
保
険
法
第
九
十

並
び
に
附
則
第
八
十
四
条
に
お
い
て
準
用
す
る
改
正
後
厚
生
年
金

一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
審
査
請
求
及
び
附
則
第
六
十
八
条
の

保
険
法
第
九
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
審
査
請
求
並
び
に
附

規
定
に
よ
り
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
た
審
査
請
求
の

則
第
六
十
八
条
の
規
定
に
よ
り
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ

事
件
を
取
り
扱
う
。

れ
た
審
査
請
求
の
事
件
を
取
り
扱
う
。

４

（
略
）

４

（
略
）

（
厚
生
年
金
保
険
の
保
険
給
付
及
び
保
険
料
の
納
付
の
特
例
等
に

（
厚
生
年
金
保
険
の
保
険
給
付
及
び
保
険
料
の
納
付
の
特
例
等
に

関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

第
百
四
十
一
条

（
略
）

第
百
四
十
一
条

（
略
）

２
・
３

（
略
）

２
・
３

（
略
）

４

存
続
厚
生
年
金
基
金
の
し
た
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
な
お
そ
の

４

存
続
厚
生
年
金
基
金
の
し
た
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
な
お
そ
の

効
力
を
有
す
る
も
の
と
さ
れ
た
改
正
前
厚
生
年
金
特
例
法
第
五
条

効
力
を
有
す
る
も
の
と
さ
れ
た
改
正
前
厚
生
年
金
特
例
法
第
五
条

第
八
項
（
同
条
第
十
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）

第
八
項
（
同
条
第
十
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）

の
規
定
に
よ
り
そ
の
例
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
る
附
則
第
五
条
第
一

の
規
定
に
よ
り
そ
の
例
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
る
附
則
第
五
条
第
一

項
の
規
定
に
よ
り
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
も
の
と
さ
れ
た
改
正

項
の
規
定
に
よ
り
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
も
の
と
さ
れ
た
改
正

前
厚
生
年
金
保
険
法
第
百
四
十
一
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る

前
厚
生
年
金
保
険
法
第
百
四
十
一
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る

改
正
前
厚
生
年
金
保
険
法
第
八
十
六
条
の
規
定
に
よ
る
処
分
は
、

改
正
前
厚
生
年
金
保
険
法
第
八
十
六
条
の
規
定
に
よ
る
処
分
は
、

附
則
第
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
も

附
則
第
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
も

の
と
さ
れ
た
改
正
前
厚
生
年
金
保
険
法
の
規
定
に
よ
る
処
分
と
み

の
と
さ
れ
た
改
正
前
厚
生
年
金
保
険
法
の
規
定
に
よ
る
処
分
と
み

な
し
て
、
附
則
第
八
十
四
条
に
お
い
て
準
用
す
る
厚
生
年
金
保
険

な
し
て
、
附
則
第
八
十
四
条
に
お
い
て
準
用
す
る
厚
生
年
金
保
険

法
第
九
十
一
条
第
一
項
及
び
第
九
十
一
条
の
二
の
規
定
並
び
に
附

法
第
九
十
一
条
第
一
項
、
第
九
十
一
条
の
二
及
び
第
九
十
一
条
の

則
第
百
二
十
二
条
第
二
項
及
び
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え

三
の
規
定
並
び
に
附
則
第
百
二
十
二
条
第
二
項
及
び
第
四
項
の
規

て
適
用
す
る
審
査
会
法
の
規
定
を
適
用
す
る
。

定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
審
査
会
法
の
規
定
を
適
用
す
る

。

５

（
略
）

５

（
略
）
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６

社
会
保
険
審
査
官
又
は
社
会
保
険
審
査
会
は
、
審
査
会
法
第
一

６

社
会
保
険
審
査
官
又
は
社
会
保
険
審
査
会
は
、
審
査
会
法
第
一

条
第
一
項
及
び
第
十
九
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
前
項
に
お
い

条
第
一
項
及
び
第
十
九
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
前
項
に
お
い

て
準
用
す
る
厚
生
年
金
保
険
法
第
九
十
条
第
一
項
及
び
第
九
十
一

て
準
用
す
る
厚
生
年
金
保
険
法
第
九
十
条
第
一
項
及
び
第
三
項
並

条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
審
査
請
求
及
び
再
審
査
請
求
の
事
件
を

び
に
第
九
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
審
査
請
求
及
び
再
審
査

取
り
扱
う
。

請
求
の
事
件
を
取
り
扱
う
。

７
・
８

（
略
）

７
・
８

（
略
）
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○

再
生
医
療
等
の
安
全
性
の
確
保
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
五
年
法
律
第
八
十
五
号
）
（
第
百
八
十
四
条
関
係
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
機
構
に
よ
る
調
査
の
実
施
）

（
機
構
に
よ
る
調
査
の
実
施
）

第
三
十
八
条

（
略
）

第
三
十
八
条

（
略
）

２
～
４

（
略
）

２
～
４

（
略
）

５

機
構
が
行
う
調
査
に
係
る
処
分
（
調
査
の
結
果
を
除
く
。
）
又

５

機
構
が
行
う
調
査
に
係
る
処
分
（
調
査
の
結
果
を
除
く
。
）
又

は
そ
の
不
作
為
に
つ
い
て
は
、
厚
生
労
働
大
臣
に
対
し
、
審
査
請

は
そ
の
不
作
為
に
つ
い
て
は
、
厚
生
労
働
大
臣
に
対
し
、
行
政
不

求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
厚
生
労
働
大

服
審
査
法
（
昭
和
三
十
七
年
法
律
第
百
六
十
号
）
に
よ
る
審
査
請

臣
は
、
行
政
不
服
審
査
法
（
平
成
二
十
六
年
法
律
第

号
）

求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
二
十
五
条
第
二
項
及
び
第
三
項
、
第
四
十
六
条
第
一
項
及
び
第

二
項
、
第
四
十
七
条
並
び
に
第
四
十
九
条
第
三
項
の
規
定
の
適
用

に
つ
い
て
は
、
機
構
の
上
級
行
政
庁
と
み
な
す
。
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○

難
病
の
患
者
に
対
す
る
医
療
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
六
年
法
律
第

号
）
（
第
百
八
十
五
条
関
係
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
特
定
医
療
費
の
審
査
及
び
支
払
）

（
特
定
医
療
費
の
審
査
及
び
支
払
）

第
二
十
五
条

（
略
）

第
二
十
五
条

（
略
）

２
～
５

（
略
）

２
～
５

（
略
）

６

第
一
項
の
規
定
に
よ
る
特
定
医
療
費
の
額
の
決
定
に
つ
い
て
は

６

第
一
項
の
規
定
に
よ
る
特
定
医
療
費
の
額
の
決
定
に
つ
い
て
は

、
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

、
行
政
不
服
審
査
法
（
昭
和
三
十
七
年
法
律
第
百
六
十
号
）
に
よ

る
不
服
申
立
て
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
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○

農
業
災
害
補
償
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
八
十
五
号
）
（
第
百
八
十
六
条
関
係
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

第
百
三
十
一
条

農
業
共
済
組
合
連
合
会
の
組
合
員
は
、
保
険
に
関

第
百
三
十
一
条

農
業
共
済
組
合
連
合
会
の
組
合
員
が
保
険
に
関
す

す
る
事
項
に
つ
い
て
不
服
が
あ
る
と
き
は
、
都
道
府
県
農
業
共
済

る
事
項
に
つ
い
て
当
該
農
業
共
済
組
合
連
合
会
に
対
し
て
訴
を
提

保
険
審
査
会
に
審
査
を
申
し
立
て
る
こ
と
が
で
き
る
。

起
す
る
に
は
、
都
道
府
県
農
業
共
済
保
険
審
査
会
の
審
査
を
経
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

②

（
略
）

②

（
略
）

第
百
四
十
一
条

農
業
共
済
組
合
連
合
会
は
、
再
保
険
に
関
す
る
事

第
百
四
十
一
条

農
業
共
済
組
合
連
合
会
が
再
保
険
に
関
す
る
事
項

項
に
つ
い
て
不
服
が
あ
る
と
き
は
、
農
漁
業
保
険
審
査
会
に
審
査

に
つ
い
て
政
府
に
対
し
て
訴
え
を
提
起
す
る
に
は
、
農
漁
業
保
険

を
申
し
立
て
る
こ
と
が
で
き
る
。

審
査
会
の
審
査
を
経
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

②

（
略
）

②

（
略
）
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○

農
薬
取
締
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
八
十
二
号
）
（
第
百
八
十
七
条
関
係
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
職
権
に
よ
る
適
用
病
害
虫
の
範
囲
等
の
変
更
の
登
録
及
び
登
録

（
職
権
に
よ
る
適
用
病
害
虫
の
範
囲
等
の
変
更
の
登
録
及
び
登
録

の
取
消
し
）

の
取
消
し
）

第
六
条
の
三

（
略
）

第
六
条
の
三

（
略
）

２

（
略
）

２

（
略
）

３

農
林
水
産
大
臣
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
処
分
に
つ
い
て
の

３

農
林
水
産
大
臣
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
処
分
に
つ
い
て
の

審
査
請
求
が
さ
れ
た
と
き
は
、
そ
の
審
査
請
求
が
さ
れ
た
日
（
行

異
議
申
立
て
を
受
け
た
と
き
は
、
そ
の
申
立
て
を
受
け
た
日
か
ら

政
不
服
審
査
法
（
平
成
二
十
六
年
法
律
第

号
）
第
二
十
三

二
箇
月
以
内
に
こ
れ
に
つ
い
て
決
定
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

条
の
規
定
に
よ
り
不
備
を
補
正
す
べ
き
こ
と
を
命
じ
た
場
合
に
あ

つ
て
は
、
当
該
不
備
が
補
正
さ
れ
た
日
）
か
ら
二
月
以
内
に
こ
れ

に
つ
い
て
裁
決
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
監
督
処
分
）

（
監
督
処
分
）

第
十
四
条

（
略
）

第
十
四
条

（
略
）

２
～
４

（
略
）

２
～
４

（
略
）

〔
削
除
〕

５

前
各
項
の
規
定
に
よ
る
処
分
に
つ
い
て
の
異
議
申
立
て
が
あ
つ

た
場
合
に
は
、
第
六
条
の
三
第
三
項
の
規
定
を
準
用
す
る
。
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○

土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
（
第
百
八
十
八
条
関
係
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
異
議
の
申
出
）

（
異
議
の
申
出
）

第
九
条

（
略
）

第
九
条

（
略
）

２

（
略
）

２

（
略
）

３

第
一
項
の
異
議
の
申
出
に
は
、
行
政
不
服
審
査
法
（
平
成
二
十

３

第
一
項
の
異
議
の
申
出
に
は
、
行
政
不
服
審
査
法
（
昭
和
三
十

六
年
法
律
第

号
）
中
審
査
請
求
に
関
す
る
規
定
（
同
法
第

七
年
法
律
第
百
六
十
号
）
中
処
分
に
つ
い
て
の
異
議
申
立
て
に
関

十
八
条
第
一
項
及
び
第
二
項
並
び
に
第
四
十
三
条
を
除
く
。
）
を

す
る
規
定
（
同
法
第
四
十
五
条
並
び
に
同
法
第
四
十
八
条
で
準
用

準
用
す
る
。

す
る
同
法
第
十
四
条
第
一
項
た
だ
し
書
、
第
二
項
及
び
第
三
項
を

除
く
。
）
を
準
用
す
る
。

４

（
略
）

４

（
略
）

５

第
二
項
の
規
定
に
よ
る
決
定
及
び
前
項
の
規
定
に
よ
る
却
下
又

５

第
二
項
の
規
定
に
よ
る
決
定
及
び
前
項
の
規
定
に
よ
る
却
下
に

は
こ
れ
ら
の
不
作
為
に
つ
い
て
は
、
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で

つ
い
て
は
、
行
政
不
服
審
査
法
に
よ
る
不
服
申
立
て
を
す
る
こ
と

き
な
い
。

が
で
き
な
い
。

（
土
地
改
良
区
の
成
立
）

（
土
地
改
良
区
の
成
立
）

第
十
条

（
略
）

第
十
条

（
略
）

２
～
４

（
略
）

２
～
４

（
略
）

５

第
一
項
の
規
定
に
よ
る
認
可
及
び
そ
の
認
可
に
係
る
土
地
改
良

５

第
一
項
の
規
定
に
よ
る
認
可
及
び
そ
の
認
可
に
係
る
土
地
改
良

事
業
計
画
に
よ
る
事
業
の
施
行
に
つ
い
て
は
、
審
査
請
求
を
す
る

事
業
計
画
に
よ
る
事
業
の
施
行
に
つ
い
て
は
、
行
政
不
服
審
査
法

こ
と
が
で
き
な
い
。

に
よ
る
不
服
申
立
て
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

（
土
地
改
良
区
の
行
為
に
つ
い
て
の
審
査
請
求
）

（
土
地
改
良
区
の
行
為
に
つ
い
て
の
不
服
申
立
て
）

第
四
十
六
条

土
地
改
良
区
が
こ
の
款
の
規
定
に
よ
つ
て
し
た
処
分

第
四
十
六
条

土
地
改
良
区
が
こ
の
款
の
規
定
に
よ
つ
て
し
た
処
分

に
つ
い
て
は
、
行
政
不
服
審
査
法
第
二
条
及
び
第
四
条
第
一
号
の

に
つ
い
て
は
、
行
政
不
服
審
査
法
第
六
条
第
一
号
の
規
定
に
よ
り

規
定
に
よ
り
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
。

異
議
申
立
て
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
。

２

前
項
の
審
査
請
求
に
関
す
る
行
政
不
服
審
査
法
第
十
八
条
第
一

２

前
項
の
異
議
申
立
て
に
関
す
る
行
政
不
服
審
査
法
第
四
十
五
条

項
本
文
の
期
間
は
、
当
該
処
分
が
あ
つ
た
こ
と
を
知
つ
た
日
の
翌

の
期
間
は
、
当
該
処
分
が
あ
つ
た
こ
と
を
知
つ
た
日
の
翌
日
か
ら

日
か
ら
起
算
し
て
三
十
日
と
す
る
。

起
算
し
て
三
十
日
以
内
と
す
る
。

（
急
施
の
場
合
）

（
急
施
の
場
合
）
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第
四
十
九
条

（
略
）

第
四
十
九
条

（
略
）

２

前
項
の
規
定
に
よ
る
認
可
及
び
そ
の
認
可
に
係
る
応
急
工
事
計

２

前
項
の
規
定
に
よ
る
認
可
及
び
そ
の
認
可
に
係
る
応
急
工
事
計

画
に
よ
る
事
業
の
施
行
に
つ
い
て
は
、
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が

画
に
よ
る
事
業
の
施
行
に
つ
い
て
は
、
行
政
不
服
審
査
法
に
よ
る

で
き
な
い
。

不
服
申
立
て
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

第
五
十
二
条
の
四

（
略
）

第
五
十
二
条
の
四

（
略
）

２

（
略
）

２

（
略
）

３

第
一
項
の
規
定
に
よ
る
認
可
及
び
そ
の
認
可
に
係
る
換
地
計
画

３

第
一
項
の
規
定
に
よ
る
認
可
及
び
そ
の
認
可
に
係
る
換
地
計
画

に
基
づ
く
土
地
改
良
区
の
処
分
に
つ
い
て
は
、
審
査
請
求
を
す
る

に
基
づ
く
土
地
改
良
区
の
処
分
に
つ
い
て
は
、
行
政
不
服
審
査
法

こ
と
が
で
き
な
い
。

に
よ
る
不
服
申
立
て
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

（
国
営
土
地
改
良
事
業
計
画
及
び
都
道
府
県
営
土
地
改
良
事
業
計

（
国
営
土
地
改
良
事
業
計
画
及
び
都
道
府
県
営
土
地
改
良
事
業
計

画
）

画
）

第
八
十
七
条

（
略
）

第
八
十
七
条

（
略
）

２
～
５

（
略
）

２
～
５

（
略
）

６

第
一
項
の
土
地
改
良
事
業
計
画
に
つ
い
て
の
審
査
請
求
に
関
す

６

第
一
項
の
土
地
改
良
事
業
計
画
に
つ
い
て
の
異
議
申
立
て
に
関

る
行
政
不
服
審
査
法
第
十
八
条
第
一
項
本
文
の
期
間
は
、
前
項
に

す
る
行
政
不
服
審
査
法
第
四
十
五
条
の
期
間
は
、
前
項
に
規
定
す

規
定
す
る
縦
覧
期
間
満
了
の
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
十
五
日
と

る
縦
覧
期
間
満
了
の
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
十
五
日
以
内
と
す

す
る
。

る
。

７

前
項
の
審
査
請
求
に
つ
い
て
は
、
行
政
不
服
審
査
法
第
四
十
三

〔
新
設
〕

条
の
規
定
は
、
適
用
し
な
い
。

８

第
六
項
の
審
査
請
求
が
さ
れ
た
と
き
は
、
農
林
水
産
大
臣
又
は

７

前
項
の
規
定
に
よ
る
異
議
申
立
て
を
受
け
た
と
き
は
、
農
林
水

都
道
府
県
知
事
は
（
そ
の
審
査
請
求
に
係
る
都
道
府
県
営
土
地
改

産
大
臣
又
は
都
道
府
県
知
事
は
（
そ
の
異
議
申
立
て
に
係
る
都
道

良
事
業
の
地
域
が
二
以
上
の
都
府
県
の
区
域
に
わ
た
る
場
合
に
あ

府
県
営
土
地
改
良
事
業
の
地
域
が
二
以
上
の
都
府
県
の
区
域
に
わ

つ
て
は
、
当
該
関
係
都
府
県
知
事
が
そ
の
協
議
に
よ
り
）
、
第
八

た
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
当
該
関
係
都
府
県
知
事
が
そ
の
協
議
に

条
第
二
項
に
掲
げ
る
技
術
者
の
意
見
を
聴
い
て
、
第
五
項
に
規
定

よ
り
）
、
第
八
条
第
二
項
に
掲
げ
る
技
術
者
の
意
見
を
き
い
て
、

す
る
縦
覧
期
間
満
了
後
六
十
日
以
内
に
こ
れ
を
裁
決
し
な
け
れ
ば

第
五
項
に
規
定
す
る
縦
覧
期
間
満
了
後
六
十
日
以
内
に
こ
れ
を
決

な
ら
な
い
。

定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

９

国
又
は
都
道
府
県
は
、
第
六
項
の
審
査
請
求
が
な
い
と
き
、
又

８

国
又
は
都
道
府
県
は
、
第
六
項
の
異
議
申
立
て
が
な
い
と
き
、

は
審
査
請
求
が
あ
つ
た
場
合
に
お
い
て
そ
の
全
て
に
つ
い
て
前
項

又
は
異
議
申
立
て
が
あ
つ
た
場
合
に
お
い
て
そ
の
す
べ
て
に
つ
い

の
規
定
に
よ
る
裁
決
が
あ
つ
た
と
き
で
な
け
れ
ば
、
当
該
土
地
改

て
前
項
の
規
定
に
よ
る
決
定
が
あ
つ
た
と
き
で
な
け
れ
ば
、
当
該

良
事
業
計
画
に
よ
る
工
事
に
着
手
し
て
は
な
ら
な
い
。

土
地
改
良
事
業
計
画
に
よ
る
工
事
に
着
手
し
て
は
な
ら
な
い
。

第
一
項
の
土
地
改
良
事
業
計
画
に
よ
る
事
業
の
施
行
に
つ
い
て

９

第
一
項
の
土
地
改
良
事
業
計
画
に
よ
る
事
業
の
施
行
に
つ
い
て

10
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は
、
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

は
、
行
政
不
服
審
査
法
に
よ
る
不
服
申
立
て
を
す
る
こ
と
が
で
き

な
い
。

〔
削
除
〕

第
一
項
の
土
地
改
良
事
業
計
画
に
不
服
が
あ
る
者
は
、
第
七
項

10
の
規
定
に
よ
る
決
定
に
対
し
て
の
み
、
取
消
し
の
訴
え
を
提
起
す

る
こ
と
が
で
き
る
。

（
計
画
の
変
更
等
）

（
計
画
の
変
更
等
）

第
八
十
七
条
の
三

（
略
）

第
八
十
七
条
の
三

（
略
）

２
～

（
略
）

２
～

（
略
）

13

13

第
一
項
、
第
七
項
又
は
第
十
二
項
の
規
定
に
よ
る
計
画
の
変
更

第
一
項
、
第
七
項
又
は
第
十
二
項
の
規
定
に
よ
る
計
画
の
変
更

14

14

又
は
土
地
改
良
事
業
の
廃
止
が
当
該
土
地
改
良
事
業
の
利
害
関
係

又
は
土
地
改
良
事
業
の
廃
止
が
当
該
土
地
改
良
事
業
の
利
害
関
係

人
の
権
利
又
は
利
益
を
侵
害
す
る
お
そ
れ
が
な
い
こ
と
が
明
ら
か

人
の
権
利
又
は
利
益
を
侵
害
す
る
お
そ
れ
が
な
い
こ
と
が
明
ら
か

で
あ
る
場
合
に
は
、
農
林
水
産
大
臣
又
は
都
道
府
県
知
事
は
、
第

で
あ
る
場
合
に
は
、
農
林
水
産
大
臣
又
は
都
道
府
県
知
事
は
、
第

六
項
、
第
十
項
又
は
前
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
八
十
七
条
第
五

六
項
、
第
十
項
又
は
前
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
八
十
七
条
第
五

項
か
ら
第
八
項
ま
で
に
規
定
す
る
手
続
（
第
六
項
に
お
い
て
準
用

項
か
ら
第
七
項
ま
で
に
規
定
す
る
手
続
（
第
六
項
に
お
い
て
準
用

す
る
第
四
十
八
条
第
六
項
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
こ
れ
ら
の
手
続

す
る
第
四
十
八
条
第
六
項
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
こ
れ
ら
の
手
続

の
ほ
か
、
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
八
条
第
二
項
に
規
定
す

の
ほ
か
、
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
八
条
第
二
項
に
規
定
す

る
手
続
）
を
省
略
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

る
手
続
）
を
省
略
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
略
）

（
略
）

15

15

（
急
施
の
場
合
）

（
急
施
の
場
合
）

第
八
十
八
条

（
略
）

第
八
十
八
条

（
略
）

２

前
項
の
応
急
工
事
計
画
に
よ
る
事
業
の
施
行
に
つ
い
て
は
、
審

２

前
項
の
応
急
工
事
計
画
に
よ
る
事
業
の
施
行
に
つ
い
て
は
、
行

査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

政
不
服
審
査
法
に
よ
る
不
服
申
立
て
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

（
国
又
は
都
道
府
県
の
行
う
換
地
処
分
等
）

（
国
又
は
都
道
府
県
の
行
う
換
地
処
分
等
）

第
八
十
九
条
の
二

（
略
）

第
八
十
九
条
の
二

（
略
）

２
・
３

（
略
）

２
・
３

（
略
）

４

第
一
項
の
換
地
計
画
を
定
め
た
場
合
に
は
、
第
五
十
二
条
の
四

４

第
一
項
の
換
地
計
画
を
定
め
た
場
合
に
は
、
第
五
十
二
条
の
四

第
二
項
及
び
第
八
十
七
条
第
五
項
か
ら
第
十
項
ま
で
の
規
定
を
準

第
二
項
及
び
第
八
十
七
条
第
五
項
か
ら
第
十
項
ま
で
の
規
定
を
準

用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
五
十
二
条
の
四
第
二
項
中
「

用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
五
十
二
条
の
四
第
二
項
中
「

前
項
の
規
定
に
よ
る
認
可
に
係
る
換
地
計
画
に
基
づ
く
」
と
あ
る

前
項
の
規
定
に
よ
る
認
可
に
係
る
換
地
計
画
に
基
づ
く
」
と
あ
る

の
は
「
換
地
計
画
に
基
づ
く
」
と
、
第
八
十
七
条
第
八
項
中
「
第

の
は
「
換
地
計
画
に
基
づ
く
」
と
、
第
八
十
七
条
第
七
項
中
「
第

八
条
第
二
項
に
掲
げ
る
技
術
者
の
意
見
を
聴
い
て
、
第
五
項
」
と

八
条
第
二
項
に
掲
げ
る
技
術
者
の
意
見
を
き
い
て
、
第
五
項
」
と
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あ
る
の
は
「
第
五
項
」
と
、
同
条
第
九
項
中
「
工
事
に
着
手
し
て

あ
る
の
は
「
第
五
項
」
と
、
同
条
第
八
項
中
「
工
事
に
着
手
し
て

は
な
ら
な
い
」
と
あ
る
の
は
「
処
分
を
行
つ
て
は
な
ら
な
い
」
と

は
な
ら
な
い
」
と
あ
る
の
は
「
処
分
を
行
つ
て
は
な
ら
な
い
」
と

、
同
条
第
十
項
中
「
事
業
の
施
行
」
と
あ
る
の
は
「
処
分
」
と
読

、
同
条
第
九
項
中
「
事
業
の
施
行
」
と
あ
る
の
は
「
処
分
」
と
読

み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

５
～

（
略
）

５
～

（
略
）

14

14

（
国
営
土
地
改
良
事
業
の
負
担
金
）

（
国
営
土
地
改
良
事
業
の
負
担
金
）

第
九
十
条

（
略
）

第
九
十
条

（
略
）

２
～

（
略
）

２
～

（
略
）

10

10

第
二
項
か
ら
第
四
項
ま
で
、
第
六
項
又
は
第
八
項
の
規
定
に
よ

第
二
項
か
ら
第
四
項
ま
で
、
第
六
項
又
は
第
八
項
の
規
定
に
よ

11

11

る
処
分
に
つ
い
て
の
審
査
請
求
に
関
す
る
行
政
不
服
審
査
法
第
十

る
処
分
に
つ
い
て
の
異
議
申
立
て
に
関
す
る
行
政
不
服
審
査
法
第

八
条
第
一
項
本
文
の
期
間
は
、
そ
の
処
分
が
あ
つ
た
こ
と
を
知
つ

四
十
五
条
の
期
間
は
、
そ
の
処
分
が
あ
つ
た
こ
と
を
知
つ
た
日
の

た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
三
十
日
と
す
る
。

翌
日
か
ら
起
算
し
て
三
十
日
以
内
と
す
る
。

前
項
の
審
査
請
求
に
つ
い
て
は
、
行
政
不
服
審
査
法
第
四
十
三

〔
新
設
〕

12
条
の
規
定
は
、
適
用
し
な
い
。

都
道
府
県
知
事
又
は
市
町
村
長
は
、
第
十
一
項
の
審
査
請
求
が

都
道
府
県
知
事
又
は
市
町
村
長
は
、
前
項
の
異
議
申
立
て
を
受

13

12

さ
れ
た
と
き
は
、
同
項
に
規
定
す
る
期
間
満
了
後
五
十
日
以
内
に

け
た
と
き
は
、
同
項
に
規
定
す
る
期
間
満
了
後
五
十
日
以
内
に
こ

こ
れ
を
裁
決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

れ
を
決
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
国
営
土
地
改
良
事
業
に
係
る
特
別
徴
収
金
）

（
国
営
土
地
改
良
事
業
に
係
る
特
別
徴
収
金
）

第
九
十
条
の
二

（
略
）

第
九
十
条
の
二

（
略
）

２
～
７

（
略
）

２
～
７

（
略
）

８

第
一
項
、
第
四
項
、
第
六
項
又
は
第
二
項
、
第
五
項
若
し
く
は

８

第
一
項
、
第
四
項
、
第
六
項
又
は
第
二
項
、
第
五
項
若
し
く
は

前
項
に
お
い
て
準
用
す
る
前
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
処
分
に
つ

前
項
に
お
い
て
準
用
す
る
前
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
処
分
に
つ

い
て
の
審
査
請
求
に
つ
い
て
は
、
同
条
第
十
一
項
か
ら
第
十
三
項

い
て
の
異
議
申
立
て
に
つ
い
て
は
、
同
条
第
十
一
項
及
び
第
十
二

ま
で
の
規
定
を
準
用
す
る
。

項
の
規
定
を
準
用
す
る
。

９

（
略
）

９

（
略
）

（
都
道
府
県
営
土
地
改
良
事
業
に
係
る
特
別
徴
収
金
）

（
都
道
府
県
営
土
地
改
良
事
業
に
係
る
特
別
徴
収
金
）

第
九
十
一
条
の
二

（
略
）

第
九
十
一
条
の
二

（
略
）

２
～
５

（
略
）

２
～
５

（
略
）

６

第
一
項
、
第
四
項
又
は
第
二
項
若
し
く
は
前
項
に
お
い
て
準
用

６

第
一
項
、
第
四
項
又
は
第
二
項
若
し
く
は
前
項
に
お
い
て
準
用

す
る
第
九
十
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
処
分
に
つ
い
て
の
審
査
請

す
る
第
九
十
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
処
分
に
つ
い
て
の
異
議
申

求
に
つ
い
て
は
、
同
条
第
十
一
項
か
ら
第
十
三
項
ま
で
の
規
定
を

立
て
に
つ
い
て
は
、
同
条
第
十
一
項
及
び
第
十
二
項
の
規
定
を
準
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準
用
す
る
。

用
す
る
。

（
土
地
改
良
事
業
の
変
更
等
）

（
土
地
改
良
事
業
の
変
更
等
）

第
九
十
六
条
の
三

（
略
）

第
九
十
六
条
の
三

（
略
）

２
～
５

（
略
）

２
～
５

（
略
）

６

第
一
項
の
規
定
に
よ
る
土
地
改
良
事
業
計
画
の
変
更
又
は
土
地

６

第
一
項
の
規
定
に
よ
る
土
地
改
良
事
業
計
画
の
変
更
又
は
土
地

改
良
事
業
の
廃
止
が
当
該
土
地
改
良
事
業
の
利
害
関
係
人
の
権
利

改
良
事
業
の
廃
止
が
当
該
土
地
改
良
事
業
の
利
害
関
係
人
の
権
利

又
は
利
益
を
侵
害
す
る
お
そ
れ
が
な
い
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
場

又
は
利
益
を
侵
害
す
る
お
そ
れ
が
な
い
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
場

合
に
は
、
市
町
村
は
、
前
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
八
十
七
条
第

合
に
は
、
市
町
村
は
、
前
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
八
十
七
条
第

五
項
か
ら
第
八
項
ま
で
に
規
定
す
る
手
続
（
前
項
に
お
い
て
読
み

五
項
か
ら
第
七
項
ま
で
に
規
定
す
る
手
続
（
前
項
に
お
い
て
読
み

替
え
て
準
用
す
る
第
四
十
八
条
第
六
項
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
こ

替
え
て
準
用
す
る
第
四
十
八
条
第
六
項
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
こ

れ
ら
の
手
続
の
ほ
か
、
前
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
八
条
第
二
項

れ
ら
の
手
続
の
ほ
か
、
前
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
八
条
第
二
項

に
規
定
す
る
手
続
）
を
省
略
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

に
規
定
す
る
手
続
）
を
省
略
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
九
十
八
条

（
略
）

第
九
十
八
条

（
略
）

２
～
５

（
略
）

２
～
５

（
略
）

６

都
道
府
県
知
事
は
、
前
項
の
審
査
の
申
立
て
が
さ
れ
た
と
き
は

６

都
道
府
県
知
事
は
、
前
項
の
審
査
の
申
立
て
を
受
理
し
た
と
き

、
審
査
の
申
立
て
が
さ
れ
た
日
（
次
項
に
お
い
て
準
用
す
る
行
政

は
、
審
査
の
申
立
て
を
受
理
し
た
日
か
ら
六
十
日
以
内
に
こ
れ
を

不
服
審
査
法
第
二
十
三
条
の
規
定
に
よ
り
不
備
を
補
正
す
べ
き
こ

裁
決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

と
を
命
じ
た
場
合
に
あ
つ
て
は
、
当
該
不
備
が
補
正
さ
れ
た
日
）

か
ら
六
十
日
以
内
に
こ
れ
を
裁
決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

７

第
三
項
の
異
議
の
申
出
又
は
第
五
項
の
審
査
の
申
立
て
に
は
、

７

第
三
項
の
異
議
の
申
出
又
は
第
五
項
の
審
査
の
申
立
て
に
は
、

そ
れ
ぞ
れ
、
行
政
不
服
審
査
法
中
再
調
査
の
請
求
又
は
審
査
請
求

そ
れ
ぞ
れ
、
行
政
不
服
審
査
法
中
処
分
に
つ
い
て
の
異
議
申
立
て

に
関
す
る
規
定
（
同
法
第
十
八
条
第
一
項
本
文
、
第
四
十
三
条
及

又
は
審
査
請
求
に
関
す
る
規
定
（
同
法
第
十
四
条
第
一
項
本
文
及

び
第
五
十
四
条
第
一
項
本
文
を
除
く
。
）
を
準
用
す
る
。

び
第
四
十
五
条
を
除
く
。
）
を
準
用
す
る
。

８
～

（
略
）

８
～

（
略
）

11

11

第
四
項
若
し
く
は
第
六
項
の
規
定
に
よ
る
決
定
若
し
く
は
裁
決

第
四
項
又
は
第
六
項
の
規
定
に
よ
る
決
定
又
は
裁
決
及
び
第
八

12

12

又
は
こ
れ
ら
の
不
作
為
及
び
第
八
項
の
規
定
に
よ
る
認
可
に
つ
い

項
の
規
定
に
よ
る
認
可
に
つ
い
て
は
、
行
政
不
服
審
査
法
に
よ
る

て
は
、
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

不
服
申
立
て
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

（
土
地
改
良
区
の
交
換
分
合
計
画
の
決
定
手
続
）

（
土
地
改
良
区
の
交
換
分
合
計
画
の
決
定
手
続
）

第
九
十
九
条

（
略
）

第
九
十
九
条

（
略
）

２
～
８

（
略
）

２
～
８

（
略
）

９

第
七
項
の
異
議
の
申
出
に
は
、
行
政
不
服
審
査
法
中
審
査
請
求

９

第
七
項
の
異
議
の
申
出
に
は
、
行
政
不
服
審
査
法
中
処
分
に
つ
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に
関
す
る
規
定
（
同
法
第
十
八
条
第
一
項
本
文
及
び
第
四
十
三
条

い
て
の
異
議
申
立
て
に
関
す
る
規
定
（
同
法
第
四
十
五
条
を
除
く

を
除
く
。
）
を
準
用
す
る
。

。
）
を
準
用
す
る
。

～

（
略
）

～

（
略
）

10

12

10

12

第
一
項
の
規
定
に
よ
る
認
可
及
び
第
八
項
の
規
定
に
よ
る
決
定

第
一
項
の
規
定
に
よ
る
認
可
及
び
第
八
項
の
規
定
に
よ
る
決
定

13

13

又
は
そ
の
不
作
為
に
つ
い
て
は
、
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き

に
つ
い
て
は
、
行
政
不
服
審
査
法
に
よ
る
不
服
申
立
て
を
す
る
こ

な
い
。

と
が
で
き
な
い
。
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○

漁
業
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
二
百
六
十
七
号
）
（
第
百
八
十
九
条
関
係
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
公
職
選
挙
法
の
準
用
）

（
公
職
選
挙
法
の
準
用
）

第
九
十
四
条

公
職
選
挙
法
第
八
条
（
特
定
地
域
に
関
す
る
特
例
）

第
九
十
四
条

公
職
選
挙
法
第
八
条
（
特
定
地
域
に
関
す
る
特
例
）

、
第
十
条
第
二
項
（
被
選
挙
人
の
年
齢
の
算
定
方
法
）
、
第
十
七

、
第
十
条
第
二
項
（
被
選
挙
人
の
年
齢
の
算
定
方
法
）
、
第
十
七

条
（
投
票
区
）
、
第
十
八
条
（
第
一
項
た
だ
し
書
を
除
く
。
）
（

条
（
投
票
区
）
、
第
十
八
条
（
第
一
項
た
だ
し
書
を
除
く
。
）
（

開
票
区
）
、
第
二
十
三
条
か
ら
第
二
十
五
条
ま
で
、
第
三
十
条
（

開
票
区
）
、
第
二
十
三
条
か
ら
第
二
十
五
条
ま
で
、
第
三
十
条
（

選
挙
人
名
簿
）
、
第
三
十
三
条
、
第
三
十
四
条
第
一
項
、
第
三
項

選
挙
人
名
簿
）
、
第
三
十
三
条
、
第
三
十
四
条
第
一
項
、
第
三
項

、
第
四
項
及
び
第
六
項
（
選
挙
期
日
）
、
第
六
章
（
投
票
）
（
第

、
第
四
項
及
び
第
六
項
（
選
挙
期
日
）
、
第
六
章
（
投
票
）
（
第

三
十
五
条
、
第
三
十
六
条
、
第
三
十
七
条
第
三
項
及
び
第
四
項
、

三
十
五
条
、
第
三
十
六
条
、
第
三
十
七
条
第
三
項
及
び
第
四
項
、

第
三
十
八
条
第
四
項
、
第
四
十
条
、
第
四
十
六
条
、
第
四
十
六
条

第
三
十
八
条
第
四
項
、
第
四
十
条
、
第
四
十
六
条
、
第
四
十
六
条

の
二
、
第
四
十
九
条
第
四
項
か
ら
第
八
項
ま
で
並
び
に
第
四
十
九

の
二
、
第
四
十
九
条
第
四
項
か
ら
第
八
項
ま
で
並
び
に
第
四
十
九

条
の
二
の
規
定
を
除
く
。
）
、
第
七
章
（
開
票
）
（
第
六
十
一
条

条
の
二
の
規
定
を
除
く
。
）
、
第
七
章
（
開
票
）
（
第
六
十
一
条

第
三
項
及
び
第
四
項
、
第
六
十
二
条
第
三
項
か
ら
第
五
項
ま
で
及

第
三
項
及
び
第
四
項
、
第
六
十
二
条
第
三
項
か
ら
第
五
項
ま
で
及

び
第
八
項
た
だ
し
書
、
第
六
十
八
条
並
び
に
第
六
十
八
条
の
二
第

び
第
八
項
た
だ
し
書
、
第
六
十
八
条
並
び
に
第
六
十
八
条
の
二
第

二
項
、
第
三
項
及
び
第
五
項
の
規
定
を
除
く
。
）
、
第
八
章
（
選

二
項
、
第
三
項
及
び
第
五
項
の
規
定
を
除
く
。
）
、
第
八
章
（
選

挙
会
及
び
選
挙
分
会
）
（
第
七
十
五
条
第
二
項
、
第
七
十
七
条
第

挙
会
及
び
選
挙
分
会
）
（
第
七
十
五
条
第
二
項
、
第
七
十
七
条
第

二
項
及
び
第
八
十
一
条
の
規
定
を
除
く
。
）
、
第
八
十
六
条
の
四

二
項
及
び
第
八
十
一
条
の
規
定
を
除
く
。
）
、
第
八
十
六
条
の
四

第
一
項
、
第
二
項
、
第
五
項
及
び
第
九
項
か
ら
第
十
一
項
ま
で
、

第
一
項
、
第
二
項
、
第
五
項
及
び
第
九
項
か
ら
第
十
一
項
ま
で
、

第
八
十
六
条
の
八
、
第
九
十
条
、
第
九
十
一
条
第
二
項
（
候
補
者

第
八
十
六
条
の
八
、
第
九
十
条
、
第
九
十
一
条
第
二
項
（
候
補
者

）
、
第
十
章
（
当
選
人
）
（
第
九
十
五
条
の
二
か
ら
第
九
十
八
条

）
、
第
十
章
（
当
選
人
）
（
第
九
十
五
条
の
二
か
ら
第
九
十
八
条

ま
で
、
第
九
十
九
条
の
二
、
第
百
条
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
、

ま
で
、
第
九
十
九
条
の
二
、
第
百
条
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
、

第
七
項
及
び
第
八
項
、
第
百
一
条
か
ら
第
百
一
条
の
二
の
二
ま
で

第
七
項
及
び
第
八
項
、
第
百
一
条
か
ら
第
百
一
条
の
二
の
二
ま
で

並
び
に
第
百
八
条
第
二
項
の
規
定
を
除
く
。
）
、
第
百
十
一
条
第

並
び
に
第
百
八
条
第
二
項
の
規
定
を
除
く
。
）
、
第
百
十
一
条
第

一
項
及
び
第
二
項
（
欠
け
た
場
合
の
通
知
）
、
第
百
十
六
条
（
議

一
項
及
び
第
二
項
（
欠
け
た
場
合
の
通
知
）
、
第
百
十
六
条
（
議

員
又
は
当
選
人
が
全
て
な
い
場
合
の
一
般
選
挙
）
、
第
百
十
七
条

員
又
は
当
選
人
が
す
べ
て
な
い
場
合
の
一
般
選
挙
）
、
第
百
十
七

（
設
置
選
挙
）
、
第
百
二
十
九
条
、
第
百
三
十
条
、
第
百
三
十
一

条
（
設
置
選
挙
）
、
第
百
二
十
九
条
、
第
百
三
十
条
、
第
百
三
十

条
第
一
項
及
び
第
二
項
、
第
百
三
十
二
条
か
ら
第
百
三
十
七
条
ま

一
条
第
一
項
及
び
第
二
項
、
第
百
三
十
二
条
か
ら
第
百
三
十
七
条
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で
、
第
百
三
十
七
条
の
三
、
第
百
三
十
八
条
、
第
百
四
十
条
の
二

ま
で
、
第
百
三
十
七
条
の
三
、
第
百
三
十
八
条
、
第
百
四
十
条
の

、
第
百
四
十
八
条
の
二
、
第
百
六
十
一
条
第
一
項
、
第
三
項
及
び

二
、
第
百
四
十
八
条
の
二
、
第
百
六
十
一
条
第
一
項
、
第
三
項
及

第
四
項
、
第
百
六
十
四
条
の
六
、
第
百
六
十
六
条
、
第
百
七
十
八

び
第
四
項
、
第
百
六
十
四
条
の
六
、
第
百
六
十
六
条
、
第
百
七
十

条
（
選
挙
運
動
）
、
第
十
五
章
（
争
訟
）
（
第
二
百
二
条
第
二
項

八
条
（
選
挙
運
動
）
、
第
十
五
章
（
争
訟
）
（
第
二
百
二
条
第
二

、
第
二
百
四
条
、
第
二
百
五
条
第
五
項
、
第
二
百
六
条
第
二
項
、

項
、
第
二
百
四
条
、
第
二
百
五
条
第
五
項
、
第
二
百
六
条
第
二
項

第
二
百
八
条
、
第
二
百
九
条
の
二
第
二
項
、
第
二
百
十
一
条
第
二

、
第
二
百
八
条
、
第
二
百
九
条
の
二
第
二
項
、
第
二
百
十
一
条
第

項
、
第
二
百
十
六
条
及
び
第
二
百
二
十
条
第
四
項
の
規
定
を
除
く

二
項
、
第
二
百
十
六
条
及
び
第
二
百
二
十
条
第
四
項
の
規
定
を
除

。
）
、
第
十
六
章
（
罰
則
）
（
第
二
百
二
十
四
条
の
三
、
第
二
百

く
。
）
、
第
十
六
章
（
罰
則
）
（
第
二
百
二
十
四
条
の
三
、
第
二

三
十
五
条
の
二
第
一
号
及
び
第
二
号
、
第
二
百
三
十
五
条
の
三
、

百
三
十
五
条
の
二
第
一
号
及
び
第
二
号
、
第
二
百
三
十
五
条
の
三

第
二
百
三
十
五
条
の
四
、
第
二
百
三
十
五
条
の
六
、
第
二
百
三
十

、
第
二
百
三
十
五
条
の
四
、
第
二
百
三
十
五
条
の
六
、
第
二
百
三

六
条
第
二
項
、
第
二
百
三
十
六
条
の
二
、
第
二
百
三
十
八
条
の
二

十
六
条
第
二
項
、
第
二
百
三
十
六
条
の
二
、
第
二
百
三
十
八
条
の

、
第
二
百
三
十
九
条
第
一
項
第
四
号
及
び
第
二
項
、
第
二
百
三
十

二
、
第
二
百
三
十
九
条
第
一
項
第
四
号
及
び
第
二
項
、
第
二
百
三

九
条
の
二
第
一
項
、
第
二
百
四
十
条
第
二
項
、
第
二
百
四
十
二
条

十
九
条
の
二
第
一
項
、
第
二
百
四
十
条
第
二
項
、
第
二
百
四
十
二

第
二
項
、
第
二
百
四
十
二
条
の
二
、
第
二
百
四
十
三
条
第
一
項
第

条
第
二
項
、
第
二
百
四
十
二
条
の
二
、
第
二
百
四
十
三
条
第
一
項

一
号
及
び
第
二
号
か
ら
第
九
号
ま
で
並
び
に
第
二
項
、
第
二
百
四

第
一
号
及
び
第
二
号
か
ら
第
九
号
ま
で
並
び
に
第
二
項
、
第
二
百

十
四
条
第
一
項
第
一
号
か
ら
第
五
号
の
二
ま
で
、
第
七
号
及
び
第

四
十
四
条
第
一
項
第
一
号
か
ら
第
五
号
の
二
ま
で
、
第
七
号
及
び

八
号
並
び
に
第
二
項
、
第
二
百
四
十
六
条
か
ら
第
二
百
五
十
条
ま

第
八
号
並
び
に
第
二
項
、
第
二
百
四
十
六
条
か
ら
第
二
百
五
十
条

で
、
第
二
百
五
十
一
条
の
二
第
二
項
、
第
三
項
及
び
第
五
項
、
第

ま
で
、
第
二
百
五
十
一
条
の
二
第
二
項
、
第
三
項
及
び
第
五
項
、

二
百
五
十
一
条
の
三
、
第
二
百
五
十
一
条
の
四
、
第
二
百
五
十
二

第
二
百
五
十
一
条
の
三
、
第
二
百
五
十
一
条
の
四
、
第
二
百
五
十

条
の
二
、
第
二
百
五
十
二
条
の
三
、
第
二
百
五
十
五
条
第
三
項
か

二
条
の
二
、
第
二
百
五
十
二
条
の
三
、
第
二
百
五
十
五
条
第
三
項

ら
第
五
項
ま
で
並
び
に
第
二
百
五
十
五
条
の
二
か
ら
第
二
百
五
十

か
ら
第
五
項
ま
で
並
び
に
第
二
百
五
十
五
条
の
二
か
ら
第
二
百
五

五
条
の
四
ま
で
の
規
定
を
除
く
。
）
、
第
二
百
六
十
四
条
の
二
（

十
五
条
の
四
ま
で
の
規
定
を
除
く
。
）
、
第
二
百
六
十
四
条
の
二

行
政
手
続
法
の
適
用
除
外
）
、
第
二
百
七
十
条
第
一
項
本
文
（
選

（
行
政
手
続
法
の
適
用
除
外
）
、
第
二
百
七
十
条
第
一
項
本
文
（

挙
に
関
す
る
届
出
等
の
時
間
）
、
第
二
百
七
十
条
の
二
（
不
在
者

選
挙
に
関
す
る
届
出
等
の
時
間
）
、
第
二
百
七
十
条
の
二
（
不
在

投
票
の
時
間
）
、
第
二
百
七
十
条
の
三
（
選
挙
に
関
す
る
届
出
等

者
投
票
の
時
間
）
、
第
二
百
七
十
条
の
三
（
選
挙
に
関
す
る
届
出

の
期
限
）
、
第
二
百
七
十
二
条
（
命
令
へ
の
委
任
）
並
び
に
附
則

等
の
期
限
）
、
第
二
百
七
十
二
条
（
命
令
へ
の
委
任
）
並
び
に
附

第
四
項
及
び
第
五
項
の
規
定
は
、
衆
議
院
議
員
、
参
議
院
議
員
、

則
第
四
項
及
び
第
五
項
の
規
定
は
、
衆
議
院
議
員
、
参
議
院
議
員

地
方
公
共
団
体
の
長
及
び
市
町
村
の
議
会
の
議
員
の
選
挙
に
関
す

、
地
方
公
共
団
体
の
長
及
び
市
町
村
の
議
会
の
議
員
の
選
挙
に
関

る
部
分
を
除
く
ほ
か
、
海
区
漁
業
調
整
委
員
会
の
委
員
の
選
挙
に

す
る
部
分
を
除
く
ほ
か
、
海
区
漁
業
調
整
委
員
会
の
委
員
の
選
挙

準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
同

に
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る

法
の
規
定
の
中
で
同
表
中
欄
に
掲
げ
る
も
の
は
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表

同
法
の
規
定
の
中
で
同
表
中
欄
に
掲
げ
る
も
の
は
、
そ
れ
ぞ
れ
同
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下
欄
の
よ
う
に
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

表
下
欄
の
よ
う
に
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

第
二
十
四
条

三
日

二
十
日

第

二

十

四

三
日

二
十
日

第
二
項

条
第
二
項

そ
の
異
議
の
申
出
に
係

直
ち
に
選
挙
人
名
簿
を

そ
の
異
議
の
申
出
に
係

直
ち
に
選
挙
人
名
簿

る
者
を
直
ち
に
選
挙
人

修
正
し

る
者
を
直
ち
に
選
挙
人

を
修
正
し

名
簿
に
登
録
し
、
又
は

名
簿
に
登
録
し
、
又
は

選
挙
人
名
簿
か
ら
抹
消

選
挙
人
名
簿
か
ら
抹
消

ま
つ

ま
つ

し

し

第
二
十
四
条

公
職
選
挙
法

漁
業
法
第
九
十
四
条
に

第
三
項

お
い
て
準
用
す
る
公
職

選
挙
法

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
行
政
不
服
審
査
法
の
適
用
の
特
例
）

第
百
三
十
四
条
の
三

第
三
十
四
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
制
限
若

〔
新
設
〕

し
く
は
条
件
の
付
加
、
第
三
十
八
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
取
消

し
又
は
第
六
十
七
条
第
十
一
項
（
第
六
十
八
条
第
四
項
に
お
い
て

準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
る
命
令
に
つ
い
て
の
審

査
請
求
に
関
す
る
行
政
不
服
審
査
法
（
平
成
二
十
六
年
法
律
第

号
）
第
四
十
三
条
第
一
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
当

該
制
限
若
し
く
は
条
件
の
付
加
、
取
消
し
又
は
命
令
は
、
同
項
第

一
号
に
規
定
す
る
議
を
経
て
行
わ
れ
た
も
の
と
み
な
す
。

（
審
査
請
求
の
制
限
）

（
不
服
申
立
て
の
制
限
）

第
百
三
十
五
条

漁
業
調
整
委
員
会
又
は
内
水
面
漁
場
管
理
委
員
会

第
百
三
十
五
条

漁
業
調
整
委
員
会
又
は
内
水
面
漁
場
管
理
委
員
会

の
処
分
又
は
そ
の
不
作
為
に
つ
い
て
は
、
審
査
請
求
を
す
る
こ
と

が
し
た
処
分
に
つ
い
て
は
、
行
政
不
服
審
査
法
（
昭
和
三
十
七
年

が
で
き
な
い
。

法
律
第
百
六
十
号
）
に
よ
る
不
服
申
立
て
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
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い
。

（
不
服
申
立
て
と
訴
訟
と
の
関
係
）

〔
削
除
〕

第
百
三
十
五
条
の
二

農
林
水
産
大
臣
又
は
都
道
府
県
知
事
が
第
二

章
か
ら
第
四
章
ま
で
（
第
六
十
五
条
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定

に
基
づ
く
農
林
水
産
省
令
及
び
規
則
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
つ

て
し
た
処
分
の
取
消
し
の
訴
え
は
、
そ
の
処
分
に
つ
い
て
の
異
議

申
立
て
又
は
審
査
請
求
に
対
す
る
決
定
又
は
裁
決
を
経
た
後
で
な

け
れ
ば
、
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

２

前
項
に
規
定
す
る
処
分
に
つ
い
て
は
、
行
政
手
続
法
第
二
十
七

条
第
二
項
の
規
定
は
、
適
用
し
な
い
。

（
抗
告
訴
訟
の
取
扱
い
）

（
抗
告
訴
訟
の
取
扱
い
）

第
百
三
十
五
条
の
二

（
略
）

第
百
三
十
五
条
の
三

（
略
）
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○

肥
料
取
締
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
二
十
七
号
）
（
第
百
九
十
条
関
係
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
審
査
請
求
）

（
不
服
申
立
て
）

第
三
十
四
条

（
略
）

第
三
十
四
条

（
略
）

２

登
録
若
し
く
は
仮
登
録
の
申
請
に
対
す
る
処
分
若
し
く
は
そ
の

２

農
林
水
産
大
臣
は
、
登
録
若
し
く
は
仮
登
録
の
申
請
に
対
す
る

不
作
為
、
第
十
三
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
変
更
の
登
録
若

処
分
、
第
十
三
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
変
更
の
登
録
若
し

し
く
は
仮
登
録
の
申
請
に
対
す
る
処
分
若
し
く
は
そ
の
不
作
為
、

く
は
仮
登
録
の
申
請
に
対
す
る
処
分
、
第
三
十
一
条
第
一
項
若
し

第
三
十
一
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
肥
料
の
譲

く
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
肥
料
の
譲
渡
若
し
く
は
引
渡
し
の
制

渡
若
し
く
は
引
渡
し
の
制
限
若
し
く
は
禁
止
の
処
分
又
は
第
三
十

限
若
し
く
は
禁
止
の
処
分
（
第
三
十
一
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る

一
条
の
二
の
規
定
に
よ
る
命
令
の
処
分
に
つ
い
て
の
審
査
請
求
に

販
売
業
者
に
対
す
る
処
分
を
除
く
。
）
又
は
第
三
十
一
条
の
二
の

対
す
る
裁
決
は
、
行
政
不
服
審
査
法
（
平
成
二
十
六
年
法
律
第

規
定
に
よ
る
命
令
の
処
分
に
つ
い
て
の
審
査
請
求
又
は
異
議
申
立

号
）
第
二
十
四
条
の
規
定
に
よ
り
当
該
審
査
請
求
を
却
下
す

て
を
受
け
た
と
き
は
、
審
査
請
求
人
又
は
異
議
申
立
人
に
対
し
て

る
場
合
を
除
き
、
審
査
請
求
人
に
対
し
て
、
同
法
第
十
一
条
第
二

あ
ら
か
じ
め
期
日
及
び
場
所
を
通
知
し
て
、
公
開
に
よ
る
意
見
の

項
に
規
定
す
る
審
理
員
が
公
開
に
よ
る
意
見
の
聴
取
を
し
た
後
に

聴
取
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

前
項
に
規
定
す
る
審
査
請
求
に
つ
い
て
は
、
行
政
不
服
審
査
法

３

都
道
府
県
知
事
は
、
第
三
十
一
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
肥
料

第
三
十
一
条
の
規
定
は
適
用
せ
ず
、
同
項
の
意
見
の
聴
取
に
つ
い

の
譲
渡
又
は
引
渡
し
の
制
限
又
は
禁
止
の
処
分
（
販
売
業
者
に
対

て
は
、
同
条
第
二
項
か
ら
第
五
項
ま
で
の
規
定
を
準
用
す
る
。

す
る
処
分
に
限
る
。
）
に
つ
い
て
の
異
議
申
立
て
を
受
け
た
と
き

は
、
異
議
申
立
人
に
対
し
て
あ
ら
か
じ
め
期
日
及
び
場
所
を
通
知

し
て
、
公
開
に
よ
る
意
見
の
聴
取
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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○

漁
港
漁
場
整
備
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
三
十
七
号
）
（
第
百
九
十
一
条
関
係
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
審
査
請
求
）

（
不
服
申
立
て
）

第
四
十
三
条

（
略
）

第
四
十
三
条

（
略
）

２

農
林
水
産
大
臣
は
、
こ
の
法
律
若
し
く
は
こ
れ
に
基
づ
く
命
令

２

農
林
水
産
大
臣
は
、
こ
の
法
律
若
し
く
は
こ
れ
に
基
づ
く
命
令

又
は
漁
港
管
理
規
程
に
基
づ
く
処
分
又
は
そ
の
不
作
為
に
つ
い
て

又
は
漁
港
管
理
規
程
に
基
づ
く
処
分
に
つ
い
て
の
審
査
請
求
又
は

の
審
査
請
求
が
あ
つ
た
と
き
は
、
水
産
政
策
審
議
会
の
意
見
を
聴

異
議
申
立
て
が
あ
つ
た
と
き
は
、
水
産
政
策
審
議
会
の
意
見
を
聴

い
て
、
裁
決
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

い
て
、
裁
決
又
は
決
定
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

水
産
政
策
審
議
会
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
意
見
を
決
定
し
よ

３

水
産
政
策
審
議
会
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
意
見
を
決
定
し
よ

う
と
す
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
期
日
及
び
場
所
を
通
知
し
て

う
と
す
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
期
日
及
び
場
所
を
通
知
し
て

、
審
査
請
求
人
又
は
そ
の
代
理
人
に
対
し
公
開
に
よ
る
意
見
の
聴

、
審
査
請
求
人
若
し
く
は
異
議
申
立
人
又
は
そ
の
代
理
人
に
対
し

取
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

公
開
に
よ
る
意
見
の
聴
取
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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○

植
物
防
疫
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
五
十
一
号
）
（
第
百
九
十
二
条
関
係
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
不
服
申
立
て
）

（
不
服
申
立
て
）

第
三
十
六
条

第
九
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
、
第
十
四
条
、
第

第
三
十
六
条

第
九
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
、
第
十
四
条
、
第

十
六
条
の
四
又
は
第
十
六
条
の
五
の
規
定
に
よ
る
命
令
に
つ
い
て

十
六
条
の
四
又
は
第
十
六
条
の
五
の
規
定
に
よ
る
植
物
防
疫
官
の

は
、
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

命
令
に
つ
い
て
は
、
行
政
不
服
審
査
法
（
昭
和
三
十
七
年
法
律
第

百
六
十
号
）
に
よ
る
不
服
申
立
て
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

２

第
十
条
第
一
項
若
し
く
は
第
四
項
又
は
第
十
三
条
第
二
項
の
検

２

第
十
条
第
一
項
若
し
く
は
第
四
項
又
は
第
十
三
条
第
二
項
の
検

査
の
結
果
に
不
服
が
あ
る
者
は
、
検
査
を
受
け
た
日
の
翌
日
か
ら

査
の
結
果
に
不
服
が
あ
る
者
は
、
検
査
を
受
け
た
日
の
翌
日
か
ら

起
算
し
て
三
月
以
内
に
、
植
物
防
疫
官
に
対
し
て
再
検
査
を
申
し

起
算
し
て
六
十
日
以
内
に
、
植
物
防
疫
官
に
対
し
て
再
検
査
を
申

立
て
る
こ
と
が
で
き
る
。

し
立
て
、
再
検
査
の
結
果
に
不
服
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
取
消
し

の
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

３

前
項
に
規
定
す
る
検
査
又
は
再
検
査
の
結
果
に
つ
い
て
は
、
審

３

前
項
に
規
定
す
る
検
査
の
結
果
に
不
服
が
あ
る
者
は
、
同
項
の

査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

規
定
に
よ
る
こ
と
に
よ
つ
て
の
み
争
う
こ
と
が
で
き
る
。
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○

漁
船
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
七
十
八
号
）
（
第
百
九
十
三
条
関
係
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
審
査
請
求
）

（
不
服
申
立
て
）

第
四
十
八
条

こ
の
法
律
又
は
こ
の
法
律
に
基
づ
く
命
令
の
規
定
に

第
四
十
八
条

農
林
水
産
大
臣
又
は
都
道
府
県
知
事
は
、
こ
の
法
律

よ
る
処
分
又
は
そ
の
不
作
為
に
つ
い
て
の
審
査
請
求
に
対
す
る
裁

又
は
こ
の
法
律
に
基
づ
く
命
令
の
規
定
に
よ
る
処
分
に
つ
い
て
の

決
は
、
行
政
不
服
審
査
法
（
平
成
二
十
六
年
法
律
第

号
）

異
議
申
立
て
に
対
す
る
決
定
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
あ
ら
か

第
二
十
四
条
の
規
定
に
よ
り
当
該
審
査
請
求
を
却
下
す
る
場
合
を

じ
め
、
異
議
申
立
人
に
対
し
、
期
日
及
び
場
所
を
通
知
し
、
公
開

除
き
、
審
査
請
求
人
に
対
し
、
同
法
第
十
一
条
第
二
項
に
規
定
す

に
よ
る
意
見
の
聴
取
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
お

る
審
理
員
が
公
開
に
よ
る
意
見
の
聴
取
を
し
た
後
に
し
な
け
れ
ば

い
て
、
意
見
の
聴
取
に
際
し
て
は
、
異
議
申
立
人
は
、
当
該
事
案

な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
意
見
の
聴
取
に
際
し
て
は
、

に
つ
い
て
意
見
を
述
べ
、
か
つ
、
証
拠
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き

審
査
請
求
人
は
、
当
該
事
案
に
つ
い
て
意
見
を
述
べ
、
か
つ
、
証

る
。

拠
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

前
項
に
規
定
す
る
審
査
請
求
に
つ
い
て
は
、
行
政
不
服
審
査
法

〔
新
設
〕

第
三
十
一
条
の
規
定
は
適
用
せ
ず
、
同
項
の
意
見
の
聴
取
に
つ
い

て
は
、
同
条
第
二
項
か
ら
第
五
項
ま
で
の
規
定
を
準
用
す
る
。

３

第
八
条
の
規
定
に
よ
る
工
事
完
成
後
の
認
定
に
関
す
る
処
分
又

２

第
八
条
の
規
定
に
よ
る
工
事
完
成
後
の
認
定
に
関
す
る
処
分
に

は
そ
の
不
作
為
に
つ
い
て
は
、
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
な

つ
い
て
は
、
行
政
不
服
審
査
法
（
昭
和
三
十
七
年
法
律
第
百
六
十

い
。

号
）
に
よ
る
異
議
申
立
て
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

４

こ
の
法
律
の
規
定
に
よ
る
指
定
認
定
機
関
又
は
指
定
検
認
機
関

３

こ
の
法
律
の
規
定
に
よ
る
指
定
認
定
機
関
又
は
指
定
検
認
機
関

の
処
分
又
は
そ
の
不
作
為
に
つ
い
て
不
服
が
あ
る
者
は
、
当
該
指

の
処
分
又
は
不
作
為
に
つ
い
て
不
服
が
あ
る
者
は
、
当
該
指
定
認

定
認
定
機
関
又
は
指
定
検
認
機
関
を
指
定
し
た
農
林
水
産
大
臣
又

定
機
関
又
は
指
定
検
認
機
関
を
指
定
し
た
農
林
水
産
大
臣
又
は
都

は
都
道
府
県
知
事
に
対
し
、
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

道
府
県
知
事
に
対
し
、
行
政
不
服
審
査
法
に
よ
る
審
査
請
求
を
す

こ
の
場
合
に
お
い
て
、
農
林
水
産
大
臣
又
は
都
道
府
県
知
事
は
、

る
こ
と
が
で
き
る
。

行
政
不
服
審
査
法
第
二
十
五
条
第
二
項
及
び
第
三
項
、
第
四
十
六

条
第
一
項
及
び
第
二
項
、
第
四
十
七
条
並
び
に
第
四
十
九
条
第
三

項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
指
定
認
定
機
関
又
は
指
定
検
認

機
関
の
上
級
行
政
庁
と
み
な
す
。
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○

家
畜
改
良
増
殖
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
九
号
）
（
第
百
九
十
四
条
関
係
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
審
査
請
求
の
制
限
）

（
不
服
申
立
て
の
制
限
）

第
三
十
六
条
の
三

次
に
掲
げ
る
処
分
又
は
そ
の
不
作
為
に
つ
い
て

第
三
十
六
条
の
三

次
に
掲
げ
る
処
分
に
つ
い
て
は
、
行
政
不
服
審

は
、
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

査
法
（
昭
和
三
十
七
年
法
律
第
百
六
十
号
）
に
よ
る
不
服
申
立
て

を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

一
・
二

（
略
）

一
・
二

（
略
）
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○

農
業
委
員
会
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
八
十
八
号
）
（
第
百
九
十
五
条
関
係
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
公
職
選
挙
法
の
準
用
）

（
公
職
選
挙
法
の
準
用
）

第
十
一
条

公
職
選
挙
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
号
）
第
八
条

第
十
一
条

公
職
選
挙
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
号
）
第
八
条

（
特
定
地
域
に
関
す
る
特
例
）
、
第
十
一
条
第
一
項
及
び
第
二
項

（
特
定
地
域
に
関
す
る
特
例
）
、
第
十
一
条
第
一
項
及
び
第
二
項

（
選
挙
権
及
び
被
選
挙
権
を
有
し
な
い
者
）
、
第
十
一
条
の
二
（

（
選
挙
権
及
び
被
選
挙
権
を
有
し
な
い
者
）
、
第
十
一
条
の
二
（

被
選
挙
権
を
有
し
な
い
者
）
、
第
十
七
条
（
投
票
区
）
、
第
十
八

被
選
挙
権
を
有
し
な
い
者
）
、
第
十
七
条
（
投
票
区
）
、
第
十
八

条
（
開
票
区
）
、
第
十
九
条
第
四
項
（
名
簿
の
抄
本
の
使
用
）
、

条
（
開
票
区
）
、
第
十
九
条
第
四
項
（
名
簿
の
抄
本
の
使
用
）
、

第
二
十
三
条
か
ら
第
二
十
五
条
ま
で
（
縦
覧
、
異
議
の
申
出
等
）

第
二
十
三
条
か
ら
第
二
十
五
条
ま
で
（
縦
覧
、
異
議
の
申
出
等
）

、
第
三
十
条
（
選
挙
人
名
簿
の
再
調
製
）
、
第
三
十
三
条
（
一
般

、
第
三
十
条
（
選
挙
人
名
簿
の
再
調
製
）
、
第
三
十
三
条
（
一
般

選
挙
の
期
日
）
、
第
三
十
四
条
（
再
選
挙
、
補
欠
選
挙
等
の
期
日

選
挙
の
期
日
）
、
第
三
十
四
条
（
再
選
挙
、
補
欠
選
挙
等
の
期
日

）
、
第
六
章
（
第
三
十
七
条
第
三
項
及
び
第
四
項
、
第
四
十
四
条

）
、
第
六
章
（
第
三
十
七
条
第
三
項
及
び
第
四
項
、
第
四
十
四
条

第
三
項
、
第
四
十
六
条
第
二
項
及
び
第
三
項
、
第
四
十
六
条
の
二

第
三
項
、
第
四
十
六
条
第
二
項
及
び
第
三
項
、
第
四
十
六
条
の
二

、
第
四
十
九
条
第
四
項
か
ら
第
八
項
ま
で
、
第
四
十
九
条
の
二
並

、
第
四
十
九
条
第
四
項
か
ら
第
八
項
ま
で
、
第
四
十
九
条
の
二
並

び
に
第
五
十
七
条
第
二
項
の
規
定
を
除
く
。
）
（
投
票
）
、
第
七

び
に
第
五
十
七
条
第
二
項
の
規
定
を
除
く
。
）
（
投
票
）
、
第
七

章
（
第
六
十
一
条
第
三
項
及
び
第
四
項
、
第
六
十
八
条
第
二
項
及

章
（
第
六
十
一
条
第
三
項
及
び
第
四
項
、
第
六
十
八
条
第
二
項
及

び
第
三
項
並
び
に
第
六
十
八
条
の
二
第
二
項
、
第
三
項
及
び
第
五

び
第
三
項
並
び
に
第
六
十
八
条
の
二
第
二
項
、
第
三
項
及
び
第
五

項
の
規
定
を
除
く
。
）
（
開
票
）
、
第
八
章
（
第
七
十
五
条
第
二

項
の
規
定
を
除
く
。
）
（
開
票
）
、
第
八
章
（
第
七
十
五
条
第
二

項
、
第
七
十
七
条
第
二
項
及
び
第
八
十
一
条
の
規
定
を
除
く
。
）

項
、
第
七
十
七
条
第
二
項
及
び
第
八
十
一
条
の
規
定
を
除
く
。
）

（
選
挙
会
）
、
第
八
十
六
条
の
四
第
一
項
か
ら
第
五
項
ま
で
及
び

（
選
挙
会
）
、
第
八
十
六
条
の
四
第
一
項
か
ら
第
五
項
ま
で
及
び

第
九
項
か
ら
第
十
一
項
ま
で
（
候
補
者
の
立
候
補
の
届
出
等
）
、

第
九
項
か
ら
第
十
一
項
ま
で
（
候
補
者
の
立
候
補
の
届
出
等
）
、

第
八
十
六
条
の
八
（
被
選
挙
権
の
な
い
者
等
の
立
候
補
の
禁
止
）

第
八
十
六
条
の
八
（
被
選
挙
権
の
な
い
者
等
の
立
候
補
の
禁
止
）

、
第
八
十
七
条
第
一
項
（
重
複
立
候
補
の
禁
止
）
、
第
九
十
条
（

、
第
八
十
七
条
第
一
項
（
重
複
立
候
補
の
禁
止
）
、
第
九
十
条
（

立
候
補
の
た
め
の
公
務
員
の
退
職
）
、
第
九
十
一
条
第
二
項
（
公

立
候
補
の
た
め
の
公
務
員
の
退
職
）
、
第
九
十
一
条
第
二
項
（
公

務
員
と
な
つ
た
た
め
立
候
補
の
辞
退
と
み
な
さ
れ
る
場
合
）
、
第

務
員
と
な
つ
た
た
め
立
候
補
の
辞
退
と
み
な
さ
れ
る
場
合
）
、
第

十
章
（
第
九
十
五
条
の
二
、
第
九
十
五
条
の
三
、
第
九
十
七
条
第

十
章
（
第
九
十
五
条
の
二
、
第
九
十
五
条
の
三
、
第
九
十
七
条
第

三
項
、
第
九
十
七
条
の
二
、
第
九
十
八
条
第
二
項
か
ら
第
四
項
ま

三
項
、
第
九
十
七
条
の
二
、
第
九
十
八
条
第
二
項
か
ら
第
四
項
ま

で
、
第
九
十
九
条
の
二
、
第
百
条
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
、
第

で
、
第
九
十
九
条
の
二
、
第
百
条
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
、
第



- 450 -

七
項
及
び
第
八
項
、
第
百
一
条
か
ら
第
百
一
条
の
二
の
二
ま
で
並

七
項
及
び
第
八
項
、
第
百
一
条
か
ら
第
百
一
条
の
二
の
二
ま
で
並

び
に
第
百
八
条
第
二
項
の
規
定
を
除
く
。
）
（
当
選
人
）
、
第
百

び
に
第
百
八
条
第
二
項
の
規
定
を
除
く
。
）
（
当
選
人
）
、
第
百

十
条
第
一
項
及
び
第
三
項
（
再
選
挙
）
、
第
百
十
一
条
第
一
項
及

十
条
第
一
項
及
び
第
三
項
（
再
選
挙
）
、
第
百
十
一
条
第
一
項
及

び
第
二
項
（
議
員
の
欠
け
た
場
合
の
通
知
）
、
第
百
十
二
条
第
五

び
第
二
項
（
議
員
の
欠
け
た
場
合
の
通
知
）
、
第
百
十
二
条
第
五

項
、
第
七
項
及
び
第
八
項
（
議
員
の
欠
け
た
場
合
の
繰
上
補
充
）

項
、
第
七
項
及
び
第
八
項
（
議
員
の
欠
け
た
場
合
の
繰
上
補
充
）

、
第
百
十
三
条
第
一
項
（
補
欠
選
挙
）
、
第
百
十
五
条
第
一
項
（

、
第
百
十
三
条
第
一
項
（
補
欠
選
挙
）
、
第
百
十
五
条
第
一
項
（

合
併
選
挙
）
、
第
百
十
六
条
（
議
員
又
は
当
選
人
が
全
て
な
い
場

合
併
選
挙
）
、
第
百
十
六
条
（
議
員
又
は
当
選
人
が
す
べ
て
な
い

合
の
一
般
選
挙
）
、
第
百
十
七
条
（
設
置
選
挙
）
、
第
百
二
十
九

場
合
の
一
般
選
挙
）
、
第
百
十
七
条
（
設
置
選
挙
）
、
第
百
二
十

条
（
選
挙
運
動
の
期
間
）
、
第
百
三
十
条
（
選
挙
事
務
所
の
設
置

九
条
（
選
挙
運
動
の
期
間
）
、
第
百
三
十
条
（
選
挙
事
務
所
の
設

及
び
届
出
）
、
第
百
三
十
一
条
第
一
項
及
び
第
二
項
（
選
挙
事
務

置
及
び
届
出
）
、
第
百
三
十
一
条
第
一
項
及
び
第
二
項
（
選
挙
事

所
の
数
）
、
第
百
三
十
二
条
（
選
挙
当
日
の
選
挙
事
務
所
の
制
限

務
所
の
数
）
、
第
百
三
十
二
条
（
選
挙
当
日
の
選
挙
事
務
所
の
制

）
、
第
百
三
十
四
条
か
ら
第
百
三
十
七
条
ま
で
（
選
挙
事
務
所
の

限
）
、
第
百
三
十
四
条
か
ら
第
百
三
十
七
条
ま
で
（
選
挙
事
務
所

閉
鎖
命
令
、
選
挙
事
務
関
係
者
等
の
選
挙
運
動
の
禁
止
）
、
第
百

の
閉
鎖
命
令
、
選
挙
事
務
関
係
者
等
の
選
挙
運
動
の
禁
止
）
、
第

三
十
七
条
の
三
（
選
挙
権
及
び
被
選
挙
権
を
有
し
な
い
者
の
選
挙

百
三
十
七
条
の
三
（
選
挙
権
及
び
被
選
挙
権
を
有
し
な
い
者
の
選

運
動
の
禁
止
）
、
第
百
三
十
八
条
（
戸
別
訪
問
）
、
第
百
四
十
条

挙
運
動
の
禁
止
）
、
第
百
三
十
八
条
（
戸
別
訪
問
）
、
第
百
四
十

の
二
（
連
呼
行
為
の
禁
止
）
、
第
百
四
十
八
条
の
二
（
新
聞
紙
、

条
の
二
（
連
呼
行
為
の
禁
止
）
、
第
百
四
十
八
条
の
二
（
新
聞
紙

雑
誌
の
不
法
利
用
等
の
制
限
）
、
第
百
六
十
一
条
、
第
百
六
十
一

、
雑
誌
の
不
法
利
用
等
の
制
限
）
、
第
百
六
十
一
条
、
第
百
六
十

条
の
二
、
第
百
六
十
二
条
第
一
項
及
び
第
二
項
、
第
百
六
十
三
条

一
条
の
二
、
第
百
六
十
二
条
第
一
項
及
び
第
二
項
、
第
百
六
十
三

（
個
人
演
説
会
）
、
第
百
六
十
四
条
の
六
（
夜
間
の
街
頭
演
説
の

条
（
個
人
演
説
会
）
、
第
百
六
十
四
条
の
六
（
夜
間
の
街
頭
演
説

禁
止
等
）
、
第
百
六
十
六
条
（
特
定
の
建
物
及
び
施
設
に
お
け
る

の
禁
止
等
）
、
第
百
六
十
六
条
（
特
定
の
建
物
及
び
施
設
に
お
け

演
説
等
の
禁
止
）
、
第
十
五
章
（
第
二
百
四
条
、
第
二
百
五
条
第

る
演
説
等
の
禁
止
）
、
第
十
五
章
（
第
二
百
四
条
、
第
二
百
五
条

五
項
、
第
二
百
八
条
、
第
二
百
九
条
の
二
第
二
項
、
第
二
百
十
一

第
五
項
、
第
二
百
八
条
、
第
二
百
九
条
の
二
第
二
項
、
第
二
百
十

条
第
二
項
及
び
第
二
百
二
十
条
第
四
項
の
規
定
を
除
く
。
）
（
争

一
条
第
二
項
及
び
第
二
百
二
十
条
第
四
項
の
規
定
を
除
く
。
）
（

訟
）
、
第
十
六
章
（
第
二
百
二
十
四
条
の
三
、
第
二
百
三
十
五
条

争
訟
）
、
第
十
六
章
（
第
二
百
二
十
四
条
の
三
、
第
二
百
三
十
五

の
二
第
一
号
及
び
第
二
号
、
第
二
百
三
十
五
条
の
三
、
第
二
百
三

条
の
二
第
一
号
及
び
第
二
号
、
第
二
百
三
十
五
条
の
三
、
第
二
百

十
五
条
の
四
、
第
二
百
三
十
五
条
の
六
、
第
二
百
三
十
六
条
第
二

三
十
五
条
の
四
、
第
二
百
三
十
五
条
の
六
、
第
二
百
三
十
六
条
第

項
、
第
二
百
三
十
六
条
の
二
、
第
二
百
三
十
九
条
第
一
項
第
四
号

二
項
、
第
二
百
三
十
六
条
の
二
、
第
二
百
三
十
九
条
第
一
項
第
四

及
び
第
二
項
、
第
二
百
三
十
九
条
の
二
第
一
項
、
第
二
百
四
十
条

号
及
び
第
二
項
、
第
二
百
三
十
九
条
の
二
第
一
項
、
第
二
百
四
十

第
一
項
第
三
号
及
び
第
二
項
、
第
二
百
四
十
二
条
第
二
項
、
第
二

条
第
一
項
第
三
号
及
び
第
二
項
、
第
二
百
四
十
二
条
第
二
項
、
第

百
四
十
二
条
の
二
、
第
二
百
四
十
三
条
第
一
項
第
一
号
及
び
第
二

二
百
四
十
二
条
の
二
、
第
二
百
四
十
三
条
第
一
項
第
一
号
及
び
第

号
か
ら
第
九
号
ま
で
並
び
に
第
二
項
、
第
二
百
四
十
四
条
第
一
項

二
号
か
ら
第
九
号
ま
で
並
び
に
第
二
項
、
第
二
百
四
十
四
条
第
一
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第
一
号
か
ら
第
五
号
の
二
ま
で
、
第
七
号
及
び
第
八
号
並
び
に
第

項
第
一
号
か
ら
第
五
号
の
二
ま
で
、
第
七
号
及
び
第
八
号
並
び
に

二
項
、
第
二
百
四
十
五
条
か
ら
第
二
百
五
十
条
ま
で
、
第
二
百
五

第
二
項
、
第
二
百
四
十
五
条
か
ら
第
二
百
五
十
条
ま
で
、
第
二
百

十
一
条
の
二
第
二
項
、
第
三
項
及
び
第
五
項
、
第
二
百
五
十
一
条

五
十
一
条
の
二
第
二
項
、
第
三
項
及
び
第
五
項
、
第
二
百
五
十
一

の
三
、
第
二
百
五
十
一
条
の
四
、
第
二
百
五
十
二
条
の
二
、
第
二

条
の
三
、
第
二
百
五
十
一
条
の
四
、
第
二
百
五
十
二
条
の
二
、
第

百
五
十
二
条
の
三
、
第
二
百
五
十
五
条
第
三
項
か
ら
第
五
項
ま
で

二
百
五
十
二
条
の
三
、
第
二
百
五
十
五
条
第
三
項
か
ら
第
五
項
ま

並
び
に
第
二
百
五
十
五
条
の
二
か
ら
第
二
百
五
十
五
条
の
四
ま
で

で
並
び
に
第
二
百
五
十
五
条
の
二
か
ら
第
二
百
五
十
五
条
の
四
ま

の
規
定
を
除
く
。
）
（
罰
則
）
、
第
二
百
六
十
四
条
の
二
（
行
政

で
の
規
定
を
除
く
。
）
（
罰
則
）
、
第
二
百
六
十
四
条
の
二
（
行

手
続
法
の
適
用
除
外
）
、
第
二
百
七
十
条
第
一
項
本
文
（
選
挙
に

政
手
続
法
の
適
用
除
外
）
、
第
二
百
七
十
条
第
一
項
本
文
（
選
挙

関
す
る
届
出
等
の
時
間
）
、
第
二
百
七
十
条
の
二
（
不
在
者
投
票

に
関
す
る
届
出
等
の
時
間
）
、
第
二
百
七
十
条
の
二
（
不
在
者
投

の
時
間
）
、
第
二
百
七
十
条
の
三
（
選
挙
に
関
す
る
届
出
等
の
期

票
の
時
間
）
、
第
二
百
七
十
条
の
三
（
選
挙
に
関
す
る
届
出
等
の

限
）
、
第
二
百
七
十
一
条
の
二
（
一
部
無
効
に
よ
る
再
選
挙
の
特

期
限
）
、
第
二
百
七
十
一
条
の
二
（
一
部
無
効
に
因
る
再
選
挙
の

例
）
、
第
二
百
七
十
二
条
（
命
令
へ
の
委
任
）
並
び
に
附
則
第
四

特
例
）
、
第
二
百
七
十
二
条
（
命
令
へ
の
委
任
）
並
び
に
附
則
第

項
及
び
第
五
項
の
規
定
は
、
衆
議
院
議
員
、
参
議
院
議
員
、
地
方

四
項
及
び
第
五
項
の
規
定
は
、
衆
議
院
議
員
、
参
議
院
議
員
、
地

公
共
団
体
の
長
及
び
都
道
府
県
の
議
会
の
議
員
の
選
挙
に
関
す
る

方
公
共
団
体
の
長
及
び
都
道
府
県
の
議
会
の
議
員
の
選
挙
に
関
す

部
分
を
除
き
、
農
業
委
員
会
の
選
挙
に
よ
る
委
員
の
選
挙
に
つ
い

る
部
分
を
除
き
、
農
業
委
員
会
の
選
挙
に
よ
る
委
員
の
選
挙
に
つ

て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
こ
れ
ら
の
規
定
中
「
公
職

い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
こ
れ
ら
の
規
定
中
「
公

の
候
補
者
」
と
あ
る
の
は
「
農
業
委
員
会
の
選
挙
に
よ
る
委
員
の

職
の
候
補
者
」
と
あ
る
の
は
「
農
業
委
員
会
の
選
挙
に
よ
る
委
員

候
補
者
」
と
読
み
替
え
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
同
法
の
規
定

の
候
補
者
」
と
読
み
替
え
、
次
表
上
欄
に
掲
げ
る
同
法
の
規
定
の

の
う
ち
同
表
の
中
欄
に
掲
げ
る
も
の
は
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄

う
ち
同
表
中
欄
に
掲
げ
る
も
の
は
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
下
欄
の
よ
う

の
よ
う
に
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

に
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

第
二
十
四
条

三
日

二
十
日

第
二
十
四
条

三
日

二
十
日

第
二
項

第
二
項

そ
の
異
議
の
申
出
に
係
る

直
ち
に
選
挙
人
名
簿
を

そ
の
異
議
の
申
出
に
係
る

直
ち
に
選
挙
人
名
簿
を

者
を
直
ち
に
選
挙
人
名
簿

修
正
し

者
を
直
ち
に
選
挙
人
名
簿

修
正
し

に
登
録
し
、
又
は
選
挙
人

に
登
録
し
、
又
は
選
挙
人

名
簿
か
ら
抹
消
し

名
簿
か
ら
抹
消
し

ま
つ

ま
つ
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第
二
十
四
条

公
職
選
挙
法

農
業
委
員
会
等
に
関
す

第
三
項

る
法
律
第
十
一
条
に
お

い
て
準
用
す
る
公
職
選

挙
法

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）
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○

農
産
物
検
査
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
百
四
十
四
号
）
（
第
百
九
十
六
条
関
係
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
農
林
水
産
大
臣
に
よ
る
農
産
物
検
査
の
業
務
の
実
施
）

（
農
林
水
産
大
臣
に
よ
る
農
産
物
検
査
の
業
務
の
実
施
）

第
三
十
五
条

（
略
）

第
三
十
五
条

（
略
）

２
～
４

（
略
）

２
～
４

（
略
）

５

第
一
項
の
農
産
物
検
査
の
結
果
に
つ
い
て
は
、
審
査
請
求
を
す

５

第
一
項
の
農
産
物
検
査
の
結
果
に
つ
い
て
は
、
行
政
不
服
審
査

る
こ
と
が
で
き
な
い
。

法
（
昭
和
三
十
七
年
法
律
第
百
六
十
号
）
に
よ
る
不
服
申
立
て
を

す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

６

（
略
）

６

（
略
）
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○

持
続
的
養
殖
生
産
確
保
法
（
平
成
十
一
年
法
律
第
五
十
一
号
）
（
第
百
九
十
六
条
関
係
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
養
殖
水
産
動
植
物
の
移
動
制
限
等
）

（
養
殖
水
産
動
植
物
の
移
動
制
限
等
）

第
八
条

（
略
）

第
八
条

（
略
）

２

（
略
）

２

（
略
）

３

第
一
項
の
規
定
に
よ
る
命
令
に
つ
い
て
は
、
審
査
請
求
を
す
る

３

第
一
項
の
規
定
に
よ
る
命
令
に
つ
い
て
は
、
行
政
不
服
審
査
法

こ
と
が
で
き
な
い
。

（
昭
和
三
十
七
年
法
律
第
百
六
十
号
）
に
よ
る
不
服
申
立
て
を
す

る
こ
と
が
で
き
な
い
。
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○

家
畜
伝
染
病
予
防
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
百
六
十
六
号
）
（
第
百
九
十
七
条
関
係
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
審
査
請
求
の
制
限
）

（
不
服
申
立
て
の
制
限
）

第
五
十
二
条
の
三

第
十
四
条
第
三
項
、
第
十
六
条
第
一
項
、
第
十

第
五
十
二
条
の
三

第
十
四
条
第
三
項
、
第
十
六
条
第
一
項
、
第
十

九
条
、
第
二
十
条
第
二
項
、
第
二
十
一
条
第
一
項
、
第
二
十
三
条

九
条
、
第
二
十
条
第
二
項
、
第
二
十
一
条
第
一
項
、
第
二
十
三
条

第
一
項
、
第
二
十
五
条
第
一
項
又
は
第
二
十
六
条
第
二
項
の
規
定

第
一
項
、
第
二
十
五
条
第
一
項
又
は
第
二
十
六
条
第
二
項
の
規
定

に
よ
る
家
畜
防
疫
員
の
指
示
（
第
四
十
六
条
第
一
項
又
は
第
四
十

に
よ
る
家
畜
防
疫
員
の
指
示
（
第
四
十
六
条
第
一
項
又
は
第
四
十

八
条
の
規
定
に
よ
り
家
畜
防
疫
官
が
行
う
こ
れ
ら
の
規
定
に
よ
る

八
条
の
規
定
に
よ
り
家
畜
防
疫
官
が
行
う
こ
れ
ら
の
規
定
に
よ
る

指
示
を
含
む
。
）
及
び
第
十
七
条
第
一
項
、
第
十
七
条
の
二
第
五

指
示
を
含
む
。
）
及
び
第
十
七
条
第
一
項
、
第
十
七
条
の
二
第
五

項
又
は
第
二
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
都
道
府
県
知
事
の
命

項
又
は
第
二
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
都
道
府
県
知
事
の
命

令
（
第
四
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
動
物
検
疫
所
長
が
行
う

令
（
第
四
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
動
物
検
疫
所
長
が
行
う

第
十
七
条
第
一
項
又
は
第
二
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
命
令

第
十
七
条
第
一
項
又
は
第
二
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
命
令

を
含
む
。
）
に
つ
い
て
は
、
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い

を
含
む
。
）
に
つ
い
て
は
、
行
政
不
服
審
査
法
（
昭
和
三
十
七
年

。

法
律
第
百
六
十
号
）
に
よ
る
不
服
申
立
て
を
す
る
こ
と
が
で
き
な

い
。



- 456 -

○

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
（
第
百
九
十
八
条
関
係
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
裁
定
の
効
果
）

（
裁
定
の
効
果
）

第
十
条
の
十
一
の
五

都
道
府
県
知
事
は
、
前
条
第
一
項
の
裁
定
を

第
十
条
の
十
一
の
五

都
道
府
県
知
事
は
、
前
条
第
一
項
の
裁
定
を

し
た
と
き
は
、
農
林
水
産
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
遅
滞

し
た
と
き
は
、
農
林
水
産
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
遅
滞

な
く
、
そ
の
旨
を
そ
の
裁
定
の
申
請
を
し
た
者
及
び
そ
の
申
請
に

な
く
、
そ
の
旨
を
そ
の
裁
定
の
申
請
を
し
た
者
及
び
そ
の
申
請
に

係
る
森
林
所
有
者
に
通
知
す
る
と
と
も
に
、
こ
れ
を
公
告
し
な
け

係
る
森
林
所
有
者
に
通
知
す
る
と
と
も
に
、
こ
れ
を
公
告
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
裁
定
に
つ
い
て
の
審
査
請
求
に
対
す
る
裁

れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
裁
定
に
つ
い
て
の
異
議
申
立
て
に
対
す
る

決
に
よ
つ
て
そ
の
裁
定
の
内
容
が
変
更
さ
れ
た
と
き
も
、
同
様
と

決
定
に
よ
つ
て
そ
の
裁
定
の
内
容
が
変
更
さ
れ
た
と
き
も
、
同
様

す
る
。

と
す
る
。

２
～
５

（
略
）

２
～
５

（
略
）

（
森
林
所
有
者
を
確
知
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
に
お
け
る
要

（
森
林
所
有
者
を
確
知
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
に
お
け
る
要

間
伐
森
林
の
間
伐
）

間
伐
森
林
の
間
伐
）

第
十
条
の
十
一
の
六

（
略
）

第
十
条
の
十
一
の
六

（
略
）

２

（
略
）

２

（
略
）

３

都
道
府
県
知
事
は
、
前
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
第

３

都
道
府
県
知
事
は
、
前
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
第

十
条
の
十
一
の
四
第
一
項
の
裁
定
を
し
た
と
き
は
、
農
林
水
産
省

十
条
の
十
一
の
四
第
一
項
の
裁
定
を
し
た
と
き
は
、
農
林
水
産
省

令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
遅
滞
な
く
、
そ
の
旨
を
そ
の
裁
定

令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
遅
滞
な
く
、
そ
の
旨
を
そ
の
裁
定

の
申
請
を
し
た
者
に
通
知
す
る
と
と
も
に
、
こ
れ
を
公
告
し
な
け

の
申
請
を
し
た
者
に
通
知
す
る
と
と
も
に
、
こ
れ
を
公
告
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
裁
定
に
つ
い
て
の
審
査
請
求
に
対
す
る
裁

れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
裁
定
に
つ
い
て
の
異
議
申
立
て
に
対
す
る

決
に
よ
つ
て
そ
の
裁
定
の
内
容
が
変
更
さ
れ
た
と
き
も
、
同
様
と

決
定
に
よ
つ
て
そ
の
裁
定
の
内
容
が
変
更
さ
れ
た
と
き
も
、
同
様

す
る
。

と
す
る
。

４
～
６

（
略
）

４
～
６

（
略
）

（
利
用
権
の
地
代
の
額
等
の
増
減
の
訴
え
等
）

（
利
用
権
の
地
代
の
額
等
の
増
減
の
訴
え
等
）

第
十
条
の
十
一
の
七

（
略
）

第
十
条
の
十
一
の
七

（
略
）

２

（
略
）

２

（
略
）

３

第
十
条
の
十
一
の
四
第
一
項
（
前
条
第
二
項
に
お
い
て
読
み
替

３

第
十
条
の
十
一
の
四
第
一
項
（
前
条
第
二
項
に
お
い
て
読
み
替

え
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
裁
定
に
つ
い
て
の
審
査
請
求

え
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
裁
定
に
つ
い
て
の
異
議
申
立
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に
お
い
て
は
、
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
の
不
服
を

て
に
お
い
て
は
、
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
の
不
服

そ
の
裁
定
に
つ
い
て
の
不
服
の
理
由
と
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

を
そ
の
裁
定
に
つ
い
て
の
不
服
の
理
由
と
す
る
こ
と
が
で
き
な
い

た
だ
し
、
前
条
第
二
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
第
十
条

。
た
だ
し
、
前
条
第
二
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
第
十

の
十
一
の
四
第
一
項
の
裁
定
を
受
け
た
者
が
そ
の
裁
定
に
係
る
要

条
の
十
一
の
四
第
一
項
の
裁
定
を
受
け
た
者
が
そ
の
裁
定
に
係
る

間
伐
森
林
の
森
林
所
有
者
を
確
知
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
に

要
間
伐
森
林
の
森
林
所
有
者
を
確
知
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と

よ
り
第
一
項
の
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
は
、
こ

に
よ
り
第
一
項
の
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
は
、

の
限
り
で
な
い
。

こ
の
限
り
で
な
い
。

（
不
服
申
立
て
）

（
不
服
申
立
て
）

第
百
九
十
条

第
十
条
の
二
、
第
二
十
五
条
か
ら
第
二
十
六
条
の
二

第
百
九
十
条

第
十
条
の
二
、
第
二
十
五
条
か
ら
第
二
十
六
条
の
二

ま
で
、
第
二
十
七
条
第
三
項
た
だ
し
書
（
第
三
十
三
条
の
三
及
び

ま
で
、
第
二
十
七
条
第
三
項
た
だ
し
書
（
第
三
十
三
条
の
三
及
び

第
四
十
四
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
第
三
十
三

第
四
十
四
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
第
三
十
三

条
の
二
（
第
四
十
四
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、

条
の
二
（
第
四
十
四
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、

第
三
十
四
条
（
第
四
十
四
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。

第
三
十
四
条
（
第
四
十
四
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。

）
、
第
四
十
一
条
若
し
く
は
第
四
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る

）
、
第
四
十
一
条
若
し
く
は
第
四
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る

処
分
又
は
第
二
十
八
条
（
第
三
十
三
条
の
三
及
び
第
四
十
四
条
に

処
分
又
は
第
二
十
八
条
（
第
三
十
三
条
の
三
及
び
第
四
十
四
条
に

お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
に
規
定
す
る
処
分
に
不
服
が

お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
に
規
定
す
る
処
分
に
不
服
が

あ
る
者
は
、
そ
の
不
服
の
理
由
が
鉱
業
、
採
石
業
又
は
砂
利
採
取

あ
る
者
は
、
そ
の
不
服
の
理
由
が
鉱
業
、
採
石
業
又
は
砂
利
採
取

業
と
の
調
整
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
と
き
は
、
公
害
等
調
整
委
員

業
と
の
調
整
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
と
き
は
、
公
害
等
調
整
委
員

会
に
対
し
て
裁
定
の
申
請
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に

会
に
対
し
て
裁
定
の
申
請
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に

お
い
て
は
、
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

お
い
て
は
、
行
政
不
服
審
査
法
（
昭
和
三
十
七
年
法
律
第
百
六
十

号
）
に
よ
る
不
服
申
立
て
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

２

行
政
不
服
審
査
法
（
平
成
二
十
六
年
法
律
第

号
）
第
二

２

行
政
不
服
審
査
法
第
十
八
条
の
規
定
は
、
前
項
の
処
分
に
つ
き

十
二
条
の
規
定
は
、
前
項
の
処
分
に
つ
き
、
処
分
を
し
た
行
政
庁

、
処
分
庁
が
誤
つ
て
審
査
請
求
又
は
異
議
申
立
て
を
す
る
こ
と
が

が
誤
つ
て
審
査
請
求
又
は
再
調
査
の
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る

で
き
る
旨
を
教
示
し
た
場
合
に
準
用
す
る
。

旨
を
教
示
し
た
場
合
に
準
用
す
る
。

３

第
四
章
の
規
定
に
よ
る
都
道
府
県
知
事
の
裁
定
に
つ
い
て
の
審

３

第
四
章
の
規
定
に
よ
る
都
道
府
県
知
事
の
裁
定
に
つ
い
て
の
異

査
請
求
に
お
い
て
は
、
損
失
の
補
償
金
の
額
に
つ
い
て
の
不
服
を

議
申
立
て
に
お
い
て
は
、
損
失
の
補
償
金
の
額
に
つ
い
て
の
不
服

そ
の
裁
定
に
つ
い
て
の
不
服
の
理
由
と
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

を
そ
の
裁
定
に
つ
い
て
の
不
服
の
理
由
と
す
る
こ
と
が
で
き
な
い

。
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○

水
産
資
源
保
護
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
三
百
十
三
号
）
（
第
百
九
十
九
条
関
係
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

目
次

目
次

第
一
章
～
第
四
章

（
略
）

第
一
章
～
第
四
章

（
略
）

第
五
章

雑
則
（
第
三
十
二
条
―
第
三
十
五
条
の
二
）

第
五
章

雑
則
（
第
三
十
二
条
―
第
三
十
五
条
の
三
）

第
六
章

（
略
）

第
六
章

（
略
）

附
則

附
則

（
不
服
申
立
て
と
訴
訟
と
の
関
係
）

〔
削
除
〕

第
三
十
五
条

農
林
水
産
大
臣
又
は
都
道
府
県
知
事
が
第
四
条
第
一

項
又
は
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
く
農
林
水
産
省
令
又
は
規
則
の
規

定
に
よ
つ
て
し
た
処
分
の
取
消
し
の
訴
え
は
、
そ
の
処
分
に
つ
い

て
の
異
議
申
立
て
又
は
審
査
請
求
に
対
す
る
決
定
又
は
裁
決
を
経

た
後
で
な
け
れ
ば
、
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

２

前
項
に
規
定
す
る
処
分
に
つ
い
て
は
、
行
政
手
続
法
（
平
成
五

年
法
律
第
八
十
八
号
）
第
二
十
七
条
第
二
項
の
規
定
は
、
適
用
し

な
い
。

（
事
務
の
区
分
）

（
事
務
の
区
分
）

第
三
十
五
条

（
略
）

第
三
十
五
条
の
二

（
略
）

（
経
過
措
置
）

（
経
過
措
置
）

第
三
十
五
条
の
二

（
略
）

第
三
十
五
条
の
三

（
略
）
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○

漁
船
損
害
等
補
償
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
二
十
八
号
）
（
第
二
百
条
関
係
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
審
査
の
申
立
て
）

（
政
府
を
相
手
方
と
す
る
訴
え
の
提
起
）

第
百
三
十
八
条
の
二
十
二

組
合
又
は
中
央
会
は
、
政
府
が
特
殊
保

第
百
三
十
八
条
の
二
十
二

組
合
又
は
中
央
会
が
、
政
府
が
特
殊
保

険
再
保
険
事
業
等
と
し
て
行
う
再
保
険
に
関
す
る
事
項
に
つ
き
不

険
再
保
険
事
業
等
と
し
て
行
う
再
保
険
に
関
す
る
事
項
に
つ
き
、

服
が
あ
る
と
き
は
、
農
漁
業
保
険
審
査
会
に
対
し
、
審
査
を
申
し

政
府
を
相
手
方
と
す
る
訴
え
を
提
起
す
る
に
は
、
農
漁
業
保
険
審

立
て
る
こ
と
が
で
き
る
。

査
会
の
審
査
を
経
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

（
略
）

２

（
略
）
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○

農
地
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
二
百
二
十
九
号
）
（
第
二
百
一
条
関
係
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
不
服
申
立
て
）

（
不
服
申
立
て
）

第
五
十
三
条

第
九
条
第
一
項
（
第
十
二
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用

第
五
十
三
条

第
九
条
第
一
項
（
第
十
二
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用

す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
る
買
収
令
書
の
交
付
又
は
第

す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
る
買
収
令
書
の
交
付
に
つ
い

三
十
九
条
第
一
項
（
第
四
十
三
条
第
二
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て

て
の
異
議
申
立
て
又
は
第
三
十
九
条
第
一
項
（
第
四
十
三
条
第
二

準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
裁
定
に
つ
い
て
の
審
査
請
求
に
お

項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
裁
定
に

い
て
は
、
そ
の
対
価
、
借
賃
又
は
補
償
金
の
額
に
つ
い
て
の
不
服

つ
い
て
の
審
査
請
求
に
お
い
て
は
、
そ
の
対
価
、
借
賃
又
は
補
償

を
そ
の
処
分
に
つ
い
て
の
不
服
の
理
由
と
す
る
こ
と
が
で
き
な
い

金
の
額
に
つ
い
て
の
不
服
を
そ
の
処
分
に
つ
い
て
の
不
服
の
理
由

。
た
だ
し
、
第
四
十
三
条
第
二
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す

と
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
た
だ
し
、
第
四
十
三
条
第
二
項
に
お

る
第
三
十
九
条
第
一
項
の
裁
定
を
受
け
た
者
が
そ
の
裁
定
に
係
る

い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
第
三
十
九
条
第
一
項
の
裁
定
を
受
け

農
地
の
所
有
者
等
を
確
知
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
に
よ
り
第

た
者
が
そ
の
裁
定
に
係
る
農
地
の
所
有
者
等
を
確
知
す
る
こ
と
が

五
十
五
条
第
一
項
の
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
は

で
き
な
い
こ
と
に
よ
り
第
五
十
五
条
第
一
項
の
訴
え
を
提
起
す
る

、
こ
の
限
り
で
な
い
。

こ
と
が
で
き
な
い
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

２

（
略
）

２

（
略
）

３

第
七
条
第
二
項
又
は
第
六
項
の
規
定
に
よ
る
公
示
に
つ
い
て
は

３

第
七
条
第
二
項
又
は
第
六
項
の
規
定
に
よ
る
公
示
に
つ
い
て
は

、
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
前
項
の
規
定
に
よ
り
裁

、
行
政
不
服
審
査
法
（
昭
和
三
十
七
年
法
律
第
百
六
十
号
）
に
よ

定
の
申
請
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
処
分
に
つ
い
て
も
、
同
様
と
す

る
不
服
申
立
て
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
前
項
の
規
定
に
よ
り

る
。

裁
定
の
申
請
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
処
分
に
つ
い
て
も
、
同
様
と

す
る
。

４

行
政
不
服
審
査
法
（
平
成
二
十
六
年
法
律
第

号
）
第
二

４

行
政
不
服
審
査
法
第
十
八
条
の
規
定
は
、
前
項
後
段
の
処
分
に

十
二
条
の
規
定
は
、
前
項
後
段
の
処
分
に
つ
き
、
処
分
を
し
た
行

つ
き
、
処
分
庁
が
誤
つ
て
審
査
請
求
又
は
異
議
申
立
て
を
す
る
こ

政
庁
が
誤
つ
て
審
査
請
求
又
は
再
調
査
の
請
求
を
す
る
こ
と
が
で

と
が
で
き
る
旨
を
教
示
し
た
場
合
に
準
用
す
る
。

き
る
旨
を
教
示
し
た
場
合
に
準
用
す
る
。

（
不
服
申
立
て
と
訴
訟
と
の
関
係
）

第
五
十
四
条

削
除

第
五
十
四
条

こ
の
法
律
に
基
づ
く
処
分
（
不
服
申
立
て
を
す
る
こ

と
が
で
き
な
い
処
分
を
除
く
。
）
の
取
消
し
の
訴
え
は
、
当
該
処

分
に
つ
い
て
の
審
査
請
求
又
は
異
議
申
立
て
に
対
す
る
裁
決
又
は
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決
定
を
経
た
後
で
な
け
れ
ば
、
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

２

第
五
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
処
分
に
つ
い
て
は
、
行
政

手
続
法
（
平
成
五
年
法
律
第
八
十
八
号
）
第
二
十
七
条
第
二
項
の

規
定
は
、
適
用
し
な
い
。
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○

飼
料
の
安
全
性
の
確
保
及
び
品
質
の
改
善
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
八
年
法
律
第
三
十
五
号
）
（
第
二
百
二
条
関
係
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
セ
ン
タ
ー
が
し
た
処
分
等
に
係
る
審
査
請
求
）

（
セ
ン
タ
ー
が
し
た
処
分
に
係
る
審
査
請
求
）

第
六
十
二
条

セ
ン
タ
ー
が
行
う
第
五
条
第
一
項
の
検
定
の
業
務
に

第
六
十
二
条

セ
ン
タ
ー
が
し
た
第
五
条
第
一
項
の
検
定
の
業
務
に

係
る
処
分
又
は
そ
の
不
作
為
に
不
服
が
あ
る
者
は
、
農
林
水
産
大

係
る
処
分
に
不
服
が
あ
る
者
は
、
農
林
水
産
大
臣
に
対
し
て
行
政

臣
に
対
し
て
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お

不
服
審
査
法
（
昭
和
三
十
七
年
法
律
第
百
六
十
号
）
に
よ
る
審
査

い
て
、
農
林
水
産
大
臣
は
、
行
政
不
服
審
査
法
（
平
成
二
十
六
年

請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

法
律
第

号
）
第
二
十
五
条
第
二
項
及
び
第
三
項
、
第
四
十

六
条
第
一
項
及
び
第
二
項
、
第
四
十
七
条
並
び
に
第
四
十
九
条
第

三
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
セ
ン
タ
ー
の
上
級
行
政
庁
と

み
な
す
。

（
審
査
請
求
の
手
続
に
お
け
る
意
見
の
聴
取
）

（
不
服
申
立
て
の
手
続
に
お
け
る
意
見
の
聴
取
）

第
六
十
三
条

こ
の
法
律
に
基
づ
く
処
分
又
は
そ
の
不
作
為
に
つ
い

第
六
十
三
条

こ
の
法
律
に
基
づ
く
処
分
に
つ
い
て
の
審
査
請
求
又

て
の
審
査
請
求
に
対
す
る
裁
決
は
、
行
政
不
服
審
査
法
第
二
十
四

は
異
議
申
立
て
に
対
す
る
裁
決
又
は
決
定
（
却
下
の
裁
決
又
は
決

条
の
規
定
に
よ
り
当
該
審
査
請
求
を
却
下
す
る
場
合
を
除
き
、
審

定
を
除
く
。
）
は
、
当
該
処
分
に
係
る
者
に
対
し
て
相
当
な
期
間

査
請
求
人
に
対
し
て
相
当
な
期
間
を
置
い
て
予
告
し
た
上
、
同
法

を
置
い
て
予
告
し
た
上
、
公
開
に
よ
る
意
見
の
聴
取
を
し
た
後
に

第
十
一
条
第
二
項
に
規
定
す
る
審
理
員
が
公
開
に
よ
る
意
見
の
聴

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

取
を
し
た
後
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

〔
削
除
〕

２

前
項
の
予
告
に
お
い
て
は
、
期
日
、
場
所
及
び
事
案
の
内
容
を

示
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

前
項
の
意
見
の
聴
取
に
際
し
て
は
、
審
査
請
求
人
及
び
利
害
関

３

第
一
項
の
意
見
の
聴
取
に
際
し
て
は
、
当
該
処
分
に
係
る
者
及

係
人
は
、
当
該
事
案
に
つ
い
て
証
拠
を
提
出
し
、
意
見
を
述
べ
る

び
利
害
関
係
人
は
、
当
該
事
案
に
つ
い
て
証
拠
を
提
出
し
、
意
見

こ
と
が
で
き
る
。

を
述
べ
る
こ
と
が
で
き
る
。

３

第
一
項
に
規
定
す
る
審
査
請
求
に
つ
い
て
は
、
行
政
不
服
審
査

〔
新
設
〕

法
第
三
十
一
条
の
規
定
は
適
用
せ
ず
、
同
項
の
意
見
の
聴
取
に
つ

い
て
は
、
同
条
第
二
項
か
ら
第
五
項
ま
で
の
規
定
を
準
用
す
る
。
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○

農
業
機
械
化
促
進
法
（
昭
和
二
十
八
年
法
律
第
二
百
五
十
二
号
）
（
第
二
百
三
条
関
係
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
審
査
請
求
の
処
理
）

（
異
議
申
立
て
の
処
理
）

第
十
三
条

農
林
水
産
大
臣
は
、
第
十
条
第
一
項
又
は
第
十
二
条
第

第
十
三
条

農
林
水
産
大
臣
は
、
第
十
条
第
一
項
又
は
第
十
二
条
第

一
項
の
規
定
に
よ
る
処
分
に
つ
い
て
の
審
査
請
求
が
さ
れ
た
と
き

一
項
の
規
定
に
よ
る
処
分
に
つ
い
て
の
異
議
申
立
て
が
あ
つ
た
と

は
、
そ
の
審
査
請
求
が
さ
れ
た
日
（
行
政
不
服
審
査
法
（
平
成
二

き
は
、
そ
の
異
議
申
立
て
の
日
か
ら
六
十
日
以
内
に
決
定
を
し
、

十
六
年
法
律
第

号
）
第
二
十
三
条
の
規
定
に
よ
り
不
備
を

こ
れ
を
異
議
申
立
人
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

補
正
す
べ
き
こ
と
を
命
じ
た
場
合
に
あ
つ
て
は
、
当
該
不
備
が
補

正
さ
れ
た
日
）
か
ら
六
十
日
以
内
に
裁
決
を
し
、
こ
れ
を
審
査
請

求
人
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

前
項
の
裁
決
は
、
行
政
不
服
審
査
法
第
二
十
四
条
の
規
定
に
よ

２

農
林
水
産
大
臣
は
、
前
項
の
決
定
を
す
る
場
合
に
は
、
異
議
申

り
同
項
の
審
査
請
求
を
却
下
す
る
場
合
を
除
き
、
審
査
請
求
人
に

立
人
に
対
し
、
あ
ら
か
じ
め
、
期
日
及
び
場
所
を
通
知
し
て
公
開

対
し
、
同
法
第
十
一
条
第
二
項
に
規
定
す
る
審
理
員
が
公
開
に
よ

に
よ
る
意
見
の
聴
取
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に

る
意
見
の
聴
取
を
し
た
後
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合

お
い
て
、
意
見
の
聴
取
に
際
し
て
は
、
異
議
申
立
人
又
は
そ
の
代

に
お
い
て
、
意
見
の
聴
取
に
際
し
て
は
、
審
査
請
求
人
は
、
当
該

理
人
は
、
当
該
事
案
に
つ
い
て
証
拠
を
提
出
し
、
意
見
を
述
べ
る

事
案
に
つ
い
て
証
拠
を
提
出
し
、
意
見
を
述
べ
る
こ
と
が
で
き
る

こ
と
が
で
き
る
。

。
３

第
一
項
に
規
定
す
る
審
査
請
求
に
つ
い
て
は
、
行
政
不
服
審
査

〔
新
設
〕

法
第
三
十
一
条
の
規
定
は
適
用
せ
ず
、
前
項
の
意
見
の
聴
取
に
つ

い
て
は
、
同
条
第
二
項
か
ら
第
五
項
ま
で
の
規
定
を
準
用
す
る
。

（
意
見
聴
取
）

（
意
見
聴
取
）

第
十
四
条

農
林
水
産
大
臣
は
、
次
に
掲
げ
る
場
合
に
お
い
て
は
、

第
十
四
条

農
林
水
産
大
臣
は
、
次
に
掲
げ
る
場
合
に
お
い
て
は
、

農
業
資
材
審
議
会
の
意
見
を
聴
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

農
業
資
材
審
議
会
の
意
見
を
聴
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
～
三

（
略
）

一
～
三

（
略
）

四

前
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
審
査
請
求
に
対
す
る
裁
決
を
す

四

前
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
異
議
申
立
て
に
対
す
る
決
定
を

る
と
き
。

す
る
と
き
。
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○

日
本
中
央
競
馬
会
法
（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
二
百
五
号
）
（
第
二
百
四
条
関
係
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
競
馬
会
が
行
う
処
分
）

（
競
馬
会
が
行
う
処
分
）

第
二
十
条

競
馬
会
は
、
次
に
掲
げ
る
処
分
を
行
お
う
と
す
る
と
き

第
二
十
条

競
馬
会
は
、
次
に
掲
げ
る
処
分
を
行
お
う
と
す
る
と
き

は
、
あ
ら
か
じ
め
、
農
林
水
産
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、

は
、
あ
ら
か
じ
め
、
農
林
水
産
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、

法
律
に
関
し
学
識
経
験
を
有
す
る
者
そ
の
他
の
農
林
水
産
省
令
で

法
律
に
関
し
学
識
経
験
を
有
す
る
者
そ
の
他
の
農
林
水
産
省
令
で

定
め
る
者
の
意
見
を
聴
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

定
め
る
者
の
意
見
を
聴
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
・
二

（
略
）

一
・
二

（
略
）

三

前
二
号
に
掲
げ
る
処
分
そ
の
他
競
馬
会
の
行
う
処
分
で
あ
つ

三

前
二
号
に
掲
げ
る
処
分
そ
の
他
競
馬
会
の
行
う
処
分
で
あ
つ

て
政
令
で
定
め
る
も
の
に
つ
い
て
の
審
査
請
求
に
対
す
る
裁
決

て
政
令
で
定
め
る
も
の
に
つ
い
て
の
行
政
不
服
審
査
法
（
昭
和

三
十
七
年
法
律
第
百
六
十
号
）
に
よ
る
異
議
申
立
て
に
対
す
る

決
定
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○

家
畜
取
引
法
（
昭
和
三
十
一
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
（
第
二
百
五
条
関
係
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
審
査
請
求
の
手
続
に
お
け
る
意
見
の
聴
取
）

（
異
議
申
立
て
の
手
続
に
お
け
る
意
見
の
聴
取
）

第
三
十
一
条

こ
の
法
律
の
規
定
に
よ
る
処
分
又
は
そ
の
不
作
為
に

第
三
十
一
条

都
道
府
県
知
事
は
、
こ
の
法
律
の
規
定
に
よ
る
処
分

つ
い
て
の
審
査
請
求
に
対
す
る
裁
決
は
、
行
政
不
服
審
査
法
（
平

に
つ
い
て
の
異
議
申
立
て
を
受
理
し
た
と
き
は
、
異
議
申
立
人
に

成
二
十
六
年
法
律
第

号
）
第
二
十
四
条
の
規
定
に
よ
り
当

対
し
、
相
当
な
期
間
を
お
い
て
予
告
を
し
た
上
、
公
開
に
よ
る
意

該
審
査
請
求
を
却
下
す
る
場
合
を
除
き
、
審
査
請
求
人
に
対
し
、

見
の
聴
取
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

相
当
な
期
間
を
お
い
て
予
告
を
し
た
上
、
同
法
第
十
一
条
第
二
項

に
規
定
す
る
審
理
員
が
公
開
に
よ
る
意
見
の
聴
取
を
し
た
後
に
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

〔
削
除
〕

２

前
項
の
予
告
に
お
い
て
は
、
期
日
、
場
所
及
び
事
案
の
内
容
を

示
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

前
項
の
意
見
の
聴
取
に
際
し
て
は
、
審
査
請
求
人
及
び
利
害
関

３

第
一
項
の
意
見
の
聴
取
に
際
し
て
は
、
異
議
申
立
人
及
び
利
害

係
人
は
、
そ
の
事
案
に
つ
い
て
証
拠
を
提
出
し
、
意
見
を
述
べ
る

関
係
人
は
、
そ
の
事
案
に
つ
い
て
証
拠
を
提
出
し
、
意
見
を
述
べ

こ
と
が
で
き
る
。

る
こ
と
が
で
き
る
。

３

第
一
項
に
規
定
す
る
審
査
請
求
に
つ
い
て
は
、
行
政
不
服
審
査

〔
新
設
〕

法
第
三
十
一
条
の
規
定
は
適
用
せ
ず
、
同
項
の
意
見
の
聴
取
に
つ

い
て
は
、
同
条
第
二
項
か
ら
第
五
項
ま
で
の
規
定
を
準
用
す
る
。



- 466 -

○

厚
生
年
金
保
険
制
度
及
び
農
林
漁
業
団
体
職
員
共
済
組
合
制
度
の
統
合
を
図
る
た
め
の
農
林
漁
業
団
体
職
員
共
済
組
合
法
等
を
廃
止
す

る

等
の
法
律
（
平
成
十
三
年
法
律
第
百
一
号
）
附
則
第
二
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
も
の
と
さ
れ
る
同
法
第

一
条
の
規
定
に
よ
る
廃
止
前
の
農
林
漁
業
団
体
職
員
共
済
組
合
法
（
昭
和
三
十
三
年
法
律
第
九
十
九
号
）
（
第
二
百
六
条
関
係
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
審
査
請
求
）

（
審
査
請
求
）

第
六
十
六
条

組
合
員
の
資
格
若
し
く
は
給
付
に
関
す
る
決
定
、
掛

第
六
十
六
条

組
合
員
の
資
格
若
し
く
は
給
付
に
関
す
る
決
定
、
掛

金
そ
の
他
こ
の
法
律
の
規
定
に
よ
る
徴
収
金
の
徴
収
、
第
五
十
八

金
そ
の
他
こ
の
法
律
の
規
定
に
よ
る
徴
収
金
の
徴
収
、
第
五
十
八

条
の
規
定
に
よ
る
処
分
、
組
合
員
期
間
の
確
認
又
は
組
合
員
に
係

条
の
規
定
に
よ
る
処
分
、
組
合
員
期
間
の
確
認
又
は
組
合
員
に
係

る
国
民
年
金
法
に
よ
る
障
害
基
礎
年
金
に
係
る
障
害
の
程
度
の
診

る
国
民
年
金
法
に
よ
る
障
害
基
礎
年
金
に
係
る
障
害
の
程
度
の
診

査
に
対
す
る
不
服
が
あ
る
者
は
、
文
書
又
は
口
頭
で
審
査
会
に
対

査
に
対
す
る
不
服
が
あ
る
者
は
、
文
書
又
は
口
頭
で
審
査
会
に
対

し
て
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

し
て
行
政
不
服
審
査
法
（
昭
和
三
十
七
年
法
律
第
百
六
十
号
）
に

よ
る
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

前
項
の
審
査
請
求
は
、
同
項
に
規
定
す
る
決
定
、
徴
収
、
処
分

２

前
項
の
審
査
請
求
は
、
同
項
に
規
定
す
る
決
定
、
徴
収
、
処
分

又
は
確
認
が
あ
つ
た
こ
と
を
知
つ
た
日
か
ら
三
月
を
経
過
し
た
と

又
は
確
認
が
あ
つ
た
こ
と
を
知
つ
た
日
か
ら
六
十
日
以
内
に
し
な

き
は
、
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
た
だ
し
、
正
当
な
理
由
に
よ
り

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
正
当
な
理
由
に
よ
り
こ
の
期
間
内

こ
の
期
間
内
に
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
つ
た
こ
と
を

に
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
つ
た
こ
と
を
疎
明
し
た
と

疎
明
し
た
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

３
・
４

（
略
）

３
・
４

（
略
）

５

審
査
会
は
、
審
査
請
求
が
さ
れ
た
日
（
行
政
不
服
審
査
法
（
平

５

審
査
会
は
、
審
査
請
求
を
受
け
た
日
か
ら
起
算
し
て
六
十
日
以

成
二
十
六
年
法
律
第

号
）
第
二
十
三
条
の
規
定
に
よ
り
不

内
に
こ
れ
に
対
す
る
裁
決
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

備
を
補
正
す
べ
き
こ
と
を
命
じ
た
場
合
に
あ
つ
て
は
、
当
該
不
備

が
補
正
さ
れ
た
日
）
か
ら
起
算
し
て
六
十
日
以
内
に
こ
れ
に
対
す

る
裁
決
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

６

（
略
）

６

（
略
）

７

審
査
会
は
、
行
政
不
服
審
査
法
第
九
条
第
一
項
、
第
三
項
及
び

〔
新
設
〕

第
四
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
条
第
一
項
第
二
号
に
掲

げ
る
機
関
と
み
な
す
。
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○

入
会
林
野
等
に
係
る
権
利
関
係
の
近
代
化
の
助
長
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
一
年
法
律
第
百
二
十
六
号
）
（
第
二
百
七
条
関
係
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
異
議
の
申
出
等
）

（
異
議
の
申
出
等
）

第
七
条

（
略
）

第
七
条

（
略
）

２
・
３

（
略
）

２
・
３

（
略
）

４

行
政
不
服
審
査
法
（
平
成
二
十
六
年
法
律
第

号
）
中
審

４

行
政
不
服
審
査
法
（
昭
和
三
十
七
年
法
律
第
百
六
十
号
）
中
処

査
請
求
に
関
す
る
規
定
（
同
法
第
十
五
条
、
第
十
八
条
第
一
項
及

分
に
つ
い
て
の
異
議
申
立
て
に
関
す
る
規
定
（
同
法
第
四
十
五
条

び
第
二
項
、
第
四
十
三
条
、
第
四
十
五
条
第
三
項
並
び
に
第
四
十

、
同
法
第
四
十
七
条
第
三
項
並
び
に
同
法
第
四
十
八
条
に
お
い
て

六
条
を
除
く
。
）
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
異
議
の
申
出
に
つ

準
用
す
る
同
法
第
十
四
条
第
一
項
た
だ
し
書
、
第
二
項
及
び
第
三

い
て
準
用
す
る
。

項
、
同
法
第
三
十
七
条
並
び
に
同
法
第
四
十
条
第
六
項
を
除
く
。

）
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
異
議
の
申
出
に
つ
い
て
準
用
す
る

。

５

第
二
項
の
規
定
に
よ
る
処
分
又
は
前
項
に
お
い
て
準
用
す
る
行

５

第
二
項
の
規
定
に
よ
る
処
分
又
は
前
項
に
お
い
て
準
用
す
る
行

政
不
服
審
査
法
第
四
十
五
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
の
規
定
に

政
不
服
審
査
法
第
四
十
七
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
の
規
定
に

よ
る
裁
決
に
つ
い
て
は
、
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

よ
る
決
定
に
つ
い
て
は
、
同
法
に
よ
る
不
服
申
立
て
を
す
る
こ
と

が
で
き
な
い
。

（
申
請
の
却
下
）

（
申
請
の
却
下
）

第
十
条

（
略
）

第
十
条

（
略
）

２

（
略
）

２

（
略
）

３

第
一
項
の
規
定
に
よ
る
却
下
又
は
そ
の
不
作
為
に
つ
い
て
は
、

３

第
一
項
の
規
定
に
よ
る
却
下
に
つ
い
て
は
、
行
政
不
服
審
査
法

審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

に
よ
る
不
服
申
立
て
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

（
認
可
及
び
金
銭
の
供
託
）

（
認
可
及
び
金
銭
の
供
託
）

第
十
一
条

都
道
府
県
知
事
は
、
第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
異

第
十
一
条

都
道
府
県
知
事
は
、
第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
異

議
の
申
出
（
第
九
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
る
も
の
を
含
む
。
）
が

議
の
申
出
（
第
九
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
る
も
の
を
含
む
。
）
が

な
い
と
き
、
又
は
当
該
異
議
の
申
出
が
あ
つ
た
場
合
に
お
い
て
、

な
い
と
き
、
又
は
当
該
異
議
の
申
出
が
あ
つ
た
場
合
に
お
い
て
、

そ
の
全
て
に
つ
い
て
、
第
七
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
行
政

そ
の
す
べ
て
に
つ
い
て
、
第
七
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
行

不
服
審
査
法
第
四
十
五
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
の
規
定
に
よ

政
不
服
審
査
法
第
四
十
七
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
の
規
定
に

る
裁
決
を
し
た
と
き
、
若
し
く
は
第
七
条
第
二
項
の
協
議
が
調
つ

よ
る
決
定
を
し
た
と
き
、
若
し
く
は
第
七
条
第
二
項
の
協
議
が
と
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た
旨
の
同
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
報
告
が
あ
り
若
し
く
は
第
八

と
の
つ
た
旨
の
同
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
報
告
が
あ
り
若
し
く

条
第
二
項
の
調
停
が
成
立
し
た
と
き
（
当
該
協
議
が
調
い
又
は
当

は
第
八
条
第
二
項
の
調
停
が
成
立
し
た
と
き
（
当
該
協
議
が
と
と

該
調
停
が
成
立
し
た
こ
と
に
よ
り
入
会
林
野
整
備
計
画
の
変
更
を

の
い
又
は
当
該
調
停
が
成
立
し
た
こ
と
に
よ
り
入
会
林
野
整
備
計

必
要
と
す
る
と
き
を
除
く
。
）
は
、
第
三
条
の
認
可
の
申
請
に
係

画
の
変
更
を
必
要
と
す
る
と
き
を
除
く
。
）
は
、
第
三
条
の
認
可

る
入
会
林
野
整
備
計
画
（
第
九
条
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に

の
申
請
に
係
る
入
会
林
野
整
備
計
画
（
第
九
条
第
一
項
又
は
第
二

よ
る
変
更
の
申
請
が
あ
つ
た
場
合
に
は
、
当
該
申
請
に
係
る
変
更

項
の
規
定
に
よ
る
変
更
の
申
請
が
あ
つ
た
場
合
に
は
、
当
該
申
請

後
の
入
会
林
野
整
備
計
画
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
の

に
係
る
変
更
後
の
入
会
林
野
整
備
計
画
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て

認
可
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

同
じ
。
）
の
認
可
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
・
３

（
略
）

２
・
３

（
略
）

４

第
一
項
の
規
定
に
よ
る
認
可
に
つ
い
て
は
、
審
査
請
求
を
す
る

４

第
一
項
の
規
定
に
よ
る
認
可
に
つ
い
て
は
、
行
政
不
服
審
査
法

こ
と
が
で
き
な
い
。

に
よ
る
不
服
申
立
て
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

５

（
略
）

５

（
略
）
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○

農
業
振
興
地
域
の
整
備
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
四
年
法
律
第
五
十
八
号
）
（
第
二
百
八
条
関
係
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
農
業
振
興
地
域
整
備
計
画
の
案
の
縦
覧
等
）

（
農
業
振
興
地
域
整
備
計
画
の
案
の
縦
覧
等
）

第
十
一
条

（
略
）

第
十
一
条

（
略
）

２
～
５

（
略
）

２
～
５

（
略
）

６

都
道
府
県
知
事
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
審
査
の
申
立
て
が
さ

６

都
道
府
県
知
事
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
審
査
の
申
立
て
を
受

れ
た
と
き
は
、
審
査
の
申
立
て
が
さ
れ
た
日
（
次
項
に
お
い
て
準

理
し
た
と
き
は
、
審
査
の
申
立
て
を
受
理
し
た
日
か
ら
六
十
日
以

用
す
る
行
政
不
服
審
査
法
（
平
成
二
十
六
年
法
律
第

号
）

内
に
こ
れ
を
裁
決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
二
十
三
条
の
規
定
に
よ
り
不
備
を
補
正
す
べ
き
こ
と
を
命
じ
た

場
合
に
あ
つ
て
は
、
当
該
不
備
が
補
正
さ
れ
た
日
）
か
ら
六
十
日

以
内
に
こ
れ
を
裁
決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

７

第
三
項
の
規
定
に
よ
る
異
議
の
申
出
又
は
第
五
項
の
規
定
に
よ

７

第
三
項
の
規
定
に
よ
る
異
議
の
申
出
又
は
第
五
項
の
規
定
に
よ

る
審
査
の
申
立
て
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
、
行
政
不
服
審
査
法
中
再
調

る
審
査
の
申
立
て
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
、
行
政
不
服
審
査
法
（
昭
和

査
の
請
求
又
は
審
査
請
求
に
関
す
る
規
定
（
同
法
第
十
八
条
第
一

三
十
七
年
法
律
第
百
六
十
号
）
中
異
議
申
立
て
又
は
審
査
請
求
に

項
本
文
、
第
四
十
三
条
及
び
第
五
十
四
条
第
一
項
本
文
を
除
く
。

関
す
る
規
定
（
同
法
第
十
四
条
第
一
項
本
文
及
び
第
四
十
五
条
を

）
を
準
用
す
る
。

除
く
。
）
を
準
用
す
る
。

８

（
略
）

８

（
略
）

９

第
四
項
若
し
く
は
第
六
項
の
規
定
に
よ
る
決
定
若
し
く
は
裁
決

９

第
四
項
又
は
第
六
項
の
規
定
に
よ
る
決
定
又
は
裁
決
に
つ
い
て

又
は
こ
れ
ら
の
不
作
為
に
つ
い
て
は
、
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が

は
、
行
政
不
服
審
査
法
に
よ
る
不
服
申
立
て
を
す
る
こ
と
が
で
き

で
き
な
い
。
農
用
地
利
用
計
画
に
つ
い
て
の
不
服
を
理
由
と
す
る

な
い
。
農
用
地
利
用
計
画
に
つ
い
て
の
不
服
を
理
由
と
す
る
第
八

第
八
条
第
四
項
の
同
意
に
つ
い
て
の
審
査
請
求
に
つ
い
て
も
、
同

条
第
四
項
の
同
意
に
つ
い
て
の
不
服
申
立
て
に
つ
い
て
も
、
同
様

様
と
す
る
。

と
す
る
。

～

（
略
）

～

（
略
）

10

12

10

12
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○

種
苗
法
（
平
成
十
年
法
律
第
八
十
三
号
）
（
第
二
百
九
条
関
係
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
出
願
公
表
の
効
果
等
）

（
出
願
公
表
の
効
果
等
）

第
十
四
条

（
略
）

第
十
四
条

（
略
）

２
・
３

（
略
）

２
・
３

（
略
）

４

出
願
公
表
後
に
品
種
登
録
出
願
が
放
棄
さ
れ
、
取
り
下
げ
ら
れ

４

出
願
公
表
後
に
品
種
登
録
出
願
が
放
棄
さ
れ
、
取
り
下
げ
ら
れ

、
若
し
く
は
却
下
さ
れ
た
と
き
、
品
種
登
録
出
願
が
拒
絶
さ
れ
た

、
若
し
く
は
却
下
さ
れ
た
と
き
、
品
種
登
録
出
願
が
拒
絶
さ
れ
た

と
き
、
第
四
十
九
条
第
一
項
第
一
号
若
し
く
は
第
四
号
の
規
定
に

と
き
、
第
四
十
九
条
第
一
項
第
一
号
若
し
く
は
第
四
号
の
規
定
に

よ
り
品
種
登
録
が
取
り
消
さ
れ
た
と
き
、
品
種
登
録
に
つ
い
て
の

よ
り
品
種
登
録
が
取
り
消
さ
れ
た
と
き
、
品
種
登
録
に
つ
い
て
の

審
査
請
求
が
理
由
が
あ
る
と
し
て
こ
れ
を
取
り
消
す
裁
決
が
確
定

行
政
不
服
審
査
法
（
昭
和
三
十
七
年
法
律
第
百
六
十
号
）
に
基
づ

し
た
と
き
、
又
は
品
種
登
録
を
取
り
消
し
、
若
し
く
は
無
効
を
確

く
異
議
申
立
て
が
理
由
が
あ
る
と
し
て
こ
れ
を
取
り
消
す
決
定
が

認
す
る
判
決
が
確
定
し
た
と
き
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
請
求

確
定
し
た
と
き
、
又
は
品
種
登
録
を
取
り
消
し
、
若
し
く
は
無
効

権
は
、
初
め
か
ら
生
じ
な
か
っ
た
も
の
と
み
な
す
。

を
確
認
す
る
判
決
が
確
定
し
た
と
き
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
る

請
求
権
は
、
初
め
か
ら
生
じ
な
か
っ
た
も
の
と
み
な
す
。

５

（
略
）

５

（
略
）

（
品
種
登
録
に
つ
い
て
の
審
査
請
求
の
特
則
）

（
品
種
登
録
に
つ
い
て
の
異
議
申
立
て
の
特
則
）

第
五
十
一
条

品
種
登
録
に
つ
い
て
の
審
査
請
求
に
つ
い
て
は
、
行

第
五
十
一
条

品
種
登
録
に
つ
い
て
の
異
議
申
立
て
に
つ
い
て
は
、

政
不
服
審
査
法
（
平
成
二
十
六
年
法
律
第

号
）
第
十
八
条

行
政
不
服
審
査
法
第
四
十
五
条
の
規
定
は
適
用
せ
ず
、
か
つ
、
同

の
規
定
は
、
適
用
し
な
い
。

法
第
四
十
八
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
同
法
第
十
四
条
第
三
項

の
規
定
は
準
用
し
な
い
。

２

品
種
登
録
に
つ
い
て
の
審
査
請
求
の
審
理
は
、
当
該
品
種
登
録

２

品
種
登
録
に
つ
い
て
の
行
政
不
服
審
査
法
に
基
づ
く
異
議
申
立

に
係
る
育
成
者
権
者
又
は
専
用
利
用
権
者
そ
の
他
登
録
し
た
権
利

て
の
審
理
は
、
当
該
品
種
登
録
に
係
る
育
成
者
権
者
又
は
専
用
利

を
有
す
る
者
に
対
し
、
相
当
な
期
間
を
お
い
て
通
知
し
た
上
で
行

用
権
者
そ
の
他
登
録
し
た
権
利
を
有
す
る
者
に
対
し
、
相
当
な
期

わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

間
を
お
い
て
通
知
し
た
上
で
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

行
政
不
服
審
査
法
第
十
一
条
第
二
項
に
規
定
す
る
審
理
員
は
、

３

農
林
水
産
大
臣
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
通
知
を
受
け
た
者
が

前
項
の
規
定
に
よ
り
通
知
を
受
け
た
者
が
当
該
審
査
請
求
に
参
加

当
該
異
議
申
立
て
に
参
加
す
る
こ
と
を
求
め
た
と
き
は
、
こ
れ
を

す
る
こ
と
を
求
め
た
と
き
は
、
こ
れ
を
許
可
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

許
可
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

い
。
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○

独
立
行
政
法
人
農
業
者
年
金
基
金
法
（
平
成
十
四
年
法
律
第
百
二
十
七
号
）
（
第
二
百
十
条
関
係
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
審
査
請
求
）

（
審
査
請
求
）

第
五
十
二
条

農
業
者
年
金
の
被
保
険
者
の
資
格
に
関
す
る
決
定
、

第
五
十
二
条

農
業
者
年
金
の
被
保
険
者
の
資
格
に
関
す
る
決
定
、

給
付
に
関
す
る
決
定
、
保
険
料
そ
の
他
こ
の
節
の
規
定
に
よ
る
徴

給
付
に
関
す
る
決
定
、
保
険
料
そ
の
他
こ
の
節
の
規
定
に
よ
る
徴

収
金
の
徴
収
又
は
第
五
十
五
条
第
五
項
若
し
く
は
第
六
項
の
規
定

収
金
の
徴
収
又
は
第
五
十
五
条
第
五
項
若
し
く
は
第
六
項
の
規
定

に
よ
る
処
分
に
対
す
る
不
服
が
あ
る
者
は
、
文
書
又
は
口
頭
で
、

に
よ
る
処
分
に
対
す
る
不
服
が
あ
る
者
は
、
文
書
又
は
口
頭
で
、

審
査
会
に
対
し
て
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

審
査
会
に
対
し
て
行
政
不
服
審
査
法
（
昭
和
三
十
七
年
法
律
第
百

六
十
号
）
に
よ
る
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

前
項
の
審
査
請
求
は
、
同
項
に
規
定
す
る
決
定
、
徴
収
又
は
処

２

前
項
の
審
査
請
求
は
、
同
項
に
規
定
す
る
決
定
、
徴
収
又
は
処

分
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
日
か
ら
三
月
を
経
過
し
た
と
き
は
、

分
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
日
か
ら
六
十
日
以
内
に
し
な
け
れ
ば

す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
た
だ
し
、
正
当
な
理
由
に
よ
り
こ
の
期

な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
正
当
な
理
由
に
よ
り
こ
の
期
間
内
に
審
査

間
内
に
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
こ
と
を
疎
明
し

請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
こ
と
を
疎
明
し
た
と
き
は
、

た
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

こ
の
限
り
で
な
い
。

３
～
５

（
略
）

３
～
５

（
略
）

６

審
査
会
は
、
行
政
不
服
審
査
法
（
平
成
二
十
六
年
法
律
第

〔
新
設
〕

号
）
第
九
条
第
一
項
、
第
三
項
及
び
第
四
項
の
規
定
の
適
用
に

つ
い
て
は
、
同
条
第
一
項
第
二
号
に
掲
げ
る
機
関
と
み
な
す
。
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○

独
立
行
政
法
人
森
林
総
合
研
究
所
法
（
平
成
十
一
年
法
律
第
百
九
十
八
号
）
附
則
第
七
条
第
三
項
及
び
第
九
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り

な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
も
の
と
さ
れ
る
独
立
行
政
法
人
緑
資
源
機
構
法
を
廃
止
す
る
法
律
（
平
成
二
十
年
法
律
第
八
号
）
に
よ
る
廃
止

前
の
独
立
行
政
法
人
緑
資
源
機
構
法
（
平
成
十
四
年
法
律
第
百
三
十
号
）
（
第
二
百
十
一
条
関
係
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
特
定
地
域
整
備
事
業
実
施
計
画
）

（
特
定
地
域
整
備
事
業
実
施
計
画
）

第
十
五
条

（
略
）

第
十
五
条

（
略
）

２
～
５

（
略
）

２
～
５

（
略
）

６

土
地
改
良
法
第
五
条
第
六
項
及
び
第
七
項
、
第
七
条
第
四
項
、

６

土
地
改
良
法
第
五
条
第
六
項
及
び
第
七
項
、
第
七
条
第
四
項
、

第
八
条
第
一
項
、
第
五
項
及
び
第
六
項
、
第
九
条
並
び
に
第
十
条

第
八
条
第
一
項
、
第
五
項
及
び
第
六
項
、
第
九
条
、
第
十
条
第
五

第
五
項
の
規
定
は
、
第
一
項
の
特
定
地
域
整
備
事
業
実
施
計
画
に

項
並
び
に
第
八
十
七
条
第
十
項
の
規
定
は
、
第
一
項
の
特
定
地
域

つ
い
て
準
用
す
る
。

整
備
事
業
実
施
計
画
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

（
災
害
復
旧
事
業
実
施
計
画
）

（
災
害
復
旧
事
業
実
施
計
画
）

第
十
八
条

（
略
）

第
十
八
条

（
略
）

２

第
十
三
条
第
二
項
及
び
第
三
項
並
び
に
第
十
五
条
第
三
項
（
第

２

第
十
三
条
第
二
項
及
び
第
三
項
並
び
に
第
十
五
条
第
三
項
（
第

一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
、
第
五
号
及
び
第
六
号
を
除
く
。
）
及
び

一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
、
第
五
号
及
び
第
六
号
を
除
く
。
）
及
び

第
五
項
並
び
に
土
地
改
良
法
第
八
条
第
一
項
及
び
第
六
項
、
第
九

第
五
項
並
び
に
土
地
改
良
法
第
八
条
第
一
項
及
び
第
六
項
、
第
九

条
並
び
に
第
十
条
第
五
項
の
規
定
は
、
前
項
の
災
害
復
旧
事
業
実

条
、
第
十
条
第
五
項
並
び
に
第
八
十
七
条
第
十
項
の
規
定
は
、
前

施
計
画
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
十
五
条

項
の
災
害
復
旧
事
業
実
施
計
画
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合

第
三
項
中
「
与
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
あ
る
の
は
、
「
与
え

に
お
い
て
、
第
十
五
条
第
三
項
中
「
与
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
第
十
一
条
第
一
項
第
九
号
の
事

と
あ
る
の
は
、
「
与
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
第
十
一

業
（
林
道
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）
で
災
害
の
た
め
急
速
に
行
う

条
第
一
項
第
九
号
の
事
業
（
林
道
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）
で
災

必
要
が
あ
る
も
の
に
係
る
災
害
復
旧
事
業
実
施
計
画
に
つ
い
て
は

害
の
た
め
急
速
に
行
う
必
要
が
あ
る
も
の
に
係
る
災
害
復
旧
事
業

、
災
害
復
旧
事
業
実
施
計
画
案
を
公
表
す
れ
ば
足
り
る
」
と
読
み

実
施
計
画
に
つ
い
て
は
、
災
害
復
旧
事
業
実
施
計
画
案
を
公
表
す

替
え
る
も
の
と
す
る
。

れ
ば
足
り
る
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

（
林
道
事
業
実
施
計
画
等
の
変
更
）

（
林
道
事
業
実
施
計
画
等
の
変
更
）

第
十
九
条

（
略
）

第
十
九
条

（
略
）

２
・
３

（
略
）

２
・
３

（
略
）

４

第
十
三
条
第
三
項
及
び
第
十
四
条
の
規
定
は
第
十
三
条
第
一
項

４

第
十
三
条
第
三
項
及
び
第
十
四
条
の
規
定
は
第
十
三
条
第
一
項
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の
林
道
事
業
実
施
計
画
の
変
更
に
つ
い
て
、
同
条
第
三
項
及
び
第

の
林
道
事
業
実
施
計
画
の
変
更
に
つ
い
て
、
同
条
第
三
項
及
び
第

十
五
条
第
五
項
並
び
に
土
地
改
良
法
第
八
条
第
一
項
、
第
五
項
及

十
五
条
第
五
項
並
び
に
土
地
改
良
法
第
八
条
第
一
項
、
第
五
項
及

び
第
六
項
、
第
九
条
、
第
十
条
第
五
項
並
び
に
第
四
十
八
条
第
四

び
第
六
項
、
第
九
条
、
第
十
条
第
五
項
、
第
四
十
八
条
第
四
項
及

項
及
び
第
六
項
の
規
定
は
第
十
五
条
第
一
項
の
特
定
地
域
整
備
事

び
第
六
項
並
び
に
第
八
十
七
条
第
十
項
の
規
定
は
第
十
五
条
第
一

業
実
施
計
画
又
は
前
条
第
一
項
の
災
害
復
旧
事
業
実
施
計
画
の
変

項
の
特
定
地
域
整
備
事
業
実
施
計
画
又
は
前
条
第
一
項
の
災
害
復

更
に
つ
い
て
、
第
十
五
条
第
四
項
の
規
定
は
同
条
第
一
項
の
特
定

旧
事
業
実
施
計
画
の
変
更
に
つ
い
て
、
第
十
五
条
第
四
項
の
規
定

地
域
整
備
事
業
実
施
計
画
の
変
更
（
第
十
一
条
第
一
項
第
七
号
イ

は
同
条
第
一
項
の
特
定
地
域
整
備
事
業
実
施
計
画
の
変
更
（
第
十

の
事
業
（
農
用
地
間
に
お
け
る
地
目
変
換
の
事
業
に
限
る
。
）
に

一
条
第
一
項
第
七
号
イ
の
事
業
（
農
用
地
間
に
お
け
る
地
目
変
換

係
る
部
分
に
限
る
。
）
に
つ
い
て
、
同
法
第
五
条
第
六
項
及
び
第

の
事
業
に
限
る
。
）
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
に
つ
い
て
、
同
法

七
項
の
規
定
は
第
十
五
条
第
一
項
の
特
定
地
域
整
備
事
業
実
施
計

第
五
条
第
六
項
及
び
第
七
項
の
規
定
は
第
十
五
条
第
一
項
の
特
定

画
の
変
更
（
同
号
イ
又
は
ロ
の
事
業
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
に

地
域
整
備
事
業
実
施
計
画
の
変
更
（
第
十
一
条
第
一
項
第
七
号
イ

つ
い
て
準
用
す
る
。

又
は
ロ
の
事
業
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

（
賦
課
金
）

（
賦
課
金
）

第
二
十
一
条

（
略
）

第
二
十
一
条

（
略
）

２

（
略
）

２

（
略
）

３

前
項
の
処
分
を
受
け
た
者
は
、
そ
の
処
分
に
つ
い
て
不
服
が
あ

３

前
項
の
処
分
を
受
け
た
者
は
、
そ
の
処
分
に
つ
い
て
不
服
が
あ

る
と
き
は
、
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

る
と
き
は
、
行
政
不
服
審
査
法
（
昭
和
三
十
七
年
法
律
第
百
六
十

号
）
に
よ
る
異
議
申
立
て
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

４

前
項
の
審
査
請
求
に
関
す
る
行
政
不
服
審
査
法
（
平
成
二
十
六

４

前
項
の
異
議
申
立
て
に
関
す
る
行
政
不
服
審
査
法
第
四
十
五
条

年
法
律
第

号
）
第
十
八
条
第
一
項
本
文
の
期
間
は
、
処
分

の
期
間
は
、
処
分
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算

が
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
三
十
日
と
す

し
て
三
十
日
以
内
と
す
る
。

る
。

５

機
構
は
、
審
査
請
求
が
さ
れ
た
と
き
は
、
前
項
の
期
間
満
了
後

５

機
構
は
、
異
議
申
立
て
が
あ
っ
た
と
き
は
、
前
項
の
期
間
満
了

三
十
日
以
内
に
こ
れ
に
対
す
る
裁
決
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

後
三
十
日
以
内
に
こ
れ
に
対
す
る
決
定
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

。
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○

鉱
山
保
安
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
七
十
号
）
（
第
二
百
十
二
条
関
係
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
審
査
請
求
の
制
限
）

（
不
服
申
立
て
の
制
限
）

第
四
十
五
条

次
に
掲
げ
る
処
分
又
は
そ
の
不
作
為
に
つ
い
て
は
、

第
四
十
五
条

次
に
掲
げ
る
処
分
に
つ
い
て
は
、
行
政
不
服
審
査
法

審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

（
昭
和
三
十
七
年
法
律
第
百
六
十
号
）
に
よ
る
不
服
申
立
て
を
す

る
こ
と
が
で
き
な
い
。

一
～
三

（
略
）

一
～
三

（
略
）
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○

工
業
標
準
化
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
五
号
）
（
第
二
百
十
三
条
関
係
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
機
構
の
処
分
等
に
つ
い
て
の
審
査
請
求
）

（
機
構
の
処
分
等
に
つ
い
て
の
審
査
請
求
）

第
六
十
九
条
の
五

こ
の
法
律
の
規
定
に
よ
る
機
構
の
処
分
又
は
そ

第
六
十
九
条
の
五

こ
の
法
律
の
規
定
に
よ
る
機
構
の
処
分
又
は
不

の
不
作
為
に
つ
い
て
不
服
が
あ
る
者
は
、
主
務
大
臣
に
対
し
て
審

作
為
に
つ
い
て
不
服
が
あ
る
者
は
、
主
務
大
臣
に
対
し
て
行
政
不

査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
主
務
大

服
審
査
法
（
昭
和
三
十
七
年
法
律
第
百
六
十
号
）
に
よ
る
審
査
請

臣
は
、
行
政
不
服
審
査
法
（
平
成
二
十
六
年
法
律
第

号
）

求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
二
十
五
条
第
二
項
及
び
第
三
項
、
第
四
十
六
条
第
一
項
及
び
第

二
項
並
び
に
第
四
十
九
条
第
三
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、

機
構
の
上
級
行
政
庁
と
み
な
す
。
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○

外
国
為
替
及
び
外
国
貿
易
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
二
百
二
十
八
号
）
（
第
二
百
十
四
条
関
係
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

目
次

目
次

第
一
章
～
第
七
章

（
略
）

第
一
章
～
第
七
章

（
略
）

第
七
章
の
二

審
査
請
求
（
第
五
十
六
条
―
第
六
十
四
条
）

第
七
章
の
二

不
服
申
立
て
（
第
五
十
六
条
―
第
六
十
四
条
）

第
八
章
・
第
九
章

（
略
）

第
八
章
・
第
九
章

（
略
）

附
則

附
則

第
七
章
の
二

審
査
請
求

第
七
章
の
二

不
服
申
立
て

（
不
服
申
立
て
の
手
続
に
お
け
る
意
見
の
聴
取
）

第
五
十
六
条

こ
の
法
律
又
は
こ
の
法
律
に
基
づ
く
命
令
の
規
定
に

第
五
十
六
条

主
務
大
臣
は
、
こ
の
法
律
又
は
こ
の
法
律
に
基
づ
く

よ
る
処
分
又
は
そ
の
不
作
為
に
つ
い
て
の
審
査
請
求
に
対
す
る
裁

命
令
の
規
定
に
よ
る
処
分
に
つ
い
て
の
異
議
申
立
て
又
は
審
査
請

決
は
、
行
政
不
服
審
査
法
（
平
成
二
十
六
年
法
律
第

号
）

求
を
受
理
し
た
と
き
は
、
異
議
申
立
人
又
は
審
査
請
求
人
に
対
し

第
二
十
四
条
の
規
定
に
よ
り
当
該
審
査
請
求
を
却
下
す
る
場
合
を

て
、
相
当
な
期
間
を
置
い
て
予
告
を
し
た
上
、
公
開
に
よ
る
意
見

除
き
、
審
査
請
求
人
に
対
し
て
、
相
当
な
期
間
を
置
い
て
予
告
を

の
聴
取
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

し
た
上
、
同
法
第
十
一
条
第
二
項
に
規
定
す
る
審
理
員
が
公
開
に

よ
る
意
見
の
聴
取
を
し
た
後
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

〔
削
除
〕

２

前
項
の
予
告
に
お
い
て
は
、
期
日
、
場
所
及
び
事
案
の
内
容
を

示
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

前
項
の
意
見
の
聴
取
に
際
し
て
は
、
審
査
請
求
人
及
び
利
害
関

３

第
一
項
の
意
見
の
聴
取
に
際
し
て
は
、
異
議
申
立
人
又
は
審
査

係
人
に
対
し
て
、
当
該
事
案
に
つ
い
て
、
証
拠
を
提
示
し
、
意
見

請
求
人
及
び
利
害
関
係
人
に
対
し
て
、
当
該
事
案
に
つ
い
て
、
証

を
述
べ
る
機
会
を
与
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

拠
を
提
示
し
、
意
見
を
述
べ
る
機
会
を
与
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

。

３

第
一
項
に
規
定
す
る
審
査
請
求
に
つ
い
て
は
、
行
政
不
服
審
査

〔
新
設
〕

法
第
三
十
一
条
の
規
定
は
適
用
せ
ず
、
同
項
の
意
見
の
聴
取
に
つ

い
て
は
、
同
条
第
二
項
か
ら
第
五
項
ま
で
の
規
定
を
準
用
す
る
。

（
不
服
申
立
て
と
訴
訟
と
の
関
係
）

第
五
十
七
条
か
ら
第
六
十
四
条
ま
で

削
除

第
五
十
七
条

前
条
第
一
項
に
規
定
す
る
処
分
の
取
消
し
の
訴
え
は

、
当
該
処
分
に
つ
い
て
の
異
議
申
立
て
又
は
審
査
請
求
に
対
す
る
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決
定
又
は
裁
決
を
経
た
後
で
な
け
れ
ば
、
提
起
す
る
こ
と
が
で
き

な
い
。

２

前
条
第
一
項
に
規
定
す
る
処
分
に
つ
い
て
は
、
行
政
手
続
法
第

二
十
七
条
第
二
項
の
規
定
は
、
適
用
し
な
い
。

第
五
十
八
条
か
ら
第
六
十
四
条
ま
で

削
除
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○

火
薬
類
取
締
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
九
号
）
（
第
二
百
十
五
条
関
係
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
指
定
試
験
機
関
が
し
た
処
分
等
に
つ
い
て
の
審
査
請
求
）

（
指
定
試
験
機
関
が
し
た
処
分
等
に
つ
い
て
の
審
査
請
求
）

第
五
十
四
条
の
二

指
定
試
験
機
関
が
行
う
試
験
事
務
に
係
る
処
分

第
五
十
四
条
の
二

指
定
試
験
機
関
が
行
う
試
験
事
務
に
係
る
処
分

又
は
そ
の
不
作
為
に
つ
い
て
不
服
が
あ
る
者
は
、
経
済
産
業
大
臣

（
試
験
の
結
果
に
つ
い
て
の
処
分
を
除
く
。
）
又
は
そ
の
不
作
為

に
対
し
、
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い

に
つ
い
て
不
服
が
あ
る
者
は
、
経
済
産
業
大
臣
に
対
し
、
行
政
不

て
、
経
済
産
業
大
臣
は
、
行
政
不
服
審
査
法
（
平
成
二
十
六
年
法

服
審
査
法
（
昭
和
三
十
七
年
法
律
第
百
六
十
号
）
に
よ
る
審
査
請

律
第

号
）
第
二
十
五
条
第
二
項
及
び
第
三
項
、
第
四
十
六

求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

条
第
一
項
及
び
第
二
項
並
び
に
第
四
十
九
条
第
三
項
の
規
定
の
適

用
に
つ
い
て
は
、
指
定
試
験
機
関
の
上
級
行
政
庁
と
み
な
す
。

（
審
査
請
求
の
手
続
に
お
け
る
意
見
の
聴
取
）

（
不
服
申
立
て
の
手
続
に
お
け
る
意
見
の
聴
取
）

第
五
十
五
条

こ
の
法
律
又
は
こ
の
法
律
に
基
づ
く
命
令
の
規
定
に

第
五
十
五
条

こ
の
法
律
又
は
こ
の
法
律
に
基
づ
く
命
令
の
規
定
に

よ
る
処
分
又
は
そ
の
不
作
為
に
つ
い
て
の
審
査
請
求
に
対
す
る
裁

よ
る
処
分
に
つ
い
て
の
審
査
請
求
又
は
異
議
申
立
て
に
対
す
る
裁

決
は
、
行
政
不
服
審
査
法
第
二
十
四
条
の
規
定
に
よ
り
当
該
審
査

決
又
は
決
定
は
、
そ
の
処
分
に
係
る
者
に
対
し
、
相
当
な
期
間
を

請
求
を
却
下
す
る
場
合
を
除
き
、
審
査
請
求
人
に
対
し
、
相
当
な

お
い
て
予
告
を
し
た
上
、
公
開
に
よ
る
意
見
の
聴
取
を
し
た
後
に

期
間
を
お
い
て
予
告
を
し
た
上
、
同
法
第
十
一
条
第
二
項
に
規
定

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

す
る
審
理
員
が
公
開
に
よ
る
意
見
の
聴
取
を
し
た
後
に
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

〔
削
除
〕

２

前
項
の
予
告
に
お
い
て
は
、
期
日
、
場
所
及
び
事
案
の
内
容
を

示
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

前
項
の
意
見
の
聴
取
に
際
し
て
は
、
審
査
請
求
人
及
び
利
害
関

３

第
一
項
の
意
見
の
聴
取
に
際
し
て
は
、
そ
の
処
分
に
係
る
者
及

係
人
に
対
し
、
そ
の
事
案
に
つ
い
て
証
拠
を
提
示
し
、
意
見
を
述

び
利
害
関
係
人
に
対
し
、
そ
の
事
案
に
つ
い
て
証
拠
を
提
示
し
、

べ
る
機
会
を
与
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

意
見
を
述
べ
る
機
会
を
与
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

第
一
項
に
規
定
す
る
審
査
請
求
に
つ
い
て
は
、
行
政
不
服
審
査

〔
新
設
〕

法
第
三
十
一
条
の
規
定
は
適
用
せ
ず
、
同
項
の
意
見
の
聴
取
に
つ

い
て
は
、
同
条
第
二
項
か
ら
第
五
項
ま
で
の
規
定
を
準
用
す
る
。

（
審
査
請
求
の
制
限
）

（
不
服
申
立
て
の
制
限
）

第
五
十
六
条

第
四
十
五
条
又
は
第
四
十
五
条
の
二
の
規
定
に
よ
る

第
五
十
六
条

第
四
十
五
条
又
は
第
四
十
五
条
の
二
の
規
定
に
よ
る
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処
分
に
つ
い
て
は
、
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

処
分
に
つ
い
て
は
、
行
政
不
服
審
査
法
に
よ
る
不
服
申
立
て
を
す

る
こ
と
が
で
き
な
い
。
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○

商
品
先
物
取
引
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
三
十
九
号
）
（
第
二
百
十
六
条
関
係
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
商
品
取
引
所
に
対
す
る
監
督
上
の
処
分
）

（
商
品
取
引
所
に
対
す
る
監
督
上
の
処
分
）

第
百
五
十
九
条

（
略
）

第
百
五
十
九
条

（
略
）

２
～
５

（
略
）

２
～
５

（
略
）

６

第
一
項
第
三
号
の
規
定
に
よ
る
処
分
に
つ
い
て
は
、
審
査
請
求

６

第
一
項
第
三
号
の
規
定
に
よ
る
処
分
に
つ
い
て
は
、
行
政
不
服

を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

審
査
法
（
昭
和
三
十
七
年
法
律
第
百
六
十
号
）
に
よ
る
不
服
申
立

て
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

（
審
査
請
求
）

（
審
査
請
求
）

第
二
百
八
条

第
二
百
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
登
録
事
務
を
行

第
二
百
八
条

第
二
百
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
登
録
事
務
を
行

う
協
会
の
第
二
百
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
登
録
の
申
請
に
係
る

う
協
会
の
第
二
百
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
登
録
の
申
請
に
係
る

不
作
為
、
第
二
百
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
登
録
の
拒
否
又
は

不
作
為
、
第
二
百
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
登
録
の
拒
否
又
は

第
二
百
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
処
分
に
つ
い
て
不
服
が
あ
る

第
二
百
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
処
分
に
つ
い
て
不
服
が
あ
る

商
品
先
物
取
引
業
者
は
、
主
務
大
臣
に
対
し
、
審
査
請
求
を
す
る

商
品
先
物
取
引
業
者
は
、
主
務
大
臣
に
対
し
、
行
政
不
服
審
査
法

こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
主
務
大
臣
は
、
行
政
不

に
よ
る
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

服
審
査
法
（
平
成
二
十
六
年
法
律
第

号
）
第
二
十
五
条
第

二
項
及
び
第
三
項
、
第
四
十
六
条
第
一
項
及
び
第
二
項
並
び
に
第

四
十
九
条
第
三
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
協
会
の
上
級
行

政
庁
と
み
な
す
。
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○

鉱
業
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
八
十
九
号
）
（
第
二
百
十
七
条
関
係
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

目
次

目
次

第
一
章
～
第
六
章

（
略
）

第
一
章
～
第
六
章

（
略
）

第
七
章

審
査
請
求
等
（
第
百
二
十
六
条
―
第
百
三
十
五
条
）

第
七
章

不
服
申
立
て
（
第
百
二
十
六
条
―
第
百
三
十
五
条
）

第
八
章
・
第
九
章

（
略
）

第
八
章
・
第
九
章

（
略
）

附
則

附
則

第
七
章

審
査
請
求
等

第
七
章

不
服
申
立
て

（
意
見
の
聴
取
）

（
意
見
の
聴
取
の
開
始
）

第
百
二
十
六
条

経
済
産
業
大
臣
は
、
こ
の
法
律
又
は
こ
の
法
律
に

第
百
二
十
六
条

経
済
産
業
大
臣
は
、
こ
の
法
律
又
は
こ
の
法
律
に

基
づ
く
命
令
の
規
定
に
よ
る
処
分
又
は
そ
の
不
作
為
に
つ
い
て
の

基
づ
く
命
令
の
規
定
に
よ
る
処
分
に
つ
い
て
の
審
査
請
求
又
は
異

審
査
請
求
が
あ
つ
た
と
き
は
、
行
政
不
服
審
査
法
（
平
成
二
十
六

議
申
立
て
が
あ
つ
た
と
き
は
、
こ
れ
を
却
下
す
る
場
合
を
除
き
、

年
法
律
第

号
）
第
二
十
四
条
の
規
定
に
よ
り
当
該
審
査
請

審
査
請
求
又
は
異
議
申
立
て
を
受
理
し
た
日
か
ら
三
十
日
以
内
に

求
を
却
下
す
る
場
合
を
除
き
、
当
該
審
査
請
求
が
さ
れ
た
日
（
同

、
意
見
の
聴
取
を
開
始
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

法
第
二
十
三
条
の
規
定
に
よ
り
不
備
を
補
正
す
べ
き
こ
と
を
命
じ

た
場
合
に
あ
つ
て
は
、
当
該
不
備
が
補
正
さ
れ
た
日
）
か
ら
三
十

日
以
内
に
、
審
理
員
（
同
法
第
十
一
条
第
二
項
に
規
定
す
る
審
理

員
を
い
う
。
第
百
二
十
八
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
よ
る
意
見
の

聴
取
を
開
始
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
百
二
十
七
条

経
済
産
業
大
臣
は
、
前
条
の
意
見
の
聴
取
の
期
日

第
百
二
十
七
条

経
済
産
業
大
臣
は
、
前
条
の
意
見
の
聴
取
の
期
日

及
び
場
所
を
定
め
、
審
査
請
求
人
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

及
び
場
所
を
定
め
、
審
査
請
求
人
又
は
異
議
申
立
人
に
通
知
し
な

。

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

（
略
）

２

（
略
）

３

前
条
に
規
定
す
る
審
査
請
求
に
つ
い
て
は
、
行
政
不
服
審
査
法

〔
新
設
〕

第
三
十
一
条
の
規
定
は
適
用
せ
ず
、
前
条
の
意
見
の
聴
取
に
つ
い

て
は
、
同
法
第
三
十
一
条
第
三
項
か
ら
第
五
項
ま
で
の
規
定
を
準

用
す
る
。

（
参
加
）

（
参
加
）
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第
百
二
十
八
条

審
査
請
求
人
の
ほ
か
、
第
百
二
十
六
条
の
意
見
の

第
百
二
十
八
条

審
査
請
求
人
又
は
異
議
申
立
人
の
ほ
か
、
第
百
二

聴
取
に
参
加
し
て
意
見
を
述
べ
よ
う
と
す
る
者
は
、
利
害
関
係
の

十
六
条
の
意
見
の
聴
取
に
参
加
し
て
意
見
を
述
べ
よ
う
と
す
る
者

あ
る
理
由
及
び
主
張
の
要
旨
を
記
載
し
た
文
書
を
も
つ
て
、
審
理

は
、
利
害
関
係
の
あ
る
理
由
及
び
主
張
の
要
旨
を
記
載
し
た
文
書

員
に
、
利
害
関
係
人
と
し
て
参
加
す
る
旨
を
申
し
出
て
、
そ
の
許

を
も
つ
て
、
経
済
産
業
大
臣
に
、
利
害
関
係
人
と
し
て
参
加
す
る

可
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

旨
を
申
し
出
て
、
そ
の
許
可
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
証
拠
の
提
示
等
）

（
証
拠
の
提
示
等
）

第
百
二
十
九
条

第
百
二
十
六
条
の
意
見
の
聴
取
に
際
し
て
は
、
審

第
百
二
十
九
条

第
百
二
十
六
条
の
意
見
の
聴
取
に
際
し
て
は
、
審

査
請
求
人
、
当
該
処
分
の
相
手
方
及
び
前
条
の
規
定
に
よ
り
参
加

査
請
求
人
又
は
異
議
申
立
人
、
当
該
処
分
の
相
手
方
及
び
前
条
の

し
た
者
に
対
し
て
、
当
該
事
案
に
つ
い
て
、
証
拠
を
提
示
し
、
意

規
定
に
よ
り
参
加
し
た
者
に
対
し
て
、
当
該
事
案
に
つ
い
て
、
証

見
を
述
べ
る
機
会
を
与
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

拠
を
提
示
し
、
意
見
を
述
べ
る
機
会
を
与
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

。

（
執
行
停
止
及
び
そ
の
取
消
し
の
公
示
及
び
通
知
）

（
執
行
停
止
及
び
そ
の
取
消
し
の
公
示
及
び
通
知
）

第
百
三
十
条

経
済
産
業
大
臣
は
、
行
政
不
服
審
査
法
第
二
十
五
条

第
百
三
十
条

経
済
産
業
大
臣
は
、
行
政
不
服
審
査
法
（
昭
和
三
十

の
規
定
に
よ
り
審
査
請
求
に
係
る
処
分
の
執
行
停
止
を
し
た
と
き

七
年
法
律
第
百
六
十
号
）
第
三
十
四
条
の
規
定
に
よ
り
審
査
請
求

は
、
そ
の
旨
を
公
示
す
る
と
と
も
に
、
審
査
請
求
人
及
び
当
該
処

に
係
る
処
分
の
執
行
停
止
を
し
た
と
き
、
又
は
同
法
第
四
十
八
条

分
の
相
手
方
に
そ
の
旨
を
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
同
法
第

に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
三
十
四
条
の
規
定
に
よ
り
異
議
申
立

二
十
六
条
の
規
定
に
よ
り
そ
の
執
行
停
止
を
取
り
消
し
た
と
き
も

て
に
係
る
処
分
の
執
行
停
止
を
し
た
と
き
は
、
そ
の
旨
を
公
示
す

、
同
様
と
す
る
。

る
と
と
も
に
、
審
査
請
求
人
又
は
異
議
申
立
人
及
び
当
該
処
分
の

相
手
方
に
そ
の
旨
を
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
同
法
第
三
十

五
条
（
同
法
第
四
十
八
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）

の
規
定
に
よ
り
そ
の
執
行
停
止
を
取
り
消
し
た
と
き
も
、
同
様
と

す
る
。

（
裁
決
の
要
旨
の
公
示
等
）

（
裁
決
又
は
決
定
の
要
旨
の
公
示
等
）

第
百
三
十
一
条

経
済
産
業
大
臣
は
、
裁
決
を
し
た
と
き
は
、
そ
の

第
百
三
十
一
条

経
済
産
業
大
臣
は
、
裁
決
又
は
決
定
を
し
た
と
き

要
旨
を
公
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

は
、
そ
の
要
旨
を
公
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

裁
決
書
の
謄
本
は
、
第
百
二
十
八
条
の
規
定
に
よ
り
参
加
し
た

２

裁
決
書
又
は
決
定
書
の
謄
本
は
、
第
百
二
十
八
条
の
規
定
に
よ

者
に
も
送
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

り
参
加
し
た
者
に
も
送
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
審
査
請
求
の
制
限
）

（
不
服
申
立
て
の
制
限
）

第
百
三
十
四
条

前
条
の
規
定
に
よ
り
裁
定
の
申
請
を
す
る
こ
と
が

第
百
三
十
四
条

前
条
の
規
定
に
よ
り
裁
定
の
申
請
を
す
る
こ
と
が

で
き
る
場
合
に
は
、
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

で
き
る
場
合
に
は
、
行
政
不
服
審
査
法
に
よ
る
不
服
申
立
て
を
す

る
こ
と
が
で
き
な
い
。
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２

行
政
不
服
審
査
法
第
二
十
二
条
の
規
定
は
、
前
条
の
処
分
に
つ

２

行
政
不
服
審
査
法
第
十
八
条
の
規
定
は
、
前
条
の
処
分
に
つ
き

き
、
処
分
を
し
た
行
政
庁
が
誤
つ
て
審
査
請
求
又
は
再
調
査
の
請

、
処
分
庁
が
誤
つ
て
審
査
請
求
又
は
異
議
申
立
て
を
す
る
こ
と
が

求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
旨
を
教
示
し
た
場
合
に
準
用
す
る
。

で
き
る
旨
を
教
示
し
た
場
合
に
準
用
す
る
。

３

第
九
十
三
条
の
規
定
に
よ
る
決
定
に
つ
い
て
の
審
査
請
求
に
お

３

第
九
十
三
条
の
規
定
に
よ
る
決
定
に
つ
い
て
の
審
査
請
求
又
は

い
て
は
、
決
定
の
う
ち
対
価
に
つ
い
て
の
不
服
を
そ
の
決
定
に
つ

異
議
申
立
て
に
お
い
て
は
、
決
定
の
う
ち
対
価
に
つ
い
て
の
不
服

い
て
の
不
服
の
理
由
と
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

を
そ
の
決
定
に
つ
い
て
の
不
服
の
理
由
と
す
る
こ
と
が
で
き
な
い

。

４

（
略
）

４

（
略
）

（
不
服
申
立
て
と
訴
訟
と
の
関
係
）

第
百
三
十
五
条

削
除

第
百
三
十
五
条

こ
の
法
律
又
は
こ
の
法
律
に
基
づ
く
命
令
の
規
定

に
よ
る
処
分
の
取
消
し
の
訴
え
は
、
当
該
処
分
に
つ
い
て
の
審
査

請
求
又
は
異
議
申
立
て
に
対
す
る
裁
決
又
は
決
定
を
経
た
後
で
な

け
れ
ば
、
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
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○

採
石
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
九
十
一
号
）
（
第
二
百
十
八
条
関
係
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
審
査
請
求
の
手
続
に
お
け
る
意
見
の
聴
取
）

（
不
服
申
立
て
の
手
続
に
お
け
る
意
見
の
聴
取
）

第
三
十
四
条
の
五

こ
の
法
律
又
は
こ
の
法
律
に
基
づ
く
命
令
の
規

第
三
十
四
条
の
五

こ
の
法
律
又
は
こ
の
法
律
に
基
づ
く
命
令
の
規

定
に
よ
る
処
分
又
は
そ
の
不
作
為
に
つ
い
て
の
審
査
請
求
（
第
三

定
に
よ
る
処
分
に
つ
い
て
の
審
査
請
求
（
第
三
十
八
条
に
規
定
す

十
八
条
に
規
定
す
る
審
査
請
求
を
除
く
。
）
に
対
す
る
裁
決
は
、

る
審
査
請
求
を
除
く
。
）
又
は
異
議
申
立
て
に
対
す
る
裁
決
又
は

行
政
不
服
審
査
法
（
平
成
二
十
六
年
法
律
第

号
）
第
二
十

決
定
（
却
下
の
裁
決
又
は
決
定
を
除
く
。
）
は
、
そ
の
処
分
に
係

四
条
の
規
定
に
よ
り
当
該
審
査
請
求
を
却
下
す
る
場
合
を
除
き
、

る
者
に
対
し
、
相
当
な
期
間
を
お
い
て
予
告
を
し
た
上
、
公
開
に

審
査
請
求
人
に
対
し
、
相
当
な
期
間
を
お
い
て
予
告
を
し
た
上
、

よ
る
意
見
の
聴
取
を
し
た
後
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

同
法
第
十
一
条
第
二
項
に
規
定
す
る
審
理
員
が
公
開
に
よ
る
意
見

の
聴
取
を
し
た
後
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

〔
削
除
〕

２

前
項
の
予
告
に
お
い
て
は
、
期
日
、
場
所
及
び
事
案
の
内
容
を

示
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

前
項
の
意
見
の
聴
取
に
際
し
て
は
、
審
査
請
求
人
及
び
利
害
関

３

第
一
項
の
意
見
の
聴
取
に
際
し
て
は
、
そ
の
処
分
に
係
る
者
及

係
人
に
対
し
、
そ
の
事
案
に
つ
い
て
証
拠
を
提
示
し
、
意
見
を
述

び
利
害
関
係
人
に
対
し
、
そ
の
事
案
に
つ
い
て
証
拠
を
提
示
し
、

べ
る
機
会
を
与
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

意
見
を
述
べ
る
機
会
を
与
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

第
一
項
に
規
定
す
る
審
査
請
求
に
つ
い
て
は
、
行
政
不
服
審
査

〔
新
設
〕

法
第
三
十
一
条
の
規
定
は
適
用
せ
ず
、
同
項
の
意
見
の
聴
取
に
つ

い
て
は
、
同
条
第
二
項
か
ら
第
五
項
ま
で
の
規
定
を
準
用
す
る
。

（
審
査
請
求
に
つ
い
て
の
鉱
業
法
の
準
用
）

（
審
査
請
求
に
つ
い
て
の
鉱
業
法
の
準
用
）

第
三
十
八
条

鉱
業
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
八
十
九
号
）

第
三
十
八
条

鉱
業
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
八
十
九
号
）

第
百
二
十
六
条
か
ら
第
百
三
十
二
条
ま
で
の
規
定
は
、
こ
の
法
律

第
百
二
十
六
条
か
ら
第
百
三
十
二
条
ま
で
の
規
定
は
、
こ
の
法
律

又
は
こ
の
法
律
に
基
づ
く
命
令
の
規
定
に
よ
る
経
済
産
業
局
長
の

又
は
こ
の
法
律
に
基
づ
く
命
令
の
規
定
に
よ
る
経
済
産
業
局
長
の

処
分
（
第
四
十
二
条
の
三
の
規
定
に
よ
り
経
済
産
業
大
臣
の
委
任

処
分
（
第
四
十
二
条
の
三
の
規
定
に
よ
り
経
済
産
業
大
臣
の
委
任

を
受
け
て
行
う
処
分
を
除
く
。
）
又
は
そ
の
不
作
為
に
つ
い
て
の

を
受
け
て
行
う
処
分
を
除
く
。
）
に
つ
い
て
の
審
査
請
求
に
、
同

審
査
請
求
に
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
法
第
百
二
十

法
第
百
三
十
五
条
の
規
定
は
、
こ
れ
ら
の
処
分
の
取
消
し
の
訴
え

七
条
第
一
項
中
「
審
査
請
求
人
」
と
あ
る
の
は
「
審
査
請
求
人
及

に
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
法
第
百
二
十
七
条
第
一

び
処
分
を
行
つ
た
経
済
産
業
局
長
」
と
、
同
法
第
百
三
十
条
中
「

項
中
「
又
は
異
議
申
立
人
」
と
あ
る
の
は
「
及
び
処
分
を
行
つ
た
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及
び
当
該
処
分
の
相
手
方
」
と
あ
る
の
は
「
、
当
該
処
分
の
相
手

経
済
産
業
局
長
」
と
、
同
法
第
百
三
十
条
中
「
又
は
異
議
申
立
人

方
及
び
当
該
処
分
を
行
つ
た
経
済
産
業
局
長
」
と
読
み
替
え
る
も

及
び
当
該
処
分
の
相
手
方
」
と
あ
る
の
は
「
、
当
該
処
分
の
相
手

の
と
す
る
。

方
及
び
当
該
処
分
を
行
つ
た
経
済
産
業
局
長
」
と
読
み
替
え
る
も

の
と
す
る
。
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○

高
圧
ガ
ス
保
安
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
号
）
（
第
二
百
十
九
条
関
係
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
協
会
等
の
処
分
等
に
つ
い
て
の
審
査
請
求
）

（
協
会
等
の
処
分
等
に
つ
い
て
の
審
査
請
求
）

第
七
十
七
条

こ
の
法
律
又
は
こ
の
法
律
に
基
づ
く
命
令
の
規
定
に

第
七
十
七
条

こ
の
法
律
又
は
こ
の
法
律
に
基
づ
く
命
令
の
規
定
に

よ
る
協
会
、
指
定
試
験
機
関
、
指
定
容
器
検
査
機
関
、
容
器
検
査

よ
る
協
会
、
指
定
試
験
機
関
、
指
定
容
器
検
査
機
関
、
容
器
検
査

所
の
登
録
を
受
け
た
者
、
指
定
特
定
設
備
検
査
機
関
又
は
指
定
設

所
の
登
録
を
受
け
た
者
、
指
定
特
定
設
備
検
査
機
関
又
は
指
定
設

備
認
定
機
関
の
処
分
又
は
そ
の
不
作
為
に
つ
い
て
不
服
が
あ
る
者

備
認
定
機
関
の
処
分
（
試
験
の
結
果
に
つ
い
て
の
処
分
を
除
く
。

は
、
経
済
産
業
大
臣
に
対
し
て
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る

）
又
は
不
作
為
に
つ
い
て
不
服
が
あ
る
者
は
、
経
済
産
業
大
臣
に

。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
経
済
産
業
大
臣
は
、
行
政
不
服
審
査
法

対
し
て
行
政
不
服
審
査
法
（
昭
和
三
十
七
年
法
律
第
百
六
十
号
）

（
平
成
二
十
六
年
法
律
第

号
）
第
二
十
五
条
第
二
項
及
び

に
よ
る
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
三
項
、
第
四
十
六
条
第
一
項
及
び
第
二
項
並
び
に
第
四
十
九
条

第
三
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
協
会
、
指
定
試
験
機
関
、

指
定
容
器
検
査
機
関
、
容
器
検
査
所
の
登
録
を
受
け
た
者
、
指
定

特
定
設
備
検
査
機
関
又
は
指
定
設
備
認
定
機
関
の
上
級
行
政
庁
と

み
な
す
。

（
審
査
請
求
の
手
続
に
お
け
る
意
見
の
聴
取
）

（
不
服
申
立
て
の
手
続
に
お
け
る
意
見
の
聴
取
）

第
七
十
八
条

こ
の
法
律
又
は
こ
の
法
律
に
基
づ
く
命
令
の
規
定
に

第
七
十
八
条

こ
の
法
律
又
は
こ
の
法
律
に
基
づ
く
命
令
の
規
定
に

よ
る
処
分
（
容
器
検
査
、
容
器
再
検
査
、
附
属
品
検
査
、
附
属
品

よ
る
処
分
（
容
器
検
査
、
容
器
再
検
査
、
附
属
品
検
査
、
附
属
品

再
検
査
、
特
定
設
備
検
査
又
は
指
定
設
備
の
認
定
の
結
果
に
つ
い

再
検
査
、
特
定
設
備
検
査
又
は
指
定
設
備
の
認
定
の
結
果
に
つ
い

て
の
処
分
を
除
く
。
）
又
は
そ
の
不
作
為
に
つ
い
て
の
審
査
請
求

て
の
処
分
を
除
く
。
）
に
つ
い
て
の
審
査
請
求
又
は
異
議
申
立
て

に
対
す
る
裁
決
は
、
行
政
不
服
審
査
法
第
二
十
四
条
の
規
定
に
よ

に
対
す
る
裁
決
又
は
決
定
は
、
そ
の
処
分
に
係
る
者
に
対
し
、
相

り
当
該
審
査
請
求
を
却
下
す
る
場
合
を
除
き
、
審
査
請
求
人
に
対

当
な
期
間
を
お
い
て
予
告
を
し
た
上
、
公
開
に
よ
る
意
見
の
聴
取

し
、
相
当
な
期
間
を
お
い
て
予
告
を
し
た
上
、
同
法
第
十
一
条
第

を
し
た
後
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

二
項
に
規
定
す
る
審
理
員
が
公
開
に
よ
る
意
見
の
聴
取
を
し
た
後

に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

〔
削
除
〕

２

前
項
の
予
告
に
お
い
て
は
、
期
日
、
場
所
及
び
事
案
の
内
容
を

示
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

前
項
の
意
見
の
聴
取
に
際
し
て
は
、
審
査
請
求
人
及
び
利
害
関

３

第
一
項
の
意
見
の
聴
取
に
際
し
て
は
、
そ
の
処
分
に
係
る
者
及
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係
人
に
対
し
、
そ
の
事
案
に
つ
い
て
証
拠
を
提
示
し
、
意
見
を
述

び
利
害
関
係
人
に
対
し
、
そ
の
事
案
に
つ
い
て
証
拠
を
提
示
し
、

べ
る
機
会
を
与
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

意
見
を
述
べ
る
機
会
を
与
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

第
一
項
に
規
定
す
る
審
査
請
求
に
つ
い
て
は
、
行
政
不
服
審
査

〔
新
設
〕

法
第
三
十
一
条
の
規
定
は
適
用
せ
ず
、
同
項
の
意
見
の
聴
取
に
つ

い
て
は
、
同
条
第
二
項
か
ら
第
五
項
ま
で
の
規
定
を
準
用
す
る
。

（
審
査
請
求
の
制
限
）

（
不
服
申
立
て
の
制
限
）

第
七
十
八
条
の
二

第
三
十
九
条
の
規
定
に
よ
る
処
分
に
つ
い
て
は

第
七
十
八
条
の
二

第
三
十
九
条
の
規
定
に
よ
る
処
分
に
つ
い
て
は

、
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

、
行
政
不
服
審
査
法
に
よ
る
不
服
申
立
て
を
す
る
こ
と
が
で
き
な

い
。
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○

航
空
機
製
造
事
業
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
二
百
三
十
七
号
）
（
第
二
百
二
十
条
関
係
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
審
査
請
求
の
手
続
に
お
け
る
意
見
の
聴
取
）

（
異
議
申
立
て
の
手
続
に
お
け
る
意
見
の
聴
取
）

第
二
十
条

こ
の
法
律
の
規
定
に
よ
る
処
分
又
は
そ
の
不
作
為
に
つ

第
二
十
条

経
済
産
業
大
臣
は
、
こ
の
法
律
の
規
定
に
よ
る
処
分
に

い
て
の
審
査
請
求
に
対
す
る
裁
決
は
、
行
政
不
服
審
査
法
（
平
成

つ
い
て
の
異
議
申
立
て
を
受
理
し
た
と
き
は
、
異
議
申
立
人
に
対

二
十
六
年
法
律
第

号
）
第
二
十
四
条
の
規
定
に
よ
り
当
該

し
、
相
当
な
期
間
を
お
い
て
予
告
を
し
た
上
、
公
開
に
よ
る
意
見

審
査
請
求
を
却
下
す
る
場
合
を
除
き
、
審
査
請
求
人
に
対
し
、
相

の
聴
取
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

当
な
期
間
を
お
い
て
予
告
を
し
た
上
、
同
法
第
十
一
条
第
二
項
に

規
定
す
る
審
理
員
が
公
開
に
よ
る
意
見
の
聴
取
を
し
た
後
に
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

〔
削
除
〕

２

前
項
の
予
告
に
お
い
て
は
、
期
日
、
場
所
及
び
事
案
の
内
容
を

示
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

前
項
の
意
見
の
聴
取
に
際
し
て
は
、
審
査
請
求
人
及
び
利
害
関

３

第
一
項
の
意
見
の
聴
取
に
際
し
て
は
、
異
議
申
立
人
及
び
利
害

係
人
に
対
し
、
当
該
事
案
に
つ
い
て
証
拠
を
提
示
し
、
意
見
を
述

関
係
人
に
対
し
、
当
該
事
案
に
つ
い
て
証
拠
を
提
示
し
、
意
見
を

べ
る
機
会
を
与
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

述
べ
る
機
会
を
与
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

第
一
項
に
規
定
す
る
審
査
請
求
に
つ
い
て
は
、
行
政
不
服
審
査

〔
新
設
〕

法
第
三
十
一
条
の
規
定
は
適
用
せ
ず
、
同
項
の
意
見
の
聴
取
に
つ

い
て
は
、
同
条
第
二
項
か
ら
第
五
項
ま
で
の
規
定
を
準
用
す
る
。
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○

輸
出
入
取
引
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
二
百
九
十
九
号
）
（
第
二
百
二
十
一
条
関
係
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
輸
出
組
合
の
行
為
等
に
つ
い
て
の
審
査
請
求
）

（
輸
出
組
合
の
行
為
に
つ
い
て
の
審
査
請
求
）

第
三
十
九
条

第
二
十
八
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
規
制
命
令
に
係

第
三
十
九
条

第
二
十
八
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
規
制
命
令
に
係

る
事
務
を
処
理
す
る
輸
出
組
合
の
そ
の
事
務
の
処
理
と
し
て
の
行

る
事
務
を
処
理
す
る
輸
出
組
合
が
そ
の
事
務
の
処
理
と
し
て
行
つ

為
又
は
そ
の
不
作
為
に
不
服
が
あ
る
者
は
、
経
済
産
業
大
臣
に
対

た
行
為
に
不
服
が
あ
る
者
は
、
経
済
産
業
大
臣
に
対
し
て
行
政
不

し
て
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、

服
審
査
法
（
昭
和
三
十
七
年
法
律
第
百
六
十
号
）
に
よ
る
審
査
請

経
済
産
業
大
臣
は
、
行
政
不
服
審
査
法
（
平
成
二
十
六
年
法
律
第

求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

号
）
第
二
十
五
条
第
二
項
及
び
第
三
項
、
第
四
十
六
条
第

一
項
及
び
第
二
項
並
び
に
第
四
十
九
条
第
三
項
の
規
定
の
適
用
に

つ
い
て
は
、
輸
出
組
合
の
上
級
行
政
庁
と
み
な
す
。

（
審
査
請
求
の
手
続
に
お
け
る
意
見
の
聴
取
）

（
不
服
申
立
て
の
手
続
に
お
け
る
意
見
の
聴
取
）

第
三
十
九
条
の
二

こ
の
法
律
の
規
定
に
よ
る
処
分
又
は
そ
の
不
作

第
三
十
九
条
の
二

こ
の
法
律
の
規
定
に
よ
る
処
分
（
前
条
に
規
定

為
（
前
条
に
規
定
す
る
輸
出
組
合
の
規
制
命
令
に
係
る
事
務
の
処

す
る
輸
出
組
合
が
規
制
命
令
に
係
る
事
務
の
処
理
と
し
て
行
つ
た

理
と
し
て
の
行
為
又
は
そ
の
不
作
為
を
含
む
。
）
に
つ
い
て
の
審

行
為
を
含
む
。
）
に
つ
い
て
の
異
議
申
立
て
又
は
審
査
請
求
に
対

査
請
求
に
対
す
る
裁
決
は
、
行
政
不
服
審
査
法
第
二
十
四
条
の
規

す
る
決
定
又
は
裁
決
は
、
そ
の
処
分
に
係
る
者
に
対
し
、
相
当
な

定
に
よ
り
当
該
審
査
請
求
を
却
下
す
る
場
合
を
除
き
、
審
査
請
求

期
間
を
お
い
て
予
告
を
し
た
上
、
公
開
に
よ
る
意
見
の
聴
取
を
し

人
に
対
し
、
相
当
な
期
間
を
お
い
て
予
告
を
し
た
上
、
同
法
第
十

た
後
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
条
第
二
項
に
規
定
す
る
審
理
員
が
公
開
に
よ
る
意
見
の
聴
取
を

し
た
後
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

〔
削
除
〕

２

前
項
の
予
告
に
お
い
て
は
、
期
日
、
場
所
及
び
事
案
の
内
容
を

示
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

前
項
の
意
見
の
聴
取
に
際
し
て
は
、
審
査
請
求
人
及
び
利
害
関

３

第
一
項
の
意
見
の
聴
取
に
際
し
て
は
、
そ
の
処
分
に
係
る
者
及

係
人
に
対
し
、
そ
の
事
案
に
つ
い
て
証
拠
を
提
示
し
、
意
見
を
述

び
利
害
関
係
人
に
対
し
、
そ
の
事
案
に
つ
い
て
証
拠
を
提
示
し
、

べ
る
機
会
を
与
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

意
見
を
述
べ
る
機
会
を
与
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

第
一
項
に
規
定
す
る
審
査
請
求
に
つ
い
て
は
、
行
政
不
服
審
査

〔
新
設
〕

法
第
三
十
一
条
の
規
定
は
適
用
せ
ず
、
同
項
の
意
見
の
聴
取
に
つ

い
て
は
、
同
条
第
二
項
か
ら
第
五
項
ま
で
の
規
定
を
準
用
す
る
。
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（
不
服
申
立
て
と
訴
訟
と
の
関
係
）

〔
削
除
〕

第
三
十
九
条
の
三

前
条
第
一
項
に
規
定
す
る
処
分
の
取
消
し
の
訴

え
は
、
当
該
処
分
に
つ
い
て
の
異
議
申
立
て
又
は
審
査
請
求
に
対

す
る
決
定
又
は
裁
決
を
経
た
後
で
な
け
れ
ば
、
提
起
す
る
こ
と
が

で
き
な
い
。

２

前
条
第
一
項
に
規
定
す
る
処
分
に
つ
い
て
は
、
行
政
手
続
法
第

二
十
七
条
第
二
項
の
規
定
は
、
適
用
し
な
い
。
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○

商
工
会
議
所
法
（
昭
和
二
十
八
年
法
律
第
百
四
十
三
号
）
（
第
二
百
二
十
二
条
関
係
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
審
査
請
求
の
手
続
に
お
け
る
意
見
の
聴
取
）

（
不
服
申
立
て
の
手
続
に
お
け
る
意
見
の
聴
取
）

第
八
十
三
条

こ
の
法
律
又
は
こ
の
法
律
に
基
づ
く
命
令
の
規
定
に

第
八
十
三
条

こ
の
法
律
又
は
こ
の
法
律
に
基
づ
く
命
令
の
規
定
に

よ
る
処
分
又
は
そ
の
不
作
為
に
つ
い
て
の
審
査
請
求
に
対
す
る
裁

よ
る
処
分
に
つ
い
て
の
審
査
請
求
又
は
異
議
申
立
て
に
対
す
る
裁

決
は
、
行
政
不
服
審
査
法
（
平
成
二
十
六
年
法
律
第

号
）

決
又
は
決
定
は
、
こ
れ
を
却
下
す
る
場
合
を
除
き
、
そ
の
処
分
に

第
二
十
四
条
の
規
定
に
よ
り
当
該
審
査
請
求
を
却
下
す
る
場
合
を

係
る
者
に
対
し
、
相
当
な
期
間
を
お
い
て
予
告
を
し
た
上
、
公
開

除
き
、
審
査
請
求
人
に
対
し
、
相
当
な
期
間
を
お
い
て
予
告
を
し

に
よ
る
意
見
の
聴
取
を
し
た
後
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

た
上
、
同
法
第
十
一
条
第
二
項
に
規
定
す
る
審
理
員
が
公
開
に
よ

る
意
見
の
聴
取
を
し
た
後
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

前
項
の
意
見
の
聴
取
に
際
し
て
は
、
審
査
請
求
人
及
び
利
害
関

２

前
項
の
意
見
の
聴
取
に
際
し
て
は
、
そ
の
処
分
に
係
る
者
及
び

係
人
に
対
し
て
、
当
該
事
案
に
つ
い
て
証
拠
を
提
示
し
、
意
見
を

利
害
関
係
者
に
対
し
て
、
当
該
事
案
に
つ
い
て
証
拠
を
提
示
し
、

述
べ
る
機
会
を
与
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

意
見
を
述
べ
る
機
会
を
与
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

第
一
項
に
規
定
す
る
審
査
請
求
に
つ
い
て
は
、
行
政
不
服
審
査

〔
新
設
〕

法
第
三
十
一
条
の
規
定
は
適
用
せ
ず
、
同
項
の
意
見
の
聴
取
に
つ

い
て
は
、
同
条
第
二
項
か
ら
第
五
項
ま
で
の
規
定
を
準
用
す
る
。
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○

武
器
等
製
造
法
（
昭
和
二
十
八
年
法
律
第
百
四
十
五
号
）
（
第
二
百
二
十
三
条
関
係
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
審
査
請
求
の
手
続
に
お
け
る
意
見
の
聴
取
）

（
異
議
申
立
て
の
手
続
に
お
け
る
意
見
の
聴
取
）

第
三
十
条

こ
の
法
律
の
規
定
に
よ
る
処
分
又
は
そ
の
不
作
為
に
つ

第
三
十
条

こ
の
法
律
の
規
定
に
よ
る
処
分
に
つ
い
て
の
異
議
申
立

い
て
の
審
査
請
求
に
対
す
る
裁
決
は
、
行
政
不
服
審
査
法
（
平
成

て
に
対
す
る
決
定
は
、
そ
の
処
分
に
係
る
者
に
対
し
、
相
当
な
期

二
十
六
年
法
律
第

号
）
第
二
十
四
条
の
規
定
に
よ
り
当
該

間
を
お
い
て
予
告
を
し
た
上
、
公
開
に
よ
る
意
見
の
聴
取
を
し
た

審
査
請
求
を
却
下
す
る
場
合
を
除
き
、
審
査
請
求
人
に
対
し
、
相

後
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

当
な
期
間
を
お
い
て
予
告
を
し
た
上
、
同
法
第
十
一
条
第
二
項
に

規
定
す
る
審
理
員
が
公
開
に
よ
る
意
見
の
聴
取
を
し
た
後
に
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

〔
削
除
〕

２

前
項
の
予
告
に
お
い
て
は
、
期
日
、
場
所
及
び
事
案
の
内
容
を

示
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

前
項
の
意
見
の
聴
取
に
際
し
て
は
、
審
査
請
求
人
及
び
利
害
関

３

第
一
項
の
意
見
の
聴
取
に
際
し
て
は
、
そ
の
処
分
に
係
る
者
及

係
人
に
対
し
、
そ
の
事
案
に
つ
い
て
証
拠
を
提
示
し
、
意
見
を
述

び
利
害
関
係
人
に
対
し
、
そ
の
事
案
に
つ
い
て
証
拠
を
提
示
し
、

べ
る
機
会
を
与
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

意
見
を
述
べ
る
機
会
を
与
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

第
一
項
に
規
定
す
る
審
査
請
求
に
つ
い
て
は
、
行
政
不
服
審
査

〔
新
設
〕

法
第
三
十
一
条
の
規
定
は
適
用
せ
ず
、
同
項
の
意
見
の
聴
取
に
つ

い
て
は
、
同
条
第
二
項
か
ら
第
五
項
ま
で
の
規
定
を
準
用
す
る
。



- 493 -

○

ガ
ス
事
業
法
（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
五
十
一
号
）
（
第
二
百
二
十
四
条
関
係
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
公
共
用
の
土
地
の
使
用
）

（
公
共
用
の
土
地
の
使
用
）

第
四
十
二
条

（
略
）

第
四
十
二
条

（
略
）

２
～
４

（
略
）

２
～
４

（
略
）

５

主
務
大
臣
は
、
次
に
掲
げ
る
場
合
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
経
済
産

５

主
務
大
臣
は
、
次
に
掲
げ
る
場
合
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
経
済
産

業
大
臣
に
協
議
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

業
大
臣
に
協
議
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

（
略
）

一

（
略
）

二

一
般
ガ
ス
事
業
者
等
が
導
管
を
設
置
す
る
た
め
前
項
の
道
路

二

一
般
ガ
ス
事
業
者
等
が
導
管
を
設
置
す
る
た
め
前
項
の
道
路

又
は
道
路
と
な
る
べ
き
区
域
内
の
土
地
若
し
く
は
当
該
土
地
に

又
は
道
路
と
な
る
べ
き
区
域
内
の
土
地
若
し
く
は
当
該
土
地
に

設
置
さ
れ
た
道
路
の
附
属
物
と
な
る
べ
き
も
の
を
占
用
し
よ
う

設
置
さ
れ
た
道
路
の
附
属
物
と
な
る
べ
き
も
の
を
占
用
し
よ
う

と
す
る
場
合
に
お
い
て
、
道
路
法
第
三
十
九
条
第
一
項
（
同
法

と
す
る
場
合
に
お
い
て
、
道
路
法
第
三
十
九
条
第
一
項
（
同
法

第
九
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の

第
九
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の

規
定
に
よ
り
道
路
管
理
者
が
徴
収
す
る
占
用
料
の
額
の
決
定
又

規
定
に
よ
り
道
路
管
理
者
が
徴
収
す
る
占
用
料
の
額
の
決
定
又

は
同
法
第
八
十
七
条
第
一
項
（
同
法
第
九
十
一
条
第
二
項
に
お

は
同
法
第
八
十
七
条
第
一
項
（
同
法
第
九
十
一
条
第
二
項
に
お

い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
り
許
可
若
し
く

い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
り
許
可
若
し
く

は
承
認
に
条
件
を
付
し
た
こ
と
に
つ
い
て
の
審
査
請
求
に
対
し

は
承
認
に
条
件
を
付
し
た
こ
と
に
つ
い
て
の
審
査
請
求
又
は
異

て
裁
決
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
。

議
申
立
て
に
対
し
て
裁
決
又
は
決
定
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
。

（
機
構
又
は
指
定
試
験
機
関
の
処
分
等
に
つ
い
て
の
審
査
請
求
）

（
機
構
又
は
指
定
試
験
機
関
の
処
分
等
に
つ
い
て
の
審
査
請
求
）

第
四
十
九
条
の
二

機
構
が
行
う
適
合
性
検
査
又
は
指
定
試
験
機
関

第
四
十
九
条
の
二

機
構
が
行
う
適
合
性
検
査
又
は
指
定
試
験
機
関

が
行
う
試
験
事
務
に
係
る
処
分
又
は
そ
の
不
作
為
に
つ
い
て
不
服

が
行
う
試
験
事
務
に
係
る
処
分
（
試
験
の
結
果
に
つ
い
て
の
処
分

が
あ
る
者
は
、
経
済
産
業
大
臣
に
対
し
て
審
査
請
求
を
す
る
こ
と

を
除
く
。
）
又
は
そ
の
不
作
為
に
つ
い
て
不
服
が
あ
る
者
は
、
経

が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
経
済
産
業
大
臣
は
、
行
政
不

済
産
業
大
臣
に
対
し
て
行
政
不
服
審
査
法
（
昭
和
三
十
七
年
法
律

服
審
査
法
（
平
成
二
十
六
年
法
律
第

号
）
第
二
十
五
条
第

第
百
六
十
号
）
に
よ
る
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

二
項
及
び
第
三
項
、
第
四
十
六
条
第
一
項
及
び
第
二
項
並
び
に
第

四
十
九
条
第
三
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
機
構
又
は
指
定

試
験
機
関
の
上
級
行
政
庁
と
み
な
す
。

（
審
査
請
求
の
手
続
に
お
け
る
意
見
の
聴
取
）

（
不
服
申
立
て
の
手
続
に
お
け
る
意
見
の
聴
取
）
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第
五
十
条

こ
の
法
律
の
規
定
に
よ
る
処
分
又
は
そ
の
不
作
為
に
つ

第
五
十
条

こ
の
法
律
の
規
定
に
よ
る
処
分
に
つ
い
て
の
審
査
請
求

い
て
の
審
査
請
求
に
対
す
る
裁
決
は
、
行
政
不
服
審
査
法
第
二
十

又
は
異
議
申
立
て
に
対
す
る
裁
決
又
は
決
定
は
、
そ
の
処
分
に
係

四
条
の
規
定
に
よ
り
当
該
審
査
請
求
を
却
下
す
る
場
合
を
除
き
、

る
者
に
対
し
、
相
当
な
期
間
を
お
い
て
予
告
を
し
た
上
、
公
開
に

審
査
請
求
人
に
対
し
、
相
当
な
期
間
を
お
い
て
予
告
を
し
た
上
、

よ
る
意
見
の
聴
取
を
し
た
後
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

同
法
第
十
一
条
第
二
項
に
規
定
す
る
審
理
員
が
公
開
に
よ
る
意
見

の
聴
取
を
し
た
後
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

〔
削
除
〕

２

前
項
の
予
告
に
お
い
て
は
、
期
日
、
場
所
及
び
事
案
の
内
容
を

示
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

前
項
の
意
見
の
聴
取
に
際
し
て
は
、
審
査
請
求
人
及
び
利
害
関

３

第
一
項
の
意
見
の
聴
取
に
際
し
て
は
、
そ
の
処
分
に
係
る
者
及

係
人
に
対
し
、
そ
の
事
案
に
つ
い
て
証
拠
を
提
示
し
、
意
見
を
述

び
利
害
関
係
人
に
対
し
、
そ
の
事
案
に
つ
い
て
証
拠
を
提
示
し
、

べ
る
機
会
を
与
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

意
見
を
述
べ
る
機
会
を
与
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

第
一
項
に
規
定
す
る
審
査
請
求
に
つ
い
て
は
、
行
政
不
服
審
査

〔
新
設
〕

法
第
三
十
一
条
の
規
定
は
適
用
せ
ず
、
同
項
の
意
見
の
聴
取
に
つ

い
て
は
、
同
条
第
二
項
か
ら
第
五
項
ま
で
の
規
定
を
準
用
す
る
。
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○

工
業
用
水
法
（
昭
和
三
十
一
年
法
律
第
百
四
十
六
号
）
（
第
二
百
二
十
五
条
関
係
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
審
査
請
求
の
手
続
に
お
け
る
意
見
の
聴
取
）

（
異
議
申
立
て
の
手
続
に
お
け
る
意
見
の
聴
取
）

第
二
十
七
条

こ
の
法
律
の
規
定
に
よ
る
処
分
又
は
そ
の
不
作
為
に

第
二
十
七
条

こ
の
法
律
の
規
定
に
よ
る
処
分
に
つ
い
て
の
異
議
申

つ
い
て
の
審
査
請
求
に
対
す
る
裁
決
は
、
行
政
不
服
審
査
法
（
平

立
て
に
対
す
る
決
定
は
、
そ
の
処
分
に
係
る
者
に
対
し
、
相
当
な

成
二
十
六
年
法
律
第

号
）
第
二
十
四
条
の
規
定
に
よ
り
当

期
間
を
お
い
て
予
告
を
し
た
上
、
公
開
に
よ
る
意
見
の
聴
取
を
し

該
審
査
請
求
を
却
下
す
る
場
合
を
除
き
、
審
査
請
求
人
に
対
し
、

た
後
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

相
当
な
期
間
を
お
い
て
予
告
を
し
た
上
、
同
法
第
十
一
条
第
二
項

に
規
定
す
る
審
理
員
が
公
開
に
よ
る
意
見
の
聴
取
を
し
た
後
に
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

〔
削
除
〕

２

前
項
の
予
告
に
お
い
て
は
、
期
日
、
場
所
及
び
事
案
の
内
容
を

示
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

前
項
の
意
見
の
聴
取
に
際
し
て
は
、
審
査
請
求
人
及
び
利
害
関

３

第
一
項
の
意
見
の
聴
取
に
際
し
て
は
、
そ
の
処
分
に
係
る
者
及

係
人
に
対
し
、
そ
の
事
案
に
つ
い
て
証
拠
を
提
示
し
、
意
見
を
述

び
利
害
関
係
人
に
対
し
、
そ
の
事
案
に
つ
い
て
証
拠
を
提
示
し
、

べ
る
機
会
を
与
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

意
見
を
述
べ
る
機
会
を
与
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

第
一
項
に
規
定
す
る
審
査
請
求
に
つ
い
て
は
、
行
政
不
服
審
査

〔
新
設
〕

法
第
三
十
一
条
の
規
定
は
適
用
せ
ず
、
同
項
の
意
見
の
聴
取
に
つ

い
て
は
、
同
条
第
二
項
か
ら
第
五
項
ま
で
の
規
定
を
準
用
す
る
。
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○

工
業
用
水
道
事
業
法
（
昭
和
三
十
三
年
法
律
第
八
十
四
号
）
（
第
二
百
二
十
六
条
関
係
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
審
査
請
求
の
手
続
に
お
け
る
意
見
の
聴
取
）

（
異
議
申
立
て
の
手
続
に
お
け
る
意
見
の
聴
取
）

第
二
十
六
条

こ
の
法
律
の
規
定
に
よ
る
処
分
又
は
そ
の
不
作
為
に

第
二
十
六
条

こ
の
法
律
の
規
定
に
よ
る
処
分
に
つ
い
て
の
異
議
申

つ
い
て
の
審
査
請
求
に
対
す
る
裁
決
は
、
行
政
不
服
審
査
法
（
平

立
て
に
対
す
る
決
定
は
、
そ
の
処
分
に
係
る
者
に
対
し
、
相
当
な

成
二
十
六
年
法
律
第

号
）
第
二
十
四
条
の
規
定
に
よ
り
当

期
間
を
お
い
て
予
告
を
し
た
上
、
公
開
に
よ
る
意
見
の
聴
取
を
し

該
審
査
請
求
を
却
下
す
る
場
合
を
除
き
、
審
査
請
求
人
に
対
し
、

た
後
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

相
当
な
期
間
を
お
い
て
予
告
を
し
た
上
、
同
法
第
十
一
条
第
二
項

に
規
定
す
る
審
理
員
が
公
開
に
よ
る
意
見
の
聴
取
を
し
た
後
に
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

〔
削
除
〕

２

前
項
の
予
告
に
お
い
て
は
、
期
日
、
場
所
及
び
事
案
の
内
容
を

示
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

前
項
の
意
見
の
聴
取
に
際
し
て
は
、
審
査
請
求
人
及
び
利
害
関

３

第
一
項
の
意
見
の
聴
取
に
際
し
て
は
、
そ
の
処
分
に
係
る
者
及

係
人
に
対
し
、
そ
の
事
案
に
つ
い
て
証
拠
を
提
示
し
、
意
見
を
述

び
利
害
関
係
人
に
対
し
、
そ
の
事
案
に
つ
い
て
証
拠
を
提
示
し
、

べ
る
機
会
を
与
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

意
見
を
述
べ
る
機
会
を
与
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

第
一
項
に
規
定
す
る
審
査
請
求
に
つ
い
て
は
、
行
政
不
服
審
査

〔
新
設
〕

法
第
三
十
一
条
の
規
定
は
適
用
せ
ず
、
同
項
の
意
見
の
聴
取
に
つ

い
て
は
、
同
条
第
二
項
か
ら
第
五
項
ま
で
の
規
定
を
準
用
す
る
。
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○

特
許
法
（
昭
和
三
十
四
年
法
律
第
百
二
十
一
号
）
（
第
二
百
二
十
七
条
関
係
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
裁
定
に
つ
い
て
の
不
服
の
理
由
の
制
限
）

（
裁
定
に
つ
い
て
の
不
服
の
理
由
の
制
限
）

第
九
十
一
条
の
二

第
八
十
三
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
裁
定
に
つ

第
九
十
一
条
の
二

第
八
十
三
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
裁
定
に
つ

い
て
の
行
政
不
服
審
査
法
（
平
成
二
十
六
年
法
律
第

号
）

い
て
の
行
政
不
服
審
査
法
（
昭
和
三
十
七
年
法
律
第
百
六
十
号
）

の
規
定
に
よ
る
審
査
請
求
に
お
い
て
は
、
そ
の
裁
定
で
定
め
る
対

に
よ
る
異
議
申
立
て
に
お
い
て
は
、
そ
の
裁
定
で
定
め
る
対
価
に

価
に
つ
い
て
の
不
服
を
そ
の
裁
定
に
つ
い
て
の
不
服
の
理
由
と
す

つ
い
て
の
不
服
を
そ
の
裁
定
に
つ
い
て
の
不
服
の
理
由
と
す
る
こ

る
こ
と
が
で
き
な
い
。

と
が
で
き
な
い
。

（
審
判
請
求
書
の
補
正
）

（
審
判
請
求
書
の
補
正
）

第
百
三
十
一
条
の
二

（
略
）

第
百
三
十
一
条
の
二

（
略
）

２
・
３

（
略
）

２
・
３

（
略
）

４

第
二
項
の
決
定
又
は
そ
の
不
作
為
に
対
し
て
は
、
不
服
を
申
し

４

第
二
項
の
決
定
に
対
し
て
は
、
不
服
を
申
し
立
て
る
こ
と
が
で

立
て
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

き
な
い
。

（
除
斥
又
は
忌
避
の
申
立
に
つ
い
て
の
決
定
）

（
除
斥
又
は
忌
避
の
申
立
に
つ
い
て
の
決
定
）

第
百
四
十
三
条

（
略
）

第
百
四
十
三
条

（
略
）

２

（
略
）

２

（
略
）

３

第
一
項
の
決
定
又
は
そ
の
不
作
為
に
対
し
て
は
、
不
服
を
申
し

３

第
一
項
の
決
定
に
対
し
て
は
、
不
服
を
申
し
立
て
る
こ
と
が
で

立
て
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

き
な
い
。

第
百
四
十
九
条

（
略
）

第
百
四
十
九
条

（
略
）

２
～
４

（
略
）

２
～
４

（
略
）

５

第
三
項
の
決
定
又
は
そ
の
不
作
為
に
対
し
て
は
、
不
服
を
申
し

５

第
三
項
の
決
定
に
対
し
て
は
、
不
服
を
申
し
立
て
る
こ
と
が
で

立
て
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

き
な
い
。

（
不
服
申
立
て
と
訴
訟
と
の
関
係
）

第
百
八
十
四
条
の
二

削
除

第
百
八
十
四
条
の
二

こ
の
法
律
又
は
こ
の
法
律
に
基
づ
く
命
令
の

規
定
に
よ
る
処
分
（
第
百
九
十
五
条
の
四
に
規
定
す
る
処
分
を
除

く
。
）
の
取
消
し
の
訴
え
は
、
当
該
処
分
に
つ
い
て
の
異
議
申
立

て
又
は
審
査
請
求
に
対
す
る
決
定
又
は
裁
決
を
経
た
後
で
な
け
れ

ば
、
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
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（
行
政
不
服
審
査
法
の
規
定
に
よ
る
審
査
請
求
の
制
限
）

（
行
政
不
服
審
査
法
に
よ
る
不
服
申
立
て
の
制
限
）

第
百
九
十
五
条
の
四

査
定
、
取
消
決
定
若
し
く
は
審
決
及
び
特
許

第
百
九
十
五
条
の
四

査
定
、
取
消
決
定
又
は
審
決
及
び
特
許
異
議

異
議
申
立
書
、
審
判
若
し
く
は
再
審
の
請
求
書
若
し
く
は
第
百
二

申
立
書
、
審
判
若
し
く
は
再
審
の
請
求
書
又
は
第
百
二
十
条
の
五

十
条
の
五
第
二
項
若
し
く
は
第
百
三
十
四
条
の
二
第
一
項
の
訂
正

第
二
項
若
し
く
は
第
百
三
十
四
条
の
二
第
一
項
の
訂
正
の
請
求
書

の
請
求
書
の
却
下
の
決
定
並
び
に
こ
の
法
律
の
規
定
に
よ
り
不
服

の
却
下
の
決
定
並
び
に
こ
の
法
律
の
規
定
に
よ
り
不
服
を
申
し
立

を
申
し
立
て
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
処
分
又
は

て
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
処
分
に
つ
い
て
は
、

こ
れ
ら
の
不
作
為
に
つ
い
て
は
、
行
政
不
服
審
査
法
の
規
定
に
よ

行
政
不
服
審
査
法
に
よ
る
不
服
申
立
て
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い

る
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

。
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○

実
用
新
案
法
（
昭
和
三
十
四
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
（
第
二
百
二
十
八
条
関
係
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
審
判
請
求
書
の
補
正
）

（
審
判
請
求
書
の
補
正
）

第
三
十
八
条
の
二

（
略
）

第
三
十
八
条
の
二

（
略
）

２
・
３

（
略
）

２
・
３

（
略
）

４

第
二
項
の
決
定
又
は
そ
の
不
作
為
に
対
し
て
は
、
不
服
を
申
し

４

第
二
項
の
決
定
に
対
し
て
は
、
不
服
を
申
し
立
て
る
こ
と
が
で

立
て
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

き
な
い
。

（
不
服
申
立
て
と
訴
訟
と
の
関
係
）

第
四
十
八
条
の
二

削
除

第
四
十
八
条
の
二

特
許
法
第
百
八
十
四
条
の
二
（
不
服
申
立
て
と

訴
訟
と
の
関
係
）
の
規
定
は
、
こ
の
法
律
又
は
こ
の
法
律
に
基
づ

く
命
令
の
規
定
に
よ
る
処
分
（
第
五
十
五
条
第
五
項
に
規
定
す
る

処
分
を
除
く
。
）
の
取
消
し
の
訴
え
に
準
用
す
る
。

（
特
許
法
の
準
用
）

（
特
許
法
の
準
用
）

第
五
十
五
条

（
略
）

第
五
十
五
条

（
略
）

２
～
４

（
略
）

２
～
４

（
略
）

５

特
許
法
第
百
九
十
五
条
の
四
（
行
政
不
服
審
査
法
の
規
定
に
よ

５

特
許
法
第
百
九
十
五
条
の
四
（
行
政
不
服
審
査
法
に
よ
る
不
服

る
審
査
請
求
の
制
限
）
の
規
定
は
、
こ
の
法
律
の
規
定
に
よ
る
審

申
立
て
の
制
限
）
の
規
定
は
、
こ
の
法
律
の
規
定
に
よ
る
審
決
及

決
及
び
審
判
若
し
く
は
再
審
の
請
求
書
の
却
下
の
決
定
並
び
に
こ

び
審
判
又
は
再
審
の
請
求
書
の
却
下
の
決
定
並
び
に
こ
の
法
律
の

の
法
律
の
規
定
に
よ
り
不
服
を
申
し
立
て
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ

規
定
に
よ
り
不
服
を
申
し
立
て
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
と
さ
れ

と
と
さ
れ
て
い
る
処
分
又
は
こ
れ
ら
の
不
作
為
に
準
用
す
る
。

て
い
る
処
分
に
準
用
す
る
。
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○

意
匠
法
（
昭
和
三
十
四
年
法
律
第
百
二
十
五
号
）
（
第
二
百
二
十
九
条
関
係
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
不
服
申
立
て
と
訴
訟
と
の
関
係
）

第
六
十
条
の
二

削
除

第
六
十
条
の
二

特
許
法
第
百
八
十
四
条
の
二
（
不
服
申
立
て
と
訴

訟
と
の
関
係
）
の
規
定
は
、
こ
の
法
律
又
は
こ
の
法
律
に
基
づ
く

命
令
の
規
定
に
よ
る
処
分
（
第
六
十
八
条
第
七
項
に
規
定
す
る
処

分
を
除
く
。
）
の
取
消
し
の
訴
え
に
準
用
す
る
。

（
特
許
法
の
準
用
）

（
特
許
法
の
準
用
）

第
六
十
八
条

（
略
）

第
六
十
八
条

（
略
）

２
～
６

（
略
）

２
～
６

（
略
）

７

特
許
法
第
百
九
十
五
条
の
四
（
行
政
不
服
審
査
法
の
規
定
に
よ

７

特
許
法
第
百
九
十
五
条
の
四
（
行
政
不
服
審
査
法
に
よ
る
不
服

る
審
査
請
求
の
制
限
）
の
規
定
は
、
こ
の
法
律
の
規
定
に
よ
る
補

申
立
て
の
制
限
）
の
規
定
は
、
こ
の
法
律
の
規
定
に
よ
る
補
正
の

正
の
却
下
の
決
定
、
査
定
、
審
決
及
び
審
判
若
し
く
は
再
審
の
請

却
下
の
決
定
、
査
定
、
審
決
及
び
審
判
又
は
再
審
の
請
求
書
の
却

求
書
の
却
下
の
決
定
並
び
に
こ
の
法
律
の
規
定
に
よ
り
不
服
を
申

下
の
決
定
並
び
に
こ
の
法
律
の
規
定
に
よ
り
不
服
を
申
し
立
て
る

し
立
て
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
処
分
又
は
こ
れ

こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
処
分
に
準
用
す
る
。

ら
の
不
作
為
に
準
用
す
る
。
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○

商
標
法
（
昭
和
三
十
四
年
法
律
第
百
二
十
七
号
）
（
第
二
百
三
十
条
関
係
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

目
次

目
次

第
一
章
～
第
五
章

（
略
）

第
一
章
～
第
五
章

（
略
）

第
六
章

再
審
及
び
訴
訟
（
第
五
十
七
条
―
第
六
十
三
条
）

第
六
章

再
審
及
び
訴
訟
（
第
五
十
七
条
―
第
六
十
三
条
の
二
）

第
七
章
～
第
九
章

（
略
）

第
七
章
～
第
九
章

（
略
）

附
則

附
則

（
不
服
申
立
て
と
訴
訟
と
の
関
係
）

〔
削
除
〕

第
六
十
三
条
の
二

特
許
法
第
百
八
十
四
条
の
二
（
不
服
申
立
て
と

訴
訟
と
の
関
係
）
の
規
定
は
、
こ
の
法
律
又
は
こ
の
法
律
に
基
づ

く
命
令
の
規
定
に
よ
る
処
分
（
第
七
十
七
条
第
七
項
に
規
定
す
る

処
分
を
除
く
。
）
の
取
消
し
の
訴
え
に
準
用
す
る
。

（
商
標
に
関
す
る
規
定
の
準
用
）

（
商
標
に
関
す
る
規
定
の
準
用
）

第
六
十
八
条

（
略
）

第
六
十
八
条

（
略
）

２
～
４

（
略
）

２
～
４

（
略
）

５

前
章
の
規
定
は
、
防
護
標
章
登
録
に
係
る
再
審
及
び
訴
訟
に
準

５

第
五
十
七
条
か
ら
第
六
十
三
条
の
二
ま
で
の
規
定
は
、
防
護
標

用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
五
十
九
条
第
二
号
中
「
第
三

章
登
録
に
係
る
再
審
及
び
訴
訟
に
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い

十
七
条
各
号
」
と
あ
る
の
は
「
第
六
十
七
条
第
二
号
か
ら
第
七
号

て
、
第
五
十
九
条
第
二
号
中
「
第
三
十
七
条
各
号
」
と
あ
る
の
は

ま
で
」
と
、
第
六
十
条
中
「
商
標
登
録
に
係
る
商
標
権
」
と
あ
る

「
第
六
十
七
条
第
二
号
か
ら
第
七
号
ま
で
」
と
、
第
六
十
条
中
「

の
は
「
防
護
標
章
登
録
に
係
る
防
護
標
章
登
録
に
基
づ
く
権
利
」

商
標
登
録
に
係
る
商
標
権
」
と
あ
る
の
は
「
防
護
標
章
登
録
に
係

と
、
「
商
標
登
録
出
願
」
と
あ
る
の
は
「
防
護
標
章
登
録
出
願
若

る
防
護
標
章
登
録
に
基
づ
く
権
利
」
と
、
「
商
標
登
録
出
願
」
と

し
く
は
防
護
標
章
登
録
に
基
づ
く
権
利
の
存
続
期
間
の
更
新
登
録

あ
る
の
は
「
防
護
標
章
登
録
出
願
若
し
く
は
防
護
標
章
登
録
に
基

の
出
願
」
と
、
「
商
標
権
の
設
定
の
登
録
」
と
あ
る
の
は
「
防
護

づ
く
権
利
の
存
続
期
間
の
更
新
登
録
の
出
願
」
と
、
「
商
標
権
の

標
章
登
録
に
基
づ
く
権
利
の
設
定
の
登
録
若
し
く
は
防
護
標
章
登

設
定
の
登
録
」
と
あ
る
の
は
「
防
護
標
章
登
録
に
基
づ
く
権
利
の

録
に
基
づ
く
権
利
の
存
続
期
間
を
更
新
し
た
旨
の
登
録
」
と
、
「

設
定
の
登
録
若
し
く
は
防
護
標
章
登
録
に
基
づ
く
権
利
の
存
続
期

又
は
こ
れ
ら
に
類
似
す
る
商
品
若
し
く
は
役
務
に
つ
い
て
当
該
登

間
を
更
新
し
た
旨
の
登
録
」
と
、
「
又
は
こ
れ
ら
に
類
似
す
る
商

録
商
標
又
は
こ
れ
に
類
似
す
る
商
標
」
と
あ
る
の
は
「
に
つ
い
て

品
若
し
く
は
役
務
に
つ
い
て
当
該
登
録
商
標
又
は
こ
れ
に
類
似
す

当
該
登
録
防
護
標
章
と
同
一
の
商
標
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す

る
商
標
」
と
あ
る
の
は
「
に
つ
い
て
当
該
登
録
防
護
標
章
と
同
一
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る
。

の
商
標
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

（
特
許
法
の
準
用
）

（
特
許
法
の
準
用
）

第
七
十
七
条

（
略
）

第
七
十
七
条

（
略
）

２
～
６

（
略
）

２
～
６

（
略
）

７

特
許
法
第
百
九
十
五
条
の
四
（
行
政
不
服
審
査
法
の
規
定
に
よ

７

特
許
法
第
百
九
十
五
条
の
四
（
行
政
不
服
審
査
法
に
よ
る
不
服

る
審
査
請
求
の
制
限
）
の
規
定
は
、
こ
の
法
律
の
規
定
に
よ
る
査

申
立
て
の
制
限
）
の
規
定
は
、
こ
の
法
律
の
規
定
に
よ
る
査
定
、

定
、
補
正
の
却
下
の
決
定
、
取
消
決
定
若
し
く
は
審
決
及
び
登
録

補
正
の
却
下
の
決
定
、
取
消
決
定
又
は
審
決
及
び
登
録
異
議
申
立

異
議
申
立
書
若
し
く
は
審
判
若
し
く
は
再
審
の
請
求
書
の
却
下
の

書
又
は
審
判
若
し
く
は
再
審
の
請
求
書
の
却
下
の
決
定
並
び
に
こ

決
定
並
び
に
こ
の
法
律
の
規
定
に
よ
り
不
服
を
申
し
立
て
る
こ
と

の
法
律
の
規
定
に
よ
り
不
服
を
申
し
立
て
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ

が
で
き
な
い
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
処
分
又
は
こ
れ
ら
の
不
作
為
に

と
と
さ
れ
て
い
る
処
分
に
準
用
す
る
。

準
用
す
る
。
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○

小
売
商
業
調
整
特
別
措
置
法
（
昭
和
三
十
四
年
法
律
第
百
五
十
五
号
）
（
第
二
百
三
十
一
条
関
係
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
審
査
請
求
の
手
続
に
お
け
る
意
見
の
聴
取
）

（
不
服
申
立
て
）

第
二
十
条

〔
削
除
〕

第
二
十
条

こ
の
法
律
の
規
定
に
よ
つ
て
し
た
処
分
に
対
し
て
不
服

の
あ
る
者
は
、
異
議
申
立
て
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
法
律
の
規
定
に
よ
る
処
分
又
は
そ
の
不
作
為
に
つ
い
て
の

２

審
査
請
求
又
は
異
議
申
立
て
に
対
す
る
裁
決
又
は
決
定
（
却
下

審
査
請
求
に
対
す
る
裁
決
は
、
行
政
不
服
審
査
法
（
平
成
二
十
六

の
裁
決
又
は
決
定
を
除
く
。
）
は
、
審
査
請
求
人
又
は
異
議
申
立

年
法
律
第

号
）
第
二
十
四
条
の
規
定
に
よ
り
当
該
審
査
請

人
に
対
し
、
相
当
の
期
間
を
お
い
て
予
告
を
し
た
上
、
公
開
に
よ

求
を
却
下
す
る
場
合
を
除
き
、
審
査
請
求
人
に
対
し
、
相
当
の
期

る
意
見
の
聴
取
を
行
つ
た
後
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

間
を
お
い
て
予
告
を
し
た
上
、
同
法
第
十
一
条
第
二
項
に
規
定
す

る
審
理
員
が
公
開
に
よ
る
意
見
の
聴
取
を
し
た
後
に
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

〔
削
除
〕

３

前
項
の
予
告
に
お
い
て
は
、
期
日
、
場
所
及
び
事
案
の
内
容
を

示
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

前
項
の
意
見
の
聴
取
に
際
し
て
は
、
審
査
請
求
人
及
び
利
害
関

４

第
二
項
の
意
見
の
聴
取
に
際
し
て
は
、
審
査
請
求
人
又
は
異
議

係
人
に
対
し
、
当
該
事
案
に
つ
い
て
証
拠
を
提
示
し
、
意
見
を
述

申
立
人
及
び
利
害
関
係
人
に
対
し
、
当
該
事
案
に
つ
い
て
証
拠
を

べ
る
機
会
を
与
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

提
示
し
、
意
見
を
述
べ
る
機
会
を
与
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

第
一
項
に
規
定
す
る
審
査
請
求
に
つ
い
て
は
、
行
政
不
服
審
査

〔
新
設
〕

法
第
三
十
一
条
の
規
定
は
適
用
せ
ず
、
同
項
の
意
見
の
聴
取
に
つ

い
て
は
、
同
条
第
二
項
か
ら
第
五
項
ま
で
の
規
定
を
準
用
す
る
。
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○

商
工
会
法
（
昭
和
三
十
五
年
法
律
第
八
十
九
号
）
（
第
二
百
三
十
二
条
関
係
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
審
査
請
求
の
手
続
に
お
け
る
意
見
の
聴
取
）

（
不
服
申
立
て
の
手
続
に
お
け
る
意
見
の
聴
取
）

第
五
十
九
条

こ
の
法
律
又
は
こ
の
法
律
に
基
づ
く
命
令
の
規
定
に

第
五
十
九
条

こ
の
法
律
又
は
こ
の
法
律
に
基
づ
く
命
令
の
規
定
に

よ
る
処
分
又
は
そ
の
不
作
為
に
つ
い
て
の
審
査
請
求
に
対
す
る
裁

よ
る
処
分
に
つ
い
て
の
審
査
請
求
又
は
異
議
申
立
て
に
対
す
る
裁

決
は
、
行
政
不
服
審
査
法
（
平
成
二
十
六
年
法
律
第

号
）

決
又
は
決
定
は
、
こ
れ
を
却
下
す
る
場
合
を
除
き
、
そ
の
処
分
に

第
二
十
四
条
の
規
定
に
よ
り
当
該
審
査
請
求
を
却
下
す
る
場
合
を

係
る
者
に
対
し
、
相
当
な
期
間
を
お
い
て
予
告
を
し
た
上
、
公
開

除
き
、
審
査
請
求
人
に
対
し
、
相
当
な
期
間
を
お
い
て
予
告
を
し

に
よ
る
意
見
の
聴
取
を
し
た
後
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

た
上
、
同
法
第
十
一
条
第
二
項
に
規
定
す
る
審
理
員
が
公
開
に
よ

る
意
見
の
聴
取
を
し
た
後
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

前
項
の
意
見
の
聴
取
に
際
し
て
は
、
審
査
請
求
人
及
び
利
害
関

２

前
項
の
意
見
の
聴
取
に
際
し
て
は
、
そ
の
処
分
に
係
る
者
及
び

係
人
に
対
し
て
、
当
該
事
案
に
つ
い
て
証
拠
を
提
示
し
、
意
見
を

利
害
関
係
者
に
対
し
て
、
当
該
事
案
に
つ
い
て
証
拠
を
提
示
し
、

述
べ
る
機
会
を
与
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

意
見
を
述
べ
る
機
会
を
与
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

第
一
項
に
規
定
す
る
審
査
請
求
に
つ
い
て
は
、
行
政
不
服
審
査

〔
新
設
〕

法
第
三
十
一
条
の
規
定
は
適
用
せ
ず
、
同
項
の
意
見
の
聴
取
に
つ

い
て
は
、
同
条
第
二
項
か
ら
第
五
項
ま
で
の
規
定
を
準
用
す
る
。
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○

電
気
工
事
士
法
（
昭
和
三
十
五
年
法
律
第
百
三
十
九
号
）
（
第
二
百
三
十
三
条
関
係
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
指
定
試
験
機
関
が
し
た
処
分
等
に
係
る
審
査
請
求
）

（
指
定
試
験
機
関
が
し
た
処
分
等
に
係
る
不
服
申
立
て
）

第
七
条
の
十
六

指
定
試
験
機
関
が
行
う
試
験
事
務
に
係
る
処
分
又

第
七
条
の
十
六

指
定
試
験
機
関
が
行
う
試
験
事
務
に
係
る
処
分
（

は
そ
の
不
作
為
に
つ
い
て
不
服
が
あ
る
者
は
、
経
済
産
業
大
臣
に

試
験
の
結
果
に
つ
い
て
の
処
分
を
除
く
。
）
又
は
そ
の
不
作
為
に

対
し
、
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て

つ
い
て
不
服
が
あ
る
者
は
、
経
済
産
業
大
臣
に
対
し
、
行
政
不
服

、
経
済
産
業
大
臣
は
、
行
政
不
服
審
査
法
（
平
成
二
十
六
年
法
律

審
査
法
（
昭
和
三
十
七
年
法
律
第
百
六
十
号
）
に
よ
る
審
査
請
求

第

号
）
第
二
十
五
条
第
二
項
及
び
第
三
項
、
第
四
十
六
条

を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
一
項
及
び
第
二
項
並
び
に
第
四
十
九
条
第
三
項
の
規
定
の
適
用

に
つ
い
て
は
、
指
定
試
験
機
関
の
上
級
行
政
庁
と
み
な
す
。
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○

割
賦
販
売
法
（
昭
和
三
十
六
年
法
律
第
百
五
十
九
号
）
（
第
二
百
三
十
四
条
関
係
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
審
査
請
求
の
手
続
に
お
け
る
意
見
の
聴
取
）

（
不
服
申
立
て
の
手
続
に
お
け
る
意
見
の
聴
取
）

第
四
十
四
条

こ
の
法
律
又
は
こ
の
法
律
に
基
づ
く
命
令
の
規
定
に

第
四
十
四
条

こ
の
法
律
又
は
こ
の
法
律
に
基
づ
く
命
令
の
規
定
に

よ
る
処
分
又
は
そ
の
不
作
為
に
つ
い
て
の
審
査
請
求
に
対
す
る
裁

よ
る
処
分
に
つ
い
て
の
審
査
請
求
又
は
異
議
申
立
て
に
対
す
る
裁

決
は
、
行
政
不
服
審
査
法
（
平
成
二
十
六
年
法
律
第

号
）

決
又
は
決
定
は
、
そ
の
処
分
に
係
る
者
に
対
し
、
相
当
な
期
間
を

第
二
十
四
条
の
規
定
に
よ
り
当
該
審
査
請
求
を
却
下
す
る
場
合
を

お
い
て
予
告
を
し
た
上
、
公
開
に
よ
る
意
見
の
聴
取
を
行
つ
た
後

除
き
、
審
査
請
求
人
に
対
し
、
相
当
な
期
間
を
お
い
て
予
告
を
し

に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

た
上
、
同
法
第
十
一
条
第
二
項
に
規
定
す
る
審
理
員
が
公
開
に
よ

る
意
見
の
聴
取
を
行
つ
た
後
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

第
四
十
二
条
第
三
項
の
規
定
は
、
前
項
の
意
見
の
聴
取
に
準
用

２

第
四
十
二
条
第
二
項
及
び
第
三
項
の
規
定
は
、
前
項
の
意
見
の

す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
条
第
三
項
中
「
当
該
処
分
に
係

聴
取
に
準
用
す
る
。

る
者
」
と
あ
る
の
は
、
「
審
査
請
求
人
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と

す
る
。

３

第
一
項
に
規
定
す
る
審
査
請
求
に
つ
い
て
は
、
行
政
不
服
審
査

〔
新
設
〕

法
第
三
十
一
条
の
規
定
は
適
用
せ
ず
、
同
項
の
意
見
の
聴
取
に
つ

い
て
は
、
同
条
第
二
項
か
ら
第
五
項
ま
で
の
規
定
を
準
用
す
る
。
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○

電
気
用
品
安
全
法
（
昭
和
三
十
六
年
法
律
第
二
百
三
十
四
号
）
（
第
二
百
三
十
五
条
関
係
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
研
究
所
又
は
機
構
の
処
分
等
に
つ
い
て
の
審
査
請
求
）

（
研
究
所
又
は
機
構
の
処
分
等
に
つ
い
て
の
審
査
請
求
）

第
五
十
条

研
究
所
又
は
機
構
が
行
う
適
合
性
検
査
に
係
る
処
分
又

第
五
十
条

研
究
所
又
は
機
構
が
行
う
適
合
性
検
査
に
係
る
処
分
又

は
そ
の
不
作
為
に
つ
い
て
不
服
が
あ
る
者
は
、
経
済
産
業
大
臣
に

は
不
作
為
に
つ
い
て
不
服
が
あ
る
者
は
、
経
済
産
業
大
臣
に
対
し

対
し
て
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て

て
行
政
不
服
審
査
法
（
昭
和
三
十
七
年
法
律
第
百
六
十
号
）
に
よ

、
経
済
産
業
大
臣
は
、
行
政
不
服
審
査
法
（
平
成
二
十
六
年
法
律

る
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第

号
）
第
二
十
五
条
第
二
項
及
び
第
三
項
、
第
四
十
六
条

第
一
項
及
び
第
二
項
並
び
に
第
四
十
九
条
第
三
項
の
規
定
の
適
用

に
つ
い
て
は
、
研
究
所
又
は
機
構
の
上
級
行
政
庁
と
み
な
す
。

（
審
査
請
求
の
手
続
に
お
け
る
意
見
の
聴
取
）

（
不
服
申
立
て
の
手
続
に
お
け
る
意
見
の
聴
取
）

第
五
十
一
条

こ
の
法
律
又
は
こ
の
法
律
に
基
づ
く
命
令
の
規
定
に

第
五
十
一
条

こ
の
法
律
又
は
こ
の
法
律
に
基
づ
く
命
令
の
規
定
に

よ
る
処
分
又
は
そ
の
不
作
為
に
つ
い
て
の
審
査
請
求
に
対
す
る
裁

よ
る
処
分
に
つ
い
て
の
審
査
請
求
又
は
異
議
申
立
て
に
対
す
る
裁

決
は
、
行
政
不
服
審
査
法
第
二
十
四
条
の
規
定
に
よ
り
当
該
審
査

決
又
は
決
定
は
、
そ
の
処
分
に
係
る
者
に
対
し
、
相
当
な
期
間
を

請
求
を
却
下
す
る
場
合
を
除
き
、
審
査
請
求
人
に
対
し
、
相
当
な

お
い
て
予
告
を
し
た
上
、
公
開
に
よ
る
意
見
の
聴
取
を
し
た
後
に

期
間
を
お
い
て
予
告
を
し
た
上
、
同
法
第
十
一
条
第
二
項
に
規
定

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

す
る
審
理
員
が
公
開
に
よ
る
意
見
の
聴
取
を
し
た
後
に
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

〔
削
除
〕

２

前
項
の
予
告
に
お
い
て
は
、
期
日
、
場
所
及
び
事
案
の
内
容
を

示
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

前
項
の
意
見
の
聴
取
に
際
し
て
は
、
審
査
請
求
人
及
び
利
害
関

３

第
一
項
の
意
見
の
聴
取
に
際
し
て
は
、
そ
の
処
分
に
係
る
者
及

係
人
に
対
し
、
当
該
事
案
に
つ
い
て
証
拠
を
提
示
し
、
意
見
を
述

び
利
害
関
係
人
に
対
し
、
当
該
事
案
に
つ
い
て
証
拠
を
提
示
し
、

べ
る
機
会
を
与
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

意
見
を
述
べ
る
機
会
を
与
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

第
一
項
に
規
定
す
る
審
査
請
求
に
つ
い
て
は
、
行
政
不
服
審
査

〔
新
設
〕

法
第
三
十
一
条
の
規
定
は
適
用
せ
ず
、
同
項
の
意
見
の
聴
取
に
つ

い
て
は
、
同
条
第
二
項
か
ら
第
五
項
ま
で
の
規
定
を
準
用
す
る
。
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○

電
気
事
業
法
（
昭
和
三
十
九
年
法
律
第
百
七
十
号
）
（
第
二
百
三
十
六
条
関
係
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

第
三
十
三
条

（
略
）

第
三
十
三
条

（
略
）

２

（
略
）

２

（
略
）

３

前
条
第
一
項
の
裁
定
に
つ
い
て
の
審
査
請
求
に
お
い
て
は
、
当

３

前
条
第
一
項
の
裁
定
に
つ
い
て
の
異
議
申
立
て
に
お
い
て
は
、

事
者
が
支
払
い
、
又
は
受
領
す
べ
き
金
額
に
つ
い
て
の
不
服
を
そ

当
事
者
が
支
払
い
、
又
は
受
領
す
べ
き
金
額
に
つ
い
て
の
不
服
を

の
裁
定
に
つ
い
て
の
不
服
の
理
由
と
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

そ
の
裁
定
に
つ
い
て
の
不
服
の
理
由
と
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

（
公
共
用
の
土
地
の
使
用
）

（
公
共
用
の
土
地
の
使
用
）

第
六
十
五
条

（
略
）

第
六
十
五
条

（
略
）

２
～
４

（
略
）

２
～
４

（
略
）

５

主
務
大
臣
は
、
次
の
場
合
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
経
済
産
業
大
臣

５

主
務
大
臣
は
、
次
の
場
合
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
経
済
産
業
大
臣

に
協
議
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

に
協
議
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

（
略
）

一

（
略
）

二

電
気
事
業
者
又
は
卸
供
給
事
業
者
が
電
気
事
業
又
は
卸
供
給

二

電
気
事
業
者
又
は
卸
供
給
事
業
者
が
電
気
事
業
又
は
卸
供
給

を
行
う
事
業
の
用
に
供
す
る
電
線
路
を
設
置
す
る
た
め
前
項
の

を
行
う
事
業
の
用
に
供
す
る
電
線
路
を
設
置
す
る
た
め
前
項
の

道
路
又
は
道
路
と
な
る
べ
き
区
域
内
の
土
地
若
し
く
は
当
該
土

道
路
又
は
道
路
と
な
る
べ
き
区
域
内
の
土
地
若
し
く
は
当
該
土

地
に
設
置
さ
れ
た
道
路
の
附
属
物
と
な
る
べ
き
も
の
を
占
用
し

地
に
設
置
さ
れ
た
道
路
の
附
属
物
と
な
る
べ
き
も
の
を
占
用
し

よ
う
と
す
る
場
合
に
お
い
て
、
道
路
法
第
三
十
九
条
第
一
項
（

よ
う
と
す
る
場
合
に
お
い
て
、
道
路
法
第
三
十
九
条
第
一
項
（

同
法
第
九
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。

同
法
第
九
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。

）
の
規
定
に
よ
り
道
路
管
理
者
が
徴
収
す
る
占
用
料
の
額
の
決

）
の
規
定
に
よ
り
道
路
管
理
者
が
徴
収
す
る
占
用
料
の
額
の
決

定
又
は
同
法
第
八
十
七
条
第
一
項
（
同
法
第
九
十
一
条
第
二
項

定
又
は
同
法
第
八
十
七
条
第
一
項
（
同
法
第
九
十
一
条
第
二
項

に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
り
許
可
若

に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
り
許
可
若

し
く
は
承
認
に
条
件
を
付
し
た
こ
と
に
つ
い
て
の
審
査
請
求
に

し
く
は
承
認
に
条
件
を
付
し
た
こ
と
に
つ
い
て
の
審
査
請
求
又

対
し
て
裁
決
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
。

は
異
議
申
立
て
に
対
し
て
裁
決
又
は
決
定
を
し
よ
う
と
す
る
と

き
。

（
指
定
試
験
機
関
の
処
分
等
に
係
る
審
査
請
求
）

（
指
定
試
験
機
関
の
処
分
等
に
係
る
不
服
申
立
て
）

第
百
九
条
の
二

指
定
試
験
機
関
が
行
う
試
験
事
務
に
係
る
処
分
又

第
百
九
条
の
二

指
定
試
験
機
関
が
行
う
試
験
事
務
に
係
る
処
分
（

は
そ
の
不
作
為
に
つ
い
て
不
服
が
あ
る
者
は
、
経
済
産
業
大
臣
に

試
験
の
結
果
に
つ
い
て
の
処
分
を
除
く
。
）
又
は
そ
の
不
作
為
に
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対
し
、
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て

つ
い
て
不
服
が
あ
る
者
は
、
経
済
産
業
大
臣
に
対
し
、
行
政
不
服

、
経
済
産
業
大
臣
は
、
行
政
不
服
審
査
法
（
平
成
二
十
六
年
法
律

審
査
法
（
昭
和
三
十
七
年
法
律
第
百
六
十
号
）
に
よ
る
審
査
請
求

第

号
）
第
二
十
五
条
第
二
項
及
び
第
三
項
、
第
四
十
六
条

を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
一
項
及
び
第
二
項
並
び
に
第
四
十
九
条
第
三
項
の
規
定
の
適
用

に
つ
い
て
は
、
指
定
試
験
機
関
の
上
級
行
政
庁
と
み
な
す
。

（
審
査
請
求
の
手
続
に
お
け
る
意
見
の
聴
取
）

（
不
服
申
立
て
の
手
続
に
お
け
る
意
見
の
聴
取
）

第
百
十
条

こ
の
法
律
又
は
こ
の
法
律
に
基
づ
く
命
令
の
規
定
に
よ

第
百
十
条

こ
の
法
律
又
は
こ
の
法
律
に
基
づ
く
命
令
の
規
定
に
よ

る
処
分
又
は
そ
の
不
作
為
に
つ
い
て
の
審
査
請
求
に
対
す
る
裁
決

る
処
分
に
つ
い
て
の
審
査
請
求
又
は
異
議
申
立
て
に
対
す
る
裁
決

は
、
行
政
不
服
審
査
法
第
二
十
四
条
の
規
定
に
よ
り
当
該
審
査
請

又
は
決
定
は
、
そ
の
処
分
に
係
る
者
に
対
し
、
相
当
な
期
間
を
お

求
を
却
下
す
る
場
合
を
除
き
、
審
査
請
求
人
に
対
し
、
相
当
な
期

い
て
予
告
を
し
た
上
、
公
開
に
よ
る
意
見
の
聴
取
を
し
た
後
に
し

間
を
お
い
て
予
告
を
し
た
上
、
同
法
第
十
一
条
第
二
項
に
規
定
す

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

る
審
理
員
が
公
開
に
よ
る
意
見
の
聴
取
を
し
た
後
に
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

〔
削
除
〕

２

前
項
の
予
告
に
お
い
て
は
、
期
日
、
場
所
及
び
事
案
の
内
容
を

示
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

前
項
の
意
見
の
聴
取
に
際
し
て
は
、
審
査
請
求
人
及
び
利
害
関

３

第
一
項
の
意
見
の
聴
取
に
際
し
て
は
、
そ
の
処
分
に
係
る
者
及

係
人
に
対
し
、
そ
の
事
案
に
つ
い
て
証
拠
を
提
示
し
、
意
見
を
述

び
利
害
関
係
人
に
対
し
、
そ
の
事
案
に
つ
い
て
証
拠
を
提
示
し
、

べ
る
機
会
を
与
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

意
見
を
述
べ
る
機
会
を
与
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

第
一
項
に
規
定
す
る
審
査
請
求
に
つ
い
て
は
、
行
政
不
服
審
査

〔
新
設
〕

法
第
三
十
一
条
の
規
定
は
適
用
せ
ず
、
同
項
の
意
見
の
聴
取
に
つ

い
て
は
、
同
条
第
二
項
か
ら
第
五
項
ま
で
の
規
定
を
準
用
す
る
。
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○

液
化
石
油
ガ
ス
の
保
安
の
確
保
及
び
取
引
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
二
年
法
律
第
百
四
十
九
号
）
（
第
二
百
三
十
七
条
関

係
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
機
構
、
協
会
又
は
指
定
試
験
機
関
の
処
分
等
に
つ
い
て
の
審
査

（
機
構
、
協
会
又
は
指
定
試
験
機
関
の
処
分
等
に
つ
い
て
の
審
査

請
求
）

請
求
）

第
九
十
一
条

機
構
が
行
う
適
合
性
検
査
又
は
協
会
若
し
く
は
指
定

第
九
十
一
条

機
構
が
行
う
適
合
性
検
査
又
は
協
会
若
し
く
は
指
定

試
験
機
関
が
行
う
試
験
事
務
に
係
る
処
分
又
は
そ
の
不
作
為
に
つ

試
験
機
関
が
行
う
試
験
事
務
に
係
る
処
分
（
試
験
の
結
果
に
つ
い

い
て
不
服
が
あ
る
者
は
、
経
済
産
業
大
臣
に
対
し
て
審
査
請
求
を

て
の
処
分
を
除
く
。
）
又
は
不
作
為
に
つ
い
て
不
服
が
あ
る
者
は

す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
経
済
産
業
大
臣
は

、
経
済
産
業
大
臣
に
対
し
て
行
政
不
服
審
査
法
（
昭
和
三
十
七
年

、
行
政
不
服
審
査
法
（
平
成
二
十
六
年
法
律
第

号
）
第
二

法
律
第
百
六
十
号
）
に
よ
る
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

十
五
条
第
二
項
及
び
第
三
項
、
第
四
十
六
条
第
一
項
及
び
第
二
項

並
び
に
第
四
十
九
条
第
三
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
機
構

、
協
会
又
は
指
定
試
験
機
関
の
上
級
行
政
庁
と
み
な
す
。

（
審
査
請
求
の
手
続
に
お
け
る
意
見
の
聴
取
）

（
不
服
申
立
て
の
手
続
に
お
け
る
意
見
の
聴
取
）

第
九
十
二
条

こ
の
法
律
又
は
こ
の
法
律
に
基
づ
く
命
令
の
規
定
に

第
九
十
二
条

こ
の
法
律
又
は
こ
の
法
律
に
基
づ
く
命
令
の
規
定
に

よ
る
処
分
又
は
そ
の
不
作
為
に
つ
い
て
の
審
査
請
求
に
対
す
る
裁

よ
る
処
分
に
つ
い
て
の
審
査
請
求
又
は
異
議
申
立
て
に
対
す
る
裁

決
は
、
行
政
不
服
審
査
法
第
二
十
四
条
の
規
定
に
よ
り
当
該
審
査

決
又
は
決
定
（
却
下
の
裁
決
又
は
決
定
を
除
く
。
）
は
、
そ
の
処

請
求
を
却
下
す
る
場
合
を
除
き
、
審
査
請
求
人
に
対
し
、
相
当
な

分
に
係
る
者
に
対
し
、
相
当
な
期
間
を
お
い
て
予
告
を
し
た
上
、

期
間
を
お
い
て
予
告
を
し
た
上
、
同
法
第
十
一
条
第
二
項
に
規
定

公
開
に
よ
る
意
見
の
聴
取
を
し
た
後
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

す
る
審
理
員
が
公
開
に
よ
る
意
見
の
聴
取
を
し
た
後
に
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

〔
削
除
〕

２

前
項
の
予
告
に
お
い
て
は
、
期
日
、
場
所
及
び
事
案
の
内
容
を

示
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

前
項
の
意
見
の
聴
取
に
際
し
て
は
、
審
査
請
求
人
及
び
利
害
関

３

第
一
項
の
意
見
の
聴
取
に
際
し
て
は
、
そ
の
処
分
に
係
る
者
及

係
人
に
対
し
、
そ
の
事
案
に
つ
い
て
証
拠
を
提
示
し
、
意
見
を
述

び
利
害
関
係
人
に
対
し
、
そ
の
事
案
に
つ
い
て
証
拠
を
提
示
し
、

べ
る
機
会
を
与
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

意
見
を
述
べ
る
機
会
を
与
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

第
一
項
に
規
定
す
る
審
査
請
求
に
つ
い
て
は
、
行
政
不
服
審
査

〔
新
設
〕

法
第
三
十
一
条
の
規
定
は
適
用
せ
ず
、
同
項
の
意
見
の
聴
取
に
つ
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い
て
は
、
同
条
第
二
項
か
ら
第
五
項
ま
で
の
規
定
を
準
用
す
る
。
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○

砂
利
採
取
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
七
十
四
号
）
（
第
二
百
三
十
八
条
関
係
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
鉱
業
権
者
と
の
協
議
）

（
鉱
業
権
者
と
の
協
議
）

第
三
十
条

（
略
）

第
三
十
条

（
略
）

２

（
略
）

２

（
略
）

３

鉱
業
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
八
十
九
号
）
第
百
二
十

３

鉱
業
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
八
十
九
号
）
第
百
二
十

六
条
か
ら
第
百
三
十
二
条
ま
で
の
規
定
は
、
前
項
に
お
い
て
準
用

六
条
か
ら
第
百
三
十
二
条
ま
で
の
規
定
は
、
前
項
に
お
い
て
準
用

す
る
採
石
法
第
三
十
四
条
第
二
項
の
決
定
に
つ
い
て
の
審
査
請
求

す
る
採
石
法
第
三
十
四
条
第
二
項
の
決
定
に
つ
い
て
の
審
査
請
求

に
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
鉱
業
法
第
百
二
十
七
条
第

に
、
鉱
業
法
第
百
三
十
五
条
の
規
定
は
、
当
該
決
定
の
取
消
し
の

一
項
中
「
審
査
請
求
人
」
と
あ
る
の
は
「
審
査
請
求
人
及
び
処
分

訴
え
に
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
法
第
百
二
十
七
条

を
行
つ
た
経
済
産
業
局
長
」
と
、
同
法
第
百
三
十
条
中
「
及
び
当

第
一
項
中
「
又
は
異
議
申
立
人
」
と
あ
る
の
は
「
及
び
処
分
を
行

該
処
分
の
相
手
方
」
と
あ
る
の
は
「
、
当
該
処
分
の
相
手
方
及
び

つ
た
経
済
産
業
局
長
」
と
、
同
法
第
百
三
十
条
中
「
又
は
異
議
申

当
該
処
分
を
行
つ
た
経
済
産
業
局
長
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す

立
人
及
び
当
該
処
分
の
相
手
方
」
と
あ
る
の
は
「
、
当
該
処
分
の

る
。

相
手
方
及
び
当
該
処
分
を
行
つ
た
経
済
産
業
局
長
」
と
読
み
替
え

る
も
の
と
す
る
。

（
審
査
請
求
の
手
続
に
お
け
る
意
見
の
聴
取
）

（
不
服
申
立
て
の
手
続
に
お
け
る
意
見
の
聴
取
）

第
三
十
九
条

こ
の
法
律
の
規
定
に
よ
る
処
分
（
第
三
十
条
第
二
項

第
三
十
九
条

こ
の
法
律
の
規
定
に
よ
る
処
分
（
第
三
十
条
第
二
項

に
お
い
て
準
用
す
る
採
石
法
第
三
十
四
条
第
二
項
の
決
定
を
除
く

に
お
い
て
準
用
す
る
採
石
法
第
三
十
四
条
第
二
項
の
決
定
を
除
く

。
）
又
は
そ
の
不
作
為
に
つ
い
て
の
審
査
請
求
に
対
す
る
裁
決
は

。
）
に
つ
い
て
の
審
査
請
求
又
は
異
議
申
立
て
に
対
す
る
裁
決
又

、
行
政
不
服
審
査
法
（
平
成
二
十
六
年
法
律
第

号
）
第
二

は
決
定
（
却
下
の
裁
決
又
は
決
定
を
除
く
。
）
は
、
そ
の
処
分
に

十
四
条
の
規
定
に
よ
り
当
該
審
査
請
求
を
却
下
す
る
場
合
を
除
き

係
る
者
に
対
し
、
相
当
な
期
間
を
お
い
て
予
告
を
し
た
上
、
公
開

、
審
査
請
求
人
に
対
し
、
相
当
な
期
間
を
お
い
て
予
告
を
し
た
上

に
よ
る
意
見
の
聴
取
を
し
た
後
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

、
同
法
第
十
一
条
第
二
項
に
規
定
す
る
審
理
員
が
公
開
に
よ
る
意

見
の
聴
取
を
し
た
後
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

〔
削
除
〕

２

前
項
の
予
告
に
お
い
て
は
、
期
日
、
場
所
及
び
事
案
の
内
容
を

示
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

前
項
の
意
見
の
聴
取
に
際
し
て
は
、
審
査
請
求
人
及
び
利
害
関

３

第
一
項
の
意
見
の
聴
取
に
際
し
て
は
、
そ
の
処
分
に
係
る
者
及

係
人
に
対
し
、
そ
の
事
案
に
つ
い
て
証
拠
を
提
示
し
、
意
見
を
述

び
利
害
関
係
人
に
対
し
、
そ
の
事
案
に
つ
い
て
証
拠
を
提
示
し
、
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べ
る
機
会
を
与
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

意
見
を
述
べ
る
機
会
を
与
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

第
一
項
に
規
定
す
る
審
査
請
求
に
つ
い
て
は
、
行
政
不
服
審
査

〔
新
設
〕

法
第
三
十
一
条
の
規
定
は
適
用
せ
ず
、
同
項
の
意
見
の
聴
取
に
つ

い
て
は
、
同
条
第
二
項
か
ら
第
五
項
ま
で
の
規
定
を
準
用
す
る
。

（
裁
定
の
申
請
）

（
裁
定
の
申
請
）

第
四
十
条

第
十
六
条
、
第
二
十
条
第
一
項
又
は
第
二
十
二
条
の
規

第
四
十
条

第
十
六
条
、
第
二
十
条
第
一
項
又
は
第
二
十
二
条
の
規

定
に
よ
る
処
分
（
河
川
管
理
者
が
行
つ
た
も
の
を
除
く
。
）
に
不

定
に
よ
る
処
分
（
河
川
管
理
者
が
行
な
つ
た
も
の
を
除
く
。
）
に

服
が
あ
る
者
は
、
公
害
等
調
整
委
員
会
に
対
し
て
裁
定
の
申
請
を

不
服
が
あ
る
者
は
、
公
害
等
調
整
委
員
会
に
対
し
て
裁
定
の
申
請

す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
は
、
審
査
請
求
を
す
る
こ
と

を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
は
、
行
政
不
服
審
査
法
（

が
で
き
な
い
。

昭
和
三
十
七
年
法
律
第
百
六
十
号
）
に
よ
る
不
服
申
立
て
を
す
る

こ
と
が
で
き
な
い
。

２

行
政
不
服
審
査
法
第
二
十
二
条
の
規
定
は
、
前
項
の
処
分
に
つ

２

行
政
不
服
審
査
法
第
十
八
条
の
規
定
は
、
前
項
の
処
分
に
つ
き

き
、
処
分
を
し
た
行
政
庁
が
誤
つ
て
審
査
請
求
又
は
再
調
査
の
請

、
処
分
庁
が
誤
つ
て
審
査
請
求
又
は
異
議
申
立
て
を
す
る
こ
と
が

求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
旨
を
教
示
し
た
場
合
に
準
用
す
る
。

で
き
る
旨
を
教
示
し
た
場
合
に
準
用
す
る
。
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○

情
報
処
理
の
促
進
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
五
年
法
律
第
九
十
号
）
（
第
二
百
三
十
九
条
関
係
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
情
報
処
理
技
術
者
試
験
）

（
情
報
処
理
技
術
者
試
験
）

第
七
条

（
略
）

第
七
条

（
略
）

２
～
７

（
略
）

２
～
７

（
略
）

８

独
立
行
政
法
人
情
報
処
理
推
進
機
構
が
行
う
試
験
事
務
に
係
る

８

独
立
行
政
法
人
情
報
処
理
推
進
機
構
が
行
う
試
験
事
務
に
係
る

処
分
又
は
そ
の
不
作
為
に
つ
い
て
は
、
経
済
産
業
大
臣
に
対
し
審

処
分
（
試
験
の
結
果
に
つ
い
て
の
処
分
を
除
く
。
）
又
は
そ
の
不

査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
経
済
産

作
為
に
つ
い
て
は
、
経
済
産
業
大
臣
に
対
し
行
政
不
服
審
査
法
（

業
大
臣
は
、
行
政
不
服
審
査
法
（
平
成
二
十
六
年
法
律
第

昭
和
三
十
七
年
法
律
第
百
六
十
号
）
に
よ
る
審
査
請
求
を
す
る
こ

号
）
第
二
十
五
条
第
二
項
及
び
第
三
項
、
第
四
十
六
条
第
一
項
及

と
が
で
き
る
。

び
第
二
項
並
び
に
第
四
十
九
条
第
三
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て

は
、
独
立
行
政
法
人
情
報
処
理
推
進
機
構
の
上
級
行
政
庁
と
み
な

す
。

９

（
略
）

９

（
略
）
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○

電
気
工
事
業
の
業
務
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
五
年
法
律
第
九
十
六
号
）
（
第
二
百
四
十
条
関
係
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
審
査
請
求
の
手
続
に
お
け
る
意
見
の
聴
取
）

（
不
服
申
立
て
の
手
続
に
お
け
る
意
見
の
聴
取
）

第
三
十
一
条

こ
の
法
律
の
規
定
に
よ
る
処
分
又
は
そ
の
不
作
為
に

第
三
十
一
条

こ
の
法
律
の
規
定
に
よ
る
処
分
に
つ
い
て
の
審
査
請

つ
い
て
の
審
査
請
求
に
対
す
る
裁
決
は
、
行
政
不
服
審
査
法
（
平

求
又
は
異
議
申
立
て
に
対
す
る
裁
決
又
は
決
定
（
却
下
の
裁
決
又

成
二
十
六
年
法
律
第

号
）
第
二
十
四
条
の
規
定
に
よ
り
当

は
決
定
を
除
く
。
）
は
、
そ
の
処
分
に
係
る
者
に
対
し
、
相
当
な

該
審
査
請
求
を
却
下
す
る
場
合
を
除
き
、
審
査
請
求
人
に
対
し
、

期
間
を
お
い
て
予
告
を
し
た
上
、
公
開
に
よ
る
意
見
の
聴
取
を
し

相
当
な
期
間
を
お
い
て
予
告
を
し
た
上
、
同
法
第
十
一
条
第
二
項

た
後
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

に
規
定
す
る
審
理
員
が
公
開
に
よ
る
意
見
の
聴
取
を
し
た
後
に
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

〔
削
除
〕

２

前
項
の
予
告
に
お
い
て
は
、
期
日
、
場
所
及
び
事
案
の
内
容
を

示
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

前
項
の
意
見
の
聴
取
に
際
し
て
は
、
審
査
請
求
人
及
び
利
害
関

３

第
一
項
の
意
見
の
聴
取
に
際
し
て
は
、
そ
の
処
分
に
係
る
者
及

係
人
に
対
し
、
そ
の
事
案
に
つ
い
て
証
拠
を
提
示
し
、
意
見
を
述

び
利
害
関
係
人
に
対
し
、
そ
の
事
案
に
つ
い
て
証
拠
を
提
示
し
、

べ
る
機
会
を
与
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

意
見
を
述
べ
る
機
会
を
与
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

第
一
項
に
規
定
す
る
審
査
請
求
に
つ
い
て
は
、
行
政
不
服
審
査

〔
新
設
〕

法
第
三
十
一
条
の
規
定
は
適
用
せ
ず
、
同
項
の
意
見
の
聴
取
に
つ

い
て
は
、
同
条
第
二
項
か
ら
第
五
項
ま
で
の
規
定
を
準
用
す
る
。



- 516 -

○

特
定
工
場
に
お
け
る
公
害
防
止
組
織
の
整
備
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
六
年
法
律
第
百
七
号
）
（
第
二
百
四
十
一
条
関
係
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
指
定
試
験
機
関
が
し
た
処
分
等
に
つ
い
て
の
審
査
請
求
）

（
指
定
試
験
機
関
が
し
た
処
分
等
に
つ
い
て
の
審
査
請
求
）

第
八
条
の
十
六

指
定
試
験
機
関
が
行
う
試
験
事
務
に
係
る
処
分
又

第
八
条
の
十
六

指
定
試
験
機
関
が
行
う
試
験
事
務
に
係
る
処
分
（

は
そ
の
不
作
為
に
つ
い
て
不
服
が
あ
る
者
は
、
経
済
産
業
大
臣
及

試
験
の
結
果
に
つ
い
て
の
処
分
を
除
く
。
）
又
は
そ
の
不
作
為
に

び
環
境
大
臣
に
対
し
、
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の

つ
い
て
不
服
が
あ
る
者
は
、
経
済
産
業
大
臣
及
び
環
境
大
臣
に
対

場
合
に
お
い
て
、
経
済
産
業
大
臣
及
び
環
境
大
臣
は
、
行
政
不
服

し
、
行
政
不
服
審
査
法
（
昭
和
三
十
七
年
法
律
第
百
六
十
号
）
に

審
査
法
（
平
成
二
十
六
年
法
律
第

号
）
第
二
十
五
条
第
二

よ
る
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

項
及
び
第
三
項
、
第
四
十
六
条
第
一
項
及
び
第
二
項
並
び
に
第
四

十
九
条
第
三
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
指
定
試
験
機
関
の

上
級
行
政
庁
と
み
な
す
。



- 517 -

○

熱
供
給
事
業
法
（
昭
和
四
十
七
年
法
律
第
八
十
八
号
）
（
第
二
百
四
十
二
条
関
係
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
審
査
請
求
の
手
続
に
お
け
る
意
見
の
聴
取
）

（
不
服
申
立
て
の
手
続
に
お
け
る
意
見
の
聴
取
）

第
三
十
条

こ
の
法
律
の
規
定
に
よ
る
処
分
又
は
そ
の
不
作
為
に
つ

第
三
十
条

こ
の
法
律
の
規
定
に
よ
る
処
分
に
つ
い
て
の
審
査
請
求

い
て
の
審
査
請
求
に
対
す
る
裁
決
は
、
行
政
不
服
審
査
法
（
平
成

又
は
異
議
申
立
て
に
対
す
る
裁
決
又
は
決
定
は
、
そ
の
処
分
に
係

二
十
六
年
法
律
第

号
）
第
二
十
四
条
の
規
定
に
よ
り
当
該

る
者
に
対
し
、
相
当
な
期
間
を
お
い
て
予
告
を
し
た
上
、
公
開
に

審
査
請
求
を
却
下
す
る
場
合
を
除
き
、
審
査
請
求
人
に
対
し
、
相

よ
る
意
見
の
聴
取
を
し
た
後
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

当
な
期
間
を
お
い
て
予
告
を
し
た
上
、
同
法
第
十
一
条
第
二
項
に

規
定
す
る
審
理
員
が
公
開
に
よ
る
意
見
の
聴
取
を
し
た
後
に
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

〔
削
除
〕

２

前
項
の
予
告
に
お
い
て
は
、
期
日
、
場
所
及
び
事
案
の
内
容
を

示
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

前
項
の
意
見
の
聴
取
に
際
し
て
は
、
審
査
請
求
人
及
び
利
害
関

３

第
一
項
の
意
見
の
聴
取
に
際
し
て
は
、
そ
の
処
分
に
係
る
者
及

係
人
に
対
し
、
そ
の
事
案
に
つ
い
て
証
拠
を
提
示
し
、
意
見
を
述

び
利
害
関
係
人
に
対
し
、
そ
の
事
案
に
つ
い
て
証
拠
を
提
示
し
、

べ
る
機
会
を
与
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

意
見
を
述
べ
る
機
会
を
与
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

第
一
項
に
規
定
す
る
審
査
請
求
に
つ
い
て
は
、
行
政
不
服
審
査

〔
新
設
〕

法
第
三
十
一
条
の
規
定
は
適
用
せ
ず
、
同
項
の
意
見
の
聴
取
に
つ

い
て
は
、
同
条
第
二
項
か
ら
第
五
項
ま
で
の
規
定
を
準
用
す
る
。



- 518 -

○

石
油
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
事
業
法
（
昭
和
四
十
七
年
法
律
第
百
五
号
）
（
第
二
百
四
十
三
条
関
係
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
審
査
請
求
の
手
続
に
お
け
る
意
見
の
聴
取
）

（
不
服
申
立
て
の
手
続
に
お
け
る
意
見
の
聴
取
）

第
三
十
八
条

こ
の
法
律
の
規
定
に
よ
る
処
分
又
は
そ
の
不
作
為
に

第
三
十
八
条

こ
の
法
律
の
規
定
に
よ
る
処
分
に
つ
い
て
の
審
査
請

つ
い
て
の
審
査
請
求
に
対
す
る
裁
決
は
、
行
政
不
服
審
査
法
（
平

求
又
は
異
議
申
立
て
に
対
す
る
裁
決
又
は
決
定
は
、
そ
の
処
分
に

成
二
十
六
年
法
律
第

号
）
第
二
十
四
条
の
規
定
に
よ
り
当

係
る
者
に
対
し
、
相
当
な
期
間
を
お
い
て
予
告
を
し
た
上
、
公
開

該
審
査
請
求
を
却
下
す
る
場
合
を
除
き
、
審
査
請
求
人
に
対
し
、

に
よ
る
意
見
の
聴
取
を
し
た
後
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

相
当
な
期
間
を
お
い
て
予
告
を
し
た
上
、
同
法
第
十
一
条
第
二
項

に
規
定
す
る
審
理
員
が
公
開
に
よ
る
意
見
の
聴
取
を
し
た
後
に
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

〔
削
除
〕

２

前
項
の
予
告
に
お
い
て
は
、
期
日
、
場
所
及
び
事
案
の
内
容
を

示
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

前
項
の
意
見
の
聴
取
に
際
し
て
は
、
審
査
請
求
人
及
び
利
害
関

３

第
一
項
の
意
見
の
聴
取
に
際
し
て
は
、
そ
の
処
分
に
係
る
者
及

係
人
に
対
し
、
そ
の
事
案
に
つ
い
て
証
拠
を
提
示
し
、
意
見
を
述

び
利
害
関
係
人
に
対
し
、
そ
の
事
案
に
つ
い
て
証
拠
を
提
示
し
、

べ
る
機
会
を
与
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

意
見
を
述
べ
る
機
会
を
与
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

第
一
項
に
規
定
す
る
審
査
請
求
に
つ
い
て
は
、
行
政
不
服
審
査

〔
新
設
〕

法
第
三
十
一
条
の
規
定
は
適
用
せ
ず
、
同
項
の
意
見
の
聴
取
に
つ

い
て
は
、
同
条
第
二
項
か
ら
第
五
項
ま
で
の
規
定
を
準
用
す
る
。



- 519 -

○

金
属
鉱
業
等
鉱
害
対
策
特
別
措
置
法
（
昭
和
四
十
八
年
法
律
第
二
十
六
号
）
（
第
二
百
四
十
四
条
関
係
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
準
用
）

（
準
用
）

第
三
十
五
条

鉱
業
法
第
百
二
十
六
条
か
ら
第
百
三
十
二
条
ま
で
の

第
三
十
五
条

鉱
業
法
第
百
二
十
六
条
か
ら
第
百
三
十
二
条
ま
で
の

規
定
は
、
前
条
の
規
定
に
よ
る
経
済
産
業
大
臣
の
処
分
に
つ
い
て

規
定
は
前
条
の
規
定
に
よ
る
経
済
産
業
大
臣
の
処
分
に
つ
い
て
の

の
審
査
請
求
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

異
議
申
立
て
に
つ
い
て
、
同
法
第
百
三
十
五
条
の
規
定
は
そ
の
処

分
の
取
消
し
の
訴
え
に
つ
い
て
準
用
す
る
。



- 520 -

○

消
費
生
活
用
製
品
安
全
法
（
昭
和
四
十
八
年
法
律
第
三
十
一
号
）
（
第
二
百
四
十
五
条
関
係
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
機
構
の
処
分
等
に
係
る
審
査
請
求
）

（
機
構
の
処
分
等
に
係
る
審
査
請
求
）

第
四
十
九
条

機
構
が
行
う
適
合
性
検
査
に
係
る
処
分
又
は
そ
の
不

第
四
十
九
条

機
構
が
行
う
適
合
性
検
査
に
係
る
処
分
又
は
不
作
為

作
為
に
つ
い
て
不
服
が
あ
る
者
は
、
主
務
大
臣
に
対
し
て
審
査
請

に
つ
い
て
不
服
が
あ
る
者
は
、
主
務
大
臣
に
対
し
て
行
政
不
服
審

求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
主
務
大
臣
は

査
法
（
昭
和
三
十
七
年
法
律
第
百
六
十
号
）
に
よ
る
審
査
請
求
を

、
行
政
不
服
審
査
法
（
平
成
二
十
六
年
法
律
第

号
）
第
二

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

十
五
条
第
二
項
及
び
第
三
項
、
第
四
十
六
条
第
一
項
及
び
第
二
項

並
び
に
第
四
十
九
条
第
三
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
機
構

の
上
級
行
政
庁
と
み
な
す
。

（
審
査
請
求
の
手
続
に
お
け
る
意
見
の
聴
取
）

（
不
服
申
立
て
の
手
続
に
お
け
る
意
見
の
聴
取
）

第
五
十
条

こ
の
法
律
又
は
こ
の
法
律
に
基
づ
く
命
令
の
規
定
に
よ

第
五
十
条

こ
の
法
律
又
は
こ
の
法
律
に
基
づ
く
命
令
の
規
定
に
よ

る
処
分
又
は
そ
の
不
作
為
に
つ
い
て
の
審
査
請
求
に
対
す
る
裁
決

る
処
分
に
つ
い
て
の
審
査
請
求
又
は
異
議
申
立
て
に
対
す
る
裁
決

は
、
行
政
不
服
審
査
法
第
二
十
四
条
の
規
定
に
よ
り
当
該
審
査
請

又
は
決
定
（
却
下
の
裁
決
又
は
決
定
を
除
く
。
）
は
、
そ
の
処
分

求
を
却
下
す
る
場
合
を
除
き
、
審
査
請
求
人
に
対
し
、
相
当
な
期

に
係
る
者
に
対
し
、
相
当
な
期
間
を
お
い
て
予
告
を
し
た
上
、
公

間
を
お
い
て
予
告
を
し
た
上
、
同
法
第
十
一
条
第
二
項
に
規
定
す

開
に
よ
る
意
見
の
聴
取
を
し
た
後
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

る
審
理
員
が
公
開
に
よ
る
意
見
の
聴
取
を
し
た
後
に
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

〔
削
除
〕

２

前
項
の
予
告
に
お
い
て
は
、
期
日
、
場
所
及
び
事
案
の
内
容
を

示
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

前
項
の
意
見
の
聴
取
に
際
し
て
は
、
審
査
請
求
人
及
び
利
害
関

３

第
一
項
の
意
見
の
聴
取
に
際
し
て
は
、
そ
の
処
分
に
係
る
者
及

係
人
に
対
し
、
当
該
事
案
に
つ
い
て
証
拠
を
提
示
し
、
意
見
を
述

び
利
害
関
係
人
に
対
し
、
当
該
事
案
に
つ
い
て
証
拠
を
提
示
し
、

べ
る
機
会
を
与
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

意
見
を
述
べ
る
機
会
を
与
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

第
一
項
に
規
定
す
る
審
査
請
求
に
つ
い
て
は
、
行
政
不
服
審
査

〔
新
設
〕

法
第
三
十
一
条
の
規
定
は
適
用
せ
ず
、
同
項
の
意
見
の
聴
取
に
つ

い
て
は
、
同
条
第
二
項
か
ら
第
五
項
ま
で
の
規
定
を
準
用
す
る
。



- 521 -

○

化
学
物
質
の
審
査
及
び
製
造
等
の
規
制
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
八
年
法
律
第
百
十
七
号
）
（
第
二
百
四
十
六
条
関
係
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
機
構
の
収
去
に
つ
い
て
の
審
査
請
求
）

（
機
構
の
収
去
に
つ
い
て
の
審
査
請
求
）

第
四
十
六
条

機
構
が
行
う
収
去
に
つ
い
て
不
服
が
あ
る
者
は
、
経

第
四
十
六
条

機
構
が
行
う
収
去
に
つ
い
て
不
服
が
あ
る
者
は
、
経

済
産
業
大
臣
に
対
し
て
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の

済
産
業
大
臣
に
対
し
て
行
政
不
服
審
査
法
（
昭
和
三
十
七
年
法
律

場
合
に
お
い
て
、
経
済
産
業
大
臣
は
、
行
政
不
服
審
査
法
（
平
成

第
百
六
十
号
）
に
よ
る
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

二
十
六
年
法
律
第

号
）
第
二
十
五
条
第
二
項
及
び
第
三
項

並
び
に
第
四
十
七
条
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
機
構
の
上
級

行
政
庁
と
み
な
す
。

（
審
査
請
求
の
手
続
に
お
け
る
意
見
の
聴
取
）

（
異
議
申
立
て
の
手
続
に
お
け
る
意
見
の
聴
取
）

第
五
十
一
条

こ
の
法
律
の
規
定
に
よ
る
処
分
又
は
そ
の
不
作
為
に

第
五
十
一
条

こ
の
法
律
の
規
定
に
よ
る
処
分
に
つ
い
て
の
異
議
申

つ
い
て
の
審
査
請
求
に
対
す
る
裁
決
は
、
行
政
不
服
審
査
法
第
二

立
て
に
対
す
る
決
定
（
却
下
の
決
定
を
除
く
。
）
は
、
そ
の
処
分

十
四
条
の
規
定
に
よ
り
当
該
審
査
請
求
を
却
下
す
る
場
合
を
除
き

に
係
る
者
に
対
し
、
相
当
な
期
間
を
お
い
て
予
告
を
し
た
上
、
公

、
審
査
請
求
人
に
対
し
、
相
当
な
期
間
を
お
い
て
予
告
を
し
た
上

開
に
よ
る
意
見
の
聴
取
を
し
た
後
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

、
同
法
第
十
一
条
第
二
項
に
規
定
す
る
審
理
員
が
公
開
に
よ
る
意

見
の
聴
取
を
し
た
後
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

〔
削
除
〕

２

前
項
の
予
告
に
お
い
て
は
、
期
日
、
場
所
及
び
事
案
の
内
容
を

示
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

前
項
の
意
見
の
聴
取
に
際
し
て
は
、
審
査
請
求
人
及
び
利
害
関

３

第
一
項
の
意
見
の
聴
取
に
際
し
て
は
、
そ
の
処
分
に
係
る
者
及

係
人
に
対
し
、
そ
の
事
案
に
つ
い
て
証
拠
を
提
示
し
、
意
見
を
述

び
利
害
関
係
人
に
対
し
、
そ
の
事
案
に
つ
い
て
証
拠
を
提
示
し
、

べ
る
機
会
を
与
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

意
見
を
述
べ
る
機
会
を
与
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

第
一
項
に
規
定
す
る
審
査
請
求
に
つ
い
て
は
、
行
政
不
服
審
査

〔
新
設
〕

法
第
三
十
一
条
の
規
定
は
適
用
せ
ず
、
同
項
の
意
見
の
聴
取
に
つ

い
て
は
、
同
条
第
二
項
か
ら
第
五
項
ま
で
の
規
定
を
準
用
す
る
。



- 522 -

○

石
油
需
給
適
正
化
法
（
昭
和
四
十
八
年
法
律
第
百
二
十
二
号
）
（
第
二
百
四
十
七
条
関
係
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
石
油
の
保
有
の
指
示
等
）

（
石
油
の
保
有
の
指
示
等
）

第
十
条

（
略
）

第
十
条

（
略
）

２
～

（
略
）

２
～

（
略
）

10

10

第
六
項
の
裁
定
に
つ
い
て
の
審
査
請
求
に
お
い
て
は
、
当
事
者

第
六
項
の
裁
定
に
つ
い
て
の
異
議
申
立
て
に
お
い
て
は
、
当
事

11

11

が
支
払
い
、
又
は
受
領
す
べ
き
金
額
に
つ
い
て
の
不
服
を
そ
の
裁

者
が
支
払
い
、
又
は
受
領
す
べ
き
金
額
に
つ
い
て
の
不
服
を
そ
の

定
に
つ
い
て
の
不
服
の
理
由
と
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

裁
定
に
つ
い
て
の
不
服
の
理
由
と
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。



- 523 -

○

揮
発
油
等
の
品
質
の
確
保
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
五
十
一
年
法
律
第
八
十
八
号
）
（
第
二
百
四
十
八
条
関
係
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
審
査
請
求
の
手
続
に
お
け
る
意
見
の
聴
取
）

（
不
服
申
立
て
の
手
続
に
お
け
る
意
見
の
聴
取
）

第
二
十
二
条

こ
の
法
律
の
規
定
に
よ
る
処
分
又
は
そ
の
不
作
為
に

第
二
十
二
条

こ
の
法
律
の
規
定
に
よ
る
処
分
に
つ
い
て
の
審
査
請

つ
い
て
の
審
査
請
求
に
対
す
る
裁
決
は
、
行
政
不
服
審
査
法
（
平

求
又
は
異
議
申
立
て
に
対
す
る
裁
決
又
は
決
定
（
却
下
の
裁
決
又

成
二
十
六
年
法
律
第

号
）
第
二
十
四
条
の
規
定
に
よ
り
当

は
決
定
を
除
く
。
）
は
、
そ
の
処
分
に
係
る
者
に
対
し
、
相
当
な

該
審
査
請
求
を
却
下
す
る
場
合
を
除
き
、
審
査
請
求
人
に
対
し
、

期
間
を
お
い
て
予
告
を
し
た
上
、
公
開
に
よ
る
意
見
の
聴
取
を
し

相
当
な
期
間
を
お
い
て
予
告
を
し
た
上
、
同
法
第
十
一
条
第
二
項

た
後
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

に
規
定
す
る
審
理
員
が
公
開
に
よ
る
意
見
の
聴
取
を
し
た
後
に
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

〔
削
除
〕

２

前
項
の
予
告
に
お
い
て
は
、
期
日
、
場
所
及
び
事
案
の
内
容
を

示
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

前
項
の
意
見
の
聴
取
に
際
し
て
は
、
審
査
請
求
人
及
び
利
害
関

３

第
一
項
の
意
見
の
聴
取
に
際
し
て
は
、
そ
の
処
分
に
係
る
者
及

係
人
に
対
し
、
そ
の
事
案
に
つ
い
て
証
拠
を
提
示
し
、
意
見
を
述

び
利
害
関
係
人
に
対
し
、
そ
の
事
案
に
つ
い
て
証
拠
を
提
示
し
、

べ
る
機
会
を
与
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

意
見
を
述
べ
る
機
会
を
与
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

第
一
項
に
規
定
す
る
審
査
請
求
に
つ
い
て
は
、
行
政
不
服
審
査

〔
新
設
〕

法
第
三
十
一
条
の
規
定
は
適
用
せ
ず
、
同
項
の
意
見
の
聴
取
に
つ

い
て
は
、
同
条
第
二
項
か
ら
第
五
項
ま
で
の
規
定
を
準
用
す
る
。



- 524 -

○

日
本
国
と
大
韓
民
国
と
の
間
の
両
国
に
隣
接
す
る
大
陸
棚
の
南
部
の
共
同
開
発
に
関
す
る
協
定
の
実
施
に
伴
う
石
油
及
び
可
燃
性
天
然

だ
な

ガ
ス
資
源
の
開
発
に
関
す
る
特
別
措
置
法
（
昭
和
五
十
三
年
法
律
第
八
十
一
号
）
（
第
二
百
四
十
九
条
関
係
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
審
査
請
求
の
手
続
に
お
け
る
意
見
の
聴
取
）

（
不
服
申
立
て
の
手
続
に
お
け
る
意
見
の
聴
取
）

第
四
十
六
条

こ
の
法
律
又
は
こ
の
法
律
に
基
づ
く
命
令
の
規
定
に

第
四
十
六
条

こ
の
法
律
又
は
こ
の
法
律
に
基
づ
く
命
令
の
規
定
に

よ
る
処
分
又
は
そ
の
不
作
為
に
つ
い
て
の
審
査
請
求
に
対
す
る
裁

よ
る
処
分
に
つ
い
て
の
異
議
申
立
て
に
対
す
る
決
定
は
、
そ
の
処

決
は
、
行
政
不
服
審
査
法
（
平
成
二
十
六
年
法
律
第

号
）

分
に
係
る
者
に
対
し
、
相
当
な
期
間
を
お
い
て
予
告
を
し
た
上
、

第
二
十
四
条
の
規
定
に
よ
り
当
該
審
査
請
求
を
却
下
す
る
場
合
を

公
開
に
よ
る
意
見
の
聴
取
を
し
た
後
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

除
き
、
審
査
請
求
人
に
対
し
、
相
当
な
期
間
を
お
い
て
予
告
を
し

た
上
、
同
法
第
十
一
条
第
二
項
に
規
定
す
る
審
理
員
が
公
開
に
よ

る
意
見
の
聴
取
を
し
た
後
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

〔
削
除
〕

２

前
項
の
予
告
に
お
い
て
は
、
期
日
、
場
所
及
び
事
案
の
内
容
を

示
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

前
項
の
意
見
の
聴
取
に
際
し
て
は
、
審
査
請
求
人
及
び
利
害
関

３

第
一
項
の
意
見
の
聴
取
に
際
し
て
は
、
そ
の
処
分
に
係
る
者
及

係
人
に
対
し
、
そ
の
事
案
に
つ
い
て
証
拠
を
提
示
し
、
意
見
を
述

び
利
害
関
係
人
に
対
し
、
そ
の
事
案
に
つ
い
て
証
拠
を
提
示
し
、

べ
る
機
会
を
与
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

意
見
を
述
べ
る
機
会
を
与
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

第
一
項
に
規
定
す
る
審
査
請
求
に
つ
い
て
は
、
行
政
不
服
審
査

〔
新
設
〕

法
第
三
十
一
条
の
規
定
は
適
用
せ
ず
、
同
項
の
意
見
の
聴
取
に
つ

い
て
は
、
同
条
第
二
項
か
ら
第
五
項
ま
で
の
規
定
を
準
用
す
る
。
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○

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
使
用
の
合
理
化
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
五
十
四
年
法
律
第
四
十
九
号
）
（
第
二
百
五
十
条
関
係
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
指
定
試
験
機
関
が
し
た
処
分
等
に
係
る
審
査
請
求
）

（
指
定
試
験
機
関
が
し
た
処
分
等
に
係
る
不
服
申
立
て
）

第
九
十
条

指
定
試
験
機
関
が
行
う
試
験
事
務
に
係
る
処
分
又
は
そ

第
九
十
条

指
定
試
験
機
関
が
行
う
試
験
事
務
に
係
る
処
分
（
試
験

の
不
作
為
に
つ
い
て
不
服
が
あ
る
者
は
、
経
済
産
業
大
臣
に
対
し

の
結
果
に
つ
い
て
の
処
分
を
除
く
。
）
又
は
そ
の
不
作
為
に
つ
い

、
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
経

て
不
服
が
あ
る
者
は
、
経
済
産
業
大
臣
に
対
し
、
行
政
不
服
審
査

済
産
業
大
臣
は
、
行
政
不
服
審
査
法
（
平
成
二
十
六
年
法
律
第

法
（
昭
和
三
十
七
年
法
律
第
百
六
十
号
）
に
よ
る
審
査
請
求
を
す

号
）
第
二
十
五
条
第
二
項
及
び
第
三
項
、
第
四
十
六
条
第
一

る
こ
と
が
で
き
る
。

項
及
び
第
二
項
並
び
に
第
四
十
九
条
第
三
項
の
規
定
の
適
用
に
つ

い
て
は
、
指
定
試
験
機
関
の
上
級
行
政
庁
と
み
な
す
。



- 526 -

○

深
海
底
鉱
業
暫
定
措
置
法
（
昭
和
五
十
七
年
法
律
第
六
十
四
号
）
（
第
二
百
五
十
一
条
関
係
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
審
査
請
求
の
手
続
に
お
け
る
意
見
の
聴
取
）

（
異
議
申
立
て
の
手
続
に
お
け
る
意
見
の
聴
取
）

第
三
十
八
条

こ
の
法
律
又
は
こ
の
法
律
に
基
づ
く
命
令
の
規
定
に

第
三
十
八
条

こ
の
法
律
又
は
こ
の
法
律
に
基
づ
く
命
令
の
規
定
に

よ
る
処
分
又
は
そ
の
不
作
為
に
つ
い
て
の
審
査
請
求
に
対
す
る
裁

よ
る
処
分
に
つ
い
て
の
異
議
申
立
て
に
対
す
る
決
定
は
、
そ
の
処

決
は
、
行
政
不
服
審
査
法
（
平
成
二
十
六
年
法
律
第

号
）

分
に
係
る
者
に
対
し
、
相
当
な
期
間
を
お
い
て
予
告
を
し
た
上
、

第
二
十
四
条
の
規
定
に
よ
り
当
該
審
査
請
求
を
却
下
す
る
場
合
を

公
開
に
よ
る
意
見
の
聴
取
を
し
た
後
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

除
き
、
審
査
請
求
人
に
対
し
、
相
当
な
期
間
を
お
い
て
予
告
を
し

た
上
、
同
法
第
十
一
条
第
二
項
に
規
定
す
る
審
理
員
が
公
開
に
よ

る
意
見
の
聴
取
を
し
た
後
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

〔
削
除
〕

２

前
項
の
予
告
に
お
い
て
は
、
期
日
、
場
所
及
び
事
案
の
内
容
を

示
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

前
項
の
意
見
の
聴
取
に
際
し
て
は
、
審
査
請
求
人
及
び
利
害
関

３

第
一
項
の
意
見
の
聴
取
に
際
し
て
は
、
そ
の
処
分
に
係
る
者
及

係
人
に
対
し
、
当
該
事
案
に
つ
い
て
、
証
拠
を
提
示
し
、
意
見
を

び
利
害
関
係
人
に
対
し
、
当
該
事
案
に
つ
い
て
、
証
拠
を
提
示
し

述
べ
る
機
会
を
与
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

、
意
見
を
述
べ
る
機
会
を
与
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

第
一
項
に
規
定
す
る
審
査
請
求
に
つ
い
て
は
、
行
政
不
服
審
査

〔
新
設
〕

法
第
三
十
一
条
の
規
定
は
適
用
せ
ず
、
同
項
の
意
見
の
聴
取
に
つ

い
て
は
、
同
条
第
二
項
か
ら
第
五
項
ま
で
の
規
定
を
準
用
す
る
。



- 527 -

○

半
導
体
集
積
回
路
の
回
路
配
置
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
六
十
年
法
律
第
四
十
三
号
）
（
第
二
百
五
十
二
条
関
係
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
登
録
機
関
が
し
た
処
分
等
に
係
る
審
査
請
求
）

（
登
録
機
関
が
し
た
処
分
等
に
係
る
不
服
申
立
て
）

第
四
十
四
条

登
録
機
関
が
行
う
設
定
登
録
等
事
務
に
係
る
処
分
又

第
四
十
四
条

登
録
機
関
が
行
う
設
定
登
録
等
事
務
に
係
る
処
分
又

は
そ
の
不
作
為
に
つ
い
て
不
服
が
あ
る
者
は
、
経
済
産
業
大
臣
に

は
そ
の
不
作
為
に
つ
い
て
不
服
が
あ
る
者
は
、
経
済
産
業
大
臣
に

対
し
、
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て

対
し
、
行
政
不
服
審
査
法
（
昭
和
三
十
七
年
法
律
第
百
六
十
号
）

、
経
済
産
業
大
臣
は
、
行
政
不
服
審
査
法
（
平
成
二
十
六
年
法
律

に
よ
る
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第

号
）
第
二
十
五
条
第
二
項
及
び
第
三
項
、
第
四
十
六
条

第
一
項
及
び
第
二
項
並
び
に
第
四
十
九
条
第
三
項
の
規
定
の
適
用

に
つ
い
て
は
、
登
録
機
関
の
上
級
行
政
庁
と
み
な
す
。



- 528 -

○

特
定
物
質
の
規
制
等
に
よ
る
オ
ゾ
ン
層
の
保
護
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
六
十
三
年
法
律
第
五
十
三
号
）
（
第
二
百
五
十
三
条
関
係
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
審
査
請
求
の
手
続
に
お
け
る
意
見
の
聴
取
）

（
異
議
申
立
て
の
手
続
に
お
け
る
意
見
の
聴
取
）

第
二
十
八
条

こ
の
法
律
の
規
定
に
よ
る
処
分
又
は
そ
の
不
作
為
に

第
二
十
八
条

こ
の
法
律
の
規
定
に
よ
る
処
分
に
つ
い
て
の
異
議
申

つ
い
て
の
審
査
請
求
に
対
す
る
裁
決
は
、
行
政
不
服
審
査
法
（
平

立
て
に
対
す
る
決
定
（
却
下
の
決
定
を
除
く
。
）
は
、
そ
の
処
分

成
二
十
六
年
法
律
第

号
）
第
二
十
四
条
の
規
定
に
よ
り
当

に
係
る
者
に
対
し
、
相
当
な
期
間
を
お
い
て
予
告
を
し
た
上
、
公

該
審
査
請
求
を
却
下
す
る
場
合
を
除
き
、
審
査
請
求
人
に
対
し
、

開
に
よ
る
意
見
の
聴
取
を
し
た
後
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

相
当
な
期
間
を
お
い
て
予
告
を
し
た
上
、
同
法
第
十
一
条
第
二
項

に
規
定
す
る
審
理
員
が
公
開
に
よ
る
意
見
の
聴
取
を
し
た
後
に
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

〔
削
除
〕

２

前
項
の
予
告
に
お
い
て
は
、
期
日
、
場
所
及
び
事
案
の
内
容
を

示
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

前
項
の
意
見
の
聴
取
に
際
し
て
は
、
審
査
請
求
人
及
び
利
害
関

３

第
一
項
の
意
見
の
聴
取
に
際
し
て
は
、
そ
の
処
分
に
係
る
者
及

係
人
に
対
し
、
そ
の
事
案
に
つ
い
て
証
拠
を
提
示
し
、
意
見
を
述

び
利
害
関
係
人
に
対
し
、
そ
の
事
案
に
つ
い
て
証
拠
を
提
示
し
、

べ
る
機
会
を
与
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

意
見
を
述
べ
る
機
会
を
与
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

第
一
項
に
規
定
す
る
審
査
請
求
に
つ
い
て
は
、
行
政
不
服
審
査

〔
新
設
〕

法
第
三
十
一
条
の
規
定
は
適
用
せ
ず
、
同
項
の
意
見
の
聴
取
に
つ

い
て
は
、
同
条
第
二
項
か
ら
第
五
項
ま
で
の
規
定
を
準
用
す
る
。
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○

工
業
所
有
権
に
関
す
る
手
続
等
の
特
例
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
年
法
律
第
三
十
号
）
（
第
二
百
五
十
四
条
関
係
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
特
許
法
の
準
用
等
）

（
特
許
法
の
準
用
等
）

第
四
十
一
条

（
略
）

第
四
十
一
条

（
略
）

２

（
略
）

２

（
略
）

〔
削
除
〕

３

特
許
法
第
百
八
十
四
条
の
二
の
規
定
は
、
第
七
条
第
三
項
又
は

前
項
に
お
い
て
準
用
す
る
特
許
法
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ

る
処
分
の
取
消
し
の
訴
え
に
準
用
す
る
。

３

（
略
）

４

（
略
）

４

（
略
）

５

（
略
）
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○

資
源
の
有
効
な
利
用
の
促
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
三
年
法
律
第
四
十
八
号
）
（
第
二
百
五
十
五
条
関
係
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
審
査
請
求
の
手
続
に
お
け
る
意
見
の
聴
取
）

（
不
服
申
立
て
の
手
続
に
お
け
る
意
見
の
聴
取
）

第
三
十
八
条

第
十
三
条
第
三
項
、
第
十
七
条
第
三
項
、
第
二
十
条

第
三
十
八
条

第
十
三
条
第
三
項
、
第
十
七
条
第
三
項
、
第
二
十
条

第
三
項
、
第
二
十
三
条
第
三
項
、
第
二
十
五
条
第
三
項
、
第
三
十

第
三
項
、
第
二
十
三
条
第
三
項
、
第
二
十
五
条
第
三
項
、
第
三
十

三
条
第
三
項
又
は
第
三
十
六
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
命
令
に
つ

三
条
第
三
項
又
は
第
三
十
六
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
命
令
に
つ

い
て
の
審
査
請
求
に
対
す
る
裁
決
は
、
行
政
不
服
審
査
法
（
平
成

い
て
の
審
査
請
求
又
は
異
議
申
立
て
に
対
す
る
裁
決
又
は
決
定
（

二
十
六
年
法
律
第

号
）
第
二
十
四
条
の
規
定
に
よ
り
当
該

却
下
の
裁
決
又
は
決
定
を
除
く
。
）
は
、
審
査
請
求
人
又
は
異
議

審
査
請
求
を
却
下
す
る
場
合
を
除
き
、
審
査
請
求
人
に
対
し
、
相

申
立
人
に
対
し
、
相
当
な
期
間
を
お
い
て
予
告
を
し
た
上
、
公
開

当
な
期
間
を
お
い
て
予
告
を
し
た
上
、
同
法
第
十
一
条
第
二
項
に

に
よ
る
意
見
の
聴
取
を
行
っ
た
後
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

規
定
す
る
審
理
員
が
公
開
に
よ
る
意
見
の
聴
取
を
行
っ
た
後
に
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

〔
削
除
〕

２

前
項
の
予
告
に
お
い
て
は
、
期
日
、
場
所
及
び
事
案
の
内
容
を

示
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

前
項
の
意
見
の
聴
取
に
際
し
て
は
、
審
査
請
求
人
及
び
利
害
関

３

第
一
項
の
意
見
の
聴
取
に
際
し
て
は
、
審
査
請
求
人
又
は
異
議

係
人
に
対
し
、
当
該
事
案
に
つ
い
て
証
拠
を
提
示
し
、
意
見
を
述

申
立
人
及
び
利
害
関
係
人
に
対
し
、
当
該
事
案
に
つ
い
て
証
拠
を

べ
る
機
会
を
与
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

提
示
し
、
意
見
を
述
べ
る
機
会
を
与
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

第
一
項
に
規
定
す
る
審
査
請
求
に
つ
い
て
は
、
行
政
不
服
審
査

〔
新
設
〕

法
第
三
十
一
条
の
規
定
は
適
用
せ
ず
、
同
項
の
意
見
の
聴
取
に
つ

い
て
は
、
同
条
第
二
項
か
ら
第
五
項
ま
で
の
規
定
を
準
用
す
る
。



- 531 -

○

計
量
法
（
平
成
四
年
法
律
第
五
十
一
号
）
（
第
二
百
五
十
六
条
関
係
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
審
査
庁
）

（
審
査
庁
）

第
百
六
十
三
条

こ
の
法
律
又
は
こ
の
法
律
に
基
づ
く
命
令
の
規
定

第
百
六
十
三
条

こ
の
法
律
又
は
こ
の
法
律
に
基
づ
く
命
令
の
規
定

に
よ
る
研
究
所
、
機
構
、
日
本
電
気
計
器
検
定
所
、
指
定
検
定
機

に
よ
る
研
究
所
、
機
構
、
日
本
電
気
計
器
検
定
所
、
指
定
検
定
機

関
、
特
定
計
量
証
明
認
定
機
関
又
は
指
定
校
正
機
関
の
処
分
又
は

関
、
特
定
計
量
証
明
認
定
機
関
又
は
指
定
校
正
機
関
の
処
分
又
は

そ
の
不
作
為
に
つ
い
て
不
服
が
あ
る
者
は
、
経
済
産
業
大
臣
に
対

不
作
為
に
つ
い
て
不
服
が
あ
る
者
は
、
経
済
産
業
大
臣
に
対
し
て

し
て
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、

行
政
不
服
審
査
法
（
昭
和
三
十
七
年
法
律
第
百
六
十
号
）
に
よ
る

経
済
産
業
大
臣
は
、
行
政
不
服
審
査
法
（
平
成
二
十
六
年
法
律
第

審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

号
）
第
二
十
五
条
第
二
項
及
び
第
三
項
、
第
四
十
六
条
第

一
項
及
び
第
二
項
並
び
に
第
四
十
九
条
第
三
項
の
規
定
の
適
用
に

つ
い
て
は
、
研
究
所
、
機
構
、
日
本
電
気
計
器
検
定
所
、
指
定
検

定
機
関
、
特
定
計
量
証
明
認
定
機
関
又
は
指
定
校
正
機
関
の
上
級

行
政
庁
と
み
な
す
。

２

こ
の
法
律
又
は
こ
の
法
律
に
基
づ
く
命
令
の
規
定
に
よ
る
指
定

２

こ
の
法
律
又
は
こ
の
法
律
に
基
づ
く
命
令
の
規
定
に
よ
る
指
定

定
期
検
査
機
関
又
は
指
定
計
量
証
明
検
査
機
関
の
処
分
又
は
そ
の

定
期
検
査
機
関
又
は
指
定
計
量
証
明
検
査
機
関
の
処
分
又
は
不
作

不
作
為
に
つ
い
て
不
服
が
あ
る
者
は
、
当
該
指
定
定
期
検
査
機
関

為
に
つ
い
て
不
服
が
あ
る
者
は
、
当
該
指
定
定
期
検
査
機
関
又
は

又
は
指
定
計
量
証
明
検
査
機
関
を
指
定
し
た
都
道
府
県
知
事
又
は

指
定
計
量
証
明
検
査
機
関
を
指
定
し
た
都
道
府
県
知
事
又
は
特
定

特
定
市
町
村
の
長
に
対
し
て
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

市
町
村
の
長
に
対
し
て
行
政
不
服
審
査
法
に
よ
る
審
査
請
求
を
す

こ
の
場
合
に
お
い
て
、
都
道
府
県
知
事
又
は
特
定
市
町
村
の
長
は

る
こ
と
が
で
き
る
。

、
行
政
不
服
審
査
法
第
二
十
五
条
第
二
項
及
び
第
三
項
、
第
四
十

六
条
第
一
項
及
び
第
二
項
並
び
に
第
四
十
九
条
第
三
項
の
規
定
の

適
用
に
つ
い
て
は
、
指
定
定
期
検
査
機
関
又
は
指
定
計
量
証
明
検

査
機
関
の
上
級
行
政
庁
と
み
な
す
。

（
審
査
請
求
の
手
続
に
お
け
る
意
見
の
聴
取
）

（
不
服
申
立
て
の
手
続
に
お
け
る
意
見
の
聴
取
）

第
百
六
十
四
条

こ
の
法
律
又
は
こ
の
法
律
に
基
づ
く
命
令
の
規
定

第
百
六
十
四
条

こ
の
法
律
又
は
こ
の
法
律
に
基
づ
く
命
令
の
規
定

に
よ
る
処
分
又
は
そ
の
不
作
為
に
つ
い
て
の
審
査
請
求
に
対
す
る

に
よ
る
処
分
に
つ
い
て
の
審
査
請
求
又
は
異
議
申
立
て
に
対
す
る

裁
決
は
、
行
政
不
服
審
査
法
第
二
十
四
条
の
規
定
に
よ
り
当
該
審

裁
決
又
は
決
定
（
却
下
の
裁
決
又
は
決
定
を
除
く
。
）
は
、
そ
の
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査
請
求
を
却
下
す
る
場
合
を
除
き
、
審
査
請
求
人
に
対
し
、
相
当

処
分
に
係
る
者
に
対
し
、
相
当
な
期
間
を
お
い
て
予
告
を
し
た
上

な
期
間
を
お
い
て
予
告
を
し
た
上
、
同
法
第
十
一
条
第
二
項
に
規

、
公
開
に
よ
る
意
見
の
聴
取
を
し
た
後
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

定
す
る
審
理
員
が
公
開
に
よ
る
意
見
の
聴
取
を
し
た
後
に
し
な
け

。

れ
ば
な
ら
な
い
。

〔
削
除
〕

２

前
項
の
予
告
に
お
い
て
は
、
期
日
、
場
所
及
び
事
案
の
内
容
を

示
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

前
項
の
意
見
の
聴
取
に
際
し
て
は
、
審
査
請
求
人
及
び
利
害
関

３

第
一
項
の
意
見
の
聴
取
に
際
し
て
は
、
そ
の
処
分
に
係
る
者
及

係
人
に
対
し
、
そ
の
事
案
に
つ
い
て
証
拠
を
提
示
し
、
意
見
を
述

び
利
害
関
係
人
に
対
し
、
そ
の
事
案
に
つ
い
て
証
拠
を
提
示
し
、

べ
る
機
会
を
与
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

意
見
を
述
べ
る
機
会
を
与
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

第
一
項
に
規
定
す
る
審
査
請
求
に
つ
い
て
は
、
行
政
不
服
審
査

〔
新
設
〕

法
第
三
十
一
条
の
規
定
は
適
用
せ
ず
、
同
項
の
意
見
の
聴
取
に
つ

い
て
は
、
同
条
第
二
項
か
ら
第
五
項
ま
で
の
規
定
を
準
用
す
る
。

（
計
量
調
査
官
）

（
計
量
調
査
官
）

第
百
六
十
五
条

経
済
産
業
大
臣
は
、
そ
の
職
員
で
あ
っ
て
経
済
産

第
百
六
十
五
条

経
済
産
業
大
臣
は
、
そ
の
職
員
で
あ
っ
て
経
済
産

業
省
令
で
定
め
る
資
格
を
有
す
る
も
の
の
う
ち
か
ら
、
計
量
調
査

業
省
令
で
定
め
る
資
格
を
有
す
る
も
の
の
う
ち
か
ら
、
計
量
調
査

官
を
任
命
し
、
審
査
請
求
に
関
す
る
事
務
に
従
事
さ
せ
る
も
の
と

官
を
任
命
し
、
不
服
申
立
て
に
関
す
る
事
務
に
従
事
さ
せ
る
も
の

す
る
。
こ
の
場
合
に
お
け
る
行
政
不
服
審
査
法
第
九
条
第
一
項
の

と
す
る
。

規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
中
「
審
査
庁
に
所
属
す
る
職
員

（
第
十
七
条
に
規
定
す
る
名
簿
を
作
成
し
た
場
合
に
あ
っ
て
は
、

当
該
名
簿
に
記
載
さ
れ
て
い
る
者
）
」
と
あ
る
の
は
、
「
計
量
調

査
官
」
と
す
る
。
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○

化
学
兵
器
の
禁
止
及
び
特
定
物
質
の
規
制
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
七
年
法
律
第
六
十
五
号
）
（
第
二
百
五
十
七
条
関
係
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
機
構
の
収
去
に
つ
い
て
の
審
査
請
求
）

（
機
構
の
収
去
に
つ
い
て
の
審
査
請
求
）

第
三
十
三
条
の
三

機
構
が
行
う
収
去
に
つ
い
て
不
服
が
あ
る
者
は

第
三
十
三
条
の
三

機
構
が
行
う
収
去
に
つ
い
て
不
服
が
あ
る
者
は

、
経
済
産
業
大
臣
に
対
し
て
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

、
経
済
産
業
大
臣
に
対
し
て
行
政
不
服
審
査
法
（
昭
和
三
十
七
年

こ
の
場
合
に
お
い
て
、
経
済
産
業
大
臣
は
、
行
政
不
服
審
査
法
（

法
律
第
百
六
十
号
）
に
よ
る
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

平
成
二
十
六
年
法
律
第

号
）
第
二
十
五
条
第
二
項
及
び
第

三
項
並
び
に
第
四
十
七
条
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
機
構
の

上
級
行
政
庁
と
み
な
す
。
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○

弁
理
士
法
（
平
成
十
二
年
法
律
第
四
十
九
号
）
（
第
二
百
五
十
八
条
関
係
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
業
務
）

（
業
務
）

第
四
条

弁
理
士
は
、
他
人
の
求
め
に
応
じ
、
特
許
、
実
用
新
案
、

第
四
条

弁
理
士
は
、
他
人
の
求
め
に
応
じ
、
特
許
、
実
用
新
案
、

意
匠
若
し
く
は
商
標
又
は
国
際
出
願
、
意
匠
に
係
る
国
際
登
録
出

意
匠
若
し
く
は
商
標
又
は
国
際
出
願
、
意
匠
に
係
る
国
際
登
録
出

願
若
し
く
は
商
標
に
係
る
国
際
登
録
出
願
に
関
す
る
特
許
庁
に
お

願
若
し
く
は
商
標
に
係
る
国
際
登
録
出
願
に
関
す
る
特
許
庁
に
お

け
る
手
続
及
び
特
許
、
実
用
新
案
、
意
匠
又
は
商
標
に
関
す
る
行

け
る
手
続
及
び
特
許
、
実
用
新
案
、
意
匠
又
は
商
標
に
関
す
る
異

政
不
服
審
査
法
（
平
成
二
十
六
年
法
律
第

号
）
の
規
定
に

議
申
立
て
又
は
裁
定
に
関
す
る
経
済
産
業
大
臣
に
対
す
る
手
続
に

よ
る
審
査
請
求
又
は
裁
定
に
関
す
る
経
済
産
業
大
臣
に
対
す
る
手

つ
い
て
の
代
理
並
び
に
こ
れ
ら
の
手
続
に
係
る
事
項
に
関
す
る
鑑

続
に
つ
い
て
の
代
理
並
び
に
こ
れ
ら
の
手
続
に
係
る
事
項
に
関
す

定
そ
の
他
の
事
務
を
行
う
こ
と
を
業
と
す
る
。

る
鑑
定
そ
の
他
の
事
務
を
行
う
こ
と
を
業
と
す
る
。

２
・
３

（
略
）

２
・
３

（
略
）

（
登
録
を
拒
否
さ
れ
た
場
合
の
行
政
不
服
審
査
法
の
規
定
に
よ
る

（
登
録
を
拒
否
さ
れ
た
場
合
の
審
査
請
求
）

審
査
請
求
）

第
二
十
一
条

第
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
登
録
を
拒
否
さ
れ

第
二
十
一
条

第
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
登
録
を
拒
否
さ
れ

た
者
は
、
当
該
処
分
に
不
服
が
あ
る
と
き
は
、
経
済
産
業
大
臣
に

た
者
は
、
当
該
処
分
に
不
服
が
あ
る
と
き
は
、
経
済
産
業
大
臣
に

対
し
て
行
政
不
服
審
査
法
の
規
定
に
よ
る
審
査
請
求
を
す
る
こ
と

対
し
て
行
政
不
服
審
査
法
（
昭
和
三
十
七
年
法
律
第
百
六
十
号
）

が
で
き
る
。

に
よ
る
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

（
略
）

２

（
略
）

３

前
二
項
の
場
合
に
お
い
て
、
経
済
産
業
大
臣
は
、
行
政
不
服
審

３

前
二
項
の
規
定
に
よ
る
審
査
請
求
が
理
由
が
あ
る
と
き
は
、
経

査
法
第
二
十
五
条
第
二
項
及
び
第
三
項
並
び
に
第
四
十
六
条
第
二

済
産
業
大
臣
は
、
日
本
弁
理
士
会
に
対
し
、
相
当
の
処
分
を
す
べ

項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
日
本
弁
理
士
会
の
上
級
行
政
庁

き
旨
を
命
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

と
み
な
す
。

（
登
録
の
取
消
し
）

（
登
録
の
取
消
し
）

第
二
十
三
条

（
略
）

第
二
十
三
条

（
略
）

２

（
略
）

２

（
略
）

３

第
十
九
条
第
一
項
後
段
並
び
に
第
二
十
一
条
第
一
項
及
び
第
三

３

第
十
九
条
第
一
項
後
段
並
び
に
第
二
十
一
条
第
一
項
及
び
第
三

項
の
規
定
は
、
第
一
項
の
登
録
の
取
消
し
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

項
の
規
定
は
、
第
一
項
の
登
録
の
取
消
し
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
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こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
条
第
三
項
中
「
第
四
十
六
条
第
二
項
」

と
あ
る
の
は
、
「
第
四
十
六
条
第
一
項
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と

す
る
。

（
登
録
拒
否
に
関
す
る
規
定
の
準
用
）

（
登
録
拒
否
に
関
す
る
規
定
の
準
用
）

第
二
十
六
条

第
二
十
一
条
第
一
項
及
び
第
三
項
の
規
定
は
、
第
二

第
二
十
六
条

第
二
十
一
条
第
一
項
及
び
第
三
項
の
規
定
は
、
第
二

十
四
条
第
一
項
第
一
号
、
第
三
号
若
し
く
は
第
五
号
又
は
前
条
第

十
四
条
第
一
項
第
一
号
、
第
三
号
若
し
く
は
第
五
号
又
は
前
条
第

一
項
の
規
定
に
よ
る
登
録
の
抹
消
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場

一
項
の
規
定
に
よ
る
登
録
の
抹
消
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

合
に
お
い
て
、
第
二
十
一
条
第
三
項
中
「
第
四
十
六
条
第
二
項
」

と
あ
る
の
は
、
「
第
四
十
六
条
第
一
項
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と

す
る
。

（
弁
理
士
又
は
特
許
業
務
法
人
で
な
い
者
の
業
務
の
制
限
）

（
弁
理
士
又
は
特
許
業
務
法
人
で
な
い
者
の
業
務
の
制
限
）

第
七
十
五
条

弁
理
士
又
は
特
許
業
務
法
人
で
な
い
者
は
、
他
人
の

第
七
十
五
条

弁
理
士
又
は
特
許
業
務
法
人
で
な
い
者
は
、
他
人
の

求
め
に
応
じ
報
酬
を
得
て
、
特
許
、
実
用
新
案
、
意
匠
若
し
く
は

求
め
に
応
じ
報
酬
を
得
て
、
特
許
、
実
用
新
案
、
意
匠
若
し
く
は

商
標
若
し
く
は
国
際
出
願
、
意
匠
に
係
る
国
際
登
録
出
願
若
し
く

商
標
若
し
く
は
国
際
出
願
、
意
匠
に
係
る
国
際
登
録
出
願
若
し
く

は
商
標
に
係
る
国
際
登
録
出
願
に
関
す
る
特
許
庁
に
お
け
る
手
続

は
商
標
に
係
る
国
際
登
録
出
願
に
関
す
る
特
許
庁
に
お
け
る
手
続

若
し
く
は
特
許
、
実
用
新
案
、
意
匠
若
し
く
は
商
標
に
関
す
る
行

若
し
く
は
特
許
、
実
用
新
案
、
意
匠
若
し
く
は
商
標
に
関
す
る
異

政
不
服
審
査
法
の
規
定
に
よ
る
審
査
請
求
若
し
く
は
裁
定
に
関
す

議
申
立
て
若
し
く
は
裁
定
に
関
す
る
経
済
産
業
大
臣
に
対
す
る
手

る
経
済
産
業
大
臣
に
対
す
る
手
続
に
つ
い
て
の
代
理
（
特
許
料
の

続
に
つ
い
て
の
代
理
（
特
許
料
の
納
付
手
続
に
つ
い
て
の
代
理
、

納
付
手
続
に
つ
い
て
の
代
理
、
特
許
原
簿
へ
の
登
録
の
申
請
手
続

特
許
原
簿
へ
の
登
録
の
申
請
手
続
に
つ
い
て
の
代
理
そ
の
他
の
政

に
つ
い
て
の
代
理
そ
の
他
の
政
令
で
定
め
る
も
の
を
除
く
。
）
又

令
で
定
め
る
も
の
を
除
く
。
）
又
は
こ
れ
ら
の
手
続
に
係
る
事
項

は
こ
れ
ら
の
手
続
に
係
る
事
項
に
関
す
る
鑑
定
若
し
く
は
政
令
で

に
関
す
る
鑑
定
若
し
く
は
政
令
で
定
め
る
書
類
若
し
く
は
電
磁
的

定
め
る
書
類
若
し
く
は
電
磁
的
記
録
（
電
子
的
方
式
、
磁
気
的
方

記
録
（
電
子
的
方
式
、
磁
気
的
方
式
そ
の
他
の
人
の
知
覚
に
よ
っ

式
そ
の
他
の
人
の
知
覚
に
よ
っ
て
は
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
な
い

て
は
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
方
式
で
作
ら
れ
る
記
録
で
あ
っ

方
式
で
作
ら
れ
る
記
録
で
あ
っ
て
、
電
子
計
算
機
に
よ
る
情
報
処

て
、
電
子
計
算
機
に
よ
る
情
報
処
理
の
用
に
供
さ
れ
る
も
の
を
い

理
の
用
に
供
さ
れ
る
も
の
を
い
う
。
）
の
作
成
を
業
と
す
る
こ
と

う
。
）
の
作
成
を
業
と
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

が
で
き
な
い
。
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○

電
子
署
名
及
び
認
証
業
務
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
二
年
法
律
第
百
二
号
）
（
第
二
百
五
十
九
条
関
係
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
審
査
請
求
）

（
審
査
請
求
）

第
三
十
八
条

こ
の
法
律
の
規
定
に
よ
る
指
定
調
査
機
関
の
処
分
又

第
三
十
八
条

こ
の
法
律
の
規
定
に
よ
る
指
定
調
査
機
関
の
処
分
又

は
そ
の
不
作
為
に
つ
い
て
不
服
が
あ
る
者
は
、
主
務
大
臣
に
対
し

は
不
作
為
に
つ
い
て
不
服
が
あ
る
者
は
、
主
務
大
臣
に
対
し
、
行

、
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
主

政
不
服
審
査
法
（
昭
和
三
十
七
年
法
律
第
百
六
十
号
）
に
よ
る
審

務
大
臣
は
、
行
政
不
服
審
査
法
（
平
成
二
十
六
年
法
律
第

査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

号
）
第
二
十
五
条
第
二
項
及
び
第
三
項
、
第
四
十
六
条
第
二
項
並

び
に
第
四
十
九
条
第
三
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
指
定
調

査
機
関
の
上
級
行
政
庁
と
み
な
す
。
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○

特
定
放
射
性
廃
棄
物
の
最
終
処
分
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
二
年
法
律
第
百
十
七
号
）
（
第
二
百
六
十
条
関
係
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
公
害
等
調
整
委
員
会
の
裁
定
）

（
公
害
等
調
整
委
員
会
の
裁
定
）

第
二
十
六
条

第
二
十
一
条
第
六
項
の
規
定
に
よ
る
経
済
産
業
大
臣

第
二
十
六
条

第
二
十
一
条
第
六
項
の
規
定
に
よ
る
経
済
産
業
大
臣

の
処
分
に
不
服
が
あ
る
者
で
あ
っ
て
そ
の
不
服
の
理
由
が
鉱
業
、

の
処
分
に
不
服
が
あ
る
者
で
あ
っ
て
そ
の
不
服
の
理
由
が
鉱
業
、

採
石
業
若
し
く
は
砂
利
採
取
業
と
の
調
整
に
関
す
る
も
の
で
あ
る

採
石
業
若
し
く
は
砂
利
採
取
業
と
の
調
整
に
関
す
る
も
の
で
あ
る

も
の
又
は
同
条
第
九
項
の
規
定
に
よ
る
経
済
産
業
大
臣
の
処
分
に

も
の
又
は
同
条
第
九
項
の
規
定
に
よ
る
経
済
産
業
大
臣
の
処
分
に

不
服
が
あ
る
者
は
、
公
害
等
調
整
委
員
会
に
裁
定
を
申
請
す
る
こ

不
服
が
あ
る
者
は
、
公
害
等
調
整
委
員
会
に
裁
定
を
申
請
す
る
こ

と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
は
、
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き

と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
は
、
行
政
不
服
審
査
法
（
昭
和
三
十

な
い
。

七
年
法
律
第
百
六
十
号
）
に
よ
る
不
服
申
立
て
を
す
る
こ
と
が
で

き
な
い
。

２

行
政
不
服
審
査
法
（
平
成
二
十
六
年
法
律
第

号
）
第
二

２

行
政
不
服
審
査
法
第
十
八
条
の
規
定
は
、
前
項
の
処
分
に
つ
き

十
二
条
の
規
定
は
、
前
項
の
処
分
に
つ
き
、
処
分
を
し
た
行
政
庁

、
処
分
庁
が
誤
っ
て
審
査
請
求
又
は
異
議
申
立
て
を
す
る
こ
と
が

が
誤
っ
て
審
査
請
求
又
は
再
調
査
の
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る

で
き
る
旨
を
教
示
し
た
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

旨
を
教
示
し
た
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

第
三
十
条

（
略
）

第
三
十
条

（
略
）

２

（
略
）

２

（
略
）

３

前
条
第
一
項
の
裁
定
に
つ
い
て
の
審
査
請
求
に
お
い
て
は
、
当

３

前
条
第
一
項
の
裁
定
に
つ
い
て
の
異
議
申
立
て
に
お
い
て
は
、

事
者
が
支
払
い
、
又
は
受
領
す
べ
き
金
額
に
つ
い
て
の
不
服
を
そ

当
事
者
が
支
払
い
、
又
は
受
領
す
べ
き
金
額
に
つ
い
て
の
不
服
を

の
裁
定
に
つ
い
て
の
不
服
の
理
由
と
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

そ
の
裁
定
に
つ
い
て
の
不
服
の
理
由
と
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

（
審
査
請
求
）

（
審
査
請
求
）

第
七
十
二
条

こ
の
法
律
に
基
づ
い
て
し
た
機
構
の
処
分
に
不
服
が

第
七
十
二
条

こ
の
法
律
に
基
づ
い
て
し
た
機
構
の
処
分
に
不
服
が

あ
る
者
は
、
経
済
産
業
大
臣
に
対
し
、
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が

あ
る
者
は
、
経
済
産
業
大
臣
に
対
し
、
行
政
不
服
審
査
法
に
よ
る

で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
経
済
産
業
大
臣
は
、
行
政
不
服

審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

審
査
法
第
二
十
五
条
第
二
項
及
び
第
三
項
、
第
四
十
六
条
第
一
項

及
び
第
二
項
並
び
に
第
四
十
七
条
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、

機
構
の
上
級
行
政
庁
と
み
な
す
。

第
七
十
三
条

削
除

第
七
十
三
条

こ
の
法
律
に
基
づ
い
て
機
構
が
し
た
処
分
の
取
消
し
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の
訴
え
は
、
当
該
処
分
に
つ
い
て
の
審
査
請
求
に
対
す
る
経
済
産

業
大
臣
の
裁
決
を
経
た
後
で
な
け
れ
ば
、
提
起
す
る
こ
と
が
で
き

な
い
。
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○

使
用
済
自
動
車
の
再
資
源
化
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
四
年
法
律
第
八
十
七
号
）
（
第
二
百
六
十
一
条
関
係
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
再
審
査
請
求
等
）

（
再
審
査
請
求
）

第
百
二
十
八
条

こ
の
法
律
の
規
定
に
よ
り
保
健
所
を
設
置
す
る
市

第
百
二
十
八
条

こ
の
法
律
の
規
定
に
よ
り
保
健
所
を
設
置
す
る
市

又
は
特
別
区
の
長
が
し
た
処
分
（
地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年

又
は
特
別
区
の
長
が
し
た
処
分
（
第
百
三
十
五
条
に
規
定
す
る
第

法
律
第
六
十
七
号
）
第
二
条
第
九
項
第
一
号
に
規
定
す
る
第
一
号

一
号
法
定
受
託
事
務
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）
に
つ
い
て
の
審
査

法
定
受
託
事
務
（
以
下
「
第
一
号
法
定
受
託
事
務
」
と
い
う
。
）

請
求
の
裁
決
に
不
服
の
あ
る
者
は
、
主
務
大
臣
に
対
し
て
再
審
査

に
係
る
も
の
に
限
る
。
）
に
つ
い
て
の
審
査
請
求
の
裁
決
に
不
服

請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

の
あ
る
者
は
、
主
務
大
臣
に
対
し
て
再
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が

で
き
る
。

２

保
健
所
を
設
置
す
る
市
又
は
特
別
区
の
長
が
こ
の
法
律
の
規
定

〔
新
設
〕

に
よ
り
そ
の
処
理
す
る
こ
と
と
さ
れ
た
事
務
の
う
ち
第
一
号
法
定

受
託
事
務
に
係
る
処
分
を
す
る
権
限
を
そ
の
補
助
機
関
で
あ
る
職

員
又
は
そ
の
管
理
に
属
す
る
行
政
機
関
の
長
に
委
任
し
た
場
合
に

お
い
て
、
委
任
を
受
け
た
職
員
又
は
行
政
機
関
の
長
が
そ
の
委
任

に
基
づ
い
て
し
た
処
分
に
つ
き
、
地
方
自
治
法
第
二
百
五
十
五
条

の
二
第
二
項
の
再
審
査
請
求
の
裁
決
が
あ
っ
た
と
き
は
、
当
該
裁

決
に
不
服
が
あ
る
者
は
、
同
法
第
二
百
五
十
二
条
の
十
七
の
四
第

五
項
か
ら
第
七
項
ま
で
の
規
定
の
例
に
よ
り
、
主
務
大
臣
に
対
し

て
再
々
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
百
三
十
五
条

こ
の
法
律
の
規
定
に
よ
り
都
道
府
県
、
保
健
所
を

第
百
三
十
五
条

こ
の
法
律
の
規
定
に
よ
り
都
道
府
県
、
保
健
所
を

設
置
す
る
市
又
は
特
別
区
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
都
道
府
県

設
置
す
る
市
又
は
特
別
区
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
都
道
府
県

等
」
と
い
う
。
）
が
処
理
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
事
務
の
う
ち

等
」
と
い
う
。
）
が
処
理
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
事
務
の
う
ち

、
次
に
掲
げ
る
も
の
は
、
第
一
号
法
定
受
託
事
務
と
す
る
。

、
次
に
掲
げ
る
も
の
は
、
地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第

六
十
七
号
）
第
二
条
第
九
項
第
一
号
に
規
定
す
る
第
一
号
法
定
受

託
事
務
と
す
る
。

一
・
二

（
略
）

一
・
二

（
略
）
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○

経
済
連
携
協
定
に
基
づ
く
特
定
原
産
地
証
明
書
の
発
給
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
六
年
法
律
第
百
四
十
三
号
）
（
第
二
百
六
十
二
条

関
係
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
指
定
発
給
機
関
が
し
た
処
分
等
に
係
る
審
査
請
求
）

（
指
定
発
給
機
関
が
し
た
処
分
等
に
係
る
不
服
申
立
て
）

第
二
十
五
条

指
定
発
給
機
関
が
行
う
第
一
種
特
定
原
産
地
証
明
書

第
二
十
五
条

指
定
発
給
機
関
が
行
う
第
一
種
特
定
原
産
地
証
明
書

の
発
給
に
係
る
処
分
又
は
そ
の
不
作
為
に
つ
い
て
不
服
が
あ
る
者

の
発
給
に
係
る
処
分
又
は
そ
の
不
作
為
に
つ
い
て
不
服
が
あ
る
者

は
、
経
済
産
業
大
臣
に
対
し
、
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る

は
、
経
済
産
業
大
臣
に
対
し
、
行
政
不
服
審
査
法
（
昭
和
三
十
七

。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
経
済
産
業
大
臣
は
、
行
政
不
服
審
査
法

年
法
律
第
百
六
十
号
）
に
よ
る
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る

（
平
成
二
十
六
年
法
律
第

号
）
第
二
十
五
条
第
二
項
及
び

。

第
三
項
、
第
四
十
六
条
第
一
項
及
び
第
二
項
並
び
に
第
四
十
九
条

第
三
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
指
定
発
給
機
関
の
上
級
行

政
庁
と
み
な
す
。
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○

船
舶
法
（
明
治
三
十
二
年
法
律
第
四
十
六
号
）
（
第
二
百
六
十
三
条
関
係
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

第
三
十
二
条

（
略
）

第
三
十
二
条

（
略
）

②
行
政
不
服
審
査
法
（
平
成
二
十
六
年
法
律
第

号
）
ニ
定
ム

②
行
政
不
服
審
査
法
（
昭
和
三
十
七
年
法
律
第
百
六
十
号
）
ニ
定
ム

ル
モ
ノ
ノ
外
領
事
ノ
行
フ
前
項
ノ
事
務
ニ
係
ル
処
分
又
ハ
其
不
作

ル
モ
ノ
ノ
外
領
事
ノ
行
フ
前
項
ノ
事
務
ニ
係
ル
処
分
又
ハ
其
不
作

為
ニ
付
テ
ノ
審
査
請
求
ニ
関
シ
必
要
ナ
ル
事
項
ハ
政
令
ヲ
以
テ
之

為
ニ
付
テ
ノ
審
査
請
求
ニ
関
シ
必
要
ナ
ル
事
項
ハ
政
令
ヲ
以
テ
之

ヲ
定
ム

ヲ
定
ム
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○

船
舶
の
ト
ン
数
の
測
度
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
五
十
五
年
法
律
第
四
十
号
）
（
第
二
百
六
十
三
条
関
係
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
外
国
に
お
け
る
事
務
）

（
外
国
に
お
け
る
事
務
）

第
九
条

（
略
）

第
九
条

（
略
）

２

行
政
不
服
審
査
法
（
平
成
二
十
六
年
法
律
第

号
）
に
定

２

行
政
不
服
審
査
法
（
昭
和
三
十
七
年
法
律
第
百
六
十
号
）
に
定

め
る
も
の
の
ほ
か
、
領
事
官
の
行
う
前
項
の
事
務
に
係
る
処
分
又

め
る
も
の
の
ほ
か
、
領
事
官
の
行
う
前
項
の
事
務
に
係
る
処
分
又

は
そ
の
不
作
為
に
つ
い
て
の
審
査
請
求
に
関
し
て
必
要
な
事
項
は

は
そ
の
不
作
為
に
つ
い
て
の
審
査
請
求
に
関
し
て
必
要
な
事
項
は

、
政
令
で
定
め
る
。

、
政
令
で
定
め
る
。
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○

水
害
予
防
組
合
法
（
明
治
四
十
一
年
法
律
第
五
十
号
）
（
第
二
百
六
十
四
条
関
係
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

第
五
十
九
条

組
合
費
及
夫
役
現
品
ノ
賦
課
ヲ
受
ケ
タ
ル
者
其
ノ
賦

第
五
十
九
条

組
合
費
及
夫
役
現
品
ノ
賦
課
ヲ
受
ケ
タ
ル
者
其
ノ
賦

課
ニ
不
服
ア
ル
ト
キ
ハ
賦
課
令
状
ノ
交
付
後
三
月
以
内
ニ
審
査
請

課
ニ
不
服
ア
ル
ト
キ
ハ
賦
課
令
状
ノ
交
付
後
三
月
以
内
ニ
行
政
不

求
ヲ
為
ス
コ
ト
ヲ
得

服
審
査
法
（
昭
和
三
十
七
年
法
律
第
百
六
十
号
）
ニ
依
ル
異
議
申

立
ヲ
為
ス
コ
ト
ヲ
得

②

（
略
）

②

（
略
）

③
本
条
ノ
審
査
請
求
ハ
組
合
会
ノ
決
定
ニ
付
ス
ヘ
シ

③
本
条
ノ
異
議
申
立
ハ
組
合
会
ノ
決
定
ニ
付
ス
ヘ
シ

④

（
略
）

④

（
略
）

第
七
十
三
条

（
略
）

第
七
十
三
条

（
略
）

②

（
略
）

②

（
略
）

③
本
法
ニ
規
定
ス
ル
異
議
ノ
申
出
又
ハ
審
査
ノ
申
立
ニ
関
ス
ル
期
間

③
本
法
ニ
規
定
ス
ル
異
議
ノ
申
出
又
ハ
審
査
ノ
申
立
ニ
関
ス
ル
期
間

ノ
計
算
ニ
付
テ
ハ
行
政
不
服
審
査
法
（
平
成
二
十
六
年
法
律
第

ノ
計
算
ニ
付
テ
ハ
行
政
不
服
審
査
法
ノ
規
定
ニ
依
ル

号
）
ノ
規
定
ニ
依
ル

④

（
略
）

④

（
略
）
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○

船
舶
安
全
法
（
昭
和
八
年
法
律
第
十
一
号
）
（
第
二
百
六
十
五
条
関
係
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

第
十
一
条

管
海
官
庁
ノ
検
査
又
ハ
検
定
ヲ
受
ケ
タ
ル
者
検
査
又
ハ

第
十
一
条

管
海
官
庁
ノ
検
査
又
ハ
検
定
ヲ
受
ケ
タ
ル
者
検
査
又
ハ

検
定
ニ
対
シ
不
服
ア
ル
ト
キ
ハ
検
査
又
ハ
検
定
ノ
結
果
ニ
関
ス
ル

検
定
ニ
対
シ
不
服
ア
ル
ト
キ
ハ
検
査
又
ハ
検
定
ノ
結
果
ニ
関
ス
ル

通
知
ヲ
受
ケ
タ
ル
日
ノ
翌
日
ヨ
リ
起
算
シ
三
十
日
内
ニ
其
ノ
事
由

通
知
ヲ
受
ケ
タ
ル
日
ノ
翌
日
ヨ
リ
起
算
シ
三
十
日
内
ニ
其
ノ
事
由

ヲ
具
シ
国
土
交
通
大
臣
ニ
再
検
査
又
ハ
再
検
定
ヲ
申
請
ス
ル
コ
ト

ヲ
具
シ
国
土
交
通
大
臣
ニ
再
検
査
又
ハ
再
検
定
ヲ
申
請
シ
再
検
査

ヲ
得

又
ハ
再
検
定
ニ
対
シ
不
服
ア
ル
ト
キ
ハ
其
ノ
取
消
ノ
訴
ヲ
提
起
ス

ル
コ
ト
ヲ
得

②
前
項
ノ
検
査
若
ハ
検
定
又
ハ
再
検
査
若
ハ
再
検
定
ニ
対
シ
不
服
ア

〔
新
設
〕

ル
ト
キ
ハ
其
ノ
取
消
ノ
訴
ヲ
提
起
ス
ル
コ
ト
ヲ
得

③

（
略
）

②

（
略
）

④
第
一
項
ノ
検
査
又
ハ
検
定
ニ
対
シ
不
服
ア
ル
者
ハ
同
項
及
第
二
項

③
第
一
項
ノ
検
査
又
ハ
検
定
ニ
対
シ
不
服
ア
ル
者
ハ
同
項
ノ
規
定
ニ

ノ
規
定
ニ
依
ル
コ
ト
ニ
依
リ
テ
ノ
ミ
之
ヲ
争
フ
コ
ト
ヲ
得

依
ル
コ
ト
ニ
依
リ
テ
ノ
ミ
之
ヲ
争
フ
コ
ト
ヲ
得

⑤

（
略
）

④

（
略
）

第
二
十
九
条
ノ
五

登
録
検
定
機
関
若
ハ
登
録
検
査
確
認
機
関
又
ハ

第
二
十
九
条
ノ
五

登
録
検
定
機
関
若
ハ
登
録
検
査
確
認
機
関
又
ハ

機
構
ノ
為
ス
検
定
業
務
若
ハ
検
査
及
確
認
ニ
係
ル
業
務
又
ハ
小
型

機
構
ノ
為
シ
タ
ル
検
定
業
務
若
ハ
検
査
及
確
認
ニ
係
ル
業
務
又
ハ

船
舶
検
査
事
務
ニ
係
ル
処
分
又
ハ
其
ノ
不
作
為
ニ
対
シ
不
服
ア
ル

小
型
船
舶
検
査
事
務
ニ
係
ル
処
分
又
ハ
其
ノ
不
作
為
ニ
対
シ
不
服

者
ハ
第
十
一
条
第
一
項
又
ハ
第
五
項
ノ
規
定
ニ
依
ル
場
合
ヲ
除
ク

ア
ル
者
ハ
第
十
一
条
第
一
項
又
ハ
第
四
項
ノ
規
定
ニ
依
ル
場
合
ヲ

ノ
外
国
土
交
通
大
臣
ニ
対
シ
審
査
請
求
ヲ
為
ス
コ
ト
ヲ
得
此
ノ
場

除
ク
ノ
外
国
土
交
通
大
臣
ニ
対
シ
行
政
不
服
審
査
法
（
昭
和
三
十

合
ニ
於
テ
ハ
国
土
交
通
大
臣
ハ
行
政
不
服
審
査
法
（
平
成
二
十
六

七
年
法
律
第
百
六
十
号
）
ニ
依
ル
審
査
請
求
ヲ
為
ス
コ
ト
ヲ
得

年
法
律
第

号
）
第
二
十
五
条
第
二
項
及
第
三
項
、
第
四
十

六
条
第
一
項
及
第
二
項
、
第
四
十
七
条
並
ニ
第
四
十
九
条
第
三
項

ノ
規
定
ノ
適
用
ニ
付
テ
ハ
登
録
検
定
機
関
若
ハ
登
録
検
査
確
認
機

関
又
ハ
機
構
ノ
上
級
行
政
庁
ト
看
做
ス

②
登
録
検
査
機
関
ノ
為
ス
第
二
十
八
条
第
一
項
第
二
号
ノ
検
査
ニ
係

②
登
録
検
査
機
関
ノ
為
シ
タ
ル
第
二
十
八
条
第
一
項
第
二
号
ノ
検
査

ル
業
務
ニ
係
ル
処
分
又
ハ
其
ノ
不
作
為
ニ
対
シ
不
服
ア
ル
者
ハ
第

ニ
係
ル
業
務
ニ
係
ル
処
分
又
ハ
其
ノ
不
作
為
ニ
対
シ
不
服
ア
ル
者

十
一
条
第
一
項
又
ハ
第
二
十
八
条
第
六
項
ノ
規
定
ニ
依
ル
場
合
ヲ

ハ
第
十
一
条
第
一
項
又
ハ
第
二
十
八
条
第
六
項
ノ
規
定
ニ
依
ル
場

除
ク
ノ
外
国
土
交
通
大
臣
ニ
対
シ
審
査
請
求
ヲ
為
ス
コ
ト
ヲ
得
此

合
ヲ
除
ク
ノ
外
国
土
交
通
大
臣
ニ
対
シ
行
政
不
服
審
査
法
ニ
依
ル



- 545 -

ノ
場
合
ニ
於
テ
ハ
国
土
交
通
大
臣
ハ
行
政
不
服
審
査
法
第
二
十
五

審
査
請
求
ヲ
為
ス
コ
ト
ヲ
得

条
第
二
項
及
第
三
項
、
第
四
十
六
条
第
一
項
及
第
二
項
、
第
四
十

七
条
並
ニ
第
四
十
九
条
第
三
項
ノ
規
定
ノ
適
用
ニ
付
テ
ハ
登
録
検

査
機
関
ノ
上
級
行
政
庁
ト
看
做
ス

③
第
二
十
九
条
ノ
三
第
二
項
ノ
登
録
ヲ
受
ケ
タ
ル
船
級
協
会
ノ
為
ス

③
第
二
十
九
条
ノ
三
第
二
項
ノ
登
録
ヲ
受
ケ
タ
ル
船
級
協
会
ノ
為
シ

証
書
ノ
発
給
ニ
係
ル
処
分
又
ハ
其
ノ
不
作
為
ニ
対
シ
不
服
ア
ル
者

タ
ル
証
書
ノ
発
給
ニ
係
ル
処
分
又
ハ
其
ノ
不
作
為
ニ
対
シ
不
服
ア

ハ
国
土
交
通
大
臣
ニ
対
シ
審
査
請
求
ヲ
為
ス
コ
ト
ヲ
得
此
ノ
場
合

ル
者
ハ
国
土
交
通
大
臣
ニ
対
シ
行
政
不
服
審
査
法
ニ
依
ル
審
査
請

ニ
於
テ
ハ
国
土
交
通
大
臣
ハ
行
政
不
服
審
査
法
第
二
十
五
条
第
二

求
ヲ
為
ス
コ
ト
ヲ
得

項
及
第
三
項
、
第
四
十
六
条
第
一
項
及
第
二
項
、
第
四
十
七
条
並

ニ
第
四
十
九
条
第
三
項
ノ
規
定
ノ
適
用
ニ
付
テ
ハ
船
級
協
会
ノ
上

級
行
政
庁
ト
看
做
ス
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○

陸
上
交
通
事
業
調
整
法
（
昭
和
十
三
年
法
律
第
七
十
一
号
）
（
第
二
百
六
十
六
条
関
係
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

第
十
条

（
略
）

第
十
条

（
略
）

②
第
三
条
第
二
項
ノ
裁
定
ニ
付
テ
ノ
審
査
請
求
ニ
於
テ
ハ
第
二
条
第

②
第
三
条
第
二
項
ノ
裁
定
ニ
付
テ
ノ
異
議
申
立
ニ
於
テ
ハ
第
二
条
第

一
項
第
二
号
ノ
譲
受
ノ
価
格
其
ノ
他
前
項
ニ
規
定
ス
ル
事
項
ニ
付

一
項
第
二
号
ノ
譲
受
ノ
価
格
其
ノ
他
前
項
ニ
規
定
ス
ル
事
項
ニ
付

テ
ノ
不
服
ヲ
其
ノ
裁
定
ニ
付
テ
ノ
不
服
ノ
理
由
ト
為
ス
コ
ト
ヲ
得

テ
ノ
不
服
ヲ
其
ノ
裁
定
ニ
付
テ
ノ
不
服
ノ
理
由
ト
為
ス
コ
ト
ヲ
得

ズ

ズ
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○

船
員
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
号
）
（
第
二
百
六
十
七
条
関
係
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
再
検
査
）

（
再
検
査
）

第
百
条
の
九

（
略
）

第
百
条
の
九

（
略
）

２

法
定
検
査
又
は
前
項
の
再
検
査
の
結
果
に
不
服
が
あ
る
者
は
、

２

前
項
の
再
検
査
の
結
果
に
不
服
が
あ
る
者
は
、
そ
の
取
消
し
の

そ
の
取
消
し
の
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

３
・
４

（
略
）

３
・
４

（
略
）

（
外
国
に
お
け
る
国
土
交
通
大
臣
の
事
務
）

（
外
国
に
お
け
る
国
土
交
通
大
臣
の
事
務
）

第
百
三
条

（
略
）

第
百
三
条

（
略
）

②

行
政
不
服
審
査
法
（
平
成
二
十
六
年
法
律
第

号
）
に
定

②

行
政
不
服
審
査
法
（
昭
和
三
十
七
年
法
律
第
百
六
十
号
）
に
定

め
る
も
の
の
ほ
か
、
領
事
官
の
行
う
前
項
の
事
務
に
係
る
処
分
又

め
る
も
の
の
ほ
か
、
領
事
官
の
行
な
う
前
項
の
事
務
に
係
る
処
分

は
そ
の
不
作
為
に
つ
い
て
の
審
査
請
求
に
関
し
て
必
要
な
事
項
は

又
は
そ
の
不
作
為
に
つ
い
て
の
審
査
請
求
に
関
し
て
必
要
な
事
項

、
政
令
で
定
め
る
。

は
、
政
令
で
定
め
る
。

（
市
町
村
が
処
理
す
る
事
務
）

（
市
町
村
が
処
理
す
る
事
務
）

第
百
四
条

（
略
）

第
百
四
条

（
略
）

②

（
略
）

②

（
略
）

③

市
町
村
長
の
行
う
第
一
項
の
事
務
（
地
方
自
治
法
第
二
条
第
九

③

市
町
村
長
の
行
う
第
一
項
の
事
務
（
地
方
自
治
法
第
二
条
第
九

項
第
一
号
に
規
定
す
る
第
一
号
法
定
受
託
事
務
で
あ
る
も
の
に
限

項
第
一
号
に
規
定
す
る
第
一
号
法
定
受
託
事
務
で
あ
る
も
の
に
限

る
。
）
に
係
る
処
分
の
不
作
為
に
つ
い
て
の
審
査
請
求
は
、
市
町

る
。
）
に
係
る
処
分
の
不
作
為
に
つ
い
て
の
審
査
請
求
は
、
都
道

村
長
、
都
道
府
県
知
事
又
は
国
土
交
通
大
臣
の
い
ず
れ
か
に
対
し

府
県
知
事
又
は
国
土
交
通
大
臣
の
い
ず
れ
か
に
対
し
て
す
る
も
の

て
す
る
も
の
と
す
る
。

と
す
る
。
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○

海
難
審
判
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
三
十
五
号
）
（
第
二
百
六
十
八
条
関
係
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
審
査
請
求
）

（
行
政
不
服
審
査
法
に
よ
る
申
立
て
）

第
五
十
四
条

こ
の
法
律
に
基
づ
く
処
分
又
は
そ
の
不
作
為
に
つ
い

第
五
十
四
条

こ
の
法
律
に
基
づ
く
処
分
に
つ
い
て
は
、
行
政
不
服

て
は
、
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

審
査
法
（
昭
和
三
十
七
年
法
律
第
百
六
十
号
）
に
よ
る
不
服
申
立

て
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
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○

建
設
業
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
号
）
（
第
二
百
六
十
九
条
関
係
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
指
定
試
験
機
関
が
し
た
処
分
等
に
係
る
審
査
請
求
）

（
指
定
試
験
機
関
が
し
た
処
分
等
に
係
る
審
査
請
求
）

第
二
十
七
条
の
十
七

指
定
試
験
機
関
が
行
う
試
験
事
務
に
係
る
処

第
二
十
七
条
の
十
七

指
定
試
験
機
関
が
行
う
試
験
事
務
に
係
る
処

分
又
は
そ
の
不
作
為
に
つ
い
て
は
、
国
土
交
通
大
臣
に
対
し
て
、

分
又
は
そ
の
不
作
為
に
つ
い
て
は
、
国
土
交
通
大
臣
に
対
し
て
、

審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
国
土

行
政
不
服
審
査
法
（
昭
和
三
十
七
年
法
律
第
百
六
十
号
）
に
よ
る

交
通
大
臣
は
、
行
政
不
服
審
査
法
（
平
成
二
十
六
年
法
律
第

審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

号
）
第
二
十
五
条
第
二
項
及
び
第
三
項
、
第
四
十
六
条
第
一
項

及
び
第
二
項
、
第
四
十
七
条
並
び
に
第
四
十
九
条
第
三
項
の
規
定

の
適
用
に
つ
い
て
は
、
指
定
試
験
機
関
の
上
級
行
政
庁
と
み
な
す

。
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○

通
訳
案
内
士
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
二
百
十
号
）
（
第
二
百
七
十
条
関
係
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
機
構
が
し
た
処
分
等
に
係
る
審
査
請
求
）

（
機
構
が
し
た
処
分
に
係
る
審
査
請
求
）

第
十
六
条

機
構
が
行
う
試
験
事
務
に
係
る
処
分
又
は
そ
の
不
作
為

第
十
六
条

機
構
が
行
う
試
験
事
務
に
係
る
処
分
（
試
験
の
結
果
に

に
つ
い
て
は
、
観
光
庁
長
官
に
対
し
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で

つ
い
て
の
処
分
を
除
く
。
）
又
は
そ
の
不
作
為
に
つ
い
て
は
、
観

き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
観
光
庁
長
官
は
、
行
政
不
服
審
査

光
庁
長
官
に
対
し
行
政
不
服
審
査
法
（
昭
和
三
十
七
年
法
律
第
百

法
（
平
成
二
十
六
年
法
律
第

号
）
第
二
十
五
条
第
二
項
及

六
十
号
）
に
よ
る
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

び
第
三
項
、
第
四
十
六
条
第
一
項
及
び
第
二
項
、
第
四
十
七
条
並

び
に
第
四
十
九
条
第
三
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
機
構
の

上
級
行
政
庁
と
み
な
す
。
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○

建
築
基
準
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
一
号
）
（
第
二
百
七
十
一
条
関
係
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
審
査
請
求
）

（
審
査
請
求
）

第
七
十
七
条
の
十
七

指
定
建
築
基
準
適
合
判
定
資
格
者
検
定
機
関

第
七
十
七
条
の
十
七

指
定
建
築
基
準
適
合
判
定
資
格
者
検
定
機
関

が
行
う
建
築
基
準
適
合
判
定
資
格
者
検
定
事
務
に
係
る
処
分
又
は

が
行
う
建
築
基
準
適
合
判
定
資
格
者
検
定
事
務
に
係
る
処
分
又
は

そ
の
不
作
為
に
つ
い
て
は
、
国
土
交
通
大
臣
に
対
し
、
審
査
請
求

そ
の
不
作
為
（
行
政
不
服
審
査
法
（
昭
和
三
十
七
年
法
律
第
百
六

を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
国
土
交
通
大
臣

十
号
）
第
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
不
作
為
を
い
う
。
以
下
同
じ

は
、
行
政
不
服
審
査
法
（
平
成
二
十
六
年
法
律
第

号
）
第

。
）
に
つ
い
て
は
、
国
土
交
通
大
臣
に
対
し
、
同
法
に
よ
る
審
査

二
十
五
条
第
二
項
及
び
第
三
項
、
第
四
十
六
条
第
一
項
及
び
第
二

請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

項
、
第
四
十
七
条
並
び
に
第
四
十
九
条
第
三
項
の
規
定
の
適
用
に

つ
い
て
は
、
指
定
建
築
基
準
適
合
判
定
資
格
者
検
定
機
関
の
上
級

行
政
庁
と
み
な
す
。

（
審
査
請
求
）

（
審
査
請
求
）

第
七
十
七
条
の
五
十
三

こ
の
法
律
の
規
定
に
よ
る
指
定
認
定
機
関

第
七
十
七
条
の
五
十
三

こ
の
法
律
の
規
定
に
よ
る
指
定
認
定
機
関

の
行
う
処
分
又
は
そ
の
不
作
為
に
つ
い
て
は
、
国
土
交
通
大
臣
に

の
行
う
処
分
又
は
そ
の
不
作
為
に
つ
い
て
は
、
国
土
交
通
大
臣
に

対
し
、
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て

対
し
、
行
政
不
服
審
査
法
に
よ
る
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き

、
国
土
交
通
大
臣
は
、
行
政
不
服
審
査
法
第
二
十
五
条
第
二
項
及

る
。

び
第
三
項
、
第
四
十
六
条
第
一
項
及
び
第
二
項
、
第
四
十
七
条
並

び
に
第
四
十
九
条
第
三
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
指
定
認

定
機
関
の
上
級
行
政
庁
と
み
な
す
。

（
指
定
性
能
評
価
機
関
）

（
指
定
性
能
評
価
機
関
）

第
七
十
七
条
の
五
十
六

（
略
）

第
七
十
七
条
の
五
十
六

（
略
）

２

第
七
十
七
条
の
三
十
六
第
二
項
の
規
定
は
前
項
の
申
請
に
、
第

２

第
七
十
七
条
の
三
十
六
第
二
項
の
規
定
は
前
項
の
申
請
に
、
第

七
十
七
条
の
三
十
七
、
第
七
十
七
条
の
三
十
八
、
第
七
十
七
条
の

七
十
七
条
の
三
十
七
、
第
七
十
七
条
の
三
十
八
、
第
七
十
七
条
の

三
十
九
第
一
項
及
び
第
七
十
七
条
の
四
十
一
の
規
定
は
第
六
十
八

三
十
九
第
一
項
及
び
第
七
十
七
条
の
四
十
一
の
規
定
は
第
六
十
八

条
の
二
十
五
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
に
、
第
七
十
七
条
の
三

条
の
二
十
五
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
に
、
第
七
十
七
条
の
三

十
九
第
二
項
及
び
第
三
項
、
第
七
十
七
条
の
四
十
、
第
七
十
七
条

十
九
第
二
項
及
び
第
三
項
、
第
七
十
七
条
の
四
十
、
第
七
十
七
条

の
四
十
二
か
ら
第
七
十
七
条
の
四
十
五
ま
で
並
び
に
第
七
十
七
条

の
四
十
二
か
ら
第
七
十
七
条
の
四
十
五
ま
で
並
び
に
第
七
十
七
条
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の
四
十
七
か
ら
第
七
十
七
条
の
五
十
二
ま
で
の
規
定
は
前
項
の
規

の
四
十
七
か
ら
第
七
十
七
条
の
五
十
二
ま
で
の
規
定
は
前
項
の
規

定
に
よ
る
指
定
を
受
け
た
者
（
以
下
こ
の
条
、
第
九
十
七
条
の
四

定
に
よ
る
指
定
を
受
け
た
者
（
以
下
こ
の
条
、
第
九
十
七
条
の
四

及
び
第
百
条
に
お
い
て
「
指
定
性
能
評
価
機
関
」
と
い
う
。
）
に

及
び
第
百
条
に
お
い
て
「
指
定
性
能
評
価
機
関
」
と
い
う
。
）
に

、
第
七
十
七
条
の
五
十
三
の
規
定
は
指
定
性
能
評
価
機
関
の
行
う

、
第
七
十
七
条
の
五
十
三
の
規
定
は
指
定
性
能
評
価
機
関
が
行
つ

性
能
評
価
又
は
そ
の
不
作
為
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に

た
性
能
評
価
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
七

お
い
て
、
第
七
十
七
条
の
三
十
八
第
一
号
、
第
七
十
七
条
の
四
十

十
七
条
の
三
十
八
第
一
号
、
第
七
十
七
条
の
四
十
二
、
第
七
十
七

二
、
第
七
十
七
条
の
四
十
三
第
一
項
及
び
第
七
十
七
条
の
五
十
一

条
の
四
十
三
第
一
項
及
び
第
七
十
七
条
の
五
十
一
第
二
項
第
五
号

第
二
項
第
五
号
中
「
認
定
員
」
と
あ
る
の
は
「
評
価
員
」
と
、
同

中
「
認
定
員
」
と
あ
る
の
は
「
評
価
員
」
と
、
第
七
十
七
条
の
五

項
第
一
号
中
「
第
七
十
七
条
の
四
十
六
第
一
項
、
第
七
十
七
条
の

十
一
第
二
項
第
一
号
中
「
第
七
十
七
条
の
四
十
六
第
一
項
、
第
七

四
十
七
」
と
あ
る
の
は
「
第
七
十
七
条
の
四
十
七
」
と
、
第
七
十

十
七
条
の
四
十
七
」
と
あ
る
の
は
「
第
七
十
七
条
の
四
十
七
」
と

七
条
の
五
十
三
中
「
処
分
」
と
あ
る
の
は
「
処
分
（
性
能
評
価
の

、
第
七
十
七
条
の
五
十
三
中
「
処
分
」
と
あ
る
の
は
「
処
分
（
性

結
果
を
除
く
。
）
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

能
評
価
の
結
果
を
除
く
。
）
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

（
建
築
審
査
会
）

（
建
築
審
査
会
）

第
七
十
八
条

こ
の
法
律
に
規
定
す
る
同
意
及
び
第
九
十
四
条
第
一

第
七
十
八
条

こ
の
法
律
に
規
定
す
る
同
意
及
び
第
九
十
四
条
第
一

項
前
段
の
審
査
請
求
に
対
す
る
裁
決
に
つ
い
て
の
議
決
を
行
わ
せ

項
の
審
査
請
求
に
対
す
る
裁
決
に
つ
い
て
の
議
決
を
行
わ
せ
る
と

る
と
と
も
に
、
特
定
行
政
庁
の
諮
問
に
応
じ
て
、
こ
の
法
律
の
施

と
も
に
、
特
定
行
政
庁
の
諮
問
に
応
じ
て
、
こ
の
法
律
の
施
行
に

行
に
関
す
る
重
要
事
項
を
調
査
審
議
さ
せ
る
た
め
に
、
建
築
主
事

関
す
る
重
要
事
項
を
調
査
審
議
さ
せ
る
た
め
に
、
建
築
主
事
を
置

を
置
く
市
町
村
及
び
都
道
府
県
に
、
建
築
審
査
会
を
置
く
。

く
市
町
村
及
び
都
道
府
県
に
、
建
築
審
査
会
を
置
く
。

２

（
略
）

２

（
略
）

（
委
員
の
除
斥
）

（
委
員
の
除
斥
）

第
八
十
二
条

委
員
は
、
自
己
又
は
三
親
等
以
内
の
親
族
の
利
害
に

第
八
十
二
条

委
員
は
、
自
己
又
は
三
親
等
以
内
の
親
族
の
利
害
に

関
係
の
あ
る
事
件
に
つ
い
て
は
、
こ
の
法
律
に
規
定
す
る
同
意
又

関
係
の
あ
る
事
件
に
つ
い
て
は
、
こ
の
法
律
に
規
定
す
る
同
意
又

は
第
九
十
四
条
第
一
項
前
段
の
審
査
請
求
に
対
す
る
裁
決
に
関
す

は
第
九
十
四
条
第
一
項
の
審
査
請
求
に
対
す
る
裁
決
に
関
す
る
議

る
議
事
に
加
わ
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

事
に
加
わ
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

（
不
服
申
立
て
）

（
不
服
申
立
て
）

第
九
十
四
条

建
築
基
準
法
令
の
規
定
に
よ
る
特
定
行
政
庁
、
建
築

第
九
十
四
条

建
築
基
準
法
令
の
規
定
に
よ
る
特
定
行
政
庁
、
建
築

主
事
若
し
く
は
建
築
監
視
員
、
都
道
府
県
知
事
、
指
定
確
認
検
査

主
事
若
し
く
は
建
築
監
視
員
、
都
道
府
県
知
事
、
指
定
確
認
検
査

機
関
又
は
指
定
構
造
計
算
適
合
性
判
定
機
関
の
処
分
又
は
そ
の
不

機
関
又
は
指
定
構
造
計
算
適
合
性
判
定
機
関
の
処
分
又
は
こ
れ
に

作
為
に
つ
い
て
の
審
査
請
求
は
、
行
政
不
服
審
査
法
第
四
条
第
一

係
る
不
作
為
に
不
服
が
あ
る
者
は
、
行
政
不
服
審
査
法
第
三
条
第

号
に
規
定
す
る
処
分
庁
又
は
不
作
為
庁
が
、
特
定
行
政
庁
、
建
築

二
項
に
規
定
す
る
処
分
庁
又
は
不
作
為
庁
が
、
特
定
行
政
庁
、
建

主
事
若
し
く
は
建
築
監
視
員
又
は
都
道
府
県
知
事
で
あ
る
場
合
に

築
主
事
若
し
く
は
建
築
監
視
員
又
は
都
道
府
県
知
事
で
あ
る
場
合
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あ
つ
て
は
当
該
市
町
村
又
は
都
道
府
県
の
建
築
審
査
会
に
、
指
定

に
あ
つ
て
は
当
該
市
町
村
又
は
都
道
府
県
の
建
築
審
査
会
に
、
指

確
認
検
査
機
関
で
あ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
当
該
処
分
又
は
不
作
為

定
確
認
検
査
機
関
で
あ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
当
該
処
分
又
は
不
作

に
係
る
建
築
物
又
は
工
作
物
に
つ
い
て
第
六
条
第
一
項
（
第
八
十

為
に
係
る
建
築
物
又
は
工
作
物
に
つ
い
て
第
六
条
第
一
項
（
第
八

七
条
第
一
項
、
第
八
十
七
条
の
二
又
は
第
八
十
八
条
第
一
項
若
し

十
七
条
第
一
項
、
第
八
十
七
条
の
二
又
は
第
八
十
八
条
第
一
項
若

く
は
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ

し
く
は
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に

る
確
認
を
す
る
権
限
を
有
す
る
建
築
主
事
が
置
か
れ
た
市
町
村
又

よ
る
確
認
を
す
る
権
限
を
有
す
る
建
築
主
事
が
置
か
れ
た
市
町
村

は
都
道
府
県
の
建
築
審
査
会
に
、
指
定
構
造
計
算
適
合
性
判
定
機

又
は
都
道
府
県
の
建
築
審
査
会
に
、
指
定
構
造
計
算
適
合
性
判
定

関
で
あ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
第
十
八
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ

機
関
で
あ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
第
十
八
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に

り
当
該
指
定
構
造
計
算
適
合
性
判
定
機
関
に
そ
の
構
造
計
算
適
合

よ
り
当
該
指
定
構
造
計
算
適
合
性
判
定
機
関
に
そ
の
構
造
計
算
適

性
判
定
を
行
わ
せ
た
都
道
府
県
知
事
が
統
括
す
る
都
道
府
県
の
建

合
性
判
定
を
行
わ
せ
た
都
道
府
県
知
事
が
統
括
す
る
都
道
府
県
の

築
審
査
会
に
対
し
て
す
る
も
の
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、

建
築
審
査
会
に
対
し
て
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

不
作
為
に
つ
い
て
の
審
査
請
求
は
、
建
築
審
査
会
に
代
え
て
、
当

該
不
作
為
庁
が
、
特
定
行
政
庁
、
建
築
主
事
、
建
築
監
視
員
又
は

都
道
府
県
知
事
で
あ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
当
該
市
町
村
の
長
又
は

都
道
府
県
知
事
に
、
指
定
確
認
検
査
機
関
で
あ
る
場
合
に
あ
つ
て

は
当
該
指
定
確
認
検
査
機
関
に
、
指
定
構
造
計
算
適
合
性
判
定
機

関
で
あ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
当
該
指
定
構
造
計
算
適
合
性
判
定
機

関
に
対
し
て
す
る
こ
と
も
で
き
る
。

２

建
築
審
査
会
は
、
前
項
前
段
の
規
定
に
よ
る
審
査
請
求
が
さ
れ

２

建
築
審
査
会
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
審
査
請
求
を
受
理
し
た

た
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
審
査
請
求
が
さ
れ
た
日
（
行
政
不
服

場
合
に
お
い
て
は
、
審
査
請
求
を
受
理
し
た
日
か
ら
一
月
以
内
に

審
査
法
第
二
十
三
条
の
規
定
に
よ
り
不
備
を
補
正
す
べ
き
こ
と
を

、
裁
決
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

命
じ
た
場
合
に
あ
つ
て
は
、
当
該
不
備
が
補
正
さ
れ
た
日
）
か
ら

一
月
以
内
に
、
裁
決
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

建
築
審
査
会
は
、
前
項
の
裁
決
を
行
う
場
合
に
お
い
て
は
、
行

３

建
築
審
査
会
は
、
前
項
の
裁
決
を
行
う
場
合
に
お
い
て
は
、
あ

政
不
服
審
査
法
第
二
十
四
条
の
規
定
に
よ
り
当
該
審
査
請
求
を
却

ら
か
じ
め
、
審
査
請
求
人
、
特
定
行
政
庁
、
建
築
主
事
、
建
築
監

下
す
る
場
合
を
除
き
、
あ
ら
か
じ
め
、
審
査
請
求
人
、
特
定
行
政

視
員
、
都
道
府
県
知
事
、
指
定
確
認
検
査
機
関
、
指
定
構
造
計
算

庁
、
建
築
主
事
、
建
築
監
視
員
、
都
道
府
県
知
事
、
指
定
確
認
検

適
合
性
判
定
機
関
そ
の
他
の
関
係
人
又
は
こ
れ
ら
の
者
の
代
理
人

査
機
関
、
指
定
構
造
計
算
適
合
性
判
定
機
関
そ
の
他
の
関
係
人
又

の
出
頭
を
求
め
て
、
公
開
に
よ
る
口
頭
審
査
を
行
わ
な
け
れ
ば
な

は
こ
れ
ら
の
者
の
代
理
人
の
出
頭
を
求
め
て
、
公
開
に
よ
る
口
頭

ら
な
い
。

審
査
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４

第
一
項
前
段
の
規
定
に
よ
る
審
査
請
求
に
つ
い
て
は
、
行
政
不

〔
新
設
〕
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服
審
査
法
第
三
十
一
条
の
規
定
は
適
用
せ
ず
、
前
項
の
口
頭
審
査

に
つ
い
て
は
、
同
法
第
九
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
ら

れ
た
同
法
第
三
十
一
条
第
二
項
か
ら
第
五
項
ま
で
の
規
定
を
準
用

す
る
。

（
審
査
請
求
と
訴
訟
と
の
関
係
）

第
九
十
六
条

削
除

第
九
十
六
条

第
九
十
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
処
分
の
取
消
し
の

訴
え
は
、
当
該
処
分
に
つ
い
て
の
審
査
請
求
に
対
す
る
建
築
審
査

会
の
裁
決
を
経
た
後
で
な
け
れ
ば
、
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
な
い

。

（
市
町
村
の
建
築
主
事
等
の
特
例
）

（
市
町
村
の
建
築
主
事
等
の
特
例
）

第
九
十
七
条
の
二

（
略
）

第
九
十
七
条
の
二

（
略
）

２
～
４

（
略
）

２
～
４

（
略
）

５

第
一
項
の
規
定
に
よ
り
建
築
主
事
を
置
く
市
町
村
の
長
た
る
特

５

第
一
項
の
規
定
に
よ
り
建
築
主
事
を
置
く
市
町
村
の
長
た
る
特

定
行
政
庁
、
同
項
の
建
築
主
事
又
は
当
該
特
定
行
政
庁
が
命
じ
た

定
行
政
庁
、
同
項
の
建
築
主
事
又
は
当
該
特
定
行
政
庁
が
命
じ
た

建
築
監
視
員
の
建
築
基
準
法
令
の
規
定
に
よ
る
処
分
又
は
そ
の
不

建
築
監
視
員
の
建
築
基
準
法
令
の
規
定
に
よ
る
処
分
又
は
こ
れ
に

作
為
に
つ
い
て
の
審
査
請
求
は
、
当
該
市
町
村
に
建
築
審
査
会
が

係
る
不
作
為
に
不
服
が
あ
る
者
は
、
当
該
市
町
村
に
建
築
審
査
会

置
か
れ
て
い
な
い
と
き
は
、
当
該
市
町
村
を
包
括
す
る
都
道
府
県

が
置
か
れ
て
い
な
い
と
き
は
、
当
該
市
町
村
を
包
括
す
る
都
道
府

の
建
築
審
査
会
に
対
し
て
す
る
も
の
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い

県
の
建
築
審
査
会
に
対
し
て
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

て
、
不
作
為
に
つ
い
て
の
審
査
請
求
は
、
建
築
審
査
会
に
代
え
て

、
当
該
不
作
為
に
係
る
市
町
村
の
長
に
対
し
て
す
る
こ
と
も
で
き

る
。
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○

建
築
士
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
二
号
）
（
第
二
百
七
十
二
条
関
係
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
審
査
請
求
）

（
審
査
請
求
）

第
十
条
の
十
八

中
央
指
定
登
録
機
関
が
行
う
一
級
建
築
士
登
録
等

第
十
条
の
十
八

中
央
指
定
登
録
機
関
が
行
う
一
級
建
築
士
登
録
等

事
務
に
係
る
処
分
又
は
そ
の
不
作
為
に
つ
い
て
不
服
が
あ
る
者
は

事
務
に
係
る
処
分
又
は
そ
の
不
作
為
に
つ
い
て
不
服
が
あ
る
者
は

、
国
土
交
通
大
臣
に
対
し
、
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

、
国
土
交
通
大
臣
に
対
し
、
行
政
不
服
審
査
法
（
昭
和
三
十
七
年

こ
の
場
合
に
お
い
て
、
国
土
交
通
大
臣
は
、
行
政
不
服
審
査
法
（

法
律
第
百
六
十
号
）
に
よ
る
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

平
成
二
十
六
年
法
律
第

号
）
第
二
十
五
条
第
二
項
及
び
第

三
項
、
第
四
十
六
条
第
一
項
及
び
第
二
項
、
第
四
十
七
条
並
び
に

第
四
十
九
条
第
三
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
中
央
指
定
登

録
機
関
の
上
級
行
政
庁
と
み
な
す
。
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○

港
湾
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
十
八
号
）
（
第
二
百
七
十
三
条
関
係
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
審
査
請
求
）

（
審
査
請
求
）

第
五
十
六
条
の
二
の
十
八

登
録
確
認
機
関
が
行
う
確
認
業
務
に
係

第
五
十
六
条
の
二
の
十
八

登
録
確
認
機
関
が
し
た
確
認
業
務
に
係

る
処
分
又
は
そ
の
不
作
為
に
つ
い
て
は
、
国
土
交
通
大
臣
に
対
し

る
処
分
又
は
そ
の
不
作
為
に
つ
い
て
は
、
国
土
交
通
大
臣
に
対
し

審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
国
土

行
政
不
服
審
査
法
（
昭
和
三
十
七
年
法
律
第
百
六
十
号
）
に
よ
る

交
通
大
臣
は
、
行
政
不
服
審
査
法
（
平
成
二
十
六
年
法
律
第

審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

号
）
第
二
十
五
条
第
二
項
及
び
第
三
項
、
第
四
十
六
条
第
一
項

及
び
第
二
項
、
第
四
十
七
条
並
び
に
第
四
十
九
条
第
三
項
の
規
定

の
適
用
に
つ
い
て
は
、
登
録
確
認
機
関
の
上
級
行
政
庁
と
み
な
す

。（
審
査
庁
）

（
審
査
庁
）

第
五
十
八
条
の
二

市
町
村
長
が
港
湾
管
理
者
と
し
て
し
た
前
条
第

第
五
十
八
条
の
二

市
町
村
長
が
港
湾
管
理
者
と
し
て
し
た
前
条
第

二
項
の
規
定
に
基
づ
く
公
有
水
面
埋
立
法
に
よ
る
職
権
の
行
使
（

二
項
の
規
定
に
基
づ
く
公
有
水
面
埋
立
法
に
よ
る
職
権
の
行
使
（

地
方
自
治
法
第
二
条
第
九
項
第
一
号
に
規
定
す
る
第
一
号
法
定
受

地
方
自
治
法
第
二
条
第
九
項
第
一
号
に
規
定
す
る
第
一
号
法
定
受

託
事
務
で
あ
る
も
の
に
限
る
。
）
に
つ
い
て
の
審
査
請
求
は
、
国

託
事
務
で
あ
る
も
の
に
限
る
。
）
に
つ
い
て
の
審
査
請
求
は
、
国

土
交
通
大
臣
に
対
し
て
す
る
も
の
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て

土
交
通
大
臣
に
対
し
て
す
る
も
の
と
す
る
。

、
当
該
審
査
請
求
の
う
ち
不
作
為
に
つ
い
て
の
審
査
請
求
に
つ
い

て
は
、
当
該
不
作
為
に
係
る
市
町
村
長
に
対
し
て
す
る
こ
と
も
で

き
る
。
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○

船
舶
職
員
及
び
小
型
船
舶
操
縦
者
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
百
四
十
九
号
）
（
第
二
百
七
十
四
条
関
係
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
外
国
に
お
け
る
事
務
）

（
外
国
に
お
け
る
事
務
）

第
二
十
八
条

（
略
）

第
二
十
八
条

（
略
）

２

行
政
不
服
審
査
法
（
平
成
二
十
六
年
法
律
第

号
）
に
定

２

行
政
不
服
審
査
法
（
昭
和
三
十
七
年
法
律
第
百
六
十
号
）
に
定

め
る
も
の
の
ほ
か
、
領
事
官
が
行
う
前
項
の
事
務
に
係
る
処
分
又

め
る
も
の
の
ほ
か
、
領
事
官
が
行
な
う
前
項
の
事
務
に
係
る
処
分

は
そ
の
不
作
為
に
つ
い
て
の
審
査
請
求
に
関
し
て
必
要
な
事
項
は

又
は
そ
の
不
作
為
に
つ
い
て
の
審
査
請
求
に
関
し
て
必
要
な
事
項

、
政
令
で
定
め
る
。

は
、
政
令
で
定
め
る
。

（
指
定
試
験
機
関
が
し
た
処
分
等
に
係
る
審
査
請
求
）

（
指
定
試
験
機
関
が
し
た
処
分
等
に
係
る
審
査
請
求
）

第
二
十
八
条
の
三

指
定
試
験
機
関
が
行
う
特
定
試
験
事
務
に
係
る

第
二
十
八
条
の
三

指
定
試
験
機
関
が
行
な
う
特
定
試
験
事
務
に
係

処
分
又
は
そ
の
不
作
為
に
つ
い
て
は
、
国
土
交
通
大
臣
に
対
し
審

る
処
分
又
は
そ
の
不
作
為
に
つ
い
て
は
、
国
土
交
通
大
臣
に
対
し

査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
国
土
交

行
政
不
服
審
査
法
に
よ
る
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

通
大
臣
は
、
行
政
不
服
審
査
法
第
二
十
五
条
第
二
項
及
び
第
三
項

、
第
四
十
六
条
第
一
項
及
び
第
二
項
、
第
四
十
七
条
並
び
に
第
四

十
九
条
第
三
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
指
定
試
験
機
関
の

上
級
行
政
庁
と
み
な
す
。
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○

道
路
運
送
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
百
八
十
三
号
）
（
第
二
百
七
十
五
条
関
係
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
指
定
試
験
機
関
の
処
分
等
に
つ
い
て
の
審
査
請
求
）

（
指
定
試
験
機
関
の
処
分
に
つ
い
て
の
審
査
請
求
）

第
九
十
五
条
の
三

こ
の
法
律
の
規
定
に
よ
る
指
定
試
験
機
関
の
処

第
九
十
五
条
の
三

こ
の
法
律
の
規
定
に
よ
る
指
定
試
験
機
関
の
処

分
又
は
そ
の
不
作
為
に
不
服
が
あ
る
者
は
、
国
土
交
通
大
臣
に
対

分
に
不
服
が
あ
る
者
は
、
国
土
交
通
大
臣
に
対
し
、
行
政
不
服
審

し
、
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、

査
法
（
昭
和
三
十
七
年
法
律
第
百
六
十
号
）
に
よ
る
審
査
請
求
を

国
土
交
通
大
臣
は
、
行
政
不
服
審
査
法
（
平
成
二
十
六
年
法
律
第

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

号
）
第
二
十
五
条
第
二
項
及
び
第
三
項
、
第
四
十
六
条
第

一
項
及
び
第
二
項
、
第
四
十
七
条
並
び
に
第
四
十
九
条
第
三
項
の

規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
指
定
試
験
機
関
の
上
級
行
政
庁
と
み

な
す
。
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○

道
路
運
送
車
両
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
百
八
十
五
号
）
（
第
二
百
七
十
六
条
関
係
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
審
査
請
求
期
間
等
の
特
例
）

（
異
議
申
立
て
期
間
等
の
特
例
）

第
三
十
七
条

登
録
に
つ
い
て
の
審
査
請
求
に
つ
い
て
は
、
行
政
不

第
三
十
七
条

登
録
に
つ
い
て
の
異
議
申
立
て
に
つ
い
て
は
、
行
政

服
審
査
法
（
平
成
二
十
六
年
法
律
第

号
）
第
十
五
条
第
六

不
服
審
査
法
（
昭
和
三
十
七
年
法
律
第
百
六
十
号
）
第
四
十
五
条

項
及
び
第
十
八
条
の
規
定
は
、
適
用
し
な
い
。

の
規
定
を
適
用
せ
ず
、
か
つ
、
同
法
第
四
十
八
条
の
規
定
に
か
か

わ
ら
ず
、
同
法
第
十
四
条
及
び
第
三
十
七
条
第
六
項
の
規
定
を
準

用
し
な
い
。

（
審
査
請
求
が
理
由
が
あ
る
場
合
）

（
異
議
申
立
て
が
理
由
が
あ
る
場
合
）

第
三
十
八
条

国
土
交
通
大
臣
は
、
登
録
に
つ
い
て
の
審
査
請
求
が

第
三
十
八
条

国
土
交
通
大
臣
は
、
登
録
に
つ
い
て
の
異
議
申
立
て

理
由
が
あ
る
と
き
は
、
当
該
審
査
請
求
に
係
る
登
録
に
つ
い
て
更

が
理
由
が
あ
る
と
き
は
、
当
該
異
議
申
立
て
に
係
る
登
録
に
つ
い

正
を
し
、
そ
の
旨
を
当
該
登
録
に
つ
い
て
の
利
害
関
係
人
に
通
知

て
更
正
を
し
、
そ
の
旨
を
当
該
登
録
に
つ
い
て
の
利
害
関
係
人
に

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

（
略
）

２

（
略
）

（
協
会
が
し
た
処
分
等
に
係
る
審
査
請
求
）

（
協
会
が
し
た
処
分
に
係
る
審
査
請
求
）

第
百
三
条
の
二

協
会
が
行
う
軽
自
動
車
の
検
査
事
務
に
係
る
処
分

第
百
三
条
の
二

協
会
が
し
た
軽
自
動
車
の
検
査
事
務
に
係
る
処
分

又
は
そ
の
不
作
為
に
不
服
が
あ
る
者
は
、
国
土
交
通
大
臣
に
対
し

に
不
服
が
あ
る
者
は
、
国
土
交
通
大
臣
に
対
し
行
政
不
服
審
査
法

審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
国
土

に
よ
る
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

交
通
大
臣
は
、
行
政
不
服
審
査
法
第
二
十
五
条
第
二
項
及
び
第
三

項
、
第
四
十
六
条
第
一
項
及
び
第
二
項
、
第
四
十
七
条
並
び
に
第

四
十
九
条
第
三
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
協
会
の
上
級
行

政
庁
と
み
な
す
。

（
権
限
の
委
任
）

（
権
限
の
委
任
）

第
百
五
条

（
略
）

第
百
五
条

（
略
）

２

（
略
）

２

（
略
）

〔
削
除
〕

３

自
動
車
の
登
録
に
関
す
る
国
土
交
通
大
臣
の
権
限
（
以
下
こ
の

項
及
び
第
五
項
に
お
い
て
「
登
録
権
限
」
と
い
う
。
）
が
第
一
項

の
規
定
に
よ
り
地
方
運
輸
局
長
に
委
任
さ
れ
た
場
合
又
は
同
項
の
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規
定
に
よ
り
地
方
運
輸
局
長
に
委
任
さ
れ
た
登
録
権
限
が
前
項
の

規
定
に
よ
り
運
輸
監
理
部
長
又
は
運
輸
支
局
長
に
委
任
さ
れ
た
場

合
に
お
け
る
地
方
運
輸
局
長
又
は
運
輸
監
理
部
長
若
し
く
は
運
輸

支
局
長
の
処
分
（
次
項
に
お
い
て
「
地
方
運
輸
局
長
等
の
処
分
」

と
い
う
。
）
に
つ
い
て
不
服
が
あ
る
者
は
、
異
議
申
立
て
を
す
る

こ
と
が
で
き
る
。

〔
削
除
〕

４

地
方
運
輸
局
長
等
の
処
分
に
つ
い
て
の
審
査
請
求
に
つ
い
て
は

、
行
政
不
服
審
査
法
第
十
四
条
及
び
第
三
十
七
条
第
六
項
の
規
定

は
、
適
用
し
な
い
。

〔
削
除
〕

５

第
一
項
の
規
定
に
よ
り
地
方
運
輸
局
長
に
委
任
さ
れ
た
登
録
権

限
が
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
運
輸
監
理
部
長
又
は
運
輸
支
局
長
に

委
任
さ
れ
た
場
合
に
お
け
る
運
輸
監
理
部
長
又
は
運
輸
支
局
長
の

処
分
に
つ
い
て
の
再
審
査
請
求
に
つ
い
て
は
、
行
政
不
服
審
査
法

第
五
十
三
条
の
規
定
は
適
用
せ
ず
、
か
つ
、
同
法
第
五
十
六
条
の

規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
同
法
第
十
四
条
及
び
第
三
十
七
条
第
六
項

の
規
定
は
準
用
し
な
い
。

３

国
土
交
通
大
臣
又
は
地
方
運
輸
局
長
の
権
限
が
第
一
項
又
は
前

６

国
土
交
通
大
臣
又
は
地
方
運
輸
局
長
の
権
限
が
第
一
項
又
は
第

項
の
規
定
に
よ
り
地
方
運
輸
局
長
又
は
運
輸
監
理
部
長
若
し
く
は

二
項
の
規
定
に
よ
り
地
方
運
輸
局
長
又
は
運
輸
監
理
部
長
若
し
く

運
輸
支
局
長
に
委
任
さ
れ
た
場
合
に
お
い
て
は
、
政
令
で
、
合
理

は
運
輸
支
局
長
に
委
任
さ
れ
た
場
合
に
お
い
て
は
、
政
令
で
、
合

的
に
必
要
と
判
断
さ
れ
る
範
囲
内
に
お
い
て
、
こ
の
法
律
そ
の
他

理
的
に
必
要
と
判
断
さ
れ
る
範
囲
内
に
お
い
て
、
こ
の
法
律
そ
の

の
法
令
の
規
定
の
適
用
に
関
し
必
要
な
事
項
を
定
め
る
こ
と
が
で

他
の
法
令
の
規
定
の
適
用
に
関
し
必
要
な
事
項
を
定
め
る
こ
と
が

き
る
。

で
き
る
。
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○

土
地
収
用
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
十
九
号
）
（
第
二
百
七
十
七
条
関
係
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

目
次

目
次

第
一
章
～
第
九
章
の
二

（
略
）

第
一
章
～
第
九
章
の
二

（
略
）

第
十
章

審
査
請
求
及
び
訴
訟
（
第
百
二
十
九
条
―
第
百
三
十
四

第
十
章

不
服
申
立
て
及
び
訴
訟
（
第
百
二
十
九
条
―
第
百
三
十

条
）

四
条
）

第
十
一
章
・
第
十
二
章

（
略
）

第
十
一
章
・
第
十
二
章

（
略
）

附
則

附
則

第
十
章

審
査
請
求
及
び
訴
訟

第
十
章

不
服
申
立
て
及
び
訴
訟

（
審
査
請
求
期
間
）

（
不
服
申
立
期
間
）

第
百
三
十
条

事
業
の
認
定
に
つ
い
て
の
審
査
請
求
に
関
す
る
行
政

第
百
三
十
条

事
業
の
認
定
に
つ
い
て
の
異
議
申
立
て
又
は
審
査
請

不
服
審
査
法
（
平
成
二
十
六
年
法
律
第

号
）
第
十
八
条
第

求
に
関
す
る
行
政
不
服
審
査
法
（
昭
和
三
十
七
年
法
律
第
百
六
十

一
項
本
文
の
期
間
は
、
事
業
の
認
定
の
告
示
が
あ
つ
た
日
の
翌
日

号
）
第
四
十
五
条
又
は
第
十
四
条
第
一
項
本
文
の
期
間
は
、
事
業

か
ら
起
算
し
て
三
月
と
す
る
。

の
認
定
の
告
示
が
あ
つ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
三
十
日
以
内

と
す
る
。

２

収
用
委
員
会
の
裁
決
に
つ
い
て
の
審
査
請
求
に
関
す
る
行
政
不

２

収
用
委
員
会
の
裁
決
に
つ
い
て
の
審
査
請
求
に
関
す
る
行
政
不

服
審
査
法
第
十
八
条
第
一
項
本
文
の
期
間
は
、
裁
決
書
の
正
本
の

服
審
査
法
第
十
四
条
第
一
項
本
文
の
期
間
は
、
裁
決
書
の
正
本
の

送
達
を
受
け
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
三
十
日
と
す
る
。

送
達
を
受
け
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
三
十
日
以
内
と
す
る
。

（
審
査
請
求
に
対
す
る
裁
決
）

（
不
服
申
立
て
に
対
す
る
決
定
及
び
裁
決
）

第
百
三
十
一
条

国
土
交
通
大
臣
の
事
業
の
認
定
に
関
す
る
処
分
又

第
百
三
十
一
条

国
土
交
通
大
臣
の
事
業
の
認
定
に
関
す
る
処
分
又

は
収
用
委
員
会
の
裁
決
に
つ
い
て
の
審
査
請
求
に
対
す
る
裁
決
は

は
収
用
委
員
会
の
裁
決
に
つ
い
て
の
異
議
申
立
て
又
は
審
査
請
求

、
公
害
等
調
整
委
員
会
の
意
見
を
聴
い
た
後
に
し
な
け
れ
ば
な
ら

に
対
す
る
決
定
又
は
裁
決
は
、
公
害
等
調
整
委
員
会
の
意
見
を
聞

な
い
。

い
た
後
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

国
土
交
通
大
臣
又
は
都
道
府
県
知
事
は
、
事
業
の
認
定
又
は
収

２

国
土
交
通
大
臣
又
は
都
道
府
県
知
事
は
、
事
業
の
認
定
又
は
収

用
委
員
会
の
裁
決
に
つ
い
て
の
審
査
請
求
が
あ
つ
た
場
合
に
お
い

用
委
員
会
の
裁
決
に
つ
い
て
の
異
議
申
立
て
又
は
審
査
請
求
が
あ

て
、
事
業
の
認
定
又
は
裁
決
に
至
る
ま
で
の
手
続
そ
の
他
の
行
為

つ
た
場
合
に
お
い
て
、
事
業
の
認
定
又
は
裁
決
に
至
る
ま
で
の
手

に
関
し
て
違
法
が
あ
つ
て
も
、
そ
れ
が
軽
微
な
も
の
で
あ
つ
て
事

続
そ
の
他
の
行
為
に
関
し
て
違
法
が
あ
つ
て
も
、
そ
れ
が
軽
微
な

業
の
認
定
又
は
裁
決
に
影
響
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
が
な
い
と
認
め
る

も
の
で
あ
つ
て
事
業
の
認
定
又
は
裁
決
に
影
響
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
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と
き
は
、
裁
決
を
も
つ
て
当
該
審
査
請
求
を
棄
却
す
る
こ
と
が
で

が
な
い
と
認
め
る
と
き
は
、
決
定
又
は
裁
決
を
も
つ
て
当
該
異
議

き
る
。

申
立
て
又
は
審
査
請
求
を
棄
却
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
事
業
の
認
定
又
は
収
用
委
員
会
の
裁
決
の
手
続
の
省
略
）

（
事
業
の
認
定
又
は
収
用
委
員
会
の
裁
決
の
手
続
の
省
略
）

第
百
三
十
一
条
の
二

審
査
請
求
に
対
す
る
裁
決
に
よ
り
事
業
の
認

第
百
三
十
一
条
の
二

異
議
申
立
て
又
は
審
査
請
求
に
対
す
る
決
定

定
又
は
収
用
委
員
会
の
裁
決
が
取
り
消
さ
れ
た
場
合
に
お
い
て
、

又
は
裁
決
に
よ
り
事
業
の
認
定
又
は
収
用
委
員
会
の
裁
決
が
取
り

国
土
交
通
大
臣
若
し
く
は
都
道
府
県
知
事
が
再
び
事
業
の
認
定
に

消
さ
れ
た
場
合
に
お
い
て
、
国
土
交
通
大
臣
若
し
く
は
都
道
府
県

関
す
る
処
分
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
、
又
は
収
用
委
員
会
が
再
び

知
事
が
再
び
事
業
の
認
定
に
関
す
る
処
分
を
し
よ
う
と
す
る
と
き

裁
決
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
事
業
の
認
定
又
は
裁
決
に
つ
き

、
又
は
収
用
委
員
会
が
再
び
裁
決
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
事

既
に
行
つ
た
手
続
そ
の
他
の
行
為
は
、
法
令
の
規
定
に
違
反
す
る

業
の
認
定
又
は
裁
決
に
つ
き
既
に
行
な
つ
た
手
続
そ
の
他
の
行
為

も
の
と
し
て
当
該
取
消
し
の
理
由
と
な
つ
た
も
の
を
除
き
、
省
略

は
、
法
令
の
規
定
に
違
反
す
る
も
の
と
し
て
当
該
取
消
し
の
理
由

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

と
な
つ
た
も
の
を
除
き
、
省
略
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
審
査
請
求
の
制
限
）

（
不
服
申
立
て
の
制
限
）

第
百
三
十
二
条

次
に
掲
げ
る
処
分
に
つ
い
て
は
、
審
査
請
求
を
す

第
百
三
十
二
条

次
に
掲
げ
る
処
分
に
つ
い
て
は
、
行
政
不
服
審
査

る
こ
と
が
で
き
な
い
。

法
に
よ
る
不
服
申
立
て
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

一
・
二

（
略
）

一
・
二

（
略
）

２

収
用
委
員
会
の
裁
決
に
つ
い
て
の
審
査
請
求
に
お
い
て
は
、
損

２

収
用
委
員
会
の
裁
決
に
つ
い
て
の
審
査
請
求
に
お
い
て
は
、
損

失
の
補
償
（
第
九
十
条
の
三
の
規
定
に
よ
る
加
算
金
及
び
第
九
十

失
の
補
償
（
第
九
十
条
の
三
の
規
定
に
よ
る
加
算
金
及
び
第
九
十

条
の
四
の
規
定
に
よ
る
過
怠
金
を
含
む
。
次
条
に
お
い
て
同
じ
。

条
の
四
の
規
定
に
よ
る
過
怠
金
を
含
む
。
以
下
第
百
三
十
三
条
に

）
に
つ
い
て
の
不
服
を
そ
の
裁
決
に
つ
い
て
の
不
服
の
理
由
と
す

お
い
て
同
じ
。
）
に
つ
い
て
の
不
服
を
そ
の
裁
決
に
つ
い
て
の
不

る
こ
と
が
で
き
な
い
。

服
の
理
由
と
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

（
期
間
の
計
算
、
通
知
及
び
書
類
の
送
達
の
方
法
）

（
期
間
の
計
算
、
通
知
及
び
書
類
の
送
達
の
方
法
）

第
百
三
十
五
条

こ
の
法
律
の
規
定
に
よ
る
期
間
の
計
算
方
法
は
、

第
百
三
十
五
条

こ
の
法
律
の
規
定
に
よ
る
期
間
の
計
算
方
法
は
、

審
査
請
求
及
び
訴
訟
の
提
起
の
期
間
の
計
算
方
法
を
除
き
、
民
法

行
政
不
服
審
査
法
に
よ
る
不
服
申
立
て
及
び
訴
訟
の
提
起
の
期
間

に
よ
る
。
た
だ
し
、
土
曜
日
及
び
十
二
月
二
十
九
日
か
ら
三
十
一

の
計
算
方
法
を
除
き
、
民
法
に
よ
る
。
た
だ
し
、
土
曜
日
及
び
十

日
ま
で
の
日
は
、
同
法
第
百
四
十
二
条
の
規
定
に
よ
る
そ
の
他
の

二
月
二
十
九
日
か
ら
三
十
一
日
ま
で
の
日
は
、
同
法
第
百
四
十
二

休
日
と
み
な
し
、
申
請
書
、
意
見
書
及
び
異
議
の
申
出
を
郵
便
又

条
の
規
定
に
よ
る
そ
の
他
の
休
日
と
み
な
し
、
申
請
書
、
意
見
書

は
民
間
事
業
者
に
よ
る
信
書
の
送
達
に
関
す
る
法
律
第
二
条
第
六

及
び
異
議
の
申
出
を
郵
便
又
は
民
間
事
業
者
に
よ
る
信
書
の
送
達

項
に
規
定
す
る
一
般
信
書
便
事
業
者
若
し
く
は
同
条
第
九
項
に
規

に
関
す
る
法
律
第
二
条
第
六
項
に
規
定
す
る
一
般
信
書
便
事
業
者

定
す
る
特
定
信
書
便
事
業
者
の
提
供
す
る
同
条
第
二
項
に
規
定
す

若
し
く
は
同
条
第
九
項
に
規
定
す
る
特
定
信
書
便
事
業
者
の
提
供

る
信
書
便
の
役
務
を
利
用
し
て
送
付
し
た
場
合
に
お
い
て
は
、
当

す
る
同
条
第
二
項
に
規
定
す
る
信
書
便
の
役
務
を
利
用
し
て
送
付

該
送
付
に
要
し
た
日
数
は
、
期
間
に
算
入
し
な
い
。

し
た
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
送
付
に
要
し
た
日
数
は
、
期
間
に
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算
入
し
な
い
。

２

（
略
）

２

（
略
）
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○

気
象
業
務
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
六
十
五
号
）
（
第
二
百
七
十
八
条
関
係
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
指
定
試
験
機
関
が
し
た
処
分
等
に
係
る
審
査
請
求
）

（
指
定
試
験
機
関
が
し
た
処
分
等
に
係
る
審
査
請
求
）

第
二
十
四
条
の
十
九

指
定
試
験
機
関
が
行
う
試
験
事
務
に
係
る
処

第
二
十
四
条
の
十
九

指
定
試
験
機
関
が
行
う
試
験
事
務
に
係
る
処

分
又
は
そ
の
不
作
為
に
つ
い
て
は
、
気
象
庁
長
官
に
対
し
、
審
査

分
又
は
そ
の
不
作
為
に
つ
い
て
は
、
気
象
庁
長
官
に
対
し
、
行
政

請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
気
象
庁
長

不
服
審
査
法
（
昭
和
三
十
七
年
法
律
第
百
六
十
号
）
に
よ
る
審
査

官
は
、
行
政
不
服
審
査
法
（
平
成
二
十
六
年
法
律
第

号
）

請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
二
十
五
条
第
二
項
及
び
第
三
項
、
第
四
十
六
条
第
一
項
及
び
第

二
項
、
第
四
十
七
条
並
び
に
第
四
十
九
条
第
三
項
の
規
定
の
適
用

に
つ
い
て
は
、
指
定
試
験
機
関
の
上
級
行
政
庁
と
み
な
す
。
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○

宅
地
建
物
取
引
業
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
七
十
六
号
）
（
第
二
百
七
十
九
条
関
係
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
指
定
試
験
機
関
が
し
た
処
分
等
に
係
る
審
査
請
求
）

（
指
定
試
験
機
関
が
し
た
処
分
等
に
係
る
審
査
請
求
）

第
十
七
条
の
二

指
定
試
験
機
関
が
行
う
試
験
事
務
に
係
る
処
分
又

第
十
七
条
の
二

指
定
試
験
機
関
が
行
う
試
験
事
務
に
係
る
処
分
又

は
そ
の
不
作
為
に
つ
い
て
は
、
国
土
交
通
大
臣
に
対
し
、
審
査
請

は
そ
の
不
作
為
に
つ
い
て
は
、
国
土
交
通
大
臣
に
対
し
、
行
政
不

求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
国
土
交
通
大

服
審
査
法
（
昭
和
三
十
七
年
法
律
第
百
六
十
号
）
に
よ
る
審
査
請

臣
は
、
行
政
不
服
審
査
法
（
平
成
二
十
六
年
法
律
第

号
）

求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
二
十
五
条
第
二
項
及
び
第
三
項
、
第
四
十
六
条
第
一
項
及
び
第

二
項
、
第
四
十
七
条
並
び
に
第
四
十
九
条
第
三
項
の
規
定
の
適
用

に
つ
い
て
は
、
指
定
試
験
機
関
の
上
級
行
政
庁
と
み
な
す
。
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○

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
（
第
二
百
八
十
条
関
係
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
不
服
申
立
て
）

（
不
服
申
立
て
）

第
九
十
六
条

第
四
十
六
条
第
二
項
又
は
第
六
十
八
条
第
一
項
若
し

第
九
十
六
条

第
四
十
六
条
第
二
項
又
は
第
六
十
八
条
第
一
項
若
し

く
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
処
分
そ
の
他
公
権
力
の
行
使
に
当
た

く
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
処
分
そ
の
他
公
権
力
の
行
使
に
当
た

る
行
為
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
処
分
」
と
い
う
。
）
に
つ
い

る
行
為
（
以
下
本
条
に
お
い
て
「
処
分
」
と
い
う
。
）
に
つ
い
て

て
は
、
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

は
、
行
政
不
服
審
査
法
（
昭
和
三
十
七
年
法
律
第
百
六
十
号
）
に

よ
る
不
服
申
立
て
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

２

前
項
に
規
定
す
る
処
分
を
除
く
ほ
か
、
都
道
府
県
又
は
市
町
村

２

前
項
に
規
定
す
る
処
分
を
除
く
ほ
か
、
都
道
府
県
又
は
市
町
村

で
あ
る
道
路
管
理
者
が
こ
の
法
律
に
基
づ
い
て
し
た
処
分
に
不
服

で
あ
る
道
路
管
理
者
が
こ
の
法
律
に
基
づ
い
て
し
た
処
分
に
不
服

が
あ
る
者
は
、
当
該
都
道
府
県
の
知
事
又
は
当
該
市
町
村
の
長
に

が
あ
る
者
は
、
都
道
府
県
で
あ
る
道
路
管
理
者
が
し
た
処
分
に
つ

対
し
て
審
査
請
求
を
し
、
そ
の
裁
決
に
不
服
が
あ
る
者
は
、
都
道

い
て
は
国
土
交
通
大
臣
に
対
し
て
、
市
町
村
で
あ
る
道
路
管
理
者

府
県
で
あ
る
道
路
管
理
者
が
し
た
処
分
に
つ
い
て
は
国
土
交
通
大

が
し
た
処
分
に
つ
い
て
は
都
道
府
県
知
事
に
対
し
て
審
査
請
求
を

臣
に
対
し
て
、
市
町
村
で
あ
る
道
路
管
理
者
が
し
た
処
分
に
つ
い

す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
は
、
当
該
都
道
府
県
又
は
市

て
は
都
道
府
県
知
事
に
対
し
て
再
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き

町
村
に
対
し
て
異
議
申
立
て
を
す
る
こ
と
も
で
き
る
。

る
。

３

第
一
項
に
規
定
す
る
処
分
を
除
く
ほ
か
、
第
二
十
条
の
規
定
に

３

第
一
項
に
規
定
す
る
処
分
を
除
く
ほ
か
、
第
二
十
条
の
規
定
に

よ
る
協
議
に
基
づ
き
都
道
府
県
、
市
町
村
そ
の
他
の
公
共
団
体
で

よ
る
協
議
に
基
づ
き
他
の
工
作
物
の
管
理
者
が
道
路
管
理
者
に
代

あ
る
他
の
工
作
物
の
管
理
者
が
道
路
管
理
者
に
代
わ
つ
て
し
た
処

わ
つ
て
し
た
処
分
に
不
服
が
あ
る
者
は
、
他
の
工
作
物
の
管
理
者

分
に
不
服
が
あ
る
者
は
、
当
該
公
共
団
体
の
長
に
対
し
て
審
査
請

で
あ
る
主
務
大
臣
若
し
く
は
そ
の
地
方
支
分
部
局
の
長
又
は
都
道

求
を
し
、
そ
の
裁
決
に
不
服
が
あ
る
者
は
、
都
道
府
県
で
あ
る
他

府
県
が
し
た
処
分
に
つ
い
て
は
国
土
交
通
大
臣
及
び
当
該
他
の
工

の
工
作
物
の
管
理
者
が
し
た
処
分
に
つ
い
て
は
国
土
交
通
大
臣
及

作
物
に
関
す
る
主
務
大
臣
に
対
し
て
、
そ
の
他
の
者
が
し
た
処
分

び
当
該
他
の
工
作
物
に
関
す
る
主
務
大
臣
に
対
し
て
、
そ
の
他
の

に
つ
い
て
は
都
道
府
県
知
事
に
対
し
て
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が

者
が
し
た
処
分
に
つ
い
て
は
都
道
府
県
知
事
に
対
し
て
再
審
査
請

で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
都
道
府
県
、
市
町
村
そ
の
他
の

求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

公
共
団
体
で
あ
る
他
の
工
作
物
の
管
理
者
が
し
た
処
分
に
つ
い
て

は
、
異
議
申
立
て
を
す
る
こ
と
も
で
き
る
。

４

第
一
項
に
規
定
す
る
処
分
を
除
く
ほ
か
、
第
二
十
条
の
規
定
に

４

こ
の
法
律
に
基
づ
く
処
分
に
つ
い
て
の
異
議
申
立
て
に
対
す
る

よ
る
協
議
に
基
づ
き
他
の
工
作
物
の
管
理
者
で
あ
る
主
務
大
臣
又

決
定
は
、
当
該
異
議
申
立
て
を
受
理
し
た
日
か
ら
三
十
日
以
内
に
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は
そ
の
地
方
支
分
部
局
の
長
が
道
路
管
理
者
に
代
わ
つ
て
し
た
処

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

分
に
不
服
が
あ
る
者
は
、
国
土
交
通
大
臣
及
び
当
該
他
の
工
作
物

に
関
す
る
主
務
大
臣
に
対
し
て
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る

。
５

道
路
管
理
者
が
第
三
十
二
条
第
一
項
若
し
く
は
第
三
項
（
第
九

５

道
路
管
理
者
が
第
三
十
二
条
第
一
項
若
し
く
は
第
三
項
（
第
九

十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
又
は
第
四

十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
又
は
第
四

十
八
条
の
五
第
一
項
若
し
く
は
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
許
可
の
申

十
八
条
の
五
第
一
項
若
し
く
は
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
許
可
の
申

請
書
を
受
理
し
た
日
か
ら
三
月
を
経
過
し
て
も
な
お
そ
の
申
請
に

請
書
を
受
理
し
た
日
か
ら
三
月
を
経
過
し
て
も
な
お
そ
の
申
請
に

対
す
る
何
ら
の
処
分
を
し
な
い
と
き
は
、
許
可
を
申
請
し
た
者
は

対
す
る
な
ん
ら
の
処
分
を
し
な
い
と
き
は
、
許
可
を
申
請
し
た
者

、
道
路
管
理
者
が
そ
の
許
可
を
拒
否
し
た
も
の
と
み
な
し
て
、
審

は
、
道
路
管
理
者
が
そ
の
許
可
を
拒
否
し
た
も
の
と
み
な
し
て
、

査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
道
路
管
理
者
が
第
九
十
一
条
第

不
服
申
立
て
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
道
路
管
理
者
が
第
九
十
一

一
項
の
規
定
に
よ
る
許
可
の
申
請
書
を
受
理
し
た
日
か
ら
三
十
日

条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
許
可
の
申
請
書
を
受
理
し
た
日
か
ら
三

を
経
過
し
て
も
な
お
そ
の
申
請
に
対
す
る
何
ら
の
処
分
を
し
な
い

十
日
を
経
過
し
て
も
な
お
そ
の
申
請
に
対
す
る
な
ん
ら
の
処
分
を

と
き
も
、
同
様
と
す
る
。

し
な
い
と
き
も
、
同
様
と
す
る
。
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○

航
空
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
二
百
三
十
一
号
）
（
第
二
百
八
十
一
条
関
係
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
物
件
の
制
限
等
）

（
物
件
の
制
限
等
）

第
四
十
九
条

（
略
）

第
四
十
九
条

（
略
）

２
～
７

（
略
）

２
～
７

（
略
）

８

第
五
項
の
裁
定
に
つ
い
て
の
審
査
請
求
に
お
い
て
は
、
買
収
の

８

第
五
項
の
裁
定
に
つ
い
て
の
異
議
申
立
て
に
お
い
て
は
、
買
収

価
格
に
つ
い
て
の
不
服
を
そ
の
裁
定
に
つ
い
て
の
不
服
の
理
由
と

の
価
格
に
つ
い
て
の
不
服
を
そ
の
裁
定
に
つ
い
て
の
不
服
の
理
由

す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

と
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。



- 569 -

○

鉄
道
事
業
法
（
昭
和
六
十
一
年
法
律
第
九
十
二
号
）
（
第
二
百
八
十
一
条
関
係
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
土
地
の
立
入
り
及
び
使
用
）

（
土
地
の
立
入
り
及
び
使
用
）

第
二
十
二
条

（
略
）

第
二
十
二
条

（
略
）

２
〜

（
略
）

２
〜

（
略
）

10

10

第
五
項
の
裁
定
に
つ
い
て
の
審
査
請
求
に
お
い
て
は
、
補
償
金

第
五
項
の
裁
定
に
つ
い
て
の
異
議
申
立
て
に
お
い
て
は
、
補
償

11

11

の
額
に
つ
い
て
の
不
服
を
そ
の
裁
定
に
つ
い
て
の
不
服
の
理
由
と

金
の
額
に
つ
い
て
の
不
服
を
そ
の
裁
定
に
つ
い
て
の
不
服
の
理
由

す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

と
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
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○

臨
時
船
舶
建
造
調
整
法
（
昭
和
二
十
八
年
法
律
第
百
四
十
九
号
）
（
第
二
百
八
十
二
条
関
係
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
意
見
の
聴
取
）

（
意
見
の
聴
取
）

第
六
条

こ
の
法
律
の
規
定
に
よ
る
処
分
又
は
そ
の
不
作
為
に
つ
い

第
六
条

国
土
交
通
大
臣
は
、
こ
の
法
律
の
規
定
に
よ
る
処
分
に
つ

て
の
審
査
請
求
に
対
す
る
裁
決
は
、
行
政
不
服
審
査
法
（
平
成
二

い
て
の
異
議
申
立
て
又
は
審
査
請
求
を
受
理
し
た
と
き
は
、
異
議

十
六
年
法
律
第

号
）
第
二
十
四
条
の
規
定
に
よ
り
当
該
審

申
立
人
又
は
審
査
請
求
人
に
対
し
、
相
当
な
期
間
を
お
い
て
予
告

査
請
求
を
却
下
す
る
場
合
を
除
き
、
審
査
請
求
人
に
対
し
、
相
当

を
し
た
上
、
こ
れ
ら
の
者
か
ら
公
開
に
よ
り
意
見
を
聴
取
し
な
け

な
期
間
を
お
い
て
予
告
を
し
た
上
、
同
法
第
十
一
条
第
二
項
に
規

れ
ば
な
ら
な
い
。

定
す
る
審
理
員
が
公
開
に
よ
る
意
見
の
聴
取
を
行
つ
た
後
に
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

〔
削
除
〕

２

前
項
の
予
告
に
お
い
て
は
、
意
見
の
聴
取
の
期
日
、
場
所
及
び

事
案
の
内
容
を
示
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

前
項
の
意
見
の
聴
取
に
際
し
て
は
、
審
査
請
求
人
及
び
利
害
関

３

第
一
項
の
規
定
に
よ
る
意
見
の
聴
取
に
際
し
て
は
、
異
議
申
立

係
人
に
対
し
、
当
該
事
案
に
つ
い
て
証
拠
を
提
出
し
、
及
び
意
見

人
又
は
審
査
請
求
人
に
対
し
、
当
該
事
案
に
つ
い
て
証
拠
を
提
出

を
述
べ
る
機
会
を
与
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

す
る
機
会
を
与
え
、
並
び
に
利
害
関
係
人
に
対
し
、
当
該
事
案
に

つ
い
て
証
拠
を
提
出
し
、
及
び
意
見
を
述
べ
る
機
会
を
与
え
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

３

第
一
項
に
規
定
す
る
審
査
請
求
に
つ
い
て
は
、
行
政
不
服
審
査

〔
新
設
〕

法
第
三
十
一
条
の
規
定
は
適
用
せ
ず
、
同
項
の
意
見
の
聴
取
に
つ

い
て
は
、
同
条
第
二
項
か
ら
第
五
項
ま
で
の
規
定
を
準
用
す
る
。
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○

土
地
区
画
整
理
法
（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
百
十
九
号
）
（
第
二
百
八
十
三
条
関
係
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
事
業
計
画
の
縦
覧
及
び
意
見
書
の
処
理
）

（
事
業
計
画
の
縦
覧
及
び
意
見
書
の
処
理
）

第
二
十
条

（
略
）

第
二
十
条

（
略
）

２
・
３

（
略
）

２
・
３

（
略
）

４

前
項
の
規
定
に
よ
る
意
見
書
の
内
容
の
審
査
に
つ
い
て
は
、
行

４

前
項
の
規
定
に
よ
る
意
見
書
の
内
容
の
審
査
に
つ
い
て
は
、
行

政
不
服
審
査
法
（
平
成
二
十
六
年
法
律
第

号
）
第
二
章
第

政
不
服
審
査
法
（
昭
和
三
十
七
年
法
律
第
百
六
十
号
）
中
処
分
に

三
節
（
第
二
十
九
条
、
第
三
十
条
、
第
三
十
二
条
第
二
項
、
第
三

つ
い
て
の
異
議
申
立
て
の
審
理
に
関
す
る
規
定
を
準
用
す
る
。

十
八
条
、
第
四
十
条
、
第
四
十
一
条
第
三
項
及
び
第
四
十
二
条
を

除
く
。
）
の
規
定
を
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
節
中

「
審
理
員
」
と
あ
る
の
は
、
「
都
道
府
県
知
事
」
と
読
み
替
え
る

も
の
と
す
る
。

５

（
略
）

５

（
略
）

（
規
準
及
び
事
業
計
画
の
縦
覧
並
び
に
意
見
書
の
処
理
）

（
規
準
及
び
事
業
計
画
の
縦
覧
並
び
に
意
見
書
の
処
理
）

第
五
十
一
条
の
八

（
略
）

第
五
十
一
条
の
八

（
略
）

２
・
３

（
略
）

２
・
３

（
略
）

４

前
項
の
規
定
に
よ
る
意
見
書
の
内
容
の
審
査
に
つ
い
て
は
、
行

４

前
項
の
規
定
に
よ
る
意
見
書
の
内
容
の
審
査
に
つ
い
て
は
、
行

政
不
服
審
査
法
第
二
章
第
三
節
（
第
二
十
九
条
、
第
三
十
条
、
第

政
不
服
審
査
法
中
処
分
に
つ
い
て
の
異
議
申
立
て
の
審
理
に
関
す

三
十
二
条
第
二
項
、
第
三
十
八
条
、
第
四
十
条
、
第
四
十
一
条
第

る
規
定
を
準
用
す
る
。

三
項
及
び
第
四
十
二
条
を
除
く
。
）
の
規
定
を
準
用
す
る
。
こ
の

場
合
に
お
い
て
、
同
節
中
「
審
理
員
」
と
あ
る
の
は
、
「
都
道
府

県
知
事
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

５

（
略
）

５

（
略
）

（
事
業
計
画
の
決
定
及
び
変
更
）

（
事
業
計
画
の
決
定
及
び
変
更
）

第
五
十
五
条

（
略
）

第
五
十
五
条

（
略
）

２
～
４

（
略
）

２
～
４

（
略
）

５

前
項
の
規
定
に
よ
る
意
見
書
の
内
容
の
審
査
に
つ
い
て
は
、
行

５

前
項
の
規
定
に
よ
る
意
見
書
の
内
容
の
審
査
に
つ
い
て
は
、
行

政
不
服
審
査
法
第
二
章
第
三
節
（
第
二
十
九
条
、
第
三
十
条
、
第

政
不
服
審
査
法
中
処
分
に
つ
い
て
の
異
議
申
立
て
の
審
理
に
関
す
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三
十
二
条
第
二
項
、
第
三
十
八
条
、
第
四
十
条
、
第
四
十
一
条
第

る
規
定
を
準
用
す
る
。

三
項
及
び
第
四
十
二
条
を
除
く
。
）
の
規
定
を
準
用
す
る
。
こ
の

場
合
に
お
い
て
、
同
節
中
「
審
理
員
」
と
あ
る
の
は
、
「
都
道
府

県
都
市
計
画
審
議
会
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

６
～

（
略
）

６
～

（
略
）

13

13

（
施
行
規
程
及
び
事
業
計
画
の
決
定
及
び
変
更
）

（
施
行
規
程
及
び
事
業
計
画
の
決
定
及
び
変
更
）

第
六
十
九
条

（
略
）

第
六
十
九
条

（
略
）

２
・
３

（
略
）

２
・
３

（
略
）

４

前
項
の
規
定
に
よ
る
意
見
書
の
内
容
の
審
査
に
つ
い
て
は
、
行

４

前
項
の
規
定
に
よ
る
意
見
書
の
内
容
の
審
査
に
つ
い
て
は
、
行

政
不
服
審
査
法
第
二
章
第
三
節
（
第
二
十
九
条
、
第
三
十
条
、
第

政
不
服
審
査
法
中
処
分
に
つ
い
て
の
異
議
申
立
て
の
審
理
に
関
す

三
十
二
条
第
二
項
、
第
三
十
八
条
、
第
四
十
条
、
第
四
十
一
条
第

る
規
定
を
準
用
す
る
。

三
項
及
び
第
四
十
二
条
を
除
く
。
）
の
規
定
を
準
用
す
る
。
こ
の

場
合
に
お
い
て
、
同
節
中
「
審
理
員
」
と
あ
る
の
は
、
「
国
土
交

通
大
臣
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

５
～

（
略
）

５
～

（
略
）

10

10

（
施
行
規
程
及
び
事
業
計
画
）

（
施
行
規
程
及
び
事
業
計
画
）

第
七
十
一
条
の
三

（
略
）

第
七
十
一
条
の
三

（
略
）

２
～
８

（
略
）

２
～
８

（
略
）

９

前
項
の
規
定
に
よ
る
意
見
書
の
内
容
の
審
査
に
つ
い
て
は
、
行

９

前
項
に
規
定
す
る
意
見
書
の
内
容
の
審
査
に
つ
い
て
は
、
行
政

政
不
服
審
査
法
第
二
章
第
三
節
（
第
二
十
九
条
、
第
三
十
条
、
第

不
服
審
査
法
中
処
分
に
つ
い
て
の
異
議
申
立
て
の
審
理
に
関
す
る

三
十
二
条
第
二
項
、
第
三
十
八
条
、
第
四
十
条
、
第
四
十
一
条
第

規
定
を
準
用
す
る
。

三
項
及
び
第
四
十
二
条
を
除
く
。
）
の
規
定
を
準
用
す
る
。
こ
の

場
合
に
お
い
て
、
同
節
中
「
審
理
員
」
と
あ
る
の
は
、
「
国
土
交

通
大
臣
又
は
都
道
府
県
知
事
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

～

（
略
）

～

（
略
）

10

15

10

15

（
指
定
検
定
機
関
が
し
た
処
分
等
に
係
る
審
査
請
求
）

（
指
定
検
定
機
関
が
し
た
処
分
等
に
係
る
審
査
請
求
）

第
百
十
七
条
の
十
九

指
定
検
定
機
関
が
行
う
検
定
事
務
に
係
る
処

第
百
十
七
条
の
十
九

指
定
検
定
機
関
が
行
う
検
定
事
務
に
係
る
処

分
又
は
そ
の
不
作
為
に
つ
い
て
は
、
国
土
交
通
大
臣
に
対
し
て
、

分
又
は
そ
の
不
作
為
に
つ
い
て
は
、
国
土
交
通
大
臣
に
対
し
て
、

審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
国
土

行
政
不
服
審
査
法
に
よ
る
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

交
通
大
臣
は
、
行
政
不
服
審
査
法
第
二
十
五
条
第
二
項
及
び
第
三

項
、
第
四
十
六
条
第
一
項
及
び
第
二
項
、
第
四
十
七
条
並
び
に
第
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四
十
九
条
第
三
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
指
定
検
定
機
関

の
上
級
行
政
庁
と
み
な
す
。

（
報
告
、
勧
告
等
）

（
報
告
、
勧
告
等
）

第
百
二
十
三
条

（
略
）

第
百
二
十
三
条

（
略
）

２

国
土
交
通
大
臣
は
、
独
立
行
政
法
人
都
市
再
生
機
構
（
第
三
条

２

国
土
交
通
大
臣
は
、
独
立
行
政
法
人
都
市
再
生
機
構
（
第
三
条

の
二
の
規
定
に
よ
り
土
地
区
画
整
理
事
業
を
施
行
す
る
場
合
に
限

の
二
の
規
定
に
よ
り
土
地
区
画
整
理
事
業
を
施
行
す
る
場
合
に
限

る
。
第
百
二
十
六
条
及
び
第
百
二
十
七
条
の
二
第
一
項
に
お
い
て

る
。
第
百
二
十
六
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
対
し
、
そ
の
施
行
す

同
じ
。
）
に
対
し
、
そ
の
施
行
す
る
土
地
区
画
整
理
事
業
の
施
行

る
土
地
区
画
整
理
事
業
の
施
行
の
促
進
を
図
る
た
め
必
要
な
勧
告

の
促
進
を
図
る
た
め
必
要
な
勧
告
、
助
言
又
は
援
助
を
す
る
こ
と

、
助
言
又
は
援
助
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

が
で
き
る
。

（
不
服
申
立
て
）

（
不
服
申
立
て
）

第
百
二
十
七
条

次
に
掲
げ
る
処
分
又
は
そ
の
不
作
為
に
つ
い
て
は

第
百
二
十
七
条

次
に
掲
げ
る
処
分
に
つ
い
て
は
、
行
政
不
服
審
査

、
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

法
に
よ
る
不
服
申
立
て
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

一
～
十
二

（
略
）

一
～
十
二

（
略
）

第
百
二
十
七
条
の
二

前
条
に
規
定
す
る
も
の
を
除
く
ほ
か
、
組
合

第
百
二
十
七
条
の
二

前
条
に
規
定
す
る
も
の
を
除
く
ほ
か
、
組
合

、
区
画
整
理
会
社
、
市
町
村
、
都
道
府
県
又
は
機
構
等
が
こ
の
法

、
区
画
整
理
会
社
、
市
町
村
、
都
道
府
県
又
は
機
構
等
が
こ
の
法

律
に
基
づ
い
て
し
た
処
分
そ
の
他
公
権
力
の
行
使
に
当
た
る
行
為

律
に
基
づ
い
て
し
た
処
分
そ
の
他
公
権
力
の
行
使
に
当
た
る
行
為

（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
処
分
」
と
い
う
。
）
に
不
服
が
あ
る

（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
処
分
」
と
い
う
。
）
に
不
服
が
あ
る

者
は
、
組
合
、
区
画
整
理
会
社
、
市
町
村
又
は
市
の
み
が
設
立
し

者
は
、
組
合
、
区
画
整
理
会
社
、
市
町
村
又
は
市
の
み
が
設
立
し

た
地
方
公
社
が
し
た
処
分
に
あ
つ
て
は
都
道
府
県
知
事
に
対
し
て

た
地
方
公
社
が
し
た
処
分
に
あ
つ
て
は
都
道
府
県
知
事
に
対
し
て

、
都
道
府
県
又
は
機
構
等
（
市
の
み
が
設
立
し
た
地
方
公
社
を
除

、
都
道
府
県
又
は
機
構
等
（
市
の
み
が
設
立
し
た
地
方
公
社
を
除

く
。
）
が
し
た
処
分
に
あ
つ
て
は
国
土
交
通
大
臣
に
対
し
て
審
査

く
。
）
が
し
た
処
分
に
あ
つ
て
は
国
土
交
通
大
臣
に
対
し
て
行
政

請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
都
道
府
県

不
服
審
査
法
に
よ
る
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

知
事
又
は
国
土
交
通
大
臣
は
、
行
政
不
服
審
査
法
第
二
十
五
条
第

二
項
及
び
第
三
項
、
第
四
十
六
条
第
一
項
及
び
第
二
項
、
第
四
十

七
条
並
び
に
第
四
十
九
条
第
三
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、

そ
れ
ぞ
れ
組
合
若
し
く
は
区
画
整
理
会
社
又
は
独
立
行
政
法
人
都

市
再
生
機
構
の
上
級
行
政
庁
と
み
な
す
。

２

（
略
）

２

（
略
）
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○

道
路
整
備
特
別
措
置
法
（
昭
和
三
十
一
年
法
律
第
七
号
）
（
第
二
百
八
十
四
条
関
係
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
法
令
違
反
等
に
関
す
る
監
督
）

（
法
令
違
反
等
に
関
す
る
監
督
）

第
四
十
六
条

次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
に
お
い
て

第
四
十
六
条

次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
に
お
い
て

は
、
国
土
交
通
大
臣
は
、
会
社
管
理
高
速
道
路
に
関
し
機
構
又
は

は
、
国
土
交
通
大
臣
は
、
会
社
管
理
高
速
道
路
に
関
し
機
構
又
は

当
該
会
社
に
対
し
て
、
公
社
管
理
道
路
（
指
定
市
の
市
道
以
外
の

当
該
会
社
に
対
し
て
、
公
社
管
理
道
路
（
指
定
市
の
市
道
以
外
の

市
町
村
道
（
指
定
都
市
高
速
道
路
を
除
く
。
以
下
こ
の
項
、
第
四

市
町
村
道
（
指
定
都
市
高
速
道
路
を
除
く
。
以
下
こ
の
項
、
第
四

十
八
条
第
一
項
及
び
第
五
十
三
条
第
二
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
を

十
八
条
第
一
項
及
び
第
五
十
三
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
除
く
。

除
く
。
）
に
関
し
当
該
地
方
道
路
公
社
に
対
し
て
、
都
道
府
県
知

）
に
関
し
当
該
地
方
道
路
公
社
に
対
し
て
、
都
道
府
県
知
事
は
、

事
は
、
公
社
管
理
道
路
（
指
定
市
の
市
道
以
外
の
市
町
村
道
に
限

公
社
管
理
道
路
（
指
定
市
の
市
道
以
外
の
市
町
村
道
に
限
る
。
）

る
。
）
に
関
し
当
該
地
方
道
路
公
社
に
対
し
て
、
そ
の
処
分
の
取

に
関
し
当
該
地
方
道
路
公
社
に
対
し
て
、
そ
の
処
分
の
取
消
し
、

消
し
、
変
更
そ
の
他
必
要
な
処
分
を
命
じ
、
又
は
そ
の
工
事
の
中

変
更
そ
の
他
必
要
な
処
分
を
命
じ
、
又
は
そ
の
工
事
の
中
止
、
変

止
、
変
更
、
施
行
若
し
く
は
道
路
の
維
持
の
た
め
必
要
な
措
置
を

更
、
施
行
若
し
く
は
道
路
の
維
持
の
た
め
必
要
な
措
置
を
と
る
こ

と
る
こ
と
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。

と
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。

一

機
構
等
又
は
会
社
の
し
た
処
分
又
は
工
事
が
道
路
法
、
高
速

一

機
構
等
又
は
会
社
の
し
た
処
分
又
は
工
事
が
道
路
法
、
高
速

自
動
車
国
道
法
若
し
く
は
こ
の
法
律
若
し
く
は
こ
れ
ら
に
基
づ

自
動
車
国
道
法
及
び
こ
の
法
律
若
し
く
は
こ
れ
ら
に
基
づ
く
命

く
命
令
又
は
こ
れ
ら
に
基
づ
い
て
国
土
交
通
大
臣
若
し
く
は
都

令
又
は
こ
れ
ら
に
基
づ
い
て
国
土
交
通
大
臣
若
し
く
は
都
道
府

道
府
県
知
事
が
し
た
処
分
に
違
反
す
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合

県
知
事
が
し
た
処
分
に
違
反
す
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合

二

（
略
）

二

（
略
）

２
・
３

（
略
）

２
・
３

（
略
）

（
審
査
請
求
）

（
審
査
請
求
）

第
五
十
三
条

こ
の
法
律
に
基
づ
く
機
構
の
処
分
そ
の
他
公
権
力
の

第
五
十
三
条

行
使
に
当
た
る
行
為
又
は
そ
の
不
作
為
に
不
服
が
あ
る
者
は
、
国

土
交
通
大
臣
に
対
し
て
、
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ

の
場
合
に
お
い
て
、
国
土
交
通
大
臣
は
、
行
政
不
服
審
査
法
（
平

成
二
十
六
年
法
律
第

号
）
第
二
十
五
条
第
二
項
及
び
第
三

項
、
第
四
十
六
条
第
一
項
及
び
第
二
項
、
第
四
十
七
条
並
び
に
第

四
十
九
条
第
三
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
機
構
の
上
級
行
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政
庁
と
み
な
す
。

２

こ
の
法
律
に
基
づ
く
地
方
道
路
公
社
の
処
分
そ
の
他
公
権
力
の

機
構
等
が
こ
の
法
律
に
基
づ
い
て
し
た
処
分
そ
の
他
公
権
力
の

行
使
に
当
た
る
行
為
（
指
定
市
の
市
道
以
外
の
市
町
村
道
に
関
す

行
使
に
当
た
る
行
為
（
地
方
道
路
公
社
が
指
定
市
の
市
道
以
外
の

る
こ
の
法
律
に
基
づ
く
地
方
道
路
公
社
の
処
分
そ
の
他
公
権
力
の

市
町
村
道
に
関
し
て
こ
の
法
律
に
基
づ
い
て
し
た
処
分
そ
の
他
公

行
使
に
当
た
る
行
為
を
除
く
。
）
に
不
服
が
あ
る
者
は
国
土
交
通

権
力
の
行
使
に
当
た
る
行
為
を
除
く
。
）
に
不
服
が
あ
る
者
は
国

大
臣
に
対
し
て
、
指
定
市
の
市
道
以
外
の
市
町
村
道
に
関
す
る
こ

土
交
通
大
臣
に
対
し
て
、
地
方
道
路
公
社
が
指
定
市
の
市
道
以
外

の
法
律
に
基
づ
く
地
方
道
路
公
社
の
処
分
そ
の
他
公
権
力
の
行
使

の
市
町
村
道
に
関
し
て
こ
の
法
律
に
基
づ
い
て
し
た
処
分
そ
の
他

に
当
た
る
行
為
に
不
服
が
あ
る
者
は
都
道
府
県
知
事
に
対
し
て
審

公
権
力
の
行
使
に
当
た
る
行
為
に
不
服
が
あ
る
者
は
都
道
府
県
知

査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

事
に
対
し
て
行
政
不
服
審
査
法
（
昭
和
三
十
七
年
法
律
第
百
六
十

号
）
に
よ
る
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
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○

都
市
公
園
法
（
昭
和
三
十
一
年
法
律
第
七
十
九
号
）
（
第
二
百
八
十
五
条
関
係
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
不
服
申
立
て
）

（
不
服
申
立
て
）

第
三
十
四
条

地
方
公
共
団
体
で
あ
る
公
園
管
理
者
（
前
条
第
一
項

第
三
十
四
条

地
方
公
共
団
体
で
あ
る
公
園
管
理
者
（
前
条
第
一
項

の
規
定
に
よ
り
都
市
公
園
を
設
置
す
べ
き
区
域
を
決
定
し
た
地
方

の
規
定
に
よ
り
都
市
公
園
を
設
置
す
べ
き
区
域
を
決
定
し
た
地
方

公
共
団
体
を
含
む
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
が
し
た
次

公
共
団
体
を
含
む
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
が
し
た
次

の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
掲
げ
る
処
分
に
つ
い
て
の
審
査
請
求
の
裁

の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
掲
げ
る
処
分
に
つ
い
て
不
服
の
あ
る
者
は

決
に
不
服
が
あ
る
者
は
、
国
土
交
通
大
臣
に
対
し
て
再
審
査
請
求

、
国
土
交
通
大
臣
に
対
し
て
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
場
合
に
は
、
当
該
処
分
を
し
た
公
園
管
理
者
で
あ
る
地
方
公

共
団
体
の
長
に
対
し
て
異
議
申
立
て
を
す
る
こ
と
も
で
き
る
。

一
～
六

（
略
）

一
～
六

（
略
）

〔
削
除
〕

２

前
項
後
段
の
規
定
に
よ
る
異
議
申
立
て
が
あ
つ
た
と
き
は
、
公

園
管
理
者
で
あ
る
地
方
公
共
団
体
の
長
は
、
異
議
申
立
て
を
受
理

し
た
日
か
ら
三
十
日
以
内
に
文
書
を
も
つ
て
決
定
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

２

第
五
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
協
議
に
基
づ
き
都
道
府
県

３

第
五
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
協
議
に
基
づ
き
他
の
工
作

、
市
町
村
そ
の
他
の
公
共
団
体
で
あ
る
他
の
工
作
物
の
管
理
者
が

物
の
管
理
者
が
公
園
管
理
者
に
代
わ
つ
て
し
た
第
一
項
各
号
に
掲

公
園
管
理
者
に
代
わ
つ
て
し
た
前
項
各
号
に
掲
げ
る
処
分
又
は
第

げ
る
処
分
又
は
第
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
許
可
を
与
え
、

十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
許
可
を
与
え
、
若
し
く
は
与
え
な

若
し
く
は
与
え
な
い
処
分
に
不
服
が
あ
る
者
は
、
国
土
交
通
大
臣

い
処
分
に
不
服
が
あ
る
者
は
、
当
該
処
分
を
し
た
他
の
工
作
物
の

及
び
当
該
他
の
工
作
物
に
関
す
る
主
務
大
臣
に
対
し
て
審
査
請
求

管
理
者
で
あ
る
公
共
団
体
の
長
に
対
し
て
審
査
請
求
を
し
、
そ
の

を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
都
道
府
県
、
市

裁
決
に
不
服
が
あ
る
者
は
、
国
土
交
通
大
臣
及
び
当
該
他
の
工
作

町
村
そ
の
他
の
公
共
団
体
で
あ
る
他
の
工
作
物
の
管
理
者
が
し
た

物
に
関
す
る
主
務
大
臣
に
対
し
て
再
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で

処
分
に
つ
い
て
は
、
当
該
処
分
を
し
た
他
の
工
作
物
の
管
理
者
で

き
る
。

あ
る
公
共
団
体
の
長
に
対
し
て
異
議
申
立
て
を
す
る
こ
と
も
で
き

る
。

３

第
五
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
協
議
に
基
づ
き
国
の
機
関

〔
新
設
〕

で
あ
る
他
の
工
作
物
の
管
理
者
が
公
園
管
理
者
に
代
わ
つ
て
し
た

第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
処
分
又
は
第
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
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る
許
可
を
与
え
、
若
し
く
は
与
え
な
い
処
分
に
不
服
が
あ
る
者
は

、
国
土
交
通
大
臣
及
び
当
該
他
の
工
作
物
に
関
す
る
主
務
大
臣
に

対
し
て
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

〔
削
除
〕

４

第
二
項
の
規
定
は
、
前
項
後
段
の
規
定
に
よ
る
異
議
申
立
て
が

あ
つ
た
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
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海
岸
法
（
昭
和
三
十
一
年
法
律
第
百
一
号
）
（
第
二
百
八
十
六
条
関
係
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
裁
定
の
申
請
）

（
裁
定
の
申
請
）

第
三
十
九
条
の
二

次
に
掲
げ
る
処
分
に
不
服
が
あ
る
者
は
、
そ
の

第
三
十
九
条
の
二

次
に
掲
げ
る
処
分
に
不
服
が
あ
る
者
は
、
そ
の

不
服
の
理
由
が
鉱
業
、
採
石
業
又
は
砂
利
採
取
業
と
の
調
整
に
関

不
服
の
理
由
が
鉱
業
、
採
石
業
又
は
砂
利
採
取
業
と
の
調
整
に
関

す
る
も
の
で
あ
る
と
き
は
、
公
害
等
調
整
委
員
会
に
対
し
て
裁
定

す
る
も
の
で
あ
る
と
き
は
、
公
害
等
調
整
委
員
会
に
対
し
て
裁
定

の
申
請
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
は
、
審
査
請
求
を

の
申
請
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
は
、
行
政
不
服
審

す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

査
法
（
昭
和
三
十
七
年
法
律
第
百
六
十
号
）
に
よ
る
不
服
申
立
て

を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

一
・
二

（
略
）

一
・
二

（
略
）

２

行
政
不
服
審
査
法
（
平
成
二
十
六
年
法
律
第

号
）
第
二

２

行
政
不
服
審
査
法
第
十
八
条
の
規
定
は
、
前
項
各
号
の
処
分
に

十
二
条
の
規
定
は
、
前
項
各
号
の
処
分
に
つ
き
、
処
分
を
し
た
行

つ
き
、
処
分
庁
が
誤
つ
て
審
査
請
求
又
は
異
議
申
立
て
を
す
る
こ

政
庁
が
誤
つ
て
審
査
請
求
又
は
再
調
査
の
請
求
を
す
る
こ
と
が
で

と
が
で
き
る
旨
を
教
示
し
た
場
合
に
準
用
す
る
。

き
る
旨
を
教
示
し
た
場
合
に
準
用
す
る
。



- 579 -

○

高
速
自
動
車
国
道
法
（
昭
和
三
十
二
年
法
律
第
七
十
九
号
）
（
第
二
百
八
十
七
条
関
係
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
不
服
申
立
て
）

（
不
服
申
立
て
）

第
二
十
四
条

第
八
条
の
規
定
に
よ
る
協
議
に
基
づ
き
都
道
府
県
、

第
二
十
四
条

第
八
条
の
規
定
に
よ
る
協
議
に
基
づ
き
他
の
工
作
物

市
町
村
そ
の
他
の
公
共
団
体
で
あ
る
他
の
工
作
物
の
管
理
者
が
国

の
管
理
者
が
国
土
交
通
大
臣
に
代
わ
つ
て
し
た
処
分
そ
の
他
公
権

土
交
通
大
臣
に
代
わ
つ
て
し
た
処
分
そ
の
他
公
権
力
の
行
使
に
当

力
の
行
使
に
当
た
る
行
為
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
処
分
」
と

た
る
行
為
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
処
分
」
と
い
う
。
）
に
不

い
う
。
）
に
不
服
が
あ
る
者
は
、
国
土
交
通
大
臣
及
び
当
該
他
の

服
が
あ
る
者
は
、
当
該
処
分
を
し
た
他
の
工
作
物
の
管
理
者
で
あ

工
作
物
に
関
す
る
主
務
大
臣
に
対
し
て
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が

る
公
共
団
体
の
長
に
対
し
て
審
査
請
求
を
し
、
そ
の
裁
決
に
不
服

で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
都
道
府
県
、
市
町
村
そ
の
他
の

が
あ
る
者
は
、
国
土
交
通
大
臣
及
び
当
該
他
の
工
作
物
に
関
す
る

公
共
団
体
で
あ
る
他
の
工
作
物
の
管
理
者
が
し
た
処
分
に
つ
い
て

主
務
大
臣
に
対
し
て
再
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

は
、
異
議
申
立
て
を
す
る
こ
と
も
で
き
る
。

２

第
八
条
の
規
定
に
よ
る
協
議
に
基
づ
き
他
の
工
作
物
の
管
理
者

２

こ
の
法
律
に
基
づ
く
処
分
に
つ
い
て
の
異
議
申
立
て
に
対
す
る

で
あ
る
主
務
大
臣
又
は
そ
の
地
方
支
分
部
局
の
長
が
国
土
交
通
大

決
定
は
、
当
該
異
議
申
立
て
を
受
理
し
た
日
か
ら
三
十
日
以
内
に

臣
に
代
わ
つ
て
し
た
処
分
に
不
服
が
あ
る
者
は
、
国
土
交
通
大
臣

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

及
び
当
該
他
の
工
作
物
に
関
す
る
主
務
大
臣
に
対
し
て
審
査
請
求

を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。



- 580 -

○

地
す
べ
り
等
防
止
法
（
昭
和
三
十
三
年
法
律
第
三
十
号
）
（
第
二
百
八
十
八
条
関
係
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
裁
定
の
申
請
）

（
裁
定
の
申
請
）

第
五
十
条

次
に
掲
げ
る
処
分
に
不
服
が
あ
る
者
は
、
そ
の
不
服
の

第
五
十
条

次
に
掲
げ
る
処
分
に
不
服
が
あ
る
者
は
、
そ
の
不
服
の

理
由
が
鉱
業
、
採
石
業
又
は
砂
利
採
取
業
と
の
調
整
に
関
す
る
も

理
由
が
鉱
業
、
採
石
業
又
は
砂
利
採
取
業
と
の
調
整
に
関
す
る
も

の
で
あ
る
と
き
は
、
公
害
等
調
整
委
員
会
に
対
し
て
裁
定
の
申
請

の
で
あ
る
と
き
は
、
公
害
等
調
整
委
員
会
に
対
し
て
裁
定
の
申
請

を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
は
、
審
査
請
求
を
す
る
こ

を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
は
、
行
政
不
服
審
査
法
（

と
が
で
き
な
い
。

昭
和
三
十
七
年
法
律
第
百
六
十
号
）
に
よ
る
不
服
申
立
て
を
す
る

こ
と
が
で
き
な
い
。

一
～
五

（
略
）

一
～
五

（
略
）

２

行
政
不
服
審
査
法
（
平
成
二
十
六
年
法
律
第

号
）
第
二

２

行
政
不
服
審
査
法
第
十
八
条
の
規
定
は
、
前
項
各
号
の
処
分
に

十
二
条
の
規
定
は
、
前
項
各
号
の
処
分
に
つ
き
、
処
分
を
し
た
行

つ
き
、
処
分
庁
が
誤
つ
て
審
査
請
求
又
は
異
議
申
立
て
を
す
る
こ

政
庁
が
誤
つ
て
審
査
請
求
又
は
再
調
査
の
請
求
を
す
る
こ
と
が
で

と
が
で
き
る
旨
を
教
示
し
た
場
合
に
準
用
す
る
。

き
る
旨
を
教
示
し
た
場
合
に
準
用
す
る
。



- 581 -

○

下
水
道
法
（
昭
和
三
十
三
年
法
律
第
七
十
九
号
）
（
第
二
百
八
十
九
条
関
係
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

目
次

目
次

第
一
章
～
第
三
章

（
略
）

第
一
章
～
第
三
章

（
略
）

第
四
章

雑
則
（
第
三
十
一
条
の
二
―
第
四
十
三
条
）

第
四
章

雑
則
（
第
三
十
一
条
の
二
―
第
四
十
四
条
）

第
五
章

罰
則
（
第
四
十
四
条
―
第
五
十
一
条
）

第
五
章

罰
則
（
第
四
十
五
条
―
第
五
十
一
条
）

附
則

附
則

（
異
議
申
立
て
に
対
し
て
決
定
を
す
べ
き
期
間
）

〔
削
除
〕

第
四
十
三
条

こ
の
法
律
の
規
定
に
よ
り
公
共
下
水
道
管
理
者
、
流

域
下
水
道
管
理
者
又
は
都
市
下
水
路
管
理
者
が
し
た
処
分
に
つ
い

て
の
異
議
申
立
て
に
対
す
る
決
定
は
、
異
議
申
立
て
を
受
理
し
た

日
か
ら
三
十
日
以
内
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
四
十
三
条

（
略
）

第
四
十
四
条

（
略
）

第
四
十
四
条

（
略
）

第
四
十
五
条

（
略
）

第
四
十
五
条

（
略
）

第
四
十
六
条

（
略
）

第
四
十
六
条

（
略
）

第
四
十
六
条
の
二

（
略
）

２

過
失
に
よ
り
前
項
第
一
号
の
罪
を
犯
し
た
者
は
、
三
月
以
下
の

２

過
失
に
よ
り
前
項
第
一
号
の
罪
を
犯
し
た
者
は
、
三
月
以
下
の

禁
錮
又
は
二
十
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
す
る
。

禁
錮
又
は
二
十
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
す
る
。

こ

第
五
十
条

法
人
の
代
表
者
又
は
法
人
若
し
く
は
人
の
代
理
人
、
使

第
五
十
条

法
人
の
代
表
者
又
は
法
人
若
し
く
は
人
の
代
理
人
、
使

用
人
そ
の
他
の
従
業
者
が
、
そ
の
法
人
又
は
人
の
業
務
に
関
し
て

用
人
そ
の
他
の
従
業
者
が
、
そ
の
法
人
又
は
人
の
業
務
に
関
し
て

第
四
十
五
条
か
ら
前
条
ま
で
の
違
反
行
為
を
し
た
と
き
は
、
行
為

第
四
十
六
条
か
ら
前
条
ま
で
の
違
反
行
為
を
し
た
と
き
は
、
行
為

者
を
罰
す
る
ほ
か
、
そ
の
法
人
又
は
人
に
対
し
て
も
、
各
本
条
の

者
を
罰
す
る
ほ
か
、
そ
の
法
人
又
は
人
に
対
し
て
も
、
各
本
条
の

罰
金
刑
を
科
す
る
。

罰
金
刑
を
科
す
る
。



- 582 -

○

首
都
圏
の
近
郊
整
備
地
帯
及
び
都
市
開
発
区
域
の
整
備
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
三
十
三
年
法
律
第
九
十
八
号
）
（
第
二
百
九
十
条
関
係

）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
審
査
請
求
）

（
審
査
請
求
）

第
三
十
条

施
行
者
で
あ
つ
た
者
が
第
二
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に

第
三
十
条

施
行
者
で
あ
つ
た
者
が
第
二
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に

基
づ
い
て
し
た
承
認
又
は
不
承
認
の
処
分
に
不
服
が
あ
る
者
は
、

基
づ
い
て
し
た
承
認
又
は
不
承
認
の
処
分
に
不
服
が
あ
る
者
は
、

国
土
交
通
大
臣
に
対
し
て
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

国
土
交
通
大
臣
に
対
し
て
行
政
不
服
審
査
法
（
昭
和
三
十
七
年
法

律
第
百
六
十
号
）
に
よ
る
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。



- 583 -

○

独
立
行
政
法
人
都
市
再
生
機
構
法
（
平
成
十
五
年
法
律
第
百
号
）
附
則
第
三
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る

も
の
と
さ
れ
る
同
法
附
則
第
三
十
四
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
首
都
圏
の
近
郊
整
備
地
帯
及
び
都
市
開
発
区
域
の
整
備
に
関
す
る
法
律

（
第
二
百
九
十
条
関
係
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
審
査
請
求
）

（
審
査
請
求
）

第
三
十
条

地
方
公
共
団
体
等
が
第
二
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
基

第
三
十
条

地
方
公
共
団
体
等
が
第
二
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
基

づ
い
て
し
た
承
認
又
は
不
承
認
の
処
分
に
不
服
が
あ
る
者
は
、
国

づ
い
て
し
た
承
認
又
は
不
承
認
の
処
分
に
不
服
が
あ
る
者
は
、
国

土
交
通
大
臣
に
対
し
て
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

土
交
通
大
臣
に
対
し
て
行
政
不
服
審
査
法
（
昭
和
三
十
七
年
法
律

第
百
六
十
号
）
に
よ
る
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。



- 584 -

○

近
畿
圏
の
近
郊
整
備
区
域
及
び
都
市
開
発
区
域
の
整
備
及
び
開
発
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
三
十
九
年
法
律
第
百
四
十
五
号
）

（
第
二
百
九
十
条
関
係
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
審
査
請
求
）

（
審
査
請
求
）

第
四
十
条

施
行
者
で
あ
つ
た
者
が
第
三
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に

第
四
十
条

施
行
者
で
あ
つ
た
者
が
第
三
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に

基
づ
い
て
し
た
承
認
又
は
不
承
認
の
処
分
に
不
服
が
あ
る
者
は
、

基
づ
い
て
し
た
承
認
又
は
不
承
認
の
処
分
に
不
服
が
あ
る
者
は
、

国
土
交
通
大
臣
に
対
し
て
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

国
土
交
通
大
臣
に
対
し
て
行
政
不
服
審
査
法
（
昭
和
三
十
七
年
法

律
第
百
六
十
号
）
に
よ
る
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。



- 585 -

○

住
宅
地
区
改
良
法
（
昭
和
三
十
五
年
法
律
第
八
十
四
号
）
（
第
二
百
九
十
一
条
関
係
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
再
審
査
請
求
）

（
不
服
申
立
て
）

第
三
十
五
条

第
十
一
条
第
二
項
又
は
第
十
三
条
第
二
項
に
規
定
す

第
三
十
五
条

第
十
一
条
第
二
項
又
は
第
十
三
条
第
二
項
に
規
定
す

る
処
分
に
つ
い
て
の
審
査
請
求
の
裁
決
に
不
服
が
あ
る
者
は
、
国

る
処
分
に
不
服
が
あ
る
者
は
、
国
土
交
通
大
臣
に
対
し
て
審
査
請

土
交
通
大
臣
に
対
し
て
再
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
は
、
当
該
処
分
を
し
た

施
行
者
で
あ
る
都
道
府
県
又
は
市
町
村
の
長
に
対
し
て
異
議
申
立

て
を
す
る
こ
と
も
で
き
る
。

〔
削
除
〕

２

こ
の
法
律
の
規
定
に
よ
る
処
分
そ
の
他
公
権
力
の
行
使
に
当
た

る
行
為
に
つ
い
て
の
異
議
申
立
て
に
対
す
る
決
定
は
、
当
該
異
議

申
立
て
を
受
理
し
た
日
か
ら
三
十
日
以
内
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。



- 586 -

○

公
共
用
地
の
取
得
に
関
す
る
特
別
措
置
法
（
昭
和
三
十
六
年
法
律
第
百
五
十
号
）
（
第
二
百
九
十
二
条
関
係
）（

傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
国
土
交
通
大
臣
へ
の
事
件
の
送
致
）

（
国
土
交
通
大
臣
へ
の
事
件
の
送
致
）

第
三
十
八
条
の
二

収
用
委
員
会
が
第
二
十
条
第
四
項
に
規
定
す
る

第
三
十
八
条
の
二

収
用
委
員
会
が
第
二
十
条
第
四
項
に
規
定
す
る

期
間
内
に
裁
決
を
し
な
い
場
合
に
お
い
て
、
起
業
者
の
申
立
て
が

期
間
内
に
裁
決
を
し
な
い
場
合
に
お
い
て
、
起
業
者
か
ら
行
政
不

あ
つ
た
と
き
は
、
収
用
委
員
会
は
、
土
地
収
用
法
第
三
十
九
条
第

服
審
査
法
（
昭
和
三
十
七
年
法
律
第
百
六
十
号
）
第
七
条
の
規
定

一
項
の
規
定
に
よ
る
申
請
に
係
る
事
件
を
国
土
交
通
大
臣
に
送
ら

に
よ
る
異
議
申
立
て
が
あ
つ
た
と
き
は
、
収
用
委
員
会
は
、
同
法

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
五
十
条
第
二
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
土
地
収
用
法
第
三
十

九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
申
請
に
係
る
事
件
を
国
土
交
通
大
臣

に
送
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

前
項
の
規
定
に
よ
る
申
立
て
は
、
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
様

〔
新
設
〕

式
に
従
い
、
書
面
で
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

第
一
項
の
規
定
は
、
収
用
委
員
会
が
同
項
の
規
定
に
よ
る
申
立

２

前
項
の
規
定
は
、
収
用
委
員
会
が
異
議
申
立
て
が
あ
つ
た
日
か

て
が
あ
つ
た
日
か
ら
一
月
以
内
に
お
い
て
裁
決
を
行
う
べ
き
期
日

ら
一
月
以
内
に
お
い
て
裁
決
を
行
な
う
べ
き
期
日
を
定
め
、
こ
れ

を
定
め
、
こ
れ
を
起
業
者
に
通
知
し
た
場
合
に
お
い
て
は
、
収
用

を
起
業
者
に
通
知
し
た
場
合
に
お
い
て
は
、
収
用
委
員
会
に
お
い

委
員
会
に
お
い
て
当
該
事
件
に
つ
い
て
引
き
続
き
審
理
し
、
裁
決

て
当
該
事
件
に
つ
い
て
引
き
続
き
審
理
し
、
裁
決
を
す
る
こ
と
を

を
す
る
こ
と
を
妨
げ
る
も
の
で
は
な
い
。

妨
げ
る
も
の
で
は
な
い
。

４

（
略
）

３

（
略
）

５

（
略
）

４

（
略
）

６

起
業
者
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
申
立
て
を
し
た
と
き
は
、

〔
新
設
〕

第
二
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
申
立
て
に
係
る
不
作
為
に
つ
い

て
の
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

（
収
用
委
員
会
へ
の
事
件
の
送
致
等
）

（
収
用
委
員
会
へ
の
事
件
の
送
致
等
）

第
三
十
八
条
の
五

（
略
）

第
三
十
八
条
の
五

（
略
）

２

（
略
）

２

（
略
）

３

第
三
十
八
条
の
二
第
五
項
の
規
定
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
り

３

第
三
十
八
条
の
二
第
四
項
の
規
定
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
り

国
土
交
通
大
臣
が
事
件
を
収
用
委
員
会
に
送
つ
た
場
合
に
準
用
す

国
土
交
通
大
臣
が
事
件
を
収
用
委
員
会
に
送
つ
た
場
合
に
準
用
す

る
。

る
。
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４

（
略
）

４

（
略
）

（
審
査
請
求
及
び
訴
訟
）

（
不
服
申
立
て
及
び
訴
訟
）

第
四
十
二
条

土
地
収
用
法
第
百
三
十
条
第
一
項
、
第
百
三
十
一
条

第
四
十
二
条

土
地
収
用
法
第
百
三
十
条
第
一
項
、
第
百
三
十
一
条

第
二
項
及
び
第
百
三
十
一
条
の
二
の
規
定
は
、
特
定
公
共
事
業
の

第
二
項
及
び
第
百
三
十
一
条
の
二
の
規
定
は
、
特
定
公
共
事
業
の

認
定
に
関
す
る
審
査
請
求
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

認
定
に
関
す
る
不
服
申
立
て
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

２

土
地
収
用
法
第
百
三
十
条
第
二
項
、
第
百
三
十
一
条
第
二
項
、

２

土
地
収
用
法
第
百
三
十
条
第
二
項
、
第
百
三
十
一
条
第
二
項
、

第
百
三
十
一
条
の
二
及
び
第
百
三
十
二
条
第
二
項
の
規
定
は
、
国

第
百
三
十
一
条
の
二
及
び
第
百
三
十
二
条
第
二
項
の
規
定
は
、
国

土
交
通
大
臣
が
行
う
代
行
裁
決
に
関
す
る
審
査
請
求
に
つ
い
て
、

土
交
通
大
臣
が
行
な
う
代
行
裁
決
に
関
す
る
異
議
申
立
て
に
つ
い

同
法
第
百
三
十
三
条
及
び
第
百
三
十
四
条
の
規
定
は
、
国
土
交
通

て
、
同
法
第
百
三
十
三
条
及
び
第
百
三
十
四
条
の
規
定
は
、
国
土

大
臣
が
行
う
代
行
裁
決
に
関
す
る
訴
え
の
提
起
に
つ
い
て
準
用
す

交
通
大
臣
が
行
な
う
代
行
裁
決
に
関
す
る
訴
え
の
提
起
に
つ
い
て

る
。

準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
法
第
百
三
十
条
第
二
項
中

「
行
政
不
服
審
査
法
第
十
四
条
第
一
項
本
文
」
と
あ
る
の
は
、
「

行
政
不
服
審
査
法
第
四
十
五
条
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

３

国
土
交
通
大
臣
は
、
特
定
公
共
事
業
の
認
定
又
は
代
行
裁
決
に

〔
新
設
〕

関
す
る
審
査
請
求
に
対
す
る
裁
決
で
、
当
該
認
定
又
は
当
該
代
行

裁
決
の
全
部
若
し
く
は
一
部
を
取
り
消
し
、
又
は
こ
れ
ら
を
変
更

し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
社
会
資
本
整
備
審
議
会
の
議
を
経
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

４

（
略
）

３

（
略
）
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○

共
同
溝
の
整
備
等
に
関
す
る
特
別
措
置
法
（
昭
和
三
十
八
年
法
律
第
八
十
一
号
）
（
第
二
百
九
十
三
条
関
係
）（

傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
不
服
申
立
て
）

（
不
服
申
立
て
）

第
二
十
六
条

都
道
府
県
又
は
市
町
村
で
あ
る
道
路
管
理
者
が
こ
の

第
二
十
六
条

都
道
府
県
又
は
市
町
村
で
あ
る
道
路
管
理
者
が
こ
の

法
律
に
基
づ
い
て
し
た
処
分
に
不
服
が
あ
る
者
は
、
当
該
都
道
府

法
律
に
基
づ
い
て
し
た
処
分
に
不
服
が
あ
る
者
は
、
都
道
府
県
又

県
の
知
事
又
は
当
該
市
町
村
の
長
に
対
し
て
審
査
請
求
を
し
、
そ

は
指
定
市
若
し
く
は
特
定
の
市
町
村
（
道
路
法
第
十
七
条
第
二
項

の
裁
決
に
不
服
が
あ
る
者
は
、
都
道
府
県
又
は
指
定
市
若
し
く
は

又
は
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
管
理
を
行
う
市
又
は
町
村
を
い
う
。

特
定
の
市
町
村
（
道
路
法
第
十
七
条
第
二
項
又
は
第
三
項
の
規
定

以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
で
あ
る
道
路
管
理
者
が
し
た
処

に
よ
り
管
理
を
行
う
市
又
は
町
村
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
に
お
い

分
に
つ
い
て
は
国
土
交
通
大
臣
に
対
し
て
、
市
町
村
（
指
定
市
及

て
同
じ
。
）
で
あ
る
道
路
管
理
者
が
し
た
処
分
に
つ
い
て
は
国
土

び
特
定
の
市
町
村
を
除
く
。
）
で
あ
る
道
路
管
理
者
が
し
た
処
分

交
通
大
臣
に
対
し
て
、
市
町
村
（
指
定
市
及
び
特
定
の
市
町
村
を

に
つ
い
て
は
都
道
府
県
知
事
に
対
し
て
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が

除
く
。
）
で
あ
る
道
路
管
理
者
が
し
た
処
分
に
つ
い
て
は
都
道
府

で
き
る
。
こ
の
場
合
に
は
、
当
該
都
道
府
県
又
は
市
町
村
に
対
し

県
知
事
に
対
し
て
再
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

て
異
議
申
立
て
を
す
る
こ
と
も
で
き
る
。

〔
削
除
〕

２

こ
の
法
律
に
基
づ
く
処
分
に
つ
い
て
の
異
議
申
立
て
に
対
す
る

決
定
は
、
当
該
異
議
申
立
て
を
受
理
し
た
日
か
ら
三
十
日
以
内
に

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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○

河
川
法
（
昭
和
三
十
九
年
法
律
第
百
六
十
七
号
）
（
第
二
百
九
十
四
条
関
係
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
不
服
申
立
て
）

（
不
服
申
立
て
）

第
九
十
七
条

第
二
十
二
条
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
処

第
九
十
七
条

第
二
十
二
条
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
処

分
そ
の
他
公
権
力
の
行
使
に
当
た
る
行
為
に
つ
い
て
は
、
審
査
請

分
そ
の
他
公
権
力
の
行
使
に
当
た
る
行
為
に
つ
い
て
は
、
行
政
不

求
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

服
審
査
法
（
昭
和
三
十
七
年
法
律
第
百
六
十
号
）
に
よ
る
不
服
申

立
て
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

２

第
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
協
議
に
基
づ
き
都
道
府
県
、

２

第
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
協
議
に
基
づ
き
他
の
工
作
物

市
町
村
そ
の
他
の
公
共
団
体
で
あ
る
他
の
工
作
物
の
管
理
者
が
河

の
管
理
者
が
河
川
管
理
者
に
代
わ
つ
て
し
た
処
分
に
不
服
が
あ
る

川
管
理
者
に
代
わ
つ
て
し
た
処
分
に
不
服
が
あ
る
者
は
、
当
該
公

者
は
、
他
の
工
作
物
の
管
理
者
が
国
若
し
く
は
国
の
機
関
又
は
都

共
団
体
の
長
に
対
し
て
審
査
請
求
を
し
、
そ
の
裁
決
に
不
服
が
あ

道
府
県
で
あ
る
と
き
は
国
土
交
通
大
臣
及
び
当
該
他
の
工
作
物
に

る
者
は
、
都
道
府
県
で
あ
る
他
の
工
作
物
の
管
理
者
が
し
た
処
分

関
す
る
主
務
大
臣
に
対
し
て
、
そ
の
他
の
者
で
あ
る
と
き
は
都
道

に
つ
い
て
は
国
土
交
通
大
臣
及
び
当
該
他
の
工
作
物
に
関
す
る
主

府
県
知
事
に
対
し
て
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場

務
大
臣
に
対
し
て
、
そ
の
他
の
者
が
し
た
処
分
に
つ
い
て
は
都
道

合
に
お
い
て
、
都
道
府
県
、
市
町
村
そ
の
他
の
公
共
団
体
で
あ
る

府
県
知
事
に
対
し
て
再
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

他
の
工
作
物
の
管
理
者
が
し
た
処
分
に
つ
い
て
は
、
異
議
申
立
て

を
す
る
こ
と
も
で
き
る
。

３

第
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
協
議
に
基
づ
き
他
の
工
作
物

〔
新
設
〕

の
管
理
者
で
あ
る
国
又
は
国
の
機
関
が
河
川
管
理
者
に
代
わ
つ
て

し
た
処
分
に
不
服
が
あ
る
者
は
、
国
土
交
通
大
臣
及
び
当
該
他
の

工
作
物
に
関
す
る
主
務
大
臣
に
対
し
て
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が

で
き
る
。

４

次
に
掲
げ
る
処
分
に
不
服
が
あ
る
者
は
、
そ
の
不
服
の
理
由
が

３

次
に
掲
げ
る
処
分
に
不
服
が
あ
る
者
は
、
そ
の
不
服
の
理
由
が

鉱
業
又
は
採
石
業
と
の
調
整
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
と
き
は
、
公

鉱
業
又
は
採
石
業
と
の
調
整
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
と
き
は
、
公

害
等
調
整
委
員
会
に
対
し
て
裁
定
の
申
請
を
す
る
こ
と
が
で
き
る

害
等
調
整
委
員
会
に
対
し
て
裁
定
の
申
請
を
す
る
こ
と
が
で
き
る

。
こ
の
場
合
に
は
、
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

。
こ
の
場
合
に
は
、
行
政
不
服
審
査
法
に
よ
る
不
服
申
立
て
を
す

る
こ
と
が
で
き
な
い
。

一
・
二

（
略
）

一
・
二

（
略
）

５

行
政
不
服
審
査
法
（
平
成
二
十
六
年
法
律
第

号
）
第
二

４

行
政
不
服
審
査
法
第
十
八
条
の
規
定
は
、
前
項
各
号
の
処
分
に
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十
二
条
の
規
定
は
、
前
項
各
号
の
処
分
に
つ
き
、
処
分
を
し
た
行

つ
き
、
処
分
庁
が
誤
つ
て
審
査
請
求
又
は
異
議
申
立
て
を
す
る
こ

政
庁
が
誤
つ
て
審
査
請
求
又
は
再
調
査
の
請
求
を
す
る
こ
と
が
で

と
が
で
き
る
旨
を
教
示
し
た
場
合
に
準
用
す
る
。

き
る
旨
を
教
示
し
た
場
合
に
準
用
す
る
。
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○

公
共
用
飛
行
場
周
辺
に
お
け
る
航
空
機
騒
音
に
よ
る
障
害
の
防
止
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
二
年
法
律
第
百
十
号
）

（
第
二
百
九
十
五
条
関
係
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
異
議
の
申
出
）

（
異
議
の
申
出
）

第
十
二
条

前
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
決
定
に
不
服
が
あ
る
者
は

第
十
二
条

前
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
決
定
に
不
服
が
あ
る
者
は

、
同
項
の
通
知
を
受
け
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
三
月
以
内
に

、
同
項
の
通
知
を
受
け
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
三
十
日
以
内

、
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
手
続
に
従
い
、
国
土
交
通
大
臣
に
対

に
、
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
手
続
に
従
い
、
国
土
交
通
大
臣
に

し
て
異
議
を
申
し
出
る
こ
と
が
で
き
る
。

対
し
て
異
議
を
申
し
出
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

（
略
）

２

（
略
）

（
増
額
請
求
の
訴
え
）

（
増
額
請
求
の
訴
え
）

第
十
四
条

第
十
一
条
第
三
項
又
は
第
十
二
条
第
二
項
の
規
定
に
よ

第
十
四
条

第
十
二
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
決
定
に
不
服
が
あ
る

る
決
定
に
不
服
が
あ
る
者
は
、
そ
の
決
定
の
通
知
を
受
け
た
日
か

者
は
、
そ
の
決
定
の
通
知
を
受
け
た
日
か
ら
六
月
以
内
に
、
訴
え

ら
六
月
以
内
に
、
訴
え
を
も
つ
て
そ
の
増
額
を
請
求
す
る
こ
と
が

を
も
つ
て
そ
の
増
額
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

で
き
る
。

２

（
略
）

２

（
略
）

第
十
七
条

（
略
）

第
十
七
条

（
略
）

２

（
略
）

２

（
略
）

３

前
条
第
一
項
の
裁
定
に
つ
い
て
の
審
査
請
求
に
お
い
て
は
、
補

３

前
条
第
一
項
の
裁
定
に
つ
い
て
の
異
議
申
立
て
に
お
い
て
は
、

償
金
の
額
に
つ
い
て
の
不
服
を
そ
の
裁
定
に
つ
い
て
の
不
服
の
理

補
償
金
の
額
に
つ
い
て
の
不
服
を
そ
の
裁
定
に
つ
い
て
の
不
服
の

由
と
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

理
由
と
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

４

（
略
）

４

（
略
）
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○

土
砂
等
を
運
搬
す
る
大
型
自
動
車
に
よ
る
交
通
事
故
の
防
止
等
に
関
す
る
特
別
措
置
法
（
昭
和
四
十
二
年
法
律
第
百
三
十
一
号
）

（
第
二
百
九
十
六
条
関
係
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
不
服
申
立
て
と
訴
訟
と
の
関
係
）

第
十
条

削
除

第
十
条

第
七
条
第
一
項
、
第
八
条
第
一
項
又
は
前
条
第
一
項
の
規

定
に
よ
る
処
分
の
取
消
し
の
訴
え
は
、
当
該
処
分
に
つ
い
て
の
異

議
申
立
て
又
は
審
査
請
求
に
対
す
る
決
定
又
は
裁
決
を
経
た
後
で

な
け
れ
ば
、
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

２

前
項
に
規
定
す
る
処
分
に
つ
い
て
は
、
行
政
手
続
法
（
平
成
五

年
法
律
第
八
十
八
号
）
第
二
十
七
条
第
二
項
の
規
定
は
、
適
用
し

な
い
。
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○

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
（
第
二
百
九
十
七
条
関
係
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
不
服
申
立
て
）

（
不
服
申
立
て
）

第
五
十
条

第
二
十
九
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
、
第
三
十
五
条

第
五
十
条

第
二
十
九
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
、
第
三
十
五
条

の
二
第
一
項
、
第
四
十
一
条
第
二
項
た
だ
し
書
、
第
四
十
二
条
第

の
二
第
一
項
、
第
四
十
一
条
第
二
項
た
だ
し
書
、
第
四
十
二
条
第

一
項
た
だ
し
書
若
し
く
は
第
四
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く

一
項
た
だ
し
書
若
し
く
は
第
四
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く

処
分
若
し
く
は
そ
の
不
作
為
又
は
こ
れ
ら
の
規
定
に
違
反
し
た
者

処
分
若
し
く
は
こ
れ
に
係
る
不
作
為
（
行
政
不
服
審
査
法
（
昭
和

に
対
す
る
第
八
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
監
督
処
分
に
つ

三
十
七
年
法
律
第
百
六
十
号
）
第
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
不
作

い
て
の
審
査
請
求
は
、
開
発
審
査
会
に
対
し
て
す
る
も
の
と
す
る

為
を
い
う
。
）
又
は
こ
れ
ら
の
規
定
に
違
反
し
た
者
に
対
す
る
第

。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
不
作
為
に
つ
い
て
の
審
査
請
求
は
、
開

八
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
監
督
処
分
に
不
服
が
あ
る
者

発
審
査
会
に
代
え
て
、
当
該
不
作
為
に
係
る
都
道
府
県
知
事
に
対

は
、
開
発
審
査
会
に
対
し
て
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

し
て
す
る
こ
と
も
で
き
る
。

２

開
発
審
査
会
は
、
前
項
前
段
の
規
定
に
よ
る
審
査
請
求
が
さ
れ

２

開
発
審
査
会
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
審
査
請
求
を
受
理
し
た

た
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
審
査
請
求
が
さ
れ
た
日
（
行
政
不
服

場
合
に
お
い
て
は
、
審
査
請
求
を
受
理
し
た
日
か
ら
二
月
以
内
に

審
査
法
（
平
成
二
十
六
年
法
律
第

号
）
第
二
十
三
条
の
規

、
裁
決
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

定
に
よ
り
不
備
を
補
正
す
べ
き
こ
と
を
命
じ
た
場
合
に
あ
つ
て
は

、
当
該
不
備
が
補
正
さ
れ
た
日
）
か
ら
二
月
以
内
に
、
裁
決
を
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

開
発
審
査
会
は
、
前
項
の
裁
決
を
行
う
場
合
に
お
い
て
は
、
行

３

開
発
審
査
会
は
、
前
項
の
裁
決
を
行
な
う
場
合
に
お
い
て
は
、

政
不
服
審
査
法
第
二
十
四
条
の
規
定
に
よ
り
当
該
審
査
請
求
を
却

あ
ら
か
じ
め
、
審
査
請
求
人
、
処
分
庁
そ
の
他
の
関
係
人
又
は
こ

下
す
る
場
合
を
除
き
、
あ
ら
か
じ
め
、
審
査
請
求
人
、
処
分
を
し

れ
ら
の
者
の
代
理
人
の
出
頭
を
求
め
て
、
公
開
に
よ
る
口
頭
審
理

た
行
政
庁
そ
の
他
の
関
係
人
又
は
こ
れ
ら
の
者
の
代
理
人
の
出
頭

を
行
な
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

を
求
め
て
、
公
開
に
よ
る
口
頭
審
理
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

。
４

第
一
項
前
段
の
規
定
に
よ
る
審
査
請
求
に
つ
い
て
は
、
行
政
不

〔
新
設
〕

服
審
査
法
第
三
十
一
条
の
規
定
は
適
用
せ
ず
、
前
項
の
口
頭
審
理

に
つ
い
て
は
、
同
法
第
九
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
ら

れ
た
同
法
第
三
十
一
条
第
二
項
か
ら
第
五
項
ま
で
の
規
定
を
準
用
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す
る
。

第
五
十
一
条

第
二
十
九
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
、
第
三
十
五

第
五
十
一
条

第
二
十
九
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
、
第
三
十
五

条
の
二
第
一
項
、
第
四
十
二
条
第
一
項
た
だ
し
書
又
は
第
四
十
三

条
の
二
第
一
項
、
第
四
十
二
条
第
一
項
た
だ
し
書
又
は
第
四
十
三

条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
処
分
に
不
服
が
あ
る
者
は
、
そ
の
不
服

条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
処
分
に
不
服
が
あ
る
者
は
、
そ
の
不
服

の
理
由
が
鉱
業
、
採
石
業
又
は
砂
利
採
取
業
と
の
調
整
に
関
す
る

の
理
由
が
鉱
業
、
採
石
業
又
は
砂
利
採
取
業
と
の
調
整
に
関
す
る

も
の
で
あ
る
と
き
は
、
公
害
等
調
整
委
員
会
に
裁
定
の
申
請
を
す

も
の
で
あ
る
と
き
は
、
公
害
等
調
整
委
員
会
に
裁
定
の
申
請
を
す

る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
は
、
審
査
請
求
を
す
る

る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
は
、
行
政
不
服
審
査
法

こ
と
が
で
き
な
い
。

に
よ
る
不
服
申
立
て
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

２

行
政
不
服
審
査
法
第
二
十
二
条
の
規
定
は
、
前
項
に
規
定
す
る

２

行
政
不
服
審
査
法
第
十
八
条
の
規
定
は
、
前
項
に
規
定
す
る
処

処
分
に
つ
き
、
処
分
を
し
た
行
政
庁
が
誤
つ
て
審
査
請
求
又
は
再

分
に
つ
き
、
処
分
庁
が
誤
つ
て
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る

調
査
の
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
旨
を
教
示
し
た
場
合
に
準
用

旨
を
教
示
し
た
場
合
に
準
用
す
る
。

す
る
。

（
審
査
請
求
と
訴
訟
と
の
関
係
）

第
五
十
二
条

削
除

第
五
十
二
条

第
五
十
条
第
一
項
に
規
定
す
る
処
分
の
取
消
し
の
訴

え
（
前
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
公
害
等
調
整
委
員
会
に
裁
定
の

申
請
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
事
項
に
関
す
る
訴
え
を
除
く
。
）
は

、
当
該
処
分
に
つ
い
て
の
審
査
請
求
に
対
す
る
開
発
審
査
会
の
裁

決
を
経
た
後
で
な
け
れ
ば
、
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

（
開
発
審
査
会
）

（
開
発
審
査
会
）

第
七
十
八
条

第
五
十
条
第
一
項
前
段
に
規
定
す
る
審
査
請
求
に
対

第
七
十
八
条

第
五
十
条
第
一
項
に
規
定
す
る
審
査
請
求
に
対
す
る

す
る
裁
決
そ
の
他
こ
の
法
律
に
よ
り
そ
の
権
限
に
属
さ
せ
ら
れ
た

裁
決
そ
の
他
こ
の
法
律
に
よ
り
そ
の
権
限
に
属
さ
せ
ら
れ
た
事
項

事
項
を
行
わ
せ
る
た
め
、
都
道
府
県
及
び
指
定
都
市
等
に
、
開
発

を
行
わ
せ
る
た
め
、
都
道
府
県
及
び
指
定
都
市
等
に
、
開
発
審
査

審
査
会
を
置
く
。

会
を
置
く
。

２
～
６

（
略
）

２
～
６

（
略
）

７

委
員
は
、
自
己
又
は
三
親
等
以
内
の
親
族
の
利
害
に
関
係
の
あ

７

委
員
は
、
自
己
又
は
三
親
等
以
内
の
親
族
の
利
害
に
関
係
の
あ

る
事
件
に
つ
い
て
は
、
第
五
十
条
第
一
項
前
段
に
規
定
す
る
審
査

る
事
件
に
つ
い
て
は
、
第
五
十
条
第
一
項
に
規
定
す
る
審
査
請
求

請
求
に
対
す
る
裁
決
に
関
す
る
議
事
に
加
わ
る
こ
と
が
で
き
な
い

に
対
す
る
裁
決
に
関
す
る
議
事
に
加
わ
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

。
８

（
略
）

８

（
略
）
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○

都
市
再
開
発
法
（
昭
和
四
十
四
年
法
律
第
三
十
八
号
）
（
第
二
百
九
十
八
条
関
係
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
事
業
計
画
の
縦
覧
及
び
意
見
書
の
処
理
）

（
事
業
計
画
の
縦
覧
及
び
意
見
書
の
処
理
）

第
十
六
条

（
略
）

第
十
六
条

（
略
）

２
・
３

（
略
）

２
・
３

（
略
）

４

前
項
の
規
定
に
よ
る
意
見
書
の
内
容
の
審
査
に
つ
い
て
は
、
行

４

前
項
の
規
定
に
よ
る
意
見
書
の
内
容
の
審
査
に
つ
い
て
は
、
行

政
不
服
審
査
法
（
平
成
二
十
六
年
法
律
第

号
）
第
二
章
第

政
不
服
審
査
法
（
昭
和
三
十
七
年
法
律
第
百
六
十
号
）
中
処
分
に

三
節
（
第
二
十
九
条
、
第
三
十
条
、
第
三
十
二
条
第
二
項
、
第
三

つ
い
て
の
異
議
申
立
て
の
審
理
に
関
す
る
規
定
を
準
用
す
る
。

十
八
条
、
第
四
十
条
、
第
四
十
一
条
第
三
項
及
び
第
四
十
二
条
を

除
く
。
）
の
規
定
を
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
節
中

「
審
理
員
」
と
あ
る
の
は
、
「
都
道
府
県
知
事
」
と
読
み
替
え
る

も
の
と
す
る
。

５

（
略
）

５

（
略
）

（
事
業
計
画
）

（
事
業
計
画
）

第
五
十
三
条

（
略
）

第
五
十
三
条

（
略
）

２

第
十
六
条
第
二
項
か
ら
第
五
項
ま
で
の
規
定
は
、
前
項
の
場
合

２

第
十
六
条
第
二
項
か
ら
第
五
項
ま
で
の
規
定
は
、
前
項
の
場
合

に
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
条
第
二
項
中
「
第
一
種

に
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
条
第
二
項
中
「
第
一
種

市
街
地
再
開
発
事
業
」
と
あ
る
の
は
「
市
街
地
再
開
発
事
業
」
と

市
街
地
再
開
発
事
業
」
と
あ
る
の
は
「
市
街
地
再
開
発
事
業
」
と

、
「
参
加
組
合
員
」
と
あ
る
の
は
「
第
五
十
二
条
第
二
項
第
五
号

、
「
参
加
組
合
員
」
と
あ
る
の
は
「
第
五
十
二
条
第
二
項
第
五
号

の
特
定
事
業
参
加
者
」
と
、
同
項
か
ら
同
条
第
四
項
ま
で
の
規
定

の
特
定
事
業
参
加
者
」
と
、
同
項
及
び
同
条
第
三
項
中
「
都
道
府

中
「
都
道
府
県
知
事
」
と
あ
る
の
は
「
地
方
公
共
団
体
」
と
、
同

県
知
事
」
と
あ
る
の
は
「
地
方
公
共
団
体
」
と
、
同
項
中
「
加
え

条
第
三
項
中
「
加
え
る
べ
き
こ
と
を
命
じ
」
と
あ
る
の
は
「
加
え

る
べ
き
こ
と
を
命
じ
」
と
あ
る
の
は
「
加
え
」
と
、
同
条
第
五
項

」
と
、
同
条
第
五
項
中
「
第
十
一
条
第
一
項
又
は
第
三
項
の
規
定

中
「
第
十
一
条
第
一
項
又
は
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
認
可
を
申
請

に
よ
る
認
可
を
申
請
し
た
者
」
と
あ
る
の
は
「
地
方
公
共
団
体
」

し
た
者
」
と
あ
る
の
は
「
地
方
公
共
団
体
」
と
、
「
加
え
、
そ
の

と
、
「
加
え
、
そ
の
旨
を
都
道
府
県
知
事
に
申
告
し
」
と
あ
る
の

旨
を
都
道
府
県
知
事
に
申
告
し
」
と
あ
る
の
は
「
加
え
」
と
読
み

は
「
加
え
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

替
え
る
も
の
と
す
る
。

３
・
４

（
略
）

３
・
４

（
略
）

（
施
行
規
程
及
び
事
業
計
画
の
認
可
等
）

（
施
行
規
程
及
び
事
業
計
画
の
認
可
等
）
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第
五
十
八
条

（
略
）

第
五
十
八
条

（
略
）

２

（
略
）

２

（
略
）

３

第
五
十
条
の
三
第
二
項
及
び
第
三
項
並
び
に
第
五
十
二
条
第
二

３

第
五
十
条
の
三
第
二
項
及
び
第
三
項
並
び
に
第
五
十
二
条
第
二

項
の
規
定
は
施
行
規
程
に
つ
い
て
、
第
七
条
の
十
一
及
び
第
七
条

項
の
規
定
は
施
行
規
程
に
つ
い
て
、
第
七
条
の
十
一
及
び
第
七
条

の
十
二
の
規
定
は
事
業
計
画
に
つ
い
て
、
第
十
六
条
（
第
一
項
た

の
十
二
の
規
定
は
事
業
計
画
に
つ
い
て
、
第
十
六
条
（
第
一
項
た

だ
し
書
を
除
く
。
）
及
び
第
十
九
条
（
第
二
項
を
除
く
。
）
の
規

だ
し
書
を
除
く
。
）
及
び
第
十
九
条
（
第
二
項
を
除
く
。
）
の
規

定
は
施
行
規
程
及
び
事
業
計
画
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合

定
は
施
行
規
程
及
び
事
業
計
画
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合

に
お
い
て
、
第
七
条
の
十
二
及
び
第
十
六
条
第
二
項
中
「
第
一
種

に
お
い
て
、
第
七
条
の
十
二
及
び
第
十
六
条
第
二
項
中
「
第
一
種

市
街
地
再
開
発
事
業
」
と
あ
る
の
は
「
市
街
地
再
開
発
事
業
」
と

市
街
地
再
開
発
事
業
」
と
あ
る
の
は
「
市
街
地
再
開
発
事
業
」
と

、
第
七
条
の
十
二
中
「
の
同
意
を
得
」
と
あ
る
の
は
「
と
協
議
し

、
第
七
条
の
十
二
中
「
の
同
意
を
得
」
と
あ
る
の
は
「
と
協
議
し

」
と
、
第
十
六
条
及
び
第
十
九
条
第
一
項
中
「
都
道
府
県
知
事
」

」
と
、
第
十
六
条
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
及
び
第
五
項
並
び
に

と
あ
る
の
は
「
国
土
交
通
大
臣
（
市
の
み
が
設
立
し
た
地
方
住
宅

第
十
九
条
第
一
項
中
「
都
道
府
県
知
事
」
と
あ
る
の
は
「
国
土
交

供
給
公
社
に
あ
つ
て
は
、
都
道
府
県
知
事
）
」
と
、
第
十
六
条
第

通
大
臣
（
市
の
み
が
設
立
し
た
地
方
住
宅
供
給
公
社
に
あ
つ
て
は

二
項
中
「
参
加
組
合
員
」
と
あ
る
の
は
「
第
五
十
八
条
第
三
項
に

、
都
道
府
県
知
事
）
」
と
、
第
十
六
条
第
二
項
中
「
参
加
組
合
員

お
い
て
準
用
す
る
第
五
十
二
条
第
二
項
第
五
号
の
特
定
事
業
参
加

」
と
あ
る
の
は
「
第
五
十
八
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
五

者
」
と
、
同
条
第
五
項
中
「
第
十
一
条
第
一
項
又
は
第
三
項
の
規

十
二
条
第
二
項
第
五
号
の
特
定
事
業
参
加
者
」
と
、
同
条
第
五
項

定
に
よ
る
認
可
を
申
請
し
た
者
」
と
あ
る
の
は
「
機
構
等
」
と
、

中
「
第
十
一
条
第
一
項
又
は
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
認
可
を
申
請

第
十
九
条
第
一
項
中
「
組
合
の
名
称
」
と
あ
る
の
は
「
市
街
地
再

し
た
者
」
と
あ
る
の
は
「
機
構
等
」
と
、
第
十
九
条
第
一
項
中
「

開
発
事
業
の
種
類
及
び
名
称
」
と
、
「
国
土
交
通
大
臣
」
と
あ
る

組
合
の
名
称
」
と
あ
る
の
は
「
市
街
地
再
開
発
事
業
の
種
類
及
び

の
は
「
関
係
都
道
府
県
知
事
（
市
の
み
が
設
立
し
た
地
方
住
宅
供

名
称
」
と
、
「
国
土
交
通
大
臣
」
と
あ
る
の
は
「
関
係
都
道
府
県

給
公
社
に
あ
つ
て
は
、
国
土
交
通
大
臣
）
」
と
、
同
条
第
三
項
中

知
事
（
市
の
み
が
設
立
し
た
地
方
住
宅
供
給
公
社
に
あ
つ
て
は
、

「
組
合
は
」
と
あ
る
の
は
「
機
構
等
は
」
と
、
「
第
十
一
条
第
一

国
土
交
通
大
臣
）
」
と
、
同
条
第
三
項
中
「
組
合
は
」
と
あ
る
の

項
の
認
可
に
係
る
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
五
十
八
条
第
三
項

は
「
機
構
等
は
」
と
、
「
第
十
一
条
第
一
項
の
認
可
に
係
る
第
一

に
お
い
て
準
用
す
る
第
十
九
条
第
一
項
」
と
、
「
組
合
の
成
立
又

項
」
と
あ
る
の
は
「
第
五
十
八
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第

は
定
款
若
し
く
は
事
業
計
画
を
も
つ
て
、
前
項
の
公
告
が
あ
る
ま

十
九
条
第
一
項
」
と
、
「
組
合
の
成
立
又
は
定
款
若
し
く
は
事
業

で
は
組
合
の
成
立
又
は
定
款
若
し
く
は
事
業
基
本
方
針
を
も
つ
て

計
画
を
も
つ
て
、
前
項
の
公
告
が
あ
る
ま
で
は
組
合
の
成
立
又
は

、
同
条
第
三
項
の
認
可
に
係
る
第
一
項
の
公
告
が
あ
る
ま
で
は
」

定
款
若
し
く
は
事
業
基
本
方
針
を
も
つ
て
、
同
条
第
三
項
の
認
可

と
あ
る
の
は
「
、
施
行
規
程
又
は
」
と
、
「
、
組
合
員
そ
の
他
の

に
係
る
第
一
項
の
公
告
が
あ
る
ま
で
は
」
と
あ
る
の
は
「
、
施
行

第
三
者
」
と
あ
る
の
は
「
第
三
者
」
と
、
第
五
十
条
の
三
第
二
項

規
程
又
は
」
と
、
「
、
組
合
員
そ
の
他
の
第
三
者
」
と
あ
る
の
は

中
「
前
項
第
五
号
」
と
あ
り
、
及
び
同
条
第
三
項
中
「
第
一
項
第

「
第
三
者
」
と
、
第
五
十
条
の
三
第
二
項
中
「
前
項
第
五
号
」
と

五
号
」
と
あ
る
の
は
「
第
五
十
八
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る

あ
り
、
及
び
同
条
第
三
項
中
「
第
一
項
第
五
号
」
と
あ
る
の
は
「
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第
五
十
二
条
第
二
項
第
五
号
」
と
、
第
五
十
二
条
第
二
項
第
五
号

第
五
十
八
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
五
十
二
条
第
二
項
第

中
「
第
五
十
六
条
の
二
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
五
十
八
条
の

五
号
」
と
、
第
五
十
二
条
第
二
項
第
五
号
中
「
第
五
十
六
条
の
二

二
第
一
項
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
五
十
八
条
の
二
第
一
項
」
と
読
み
替

え
る
も
の
と
す
る
。

４
・
５

（
略
）

４
・
５

（
略
）

（
報
告
、
勧
告
等
）

（
報
告
、
勧
告
等
）

第
百
二
十
四
条

（
略
）

第
百
二
十
四
条

（
略
）

２

国
土
交
通
大
臣
は
、
独
立
行
政
法
人
都
市
再
生
機
構
（
第
二
条

２

国
土
交
通
大
臣
は
、
独
立
行
政
法
人
都
市
再
生
機
構
（
第
二
条

の
二
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
市
街
地
再
開
発
事
業
を
施
行
す
る
場

の
二
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
市
街
地
再
開
発
事
業
を
施
行
す
る
場

合
に
限
る
。
第
百
二
十
六
条
第
一
項
及
び
第
三
項
並
び
に
第
百
二

合
に
限
る
。
第
百
二
十
六
条
第
一
項
及
び
第
三
項
に
お
い
て
同
じ

十
八
条
第
二
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
対
し
、
市
街
地
再
開
発
事

。
）
に
対
し
、
市
街
地
再
開
発
事
業
の
施
行
の
促
進
を
図
る
た
め

業
の
施
行
の
促
進
を
図
る
た
め
必
要
な
勧
告
、
助
言
又
は
援
助
を

必
要
な
勧
告
、
助
言
又
は
援
助
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

３

（
略
）

３

（
略
）

（
不
服
申
立
て
）

（
不
服
申
立
て
）

第
百
二
十
七
条

次
に
掲
げ
る
処
分
又
は
そ
の
不
作
為
に
つ
い
て
は

第
百
二
十
七
条

次
に
掲
げ
る
処
分
に
つ
い
て
は
、
行
政
不
服
審
査

、
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

法
に
よ
る
不
服
申
立
て
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

一
～
七

（
略
）

一
～
七

（
略
）

第
百
二
十
八
条

前
条
に
規
定
す
る
も
の
を
除
く
ほ
か
、
組
合
、
再

第
百
二
十
八
条

前
条
に
規
定
す
る
も
の
を
除
く
ほ
か
、
組
合
、
再

開
発
会
社
、
市
町
村
、
都
道
府
県
又
は
機
構
等
が
こ
の
法
律
に
基

開
発
会
社
、
市
町
村
、
都
道
府
県
又
は
機
構
等
が
こ
の
法
律
に
基

づ
い
て
し
た
処
分
そ
の
他
公
権
力
の
行
使
に
当
た
る
行
為
（
以
下

づ
い
て
し
た
処
分
そ
の
他
公
権
力
の
行
使
に
当
た
る
行
為
（
以
下

こ
の
条
に
お
い
て
「
処
分
」
と
い
う
。
）
に
不
服
の
あ
る
者
は
、

こ
の
条
に
お
い
て
「
処
分
」
と
い
う
。
）
に
不
服
の
あ
る
者
は
、

組
合
、
再
開
発
会
社
、
市
町
村
又
は
市
の
み
が
設
立
し
た
地
方
住

組
合
、
再
開
発
会
社
、
市
町
村
又
は
市
の
み
が
設
立
し
た
地
方
住

宅
供
給
公
社
が
し
た
処
分
に
あ
つ
て
は
都
道
府
県
知
事
に
対
し
て

宅
供
給
公
社
が
し
た
処
分
に
あ
つ
て
は
都
道
府
県
知
事
に
対
し
て

、
都
道
府
県
又
は
機
構
等
（
市
の
み
が
設
立
し
た
地
方
住
宅
供
給

、
都
道
府
県
又
は
機
構
等
（
市
の
み
が
設
立
し
た
地
方
住
宅
供
給

公
社
を
除
く
。
）
が
し
た
処
分
に
あ
つ
て
は
国
土
交
通
大
臣
に
対

公
社
を
除
く
。
）
が
し
た
処
分
に
あ
つ
て
は
国
土
交
通
大
臣
に
対

し
て
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
権
利
変
換
に

し
て
行
政
不
服
審
査
法
に
よ
る
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る

関
す
る
処
分
に
つ
い
て
の
審
査
請
求
に
お
い
て
は
、
権
利
変
換
計

。
た
だ
し
、
権
利
変
換
に
関
す
る
処
分
に
つ
い
て
の
審
査
請
求
に

画
に
定
め
ら
れ
た
宅
地
若
し
く
は
建
築
物
又
は
こ
れ
ら
に
関
す
る

お
い
て
は
、
権
利
変
換
計
画
に
定
め
ら
れ
た
宅
地
若
し
く
は
建
築

権
利
の
価
額
に
つ
い
て
の
不
服
を
そ
の
理
由
と
す
る
こ
と
が
で
き

物
又
は
こ
れ
ら
に
関
す
る
権
利
の
価
額
に
つ
い
て
の
不
服
を
そ
の

な
い
。

理
由
と
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
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２

前
項
の
場
合
に
お
い
て
、
都
道
府
県
知
事
又
は
国
土
交
通
大
臣

〔
新
設
〕

は
、
行
政
不
服
審
査
法
第
二
十
五
条
第
二
項
及
び
第
三
項
、
第
四

十
六
条
第
一
項
及
び
第
二
項
、
第
四
十
七
条
並
び
に
第
四
十
九
条

第
三
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
組
合
若
し
く
は

再
開
発
会
社
又
は
独
立
行
政
法
人
都
市
再
生
機
構
の
上
級
行
政
庁

と
み
な
す
。

３

第
一
項
の
審
査
請
求
に
つ
い
て
都
道
府
県
知
事
が
し
た
裁
決
に

２

前
項
の
審
査
請
求
に
つ
い
て
都
道
府
県
知
事
が
し
た
裁
決
に
不

不
服
が
あ
る
者
は
、
国
土
交
通
大
臣
に
対
し
て
再
審
査
請
求
を
す

服
が
あ
る
者
は
、
国
土
交
通
大
臣
に
対
し
て
再
審
査
請
求
を
す
る

る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
と
が
で
き
る
。
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○

タ
ク
シ
ー
業
務
適
正
化
特
別
措
置
法
（
昭
和
四
十
五
年
法
律
第
七
十
五
号
）
（
第
二
百
九
十
九
条
関
係
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
審
査
請
求
）

（
審
査
請
求
）

第
三
十
二
条
の
二

登
録
実
施
機
関
が
行
う
登
録
事
務
等
に
係
る
処

第
三
十
二
条
の
二

登
録
実
施
機
関
が
し
た
登
録
事
務
等
に
係
る
処

分
又
は
そ
の
不
作
為
に
つ
い
て
は
、
国
土
交
通
大
臣
に
対
し
審
査

分
又
は
そ
の
不
作
為
に
つ
い
て
は
、
国
土
交
通
大
臣
に
対
し
行
政

請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
国
土
交
通

不
服
審
査
法
（
昭
和
三
十
七
年
法
律
第
百
六
十
号
）
に
よ
る
審
査

大
臣
は
、
行
政
不
服
審
査
法
（
平
成
二
十
六
年
法
律
第

号

請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

）
第
二
十
五
条
第
二
項
及
び
第
三
項
、
第
四
十
六
条
第
一
項
及
び

第
二
項
、
第
四
十
七
条
並
び
に
第
四
十
九
条
第
三
項
の
規
定
の
適

用
に
つ
い
て
は
、
登
録
実
施
機
関
の
上
級
行
政
庁
と
み
な
す
。
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○

海
洋
汚
染
等
及
び
海
上
災
害
の
防
止
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
五
年
法
律
第
百
三
十
六
号
）
（
第
三
百
条
関
係
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
審
査
請
求
）

（
審
査
請
求
）

第
九
条
の
二
十
二

登
録
確
認
機
関
が
行
う
確
認
業
務
に
係
る
処
分

第
九
条
の
二
十
二

登
録
確
認
機
関
が
し
た
確
認
業
務
に
係
る
処
分

又
は
そ
の
不
作
為
に
つ
い
て
は
、
海
上
保
安
庁
長
官
に
対
し
審
査

又
は
そ
の
不
作
為
に
つ
い
て
は
、
海
上
保
安
庁
長
官
に
対
し
行
政

請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
海
上
保
安

不
服
審
査
法
（
昭
和
三
十
七
年
法
律
第
百
六
十
号
）
に
よ
る
審
査

庁
長
官
は
、
行
政
不
服
審
査
法
（
平
成
二
十
六
年
法
律
第

請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

号
）
第
二
十
五
条
第
二
項
及
び
第
三
項
、
第
四
十
六
条
第
一
項
及

び
第
二
項
、
第
四
十
七
条
並
び
に
第
四
十
九
条
第
三
項
の
規
定
の

適
用
に
つ
い
て
は
、
登
録
確
認
機
関
の
上
級
行
政
庁
と
み
な
す
。

（
審
査
請
求
）

（
審
査
請
求
）

第
十
九
条
の
二
十

機
構
が
行
う
小
型
船
舶
用
原
動
機
放
出
量
確
認

第
十
九
条
の
二
十

機
構
が
し
た
小
型
船
舶
用
原
動
機
放
出
量
確
認

等
事
務
に
係
る
処
分
又
は
そ
の
不
作
為
に
つ
い
て
は
、
国
土
交
通

等
事
務
に
係
る
処
分
又
は
そ
の
不
作
為
に
つ
い
て
は
、
国
土
交
通

大
臣
に
対
し
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お

大
臣
に
対
し
行
政
不
服
審
査
法
に
よ
る
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が

い
て
、
国
土
交
通
大
臣
は
、
行
政
不
服
審
査
法
第
二
十
五
条
第
二

で
き
る
。

項
及
び
第
三
項
、
第
四
十
六
条
第
一
項
及
び
第
二
項
、
第
四
十
七

条
並
び
に
第
四
十
九
条
第
三
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
機

構
の
上
級
行
政
庁
と
み
な
す
。

（
再
検
査
）

（
再
検
査
）

第
十
九
条
の
四
十
七

（
略
）

第
十
九
条
の
四
十
七

（
略
）

２

法
定
検
査
又
は
前
項
の
再
検
査
の
結
果
に
不
服
が
あ
る
者
は
、

２

前
項
の
再
検
査
の
結
果
に
不
服
が
あ
る
者
は
、
そ
の
取
消
し
の

そ
の
取
消
し
の
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

３
・
４

（
略
）

３
・
４

（
略
）

（
審
査
請
求
）

（
審
査
請
求
）

第
四
十
二
条
の
二
十
九

こ
の
法
律
に
基
づ
い
て
し
た
指
定
海
上
防

第
四
十
二
条
の
二
十
九

こ
の
法
律
に
基
づ
い
て
し
た
指
定
海
上
防

災
機
関
の
処
分
に
不
服
が
あ
る
者
は
、
国
土
交
通
大
臣
に
対
し
審

災
機
関
の
処
分
に
不
服
が
あ
る
者
は
、
国
土
交
通
大
臣
に
対
し
行

査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
国
土
交

政
不
服
審
査
法
に
よ
る
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

通
大
臣
は
、
行
政
不
服
審
査
法
第
二
十
五
条
第
二
項
及
び
第
三
項
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、
第
四
十
六
条
第
一
項
並
び
に
第
四
十
七
条
の
規
定
の
適
用
に
つ

い
て
は
、
指
定
海
上
防
災
機
関
の
上
級
行
政
庁
と
み
な
す
。
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○

新
都
市
基
盤
整
備
法
（
昭
和
四
十
七
年
法
律
第
八
十
六
号
）
（
第
三
百
一
条
関
係
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
不
服
申
立
て
）

（
不
服
申
立
て
）

第
六
十
四
条

次
に
掲
げ
る
処
分
又
は
そ
の
不
作
為
に
つ
い
て
は
、

第
六
十
四
条

次
に
掲
げ
る
処
分
に
つ
い
て
は
、
行
政
不
服
審
査
法

審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

（
昭
和
三
十
七
年
法
律
第
百
六
十
号
）
に
よ
る
不
服
申
立
て
を
す

る
こ
と
が
で
き
な
い
。

一
・
二

（
略
）

一
・
二

（
略
）

２

前
項
に
規
定
す
る
も
の
を
除
く
ほ
か
、
施
行
者
が
そ
の
施
行
す

２

前
項
に
規
定
す
る
も
の
を
除
く
ほ
か
、
施
行
者
が
そ
の
施
行
す

る
土
地
整
理
に
関
し
、
前
章
第
三
節
の
規
定
に
基
づ
い
て
し
た
処

る
土
地
整
理
に
関
し
、
第
二
章
第
三
節
の
規
定
に
基
づ
い
て
し
た

分
そ
の
他
公
権
力
の
行
使
に
当
た
る
行
為
（
以
下
こ
の
項
に
お
い

処
分
そ
の
他
公
権
力
の
行
使
に
当
た
る
行
為
（
以
下
こ
の
項
に
お

て
「
処
分
」
と
い
う
。
）
に
不
服
が
あ
る
者
は
、
市
町
村
が
し
た

い
て
「
処
分
」
と
い
う
。
）
に
不
服
が
あ
る
者
は
、
市
町
村
が
し

処
分
に
あ
つ
て
は
都
道
府
県
知
事
に
対
し
て
、
都
道
府
県
が
し
た

た
処
分
に
あ
つ
て
は
都
道
府
県
知
事
に
対
し
て
、
都
道
府
県
が
し

処
分
に
あ
つ
て
は
国
土
交
通
大
臣
に
対
し
て
審
査
請
求
を
す
る
こ

た
処
分
に
あ
つ
て
は
国
土
交
通
大
臣
に
対
し
て
行
政
不
服
審
査
法

と
が
で
き
る
。

に
よ
る
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

３

（
略
）

３

（
略
）
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○

都
市
緑
地
法
（
昭
和
四
十
八
年
法
律
第
七
十
二
号
）
（
第
三
百
二
条
関
係
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
公
害
等
調
整
委
員
会
の
裁
定
）

（
公
害
等
調
整
委
員
会
の
裁
定
）

第
三
十
三
条

第
八
条
第
二
項
若
し
く
は
第
十
四
条
第
一
項
又
は
地

第
三
十
三
条

第
八
条
第
二
項
若
し
く
は
第
十
四
条
第
一
項
又
は
地

区
計
画
等
緑
地
保
全
条
例
（
第
二
十
条
第
一
項
の
許
可
に
係
る
部

区
計
画
等
緑
地
保
全
条
例
（
第
二
十
条
第
一
項
の
許
可
に
係
る
部

分
に
限
る
。
）
の
規
定
に
よ
る
処
分
に
不
服
が
あ
る
者
は
、
そ
の

分
に
限
る
。
）
の
規
定
に
よ
る
処
分
に
不
服
が
あ
る
者
は
、
そ
の

不
服
の
理
由
が
鉱
業
、
採
石
業
又
は
砂
利
採
取
業
と
の
調
整
に
関

不
服
の
理
由
が
鉱
業
、
採
石
業
又
は
砂
利
採
取
業
と
の
調
整
に
関

す
る
も
の
で
あ
る
と
き
は
、
公
害
等
調
整
委
員
会
に
裁
定
の
申
請

す
る
も
の
で
あ
る
と
き
は
、
公
害
等
調
整
委
員
会
に
裁
定
の
申
請

を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
は
、
審
査
請
求
を

を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
は
、
行
政
不
服
審

す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

査
法
（
昭
和
三
十
七
年
法
律
第
百
六
十
号
）
に
よ
る
不
服
申
立
て

を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

２

行
政
不
服
審
査
法
（
平
成
二
十
六
年
法
律
第

号
）
第
二

２

行
政
不
服
審
査
法
第
十
八
条
の
規
定
は
、
前
項
に
規
定
す
る
処

十
二
条
の
規
定
は
、
前
項
に
規
定
す
る
処
分
に
つ
き
、
処
分
を
し

分
に
つ
き
、
処
分
庁
が
誤
つ
て
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る

た
行
政
庁
が
誤
つ
て
審
査
請
求
又
は
再
調
査
の
請
求
を
す
る
こ
と

旨
を
教
示
し
た
場
合
に
準
用
す
る
。

が
で
き
る
旨
を
教
示
し
た
場
合
に
準
用
す
る
。
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○

国
土
利
用
計
画
法
（
昭
和
四
十
九
年
法
律
第
九
十
二
号
）
（
第
三
百
三
条
関
係
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
不
服
申
立
て
）

（
不
服
申
立
て
）

第
二
十
条

（
略
）

第
二
十
条

（
略
）

２

土
地
利
用
審
査
会
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
審
査
請
求
が
さ
れ

２

土
地
利
用
審
査
会
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
審
査
請
求
を
受
理

た
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
審
査
請
求
が
さ
れ
た
日
（
行
政
不
服

し
た
場
合
に
お
い
て
は
、
審
査
請
求
を
受
理
し
た
日
か
ら
起
算
し

審
査
法
（
平
成
二
十
六
年
法
律
第

号
）
第
二
十
三
条
の
規

て
二
月
以
内
に
、
裁
決
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

定
に
よ
り
不
備
を
補
正
す
べ
き
こ
と
を
命
じ
た
場
合
に
あ
つ
て
は

、
当
該
不
備
が
補
正
さ
れ
た
日
）
か
ら
起
算
し
て
二
月
以
内
に
、

裁
決
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

土
地
利
用
審
査
会
は
、
前
項
の
裁
決
を
行
う
場
合
に
お
い
て
は

３

土
地
利
用
審
査
会
は
、
前
項
の
裁
決
を
行
う
場
合
に
お
い
て
は

、
行
政
不
服
審
査
法
第
二
十
四
条
の
規
定
に
よ
り
当
該
審
査
請
求

、
あ
ら
か
じ
め
、
審
査
請
求
人
、
処
分
庁
そ
の
他
の
関
係
人
又
は

を
却
下
す
る
場
合
を
除
き
、
あ
ら
か
じ
め
、
審
査
請
求
人
、
処
分

こ
れ
ら
の
者
の
代
理
人
の
出
頭
を
求
め
て
、
公
開
に
よ
る
口
頭
審

を
し
た
行
政
庁
そ
の
他
の
関
係
人
又
は
こ
れ
ら
の
者
の
代
理
人
の

理
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

出
頭
を
求
め
て
、
公
開
に
よ
る
口
頭
審
理
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

４

第
一
項
の
規
定
に
よ
る
審
査
請
求
に
つ
い
て
は
、
行
政
不
服
審

〔
新
設
〕

査
法
第
三
十
一
条
の
規
定
は
適
用
せ
ず
、
前
項
の
口
頭
審
理
に
つ

い
て
は
、
同
法
第
九
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
ら
れ
た

同
法
第
三
十
一
条
第
二
項
か
ら
第
五
項
ま
で
の
規
定
を
準
用
す
る

。
５

（
略
）

４

（
略
）

（
審
査
請
求
と
訴
訟
と
の
関
係
）

第
二
十
一
条

削
除

第
二
十
一
条

第
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
処
分
の
取
消
し

の
訴
え
は
、
当
該
処
分
に
つ
い
て
の
審
査
請
求
に
対
す
る
土
地
利

用
審
査
会
の
裁
決
を
経
た
後
で
な
け
れ
ば
、
提
起
す
る
こ
と
が
で

き
な
い
。
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○

大
都
市
地
域
に
お
け
る
住
宅
及
び
住
宅
地
の
供
給
の
促
進
に
関
す
る
特
別
措
置
法
（
昭
和
五
十
年
法
律
第
六
十
七
号
）
（
第
三
百
四
条

関
係
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
施
行
規
程
及
び
事
業
計
画
）

（
施
行
規
程
及
び
事
業
計
画
）

第
五
十
九
条

（
略
）

第
五
十
九
条

（
略
）

２
～
８

（
略
）

２
～
８

（
略
）

９

前
項
の
規
定
に
よ
る
意
見
書
の
内
容
の
審
査
に
つ
い
て
は
、
行

９

前
項
の
規
定
に
よ
る
意
見
書
の
内
容
の
審
査
に
つ
い
て
は
、
行

政
不
服
審
査
法
（
平
成
二
十
六
年
法
律
第

号
）
第
二
章
第

政
不
服
審
査
法
（
昭
和
三
十
七
年
法
律
第
百
六
十
号
）
中
処
分
に

三
節
（
第
二
十
九
条
、
第
三
十
条
、
第
三
十
二
条
第
二
項
、
第
三

つ
い
て
の
異
議
申
立
て
の
審
理
に
関
す
る
規
定
を
準
用
す
る
。

十
八
条
、
第
四
十
条
、
第
四
十
一
条
第
三
項
及
び
第
四
十
二
条
を

除
く
。
）
の
規
定
を
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
法
第

二
十
八
条
中
「
審
理
員
」
と
あ
る
の
は
「
国
土
交
通
大
臣
等
（
大

都
市
地
域
に
お
け
る
住
宅
及
び
住
宅
地
の
供
給
の
促
進
に
関
す
る

特
別
措
置
法
第
五
十
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
国
土
交
通
大
臣
等

を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
」
と
、
同
法
第
三
十
一
条
、
第
三
十
二

条
第
三
項
、
第
三
十
三
条
か
ら
第
三
十
七
条
ま
で
、
第
三
十
九
条

並
び
に
第
四
十
一
条
第
一
項
及
び
第
二
項
中
「
審
理
員
」
と
あ
る

の
は
「
国
土
交
通
大
臣
等
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

～

（
略
）

～

（
略
）

10

15

10

15

（
不
服
申
立
て
）

（
不
服
申
立
て
）

第
九
十
七
条

次
に
掲
げ
る
処
分
又
は
そ
の
不
作
為
に
つ
い
て
は
、

第
九
十
七
条

次
に
掲
げ
る
処
分
に
つ
い
て
は
、
行
政
不
服
審
査
法

審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

に
よ
る
不
服
申
立
て
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

一
～
八

（
略
）

一
～
八

（
略
）

第
九
十
八
条

前
条
に
規
定
す
る
も
の
を
除
く
ほ
か
、
組
合
、
市
町

第
九
十
八
条

前
条
に
規
定
す
る
も
の
を
除
く
ほ
か
、
組
合
、
市
町

村
、
都
府
県
、
機
構
又
は
地
方
公
社
が
こ
の
法
律
（
第
四
章
を
除

村
、
都
府
県
、
機
構
又
は
地
方
公
社
が
こ
の
法
律
（
第
四
章
を
除

く
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
又
は
こ
の
法
律
に
基
づ
く

く
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
又
は
こ
の
法
律
に
基
づ
く

命
令
に
基
づ
い
て
し
た
処
分
そ
の
他
公
権
力
の
行
使
に
当
た
る
行

命
令
に
基
づ
い
て
し
た
処
分
そ
の
他
公
権
力
の
行
使
に
当
た
る
行

為
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
処
分
」
と
い
う
。
）
に
不
服
が
あ

為
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
処
分
」
と
い
う
。
）
に
不
服
が
あ
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る
者
は
、
組
合
、
市
町
村
又
は
市
の
み
が
設
立
し
た
地
方
公
社
が

る
者
は
、
組
合
、
市
町
村
又
は
市
の
み
が
設
立
し
た
地
方
公
社
が

し
た
処
分
に
あ
つ
て
は
都
府
県
知
事
に
対
し
て
、
都
府
県
、
機
構

し
た
処
分
に
あ
つ
て
は
都
府
県
知
事
に
対
し
て
、
都
府
県
、
機
構

又
は
地
方
公
社
（
市
の
み
が
設
立
し
た
も
の
を
除
く
。
）
が
し
た

又
は
地
方
公
社
（
市
の
み
が
設
立
し
た
も
の
を
除
く
。
）
が
し
た

処
分
に
あ
つ
て
は
国
土
交
通
大
臣
に
対
し
て
審
査
請
求
を
す
る
こ

処
分
に
あ
つ
て
は
国
土
交
通
大
臣
に
対
し
て
行
政
不
服
審
査
法
に

と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
都
府
県
知
事
又
は
国
土
交

よ
る
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

通
大
臣
は
、
行
政
不
服
審
査
法
第
二
十
五
条
第
二
項
及
び
第
三
項

、
第
四
十
六
条
第
一
項
及
び
第
二
項
、
第
四
十
七
条
並
び
に
第
四

十
九
条
第
三
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
組
合
又

は
機
構
の
上
級
行
政
庁
と
み
な
す
。

２

（
略
）

２

（
略
）
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○

浄
化
槽
法
（
昭
和
五
十
八
年
法
律
第
四
十
三
号
）
（
第
三
百
五
条
関
係
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
指
定
試
験
機
関
が
し
た
処
分
等
に
係
る
審
査
請
求
）

（
指
定
試
験
機
関
が
し
た
処
分
等
に
係
る
不
服
申
立
て
）

第
四
十
三
条
の
十
四

指
定
試
験
機
関
が
行
う
試
験
事
務
に
係
る
処

第
四
十
三
条
の
十
四

指
定
試
験
機
関
が
行
う
試
験
事
務
に
係
る
処

分
又
は
そ
の
不
作
為
に
つ
い
て
は
、
主
務
大
臣
に
対
し
、
審
査
請

分
（
浄
化
槽
設
備
士
試
験
の
結
果
に
つ
い
て
の
処
分
を
除
く
。
）

求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
主
務
大
臣
は

又
は
不
作
為
に
つ
い
て
は
、
主
務
大
臣
に
対
し
、
行
政
不
服
審
査

、
行
政
不
服
審
査
法
（
平
成
二
十
六
年
法
律
第

号
）
第
二

法
（
昭
和
三
十
七
年
法
律
第
百
六
十
号
）
に
よ
る
審
査
請
求
を
す

十
五
条
第
二
項
及
び
第
三
項
、
第
四
十
六
条
第
一
項
及
び
第
二
項

る
こ
と
が
で
き
る
。

、
第
四
十
七
条
並
び
に
第
四
十
九
条
第
三
項
の
規
定
の
適
用
に
つ

い
て
は
、
指
定
試
験
機
関
の
上
級
行
政
庁
と
み
な
す
。

（
準
用
）

（
準
用
）

第
四
十
六
条
の
二

第
四
十
三
条
の
二
の
規
定
は
第
四
十
六
条
第
四

第
四
十
六
条
の
二

第
四
十
三
条
の
二
の
規
定
は
第
四
十
六
条
第
四

項
の
規
定
に
よ
る
指
定
に
つ
い
て
、
第
四
十
三
条
の
三
か
ら
第
四

項
の
規
定
に
よ
る
指
定
に
つ
い
て
、
第
四
十
三
条
の
三
か
ら
第
四

十
三
条
の
十
七
ま
で
の
規
定
は
指
定
試
験
機
関
に
つ
い
て
、
第
四

十
三
条
の
十
七
ま
で
の
規
定
は
指
定
試
験
機
関
に
つ
い
て
、
第
四

十
三
条
の
十
八
の
規
定
は
第
四
十
五
条
第
一
項
第
二
号
の
規
定
に

十
三
条
の
十
八
の
規
定
は
第
四
十
五
条
第
一
項
第
二
号
の
規
定
に

よ
る
指
定
に
つ
い
て
、
第
四
十
三
条
の
十
九
か
ら
第
四
十
三
条
の

よ
る
指
定
に
つ
い
て
、
第
四
十
三
条
の
十
九
か
ら
第
四
十
三
条
の

二
十
七
ま
で
の
規
定
は
指
定
講
習
機
関
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ

二
十
七
ま
で
の
規
定
は
指
定
講
習
機
関
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ

の
場
合
に
お
い
て
、
第
四
十
三
条
の
六
の
見
出
し
中
「
浄
化
槽
設

の
場
合
に
お
い
て
、
第
四
十
三
条
の
六
の
見
出
し
中
「
浄
化
槽
設

備
士
試
験
委
員
」
と
あ
る
の
は
「
浄
化
槽
管
理
士
試
験
委
員
」
と

備
士
試
験
委
員
」
と
あ
る
の
は
「
浄
化
槽
管
理
士
試
験
委
員
」
と

、
同
条
第
一
項
中
「
浄
化
槽
設
備
士
試
験
」
と
あ
る
の
は
「
浄
化

、
同
条
第
一
項
中
「
浄
化
槽
設
備
士
試
験
」
と
あ
る
の
は
「
浄
化

槽
管
理
士
試
験
」
と
、
「
浄
化
槽
設
備
士
試
験
委
員
」
と
あ
る
の

槽
管
理
士
試
験
」
と
、
「
浄
化
槽
設
備
士
試
験
委
員
」
と
あ
る
の

は
「
浄
化
槽
管
理
士
試
験
委
員
」
と
、
第
四
十
三
条
の
七
第
一
項

は
「
浄
化
槽
管
理
士
試
験
委
員
」
と
、
第
四
十
三
条
の
七
第
一
項

中
「
浄
化
槽
設
備
士
試
験
」
と
あ
る
の
は
「
浄
化
槽
管
理
士
試
験

及
び
第
四
十
三
条
の
十
四
中
「
浄
化
槽
設
備
士
試
験
」
と
あ
る
の

」
と
、
第
四
十
三
条
の
十
五
及
び
第
四
十
三
条
の
十
六
第
四
号
中

は
「
浄
化
槽
管
理
士
試
験
」
と
、
第
四
十
三
条
の
十
五
及
び
第
四

「
国
土
交
通
大
臣
」
と
あ
る
の
は
「
環
境
大
臣
」
と
、
第
四
十
三

十
三
条
の
十
六
第
四
号
中
「
国
土
交
通
大
臣
」
と
あ
る
の
は
「
環

条
の
十
七
中
「
浄
化
槽
設
備
士
試
験
」
と
あ
る
の
は
「
浄
化
槽
管

境
大
臣
」
と
、
第
四
十
三
条
の
十
七
中
「
浄
化
槽
設
備
士
試
験
」

理
士
試
験
」
と
読
み
替
え
る
ほ
か
、
必
要
な
技
術
的
読
替
え
は
、

と
あ
る
の
は
「
浄
化
槽
管
理
士
試
験
」
と
読
み
替
え
る
ほ
か
、
必

政
令
で
定
め
る
。

要
な
技
術
的
読
替
え
は
、
政
令
で
定
め
る
。
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○

貨
物
自
動
車
運
送
事
業
法
（
平
成
元
年
法
律
第
八
十
三
号
）
（
第
三
百
六
条
関
係
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
指
定
試
験
機
関
の
処
分
等
に
つ
い
て
の
審
査
請
求
）

（
指
定
試
験
機
関
の
処
分
に
つ
い
て
の
審
査
請
求
）

第
六
十
二
条

こ
の
法
律
の
規
定
に
よ
る
指
定
試
験
機
関
の
処
分
又

第
六
十
二
条

こ
の
法
律
の
規
定
に
よ
る
指
定
試
験
機
関
の
処
分
に

は
そ
の
不
作
為
に
不
服
が
あ
る
者
は
、
国
土
交
通
大
臣
に
対
し
、

不
服
が
あ
る
者
は
、
国
土
交
通
大
臣
に
対
し
、
行
政
不
服
審
査
法

審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
国
土

（
昭
和
三
十
七
年
法
律
第
百
六
十
号
）
に
よ
る
審
査
請
求
を
す
る

交
通
大
臣
は
、
行
政
不
服
審
査
法
（
平
成
二
十
六
年
法
律
第

こ
と
が
で
き
る
。

号
）
第
二
十
五
条
第
二
項
及
び
第
三
項
、
第
四
十
六
条
第
一
項

及
び
第
二
項
、
第
四
十
七
条
並
び
に
第
四
十
九
条
第
三
項
の
規
定

の
適
用
に
つ
い
て
は
、
指
定
試
験
機
関
の
上
級
行
政
庁
と
み
な
す

。
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○

電
線
共
同
溝
の
整
備
等
に
関
す
る
特
別
措
置
法
（
平
成
七
年
法
律
第
三
十
九
号
）
（
第
三
百
七
条
関
係
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
不
服
申
立
て
）

（
不
服
申
立
て
）

第
二
十
七
条

都
道
府
県
又
は
市
町
村
で
あ
る
道
路
管
理
者
が
こ
の

第
二
十
七
条

都
道
府
県
又
は
市
町
村
で
あ
る
道
路
管
理
者
が
こ
の

法
律
に
基
づ
い
て
し
た
処
分
に
不
服
が
あ
る
者
は
、
当
該
都
道
府

法
律
に
基
づ
い
て
し
た
処
分
に
不
服
が
あ
る
者
は
、
都
道
府
県
又

県
の
知
事
又
は
当
該
市
町
村
の
長
に
対
し
て
審
査
請
求
を
し
、
そ

は
指
定
市
若
し
く
は
特
定
の
市
町
村
（
道
路
法
第
十
七
条
第
二
項

の
裁
決
に
不
服
が
あ
る
者
は
、
都
道
府
県
又
は
指
定
市
若
し
く
は

又
は
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
管
理
を
行
う
市
又
は
町
村
を
い
う
。

特
定
の
市
町
村
（
道
路
法
第
十
七
条
第
二
項
又
は
第
三
項
の
規
定

以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
で
あ
る
道
路
管
理
者
が
し
た
処

に
よ
り
管
理
を
行
う
市
又
は
町
村
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
に
お
い

分
に
つ
い
て
は
国
土
交
通
大
臣
に
対
し
て
、
市
町
村
（
指
定
市
及

て
同
じ
。
）
で
あ
る
道
路
管
理
者
が
し
た
処
分
に
つ
い
て
は
国
土

び
特
定
の
市
町
村
を
除
く
。
）
で
あ
る
道
路
管
理
者
が
し
た
処
分

交
通
大
臣
に
対
し
て
、
市
町
村
（
指
定
市
及
び
特
定
の
市
町
村
を

に
つ
い
て
は
都
道
府
県
知
事
に
対
し
て
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が

除
く
。
）
で
あ
る
道
路
管
理
者
が
し
た
処
分
に
つ
い
て
は
都
道
府

で
き
る
。
こ
の
場
合
に
は
、
当
該
都
道
府
県
又
は
市
町
村
に
対
し

県
知
事
に
対
し
て
再
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

て
異
議
申
立
て
を
す
る
こ
と
も
で
き
る
。

〔
削
除
〕

２

こ
の
法
律
に
基
づ
く
処
分
に
つ
い
て
の
異
議
申
立
て
に
対
す
る

決
定
は
、
当
該
異
議
申
立
て
を
受
理
し
た
日
か
ら
三
十
日
以
内
に

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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○

密
集
市
街
地
に
お
け
る
防
災
街
区
の
整
備
の
促
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
九
年
法
律
第
四
十
九
号
）
（
第
三
百
八
条
関
係
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

第
百
十
六
条

（
略
）

第
百
十
六
条

（
略
）

一
・
二

（
略
）

一
・
二

（
略
）

２

建
築
基
準
法
第
四
十
四
条
第
二
項
、
第
九
十
二
条
の
二
、
第
九

２

建
築
基
準
法
第
四
十
四
条
第
二
項
、
第
九
十
二
条
の
二
、
第
九

十
三
条
第
一
項
及
び
第
二
項
、
第
九
十
四
条
並
び
に
第
九
十
五
条

十
三
条
第
一
項
及
び
第
二
項
並
び
に
第
九
十
四
条
か
ら
第
九
十
六

の
規
定
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
許
可
を
す
る
場
合
に
準
用
す
る

条
ま
で
の
規
定
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
許
可
を
す
る
場
合
に
準

。

用
す
る
。

（
事
業
計
画
の
縦
覧
及
び
意
見
書
の
処
理
）

（
事
業
計
画
の
縦
覧
及
び
意
見
書
の
処
理
）

第
百
四
十
条

（
略
）

第
百
四
十
条

（
略
）

２
～
４

（
略
）

２
～
４

（
略
）

５

前
項
の
規
定
に
よ
る
意
見
書
の
内
容
の
審
査
に
つ
い
て
は
、
行

５

前
項
の
規
定
に
よ
る
意
見
書
の
内
容
の
審
査
に
つ
い
て
は
、
行

政
不
服
審
査
法
（
平
成
二
十
六
年
法
律
第

号
）
第
二
章
第

政
不
服
審
査
法
（
昭
和
三
十
七
年
法
律
第
百
六
十
号
）
中
処
分
に

三
節
（
第
二
十
九
条
、
第
三
十
条
、
第
三
十
二
条
第
二
項
、
第
三

つ
い
て
の
異
議
申
立
て
の
審
理
に
関
す
る
規
定
を
準
用
す
る
。

十
八
条
、
第
四
十
条
、
第
四
十
一
条
第
三
項
及
び
第
四
十
二
条
を

除
く
。
）
の
規
定
を
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
節
中

「
審
理
員
」
と
あ
る
の
は
、
「
都
道
府
県
知
事
」
と
読
み
替
え
る

も
の
と
す
る
。

６

（
略
）

６

（
略
）

（
事
業
計
画
）

（
事
業
計
画
）

第
百
八
十
一
条

（
略
）

第
百
八
十
一
条

（
略
）

２

第
百
四
十
条
第
三
項
か
ら
第
六
項
ま
で
の
規
定
は
、
前
項
の
場

２

第
百
四
十
条
第
三
項
か
ら
第
六
項
ま
で
の
規
定
は
、
前
項
の
場

合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
条
第
三
項
中

合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
条
第
三
項
中

「
参
加
組
合
員
」
と
あ
る
の
は
「
第
百
八
十
条
第
二
項
第
五
号
の

「
参
加
組
合
員
」
と
あ
る
の
は
「
第
百
八
十
条
第
二
項
第
五
号
の

特
定
事
業
参
加
者
」
と
、
同
項
か
ら
同
条
第
五
項
ま
で
の
規
定
中

特
定
事
業
参
加
者
」
と
、
同
項
及
び
同
条
第
四
項
中
「
都
道
府
県

「
都
道
府
県
知
事
」
と
あ
る
の
は
「
第
百
七
十
九
条
第
一
項
前
段

知
事
」
と
あ
る
の
は
「
第
百
七
十
九
条
第
一
項
前
段
の
地
方
公
共

の
地
方
公
共
団
体
」
と
、
同
条
第
四
項
中
「
加
え
る
べ
き
こ
と
を

団
体
」
と
、
同
項
中
「
加
え
る
べ
き
こ
と
を
命
じ
」
と
あ
る
の
は

命
じ
」
と
あ
る
の
は
「
加
え
」
と
、
同
条
第
六
項
中
「
第
百
三
十

「
加
え
」
と
、
同
条
第
六
項
中
「
第
百
三
十
六
条
第
一
項
又
は
第
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六
条
第
一
項
又
は
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
認
可
を
申
請
し
た
者
」

三
項
の
規
定
に
よ
る
認
可
を
申
請
し
た
者
」
と
あ
る
の
は
「
第
百

と
あ
る
の
は
「
第
百
七
十
九
条
第
一
項
前
段
の
地
方
公
共
団
体
」

七
十
九
条
第
一
項
前
段
の
地
方
公
共
団
体
」
と
、
「
加
え
、
そ
の

と
、
「
加
え
、
そ
の
旨
を
都
道
府
県
知
事
に
申
告
し
た
」
と
あ
る

旨
を
都
道
府
県
知
事
に
申
告
し
た
」
と
あ
る
の
は
「
加
え
た
」
と

の
は
「
加
え
た
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

３
・
４

（
略
）

３
・
４

（
略
）

（
施
行
規
程
及
び
事
業
計
画
の
認
可
等
）

（
施
行
規
程
及
び
事
業
計
画
の
認
可
等
）

第
百
八
十
八
条

（
略
）

第
百
八
十
八
条

（
略
）

２

（
略
）

２

（
略
）

３

第
百
六
十
六
条
第
二
項
及
び
第
三
項
並
び
に
第
百
八
十
条
第
二

３

第
百
六
十
六
条
第
二
項
及
び
第
三
項
並
び
に
第
百
八
十
条
第
二

項
の
規
定
は
施
行
規
程
に
つ
い
て
、
第
百
二
十
四
条
及
び
第
百
二

項
の
規
定
は
施
行
規
程
に
つ
い
て
、
第
百
二
十
四
条
及
び
第
百
二

十
五
条
の
規
定
は
事
業
計
画
に
つ
い
て
、
第
百
四
十
条
（
第
一
項

十
五
条
の
規
定
は
事
業
計
画
に
つ
い
て
、
第
百
四
十
条
（
第
一
項

た
だ
し
書
を
除
く
。
）
及
び
第
百
四
十
三
条
（
第
二
項
を
除
く
。

た
だ
し
書
を
除
く
。
）
及
び
第
百
四
十
三
条
（
第
二
項
を
除
く
。

）
の
規
定
は
施
行
規
程
及
び
事
業
計
画
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ

）
の
規
定
は
施
行
規
程
及
び
事
業
計
画
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ

の
場
合
に
お
い
て
、
第
百
六
十
六
条
第
二
項
中
「
前
項
第
五
号
」

の
場
合
に
お
い
て
、
第
百
六
十
六
条
第
二
項
中
「
前
項
第
五
号
」

と
あ
り
、
及
び
同
条
第
三
項
中
「
第
一
項
第
五
号
」
と
あ
る
の
は

と
あ
り
、
及
び
同
条
第
三
項
中
「
第
一
項
第
五
号
」
と
あ
る
の
は

「
第
百
八
十
八
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
百
八
十
条
第
二

「
第
百
八
十
八
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
百
八
十
条
第
二

項
第
五
号
」
と
、
同
項
中
「
第
百
七
十
三
条
第
一
項
」
と
あ
り
、

項
第
五
号
」
と
、
同
項
中
「
第
百
七
十
三
条
第
一
項
」
と
あ
り
、

及
び
第
百
八
十
条
第
二
項
第
五
号
中
「
第
百
八
十
五
条
第
一
項
」

及
び
第
百
八
十
条
第
二
項
第
五
号
中
「
第
百
八
十
五
条
第
一
項
」

と
あ
る
の
は
「
第
百
八
十
九
条
第
一
項
」
と
、
第
百
二
十
五
条
中

と
あ
る
の
は
「
第
百
八
十
九
条
第
一
項
」
と
、
第
百
二
十
五
条
中

「
の
同
意
を
得
な
け
れ
ば
」
と
あ
る
の
は
「
と
協
議
し
な
け
れ
ば

「
の
同
意
を
得
な
け
れ
ば
」
と
あ
る
の
は
「
と
協
議
し
な
け
れ
ば

」
と
、
第
百
四
十
条
第
一
項
及
び
第
三
項
か
ら
第
六
項
ま
で
並
び

」
と
、
第
百
四
十
条
第
一
項
、
第
三
項
、
第
四
項
及
び
第
六
項
並

に
第
百
四
十
三
条
第
一
項
中
「
都
道
府
県
知
事
」
と
あ
る
の
は
「

び
に
第
百
四
十
三
条
第
一
項
中
「
都
道
府
県
知
事
」
と
あ
る
の
は

国
土
交
通
大
臣
（
市
の
み
が
設
立
し
た
地
方
住
宅
供
給
公
社
に
あ

「
国
土
交
通
大
臣
（
市
の
み
が
設
立
し
た
地
方
住
宅
供
給
公
社
に

っ
て
は
、
都
道
府
県
知
事
）
」
と
、
第
百
四
十
条
第
三
項
中
「
参

あ
っ
て
は
、
都
道
府
県
知
事
）
」
と
、
第
百
四
十
条
第
三
項
中
「

加
組
合
員
」
と
あ
る
の
は
「
第
百
八
十
八
条
第
三
項
に
お
い
て
準

参
加
組
合
員
」
と
あ
る
の
は
「
第
百
八
十
八
条
第
三
項
に
お
い
て

用
す
る
第
百
八
十
条
第
二
項
第
五
号
の
特
定
事
業
参
加
者
」
と
、

準
用
す
る
第
百
八
十
条
第
二
項
第
五
号
の
特
定
事
業
参
加
者
」
と

同
条
第
六
項
中
「
第
百
三
十
六
条
第
一
項
又
は
第
三
項
の
規
定
に

、
同
条
第
六
項
中
「
第
百
三
十
六
条
第
一
項
又
は
第
三
項
の
規
定

よ
る
認
可
を
申
請
し
た
者
」
と
あ
る
の
は
「
都
市
再
生
機
構
等
」

に
よ
る
認
可
を
申
請
し
た
者
」
と
あ
る
の
は
「
都
市
再
生
機
構
等

と
、
第
百
四
十
三
条
第
一
項
中
「
事
業
組
合
」
と
あ
る
の
は
「
防

」
と
、
第
百
四
十
三
条
第
一
項
中
「
事
業
組
合
」
と
あ
る
の
は
「

災
街
区
整
備
事
業
」
と
、
「
国
土
交
通
大
臣
」
と
あ
る
の
は
「
関

防
災
街
区
整
備
事
業
」
と
、
「
国
土
交
通
大
臣
」
と
あ
る
の
は
「

係
都
道
府
県
知
事
（
市
の
み
が
設
立
し
た
地
方
住
宅
供
給
公
社
に

関
係
都
道
府
県
知
事
（
市
の
み
が
設
立
し
た
地
方
住
宅
供
給
公
社
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あ
っ
て
は
、
国
土
交
通
大
臣
）
」
と
、
同
条
第
三
項
中
「
事
業
組

に
あ
っ
て
は
、
国
土
交
通
大
臣
）
」
と
、
同
条
第
三
項
中
「
事
業

合
は
」
と
あ
る
の
は
「
都
市
再
生
機
構
等
は
」
と
、
「
第
百
三
十

組
合
は
」
と
あ
る
の
は
「
都
市
再
生
機
構
等
は
」
と
、
「
第
百
三

六
条
第
一
項
の
認
可
に
係
る
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
百
八
十

十
六
条
第
一
項
の
認
可
に
係
る
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
百
八

八
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
百
四
十
三
条
第
一
項
」
と
、

十
八
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
百
四
十
三
条
第
一
項
」
と

「
事
業
組
合
の
成
立
又
は
定
款
若
し
く
は
事
業
計
画
を
も
っ
て
、

、
「
事
業
組
合
の
成
立
又
は
定
款
若
し
く
は
事
業
計
画
を
も
っ
て

前
項
の
公
告
が
あ
る
ま
で
は
事
業
組
合
の
成
立
又
は
定
款
若
し
く

、
前
項
の
公
告
が
あ
る
ま
で
は
事
業
組
合
の
成
立
又
は
定
款
若
し

は
事
業
基
本
方
針
を
も
っ
て
、
同
条
第
三
項
の
認
可
に
係
る
第
一

く
は
事
業
基
本
方
針
を
も
っ
て
、
同
条
第
三
項
の
認
可
に
係
る
第

項
の
公
告
が
あ
る
ま
で
は
」
と
あ
る
の
は
「
、
施
行
規
程
又
は
」

一
項
の
公
告
が
あ
る
ま
で
は
」
と
あ
る
の
は
「
、
施
行
規
程
又
は

と
、
「
、
組
合
員
そ
の
他
の
第
三
者
」
と
あ
る
の
は
「
第
三
者
」

」
と
、
「
、
組
合
員
そ
の
他
の
第
三
者
」
と
あ
る
の
は
「
第
三
者

と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

４
・
５

（
略
）

４
・
５

（
略
）

（
報
告
、
勧
告
等
）

（
報
告
、
勧
告
等
）

第
二
百
六
十
八
条

（
略
）

第
二
百
六
十
八
条

（
略
）

２

国
土
交
通
大
臣
は
、
独
立
行
政
法
人
都
市
再
生
機
構
（
第
百
十

２

国
土
交
通
大
臣
は
、
独
立
行
政
法
人
都
市
再
生
機
構
（
第
百
十

九
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
防
災
街
区
整
備
事
業
を
施
行
す
る
場

九
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
防
災
街
区
整
備
事
業
を
施
行
す
る
場

合
に
限
る
。
第
二
百
七
十
二
条
第
一
項
及
び
第
三
項
並
び
に
第
三

合
に
限
る
。
第
二
百
七
十
二
条
第
一
項
及
び
第
三
項
に
お
い
て
同

百
六
条
第
二
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
対
し
、
防
災
街
区
整
備
事

じ
。
）
に
対
し
、
防
災
街
区
整
備
事
業
の
施
行
の
促
進
を
図
る
た

業
の
施
行
の
促
進
を
図
る
た
め
必
要
な
勧
告
、
助
言
又
は
援
助
を

め
必
要
な
勧
告
、
助
言
又
は
援
助
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

３

（
略
）

３

（
略
）

（
不
服
申
立
て
）

（
不
服
申
立
て
）

第
三
百
四
条

市
町
村
長
が
第
十
五
条
第
一
項
、
第
十
八
条
第
一
項

第
三
百
四
条

市
町
村
長
が
第
十
五
条
第
一
項
、
第
十
八
条
第
一
項

又
は
第
二
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
い
て
し
た
処
分
に
不
服

又
は
第
二
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
い
て
し
た
処
分
に
不
服

が
あ
る
者
は
、
都
道
府
県
知
事
に
対
し
て
審
査
請
求
を
す
る
こ
と

が
あ
る
者
は
、
都
道
府
県
知
事
に
対
し
て
行
政
不
服
審
査
法
に
よ

が
で
き
る
。

る
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

（
略
）

２

（
略
）

第
三
百
五
条

次
に
掲
げ
る
処
分
又
は
そ
の
不
作
為
に
つ
い
て
は
、

第
三
百
五
条

次
に
掲
げ
る
処
分
に
つ
い
て
は
、
行
政
不
服
審
査
法

審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

に
よ
る
不
服
申
立
て
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

一
～
六

（
略
）

一
～
六

（
略
）

第
三
百
六
条

前
条
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
事
業
組
合
、
事
業

第
三
百
六
条

前
条
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
事
業
組
合
、
事
業

会
社
、
市
町
村
、
都
道
府
県
又
は
都
市
再
生
機
構
等
が
第
六
章
の

会
社
、
市
町
村
、
都
道
府
県
又
は
都
市
再
生
機
構
等
が
第
六
章
の
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規
定
に
基
づ
い
て
し
た
処
分
そ
の
他
公
権
力
の
行
使
に
当
た
る
行

規
定
に
基
づ
い
て
し
た
処
分
そ
の
他
公
権
力
の
行
使
に
当
た
る
行

為
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
処
分
」
と
い
う
。
）
に
不
服
の
あ

為
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
処
分
」
と
い
う
。
）
に
不
服
の
あ

る
者
は
、
事
業
組
合
、
事
業
会
社
、
市
町
村
又
は
市
の
み
が
設
立

る
者
は
、
事
業
組
合
、
事
業
会
社
、
市
町
村
又
は
市
の
み
が
設
立

し
た
地
方
住
宅
供
給
公
社
が
し
た
処
分
に
あ
っ
て
は
都
道
府
県
知

し
た
地
方
住
宅
供
給
公
社
が
し
た
処
分
に
あ
っ
て
は
都
道
府
県
知

事
に
対
し
て
、
都
道
府
県
又
は
都
市
再
生
機
構
等
（
市
の
み
が
設

事
に
対
し
て
、
都
道
府
県
又
は
都
市
再
生
機
構
等
（
市
の
み
が
設

立
し
た
地
方
住
宅
供
給
公
社
を
除
く
。
）
が
し
た
処
分
に
あ
っ
て

立
し
た
地
方
住
宅
供
給
公
社
を
除
く
。
）
が
し
た
処
分
に
あ
っ
て

は
国
土
交
通
大
臣
に
対
し
て
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

は
国
土
交
通
大
臣
に
対
し
て
行
政
不
服
審
査
法
に
よ
る
審
査
請
求

た
だ
し
、
権
利
変
換
に
関
す
る
処
分
に
つ
い
て
の
審
査
請
求
に
お

を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
権
利
変
換
に
関
す
る
処
分
に

い
て
は
、
権
利
変
換
計
画
に
定
め
ら
れ
た
宅
地
若
し
く
は
建
築
物

つ
い
て
の
審
査
請
求
に
お
い
て
は
、
権
利
変
換
計
画
に
定
め
ら
れ

又
は
こ
れ
ら
に
関
す
る
権
利
の
価
額
に
つ
い
て
の
不
服
を
そ
の
理

た
宅
地
若
し
く
は
建
築
物
又
は
こ
れ
ら
に
関
す
る
権
利
の
価
額
に

由
と
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

つ
い
て
の
不
服
を
そ
の
理
由
と
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

２

前
項
の
場
合
に
お
い
て
、
都
道
府
県
知
事
又
は
国
土
交
通
大
臣

〔
新
設
〕

は
、
行
政
不
服
審
査
法
第
二
十
五
条
第
二
項
及
び
第
三
項
、
第
四

十
六
条
第
一
項
及
び
第
二
項
、
第
四
十
七
条
並
び
に
第
四
十
九
条

第
三
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
事
業
組
合
若
し

く
は
事
業
会
社
又
は
独
立
行
政
法
人
都
市
再
生
機
構
の
上
級
行
政

庁
と
み
な
す
。

３

第
三
百
四
条
第
二
項
の
規
定
は
、
第
一
項
の
審
査
請
求
に
つ
い

２

第
三
百
四
条
第
二
項
の
規
定
は
、
前
項
の
審
査
請
求
に
つ
い
て

て
準
用
す
る
。

準
用
す
る
。
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○

国
土
交
通
省
設
置
法
（
平
成
十
一
年
法
律
第
百
号
）
（
第
三
百
九
条
関
係
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
所
掌
事
務
等
）

（
所
掌
事
務
等
）

第
十
五
条

（
略
）

第
十
五
条

（
略
）

２

国
土
交
通
大
臣
は
、
前
項
に
規
定
す
る
事
項
に
係
る
国
土
交
通

２

国
土
交
通
大
臣
は
、
前
項
に
規
定
す
る
事
項
に
係
る
国
土
交
通

大
臣
又
は
そ
の
地
方
支
分
部
局
の
長
の
行
う
処
分
又
は
そ
の
不
作

大
臣
又
は
そ
の
地
方
支
分
部
局
の
長
の
行
う
処
分
に
つ
い
て
の
行

為
に
つ
い
て
の
審
査
請
求
に
対
す
る
裁
決
を
す
る
場
合
に
は
、
運

政
不
服
審
査
法
（
昭
和
三
十
七
年
法
律
第
百
六
十
号
）
に
よ
る
不

輸
審
議
会
に
諮
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

服
申
立
て
に
対
す
る
決
定
等
を
す
る
場
合
に
は
、
運
輸
審
議
会
に

諮
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

第
一
項
に
規
定
す
る
事
項
に
係
る
処
分
等
及
び
前
項
に
規
定
す

３

第
一
項
に
規
定
す
る
事
項
に
係
る
処
分
等
及
び
前
項
に
規
定
す

る
裁
決
（
行
政
手
続
法
（
平
成
五
年
法
律
第
八
十
八
号
）
第
二
条

る
決
定
等
（
行
政
手
続
法
（
平
成
五
年
法
律
第
八
十
八
号
）
第
二

第
四
号
に
規
定
す
る
不
利
益
処
分
（
以
下
「
不
利
益
処
分
」
と
い

条
第
四
号
に
規
定
す
る
不
利
益
処
分
（
以
下
「
不
利
益
処
分
」
と

う
。
）
を
除
く
。
）
の
う
ち
、
運
輸
審
議
会
が
軽
微
な
も
の
と
認

い
う
。
）
を
除
く
。
）
の
う
ち
、
運
輸
審
議
会
が
軽
微
な
も
の
と

め
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
国
土
交
通
大
臣
は
、
運
輸
審
議
会
に
諮

認
め
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
国
土
交
通
大
臣
は
、
運
輸
審
議
会
に

ら
な
い
で
こ
れ
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

諮
ら
な
い
で
こ
れ
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

４

運
輸
審
議
会
は
、
第
一
項
に
規
定
す
る
事
項
に
係
る
処
分
等
及

４

運
輸
審
議
会
は
、
第
一
項
に
規
定
す
る
事
項
に
係
る
処
分
等
及

び
第
二
項
に
規
定
す
る
裁
決
に
関
し
、
職
権
に
よ
り
、
又
は
利
害

び
第
二
項
に
規
定
す
る
決
定
等
に
関
し
、
職
権
に
よ
り
、
又
は
利

関
係
人
の
申
請
に
基
づ
き
、
国
土
交
通
大
臣
に
対
し
、
必
要
な
勧

害
関
係
人
の
申
請
に
基
づ
き
、
国
土
交
通
大
臣
に
対
し
、
必
要
な

告
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

勧
告
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
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○

大
深
度
地
下
の
公
共
的
使
用
に
関
す
る
特
別
措
置
法
（
平
成
十
二
年
法
律
第
八
十
七
号
）
（
第
三
百
十
条
関
係
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
都
道
府
県
知
事
が
し
た
処
分
等
に
対
す
る
不
服
申
立
て
）

（
都
道
府
県
知
事
が
し
た
処
分
に
対
す
る
審
査
請
求
）

第
四
十
二
条

（
略
）

第
四
十
二
条

（
略
）

２

都
道
府
県
知
事
が
使
用
の
認
可
に
関
す
る
処
分
に
つ
い
て
の
審

〔
新
設
〕

査
請
求
の
裁
決
を
し
た
場
合
に
は
、
そ
の
裁
決
に
不
服
が
あ
る
者

は
、
国
土
交
通
大
臣
に
対
し
て
再
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き

る
。

（
不
服
申
立
て
に
対
す
る
裁
決
）

（
不
服
申
立
て
に
対
す
る
決
定
及
び
裁
決
）

第
四
十
三
条

国
土
交
通
大
臣
の
第
十
一
条
第
一
項
の
事
業
に
係
る

第
四
十
三
条

国
土
交
通
大
臣
の
第
十
一
条
第
一
項
の
事
業
に
係
る

使
用
の
認
可
に
関
す
る
処
分
に
つ
い
て
の
審
査
請
求
に
対
す
る
裁

使
用
の
認
可
に
関
す
る
処
分
に
つ
い
て
の
異
議
申
立
て
又
は
審
査

決
は
、
事
業
所
管
大
臣
の
意
見
を
聴
い
た
後
に
し
な
け
れ
ば
な
ら

請
求
に
対
す
る
決
定
又
は
裁
決
は
、
事
業
所
管
大
臣
の
意
見
を
聴

な
い
。

い
た
後
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

国
土
交
通
大
臣
又
は
都
道
府
県
知
事
は
、
使
用
の
認
可
に
つ
い

２

国
土
交
通
大
臣
は
、
使
用
の
認
可
に
つ
い
て
の
異
議
申
立
て
又

て
の
審
査
請
求
又
は
再
審
査
請
求
が
あ
っ
た
場
合
に
お
い
て
、
使

は
審
査
請
求
が
あ
っ
た
場
合
に
お
い
て
、
使
用
の
認
可
に
至
る
ま

用
の
認
可
に
至
る
ま
で
の
手
続
そ
の
他
の
行
為
に
関
し
て
違
法
が

で
の
手
続
そ
の
他
の
行
為
に
関
し
て
違
法
が
あ
っ
て
も
、
そ
れ
が

あ
っ
て
も
、
そ
れ
が
軽
微
な
も
の
で
あ
っ
て
使
用
の
認
可
に
影
響

軽
微
な
も
の
で
あ
っ
て
使
用
の
認
可
に
影
響
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
が

を
及
ぼ
す
お
そ
れ
が
な
い
と
認
め
る
と
き
は
、
裁
決
を
も
っ
て
当

な
い
と
認
め
る
と
き
は
、
決
定
又
は
裁
決
を
も
っ
て
当
該
異
議
申

該
審
査
請
求
又
は
再
審
査
請
求
を
棄
却
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

立
て
又
は
審
査
請
求
を
棄
却
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
使
用
の
認
可
の
手
続
の
省
略
）

（
使
用
の
認
可
の
手
続
の
省
略
）

第
四
十
四
条

審
査
請
求
又
は
再
審
査
請
求
に
対
す
る
裁
決
に
よ
り

第
四
十
四
条

異
議
申
立
て
又
は
審
査
請
求
に
対
す
る
決
定
又
は
裁

使
用
の
認
可
が
取
り
消
さ
れ
た
場
合
に
お
い
て
、
国
土
交
通
大
臣

決
に
よ
り
使
用
の
認
可
が
取
り
消
さ
れ
た
場
合
に
お
い
て
、
国
土

又
は
都
道
府
県
知
事
が
再
び
使
用
の
認
可
に
関
す
る
処
分
を
し
よ

交
通
大
臣
又
は
都
道
府
県
知
事
が
再
び
使
用
の
認
可
に
関
す
る
処

う
と
す
る
と
き
は
、
使
用
の
認
可
に
つ
き
既
に
行
っ
た
手
続
そ
の

分
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
使
用
の
認
可
に
つ
き
既
に
行
っ
た

他
の
行
為
は
、
法
令
の
規
定
に
違
反
す
る
も
の
と
し
て
当
該
取
消

手
続
そ
の
他
の
行
為
は
、
法
令
の
規
定
に
違
反
す
る
も
の
と
し
て

し
の
理
由
と
な
っ
た
も
の
を
除
き
、
省
略
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

当
該
取
消
し
の
理
由
と
な
っ
た
も
の
を
除
き
、
省
略
す
る
こ
と
が

で
き
る
。
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○

マ
ン
シ
ョ
ン
の
管
理
の
適
正
化
の
推
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
二
年
法
律
第
百
四
十
九
号
）
（
第
三
百
十
一
条
関
係
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
指
定
試
験
機
関
が
し
た
処
分
等
に
係
る
審
査
請
求
）

（
指
定
試
験
機
関
が
し
た
処
分
等
に
係
る
不
服
申
立
て
）

第
二
十
六
条

指
定
試
験
機
関
が
行
う
試
験
事
務
に
係
る
処
分
又
は

第
二
十
六
条

指
定
試
験
機
関
が
行
う
試
験
事
務
に
係
る
処
分
又
は

そ
の
不
作
為
に
つ
い
て
不
服
が
あ
る
者
は
、
国
土
交
通
大
臣
に
対

そ
の
不
作
為
に
つ
い
て
不
服
が
あ
る
者
は
、
国
土
交
通
大
臣
に
対

し
、
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、

し
、
行
政
不
服
審
査
法
（
昭
和
三
十
七
年
法
律
第
百
六
十
号
）
に

国
土
交
通
大
臣
は
、
行
政
不
服
審
査
法
（
平
成
二
十
六
年
法
律
第

よ
る
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

号
）
第
二
十
五
条
第
二
項
及
び
第
三
項
、
第
四
十
六
条
第

一
項
及
び
第
二
項
、
第
四
十
七
条
並
び
に
第
四
十
九
条
第
三
項
の

規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
指
定
試
験
機
関
の
上
級
行
政
庁
と
み

な
す
。
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○

小
型
船
舶
の
登
録
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
三
年
法
律
第
百
二
号
）
（
第
三
百
十
二
条
関
係
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
機
構
が
し
た
処
分
等
に
係
る
審
査
請
求
）

（
機
構
が
し
た
処
分
等
に
係
る
審
査
請
求
）

第
三
十
条

機
構
が
行
う
登
録
測
度
事
務
に
係
る
処
分
又
は
そ
の
不

第
三
十
条

機
構
が
行
う
登
録
測
度
事
務
に
係
る
処
分
又
は
そ
の
不

作
為
に
つ
い
て
不
服
が
あ
る
者
は
、
国
土
交
通
大
臣
に
対
し
、
審

作
為
に
つ
い
て
不
服
が
あ
る
者
は
、
国
土
交
通
大
臣
に
対
し
、
行

査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
国
土
交

政
不
服
審
査
法
（
昭
和
三
十
七
年
法
律
第
百
六
十
号
）
に
よ
る
審

通
大
臣
は
、
行
政
不
服
審
査
法
（
平
成
二
十
六
年
法
律
第

査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

号
）
第
二
十
五
条
第
二
項
及
び
第
三
項
、
第
四
十
六
条
第
一
項
及

び
第
二
項
、
第
四
十
七
条
並
び
に
第
四
十
九
条
第
三
項
の
規
定
の

適
用
に
つ
い
て
は
、
機
構
の
上
級
行
政
庁
と
み
な
す
。
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○

都
市
再
生
特
別
措
置
法
（
平
成
十
四
年
法
律
第
二
十
二
号
）
（
第
三
百
十
三
条
関
係
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
不
服
申
立
て
）

（
不
服
申
立
て
）

第
五
十
九
条

市
町
村
が
前
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
道
路
管
理
者

第
五
十
九
条

市
町
村
が
前
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
道
路
管
理
者

に
代
わ
っ
て
し
た
処
分
に
不
服
が
あ
る
者
は
、
当
該
市
町
村
の
長

に
代
わ
っ
て
し
た
処
分
に
不
服
が
あ
る
者
は
、
国
土
交
通
大
臣
に

に
対
し
て
審
査
請
求
を
し
、
そ
の
裁
決
に
不
服
が
あ
る
者
は
、
国

対
し
て
行
政
不
服
審
査
法
（
昭
和
三
十
七
年
法
律
第
百
六
十
号
）

土
交
通
大
臣
に
対
し
て
再
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

に
よ
る
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て

は
、
当
該
市
町
村
に
対
し
て
異
議
申
立
て
を
す
る
こ
と
も
で
き
る

。



- 619 -

○

マ
ン
シ
ョ
ン
の
建
替
え
等
の
円
滑
化
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
四
年
法
律
第
七
十
八
号
）
（
第
三
百
十
四
条
関
係
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
事
業
計
画
の
縦
覧
及
び
意
見
書
の
処
理
）

（
事
業
計
画
の
縦
覧
及
び
意
見
書
の
処
理
）

第
十
一
条

（
略
）

第
十
一
条

（
略
）

２
・
３

（
略
）

２
・
３

（
略
）

４

前
項
の
規
定
に
よ
る
意
見
書
の
内
容
の
審
査
に
つ
い
て
は
、
行

４

前
項
の
規
定
に
よ
る
意
見
書
の
内
容
の
審
査
に
つ
い
て
は
、
行

政
不
服
審
査
法
（
平
成
二
十
六
年
法
律
第

号
）
第
二
章
第

政
不
服
審
査
法
（
昭
和
三
十
七
年
法
律
第
百
六
十
号
）
中
処
分
に

三
節
（
第
二
十
九
条
、
第
三
十
条
、
第
三
十
二
条
第
二
項
、
第
三

つ
い
て
の
異
議
申
立
て
の
審
理
に
関
す
る
規
定
を
準
用
す
る
。

十
八
条
、
第
四
十
条
、
第
四
十
一
条
第
三
項
及
び
第
四
十
二
条
を

除
く
。
）
の
規
定
を
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
法
第

二
十
八
条
中
「
審
理
員
」
と
あ
る
の
は
「
都
道
府
県
知
事
等
（
マ

ン
シ
ョ
ン
の
建
替
え
等
の
円
滑
化
に
関
す
る
法
律
第
九
条
第
一
項

に
規
定
す
る
都
道
府
県
知
事
等
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
」
と
、

同
法
第
三
十
一
条
、
第
三
十
二
条
第
三
項
、
第
三
十
三
条
か
ら
第

三
十
七
条
ま
で
、
第
三
十
九
条
並
び
に
第
四
十
一
条
第
一
項
及
び

第
二
項
中
「
審
理
員
」
と
あ
る
の
は
「
都
道
府
県
知
事
等
」
と
読

み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

５

（
略
）

５

（
略
）

（
容
積
率
の
特
例
）

（
容
積
率
の
特
例
）

第
百
五
条

（
略
）

第
百
五
条

（
略
）

２

建
築
基
準
法
第
四
十
四
条
第
二
項
、
第
九
十
二
条
の
二
、
第
九

２

建
築
基
準
法
第
四
十
四
条
第
二
項
、
第
九
十
二
条
の
二
、
第
九

十
三
条
第
一
項
及
び
第
二
項
、
第
九
十
四
条
並
び
に
第
九
十
五
条

十
三
条
第
一
項
及
び
第
二
項
並
び
に
第
九
十
四
条
か
ら
第
九
十
六

の
規
定
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
許
可
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

条
ま
で
の
規
定
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
許
可
に
つ
い
て
準
用
す

る
。

（
審
査
請
求
）

（
不
服
申
立
て
）

第
百
六
十
五
条

次
に
掲
げ
る
処
分
又
は
そ
の
不
作
為
に
つ
い
て
は

第
百
六
十
五
条

次
に
掲
げ
る
処
分
に
つ
い
て
は
、
行
政
不
服
審
査

、
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

法
に
よ
る
不
服
申
立
て
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

一
・
二

（
略
）

一
・
二

（
略
）
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２

マ
ン
シ
ョ
ン
建
替
組
合
若
し
く
は
マ
ン
シ
ョ
ン
敷
地
売
却
組
合

２

マ
ン
シ
ョ
ン
建
替
組
合
若
し
く
は
マ
ン
シ
ョ
ン
敷
地
売
却
組
合

（
以
下
「
組
合
」
と
総
称
す
る
。
）
又
は
個
人
施
行
者
が
こ
の
法

（
以
下
「
組
合
」
と
総
称
す
る
。
）
又
は
個
人
施
行
者
が
こ
の
法

律
に
基
づ
い
て
し
た
処
分
そ
の
他
公
権
力
の
行
使
に
当
た
る
行
為

律
に
基
づ
い
て
し
た
処
分
そ
の
他
公
権
力
の
行
使
に
当
た
る
行
為

に
不
服
の
あ
る
者
は
、
都
道
府
県
知
事
等
に
対
し
て
審
査
請
求
を

に
不
服
の
あ
る
者
は
、
都
道
府
県
知
事
等
に
対
し
て
審
査
請
求
を

す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
都
道
府
県
知
事
等

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

は
、
行
政
不
服
審
査
法
第
二
十
五
条
第
二
項
及
び
第
三
項
、
第
四

十
六
条
第
一
項
及
び
第
二
項
、
第
四
十
七
条
並
び
に
第
四
十
九
条

第
三
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
組
合
又
は
個
人
施
行
者
の

上
級
行
政
庁
と
み
な
す
。



- 621 -

○

独
立
行
政
法
人
水
資
源
機
構
法
（
平
成
十
四
年
法
律
第
百
八
十
二
号
）
（
第
三
百
十
五
条
関
係
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
審
査
請
求
）

（
審
査
請
求
）

第
三
十
六
条

こ
の
法
律
に
基
づ
く
機
構
の
処
分
又
は
そ
の
不
作
為

第
三
十
六
条

こ
の
法
律
に
基
づ
い
て
し
た
機
構
の
処
分
に
不
服
が

に
不
服
が
あ
る
者
は
、
主
務
大
臣
に
対
し
て
審
査
請
求
を
す
る
こ

あ
る
者
は
、
主
務
大
臣
に
対
し
て
行
政
不
服
審
査
法
（
昭
和
三
十

と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
主
務
大
臣
は
、
行
政
不
服

七
年
法
律
第
百
六
十
号
）
に
よ
る
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き

審
査
法
（
平
成
二
十
六
年
法
律
第

号
）
第
二
十
五
条
第
二

る
。

項
及
び
第
三
項
、
第
四
十
六
条
第
一
項
及
び
第
二
項
、
第
四
十
七

条
並
び
に
第
四
十
九
条
第
三
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
機

構
の
上
級
行
政
庁
と
み
な
す
。



- 622 -

○

独
立
行
政
法
人
都
市
再
生
機
構
法
（
平
成
十
五
年
法
律
第
百
号
）
（
第
三
百
十
六
条
関
係
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
審
査
請
求
）

（
審
査
請
求
）

第
二
十
三
条

機
構
が
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
特
定
公
共

第
二
十
三
条

機
構
が
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
特
定
公
共

施
設
の
管
理
者
に
代
わ
っ
て
す
る
処
分
又
は
そ
の
不
作
為
に
不
服

施
設
の
管
理
者
に
代
わ
っ
て
し
た
処
分
に
不
服
が
あ
る
者
は
、
国

が
あ
る
者
は
、
国
土
交
通
大
臣
に
対
し
て
審
査
請
求
を
す
る
こ
と

土
交
通
大
臣
に
対
し
て
行
政
不
服
審
査
法
（
昭
和
三
十
七
年
法
律

が
で
き
る
。
た
だ
し
、
他
の
法
令
に
よ
り
審
査
請
求
が
で
き
な
い

第
百
六
十
号
）
に
よ
る
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ

こ
と
と
さ
れ
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

し
、
他
の
法
令
に
よ
り
不
服
申
立
て
が
で
き
な
い
こ
と
と
さ
れ
て

い
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

２

前
項
の
場
合
に
お
い
て
、
国
土
交
通
大
臣
は
、
行
政
不
服
審
査

〔
新
設
〕

法
（
平
成
二
十
六
年
法
律
第

号
）
第
二
十
五
条
第
二
項
及

び
第
三
項
、
第
四
十
六
条
第
一
項
及
び
第
二
項
、
第
四
十
七
条
並

び
に
第
四
十
九
条
第
三
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
機
構
の

上
級
行
政
庁
と
み
な
す
。



- 623 -

○

国
際
航
海
船
舶
及
び
国
際
港
湾
施
設
の
保
安
の
確
保
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
六
年
法
律
第
三
十
一
号
）
（
第
三
百
十
七
条
関
係
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
船
舶
保
安
証
書
）

（
船
舶
保
安
証
書
）

第
十
三
条

（
略
）

第
十
三
条

（
略
）

２
・
３

（
略
）

２
・
３

（
略
）

４

行
政
不
服
審
査
法
（
平
成
二
十
六
年
法
律
第

号
）
に
定

４

行
政
不
服
審
査
法
（
昭
和
三
十
七
年
法
律
第
百
六
十
号
）
に
定

め
る
も
の
の
ほ
か
、
領
事
官
の
行
う
前
項
の
事
務
に
係
る
処
分
又

め
る
も
の
の
ほ
か
、
領
事
官
の
行
う
前
項
の
事
務
に
係
る
処
分
又

は
そ
の
不
作
為
に
つ
い
て
の
審
査
請
求
に
関
し
て
必
要
な
事
項
は

は
そ
の
不
作
為
に
つ
い
て
の
審
査
請
求
に
関
し
て
必
要
な
事
項
は

、
政
令
で
定
め
る
。

、
政
令
で
定
め
る
。

５
～

（
略
）

５
～

（
略
）

10

10

（
再
検
査
）

（
再
検
査
）

第
二
十
一
条

（
略
）

第
二
十
一
条

（
略
）

２

法
定
検
査
又
は
前
項
の
再
検
査
の
結
果
に
不
服
が
あ
る
者
は
、

２

前
項
の
再
検
査
の
結
果
に
不
服
が
あ
る
者
は
、
そ
の
取
消
し
の

そ
の
取
消
し
の
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

３
・
４

（
略
）

３
・
４

（
略
）



- 624 -

○

高
齢
者
、
障
害
者
等
の
移
動
等
の
円
滑
化
の
促
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
八
年
法
律
第
九
十
一
号
）
（
第
三
百
十
八
条
関
係
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
不
服
申
立
て
）

（
不
服
申
立
て
）

第
五
十
五
条

市
町
村
が
第
三
十
二
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
道
路

第
五
十
五
条

市
町
村
が
第
三
十
二
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
道
路

管
理
者
に
代
わ
っ
て
し
た
処
分
に
不
服
が
あ
る
者
は
、
当
該
市
町

管
理
者
に
代
わ
っ
て
し
た
処
分
に
不
服
が
あ
る
者
は
、
主
務
大
臣

村
の
長
に
対
し
て
審
査
請
求
を
し
、
そ
の
裁
決
に
不
服
が
あ
る
者

に
対
し
て
行
政
不
服
審
査
法
（
昭
和
三
十
七
年
法
律
第
百
六
十
号

は
、
主
務
大
臣
に
対
し
て
再
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

）
に
よ
る
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い

て
は
、
当
該
市
町
村
に
対
し
て
異
議
申
立
て
を
す
る
こ
と
も
で
き

る
。



- 625 -

○

地
域
に
お
け
る
歴
史
的
風
致
の
維
持
及
び
向
上
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
年
法
律
第
四
十
号
）
（
第
三
百
十
九
条
関
係
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
都
市
公
園
の
管
理
の
特
例
等
）

（
都
市
公
園
の
管
理
の
特
例
等
）

第
二
十
五
条

（
略
）

第
二
十
五
条

（
略
）

２
～
４

（
略
）

２
～
４

（
略
）

５

認
定
市
町
村
が
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
公
園
管
理
者
に
代
わ
っ

５

認
定
市
町
村
が
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
公
園
管
理
者
に
代
わ
っ

て
し
た
都
市
公
園
法
第
三
十
四
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
処
分
に

て
し
た
都
市
公
園
法
第
三
十
四
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
処
分
に

つ
い
て
の
審
査
請
求
の
裁
決
に
不
服
が
あ
る
者
は
、
国
土
交
通
大

不
服
が
あ
る
者
は
、
国
土
交
通
大
臣
に
対
し
て
行
政
不
服
審
査
法

臣
に
対
し
て
再
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
昭
和
三
十
七
年
法
律
第
百
六
十
号
）
に
よ
る
審
査
請
求
を
す
る

こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
も
、
当
該
認
定
市
町
村
の

長
に
対
し
て
異
議
申
立
て
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

６

（
略
）

６

（
略
）



- 626 -

○

自
然
公
園
法
（
昭
和
三
十
二
年
法
律
第
百
六
十
一
号
）
（
第
三
百
二
十
条
関
係
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
公
害
等
調
整
委
員
会
の
裁
定
）

（
公
害
等
調
整
委
員
会
の
裁
定
）

第
六
十
三
条

第
二
十
条
第
三
項
、
第
二
十
一
条
第
三
項
、
第
二
十

第
六
十
三
条

第
二
十
条
第
三
項
、
第
二
十
一
条
第
三
項
、
第
二
十

二
条
第
三
項
又
は
第
三
十
三
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
環
境
大
臣

二
条
第
三
項
又
は
第
三
十
三
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
環
境
大
臣

又
は
都
道
府
県
知
事
の
処
分
に
不
服
が
あ
る
者
は
、
そ
の
不
服
の

又
は
都
道
府
県
知
事
の
処
分
に
不
服
が
あ
る
者
は
、
そ
の
不
服
の

理
由
が
鉱
業
、
採
石
業
又
は
砂
利
採
取
業
と
の
調
整
に
関
す
る
も

理
由
が
鉱
業
、
採
石
業
又
は
砂
利
採
取
業
と
の
調
整
に
関
す
る
も

の
で
あ
る
と
き
は
、
公
害
等
調
整
委
員
会
に
裁
定
を
申
請
す
る
こ

の
で
あ
る
と
き
は
、
公
害
等
調
整
委
員
会
に
裁
定
を
申
請
す
る
こ

と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
は
、
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き

と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
は
、
行
政
不
服
審
査
法
（
昭
和
三
十

な
い
。

七
年
法
律
第
百
六
十
号
）
に
よ
る
不
服
申
立
て
を
す
る
こ
と
が
で

き
な
い
。

２

行
政
不
服
審
査
法
（
平
成
二
十
六
年
法
律
第

号
）
第
二

２

行
政
不
服
審
査
法
第
十
八
条
の
規
定
は
、
前
項
の
処
分
に
つ
き

十
二
条
の
規
定
は
、
前
項
の
処
分
に
つ
き
、
処
分
を
し
た
行
政
庁

、
処
分
庁
が
誤
つ
て
審
査
請
求
又
は
異
議
申
立
て
を
す
る
こ
と
が

が
誤
つ
て
審
査
請
求
又
は
再
調
査
の
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る

で
き
る
旨
を
教
示
し
た
場
合
に
準
用
す
る
。

旨
を
教
示
し
た
場
合
に
準
用
す
る
。



- 627 -

○

核
原
料
物
質
、
核
燃
料
物
質
及
び
原
子
炉
の
規
制
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
三
十
二
年
法
律
第
百
六
十
六
号
）
（
第
三
百
二
十
一
条
関
係

）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
審
査
請
求
）

（
不
服
申
立
て
等
）

第
七
十
条

こ
の
法
律
の
規
定
に
よ
り
指
定
保
障
措
置
検
査
等
実
施

第
七
十
条

こ
の
法
律
の
規
定
に
よ
り
指
定
保
障
措
置
検
査
等
実
施

機
関
が
行
う
保
障
措
置
検
査
の
業
務
に
係
る
処
分
に
つ
い
て
不
服

機
関
が
行
う
保
障
措
置
検
査
の
業
務
に
係
る
処
分
に
つ
い
て
不
服

が
あ
る
者
は
、
原
子
力
規
制
委
員
会
に
対
し
、
審
査
請
求
を
す
る

が
あ
る
者
は
、
原
子
力
規
制
委
員
会
に
対
し
、
行
政
不
服
審
査
法

こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
原
子
力
規
制
委
員
会
は

（
昭
和
三
十
七
年
法
律
第
百
六
十
号
）
に
よ
る
審
査
請
求
を
す
る

、
行
政
不
服
審
査
法
（
平
成
二
十
六
年
法
律
第

号
）
第
二

こ
と
が
で
き
る
。

十
五
条
第
二
項
及
び
第
三
項
、
第
四
十
六
条
第
一
項
並
び
に
第
四

十
七
条
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
指
定
保
障
措
置
検
査
等
実

施
機
関
の
上
級
行
政
庁
と
み
な
す
。

〔
削
除
〕

２

こ
の
法
律
（
第
二
十
二
条
の
三
第
一
項
及
び
第
二
項
並
び
に
第

四
十
一
条
第
一
項
及
び
第
二
項
を
除
く
。
）
の
規
定
に
よ
る
処
分

の
取
消
し
の
訴
え
は
、
当
該
処
分
に
つ
い
て
の
異
議
申
立
て
に
対

す
る
決
定
（
前
項
の
規
定
に
よ
り
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き

る
処
分
に
あ
つ
て
は
、
審
査
請
求
に
対
す
る
裁
決
）
を
経
た
後
で

な
け
れ
ば
、
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

〔
削
除
〕

３

こ
の
法
律
の
規
定
に
よ
る
処
分
に
つ
い
て
は
、
行
政
手
続
法
第

二
十
七
条
第
二
項
の
規
定
は
、
適
用
し
な
い
。



- 628 -

○

放
射
性
同
位
元
素
等
に
よ
る
放
射
線
障
害
の
防
止
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
三
十
二
年
法
律
第
百
六
十
七
号
）
（
第
三
百
二
十
二
条
関
係

）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
審
査
請
求
）

（
不
服
申
立
て
等
）

第
四
十
五
条

こ
の
法
律
（
第
三
十
五
条
第
二
項
か
ら
第
四
項
ま
で

第
四
十
五
条

こ
の
法
律
（
第
三
十
五
条
第
二
項
か
ら
第
五
項
ま
で

を
除
く
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
規
定
に
よ
る
登
録

を
除
く
。
以
下
こ
の
項
及
び
次
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
規
定
に

認
証
機
関
、
登
録
検
査
機
関
、
登
録
定
期
確
認
機
関
、
登
録
運
搬

よ
る
登
録
認
証
機
関
、
登
録
検
査
機
関
、
登
録
定
期
確
認
機
関
、

物
確
認
機
関
、
登
録
埋
設
確
認
機
関
、
登
録
濃
度
確
認
機
関
、
登

登
録
運
搬
物
確
認
機
関
、
登
録
埋
設
確
認
機
関
、
登
録
濃
度
確
認

録
試
験
機
関
若
し
く
は
登
録
資
格
講
習
機
関
の
処
分
又
は
そ
の
不

機
関
、
登
録
試
験
機
関
又
は
登
録
資
格
講
習
機
関
の
処
分
に
不
服

作
為
に
つ
い
て
不
服
が
あ
る
者
は
原
子
力
規
制
委
員
会
に
対
し
、

が
あ
る
者
は
原
子
力
規
制
委
員
会
に
対
し
、
こ
の
法
律
の
規
定
に

こ
の
法
律
の
規
定
に
よ
る
登
録
運
搬
方
法
確
認
機
関
の
処
分
又
は

よ
る
登
録
運
搬
方
法
確
認
機
関
の
処
分
に
不
服
が
あ
る
者
は
国
土

そ
の
不
作
為
に
つ
い
て
不
服
が
あ
る
者
は
国
土
交
通
大
臣
に
対
し

交
通
大
臣
に
対
し
、
行
政
不
服
審
査
法
（
昭
和
三
十
七
年
法
律
第

、
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
原

百
六
十
号
）
に
よ
る
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

子
力
規
制
委
員
会
又
は
国
土
交
通
大
臣
は
、
行
政
不
服
審
査
法
（

平
成
二
十
六
年
法
律
第

号
）
第
二
十
五
条
第
二
項
及
び
第

三
項
、
第
四
十
六
条
第
一
項
及
び
第
二
項
、
第
四
十
七
条
並
び
に

第
四
十
九
条
第
三
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
登

録
認
証
機
関
、
登
録
検
査
機
関
、
登
録
定
期
確
認
機
関
、
登
録
運

搬
物
確
認
機
関
、
登
録
埋
設
確
認
機
関
、
登
録
濃
度
確
認
機
関
、

登
録
試
験
機
関
若
し
く
は
登
録
資
格
講
習
機
関
又
は
登
録
運
搬
方

法
確
認
機
関
の
上
級
行
政
庁
と
み
な
す
。

〔
削
除
〕

２

こ
の
法
律
の
規
定
に
よ
る
処
分
の
取
消
し
の
訴
え
は
、
当
該
処

分
に
つ
い
て
の
異
議
申
立
て
に
対
す
る
決
定
（
前
項
の
規
定
に
よ

り
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
処
分
に
あ
つ
て
は
、
審
査
請

求
に
対
す
る
裁
決
）
を
経
た
後
で
な
け
れ
ば
、
提
起
す
る
こ
と
が

で
き
な
い
。

〔
削
除
〕

３

こ
の
法
律
の
規
定
に
よ
る
処
分
に
つ
い
て
は
、
行
政
手
続
法
第

二
十
七
条
第
二
項
の
規
定
は
、
適
用
し
な
い
。
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○

廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
五
年
法
律
第
百
三
十
七
号
）
（
第
三
百
二
十
三
条
関
係
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
政
令
で
定
め
る
市
の
長
に
よ
る
事
務
の
処
理
）

（
政
令
で
定
め
る
市
の
長
に
よ
る
事
務
の
処
理
）

第
二
十
四
条
の
二

（
略
）

第
二
十
四
条
の
二

（
略
）

２

前
項
の
規
定
に
よ
り
同
項
の
政
令
で
定
め
る
市
の
長
が
し
た
処

２

前
項
の
規
定
に
よ
り
政
令
で
定
め
る
市
の
長
が
し
た
処
分
（
第

分
（
地
方
自
治
法
第
二
条
第
九
項
第
一
号
に
規
定
す
る
第
一
号
法

二
十
四
条
の
四
に
規
定
す
る
第
一
号
法
定
受
託
事
務
に
係
る
も
の

定
受
託
事
務
（
以
下
「
第
一
号
法
定
受
託
事
務
」
と
い
う
。
）
に

に
限
る
。
）
に
つ
い
て
の
審
査
請
求
の
裁
決
に
不
服
の
あ
る
者
は

係
る
も
の
に
限
る
。
）
に
つ
い
て
の
審
査
請
求
の
裁
決
に
不
服
の

、
環
境
大
臣
に
対
し
て
再
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

あ
る
者
は
、
環
境
大
臣
に
対
し
て
再
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で

き
る
。

３

第
一
項
の
政
令
で
定
め
る
市
の
長
が
同
項
の
規
定
に
よ
り
そ
の

〔
新
設
〕

行
う
こ
と
と
さ
れ
た
事
務
の
う
ち
第
一
号
法
定
受
託
事
務
に
係
る

処
分
を
す
る
権
限
を
そ
の
補
助
機
関
で
あ
る
職
員
又
は
そ
の
管
理

に
属
す
る
行
政
機
関
の
長
に
委
任
し
た
場
合
に
お
い
て
、
委
任
を

受
け
た
職
員
又
は
行
政
機
関
の
長
が
そ
の
委
任
に
基
づ
い
て
し
た

処
分
に
つ
き
、
地
方
自
治
法
第
二
百
五
十
五
条
の
二
第
二
項
の
再

審
査
請
求
の
裁
決
が
あ
つ
た
と
き
は
、
当
該
裁
決
に
不
服
の
あ
る

者
は
、
同
法
第
二
百
五
十
二
条
の
十
七
の
四
第
五
項
か
ら
第
七
項

ま
で
の
規
定
の
例
に
よ
り
、
環
境
大
臣
に
対
し
て
再
々
審
査
請
求

を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
事
務
の
区
分
）

（
事
務
の
区
分
）

第
二
十
四
条
の
四

第
十
二
条
第
三
項
及
び
第
四
項
、
第
十
二
条
の

第
二
十
四
条
の
四

第
十
二
条
第
三
項
及
び
第
四
項
、
第
十
二
条
の

二
第
三
項
及
び
第
四
項
、
第
十
二
条
の
三
第
七
項
、
第
十
二
条
の

二
第
三
項
及
び
第
四
項
、
第
十
二
条
の
三
第
七
項
、
第
十
二
条
の

五
第
八
項
、
第
十
二
条
の
六
、
第
十
四
条
第
一
項
、
第
五
項
（
第

五
第
八
項
、
第
十
二
条
の
六
、
第
十
四
条
第
一
項
、
第
五
項
（
第

十
四
条
の
二
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
第

十
四
条
の
二
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
第

六
項
及
び
第
十
項
（
第
十
四
条
の
二
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る

六
項
及
び
第
十
項
（
第
十
四
条
の
二
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る

場
合
を
含
む
。
）
、
第
十
四
条
の
二
第
一
項
、
同
条
第
三
項
に
お

場
合
を
含
む
。
）
、
第
十
四
条
の
二
第
一
項
、
同
条
第
三
項
に
お

い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
第
七
条
の
二
第
三
項
及
び
第
四
項
、

い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
第
七
条
の
二
第
三
項
及
び
第
四
項
、
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第
十
四
条
の
三
（
第
十
四
条
の
六
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す

第
十
四
条
の
三
（
第
十
四
条
の
六
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す

る
場
合
を
含
む
。
）
、
第
十
四
条
の
三
の
二
（
第
十
四
条
の
六
に

る
場
合
を
含
む
。
）
、
第
十
四
条
の
三
の
二
（
第
十
四
条
の
六
に

お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
第
十
四
条
の

お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
第
十
四
条
の

四
第
一
項
、
第
五
項
（
第
十
四
条
の
五
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す

四
第
一
項
、
第
五
項
（
第
十
四
条
の
五
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す

る
場
合
を
含
む
。
）
、
第
六
項
及
び
第
十
項
（
第
十
四
条
の
五
第

る
場
合
を
含
む
。
）
、
第
六
項
及
び
第
十
項
（
第
十
四
条
の
五
第

二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
第
十
四
条
の
五
第

二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
第
十
四
条
の
五
第

一
項
、
同
条
第
三
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
第
七
条
の

一
項
、
同
条
第
三
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
第
七
条
の

二
第
三
項
及
び
第
四
項
、
第
十
五
条
第
一
項
、
同
条
第
四
項
か
ら

二
第
三
項
及
び
第
四
項
、
第
十
五
条
第
一
項
、
同
条
第
四
項
か
ら

第
六
項
ま
で
（
第
十
五
条
の
二
の
六
第
二
項
に
お
い
て
こ
れ
ら
の

第
六
項
ま
で
（
第
十
五
条
の
二
の
六
第
二
項
に
お
い
て
こ
れ
ら
の

規
定
を
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
第
十
五
条
の
二
第
一
項
か

規
定
を
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
第
十
五
条
の
二
第
一
項
か

ら
第
三
項
ま
で
（
第
十
五
条
の
二
の
六
第
二
項
に
お
い
て
こ
れ
ら

ら
第
三
項
ま
で
（
第
十
五
条
の
二
の
六
第
二
項
に
お
い
て
こ
れ
ら

の
規
定
を
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
及
び
第
五
項
、
第
十
五
条

の
規
定
を
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
及
び
第
五
項
、
第
十
五
条

の
二
の
二
第
一
項
、
第
十
五
条
の
二
の
四
に
お
い
て
読
み
替
え
て

の
二
の
二
第
一
項
、
第
十
五
条
の
二
の
四
に
お
い
て
読
み
替
え
て

準
用
す
る
第
八
条
の
五
第
四
項
、
第
十
五
条
の
二
の
六
第
一
項
、

準
用
す
る
第
八
条
の
五
第
四
項
、
第
十
五
条
の
二
の
六
第
一
項
、

同
条
第
三
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
第
九
条
第
三
項
か

同
条
第
三
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
第
九
条
第
三
項
か

ら
第
六
項
ま
で
、
第
十
五
条
の
二
の
七
、
第
十
五
条
の
三
、
第
十

ら
第
六
項
ま
で
、
第
十
五
条
の
二
の
七
、
第
十
五
条
の
三
、
第
十

五
条
の
三
の
二
第
二
項
、
第
十
五
条
の
三
の
三
第
一
項
及
び
第
五

五
条
の
三
の
二
第
二
項
、
第
十
五
条
の
三
の
三
第
一
項
及
び
第
五

項
、
第
十
五
条
の
四
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
第
九
条
の

項
、
第
十
五
条
の
四
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
第
九
条
の

五
第
一
項
及
び
第
二
項
、
第
九
条
の
六
並
び
に
第
九
条
の
七
第
二

五
第
一
項
及
び
第
二
項
、
第
九
条
の
六
並
び
に
第
九
条
の
七
第
二

項
、
第
十
八
条
第
一
項
（
産
業
廃
棄
物
又
は
産
業
廃
棄
物
処
理
施

項
、
第
十
八
条
第
一
項
（
産
業
廃
棄
物
又
は
産
業
廃
棄
物
処
理
施

設
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
、
第
十
九
条
第
一
項
（
産
業
廃
棄
物

設
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
、
第
十
九
条
第
一
項
（
産
業
廃
棄
物

又
は
産
業
廃
棄
物
処
理
施
設
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
、
第
十
九

又
は
産
業
廃
棄
物
処
理
施
設
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
、
第
十
九

条
の
三
（
第
二
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
、
第
十
九
条
の
五
第

条
の
三
（
第
二
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
、
第
十
九
条
の
五
第

一
項
、
同
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
十
九
条
の
四
第
二
項

一
項
、
同
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
十
九
条
の
四
第
二
項

、
第
十
九
条
の
六
第
一
項
、
同
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第

、
第
十
九
条
の
六
第
一
項
、
同
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第

十
九
条
の
四
第
二
項
、
第
二
十
一
条
の
二
（
産
業
廃
棄
物
の
処
理

十
九
条
の
四
第
二
項
、
第
二
十
一
条
の
二
（
産
業
廃
棄
物
の
処
理

施
設
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
、
第
二
十
三
条
の
三
並
び
に
第
二

施
設
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
、
第
二
十
三
条
の
三
並
び
に
第
二

十
三
条
の
四
の
規
定
に
よ
り
都
道
府
県
が
行
う
こ
と
と
さ
れ
て
い

十
三
条
の
四
の
規
定
に
よ
り
都
道
府
県
が
行
う
こ
と
と
さ
れ
て
い

る
事
務
は
、
第
一
号
法
定
受
託
事
務
と
す
る
。

る
事
務
は
、
地
方
自
治
法
第
二
条
第
九
項
第
一
号
に
規
定
す
る
第

一
号
法
定
受
託
事
務
と
す
る
。
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○

自
然
環
境
保
全
法
（
昭
和
四
十
七
年
法
律
第
八
十
五
号
）
（
第
三
百
二
十
四
条
関
係
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
公
害
等
調
整
委
員
会
の
裁
定
）

（
公
害
等
調
整
委
員
会
の
裁
定
）

第
三
十
二
条

第
二
十
五
条
第
四
項
、
第
二
十
七
条
第
三
項
又
は
第

第
三
十
二
条

第
二
十
五
条
第
四
項
、
第
二
十
七
条
第
三
項
又
は
第

二
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
環
境
大
臣
の
処
分
に
不
服
が
あ

二
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
環
境
大
臣
の
処
分
に
不
服
が
あ

る
者
は
、
そ
の
不
服
の
理
由
が
鉱
業
、
採
石
業
又
は
砂
利
採
取
業

る
者
は
、
そ
の
不
服
の
理
由
が
鉱
業
、
採
石
業
又
は
砂
利
採
取
業

と
の
調
整
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
と
き
は
、
公
害
等
調
整
委
員
会

と
の
調
整
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
と
き
は
、
公
害
等
調
整
委
員
会

に
裁
定
を
申
請
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
は
、
審
査
請

に
裁
定
を
申
請
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
は
、
行
政
不

求
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

服
審
査
法
（
昭
和
三
十
七
年
法
律
第
百
六
十
号
）
に
よ
る
不
服
申

立
て
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

２

行
政
不
服
審
査
法
（
平
成
二
十
六
年
法
律
第

号
）
第
二

２

行
政
不
服
審
査
法
第
十
八
条
の
規
定
は
、
前
項
の
処
分
に
つ
き

十
二
条
の
規
定
は
、
前
項
の
処
分
に
つ
き
、
処
分
を
し
た
行
政
庁

、
処
分
庁
が
誤
つ
て
審
査
請
求
又
は
異
議
申
立
て
を
す
る
こ
と
が

が
誤
つ
て
審
査
請
求
又
は
再
調
査
の
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る

で
き
る
旨
を
教
示
し
た
場
合
に
準
用
す
る
。

旨
を
教
示
し
た
場
合
に
準
用
す
る
。



- 632 -

○

公
害
健
康
被
害
の
補
償
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
八
年
法
律
第
百
十
一
号
）
（
第
三
百
二
十
五
条
関
係
）（

傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
再
調
査
の
請
求
及
び
審
査
請
求
）

（
異
議
申
立
て
及
び
審
査
請
求
）

第
百
六
条

認
定
又
は
補
償
給
付
の
支
給
に
関
す
る
処
分
に
不
服
が

第
百
六
条

認
定
又
は
補
償
給
付
の
支
給
に
関
す
る
処
分
に
不
服
が

あ
る
者
は
、
そ
の
処
分
を
し
た
都
道
府
県
知
事
に
対
し
、
再
調
査

あ
る
者
は
、
そ
の
処
分
を
し
た
都
道
府
県
知
事
に
対
し
、
異
議
申

の
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

立
て
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

（
略
）

２

（
略
）

３

第
一
項
の
再
調
査
の
請
求
及
び
前
項
の
審
査
請
求
は
、
時
効
の

３

第
一
項
の
異
議
申
立
て
及
び
前
項
の
審
査
請
求
は
、
時
効
の
中

中
断
に
関
し
て
は
、
裁
判
上
の
請
求
と
み
な
す
。

断
に
関
し
て
は
、
裁
判
上
の
請
求
と
み
な
す
。

（
行
政
不
服
審
査
法
の
適
用
関
係
）

（
行
政
不
服
審
査
法
の
適
用
関
係
）

第
百
七
条

前
条
第
二
項
の
審
査
請
求
に
つ
い
て
は
、
行
政
不
服
審

第
百
七
条

前
条
第
二
項
の
審
査
請
求
に
つ
い
て
は
、
行
政
不
服
審

査
法
（
平
成
二
十
六
年
法
律
第

号
）
第
三
十
一
条
の
規
定

査
法
（
昭
和
三
十
七
年
法
律
第
百
六
十
号
）
第
二
十
五
条
の
規
定

は
、
適
用
し
な
い
。

は
、
適
用
し
な
い
。

２

前
条
第
二
項
の
審
査
請
求
に
つ
い
て
の
行
政
不
服
審
査
法
第
九

２

前
条
第
二
項
の
審
査
請
求
に
つ
い
て
の
行
政
不
服
審
査
法
第
二

条
第
四
項
の
規
定
の
適
用
に
関
し
て
は
、
同
項
中
「
そ
の
職
員
（

十
条
及
び
第
三
十
一
条
の
規
定
の
適
用
に
関
し
て
は
、
同
法
第
二

第
二
項
各
号
（
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
機
関
の
構
成
員
に
あ
っ
て

十
条
第
二
号
中
「
三
箇
月
」
と
あ
る
の
は
「
二
箇
月
」
と
、
同
法

は
、
」
と
あ
る
の
は
、
「
公
害
健
康
被
害
の
補
償
等
に
関
す
る
法

第
三
十
一
条
中
「
そ
の
庁
の
職
員
」
と
あ
る
の
は
「
審
査
員
」
と

律
（
昭
和
四
十
八
年
法
律
第
百
十
一
号
）
第
百
二
十
一
条
第
一
項

す
る
。

に
規
定
す
る
審
査
員
（
第
二
項
各
号
（
」
と
す
る
。

（
審
査
請
求
）

（
審
査
請
求
）

第
百
九
条

こ
の
法
律
に
基
づ
い
て
し
た
機
構
の
処
分
に
不
服
が
あ

第
百
九
条

こ
の
法
律
に
基
づ
い
て
し
た
機
構
の
処
分
に
不
服
が
あ

る
者
は
、
環
境
大
臣
に
対
し
、
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る

る
者
は
、
環
境
大
臣
に
対
し
、
行
政
不
服
審
査
法
に
よ
る
審
査
請

。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
環
境
大
臣
は
、
行
政
不
服
審
査
法
第
二

求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

十
五
条
第
二
項
及
び
第
三
項
、
第
四
十
六
条
第
一
項
並
び
に
第
四

十
七
条
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
機
構
の
上
級
行
政
庁
と
み

な
す
。

（
不
服
申
立
て
と
訴
訟
と
の
関
係
）

第
百
十
条

削
除

第
百
十
条

こ
の
法
律
に
基
づ
い
て
機
構
が
し
た
処
分
の
取
消
し
の
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訴
え
は
、
当
該
処
分
に
つ
い
て
の
審
査
請
求
に
対
す
る
環
境
大
臣

の
裁
決
を
経
た
後
で
な
け
れ
ば
、
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

（
利
害
関
係
人
に
対
す
る
審
査
請
求
書
の
送
付
）

（
利
害
関
係
人
に
対
す
る
審
査
請
求
書
の
副
本
の
送
付
）

第
百
二
十
六
条

審
査
会
は
、
審
査
請
求
が
さ
れ
た
と
き
は
、
行
政

第
百
二
十
六
条

審
査
会
は
、
審
査
請
求
を
受
理
し
た
と
き
は
、
審

不
服
審
査
法
第
二
十
四
条
の
規
定
に
よ
り
当
該
審
査
請
求
を
却
下

査
請
求
書
の
副
本
を
利
害
関
係
人
に
送
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

す
る
場
合
を
除
き
、
審
査
請
求
書
を
利
害
関
係
人
に
送
付
し
な
け

。

れ
ば
な
ら
な
い
。

（
審
理
の
期
日
及
び
場
所
）

（
審
理
の
期
日
及
び
場
所
）

第
百
二
十
七
条

審
査
会
は
、
審
理
の
期
日
及
び
場
所
を
定
め
、
原

第
百
二
十
七
条

審
査
会
は
、
審
理
の
期
日
及
び
場
所
を
定
め
、
原

処
分
を
し
た
行
政
庁
、
審
査
請
求
人
及
び
行
政
不
服
審
査
法
第
十

処
分
を
し
た
行
政
庁
、
審
査
請
求
人
及
び
参
加
人
（
以
下
こ
の
款

三
条
第
四
項
に
規
定
す
る
参
加
人
（
以
下
こ
の
款
に
お
い
て
「
当

に
お
い
て
「
当
事
者
」
と
い
う
。
）
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

事
者
」
と
い
う
。
）
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

い
。

（
審
査
請
求
の
制
限
）

（
不
服
申
立
て
の
制
限
）

第
百
三
十
四
条

こ
の
款
の
規
定
に
よ
り
審
査
会
が
し
た
処
分
に
つ

第
百
三
十
四
条

こ
の
款
の
規
定
に
よ
り
審
査
会
が
し
た
処
分
に
つ

い
て
は
、
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

い
て
は
、
行
政
不
服
審
査
法
に
よ
る
不
服
申
立
て
を
す
る
こ
と
が

で
き
な
い
。
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○

水
俣
病
の
認
定
業
務
の
促
進
に
関
す
る
臨
時
措
置
法
（
昭
和
五
十
三
年
法
律
第
百
四
号
）
（
第
三
百
二
十
六
条
関
係
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
審
査
請
求
の
場
合
に
お
け
る
鑑
定
）

（
異
議
申
立
て
の
場
合
に
お
け
る
鑑
定
）

第
六
条

行
政
不
服
審
査
法
（
平
成
二
十
六
年
法
律
第

号
）

第
六
条

環
境
大
臣
は
、
第
二
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
認
定
に
関

第
十
一
条
第
二
項
に
規
定
す
る
審
理
員
は
、
第
二
条
第
二
項
の
規

す
る
処
分
に
つ
い
て
の
行
政
不
服
審
査
法
（
昭
和
三
十
七
年
法
律

定
に
よ
る
認
定
に
関
す
る
処
分
に
つ
い
て
の
審
査
請
求
の
審
理
を

第
百
六
十
号
）
に
基
づ
く
異
議
申
立
て
の
審
理
を
す
る
場
合
に
お

す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
同
法
第
三
十
四
条
の
規
定
に
よ
り
、
公

い
て
は
、
同
法
第
四
十
八
条
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
二
十
七

害
健
康
被
害
補
償
不
服
審
査
会
の
委
員
及
び
当
該
審
査
請
求
に
係

条
の
規
定
に
よ
る
公
害
健
康
被
害
補
償
不
服
審
査
会
の
委
員
及
び

る
患
者
の
主
治
の
医
師
（
患
者
が
死
亡
し
た
場
合
に
あ
つ
て
は
、

当
該
異
議
申
立
て
に
係
る
患
者
の
主
治
の
医
師
（
患
者
が
死
亡
し

当
該
死
亡
し
た
患
者
の
主
治
の
医
師
で
あ
つ
た
者
）
の
鑑
定
を
求

た
場
合
に
あ
つ
て
は
、
当
該
死
亡
し
た
患
者
の
主
治
の
医
師
で
あ

め
、
こ
れ
を
尊
重
す
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

つ
た
者
）
の
鑑
定
を
求
め
、
こ
れ
を
尊
重
す
る
よ
う
努
め
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
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○

湖
沼
水
質
保
全
特
別
措
置
法
（
昭
和
五
十
九
年
法
律
第
六
十
一
号
）
（
第
三
百
二
十
七
条
関
係
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
公
害
等
調
整
委
員
会
の
裁
定
）

（
公
害
等
調
整
委
員
会
の
裁
定
）

第
三
十
三
条

第
三
十
条
第
二
項
又
は
第
三
十
一
条
第
一
項
の
規
定

第
三
十
三
条

第
三
十
条
第
二
項
又
は
第
三
十
一
条
第
一
項
の
規
定

に
よ
る
都
道
府
県
知
事
の
処
分
に
不
服
が
あ
る
者
は
、
そ
の
不
服

に
よ
る
都
道
府
県
知
事
の
処
分
に
不
服
が
あ
る
者
は
、
そ
の
不
服

の
理
由
が
鉱
業
、
採
石
業
又
は
砂
利
採
取
業
と
の
調
整
に
関
す
る

の
理
由
が
鉱
業
、
採
石
業
又
は
砂
利
採
取
業
と
の
調
整
に
関
す
る

も
の
で
あ
る
と
き
は
、
公
害
等
調
整
委
員
会
に
裁
定
を
申
請
す
る

も
の
で
あ
る
と
き
は
、
公
害
等
調
整
委
員
会
に
裁
定
を
申
請
す
る

こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
は
、
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で

こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
は
、
行
政
不
服
審
査
法
（
昭
和
三

き
な
い
。

十
七
年
法
律
第
百
六
十
号
）
に
よ
る
不
服
申
立
て
を
す
る
こ
と
が

で
き
な
い
。

２

行
政
不
服
審
査
法
（
平
成
二
十
六
年
法
律
第

号
）
第
二

２

行
政
不
服
審
査
法
第
十
八
条
の
規
定
は
、
前
項
の
処
分
に
つ
き

十
二
条
の
規
定
は
、
前
項
の
処
分
に
つ
き
、
処
分
を
し
た
行
政
庁

、
処
分
庁
が
誤
つ
て
審
査
請
求
又
は
異
議
申
立
て
を
す
る
こ
と
が

が
誤
つ
て
審
査
請
求
又
は
再
調
査
の
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る

で
き
る
旨
を
教
示
し
た
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

旨
を
教
示
し
た
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
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○

絶
滅
の
お
そ
れ
の
あ
る
野
生
動
植
物
の
種
の
保
存
に
関
す
る
法
律
（
平
成
四
年
法
律
第
七
十
五
号
）
（
第
三
百
二
十
八
条
関
係
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
登
録
機
関
が
し
た
処
分
等
に
係
る
審
査
請
求
）

（
登
録
機
関
が
し
た
処
分
等
に
係
る
不
服
申
立
て
）

第
二
十
八
条

登
録
機
関
が
行
う
登
録
関
係
事
務
に
係
る
処
分
又
は

第
二
十
八
条

登
録
機
関
が
行
う
登
録
関
係
事
務
に
係
る
処
分
又
は

そ
の
不
作
為
に
つ
い
て
不
服
が
あ
る
者
は
、
環
境
大
臣
に
対
し
、

そ
の
不
作
為
に
つ
い
て
不
服
が
あ
る
者
は
、
環
境
大
臣
に
対
し
、

審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
環
境

行
政
不
服
審
査
法
（
昭
和
三
十
七
年
法
律
第
百
六
十
号
）
に
よ
る

大
臣
は
、
行
政
不
服
審
査
法
（
平
成
二
十
六
年
法
律
第

号

審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

）
第
二
十
五
条
第
二
項
及
び
第
三
項
、
第
四
十
六
条
第
一
項
及
び

第
二
項
、
第
四
十
七
条
並
び
に
第
四
十
九
条
第
三
項
の
規
定
の
適

用
に
つ
い
て
は
、
登
録
機
関
の
上
級
行
政
庁
と
み
な
す
。

（
認
定
機
関
が
し
た
処
分
等
に
係
る
審
査
請
求
）

（
認
定
機
関
が
し
た
処
分
等
に
係
る
不
服
申
立
て
）

第
三
十
三
条
の
十
二

認
定
機
関
が
行
う
認
定
関
係
事
務
に
係
る
処

第
三
十
三
条
の
十
二

認
定
機
関
が
行
う
認
定
関
係
事
務
に
係
る
処

分
又
は
そ
の
不
作
為
に
つ
い
て
不
服
が
あ
る
者
は
、
環
境
大
臣
及

分
又
は
そ
の
不
作
為
に
つ
い
て
不
服
が
あ
る
者
は
、
環
境
大
臣
及

び
特
定
国
際
種
関
係
大
臣
に
対
し
、
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で

び
特
定
国
際
種
関
係
大
臣
に
対
し
、
行
政
不
服
審
査
法
に
よ
る
審

き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
環
境
大
臣
及
び
特
定
国
際
種
関
係

査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

大
臣
は
、
行
政
不
服
審
査
法
第
二
十
五
条
第
二
項
及
び
第
三
項
、

第
四
十
六
条
第
一
項
及
び
第
二
項
、
第
四
十
七
条
並
び
に
第
四
十

九
条
第
三
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
認
定
機
関
の
上
級
行

政
庁
と
み
な
す
。

（
公
害
等
調
整
委
員
会
の
裁
定
）

（
公
害
等
調
整
委
員
会
の
裁
定
）

第
四
十
三
条

第
三
十
七
条
第
四
項
、
第
三
十
九
条
第
二
項
又
は
第

第
四
十
三
条

第
三
十
七
条
第
四
項
、
第
三
十
九
条
第
二
項
又
は
第

四
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
処
分
に
不
服
が
あ
る
者
は
、
そ
の

四
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
処
分
に
不
服
が
あ
る
者
は
、
そ
の

不
服
の
理
由
が
鉱
業
、
採
石
業
又
は
砂
利
採
取
業
と
の
調
整
に
関

不
服
の
理
由
が
鉱
業
、
採
石
業
又
は
砂
利
採
取
業
と
の
調
整
に
関

す
る
も
の
で
あ
る
と
き
は
、
公
害
等
調
整
委
員
会
に
裁
定
を
申
請

す
る
も
の
で
あ
る
と
き
は
、
公
害
等
調
整
委
員
会
に
裁
定
を
申
請

す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
は
、
審
査
請
求
を
す
る
こ
と

す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
は
、
行
政
不
服
審
査
法
に
よ

が
で
き
な
い
。

る
不
服
申
立
て
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

２

行
政
不
服
審
査
法
第
二
十
二
条
の
規
定
は
、
前
項
の
処
分
に
つ

２

行
政
不
服
審
査
法
第
十
八
条
の
規
定
は
、
前
項
の
処
分
に
つ
い

い
て
、
処
分
を
し
た
行
政
庁
が
誤
っ
て
審
査
請
求
又
は
再
調
査
の

て
、
処
分
庁
が
誤
っ
て
審
査
請
求
又
は
異
議
申
立
て
を
す
る
こ
と
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請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
旨
を
教
示
し
た
場
合
に
準
用
す
る
。

が
で
き
る
旨
を
教
示
し
た
場
合
に
準
用
す
る
。
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○

特
定
有
害
廃
棄
物
等
の
輸
出
入
等
の
規
制
に
関
す
る
法
律
（
平
成
四
年
法
律
第
百
八
号
）
（
第
三
百
二
十
九
条
関
係
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
審
査
請
求
の
手
続
に
お
け
る
意
見
の
聴
取
）

（
不
服
申
立
て
の
手
続
に
お
け
る
意
見
の
聴
取
）

第
十
八
条

第
十
四
条
の
規
定
に
よ
る
命
令
に
つ
い
て
の
審
査
請
求

第
十
八
条

第
十
四
条
の
規
定
に
よ
る
命
令
に
つ
い
て
の
審
査
請
求

に
対
す
る
裁
決
は
、
行
政
不
服
審
査
法
（
平
成
二
十
六
年
法
律
第

又
は
異
議
申
立
て
に
対
す
る
裁
決
又
は
決
定
（
却
下
の
裁
決
又
は

号
）
第
二
十
四
条
の
規
定
に
よ
り
当
該
審
査
請
求
を
却
下

決
定
を
除
く
。
）
は
、
審
査
請
求
人
又
は
異
議
申
立
人
に
対
し
、

す
る
場
合
を
除
き
、
審
査
請
求
人
に
対
し
、
相
当
な
期
間
を
お
い

相
当
な
期
間
を
お
い
て
予
告
を
し
た
上
、
公
開
に
よ
る
意
見
の
聴

て
予
告
を
し
た
上
、
同
法
第
十
一
条
第
二
項
に
規
定
す
る
審
理
員

取
を
行
っ
た
後
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

が
公
開
に
よ
る
意
見
の
聴
取
を
行
っ
た
後
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

〔
削
除
〕

２

前
項
の
予
告
に
お
い
て
は
、
期
日
、
場
所
及
び
事
案
の
内
容
を

示
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

前
項
の
意
見
の
聴
取
に
際
し
て
は
、
審
査
請
求
人
及
び
利
害
関

３

意
見
の
聴
取
に
際
し
て
は
、
審
査
請
求
人
又
は
異
議
申
立
人
及

係
人
に
対
し
、
当
該
事
案
に
つ
い
て
証
拠
を
提
出
し
、
意
見
を
述

び
利
害
関
係
人
に
対
し
、
当
該
事
案
に
つ
い
て
証
拠
を
提
出
し
、

べ
る
機
会
を
与
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

意
見
を
述
べ
る
機
会
を
与
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

第
一
項
に
規
定
す
る
審
査
請
求
に
つ
い
て
は
、
行
政
不
服
審
査

〔
新
設
〕

法
第
三
十
一
条
の
規
定
は
適
用
せ
ず
、
同
項
の
意
見
の
聴
取
に
つ

い
て
は
、
同
条
第
二
項
か
ら
第
五
項
ま
で
の
規
定
を
準
用
す
る
。
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○

南
極
地
域
の
環
境
の
保
護
に
関
す
る
法
律
（
平
成
九
年
法
律
第
六
十
一
号
）
（
第
三
百
三
十
条
関
係
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
南
極
地
域
活
動
計
画
の
確
認
）

（
南
極
地
域
活
動
計
画
の
確
認
）

第
八
条

（
略
）

第
八
条

（
略
）

２
～
５

（
略
）

２
～
５

（
略
）

６

第
三
項
第
二
号
の
規
定
に
よ
る
通
知
に
つ
い
て
不
服
が
あ
る
者

６

第
三
項
第
二
号
の
規
定
に
よ
る
通
知
に
つ
い
て
不
服
が
あ
る
者

は
、
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

は
、
行
政
不
服
審
査
法
（
昭
和
三
十
七
年
法
律
第
百
六
十
号
）
に

基
づ
く
異
議
申
立
て
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

７

（
略
）

７

（
略
）
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○

ポ
リ
塩
化
ビ
フ
ェ
ニ
ル
廃
棄
物
の
適
正
な
処
理
の
推
進
に
関
す
る
特
別
措
置
法
（
平
成
十
三
年
法
律
第
六
十
五
号
）

（
第
三
百
三
十
一
条
関
係
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
政
令
で
定
め
る
市
の
長
に
よ
る
事
務
の
処
理
）

（
政
令
で
定
め
る
市
の
長
に
よ
る
事
務
の
処
理
）

第
十
九
条

（
略
）

第
十
九
条

（
略
）

２

前
項
の
規
定
に
よ
り
同
項
の
政
令
で
定
め
る
市
の
長
が
し
た
第

２

前
項
の
規
定
に
よ
り
政
令
で
定
め
る
市
の
長
が
し
た
第
十
六
条

十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
処
分
に
つ
い
て
の
審
査
請
求
の
裁

第
一
項
の
規
定
に
よ
る
処
分
に
つ
い
て
の
審
査
請
求
の
裁
決
に
不

決
に
不
服
の
あ
る
者
は
、
環
境
大
臣
に
対
し
て
再
審
査
請
求
を
す

服
の
あ
る
者
は
、
環
境
大
臣
に
対
し
て
再
審
査
請
求
を
す
る
こ
と

る
こ
と
が
で
き
る
。

が
で
き
る
。

３

第
一
項
の
政
令
で
定
め
る
市
の
長
が
同
項
の
規
定
に
よ
り
そ
の

〔
新
設
〕

行
う
こ
と
と
さ
れ
た
事
務
の
う
ち
第
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ

る
処
分
を
す
る
権
限
を
そ
の
補
助
機
関
で
あ
る
職
員
又
は
そ
の
管

理
に
属
す
る
行
政
機
関
の
長
に
委
任
し
た
場
合
に
お
い
て
、
委
任

を
受
け
た
職
員
又
は
行
政
機
関
の
長
が
そ
の
委
任
に
基
づ
い
て
し

た
処
分
に
つ
き
、
地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七

号
）
第
二
百
五
十
五
条
の
二
第
二
項
の
再
審
査
請
求
の
裁
決
が
あ

っ
た
と
き
は
、
当
該
裁
決
に
不
服
の
あ
る
者
は
、
同
法
第
二
百
五

十
二
条
の
十
七
の
四
第
五
項
か
ら
第
七
項
ま
で
の
規
定
の
例
に
よ

り
、
環
境
大
臣
に
対
し
て
再
々
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る

。（
事
務
の
区
分
）

（
事
務
の
区
分
）

第
二
十
二
条

第
十
六
条
、
第
十
七
条
及
び
第
十
八
条
第
一
項
の
規

第
二
十
二
条

第
十
六
条
、
第
十
七
条
及
び
第
十
八
条
第
一
項
の
規

定
に
よ
り
都
道
府
県
が
行
う
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
事
務
は
、
地
方

定
に
よ
り
都
道
府
県
が
行
う
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
事
務
は
、
地
方

自
治
法
第
二
条
第
九
項
第
一
号
に
規
定
す
る
第
一
号
法
定
受
託
事

自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
二
条
第
九
項
第

務
と
す
る
。

一
号
に
規
定
す
る
第
一
号
法
定
受
託
事
務
と
す
る
。
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○

特
定
外
来
生
物
に
よ
る
生
態
系
等
に
係
る
被
害
の
防
止
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
六
年
法
律
第
七
十
八
号
）
（
第
三
百
三
十
二
条
関
係

）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
審
査
請
求
）

（
不
服
申
立
て
）

第
二
十
四
条
の
四

第
二
十
四
条
の
二
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
命
令

第
二
十
四
条
の
四

第
二
十
四
条
の
二
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
命
令

に
つ
い
て
は
、
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

に
つ
い
て
は
、
行
政
不
服
審
査
法
（
昭
和
三
十
七
年
法
律
第
百
六

十
号
）
に
よ
る
不
服
申
立
て
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
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○

石
綿
に
よ
る
健
康
被
害
の
救
済
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
八
年
法
律
第
四
号
）
（
第
三
百
三
十
三
条
関
係
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
一
般
拠
出
金
の
徴
収
方
法
）

（
一
般
拠
出
金
の
徴
収
方
法
）

第
三
十
八
条

徴
収
法
第
十
九
条
（
第
一
項
第
二
号
及
び
第
三
号
並

第
三
十
八
条

徴
収
法
第
十
九
条
（
第
一
項
第
二
号
及
び
第
三
号
並

び
に
第
二
項
第
二
号
及
び
第
三
号
を
除
く
。
）
、
第
二
十
一
条
、

び
に
第
二
項
第
二
号
及
び
第
三
号
を
除
く
。
）
、
第
二
十
一
条
、

第
二
十
一
条
の
二
、
第
二
十
七
条
か
ら
第
三
十
条
ま
で
、
第
三
十

第
二
十
一
条
の
二
、
第
二
十
七
条
か
ら
第
三
十
条
ま
で
、
第
三
十

七
条
、
第
四
十
一
条
か
ら
第
四
十
三
条
ま
で
、
第
四
十
五
条
の
二

六
条
の
二
、
第
三
十
八
条
、
第
四
十
一
条
か
ら
第
四
十
三
条
ま
で

及
び
附
則
第
十
二
条
の
規
定
は
、
一
般
拠
出
金
に
つ
い
て
準
用
す

、
第
四
十
五
条
の
二
及
び
附
則
第
十
二
条
の
規
定
は
、
一
般
拠
出

る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
徴
収
法
の

金
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
次
の
表
の
上
欄

規
定
中
同
表
の
中
欄
に
掲
げ
る
字
句
は
、
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る

に
掲
げ
る
徴
収
法
の
規
定
中
同
表
の
中
欄
に
掲
げ
る
字
句
は
、
同

字
句
に
そ
れ
ぞ
れ
読
み
替
え
る
ほ
か
、
必
要
な
技
術
的
読
替
え
は

表
の
下
欄
に
掲
げ
る
字
句
に
そ
れ
ぞ
れ
読
み
替
え
る
ほ
か
、
必
要

、
政
令
で
定
め
る
。

な
技
術
的
読
替
え
は
、
政
令
で
定
め
る
。

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

２
・
３

（
略
）

２
・
３

（
略
）

（
審
査
請
求
）

（
審
査
請
求
）

第
七
十
五
条

こ
の
法
律
に
基
づ
い
て
機
構
が
行
っ
た
処
分
に
つ
い

第
七
十
五
条

こ
の
法
律
に
基
づ
い
て
機
構
が
行
っ
た
処
分
に
つ
い

て
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る

て
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る

者
に
対
し
、
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お

者
に
対
し
、
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

い
て
、
環
境
大
臣
は
、
第
二
号
に
掲
げ
る
審
査
請
求
に
関
す
る
行

政
不
服
審
査
法
（
平
成
二
十
六
年
法
律
第

号
）
第
二
十
五

条
第
二
項
及
び
第
三
項
、
第
四
十
六
条
第
一
項
並
び
に
第
四
十
七

条
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
機
構
の
上
級
行
政
庁
と
み
な
す

。一
・
二

（
略
）

一
・
二

（
略
）

２

前
項
第
一
号
に
掲
げ
る
審
査
請
求
に
つ
い
て
の
行
政
不
服
審
査

２

前
項
第
一
号
に
掲
げ
る
審
査
請
求
に
つ
い
て
の
行
政
不
服
審
査

法
第
九
条
第
四
項
の
規
定
の
適
用
に
関
し
て
は
、
同
項
中
「
そ
の

法
（
昭
和
三
十
七
年
法
律
第
百
六
十
号
）
第
三
十
一
条
の
規
定
の

職
員
」
と
あ
る
の
は
、
「
公
害
健
康
被
害
の
補
償
等
に
関
す
る
法

適
用
に
関
し
て
は
、
同
条
中
「
そ
の
庁
の
職
員
」
と
あ
る
の
は
、

律
（
昭
和
四
十
八
年
法
律
第
百
十
一
号
）
第
百
二
十
一
条
第
一
項

「
審
査
員
又
は
専
門
委
員
」
と
す
る
。



- 643 -

に
規
定
す
る
審
査
員
又
は
同
法
第
百
十
九
条
の
二
第
一
項
に
規
定

す
る
専
門
委
員
」
と
す
る
。

３

（
略
）

３

（
略
）

（
異
議
申
立
て
）

第
七
十
六
条

削
除

第
七
十
六
条

労
災
保
険
適
用
事
業
主
は
、
第
三
十
八
条
第
一
項
の

規
定
に
よ
り
準
用
す
る
徴
収
法
第
十
九
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
る

処
分
に
つ
い
て
不
服
が
あ
る
と
き
は
、
異
議
申
立
て
を
す
る
こ
と

が
で
き
る
。

（
審
査
請
求
と
訴
訟
と
の
関
係
）

（
不
服
申
立
て
と
訴
訟
と
の
関
係
）

第
七
十
七
条

こ
の
法
律
に
基
づ
い
て
機
構
が
行
っ
た
認
定
又
は
救

第
七
十
七
条

こ
の
法
律
に
基
づ
い
て
機
構
が
行
っ
た
処
分
又
は
前

済
給
付
の
支
給
に
係
る
処
分
の
取
消
し
の
訴
え
は
、
当
該
機
構
が

条
に
規
定
す
る
処
分
の
取
消
し
の
訴
え
は
、
当
該
機
構
が
行
っ
た

行
っ
た
処
分
に
つ
い
て
の
審
査
請
求
に
対
す
る
公
害
健
康
被
害
補

処
分
に
つ
い
て
の
審
査
請
求
に
対
す
る
公
害
健
康
被
害
補
償
不
服

償
不
服
審
査
会
の
裁
決
を
経
た
後
で
な
け
れ
ば
、
提
起
す
る
こ
と

審
査
会
若
し
く
は
環
境
大
臣
の
裁
決
又
は
同
条
に
規
定
す
る
処
分

が
で
き
な
い
。

に
つ
い
て
の
異
議
申
立
て
に
対
す
る
厚
生
労
働
大
臣
の
決
定
若
し

く
は
同
条
に
規
定
す
る
処
分
に
つ
い
て
の
審
査
請
求
に
対
す
る
厚

生
労
働
大
臣
の
裁
決
を
経
た
後
で
な
け
れ
ば
、
提
起
す
る
こ
と
が

で
き
な
い
。

（
準
用
）

第
七
十
九
条

削
除

第
七
十
九
条

徴
収
法
第
三
十
八
条
の
規
定
は
、
第
六
十
六
条
第
一

項
及
び
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
徴
収
金
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
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○

日
本
国
と
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
と
の
間
の
相
互
協
力
及
び
安
全
保
障
条
約
第
六
条
に
基
づ
く
施
設
及
び
区
域
並
び
に
日
本
国
に
お
け
る
合

衆
国
軍
隊
の
地
位
に
関
す
る
協
定
の
実
施
に
伴
う
土
地
等
の
使
用
等
に
関
す
る
特
別
措
置
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
四
十
号
）

（
第
三
百
三
十
四
条
関
係
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
防
衛
大
臣
へ
の
事
件
の
送
致
）

（
防
衛
大
臣
へ
の
事
件
の
送
致
）

第
二
十
二
条

収
用
委
員
会
が
第
十
九
条
第
四
項
に
規
定
す
る
期
間

第
二
十
二
条

収
用
委
員
会
が
第
十
九
条
第
四
項
に
規
定
す
る
期
間

内
に
裁
決
を
し
な
い
場
合
に
お
い
て
、
地
方
防
衛
局
長
の
申
立
て

内
に
裁
決
を
し
な
い
場
合
に
お
い
て
、
地
方
防
衛
局
長
か
ら
行
政

が
あ
つ
た
と
き
は
、
収
用
委
員
会
は
、
第
十
四
条
の
規
定
に
よ
り

不
服
審
査
法
（
昭
和
三
十
七
年
法
律
第
百
六
十
号
）
第
七
条
の
規

適
用
さ
れ
る
土
地
収
用
法
第
三
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
申

定
に
よ
る
異
議
申
立
て
が
あ
つ
た
と
き
は
、
収
用
委
員
会
は
、
同

請
に
係
る
事
件
を
防
衛
大
臣
に
送
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

法
第
五
十
条
第
二
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
第
十
四
条
の
規
定

に
よ
り
適
用
さ
れ
る
土
地
収
用
法
第
三
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に

よ
る
申
請
に
係
る
事
件
を
防
衛
大
臣
に
送
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

。

２

前
項
の
規
定
に
よ
る
申
立
て
は
、
防
衛
省
令
で
定
め
る
様
式
に

〔
新
設
〕

従
い
、
書
面
で
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

第
一
項
の
規
定
は
、
収
用
委
員
会
が
同
項
の
規
定
に
よ
る
申
立

２

前
項
の
規
定
は
、
収
用
委
員
会
が
異
議
申
立
て
が
あ
つ
た
日
か

て
が
あ
つ
た
日
か
ら
一
月
以
内
に
お
い
て
裁
決
を
行
う
べ
き
期
日

ら
一
月
以
内
に
お
い
て
裁
決
を
行
う
べ
き
期
日
を
定
め
、
こ
れ
を

を
定
め
、
こ
れ
を
地
方
防
衛
局
長
に
通
知
し
た
場
合
に
お
い
て
は

地
方
防
衛
局
長
に
通
知
し
た
場
合
に
お
い
て
は
、
収
用
委
員
会
に

、
収
用
委
員
会
に
お
い
て
当
該
事
件
に
つ
い
て
引
き
続
き
審
理
し

お
い
て
当
該
事
件
に
つ
い
て
引
き
続
き
審
理
し
、
裁
決
を
す
る
こ

、
裁
決
を
す
る
こ
と
を
妨
げ
る
も
の
で
は
な
い
。

と
を
妨
げ
る
も
の
で
は
な
い
。

４

（
略
）

３

（
略
）

５

（
略
）

４

（
略
）

６

地
方
防
衛
局
長
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
申
立
て
を
し
た
と

〔
新
設
〕

き
は
、
第
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
申
立
て
に
係
る
不
作
為

に
つ
い
て
の
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

（
裁
決
の
代
行
）

（
裁
決
の
代
行
）

第
二
十
三
条

（
略
）

第
二
十
三
条

（
略
）

２

地
方
防
衛
局
長
は
、
前
条
第
一
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
事
件

２

地
方
防
衛
局
長
は
、
前
条
第
一
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
事
件
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が
送
ら
れ
な
い
場
合
に
お
い
て
、
同
項
の
規
定
に
よ
る
申
立
て
の

が
送
ら
れ
な
い
場
合
に
お
い
て
、
異
議
申
立
て
の
日
か
ら
一
月
を

日
か
ら
一
月
を
経
過
し
、
か
つ
、
収
用
委
員
会
が
当
該
事
件
に
つ

経
過
し
、
か
つ
、
収
用
委
員
会
が
当
該
事
件
に
つ
い
て
裁
決
を
し

い
て
裁
決
を
し
な
い
と
き
は
、
防
衛
大
臣
に
対
し
て
、
収
用
委
員

な
い
と
き
は
、
防
衛
大
臣
に
対
し
て
、
収
用
委
員
会
に
代
わ
つ
て

会
に
代
わ
つ
て
自
ら
当
該
事
件
に
係
る
裁
決
を
行
う
こ
と
を
請
求

自
ら
当
該
事
件
に
係
る
裁
決
を
行
う
こ
と
を
請
求
す
る
こ
と
が
で

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

き
る
。

３
～
７

（
略
）

３
～
７

（
略
）

（
審
査
請
求
及
び
訴
訟
）

（
不
服
申
立
て
及
び
訴
訟
）

第
二
十
九
条

土
地
収
用
法
第
百
三
十
条
第
二
項
、
第
百
三
十
一
条

第
二
十
九
条

土
地
収
用
法
第
百
三
十
条
第
二
項
、
第
百
三
十
一
条

第
二
項
、
第
百
三
十
一
条
の
二
及
び
第
百
三
十
二
条
第
二
項
の
規

第
二
項
、
第
百
三
十
一
条
の
二
及
び
第
百
三
十
二
条
第
二
項
の
規

定
は
防
衛
大
臣
が
行
う
代
行
裁
決
等
に
関
す
る
審
査
請
求
に
つ
い

定
は
防
衛
大
臣
が
行
う
代
行
裁
決
等
に
関
す
る
異
議
申
立
て
に
つ

て
、
同
法
第
百
三
十
三
条
及
び
第
百
三
十
四
条
の
規
定
は
防
衛
大

い
て
、
同
法
第
百
三
十
三
条
及
び
第
百
三
十
四
条
の
規
定
は
防
衛

臣
が
行
う
代
行
裁
決
等
に
関
す
る
訴
え
の
提
起
に
つ
い
て
準
用
す

大
臣
が
行
う
代
行
裁
決
等
に
関
す
る
訴
え
の
提
起
に
つ
い
て
準
用

る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
法
第
百
三
十
一
条
第
二
項
中
「
国

す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
法
第
百
三
十
条
第
二
項
中
「
行

土
交
通
大
臣
」
と
あ
る
の
は
「
防
衛
大
臣
」
と
、
同
法
第
百
三
十

政
不
服
審
査
法
第
十
四
条
第
一
項
本
文
」
と
あ
る
の
は
「
行
政
不

三
条
第
三
項
中
「
起
業
者
」
と
あ
る
の
は
「
地
方
防
衛
局
長
」
と

服
審
査
法
第
四
十
五
条
」
と
、
同
法
第
百
三
十
一
条
第
二
項
中
「

、
「
土
地
所
有
者
」
と
あ
る
の
は
「
特
定
土
地
等
の
所
有
者
」
と

国
土
交
通
大
臣
」
と
あ
る
の
は
「
防
衛
大
臣
」
と
、
同
法
第
百
三

、
同
法
第
百
三
十
四
条
中
「
事
業
の
進
行
及
び
土
地
の
収
用
又
は

十
三
条
第
三
項
中
「
起
業
者
」
と
あ
る
の
は
「
地
方
防
衛
局
長
」

使
用
」
と
あ
る
の
は
「
特
定
土
地
等
の
使
用
又
は
収
用
」
と
読
み

と
、
「
土
地
所
有
者
」
と
あ
る
の
は
「
特
定
土
地
等
の
所
有
者
」

替
え
る
も
の
と
す
る
。

と
、
同
法
第
百
三
十
四
条
中
「
事
業
の
進
行
及
び
土
地
の
収
用
又

は
使
用
」
と
あ
る
の
は
「
特
定
土
地
等
の
使
用
又
は
収
用
」
と
読

み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

２

（
略
）

２

（
略
）
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○

日
本
国
と
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
と
の
間
の
相
互
協
力
及
び
安
全
保
障
条
約
に
基
づ
き
日
本
国
に
あ
る
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
軍
隊
の
水
面
の

使
用
に
伴
う
漁
船
の
操
業
制
限
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
二
百
四
十
三
号
）
（
第
三
百
三
十
五
条
関
係
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
異
議
の
申
出
）

（
異
議
の
申
出
）

第
四
条

前
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
決
定
に
不
服
が
あ
る
者
は
、

第
四
条

前
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
決
定
に
不
服
が
あ
る
者
は
、

同
項
の
通
知
を
受
け
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
三
箇
月
以
内
に

同
項
の
通
知
を
受
け
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
三
十
日
以
内
に

、
防
衛
省
令
で
定
め
る
手
続
に
従
い
、
防
衛
大
臣
に
対
し
て
異
議

、
防
衛
省
令
で
定
め
る
手
続
に
従
い
、
防
衛
大
臣
に
対
し
て
異
議

を
申
し
出
る
こ
と
が
で
き
る
。

を
申
し
出
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

（
略
）

２

（
略
）

（
増
額
請
求
の
訴
え
）

（
増
額
請
求
の
訴
え
）

第
六
条

第
三
条
第
三
項
又
は
第
四
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
決
定

第
六
条

第
四
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
決
定
に
不
服
が
あ
る
者
は

に
不
服
が
あ
る
者
は
、
そ
の
決
定
を
知
つ
た
日
か
ら
六
箇
月
以
内

、
そ
の
決
定
を
知
つ
た
日
か
ら
六
箇
月
以
内
に
訴
え
を
も
つ
て
そ

に
訴
え
を
も
つ
て
そ
の
増
額
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

の
増
額
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

（
略
）

２

（
略
）
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○

防
衛
省
の
職
員
の
給
与
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
二
百
六
十
六
号
）
（
第
三
百
三
十
六
条
関
係
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
期
末
手
当
及
び
勤
勉
手
当
）

（
期
末
手
当
及
び
勤
勉
手
当
）

第
十
八
条
の
二

（
略
）

第
十
八
条
の
二

（
略
）

２

前
項
に
お
い
て
そ
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
る
一
般
職
給
与
法

２

前
項
に
お
い
て
そ
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
る
一
般
職
給
与
法

第
十
九
条
の
六
第
二
項
（
前
項
に
お
い
て
そ
の
例
に
よ
る
こ
と
と

第
十
九
条
の
六
第
二
項
（
前
項
に
お
い
て
そ
の
例
に
よ
る
こ
と
と

さ
れ
る
一
般
職
給
与
法
第
十
九
条
の
七
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す

さ
れ
る
一
般
職
給
与
法
第
十
九
条
の
七
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す

る
場
合
を
含
む
。
）
に
規
定
す
る
一
時
差
止
処
分
（
以
下
こ
の
項

る
場
合
を
含
む
。
）
に
規
定
す
る
一
時
差
止
処
分
（
以
下
こ
の
項

に
お
い
て
「
一
時
差
止
処
分
」
と
い
う
。
）
に
対
す
る
審
査
請
求

に
お
い
て
「
一
時
差
止
処
分
」
と
い
う
。
）
に
対
す
る
審
査
請
求

に
つ
い
て
は
、
一
時
差
止
処
分
は
懲
戒
処
分
と
、
一
時
差
止
処
分

又
は
異
議
申
立
て
に
つ
い
て
は
、
一
時
差
止
処
分
は
懲
戒
処
分
と

を
受
け
た
者
は
自
衛
隊
法
第
二
条
第
五
項
の
隊
員
と
そ
れ
ぞ
れ
み

、
一
時
差
止
処
分
を
受
け
た
者
は
自
衛
隊
法
第
二
条
第
五
項
の
隊

な
し
て
、
同
法
第
四
十
九
条
か
ら
第
五
十
条
の
二
ま
で
の
規
定
を

員
と
そ
れ
ぞ
れ
み
な
し
て
、
同
法
第
四
十
九
条
か
ら
第
五
十
条
の

適
用
す
る
。

二
ま
で
の
規
定
を
適
用
す
る
。

（
給
付
金
の
支
払
の
差
止
め
）

（
給
付
金
の
支
払
の
差
止
め
）

第
二
十
七
条
の
八

（
略
）

第
二
十
七
条
の
八

（
略
）

２

（
略
）

２

（
略
）

３

前
二
項
の
規
定
に
よ
る
給
付
金
の
支
払
を
差
し
止
め
る
処
分
（

３

前
二
項
の
規
定
に
よ
る
給
付
金
の
支
払
を
差
し
止
め
る
処
分
（

以
下
「
支
払
差
止
処
分
」
と
い
う
。
）
を
受
け
た
者
は
、
行
政
不

以
下
「
支
払
差
止
処
分
」
と
い
う
。
）
を
受
け
た
者
は
、
行
政
不

服
審
査
法
（
平
成
二
十
六
年
法
律
第

号
）
第
十
八
条
第
一

服
審
査
法
（
昭
和
三
十
七
年
法
律
第
百
六
十
号
）
第
十
四
条
第
一

項
本
文
に
規
定
す
る
期
間
が
経
過
し
た
後
に
お
い
て
は
、
当
該
支

項
又
は
第
四
十
五
条
に
規
定
す
る
期
間
が
経
過
し
た
後
に
お
い
て

払
差
止
処
分
後
の
事
情
の
変
化
を
理
由
に
、
支
払
差
止
処
分
を
行

は
、
当
該
支
払
差
止
処
分
後
の
事
情
の
変
化
を
理
由
に
、
支
払
差

つ
た
給
付
金
管
理
者
に
対
し
、
そ
の
取
消
し
を
申
し
立
て
る
こ
と

止
処
分
を
行
つ
た
給
付
金
管
理
者
に
対
し
、
そ
の
取
消
し
を
申
し

が
で
き
る
。

立
て
る
こ
と
が
で
き
る
。

４
～
７

（
略
）

４
～
７

（
略
）

（
遺
族
等
へ
の
支
払
の
差
止
め
等
）

（
遺
族
等
へ
の
支
払
の
差
止
め
等
）

第
二
十
七
条
の
十
二

（
略
）

第
二
十
七
条
の
十
二

（
略
）

２

前
項
の
規
定
に
よ
る
支
払
差
止
処
分
を
受
け
た
者
は
、
行
政
不

２

前
項
の
規
定
に
よ
る
支
払
差
止
処
分
を
受
け
た
者
は
、
行
政
不

服
審
査
法
第
十
八
条
第
一
項
本
文
に
規
定
す
る
期
間
が
経
過
し
た

服
審
査
法
第
十
四
条
第
一
項
又
は
第
四
十
五
条
に
規
定
す
る
期
間
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後
に
お
い
て
は
、
当
該
支
払
差
止
処
分
後
の
事
情
の
変
化
を
理
由

が
経
過
し
た
後
に
お
い
て
は
、
当
該
支
払
差
止
処
分
後
の
事
情
の

に
、
支
払
差
止
処
分
を
行
つ
た
給
付
金
管
理
者
に
対
し
、
そ
の
取

変
化
を
理
由
に
、
支
払
差
止
処
分
を
行
つ
た
給
付
金
管
理
者
に
対

消
し
を
申
し
立
て
る
こ
と
が
で
き
る
。

し
、
そ
の
取
消
し
を
申
し
立
て
る
こ
と
が
で
き
る
。

３
～

（
略
）

３
～

（
略
）

11

11
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○

日
本
国
に
駐
留
す
る
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
軍
隊
等
の
行
為
に
よ
る
特
別
損
失
の
補
償
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
八
年
法
律
第
二
百
四
十

六
号
）
（
第
三
百
三
十
七
条
関
係
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
異
議
の
申
出
）

（
異
議
の
申
出
）

第
三
条

前
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
決
定
に
不
服
が
あ
る
者
は
、

第
三
条

前
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
決
定
に
不
服
が
あ
る
者
は
、

同
項
の
通
知
を
受
け
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
三
箇
月
以
内
に

同
項
の
通
知
を
受
け
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
三
十
日
以
内
に

、
防
衛
省
令
で
定
め
る
手
続
に
従
い
、
防
衛
大
臣
に
対
し
て
異
議

、
防
衛
省
令
で
定
め
る
手
続
に
従
い
、
防
衛
大
臣
に
対
し
て
異
議

を
申
し
出
る
こ
と
が
で
き
る
。

を
申
し
出
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

（
略
）

２

（
略
）

（
増
額
請
求
の
訴
え
）

（
増
額
請
求
の
訴
え
）

第
五
条

第
二
条
第
三
項
又
は
第
三
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
決
定

第
五
条

第
三
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
決
定
に
不
服
が
あ
る
者
は

に
不
服
が
あ
る
者
は
、
そ
の
決
定
の
通
知
を
受
け
た
日
か
ら
六
箇

、
そ
の
決
定
の
通
知
を
受
け
た
日
か
ら
六
箇
月
以
内
に
、
訴
え
を

月
以
内
に
、
訴
え
を
も
つ
て
そ
の
増
額
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き

も
つ
て
そ
の
増
額
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

る
。

２

（
略
）

２

（
略
）
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○

自
衛
隊
法
（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
百
六
十
五
号
）
（
第
三
百
三
十
八
条
関
係
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
審
査
請
求
の
処
理
）

（
不
服
申
立
て
の
処
理
）

第
四
十
九
条

隊
員
に
対
す
る
そ
の
意
に
反
す
る
降
任
、
休
職
若
し

第
四
十
九
条

隊
員
に
対
す
る
そ
の
意
に
反
す
る
降
任
、
休
職
若
し

く
は
免
職
又
は
懲
戒
処
分
に
つ
い
て
の
審
査
請
求
に
つ
い
て
は
、

く
は
免
職
又
は
懲
戒
処
分
に
つ
い
て
の
審
査
請
求
又
は
異
議
申
立

行
政
不
服
審
査
法
（
平
成
二
十
六
年
法
律
第

号
）
第
二
章

て
に
つ
い
て
は
、
行
政
不
服
審
査
法
（
昭
和
三
十
七
年
法
律
第
百

の
規
定
は
、
適
用
し
な
い
。

六
十
号
）
第
二
章
第
一
節
か
ら
第
三
節
ま
で
の
規
定
を
適
用
し
な

い
。

２

前
項
に
規
定
す
る
審
査
請
求
は
、
処
分
の
通
知
を
受
け
た
日
の

２

前
項
に
規
定
す
る
審
査
請
求
又
は
異
議
申
立
て
は
、
処
分
の
通

翌
日
か
ら
起
算
し
て
三
月
以
内
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
処
分
が

知
を
受
け
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
六
十
日
以
内
に
し
な
け
れ

あ
つ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
一
年
を
経
過
し
た
と
き
は
、
す

ば
な
ら
ず
、
処
分
が
あ
つ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
一
年
を
経

る
こ
と
が
で
き
な
い
。

過
し
た
と
き
は
、
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

３

防
衛
大
臣
は
、
第
一
項
に
規
定
す
る
審
査
請
求
を
受
け
た
場
合

３

防
衛
大
臣
は
、
第
一
項
に
規
定
す
る
審
査
請
求
又
は
異
議
申
立

に
は
、
こ
れ
を
審
議
会
等
（
国
家
行
政
組
織
法
（
昭
和
二
十
三
年

て
を
受
け
た
場
合
に
は
、
こ
れ
を
審
議
会
等
（
国
家
行
政
組
織
法

法
律
第
百
二
十
号
）
第
八
条
に
規
定
す
る
機
関
を
い
う
。
以
下
同

（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
二
十
号
）
第
八
条
に
規
定
す
る
機
関

じ
。
）
で
政
令
で
定
め
る
も
の
に
付
議
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
で
政
令
で
定
め
る
も
の
に
付
議
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

４

第
一
項
に
規
定
す
る
審
査
請
求
に
対
す
る
裁
決
は
、
前
項
の
政

４

第
一
項
に
規
定
す
る
審
査
請
求
又
は
異
議
申
立
て
に
対
す
る
裁

令
で
定
め
る
審
議
会
等
の
議
決
に
基
づ
い
て
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

決
又
は
決
定
は
、
前
項
の
政
令
で
定
め
る
審
議
会
等
の
議
決
に
基

い
。

づ
い
て
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

５

（
略
）

５

（
略
）

６

第
一
項
に
規
定
す
る
審
査
請
求
の
手
続
は
、
政
令
で
定
め
る
。

６

審
査
請
求
又
は
異
議
申
立
て
の
手
続
は
、
政
令
で
定
め
る
。

７

こ
の
法
律
に
別
段
の
定
め
が
あ
る
場
合
を
除
く
ほ
か
、
隊
員
に

７

こ
の
法
律
に
別
段
の
定
め
が
あ
る
場
合
を
除
く
ほ
か
、
隊
員
に

対
す
る
処
分
に
つ
い
て
は
、
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い

対
す
る
処
分
に
つ
い
て
は
、
行
政
不
服
審
査
法
に
よ
る
不
服
申
立

。
隊
員
が
し
た
申
請
に
対
す
る
不
作
為
に
つ
い
て
も
、
同
様
と
す

て
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
隊
員
が
し
た
申
請
に
対
す
る
不
作

る
。

為
に
つ
い
て
も
、
同
様
と
す
る
。

（
審
査
請
求
と
訴
訟
と
の
関
係
）

（
不
服
申
立
て
と
訴
訟
と
の
関
係
）

第
五
十
条
の
二

第
四
十
九
条
第
一
項
に
規
定
す
る
処
分
（
前
条
に

第
五
十
条
の
二

第
四
十
九
条
第
一
項
に
規
定
す
る
処
分
（
前
条
に
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規
定
す
る
隊
員
又
は
学
生
若
し
く
は
生
徒
に
係
る
も
の
を
除
く
。

規
定
す
る
隊
員
又
は
学
生
若
し
く
は
生
徒
に
係
る
も
の
を
除
く
。

）
の
取
消
し
の
訴
え
は
、
当
該
処
分
に
つ
い
て
の
審
査
請
求
に
対

）
の
取
消
し
の
訴
え
は
、
当
該
処
分
に
つ
い
て
の
審
査
請
求
又
は

す
る
裁
決
を
経
た
後
で
な
け
れ
ば
、
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
な
い

異
議
申
立
て
に
対
す
る
裁
決
又
は
決
定
を
経
た
後
で
な
け
れ
ば
、

。

提
起
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

（
在
職
中
の
求
職
の
規
制
）

（
在
職
中
の
求
職
の
規
制
）

第
六
十
五
条
の
三

（
略
）

第
六
十
五
条
の
三

（
略
）

２
・
３

（
略
）

２
・
３

（
略
）

４

防
衛
大
臣
が
行
う
第
二
項
第
五
号
に
規
定
す
る
承
認
に
つ
い
て

４

防
衛
大
臣
が
行
う
第
二
項
第
五
号
に
規
定
す
る
承
認
に
つ
い
て

の
審
査
請
求
は
、
防
衛
大
臣
に
対
し
て
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

の
行
政
不
服
審
査
法
に
よ
る
不
服
申
立
て
は
、
防
衛
大
臣
に
対
し

て
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

５

防
衛
大
臣
は
、
前
項
に
規
定
す
る
審
査
請
求
を
受
け
て
こ
れ
に

５

防
衛
大
臣
は
、
前
項
に
規
定
す
る
不
服
申
立
て
を
受
け
て
こ
れ

対
す
る
裁
決
を
行
う
場
合
に
は
、
審
議
会
に
付
議
し
、
そ
の
議
決

に
対
す
る
決
定
を
行
う
場
合
に
は
、
審
議
会
に
付
議
し
、
そ
の
議

に
基
づ
い
て
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

決
に
基
づ
い
て
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

６

（
略
）

６

（
略
）

（
再
就
職
者
に
よ
る
依
頼
等
の
規
制
）

（
再
就
職
者
に
よ
る
依
頼
等
の
規
制
）

第
六
十
五
条
の
四

（
略
）

第
六
十
五
条
の
四

（
略
）

２
～
６

（
略
）

２
～
６

（
略
）

７

防
衛
大
臣
が
行
う
第
五
項
第
六
号
に
規
定
す
る
承
認
に
つ
い
て

７

防
衛
大
臣
が
行
う
第
五
項
第
六
号
に
規
定
す
る
承
認
に
つ
い
て

の
審
査
請
求
は
、
防
衛
大
臣
に
対
し
て
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

の
行
政
不
服
審
査
法
に
よ
る
不
服
申
立
て
は
、
防
衛
大
臣
に
対
し

て
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

８

防
衛
大
臣
は
、
前
項
に
規
定
す
る
審
査
請
求
を
受
け
て
こ
れ
に

８

防
衛
大
臣
は
、
前
項
に
規
定
す
る
不
服
申
立
て
を
受
け
て
こ
れ

対
す
る
裁
決
を
行
う
場
合
に
は
、
審
議
会
に
付
議
し
、
そ
の
議
決

に
対
す
る
決
定
を
行
う
場
合
に
は
、
審
議
会
に
付
議
し
、
そ
の
議

に
基
づ
い
て
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

決
に
基
づ
い
て
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

９
・

（
略
）

９
・

（
略
）

10

10

（
防
衛
出
動
時
に
お
け
る
物
資
の
収
用
等
）

（
防
衛
出
動
時
に
お
け
る
物
資
の
収
用
等
）

第
百
三
条

（
略
）

第
百
三
条

（
略
）

２
～

（
略
）

２
～

（
略
）

17

17

第
一
項
か
ら
第
四
項
ま
で
の
規
定
に
よ
る
処
分
に
つ
い
て
は
、

第
一
項
か
ら
第
四
項
ま
で
の
規
定
に
よ
る
処
分
に
つ
い
て
は
、

18

18

審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

行
政
不
服
審
査
法
に
よ
る
不
服
申
立
て
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い

。

（
略
）

（
略
）

19

19
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（
訓
練
の
た
め
の
漁
船
の
操
業
の
制
限
又
は
禁
止
）

（
訓
練
の
た
め
の
漁
船
の
操
業
の
制
限
又
は
禁
止
）

第
百
五
条

（
略
）

第
百
五
条

（
略
）

２
～
６

（
略
）

２
～
６

（
略
）

７

前
項
の
規
定
に
よ
る
決
定
に
不
服
が
あ
る
者
は
、
同
項
の
通
知

７

前
項
の
規
定
に
よ
る
決
定
に
不
服
が
あ
る
者
は
、
同
項
の
通
知

を
受
け
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
三
月
以
内
に
、
防
衛
大
臣
に

を
受
け
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
三
十
日
以
内
に
、
防
衛
大
臣

対
し
て
異
議
を
申
し
出
る
こ
と
が
で
き
る
。

に
対
し
て
異
議
を
申
し
出
る
こ
と
が
で
き
る
。

８

（
略
）

８

（
略
）

９

第
六
項
又
は
前
項
の
規
定
に
よ
り
決
定
さ
れ
た
補
償
金
の
額
に

９

前
項
の
規
定
に
よ
り
決
定
さ
れ
た
補
償
金
の
額
に
不
服
が
あ
る

不
服
が
あ
る
者
は
、
そ
の
決
定
を
知
つ
た
日
か
ら
六
月
以
内
に
訴

者
は
、
そ
の
決
定
を
知
つ
た
日
か
ら
六
月
以
内
に
訴
え
を
も
つ
て

え
を
も
つ
て
そ
の
増
額
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

そ
の
増
額
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

～

（
略
）

～

（
略
）

10

12

10

12
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○

連
合
国
占
領
軍
等
の
行
為
等
に
よ
る
被
害
者
等
に
対
す
る
給
付
金
の
支
給
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
三
十
六
年
法
律
第
二
百
十
五
号
）

（
第
三
百
三
十
九
条
関
係
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

目
次

目
次

第
一
章
・
第
二
章

（
略
）

第
一
章
・
第
二
章

（
略
）

第
三
章

審
査
請
求
（
第
十
六
条
―
第
十
八
条
）

第
三
章

不
服
申
立
て
（
第
十
六
条
―
第
十
八
条
）

第
四
章
・
第
五
章

（
略
）

第
四
章
・
第
五
章

（
略
）

附
則

附
則

第
三
章

審
査
請
求

第
三
章

不
服
申
立
て

（
審
査
請
求
に
よ
る
時
効
中
断
）

（
不
服
申
立
て
に
よ
る
時
効
中
断
）

第
十
六
条

給
付
金
の
支
給
に
関
す
る
処
分
に
つ
い
て
の
審
査
請
求

第
十
六
条

給
付
金
の
支
給
に
関
す
る
処
分
に
つ
い
て
の
不
服
申
立

は
、
時
効
の
中
断
に
つ
い
て
は
、
裁
判
上
の
請
求
と
み
な
す
。

て
は
、
時
効
の
中
断
に
つ
い
て
は
、
裁
判
上
の
請
求
と
み
な
す
。

（
審
査
請
求
の
手
続
に
お
け
る
諮
問
）

（
不
服
申
立
て
の
手
続
に
お
け
る
諮
問
）

第
十
七
条

防
衛
大
臣
は
、
給
付
金
の
支
給
に
関
す
る
処
分
又
は
そ

第
十
七
条

防
衛
大
臣
は
、
給
付
金
の
支
給
に
関
す
る
処
分
に
つ
い

の
不
作
為
に
つ
い
て
の
審
査
請
求
に
対
し
て
裁
決
を
し
よ
う
と
す

て
の
不
服
申
立
て
に
対
し
て
決
定
又
は
裁
決
を
し
よ
う
と
す
る
と

る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
防
衛
施
設
中
央
審
議
会
に
諮
問
し
な

き
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
防
衛
施
設
中
央
審
議
会
に
諮
問
し
な
け
れ

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ば
な
ら
な
い
。



- 654 -

○

防
衛
施
設
周
辺
の
生
活
環
境
の
整
備
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
九
年
法
律
第
百
一
号
）
（
第
三
百
四
十
条
関
係
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
異
議
の
申
出
）

（
異
議
の
申
出
）

第
十
五
条

前
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
決
定
に
不
服
が
あ
る
者
は

第
十
五
条

前
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
決
定
に
不
服
が
あ
る
者
は

、
同
項
の
通
知
を
受
け
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
三
月
以
内
に

、
同
項
の
通
知
を
受
け
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
三
十
日
以
内

、
防
衛
省
令
で
定
め
る
手
続
に
従
い
、
防
衛
大
臣
に
対
し
て
異
議

に
、
防
衛
省
令
で
定
め
る
手
続
に
従
い
、
防
衛
大
臣
に
対
し
て
異

を
申
し
出
る
こ
と
が
で
き
る
。

議
を
申
し
出
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

（
略
）

２

（
略
）

（
増
額
請
求
の
訴
え
）

（
増
額
請
求
の
訴
え
）

第
十
七
条

第
十
四
条
第
三
項
又
は
第
十
五
条
第
二
項
の
規
定
に
よ

第
十
七
条

第
十
五
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
決
定
に
不
服
が
あ
る

る
決
定
に
不
服
が
あ
る
者
は
、
そ
の
決
定
の
通
知
を
受
け
た
日
か

者
は
、
そ
の
決
定
の
通
知
を
受
け
た
日
か
ら
六
月
以
内
に
、
訴
え

ら
六
月
以
内
に
、
訴
え
を
も
つ
て
そ
の
増
額
を
請
求
す
る
こ
と
が

を
も
つ
て
そ
の
増
額
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

で
き
る
。

２

（
略
）

２

（
略
）



- 655 -

○

武
力
攻
撃
事
態
に
お
け
る
外
国
軍
用
品
等
の
海
上
輸
送
の
規
制
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
六
年
法
律
第
百
十
六
号
）

（
第
三
百
四
十
一
条
関
係
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
審
査
請
求
の
制
限
）

（
行
政
不
服
審
査
法
に
よ
る
申
立
て
）

第
七
十
一
条

こ
の
法
律
に
基
づ
く
処
分
に
つ
い
て
は
、
審
査
請
求

第
七
十
一
条

こ
の
法
律
に
基
づ
く
処
分
に
つ
い
て
は
、
行
政
不
服

を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

審
査
法
（
昭
和
三
十
七
年
法
律
第
百
六
十
号
）
に
よ
る
不
服
申
立

て
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。



- 656 -

○

武
力
攻
撃
事
態
に
お
け
る
捕
虜
等
の
取
扱
い
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
六
年
法
律
第
百
十
七
号
）
（
第
三
百
四
十
二
条
関
係
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

目
次

目
次

第
一
章
～
第
三
章

（
略
）

第
一
章
～
第
三
章

（
略
）

第
四
章

資
格
認
定
審
査
請
求
及
び
懲
戒
審
査
請
求

第
四
章

審
査
請
求

第
五
章
～
第
七
章

（
略
）

第
五
章
～
第
七
章

（
略
）

附
則

附
則

（
定
義
）

（
定
義
）

第
三
条

（
略
）

第
三
条

（
略
）

一
～
十

（
略
）

一
～
十

（
略
）

十
一

資
格
認
定
審
査
請
求

第
十
四
条
第
一
項
、
第
十
七
条
第

十
一

資
格
認
定
審
査
請
求

第
十
四
条
第
一
項
、
第
十
七
条
第

四
項
及
び
第
百
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
抑
留
資
格
認
定
に

四
項
及
び
第
百
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
抑
留
資
格
認
定
に

関
す
る
審
査
の
請
求
を
い
う
。

関
す
る
審
査
請
求
を
い
う
。

十
二

懲
戒
審
査
請
求

第
百
二
十
五
条
の
規
定
に
よ
る
懲
戒
処

十
二

懲
戒
審
査
請
求

第
百
二
十
五
条
の
規
定
に
よ
る
懲
戒
処

分
に
関
す
る
審
査
の
請
求
を
い
う
。

分
に
関
す
る
審
査
請
求
を
い
う
。

十
三
～
十
八

（
略
）

十
三
～
十
八

（
略
）

第
四
章

資
格
認
定
審
査
請
求
及
び
懲
戒
審
査
請
求

第
四
章

審
査
請
求

（
行
政
不
服
審
査
法
の
規
定
に
よ
る
審
査
請
求
の
制
限
）

（
行
政
不
服
審
査
法
に
よ
る
不
服
申
立
て
の
制
限
）

第
百
八
十
条

こ
の
法
律
の
規
定
に
よ
る
処
分
又
は
そ
の
不
作
為
に

第
百
八
十
条

こ
の
法
律
の
規
定
に
よ
る
処
分
に
つ
い
て
は
、
行
政

つ
い
て
は
、
行
政
不
服
審
査
法
（
平
成
二
十
六
年
法
律
第

不
服
審
査
法
（
昭
和
三
十
七
年
法
律
第
百
六
十
号
）
に
よ
る
不
服

号
）
の
規
定
に
よ
る
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

申
立
て
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。


